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お に 科 的 Wh 邊 


な ぜ 日 本 史 を 学ぶ の か 

現代 は 「 国 際 化 」 の 時 代 で ある , と いう 言葉 を ここ 10 年 余り , いろ いろ な 場面 で 耳 に する 。 
多分 , 読者 も 耳 に た こ が で きる ほど 聞か され て いる こと と 思う 。 高 等 学校 の 教育 の 目標 と 
し て , 「 国 際 社 会 に 生き る 日 本 人 と し て の 資質 を 養う 」 こ と が うた われ て いる の も , その あ 
ら わ れ と いえ よう 。 そ れ で は いっ た い , 国際 化 の 時 代 に 生き る た め の 必 要 な 資質 と は 何だ 
ろう か , こう 質問 すれ ば , きっ と , 外国 語 の 会 話 や 読み 書き が で きる こと , 外国 の 文化 や 
生活 習慣 を 理解 する こと , な ど と いっ た 答え が か えっ て くる か も し れ な い 。 確か に それ ら 
は 大 切な こと に は 違い な い 。 し か し , も っ と 重要 な こと が な い だ ろ うか 。 

こん な 話 を 聞い た こと が ある 。 日 本 の 若い 外交 官 A 氏 が は じ め て の 海外 勤務 で アジ ア 
の 某 地 に 赴任 し た 。 彼 は 非常 に 有 能 か つ 意 欲 的 な 人 物 で , 現地 の 事情 や 歴史 ・ 文 化 を よく 
葛 強 し , 旧 款 主 国 の 言語 だ け で は な く , 現地 語 に も 堪能 で , まさ に 「 国 際 化 」 時 代 の 外交 官 
に ふさ わし い 資 質 を 身 に つけ た 人 材 と 目 き ほ きれ て いた 。 と ころ が 着任 早々 , 現地 の 若い 同 世 
代 の 知識 人 た ちと の 会 合 に 出席 し た A 氏 は 情 然 と し た 。 と いう の は , 日 本 の 急速 な 近代 
化 の 具体 的 事情 や その 歴史 的 ・ 文 化 的 背景 な ど に つい て , か な り 突 っ 込ん だ 質問 を 浴び せ 
か けら れ , それ に 何一つ まとも に 答え られ な か っ た か ら で あ る 。 自国 に つい て の 無知 さ 加 
減 を 痛感 し た A 氏 に と っ て , 任 地 で の 初 仕事 は , 日 本 か ら 大 量 の 参考 書 を 取り 寄せ て , 
自国 の 歴史 や 文化 に つい て 勉強 し 直す こと だ っ た と いう 。 

この エビ ソード は , 真 の 「 国 際 化 」 に と っ て 何 が 重要 で ある か を 明白 に 物語 っ て いる 。 自 
国 の 歴史 や 文化 に 対す る 深い 理解 と 洞察 力 を 抜き に し た 「 国 際 化 」 は あり 得 な い の で ある 。 
「 国 際 化 」 が 進め ば 進む ほど , 日 本 史 の 学習 も また 重要 性 を 増す こと に な る だ ろう 。 


どの よう に 日 本 史 を 学ぶ の か 

日 本 史 は , 日 本 に か か わる 過去 の いろ いろ な 出来 事 を 史料 を 通じ て 明らか に し , 時 間 の 
流れ に 則 し て それ ら の 因果 関係 を 探り , その 意味 を 解明 する 学問 で ある 。 今 日, 日 本 や そ 
れ を 取り 巻く 国際 社会 で お こっ て いる 多く の 出来 事 は , 一 見 する と 突然 に 発生 し た よう に 
思え る か も 知れ な い が , 決し て そう で は な い 。 そ れ は , 良く も 悪く も 歴史 に 根ざし た 長い 
人 間 の 営み の 所 産 な の で ある 。 歴史 が わか ら な けれ ば , と り わ け 日 本 史 が わか ら な けれ ば 」 
現代 の 日 本 が 直面 し て いる きま ざま な 問題 は 理解 で き な い と いえ る だ ろう 。 

も と より , 日 本 史 に お いて は , 常に 「 一 つの 正しい 歴史 」 が 存在 する わけ で は な い 。 ま た 
過去 の 出来 事 が すべ て わか っ て いる わけ で も な い 。 今日 ,。 わか っ て いる 出来 事 は , ぼう 大 
な わか っ て いな い 出 来 事 に 比べ れ ば , ほん の 一斉 「 九 牛 の 一 毛 」 に すぎ な い 。 し た が っ 
て , 新しい 史料 の 発見 。 理 も れ て いた 史実 の 解明 異な っ た 見 方 ・ 考 ぇ 方 や 解釈 の 導入 が , 
これ まで 常識 と な っ て いた 定説 を 大 きく 書き か え , 歴史 の 意味 や イメ ー ジ を 全く 変え て し 
まう こと も 珍し く は な い 。 そ の 点 で は 歴史 を で きる 限り 多角 的 に と ら え , さま ざま な 視点 
か ら , いわ ば 複眼 的 に 見 直す 努力 も 必要 で あろ う 。 歴史 の 学習 は , と も する と 結果 論 的 な 
単なる 知識 の 集積 に お ち 入 りか ね な い 。 しかし, 歴史 の 学習 に と っ て , 大 切な こと は , 歴 
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史 の 内 在 的 理解 で ある 。 わ れ わ れ は 往々 に し て , 歴史 状況 を 無視 し て 安易 に 現在 の 価値 基 
準 や 倫理 感 に より , いわ ば 「 あ と 知恵 で 歴史 を 裁断 し が ち で ある 。 そ れ は し ば し ば , 特定 
の イデ オロ ギー 史観 に も と づく , 敬 玉 ・ 悪 玉 的 な 歴史 の 見 方 に お ち 和 信 る と いう 弊害 に つ な 
が っ ら て じじ ま づ の 。 

し か し , 歴史 を 内 在 的 に と ら え る に は , ある 時 代 に 生き た 生身 の 人 間 た ち が , どの よう 
な 状況 の 中 で , いか な る 情報 や 認識 を も ち , どん な 価値 観 や 行動 様式 に 基づい て , 何 を 考 
え , 何 を 目標 に 行動 し た の か , と いっ た 事柄 を 状況 に 即 し て 理解 する こと が 必要 不可 欠 で 
あろ う 。 

本 書 は , 日 本 史 の 学習 参考 書 で あっ て 専門 書 ・ 研 究 書 で は な い が , 執筆 者 一 同 は 上 述 の 
点 を 考慮 し , で きる だ け 日 本 史 の 多角 的 な 見 方 , 内 在 的 な 理解 に 意 を 用 いた 。 定説 的 な 見 
方 に 即 し て 記述 し な が ら も , 見 解 が 大 きく 分 れる よう な 歴史 事象 に つい て は , 可能 な 限り , 
諸 学 説 ・ 諸 見 解 を 併記 し , 平易 に その 論点 を 解説 する よう に 勢 め た 。 時 と し て は , 高等 学 
校 で の 学習 の 範囲 を 越え を る か も 知れ な い が , 読者 の 皆さん が , その 意 を 流 ん で 学習 し て 頂 
けれ ば 幸い で ある 。 


1998 年 7 月 編 者 
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田 敗 例 

年 は 年 代 を 知る の に 便利 な た め 西 暦 を 主 と し , 日 本 の 年 号 は ( ) の な か に 入れ た 。 明 治 
5 年 まで は 日 本 歴 と 西暦 と は 1 ヵ月 前 後 の 違 い が あ る が , 年 月 は すべ て 日 本 暦 を も と に し , 
西 歴 に 換算 し な か っ た 。 た と えば 天正 14 年 12 月 1 日 は , 西暦 で は 1587 年 1 月 9 日 で ある が , 
1586 (天正 14) 年 12 月 と し た 。 改元 の あっ た 年 は , その 年 の 初め か ら あ た らし い ゅ 年 号 と し た 。 
た と えば 慶応 4 年 は 9 月 8 日 に 改元 し て 明治 元 年 と な っ た の で ある が , この 年 の こと は す 
べ て 1868( 明 治 元 ) 年 と し た 。 
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2 第 1 部 原始 ・ 古 代 


第 1 草 日 本 文化 の あけ ぼ の 


1. 文化 の は じ ま り 





地球 は 45 億 5000 年 前 に 誕生 し た 。 そ し て 地質 時 代 の 歴史 区 分 に お 

1 いて 新生 代 新 第 三 紀 鮮新 世 と いわ れる 時 代 に , 人 類 が 誕生 し た 。 
その 後 の 新 生 代 第 四 紀 は , 人 類 が 進化 を と げ , 地球 上 に 広く 拡 英 し , 現在 の よう な 繁栄 に 
到達 し た 時 代 で ある 。 人 類 は , 猿人 (400ー ー80 万 年 前 ) 一 原 人 (80 万 一 15 万 年 前 )ー 旧 人 
(15 万 一 3 万 年 前 ) 一 新人 ( 3 万 年 前 以降 ) と いう 進化 を 経て きた 。 

東部 アフ リカ を 南北 に 走る 大 地溝 葵 は 人 類 誕 生 の 地 で , 1924 年 , 最初 に アウ スト ラロ ピ 
テク ス ( 南 方 の 衝 の 意 ) を 発見 し た の は 南ア フリ カ の 解剖 学者 ダー ト で あっ た 。 ア ウス トラ 
ロビ テク タス = アフ ァ レ ン シ ス (アフ ァ ー ル 猿人 ) は , 現代 人 の 約 3 分 の 1 ( 約 500cc, チン パ 
ンジ ー 並 み ) の 脳 容量 し か も た な い が , 直立 二 足 歩行 を し て お り , 新生 代 新 第 三 和 鮮 新 世 
の 340 万 一 280 万 年 前 ころ 生存 し た らし い 。200 万 年 前 に , 大 き な 脳 容量 を も ち 石 咽 な どの 
道具 を 使用 し て いた ホモ = ハビ リス が 現われ た 。 こ の ホモ = ハビ リス か ら 原 人 ホモ = エレ 
クト ゥ ス が 生じ , 現在 の 人 類 に いた る と いう 説 が 有力 で ある @。 

更新 世の中 ご ろ , 原 人 (ホモ = ェ エ レク トゥ ス ) が 出現 する 。1891 年 。 オ ラン ダ 人 軍医 デュ 
ボア が ジャ ワ 烏 東部 の トリ ニー ル 村 に 近い ソロ 川 の 岸 で 最初 ! に 発見 し (ジャ ワ 原 人 , 有 容 
量 約 900cc), の ち 1927 年 以降 , 北京 郊外 の 周 口 店 の 洞 鶴 か ら 約 40 体 分 も の 原 人 の 化石 が 
発見 され た (北京 原 人 , 脳 容 量 約 1100cc) 。 北 京 原 人 の 出 た 洞窟 遺跡 か ら は , 多数 の 動物 ・ 
植物 化石 と 石器 . また 火 を 使用 し た 痕跡 も 発見 され , 原 人 の 生活 ・ 文 化 が 明らか に な っ た 。 
お そら く 言 葉 を 話す 能力 も あっ た と 考え られ て いる 。 

15 万 年 前 ころ , 人 類 は 旧 人 ( 証 代 型 新 人 と も る 呼ばれる) へ と 進化 する 。| 旧 人 は , 1856 年 , 
ドイ ツ の デュ ッ セ ルド ルフ 市 の 東 に ある ネアンデルタール と いう 石 灰 岩 の 谷 か ら は じ ぬ め て 
tbE。 当 呈 の 和 ル 人 と 呼 

ーー ぶ 。 旧 人 の 脳 容量 は 現代 
| 人 と ほほ 同じ で 後 ら は 
ー] 洞窟 に 住み , 進歩 し た 石 


で 5 つ 
220 リス 2 っ ル 1 上 上 四 7 


ゆ 1992 年 . エチ オ ピ ア で , 
アウ スト ラロ ピ テ タス = ア 
ファ レン シス が 出 た 地 属 よ 
きら に 古い 地層 か ら , よ 
りり 猿人 類 に 近い 特徴 を も つ 
化石 が 発見 きれ た 。 こ れ は 
人 頼 の 誕生 が 440 万 年 前 に 

8 ーー 散 さか の ば ぼる 可能 性 を 示す も 
沈 史 時 人 年 の で ある 。 





器 を 製作 し , 死体 を 埋葬 


する 習慣 が あり , な か に 


は 墓穴 に 花 を 供え た 例 も 
確認 きれ て いる 。 

5 万 一 3 万 年 前 , 最後 
の 氷 期 か ら 後 水 期 に か け 
て の 時 期 に , 旧 人 より も 
さら に 現代 人 に 近い 骨格 
を も つ 人 類 ( 現 生 人 類 


ホモ = サビ エン ス = サ ピ | 


エン ス ) が 現われ た 。1868 


年 。 南 フラ ンス の クロ マ 間 
ニョ ン 渓 谷 で 発見 され た 


クロ マニ ョ ン 人 が その 代 


表 的 な も の で , われ われ | 


第 1 章 日 本 文化 の あけ ぼ の 3 


A 黒曜石 を 主 と す 
る 石器 文化 園 


財 コ 古 旋 
B 硬質 真 岩 を 主 と | 
する 石器 文化 圏 
| C サミ カイ ト を 主 と 
する 石器 文化 圏 


ョ 化石 人 邊 
ナウ マン 上 象 の 1 E 石 





現代 人 と 同じ 種 に 属す る |. 
人 類 で ある 。 主 に 洞窟 に |“ 
住み , 非常 に 進歩 し た 石 
時 を 時 作 ・ 使 用 し 。 角 

・ 漁 労 の 効率 が 高 ま 
っ だ 。 和民 イ ルオ ジグ の 9 の 了 ア 此 ダ 
ミラ . フラ ンス の ラス コー の 洞窟 に み ら れ る よう な 優れ た 絵画 や , 女性 像 ・ 動 物 の 彫刻 を 
残す な 5 豊か な 丈 化 を も っ て いた 。 

地質 学 で いう 第 四 紀 は 約 1 万 年 前 を 境 に 更新 世 (Pleistocene, 

最も 新 し い 時 代 の 意 ) と 完 新 世 (Holocene, 現世 Recent と 同義 ) 
に 分 け られ る 。 更新 世 は 氷 河 時 代 と も 呼ば れ , 世界 的 に 気温 が 低下 し 氷河 が 拡大 し た 。 
ヨー ロッ パ で は ギュ ン ツ ・ ミ ン デ ル ・ リ ス ・ ヴ ュ ル ム 氷 期 と いう , 少な く と も 4 回 の 著 し 
先 浴 な 水 期 が 確認 きれ て いる 。 そ れ ら 水 期 の 間 に は 比較 的 温 明 な 間 水 期 が 訪れ た 。 
氷 期 に は 大 量 の 水 が 水 と し て 陸上 に 固定 され た た め 海 面 低下 が お こ り , 海面 は 現在 に 比 
べ 100m 余り も 下 隆 し た 。 日 本 周辺 で は 海面 低下 の 結果 宗谷 海峡 と 則 宮 海峡 が 際 橋 と な 
り , 日 本 別 島 は サハ リン ( 答 太 ) を 通じ アジ ア 大 陸 と 陸続き に な っ た 。 対馬 朝鮮 ) 海 峡 が 陸 
化し た 時 期 が あっ た か ど う か は 意見 が 分 か れ て いる 。 北 方 か ら は マン モス や ヘラ ジ カ が 南 
下 し , 南方 か ら ら は 中 国 の 黄土 動物 群 に 由来 する ナウ マン 象 と オオ ツノ ジ カ が や っ て き て 北 
上 し た 。 人 類 も こう し た 大 型 獣 を 追い か け な が ら , 3 の 
の 時 代 の 気候 が 非常 に 寒 谷 で あっ た こと は , 遺跡 に 残さ れ た 泥炭 層 か ら 亜 突 帯 や 冷温 薄 
針 代 樹 の 遺存 体 (カラ マツ ・ が SO 2 が 2 人 人 
され て いる 。 

[更新 世 と 完 新 世 】 地表 に 現われ た 岩層 を も と に 地球 の 有 歴史 が 組み 立て られ る よう に な っ 

た 38 億 年 前 か ら 現在 まで を , 地質 時 代 と 呼ぶ 。 そ の 地質 時 代 の 最後 の 年 代 区 分 が 第 四 紀 で 





ie 





港 川 人 1 号 人 骨 頭 部 (上 ) 
と 全身 ( 下 ) 沖縄 県 具志頭 ン ゴ ロイ ド は , 氷 期 の 高緯度 地方 


桂 から, 1970( 昭 和 45) 年 に 
革 押 きれ た 。 
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あり , 現在 の 地質 学 で は 164 万 年 前 以降 と され る 。 更新 世 は 港 積 世 」 
= 新 世 は 沖積 世 と いう 用 語 で 呼ば れ た こと も あっ た 。 洪 積 世 は 聖書 
が 伝え る ノア の 箱 船 の 洪水 が も た らし た 堆積 物 の 時 代 , 沖積 世 は そ 
れ 以 後 の 河川 に よる 堆積 物 の 時 代 と いう 意味 が ある が , 現在 で は 国 
隊 的 に 通用 し て い 放 更新 世 ・ 完 新 世 の 用 語 を 使う 人 てき で 訓 旋 。 更新 
世 は 水 河 時 代 。 それ に 対し て 完 新 世 を 後 水 期 と 位置 づけ る こと が で 
る 。 更新 世 か ら 完 新 世 へ の 移行 期 に は , 気候 が 急 に 温暖 化し , 植物 


酸性 の 土壌 が 多い 日 本 で は , 人 骨 は 容易 に 水分 に 浴 か され る た め , 
- 残り に くい 。 現在 まで に 日 本 列島 で 発見 され た 更新 世 の 化石 人 骨 は . 
一 部 が 原 人 段階 や 旧 人 段階 に きか の ぼる と 考え られ た 時 期 も あっ 

た が , すべ て が 新人 段階 の 朋 と する 見 方 が 有力 に な っ て いる @。 琉球 
列島 に は 石灰 涯 が 広く 存在 する た め , 化石 人 骨 が 残り や すい 。 沖縄 県 
具志頭 村 で 発見 され た 港 川 人 は ( 男 ・ 女 4 体 分 の 化石 ), 約 18000 年 
前 の 新人 段階 の 人 朋 で ある 。 こ の うち 港 川 1 号 人 骨 ( 男 ) は 東 ア ジア 地 
域 の 中 で も 最も よ 〈 保存 され た 形 で 発見 され た 。 推定 身長 は 153cm と 
| 小柄 で , 局 や 上 腕骨 ・ 背骨 は 華 閉 で ある が . 手 は 大 きく , 下半身 は 頑 
丈 で あっ た 。 港 川 人 の 産 は 。 ひたい が せま く 幅 広い 立体 的 な 形 を し 
て お り , 強く 踊 む た め の 筋 肉 が 発達 し て いた 。 こ の よう な な 特徴 は の ち 
の 縄文 時 代 の 人 肖 に 受け 継が れ て いる 。 静岡 県 浜北 市 で 発見 され た 浜 
北 人 (頭骨 ・ 定 骨 の 一 部 ) も , 新人 の 骨 と 考え られ て いる 

。 こ の 稔 川 人 を 中 国 南部 (広西 省 柳 江 県 ) の 柳 江 人 , 中 国 北部 の 当 項 
| 洞 人 (北京 部 外 ・ 周 口 店 ), 東南 アジ ア の ワリ ジャク 人 人 (マレー シア) な ど 
と 比較 する と , 柳 江 人 に 最も よく 似 て いる と する 説 が 有力 で ある が 
柳 江 人 人 と も 山頂 洞 人 と も 似 ず . ワ ジ ャ ク 人 と 似る と いう 説 も ある 。 こ 
の よう に 人 類 学 か ら は , 日 本 人 の 南方 起源 説 が 唱え を られ て いる 

き 考 | 日 本 人 の 形成 日 本 人 を 。 逃さ き な い よう に 皮 膚 面積 が 小さ い 
各 む モン ゴロ イド (アジ ア 人 種 ) は (短い 手足 )。 顔面 の 凹凸 が 少な く , 
古 モ ン ゴ ロイ ド (南方 系 モン ゴロ 水分 の 多い 目 を 凍ら せな いよ うに 
イド ) と 新 モ ン ゴ ロイ ド ( 北 方 系 モ | 厚い 一 重 ま ぶた が 普通 で ある 。 こ 
ン ゴ ロイ ド ) に 分 けら れる 。 新 モ れ に 対し , 内 帝 適応 を 起こ き な か 
っ た 南方 系 モン ゴロ イド は , モン 
の , 極端 に 寒 座 な 気候 に 適応 し て ゴロ イド と し て 古い 形態 を 保っ て 
出現 し た 人 を 々 で ある 。 そ の 特徴 は , いる と 考え られ る 
体温 を 保持 する た め に 体 の 体積 が 現代 日 本 人 に は 新 モ ン ゴ ロイ ド 
大 きく な り ( 胴 長 )、 し か も 体温 を 的 特徴 が 色濃く 認め られ る が , 人 





@ 1931( 昭 和 G ) 年 に 兵庫 県 明石 で 直良 信夫 氏 に よっ て 発見 され た 腰骨 は 。 原 人 自 階 の 骨 と 認定 きれ 
「 明 石原 人 」 と し て 有名 に な っ た 。 し か し 骨 自 体 は 戦災 で 消失 し て し まっ た 。 近年. 残 き れ た 模型 を 人 
類 学者 が 調査 し , 現代 人 に 含ま れる 可能 性 が ある と 指摘 し て いる が , 旧 人 と する 説 も あり . 決着 が つ 
L! て いな い 。 


相 と 動物 相 が 変化 し , それ に 対応 し て 人 頼 の 生活 も 大 きく 変化 し た 。 


旧 石 器 時 代 の 文化 








類 学 的 見 地 か ら は , 日 本 人 の 基層 は 南方 の 古 
モン ゴロ イド で あっ た と 考え られ て いる 。 日 
Em 顔 が 幅広 く 高 き 
が 低く ( 低 顔 ), 凹凸 に 語 ん で いた 。 上 旧 石 器 時 
の 縄文 人 の 
直接 の 先 視 で あっ た と 考え られ る 。 こ れ ら の 
人 々 は 古 モ ン ゴ ロイ ド の 細 賭 に 属す る も の 
で ある 。 道 伝 学 の 分 野 で は , 縄文 時 代 前 期 の 
人 骨 (浦和 1 号 ) か ら 基 
遺伝 子 の 本 体 ) を 抽出 し , それ を 増幅 し て 塩 
基 配 列 を 決定 する こと に 成功 し た 。 そ の 配列 
を 現代 の アジ ア 人 29 人 と 比較 し た 結果 , 東南 
アジ ア 人 2 人 と 一 致し た 。 こ の 成果 は , 交 


6000 年 前 の 日 本 列島 中 心 部 に 住ん で いた 人 が , 


現代 東南 アジ ア 人 と 共通 の 起源 を も つ 可 能 性 
を 示し た の で ある 。 た だ し , 考古 学 の 証拠 か 
ら は , 旧 石 器 時 代 に 日 本 列島 と アジ ア 大 陸 北 
部 の 沿海 州 ヤ シベ リア と の 強い 文化 的 つなが 
が 認め ら れる 。 

寒 准 適応 を と げた 新 モ ン ゴ ロイ ド の 特徴 が 
日 本 の 人 人骨 に 現われ て くる の は , 弥生 時 代 か 
ら 古 墳 時 代 で ある 。 こ の 時 期 , 朝鮮 半島 か ら 
相当 数 の 人 々 が 日 本 列島 へ 渡来 し , 稲作 を は 
上 め 多 く の 新しい 技術 や 文化 を も た らし た 。 





DNA( デ オキ シリ ボ 桜 醸 , 
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この 人 々 は 縄文 人 に 比べ て 高 身長 ・ 高 顔 ( 面 
長 ) を 特徴 と し , 弥生 時 代 に 北部 九州 や 山口 
県 西部 に 移住 し , 在 地 の 縄文 人 と 混血 を 重ね 

ら 全国 へ 広がっ て いっ た 。 現代 日 本 人 の 
遺伝 子 の 分 析 に よれ ば , 日 本 人 は アイ ヌ ・ 沖 
縄 の 人 を と , それ 以外 の 人 々 と いう 二 つ の ダグ 
ルー プ に 分 けら れる と いう 。 日 本 列島 の 北 と 
南 の 人 を 々 が , 中 間 の 日 本 人 を は さん で 耳 い に 
類似 する と いう こと は , 北 と 南 の 端 で 古 モ ン 
ゴロ イド 的 な 縄文 人 の 特徴 が 保持 きれ て きた 
と 考え れ ば , 説明 で きる 。 

一 方 , 日 本 人 の 起源 と 深く か か わる 日 本 語 
の 起源 ・ 系 統 は , さら に 複雑 な 問題 で ある 。 
文法 構造 や 音韻 組織 か ら み て , 古代 日 本 語 は 
トル コ か ら 中 央 アジ ア , 中 国東 北部 , 朝鮮 の 
言語 の 総称 と し て の アル タイ 語 と の 関係 が 深 
ゅ いと いう 考え は 根 問 い 。 チ ベッ ト ・ ビ ル マ 語 
と 同じ 起源 を も つと いう 説 も ある 。 最 近 は , 
古代 日 本 語 に 単 一 の 祖語 を 求め ゆる の で は な 、 く , 
複数 の 言語 を 基本 に し て 形成 され た 混合 語 
と ら え る 見 方 も 有力 で ある 。 ま た , 古代 日 本 
の と され る オー スト ロ ネ 

語 (南島 語る しく は マレ ー= ポ リネ シア 
品 も 呼ば れる ) の 影響 重視 きれ て いる 。 


も 2 
一 次 世界 大 戦後 の こ と で あっ た 。 関東 地方 の 地表 


面 の 黒土 の 下 に は , 更新 世 末 期 ( な な な っ 関東 口 
ー ム 層 と 呼ば れる 。 こ の 関東 ロー ム 層 に 遺跡 は 存在 し な いと いう の が 長く 定説 で あっ た が , 
1949( 辿 和 24) 年 , 行商 を し な が ら 独 学 で 考古 学 を 勉強 し て いた 相沢 忠洋 (192689 が , 群 
馬 県 崖 宿 の 切通 し の 赤土 の 中 か ら 打 製 石 器 を 発見 し た 。 そ れ が きっ > か け に な っ て 日 本 列 
島 に も 旧 石 器 が 存在 し た こと が 明らか に な っ た の で ある 。 


人 博 考 ] 考古 学 の 時 期 区 分 考古 r 学 で は , 人 
類 の 文化 を 。 使用 され た 道具 , と くに 利器 の 
材質 に よっ て , 石器 時 代 ・ 青 銅器 時 代 ・ 鉄 器 
時 代 に 区 分 し て いる 。 石 益 時 代 は , 打ち 欠い 


た だ け の 打 表 石器 の み を 用 いた 旧 石 器 時 代 と 。 


石器 を 磨い て 仕上 げ て いる 磨 製 石器 が 出現 す 
る 新 石 器 時 代 と に 分 けら れる 。 世界 的 に は , 
更新 世に 属す る 人 類 文 化 を 旧 石 器 文 化 と 呼ぶ 
こと が 定着 し て いる 。 日 本 で は , 旧 石 器 時 代 
の 遺跡 が 知ら れる よう に な っ た ころ , 旨 文 土 


器 以 前 , 縄文 時 代 以 前 .。 と いう 意味 で 「 先 土 
妊 時 代 」「 先 縄文 時 代 」 と いう 名 称 が 用 いら れ 
た 。 し か し , 日 本 で も この 時 代 の 遺跡 の 発見 
が 相 つ い だ こ と か ら , 現在 で は 「 旧 石器 時 代 」 
と いう 名 称 を 用 いる こと が 一 般 的 に な っ て い 
る 。 た だ し 後続 する 時 代 に つい て , 日 本 で は 
「 新 石器 時 代 」 で は な く , 「 縄 文 時 代 」「 弥 生 時 
代 」 と いう 名 称 が 定着 し て いる 。 こ の 点 は 用 
語 と し て 一 貫 性 が な い の で , 旧 石 器 時 代 を 
「 岩 宿 時 代 」 と 呼 ぼ うと いう 提唱 も ある 。 
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な お , 世界 各地 で , 完 新 世 に 入っ て か ら の 
食料 採取 の 時 代 ,。 また は 細石 器 が 主 に 使用 き 
れ た 時 代 を 「 中 石器 時 代 」 と 呼び , 上 旧 石 器 時 代 
_ 岩 宿 遺 中 の 発見 ・ 調 査 の の ち , 関東 ロー ム 層 の 中 で も 最も 上 面 に 堆積 し , 年 代 が 新しい 
立川 ロー ム 層 (3 万 ー1 万 年 前 ) の 中 か ら 多 く の 遺 跡 が 発見 きれ る よう に な っ た 。 そ れ に 伴 
っ て , 立川 ロー ム 層 より 前 ,。 つ まり 3 万 年 前 より 古い 遺跡 や 石器 が 存在 する の か どう か , 
長く 論争 の 種 と な っ た 。 こ の 論争 の 影響 を 受け 継い で , 日 本 の 考古 学 で は 3 万 年 前 より 古 
いい 時代 を 前 期 旧 石 器 時 代 . 3 万 一 1 万 年 前 を 後期 旧 石 器 時 代 と 呼 衣 が . これ は 日 本 独特 の 
分 け 方 で ある @。 前 期 旧 石 器 時 代 に きか の ぼる 可能 性 が ある 石器 と し て , 東 ア ジア や 東南 
アジ ア 各 地 に 見 られ る 大 型 の 石 核 石器 (チョ ッ パ ー, チョ ッ ピ ング トゥ ー ル ) や 凍 片 石器 な 
ど が 日 本 各地 で 発見 きれ て いる 。 前期 旧 石器 時 代 の 遺跡 調査 は , 日 本 列島 に お ける | 旧 人 や 
原 人 の 存在 と いう 問題 と 直結 し , 多く の 関心 を 集め て いる 。 

[ 旧 石 器 時 代 の 石器 】 旧 石 器 は , 確 ( 石 塊 ) の 周辺 を 打ち 砕い て 刃 を つく り 出 し た 「 石 核 石 

器 」 と , 石 核 か ら 剣 ぎ 取 られ た 破片 ( 缶 片 ) に 妃 を つく り 出 し た 「 全 片 石器 」 に 分 けら れる 。 

猿人 ・ 原 人 の 用 いた 石器 は 主 に 石 核 石 器 で あり , 中 期 旧 石器 時 代 に 症 片 石器 が 発達 し た 。 

後期 旧 石 器 時 代 に は 六 片 を ja っ な 注意 深く 多量 に つく り 出 す 技 法 が 発達 し た 。 
つく り 出 きれ た 薄く 長い 球 片 は 石丸 と 呼ば れ , 各種 の 石器 の 素材 と な っ た 。 

日 本 の 旧 石 器 時 代 の 石器 に も さま ざま な 種 
類 が あり 、 ナ イフ 形 石 器 ・ 衝 頭 器 、 涯 男 な 

ど 動 物 の 狩り に 使わ れ た 格 ( 突 き 栓 ・ 投 げ 答 ) 

の 先端 に と りつ けら れ た も の , 確 器 ・ 石 基 ・ 

スク レイ パー・ 彫 器 な ど 調 理 や 加工 に 用 いら 

れ た 道具 が ある 。 

日 本 の 後期 旧 石 器 時 代 の 遺跡 は , 現在 ま 

で に 5000 カ 所 ほど 発見 きれ て いる 。 後 期 旧 

石器 時 代 に は , 約 2 万 2000 年 前 に 鹿児島 湾 

北部 の 始 良 カル デラ が 大 爆発 を お こし . そ 

の 火山 灰 (AT 火山 放 ) が 可 《 青森 県 まで 推 
: 積 し た 。AT 火山 灰 を 鍵 層 と し て 石器 の 特 
: 徴 の 変化 を みる と , その 隆 下 よ り も 古い 時 

代 に は , 全国 的 に 同じ よう な 石器 が み ら れ 


と 分 離し て 扱う こと が ある 。 日 本 で も 縄文 時 


胡 の 変遷 と ロー ム 過 “ 


さい せっ ま 吉 ー エ ーー 


hh 4 


せん そう 呈 











@ 世界 的 な 旧 石 器 時 代 の 区 分 と し て は , 8 
万 年 前 より 以前 猿人 ・ 原 人 が 大 器 や ハン ド 
アッ クス を 用 いた 時 代 を 前 期 (下部) 旧 石器 時 
代 。 旧 人 が 失 頭 替 や スタ レイ パー を 発達 きせ 
た 8 万 年 か ら 3 万 5000 年 前 を 中 期 (中 部 ) 旧 石 
器 時 代 , 新人 が 石丸 か ら 穴 頭 器 ・ ス クレ イ パ 

・ ナ イフ 形 石器 な ど 多様 な 石器 を 製作 し た 
: 3 万 5000 一 1 万 2000 年 前 を 後期 上部) 石器 
…3 時 代 と いう 分 け 方 が 一 般 的 で ある 。 


は ) 芋 *ー ロ 


護 本 層 コ ー 十 


( 





代 の 古い 部 分 を 中 石 碧 時 代 と 考え る 人 が いる 。 


その 結果 
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有る が , 隆 下 以後 に は 地域 的 特徴 が 目立っ て くる 。 


世界 の 考古 学 の 常識 で は , 旧 石 器 時 代 に 磨 製 石器 は み ら れ な いこ と に な っ て いる 。 とこ 
る が 日 本 で は 3 万 年 前 以降 。 AT 火山 灰 降 下 以前 の 遺跡 か ら , 打 製 石 春 と と も に , 部 分 的 
に 刃 を 磨い て つく られ た 局部 磨 製 石 伏 が し ば し ば 発見 され る 。 ナイ フ 形 石 静 は 2 万 2000 年 
前 一 1 万 4000 年 前 に 最 も 普 遍 的 な 石器 と な る 。 東北 ・ 中 部 地方 北部 に 東山 ・ 杉 久保 型 ナ 
イフ 形 石器 。 関東 ・ 中 部 地方 南部 に 茂呂 型 ナ イフ 形 石器 , 近畿 ・ 瀬戸 内 地方 に 国府 型 ナイ 
フ 形 石器 が それ ぞ れ 分 布 し て いる 。 それ ら は 石器 の 石材 と 製作 技法 の 違い か ら 区 別 さ れる 。 
それ ぞ れ の 分 布 圏 を 越え て , 例え ば | 日 形 県 越 中 山 K 遺跡 か ら 国 府 型 ナ イフ 形 石器 と その 
素材 と な る 石 が 発見 され た こと は , 長 距 離 の 人 と 物 の 移動 が 行わ れ た こと を 物語 る 

] 万 8000 年 前 こる, ヴ ュ ル ム 氷 期 最 寒冷 期 が 過ぎ き , 気 接 は 完 新 世 へ と 向け て 温 明 化し て 
いく 。 気候 の 変化 は 動物 相 に も 大 き な 影響 を 写 え , 更新 世 素 に ナウ マン 象 ・ ヘ ラジ カ が 縮 
滅 し , 旨 文 時 代 草 創 期 に は オオ ツノ ジ カ も 絶 減 し た 。 か わっ て ニ ホン シカ と イノ シシ を 中 
心 と し た 縄文 時 代 に 一 般 的 な 動物 相 が 成立 し て くる 。 動物 群 の 変化 に 対応 し て , 終 猟 基 の 
栓 先 は ナイ フ 形 石器 か ら 疾 頭 器 へ 変化 し た 。 さ ら に . 旧 石 器 時 代 の 終末 に 細石 東 を 動物 骨 
の 側 縁 に 埋め 込ん だ 組み 合わ せ 式 の 槍 が 登場 する 。 こ の 細石 刃 を 中 心 と し た 細石 器 文化 は , 
旧 石 器 時 代 か ら 新 石器 時 代 の 過渡 期 に 全 世 界 的 に み ら れ る 。 日 本 の 細石 器 文化 は 北海 道 で 
最も よく 発達 し , 細石 才 を つく る た め の 枢 形 細石 核 は 北海 道 ・ シベ リア ・ 浴 海 州 ・ 中 国 
東北 部 ・ モ ン ゴ ル ・ 朝 鮮 半 島 で 発見 され , この よう な 広い 範囲 で よく 似 た 石器 の 製作 技法 
が み ら れ る 。 こ れ は , 旧 石 器 時 代 末 期 に , 北海 道 と 大 陸 の 人 々 が 同様 の 技術 伝統 を 有 し て 
いた こと を 示す 。 細 石 刃 文 化 の あと , 最 古 の 土器 の 出現 と と も に , 1 万 2000 年 前 ころ に は 
縄文 時 代 に 和信 っ た 。 

旧 石 器 時 代 の 研究 は 石器 を 中 心 に 行わ れ て 
いる が , それ 以外 に も 当時 の 生活 を 知る こと 
が で きる 資料 が ある 。 大 阪 府 は さ み 山 遺 跡 か 
ら は , 地面 を 円 形 に 掘り く ぼ め て 柱 穴 を め 
ぐら し た 住居 の 跡 が 発見 され た 。 肉 な ど を 甘 
し 焼き に し た 調理 の 跡 と 考え られ て いる 際 群 
( 集 石 ) は 各地 で 発見 きれ て いる 。 し か し , の 
ちの 縄文 時 代 に 比べ れ ば , 土地 に 残さ れ た 生 
活 の 痕跡 は 断然 少な い 介 。 こ れ は 上 旧 石 器 時 代 
の 人 々 が , 一 カ所 に 定住 する 期間 が 短く , 頻 
筐 に 移動 を 行っ て いた こと を 示し て いる 。 お 
そら く , 数 人 か ら 十 数 人 の 小 集 団 が . 一 つの | ン “ 
河川 の 流域 で 食料 資源 を 求め な が ら 移動 を | 記 Ye. で 
繰り 返し た の で あろ う 。 その た ぬ め , 住 拓 も 簡 プ キ ーー デー 
@ 旧 石 器 時 代 の 墓 は , 北海 道 湯 の 里 遺 跡 , 同じ く 
美 利 河 遺 跡 か ら 発見 され て いる 。 人骨 は 残っ て いな 
か っ た が , 穴 の 底 か ら 装 飾品 と し て 使わ れ た 玉 が 発 
見 され て お り , 墓 で あっ た と 考え られ て いる 。 いる 。 








日 本 列島 中 央 部 に お ける 原産 地 別 黒 曜 石 の 分 布 
信州 系 産 は ほぼ 全域 に 及び , 原産 地 より 放射 状 に 
拡散 する 。 神 津島 産 は 鳥 部 と 浴 岸 部 に 分 布 し , 浴 
岸部 か らき ら に 河川 を きか の ぼり 内 陸 部 に 及 ん で 
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単 な テ ント 式 の 小屋 で あっ た り , 山中 で は 洞穴 を 利用 し た りす る こと も あっ た 。 こ の よう 
な 小 集団 が いく つか 集まっ て , より 大 き な 部 族 的 な 集団 が 形成 きれ て いっ た と 考え られ る 。 
それ ら は , 有 有 稚 の 原材料 と な る 石 を 項 隅 地 か ら 人 手 し , 小 集団 に 分 配 す る 役目 を 果たし た 
で あろ う 。 例 えば 黒曜石 は . 長野 県 和田 峠 . 伊豆 諸島 の 神津 鳥 な ど , 限ら れ た 場所 で し か 
産出 し な い 。 し か し , それ ら の 半 曜 石 は 旧 有 有 鶴 時 代 を 通じ て 関東 地方 ・ 中 部 地方 に 広く 分 
市 し て いる 。 ま た , 北海 道 白 溢 の 里 曜 石 は 。 秩 太 (サハ リン ) の 遺跡 まで 運ば れ た こと が 確 
認 き れ て いる 。 こ の よう に , 旧 石 器 時 代 の 社会 に は , 石器 材料 が 遠隔 地 の 集団 に まで 行き 
わた る よう な , 交換 や 分 配 の 仕組 み が す で に 存在 し て いた の で ある 。 
ES ] AH 
て 日 本 列島 と な っ た 。 所 信 の 変 化 は 。 また 日 本 列島 の 動物 相 ・ 植物 相 に 大 き な 上 影 才 を サス 
た 。 亜 寒 淀 性 ・ 冷温 淀 性 の 針 業 樹林 に か わり . 東日本 に は プ ナ ・ ナラ な どの 落葉 広葉 樹林 , 
4 は シイ ・ カシ な どの 史 葉 樹 林 ( 党 - 緑 広葉 樹林 ) が 広がっ た 。 ナウ マン 銀 ・ ペラ 
・ ニ ホン カモ シカ は 更新 世 未 まで に 総 減 し . オオ ツノ ジ カ も 縄文 時 代 草創 期 ま で に は 

hy 
物 相 が 成立 し た 。 こ うし た 自然 環境 の 変化 に 対応 し て , 日 本 列島 に 住む 人 々 の 生活 の 方 法 
も 大 きく 変わ り , 縄文 文化 が 成立 し た の で ある 。 
_ 縄文 文化 は 約 1 万 2000 年 前 に 始ま り , 約 2300 年 前 に 弥生 文化 に 移行 する まで , 1 万 年 も 
の 長い 期間 に 及 ん だ 。 そ れ を 縄文 時 代 と 呼ぶ 。 縄文 時 代 の 開始 は ,。 いく つか の 重要 な 道具 
の 出現 ,。 つ まり は 技術 の 革新 に よっ て 特徴 づけ られ る 。 ます 第 一 に 土器 の 出現 が ある 。 上 

器 は , 森林 の 変化 に 伴い 植物 質 食料 を 利用 する 比重 が 高まっ た た め 、 その 煮沸 調理 の 必要 
か ら 考 案 さ れ た も の と 考え られ る 。 つ き ぎ に 。 号 笑 の 使用 開始 が あげ られ る 。 狩 猟 用 の 道具 
は , 上 旧 石 習 時 代 に は 投げ 槍 ・ 突 き 栓 が 中 心 で あっ た が , 縄文 時 代 に 入る と 動き の 素早 い ニ 
ホン シカ や イノ シン な どの 中 型 獣 に 対応 する た め , 弓矢 が 使用 され る よう に な っ た 。 矢 の 
元 端 に は 軽い 石 氏 が つけ られ た 。 ま た , 縄文 時 代 に 入り 磨 製 石器 が 広く 普及 し た こと も 重 
要 で ある @。 

放射 性 展 素 '“C に よる 年 代 測 定 に よれ ば , 日 本 列島 に お ける 土器 の 出現 は , 今 か ら 約 1 
万 2000 年 前 に ほか の ぼる 。 こ れ は 世界 的 に みて も 最も 古い 年 代 で あり , 日 本 列島 は 最初 に 
土器 を 発明 し た 地域 の 一 つ で ある と 考え られ る 。 日 本 と 同様 な 自然 環境 の 変化 を 経験 し た 
他 の 東 アジ ア 地 域 で も 、 これ に 匹 英 する ほど の 古い 土器 が 発見 され る 可能 性 が 高 j い 。 土器 
は 食料 の 者 炊き と 関係 し て 出現 し 生 の まま で は 食べ に く か っ た 材料 を 新た に 食料 と する 
と を が 人 で 芝 計 よう! に な っ だ 。 本 の 実 の アク 抜き の た め の 煮 沸 も で きる よう に な っ た 。 
この 時 代 の 日 本 列 鳥 の 土器 は , 表面 に 縄 ( 換 系) を ころ が し て つけ た 縄文 と 呼ば れる 文様 

を も つも の が 多い の で , 縄文 土器 と いわ れる よう に な っ た の で ある 。 こ の 縄文 土器 の 形態 
と 文様 の 変化 を も と に , 縄文 時 代 は 草創 期 ・ 早 期 ・ 前 期 ・ 中 期 ・ 後 期 ・ 晩 期 の 6 期 に 区 分 
@ 欧米 の 考古 学 に よる と , 完 新 世 の 打 製 石器 と 麻 製 石器 が 共存 する 時 代 を 新 石器 時 代 と 呼び , 土器 
使用 の 開始 , 農耕 と 牧畜 の 行わ れる 食料 生産 段階 の 社会 と いっ た 特徴 が ある と 考え る 。 日 本 の 縄文 時 
代 は 磨 製 石器 が 広く 普及 し て いる こと か ら , ユー ラ シ ア 大 陸 各 地 の 新 石器 時 代 に 対応 する こと は 明 ら 
か で ある が , 基本 的 に は 食料 採取 段階 の 文化 で ある と いう 違い が ある 。 





/ 木 遺 跡 , 





され て いる 


縄文 土 嘱 の 形 と 用 医 紳 文 土 叶 の 基本 形 は 深 鉢 形 で ある 。 
ら 晩 期 ま で 一 貫 し て いる 。 こ れ は 土 問 が 食物 を 者 る た め の 道 具 で あっ た 
こと を 示し て いる 。 物 を 選 り つけ る 浅 鉢 や 電 は あま り 発 達せ すず, 酒 な ど 
を 注ぐ 注 中 土器 は 後期 に 発達 し た 。 a 神奈 川 県 花見 山 遺跡, b 新潟 県 久 
C 北海 道 す イペ 沢 遺跡 。 d 千 葉 県 後 具 塚 
塚 。 f 和 賀 県 滋賀 里 , g 千葉 県 飯山 満 東 道中 本 福島 県 大 畑 具 塚 i 茨城 県 福田 具 塚 , 
j 山口 県 岩田 遺跡 。 k 茨城 県 槍 塚 貝塚 , 1 青森 県 十 腰 内 遺跡 m 青 森 県 旬 ヶ 剛 遺 跡 出土 
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【 縄 文 土器 の 変遷 ] 縄文 土器 は 約 1 万 年 近く も 続き , 北海 道 か ら 九 州 ま で , 時 期 に よっ て 


は 沖縄 還 島 まで 広がり を 示し , 


人 炊き に 用 いら れ た 深 鉢 で あ り , 


時 代 と 地域 に より 形態 と 文様 の 変化 が 著しい 。 紳 丈 土 符 の 


前 期 に な っ て 克 り つけ 用 と 考え られ る 減殺 


出現 し た 。 後期 ・ 晩 期 に は 往 土器 ( 介 急 須 の よ うな 形態 )/ や 帳 ・ 替 な どの きま きま な 形 
の 上 問 が 定 モ 外 し た 。 重 文 土 徐 の 文様 の 年 代 浴 ・ 地域 差 は で さ ら に 著しい 。 草 創 期 の 代表 的 な 
人 + 爪 形 の 刻み を 連ね た 爪 形 文 。 粘土 耕 を めぐ ら に だ 降 起 線 文 と ゅ いわ れる も の で ある 。 


* 期 ・ 前 期 に は 縄文 が 最も 普及 する が , 


貝 吉 や 竹 管 を 使用 し た 文様 も 多い 。 中期 に は 斑 様 


人 な り , 立体 的 で 複雑 な 文様 が つけ られ た 。 後期 ・ 上 晩期 に は 麻 消 紳 文 ( 繝 交 
と 無 文 の 部 分 を 和 営 状 に 組み 合わ せ た も の ) に よる 洗練 きれ た 文様 が 流行 し た 。 


疹 考 」 自然 科学 的 年 代 決定 法 | 旧 石 器 時 代 


・ 縄 文 時 代 の 考古 資料 の 年 代 決 定 に は きま ざ 


まな 自然 科学 的 な 手法 が 用 いら れ て いる 。 最 
も よく 使わ れる の は 放射 性 炭素 ""C に よる 年 
代 測 定 法 で ある 。 動 植物 が 死ぬ と 体内 に 含ま 
れる 放射 性 炭素 "C が 一 定 速度 で 崩壊 し . 
きこ 

上 し た も の で , 生物 遺体 内 の 放射 性 炭素 の 残 


人 死後 絆 過 し た 年 数 を 測定 E す る 。 


1959 (昭和 34) 年 日 本 で は じ ぬ て 神奈 川 県 夏 島 
目 塚 の カキ 鼓 の 年 代 が 9240 土 500BP 1950 年 
を 起点 と する ) と 定 きれ , 縄文 時 代 の 始ま 


り を 4000 年 前 くら いと 考え て いた 学界 に 衝撃 
を 与え た 。 ほ か に , ウラ ン が 一 定 罰 率 で 月 壊 
する こと を 利用 し た フィ ッ シ ョ シン ーー トラック 
法 は , 火山 岩 で ある 黒曜石 が 噴出 し た 年 代 を 
測る こと が で きる 。 放射 能 を も つ カ リウ ム 40 
の 崩壊 を 利用 し た カリ ウム = アル ゴン 法 は , 

50 万 年 前 より 古い 年 代 の 測定 に 適し て いる 。 

最近 発達 し た 年 輸 年 代 測定 法 は , 木材 の 年 幅 
幅 の パタ ー ン を 調べ て 伐採 年 を 知る も の で , 

日 本 で は 現在 か ら 2000 年 前 くら いま で の 樹木 
の 伐採 年 を か な り 正 確 に 測定 で きる よう に な 
泊る 


これ は 早期 か 


e 茨城 県 上 高津 内 
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縄文 時 代 の 航海 の 手段 と し て , 丸木 舟 
が 各地 で 発見 され て いる 。 伊豆 諸島 の 南 
端 で ある 八丈 鳥 に 中 期 の 住居 跡 や 墓 が 
残さ れ て いた り , 鹿児島 か ら 沖 縄 に か け 
て 点々 と 存在 する 小鳥 に 九州 と 同じ 土器 
を も つ 遺 跡 が 存在 する こと か ら , 人 々 が 
高度 な 外洋 航海 の 技術 を 身 に つけ , 船 で 
往来 し て いた こと が わか る 。 

植物 性 食料 も また 重要 で あり , クリ ・ 
クル ミ ・ ト チ ・ ド ング リ (落葉 性 の ナラ , 
常緑 性 の カシ ・ シ イ の 堅 果 の 総称 ) な ど 
の 木の実 は , 人 々 の 主食 と し て 炭水化物 組 文 陸 代 の 道具 ①② は 生 鉄 。③ は 石 皮 ,④ は 打 製 石 基 。⑤ は 
を 供給 し た 。 縄 文 時 代 の 遺跡 か ら は , 木 磨 製 石 花 ,⑥ は 石 中 と すり 石 , ⑦⑧ は 鹿 の 角 で つく っ た 釣 針 と 





縄文 時 代 の 基本 的 な 生業 は , 狩猟 ・ 漁 労 ・ 植 物質 食料 の 採取 
で あっ た 。 狩猟 の 主 な 獲物 は ニホン シカ と イノ シシ で あり , 
弓矢 を 用 いた り , 首 物 の 習性 を よく 理解 し て その 通り 道 に 落し 穴 や 罠 を 設 直し た 。 落し 穴 
狩猟 が 最も 盛ん だ っ た の は 縄文 時 代 の 早期 で , 東京 の 多摩 丘陵 - - 葵 か ら は これ まで に 約 1 
万 と いう 数 の 落し 穴 が 発見 され て いる 
約 6000 年 前 に ビー ク を 迎え た 縄文 海 進 の 結果 , 日 本 の 海岸 線 は 入り 江 に めぐ まれ , それ 
が 漁労 の 発達 を 促し た 。 海岸 地域 に は 貝塚 が 残さ れ , 人 々 の 食べ か す で あ る 上 貝殻 や 魚の 骨 , 
木の実 の 上 度 ,。 また 壊れ た 土器 や 破損 し た 石器 ・ 骨 角 器 な ど が 堆積 し て いる 。 最 古 の 貝塚 の 
ー つ で ある 神奈 川 県 夏 島 内 塚 で は , 約 8500 年 前 の 釣 針 が 発見 され て いる 。 釣 針 と 並ん で 重 
要 な 漁労 の 道具 は と ヤス で あっ た 。 そ それ ら は 鹿 の 角 や 肖 を 利用 し て つく られ た 前 き 角 益 で 
ある こと が 多い 。 ま た 石 製 や 土 製 の 網 の 争 も た くさ ん 発見 され て いる @。 
【 由 塚 は 情報 の 宝庫 】 日 本 の 近代 考古 学 の 開始 を 告げ た の は , 明治 時 代 の 初期 に 東京 の 大 
森 具 塚 を 発 掘 調査 し た アメ リカ 人 動物 学者 モー ス (Morse, 1838 一 1925) で ある と いわ れる 。 
以来 , 貝塚 の 研究 は 日 本 の 考古 学 の 発展 を 推し 進め て きた 。 貝塚 で は , 貝 の 石灰 分 の お か 
げ で 骨 や 歯 な ど 内 陸 の 遺跡 で は 残り に くい 自然 遺物 が 残る た め , 当時 の 人 間 の 生活 全般 に 
つい て 多く の 情報 を 得る こと が で きる 。 宮城 県 里 浜 貝塚 で は 非常 に 精 審 な 調査 が 進ん で お 
り , 厚く 堆積 し た 貝 の 層 を 細か く 分 け , 薄い 層 そ れ ぞ れ に 含ま れる 貝 や 魚 , 渡り 鳥 の 種類 
か ら , それ ら が 捨て られ た 季節 を 特定 し た 。 そ し て 当時 の 人 々 の 活動 の 季節 的 な サイ クル 
と , 一 年 の うち に 人 々 が どの くら い 食 べ か す を 廃棄 し た か を 明らか に し た 。 上 貝塚 は ご み 捨 
て 場 と いっ て も , ご み の 意 味 は 現在 と 同じ で は な い 。 貝塚 の な か に 死者 を 埋葬 する こと も 
あり , の ちの アイ ヌ の 物 送 り の 場 と 同じ よう に , 人 々 が 廃棄 と いう 行為 を 大 切 に し た こと 
が 考え られ る 。 
@ 現在 で も 漁業 の 一 大 中 心地 で ある 三陸 沖 で は , マダ イ ・ カ ツ オ ・ マ グロ な ど 境 洋 の 漁業 が 縄文 時 
代 中 期 こ ろか ら 発達 し て いた 。 ま た 入り 江 の 深い 関東 地方 で は , 内 湾 も し く は 浅海 に 生息 する スズ キ 
や クロ ダイ な ど を 捕獲 し て いた 。 西北 部 九州 に 特徴 的 に み ら れ る 組み 合わ せ 式 の 釣 針 は , 朝鮮 半島 の 
釣 針 と 似 て お り , マグ ロ や サワ リラ ・ サ メ な ど を 捕獲 する の に 用 いら れ て いた 。 イ ルカ 漁 も 縄文 時 代 に 
始ま っ て いる 。 





の 実 が つま っ た まま 残存 し た 貯蔵 穴 が 時 釘 (①② は 青森 県 出土 . ③ は 京都 府 出土 , る ⑤ は 千葉 県 出土 
折 発 見 きれ る 。 ク リ ・ ク ルミ は アク が な は 長野 県 出土 ,⑰⑦⑧ は 宮城 県 出土)。 
く 美味 で ある うえ , と くに クリ の 木 は 建築 材 や 新 と し て も 有用 で あっ た た め , 人 々 が それ 
ら の 木 を 集め て 管理 し て いた 可能 性 が ある 。 トチ と ドン グリ は , 煮 た り 水 に さら し た り し 
て アク を 抜か な けれ ば 食べ られ な い 。 ア ク 抜 き の 技術 は 縄文 時 代 前 期 に は 確実 に 広まっ て 
いる が , 鹿児島 県 の 1 万 年 前 の 遺跡 か ら ド ング リ の 貯蔵 穴 が 発見 され た こと は , 草創 期 に 
すでに アク 抜き が 始ま っ て いた こと を 示し て いる 。 縄文 時 代 の 代表 的 な 石 装 で ある 石 由 と 
磨 製 石 符 は , 木の実 を 砕い た り , すり 潰し た りす る の に 使わ れ た と 考え られ る 。 ヤマ イモ 
な どの 根 茶 類 も 庶 水 化物 の 供給 源 と な っ た で あろ う 。 打 製 石 欠 を 取り つけ た 土 掘り 用 の 石 
獄 は, 根菜 類 を 掘り 起こ す た め に 用 いら れ た と 考え る 学者 も いる 
【 縄 文 文化 と 農耕 】 縄文 時 代 の 人 々 が すでに 農耕 を 行っ て いた と いう 説 は 根強い 。 縄文 農 
耕 説 で は , アワ リ な どの 雑 殺 を 栽培 し た 焼畑 農耕 が 存在 し た と いわ れ て きた 。 た だ し 縄文 時 
代 中 期 の 中 部 山 后 地 帯 の 遺跡 で 発見 され た アワ 類似 の 種子 は , 植物 学者 に よっ て エゴ マ ま 
た は シソ の 種子 で ある と きれ た 。 一 方 , 縄文 時 代 後 期 ・ 晃 期 の 道 跡 か ら ノ ソバ の 花粉 が 検出 
され る 例 が あり , 焼畑 で ソバ 栽培 が 行わ れ た 可能 性 が 検討 きれ て いる 。 福井 県 島 浜 肌 塚 の 
前 期 の 層 か ら は , リョ クト ウ ・ ア ズ キ ・ ヒョウ タン ・ ウ リ な どの 栽培 植物 の 種子 や 果皮 が 
出土 し た 。 縄 文人 が この よう な 植物 を 栽培 し て いた 可能 性 は 高い 。 た だ し , それ ら は 主食 
の 役割 を 担える も の で は な く , 食料 調達 の 基本 は 符 猟 と 採取 に あっ た と 考え られ て いる 。 
稲作 の 存在 を 確認 する 方 法 と し て , 遺跡 の 土壌 や 土器 の な か か ら 検 出さ れる プラ ント = 
オパール (イネ に 含ま れる 百 酸 の 化石 ) の 研究 が 進ん で いる 。 そ れ に よる と プラ ント = オ パ 
ー ル の 検出 は 西日本 で 縄文 時 代 の 後期 後半 に まで きか の ぼる 。 こ の 証拠 が 縄文 時 代 の 末 に 
北部 九州 に 現われ る 本 格 的 な 水稲 農耕 と どの よう な 関係 に ある の か 。 縄文 時 代 の 農耕 の 問 
題 は 今後 も 議論 が 続く で あろ う 。 
多様 な 食料 獲得 技術 に 支え られ て , 縄文 時 代 の 人 々 の 生活 は 安定 
し , 一 カ所 に 長い 期間 住み 続け る , 定住 的 な 生活 を 送る こと が で 
きた 。 住居 は 地面 を 握り く ぽ め た 堅 穴 の 上 に , 数 本 の 柱 で 支え られ た 屋根 を か ける 構造 
も の で , 臣 穴 住居 と 呼ば れる 。 そ の 中 央 に は 炉 が あり . 調理 を し た り 暖 を と っ た りす る 場 
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革 穴 住居 跡 の 実例 旨 文 時 代 中 期 の も の で , 3 軒 が 重 な 必 葬 3 体 の 遺体 は 同時 に 埋 発 さ きれ た と み ら れる 。 上 方 
り 合っ て いる 。 千 葉 県 府 根 森戸 遺跡 と 下方 は 成年 の 女性 で , その 間 に 1 体 の 乳児 が いる 。 上 





方 に は 両 耳 に 1 個 の サメ 歯 製 の 耳飾り が ある 。 下 方 に は 
右手 に 11 個 , 左手 に 15 個 の 腔 輪 を は め て いた 。 福岡 県 山 
鹿 貝 電 。 


所 で あっ た 。 1 軒 の 避 穴 住居 に 住ん だ の は 一 世帯 の 家族 で あろ う 。 多く の 場合 , 数 単位 の 





叉 状 研 歯 の ある 縄文 時 代 の 
頭骨 い 


章 どう 


環状 列石 RF 人 だ 折 お 2 の: 労 座 の 耐 遺跡 が 
あり . いずれ も 組 石 群 が 集合 し て 共 状 に サー クル を つく り , 内 番 ・ 外 普 の 二 重 構 造 


家族 が 一 カ所 に 集まっ て 生活 し た が , それ を 集落 と 呼ん で いる 。 集 落 の 位置 は 。 水 場 に 近 


ヽ , 日 当り の よい 台地 や 尾根 上 の 平ら な 場所 が 選ば れる こと が 多い 。 中 央 に は 広場 が あり , 


それ を 取り 開 む よう に 数 軒 の 肖 欠 住居 が 環 状 に 並ぶ 。 集落 に は 食料 を 保存 する た め の 周 
蔵 穴 群 や 墓地 , ご こみ 措 て 場 , 集会 所 も し く は 共同 作業 場 と 思わ れる 大 型 の 堅 穴 住 拓 を 伴う 
場合 が 多い 。 一 つの 集落 は 4 一 6 軒 程 度 の 世帯 か ら な る 20 一 30 人 程度 の 人 々 の 共同 生活 の 
場 で あっ た 。 そ の 集団 は 縄文 時 代 の 社会 を 構成 する 基本 的 な 単位 で あり , 人 々 は 集団 の な 
か で 各々 の 役割 を 果たし , 助け 合い な が ら 日 々 を 送っ た の で あろ う 。 主 に 男性 は 狩猟 と 石 
器 づ くり , 女性 は 木の実 の 採取 や 土器 づく り に 従事 し て いた も の と 考え られ て いる 。 

た だし, その よう な 集団 の 規模 は 結婚 に は 小 き すぎ る の で , 結婚 相手 は 別 集落 の 出身 で 
ある こと が 多かっ た で あろ う 。 各 集団 に は 統率 者 が いた 可能 性 は 高い が , 身分 の 上 下関 係 
や 貧富 の 差 は な か っ た と 考え られ て いる 。 集団 は 通婚 と 交易 を 通じ て 相互 に 結び つい て い 
だ 。 有 蒼 の 原材料 で ある 涯 曜 石 や サ ヌ カ イト は 産地 が 限ら れ て いる の に , 産地 か ら 遠 く 離 
れ た 道 跡 で も 発 兄 され て いる 。 新潟 ・ 富 山県 ! 境 の 姫川 流域 に 産地 が 限定 きれ る ひすい ( 硬 
王 ) の 緑色 の 美しき は 縄文 の 人 々 の 心 を と ら え , 遠方 の 集落 に も も た らき され, 特別 な 装 身 
具 と し て 大 切 に され た 。 

人 々 の 生活 は , いつ ゃ 自然 の 休 威 と 向き 合っ て いた た め , る 人 は あら め る 且 狼 御 や 目 
作 現 象 の な か に 人 : 威 の 存在 を 認め た 。 原始 社会 に 特徴 的 を この よう な 信仰 を ミズ ム と 
いう 。 呪 術 の 力 で 病気 や 災難 を 取り 除 こう と し , 需 に 祈り を 搾 げ る こと で 導 物 の 増加 を 
願っ た 。 こ の よう な 習俗 を 示す 呪術 的 遺物 に , 女性 を か た どっ た 土偶 , 男性 を 象徴 的 に 表 
現 し た 石 棒 が ある 。 つか 机 皿 

縄文 時 代 に は 抜歯 の 風習 が あっ た 。 抜歯 は 人 生 の 通過 儀礼 , つま り 成 人 式 , 結婚 , 近親 
者 の 死な どの 際 に 行わ れ た 。 抜歯 の 状態 が その 人 の 出身 を し た と いう 研究 も ある 。 前 歯 
に 2 一 3 本 の 溝 を 掘っ つて フォ ー ク の よう に し た 及 状 研 歯 は , 集落 の 統率 者 や 呪術 者 の 印 
で あっ た と 考え られ る 。 2 

42 才 訂 て 半 で だ 4 。 一 般 的 な 埋 研 方 法 は , 地面 に 穴 ( 土 境 ) を 所 

。 六 体 の 手足 を 折り 曲げ て 横 た える 屈 難 と 呼ば れる も の で ある 。 東 日 本 で は 草 2 て の 上 に 


を な し て いる 。 万 座 の 外 党 が 径 約 45m。 野中 芝 の 外 常 は 径 約 40m。 写 真 は 野中 堂 の 
殺 再 と 峠 の 間 に あ 作 特殊 組 石 で 。 “日 時 計 " と 呼ば れる る 。 


も 


| を 三 内 丸山 遺跡 青森 県 青森 市 の 西部 
に ある 絆 文 時 代 前 期 一 中 期 の 約 1500 年 間 に わ 
た っ て 営ま れ た 集落 遺跡 で ある 。1992 (平成 
4) 年 か ら の 発掘 調査 で , 従来 の 線 文 時 代 観 
を 塗り 変え る よう な 規模 の 発見 が あい つい だ 
た め , 注目 を 集め る よう に な っ た 。 縄文 時 代 
中 期 に は 台地 の 中 央 を けず り , 逆 に 谷 を 埋め 


立て て 整地 を 行い 。 そ の 上 に 集落 が 存在 し た 。 


中 央 に 道 が 走り , その 東 に 成人 の 墓 が 列 を な 
し , 西 に は 倉 と 考え られ る 高床 の 建物 が 並ん 
で いた 。 北 に は 子ども の 遺体 や 死産 児 を 土器 
に お さめ ぬ め て 埋葬 し た 墓地 が あっ た 。 北 と 南 の 
「 盛 土 遺構 」 と 呼ば れる 小高 い 山 は , 堅 穴 住居 
の 構築 な ど で 生 じ た 残 土 , 焼 土 や 灰 , 壊れ た 
靖 考 | 縄文 人 の 寿命 縄文 時 代 の 人 骨 か ら 
死亡 年 齢 を 推定 し , 当時 の 人 々 の 寿命 を 推定 
する 研究 が 考古 学者 に よっ て 行わ れ て いる 。 
人 DE 

15 歳 以上 と 推定 され た 人 骨 の み を 検討 し , 


| 


石 を 東 い た り 並 べた りす る こと が 多く , それ ら が つなが っ て 墓地 全体 が 大 き な 石 の 環 に な 
っ た も の は ' 環 状 列 石 」 と 呼ば れる 。 北 海道 に は 環状 の 土手 に 囲ま れ た 集合 墓地 が あり , 
「 環 状 土 父 」 と 呼ば れる 。 死者 が 身 に つけ て いた 装身具 の ほか に 副葬品 が 発見 され る こと は 
少な い が , 後期 ・ 晩 期 に は 石 只 や 土 只 ・ 弓 矢 な ど を 副 葛 し た 例 が ある 。 


土器 な どの 道具 を 長年 に わた っ て 搭 て 続け た 
た ぬ め に で きた 山 で ある 。 直径 1m と ゆい うみ タリ 
の 大 木 6 本 を 柱 に 使っ た 建物 は ,。 か な り の 高 
さ が あ っ た と 考え られ , すぐ 北 に 広がる 津軽 
湾 を 望む 物 見 橋 の よう な 施設 だ と 推定 きれ 
る 。 大 規模 な 土木 工事 に 計画 的 な 集落 内 施設 
の 配置 , ひすい 玉 に 示さ きれ る よう な 遠隔 地 と 
の 交易 , そし て 一 時 期 に 数 百人 と いう 規模 の 
人 口 が 予想 され る こと な ど , いずれ も 従来 の 
縄文 時 代 に 関す る 常識 を くつ が えす も の で あ 
っ た 。 縄文 時 代 の 東北 地方 の 豊か な 自然 の 恵 
み を 背景 に , 人 々 が 集 住 し て 大 規模 な 村 を つ 
くり , 村内 の 規則 に 従っ て 生活 を 営ん で いた 
の で あろ う 。 

産 に 必要 な 女性 の 妊娠 ・ 出 産 期間 を 考慮 に 入 
れる と , 15 歳 まで 生き た 人 の 平均 寿命 が 35 一 


) 40 華 と 推定 され た 。 ち な み に 現 代 の 世界 の 採 


取 符 猟 民 14 集 団 の 人 口 統計 で は 15 成 時 の 半 均 


ん に と さ つ 


寿命 が 41 歳 , 江戸 時 代 の 信濃 国 の 款 門人 別 
帳 か ら 得 ら れ た 男性 の それ は 59 歳 で ある 。 
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2. 農耕 社会 の 成立 





日 本 列島 で 1 万 年 近く 続い た 費 文 時 代 が 終わ り に 近づい た 
く る 水田 稲 作 農耕 が 始 まっ た 。 最初 に 6 お の は 朝鮮 半島 に 最も 近 Et い 北部 九州 
で あっ た 。 水田 稲 作 は すぐ に 定着 し , 西日本 で は 紀元 前 3 世紀 の 初め ころ に , 水稲 耕作 を 
基礎 と する 農耕 文化 が 成立 し た な 。 こ れ を 弥生 文化 と 呼ん た で いる 。 
この 紀元 前 3 世紀 か ら 編 元 3 世紀 の 時 期 を 弥生 時 代 と 呼ぶ が , 弥生 時 代 は 土器 の 変遷 や 
大 陸 か ら も た らき れ た 青 鋼 器 の 年 代 な どか ら , 前 期 ( 紀 元 前 3 一 紀元 前 2 世紀 ), 中 期 ( 紀 
元 削 2 一 紀元 1 世紀), 後期 (1 世紀 一 3 世紀) の 3 期 に 区 分 され る 。 水田 稲作 が 始ま っ た 
縄文 蝶 期 の 紀元 前 5 世紀 な いし 組 元 前 4 世紀 を 弥生 時 代 早 期 と する 意見 も ある 。 
[ 続 縄文 文化 と 具 朝 文 化 】 弥生 時 代 に な っ て も 北海 道 に は 稲作 は 伝わら ず , 採集 ・ 狩 猟 ・ 
漁労 を 基礎 と する 縄文 時 代 以 来 の 文化 が 継続 し , 土器 も 縄文 土器 の 伝 統 を 強く 引い た も の 
が 用 いら れ た 。 約 2300 年 前 か ら 約 1200 年 前 まで , 北海 道 で 続い た この 交 化 を 続 旨 文化 
と 呼ん で いる 。 続 縄文 文化 の 海岸 地域 で は 特に 漁労 文化 が 発達 し , 恵山 町 恵山 具 塚 や 伊達 
市 有珠 モ シ リ 遺 跡 で は , 漁労 具 な どの みごと な 恒 . 角 器 が 出土 し て いる 。 有 珠 モ シリ 候 跡 で 
は , 奄美 ・ 沖 縄 な どの 南西 諸島 か ら 運 ば れ た と 考え られ る イモ ガイ な ど 南 海産 の 且 で つく 
っ た 腕輪 が 出土 し て お り , 日 本 海 を 通じ た 広大 な 交流 が 繰り 広げ られ た こと が わか っ た 。 
この こと は , 続 縄文 文化 が 弥生 文化 か ら 孤立 し た も の で は な いこ - を 示し て いる 。 ま た , 
ce 文化 の 後 - キ に は 東北 地方 の 弥生 文化 と の 交流 も 活発 に ヵ 。 北 海道 で は 9 世紀 以 
降 ( 擦 文 上 費 を と も な う 控 文 文化 が 成立 し , 6 狩猟 に 基礎 を お く 
和 e 
は どの 南西 諸島 も や は り 稲 作文 化 を 受け 入れ ず , 採集 ・ 漁 労 文化 が 日 本 の 平 
安 時 代 に 並行 する ダグ スク 時 代 ま で 続い た 。 こ れ を 貝塚 文化 と 呼ん で いる 。 貝塚 文化 は その 





| ゴ ホ ウラ 製 貝 輸 を つけ た 
| 人骨 (所 岡 県 立岩 遺跡 出 

ト ) と 貝 輸 製 作 工 程 復元 
北部 九州 の 有力 者 は 南海 
| 産 の 貝 を 珍重 し , 貝 輪 に 
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名 が 示す よう に 漁労 活動 が 活発 化し , 特に 再 班 槍 内 の 漁労 に 比重 が お か れ た 。 そ れ と と 
も に , ゴ ホ ウラ や イモ ガイ な ど 南 海産 の 貝 の 採集 活動 が 活発 に な っ た が , それ は 北部 九州 
で 盛ん に つく られ た 上 貝 輪 の 原料 の 埋 要 を 満た す た め で あっ た 。 そ の 見 返り と し て , 米 や 鉄 
な ど を 入手 し た と 考え られ て いる 。 有 貝塚 文化 を 支え た 経済 活動 の りー つが , そう し た 貝 の 交 
易 で あっ た こと は 間違い な い 。 
AH 弥生 時 代 前 期 の 西日本 の 文化 を 遮 賀 川 文化 と 呼ん で い る 。 遠 賀川 文化 は , 
福岡 県 立 屋敷 道 跡 の 遠賀 川 の 川底 か ら み つか っ た 遺物 に 基づい て 名 づけ られ た 。 遠賀 川 文 
1 | 式 土 益 で あり , へ ら 先 で つけ た 簡素 な 文様 を 特徴 と する 。 遠賀 川 式 土器 
・ 講 ・ 鉢 ・ 高 杯 か ら な り 。 こ の セッ ト は 福岡 県 か ら 愛 知 県 に まで 及 ん で いる 。 愛知 
ON し て は , 名 古 ' 屋 市 西 : む 賀 外 塚 な ど "が 知ら れ て いる が その 土器 を 
福岡 県 の 土器 と 比較 し て も その 間 の 距離 を 感じ きせ な い ほ ど 均 一 な も の で あり , 弥生 文化 
が 西日本 一 壮 に 急速 に 広まっ た こと を 物語 っ て いる 。 遠賀 川 式 土器 の 特徴 を も っ た 土 只 は , 
青森 県 に いた る 東北 地方 の 日 本 海 閣 岸 か ら も みい だ され, 弥生 前 期 に 東北 地方 に まで 遠賀 
川 文化 の 影響 が 及 ん で いた こと が 確か め ら れ た 。 ま 上 キー テー 「 
た , 中 部 高地 や 関東 地方 か ら ゃ 遠賀 川 式 土器 は みつ 
か っ て いる 。 しかし, 東北 地方 の 土器 は 遠賀 川 式 土 
器 そ の も の で は な いこ と や , 関東 地方 か ら 出土 する 
較 賀 川 式 土器 の 量 も わずか で ある こと , 遠賀 川 交 化 
に 特徴 的 な 朝鮮 半島 に 起源 の ある 磨 製 石 費 類 が は と 
ん ど 伴 わな いこ と な どか ら , こう し た 地方 の 弥生 前 
期 の 文化 を 遠賀 川 文化 と は 呼ば な い 。 | 
弥生 文化 の 最も 大 き な 特 徴 は , 水稲 を 基礎 と する 農 生 交 敵 の 水田 中 (用 知 県 田 特 錠 
耕 と , 鉄器 や 青銅 器 な どの 金属 器 の 使用 で ある 。 ま た 。 ee eee 
機織り 具 を 用 いて 布 を 織る こと も 始ま きっ た @。 これら : 
の 技術 や 道具 は , いずれ も 中 国 大 陸 の 文化 に 起源 を も 
つも の で ある 。 や 
佐賀 県 菜 畑 遺跡 や 福岡 上 板付 遺跡 か ら は , 縄文 時 
代 晩 期 終 わり ころ の 水田 跡 や 田 に 水 を 引く た ぬ め の 水路 
の 跡 な ど が みつ か っ て いる 。 板付 の 水田 は 低 湿 地 で な 
く 後 計 5 地 に 2 二 本 を 備え 。 時 で 区 画 








し て 腕 に は ぬ め た 。 右 は 14 
個 の ゴ ホ ウラ 製 具 輪 を 右 
腕 に は め た 男 。 下 は ゴ ホ 
ウラ 和 躍 輪 の 製作 過程 を 


する な 


を 行 っ て いた こ と が わか る 。 木 穫 具 を つく る た ぬ め の 





生 文化 の 系 議 堪 は 朝鮮 半 鳥 南部 の 石 抽 


人 洲 類 や 稲穂 を 岳 な た め の 右 包 丁 @ は , 朝鮮 半島 南華 j と 器 。 右 が ん 北部 の 弥生 前 期 の も の 。 


部 の 青銅 器 時 代 前 期 @% の も の と きわ ぬ め て よく 羽 て いる 


朝鮮 半島 の も の と きわ ぬ め て よく 羽 て お おり, そ 


左 か ら 右 に た どっ た も の 。 





続 縄文 文化 の 骨 角 器 H 海 道 有 珠 モ シリ 道 跡 出 土 ) 
・⑫ は 釣 針 。③・(④ は か え し の ある を E 頭 ⑧ は 槍 . 
(は み ウマ の 彫刻 を 施し た スプ ー ン シン , の ⑳・(⑧ は クジ ラ を 
彫刻 し た スプ ー ン 。 昌 の 副葬品 と し て 特別 に つく られ 
た も の で あ 明 。 動物 の 抽 を 仙 に は 。 視 ら の 精神 生 所 1 

か が そえ る 。 











長崎 県 や 佐賀 県 な ど 西 北部 九州 を 中 心 に 。 縄文 時 代 こ か ら 支 化 が 伝 わ あっ た こと を 示し て いる 。 
晩期 か ら 弥 生 時 代 前 期 に 発達 し た , 遺体 を 埋め た 同 知 
大き き な 石 を お いて 上 印 と する 支 石 墓 は , 胃 鮮 手島 に 広く 分 布 す る 。 こ うし た 貢 に は 朝 
1 福岡 県 鶴居 遺跡 で は , 紳 文 時 代 梗 期 閉 末 に きか の ぼる 機織り 具 が みつ か っ た 。 
琴 石 包丁 は , 現代 の 包丁 の 役目 を も つ 石 器 で は な いこ と に 注意 する 必要 が ある 。 
WW 朝鮮 半島 南部 の 青銅 器 時 代 前 期 の 始ま り は お よそ 紀元 前 1000 年 紀 の 前 半 , 終わ り は 紀元 前 # 一 3 
此 紀 と きれ て いる 
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土井 ヶ 浜 遺跡 の 渡来 系 人 骨 ( 左 . 山口 ) と 縄文 系 
W てき 旧 人 骨 ( 右 , 佐賀 県 大 友 遺 跡 
鮮 半 鳥 の も の と 同じ 形 の 磨 製 石 鍼 や 磨 製 石 剣 が 副 非 さ きれ た り , それ が 刺さ きっ た 人 骨 が みつ 
か る こと が ある 。 縄文 時 代 に は 武器 と し て つく られ た も の は な か っ た の で , 武器 と それ を 
用 いた 争い も , 彰 鐘 半島 か ら も た ら さ れ た の で ある 。 

山口 県 土井 ヶ 浜 遺跡 は 。 弥生 前 期 の 墓地 の 遺跡 で あり , ここ か ら こ れ ま で に お よそ 300 
体 の 人 骨 が 発掘 され た 。 そ れ ら は 絢 文 時 代 の 人 崩 「 よ りゃ 平均 身長 が 3 一 4cm 高く , 顔 も 
縦 に 長く , 光 の つけ 根 や 眉間 の 起伏 が 弱い な ど 。 大 陸 の 新 石器 時 代 人 と 形質 的 に 近い こと 
が 指摘 され , それ ら は 渡来 系 の 人 々 と され て いる @。 

弥生 土器 が 縄文 土器 と 異な る の は , 高き 30cm を 超え る 大 き な 電 形 土器 が た くき ん つく 





られ る よう に な っ だ た こと で , それ は 米 な どの 連 成 に - 用 いら れ た だ と 考え られ る 。 埋 形 土 益 は , 


煮 炊 き に 使う 研 形 土器 物 を 盛る 高 杯 形 : 上 器 や 多 形 土 符 な ど と セッ ト で 用 いら れ た 。 弥生 
土器 は , 深 鉢 と 浅 鉢 の 組み 合わ せ が 基 本 で ある 縄文 土 
交 よ りゃ も , 種類 が 豊富 に な っ た 。 こ の よう に 土器 が 変 
化し た の は , 上 は 直接 弥生 土器 の 
祖 形 に な る 土器 は 認め られ な い の で , 農耕 生活 の 影響 
たけ る 知人 変化 させ , 弥生 土器 を 生み 出し た 
と 考え る 人 が 多い 。 

【 最 古 の 弥生 土器 ]】 最 古 の 弥生 土器 は , 板付 遺跡 か ら 出 
し だ 錠 し よっ て 名 づけ られ た 板付 1 式 土 益 で ある 。 





最 古 の 弥生 土器 (福岡 県 板付 遺跡 出土 ) 左 の か これ に は , 縄文 土器 の 伝統 を 受け 継い だ 夜 由 式 土器 が 伴 
ら そ れ ぞ れ 大 小 の 審 形 土器 , 腔 形 土器 , 高 杯 = う 。 こ れ ら は 需 形 土器 ・ 環 形 土器 ・ 浅 鉢 形 土器 ・ 高 杯 形 
形 土 番 。 土器 か ら な る が , 大 半 を 井形 土器 と 圧 形 土器 が 占め る 


板付 1 式 土 益 は 電 形 土器 と 正 形 土器 が 2 対 1 の 割合 で 構 
成 さ れ , 夜 日 式 土器 の 憲 形 土器 と 薄 形 土器 の 割合 は お よそ 1 対 2 で ある 。 そ れ 以 前 の 縄文 
土器 に は 電 形 土 益 は ほとん ど 用 いら れ て いな い の で , 弥生 土器 の 成立 と と ゃ も に, 吉 形 土 問 
が 重要 な 人 役割 を 担う よう に な っ た こと が いえ る 。 そ の 役割 と し て は , 稲 の 種 門 や 穀物 の 貯 
蔵 な ど が 考え られ よう 。 弥生 土器 の 成立 し た 時 点 で , 縄文 土器 の 伝統 を 受け 継い だ 土器 が 
伴っ て み ら れ る の は , 北部 九州 ば か り で は な い 。 伊勢 湾 地 方 で も , この 地方 で 最 古 の 弥生 
土器 で ある 遠賀 川 式 土器 に , 縄文 土器 の 伝統 を 受け て 貝殻 の 織 な ど で 粗 い 文 様 を つけ た 


⑯ 九州 の 弥生 人 骨 の うち , 佐賀 県 東部 や 福岡 県 で 発見 され た も の は , 長身 で 顔 の 長い 凹凸 が 少な い 


渡来 系 人 骨 が 多く , 長崎 県 な ど 西北 部 九州 で は , 低 身 で 顔 の 短 か く ほり の 深い 縄文 系 人 骨 が 多い 。 こ 
の こと か ら 。, 渡来 系 の 人 々 が や っ て きた の は , 主 に 福岡 平野 以 東 だ っ た と 考え られ て いる 。 
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条 痕 文 土器 が 伴う よう に , 縄文 土器 か ら 弥 生 土 器 へ の 変化 は 複雑 で ある 。 関 東 地方 な 
で は , 伊勢 湾 地 方 の 条 痕 文 土器 が 影響 を 与え て 弥生 土器 が 成立 する の で , か 
は 西日本 に 比べ て 根強い も の が ある 。 
2 
いた 打 製 石器 , 漁労 に 用 いた 骨 角 益 漆 た 貝 般 に 穴 を 
あけ て 腕 に 通し た 装身具 で ある 貞 輪 . 区 穴 住居 な ど , 生活 の 多 方 面 に わた っ て いる 。 ま た , 
青銅 製 の 小さ な 科 が 朝鮮 半島 か ら 伝 わる 2 た 
た の が 鋼 鍵 で ある 。 こ の よう に , 弥生 文化 で 固有 に 発達 し た 道具 や 技術 も た くさ ん ある 。 
こう し た こと か ら す る と , 弥生 文化 は 農耕 社会 を 形成 し て いた 朝鮮 半 己 南部 か ら , 稲 や 
浴 属 器 を た ず さ え て 日 本 列島 に 渡っ て きた 若 ] F の 渡来 人 が , 縄文 人 と と も に 生み 出し た 文 
化 だ と 考え られ る 。 縄文 時 代 後 期 の 遺跡 か ら , 稲 相 の 痕 が つい た 土器 が みつ か っ て いる @ 
の で , すでに 縄文 人 は 稲 を 知っ て お り , 栽培 し て いた と も 考え られ て いる 。 そ うし た 旨 文 
時 代 の 植物 栽培 が , 農耕 文化 を 受け 入れ る 基盤 に な っ た の で あろ う 。 農耕 文化 の 波及 が 紀 
克 前 5 一 紀元 前 4 世紀 に み ら れ る の は ., 中 国 大 陸 が 戦国 時 代 ( 紀 元 前 403 一 前 221) に な り , 
厳 乱 の 余波 が 朝鮮 半島 に 及び , 日 本 列島 に まで 人 の 移動 を 促し た 結果 と みる 意見 が ある .。 
【 稲 の 伝来 ルー ト 】 中 国 で 最も 古い 稲作 農耕 遺跡 は , 長江 下流 域 の 5 ] 
河江 名 河 如 渡 遺跡 な ュー 紀元 前 5000 年 に さか の ぼる 。 その 後 , 稲 
作 農耕 は 拡散 し , 日 本 列島 に も 伝わる 。 その 伝播 ルー ト に 関し て は , 
5 つ ほ どの 説 が あり (①ー⑤)。 き さま ざま に 議論 され て いる が , 決着 
を みて いな い 。 し か し , 黄河 より 北 に は 新 石器 時 代 の 栽培 稲 の 出土 
例 が な いこ と , 日 本 列島 に 最初 に 現われ る 農耕 文化 の 道具 が 朝鮮 半 
島 南 部 と 関連 が 深い こと , それ が まず 北部 九州 に み ら れ る こと , 日 
本 の 栽培 稲 は 寒さ に 強い ジャ ポニ カ 種 ( 短 粒 稲 ) で , 熱 常 性 の イン デ 
ィ カ 種 ( 長 粒 稲 ) が み ら れ な いな どの 点 か ら , 稲 は 長江 下流 域 か ら 北 
上 し, 寒 き に 強い 品種 が 優勢 に な っ て , 山東 半島 か ら 朝 鮮 半島 へ 伝 
播 し , 朝鮮 半島 南部 を 経て 北部 九州 へ 伝わっ た と する ③ の 説 が 有力 
視 さ きれ て いる 。 





【 弥 生 土器 と 弥生 時 代 】 1884( 明 治 17) 年 。 東京 本 郷 の 弥生 町 (現在 
の 文京 区 弥生 2 丁目 ) の 向 ヶ 岡 貝塚 か ら 一 つの 吉 形 土器 が 発見 され 
た 。 薄く 〈 く 堅く. 明る い 色 に 焼 か れ た 文様 が 少な いこ の 土器 は , それ 
まで に 発見 され て いた 縄文 土器 と 違う 特徴 を も つこ と か ら , 「 弥 生 
式 土 器 」 と 呼ば れ た 。 そ の 後 , 弥生 土器 は 縄文 土器 の 上 の 層 か ら 出 
土 し た り , 青銅 器 と と も に 出土 する こと が 確か め ら れ , 弥生 土器 が 
用 いら れ た 時 代 と いう 意味 で , 弥生 時 代 が 縄文 時 代 の つぎ に 設定 さ 
れ た 。 し か し , 縄文 土器 と 弥生 土器 と は 製 陶 技術 の 点 か らい うと , 
織 幅 を 用 い ず , 野焼き で ある な ど 本 質 的 な 変化 が な く . だ 2 
分 で き な い 。 し た が っ て , 時 代 を 分 ける 指標 に は ふさ わし ぐ な 
MC か RS の 
済 か と いう 経済 基盤 の 違い を も と に 区 分 きれ る よう に な り , それ ぞ れ の 時 代 の 土器 を , 縄 
文 土器 , 弥生 土器 と 呼ぶ の が 一 般 的 に な っ た 。 
@ 岡山 県 南 潜 手 遺 跡 か ら 出土 し た 縄文 時 代 後期 後 葉 の 福田 K 皿 式 土器 に , 稲 相 の 圧 痕 が 認め られ た 。 


坦 形 土器 東京 都 弥生 町 向 
ヶ 岡内 塚 発 見 の 弥生 土 侍 第 
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登 考 ] 弥生 時 代 の 年 代 ある 程度 年 代 が は 
っ きり し て いる , 中 国 大 陸 で 製作 きれ た 青銅 
鏡 や 貨幣 な ど が 日 本 に も た らき され, 弥生 土器 
と と も る に 出土 し て いる 。 そ うし た 実例 を いく 


つも ゃ 集め, 弥生 土器 の 変 枯 と と も に 検討 し て , 


弥生 土器 に 年 代 を 与 を , それ に よっ て 弥生 時 
代 の 年 代 を 推し 測る 方 法 が と られ て きた 。 こ 


木 の 年 輪 を 計測 し , その 次 動 の 標準 パタ ー ン 
を 過去 に きか の ぼっ て 作成 し . その パタ ー ン 
と 出土 木材 の 年 輪 を 対照 する こと に より 実 年 
代 を 測定 する 年輪 年 代 学 が 急速 に 進歩 し て 
いる 。 大阪 府 池上 上 ・ 曽 根 遺跡 か ら 出土 し た 建 
物 の 柱 を 測定 し た と ころ , ある 柱 の 伐採 年 代 
が 紀元 前 影 年 を は じき 出さ きれ た 。 一緒 に 出土 
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の 方 法 は 土器 の 変化 の 順番 を 基 進 と する の で , 」 し た 土器 は それ まで 1 世紀 と きれ て いた も の 
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実 年 代 を 確定 し に くい と いう 欠点 が ある 。 こ | で , 弥生 時 代 の 年 代 の 再 検討 迫る も の と 注 ーー ュ ョ 2 g 
れ に 対し て , 遺跡 か ら 出 土 す る ヒノ キ な ど 材 | 目 さ れ た 。 間 有 間 miiiiriturretrrkrrr 1 


404444844444 4 1 | 大 孤 府 古 曽部 ・ 芝 谷 遺 跡 の 全景 1 一 2 世紀 に 高い 丘 際 の 上 に 潜 を 巡ら 
剖 WT 2 」 |: cs = F 5 す 了 『 守 - 所 =. イト : ュ 庄 語 | コ も Ph 
 * = 計 后 


前 3 世紀 。 和 2ー 後 1 | 石 魚の 大 き さ の 比較 





「 人 記 綴 生 人 は 縄文 人 と 同じ よう に , 撃 穴 住居 に 住ん だ 。 閲 東 地 方 
の 中 期 の 堅 穴 住居 の 面積 は , 平均 で 30m^ 強 と 縄文 蝶 期 の それ 
4 面積 か ら す る と 4, 5 人 か 
る 今日 の 「 世帯 」 に 似 た も の で あろ う う 。 弥生 前 期 に 稲 な どの 食料 は 地面 に 掘っ た 究 蔵 に 
の 前 期 の うち 5 に 高床 倉庫 も 現われ て 広まり . し だ い に 高 床 の 住居 も ふえ た 。 
住居 や 倉庫 が 数 棟 信 まっ て , 一 つの 集落 を な すこ と も あれ ゆば , 20 一 30 棟 以上 の 住居 と 倉 
庫 か ら な る 集落 も 各地 に 現われ た 。 こ うし た 住居 群 を 六 で 囲ん だ 集落 は 弥生 文化 に 特徴 的 
な も の で , 環 温 集 落と 呼ば れ て いる 。 環 涯 集落 は 。 2 
中 期 に は 関東 地方 に まで 広まっ た 。 近畿 地方 や 伊勢 湾 地 方 に は , 涯 を 幾重 に も めぐ らし 
県 集 共 も 出現 し た 。 大阪 葵 尾 か ら 瀬 戸 内 地方 で は , 中 和央 と 介 に 平地 と の が GO 
以上 も ある 丘陵 上 の 集落 が 現われ た 。 これ を 高地 性 集落 と ゅ いう 。 これ ら は いずれ も , 防御 
機能 を も つ 集 落 だ と きれ て いる 。 [ 
[ 環 着 集落 と 高地 性 集落 】 韓国 慶 尚 南 道 の 丘陵 に ある 検 丹 里 遺跡 か ら , 120mX70m の 析 
円 形 の 環 涯 と 93 棟 の 悼 穴 住居 な ど が 発 握 き れ た 。 苗 文 土器 前 期 の 遺跡 で , 日 本 列島 の 環 漂 
集落 の 故郷 が , 朝鮮 半島 に ある こと が わか っ た 。 福岡 県 那 重 遺跡 は 縄文 晩期 終 来 の 遺跡 だ 
が , ここ か ら 2 条 の 環 漂 が 検出 きれ て お り , いま の と ころ 日 本 で 最も 古い 環 涯 集落 で ある 
稲作 農耕 と と も に , 村 を 守る 文化 も 朝鮮 半島 か ら も た ら さ れ た と 考え られ る 。 環 漂 の 外側 
に は 掘っ た 土 が 土手 の よう に 築 か れ て いた こと が , 漂 の 埋 土 の 観 察 か ら わ か る 例 が あり . 
防御 の た め の 施 設 で あろ う 。 高地 性 集落 は , 畑作 の た め に 丘陵 上 に 立地 する と いう 説 も あ 
和 し か し , これ ら の 集落 は 弥生 時 代 中 期 後半 な いし 後期 と 出現 の 時 期 が 限ら ちら れ て いた り , 
に 大 阪 浴 沿 岸 か ら 瀬戸 内 海 沿岸 と 分 布 が 限ら れ て お り . 畑作 説 で は 説明 が つか な い 現 象 





が ある 。 0 る 遺跡 も 多い 。 縄文 時 代 の 石 多 は 狩猟 用 で , 
3 cm 未満, 3g 未満 の も の が 多い が , 標高 352m に あり , 341 個 の 石 織 が みつ か っ た 香川 
県 紫 守 ! li 計 味 の それ は 3cm 以上 2g 以上 の も の が 大 多数 で 、 な か に は 4 一 5g の も の 
も あっ た 。 大 阪 府 古 曽部 ・ 谷 道 中 高地 性 集落 の よう に 藻 を めぐ らし て 防御 を 化 し 
た 集落 も ある 。 こ うし た こと か ら , 高地 性 集落 に 軍事 的 目的 を 考え る 説 が 有力 で ある 。 
縄文 人 が 住居 の そば に 墓地 を つく っ た の と は 対照 的 に , 弥生 
人 は 集落 の 近く の 3 * 回 共 ほ 地 に 遺体 を 埋葬 し た 。 遺体 の 姿勢 か ら , 
身体 を 伸ばし た 伸展 大 が 多く な る 傾向 が 読み と れる 。 北部 九 州 
で は , 大 枢 と いう う 大 形 の 埋 葛 専用 の 上 上 に 遺体 を 入れ て 甘 る 天 
穫 革 が 発達 し た 。 中 国 地方 で は 板 石 を 四角 く 組み 合わ せ た 箱 
石和 曹 が み ら れ る 。 近 畿 地 方 や 信奉 地 方 な ど で は 抄 穫 革 が 
E 流 を な し , 本科 を 埋め た 周り に 四角 く 潮 を めぐ らし , 掘り 上 
げた 土 で 塚 を 築い た 壌 丘 墓 (方 形 周 溝 墓 ) が 前 期 に 出現 し , 中 
期 に は 中 部 ・ 関 東 地方 に まで 広がっ た 。 中 部 ・ 関 東 地 方 で 方 形 
周 溝 墓 が 広まる 以前 は いっ た ん 道 体 を 埋め 骨 に し て か ら 取 
り 出 し , 井 に 納め て 再び 葬 る 再 葬 が 行わ れ て い リド に 
弥生 時 代 の 菓 は , 地方 に より きま ざま な 形態 を と る こと に 特色 
の 85 福岡 県 金 隈 遺跡 の 可 容 革 一 つの 
弥生 時 代 の 生活 の 基盤 は 農耕 で ある 。 青森 県 侯 沢 遺跡 で 前 其 大 栖 に 一 人 の 遺体 を 入れ て , 累 を と 
人 
る よう に , と くに 水田 稲作 は 広い 範囲 で 農耕 の 根幹 を な し た 。 弥生 時 代 の 水田 は 畔 に 
< きく KR られ な も の が て 10m“ 以 下 の も の も あり , 面積 が 一 定 し な いな 0 
の 水田 区 画 と 大 きく 異な る 。 こ れ は , ずら で な い 土地 の 地形 に 応じ て 均 平 な 水田 面 を つく 
る た だ ため の 華 夫 で ある 。 GE 人 ど が つく られ た が , 湿 田 に は 排水 用 
水路 , 寺 田 に は 滝 次 用 水路 を 必要 と 2 衣 岡 県 登呂 遺跡 の 旦 は. 2026 板 を 両 
側 に 打ち 込む こと で 補強 され て お り , そう し た や 水路 の 建設 に は , 共同 作業 を 必要 と し 








韓国 検 丹 里 遺 跡 の 全景 ( 府 尚 南 道 革 州都 ) 。 神奈 川 県 大 塚 遺 跡 の 全景 と 長崎 県 原の辻 遺跡 の 環 浪 。 
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弥生 時 代 の 農工 具 ① は 木 を 切り 倒す 石 共 。②・③ は 
人 3 


Nao 


製 諾 具 を つく っ た 。 用 途 に 店 じ て 石 工 の 形 や 柄 の 装 
方 法 が 半 ら 。 OTRP 石 包丁, AE 人 (⑦ は 叉 勘 。 農 耕 の 用 途 に よっ て 形 が 異な っ て 
us 古 。 (1) ・③ は 佐賀 県 菜 畑 遺跡 ,(⑧ は 福岡 県 春日 市 須 到 岡本 遺跡 出土 。) 


た こと で あろ う 人 名 。 

農具 は , 農作業 に 応じ て 分 化し て いる 。 田 を お こし た り 水 路 を つく る 欠 ・ 欠 田 を な 

す エ プリ , 湿 田 用 の 田 下駄 ・ 田 舟 . 者 四角: ら も 

は 木 で つく られ た が , . 木 製 委 農具 を つく る た め の 道 具 と し て て , 磨 製 石器 が 用 いら れ た 。 磨 製 

石 符 に は , 伐採 用 の 大型 内 刃 石 穫 。 加工 用 の 桂 状 片 石 発 ・ 局 平 片 妨 石 鈴 , 絹 部 加工 

用 の 机 形 石器 が あり . これ ら を セッ ト と し て 用 いた 地方 が 多い 。 
【 農 具 の 発達 ]】 木製 農具 も , 農耕 文化 の 一 環 と し て 朝鮮 半島 か に の で あろ う が , 
朝鮮 半島 で は まだ 木製 農具 の 出土 例 は 少な く , その 辺 の 事情 は わか ら な い 。 縄文 晩期 終末 
の 木製 農具 は , 語 手 獄 と エブリ と と いう 単純 な 組み 合わ せ だ っ た が , 北陸 種類 を 
増し た 。 木 製 答 は 狭 鈴 , 広 鍛 , 又 欠 , 横 鍛 な ど に わか れ , 名 に は 本 竹 。 組み 合わ せ 働 な 
ど , 用 途 に 応じ た 多く の 種類 が 登場 し た 。 ま た , 九州 は 近畿 に 比べ て 狂 が 小型 , 鍛 が 大 型 
で , 及 答 が 特徴 的 で ある な ど , 地方 に よる 差 も 生じ た 。 木 製 農 具 の 多く は , 堅い 台地 に 対 
応 す る た め に 割れ に くい カシ の 木 を 用 いた も の が 多い 。 弥生 時 代 の 伐採 逢 で ある 太 型 内 丸 
石 騙 が , 大 型 で 重く つく られ て いる の は , この 硬い 木 を 伐採 する た めで ある 。 ま た , エ プ 


リ は 章 代 づく り に 不可 欠 の 道具 で , 弥生 時 代 に 田植 え を 行っ て いた 証拠 と みな す 説 も る ある 。 


岡山 県 至 間 川 遺跡 の 水田 跡 か ら は , 稲 株 の 痕跡 が 一 面 に みい だ され, 田植 え を 証明 する 
も の と きれ て いる 。 

映 素 材 か ら 鉄 表 を 生産 する こと は , 引 生 中 期 に 始ま る が , 石 製 工具 は や が て 伐採 用 の 鉄 
発 。 加工 用 の 細 や 鉄製 妃 子 な ど , 鉄製 工具 に と っ て か わら れ , 弥生 後期 に は 東北 地方 
南部 に いた る まで , ほぼ 鉄器 に か わっ た 。 ま た , 西日本 で は 答 や 働 に 鉄製 の 刃先 が 取り つ 
けら れ , 生産 性 の 高い 乾 田 の 開明 に 威力 を 発揮 し て , 農業 の 生産 力 を 高め た 。 


画 湿 田 は 地下 水位 が 高く , 年 間 を 通じ て 水 を 補給 する 必要 が な い 水 田 。 稲 に 倒 素 を 供給 し に くい だ た 
め , 生産 性 は 低い 。 聞 に 地下 水位 が 低く , 徹 生 物 に よる 土 中 の 腐 植 分 解 が 進み 。 生産 性 は 高い が , 
その か わり 瀧 洛 の 必要 が ある 水田 を 寺田 と いう 。 
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[鉄器 】 福岡 県 長 行 候 跡 や 曲り 田 遺 跡 か ら 鉄 発 が 出土 し て い 
る が , 縄文 時 代 晩期 終末 の も の で , 日 本 列島 で 最も 古い 。 弥 
生 時 代 前 期 の 例 は 熊本 県 斎藤 山門 跡 の 鉄 代 な ど が 知ら れ て い 
る が , この 時 期 で は まだ 鉄器 は 少な い 。 中期 に な る と 急増 す 
る が , それ は 鉄器 の 国内 生産 が 始ま っ た た めで ある 。 福岡 県 
千 ケ 浦 遺跡 は 中 期 前 半 の 遺跡 だ が , そこ か ら 出 土 し た 鉄 伏 の 
形 は 朝鮮 半島 に は な く , 日 本 列島 産 で も る こと が わか る 。 こ 
の 時 期 , 主 に 発 や 範 な どの 農工 具 や 鉄 鉄 と いっ た 武器 が 鉄 で 
つく られ た 。 特 に 北部 九州 の 鉄器 の 出土 が 近畿 地方 など に 比 
べ る と 格段 に 多い が , それ は 原料 の 鉄 素 材 の 入手 先 で ある 朝 
鮮 半 島 に 近く , それ と の 間 に よ り 容 接 な 3 人 
が 築 か れ て いた た めで あろ う 。 弥生 時 代 後期 に な る と , 北部 | 
0 な と 
る まで 石器 は ほぼ 消滅 する 。 鉄器 の 流通 が 日 本 列島 の 各地 に 
及 ん だ こと は 間違い な い 。 そ うし た 現象 の 背後 に は , 鉄器 ば 
か り で な く 鉄 の 生産 が 日 本 列島 で も 始め られ た か ら だ と する こ 
考え が ある が , それ に は 異論 も ある 。 弥 生 時 代 は , 鉄器 と 青 鋼 抽 の 武器 ①②@ は 閉 重 9 は 
器 と 石器 が 同時 に 用 いら れ た 時 代 で あっ た 。 石器 は 後期 に は Na FM 
ほ 消 浅 す る よう に , 金属 回 に その 座 を ゆず る 。 さら に 。 青 負 半 mer に は 本 で も 間 に 問 放さ れ 

は すぐ に 祭 器 と な り , 鉄器 が 実用 品 と し て の 意義 を 強め て い ょ うに な る 。 (①・④ は 佐賀 県 二 塚 山 

っ た 。 し た が っ て , 氷 生 時 代 は 鉄 庄 時 代 と いう こと が で きる 。 通 中 の.③。⑨ は 同上 田 和 時 出 寺 
間 示 の = 方 で 伝統 的 な 採集 希 @。 泊 労 な の 本 | 半 1 





っ か り 。 中 期 後期 関東 地方 で ムギ ・ アワ ・ と な どの 本 
MPT 計 
化 々 まで , 稲 の 生産 力 は それ ほど 高く な か っ た と いえ る 。 問 議 隊 語 還 各 
集落 で は , 尊 作 を 祈願 する 祭り が 行わ れ た 。 近畿 地方 を 中 20 議 
心 に 製作 され た 鋼 鍵 は , 集落 や 地域 の 農耕 の 祭り に 用 いた も 議 還 計 ] 
の と され , 兵庫 県 桜 ケ ヶ 丘 遺跡 な どか ら は 絵画 を 描い た 知人 に 
が 出土 し て いる 。 そ こ に み ら れ る ツル ある も 
ン ,、 カエ ル な どの 絵画 は , 水田 付近 の 情景 を 岳 い た も の と 考え られ て | 
いる 。 こ れ に 対し て , 北部 州 を 中 心 と し た 地域 で は , 鋼 剣 ・ 銅 ・ 
銅 表 な どの 武器 形 祭 器 を 用 いた 。 弥生 時 代 後 期 に は , 大 型 化し た 鋼 鍵 
と 銅 才 が それ ぞ れ 近 畿 ・ 伊 勢 湾 地 方 と , 北部 九州 ・ 四 国 西部 地方 を 中 
心 と し て 分 布 す る こと か ら , 共通 の 祭 器 を 用 いた 地域 閣 が いく つか 生 
まれ て いた こと が わか る 。 | 
弥生 時 代 の 各地 の 遺跡 か ら , 鳥 を か た どっ た 木製 品 や , 鳥 に 変装 し nt 
⑩ 弥生 時 代 に は , 食用 の 家畜 は お ら ず , それ が 弥生 時 代 の 農業 の 特徴 だ と いわ れ て いた 。 し か し , 
内 日 本 の 遺跡 か ら 出 土 し た イノ シシ と され て いた 頭骨 を 調べ た 結果 眉間 の 凹み や 鼻 の 長 さ な ど の 形 
質 的 特徴 や 歯槽 騰 漏 が ある こと な どか ら , 家畜 化し た ブタ が 多く 混じっ て いる こと が 確か め ら れ た 。 
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た 人 物 を 土器 に 描い た 絵画 な ど が みつ か っ て いる 。 負 多 や 土器 に は シカ の 絵 を 描く こと も 


多く 。 鳥 と シカ が 信仰 の 対象 に な っ て いた と いう 説 が 2 仙 まだ 。 シカ や イノ シシ の 大皿 

骨 に 火 を あて , その ひび 割れ で 占 い を 行っ た 。 そ うし た 占い の 骨 を ト 骨 と 呼ん で いる 。 
【 青 銅製 奈 器 と その 分 布 】 銅 録 は , 弥生 時 代 前 期 後 葉 に 日 本 に も た らき され た 朝鮮 式 小 鋼 
と 呼ば れる 鐘 を 祖 形 と し た も の で ある 。 鋼 剣 ・ 鋼 矛 ・ 鋼 は 同じ く 前 期 後 葉 に 朝鮮 半島 か 
ら 実用 の 武 只 と し て 持ち 込ま れ た 。 語 は 握り の ある 携帯 用 の 武器 。 矛 は 根元 が 袋 状 に な っ 
て お り , 長い 柄 に 刺し て 使う 槍 の よう な 武 益 , 到 は 鍵 の よう な 形状 の 武 間 で ある 。 弥生 人 
が みず か ら 青 銅器 を 生産 する よう に な る と , これ ら は 急速 に 大 型 化 する 。 鋼 鍵 は , 人 と 
いう つる す 部 分 の 変化 に よっ て 大 きく 4 段階 に わか れ , 武器 形 祭 器 も 長き と 身 の 幅 の 比率 
に より 4 段階 の 変化 が た どれ る が , 最終 段階 の 弥生 時 代 後 期 に な る と , 銅 鍵 や 銅 孔 は つい 
に 1 m 前 後 の 大 き な も の と な り , それ ぞ れ 近畿 ・ 伊 勢 港 地方 と , 北部 九州 と いう 勢力 翔 を 
代表 する 祭 器 と な っ た 。 鋼 録 に は 島根 県 加茂 岩倉 遺跡 の よう に . 人 時 離れ た 丘陵 の 斜面 に 
39 個 ま と ぬ め て 埋め た 事例 が ある 。 武 器 形 青銅 器 は 最初 。 北部 九州 の 有力 者 の 墓 に 納 ぬ られ 
た が , や が て 鋼 鍵 と 同様 , 集落 か ら 離 れ た 場所 に 一 括 し て 埋め る よう に な り , 個人 の 所 有 
物 か ら 集団 の 祭 只 へ と 変化 し た 。 最 後 の 銅 鍵 と 銅 巴 は 地域 を 代表 する 祭 器 で ある が , 複数 

生 員 る 岳 に は 20 に 天 恒 きだ に し て 近 か 信友 る と 9 共通 点 も な られ る 。 

2 を 革 神 谷 遺 跡 の 発掘 調査 荒神 谷 遺 跡 
は , 島根 県 斐川 町 に ある 。 1984 (昭和 59) 年 に 
谷 に 面 し た 丘陵 の 斜面 で . 358 本 の 中 細 形 魚 
剣 が 一 力 所 か ら 出 土 し た 。 斜面 を テラ ス 状 に 
カッ ト し , 穴 を 掘っ て 埋め た も の で , 付近 に 
は 粧 究 が あり , 本 屋 の よう な も の も あっ た 
可能 性 が 考え られ て いる 。 その 数 は , それ ま 
で に 全国 で 発見 され て いた 銅 剣 の 数 を 超え る 
も の で あっ た 。 さら に 斜面 を レー ダー を 用 い 
て 探査 し た と ころ , 鋼 呈 か ら 7m 離 れ た 地点 
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佑 知 県 朝日 遺跡 の バリ ケー ド と 佐賀 県 吉野 ケ 里 遺跡 の 首 な し 人 骨 朝日 遺跡 は 
順 謙 の 外側 に , 鋭い 校 を つけ た まま の 木 を 入れ た 溝 を 二 重 に めぐ らし , さら に 
その 外側 に 杭 を 審 に 打ち 込ん で 集落 を 堅く 守っ て いた 。 齋 生 中 期 に 集落 同士 の 
戦い が 激化 し た 証拠 で ある 。 吉 野 ヶ 里 道 跡 か ら 出 土 し た 斐 栖 に 入れ て 葬 ら れ た | 
導 人 し 人 骨 は , そう し た 戦い 内 犠牲 者 と きれ て ゆい 名 。 





に も 埋蔵 物 の ある こと が わか り , 発掘 し た 結 か り , そし て 島根 県 で 銅 銀 と 鋼 也 が 一 緒 に 出 
巣 。 一 旋 所 に 埋 納 さ れ た 銅 鍵 6 個 と 中 細 銅 也 」 土 し た こと は , こう し た 分 布 圏 に も 歴史 前 な 
お よび 中 広 銅 孝 16 本 を 検出 し た 。 鋼 録 と 銅 也 , 変化 が ある こと を 考え させ る 結果 と な っ た 。 
は , 以前 は それ ぞ れ 近畿 地方 と 北部 九州 を 中 。 し か し , この よう な ば く 大 な 量 の 青銅 器 の 埋 
選 に 分布 す る 対立 國 の シン ボル と し て と ら え 納 が , 何 を 意味 し て いる の か に つい て は 定説 
ら れ て いた が , 北部 九州 で 鋼 鍵 の 鋳型 が みつ が な い 。 
環 河 集 落 や 高地 性 集落 な どの 防御 施設 % を ゃ もつ 集落 は , 縄文 時 代 に 
ほとん ど な か っ た @。 ま た , 磨 製 石 鍼 , 麻 製 石 全 , 鋼 呈 , 銅 , 
仙北 人 。 鉄 別 。 鉄 刀 , 盾 や 忠 な ど 専用 の 武器 も な く , これ ら は 弥生 時 代 に 出現 する 。 
岡山 県 南 方 遺跡 か ら 出 土 し た 木製 の 盾 に に は , 石 多 が 刺さ きっ て いた 。 福岡 県 ス ダ レ 遺跡 の 
生 時 代 中 期 の 発 本 か ら 出 土 し た 人 骨 に は , 胸 槍 に 磨 製 石 剣 が 刺さ きっ て いた 。 SE 
庫 県 玉津 田中 遺跡 の 人 骨 に は 鋼 剣 も し く は 鋼 双 が 刺さ きっ て いた 。 弥生 時 代 の こう し た 武器 
を 受け た 人 骨 の 例 は , 北部 九州 と 近畿 地方 を 中 心 に 20 例 以上 みつ か っ て いる 。 人 骨 と と も る 
に 発 栖 か ら 出土 する 鋼 剣 や 磨 製 石 嘱 の 折れ た 先端 部 は , 副葬品 と 考え られ て いた が , 戦闘 
に よる 犠牲 者 が 受け た 武器 で ある 可能 性 が 高まっ た 。 こ の よう な , 人 骨 か ら わ か る 争い の 
慌 牧 者 も , 縄文 人 に は きわ め て 少な い 

Er 

世界 的 に みて も , 農耕 が 始ま り , 成熟 し た 農耕 社会 に みな る と と も に , 本 格 的 な 戦争 が 

和幸 な っ た 地域 が 多い 。 農業 の 発展 に 伴っ て 増加 する 人 口 を 支え る た め に 農地 を 拡大 す 
る 必要 , 可 耕 地 や 浴 渡 用 水 の 水 利権 の 確保 。 余 剰 生産 物 の 収 春 な ど が , 農耕 社会 で 戦争 
が 発生 し た 大 き な 原 因 の 一 つ で あっ た ろう 。 

弥生 時 代 の 集落 の な か に は 。, その 地域 を 代表 する よう な 大 規模 な 環 着 集 落 が , 前 期 後半 
以降 目立つ よう に な る 。 愛知 県 朝日 遺跡 は 弥生 中 期 の 環 涯 集落 で あり , ここ で は 環 涯 が 住 
居 を 幾重 に も 取り 巻き , 漂 の な か に 木 の 枝 を 鋭く 切っ た 切り 株 を 配置 し た り , 親 と 着 の 間 





o 縄文 時 代 の 環 河 集 落 は , 北海 道 苦 小 牧 市 静 川 16 遺 跡 な ニ 数 例 が 知ら れ て いる が , 縄文 時 代 中 期 
で 弥生 時 代 の 環 着 集 落と の 関連 性 は な い 。 秋田 県 秋田 市 地蔵 田 B 遺跡 か ら は , 弥生 時 代 前 期 の 杜 で 囲 
ん だ 集落 が 発見 され て お り , 弥生 時 代 の 環 着 集落 と の か か わり が 講 議 きれ て いる 。 
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城 が 残っ て お り , ここ か ら 文 字 を 書い た 瓦 や , 封印 
を する た め に 粘土 に 押し つけ た 印章 の 圧 痕 で ある 封 
泥 な ど が 多く 出土 -・ し , きら に 2000 基 も の 古墳 が 発見 
され て いる の で , ここ が 楽 浪 郡 の 郡 治 で ある こと は 
疑い な い 。『 漢 書 』 地 理 誌 は , 「 楽 浪 海中 有 條 人 」 と 書 
き , 楽 浪 郡 を 窓口 と し て , 公国 が 漢 と 交 渉 を も っ て 
ブー 
な 宝 器 を 副 葬 し た 左 丁 が 発掘 きれ て いる が , それ 
は 天使 者 を 送っ た 王 の と られ 青 鐵 科 , 
を > ど は 使者 が 持ち 帰っ た 代表 的 な 漢 か ら の 
当り 物 で ある 。 半 両 銭 五 銚 銭 , 貨 泉 な どの 賃 乏 
ee らき され た が , これ は 西日本 に 広く 
分 布 し て いる 。 後漢 末 に は , 南 に 宙 方 郡 を 分 置 し た 。 | 
楽 浪 郡 は 紀元 313 年 , 高 句 改 に 減 ぱ され た 。 福岡 県 立岩 遺跡 の 10 号 事 枢 と 副葬品 10 号 

これ ら の 記事 か ら す る と , 1 世紀 (弥生 中 期末 一 後 醒 に は 中 国 の 鏡 6 枚 と 銅 孝 や 鉄 剣 た など が 副 非 
央 ) の 全 の 小国 に は , 王 が いた こと が わか る 。 お そら きれ て いた 。 こ の 地域 の 盟主 の 墓 で あろ う 。 
《 その 王 が , 地域 の 統合 の た め の 戦 争 を 指揮 し た の で 
あろ う 。 これ ら の 国 や 王 に 関す る 考古 学 的 な 裏づけ も , 主 に 北部 九州 で 得 ら れ て いる 。 

奴 国 は 福岡 平野 に あっ た 小国 と きれ て いる が , その 領域 で ある : 志賀 鳥 か ら は , 後漢 の 光 
城 帯 が 奴 の 国王 に 授け た と され る 金 印 が 江戸 時 代 に みつ か っ た 。 北部 九州 の 弥生 中 ・ 後 期 
の 著 檜 か ら は , 大 量 の 副 葬 癌 が 発 多 さ れる こ こ が あ る 。 

中 期中 ご " ろ の も の で ある 福岡 県 春日 市 に ある 拓 玖 ・ 岡本 遺跡 か ら , 1899( 明 治 32) 年 に 三 
措 革 が 発見 され た が , 稲 内 に は 30 面 以上 の 前 満 ( 紀 元 前 202 一 紀元 8 ) の 鏡 。 鋼 呈 ・ 鋼 考 , が 
ラス 壁 @ な ど が 納め られ て いた 。 頒 私 ・ 岡 本 遺跡 付近 は , 青 鋼 器 の 鋳型 が 大 量 に みつ か っ 
て お り , 経済 的 に も 地域 の 中 心 を な し て お り , この 奏 檜 曹 は まき に 示 国 の 王 曹 で ある と 推 
定 さ れ て いる 。 人 

PH - 発 見 され た 福岡 県 前 原市 三雲 南 小路 遺跡 の 発 棋 か ら は , 前 漢 の 鏡 35 

, 鋼 剣 ・ 鋼 矛 ・ 鋼 , が ラス 壁 8 個 , 金 鋼 製 四葉 座金 具 8 個 を ど が 出土 し た 。 こ れ は , 

5 所 に か れ た 『 魏 志 」 修 人 伝 に みえ る 伊都 国 の 王 鞭 で ある と 推定 され て いる 。 同じ く 前 
Wh の 計ら され だ の 和 必 に は 入 ( 元 8 一 25 年) 時 代 前 後 の 鐘 

ー 十 数 面 人 っ て いた 。 前 原市 平原 遺跡 の 方 形 周 溝 墓 か ら は , 後漢 代 を 中 心 と し た 鏡 が 40 
な osk 20 
が か りり と な っ て いる 。 

これ ら 小 国 の 土 た ち は , 中 国 や 朝鮮 半島 の 寺 進 的 な 文物 を 手 に 入れ る た め に , また 大 国 
で ある 漢 の 後ろ 盾 を 得る こと で 公国 内 の 立場 を 高め よう と し て , 中 国 に 朝貢 し て いた こと 
が わか る 。 
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大 阪 府 池 上 ・ 曽根 遺跡 の 大 形 建物 復元 写真 巨大 な 高 
床 の 建物 と 井戸 を 実際 の 発掘 現場 の 上 に コン ピュ ー タ 
ー ダ ラブ フィ ッ タ で 複 元 し た も の 。 「 
に 先 を と が ら せ た 枕 を 斜め に 打ち 込ん で 厳重 な パリ ケー ド を 築い て いる 。 奈良 県 唐 古 ・ 
鍵 遺 跡 は . 最大 時 に は 約 30 万 m" が で 囲 まれ た 。 大阪 府 池 上 ・ 曽根 遺跡 も 約 6 万 m" が 数 
条 の 環 消 で 囲ま れ た 大 集落 で あり , 環 消 の ほぼ 中 央 か ら , 24 本 の 柱 で 支え られ た 6.9m※ 
19.6m の 巨大 な 建物 や , 直径 が 2m に も お よぶ 井戸 な ど が 検出 され た 。 佐賀 県 吉野 ケ 里 遺 
跡 は , 弥生 時 代 前 期 か ら 人 後期 の 大 集落 遺跡 で . 内 外 二 重 の 環 漂 で 囲ま れ て お り , 弥生 後期 
に は 外 漂 で 囲ま れ た 範囲 は 約 40 万 ms* に も お よん だ 。 
これ ら の 防備 を めぐ らし た 強力 な 集落 は , 農業 生 ES し た 和 争い を 経 
て 周辺 の 集落 を 統合 し , 政治 的 な ま と ま り を 形成 する よ うに 5>。 こ うし て 各地 に 小国 が 
で き て いっ た 。 小国 の 分 立 状 況 は , 8 理 まや 「 和 潜ん ど 中 国 の 歴史 書か 
ら う か が うこ と が で きる 。 1 世紀 , 俊 携 (紀元 25 ー220) の 班 固 (32 一 92) が 著 し た の 引 し (前 
油 の 歴史 を 記し た も の ) の 地理 志 は , 「 楽 浪 海中 に 全 人 あ り , 分 か れ て 百 余 国 と な 、 歳 時 
を 以 て 来 り 献 見 す 」 と いう , 日 本 に 関す る 最 『 の 記述 が ある 。 ま か で きた 
「 俊 洪 書 』 の 東夷 伝 に は , 建 武 中 元 2 〔 (紀元 57) 年 に , 合 の 奴 国 の 王 の 使者 が 後漢 の 都 溢 朋 に 
赴き , 光武 帝 ( 大 Y25 一 57) か ら 印 殺 を 授かっ た こと が , また 永 初 元 (07) 年 に も 別 の 條 国 の 
王 が , 生 口 160 人 を 安帝 に 献上 し た こ と が 書か れ て いる 。 
aoi 紀元 前 202 年 , 名 邦 ( 前 247 ー 前 195) が 打ち 建て た 漢 帝 国 は , 国内 の 体制 が 整う 
, 積極 的 に 対外 政策 に 乗り 出し た 。 勢力 下 に お いた 地方 を 「 郡 」 と し て 直接 支配 し . その 


吉 代 日 本 に 関す る 主 を な 中 国 中 心地 に は 役所 で ある 「 郡 治 」 を お いた 。 紀元 前 
ーーー 2 世紀 の 終わ りこ ろ ま で に , 南方 の 南越 地方 に 

y 重 の 半 休 | 失 者 | は 南海 都 な ど . 西域 に は 洒 泉 郡 な ど を 設置 し た 。 
mm 漢 (前 202 一 8) | 班 固 (? 一 92) | 当時 , 朝鮮 半島 の 北部 に は 衛 氏 朝鮮 が 栄え て い 

| 120 | 後漢 ( 25 一 220) | 油 嘩 (? 一 445) | た 。 紀 元 前 108 年 , 武 ( 在 位 紀元 前 141 一 紀元 前 
三国 (220 一 280) | 陳 寿 (? 一 297) 87) は それ を 減 ぽ し 4 郡 を 設置 し た が , その 一 

近 (420 一 479) | 沈 約 (441 一 513) | つが 楽 郡 で ある 。 楽 浪 郡 の 郡 治 は 現在 の 平壌 

随 (581 一 618) | 魏 徴 (? 一 643) | 市 付近 と 推定 され て いる 。 平壌 市 土 城 早 に は 土 





o 慰 は 股 代 に 出現 し た , 軟 玉 を 磨い て つく っ た ドー ナツ 状 の 円 盤 で , 漢代 に は ガラ ス 製 の も の も つ 
く 〈 られ た 。 西 周 以来 , 封建 知 主 が 臣下 に 与え た 下賜 品 や 。 神 へ の 捧げ も る の な ど と し て 用 いた 。 漢 代 の 
衣 に 副 非 きれ る と き に は , 頭 部 や 胸 に お か れる な ど , 特別 な 象徴 的 意味 を も つも の と し て 扱わ れ た 。 
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佐賀 県 吉野 ケ 里 遺跡 の 復元 集落 全域 が 発 握 調 査 
され た 結果 , 弥生 中 一 後期 の 国 の ー つ で あろ うと 
され て いる 。 道 跡 は 史跡 と し て 保存 され , 建物 を 


復元 し , 


背 振 山系 か ら の ぴた 丘陵 上 の 環 誠 集 落 で ある 。1986 
(昭和 61) 年 以来 3 年 間 か けた 発掘 調査 で , 巨大 な 環 
江 集 落 や 墳丘 墓 の 全体 像 が わか っ た 。 環 訂 は 弥生 時 
代 前 期 か ら 掘ら ちら れ て いる が , 後期 に な る と 丘陵 全体 
を 手 う , 南北 約 1km, 東西 約 0.5km, 約 40ha の 大 
環 漂 へ と 発展 し た 。 着 の 外側 に は , 掘っ た 土 を 盛り 
上 げ て , 土 紀 が 築 か れ た 。 漂 の 内 部 に は 住居 が 営ま 
れ , 外側 に は 倉庫 が 建て られ た 。 吉野 ケ 里 遺 跡 で 重 
要 な の は , 後期 に な る と , 漂 の 内 側 に さら に 漂 を ぬ め 
"| Eh on 内 郭 と 呼ば れる 区 画 が 出現 する 点 で ある 。 
南北 2 カ所 に 内 郭 は あり , 南 内 郭 が 約 150m X70m, 


いずれ の 内 郭 も 数 カ所 に 凛 が は り 出 し た 部 分 が あり , 
そこ か ら 数 本 の 柱 の 跡 が みつ か っ て お り , 『 魏 志 , 俊 
人 伝 に 吾 か れ た 科 観 . すなわち 見 張り の 物 邊 憶 の 
跡 で は な いか と 推定 され て いる 。 北 内 郭 の 内 側 か ら は , 16 本 の 柱 で 支え た 大 き な 建 物 の 跡 
も みつ か っ て お り , 内 郭 が 身分 の 高い 人 々 が 住む と ころ で , 漂 や 物 見 構 は , 敵 か ら 被 ら を 
守る た め の 施設 で あっ た と 考え られ て いる 。 古寺 時 代 に な る と , 環 涯 集落 は 消 減 する 。 そ 
の か わり , 特別 の 建物 を 四角 く 囲 ん だ 豪族 居館 が 出現 する 。 内 部 が 褒 族 居館 へ と 変化 し た 
の で あり , 村 全 E 体 で な く 身 分 の 高い 人 た ち だ け を 守る よう に な っ た 。 


学習 と 憩い の 場 と し て 整備 され た 。 


[吉野 ケ 里 中 跡 と 環 光 集 落 】 佐賀 県 吉野 ヶ 里 遺跡 は , 


北 内 郭 が 60m X60m で , 北 内 郭 は 二 重 の 凛 が めぐ る 。 


を 才 ] 金 印 江戸 時 代 , 博多 湾 に ある 志 損 





鳥 の 叶 の 崎 に 甚兵衛 と いう 自 姓 が いた 。 甚 兵 
衛 は 田 の 水 ま わり を よく し よう と 水路 を 掘り 
な お お し た と ころ , 2 人 で や っ と か が か が えら れる 
ほど の 大 き な 石 に あたっ た 。 金 て こ で それ を 
動か す と , 下 に 光る も の が ある 。 取り出し て 
水 で 洗っ て みる と 。, 金 の 印 判 の よう な も の で 
あっ た 。1784( 天 明 4 ) 年 2 月 23 日 の で き ご と 
で ある 。 管 いた 甚兵衛 は , 兄 の 豆 兵 衛 が 以前 
奉公 し て いた 福岡 の さき る 人 に 鑑定 し て も ら っ 


た と ころ , 貴重 な 金 印 で ある こと が わか っ た 。 


や が て 福岡 中 の 評判 に な り , 郡 の 役人 の 耳 に 
人 人 り , 金 印 を 役所 に 届け る よう 命令 3 に っ だ っ 
ms 庄屋 の 長谷 川 武蔵 が 金 印 発 見 の いき 
さ つ を 其 兵 衛 か ら 聞 き 書 き し て 届け , 金 


甚 兵 術 に は , 褒美 と し て 50 両 
が 与え られ た 二 も いわ れ て い 
る 。 金 品 に は ,! 「 漢 委 奴 国王 」 
の 5 文字 が 刻ま れ て お り , 発 
見 当時 か ら 『 後 漢書 」 に 書か れ 


困 は 黒田 沙 の 所 有 物 と な っ た 。 


た , 光武 畜 が 建 武 中 元 二 年 ( 紀 元 57 年 ) に 條 の 
奴 国 の 使者 に 与え た 印 で ある と きれ た 。「 委 
奴 」 の 読み 方 は , 江戸 時 代 に は 「 イ ト 」( 伊 都 ) 
と 読 r の が 王 流 で あっ た が , 明治 時 代 に 三宅 
米 吉 が 「 漢 ノ 委 ( ワ ) ノ 奴 ( ナ ) ノ 国王 」 と 読ん で , 
それ が 定説 に な っ た 。 金 印 が 偽物 で ある と い 
う 説 も 。 江戸 時 代 か ら あっ た 。 つ まみ が 蛇 を 
か た どっ た 印 は , 漢 の 制度 に な いこ と な ど が 


その 理由 で あっ た が , 第 二 次 世界 大 戦後 に も , 


文字 の 彫り 方 に 基づく 偽作 説 が 現われ た 。 こ 
れ に 対し て 正確 に 金 印 を 計測 し , 一 辺 の 平均 
の 長き 2.347cm が 後漢 初期 の 一 - 寸 に あ た る こ 
と を つき と と, 中 国 雲 南 省 の 石 案 山 古 曹 か ら 
「 注 王 之 印 」 と 彫っ た 蛇 形 の つま み の あ る 金 印 
が 出土 する に お よび , 偽 印 説 は 退け られ た 。 
出土 位置 に つい て も いく つか の 説 が あり , そ 
れ を 知る た ぬ め の 発掘 調査 も 行わ れ た が , 正確 
な 出土 位置 は わか っ て いな い 。 





第 1 章 日 本 文化 の あけ ぼ の 27 
中 国 大 陸 で は , 220 年 に 後漢 が 小 び , 北方 の 魏 , 南方 の 具 , 西 
方 の 負 が な ら び 立つ 三国 時 代 を 迎え た 。 こ の 時 代 の 歴史 書 で 
『 狐 志 』 佑 人 伝 @ に は , 3 世紀 前 半 か ら 中 葉 の 公 国 の 情勢 が か な り 詳 





ある 『 三 国 志 』 の な か の 

し く 書 か れ て いる 。 

それ に よる と 。, 優 国 は 2 世紀 の 終わ りこ ろ 大 変 乱 れ て , 国々 を は 互い に 攻撃 し あっ て 年 が 
過ぎ た 。 そ こ で 国々 が 共同 で 邪 馬 台 国 の 女王 香 弥 呼 を 立て て 王 と し た と こ ろ よ う や く 乱 は 
お さき まり , 邪 馬 台 国 を 中 心 と する 30 国 ば か り の 小国 の 連合 が 生ま れ た 。 卑 弥 呼 は 239 年 に 
電 の 皇 演 に 使い を 送っ て , 男女 の 生 口 (奴隷 ) 10 人 や 織物 を 献じ . 「 親 魏 合 王 」 の 称号 と その 

葉 印 紫 緩 , さら に さま ざま ぁ な 妹 物 , 金 8 両 , 五 尺 力 2 銅鏡 100 面 な ど を 与え られ た 。 
中 弥 呼 は 「 鬼 道 を 事 と し よく 上 衆 を 惑わ す 」 と あり , 巫女 と し て 神 の 意志 を 聞く こと に すぐ 
れ て いた だ た らしく, 長 じ て も 夫 は な く , 政務 は 第 が と っ た と いう 。 ま だ 神 を 祀る こと と 政治 
が 未 分 化 の 禁 政 一 致 の 段階 で あっ た こと が うか が われ る 。 

福 会 に は , 大 人 と 下戸 の 明確 な 身分 差 が あり . 下戸 が 大 人 と 道 で 会 っ た 時 に は あと ず き 
り し て 道端 の 草むら に 入り , 話 を する 場合 に は , うず くま っ た り , ある い は ひざ まず いて 。, . 
両手 を 地面 に つけ た と いう 。 大 人 は みな 4, 5 人 の 妻 を も ち , 下戸 で も 2, 3 人 の 妻 を も 
つ 者 も いた 。 修 人 の 間 に は , 泥 権 もい ないし, 誕 訟 も 少な い 。 法 を 犯し た 場合 は , 軽い 者 
で は その 妻子 を 取り 上 ば げ , 重い 者 で は その 家族 や ギー 族 を 殺し た 。 人 々 に 租 ・ 農 の 税 を 納め 
きせ , それ ら を 収納 する た め の 邸 開 が ある 。 国々 に は 市 場 が あっ て 。 . 人 人 々 は 有無 を 交換 し 
あっ て いる 。 邪 馬 台 国 は , それ より 北方 の 国々 に 対し , と くに 一 大 率 と いう 役人 を お いて 
監視 さき させ て お り , それ は 常 『 に 北部 九州 の 伊都 国 に お お か れ て いる 。 


正 始 8 47) 年 由 交 呼 は 。 魏 の 和民 地 で あっ た 区 台 に 使い を 送 も と か ら 不 和 で 
あっ た 南 の 痢 奴 国 と の 戦い の 有 様 を 報告 し て いる 。 そ の 後 四 弥 呼 が 亡くな っ た と き 。 全 人 


た ち は , 直径 百 余 歩 の 大 き な 家 を つく り , 百 余人 の 奴隷 が 狗 圧 さ れ た 。 蜂 弥 呼 の 後継 者 
と し て 男 の 王 を 立て た が , 国 中 が 服従 せ ず 。 お 互い が 殺し 合 っ た 。 そ こ で 再び 卑 弥 呼 の 宗 
な の : 老 与 (< 台 > 与 の 誤り か ) と いう 13 歳 の 女子 を 立て て 王 と し た と ころ , 国 中 は よう や く 
お きま っ た と いう 。 

この 30 国 ば か り の 小国 連合 の 中 心 と な っ た 那 馬 台 国 の 所 在 に つい て は , 北部 九州 に 求め 
る 説 と 近 畿 地方 の 大 和 に 求め る 説 が 対立 し て いる 。 近畿 説 を と れ ば ぱ ば, すでに 近畿 地方 か ら 
北部 九州 に お よぶ 広域 の 政治 連合 が 成立 し て いた こと に な り , の ちの ヤマ ト 政 権 と 直接 つ 
な が る こと に な る 。 ま た 九州 説 を と れ ば , 邪 馬 台 国連 合 は 北部 九州 を 中 心 と する 比較 的 小 
幌 用 の も の で , の ちの ヤマ ト 政 権 は それ と は 別に 東方 で 形成 され , 九州 の 邪 二 台 国 を 統合 
し た も の か , 逆 に 邪 馬 台 国 が 東 直し た も の と いう こと に な る 。 い ずれ を と る か に よっ て 日 
本 列島 に お ける 国家 形成 過程 の 理解 が 大 きく 異な る の で ある 。 

邪 馬 台 国 は , 『 魏 志 』 修 人 伝 の 記載 を その まま た どる と 九州 の は る か 南海 上 に 存在 し た こ 
と に な る 。 し た が っ て これ を 合理 的 に 解釈 する に は , 九州 説 の 場合 は 條 人 伝 の 距離 の 記載 
を , 近畿 説 の 場合 は 方 位 の 記載 を 修正 する こと が 必要 と な る 。 こ の こと は , 『 魏 志 』 合 人 伝 
2 多く の 状況 証拠 を 
@ 正確 に は 『 三 国 志 』 の な か の 「 争 表 』 の 「 烏 丸 鮮 中 東夷 伝 」 の な か の 合 人 の 条 の こ と で , 條 人 に 関す る 
記載 だ け で 一 伝 が 立っ て いる わけ で は な い 。『 三 団 志 』 は 本 の 陳 痢 が 3 世紀 後半 に 著 し た も の 。 
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提出 し うる 考古 学 の 果たす 役割 が 大 きい 。 次節 に 述べ る 古墳 に つい て は , 出現 の 当初 か ら 
近畿 を 中 心 に 分 布 す る こと が 知ら れ て いる 。 従来 古墳 の 成立 に つい て は , 4 世紀 の こと と 
され て きた か ら , 3 世紀 前 半 の 邪 馬 台 国 問題 と 直接 関係 し な いと 考え られ て きた が , 最近 
で は , 古墳 の 出現 年 代 が 3 世紀 後半 まで きか の ぼる と 考え る 研究 者 が 多く な り , 少な く と 
6 考古 学 の 分 野 で は , 近畿 説 を と る 研究 者 が 多く な りつ つ あ る 。 
【『 魏 志 』 修 人伝 に みえ る 修 人 の 生活 】 男子 は 結髪 し 木綿 で 頭 を 巻い て いる 。 衣 服 は 横 広 の 
市 で た だ 結び 東 ね て いる だ け で ほとん ど 縫 っ て いな い 。 婦人 は 髪 を 下げ て まげ の 部 分 を 折 
り 曲げ て お り , 家 服 は 単 家 の よう に つく り , の 中 央 に 大 を あけ て 上 を 通す 人 で の る 。 
人 々 は 稲 や 3 符 麻 を 植え , 蒸 を 栽培 し 窒 を 飼っ て 系 を 紡ぎ 麻糸 ・ 絹 ・ 綿 を 産 す る 。 和牛 ・ 
・ 羊 な ど は いな い 。 温暖 な た め 冬 も 夏 も 生野 菜 を 食べ , 上 
建て , 2c 母 ・ 兄 ・ 第 ら は それ ぞ れ 梓 所 を 別に し て いる 。 男子 は 大 人 ・ 子 ども の 別 な くみ 
な 没 面 ( 顔 の 入れ 墨 ) や 文 身 (か ら だ の 入れ 黒 ) を し て いる 。 人 が 死ぬ と 槽 に 精 め , . 土 を 盛り 
上 げ で て 家 を つく る 。10 日 間 ほ ど 宮 に 服 し , この 間 人 々 は 和 肉食 せ す , 衰 辛 は 鞭 泣 し , 他 の 
人 々 は 答 舞 飲 食す る 。 埋葬 が 終わ る と 喪主 の 一 家 は 水中 に 入り , みそ ぎ を する 。 
この よう に 『 魏 志 』 修 人伝 に は 條 人 の 習俗 が 詳し く 書 か れ て いる が , 婦 志 ぶ 』 の 編者 が , 人 
の 地 を , 南 に 長く 連なり 中 国 大 陸 南 部 の 会 策 東 治 の 東方 に あたり , 海南 島 の 風俗 と 共通 す 
る と 考え て いた こと が 記さ れ て お り , すべ て を 3 世紀 の 侯 の 風俗 を 志 が す も の と と ら え て よ 
いか どう か に つい て は 疑問 も 残る 。 
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3. 古墳 と ヤマ ト 政 権 


第 一 次 世界 大 戦後 , 考古 学 の 発 掘 調査 が 著しく 進 
か な り 大 規模 な 墳 を も つ 墓 が 営ま れ て いた こと が 明 ら か に な っ て き た 。 例え ば 山陰 地方 
か ら 一 部 北陸 地方 に か け て の 地域 で は , 方 形 の 墳丘 の 四隅 を 突出 させ た 四隅 突出 型 墳丘 
区 と 呼ば れる 特異 な 墳丘 墓 が つく られ , その な か に は 一 辺 が 50 一 60m に 達する も の も 知ら 
れ て いる 。 また 岡山 県 か ら 広島 県 東部 に か け て の 吉備 地方 で は , 直径 40m ほど の 円 丘 の ニ 
方 に 突出 部 を も ち , 全長 が 80m に も お よぶ 岡山 県 人 市 本 筑 墳 丘 墓 な ど 多く の 墳丘 墓 が 営 
本 7 こ > この 地域 で は 墳丘 の 形態 は さ ま る まで ある が , 有力 な 首長 の 墳丘 墓 な ど に 供 献 
する た め , と くに 立派 に つく られ た 特殊 吉 と それ を の せる 特殊 器 台 @ が 伴っ て いる 。 この 

よう に 弥生 時 代 後 期 の 墳丘 墓 に は きわ め て 明瞭 な 地域 性 が み ら れ る の で ある 。 

と ころ が 3 世紀 の 後半 に な る と , より 大 規模 な 前 方 後 円 墳 を は じ め と する 古墳 が 西日本 . 
の 各地 に 出現 する 。 それ ら 出 現 期 の 古墳 は , いずれ も 前 方 後 円 形 な いし 前 方 後方 形 の 巨大 
な 需 丘 @ を も 5 ち 。 長い 割 任 形 木 林 を 怪 欠 式 石室 @ に お さめ た 埋 大 
施設 や 三角 緑 神 獣 鏡 を は じ め と する 多数 の 銅鏡 な ど 呪 術 的 色 
形 の 強い 副葬品 が み ら れ , きわ め て 画 一 的 な 内 容 を も っ て いる 
この よう に 出現 期 の 古墳 が , 弥生 時 代 後 期 の 地域 性 が 明確 な 寺 丘 
倫 と 異な り , 画 一 性 を も っ て 出現 する こと は , 古墳 の 出現 に 先 立 
ぅ て 広域 の 政治 連合 が 形成 され て いた こと , さら に 古墳 が この 政 
治 連 合 に 加わ っ た 各地 の 首長 た ちの 共通 の 墓 制 と し て 創出 され た 
も の で ある こと を うか が わせ る 。 

音 地 の 出 現 期 の 墳 の な か で も と くに 大 規模 な も の は , 奈良 県 
和 市 千 革 古墳 (墳丘 長 280m) を は じ め 近 畿 の 大 和 ( 祭 良 県 ) に あ 

, 近畿 に つい で 大 規模 な 占 墳 は 岡山 市 浦 間 茶 昨 山 古墳 ( 墳 長 
154e)4 : ど 吉備 地方 (岡山 県 と 広島 県 東部 ), つい で 福岡 県 攻 田 町 TTP 
石塚 山 古 墳 (墳丘 長 120m) な ど 北部 九州 で も 瀬戸 内 側 の 豊前 (福岡 最大 の 規模 を も つ 。 


@ この 特殊 器 台 が の ちの 古墳 の 四 筒 二輪 に 変化 する の で あり , 朝顔 形 域 輪 は 特殊 器 台 に 特殊 秦 を の 
せ た も の を 一 体 的 に 表現 し た も の に ほか な ら な い 。 
@ 前 方 後 円 墳 ・ 前 方 後方 墳 は . それ ぞ れ 周り に 溝 を めぐ らし た 円 形 ・ 方 形 の 墳 丘 に いた る 陸橋 部 が 
し だ い に 発 達し て 大 型 化 し , つい に は 儀礼 の 場 と し て の 前 方 部 が 円 形 ・ 方 形 の 主 丘 に 付属 する よう 
に な っ た も の と 考え られ る 。 
⑩⑪ 荘 公 式 石室 は の ちの 横穴 式 石室 の よう に あら か じ め 石 の 幕 室 を つく っ 
て お き , の ち に 権 を 納め る も の で は な い 。 墳 頂部 に 掘ら れ た 長大 な 墓 苦 底 
に 粘土 を 敷き , その 上 に 長い 割 租 形 木 本 を 安置 し た の ち , 周り に 板 石 な い 
し 割 行 で 四 壁 を 積み , その 背後 を も 石材 で 充 垢 し 四 壁 の 上 に 数 枚 の 天 
上 井 石 を お き , さら に 粘土 で 殺っ た の ち に 土 で 埋め た も の で ある 。 つ まり . 
定 の 約束 に し た が っ て 同じ 手順 で 埋 葬 が 行わ れ た 結果 , 今日 発掘 する と 
同じ よう な 想 穴 式 の 石室 が みつ か る の で ある 。 
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西日本 に お ける 出現 期 古墳 の 分 布 


県 東部 ) に み ら れ る 。 こ の こと か ら , この 古墳 出現 の 前 提 と な る 広域 の 政治 連合 は 近畿 の 
大 和 の 勢力 が 中 心 と な っ て 形成 され た も の で あり , 吉備 や 豊前 の 勢力 も また この 連合 の 形 
成 に 際 し て 重要 な 役割 を 果たし た こと が 知ら れる 。 こ の 大 和 の 勢力 を 中 心 に 各地 の 政治 勢 
力 に よっ て 形成 され , 古墳 出現 の 前 提 と な っ た 政治 連合 こそ , ヤマ ト 政 権 に ほか な ら な い 
と 考え られ て いる 。 

この よう に 西日本 の 各地 で 前 方 後 円 墳 の 造営 が 始ま っ て いた 時 期 , 伊勢 湾 以 東 の 東日本 
地域 で も 前 方 後方 墳 の 造営 が 始ま っ て いた らし い 。 ま た 東日本 で は 古墳 時 代 前 期 の 中 ご ろ 
の 段階 まで , 大 規模 な 古墳 の ほとん ど が 前 方 後方 墳 で ある こと も 知ら れ て いる 。 東 日 本 の 
前 方 後方 墳 の 出現 時 期 に つい て は , さら に 今後 の 検討 が 必要 で ある が , それ が 西日本 の 前 
方 後 円 墳 の 出現 より それ ほど 遅れ な いも の と すれ ば , 西日本 の 前 方 後 円 墳 の 世界 に 対し 東 
日 本 で は 前 方 後方 墳 の 世界 が 形成 され て いた こと に な る 。 ま た こう し た 定型 化し た 前 方 後 
円 墳 ・ 前 方 後方 墳 の 出現 以前 の 弥生 時 代 の 終末 期 の 段階 に も , 東日本 で は 前 方 後方 形 墳丘 
墓 が 盛ん に 営ま れ て いた こと が 知ら れ て いる 。 こ の こと は , 古墳 出現 の 前 提 と な る 広域 の 
政治 連合 の 形成 が , 西日本 と 東日本 で それ ぞ れ 別に 進行 し て いた こ 
と , そし て 両者 の 合体 に よっ て ヤマ ト 政 権 が 成立 し た こと を 示す も 
の か も し れ な い @。 

三 角 縁 神 獣 鏡 】 周縁 の 断面 形 が 三角 形 を 星 し , 中 国 の 神話 に 登場 する 
神仙 や 寺 獣 を 浮き 彫り に し た 文様 を も つ 鏡 。 出 現 期 か ら 前 期 の 古墳 に 
多数 副 非 され , 日 本 列島 で は すでに 400 面 近く が 発見 され て いる 。 卑 弥 
呼 が 魏 に 使い を 送っ た 景 初 3 (239) 年 や その 翌年 の 正 始 元 (240) 年 な ど 魏 
の 年 号 銘 を も ね つも の が ある こと な どか ら 魏 で 製作 され た 鏡 で , 卑弥呼 が 


@ 西日本 の 前 方 後 円 墳 を 生み 出し た 地域 を 族 馬 全 国連 合 , 東日本 の 前 方 後方 墳 を 生み 出し た 地域 
を , 卑弥呼 の 晩年 に 邪 馬 台 国 が 争っ た 人 に あて る 説 も 提起 され て いる 。 
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魏 の 皇 益 か ら 下 賜 さ れ た 銅鏡 100 面 も これ に あたる と 考え られ て いた 。 と ころ が 中 国 大 陸 
で は 1 面 も 発見 され て いな いこ と , こう し た 半 肉 彫り の 神 獣 鏡 は 中 国 で も 主として 南 の 長 
江 流 域 で 製作 きれ た も の で ある と ころ か ら , 思 (222 一 280) の 工人 が 日 本 列島 に 渡っ て 製作 
し た と する 説 が 提起 され , 苑 馴 が 続い て いる 。 な お , この 三 角 縁 神 獣 鏡 や こ れ を 日 本 列島 


うけ いき ょ う 


6 析 も 8 ぶた た 導 沙 られ Ve 人 2 角 縁 神 獣 鏡 に は 同じ 型 で つく られ た 同型 負 な 
し 同 穫 負 が 数 多く み ら れ る 。 そ れ ら は 近畿 地方 を 中 心 に 各地 に 分 布 し て で おり , ヤマ ト 
5 地板 か 366 の 攻 衝 が ら て 


きま | 邪 馬 台 国連 合 と ヤマ ト 政 権 古墳 出 
現 の 前 提 と な る 広域 の 政治 連合 の 形成 の 契機 
に つい て は , これ を 鉄 資源 の 入手 ルー ト を め 
ぐる 争い と 結び つけ て 考え る 研究 者 が 多い 。 
弥生 時 代 は その 当初 か ら す で に 鉄器 時 代 で あ 


り ,、 と くに その 後期 か ら は 石器 が 消滅 し て 本 


格 的 な 鉄器 の 時 代 に な っ た こと が 知ら れ て い 
る 。 そ れ に も か か わら ず 現 在 の と ころ 6 世紀 
以前 の 確実 な 製鉄 遺跡 は 知ら れ て いな い 。 た 
と え ぇ 日 本 列島 で 鉄 生 産 が 行わ れ て いた と し て 
も ご く 小 規模 な も の で あっ た と 考え ざる を 得 
な い 。 そ れ で は 人 矯 人 た ち は ど の よう に し て 鉄 
資源 を 人 入手 し て いた の で あろ うか 。 「 殊 志 』 東 
典 伝 の 弁 辰 条 に は 「 国 , 鉄 を 出す 。 韓 ・ 汰 ・ 
使 み な し た が っ て これ を 取る 。 諸 市 買う に み 
な 鉄 を 用 い , 中 国 の 銭 を 用 いる が 如 し 。 ま た 
も っ て 二 郡 に 供給 す 」 と あり , 3 世紀 に 修 人 
が 朝鮮 半 伺 東南 部 の 弁 辰 , すなわち の ちの 伽 
地 の 鉄 を 入手 し て いた こと が 知ら れる 。 
この 伽 由 の 鉄 や その 他 先 進 的 な 文物 を 日 本 
別 島 に 輸 人 人 する の に 中 心 的 な 役割 を 果たし て 
いた の は いう まで も な く 伊 都 国 奴 国 な ど 去 
江 洪 治 岸 地 域 の 替 力 で あっ た こと は , 弥生 時 
代 に も た ら さ れ た 中 国 鏡 の 分 布 が この 地域 に 
集中 する と ころ か ら も 疑い な い 。 こ の た め 九 
州 以 東 の 條 人 た ち が 鉄 資源 や 先進 的 文物 を よ 
り ス ムー ス に 手 に 入れ よう と すれ ば この 云 界 
洪 沿 岸 地域 と 争わ ざる を 得 ず , その た め 近 畿 
や 瀬戸 内 海 沿岸 各地 の 勢力 が 連合 し て 女 界 洪 
浴 岸 地域 か ら 鉄 資源 の 入手 ルー ト の 支配 権 を 
徹 い 取っ た も の と も 考え られ る 。 これが 近畿 


・ 瀬戸内 海 を 中 心 と する 広域 の 政治 連合 形成 
の 契機 し な っ た の で あろ う 。 こ の 戦い の 時 期 
は 中 国 か ら も た ら さ れ た 鏡 の 分 布 の 中 心 が 北 
部 九州 か ら 近 畿 に 移動 する 2 世紀末 か ら 3 世 
紀 初 め の こ と と 考え られ る 。 と すれ ば , こう 
し て で き あ が っ た 政治 連合 は 『 魏 志 』 修 人 伝 に 
み ら れ る 了 那 馬 台 国連 合 に ほか な ら な いこ と に 
な る 。 古墳 の 出現 は 現在 の と ころ 3 世紀 後半 , 
と 考え られ , それ より 数 十 年 あと の こと で あ 
る が , それ は この 広域 の 政治 連合 を 永続 させ , 
より 発展 させ る た め の 政 治 機構 の 整備 の 一 環 
と し て 創出 きれ た も の で あろ う 。 ま た より 東 
方 の 地域 が この 連合 に 加わ る こ と だ な 導 。 そ 
の 版 図 が 拡大 し た こと も その 契機 に な っ た も 
の と 思わ れる 。 

この 2 一 3 世紀 の 交わ りこ ろ の 去 界 灘 沿岸 
地域 と 近畿 ・ 瀬 戸 内 連合 の 争い を 直接 的 に 裏 
づけ る 資料 は な い 。 た だ この 時 期 を 境 に 中 国 
鏡 の 分 布 の 中 心 が 一 挙 に 近畿 に 移る こと, ま 
た この 時 期 近畿 や 瀬戸 内 の 土器 が 九州 へ 大 量 
に 移動 する が , その 逆 の 動き は み ら れ な いこ 
と , 3 世紀 後半 の 出現 期 古墳 の 分 布 に つい て , 
近畿 ・ 吉 備 , さら に 北部 九州 で も 瀬戸 内 側 の 
豊前 に 大 型 の も の が み ら れ る の に 対し , 去 界 
灘 沿岸 に は あま り 大 規模 な も の は み ら れ な い 
こと な どか ら , こう し た 争い が あっ た こと は 
十分 考え を られ る 。 

な お こう し た 説 に 対し て , 邪 馬 台 国 の 東 居 
に よっ て ヤマ ト 政 権 が 成立 し た と 考え る 研究 
者 も いる 。 


古墳 の 造営 各地 の 有力 な 首長 た ち が 大 規模 な 古墳 を 営ん だ 3 世紀 後半 か ら 7 
世紀 後半 まで を 日 本 考古 学 で は 古墳 時 代 と 呼び 、 これ を さら に 前 
期 (3 世紀 後半 一 4 世紀 末 )・ 中 期 (4 世紀 末 一 5 世紀末 )・ 後 期 (5 世紀 末 一 7 世紀 ) に 区 分 
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③⑤ 金 鋼 製 の 耕 葉 ⑥ 金 鋼 製 の 耳飾り 
(和歌 山 , 長 19.5cm)  ( 角 本 , 長 14.5cm) 


ーー 
④ 金 鋼 製 春 負 ( 柱 岡 。 高 26cm) 
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②⑫ 表 計 和 





(①) 短 甲 (熊本 ) 





主 需 の 副葬品 
隆 に 出現 する も の で ある 。 器 材 輪 の うち 家 形 寺 輪 は 古墳 の 埋 葬 施設 の 上 に 立て られ る と 


ころ か ら 死 者 の 寺 の 依 代 と も 考え られ . 符 材 填 連 は それ を 取り 巻く よう に な ら べ られ る と 
ころ か ら , 閉 ( 革 人 に さ し か け る 伴 ) は そこ が 聖域 で ある こと を 示し , 盾 ・ 級 ( 背 中 に 中 





古墳 時 代 中 期 の 大 型 古墳 の 分 布 旧 国 別に 古墳 時 代 中 期 (5 う 矢 筒 ) な どの 武器 ・ 武 具 は 死者 の 霊 を 守る も の と し て 立て られ た の で あろ う 。 中 期 後半 

「 本 世紀 ) の 最大 規模 の 古墳 の 大 き さ を 示し た も の 。 近畿 地方 を に 現われ る 人 物 填 輪 や 動物 填 輪 の 群像 に つい て は , モ ガ リ 儀礼 (人 の 死後 , 埋葬 まで の 期 
た シー waー つ くら れん 中 心 と する 政治 的 な 連合 の な か で 。 それ ぞ れ の 地域 の 勢 が 間 に 行わ れる 儀礼 )、 あ る い は 発 列 を 表現 し た も の , 首長 填 ・ 首 長 権 継承 儀礼 表現 し た 
OO も の , Mr も "が 提起 され て いる 。 

し て いる @。 こ の 時 期 。 北海 道 ・ 東 北 北 半 部 と 西南 諸島 を 除く 日 本 列島 の 各地 に 巨大 な 古 Ce 設 の うち 中 心 的 な 施設 は , 前 方 後 円 墳 ・ 前 方 後方 墳 の 場合 は 後 円 部 ・ 
壊 が 造営 きれ た 。 古 墳 に は 前 方 後 円 墳 , 前 方 後方 墳 , 円 墳 方 墳 な ど さ ま ざま な 墳 形 が あ yi せれ か PWM に th た YRHN を KGFmW の た の ke 

る @。 こ の うち 数 が 最も 多い の は 円 墳 で あり , つい で 方 墳 が 多い が , 前 期 か ら 後期 を 通じ 

て 大 規模 な 古墳 は いずれ も 前 方 後 円 壊 で あり @, これ が 最も 重要 な 墳 形 と 考え られ た 。 た だ 九州 で は , 中 期 に な る と 朝鮮 半島 の 影響 に よっ て 出現 し た 横穴 式 石 室 や その 影響 を 受 
た 規 和 な 古墳 は いずれ も 2 5 邊 の 邊 集 が み ら れ 。 各 段 の 上 部 に は 平坦 面 (テラ ス ) が 認 4 て MCA な お 木 檜 に は 丸太 を 半 裁 し て 内 部 を くり 抜い た 割 季 形 
め ら れる 。 各自 の 作 作 面 に は 昔 石 が 施さ れる の が 一 般 豚 で また 需 丘 の まわ り に は 1 一 2 4 が の Eo 4 まだ 
墳 は 近 幾 地方 の 大 型 十 墳 に 多い 。 各自 上 の テラ ス や 墳丘 の 頂部 さら に は 溢 の 外 玩 の 上 に 馬 発 品 上 1 前 に は 上 で ある 御笠 な と の 玉手 の ほか の 南海 産 
は 円 筒 壇 輪 列 が めぐ ら さ れ .。 また 墳 頂 部 に は 家 形 填 輪 や 盾 ・ 報 ・ " 革 な どの 異 材 填 輪 が 円 こ 起 源 を も つ 刀 玉 製 の 腕輪 形 石 製品 ( 氏 形 石 , 車輪 石 石 釧 ), 映 製 の 武 益 や 農 
筒 填 輪 と と も に 並べ られ た 。 中 期 の 後半 以降 は これ に 人 物 壇 輪 動物 填 輪 が 加わ る 。 9 2 この 時 期 の 古墳 の 被 大 者, すなわち 
導 地 の 首 長 た ち が 語 独 的 な 性 格 を も っ て いた こと を 示し て いる 。 こ れ に 対し 中 期 に な る 


【 壇 輪 】 填 輪 は 弥生 時 代 後期 の 吉備 地方 の 墳 正 を も つ 首 長 墓 な ど に 供 献 さ れ た 特殊 憲 ・ 特 
殊 器 台 の 流れ を 引く 円 筒 二輪 ・ 電 形 填 輪 ・ 朝 顔 形 填 輪 と さま さま な も の を 形 ど っ た 形象 壇 
輪 に 大 別 さ れる 。 形 象 填 輪 は さら に 家 形 填 輪 , 問 材 填 輪 , 人 物 ・ 動 物 填 輪 に わけ られ る 。 

この うち 家 形 填 輪 や 器材 填 輪 は 前 期 の 中 ご ろか ら 現 われ , 人 物 ・ 動 物 填 輪 は 中 期 の 後半 以 


ま 玉 類 や 鏡 や 鉄製 農工 具 も 残る が , 鉄製 武器 や 短 甲 ・ 軸 な どの 武具 の 占め る 割合 が 高く 
な り , さら に 前 期 に は み ら れ な か っ た 馬具 な ども 加わ っ て , 被 葬 者 の 武人 的 性 格 が 強まっ 
だ たこ と を うか が わせ る 。 

こう し た 古墳 の な か で も , 最も 大 規模 な 古墳 は , 前 期 か ら 中 期 , さら に 後期 に いた る ま 
で 中 し て 近畿 地方 中 央 部 の 奈良 番地 と 大 阪 半 野 に ? 党 まれ た 。 前 期 で 最大 の 規模 を も つ 古 
順 は 奈良 県 天理 市 の 柳 本 古墳 郡中 に み ら れ る 渋谷 向山 古 墳 ( 現 時 行 天 企 際 墳丘 長 
8IO0m) で あり , 中 期 で 最大 の も の は 大 阪 府 堺 市 の 百舌 島 古 墳 群 中 の 大 仙 陵 古墳 ( 現 仁 徳 天 
邊 際 , 墳丘 長 478m) で ある 。 こ うし た 奈良 盆地 や 大 阪 平野 の 巨大 な 古墳 は それ ぞ れ の 時 
只 で は 他 の 地域 の 古墳 か ら 隔絶 し た 規模 を も ち , 各地 の 首長 た ちの 連合 で ある ヤマ ト 政 権 
の 財 主 , すなわち 大 王 の 墓 と 考え られ る 。 

た だ 古墳 時 代 の 前 期 か ら 中 期 に か け て , 近畿 中 央 部 の 奈良 盆地 や 大 阪 平野 以外 の 地域 で 


@⑥ この 3 時 期 区 分 で は 後期 が 前 ・ 中 期 に 比べ て 長 す ぎる た め , 後期 の うち 前 方 後 円 墳 が つく られ な 
く な る 7 世紀 を 終 未 期 と し て 後期 か ら 分 離す る 研究 者 も 多い 。 む し ろ 日 本 歴史 の 時 代 区 分 と し て は 。 
日 本 列島 の 古墳 を 代表 する 前 方 後 円 墳 が 造営 され た 時 代 , すなわち 前 期 か ら 狭 義 の 後期 まで ( 3 世紀 
後半 か ら 6 世紀 末 ) を 古墳 時 代 と し , 終末 期 は な しろ 飛鳥 時代 と し て 理解 する の が 適当 で あろ う 。 
@ この ほか , 前 方 後 円 墳 の 前 方 部 が 短く な っ た 帆 立 肌 式 古 墳 。 双方 中 円 墳 , 双 円 墳 。 方墳 , 八角 
墳 , 上 円 下方 墳 な ど が ある 。 

@ 日 本 列島 の 古墳 を 墳丘 の 規模 の 順に 数 え あ げ る と , 第 1 位 か ら 第 44 位 まで は すべ て 前 方 後 円 墳 で 
あり , 第 45 位 の 前 方 後方 墳 ( 奈 良 県 天理 市 西山 古墳 。 墳丘 長 185m) の あと は また 前 方 後 円 墳 が 続く 。 





ーー 南朝 の 己 使 推定 路 


4 一 5 世紀 の 東 ア ジア 
⑩ 「 日 本 災 紀 』 で は この 伽耶 諸国 や きら に その 東 の 地域 を 「 任 那 」 と 呼び , 日 本 の 植民 地 で あっ た よう 
に 記述 する 。 伽耶 と 偽 の 関係 が 大 接 で あっ た こと は 確か で ある が , 伽耶 諸国 は それ ぞ れ 独 立 し た 小国 
群 で あり , 書 紀 の 記載 は 明らか に 誤り で ある 。 
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$ 相当 大 規模 な 前 方 後 円 墳 が 造 さ れ て いた こと も 重要 で ある 。 と くに 中 期 に は 岡山 県 岡 
山 市 人 造山 古墳 (墳丘 長 360m), 同 総 社 市 作 山 古 墳 (墳丘 長 286m) な ど 巨大 な 前 方 後 円 墳 が 
MoE 人 系 ーー 
造営 され た 。 こ の こと は 近畿 を 中 心 と する 政治 連合 の な か で , 岡山 県 (吉備 地 方 ), 宮上 
( 日 向 地方 )、 群 馬 県 (上 野地 方 ) な どの 勢力 が 重要 な 位置 を 占め て いた こ と を 物語 る 
還 敵 芽 丁 [大 仙 陵 古墳 ( 現 仁徳 天皇 陵 ) 日 本 列島 で 最大 の 規模 を も つ 
占 墳 。 墳 丘 の 長き が 486m の 前 方 後 円 墳 で , 朝 り に 
重 の 周 亡 を めぐ らし て いる 。 きら に その 外側 の 階 塚 が 党 
て いる 区 域 を も 含め る と , その 墓 域 は 80ha に 9 そ 
の 築造 に は , 最盛 時 で 1 日 当り 2000 和 人 が 動員 きれ た と し て , 
延べ 約 680 亡 人 の 人 員 と , 約 16 年 の 歳 月 が 必要 で あっ た と 計 
算 さ きれ て いる 。 明治 初 年 に 前 方 部 前 面 の 中 腹 か ら 長 持 形 石 和 
を 綱 め た 堅 穴 式 石 室 が 発見 きれ, 金 鋼 製 の 帳 旗 付 軸 と 短 甲 
ガラ ス 器 , 鉄 刀 な ど が み ら れ た 。 ま た 後 円 部 の 墳 頂 部 に も 長 持 形 石 槽 を お さめ た 堅 穴 式 石 
室 が あっ た らし い 。 墳丘 や 外 堤 に 立て な ら べ られ た 円 筒 二輪 の 形式 な どか ら 5 世 紀 中 ご ろ 
の 古墳 と 考え られ て お り , 5 世紀 前 半 と 想定 され る 仁徳 天 阜 と は 時 代 が や や 食い 違う 。 そ 
の 撤 奈 者 が 大 王 で ある こと は 衝 い な い が それ が 誰 で ある か は 不明 で ある 。 
中 国 大 陸 で は 。 三国 の 魏 の 王朝 を 受け 継い だ 晋 (265 








(人 め に は 科 朗 を は じ め と する 北 の 計 民 の 人 和 を 琶 け て 南 に を り 中 国 の 北 半 
部 は 五 胡 と 呼ば れる 北方 騎馬 民族 の 支配 する 五 胡 十 大 国 の 時 代 と な , 南北 分 裂 の 南北 朝 
時 代 を 迎え る 。 トニ AL 『 南 
北朝 時 代 は , その 周辺 の 諸 民 族 に 対す る 支配 力 が 層 まり, 東 アジ ア の 諸 民 族 は つぎ つぎ と 
中 国 の 支配 か ら 離 れ て 国家 形成 へ と 進ん だ 。 
中 国東 北部 か ら お こっ た 高 人 リ 股 (? 一 668) ) ほ は 。 展 だ 愉 
も ) / に 朝鮮 半島 北部 に まで 領土 を 拡大 し , 313 年 に は 中 国 
1 吉 広和 倒 smy/ | の 植民 地 で あっ た 楽 温 郡 を 滅ぼし た 。 ま た , 朝鮮 半島 
年 < る (] 南部 で は , 3 世紀 に は 馬 韓 , 弁 韓 , 辰 韓 と いう 小国 の 
SS 市 | 連合 が 形成 され て いた が , 4 世紀 に な る と 馬 韓 か ら 
m※ 要 2 / 半 SXn| 百済 (4C 一 660) が , 辰 韓 か ら 新 雑 (4C-935) が お こり , 
それ ぞ れ 国家 を 形成 し た 。 た だ 弁 韓 は 統一 され る こと 
な く , 伽耶 (伽羅 )% と 呼ば れる 小国 連合 が 5 一 6 紅 紀 
まで 続い た 。 
さら に 4 世紀 後半 に な る と , 高 名 用 が きら に 南進 策 
を 進め る よう に な り , 新 や 百済 。 伽耶 を 圧迫 する よ 
うに な っ た 。 鉄 資源 を 確保 する た め 早 く か ら 伽 耶 と 密 








ー316) が 280 年 に 呉 を 滅ぼし て 中 国 全 土 を 統一 し た が , 
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接 な 関係 を も っ て いた 修 国 (ヤマ ト 政 権 ) も , 百済 ・ 伽 帆 と と も に 高 句 慌 と 戦う こと と な っ 
た だ 。 

当時 , 高 句 豚 の 都 で あっ た 丸 都 (中 国吉 林 省 集 安 市 ) に ある 高 句 左 の 広 開 土 王 ( 好 天 王 ) 碑 
の 碑文 に は , 合 が 高 名 改 と 直接 交戦 し た こと が 記さ れ て いる @。 こ の 朝鮮 半島 に お ける 高 
各氏 の 騎馬 軍団 と の 戦い は , それ まで 乗 馬 の 風 習 が な か っ た 條 人 た ち に , いや お うな し 
に 騎馬 技術 を 学ば せ た よ う で , 馬具 が 百済 や 伽 了 な どか ら も た ら さ れる こと も に , らき 
放 地 の 技術 者 を 呼ん で 日 本 列島 で も 馬具 具 や 馬 匹 の 生産 が 開始 きれ る 。 こ うし て 5 世紀 に 

る と 日 本 の 古墳 に も , それ まで み ら れ な か っ た 馬具 が 副 非 きれ る よう に な る の で ある 。 
た この 戦乱 を 逃れ た 多く の 渡来 人 江守 護っ て 。 乗馬 の 風習 以外 に も さま ざま な 技術 や 文 
化 を 日 本 に 伝え た 。 

俊 国 は また , こう し た 朝鮮 半島 南部 を めぐ る 外交 ・ 還 事 上 の 立場 を 有利 に する た ぬ め , 百 
済 や 新 紅 な ど と 同じ よう に 中 国 の 南朝 に 使い を 送り , 昌 貞 し て いる 。 『 宋 夫 書 』 の 爽 褒 人 全国 
季 に は , 5 世紀 初め か ら 約 1 世紀 の 間 に ., 讃 ・ 珍 ・ 済 ・ 興 ・ 武 の 5 人 の 侯 王 ( 條 の 五 王 ) が 
川 つい で 泉 に 進 合 し た こと が 記さ きれ て いる @。 

2 こう し た 朝鮮 半島 や 中 国 と の 盛ん な 交渉 に よっ て , 鉄器 の 
「 生産 , 須恵 器 と 呼ば れる 新しい 焼き 物 の 生産 , 機織り , 金 

' 銀 ・ 金 鋼 ・ 独 な どの 金属 工芸 土木 など の 新 技術 が 主として 朝鮮 半島 か ら の 渡来 人 に よ 

っ て 伝え られ た 。 ヤ マト 政権 は , 彼ら を 韓 氏 . 冶 部 ・ 陶 作 部 ・ 錦 織部 ・ 半 作 部 な ど と 呼ば 


界 店 開 土 土 碑 は , 高 名 旋 の 広 開 土 主 ( 好 太 王 ) 一 代 の 事績 を 記し た 高き 6.34m の 大 き な 石 碑 で , その 
な か に 「 百 残 ( 百 済 ) 新 維 は I 旧 是 れ 属 民 な り 。 由来 朝 頁 す 。 曽 る に 合 , 辛 罰 の 年 (391 年 ) よ りこ の か た , 
貞 を 度 り て 百 残 LIL 上 羅 を 破り , 以 て 臣民 と 為す 」 と 記さ れ て いる 。 
9 ' 本 書 』 の 偽 国 条 に - み られ る 人 矯 の 五 王 の うち , 済 と その : で ある 興 と 武 に つい て は 。 。 記紀 」 に み ら 
れる 共 と その - 子 の 安康 ・ 雄 略 の 各 天 皇 に あて る こ と に は ほとん ど 異 論 は な い が , 讃 に っ いて は 応 
* 人 信 徳 ・ 履 中 の 各 天 皇 に あて る 説 が あり , 珍 に つい て も 仁 徳 天皇 ・ 反 正 天皇 に あて る 説 が 対立 し 
いる 。 な お 埼玉 県 の 稲荷 山 古 墳 か ら 出 持 編 赤 許 支 銘 鉄 剣 の 銘文 に み える 「 失 加 多 支 画 大 王 」 が 「 記紀 」 
に いう ワカ タケ ル 天 畠 す な わ ち 雄略 天 阜 . すなわち 人 矯 王 武 に あたる こと は ほぼ 確実 と 考え られ て いる 。 
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れる 技術 者 集団 に 組織 し , 各地 に 居住 
せ た の で , それ ら の 技術 は 広く 日 本 列島 
の 各地 に 広がっ た 。 2 

また 文字 . すなわち 漢字 の 使用 も 始ま 
り , 漢字 の 音 を か り て 日 本 人 の 名 前 や 地 
名 を 書き 表わす こと が で きる よう に な っ 
た 。 ヤ マト 政権 の きま ざま な 外交 文書 を 
は じ め , 出納 な どの 記録 の 作成 に あたっ 
た の も , 更 部 な ど と 呼ば れ た 渡来 人 で 
あっ た 。 。 記 紀 」 に も 「 西 文 氏 の 祖 と され 
る 王 人 , 東 漢 氏 の 祖 と され る 阿知 便 主 
秦 氏 の 祖 と きれ る 弓 月 君 ら の 渡来 の 説 
話 が いずれ も 応神 天皇 の 時 の こと と し て 


嗜 られ て いる 。 これ ら の 諸氏 の 渡来 が 応神 の 時 期 ま で さか の ぼる か どう か は 明らか で は 
な い が , こう し た 渡来 人 の 渡来 が 5 世紀 前 半 に 始ま る こと は 須恵 器 の 初 現 の 年 代 な どか ら 


も 疑い な い 。 


、 この ほか 6 世紀 に は 百済 か ら 渡来 し た 五 経 博士 に より 偽 教 が 伝え られ た ほか , 医 ・ 
易 ・ 暦 な どの 学術 も 受け 入れ られ , また 仏教 も 百済 か ら も た ら さ れ た @。 ま た 8 世紀 初め 
に で きた 礎 史 書 で ある 『 征 事 記 」 や 日 本 書 紀 』 の も と に な っ た 『 番 記 』 (大 王 の 名 ・ 続柄 ・ 宮 
の 所 在 ・ 妃 と 子 の 名 , 「 陵 の 所 在 な ど を まとめ た も の ) や 『 旧 辞 』 (朝廷 に 伝え られ た 説話 
・ 伝承 ) も 6 世紀 に は 成立 し て いた と 考え られ て いる 。 


【 日 本 語 表記 の 始ま り 】 


RI 


埼玉 県 稲荷 山 古 墳 出土 の 辛 支 銘 鉄 剣 は , その 銘 
文 か ら 辛 支 年 (4371 年) に つく られ た も の と 考え られ て いる 。 鉄 剣 の 表裏 
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合 人 は 。 こう し て 日 本 語 を 漢字 に よっ て 表記 する 術 を 獲得 し て いっ た 。 た だ し この 時 期 に 
こう し た 文章 を つく り , また 書い た の が 渡来 人 で あっ た こと は , 江田 船山 古墳 出土 の 銀 象 
眼 銘 鉄 刀 の 銘文 に 「 書 く 者 は 張 安 也 」 と 記さ れ て いる こと か ら も 明らか で ある 。 


全教 騎馬 民族 征服 王朝 説 昭和 24(1949) 
年 に , 東洋 考古 学者 の 江上 波 夫 (1906 ) が 
提起 し た 学説 で , 4 世紀 ころ , 東北 アジ ア 系 
の 遊牧 騎馬 民族 が 朝鮮 半島 を 経由 し て 日 本 列 


鳥 に 侵入 し , 統一 国家 を 樹立 し た と する も の 。 


この 説 は , 前 半期 の 古墳 文化 が 馬具 な ど を ま 
っ た くも た な い 農 耕 民 族 的 な も の で ある の に 
対し , 後半 期 の 古墳 文化 が 多数 の 馬具 や 金 鋼 
製 の 装身具 な ど を 伴う 騎馬 民族 的 ・ 王侯 貴族 
的 な も る の に 大 きく 変化 する こと を 出発 点 に 提 
起き れ た も の 。 弥生 時 代 以 来 の 農民 的 な 基層 
文化 の 上 に , ツン グー ス 系 の 北方 騎馬 民族 が 
日 本 列島 に 渡来 し て う ち 立て た 王朝 が 天皇 家 
を 中 心 と する 「 大 和 朝 廷 」 に ほか な ら な いと 
する 。 

確か に , 前 期 の 古墳 に は まっ た くみ られ な 
か っ た 馬具 が , 中 期 の 5 世紀 に な る と 古墳 の 
副 葬 唱 の な か に み ら れ る よう に な り , 前 期 に 
は み ら れ な か っ た 乗馬 の 風習 や 騎馬 文化 が 急 
速 に 普及 し た こと を 物語 っ て いる 。 ま た 中 期 
に は 新しく 朝鮮 半島 の 影響 に より 成立 し た 横 
穴 式 石室 が 古墳 の 埋葬 施設 と し て 登場 し , 後 


期 に は 古墳 の 最も 一 般 的 な 埋葬 施設 と な り , 
さら に 中 期 に は 人 須恵 器 と 呼ば れる 朝鮮 半島 系 
の 土器 の 生産 も 開始 され る 。 た だ そう し た 馬 
具 や 横穴 式 石室 の 普及 , ある い は 人 須恵 器 生産 
な ど は , 5 世紀 初め 以来 約 100 年 の 聞 に し だ 
い に 進 展 し た も の で , 古墳 時 代 の 前 半期 と 後 
半期 の 古墳 文化 の 間 に 革 命 的 な 変化 を 認め , 
その 背景 に 騎馬 民族 の 渡来 ・ 征 服 な ど を 想定 
する の は 困難 で ある 。 む し ろ 4 世紀 後半 以来 
の 高 句 豚 の 南下 に 伴う 朝鮮 半島 南部 の 戦乱 に 
修 国 も か か わり , その 結果 こう し た 大 き な 変 
化 が 生じ た と 考え る べき で あろ う 。 な お この 
戦乱 の 影響 で , 多数 の 渡来 人 が 日 本 列島 に 渡 
り , 日 本 列島 の 社会 や 文化 に きわ め て 大 き な 
変化 を お よ ぼ し た こと は 正しく と ら え な けれ 


。 ば な ら な い 。 そ の 後 の 偽 国 が 中 国 を 中 心 と す 


る 東 ア ジア の 文明 を 短期 間 に 受 容 し , 7 世紀 
後半 に は 強力 な 中 央 集権 的 な 古代 国家 を うち 
立て る こと が で きた の は , 條 人 が 絶え ず 多く 
の 渡来 人 を 受け 入れ , 新しい 先進 的 な 文化 を 
受 浴 する 能力 を 常に 保持 し て いた か ら に ほか 
な ら な い 。 


う ゃ うき we 


きっ 沙 計 針 員 寺 回 四 押 詩 田 江 還 沼 


に を = に て で: や っ [コー ドド に 3 


に 金銀 眼 で 115 文 字 を 記し た も の で , 同時 代 の 文献 史 科 の まっ た く な い 
5 世紀 に あっ て は ., ほぼ 同時 期 の 熊本 県 江田 船山 古墳 出土 の 鉄 刀 銘 と と 
も に 買 重 な 同時 代 史 料 で ある 。 銘文 の 大 意 は , この 剣 を つく ら せ た ヲリ 
ケ の 祖先 オ ホ ヒ コ か ら ヲ ワケ に 至る 8 代 の 系 譜 と ヲ ワ ケ の 家 が 代々 枕 
刀 人 (大 刀 を も っ て 大 王 の 宮 を 護る 人 ) の 音 と し て 大 王 に 仕え て きた 由 
来 を 記し 。 ワカ タケ ル 大 王 の 朝廷 が 白 鬼 宮 "に あっ た と き 。 自分 が 大 土 
が 天下 を 治め る の を 助け た こと , この 練り に 練っ た よく 切れ る 刀 を つく 
っ て , みず か ら が 大 王 に 仕え まつ る 由来 を 記す , と いう も の で ある 。 こ 
の ヲ ワ リ ケ を 稲荷山 古墳 の 被 葬 者 , すなわち 武蔵 の 府 族 と と ら え る か 

『 日 本 書 紀 』 の オ ホ ヒ コ 系 譜 に 連なる 例え ば 阿部 氏 の よう ヵ な , 中 央 に あっ 
て 地方 豪族 の 子弟 か ら な る 杖 刀 人 を 東 ね た 中 央 豪族 と と ら え る か 2 説 が 
対立 し て いる 。 た だ ここ に は ヲリ ケ , オオ ヒコ 。 ワ カタ ケル な どの 人 名 
や シキ と いっ た 地名 が , の ちの 万 葉 仮名 と 同じ よう に 漢字 の 音 を か り て 
表記 され て いる こと が 注目 さき れる 。 み ず か ら 文 字 を つく り 出 き な か っ た 


うき 
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本 類 局 財 旨 軸 本 剖 正 環 交 席 還 本 清 刷 中 対 民 ( 洲 ) 


ラプ 


言 添 芝 団 泊 圭 届 本 ココ 湊 そ 評 還 咽 澤 再 9 西 沼 泡 肖 際 言 机 田 活 ( 調 ) 


⑯ 日 本 に も た ら さ れ た 仏教 は , 西域 ・ 中 国 ・ 朝鮮 半島 を 経由 し て 伝え られ た 北方 系 の 北方 仏教 で あ 
る 。 百済 の 聖 明王 が 多 明 天皇 に 仏像 ・ . 和 典 な ど を 伝え た と され る が , その 年 代 に つい て は , 『 日 本 書 


う で うし ょ うと く ほ う 


紀 』 は 552 年 と し ,『 上 宮 聖 徳 法 十 帝 説 『 元興寺 起 』 な ト ど は 538 年 と する が , 後者 を と る 研究 者 が 多い 。 


1 の 後期 に な る と 古墳 自体 に も 大 き な 変 化 が み ら れ 
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る よう に な る 。 古墳 の 外形 , すなわち 墳丘 の 形態 に つい て 
は あま り 大 き な 変 化 は な く , 前 期 ・ 中 期 以来 の 前 方 後 円 墳 ・ 円 墳 ・ 方 墳 な ど が つく られ 続 
ける 。 た だ が 前 方 後方 墳 は 出雲 地方 (島根 県 東部 ) な ど 一 部 の 地域 を 除く と は ほとんど み ら れ な 
く な る 。 大 き な 変 化 が み ら れ る の は 古墳 の 内 部 の 埋葬 施設 で ある 。 そ れ ま で の 騙 穴 式 石室 
を は じ め と する 引 穴 系 の 埋葬 施設 に か わっ て , 朝鮮 半島 の 古墳 の 影響 を 受け て 成立 し た 横 
穴 式 石 室 を は じ め と する 横穴 系 の 埋葬 施設 @ が 一 般 化 する 。 こ うし た 埋葬 施設 の 変化 と と 
も に 副 葛 品 に も 大 き な 変 化 が 生じ る 。 それ は 従来 か ら み られ た 鏡 や 鉄製 の 武 益 ・ 武具 や 馬 
具 な どの 副葬品 ョ に , 新しく 多量 の 須恵 器 や 土師 器 な どの 土器 が 加わ る こ と で ある 。 こ うし 


@ 横穴 式 石 室 は 墳丘 の 外部 へ 通じ る 通路 を も つ 墓 室 で , 前 期 の 終わ り ご 
ろ 朝 鮮 半島 の 影響 を 受け て , まず 北部 九州 に 成立 し , 中 期 に は 九州 を 中 心 
に ご く 一 部 で は ある が 中 国 地方 や 近畿 地方 に も 広がり , 後期 に は 日 本 列島 
の 古墳 の 最も 一 般 的 な 埋 葬 施設 と な っ た 。 死者 を 奈 る 墓 朗 を 支 室 と 呼び 
そこ に いた る 通路 を 羨 道 と 呼ぶ 。 横穴 系 の 埋葬 施設 に は 横穴 式 石 室 の ほか , 
山 や 丘陵 の 岩 面 に 直接 草 室 を 掘り 込ん だ 横 欠 や 植 を 納め る 小 規 模 な 石 述 の 
前 に 入口 や 簡単 な 羨 道 を つけ た 横 口 式 石板 な ど が ある 。 
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で 構成 され て いた 連合 政権 の 身分 秩序 に , 新た に 台頭 し て きた 有力 農民 層 を も 組み 込む こ 

ょ に よっ て 支配 体制 の 強化 を 目指 し た も の と と ら え られ て いる 。 
【 装 飾 古墳 】 古墳 の 墓 室 の 内 部 や 石 檜 に 絵画 
や 彫刻 な どの 装飾 を 施し た も の を 装飾 古墳 と 
呼ん で いる 。 す で に 前 期 の 段階 に , 石 模 に 直 
線 と 弧 線 を 組み 合わ せ た 直 弧 文 と 呼ば れる 
呪術 的 な 文様 や 鏡 な ど 魔 除 け の 意味 を も つ 図 
文 を 彫刻 し た も の が み ら れ る 。 中 期 に な る と .。 
九州 の 有明 海 沿岸 で は 石 槽 の 内 外面 や 横穴 
式 石室 の 内 部 に 立て めぐ ら さ れ た 石 職 と 呼 
ば れる 板 石 に 直 弧 文 や 鏡 , さら に 雪 や 盾 な ど 
武具 の 図 文 を 彫刻 し た も の が 盛ん に つく られ 


土師 器 環 (奈良 , 高 13.6cm) 





群集 墳 奈良 県 新沢 千塚 古墳 群 。 丘 陵 の 一 薄 に は 約 | 土師 器 電 
600 基 に 及ぶ 大 小さ ま ぎ ざま な 古墳 か ら な る 群集 墳 で . (宗良, 高 3lcm) 
大 多数 は 直径 20m 内 外 の 円 墳 で ある 。 な か に は 前 方 土師 器 と 須恵 器 
後 円 墳 . 前 方 後方 墳 方 墳 な ども み ら れ る 。 





土師 器 高 杯 恵 器 台 付 電 
(奈良 , 高 17.5cm) (愛知 , 高 46.8cm) 





ら し づか 


福岡 県 珍 敷 塚 古墳 の 壁画 右端 の 円 文 の 横 に 月 を 旬 
徴 す る ヒキ ガエル が み ら れ る 。 


た 横穴 系 の 埋 葬 施設 の 普及 や 墓 室 内 へ の 大 量 の 土器 の 副 葬 は , 朝鮮 半島 な どの 古墳 と も 共 
通す る 新しい 奈 送 儀礼 や 来世 観 の 広がり を 反映 する も の と 考え られ て いる 。 

訓 墳 時 代 中 期 の 中 葉 以降 に 出現 し た 人 物 ・ 動物 壇 輪 の 樹立 は 後期 に な る と きら に 盛ん 
に な っ た 。 こ うし た 人 物 ・ 動 物 填 輪 の 群像 は , その 古墳 に 更 ら れ た 首長 が マツ リ ゴ ト を 執 
行 す る さま を 表現 し た も の , 亡き 首長 か ら 新 し い 首長 が 首長 権 を 継承 する た め の 儀 礼 を 表 
現し た も の , ある い は 葬送 儀礼 の さま を 表現 し た も の と する 諸説 が ある が , 確実 な こと は 
- わか っ て いな い 。 九州 の 古墳 に は 土 製 の 輪 と と も に 石 の 填 輪 で ある 石 人 ・ 石 馬 が 立て ら 
れ , また 九州 や 山陰 地方 . さら に 茨城 県 ・ 福島 県 な どの 古墳 や 横穴 に は , 募 室 の 内 部 に 彩 
色 や 線 刻 に よる 壁画 が み ら れ る な ど , 古墳 の 地域 色 が 顕 閉 に な っ た 。 関東 地方 の 古墳 に は 
人 物 ・ 動 物 壇 輪 を 樹立 する も の が きわ め て 多い こと も , こう し た 地域 色 の 一 つと し て 理解 
で きる 2 

OU は 

。 後期 に な っ て も 大 阪 府 河内 大 塚 古墳 (墳丘 長 335m), 奈良 県 見 瀬 丸 山 古 墳 (318m) な ど 
人 仁 と し て 上 大 な 時 が まれ る の に 寺 し それ 以外 の 地域 で は あま り 大 規模 な 古 
墳 が み ら れ な く な る 。 たとえば, 中 期 に は 造 山 古 墳 ( 墳 丘 長 340m) な どど 近畿 の 大 王 墓 に 匹 
身 す る よう な 巨大 な 前 方 後 円 墳 が 党 まれ た 吉備 地方 (岡山 県 , 広島 県 東部 ) で も , 後期 に は 
岡山 県 総社 市 の こう も り 塚 古墳 (墳丘 長 100m) が 最大 の 前 方 後 円 墳 で ある 。 こ の こと は , 
日 本 列島 各地 の 豪族 が 同盟 し て 連合 政権 を つく る と いう 形 か ら , 大 王 を 中 心 と する 近畿 地 
方 の 勢力 に 各地 の 豪族 が 服属 する 形 へ と , ヤマ ト 政 権 の 性 格 が 大 きく 変質 し て いっ た こと 
を 示し て いる 

こう し た 支配 者 層 の 大 型 古墳 の あり 方 の 変化 と と も に いま 一 つ 注 目 さ れる の は , 小型 古 
墳 の 著しい 増加 で ある 。 大 規模 な 平野 部 や その 周辺 ば か り で な く , 山間 部 や 瀬戸 内 の 小島 
に まで 群集 墳 と 呼ば れる 小 古墳 が 多数 営ま れる よう に な る 。 奈良 県 新沢 千塚 や 和歌 山県 
作 千 塚 な ど 各地 に 今 も 残る 千塚 や 塚原 な どの 地名 は その 名 残 で あり 例え ば 大 阪 府 の 平尾 
山 千塚 古墳 群 で は , 横穴 式 石室 を も つ 小 円 墳 を 中 心 に 約 1500 基 の 古墳 が 確認 され て いる 。 
これ は , それ まで 古墳 を 造営 する こと な ど 考 えら れ な か っ た 階層 の 人 々 まで 古墳 を つく る 
よう に な っ た こと を 示す も の に ほか な ら な い 。 本来 は , 各地 の 支配 者 で ある 首長 た ち だ け 





さら に それ ら の 図 文 に 赤 ・ 青 ・ 白 な どの 色 を 
加え た も の が 現われ る 。 そ し て 後期 に な る と 九州 を 中 心 に , 横穴 式 石 室 の 内 部 の 壁面 に 彩 
色 壁 画 を 描い た 華 豚 な 装飾 古墳 が 出現 する 。 こ うし た 九州 の 古墳 の 彩色 壁画 に は , 中 期 以 
来 の 直 狼 文 の 流れ を くむ 連続 三角 文 , 円 文 ( 鏡 ), 武器 ・ 武 具 な ど 魔 除け の 図 文 以外 に , 船 
や 短 な どの 繧 が 加わ る 。 こ の 船 や 馬 に つい て は 死者 の 来世 へ の 乗り 物 で は な いか と 考え ら 
れ て いる 。 こ の 段階 の 装飾 古墳 を 代表 する の は 福岡 県 王 塚 古墳 で , 5 色 の 彩色 で みごと な 
壁画 が 描か れ て いる 。 
九州 の 部 の 古墳 に は 。 方 位 を つか さ ど る 神 で ある 四 神 (福岡 県 竹原 古 i 墳 ) や 月 を 象徴 す 
る ヒキ ガエル (福岡 県 珍 敷 塚 古墳 ) な ど 中 国 や 高 句 懇 な どの 壁画 古墳 の モチ ー フ と 共通 する 
図 文 が み ら れ る 。 こ れ は 何ら か の 形 で 高 句 朋 な どの 壁画 古墳 の 影響 を 受け た も の と 考え ら 
れ , 本 格 的 な 装飾 古墳 が 有明 海 沿岸 で 成立 する こと と あい まっ て , 日 本 列 鳥 の 装飾 古墳 の 
成立 に は 朝鮮 半島 の 影響 を 考え ざる を 得 な い 。 
九州 以外 に も , 山陰 地方 , 関東 か ら 東 北 南 部 の 太平 洋治 岸 地域 の 古墳 や 横穴 に は 彩色 あ 
る い は 線 刻 の 壁画 を も つも の が 数 多く み ら れ る 。 それ ら の な か に は 茨城 県 虎 塚 古墳 の よう 
に 九州 の 壁画 古墳 の 図 文 に 近い も の も み ら れ る が , 鳥取 県 地方 の 魚や 茨城 県 の 渦巻 き 文 の 
よう に 独 目 の モ チー フ の 図 文 が 描か れる も の も あっ て , それ ぞ れ の 地域 で 特色 ある 壁画 が 
生み 出さ れ て いる 。 
な お , 日 本 列島 の 装飾 古墳 の 多く は 壁画 を も つ 壁 画 古 墳 で ある が , それ ら が 前 ・ 中 期 の 
石 枢 や 石 障 に 彫刻 を も つ 古 墳 か ら 発達 し た も の で あり , 両者 を 一 体 的 に と ら え る た め に 装 
飾 r 順 と いう 用 語 が 用 いら れ て いる 。 
を 考 ) 藤ノ木 古墳 藤ノ木 古墳 は , 奈良 県 
農場 町 の 法隆寺 の 西方 に 位置 する 直径 40 数 m 
の 6 世紀 後半 の 円 墳 で . その 内 部 の 横穴 式 石 
記 内 に 家 形 石 檜 が あり , 2 人 の 成年 男子 が 合 
放さ れ て いた 。 東 アジ ア で 発見 され て いる 古 
作 の 馬具 の な か で も 工芸 的 に も 最高 レベ ル の 
こと な 人 金 鋼 製 馬具 , 豪華 な 修 風 の 大 刀 , 完 
! 谷 な どの 金銅 製 装身具 類 , 鏡 , 鉄製 武器 , 
挫 机 農工 具 , 土器 な どの 豪 華 で 多様 な 副葬品 
が 発見 され て いる 。 こ の 時 代 は まだ 前 方 後 円 





奈良 県 藤ノ木 古墳 の 金銅 製 透 彫 鞍 金具 


群馬 県 黒井 峰 遺 跡 の 屋敷 の 復原 模型 
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墳 が つく られ て いる 時 代 で ある に も か か わら の 工芸 品 を 求め て いた こと , 朝鮮 半島 風 の 装 
ず , この 古墳 が 中 規模 の 円 墳 で あや る こと , そ 」 身 具 類 を 身 に つけ な が ら も , 伝統 的 な 修 風 の 
れ に も か か わら ず 超 一 級 の 豪華 な 副葬品 を も 大 刀 を も ち , 鏡 や 農工 具 の 副 葬 な ど 前 期 以 来 
つこ と か ら , 彼 更 者 は 大 王家 の 大 王 以 外 の 人 の 伝統 的 な 習俗 を 保持 し て いた こと を 示し て 
物 , すなわち 皇子 クラ ス の 人 物 で は な いか と いる 。 こ の こと は , 当時 の 公国 の 支配 者 層 が 
考え られ て いる 。 積極 的 に 外来 文化 を 受け 入れ な が ら も , な お 

この 時 期 の 近畿 の 支配 者 層 の 古墳 で , 本 来 」 伝統 的 な 価値 観 を も 大 切 に し て いた こと , す 
の 副 葬 品 の 全体 像 や 埋葬 の 実態 が 明らか に さ な わ ち 外来 文化 の 受 浴 に 際 し , 受け 入れ る 側 
れ た 例 は ほか に な く , 貴重 な 調査 例 と され る 。 の 主体 性 が 保 た れ て いた こと を 示す も の と し 
その 調査 成果 は , 古代 国家 成立 前 夜 の 近畿 の , て 興味 深い 。 


最高 支配 者 層 が , 東 ア ジア 世界 で も 最高 水準 
古墳 上 
古墳 時 代 の 人 々 の 生活 | “いい 


支配 者 で ある 癌 族 (首長 ) と 被 支配 者 で ある 民 
衆 と が は っ きり 分 離し . その 生活 の あり 方 も 
また 大 きく 〈 く 異な る よう に な っ た 時 期 と いえ る 。 
この 時 代 に な る と 豪族 は 民衆 の 住む - - 般 の 集 
落 か ら 離 れ た 場所 に , 周り に 六 や 橋 別 を めぐ 
らし た 居館 を 営む よう に な っ た 。 そ こ は , 首 
長 が まつ り ご と , すなわち 政治 @ を 行う 場 で 
あり , また 首長 一 族 の 生活 の 場 で あり , さら 
に 余剰 生産 物 を 鞭 える 倉庫 群 の 営ま れる 場所 
で も あっ た らし い 。 

これ に 対し 民衆 が 住む . - 般 の 集落 に は , 環 洒 な ど は み ら れ ず , 複数 の 堅 穴 住居 な ょ いし 平 
地 住居 と 1, 2 棟 の 高 5 床 人 邊 庫 な どか ら な る 基本 単位 が いく つか 集まっ て 構成 され て いた ら 
し い 。 群馬 県 群馬 郡 子 持 村 の 黒井 遺 跡 で は 。 6 世紀 中 葉 の 栓 名 山 三 ツ 后 の 噴火 で 噴出 し 
た 軽石 層 の 下 か ら 当時 の 村 が 検出 され て いる が , そこ で は 芝 垣 に 囲ま れ た 数 棟 の 住居 と 考 
えら れる 平地 建物 と 2 棟 前 後 の 高床 倉庫 と 簡単 な 倉庫 や 家畜 小屋 な どか ら な る 屋敷 地 が い 
くつ か 確認 きれ て いる 。 こ こ で は それ ぞ れ 1 棟 の 大 規模 な 堅 穴 住居 が この 垣根 の 外側 に 接 





⑯ 当時 は , 邪 馬 台 国 以来 の 政治 と 神 祀 り が 未 分 化 の , 祭 政 2 は 


っ た らし い 。 4 世紀 末 の 大 型 前 方 後 円 墳 で ある 奈良 県 島 の 山 古 墳 で は , 後 円 部 に あっ た 壁 穴 式 石室 

は 別に 前 方 部 か ら 粘 土 柳 が 発見 きれ, 大 量 の 欠 形 石 , 石 釧 , 車輪 石 な どの 政 主 製 の 腕輪 形 石 FTW 
出土 し て いる 。 こ の 鍛 形 石 , 石 釧 な ど は 本 来 弥生 時 代 の 司祭 者 が 腕 に つけ た 南海 産 の 内 を 加工 し た 内 
輸 か ら 変化 し た も の で ある 。 大 量 の 腕輪 形 石 製品 を 保持 し た 前 方 部 の 被 葛 者 は 武器 類 を も た ず , また 
女性 に 限ら れる と 考え られ る 手玉 を 着装 し て いる こと な どか ら も , 女性 司祭 者 で あっ た 可能 性 が 大 き 
で こ お そら く 後 円 部 に 葛 ら れ た 男性 首長 を 司 希 と し て 助け た 女 の キ ョ ウ ダ イ で あっ た と 思わ れる 。 浮 
性 首長 の 女 の キ ョ ウ ダ イ が 算 女 と し て 神 の 意志 を 聞き , それ に し た が っ て 男性 首長 が 政治 を 行う こと 
が 多かっ た の で あろ う 。 た だ 作 馬 台 国 段階 で は 昌 弥 呼 を 男 弟 が 助け る 形 で あっ た の が , 鳥 の 山 古 墳 の 
段階 で は 後 円 部 の 男性 首長 に 対し 女性 首長 は 前 方 部 に 隊 更 きれ て いる と ころ が 時 代 の 変化 を 物語 る も 
の で あろ う 。 
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共 良 県 の 三輪 山 





福岡 県 沖ノ島 の 盤 座 分 布 模型 


し て 営ま れ て お り , 堅 穴 住 居 の 位置 づけ に 問題 を 残す が , 当時 の 集落 を 構成 する 基本 単位 
が 数 棟 の 住居 と 1 , 2 棟 の 高床 倉庫 と その 他 雑 舎 か ら な る も の で ある こと が 知ら れる 。 お 
そら く 複 数 の 単 婚 家族 を 含む 大 家族 が 当時 の 村 を 構成 する 基本 単位 で , それ が 人 々 の 日 党 
全 活 の 基礎 と な っ て いた も の で あろ う 。 
通常 の 集落 遺跡 で は , 旧 地 表 は 失わ れ て いる 場合 だ ほとんど で, 黒井 峰 遺 跡 の よう な 平 
地 住居 は 検出 され な い が , 当時 の 民衆 の 住居 は 蛋 穴 住居 か 平地 住居 で あっ た らし い 。 そ れ 
以外 に 掘 立柱 の 建物 が 支配 者 層 の まつ り ご と に か か わる 建物 や 住居 と し て 営ま れ た らし い 。 
肖 穴 住 拓 で は , 5 世紀 に な る と 朝鮮 半島 の 影響 を 受け て つく りつ け の カマ ド を 伴う よう に 
な る 。 

墳 時 代 の 前 期 か ら 中 期 の 初め ころ まで は 。 弥生 土器 の 系 譜 を 引く 土師 器 が 用 いら れ た 
が 中 因 前 半 か ら は 朝鮮 半島 の 名 土 和 の 生産 技 術 の 影 ジ 覆 を 受け た 硬質 で 灰色 を 星 す る 頒 
還 器 の 生産 が 始ま り , 土師 器 と と も に 日 常用 の 土器 と し て 用 いら れ た 。 

当時 の 人 々 の 衣服 に つい て は 。 人 物 壇 輪 か ら そ の あり 方 を うか が うこ と が で きる 男性 
は 衣 と 乗馬 ズボン の よう な : 容 。 友 性 は 胡 と スカ ー ト 風 の 合 と いう 上 下 に わか れ た も の が 

般 的 で あっ た らし い 。 

占 墳 時 代 の 人 々 に と っ て も , 弥生 時 代 と 同じ よう に 農耕 に か か わる 祭 * 太 は 最も 重要 視 さ 
た も の と 思わ れる 。 な か で も 豊作 を 祈る 振 儲 の 壮 り や 収 穫 を 神 に 感謝 する 秋 の 新 管 の 生 
り は 重要 な も の で あっ た に 相違 な い 。 当時 の 人 々 が 神 を どの よう な も の と し て 意識 し て い 
た か は 難し い 問 題 で ある が , 奈良 県 の 三 輸 山 に 代表 きれ る よう な 円 氏 形 の 加 っ た 形 の 山 
(神奈 備 と 呼ば れ た ) 高い 樹木 巨大 な 岩 ( 般 座 ) 絶海 の 孤島 , 川 の 淵 な ど を 神 の 宿る と 
ころ , な いし 神 が 降 了 臨 す る と ころ と 考え . それ ら を 祭祀 の 対象 と し て いた こと は , そう し 
た 場所 か ら 祭 礼 に 用 いら れ た 遺物 が 出土 する と ころ か ら も 疑い な い 。 ま た 井戸 や 水辺 で も 
水 に か か わる 祭り が 盛ん に 行わ れ た こと が 知ら れ て いる 。 そ うし た 神祭 り の 場 の な か に は , 
現在 も 残る 神社 に つなが る も の が み ら れ る 。 三 輪 山 を 祭る 大 神 神社 は E 輪 山 を 神体 と し , 
赴 在 も 拝 駿 の み で 本 殿 は な い 。 去 界 灘 の 孤島 の 沖ノ島 に は 現在 も 宗 : 像 大 社 の 沖 津 宮 が あり , 
4 世紀 後半 か ら 8 一 9 世紀 に わた る 各 時 期 の 豪華 な 泰 献 品 や 大 量 の 祭礼 遺物 が 出土 し て い 

人 。 日 本 列島 と 朝鮮 半島 と の 海上 交通 の 安全 を 祈る 国家 的 な 祭礼 が 行わ れ た と 考え られ て 
いる 。 
こう し た 古墳 時 代 の 祭 訪 遺跡 か ら 出 土 する 祭 祀 遺物 と し て は , 弥生 時 代 の 銅 鍵 , 銅 剣 ・ 
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銅 子 ・ 鋼 支 な どの 青銅 製 祭 器 に か わっ て , 鋼 鏡 や 鉄製 の 武器 や 農工 具 .、 さら に 玉 類 が 重要 
な 位置 を 占め る よう に な っ た 。 5 世紀 以降 に は それ ら の 品々 を 石 な ど で 大 量 に つく っ た 模 
造 品 を 神 に 捧げ る 比 う に な っ た 。 り 世紀 の 祭礼 遺跡 か ら 出 土 す る 石 製 模造 品 の な か で る と 
くに 多い の は 鏡 , 剣 , 色 玉 を 模 し た も の で ある 。 こ の ほか 木製 の 祭具 も 数 多く 用 いら れ た 。 
この ほか , けが れ を は ら う 店 災い か ら 逃 れる た め の 昔 , 鹿 の 骨 を 焼い て 吉 較 を 占 
う 太 占 の 法 . 裁判 に 際 し 熱湯 に 手 を 入れ させ , 手 が た だ れる か どう か で 真 偽 を 判断 する 盟 
神 探 湯 な どの 呪術 的 な 風習 が 行わ れん た こと が 古事記 』『 日 本 書 紀 』 の 記載 な どか ら も うか が 
われ る 。 
ヤマ ト 政 権 の 国土 支配 は , 人 0 ず 中 の の 

に 泰 っ た 上 表 文 や , 千葉 県 稲 向台 1 号 墳 出土 鉄 剣 県 稲荷 山 
SR 計ら 
後半 に か け て , 東国 か ら 九 州 に まで お よん で いた こと が わか る 。 と くに , 稲荷 山 古 墳 出土 
鉄 剣 と 江田 船山 古墳 出土 鉄 刀 に みえ る 「 獲 加 多 支 貞 ( ワ カタ ケル ) 大 王 」 は , 『 泉 書 』 夷 修 伝 全 
国 条 の 人 王 武 (『 古 事 記 』『 日 本 書 紀 』 の 雄略 天皇 ) の こと で あり , 5 世紀 後半 が ヤマ ト 政 権 の 
文 配 体制 確立 の 画 期 で あっ た こと が うか が える 。 

ヤマ ト 政 権 の 中 枢 は , 大 王 を 中 心 と し て , 大 和 ・ 河内 や その 周辺 を 碁盤 と する 豪族 の 連 
合体 に よっ て 占め られ て いた 。 大 王家 は 大 和 盆 地 南 東部 の 三 三輪 山 山 衣 を 地盤 と し て 勢力 を 
伸ばし て きた が , 5 世紀 に 入る と , し だ い に 大 王家 内 の 血縁 に よる 大 王位 継承 を 確立 する 
よう に な っ た 。 

ヤマ ト 政 権 は , 5 世紀 末 か ら 6 世紀 に か け て , 氏 尋 制 度 と 呼ば れる 支配 体制 を 徐々 に つ 
くり あげ て いっ た 。 ま ず 豪 族 は , 氏 と いう 政治 ・ 社会 組織 に 編成 され た 。 氏 と は ヤマ ト 政 
権 の 生み 出し た 政治 体制 で あり , 支配 者 層 に 特有 の 集団 で ある 。 氏 は 多く の 家 に よっ て 構 
成 さ きれ, その 普 長 的 地位 に ある 氏 上 を 中 心 と し , それ に 直 率 ・ 傍 系 の 血縁 者 や , 非 血 縁 
者 の 家 な ど が 隷属 し て いた 。 氏 上 は 氏 の 代表 と し て 氏 人 を 率い , ヤマ ト 政 権 の 構成 員 と な 
り , それ ぞ れ の 氏 に 特有 の 職位 を 通じ て 。 政治 に 参与 し た 。 ヤ マト 政権 は , それ ぞ れ の 氏 
の 政治 的 地位 や 性 格 に 応じ て , 姓 を 授け , 氏 を 統制 し た 。 

豪族 は 。 田 荘 と 呼ば れる 私 有 地 や , 部 曲 と 呼ば れる 私 有 民 を 各地 に 領有 し て , _ 経済 的 
・ 軍 事 的 基盤 と し た 。 部 曲 は , それ を 領有 する 功 族 の 名 を 付 し て , 弥 我 部 ・ 大 伴 部 な ど と 
呼ば れ た 。 氏 や その 内 | 部 の 家 は , 奴 ( 奴 灯 ) と 呼ば れる 隷属 民 も 所 有 し , 労 役 に 使用 し た 。 
氏 の 名 は , 人 城 ・ 平群 ・ 巨 苦 ・ 多 我 な ど 本 拠 地 の 地 名 を 冠 し た も の (自立 的 有力 豪族 ) と , 
大 伴 ・ 物 部 ・ 土 師 ・ 中 臣 ・ 騰 な ど 職 掌 に 基づく も の ( 伴 造 的 朱 族 ) と が ある が , 後者 
の 方 が 右 く か ら 成 立 し て お り , また 氏 の 本 質 を よ く 表 わ し て いる 

姓 の 起源 は , 人 名 に 付 し た 彦 ・ ・ 根 子 ・ 若 ・ 別 ・ 背 柳 な どの 尊称 で ある が . 政治 制度 と 
し て の 姓 は , 5 世紀 末 か ら 6 世紀 に か け て , ヤマ ト 政 権 か ら 賜 わる こと に よっ て 成立 し た 。 
姓 を 大 王家 と の 血縁 や 出自 を 基準 に し て 授け られ た と 考え る 必要 は な く , あく まで 賜 姓 時 
の ! 
姓 に は , 臣 ・ 連 ・ 若 ・ 直 ・ 造 ・ 首 ・ 史 な ど が ある 。 臣 は 葛城 ・ 解 我 ・ 吉 備 ・ 出 雲 
SS 連 は 大 伴 ・ ・ 物 部 ・ 中 臣 な ど 特 定 
の 職位 を も っ て ヤマ ト 政 権 に 仕える 有力 伴 造 豪族 に , 君 は 筑紫 ・ 毛 野 な ど 地方 の 有力 豪族 
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に 、 直 は 人 河内 な ど 国 造 に 任じ られ た 地方 府 族 に , 造 は 衣 医 ・ 突 
内 他 な ど 伴 造 の 首長 に 首 は 海部 ・ 西 文 ・ 志 紀 な ど 伴 千 家族 肖 
亭 族 , 県 主 に 任じ られ た 地方 亭 族 に , それ ぞ れ 授け られ た 。 
これ ら の うち , 臣 ・ 連 の 2 つの 姓 を 賜 わ っ た 豪族 が , ヤマ ト 政 権 
の 中 枢 を 形成 し た 。 臣 姓 豪族 の うち , 葛城 ・ 平 群 ・ 巨 勢 ・ 魅 我 氏 は 
大 臣 に 任じ られ た と いう 伝承 を も ち 連 姓 豪 族 の うち , 大 
作 ・ 物 部 氏 は 大 連 に 任じ られ た と 伝え られ る e。 OR 
ヤマ トト 政権 に お ける 政務 や 祭祀 な ど ュ さま ざま な 職務 は , 伴 造 
ト 呼 ば れる 豪族 や , その 配下 に あっ た 伴 と 呼ば れる 氏 人 の 集団 に よっ 
て 分 堂 さ れ た 。 5 世紀 末 か ら 6 世紀 に か け て , 中 国 南 朝 の 高い 技術 や 
名 識 を 導入 し て いた 百済 か ら 渡来 する 人 々 が 急増 し た が , ヤマ ト 政 権 
は , 彼ら を 百済 の 部 司 制 を 模 し た 品 部 に 編成 し , 伴 造 の 統率 下 で , さ 
』 さま る な 物資 や 専門 的 労働 力 を 真 上 させ た だ 。 中 は, , そ の 戦 党 に 応じ 
・ 二 韓 鍛 治 部 ・ 錦織 部 ・ 陶 作 部 ・ 玉 造 部 ・ 忌部 ・ 中 部 な ど と 呼ば 
れ た 。 

同じ ころ , ヤマ ト 政 権 は , 地方 に 対す る 支配 を 強め , 地方 豪族 の 領 
城内 の 農民 の 一 部 を , 名 代 ・ 子 代 の 部 と いう 直 博 民 と し た 。 こ れ は 
長谷 部 ・ 春日 部 ・ 額 田部 ・ 刑部 な ど 設置 さき まれ た と き の 王 族 や 宮 の 
多 を 負っ て いた 。 ま た , 地 倉 と 呼ば れる 大 王家 の 直轄 領 を 内 , つ 
い で 湿 外 各地 に 設定 し た 。 市 信 の 経営 は , 中 央 か ら 監 督 者 が 派遣 され , 
記 倉 周辺 の 農民 を 田部 と し て 人 敏 発 し , その 後 役 労働 に よっ て 耕作 が 行 
人 も る の で あっ た 。 





島根 県 岡田 山 1 号 墳 出土 大 
刀 上 半 部 は な い が , 「 各 
田 昌 臣 」( 額 田部 臣 ) の 文字 
が みえ る 。 


, 初期 ママ ト 政権 で は , ヤマ ト 政 権 に 服属 し た 地方 の 地域 共同 体 の うち , 重要 視 さ 
ye 5 世紀 末 か ら 7 世紀 初頭 に か 
け て , それ に か わる 地方 支配 体制 と し て 順次 設定 され た の が , 国 造 制 で ある 。 それ ま 


で 地方 を 統治 し て いた 各地 域 の 優勢 な 豪族 が , 国造 に 任命 され た が , 


国造 の 数 は 最終 的 に 


は 百 数 十 に 達し た と み ら れ る 。 国造 は , みず か ら の 統治 権 を 説 ) め られ る か わり に , ヤマ ト 
政権 に 対し て , 子弟 ( 舎 人 ・ 維 負 と し て ) ・ 子女 ( 休 女 と し て ) の 出仕 。 地 方 特産 物 や 馬 ・ 兵 
ト な どの 貢 上 な ど を 行っ た 。 ま た , 市 倉 や 部 民 を 管理 する 伴 造 職 を 兼務 し た り , 国造 軍 を 


統率 し て 外 征 に 参加 し た り し た 。 


ま を =] 三 ツ 寺 1 遺跡 の 褒 族 居館 各地 で 発 ” は 古墳 の 登 石 と 同じ よう に 石 が 茸 か れ て いる 。 
掘 さ れ て いる 古墳 時 代 の 豪族 居館 の な か で も の 内 側が 二 重 の 樽 に よっ て 囲ま れ , その 内 
最も 見 事 な 遺 構 が 検出 され て いる の が 群馬 県 。 部 は また 樽 に よっ て 南 と 北 の プ ロッ ク に わけ 
衣 馬 町 の 三 ツ 寺 1 遺跡 で ある 。 こ の 居館 は 周 られ て いる 。 そ の うち 南 の プロ ッ ク の 西 寄り 
り に 幅 30 一 40m の 大 規模 な 周 姜 を めぐ らし た . の 部 分 は きら に また 欄 に よっ て 囲ま れ , その 
: 辺 約 90m の 方 形 を 星 し , 漂 に 面 し た 斜面 に . 内 部 に は 東西 14m, 南北 13.6m の 大 き な 和 建物 


@⑯ 大 臣 に 任じ られ た と いう 伝承 を も つ 葛 城 ・ 平 群 ・ 巨 勢 ・ 多 我 氏 の うち , 多 我 氏 以 外 は 史実 で は な 
いと する 説 が 有力 で ある 。 ま た , 大 伴 ・ 物 部 氏 が 任じ ち れ た と 伝え られ る 大 連 を , 定職 で は な く 氏 族 


内 に お ける 敬称 と 考え る 説 も ある 。 
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この 建物 の 西南 に は 八角 形 の 井戸 屋形 を も つ 
井戸 が あり , 西北 に は 導水 潮 を 伴う 石 敷き の 

プー ル 状 の 施設 が ある 。 こ の 施設 に は 西側 の 
河 を 渡る 導水 橋 に よっ て 館 の 外 か ら 水 を 引く 
よう に な っ て お り , 神祭 り に 用 いる 石 製 模造 
ma が 出土 し て ゆい 放 こ と か ら も 妹 祀 の 場 で あっ 
た と 考え られ て いる 。 

北 の プ ロッ ク に つい て は 展 穴 住居 な ど が 検 
出 き れ て は いる が まだ ご く 一 部 が 調査 きれ た 
だ け で , 大 型 建物 や 倉庫 の 有無 は わか っ て い 
な い 。 た だ 南 の プロ ッ タ が 水 に か か わる 祭礼 
を も 含む 神祭 り の 場 で あり , 西 の プ ロッ ク が 
豪族 の 生活 空間 で ある こと は ほぼ 間違い な か 


ろう 。 この 遺跡 の 西北 約 1km の と ころ に は , 


5 世紀 後半 か ら 6 世紀 初頭 に か け て 相 つ いで 
営ま れ た 二子 山 古 墳 八幡 塚 古墳, 楽師 塚 古 





三 ツ 寺 1 遺跡 の 復原 居館 


墳 の いずれ も 墳丘 長 100m を 超え る 3 基 の 前 
算 を 中 心 す る 保 波田 古寺 才 が あり 。 
ニッ 寺 1 遺跡 の 居館 を 構え た 豪族 の 古墳 と 考 
えら れ て いる 。 
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1. 推 証 朝 と 飛鳥 文化 








532 年 頃 の 国 虹 

周 国 因 512・518 年 百済 へ 割 斉 | 
551 年 百済 の 回 復 地 
和夫 00 末 電 情 事 ' 


朝鮮 半島 で は , 5 世紀 
に 入る と , 中 国 の 北朝 し 
に 大 次 を 続け て いた 高 名 腹 と 南朝 に 朝 買 を 続け て いた 
百済 と の 間 に , 激しい 抗争 が お こっ た 。 475 年 に は , | 
高 服 は 百済 の 王城 で ある 漢城 を 攻め 落と し , 百済 王 
を 校 す に いた っ た 。 自 済 は , 王城 を 南 の 熊 津 に 須 し , さ 
ら に 538 年 に は 南方 の 扶余 に 遷都 し て 半島 南部 の 伽耶 諸 
園 へ と 勢力 を 広げ て いっ た 。 こ の ころ に は , 伽耶 諸国 の 
目 立 の 動き も めざまし く , ヤマ ト 政 権 の 伽 地 語 国 に お け 
る 勢力 基盤 は し だ い に 脅 か され て いき , 512 年 に は 伽耶 
本 部 の 4 県 , 513 年 に は きら に 2 県 を 百済 の 支配 に ゆ だ 
ね た 。 一方, 6 世紀 に 入っ て 急速 に 国家 体制 を 固め て い ーー 
ら た 新 も 、 百済 と の 挑 争 の な か , 562 年 に は 残っ た 人 6 世紀 の 朝鮮 半島 
池 諸 国 を 併合 する に いた り , ここ に ヤマ ト 政 権 が 保持 し て いた 半島 南部 の 拠点 は , 完全 に 
われ た 。 才 事 と 間 皿 直 生生 
ee 3 政権 は , 王 統 の 断絶 と いう 大 き な 危 を 機 を 迎え た 。 大 伴 金村 ( 生 没 年 不詳 ) 
5D72E、 越前 か ら 応 神 天皇 の 5 世 球 と 称す る 男 大 流 王 を 迎え て 即位 させ (継体 天皇 , 
この 共 を 9 幼 な う と し た 。 し か し 。 継体 天皇 は 容易 に は 大 和 に 入れ ず , 527 年 に は , 
ャ ヤマト 政権 の 対 新 雑 出兵 に 反発 し た 筑紫 国造 磐井 が , 北部 九州 の 勢力 を まとめ て 反乱 を お 
本 1, 新 雑 遠征 軍 の 渡海 を さえ ぎる と いう 乱 が 芝 発 する な ど , ヤマ ト 政 権 の 支配 は 動揺 を 
凡 け た 。 こ の 磐井 の 乱 は , 物 部 鹿 鹿 火 ( 生 没 年 不 詳 ) に よっ て , 翌年 よう や く 鎮圧 され た @。 
[ 整 井 の 乱 】 『 日 本 書 紀 』 に よる と , 継体 天皇 21(527) 年 , 近江 毛 野 が 加 維 を 復興 する た め 
0 か ね て か ら 新 維 と 通じ て いた 筑紫 国造 磐井 
, 北部 九州 に 勢力 を 張り , 朝鮮 諸国 か ら の 南 物 船 を 誘致 し , モ 野 軍 の 渡海 を さえ きっ た 。 
4 物 部 作 鹿 火 を 大 鶴 と し で 泊 [。 能 肛 火 は 筑紫 の 御 電 部 で 舟 井 と 激戦 の 本 
よう や く こ れ を 斬っ た 。 盤 井 の 也 の 放 手 は 2 父 の 罪 に よっ て 計 せら れる の を 葛 れ , 精 屋 
倉 を 献じ て 購 罪 を うた. と ある 。 こ の 戦乱 の 本 質 は , 北国 出身 の 大 王 の も と , ヤマ 
ト 政 権 の 支配 が 各地 方 に 浸透 し て いく 時 段階 で 。 弥生 時 代 以 来 。 独立 性 の 高かっ た 北部 九州 
連合 と の 間 に お こっ た 皿 様 と と ら え る べき で あろ う 。 盤 井 が 新 弘 を は じ め と する 朝鮮 詳 還 





福岡 県 八女 市 の 岩戸 山 古 墳 (長き 170m) は , 墳丘 や 外 坦 ・ 別 区 (方 形 の 造 出し ) な どか ら 多 数 の 破 提 
し た 石 人 ・ 石 馬 が 発見 され て いる 。 こ れ は 『 風 土 記 』 に みえ る 般 井 の 墓 の 記述 と 合致 する 。 そ れ 以降 
舎人 ・ 石 馬 は 九州 の 古墳 か ら 姿 を 消す が , か わっ て 石 宰 内 部 に 豊か な 色彩 を ほど こし た 装 侯 古 墳 が , 
比 部 九州 を 中 心 に 造営 され る よう に な る 。 
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見 瀬 丸 山 古墳 奈 眼 県 米原 市 所 在 。 長 き 310m 四 前 方 後 二 朝 併 立 年 表 
円 墳 。 玲 明 天 鳥 と 妃 の 区 我 明 度 胡 の 合 葬 区 と み ら れ る 。 


と 結ん で いた と 伝え られ る の も , その 地域 性 を 考え れ ば 当然 の こと で あり , 王権 が 動揺 し 
て いた この 時 期 , 北部 九州 連合 の 独立 性 が ふた た び 高 まっ て , 独自 の 外交 権 の 主張 が 復活 
し た と みる べき で ある 。 


継体 天皇 の 死後 。 ヤ マト 政権 は , 安間 ・ 宣 化 天皇 を 
中 心 と する 勢力 と , 飲 明 天皇 を 中 心 と する 替 力 に 分 列 
し , 抗争 を 続け た ( 二 朝 俳 立 )。 安 閑 ・ 宣 化 王権 を 支 
えた の は 大 伴 金 村 で あっ た が , 欲 明王 権 は 新しく 台頭 
し て きた 藤 我 稲 目 (? 570) に よっ て 支え られ た 。539 
年 に いた り , 両派 の 妥協 の うえ に 鈴 明 天 里 の 王権 に 統 

: 一 され た が , 大 伴 金村 は , 朝鮮 半島 政策 の 失敗 を 物 部 

尾 典 ( 生 没 年 不詳 ) に 非難 され , 540 年 に 失脚 する こと と 

: な っ た 。 

3 局 仙 選 導 。 全国 各地 に 十 倉 や 名 代 ・ 子 代 の 部 が お か 

7 また 中 央 で は 有力 府 族 の 代表 (大夫) に よる 合議 
: 制 が 確立 し , 品 部 制 が 編成 きれ る な ど , 国家 体制 整備 

: の 大 き な : 画 期 と な っ た 。 

: そし て , それ ら の 諸 牙 策 を 推進 し た の が , 大 臣 に 


| 任じ られ た 候 我 稲 目 で あっ た 。 稲 目 は は 
| 欠 明 天皇 の 妃 と し , 多く の 香子 女 の 外戚 と な る こと 





に よっ て , その 権力 を 確立 し た 。 
人 ET 【 蘇 我 氏 の 台頭 外 我 氏 は . 太 和 南 症 1 部 に : 医 般 を も 
6 世紀 の 国内 の 動き ち , 5 世紀 に 大 王家 の 外 財 と な っ て いた 葛城 氏 か ら 
分 立 し た 氏族 で あっ た 。 大 和 国 高 市 郡 幅 我 . つい で 大 和 国 高 市 衝 飛 鳥 地方 に 進出 し , 稲 上 
の 代 に 凶 氏 と し て 独 ず し し 河内 国 石川 者 を は じ め と する 多国 各 地 に 進出 し た 。 東 次 氏 
な どの 渡来 系 氏族 を 配下 に お く こ と に よっ て , 斎 蔵 ・ 内 蔵 ・ 大 蔵 の 三蔵 を 管理 し , 王権 
の 財政 を 管掌 し た 。 稲 目 は , 分 製 し て いた 王権 の 収拾 に あたり , 銘 明 王権 を 支持 する こと 
に よっ て , 欲 明 朝 に 権力 を 拡大 し た 。 葛 城 氏 の 地位 を 継承 し 。 その 娘 で ある 駆 塩 媛 と 小 
姉 若 の 2 人 を 欲 明 天 畠 の 妃 と し , 用 明 天 揚 ・ 上 棒 天皇 ・ ・ 推古 天皇 を は じ め と する 多く の 
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皇子 女 の 外 成 と な る こ と に よっ て , 、 そ の 権力 を 強 周 な も の に し た 。 ま た , 大 臣 と いう 地位 
を 創設 を ※ し て これ に 初め て 就き , 大 夫 層 と の 合議 の も と . 内 外 の 政治 を 統括 し た 。 

ae at と 修 我 氏 と 物 部 氏 と の 抗争 は 激しく な り , 538 年 に 百済 か ら 公 伝 し た 仏教 
受容 の 可否 を めぐ で っ て , 崇 仏 派 の 多 我 稲 目 と 廃 仏 派 の 物 部 尾 典 は 争っ た 。 こ の 挑 争 は 。 で 
れ ぞ れ の 子 の 世代 に まで も ちこ され , 587 年 大 臣 を 継い で いた 蘇我 馬子 (? 626)@ は 。 
E 族 や 諸 豪族 を 集め て , 物 部 守屋 (? 587) を 滅ぼし た 。 rs 

と その ころ 中 国 で は , 北朝 か ら お こっ た 随 (581 一 618) が , 589 年 , 
南朝 の 陳 を 減 ほ し て . お お よそ 400 年 ぶり に 統一 王朝 が 成立 し 
、 階 は 筆 や 制 を 整備 する と と も に . 周辺 諸国 へ の 圧迫 を 強め , 598 年 以降 。 数 次 に わた 
ピン まま 注 ご 人 こ お 
の 権力 集中 の 必要 に 迫 ら れ た 。 

角 我 馬子 は , 用 明 天 皇 .。' つ いで 上 細 財 天香 ( 在 位 587 一 592) と , つき つき と 釣 我 氏 出 号 の 妃 
が 産ん だ 旦 子 を 即位 させ, 権力 の 集中 を は か っ た が , 592 年 , 馬子 の 専横 を 嫌っ た 貯 央 天 
時 を 暗殺 する と いう 事件 を お こし た 。 

の よう な た 本 を や 答 れ る だ > 馬子 や 諸 許 族 は , 欠 明 天皇 と 柴 我 隊 塩 前 と の 間 に 生ま 

。 敏 達 天皇 の 后 と な っ て いた 人 額田 部 皇女 を , は じ め て の 女 帯 と し て 即位 させ た 。 こ れ 
が 二天 628) で ある 。 器 593 年 , 推古 天 畠 の 揚 の 放 戸 皇子 (574 一 622、 の ち に 
聖 徳 太 子 と 呼ば れる ) が 摂 政 と な り . el 大 王 推古 , 摂政 朗 戸 皇子 , 大 臣 蘇 我 馬子 
の 三 莉 の 共 治 に よる 権力 集中 が は か られ , 修 国 も 激動 の 東 ア ジア 国際 政治 の た だ な か に の 
り 直 本 WnS 志 で と 闘う 赤 。 

三才 | 亜 徳 太 子 厩 戸 皇子 は , 菊 我 堅 塩 婦 て 皇子 を 産ん だ と か , 十 人 の 訴え を 同時 に 聴 
所 生 の 用 明 天 皇 を 父 に , 式 我 小 姉 君 所 生 の 究 いて 決済 し た と か , 二 岡 村 の を 食 が 聖人 で あ 
穂 部 畠 女 を 母 に も つ , まさ に 蘇我 の 血 の 結晶 る こと を 看破 し た と か いう も の で ある (「 三 経 
で あっ た 。 推古 ・ 厩 戸手 子 ・ 蘇 我 馬子 の 三 者 , 義忠 」 の 著述 も これ に 類する か )。 結局, 推古 
は , 血縁 を 軸 と し た 結合 に よっ て , 権力 集中 | 天皇 より も 先 に 死亡 し て し まい (当時 は 譲位 
を 果たそ うと し た の で ある 。 な お , 厩 戸 揚 子 の 制 が な か っ た ), 即位 する こと は な か っ た 。 
が 就 い た と され る 皇 太 子 と いう 地位 , お よび 大 孤 府 南河内 郡 太子 町 の 客 福 寺 境 内 に ある 円 
摂政 と いう 職位 は , 当時 は まだ 成立 し て いな 霊 ( 径 54m) が , 皇子 の 「 磯 長 墓 」 で ある と き 
か っ た 。 皇子 は 有力 な 大 王位 継承 資格 者 と し , れ , 古く か ら 信仰 を 集め て いる が , 近年 これ 
て , 政治 に 参画 し た の で ある 。 和 丘 子 に つい て を 量子 と 関係 な いも の と する 説 も 出 て き て い 
は , 早い 時 期 か ら 伝説 が 成立 し , 聖徳 太子 と 」 る 。 後 世に は 太子 信仰 が 生ま れ , 庶民 の 間 に 
いう 呼称 も ゃ 生まれ て いた 。 母 が 厩 の 戸 に お い | も 浸 穫 し て いっ た 。 

彼ら 三 者 は , 王権 の 周囲 に 諸 豪族 を 結集 きせ る こと に よっ て 権力 を 集中 し , 彰 鮮 詳 団 に 
対す る 国際 的 な 優位 性 を 確立 し よう と し た 。 推古 期 の 諸 政 策 の な か で と くに 重視 すべ きも 
の に , 603( 推 古 天皇 11) 年 に 制定 され た 完 位 十 二階 の 制 と 。 .604( 推 古 天皇 12) 年 に 制定 き 
れ た 憲法 十 七 条 と が ある 。 こ の 2 つが , 600 年 の 第 1 次 背 使 と 。 607 年 の 第 2 次 遣 耳 使 
と の 間 に , そし て 600 年 と 602 年 に 編成 され た 新 雑 征討 軍 派 遣 の 直後 に 制定 ほ さ れ て いる こと 
@ 奈良 県 明日 香 村 に ある 石 舞台 古墳 は , も と は 上 円 下方 墳 で あっ た と 推定 され る 。 , 巨 石 を 使用 し た 
お の 深 さ の 7m の 巨大 横穴 式 石 室 が 残っ て いる 。『 日 本 書 紀 』 に みえ る 蘇我 馬 子 の 「 桃 原 幕 」 に 比 定 き 
れ て いる 。 


sh 中古 主 当 性 3「 請 本 。 苦 末 決 で) 。m 叶 環 放 誠司 加 


48 第 1 部 原始 ・ 古 代 


二話 濯 言 竹 。 叱 や 写 


み W 洲 応 町 。 ご 性 時 S 池 世 十 A 衝 の 有 五 党 さ 中 


旦 画 
ご 
mm 
= 三 


に T- コ 
叶 畔 
gwnk ざ 廷 写 澤 吉 。 還 記 ぶ 下 則 居 み きま 
等 剛 江 写 
本 に コ 
評 主 


疾 


還 訓 1 | 
本 本 寺 し 人 へ 回 主 | 


Er と トコ 
中 軽 
全幅 誠二 
に Tc] 
。 絹 
OMl ie き 


HH | 石 較 。 言 党 r 


中 引導 


民 。 叶 証 紀 避 昌江 S 


ms 本 中 生 語 本 貴 定 暫 


ほ 』 


人 NE:YIIH に み ・ 半 コッ キン 


疾 へ 漬 . 選 向 S み mw 選 路 計 


に 


移 の 半 コ 王 上 ge 民生 め 洲 必殺 。 


紹 面 


間 遇 
. 号 Or ct 基 
に トー EE 
srnk 央 tt き 所 
に pm! トー ドー adrLd El 
、 人 理 ゆで 
。 革 中 斉 記 宙 環 十 浸 コ 


避 岡 
wiril 呈 加西 
過 
ーー 


に 症 較 
還 上 
ドコ 
「 で 「T 本 3 本 1 
筐 び 


( 球 コ ) 。 ビ メ y 陸 
生瀬 汰 . 生 。 加 Rrrrrr が 人 箇 涼 


当 二 計 軒 
中 生 
sr 本 ば 回 迅 証 四 / 叶 rr 池 
中 四 本 析 
本 号 
人 き ぜ て 
ご 半 @ 避 中 と 。 詳 党 


ュー UNLlm 


5 


Marー 
Ma 

半 理 議 さ 
革 宮 登 冬 守 宮 


と . 
び 詩 操 OH 。 き 可 革 式 史 4 ご 沈 璧 型 
C キ の 人 串 君 史 寺 9 奄 


国 | * 
IMES ト コー 
本 
に 
析 


k び 3 思 訓 后 泌 . 冬 。S ご 味 


/* 


呈 貴 
ニー 生 中 王寺 記 臣 


PF 
で 。 3 
1 . 琶 。 


みき 肖 。 め 放 石 陣 夫 ひで 


Tr 枯 計 時 


tw 洛 rrtG ら の あめ 革 . 評 r 運 パ 


トー 生 エ ー 


(rr 局 洒 本 。 ご 邊 還 


。 ビ み % 議 忌 箇 員 叶 


甘 0O 活 き 軒 


に に ] 


幕 党 


軒 旧 。》 回 記 時 目 へ 甘 


可 届 


| 


中 ざ 滞 ん 愉 政 ご 喧 叶 時 さき 加 へ 名 訓 志士 


.『 古 嘩 着 加 」) 
wm 


へ 


9 さき 選 . 語 きき 計 。 ご 記 当 麻 ③ 画 避 


9 選 
に 


宅 画 。 ビ 移 貴 中 き 過当 


章 半 


只 眉 , 口 許 毒 衝 忌 潮 


に LES hl es 
Fi] 


臣 


本 利 革 詩 池 。 記 中 大 登記 滞 


( 長 -|) 。*S 計 大 深 w 
. 抱 石 nrrr 上 の 宙 ご 謀 


( 洗 洛 当 
rr 藻 間 に 


ue 





① 
さ 
放 * 
四 
る 
(g1 
徒 
移 
3) 
切 
の 
邊 
塊 
法 
華 
に 
見 
寺 
1 
(4 
胡 
算 
秋 
条 . 


"導き 軍記 麻 下 生 
蘭 3 天 攻 固 


Ga 
と 
3 
- 
F. 抽 
計 員 


は , 見 逃す べき で は な い 。 こ の 両者 は , 世界 帝国 で ある 随 と 交際 する た め の , 文明 国 と し 

人 儀礼 制度 だ っ た わけ で ある 。 彼ら の め ぎ ざし た 官僚 制 的 な 中 央 集権 国家 
,・ あく まで 国際 情勢 の な か で と ら え な : け れ ば な ら な い 。 
【 冠 位 十 二 階 】 冠 位 十 二 階 は , 徳 ・ 仁 ・ - 礼 ・ 信 ・ 義 ・ 智 を それ ぞ れ 大 小 に 分 け て 十 二 階 と 
し , 紫 ・ 青 ・ 赤 ・ 黄 ・ 白 ・ 黒 の 太 色 の 冠 を 授け た も の で ある 。 守 位 は それ まで の 氏族 ご 
と に 賜 わ っ て 世 環 され た 姓 と は 異な り , 個人 の 才能 や 功 策 。 忠誠 に 応じ て 授け られ た も 
の で 。 その 官 人 一 代 限 り の も の で あり , また 功績 に よっ て 昇進 する こと も 可能 で あっ た 。 
これ は 中 国 の 官 品 や 朝鮮 諸国 の 官位 を 模 舌 と し た も の で あっ た が , この 制度 に よっ て , 修 
国 の 支配 者 層 は , 氏 姓 制度 の 世 席 制 を 打破 し , 官僚 制 的 な 集団 に 自己 を 再編 成す る 道 へ と 


< 歩 を 路 み 出し た こと に な る 。 こ れ 以 降 の 冠 位 ・ 位階 制 は , すべ て これ を 源流 と し て いる 
鞍 作 鳥 ( 生 没 年 不詳 )、 秦 河勝 ( 生 没 年 不詳 )。 小野 妹 子 ( 生 没 年 不詳 ) ら は , 従来 の 門 地 に 


こら われ ず に 訪 位 を 授 写 され た 例 で ある 。 な お , この 守 位 を 授け られ た の は , 中 央 豪族 の 
うち の 大 夫 層 以下 の 階層 で あっ て (律令制 の 四 位 以下 ), 大臣 家 と し て の 密 我 氏 や 。 王族 . 
きら に 地方 豪族 は 授 位 範 囲 の 枠外 に あっ た 。 

[憲法 十 七条 ] 憲法 十 七 条 は , 近代 の 憲法 と は 違い , 官僚 制 に 再編 成 さ れる べき 諸 豪族 に 
対す る 政治 Eo その 内 容 は , Ma 
べ きこ と (第 1 打 ), の 9 天星 に 服従 すべ きこ と (第 3 条 ), *# 
法 を 基本 と すべ きこ と (第 4 条 ), 公平 に 博 く さき こと (第 5 条 )。 還 か SOS 
べべ きこ こ 【 第 6 条 ), の と (第 7 条 ), の 
と (第 8 条 ), 信 を 義 の 根本 と すべ きこ と (第 9 条 ), 到 り を 捨て る べき こと (第 10 条 ), 

の 功績 と 過失 に よっ て 賞罰 を 行う べき こと ( (第 11 条 ) 国司 ・ だ 
ら な いこ と (第 12 条 )。 官 更 は その 官司 の 職 堂 を 熟知 すべ きこ と (第 13 条 ), 他人 を 長 如 す べ 
き で は な いこ と (第 14 条 ), 私 心 を 志 る べき こと (第 15 条 ), 人 民 を 使役 する 際 に は 時 節 を 考 


員 a 
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える べき こと (第 16 条 )。 物事 を 独断 で 行わ ず 議論 すべ きこ と (第 17 条 ), と いう も の で ある 。 

信教 の 君 臣 道徳 の ほか に , 仏教 や 法 家 の 思想 も 読み と れる 。 こ れ ら が どれ だ け の 有効 性 を 
ち , 律令 制 の 成立 に 結び つい た の か は 明らか で は な い が , 少な く と も 随 と の 外交 交渉 の 

場 で 修 国 の 政治 理念 た 示 し た こと , また 後世 の 法 に 強い 影響 を 残し た こと は 間違い な い 。 

同じ く 定 き 僚 制 に 基づく 中 央 集権 国家 の 建設 を に か か わる 政策 と し て , 603 年 の 小 毅 田 宮 の 
放 営 と, 620 年 の 国 喝 の 編 筑 が あげ られ る 。 前 者 は , それ まで の 宮 と は 隔絶 し た 規模 を も 
呈 笠 0 の っ 央 主 め 聴 政 と 紀 僚 の 執務 の 場 こ し て の 人 性格 を も ち , それ 以降 の 宮 の 原 虹 こ な 

2 た 人 者 は 6 世紀 に 成 交 し た " 和 電 放 」 を 其 に し た も の で ,「 天 重 記 』 還 記 
連 伴 造 国 造 百 作 十 部 井 公民 等 本 記 』 か ら な る と 伝え られ る 。 天皇 制 国家 
の 形成 過程 を が そう と し た も の と み ら れ る 。 
合 国 は , 5 世紀 の 修 の 五 王 の 遺 使 が 途絶 えて 以来 中 国 と の 交渉 
が 絶え 。 冊封 体制 か ら 離 脱し て いた が , ここ に 随 の 申 国 統 一 と 高 
名 服 遠 征 と いう 国際 情勢 を ふま え . 新た な 外交 方 針 を 定め る こと に よっ て , 対 朝 鮮 ( と く 
に 新座 関係 を 打開 し よう と し た 。 

新 雑 征討 軍 が 編成 され た の は , 600 年 ・602 年 ・623 年 の 3 回 で ある が (602 年 は 湖 兵 中 止 ), 
この うち , 最初 の 新 征 討 軍 の 派遣 と 第 1 次 遣 随 使 の 派遣 と が , 同じ 年 に 行わ れ た こと の 
関連 性 に 注目 すべ き で あろ う 。 

、『 番 」 東 伝 修 国 条 は , 600 年 の 第 1 次 道 際 使 を 記録 し て いる 。 こ の 時 の 道 了 使 は 了 の 


攻 淀 に 指 誹 され , = 二 
けなし く 帰 国 し た ッ 「 朋 な 覧 6 る 中 大 6 し る 政 と て 合間 
が , この 遺 階 使 派 | 場 子 電 まめ 学 に る て 処 業 # > ` を 為 < 其 難 旦 
中 は 対 朝 鮮 関 係 の | *@23 映 西 た 有人 3 の 基 三 。 * 我 聴 し の 二 遺 
が 人 E 軍 の | 2 いい の 人 生 ば な 操 生 基 衝 部 ロ と す 休 
且 開 が 征討 軍 の 派 団 ツ 年 す 耳 星 上 し E 書 EN に 味 ょ を 人 号 ① の 
代 のみ で は も は や | 缶 そ も 人 を 革 の 復 sa- 到 に 其 叙 委 し 以 訪 ち 侯 泊 
0 E | ます 2 の き 間 EN た 9 すず ( 占 の ね て て は 。 主 道 
骨 決 で きず , 外人 の 着 玉 人 還 以 く 圭 内 ん 中 比 し 人 あ 
が 新しい 課題 と な 聞こ の らし 隊 5 全 て 坦 らい 多 ょ る 生 に こ し と も を り 
て て いる と と | mtES を ちょ 応 本 に e ロ 和 呈 そ ちこ 為 " 間 し 
を 大 し て いる 6。 | 280Gm 敵 る の まる 縛 計 二 を 詩 唱和 て は 
衣 | | 商 に 和 を 上 仙人 の 高 多 て や る 白 - 策 改 到 づ 天 言 開 癌 * 
607 年 の 第 2 次 な あて の 日 辞 大 れ 白 刀 便 伝 め く を 示す に 
肖 了 使 は , 小野 妹 | を ょ あぁ 提 GO 全日 佑 と く 評 の ⑧ 合 しい ヽ 価 明 っ 季 
た 立 呈 書 | 国 “* た の を 国 む 便 昌 ーー デ 
子 ( 没 年 不詳 ) が | りん る 再 年 紀 く 条 EE 
謀 道 され た も の で 人 RIO まく っ コロ 2 ドド 穫 名 る は 癌 利 : 
征 @ 導 た 原 東原 書記 朱 大 を 時 天 ` 思 
ある 。 そ の 国書 に の 合 は る 漢 の 漢 "を 棚 洪 だ 佑 い を 所 比 e 
『 邊 」 1 づる 処 の 天 の ホ g 之 天 支 昌 不 姜 め 出 以 司 孤 : 
人 の 妹 の オ 没 ん 理 * で て を 
『。 交 3 





@ 「 除 番 」 に は , 600 年 に 使 国 の 店 際 使 が 拝 朝 し た も の の , 階 の 文 番 が , 合 国 の 政治 ・ 風 俗 が 「 義 理 」 の 


店 いも の で ある こと を 指弾 し . これ を 訓 じ て 改め させ た と いう 記事 が みえ る (当然 。 日 本 側 め 史料 に 
組み えな い )。607 年 に 改め て 派遣 きれ た 第 2 次 遺 際 使 の 使者 は , 立派 な 宮 位 を か ぶり ェ 誇らしく 修 国 


め 由 治 理念 (憲法) を 語っ た こと で あろ う 。 


50 第 1 部 原始 ・ 古 代 


処 の 天子 に : 色 す 。 云々 を 」 と ある よう に , 公国 の 大 王 が 天子 と 自称 し た こと に 対し て , 
階 の 皇帝 坦 帝 ( 在 位 604- ー618) が 不快 の 念 を 示し た と いう 。 これ を 対等 の 外交 を め ぎ ざし た と 
まで 考え る の は 問題 が あり , あく まで 朝 頁 外交 の 枠 内 の も の で あっ た 。 し か し な が ら , 遺 
随 使 が これ まで の 卑弥呼 や 佑 の 五 王 の 時 代 の 全国 の 外交 と 異な る の は , この 時 の 使 国 の 大 
王 が , 中 国 の 量 常 か ら 冊 封 を 受け な か っ た と いう こと で ある 。 公国 の 支配 者 層 ビ は, 中 国 の 
提 か ら 独立 し た 君主 を 理 く こ と を 随 か ら 認 定 き れる こと に よっ て , IM 且 導 5 必 
を 受け て いる 朝鮮 諸国 に 対す る 優位 性 を 確 束 し よう と し た の で ある 。 

一 方 , 608( 推 古 天皇 16) 年 , 「 無 礼 」 な 「 褒 夷 」 の 使節 の 帰国 に 際 し て , 場 普 が 散 世 清 ( 生 滋 
年 不詳 ) を 国 使 と し て 道 わ し た の は , 対戦 中 の 高 句 豚 が 修 国 と 結び つく の を 恐れ た た めで 
あろ う 。 

その 後 , 作 了 使 は , 。608 年 に 装 世 湖 の 帰国 に 際 し て の 送 使 と し て 小野 妹 子 が 派遣 きれ た 
第 3 次 , 614 年 に 犬 . 御田 銀 ( 生 没 年 不詳 が 派遣 きれ た 第 4 次 と 続い た 。 
な お, 第 3 次 道 捕 使 に は , 疲 来 人 の 子孫 8 人 が に 字 問 僧 と じ て で し た が ココ だ が 。 そ 


の うち も , 僧 夏 (? ー653) は 632 年 に , 高 向 玄 理 ( ? ゥ 一 654) と 南 湯 請 安 ( 生 没 年 不 謗 ) は 640 年 に , 


随 の 滅亡 と 唐 の 成立 を 体験 し て 帰国 し て いる 。 彼 ら は いずれ も 学 地 を 開い て 。 階 ・ 唐 帝国 
の 先進 知識 を , 中 大 兄 皇 子 ・ 中 臣 鎌 足 ・ 多 我 入鹿 ら 合 国 の 次 代 の 指導 者 に 教授 する と と も 
に , 大 化 政 新 の 理論 的 指導 者 と な っ た 。 
推古 朝 を 中 心 と する 時 代 の 文化 を , 当時 の 宮 の 所 在 地 を 冠 し て , 

デ 飛鳥 文化 と 呼ん を で いる 。 飛島 文化 の 特色 は , 当初 は 渡来 人 や 蘇我 氏 
な ど 限 られ た 人 々 に よっ て 信仰 され て いた 仏教 が , 国家 の 保護 を 受け る よう に な っ て 広く 
浸 穫 し , 最初 の 仏教 文化 と 称す べき 状況 に いた っ た 点 に 求め られ よう 。 

仏教 の 普及 に 大 きく 寄与 し た の は , 多 我 氏 と な らん で 訟 戸 皇 子 ( 聖 徳 太 子 で あっ た 。 和 皇 
ず は 。 .594 (推古 大 量 2 ) 年 に 仏教 異 隆 の 語 を 出し , 政治 の 基本 に 仏教 を すえ だ ほか , みず 


か ら 「 三 経 義貴 」 と いう . 法華 経 ・ 維摩 経 ・ 勝 胃 経 の 3 つの 教典 の 注釈 書 を 著 し た と 伝え 
られ る な ど , 仏教 に 対し て 深い 理解 を も っ て いた 。 


大 王家 や 諸 蒙 族 は , 古墳 に か わっ て その 権威 を 示し , 氏 の 政治 的 千 集 の 場 と する た め に . 


き そ っ て 氏 寺 を 建立 し た 。 Fr 朝廷 の 保護 を 受け , 呈 88 年 に 建立 が 始ま っ 
た 飛鳥 の 飛鳥 寺 ( 法 筐 寺 ) 量子 の 発 販 に よる と 伝え られ , 593 年 に 建立 され た 難波 の 
9 i 四天王 寺 や . 607 年 に 建立 され た 斑鳩 の 理 








中 | 渦 き (作詞 寺 ). . 徐 河 有 勝 の 発願 に より 603 

le : 年 に 建立 され た 山 脊 の 広隆 寺 な ど が , そ 

鳥 守 。 : の 代表 的 な 例 で ある 。 そ の 他 , 飛鳥 を は じ 

: め と する 全国 各地 に , 礎石 の 上 に 及 塗 り の 

: 巨大 な 柱 を お き , 屋根 を 瓦 で 茸 いた , こ 

四天王 寺 : れ ま で の 公国 の 建築 様式 と は 隔絶 し た 規模 

: と 様式 を も つ 寺 院 が , 続々 と 建立 され た 。 

誠人 川原 寺 観世 音 寺 624 (推古 天皇 32) 年 に は , 全国 の 寺院 は 46 
2 光 8 ラン : 寺 , 僧 816 人 , 尼 569 人 と 集計 され て いる 。 

伽藍 配置 
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三才 | 法隆寺 再建 論争 『 日 本 書 紀 』 は , 法 
隆 寺 が 670( 天 智 天皇 9 ) 年 に 慌 炎 し , 一 屋 も 
残さ ず 焼 亡 し た と いう 記事 を 載せ て いる 。 こ 

の 記事 と 現存 する 法隆寺 西院 の 建築 物 と の 関 
係 を めぐ っ て は , 明治 以降 , 論争 が 続い た が , 
1939 (昭和 14) 年 , 現在 の 中 門 の 南東 か ら 四 天 
ト 寺 式 の 伽藍 中 が 発掘 きれ た こと か ら ( 基 草 
伽藍 跡 ), これ が 聖徳 大 子 に よっ て 建立 され 
た 当初 の 斑 奏 寺 で あ り , 現在 の 法隆寺 西院 の 
築 物 は 。 白鳳 期 に 再建 され た も の で ある と | で きか の ぼら せ て 考え , 天智 天皇 9 年 まで は 
の 説 が 有力 に な にょ っ た 。 た だ し , 現存 する 西院 」 若草 伽藍 と 併存 し て いた と する 新 非 再 建 論 も 

の 人 金堂 の 建立 時 期 を 聖徳 太子 の 死 の 直後 に ま 是 出 され て いる 。 

し か し , 2 仏教 深遠 に し て 複雑 な 教 理 を よ く 理解 し て い 
た と は と て も いえ な い 。 履 戸 星子 や ー 部 の 渡来 人 を 除け ば , 一 般 に は , 仏教 は 祖先 の 冥福 
を 祈っ た り , EN 呪術 の 一 種 と し て 認識 され て いた よう で ある 。 

仏教 が 人 々 の 心 に 深い 印象 を 残し た の は , その 世界 宗教 と し て の 教理 より も , 壮大 な 寺 
4 敵 厳 と 輝く 仏像 に よる と こ ろ が 大 きい 。 当 時 の 仏像 彫刻 1( 飛 鳥 仏 ) は 。 中 国 の 北 
崩 の 形式 を 受け 継い だ も の (北魏 様式 ) と , 南朝 の 様式 を 受け 継い だ も の ( 南 楽 様式 ) と に 
分 類 で きる 。 それ ぞ れ , , 高 句 肛 ・ 百済 を 経て 修 国 に 伝わっ た も の で あろ う 。 

北魏 様式 は , 鞍 作 鳥 (上 利 仏 師 生 没 年 不詳 ) と その 系 統 の 手 に な る も の で , 整っ た 厳 
し い 表 情 の な か に , 古式 微笑 を た た え , 超 現 実 的 ・ 象 徴 的 な 印象 を 与え る 。 最 古 の 仏像 
と され る 飛鳥 の 釈 迎 加 玉 像 ( 金 鋼 像 で ある が 後世 の 補修 が 甚 し い ) を は じ め , 法隆寺 金堂 
の 釈 好 三 尊 像 (金銅 像 ). 法隆寺 夢 敗 の 救世 観音 像 ( 木 像 ) な ど が その 代表 的 な 例 で ある 。 

- 方 , 南 菜 様式 は , 温か み が あ っ て 崇高 な 感じ を 受け る 。 法隆寺 の 百済 観音 像 (本 像 ) が , 
その 代表 作 で ある 。 こ れ に 写実 的 な 味わい を つけ た の が , 中 宮寺 の 半 踊 思 惨 像 ( 木 像 ) や 
広隆 ぎの 半 許 恩 民 像 ( 木 像 ) で ある 。 いずれ も 慈愛 に 満ち た 美しき を も っ て いる 。 

絵画 で は , 610 年 , 時 徴 (中 没 年 不 請 ) が 高 名 肌 か ら 紙 ・ 墨 の 胡 法 , 彩色 の 技法 を 伝え た 。 
中 時 の 遺品 と し て は , 法 隆 : 圭 の 玉 虫 厨子 の 用 交 座 絵 ( 施 身 開 偶 図 ・ 捨身 飼 席 図 ), お よび 
岬 絵 が ある e。 こく 由 還 うき 捉 

[ 芸 品 と し て は , 法隆寺 の 玉虫 厨子 の ほか , 中 宮寺 の 天寿 国 帳 が ある 。 こ れ は 厩 戸 
湯 子 を 追悼 する た め に , 下絵 の 上 に 色 糸 で 刺繍 を し た も の で , 貴重 な 銘文 も ほど こき れ 
よい の る ん どか て 導 証 見 

これ ら の 美術 工芸 品 は , その 技法 や 構図 は も ちろ ん の こと , を 所 に み ら れ る 受 肥 衣 民 
欄 ゃ く カ サス (天馬 ) な ど , 朝鮮 ・ 中 国 を は じ め , ササ ン 朝 ペル シア ・ 東 ロー マ 帝 国 ・ ギ 
シア な ど , 国際 的 な 文化 の 影響 を 受け て いる こと が 特徴 で ある 。 





若草 伽藍 塔 心 礎 


リ 


応 ーー バー テー ューーーーーー ーーーーーーー 
法論 を の 玉虫 奈子 の 絵 は 審 陀 絵 と いわ れ て いた が , 現在 で は 漆 絵 と する 説 が 有力 で ある 。 審 陀 絵 
ど は , 寿 油 や 桐 油 な ど に 乾燥 剤 と し て 審 陀 僧 ( 一 酸化 釘 ) を 混ぜ て 加熱 し , 顔料 を 練っ て 描い た 油 
輸 の こと 。 平安 時 代 に は 急速 に 衰え た が , 近世 以降 は 盛ん に な っ た 。 麻 絵 と は , 色 深 で 描い た 絵 の こ 
ト で. 古代 ・ 中 世 を 通じ て あま り 振 る わな か っ た が , 近世 以降 に 盛ん に な っ た 。 
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2. 律令 国家 の 成立 


還 車 画 本 本 下 画 呈 四 提 画 下 画 四 押 本 還 下 還 逝 后 還 還 中 提 丁 画 下 還 回 下 還 還 画 提 画 還 画 画 画 還 画 車 還 下 結 還 還 中 還 后 硬 還 還 画 析 時 還 環 后 古 琴 


まだ, 外国 の 文化 や 技術 の 導入 は , わが 国 の 社会 や 政治 に も 大 き な 変化 を も た らし た 。 
畠 徴 が 紙 と 回 の 胡 法 を 伝え た こ と に よっ て , 物事 を 記録 する と いう こと が 始ま っ た わけ で 
ある し , 602 年 に 来 朝 し た 観 勤 ( 生 没 年 不詳 ) が , 麻 法 や 天文 地理 学 の 書 を 伝え た こと は , 物 


事 を 年 月 の 経過 に そっ て 記録 する こと が で きる よう に な っ た こと を 意味 する 。 こ れ ら は 中 国 で は , 618 年 に 随 が 減 















間近 日 本 人 の 意識 その も 大 化 改新 び , 唐 (618 一 907) が お こっ 
に 根本 的 な 変革 を も る たら すこ と に な っ た の で ある 。 _ 唐 は , 均 田 制 と 租 唐 調 制 を 核 と し た 律令 法 邊 26 ュ “ 
の の ③ に て 『 央 集権 的 な 国家 体制 の 充実 を は か り , 四 と " テ 
aa 炎 宗 ( 598 一 649) の 治世 に は ば 、 貞 観 の 治 と 呼ば れる 6 婦 " 2 胃 { 
に 上 護 期 を 迎え , 周辺 諸国 を 圧迫 し て いた 。 一方, 鹿 。 小 : 加 人 
| 飛鳥 寺 釈 迎 如来 像 < 生 全 ④ 衣 峡 半島 諸国 で は , あい か わら すず 権力 集中 が 政治 | 2 了 [ 
法隆寺 金堂 聞 三 尊像 < 病人 >?① の 眼目 と され た 。 百済 で は , 641 年 , 義 慈 王 (?ー : nm 1。 第 光 : 
/ 百済 観音 像 < 人 1() Wi0) が クー デ タ に よっ て 権力 を 掌握 し 。 642 年 以 思 ? 穴 究 * 用 推 補 - 同 は 
/ 夢 殿 救世 観音 像 < 本 像 の 放 , 新 殺 領 に 侵攻 し た 。 高 句 豚 で は , 642 年 簡 : 上 時 [ 
| | 中 宮寺 導 軸 性 像 本 信 の 州 の 5 県 装 交 文 (? 一 665) が 国王 と 大 臣 以 下 の 貴 族 を 0 : ei 衝 。: 
広 了 寺尾 後 人 ③ 柳 枚 し , 百済 と 結ん で 新 比 領 を うか が っ た 。 新 北 湯 , 旋 。. 和 szls |。 は - 諾 

人 は 唐 に 救援 を 求め た が , EE が に ] 太 生生 間 導き さ 諸 

法寺 玉 忠司 子 希 弥 褒 給 ・ 鹿 給 折 古 を めぐ っ て , 647 年 に 内 乱 状態 と な っ た 。 講和 < 0 半 2 人 る 

| の の 大 宗 は 。 MT [ 村 剛 吉 呈 夫 大 
法隆寺 獅子 狩 文様 多 @ 合 国 に お いて , クー デ タ と それ に 続く 政治 改革 が : 人 
倒 際 守 玉 下 周 イ ⑨ 打 わ れ た の は , これ ら 東 アジ ア の 国際 情勢 に 対応 ミー ドド ドド ww の 

中 宮寺 天寿 国 縮 帳 (断片)⑨ 語れ か 





hh の あと を 受け た 蘇我 暇 夷 (? 645) は , 大 臣 と し て 権力 を ふる っ て いた が , 息 
恒 天皇 ( 在 位 642 一 645) の 時 に な る と , その 了 の 杏 我 入鹿 (? 645 ) が 。 父 を し の ぐ 実 権 を 革 
央 し て いた 。 入 鹿 は 643 年 に 寿 戸 皇子 の 子 で ある 山 背 大兄 王 ( 2 643) の 一 族 を 滅ぼし た 。 
人 用 は , 権 臣 個人 が 専制 | 権力 を ふる うと いう , ちょ うど 高 句 肛 と 同じ 方 式 の 権力 集中 を ぬ 
日 | て いか た こと に 門 右 。 

方 , 唐 か ら 帰 国 し た 留学 生 や 学 問 憎 か ら 最 新 の 統治 技術 を 学ん だ 者 の な か か ら は , 国 
家 休 制 を 整備 し . その な か に 諸 豪 族 を 編成 する こと に よっ て , 官僚 制 的 な 中 央 集権 国家 を 

由 設 し , 権力 集中 を は か ろう と する 動き が お こっ た 。 

中 臣 鎌 足 ( の ち ! に 藤原 鎌 足 足 , c14 669) と 宙 舌 昌 洗 子 (626- ー671) は , 645( 旦 極 天 旦 4 ) 年 
6 月 , 鳥 析 開 宮 で 鱗 我 入鹿 を 謀殺 し た 。 絆 日 , 鯨 我 幅 夷 も 自殺 し , 多 我 氏 本 宗家 は 減 
時 だ 1 皇 極 天皇 は 退位 し て 弟 の 孝徳 天皇 ( 在 位 645 一 654) に 譲位 し , 新た な 政 
線 震 し た 。 まず , 中 央 芝 族 の 代表 と し て , 阿倍 内 麻 中 (? 649) が 左大臣 に , 多 我 山 
Weree (ツー649) が 右大臣 ! 任命 され た 。 中 臣 鎌 足 は , 内 臣 と いう 地位 に つき , 唐 か 
帰国 し て いた 僧 耕 と 高 向 玄 理 が 国 博士 と し て 。 政権 の プレ ー ン と な っ た 。 ま た 。 年 号 

に お よ ぼ すこ と ) と 制定 し , 新政 の 理念 を か か げた 。 
] 紀年 法 の 一 種 で ,. ある 期間 の 年 数 の 上 に つけ る 名 称 。 中 国 の 漢 の 武 淀 の 建 元 元 年 
(BC.140) に 始ま り , 朝鮮 ・ 日 本 で も 使用 きれ た (現在 は 世界 で も 日 本 の み )。 制定 権 は 中 
国 で は 皇帝 , 日 本 で は 天皇 に あっ た 。 日 本 で は 大 化 (645 年 ) 以後, 学 徳 朝 の 白 釧 . 天武 揚 
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て し は 和 者 いた 才 を つけ た の 上 は 生か ら 員 し た 林 介 で あ を 
を の 続い た が つけ た の ! 宮 跡 か 年 
人 逢 伊 と が の 有 は よ ば ま ミ _ 9 D 
閣 し た ろ 公 い に 四 り を 三 皆 り を em2 ニ むむ も 伯 っ た 。 戻 学年 。、 すなわち 700( 文 武 天皇 4) 年 以 前 の 木 仙 に は ロ 
らい の き を つの 衝 0 .o 正 すべ て 「 評 」 と 記さ れ て いる が , 701( 大 宝 元 ) 年 以降 の 木簡 に 守 
あ の た な 介 土 * の くけ し く る を < 河 を か 褒 まく り 食 は 「 郡 」 と 記さ れ て いる の で ある 。 こ れ に よっ て , 大 宝 令 以前 ッ 作 
で 50 滑 よ 、9 。 て 封 子 に は 「 評 」 が 用 いら れ , 改新 の 認 の 「 郡 」 は , 『 日 本 書 紀 』 編 往時 秦 小 
導 男 人 本 せ 邊 の 。 いと め 符 5 と 5 以 癌 2 聞 と 所 介 の . の 現行 法令 で ある 大 宝 令 に よっ て 修飾 され た も の で ある こと A 電 
人 @ 剖 以 @6 の に れ 原 > 地 な て の な 避 来 @ 合 95。 を 5 の く 誠 が 明らか と な っ た 。 な お ,「 千 」 も 「 評 』 も 、 と も に 朝鮮 の 制度 ェ 話 

衣 其 の 多古 随 : ⑤ < を 証人 ンー @ 部 > こ の 影響 を 受け た も の で , 同じ く 「 コ オリ 」 と 訓 む 。 ま た , 論争 

eo や を 人 星 ・ 数 : 北 は めん 條 。 。D 四 列 諾 正 は , 大 化 改新 自体 の 存在 を 前 提 と し て お り , いわ ゆる 改新 杏 

人 動 "所 本 は 衝 上 寺 肖 に 伯 こめ 信 以 民 り 定説 と は 別 次 元 の 問題 で ある 。 し 

っ すす 公 の の 本 全て る 基 し れ 計 志 ら 馬 開 こと 選 出 第 1 条 は , 王族 や 府 族 の 土地 ・ 人 民 の 所 有 を 禁止 し ( 公 地 大 論 略 家 

の 昌和 る 放 紀 の 田 に 人 人 田 馬 agslf 凡 っ 。 PO て 公民 制 ), 率 族 に 食 封 を 支給 する こと を 定め た も の で ある 。 

年 っ 所 すす い 副 > は 年 接 伝 々 * 此 っ 2 国 5 出 こ He し か し , この 当時 この よう な 改革 を 宣言 し た と は 考え に くい 。 

る 凍 人 演 物 9 を 全く の 馬 激 生 内 を 語 ふち 息 W 族 の 部 曲 ・ 田 荘 の 領有 は , か な り の ち ま で 認め られ て 

叶 る で ま 相 文 jau 行 に : oi 本 の うう 

県 の 首 役 た 当 ご 塩 * を 給 合 妹 "どき を 必 いる か ら で あ る 。 

の 和田 人 は の 。 と 3 随 %: 造 坂東 ふ ・  ` 各 誠 


の 
お 
の 


訪 び て 
党 
洒 
愉 


第 2 条 は , 京師 、 談 内 国 ・ 郡 ・ 里 と いう 地方 行政 組織 を 定め , 中 央 集権 的 な 政治 体制 
を つく る こと を 定め た も の で ある 。 この うち , 「 郡 」 の 字 が 大 宝 律令 施行 以前 に は 「 詳 」 で 
あっ た こと が , 藤原 宮 跡 か ら 出 土 し た 木簡 に よっ て 確認 きれ て いる が , 用 字 は と も か く 
『 評 」 と いう 行政 組織 は 数 年 後に は 設定 され て お り , この 時 に 目標 と し て 定め られ た 可能 性 
( 痛い 。 同様 に , 開 内 国 の 制 も この 時 に 定まっ た も の で あろ う 。 

第 3 条 は , 戸籍 ・ 計 帳 を つく り , 問 田 収 提 法 を 行う こと を 定め た も の で ある 。 これ 
ら の 用 語 は 。 いずれ も 大 宝 信 の 修 飾 を 受け て いる 。 東 国 国司 が 行っ た 人 口 と 田地 の 調査 
を 路 ま えて , 定め られ た も の で あろ う 。 実際 に 戸籍 が 作成 され る の は , 670( 天 種 天 皇 9 ) 
内 を 待た な けれ ば な ら な い 。 

4 条 は, 新しい 統一 的 な 税制 を 定め た も の で ある 。 こ の 第 4 条 が , この 時 期 に 定め ら 


し ちょ う 


れ た 制度 た と し て ふる わし い 。 ここ で 定め られ た 税 は , 田 の 調 ・ 戸 別 の 調 ・ 官 馬 ・ 仕 」 ・ 
導 和 講 米 ・ 栄 女 で ある が , 田 の 面積 に 応じ て 徴収 する 「 田 の 調 」 は 鐵 外 を , 戸数 に 応じ て 
蔽 収 さ れる 「 戸 別 の 調 」 は 低 内 国 を 対象 と し た も の で あろ う 。 ほ か の 税 に つい て も , 大 化 以 
前 か ら 行 われ て いた も の で , この 時 に 新しい 徴収 基準 が 定め られ た と 考え られ る 。 

この 年 に は , 葬儀 ・ 婚 如 ・ 交 通 な ど 習 俗 の 改正 を 命じ る 論 が 出さ れ , SL) 
を 否定 し た 中 国 的 な 文明 浸透 へ の 道 が 直さ れ た 。 

また 、 品 部 (職業 部 , 名 代 ・ 子 代 の 部 , 部 曲 を 含む ) の 廃止 が 命じ られ , それ ら の 部 を 権 
基 般 と し て きた 諸 豪族 に 対し て は , これ まで の 臣 ・ 連 ・ 伴 造 ・ 国 造 の 職 を 捨て て , 新た 
設け る 宮 位 と 官職 を 投 け る こ こと が 官 せ られ た 。 諸 豪族 は 官僚 制 へ の 道 を 歩む こと に よっ 
。 支 配 階級 と し て 生き 残る こと に な っ た の で ある 。 

647 (大 化 3 ) 年 。 完 位 十 二 階 を 改め , 7 色 13 階 か ら な る 新しい 先 位 制 が 制定 され た 。 ee 
は 大 臣 や 地方 豪族 を も 授 位 範囲 に 含む も の で , 臣下 は すべ て 官僚 制 に 組み 込ま れる こ と 
な っ た (649 年 に は , 19 階 に 650 年 に は , 中 国 的 な 大 瑞 の 思想 に よっ 


な に わ の な が ら の と よ ょ きき 


自 欠 と 改元 し , 難波 の 新宮 に 遷 、 これ を 難波 長柄 豊 砂 宮 と 名 づけ た 。 





の 近 鳥 な : ど を 経て , 文武 朝 の 大 宝 (701 年 ) か ら は 平成 (1989 年 ) に いた る まで 継続 し て いる 。 
た だ し , 律令 に 基づい て 制定 され た 大 宝 よ り 以 前 の 元 号 に つい て は , 本 簡 な どか ら は 確か 
め ら れ な い 。 ま た , 律令 : 制 成立 期 と 中 世 後 期 に は , 公式 の 元 写 と は 尋 な る 私 年 号 が 用 いら 
れる こと も あっ た 。 改元 の 理由 に は , 即位 ・ 祥 瑞 ・ 災 異 ・ 二 支 ( 辛 西 ・ 甲 子 ) な ど が あっ 
た 。 明 治 よ り 以 前 に は , 天皇 一 代 に つい て 複数 の 元 号 を 用 いる こ 3150 
QB68) 年 に ー - 世 - 元 の 原則 が 定め られ た 。 昭和 22(1947) 年 に 公布 され た 新星 室 典 騙 に は 元 
号 の 条項 は な く , 元 号 の 法 的 根拠 は な く な っ て , 元 号 存廃 の 論議 が 行わ れ た が , 昭和 54 
(1979) 年 に 元 号 法 が 制定 され , 内 韻 の 権限 に よっ て 元 与 が 制定 され る こ と に な っ た 。 

この 年 に は まず , 東国 に 使者 を 発 遺 し (東国 国司 ), 国造 の 支配 の 実態 と , 人 口 ・ 田 地 を 
調査 させ , 新政 策 が 具体 的 に 始ま っ た 。 同 時 に 男女 の 法 を 制定 し , 生ま れ た 子供 を 父方 ・ 
母方 の いずれ に 所 属さ せる か を 明確 に し た 。 人 口調 査 の 前 提 と し て , 原則 を 立て た も の で 
ある 。 その 人 後 , 新政 府 は 難波 に 宮 を 恩 し た 。 東 ア ジア の 動乱 に 積極 的 に 関 号 する た め , 大 
和 の 外 港 で ある 難波 に 換 点 を お いた の で あろ う 。 

8646( 大 化 2 ) 年 元 日 , 4 カ条 か ら な る 改新 の 記 を 発し た と 『 日 本 書 紀 』 は 記す 。 こ の 
認 の 信 ED 性 に つい て は , さま ざま な 論議 が お こっ て いる 。 『 日 本 書 紀 』 通 り の 論 の 存在 は 
疑わ し い が , この ころ に その 基 と な る 原 認 が 出 き れ て , 改新 の 目標 が 設定 され た と 考え 
て も お か し く な い 時 代 情 況 で は あっ た 。 た だ し , どこ まで が 当時 出さ れ た 原 認 の 次 を 伝え 
て いる か は , 難し い 間 題 で ある 。 

【 郡 評論 争 】 646( 大 化 2 ) 年 に 出さ れ た と され る 大 化 改新 の 語 第 2 条 の 信 敬 性 を めぐ っ て 
の 論争 。 改新 の 認 に は 国 ・ 郡 ・ 里 と いう 地方 行政 組織 を 定 め た と いう こと が みえ る が , こ 
の 時 期 の 金石 文 や , 氏族 系 譜 を は じ め と する 諸 史 料 に は , 「 郡 」 で は な く 「 評 」 と 記し た も の 
が 多く み ら れ る 。 こ れ に 基づい て , も と も と の 改新 の 認 に は 「 評 」 コ と あっ た と いう 説 が 出さ 
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の 防衛 に も 専念 し , 対馬 ・ 壱岐 や 九州 北部 に 防 人 や 覆 を お き 。 筑紫 に 水城 を 築い た 。665 
童 か ら は , 筑紫 大 宰 の 周辺 や 瀬戸 内 海 沿岸 か ら 大 和 に か け て , 大 野 城 ・ ・ 楼 ( 基 茂 ・ 長門 
大 ・ 高安 城 な どの 朝鮮 式 山 城 を 築造 し た 。667 年 に は , 都 を 飛鳥 か ら 近 江 の 大 津 宮 に 恩 し . 
湯 668 年 に 中 大 見 旦 子 は 正式 に 即位 し て (天智 天皇 , 在 位 668 一 671), 国土 防衛 と 国 制 の 整備 
記 つ と ゆめ る こと に っ だ 。 
この 間 , 唐 ・ 新 殺 連 合 軍 は 668 年 に 高 句 豚 を 滅ぼし た も る ものの, 朝鮮 半島 文 配 を めぐ っ て 
叶 立 し , 670 年 か ら は 戦争 状態 に 人 っ た (676 年 , 新 雑 は 唐 の 芝 力 を 駆 迄 し 半島 を 統一 する )。 
天 短 天 皇 は , 中 臣 鎌 足 に 命じ て 668 年 に F 江 令 を 編 筑 さ きせ た と いわ れる が , これ は 体系 
前 な 法典 で は な く , 単行 法令 の 集成 が こ : の よう に 称 さ れ た も の と み ら れ る 。 670( 天 智 天皇 
BZ に は 最初 の 全国 的 な 戸籍 で ある 諾 午 年 籍 が 作成 され た 。 これ は 全国 の 豪族 か ら 公 
眼 ・ 部 曲 ・ ・ 奴 婦 ま で を 登録 し て 姓 を 定め た も の で , その 結果 , 徴税 と 徴兵 は 行い や すく な 
馬 凶 注 天 培 の 沿 は 交 ま 5: で 5 うた 
【 訟 午 年 籍 】 諾 午 年 籍 は , 670( 天 智 天 香 9 ) 年 の 戻 午 年 に つく られ た 戸籍 。 わ が 国 最初 の 
全国 的 で , 豪族 か ら 公 民 ・ 部 曲 ・ 奴 ま で の 全 階 層 に わた る 戸籍 で ある 。 ま た , 全国 民 の 
姓 を 定め た も の で , 律令 制 成立 以降 に も , 氏 姓 の 根本 台帳 と し て 永久 に 保存 きれ る こと と 
な っ た 。 1 世紀 の 『 上 野 国交 鍵 容 録 」 に も ゃ , 「 庶 午 年 玖 拾 (90) 巻 < 管 卿 所 拾 陸 (86) 駅 家主 
(4)>」 と みえ , 里 ( 卿 ) や 駅 家 ご "と に 一 巻 ず つつ くら れ た こ と が うか が える 。 こ の 戸籍 が 完 
成 し た 結果 ,。 微 税 と 徴兵 は 容易 に 行え を る こと と な っ た が , 一 方 で は , 公 地 公民 が 徹底 し て 
いな いこ の 時 期 に 造 籍 を 強行 し た こと は , 地方 豪族 の 不満 を 高め ぬ め る こと と な り , 王 申 の 乱 
で 近江 朝廷 が 敗北 する 一 つの 要因 と な っ た 。 
天智 天皇 が 671( 天 智 天皇 10) 年 に 死去 する と , 翌 672 年 に , 
還 ーー | , 手 曲 の 乱 が お こっ た 。 こ れ は 、 天 猪 天皇 の 同 母 弟 で 当初 は 
和 位 弥 承 者 と され て いた 大 海 人 皇子 (631 ? 686 686) と . , 天 智 天 皇 の 長子 ( 挟 は 全 賀 の 地方 族 
肌身 ) で 。 671 年 に 天智 天皇 の 後継 者 と 定め られ た 天 雪 皇子 (648672) と の 間 に お こっ た 大 
昌 位 継承 争い を 発 端 と し て いる @。 吉野 に 逃 
遇 て いた 大 海 人 皇子 は , 東国 に 脱出 し , 伊賀 
* 舗 勢 を 経て 美濃 を 拠点 と し , 東国 で 徴発 さ 
遇 て いた 数 万 の 兵 と , 大 伴 氏 を 中 心 と する 大 
四 の 族 氷 族 の 兵 を 料 合 し , 飛鳥 を 平定 する 
まとも に , 大 津 宮 を めざし て 近江 路 を 進軍 し 
夫 。 方 , 大 友香 子 は , 西国 の 兵 を 徴発 し よ 
と し た が , 白村 江 の 戦 い の 動員 で 療 弊 し , 尼 
月 朝 年 へ の 不満 を 強め て いた 西国 の 地方 豪 
671 (天智 天皇 10) 年 正月 に 太 政 太 臣 に 任じ ら 
上 志 大 友 提 子 は , 10 月 に 皇 太 弟 大 海 人 皇子 が 出家 
| 12 月 に 天智 天皇 が 死去 し た 後 は , 近江 朝廷 の 
四 選 に 立っ た 。 江戸 時 代 の 学者 は 皇子 の 即位 を 主 
し , 1870( 明 治 3 ) 年 , 皇子 は 束 文 天皇 と 追 設 き 
思 た 。 し か し , 実質 的 に 朝廷 の 主 で あっ た 皇子 の に 7 生生 
剛 そ の も の に こだわ る 必要 は な い 。 王 申 の 乱 要 図 
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孝徳 天皇 の 代 に 行わ れ た , これ ら 一 連 の 政治 改革 を 全体 と し て 大 化 の 改新 と 呼ぶ が , 中 』 
大 見 皇子 や 中 臣 鎌 足 が めざし た 中 央 集権 国家 の 建設 は , この の ち , 約 半 世 紀 の 長 い 道のり 
と , 幾多 の 政変 ・ 戦 乱 を 経て , は じ ぬ め て 完成 され た の で あっ た 。 
大 考 ] 大 化 改新 否定 説 1960 年 代 に 入り , 東国 を 中 心 と する 地方 へ の 中 央 権力 の 浸透 , 
『 日 本 書 紀 』 の 本 文 研究 の 進展 に 伴っ て , | その 結果 と し て の 立 評 , 大 和 か ら 難 渡 へ の 居 
化 改 新 の 語 」 の 「 過 条 」 と いわ れる 副 文 (細目 規 。 都 な ど , 『 日 本 書 紀 』 の 記事 の 年 紀 に は 疑問 が 
定 ) だ け で は な く , 主文 に つい て も 上 医 い を も あっ て も 。, その 史実 性 まで は 否定 する こと の 
つ 学 説 が 提出 きれ た 。 そ れ を 受け て , 主 に 京 で き な い 事実 も , 数 多く 存在 する 。 ま た 。, 
都 の 学会 で は , 大 化 改新 を 再 検討 する 作業 が , 「 改 新 の 詞 」 の な か か ら も , 部 分 的 に 7 世紀 中 
進め られ ,『 日 本 書 紀 』 の 孝徳 天皇 の 治世 に 出 | 期 当 時 の 政治 理念 や 目標 を うた っ た 原 認 を 推 
され た 認 文 の 多く は , 孝徳 朝 に 出さ れ た と い 」 測 す る こと も 可能 で ある 。 さ ら に は , 飛鳥 京 
う 確 実 な 根拠 が な いも の で あり , それ を 除外 . 跡 か ら 考 徳 朝 の 制度 と 関連 の ある 木簡 が 出土 
し た 改新 像 は , 貧 前 な 内 容 の も の に な る と い し , 五 十 戸 ーー 里 制 が 早い 時 期 か ら 行 われ て 』 
う 「 大 化 改新 否定 説 」 が 学界 を 賑わせ た 。 し か | いた 可能 性 も 出 て きた 。 こ れ ら に より ,『 日 | 
し , 大 化 改新 と いう も の は , 『 日 本 書 紀 』 の 記 |」 本 書 紀 』 の 諸語 を 否定 し て も な お , 考 徳 朝 に 』 
事 に みえ る 改新 関連 諸 記 のみ で 論じ 切れ る も 大 き な 政 治 改 革 が 行わ れ た と する 枠組 み 自 体 』 
の で は な い 。 東 アジ ア の 動乱 に 対処 する た め | は 否定 で き な い も の と 考え られ る 。 
の 権力 集中 や , それ に 伴う 新 官制 や 各位 制 , 
明和 当 8 655 年 , 吉 何 諾 と 自重 が 電 千 し て 。 新 に 侵攻 
江間 湖 の 8 有 天 2 
まず 百済 に 出兵 し て , その 都 扶余 を お と し いれ . 表 杉 半 は 隆 伏 し た 。 こ こ に 百済 は 滅亡 し 
た が , 各地 に 残っ て いた 百済 の 遺臣 た ち は , 百済 の 復興 に 立ち あがり , 侯 国 に 潮 在 し て い 』 
た 義 慈 王 の 王子 で ある 豊 章 ( 生 没 年 不評 ) を 百済 に 送還 する こ と を 要請 し て きた 。 
孝徳 天皇 の 死後 , 斉明 天皇 ( 在 位 655 ー661, 畠 極 天皇 が 重 族 し た ) と 中 大 兄 皇 子 は . 俊 国 
の 力 で 百済 を 復興 し て , 朝鮮 半島 に お ける 佑 国 の 優位 性 を 復活 させ よう と 考え , 百済 救援 
の 大 軍 を 派遣 する こと に 決し た 。661 年 , 中 大 兄 皇 子 は 斉明 天皇 を 泰 じ て 筑 紫 に 出征 し , 
斉明 天皇 の 死後 は , 大 王 の 位 に つか な いま ま , 戦争 指導 を 行っ た 。662 年 に 大 軍 を 渡海 さ 
せ た が , , 翌 663( 天 智 天 皇 
。 晴山 城 対外 本 箱 の た | / ノ 自 料 江 の 江 い に 
e 神 籠 石 め の 軍 事 施設 | お いて 唐 ・ 新 雑 の 連合 軍 
| | 文献 に 出 て くる 拡 に 大 敗 し た 。 
Oo 664 (天智 天皇 3 ) 年 , 
中 大 見 里子 は , 甲子 の 宣 
を 出し て 国政 改革 を 断行 
し た 。 こ れ は 許 族 を 大 氏 』 
・ 小 氏 ・ 伴 造 に 再編 成す 
| る と と も に , 民 部 ・ 家 部 
| の 領有 を 再 確認 し て 諸 豪 
2 「 族 と の 融和 に つと め る も 
白村 江 の 戦い と 対外 防衛 の で あっ た 。 ま た , 国土 


(中 下 と 意 汗 ) 此 滞 
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族 か ら の 動員 は 思う よう に は 進ま ず , つい に 近江 大 津 宮 は 陥落 し , 大 友 皇 子 は 自殺 し て 乱 
は 決着 し た 。 す 冗 半 上 よ 上 古 は 旧 
, 大 海 人 量子 は , 673 年 に 飛鳥 浄 御 原 宮 で 即位 し た (天武 天皇 邊 位 673 686>)。 そ れ ま で 』 
「 大 王 」 と され て いた 君主 号 に か わる も の と し て , 「 天 皇 」 号 が 制定 され た の も . 天武 朝 で あ 
っ た と 考え られ る 。 中国 の 「 皇帝 」 と 対置 し , 中 国 皇 帝 の 冊封 を 受け た 新羅 の 「 国 王 」 よ り も 
優位 に 立つ ,「 東 夷 の 小 帝 国 」 の 君主 と し て , みず か ら を 位置 づけ よう と し た の で ある 。 
【 大 王 か ら 天皇 へ 】 わが 国 の 藻 主 の 称号 が , 5 世紀 か ら 使 われ て いた 「 大 王 」 か ら 「 天 皇 」 に 
か わっ た 時 期 に 関し て は , 従来 は 推古 朝 を 考え る 説 が 一 般 的 で あっ た 。 し か し , その 根 抗 
0 天寿 国 縮 帳 銘 , 野 中 寺 弥 勤 像 台座 銘 な どの 
金石 文 は , 推古 朝 の も る の と は 考え 難く . 皇 」 号 推古 朝 成 立 説 は 根拠 を 失っ て いる 。 一 方 , 
中 国 で は 「 天 皇 」 と いう 語 は , 削る 中 国 で これ が 君主 の 称 』 
号 と し て 用 いら れ た の は 。, 唐 の 高 宗 の 上 元 元 (674) 年 が 最初 で 天武 天皇 の 即位 2 年 目 に 
あたる 。 も し も 推古 朝 か ら 日 本 で 「 天 畠 」 号 が 用 いら れ て いた の な ら ば , それ を 遺 随 使 や 遺 
唐 使 を 通じ て 知っ て いた は ず の 中 国 の 皇帝 が , 東夷 の 刻 国 の 君主 と 同じ 称号 を 用 いる は ず 
は な い 。 むし ろ , 唐 の 高 款 が 「 天 皇 」 号 を 用 いて いる の を 知っ た 天武 が , KEO 
も 「 天 畠 」 と 自称 し 始め た も の と 考え られ る ( 二 人 と も ゃ 道教 に 深い 関心 を も っ て いた )。 
近年 。 飛鳥 塗 御 原 宮 と 考え られ る 遺跡 か ら 。 681( 天 武 天 皇 10) 年 を 表わす 「 半 巳 年 」 と き 
2 kN と うみ を 2 
。「 天 皇 」 号 と 「 香 后 』「 自 子 」「 息 女 」 と いう 称号 一 体 の も の と し て 成立 し た も の で ある 
N ら . この 「 阜 」 の 字 が 決め 手 と な っ て , 人 0 天皇 」 号 が 成立 し て いた 
こと が 明らか と な っ た 。 そ の 後 , 飛鳥 池 遺 跡 か ら 「 天 丘 」 と いう 記載 の ある 木簡 が , 天武 天 
皇 6 年 を 表わす 年 志 を も っ た 木簡 と と も に 出土 し た 。 

天武 天皇 は , 大 臣 を お か ず , 皇后 (天智 天香 皇女 の 上 環 野 丘 女 。 の ちの 持 統 天皇 ) や , 草 磨 | 
息子 (662 一 689) ・ 大 津 皇子 (663 一 686) ・ 高 市 皇子 (654 一 696) ら の 皇子 , 諸王 な どの 皇族 ・ 皇 
親 を 重く 用 いる こと に よっ て , 律令 体制 国家 の 早急 な 建設 を めざし た 。 各 官司 の 統括 者 に 
は 諸王 が 任じ られ , また , 律令 制 支配 を 浸透 きせ る た め に 朱 築 に 各地 方 に 派遣 きれ た 使節 
の 統括 者 に も , 諸王 が 任命 きれ た 。 一方, 氏族 層 は , 唐 ・ 新 雑 戦争 と いう 激動 が 続く 東 ア 
ジア 情勢 の な か , 律令 国家 の 官僚 の 出身 母体 に な る こと こそ , 支配 者 層 と し て 生き 残っ て 
ゅ いく こと の で きる 唯一 の 道 で ある こと を 悟り , 皇族 や 皇 親 が 主導 する 政治 体制 の 下位 に み 
すず か ら を 位置 づけ る こ と に 妥協 し た 。 天 武 朝 に 始ま り , 律令 国家 体制 の 成立 まで 続い た こ 
の 政治 体制 を 皇 親 政治 台 と いう 。 

「 政 の 要 は 軍事 な り 」 と 語 し た 天武 天皇 に と っ て は , 電 内 を 武装 化し た 軍国 体制 の も 
と , 強大 な 旦 権 を 利用 し て , 国家 と いう 機構 的 な 権力 体 を 組織 し , 旦 親 や 諸 豪 族 を その な 
か に 再編 成す る こと が 大 き な 目 標 と な っ た 。 そ の た め に まず 整備 し た の は , 豪族 を 官 更に 
登用 する 際 の 出身 法 や , 勤務 評定 と 昇進 の 制度 で あっ た 。 こ こ に 個人 の 能力 と 忠誠 を 昇進 
条件 と する 官僚 制 が , 本 格 的 に 形成 され 始め た の で ある 。 を 人 09 方 で は 675 年 に , 天智 天 
島 が 定め た 氏族 単位 の 民 部 を 廃止 し , 682 年 に は , 官 人 個人 に 食 封 を 支給 する 制度 へ の 改 
定 を 進め る な どの 律令 官 旨 人 化 政 華 が 推進 され た 。 

さら に 681( 天 武 天皇 10) 年 , 律令 の 制定 に 着手 し , 685( 天 武 天 星 14) 年 に は , その うち 
の 完 位 制 の み を 先行 し て 施行 し た 。 こ の 完 位 制 は , 皇子 と 諸 王 の た め の 冠 位 と , 諸 臣 の た 


















め の 冠 位 に わか れ て お り , 


BB よび 上 古 諸事 」 を 記し 定め ぬ め る こと に よ 


た が 律令 


な っ た 識 緯 説 の うち 5, 皇帝 が 赴 政 を 行う と 天 
が 姓 半 命 を 行う と いう , 天 人 感応 説 な ど は 
わが 国 に は 受け 入れ られ な か っ た が , 異 
間 天 意 説 や 。 暦 数 に よる 甲子 革 令 説 ・ 寺本 
凍 命 説 な ど は , 受け 人 れ られ だ た だ 。 こ れ は , 十 
ト 十 二 支 の 組み 合わ せ に よ っ て 年 を 表わす な 
か で , 甲子 の 年 に は 政令 を 革 め ( 甲 子 革 令 
説 ), 羊 西 の 年 に は 天命 が 革 ま る , つま り 帝 
ト が か わる ( 手 西 革命 説 ) と いう も の で ある 。 

平安 時 代 以 降 は 。 これ に 基づい て 甲子 ・ 辛 西 
の 年 に は 改元 が 行わ れ た が , 「 記 紀 」 に 初代 天 


皇 親 と 諸 臣 を 明確 に 区 分 し た うえ で , 
た も の で ある 。 旦 親 も 授 位 範囲 に 含ま せ た こ と は , すべ て の 支配 者 層 に 鞭 位 を 授与 し て 国 
応 の 官僚 に し よう と し た 天武 天皇 の 意図 を 表わし て いる 。 同じ 681( 天 武 天 旦 10) 年 , 「 党 紀 
っ て 国史 の 編集 が 開始 され た 。 こ れ は , それ まで 
東武 天 阜 自身 ひも と で 行わ れ て いた 小 規 模 で 私 的 な 歴史 書 編 筆 ( こ れ が の ちの 「『 古 事 記 』 
結実 する ) に か わっ て 行わ れ た 大 規模 な 国家 レベ ル の 修 史 事業 で あり , の ち に 『 日 本 書 
紀 』 と し て 完成 する こと に な る 。 


計 、 洋 百 証 お と 提 半 引 中 国 で 盛ん に 
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皇 親 を 諸 臣 の 上 位 に お い 


邊 と し て 造作 きれ て いる 神武 天 畠 が 即位 し た 
と さき され る 年 も , 辛 西 革命 説 に よっ て 設定 され 
た も の で あっ た 。60 年 を 一 元 と し , 足元 を 一 


境 (1260 年 ) と し た うえ で , 601( 推 古 天皇 9 ) 


年 を 基 涼 と し て 一 郡 1260 年 ) り きか の ぱら せ た 
年 。 もしくは , 661( 斉 明 天 畠 7 ) 年 を 基 准 と 
し て 一 元 プ ラス 一 部 320 年 ) き か の ぼら せ た 
年 を も っ て , 神武 天皇 の 即位 し た 年 と 定め た 
の で ある 。 前 者 の 説 を と る と , これ を 主導 し 
た の は 厩 戸 皇子 (聖徳 大 子 7 に な ろう し, 後者 
の 説 を と る と 中 大 見 息子 の 関与 が 想定 で きる 。 


- 3 ムギ 684 (天武 天皇 13) 年 に は 八 色 の 姓 を 定め 。 大 武 朝 と いう 時 上 中 に お ける 勢力 や 芝 導 


は し た 形 で , 姓 を 再編 成 し た 。 作 色 の 姓 は , 真人 ・ 朝臣 ・ 宿 骨 ・ 忌 す ・ 道 師 ・ 息 ・ 


・ 稲 冒 か ら な り , 上 位 4 姓 が , 上 級 貴 族 を 出す 母体 の 氏族 と され た 。 も と も と 臣 ・ 連 


am は 上 還 ょ う 


7 ) は , 689 年 , 飛鳥 浄 御 原 令 を 施行 し EE: の 7 
誰 」 に 基づい て 戸籍 の 作成 を 命じ た 。 こ れ は 康 寅 年 籍 
し て 剖 690 年 に 完成 し た が , 五 十 戸 を 一 里 と し て 国 
評 一 里 一 戸 の 制 を 確立 し た の も , この 時 で あっ た 。 
『| は 成年 男子 を 平均 4 丁 含む な よう に 編成 され , 

1 人 の 兵士 を 徴発 する こと と 定め た 。 ま た , 692 年 
5 は 坦 田 使 が 派遣 きれ た が , この 時 か ら 和 全国 的 な 班 田 


処 が 始ま っ た と きれ る 。 


694 年 に は , 飛鳥 の 北方 に 藤原 京 が 完成 し , 
われ た 。 こ れ は , 条 坊 を 備え た , わが 国 最初 の 本 


的 な 都 城 で ある 。 


条 都 が 


2 有力 な も の は それ ぞ れ 朝臣 ・ 宿 互 姓 を 賜 わ っ た が , この 時 の 賜 
上 内 か ら も れ た も の は , 第 6 ・ ・ 第 7 の 格 に 落と され た こと に な る 。 

Py すでに 攻 原 京 の 造営 に も 着手 し て い 
・ 国 史 編 筐 ・ 都 城 建設 と いう 諸事 業 の 
和義 686 年 に 死去 し た 。 
あと を 継い だ 皇后 の 虎 野 旦 女 (持続 天皇 < で 位 690 一 


1 戸 か 





藤原 京 復 元 模型 
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持 統 天 皇 は , 697 年 に 天皇 位 を 孫 の 文武 天皇 ( 在 位 697 一 707) に ゆず っ た が , その 後天 


上 天皇 と し て 天皇 を 後見 し , 政治 の 実権 を 撮っ た 。 こ の よう に し て , 大 化 改新 以来 進め 
られ て きた , 天皇 制 と 官僚 制 を 軸 と する 中 央 集権 的 律令 国家 体制 の 建設 は , よう や く 完 成 
へ と 近づい た の で ある 。 ' 

【 宮 と 京 】 埼玉 県 稲荷 山 十 墳 出土 鉄 合 の 銘 に , 「 獲 加 多 支 歯 大 王 」 が 「 鬼 官 」 に あっ て 統治 


し て いた 時 と , ある い は 和歌 山県 際 田 人 幡 神社 所 蔵人 物 画像 鏡 の 裏面 の 銘 に 「 男 弟 王 」 が 


「 意 柴 沙 加 宮 」 に あっ た 時 と , それ ぞ れ みえ る よう に , ヤマ ト 政権 に お いて は 。, 大 王 や 王 の 
條 在 が , 居住 し た ' 宮 」 と 一 体 の も の と し て 把握 きれ て いた 。 こ れ は , それ ぞ れ の 王族 が , 
それ ぞ れ の 香 子宮 に お いて 養育 され . 成人 後 も そこ を 政治 的 本 拠 地 に する こ : と が 多かっ た 
た 5 に : 歴代 志 宮 を 行っ た と き 
れる の も ゃ も , 実は 即位 以前 の 皇子 宮 に お いて , 即位 後 も その まま 執務 を 行っ た こと に よる の 
で ある 。 と こと It ー つ の 宮 に お いて 何 代 も の 天皇 が 政治 を と る こ と 
と な っ た 。 そ の 場合 の 「 宮 』( あ る い は "宮守 宮城 ) と は 。 天皇 の 居住 する 内 裏 を は じ め , 
政務 を 執る 場 と し て の 朝 堂 , 官 人 が 執務 する 末 司 や 官 竹 な ど を 信 むものである 。 一 方 , 
藤原 京 以降 は , 大 小 の 道路 に よっ て 鞭 盤 目 状 に 区 画 き され た 条 坊 制 に 基づい た 街区 を 構成 す 
る 広大 な 地域 が つく られ た 。 こ れ を 「 京 」( あ る い は 「 京 城 」「 都 城 」) と 呼ん で 区 別して いる 
そこ に は 多く の 引 族 や 官 人 が 宅地 を 与え られ て 居住 し , また 寺院 や 市 場 も 区 け られ た 。 


7 世紀 後半 か ら 8 世紀 初頭 に か け て , 清新 な 文化 が 栄え た 。 こ れ を 
自 屋 化 自 必 文化 と 呼ん で いる 。 


天武 天皇 は , 伊勢 神宮 を 中 心 と する 神 欧 制 度 の 累 備 を 進め , 天 管 会 の 制 を 確立 し た 
が @, 同時 に 仏教 第 く 保 護 す る と と も に , 国家 に よる 統制 を 強め 国家 仏教 の 確立 を め 
ざ し た 。 大 官 大 寺 ・ 薬師 寺 な どの 到 立 の 大 寺 を 建立 する ー カ @, 金光 明 経 な ど 護 国 経典 
を 説く 法 会 が 全国 で 行わ れ た 。 地 方 豪族 の 問 に も , 氏 寺 を 建立 する 傾向 が 強まり , 692 
年 の 調査 で は , 全国 の 寺院 は 545 カ 所 に 達し た と いう 。 

この 時 代 の 建築 物 と し て は , 再建 され た 法 隆 寺 の 金堂 五重塔 ・ 中 門 ・ 上 廊 (回 廊 ) や 
薬師 寺 東 塔 が ある が . 近年 , 山田 寺 の 回 廊 が 建築 時 の 姿 の まま 発掘 きれ . わが 国 最 十 の 建 
業 道 和 醒 と きれ て いる 。 
| 基 考 ] 山田 寺 回 廊 1982( 昭 和 57) 年 1 月 , 
山田 寺 の 発掘 調査 の 過程 で , 塔 の 東側 に お い 
て , 東 回 廊 が 西側 に 倒壊 し た まま の 状態 で , 
ふた た び 地 上 に 生 を 現 わ し た 。 最初 は 基壇 上 
に 落下 し た 見 が 散乱 し た 状態 で あっ た が , 瓦 
を 取り あげ る と 。, 柱 や 之子 窓 が 現われ た の で 
ある 。 基 壇上 に は 側面 に 蓮華 文 を 半 肉 彫り に 





@⑩ 大 管 会 と は 、 天皇 が 即位 し た の ち , 最初 に 挙行 する 大 規模 な 新 敬 祭 の こと 。 大 管 宮 を 臨時 に 造営 
し て 舞 場 と する 。 天 武 ・ 持 統 朝 の ころ か ら 始 まっ た と され る 。 平城 宮 跡 で 奈良 時 代 の 3 時 期 に わた る 
大 管 宮 跡 が 発掘 きれ て いる 。 

形 大 寺 と は , 伽藍 の 造営 や 維持 の 費用 を 国家 か ら 受 ける 寺 。 の ち に は 大 寺 ・ 国 分 寺 ・ 有 食 圭 寺 ・ 
額 寺 の 等 級 を 生じ た 。 天 武 朝 に お いて は , 世 林 が 治め る 大 きど し て は | 大家 大 の ちの 天 其 剖 ・ 信 
原 寺 ・ 飛 鳥 寺 ( の ちの 宛 興 寺 ) が あっ た 。 


し た 委 石 と , その 間 の 地 履 が 建築 当初 の 姿 で 
残っ て いた 。 そ こ か ら 西 側 に , 柱 ・ 東 ・ 有 
押 ・ 小脇 区 ・ 連 子 窓 ・ 頭 貰 ・ 斗 株 間 小 璧 

・ 券 斗 が , 7 世紀 中 ご ろ に 建て られ た 拓 そ の 


まま で 基壇 上 に 横倒し に な っ て いた の で ある 。 


性 や 窓 棒 の 一 部 に は 赤色 顔料 が , 壁 に は 上 水 
学生 当時 の 色彩 
えも うか が うこ と が で きる 。 柱 や 連 子 子 な 
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どの 部 材 は , 法隆寺 の 歩 廊 に 比べ る と 太く , 
重厚 な つく り と な っ て いる 。 法隆寺 の 再建 が 
確実 に は っ た いま , この 東 回 廊 こ そ は , 現存 
する 日 本 最 古 の 建築 物 と いう こと が で きる 。 
な お , 慎重 に 取り あげ られ た 東 回 廊 は , 科学 
的 な 避 存 尋 理 が ほど こさ きれ, 複 元 が 完成 し た 
1997 (平成 9 ) 年 か ら は 奈良 国立 文化 財 研 究 所 
飛島 資料館 に お いて 展示 公開 きれ て いる 。 





周知 で は , 柔らか い 表現 の な か に 得々 と し た 成 厳 を 保つ 革 金堂 薬 師 区 
を はじ め 。 美しき で は 比類 の な い 薬 師 寺 東院 党 也 観音 像 金 負 像 )、 伸びやか で 若 々 し い 
k 情 の 軸 福 き 人 頭 (も と 山田 寺 の 薬師 三 尊 像 本 尊 の 頭 部 。 金 鋼 像 ) な ど が , 傑作 と し て 知ら 
も て いる 。 法隆寺 の 阿弥 陀 三 尊像 ( 金 鋼 像 ) や 夢 違 観音 像 ( 金 鋼 像 ) も , この 時 代 の 作品 で 
ある 。 

維 画 で は , 法 際 寺 金堂 壁画 が 。 イン ド の アジ ャ ンタ ー 砲 群 の 壁画 や 中 国 の 角 埋 太 
明 の 様式 を 取り 入れ た 傑作 で ある 。 ま た , 高松 塚 古 墳 壁 画 は , 石室 の 天 井 に 星宿, 壁面 
に 四 神 や 男女 群像 を 極 彩色 で 描い た も の で , 高 系 服 の 古墳 壁画 の 影響 を 受け て いる 


[高松 坦 古 墳 】 奈良 県 明日 香 村 に : あ る 終末 期 古墳 で , 
直径 18m。 高き 5 m の 円 墳 。 凝灰岩 の 切石 を 組み 
合わ せ た 横 品 式 石 衝 を も つ 。 石 突 の 壁面 に 漆喰 が 塗 
られ 。 天 電 中 央 部 に 天 素因 唱 とこ | 
信 の 星 辰 , 果 壁 面 に 日 像 と 青 棚 , 男女 各 4 人 の 人 
物 群 人 , 本 壁面 に 月 像 と 白虎 。 男女 各 4 人 の 人 物 
群像 , 北 壁面 に 玄武 の 壁面 が 描か れ て いた ( 南 壁 面 
は 次 所 口 が あり , 壁画 は 確認 きれ な か っ た が , も と 
: と は 朱雀 が 描か れ て いた か )。 石 箇 内 に 星 辰 ・ 日 

・ 四 神 ・ 人 物 群 像 を 描い た 古墳 は , 高 句 肛 に もみ 
紀 も の で ある 。 壁画 は 4 人 の 画 師 の 手 に な る も 
の と 推定 され て いる 。 星 辰 や 日 月 を 配 し た 世界 観 , 
海獣 御 攻 鏡 や 銀 装 大 刀 な どの 豪華 な 副葬品 , 終 来 
期 古 墳 と いう 時 期 な どか ら , 披 更 者 (成人 男子 の 人 | 
骨 が 葬 ら れ て いた ) は 7 世紀末 か ら 8 世 紀 初 頭 に 死 
去 し た 天武 天皇 の 皇子 の うち の 一 人 と 考え る 説 が 有 
力 で ある 。 な お , 同じ 明日 香 村 の キト ラ 古 墳 に も , 
四 神 や 星宿 が 描か れ て いる こと が 確認 され た 。 


自 村 江 の 戦い の の ち , 百済 か ら 大 量 の 貴族 ・ 文 人 が 亡 


二 





則 降 の 宮廷 で は , 漢詩 文 を つく る こ と と が 圧 ん に な っ た 。 大 や 大仁 の 人 時 
は , 時 代 後期 に 編 筑 る れ た 「 懐 風 藻 に 収め られ て いる 。 


5 占 来 か ら 日 論 で 伝え られ て きた 8 謡 も , 漢詩 の 影響 を 受け て , 五 音 や 七 音 を 基 


座 と する 家 表 ・ 短歌 の 形式 が 定 まっ た 。 また 大 武 朝 か ら は これ を 漢字 を 用 いて 日 本 語 
識 記 する こと が 始ま り , 本 格 的 な 和歌 が 成 立 し た 。 こ れ も 奈 良 時 代 後期 に 成立 し た ' 万 業 
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集 」 か ら う か が う と, 初期 の 和歌 の 作者 に は , 斉明 天 阜 な どの 天 和 皇 や . 額 田 王 ( 生 没 年 不 
詳 ) ら の 王族 が 多く , 集団 性 , 呪術 性 , 自然 と の 李 和 な ら 、 を 特色 と し , 芸術 的 な 自覚 や 個 
性 の 乏 し さ を 特徴 と する 。 つ ぎの 時 期 に な る と . 守 ま 次 各 ( 生 没 年 不詳 ) が 出現 し , 和 
座 の 表記 法 を 確立 し た 。 人 麻 呂 は 。 生か ら 大 革 間 にかけ で 作 導 を 退 え た が 、 入 
や 対 1 名 を 駆使 し た 長大 な 形式 の 長 歌 っ て , 天 早 制 の 成立 期 で あり , 律令 国家 の 建設 期 
で も ある この 時 代 の 空気 を 高らか に う た 。 こ の 時 期 の 和歌 は , 華 豚 な 技巧 を 増す も の 
の , な お 株 の 太い 明る さ を 保 っ て いる 。 ま た 宮廷 文人 の 作品 が いま だ 民衆 的 エネ ルギー を 
天 わ ず T 氏 族 制 的 な 精神 が 個人 と 集団 と の 間 に な お 保 た れ て いる の する 特 徴 で ある 

薄 葬 令 と 終 未 期 古墳 ・ 火葬 日 本 を 除い て , 古墳 は 消滅 する が , この 7 世紀 後 
書 紀 』 に よる と , 646( 大 化 2 ) 年 3 月 に 府 葬 に 半 か ら 8 世紀 初頭 に か け て の 例外 的 な 墳 を 
か か わる 長文 の 詞 が 出 き され た 。 こ れ を 「 大 化 終末 期 古 墳 と 称 し て , と くに 区 別して いる , 
の 潤 葬 令 」 と 呼ん で いる 。 そ の 中 で は , 旧い 高松 塚 古墳 ・ 東 明 「 科 i 寺 (草壁 星子 の 墓 か ) 
泊 俗 を 禁止 し た うえ で , 新しい 葬 制 を 詳細 に ・ 中 尾山 古墳 (文武 陵 か ) など, 終末 期 古墳 は 


定め て いる 
いた 


Sc 
ー ふ 


上 以上 ・ 上 臣 ・ 下 臣 か ら 庶 民 に 
6 6 段階 の 身分 に より , 石室 の 長 さ ・」 
墳丘 の 方 ・ 高 さき , 役 夫 の 数 , 葬 具 に 


だ 
1】 ま 


| 電 
〆、 


oh し ゝ 


て , 細か く Ne 5 肥 よ 導 呈 。 増 
丘 を 設け る (つま り 古 墳 を 造営 する ) こと が で 
きる の は , 下 医 ( の ち の 五 位 ) 以 上 で あり , 
栗 的 に 従来 と 比べ て は る か に 葬 の 規定 と 

っ て いる 。 これ 以 降 , 横 口 式 石 述 を sh 
と する 一 部 の 例外 的 な 円 墳 .。 も し く は 八角 寺 
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律令 


ぬか た の お お きみ 








祭 良 県 が ey を 中 心 に 分 布 する 。 

方 , 火葬 は 仏教 徒 に 特有 の 死体 処理 法 で , 
の 4 か (文武 天 畠 4 年 の 道 昭 702 
(大 宝 2 ) 年 の 持 統 太 上 天皇 , 707 ( 慶 雲 4 ) 年 
の 文武 天皇 が 早い 例 で あり , 潤 発 思想 の 降 記 
と と も に 盛ん に な っ な お , 天武 ・ 持 統合 
発 陵 で ある 野口 王 墓 に 持 統 の 骨 蔵 器 が 存在 し 
た こと は 鎌倉 時 代 の 記録 に 7 推 
定 さ れ て いる 中 尾山 古墳 も ル 発 草 て ミト 





ペ っ 
* 


メ た ・ 


っ 
ハー 


| 主 を 建築 ・ 美 術 作 品 


法隆寺 金堂 ・ 五 重 塔 ・ 中 門 ・ 歩 廊 (回 廊 )@ 
| 山田 寺 回 廊 (p.60) 

| 薬師 寺 東 塔 

| 





興福 寺 仏 頭 (も と 山田 寺本 尊 )< 多 多 全 0 
| 楽師 寺 金堂 業 師 三 何 像 <3 と 負 像 (2 
東院 富 重 観音 像 仙人 3 
| 法隆寺 阿弥 陀 三 更 像 ( 橋 夫 人 念 持 仏 ) 


た え か. 人 


夢 違 観音 像 < 人 導 像 *⑥ 


が 


( 金 鋼 像 >(5 





/ 


法 隆 守 牌 堂 壁画 (949 年 焼損 )(4 
高松 塚 古墳 壁画 (p.61) 
| キト ラ 古 墳 壁画 
EE 
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ーー 7 だ いじ じょう こ JA と 
720) の 主導 の も と , 刑部 親王 (? ー705) を 総裁 と し て 新た 


な 律令 の 編 筆 が 進め られ , 701 (大 宝 元 ) 年 。 わ が 国 に お いて 初め て , 筆 ・ 語 と も に 備わっ 
た 法典 と し て 完成 し た 。 こ れ が 大 宝 律令 で ある (718< 状 老 2> 年 に は 藤原 不比 等 ら に よ っ て 
老 律 令 が つく られ , 757 年 に 施行 され た が . 両者 は 内 容 的 に は 大 き な 変 化 は な か っ た )@。 
ー の 年 , 約 30 年 り に 道 唐 使 の 派遣 を 決定 し た が , それ は 唐 に 対し て , この 独自 の 律 人 
この 時 に 定め られ た 「 日 本 」 と いう 国 号 , 天武 朝 に 改め られ た 「 天 皇 」 と いう 君主 号 . 「 大 宝 」 
こさ れ た 元 号 と いう 4 者 を 唐 の 皇帝 に 報告 し , その 認可 を 得る と いう 任務 を 帯び た も の と 
や われ る 。 唐 の 冊封 を 受け て いた 新 級 と は 異な り , 独自 の 君主 号 や 律令 ・ 暦 を も る つこ と を 
is こと で , 「 東 夷 の 小 帝 国 」 と し て . 新 維 に 対す る 優位 性 を 主張 し よう と し た の で 
ろう 。 
【 日 本 の 国 号 】 わが 国 の 国 号 は , も と は ヤマ ト 政 権 の 中 心地 で ある 「 や ま と 」 が 用 いら れ た 。 
yy 中 国 で は わが 国 を 「 佑 」 と 称し て いた た め , 外交 の 場 で は これ が 用 いら れ た (後世 に 

る し. 侯 」 を "や ま と 」 と 訓 ん だ り , 「 日 本 」 を 「 や ま と 」 と 訓 ん だ り し て いる )。 ほ か に は ., 「 天 

人 州 」 華原 中 国 「 秋 津島 」 な どの 呼称 が あっ た 。 し か し , 基本 的 で 国際 的 な 国 号 で ある 

合 」 に は ,「 小 人 」 や "従順 」 な どの 意味 が あっ た の で , 律令 制 の 成立 と と も に , 新た な 国 号 

を 日 本 」 と 定め た 。 中 国 の 歴史 書 で ある 『IH 唐 書 」 東 夷 伝 日 本 条 で は , 「 日 本 国 は 合 国 の 
別種 な り 。 其 の 国 , 日 辺 に 在 る を 以 て , 故に 日 本 を 以 て 名 と 為す 。 或いは 日 は く , 伝 国 

目 ら 基 の 名 の 雅 な ら ざ る を 悪 み 。 改め て 日 本 と 為す 。」 と 説明 され て いる 。 わ が 国 が 新た 
全国 与 を 定め た こと は , 702( 大 宝 2 ) 年 に 発 和 さ れ た 遺 謀 使 に よっ て , 中 国 に 知ら きれ た 
ここ で あろ う が , 独自 の 君主 号 や 律令 , 元 号 な ど と 異な り , 「 日 本 」 と いう 国 号 は 中 国 の 

時 術 に 容易 に 受け 入れ られ , 承認 され た も の と 思わ れる 。 な お , も と も と は 呉音 で 「 ニ ッ 


で ま の え の ぉ おく ら 


ポン 」 と 発音 さま れ た よう で ある 。 この 道 唐 使 の 少 録 と し て 詩 に 遣わ きれ た 1] 上位 良 が 帰 
国 に 際 し て 詠ん だ 「 い ざ 子 ども 早く 日 本 へ 大 伴 の 御津 の 浜松 待ち 恋 ひ ぬら む 」 の う 
ちの 「 日 本 」 も ,「 ニ ッ ポ ン 」 と 訓 ま れ た と 推測 され て いる 。 

半 才 | 古代 天皇 制 の 性 格 第 二 次 世界 大 戦 係 を 重視 する 見 解 が 主流 に な りつ つ あ る 。 そ 

後 の 日 本 古代 史学 界 は , 日 本 律令 国家 の 権力 し て 日 本 古代 国家 に お ける 天皇 の 性 格 を , 専 

恒 造 に 関し て , 律令 国家 に お ける 天皇 を 古代 制 ・ 非 専制 の 二 者 択 一 で と ら え る の で は な く . 

的 専制 用 主 で ある と みな し , 天香 絶対 権力 の その 両面 を 併せ も っ た も の と し て 理解 する と 

拡大 , 機構 化 さ れん た も の と し て 律令 制 を 理解 いう 視点 が 必要 に な っ て き て いる 。 こ の 二 面 

する 見 解 と , 天皇 を 専制 用 主 と は みな さ ず . 性 は , 日 本 古代 国家 成立 の 様相 に 基づく も る の 

律令 制 の 実 惑 を 君主 制 的 形態 を と っ た 貴族 制 で あり , 激動 の 東 ア ジア 国際 情勢 に 対し て の 

的 支配 , ある い は 貴族 勢力 に よる 貴族 共和 制 現実 的 な か か わり と , 中 国 か ら も る たら され た 

と 理解 する 見 解 と の 間 で 論争 を 続け て きた 。 高度 な 統治 理念 の 両方 に よっ て 形成 され た も 

し か し な が ら 近 年 で は , 天皇 と 諸氏 族 層 と の の だ っ た の で ある 。 

対抗 関係 の 存在 を 否定 し , 両者 の 相互 依存 関 

さて , 律 は 刑 前 法 で , 差 老健 で は 497 条 あっ た と 推定 され て いる 。 鉛 は 教 令 よ で . 療 才 
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倫 で は 953 条 あっ た と 推定 され て いる 。 国家 の 統治 組織 , 官 人 の 服務 規定 。 人 民 の 租税 ・ 


ガ 公 な ど を 定め た も の で ある 。 


この 体系 的 な 法典 は , 日 本 の 社会 の な か か ら 自 生 的 に 生ま れ た も の で は な く , 中 国 が 長 
い 礎 史 の 経験 か ら 生み 出し た 先進 的 な 統治 技術 を , その まま 継受 し た も の で あっ た 。 し た 
が っ て , 氏族 制 的 な 原理 が 残 在 し て いた 日 本 の 社会 に お いて は , 健 令 は ' 統治 技術 の 先取 
リ り 」 に 過ぎ ず , 律令 国家 は , 中 国 的 な 律令 制 【 そ の 代表 が 太 政 官 一 国司 で ある ) と , ヤマ ト 


じ 


区 権 以来 の 氏族 制 ( 郡 司 が 象徴 する ) と が 重層 する 二 重 構造 を 内 包 し て いた と いえ よう 。 


ま 才 | 唐 と 日 本 の 律令 日 本 の 律令 法 は , 
7 世紀 末 か ら 8 世紀 初頭 に か け て , 唐 の 律令 
を 導入 する こと に よっ て 編 筐 され た 。 日 本 の 
代 令 は , 唐 の 律令 を 母 法 と する 継受 法 と いう 
側面 と , 固有 法 と いう 側面 と を , 併せ も っ て 
いる 。 た だ し , 固有 法 と は いっ て も , 随 ・ 唐 
以前 の 中 国 南 北朝 の 法制 を 朝鮮 半島 を 通じ て 
邊 和信 し た り , 朝鮮 諸国 の 国 制 を 導入 し た り し 
て , 形成 きれ て いっ た の で あり , どこ まで 日 
人 瑞 有 の も の か を 判断 する こと は 難し い 。 ま 
た , 中 国 で は 偽 教 の 基本 で ある 礼 楽 が , 律令 
を 支え る 社会 思想 と し て 機能 し て いた が , 日 
本 で は それ ら を 受容 する こと は な く , 律令 は 
単なる 支配 の 道具 と いう 側面 が 強かっ た 。 中 
国 で は 律 が 先 に 編 委 され た の に 対し , 日 本 で 


は , 令 の み で 人 律 が 編 業 され な か っ た 消 件 原 令 , 


谷 の 方 が 先行 し て 施行 され た 大 宝 律令 に み 


られ る よう に , 行政 法 と し て の 念 の 方 が 優先 
され た ( 令 の み が 現 在 ま で 伝わっ て いる の も 
偶然 で は な い ) 。 ま た , 社会 の 発達 の 段階 が , 
唐 と 日 本 で は 格段 の 差 が あっ た 。 氏族 制 的 な 
原理 が 在 地 社 会 で 生き 続け て いた 日 本 に お い 
て は , 律令 は 「 統 治 技術 の 先取 り , も し く は 
目標 」 と 認識 され て いた に 違い な い 。 な お , 
唐 の 律令 と 比較 する と , 律 は 唐 律 を ほぼ ひき ・ 
写し た も の で ある の に 対し (た だ し , 概して 
日 本 律 の 方 が 唐 律 よ り も 刑罰 が 軽い ), 令 は 
唐 令 を 参照 し な が ら も , 日 本 の 国情 に 合う よ 
うに 修正 し た 箇所 も ある 。 例え ば, 家 産 分 割 
法 と し て の 戸 令 応 分 条 が 日 本 で は 遺産 相続 法 
に 変え られ て いた り , 外祖父 母 の 地位 が 中 国 
に 比べ て 高く 規定 され て いる こと な ど は , 日 
本 の 社会 構造 に 対応 し た も の と 考え られ る 。 


傘 令 で 定め られ た 純 治 機構 は , まず 中 央 に , 神 工 祭 祀 を つか さ ど る 神 殴 定 と 。 一 般 の 行 
政事 務 を 総 所 す る 太政官 の 二 官 が あっ た 。 太 政官 の 下 に は 八 省 が あり 。 さら に その 下 に 
し き 『 


う 


は , 職 ・ 寮 


・ 司 な どの 諸 官 本 が あり , それ ぞ れ の 職掌 を 分 担 し た 。 


国政 の 運営 は 。 大 政官 の 最高 首脳 で ある 林政 大 攻 (常置 し な く と も より 「 旭 隊 の 官 」) ・ 左 





大 臣 ・ 有 大 臣 ・ 大 納 言 か ら な る 公卿 (のち に 中 納 言 ・ 参 議 が 加わ る ) に よる 合議 に よっ て 
准 め られ , その 結果 を 天皇 が 裁 可 す る と いう 方 式 で 行わ れ た 。 
まき 政 聞 決 済 方 式 国政 に か か わる 法令 OO 。 
が 定立 され る 過程 は , 最初 に 何者 が 案件 を 提 「 勅 」 の 字 は 聖 武 天 鳥 の 
起 し た か に よっ て , 三 つ に 類別 され る 。 第 一 手 に な る 。 橘 諸兄 の 軸 
に , 条件 の 提起 者 が 天皇 の 場合 で ある 。 そ の 名 も みえ る 。 

案件 が 臨時 の 大 事 で ある と , 語 書 が 作成 き 

れる 。 天 皇 が 中 務 省 に 命じ て 起草 し た 草案 に 

議 政 官 (公卿) が 副 填 し , 弁 官 が 太政官 符 を 作 


成 し て 施行 する 。 案 件 が 尋常 の 小 事 で ある と , 
旨 が 作成 され る 。 天 皇 が 中 務 省 に 命じ て 
乳 剖 し た 草案 が 錯 官 に 送ら れ , 弁 官 が 太政官 
符 を 作成 し て 施行 する 。 た だ し , 議 政官 の 一 


人 億 柱 江 各 症 守 沈 称 ーーーー 
5 丘 も に は ちん と 伝わっ て いな い が , 詩 健 を ほ は 全面 的 に 引き 写し た も の と き 
o yr 人 棋 老 令 は や 義 解 』「 令 集 解 』+ に よっ て ほぼ 全 条 文 を 知る こと が で き . 大 宝 令 


は 『 令 集 解 』 の 引く 「 古 記 」 に よっ て 一 部 推定 する こと が で きる 。 
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宣 し , これ が 太政官 符 に よっ て | 『 = し 
施行 され る こと も 行わ れ た 。 第 > 。 = 全高 5 関 
ー に , 案件 の 提起 者 が 議 政官 の j rm 厨 。 ぇ 和 琶 
場合 で ある 。 そ の 案件 が 重要 な : 奈 * 状 を に 欄 和 9 の の 移 すら ーー 
も の で ある と , 議 政 到 に よる 審 | 奈 凍 ご 名 科大 右 症 結 天 可 天 : 
議 の 結果 が 天皇 に 奏上 され ( 太 : 『 "m 上 い が 二 。 で: の 放 
政官 奏 )。 天皇 の 裁 可 を 得る 。 : 本 高 共 還 時 。 。 ここ つこ) あ : 玉 e : 令 
可 を 経た 太 夏 家 奏 は よ 。 そ の ま | を 硬 る 委 WWCEomD 便 知 | 
ま 施 行 され る 場合 と 弁 官 の 作 : 加 Pi に 
成す る 太政官 符 に よっ て 施行 き : | 
れる 場合 が ある 。 案件 が 重要 な : IGE ニー ee 
も の で は な いと , 議 政 官 の 審議 : ーーーーーーーーー+ ーーーーーーーーー] 
の 結果 が 電 官 に 送ら れ て , 太 政 | 富 座 。 肝 席 | 部: 軍 問 | 民 民 人 浴 、 交 下 。 語 中 
生ま し 
と 2 抽出 ce ま し. 電 っ 列 あ 還 電 2 妥 4。. 朱 誠 
巨人 ・ 寺 社 ・ の Se る 。 ほ まほ あ 6 る 
ど つう 


3 滴る 
Seo の の 間 cr ae 
_ の 案件 を 審議 する 。 案 件 が 重要 な も の で ある お 人 
と , 審議 の 結果 が 天皇 に 奏上 され , 天皇 の 裁 相 了 依存 と 秋 協 に よっ て 運営 され て いた の で 
可 を 得 , 弁 官 の 作成 する 太政官 符 に よっ て 施 | ある 。 た だ し , 議 政官 の 審議 が , 天皇 と 結び 
行 され る 。 案 件 が 重要 な も の で は な いと , 謙 つい た 特定 の 氏族 や 権力 者 に よっ て 領 避 きれ 
政官 が 独自 に 処分 し 弁 官 に 送ら れ て , 太 政 たり, 天皇 の 個性 が 極端 に 発 填 さ れ た りす る 
官 符 に よっ て 施行 され る 。 こ れ ら を 総合 する | と , 政治 は きわ め て 専制 的 な 色彩 を 放つ こと 
と , 太政官 , と くに 議 政 官 の 審議 と . 天皇 の に な る 。 
2 公卿 の 下 に は , 宮中 の 事務 を 扱う 少 納 言 お よび 左 攻 官 と 右 代 官 が あっ た 。 左 電 和 
中 務 省 ・ 式 部 省 ・ 治 部 省 ・ 民 部 省 の 事務 を 総括 し . 右 弁 官 は , 兵部 省 ・ 刑部 省 ・ 6 
省 ・ 宮 内 省 の 事務 を 総括 し た 。 
ず その ほか 家 天 を 監守 する 弾正 台 や 軍事 組織 と し て の 衛 府 が お か れ た 。 衛 府 は , 衛 
門 府 。 左 ・ 右 胡 衛 府 だ ・ 右 衛士 府 に 分 か れ 。 合せ て 五 衛 府 と 称 され た 。 ' 
本 地方 は 大 和 国 ・ 山 背 国 ・ 河内 国 ・ 摂津 国 を 雷 内 と し (の ち に 和泉 国 が 河内 国 か ら 
分 置 ), 東 海道 ・ 東 山道 ・ 北 了 道 ・ 山 陰 道 ・ 山 陽 道 ・ 南 海道 ・ 村 を 省 し た 。 和 
区 画 と し て は , 国 一 郡 一 里 ( の ち に 郷 と 改称 ) の 三 階 に 分 け , 国 に 国司 . 郡 に 部 避 。 時 に 
時 央 ( 把 に は 導 長 ) を お いて 統治 させ た 。 国司 は 中 央 の 條 才 の な か か ら 任 生き れ て 昌志 に 
下り , 6 年 (の ち に 4 年 ) の 任期 で 交 共 し た が , 郡司 や 里 長 は , か つて の 国造 な どの 地方 豪 
族 か ら 選 ば れ て 終身 任じ られ . また 世 了 虐 も 認め られ て いた 。 各 地方 に お いて , 直接 人 民 と 接 
し て これ を 支配 する の は . 郡 司 や 里 長 な どの 在 地 首長 で あり 。 律 令 国家 は , 国 家 と 公民 と の 
間 の 関係 と , 企 地 普 長 と 人 民 と の 則 の 関係 と いう 。 二 重 の 支配 剛 係 の 上 に 成り 立っ て いた 。 
また , 重要 な 地域 に は 特別 の 官庁 を 設け た 。 京 に は 左 ・ 右 京 職 を お き , 外交 上 の 要 地 
で ある 摂津 に は 難波 を 管轄 する 摂津 職 を お いた 。 さ ら に は . 外交 お よび 国防 上 の 最 重 要 地 


ー 
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で ある 筑紫 に 大 宰 府 を お き , 九州 全般 の 民政 お よび 軍事 を 総括 させ た 。 
[大宰府 】 7 世紀 後半 , 筑紫 ・ 吉 備 ・ 周 防 ・ 伊 予 ・ 坂 
東 な ど , 全国 の 要 地 に お か れ て 周辺 の 数 カ国 を 管轄 し 
て いた 総領 (大 宰 ) は , 律令 制 の 成立 に あたっ て 廃止 る 
れ た が , 半島 ・ 大 陸 と の 外交 ・ 軍 事 の 最 重 要 地 で ある 
筑 叶 の み は 存 続 し , その 名 も 単に 大 宰 府 と 称 さ れる よ 
うに な っ た 。 大 宰 府 に は , 帥 , 天 ・ 少弐 以 下 。600 人 
近い 官 人 が 勤務 し , 多く の 被 管 官 司 を 従え て いた 。 そ 
の 職掌 は , 対外 的 に は 軍事 と 外交 を 管轄 し , 内 政 上 で 
は 西海 道 の 9 国 3 鳥 を 総 轄 する こと で あっ た 。 ま た , 
管内 の 租税 は いっ た ん 大 宰 府 に 集め られ て 府 の 費用 に 
あて られ , 残り を 京 進 す る こと に な っ て いた 。 現在 , 
福岡 県 大宰府 市 に 政庁 跡 が 残り , 発 撮 調 査 が 進め られ 
て いる 。 そ の 結果 , 東西 24 坊 (2.6km), 南北 22 条 
(2.4km) の 大 宰 府 条 坊 と , その 北辺 中 央 部 の 方 4 町 
(0.4km) の 府庁 の 存在 が 確認 8 きれ た 。 そ れ は 単なる 地 
方 官 衛 の 桁 を 超え , 藤原 京 や 平城 京 の ミニ チュ ア 版 と 
いっ た も の で あり , まさ に 「 天 下 の 一 都会 , と 称 さ れ た 
「 遠 の 朝廷 」 の 名 に ふさ わし い 規 模 と 格 を る っ で いた 。 


中 央 ・ 地 方 の 諸 官 庁 に は , そ 
に 代 ( す け ) | | 
















て 異な っ て お り , た と えば 長官 
に は , 左右 大 臣 ・ 卿 ・ 大 夫 ・ 頭 

14 階 。 諸 臣 は 正 一 位 か ら scsi 勤務 評定 に よっ て 昇進 す 
る 規定 に な っ て いた 。 


・ 選 ・ 帥 ・ 守 な ど , さま ざま な 
律令 国家 の 支配 階級 を 構成 し た の は , 呈 族 ( 親 土 ・ 内 親王 )・ 皇 親 ( 諸 王 ・ 女 王 ) と 官 人 で 


れ ぞ れ 長 官 (か み )・ 次 官 (すけ ) | 昔 | 穴 | 術 府 大宰府 | 国 | 郡 | 
「 生 且 0 に パワ 主軸 ( さ が ん) 
トード 
く の 下 人 か 基き れ て いた 。 | 
ロビ コロ ロロ ロビ コロ 
少 納 言 
表記 が あっ た 。 E 外 記 | 大 と を | ト 、 
官 人 は , その 出自 や 出身 に 応 少 録 | 大 必 | 属 | 沙 ま | 消 具 | 日 | 主 由 
じ て 位 階 を 授け られ その 位階 
に 相当 する 官職 に 任命 され た 
あっ た 。 と くに 五 位 以上 の 官 人 と その 家族 が 頁 族 と 呼ば れ 多く の 特権 を も っ て いた 。 ま 
ず 。 位階 に 対し て は 位田 ・ 位 封 ・ 李 禄 ・ 資 人 な ど が 写 え られ , 官職 に 対し て は 務 田 ・ 温 封 
, 次 人 な ど が 与え られ た 。 ま た , 調 ・ 席 ・ 雑 徐 な どの 負担 が 免除 きれ た ほか , 刑 骨 に つい 


四 等 官 の 記載 法 は , 官司 に よっ 
礼 位相 当 の 制 ) 。 位階 は 親王 は 一 品 か ら 四 品 ま で 。 諸王 は 正 一 位 か ら 従 五 位 下 まで の 
て も 減刑 の 特権 を も ちっ て いた 。 
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坪 地 割 
『 7 


了 半 折 形 ( 色 紙 形 ) 


中 務 卿 正四 位 上 
他 の 省 の 卿 正四 位 下 
[| 弾 正 九 徒 四 位 上 
|] 衛 府 の 督 正 五 位 上 


に 


ー 従 五 位 上 | 
従 三信 
古 五 位 上 

“ ー 従 大 位 下 

主 な 官位 相当 宜 親王 の 一 品 か ら 四 品 ま で は 王 

臣 の 一 位 か ら 正 四 位 に 相当 し て いる 。 な お 神 工 





大 宰 帥 
国 の 年 





70p( 大 補 2) 年 に つく られ た 拓 問 の 戸 
の 一 部 。 戸主 と その 家族 や 奴 泊 の 姓名 ・ 年 札 な ど が 記さ 


古代 の 戸籍 








れ て いる 。 戸籍 の 全面 に 「 筑前 国 印 」 と い う 朱印 が 押し て 


伯 の 位 が 意外 に 低い こと は , 神 基 官 の 性 格 を 示 
す も の で ある 。 





位階 に 対す る 特権 資 人 と は 護衛 や 虹 使 の た め 彰 定か ら 
賜 わ る 官 人 を いう 。 


ee 70・80・90・ 9 
*・ 1 年 半 ・?2 年 ・ 


2 年 半 ・3 年 … 彼 役 


' 近 ーー き 安芸) 
| 中 流 ( 情 潮 ・ 合 予 ) 
上 統 ( 室 見 ・ 


安房 ・ 常 陸 ・ 佐 渡 ・ 隠岐 ・ 土 佐 ) 





刑罰 の 種類 


また , 薩 位 の 制 と いっ て , 全 位 以上 の 貴族 の 子 と 孫 , 五 位 以上 の 貴族 の 子 に は . 実 掌 に 
入学 し な く て も , 出身 時 に 一 定 の 位階 が 授け られ る と いう 特典 が あっ た 。 こ の 制度 に よっ 
て 貴族 階層 の 再生 産 が は か られ , と くに 藤原 鎌 足 以来 , 代々 正 一 位 の 官 人 を 出し た 藤原 氏 
は , この 制度 を 利用 し て , 多く の 上 級 官 人 を 邪 出す る こと に な っ た 。 

。 法制 度 に 目 を 移す と . 刑 六 に は , 管 > 杖 ・ 徒 ・ 流 ・ 死 の 五 刑 が あっ た 。 答 と 杖 は 区 
打数 に 』 - 応 じ て , , 徒 は 懲役 年 数 に 応じ て , それ ぞ れ 5 等 に 分 か れ , 流 に は 流刑 地 に 応じ て 
近 流 ・ 中 流 ・ 直流 の 3 等 が あっ た 。 死に は , 絞 と 斬 が あり . 斬 の 方 が 重かっ た 。 

日 本 律 の 刑罰 は , 中 国 に くら べ る と 緩やか な 規定 と な っ て いる が , それ で も 国家 や 社会 

の 秩序 を 准 持 す る た め 。 国家 や 天皇 。 尊属 に 対す る 罪 は 。 と くに 重く 規定 され て いた 。 放 


上 由 き た に 軸 和 は ほ 吉 \ 置 還 
反 ・ 課 大 逆 ・ 謀 上 ・ 近 ・ 本 失 . 天 本 数 本 迷 ・ 不義 の 八 虐 は , 有 位 者 で も 罪 を 減免 
され ず , 区 の 際 に も 毅 さ れ な い 規定 で あっ た 。 

政府 は , 全国 の 人 民 を 戸籍 ・ 計 帳 に 登録 する こと に よっ 





て , 律令 体制 に よる 支配 を 末端 に まで 浸透 きせ よう と し 
た 。 戸籍 は . 戸 を 単位 と し て 人 民 一 人 一 人 を 詳細 に 登 
戸 を 単位 と し た 課 役 , 良 帳 身 分 の 掌握 , 氏 姓 の 確定 , 兵士 の 徴発 。 班 田 収 授 な どの 基本 台 
帳 と され た 。 計 帳 は , 調 ・ 唐 を 徴収 する た め の 基 礎 台 帳 と し て 全国 の 課 口 数 の 推移 を 把 提 
する た め の も の で , . 角 年 つく りか えら れ た 。 

人 民 は , 「 編 戸 の 民 」 と 呼ば れ た よう に . いずれ か の 戸 に 組み 入れ られ た 。 こ の 戸 50 を も る 


登録 し た も の で , 6 年 ご と に つく られ ., 』 


ある 。 正念 院 宝物 。 


累 里 制 図 















っ て 行政 単位 と し て の 里 が 編成 され た 。 こ の 50 戸 1 里 制 の 戸 は , 郷 戸 と 呼ば れ . 父系 碧 縁 
で 結合 され た 複合 大 家族 の 形態 を と リ , それ に 寄 口 と 呼ば れ た 没落 し た 良 民 や , 奴 旭 が 含 
まれ た (一 時 , この 卿 戸 を 分 割 し た 房 戸 と いう 直系 親族 集団 が 構成 きれ た こと が ある ) 。 
戸籍 に 登録 きれ た すべ て の 公 \ 民 に は , , 有 位 者 と 無 位 者 , 良典 の 身分 , 男女 の 性 な どの 別 
を 問わ ず , その すべ て に 塵 地 が 分 団 と し て 班 給 さ れ だ た ( 良 民 男子 が 2 彼 q1. 7a。 良 民 
な 子 が その 3 分 の 2, 官 戸 ・ 公 奴 燃 が 良 民 男女 と 同じ , 家人 ・ 私 奴 婦 が その 3 分 の 1 と , 
胃 女 、 良 睦 の 別に よっ て 斑 給 額 に 差 が あっ た )。 口分田 の 収 授 は ,「 大 年 一 班 」 と 呼ば れる 
まま うに. 6 年 だ 1 回 宅 ぶ られ る 戸籍 に お いて , 受 田 資格 を 得 た 者 に 口分田 を 天 給 し その 
間 に 死亡 し た 著 の 口分田 を 収 欠 す る と いう も の で あっ た 。 これ を 班 田 収 収 授 法 と いう 。 
な お , その ほか の 田地 に は , 租 を 納め る 義務 の ある 輸 租 田 と し て , 位田 ・ 功 田 . 賜 田 . 
前 を 免除 され た 不 輸 和田 と 寺田 ・ 神田 ・ ・ 職 田 郡司 の 職 田 は 輸 和 田 ) な ど が あっ た 。 
} た, 一般 の 戸口 に 対し て 永久 に 与え られ た 宅地 や 園地 が あり これ は 売買 自由 と きれ た 。 


ほら に , 山川 ・ 廊 野 ・ 沼 沢 な ど は 共有 の 土地 で あっ た が , 未開 表 の 土地 に つい て は , 律 
、 は 規定 が な か っ た 。 
これ ら の 田地 は , 坦 田 に 便利 な よう に 整然 と 区 画 き され た 。 これ を 条 里 制 と いう 。 統一 


交 な 企画 に よる 条 里 制 地 割 り が 全国 的 に 施行 され 始め る の は , 和銅 か ら 閉 老年 間 の ころ と 
きれ る 。 地 割 り の 方 法 は , 水田 地帯 を 360 歩 (648 m) 平方 に 区 画 し , その 南北 の 一 辺 を 条 。 
了 相 の 一 辺 を 里 と 名 づけ た 。 こ の 360 歩 四方 の 土地 を 里 と 呼び それ を 36 等 分 し た 60 歩 四 
罰 の 土地 を 坪 と 呼ん だ 。 坪 は さら に 1 段 ず つ に 10 等 分 され , 班 田 の 基準 と な っ た 。 

日 分 田 の 班 給 を 受け た 農民 は , 建て 前 の 上 で は 最低 限 の 生活 を 保障 きれ だ た こと に な っ た 
が 。 そ の 一 方 で は , 租 ・ 調 ・ 誠 ・ Aa 律令 国家 の 租税 は , 大 別 
する と , 土地 生産 物 の うち の 穀物 を 徴収 する 系 列 ( 租 ・ 公 出 挙 ・ 義 依 な ど ), 繊維 製品 ・ 手 
有 選 巣 遇 品 ・ 穀 物 以 外 の 生産 物 を 徴収 する 系 列 ( 調 ・ 唐 ・ 藤 な ど )、 公民 の 身 役 労働 を 徴収 す 
得 系 別 ( 雑 徒 な ど ) の 3 種 が あっ た 。 - 

江 か つて 農業 共同 体 に お いて 行わ れ て いた 初穂 儀礼 を 起源 と する 。 性別, 身分 。 良 
騰 の 別に か か わり な く , 輸 租 田 を 耕作 する 者 に , 耕 作 面積 に 応じ て 一 律 に 由 斉 さ きれ, 収 
の 約 3 % を 稲 で 納め た 。 


公 出 拳 は . 春秋 の 2 度 。 常 家 ( 正 税 ) を 公民 に 貸し 出し , 収穫 後に 本 稲 に 5 割 の 利 稲 を 
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付け られ て いた : 
も の 。 左 は 武蔵 : 
国 か ら 避 と し て : 
組め られ た 鼓 の : 
付け 札 。 


て られ た 者 は 。 ほとん ど が 東国 の 農民 で あっ た 。 一 般 の 兵士 は 証 ・ 雑 穫 を 免除 され , 衛士 
必 防 人 も 調 ・ 唐 ・ 雑 和 値 など は 免除 きれ た が , それ ぞ れ の 戸 の 労働 力 の 中 心 で ある 正 」 を 敏 
港 さ れる うえ , 武装 や 食料 を は じ め 旅 費 の 一 部 を 負担 し な けれ ば な ら な か っ た た だ ため , その 
由 揚 は きわ め て 重かっ た 。 

[ 防 人 】 古代 , 九州 北部 の 防備 に あたっ た 兵士 の こと 。663( 天 岸 天皇 2 ) 年 の 白村 江 の 敗 

戦 以 降 に 整備 きれ た 。 大 宝 令 の 制定 に よっ て 軍団 兵士 制 が 確立 する と , 防 人 は その 中 に 組 

み 込 まれ , 諸国 軍団 兵士 の 中 か ら 派 遣 され る こと に な っ た が , 実際 に は ほとん ど が 東国 出 
身 の 兵 で あっ た 。 こ れ は , 大 化 衣 代 区 来 の 富ん の 疾 且 と み ら れ る 。 防 人 の 数 は , 約 3.000 
名 と 推定 きれ て いる 。 防 人 と な っ て 大 宰 府 に くだ っ た 者 は , 3 年 間 , 九州 北部 治 岸 の 防衛 
に 任 ド られ た が . 3 年 の 勤務 で 交 奉 する と いう 念 の 規定 は , 必ず し も 原則 通り に は 実行 き 
れず . 帰郷 で き な い 防 人 も 多かっ た 。 ま た , 防 人 は 調 ・ 証 ・ 雑 徐 な ど を 免除 きれ て は いた 
が , 武装 や 難波 津 ま で の 食料 を 負担 し た けれ ば な ら な か っ た た め , その 負担 は きわ ぬ め て 車 
か っ た 。 な お , 『 万 葉 集 』 巻 20 に , 東国 防 人 歌 が 載せ られ て いる 。 

入 令 制 下 の 身分 制度 は , まず 人 民 を 良 民 と 睦 民 に CAKE 良 民 に は , 六 
2 一 般 農民 の ほか , 皇族 ・ 皇 親 や 貴族 と いっ た 支配 階級 公民 より ゃ 一 段 低い 
分 の 品 部 ・ 雑 戸 が あ っ た 。 品 部 ・ * 戸 は 。 購 民 で は な い が 半 自由 民 で , 特殊 な 工芸 技術 
を も ち , 政府 の 工 房 で 働き , 調 ・ 記 の か わり に 手工 業 製品 を 組 人 し た 。 の 
剛 民 は , 律令 制 成立 後 も 解放 ほれ な か っ た 不 目 由 民 で , 陵 戸 ・ 官 戸 ・ 公 奴 ( 官 奴 婦 ) 
家人 ・ 私 奴 婦 と いう 五色 の 瞳 に 分 けら れ て いた 。 陵 戸 は , 課 役 の 納入 に か えて 天皇 の 陵 
地 の 守衛 に あたる も の で あり , 品 部 ・ 雑 戸 に 近い 。 官 戸 と 公 奴 は 官 有 で 公 的 雑務 に 駆使 
* れ . 家人 と 私 奴 旭 は 私 人 に 隷属 ある い は 私 有 き され た 。 ま た , 宣 官 戸 と 家人 は 戸 を 構成 し , 
便 役 きれ る の は 本 人 だ け で あり , 売買 の 対象 に な ら な か っ た の に 対し , 公 奴 と 私 奴 媒 は 
地 ツ の 生 計 を 営む こと は 許さ れず , 全員 が 使役 され , 財産 と し て 相続 ・ 売 鋼 ・ 譲渡 され る 
ょ いう . 完全 な 不 自由 民 で あっ た 。 こ れ ら 購 民 は , 課 役 納入 の 義務 を も た ず ( 従 っ て , 戸 
還 に 登録 ミ きれる べき 姓 を も た な か っ た ), 国家 に よる 収奪 の 対象 外 に お か れ て いた の で , 
貼 史 の 大 寺院 や 貴族 。 地方 の 有力 豪族 な ど , 奴 寺 を 多く 所 有 し て いる 者 は , 経済 的 に は 大 
衣 な 特権 と な っ た 。 


| まう コッ と 和らい これ ら の 租税 の ほか に , 人 民 に と っ て 大 き な 負 担 と を っ た の が , 兵役 で あっ た 。 こ れ は 
SI ま E 本 8 一 4 人 に 1 人 の 割合 で 兵士 を 徴発 する も の で , 兵士 は 各地 の 軍団 に 配属 され て 一 定 
由 P の 期間 、 訓練 を 受け た 。 軍団 は 3 一 4 秒 に 1 つ ず つ お か れ , 全国 で は 約 140 を 数 えた 。 訓 
人 小 麻 中 が 調 と : 紳 を 受け た 兵士 は , 衛士 と な っ て 1 年 間 都 に の ぼり , 宮城 や 京 内 の 警備 に あたっ た り , 防 
院 | し て 納め た 塩 に : 氏 と な っ て 大 宰 府 に お も むき , 3 年 間 、 九州 北部 治 岸 の 防衛 に あたっ た り し た 。 防 人 に あ 
戸 
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貢 納 物 の 主 な 使 祭 | GD この 他人 RE は 人 な どの 伯 提 か あっ た っ 
そえ て 徴収 する も の で , 利 稲 は 国 衛 の 重要 な 財源 と され た (民間 の 私 測 挙 も あっ た )。 「 

義信 は , 備 今 肝 著 と し て , 有 位 者 以下 , 百姓 ・ 品 部 ・ 雑 戸 に いた る まで , 一 定量 の 栗 を 
徴収 する も の で あっ た 。 も 

調 は , 地方 の 服属 儀礼 と し て の ミッ ギ を 起源 と する も の で , 成年 男子 の 正 丁 ・ 次 丁 ( 残 
疾 と 老 本 。 正 ] の 2 分 の 1 の 販 課 額 )・ 中 男 (17 虐 か ら 20 歳 まで の 良 民 男子 。 正 ] の 4 分 
の 1 の 中 課 額 ) 大 課 され た 人 頭 税 で あっ た 。 織 維 製品 を は じ め 、 . 染 料 や 塩 ・ 紙 ・ 食 料 品 
な ど ,。 それ ぞ れ の 国 の 特産 物 が 徴収 きれ , 納税 者 の う ちか ら 運 脚 の 人 夫 が 選ば れ て , 都 
まで 運ば れ た 。 

着 は, 正 丁 に 10 日 , 次 丁 に 5 日 , 都 に の ぼっ て 政府 の 命じ る 労 役 ( 役 ) の 代 納 物 と し て 。 
布 ・ . 絹 ・ 米 ・ 塩 な ど を 納め る も の で , や は り 運 脚 に よっ て 都 ま で 運ば れ た 。 

辻 は , 健 令 に は 規定 は な い が , 藤原 宮 跡 及び 平城 宮 跡 か ら 出 土 し た 木簡 に 数 多く み ら れ 
あ 多く は 委 介 類 ・ 海 深 な どの 食品 で ある 。 賞 は , か つて の 共同 体内 で の 首長 へ の 食物 貢 
紅 儀 礼 を 起 激 と する 。 

雑 入 は 。 正 ] 1 人 に つい て 年 間 60 日 以内 (次 丁 は 2 分 の 1, 中 男 は 4 分 の 1), 国司 の も 
と で , 国内 の 土木 事業 や , 国 ・ 郡 の 役所 の 雑用 な ど に 使役 する も の で あっ た 。 

身 役 労働 に つい て は, その ほか に 仕 丁 と 雇 役 が ある 。 仕 寺 は , 1 里 ご と に 2 人 の 割合 』 
で 徴発 され , 都 に の ぼっ て 中 央 官庁 で 雑役 に 従う も の で あっ た が , 造営 事業 に も 動員 きれ 
た 。 仕 」 は 調 ・ 諸 ・ 雑 箱 を 人 免除 きれ , 根 食 を 支給 され た 。 刻 役 は , 造 都 ・ 造 営 事業 な ど 
の た ぬ め に 都 の 周辺 諸国 の 公民 を 強制 的 に 雇用 する と いう も の で あっ た 。 雇 役 民 に は 灯 食 と 
日 当 が 支給 され た 。 仕 」』・ . 雇 伝 は と も に , 往復 の 食料 な ど は 自 弁 で あり , 故 卿 に も どる 途 』 
中 で 負え 死に し た り , 逃亡 する 者 が 絶え な か っ た 。 
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3. 平城 京 の 時 代 





道 唐 使 
体制 を 華 い て , 強大 な 勢力 を 誇っ て 四方 の 地域 に も 大 き な 影響 を 与え た 。 西 アジ ア な ど と 





の 交流 も 活発 に な り , 都 の 長安 ( 現 , 西安 ) は 世界 を 代表 する 都市 と 4 


化 開 いた 。 東 アジ ア の 国々 も , 唐 に 朝貢 し て 冊封 体制 の も と に 入っ た り . 通 交 を 行っ て , 
唐 を 中 心 と し た 政治 団 ・ 文化 閣 が 形成 され た 。 

。 日 本 か ら の 遺 唐 使 は , 630( 角 明 2 ) 年 の 犬 上 御田 鐘 の 派遣 に 始ま り , 894( 寛 平 6 ) 年 の 
菅 原 道真 (45 ー-903) の 建議 に よる 中 止 に いた る まで , 10 数 回 に わた っ て 唐 に 渡っ た 。 8 世 
編 に は 遺 唐 使 が ほぼ 20 年 に 1 度 の 割合 で 派遣 され. 唐 の 進ん だ 政治 ・ 文化 や 文物 を 伝え る 
役割 を 果たし た 。 遺 唐 使 が も た らし た 文物 は . 。 占 代 日 本 の 国家 体制 や 文化 の 形成 に 大 き な 
影響 を 与え た 。 ま た 唐 の 長安 か ら も . 日 本 の 和 同 開 珠 が 発見 され て いる .。 遺 唐 使 は , 大 使 
> 副 使 以下 , 留学 生 ・ 学 問 代 な どか ら な り , 多い 時 に は 500 人 に も 及ぶ 人 々 が , 4 僅 の 船 
に 分 乗 し て 東シナ海 を 渡っ た 。 し か し , 造船 や 航海 の 技術 は まだ 未 熟 な 段階 で あ 

, 途中 の 海上 で 遭難 する こと が 多かっ た 。 


5 ス と し て は , 初め は 博多 か ら 壱 岐 ・ 対馬 を 経て 朝鮮 半島 の 西岸 治 い に 進 
少 海 湾 経 由 で 山東 半島 に 渡っ て 陸路 長安 に 向かう 「 北 路 」 を と っ た が oe 
交 関 係 が 吉 化 する と, より 施 険 を 伴う も の の , 座 摩 か ら 南 西 諸 鳥 沿い に 東シナ海 を 渡る 
「 南 島 路 」 や . 五島 列島 か ら 直 接 東シナ海 を 渡る 「 番 路 」 に よっ て 長江 河口 を めざし . そこ か 


ら 陸 路 長安 に 向かう コー ス が と られ る よう に な っ た 。 


才 遺 唐 使 の 苦労 732( 天 平 4) 年 に 任 
命 さ れ 翌 年 訂 に 渡っ た 遺 唐 使 の 帰途 は , 苦難 
で あっ た 。 任 を 終え て 734 (天平 6 ) 年 10 月 に 
帰国 する 時 , 長江 河口 を 出発 し た 四 船 は 暴風 
に 適 い 散り 散り と な っ た 。 大 使 の 船 は 同年 11 
月 に 種子 鳥 に 着い た が , 副 使 が 帰着 し て 帰国 
報告 を し た の は 送 れ て 736( 天 平 8 ) 年 8 月 の 
や W こと で あっ た 。 判官 の 平群 広 成 (? 一 753) ら 
(衛生) 3 115 人 が 乗っ た 船 に いた っ て は , 東南 アジ ア 
接 玖 島 (屋久 島 ) 上 に 漂着 し て 兵 に 捕 を られ て 殺さ れ た 
・ 逃亡 し た り , 90 余 人 が 疫病 で 死に 平群 広 
を 上 ( 4 宇 座 王 の も と に 拘 
滑 少 人 留 され た の で ある 。 735( 天 平 7 ) 年 , 唐 か ら 
。 』ommmaee | 帰国 し た 志 容 人 商人 の 船 に 潜り 込ん で 唐 国 に 
円 で や 戻っ た 広 成 ちら は , 玄宗 皇 畜 に 信任 され て いた 
- 中 数字 は 中 合 ) | 阿倍 仲 麻 呂 の と りな し を 得 て , 今度 は 湖 海 国 
cs 経由 で 帰る 許可 を 得 , 天平 10 年 5 月 湖 海 国 に 
いた っ た 。 そ こ で 基 海 王 に 帰国 を 懇 望 し , 湖 


き へ 


( 更 秋 や ) 四 拓 池 届き 


ミコ 


( 玩 厨 ) 陣 涯 
( 玩 迷 ) 馬 ・ 





7 一 9 世紀 の 東 ア ジア と 日 唐 交通 






7 世紀 初め の 618 年 , 階 に か わっ て 中 国 を 統一 し た 唐 (618907) は 。 東 
アジ ア の 広大 な 領域 を 支配 下 に お さめ , 律令 を 軸 と する 充実 し た 国家 
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江 か ら の 遺 日 本 使 の 予定 を 早め て 日 本 に 送り た の は , 739( 天 平 11) 年 10 月 の こと で あっ た 。 
届け て も ら う こと に な っ た 。 し か し , その 船 し か も , 残る 1 船 に つい て は まっ た く 消 息 が 
も 波浪 に 遭っ て 1 船 が 転覆 し , 湖 海 使節 の 大 倒 わ ら な い 。 た また ま 大 使 の 船 で 帰国 で きた 
使 ら 40 人 が 日 本 海 に 沈ん で し まっ た 。 広 成ら 玄 罰 や 吉備 真備 が , その 後 活躍 し た こと と 明 
は よう や く 出 羽 国 に 到着 し , 奈良 の 都 に 戻っ 。 暗 を な す 話 で ある 。 

多く の 犠牲 を 伴い な が ら も , 入 唐 し た 遺 唐 使 た もち は, 唐 の 長安 に お も むい て 先進 的 な 政 
浴 制 度 や イン ド ・ サ ラセン ・ 西 ヨー ロッ パ に まで 及ぶ よう な 周辺 諸 民族 が 集まる 国際 的 な 
化 を 吸収 する こ : と が で きた 。 遺 唐 使 の な か で は , 長期 に わた っ て 唐 で 学 : ん だ 交 倍 促 麻 中 
(698 ? 一 770? )・ ・ 吉備 真備 (695 ー775) ・ ・ 玄 凡 (? 746) ら が 名 高い 。 阿倍 仲 麻 呂 ・ 座 原 清河 は 
帰国 する こと が で き な い まま 云 宗 皇帝 の を 受け て 高官 ( に 上 り , 結局 唐 で 死去 し た 。 無事 
に 帰国 で きた 吉備 真備 や 玄 忠 は , 20 年 近い 在 訂 中 に 得 た 新しい 政治 ・ 軍 事 ・ 文 化 ・ 仏 教 な 
どの 知識 や 文物 を 日 本 に も た らし , 奈良 時 代 の 文化 に 大 き な 影響 を 与え る と と も に , 聖 武 
内 早 に 重用 きれ て 政界 で も 活躍 する こと に な っ た 。 

唐 と 結ん で 676 年 に 朝鮮 半島 を 統一 し た 新 世 と の 間 に も . 多く の 使節 の 往来 が 行わ れ た 。 
町 維人 使 や 遣 新 級 使 が も た らし た 文物 も 無視 で き な い 。 し か し , 唐 と の 軸 典 の 下 で 国力 を 充 
災 さ せ た 新 維 と の 関係 は , 新 維 を 会 属国 と し て 扱 お うと する 日 本 と の 間 で 時 に 緊張 が 生じ 
た 。 唐 に 安 禄 山 ・ 喝 思 明 の 乱 (755 763) が お き て 東 ア ジア に 波乱 が 及ぶ と , 時 の 権力 者 藤 
原 神 訂正 (706760 は 国内 の 練 を も は か っ て 新 和 侵 攻 を 計画 する に いた っ た が . 実現 し 
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族 た ちの 大 規模 な 邸宅 が 並び , 遠く に は 下級 官 人 た ちの 





で も 水分 の 多い 所 に 遺存 し て 残っ て お り , 平城 京 跡 を は 
じ め , 大 宰 府 跡 や 多 質 城跡 な どの 各地 の 古代 官 衛 遣 跡 な 
どか ら , これ まで に 20 万 点 近 くに の ぼる 木簡 が 出土 し て 
いる 。 内容 は , 役所 や 官 人 が 出し た 公文 書 ・ 書 状 な どの 
文書 。 諸国 か ら 都 に 送る 頁 進 物 に 付け られ た 荷札 , 文字 
習得 の た め に 練習 し た 習 書 ・ 落 書 な ど に 分 類 さ れる 。 文 
書か ら は 中 央 ・ 地 方 の 行政 実務 。 荷札 か ら は 中 央 国家 を 
文 え た 財政 シス テム , 習 書 か ら は 文字 文化 の 普及 度 な ど 
に つづ いて, それぞれ 当時 の 実態 が うか が え , 古代 国家 の 
で 編 華 され た 文献 史料 と は 異な る 当時 の 行政 ・ 生 活 木簡 
めぐ る 生 の 史料 と し て , 日 本 古代 史 の 重要 な 史料 と な 


つ っ & 


【 長 屋 王 邸宅 と 長屋 王家 木簡 】 平城 京 左京 三条 二 坊 の 一 ・ 二 ・ 七 ・ 八 の 四 坪 (6 万 m?) と 

いう 広大 な 敷地 を 占め る 奈良 時 代 前 期 の 買 族 邸宅 跡 が , 発掘 調査 に よっ て 明らか に され た 。 
全体 を 築地 土 志 で 囲ま れ た 邸宅 内 は , 掘 立柱 志 に 半 ま れ た な か に 大 規模 な 中 心 建物 が 建つ 

内 施 を 中 心 に , 住居 , 家政 機関 , 雑 舎 ・ 食 庫 な どの 地区 に 区 画 さ れ , 整然 と 建物 群 が 並 ん 

で いた 。 そ し て 恥 内 か ら 出 土 し た 3 万 5000 点 に の ぼる 大 量 の 木簡 か ら , 奈良 時 代 前 期 の 皇 

族 政治 家 , 長屋 王 が ここ に 住ん で いた こと が わか っ た 。 長 屋 王 の 変 (729 年 ) で 長屋 王 が 死 
ぬ と 邸宅 は 転用 きれ て いく が , 長屋 王家 木簡 に よっ て , 王家 の 日 常 生活 や 家政 機関 の 運営 . 
そこ に 働く 多 職 種 の 人 々 , 王家 を 支え た 経済 的 基盤 な どの 実 惑 を 生き 生き と 知る こと が で 

き , 研究 が 進め られ て いる 


【 長 屋 王 邸 の 生活 】 長屋 王 に つい て の 文献 史料 や 長屋 王家 木 和信 に よっ て , 王 た ち 上 級 貴族 
の 生活 の 様子 が 岳 間 みえ - て くる 。 住 生活 に つい て は , 平城 京 左京 三条 = 示 の 長 旦 認 宅 の 


平城 京 の 景観 






長 参 陰 
小 規模 で 簡素 な 住宅 が 占 地 し て いた こと が わか っ た 。 都 ー 回 了 
の 左京 ・ 右京 に は 東西 の 官営 の 市 が 設け られ 。 地方 か ら 居 移 
澤 ば れ た 租税 な どの 産物 , 役人 に 禄 と し て 支給 され た 布 Pd 部 大 
や 系 な ど や , 都 の 造営 に 設 われ た 人 々 に 文 給 さ れ た 銭 な 了 寮 
ど が ここ で 交換 され , 東西 の 市 司 が これ を 監督 し た 。 坦 部 だ 
【 木 簡 】 木簡 は 木 の 札 に 文字 を 黒 書 し た も の で , 古代 に 人 旬 
は 紙 の 文書 と 並ぶ 一 般 的 な 情報 伝達 手段 で あっ た 。 地 中 5 有 
月 依 

料 

御 

党 

佐 

米 

半 

割 
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な いま ま に 終 わっ た 。 奈 良 時 代 後半 以降 . 新 維 と の 国交 は 消極 化す る が , 民間 の 商人 た ち 
の 往来 は な お 少な く な の の 

ま 7s、、 が 3 年 衝 族 な と を 中 : 心 に 中 国東 北部 に 建国 し た 湖 海 と の 間 に も , 想 密 な 使節 の 
住 来 が 行わ れ た 。 高 句 豚 の 末 商 と 称す る 光 海 は , 唐 ・ 新 竣 と の 対抗 関係 か ら 727 ( 神 亀 4 ) 
年 に 日 本 に 使節 を 派遣 し て 国交 を 求め て きた 。 日 本 に も 新 級 と の 対抗 関係 が 清 海 と 
の 間 に は 友好 的 な 外交 関 係 が 続い 7 こ c 潤 海 か ら 日 本 海 を 越え を る ルー ト と し て 出羽 な ど 
へ の 北方 経由 の 海路 , 能登 ・ 敦賀 な どの 北陸 地方 へ の 海路 や , 誠二 南下 す 

る 西日本 地方 へ の 海路 が 知ら れる 。 = つ 月 本 の 利和 が 村 所 され た り 、 


日 本 で も 日 本 海 沿岸 で 療 海 系 の 北方 文化 の 遺物 が 出土 する な ど , 交流 の 痕跡 が 知ら れ て い 
る 。 


Pe 7 世紀 初め 以来, 部 は 奈良 盆地 南部 の 飛島 ・ 膝 原 の 地 

に 営ま れ て きた が , 710( (和銅 3 ) 年 、 元 明 天 皇 ( 在 位 707 

ー715) の 時 に , 藤原 京 か ら 盆地 北部 の 平 城 京 へ と 林 都 が 行わ れ , 新しい 宮 都 が 営ま れ た 。 
の ち に 出 背 国 の 長岡 【・ 平 安 京 に 居る まで 平城 京 を 都 と し た 時 代 を 奈良 時 代 と いう . 

平城 京 は , 和 能 日 状 に 東 本 南北 に 走る 道路 に よっ て 和束 然 と 街区 が 区 画 さ れ た 、 条 坊 制 

MS 京 は 中 央 を 南北 に 走る 朱雀 大 路 に よっ て 東 の 左 京 と 西 の 右 京 に 分 

けら れ , 部 中 央 に は 宮城 (平城 宮 ) が あっ て , その 内 に は 天皇 の 日 常 生活 の 場 で ある 内 裏 , 


で ん ちょ うと 





政務 ・ Ce 大 極 典 ・ 朝 党 t 院 そし て 二 定 人 省 の 各 官 庁 が 位置 する 官庁 地区 が 発掘 調査 の 成果 で 概観 する 
還 さ れ て いた 。 こと が で きる 。 広 い 邸 内 が , ュー 
京 内 に は , 官 設 の 東西 の 市 や 貴族 ・ 官 ・ 席 民 の 住宅 の ほか , 大 安寺 ・ 薬 師 寺 ・ 元 興 寺 公 的 ・ 儀 礼 的 な 中 心 建物 の 馬 語 gz 拓 


空間 , 主人 た ちの 住居 の あ 
る 私 的 生活 空間 , 家政 を 支 
える 家政 機関 の 空間 多く 
の 職人 ・ 以 人 ら の 職場 と も 
な る 雑 舎 ・ 食 庫 な どの 空間 
に 区 画 き れ て いる こと が 注 
目 さ れる 。『 懐 風 深 』 に は , 長屋 王 邸宅 の 復元 模型 


な どの も と 飛鳥 地方 に あっ た 寺院 が SA 『 殿 や 寺院 が 革 を 誇っ て いた 。 人 
口 は 約 10 万 人 と いわ れる 。 

平城 宮 跡 (奈良 市 ) は 保存 され て 大 規模 な 発掘 調査 が 行わ れ , 宮殿 ・ 官 庁 の 遺構 や 木簡 な 
どの 遺物 が 相 つ いで 発見 され て お り . 占 代 の 宮廷 の 日 常 p 生 河 や それ を 支え た 財政 構造 な ど 
が 明らか に され つつ ある 。 ま た 平城 京 の 発掘 調査 で は . 拓本 ルー 
層 の 都市 生活 の 様相 が 明らか に な りつ つ あ る 。 その 結果 , 宮城 近く の 大 体 五条 以 北 に は 貴 
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左京 三 条 二 坊 と は 別 の 長屋 王 の 佐保 宅 ji で よく 行わ れ た 宴会 の 時 の 漢 辞 が 多く 載っ て いる が 。 
それ に よれ ば . 園 池 や 梅 の 木 の ある 庭園 に 面 し た 建物 で 人 響 宴 が あり ., 楽曲 が 演奏 され 舞 が 
演じ られ る 中 で 美酒 が 振る 舞 わ れ . 外国 使節 を 迎え て 漠 詩 の 贈答 に より 交流 を は か る よう 
な こと も あっ た 。 宴 で は 和歌 も 詠 ま れ て お お り 。 し カ 業 集 』 に は 問 武 天上 が 長屋 王 郎 内 の 建物 
を ほめ た 歌 が み ら れ る 。 食 生活 の 面 で は 。 夏 に 氷室 か ら 水 を 運ば せ て いた こと ゃ . 生乳 を 
連 ば せ , 煮詰め て チー ズ を つく っ て いた こと な か ょ ど が 長屋 王家 木 科 に みえ る 。 ま た 邸 内 で は 。 
馬 の ほ か に 大 や 鶴 な どの 生 き 物 を 飼っ て いた 。 長屋 土 が 公 教 を あつ く < 信仰 し た こ た 大 
般若 経典 600 巻 の 書写 と いう 文化 活動 を 2 度 行 っ た こ と が 今日 に 伝わる 長屋 王 願 経 に 
て 知ら れる ほか , 長屋 王家 木 科 に よっ て , 邸 内 に 僧 尼 が いた こと ゃ . と も 有人 深い 
法 模 人 ・ 帳 師 ・ 絵 師 な どの 職人 た ち が 地内 で 働い て いた こと が 明らか に な か 
中 央 と 地方 を 結ぶ 交通 制度 と し て は , 都 を 中 心 に 蔽 由 か ら 七 道 の 諸国 に 向かう 官 道 が 整 
備 さ れ , 約 16km こ "と に 駅 家 を 設 ほけ る 駅 制 が し か * れ , 役人 が 公用 に 利用 し た 。 地 方 で は . 
駅 店 と 部 れ て 六 条 な ど を 結ぶ (人 中 ) が 交通 体系 の 綱 日 を 相 し た 各地 で , 一 定 の 規格 
の 道幅 (6 一 12m) を も っ て 直線 的 に 伸び る 古代 の 官 道 遺 跡 が 発掘 調査 に より 商 見 され て い 
5 
国 に は 中 央 か ら 派 遣 きれ る 国司 の 統治 拠点 と し て の 国府 が , その 下 の 郡 に は 在 地 衰 族 
で ある 郡司 の 行政 拠点 と な る 郡家 が 地方 の 役所 と し で 営ま れれ た 。 


供 考 ] 国府 ・ 郡 家 伴 令 制 の 了 地 方 制度 と し 里 ( 獅 ) に は 里 ( 卿 ) 長 が お か れ て それ ぞ れ の 領 
て は , 全国 の 国々 が 談 内 (の ちの 大 和 ・ 河 内 」 域 を 管轄 し た - 地方 統治 の た め の 役所 と し て 
・ 和 泉 ・ 山城 ・ 摂津 の 五 哉 内 ) ) と 七道 (東海 道 。 国司 が 拠点 と し た の が 国府 で . 国 庁 ・ 部 門別 
・ 東 山道 ・ 北 陸 道 ・ 山 陰 道 ・ Le 者 海 道 役所 ・ 倉 庫 ・ 国 司 館 な どの 施設 が 集 ま り , 国 
・ 西 海道) に 分 けら れ て いた 。 諸 国 は きら に 分 守 も 近く に 営ま れ て 国内 の 政治 的 ・ 経 済 的 
展 里 ( 郷 ) の 地方 行政 組織 に 編成 き ・ 文化 的 そし て 交通 上 の 中 心 と し て 都市 前 欄 
Er 吉 ( 妖 ) は 律 る 『 以 前 の 国造 制 の 「 国 」 を 相 を 呈し た 。 ま た 郡司 が 拠点 と し た 郡家 も . 
継承 し て お り , 国 は 複数 の 郡 を 統括 する 領域 | 郡 店 ・ 部 門別 役所 ・ 倉 庫 ・ 郡 司 館 ・ 駅 家 な ど 
と し て , 里 ( 卿 ) は 戸籍 に 編成 され た 50 戸 を 1 の 施設 が 集まり , 近く に 郡司 氏族 の 氏 寺 も 営 
里 と し て 郡 の 下 に 設定 され た 。 国 に は 中 央 か まれ る な ど 郡 内 の 中 心 で も っ た 。 こ れ ら 国府 
ら 国司 が 派遣 きれ て 国内 統治 に あたり . その ・ 郡家 の 地方 官 術 の 遺跡 が 各 了 地 の 発掘 調査 に 
ト で 者 に は 在 地 豪 族 が 郡司 と し て 任じ られ . より 明らか に な っ て いる 。 
ほほ 誠 世 上 遍 
7 世紀 後半 に は 富 本 銭 が 鋳造 され . - 部 で 利用 きれ た が , 708( 和 手元) 年 , 武蔵 国 か ら 鋼 
が 献上 され る と , 政府 は 元 号 を 和銅 と 改め 。 唐 に な ら つっ て 銭 貨 の 和 同 開 丈 を 笠 造 な 
の 化 も し ば し ば 鋼 銭 が 鋳造 され , 10 世紀 半ば ころ の 乾 元 大 宝 まで 日 本 で は 合計 12 種 類 の 銀 


ロ 


攻 が 殺 造 され た 。 これ を 本 朝 ( 皇 朝 ) 十 二 銭 と 呼ん で いる 。 役 貨 は 宮 『 都 造営 費用 の 支払 い 
な ど に 利用 され , さら に その 計 を は か っ て 半 和 が 委 せら れ た が 京 ・ 談 内 を 中 心 
と し た 地域 の 外 で は , 稲 や 布 な どの 現物 貨幣 に よる 交易 が 広く 行わ れ て いた た め , 銭 貨 の 
流通 は 盛ん に は な ら な か っ た -。 
区 府 は , 鉄製 農具 や 進ん だ 鶴 流 技 術 を 用 いて 耕 地 の 拡 大 に つと め た り , 周防 の 
内 の 金 な どの 抜 資 光 の も 進め た 。 ま た 半 や 設 物 の 打者 を 季 方 派遣 し て 人 
方 で の 生産 を 促し , 租税 の た め の 各 地 で の 特産 品 生 産 が 進ん だ 。 


侍 令 に よる 中 央 集権 的 な 国家 体制 が 実現 し た こと に よ り , 充実 し た 力 を も っ た 中 央 の 政 








| ( 史 年 通宝 760( 天 平 室 字 弄 
| 則 時 に た F 正 宝 【 銀 鐵 ) と 開基 勝 宝 【 移 開 」 も 発行 
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名 称 
(ji) 和 同 開 区 708( 和 鋼 1) 刀 ・ 魚 


リ 神功 開 室 藤 . rh 【 夫 * 平 : 裕 護 1! 
際 : 平 永 宝 796( 邊 礎 15! 
【 衣 仁寿 神宝 818( 選 9) 


随 和 和 だ i 玉 。 835【( 亭 和 ?」 
長 年 大 宝 848( 鼻 祥 1) 
供 締 神 3 EE 859( 貞 観 1) 
不 内 kk 870( 貞 観 18 

890( 定 平 2) 


生き gO7( 如 了 」 
] 2 g58( 天 値 ) 


2 





本 朝 十 二 録 多賀 城跡 模 弄 ( 東 北 歴史 資料 館 蔵 ) 


殿 は , 支配 領域 の 拡大 に も つと め た 。 東 北 で は , 政府 が 帳 夷 と 呼ん だ 在 地 の 人 々 に 対し て 。 
7 世紀 半ば ころ か ら 積 極 的 に 支配 下 に 取り 込む 政策 が 追求 きれ た 。 詩 の 高 1 名 肌 征 討 に 始ま 
る 東 ア ジア の 動乱 の な か で , 大 化 改新 の 直人 後に は 日 本 海 側 を 北上 し て 濾 足 構 新 間 市 付近 ) 
, 盤 舟 欄 ( 新 潟 県 村上 市 付近 ) が 設け られ . つい で 斉明 天皇 の 時 代 に は 阿倍 比羅夫 ( 生 没 年 不 
則 ) が 秋田 や それ 以 北 の 明 夷 と も 関係 を 結ん だ 。 し か し この 時 代 の 政府 の 支配 領域 は . ま 
だ 日 本 海 治 い の 拠点 的 な 範囲 に と ど ま っ て いた 。 
8 世紀 に は ., さら に 政府 の 支配 領域 を 広げ る た め , 帳 夷 に 対す る 往 装 政 策 が 進め られ た 。 
上 本 海 側 に は 出羽 国 が お か れ た の ち 秋 田城 (秋田 市 ) が 築 か れ , 太平 洋 側 に も 多賀 城 (宮城 
旧 多 賀 城市 ) が 築 か れ て , それ ぞ れ 出羽 ・ 隆典 の 政治 と と も に 帳 静 対策 の 換 点 と な っ た 。 
帳 表 に 対す る 政策 は , 帰順 する 里 夷 に は 禄 や 疾 食 を 給 する 窒 給 を 行い , 反抗 する 昌 夷 は 
民有 力 で お きえ つけ る と いう ニ = 面 を も ゃ っ て お り , さら に 玩 を も っ て 夷 を 征 す る と いう 政策 が 
と られ た 。 一 方 , 南 九州 の 隼人 と 呼ば れ た 人 々 の 地域 に 6 大隅 国 が お か れ , 多 複 ( 種 子 島 ) 
「 投 玖 ( (屋久島) を は じ め 陸 南 諸 司 の 遇 生々 も 政府 と の 交易 下 に 入る こと に な っ た 。 
" SR 9 量 族 や 申 央 の 有力 彰 族 た っ の 人 
(W59 一 720) を 中 心 に 律令 制度 の 確立 が は か られ た 。 EE 間 か ゃ が て 藤原 氏 が 政界 に 進出 す 
る に 伴い , 紛 力 が 後退 し て ゆく 大 伴 氏 や 佐伯 氏 な どの 旧来 の 有力 豪族 と の 間 に は きま ざま 
な 省 農 が 生 本 が 
時 位 継承 を めぐ っ て , 座 原 不比 等 は 娘 の 宮子 を 文武 天皇 の 妃 に 入れ て 生ま れ た 皇子 ( 聖 
貝 天 息 ) の 即位 を は か り , 娘 の 光 明子 (7?01 一 760) を も 陳 武 天皇 ( 在 位 724 一 749) の 妃 と し て 
結び つき を 築い た 。 不比 等 の 子 の 武 用 麻 (680 一 737) ・ 房 削 
(81 一 737) ・ 宇 合 (694 一 737) ・ 麻 品 (695 一 737) の 4 兄弟 も ,. し だ : い に 政界 に 重き を 占 め る よ 
病休 NN この 4 見 弟 は , それ ぞ れ の ちの 藤原 氏 の 南 家 ・ 北 家 ・ 式 家 ・ 京 * 家 の 
駅 系 の 揚 と な っ た 。720 ( 付 老 4) 生 に 不比 等 が 死ぬ と , 王 申 の 乱 で 活躍 し た 高 市 皇子 (天武 
天上 息 の 早 子 , 654 ? 一 696) ) の 子 の 長屋 王 ( (9ー729) が 政界 の 首班 と な っ た が , 聖 武 天皇 の つぎ 
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の 皇位 弘 承 に 不安 を 感じ た 藤原 4 兄弟 は , の ー 
729( 天 平 元 ) 年 策 護 に よっ て 左大臣 の 長 
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う 専 貢 な 血筋 を も つ 和 皇族 で あり , 藤原 不比 等 
も る 娘 を 王 に 嫁 が せ て いた 。 順調 に 昇進 し て . 
不比 等 が 死ぬ と 政界 の 首班 と な り , 正二 位 左 
大 臣 ま で 昇っ た 。 し か し 729( 天 平 元 ) 年 。 突 
密 告 を 受け て 兵 に 邸宅 を 囲ま れ , 自刃 きせ 
られ た (長屋 王 の 変 )。 同 時 に 吉備 内 親王 及び 
同 内 親王 と の 間 に も うけ た 王子 た ち が 自 殺さ 
せら れ た が , ほか の 関係 者 は ほとん ど 許 され 
て いる 。『 続 日 本 紀 』 で は 密告 を 偽り と も し て 
いる こと か ら , この 事件 は 王 邸 を 囲ん だ 側 の = 
中 心 で あり , 変 後 の 政 界 に 進出 し た 藤原 4 見 うこ と が あっ た 。 変 の 直後 , 武 割 麻 呂 は 大 納 
基 (武智 麻 品 ・ 房 前 ・ 宇 合 ・ 麻 呂 ) に より 仕組 2 そし て 光明 子 は 聖 武 天皇 の 皇后 と 』 
まれ た 事件 で あっ た と 考え られ て いる 。 事件 , 訂 原 氏 は 大 き な 権 威 を 獲得 し た の だ っ 
の 背景 と し て は , 聖 武 天 畠 と 藤原 光明 子 の 間 人 律令 で は 皇族 で ある こと が 条件 』 
に 生ま れ た 親王 が 早 逝 し , 一 方 で 県 夫 養 氏 出 と され で て おり, 天皇 な : き あと に 臨時 に 頼政 し 
身 の 夫 人 に 聖 武 の 親王 が 生ま れ た こと か ら , た り , 女帝 と し て の 即位 も あり 得 て . また 皇 』 
つき の 旦 位 継承 を めぐ っ て 藤原 氏 に 危機 感 が 」 位 継 承 へ の 発言 権 を も て る 立場 で も あっ た の で 』 
生じ た こと , それ に 対応 し て 交 明 子 を 皇后 に | ある 。 
立て よう と する と 長屋 王 が 卵 魔 に な る と い 
こう し て 長屋 王 に か わっ て , 新た に 大 納 言 と な っ た 武智 麻 呂 ら 藤 原 4 兄弟 が 区 明 旦 后 を 
押し 立て て 力 を ふる う 時 代 が きた 。 し か し , 737( 天 平 9) 年 に 九州 か ら 全 国 に 広がっ て 流 
時 天然 論 に 由 r 宙 5 藤原 4 元 剃 は あい つい で 死去 し , 藤原 氏 の 勢力 は 一 時 後退 し た 。 
た ち 
その 人 後 。 皇族 出身 の 橘 請 兄 (684-757) が 政権 を 握り 新しい 知識 を 身 に つけ て 唐 か ら | 
帰国 し た 玄 中 や 吉備 真備 が , 聖 武 天皇 の 信任 を 得 て 政治 に 活躍 し た 。 一 方 で 天平 の 時 代 3 
に は 各地 で 人 負 傍 や 疫病 が 続き , 社会 の 動揺 も 広まっ て いっ た 。 740( 天 平 12) 年 に は , 後退 
し た 藤原 氏 の な か か ら 式 家 宇 合 の 長子 で 大 宰 府 に 赴任 し て いた 藤原 広 画 ( (97ー740) が , 去 』 
* 吉 展 真備 ら の 排除 を 求め て 九州 で 兵 を 動員 し 乱 を お こし た (藤原 広 嗣 の 乱 ) 。 乱 は 中 央 か 
ら 派遣 され た 大 軍 と の 珠 戦 の の ち 鎮圧 され る が , 彰 廷 の 動 所 は お さま ら ず , で れ か ら 数 年 
の 間 、 聖 武 天皇 は 恭 仁 京 ( 京 都 府 山城 郡 加 蔵 町 ) * ・ 難波 京 (大阪 市 ) ・ ・ 紫 香 楽 宮 (滋賀 県 甲賀 
郡 信楽 町 ) な ど に 都 を 転々 と 移す こと に な ぅ た 。 「 
こう し た 政治 情勢 と 社会 的 不安 の も と, 仏教 を あつ づく 信仰 し て いた 聖 武 天 畠 は , 仏 数 の 』 
も も つ 鎮 護国 家 の 思想 に よっ て 国家 の : 平和 と 区 こさ ン と し た 。741 (天平 13) 年 に は 国 』 
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紛 建立 の 語 を 出し , 国 ご と に 国分 寺 
国分 尼寺 を 設け させ る こ Sn 
重 話 を 建て , @ の 秋 骨 人 を 安 革 し 
光 明 最 勝 王 経 な ど 護国 の 経典 を 備え 
きせ , 国分 寺 に は 人 憎 20 人 , 国分 尼寺 に は 
六 I0 人 ずつ を お く こ と と し た 。 国分 寺 ・ 基 
剛 分 尼寺 の 伽藍 造営 は 全国 的 な 大 事業 で | 
め り . すぐ に は 完成 せ すず 。 この の ち 諸 国 
本 ど 地 方 豪族 の 助け を 得 て 国 分 美濃 国分 寺 伽藍 復元 模型 (大 垣 市 歴史 民俗 資料 館 蔵 
還 ・ 国 分 尼寺 の 造営 = 事業 が 続い た 。 

らい で 76(K 平 1) 年 に は 大 補 の が 出さ れ た 。 信 に よる 天下 の 害 を 瞳 う な か 
民 。 聖 武 天 阜 は 「 天 下 の 富 『 を 有 つ 者 は 騰 な り , 天下 の 勢 を 有 つ 者 も 騰 な り 。 こ の 富 勢 を 以 
W こ の 尊像 を 造る 」 と いい つつ , 一 枝 の 草 , 一 把 の 土 を も っ て 造像 に 参加 する こと を 人 々 
に 呼び か け て いる 。745 (天平 17) 年 に 再び 平城 京 に も どる と , 紫 香 楽 宮 で 企画 きれ た 造 仏 
氷 も 奈良 に 移さ れ , 大 仏 造 立 に は 結局 10 年 の 歳 月 を 要 し た 。 里 武 天 呈 の 娘 で 量 位 を 継い 
ず 謙 天皇 ( 在 位 749 一 758) の 時 代 の 752( 天 平 磨 3 53 4 ) 年 に , 高き 5 丈 3 尽 5 寸 ( 約 16. Im) の 

大 寺 大 仏 が よう や く 先 成 し , 刻 大 な 開眼 供養 の 儀式 が 行わ れ た 。 こ の 儀式 は , 聖 武大 
| 大 曲 ・ 光 明香 太后 ・ 孝 謙 天皇 が 臨み 。 文武 百 官 や インド ・ 中 国 か ら 渡来 し た 僧 を は じ 
双 僧 1 万 人 が 参列 する 盛 仙 で あっ た 。 に 

音 謙 天 阜 の 時 代 は 。 光明 皇 太 后 の 権威 と 結び つい て 武 澤 麻 呂 の 子 藤原 仲 呂 (706 一 


重り 全 で 1 二 6 尽 三 約 4.8m, 座像 で は その 半分 の 8 尽 三 約 2.4m の 像 。 
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oe 合 齢 の 諾 大 臣 詳 兄 は 伸 麻 器 に よっ て 引退 に 追い 込ま れ , 
諸 見 の 子 奈良 麻 員 (721? 757) は , 仲 麻 皮 の 専 権 に 対立 する 皇族 や 大 伴 氏 ・ 佐伯 氏 ら の 
を 合わ せ て 仲 麻 呂 を 便 そ うと する が , 757 (天平 室 字 元 ) 年 。 逆 に 先制 きれ て 奈良 麻 品 ら は 
厳し い 取り 調べ を 受け 殺さ れ て し まう ( 橘 奈良 麻 呂 の 乱 ) 。 758( 天 半 宝 E 子 2) 年, 仲 麻 品 
に よっ て 擁立 され た 光 仁 天 旦 ( 在 位 758764) が 即位 する 。 仲 麻 呂 は 恵美 押 勝 の 名 を 賜わり 。 
破格 の 待遇 を 得 て , 翌年 に は 大 師 ( 太 政 大 臣 ) の 地位 に 具 り つめ る 。 権力 を 掌握 し た 押 勝 は 
子 や 近親 を 昇任 させ る が , 條 ろ 居 で あっ た 光明 大 司 が 死 ま する と 。 孤立 化し て いっ た 。 
孝 謙太 上 天皇 が 道鏡 (? 772) を 補 愛す る よ うに な り , 淳 仁 天 畠 と 対立 する と , 押 勝 は 危 
機 感 を つの ら せ , つい に 764 (天平 室 字 8) 年 に 兵 を あげ た 。 し か し 孝 謙 太 上 天皇 側 の 迅速 
な 対応 に よっ て 緒戦 に 敗れ . 地盤 で ある 近江 か ら 越 前 に 逃れ よう と し た が 果たせ ず , つい 
に 殺さ れ た (恵美 押 勝 の 乱 く 藤 原 伸 麻 中 の 乱 >) 。 その後, 淳 仁 天 皇 は 皇位 を 廃 され て 淡路 に 
流さ れ , 孝 謙太 . 上 天 旦 が 再び 即位 し て 称 徳 天 皇 ( 在 位 764 一 770) と な っ た 。 
【 道 鏡 】 道鏡 は , 河内 国 の 紀 削 連 氏 出 身 で , サン スク リッ ト の 経典 研究 を 行い , 修行 に 
打ち 込ん だ の ち , 宮中 の 内 道 場 に 入り 禅師 と な っ た 。 761( 天 平 宝 字 5 ) 年 に 孝 謙太 上 天皇 
の 看 病 に 成果 を あげ て その 箇 愛 を 得る に いた り 。 それ が 原因 と な っ て 764 年 車 美 押 勝 の 乱 
が お こっ た 。 恵美 押 勝 を 倒し て 再 即 位 し た 称 徳 天皇 の 代 に な る と , 道鏡 は 天皇 の 信任 を 受 
け , 765( 天 平 神護 元 ) 年 に は 太 政 大 臣 禅師 , 翌年 きら に 法王 と な っ て 天皇 に 准 ず る 待遇 を 
受け , 権力 を 握り 仏教 政治 に 腕 を ふる っ た 。 こ の 時 期 に は 西大寺 の 造営 な ど 造 寺 ・ 造 仏 が 
- よく 行わ れ た 。769( 神 護 景 宏 3 ) 年 に は 称 徳 天 皇 の 意向 も 受け て つい に 道鏡 を 皇位 に つ 
け よ うと する 事件 まで お こっ た 。 九州 の 宇佐 八幡 神 が 「 道 鏡 を 皇位 に つけ た : ら 天下 は 太平 
と な る 」 と 告げ た と いう 道鏡 即位 へ の 動き は , 神意 を 開く 使い と な っ た 和 気 清 麻 呂 (733 一 
799) の 道鏡 即位 に 反対 する 報告 に よっ て 挫折 し た 。 清 麻 呂 の 背景 に は 藤原 式 家 の 藤 原 百川 
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半 葉 県 村上 遺跡 復元 模型 (国立 礎 陸 
中 民俗 博物 館 蔵 ) 東国 の 丘陵 上 
に 常 ま れ た 8 世紀 ご ろ の 村落 遺跡 
の 物 元 。 当 時 , 東国 で は 堅 穴 式 住 
層 が 基本 で , 堅 穴 式 住居 数 棟 に 倉 
庫 な どの 撮 立 柱 建 物 1 一 2 棟 と 井 
月 な どか ら な る 単位 が 多数 集合 し 
村落 が 構成 きれ て いた 。 こ うし 
た 装 落 内 に 簡素 な 仏堂 建物 が あっ 
た 例 も み ら れ る 。 





そし て 調 
' 唐 な どの 租税 や それ ら 貢 進物 を 都 まで 運ぶ 運 脚 な 本 は 920 チー そ 


収 稚 の 5 分 の 1 を 地 子 と し て 納め た 。 し か し , 農民 に は 兵役 や 雑 値 な どの 労 位 


細 さ れ や すい 引 時 の 諾 業 技術 
郡司 ら に よ る 勧 農政 策 が 


の 生活 は 楽 で は な か っ た 。 さらに , 天候 不順 や 虫害 な ど に 業 
の 段階 で は , 容易 に 負 伴 が お こり , 共同 体 的 な の 
あぁ っ て も , な お 不安 定 な 生活 を 強い られ た だ @。 

- 方 で , 着実 な 生産 は 続け られ た が , 農民 の な か に は 滞 裕 に な る 者 と 貧困 化し て いく 者 
の 別 が 生じ た 。 困 徐 し た 農民 の な か に は , 口分田 を 捨て 戸籍 に 登録 され た 本 矯 地 を 離れ て 
他国 に 浮浪 し た り , 都 の 造営 工事 の 現場 か ら 逃 亡 し た り し て , 律令 制 の 支配 下 か ら 逃 れ 地 
方 音 族 な どの も と に 身 を 寄せ る 者 も 増え た 。 ま た 有力 農民 の な か に も , 党 汎 し た り 勝 手 に 
僧 傾 と な っ た り (私 度 僧 ) 買 族 の 配下 に 和信 る な ど し て , 租税 負担 を 逃れ よう と する 者 が あ 
xy た 。 こ うし て 8 世紀 後半 に は , 調 ・ 唐 の 納期 遅れ , 品質 の 悪化 や 未 進 が 増え , 兵士 の 弱 


な 


(732 一 799) ら 道 鏡 に 反対 する 貴族 た ちの 動き が 存在 し た 。 
770( 宝 亀元 ) 年 に 称 徳 天皇 が 死去 する と , 女帝 の 親 任 以外 に 政治 的 基盤 を も た ヵ 


な か っ た 
道鏡 の 立場 は 暗転 する 。 皇位 後継 者 を 定め な か っ た 女帝 の 後に は , 朋 原 百川 ら 


が 中 心 と な 


体 化 が 進む な ど , 国家 の 財政 ・ 軍 事 に 大 き な 影 響 を 与え を る よう に ゐ 4 


人 口 増 加 に 対す る 口分田 の 不足 も あっ て , 政府 は 積極 的 に 耕作 地 の 拡大 を は か り , 722 
( 吉 6 ) 年 に は 百 万 町 歩 の 時 主計 画 を 立て だ 。 こ の で ーー 農民 に 食料 ・ 道 具 を 支給 し , 


り , それ まで 続い た 天武 天皇 系 の 皇統 に か わっ て , 天 和 天皇 の 子 施 基 皇 子 (?ー716) の 子 で せ 限 帳 は . 倍 * 位 四 は に し 坊 渡り 商 の に 営 か く 多 
ある 光 仁 天皇 ( 在 位 770-781) を 即位 させ る こと に な っ た 。 道鏡 は 下野 楽師 寺 の 別当 と し て の を ホ 。 『 < 』 は 上 - る に で < 天 由 括 に に は y 
追放 され , 772( 宝 亀 3 ) 年 , 同 地 で 死去 し た 。 ま た 大 隅 に 配 さ れ て いた 和 気 清 麻 呂 は 呼び ませ : 過 十 領 庶 町 び 町 取 世 と り 展 と ト 時 NH 
も ど さ れ た 。 光 仁 天 皇 の 時 代 は , 道鏡 時 代 の 仏教 政治 で 混乱 し た 律令 政治 と 国家 財政 の 再 EEO 多 る の 大仁 一 英 身 今 い 汗 く 到 氷 せん ば 其 に 田家 一 
建 が 追求 さき れる こと に な っ た 。 情 る 了 少 位 は れ を ょ 度 る の 中 年 ん の ト る 勧 * 池 上 
2 ーー gr 領 巳 三 S 論 り “ < 9 某 め 冠 ぷ 
新しい 土地 政策 健 令 政治 が 展開 し た 8 世紀 に は , 基礎 的 な 産業 で ある 諾 9 きっ の 先 @ ま 下 理 び 其 ず 以 合金 は ン 肝 こと し ヒ 光 た 1 
ーー | に 基 あ が みれ 大和 りか いっ を う 人 し た は 人 き 東 あがい 
農民 の 生活 面 で は , それ まで の 臣 穴 住居 に か わっ て 平地 式 の 据 立 桂 の 住居 が 西日本 か は 間 す 証 下 名 画 の 押 作ら も 全 介 子 を mo 
らし だ い に 普 及 し て いっ た 。 当時 の 家族 の あり 方 は 今日 と 違い , 結婚 は は じ め 男 が 女 の 家 証人 柱 絡 )、 い は は 百 一 く あゆ 開 飲 年 罰 に を い 造 者 
に 通う 形 の 婚 如 ( 妻 間 婚 ) に 始ま り , 夫婦 は いずれ か の 父母 の も と で 生活 し , や が て みず か 原因 な 主 介 王 王 具 人 半 語 る くる gs と 原生 ひい のみ 百 
ら の 家 を も つこ と に な っ た 。 女性 は 結婚 し て も 氏 姓 を 改め ず , また 自分 自身 の 財産 を も っ ーー 匠 信 と ゆ 郡 町 町 三 び 各 対地 居 で 日 識 ば て 開 を 請 引 
て いた 。 律令 で は 中 国 の 家父 長 制 的 な な 6 部 身 に 到 ・ 司 、 品 一 と 復 き 信 に く ご 三 撃 開 ゅ ふ 潮 
に 家父 長 制 的 な 家族 制度 に な ら っ て 父系 の 相続 を 重んじ た が , 一 般 の ま 屋 の 主 に 初 * 五 ・ 位 く 為 * た s 佐 其 世 を 開 * ら く 


民 の 家族 で は 子供 の 基 育 な ど に 三 の 発言 力 は 独 か っ た 。 


人 


農民 は , 国家 か ら 与 えら れ た 口分田 を 粧 作 する ほか 


口分田 以外 の タ の 田 ( 乗 田 ) や き 
・ 買 族 の 土地 を 借り て 耕作 し た 。 これ を 賃 邊 と いい . 


原則 と し て 1 年 の 間 土 地 を 借り , 












で ま の え の お ( ち 
『 亡 葉 集 』 に みえ る 山上 憶 良 (660 一 733? ) の 当 
= の 共 成 か ら つ くら れ た 作品 と いえ る 。 


k(p.84) は 。 





そう し た 農民 た ちの 処 乏 生活 


東大 寺 人 人 田 還 (正人) 759 (天平 補 氷 年 私 財 法 が 出さ れ た 。 今度 は みず か ら 開 到 し 
字 3 ) 年 に つく られ た 越前 国 足 羽 郡 (福井 市 ) の 東 た 田 の 私 有 を 永代 に わた っ て 保障 する も の で , 懇 


大 寺領 養 置 荘 の 開田 図 。 絵 図 の 山 や 条 里 制 水田 の 田 の 面積 に は 一 中 + の 親王 や - y の 
様子 は , 現地 に そっ くり 地形 が 残る 。 0 1 四 話 で 500 町 , 
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10 日 間 開 毅 に 従事 させ て 良 田 を 開 こ うと し た も の | 
で 。 陸奥 を 対象 と し た と する 説 る ある が . い ず 宮 
に せよ 折 万 町 歩 と いう ぼう 大 な 土地 の 開 青 に つい 
て は 。 仙 上 の 空論 に 終わ っ た も の と いえ る 。 統 く 
723( 差 老 7 ) 年 に は , 三世 一 身 法 が 出さ きれ た 。 こ 
の 法 は , 新しく 準 洲 施設 を 設け て 未開 の 地 を 開 姜 
し た 場合 は 三世 ( 子 ・ 攻 ・ 曽 攻 ) に わた り そ の 私 有 
を 認め , 旧来 の 滝 海 施設 を 利用 し て 開 青 し た 場合 
は 本 人 一 代 の 間 私 有 を 認め る と いう も の で , 民間 | 
の 開 暴 に よる 耕地 の 拡大 を は か る も の で あっ た 。 
し か し , 期限 が 近づく と 再び 荒廃 する な ど 不 十 分 
な こと も あっ て , 続く 743( 天 平 15) 年 に は 。 秋田 | 


&【 いね た し ぎ い の ほう 





中 央 集権 的 な 国家 体制 が と と の っ て 国 の 滞 が 中 央 に 集め られ , 皇 
| の 特色 | 族 や 貴族 は この 富 を 背景 に 華やか な 生活 を 享受 し た 。 こ うし て 奈 
員 時 代 に は , 平城 京 を 中 心 と し て 高度 な 貴族 文化 が 花開い た 。 こ の 時 代 の 文化 を , 聖 武 天 
Ei 候 唐 使 な ど に よっ て も たら さ 

る 大 国 講 の 進ん だ 文化 を 重んじ た か ら , 天平 文化 は , 盛 証 の 文化 に 強く 影響 を 受け た , 
生ま タネ また , 国家 仏教 の 影響 も 強く , 寺院 を 中 心 と し た 
仏教 文化 が 盛ん で あっ た こと も 大 き な 特 色 で ある 。 古代 の 文化 遺産 で ある 建造 物 や 美術 工 
放 品 が , 正 倉 院 も 含め て 多く 都 の 大 寺院 に 伝え られ て いる こと は 注目 され る 。 た だ し , こ 
) し た 文化 を と くに 享受 で きた の は 天皇 ・ 貴 族 た ち 為 政 者 や ーー 部 の 僧 億 など 限 られ た 階層 
の 人 ん 々 で も あっ た 。 


ーー 律令 国家 が 形成 され る 過程 で 朝 延 の な か で 高まっ て いっ た 国家 意 . 
識 を 反映 し て , 朝廷 に よる 統治 の 正当 性 や 国家 の 形成 ・ 発 展 の 来 
二 品 の 親王 や 二 位 の 貴族 で 400 町 か ら 初 位 以下 庶 左 を 明示 する こ と を 目的 と し て 。 国史 の 編 筐 が 行わ れる よう に な っ た 。 天武 天皇 の 時 代 に 
民 の 場合 の 10 町 に いた る まで , 身分 に よる 階層 的 な 制限 が 設け られ て いた @。 始め られ た 国史 編集 事業 は , 奈良 時 代 に 入っ て 実 を 結び , 「 古 事 記 」「 日 本 書 紀 」 と し て 完成 
胡 田 永年 私 財 法 は , 古来 耕作 る され て いな か っ た 土地 を 水田 化す る 開 事 行為 を 政府 の 管理 し た 。 712( 和 狂 5 ) 年 に で きた 『 古 事 記 』 は , 古く か ら 宮廷 に 伝わる 「 帝 紀 」「 旧 辞 」 を も と に 
下 に お き , 田地 を 増大 する こと に よっ て 政府 の 支配 を 強め る と いう 積極 的 な 意味 を も っ て 武大 香 が 竹田 阿 礼 G54? 一 ? ) に 読み な ら わせ た 内 容 を 大 方 但 (? 723) が 筆 録 し た も 
いた 。 そ し て , これ に 応じ て 浮浪 人 な ど 多 く の 労働 力 を 編成 し て 港 渡 施設 を つく り . 原野 の で , 3 巻 か ら な る 。 天 地 創 造 。 日 本 の 国生 み を は じ め と し て , 天 導 降 臨 , 神武 天皇 の 東 
を 開 昌 で きる 力 を も っ た 貴族 ・ 大 寺院 や 地方 豪族 た ち に よる 開発 が 進ん だ 。 東 大 寺 な どの 信昌 本 臣 坦 の 地方 征討 な どの 神話 ・ 伝承 か ら 推古 天皇 に いた る まで の 物語 を 、 天星 
大 寺院 は , 広大 な 原野 を 独占 し , 国司 や 郡司 の 協力 を 得 て . 付近 の 農民 や 浮浪 人 ら を 使っ を 中 心 に 構成 し た も の で ある 。 従来 口頭 で 行わ ん て いた 日 本 語 を 漢字 の 音 や 訓 を 用 いな が 
て 大 規模 な 開 青 を 行っ た 。 これ を 初期 園 と いい . 現地 に は 経営 拠点 の 曹 所 や 収穫 を 納 ら 表 i 記す る こと に , 多く の 苦心 が は ら わ れ て いる 。720( 養 老 4 ) 年 に で きた 『 日 本 書 紀 』 は ば, 
め る 倉庫 が お か れ た 。 し か し 初期 荘園 は , の ちの 曹 園 と は 異な っ て 中 央 や 国司 ・ 郡 司 な ど 春 人 親王 (676735) を 代表 と し て 中 国 の 歴史 書 の 体 炉 に な ら っ て 編集 され た も の で , 漢文 
の 行政 組織 に 依存 し て 営ま れ た も の が 多く , 9 世紀 以降 に 律令 制 的 な 行政 組織 が 変質 する に より 編 年 体 で 書か れ て いる 。30 巻 か ら な り , 神話 ・ 伝 承 を 含め て 神代 か ら 持 統 天 塁 に い 
こと も に , その 大 部 分 が 詞 退 し た 。 た る まで の 歴史 を 天皇 を 中 心 に 記し て いる 。 な か に は 中 国 の 古典 や 編 筐 時 点 の 法令 に よっ 
て 娘 章 を 修飾 し た 部 分 も あり , 古代 史 の 実像 を 明らか に する た め に は 十分 な 喝 料 批判 が 必 
店 と な る が , 古代 史 研 究 の 材料 を 提供 する 仁 重 な 史料 と し て 位置 づけ られ る 。 
な お, uri 
則 が れ , 合わ せ て 計 6 つの 漢文 正史 が 編集 され た 。 こ れ ら を 総称 し て 「 六 国史 」 と いう @。 





oe 本 書 紀 』 の ほか , 
『 統 日本 紀 」「 日 本 後 紀 』 「 


・[ 語 1 際 時 本 1 

『 紙 日 本 化 紀 』「 日 本 文徳 天 店 事 記 、 | 神代 一 差 (ー628 

軸 央 録 」 日 本 三代 実録 」 の | 下 著 紀 神代 一 持 統一 697) 
と 続 日 本 紀 K | 文武 一 柱 武 (697 一 791) 


9 りつ を 指す 。 日 本 後 紀 | 個 内 一 学 和 (792 一 833) 
続 日 本 後記 人 明 (R&R33 一 50) 
日 朽 徳 天 牌 実録 史 | 文徳 (850 一 ー858) 
日 夫 三 代 実 録 ! 清和 一 ー 光 考 (858 一 887) 


修 史 事 業 


て 


90822ES3ES お 5 は RT 
@ の ち , 765( 天 平 神護 元 ) 年 に 有力 者 の み に 利 する と し て 開 暴 は 一 時 禁止 きれ た が , 772( 宝 亀 3 ) 年 
に は 再び ぴ 開 則 と その 永代 私 有 が 認め られ た 。 「 
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そう ' 古 事 記 』『 日 本 書 紀 』 の 神話 『 古 事 代 の 天皇 に よる 国家 統治 の 起源 を 説い て それ 
記 』 や ! 日 本 書 紀 』 に み ら れ る 神々 の 物語 は 。 を 正統 化す る 性 格 を も っ て いる 。 批判 的 に 検 
大 地 の は じ ま り か ら 始 まっ て , イザ ナギ ・ イ 対す る こと に よっ て , そう し た 神話 の 中 に 古 


ザ ナ ミ に よる 国生 み , 天久 説話, 大国 主 。 い 時 代 の 要素 を さぐり 。 神話 が その 素材 ・ 応 
の 国 作り と 国 譲り , 天 隊 大 神 の 作 ニ ニギ ノ 形 か ら 国家 的 神話 へ と 編成 され る 過程 を 所 完 
ミコ ト の 高 千 和 守 へ の 降下 ( 天 欠 降 障 ), 海 する 研究 も な され て いる 。 た だ し , 7 世紀 後 

・ 山 幸 説話 神武 (ニニ ギ ノ ミ コト の 係 ) の ヤ 期 一 8 世紀 前 期 に まとめ られ た 『 古 事 記 』『 日 
マト へ の 東征 (神武 東征 ) な どの 話 か ら 構 成 き 本 書 紀 』 に 載る 神話 は , 古代 国家 が みず か ら 
れ て いる 。 こ うし た 神話 は , 律令 制 に 基づく の 起源 を 説明 し た 体系 と し て の 歴史 的 意義 を 
人 人 還 表 が 確立 する 過程 で 編 まれ た も も つも の で あり , 古代 民衆 が 語り 継い だ 多元 
の で あり , 高天原 の 主宰 者 天 照 大 神 の 直系 で 的 な 神々 の 伝承 と の 間 に は へ だ た り が ある と 
ある 神武 天皇 を 初代 と し て 系 譜 を つなげ , 古 み ら れ て いる 。 
歴史 書 と と も に , 713( 和 銅 6 ) 年 に は 諸国 に 対し て 郷土 の 産物 , 

山川 原野 の 名 の 由来 . 占 獲 の 伝承 な どの 生 録 が 命じ られ , 全 

国 的 な 地誌 の 編 繋 が 行わ れ た 。 諸国 か ら 撰 上 され た 「 風 土 記 , が それ で あ 記 現在 二 隊 ・ 
出 実 ・ ・ 播磨 ・ 豊後 ・ 肥前 の 5 カ国 の 『 風 土 記 』 が 伝え られ て いる @。 

また , 奈良 時 代 の 貴族 や 官 人 に は 漢詩 文 を つく る こ と が 教養 と し て 求め られ た が , そう 
し た 背景 の うえ に , 751( 天 平 勝 宝 3 ) 年 に は 現存 最 最 古 の 漢詩 集 『 懐 風 藻 』 が で き て いる 。 7 
世紀 の 天智 天皇 時 代 以 来 , 大 友 旦 子 を は しめ 大 津 了 ・ 長屋 主 ら の 漢詩 作品 を 収め た も の 
で ある 。 漢詩 文 の 文人 と し て は , 淡海 三船 (722 ー785) や 石 上 宅 員 (729 一 eo 
いる 。 石上 宅 貞 ー は 自邸 を 寺 と し , 仏典 以外 の 書物 を も 蔵 する 今日 の 図書 館 の よう な 施設 
お いて 芸 亭 と 名 づけ @, 池間 する 人 々 に 開放 し た と いう 。 

また , 日 本 在 来 の 文学 で ある 和歌 も 天皇 か ら 庶 民 に いた る る まで の 多く の 人 々 に よっ て 広 
く 詠 まれ た が . ' 亡 葉 集 
は , 759( 天 平 室 字 3 ) 年 ま 
で の そう し た 歌 約 4500 首 を 
収録 し た 歌集 で ある 。 宮 廷 
の 有名 歌 人 の も の だ け で な 
s 果 国 の 農民 た ちの > 心 を 
伝え る 東 歌 や 防 人 歌 な ど 
も 採録 され , 心 慌 を 素直 に 


区 いあ げ て 心 に 強く 訴え か ける 歌 が 多く み ら れ る 。 編 者 は 大 伴 家持 (718 一 785) と も いう が 
森 詳 で ある 。 天智 天皇 時 代 ま で の 第 1 期 の 歌 人 と し て は 有 間 企 子 (640- ー658)・ 人 額田 王 , 
続く 平城 遷都 まで の 第 2 期 の 歌 人 と し て は 柿 本 人 麻 器 天平 初 年 こ ろ ま で の 第 3 期 の 環 
人 と し て は 山上 憶 良 ・ 山 部 赤 人 ( 生 没 年 不詳 ) ・: ・ 大 伴 旅人 (665 731) , 淳 仁 朝 に いた る 第 
4 期 の 歌 人 と し て は 大 伴 家持 ・ 大 伴 坂上 郎女 ( 生 没 年 不詳 ) ら が 名 高い 。 

占 代 の 教育 機関 と し て は , 官 更 差 成 の た め に 中 央 に 大 学 。 登れ な 
学者 は 大 学 の 場合 は 五 位 以 上 の 貴族 の 子弟 や 朝廷 に 文筆 で 仕 を て きた 東 ・ の 更 
部 の 子弟 。 また 国学 の 場合 は 郡司 の 子弟 を 優先 と する 限ら れ た 者 で あっ た 。 学 は 呆 
学 を 修了 し , さら に 試験 に 合格 し て よう や く 官 人 と し て 再 仕 す る こ と が で きた が , 一 方 
で 五 位 以 上 の 貴族 の 子 や ニ : 位 以上 の 上 級 貴族 の 子 や 係 た ち に は , 特権 的 に 官 人 コー - ス に 人 
る 藤 位 の 制 が 定め られ て いた 。 大 学 の 教科 は , 「 論 語 」「 孝 経 」 な どの 経書 を 学 \ ぶ 明 経 道 , 
健 令 な どの 法律 を 2 学ぶ 明 法 道 や , 音 ・ 書 ・ 算 な どの 諸 道 が あり , の ち 9 世紀 に は 漢文 ・ 
競 を 的 な 教科 を 含む 紀 伝 道 が 生ま れ , 重視 され た 。 これ ら の ほか に , 陰 隆 ・ 暦 ・ 天 文 ・ 医 ・ 

・ 接 摩 ・ 呪 禁 ・ 楽 な どの 諸 学 : が 陰 陽 察 や 典 楽 寒 な ど に お いて 教授 され た 。 ' 

6 世紀 に 伝来 し , 多 我 氏 や 聖 舘 太子 の 時 代 に 盛ん に な っ た 

仏教 は , 7 世紀 後半 に は 国家 的 な 支援 の も と に 発展 し , 地 

か で も 地方 豪族 の 信仰 を 得 て 数 多く の 寺院 が 営ま れる よう に な っ た 。 宗良 時 代 に は , 仏教 

は 国家 の 保護 を 受け て さら に 大 きく 発展 し た 。 と くに 鎮護 国家 の 思想 は こ の 時 代 の 仏教 の 

1 人 仏教 が 国家 と 緊 に 結び つい て その 支配 を 支え る 宗教 的 育 景 と も 
な っ て いた だ 。 

平城 京 に は 多く の 寺院 の 伽藍 が 建ち な ら び 宮 宮 都 に 董 厳 を 加え た が 。 . その うち 平城 遷都 と 
と も に 飛鳥 ・ 藤原 京 か ら 新 京 に 移さ れ た 大 寺院 と し て 。 楽師 寺 ・ 大 安寺 (も と 大 官 大 寺 )・ 
元興寺 ( (も と 法典 寺 く 飛鳥 寺 〉) が あり , 平城 京 で 建て られ だ 興福 寺 ・ 東 大 寺 ・ 西 大 寺 と , さき 
ら に 京 外 の 法隆寺 を 合わ せ た 7 カ 寺 は の ち に < 南都 大 寺 と 呼ば れ た 。 

こう し た 寺院 に お ける 仏教 研究 は , 三 論 ・ 成 実 ・ 法 相 ・ 倶 谷 ・ 華 厳 ・ 律 の 6 宗 か ら な 

. 南都 太 拓 と 呼ば れる の ちの 款 派 と は 異な る ぎ と 系 を 形成 必 混 3 法相 款 と 華厳 寺 ミ は 名 僧 
3 半 y 法相 款 に は 義 淵 (? 728), その 門下 の 道 藤 (? 744) や 告 基 (668 ー749) ら が 
お り , 華厳 宗 ミ に は 良 借 (689-773) が 出 て 。 は じ め 義 淵 に 法相 を 学ん だ の ち 唐 ・ 新 の 僧 に 
つい て 華厳 を 学び , 東大 寺 建 立 に 活躍 し た 。 ま た , 代休 は 宗教 者 で ある ば か り で な く 当時 
最新 の 文明 を 身 に つけ た 一 流 の 知識 人 で も あっ た か ら 。, 云 罰 の よう に 聖 武 天皇 に 重用 され 
て 政界 で 活躍 し た 僧 も あっ た 。 

日 本 へ の 渡航 に た び た び 失敗 し な が ら も ゃ も 。, つい に 日 本 に 成 律 を 伝え た 唐 の 衝 真 (688 ? 
763) や その 第 子 た ちの 活動 も , 日 本 の 仏教 の 発展 に 寄 与 し た 。 当 時 正式 な 僧 個 と な る に は , 
まず 得度 し て 修行 し 。 の ち に 授 戒 を 受け る こと が 必要 と され た が , 授 戒 の 際 に 重要 な 式 筆 
の あり 方 を 鑑真 に 学ん だ の で ある 。 聖 武大 上 天 旦 ・ 光明 皇 太 后 ・ ・ 孝 謙 天 朱 は , 東大 寺 に 設 
けら れ た 戒壇 に お いて 第 真 か ら 上 を 受け て いる 。 鑑真 は の ち に 唐 招 提 寺 を つく り ,| そこ 
で 死去 し た 。 同 寺 に 伝わる 鑑真 像 ( 乾 深 像 ) は 。 鑑真 生前 の 姿 を 写し た も の と いわ れ , 苦 黄 
を 乗り 越え て 日 本 に 仏教 を 伝え た 高値 の 慈愛 と 気 高 さ を よく 伝え て いる 。 の ち に 遠 除 地 の 
暴 成 者 の た め に , 中 央 の 東大 寺 の 戒壇 に 加え て ., 九州 の 筑紫 観世 音 守 , 東国 の 下野 楽師 寺 
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人 @ この うち ほぼ ほぼ 完全 に 残っ て 
いる の は 『 出 実 国 風土 記 』 の み で 
ある 。 

@ 文人 と し て 名 高い 石上 宅 嗣 
が , 平城 京 の 私 邸 を 阿 関 寺 と 
し , その 一 郭 に 仏教 以外 の 書物 
を 蔵 する 芸 亭 を 設け て , 好 学 の 
人 に 閲覧 させ た も の 。 日 本 の 図 
書館 の 起源 と も いわ れる 。 


さき ば 


ーー 
に ーー ュ 
(Cy 

9.r さ 8 


.『 渡 洪 ご ょ 』) 
(En に コミ ャ ーー て ノノ 思 (r 柱 才 エ 清 必中 詩 
で S 
旭 了 7 臨 
へ ミ き 


ナー る に 2 
の 
叶 末 
の 守 @ 門 へ 旨 計 ぶ 〉 還 | 
ぷ 還 ご や 
本 へ 
を. と 生 
⑤ 事 
の や 
へ 党 


ど コ 
に 


素 注 ③ 湯 活 


> 瀬 A 務 ぶ 園 
ec っ 


| 履 品 十 届 
re ご 
ーー 


( 祝 洪 選 洒 
だ - 
[が 


2 


sT 合 審 學 注 共 なさ へ 4 当 衝 人 ⑨。 古 きのこ ビ 選 生 濯 ③。Www は ロ 


『 8 1 ぶさ = 3 
Ok が Tr 」Y す 人 交 寺 宮下 刀 コ 7 
人 


幅 
こり は こ ゴ か ゴー トー サー さこ < 
へ 革 飼 ご 
(r 
nwS fr 
に ( 代 aU: 
3 て ym 
う 計 
う ③ 肌 寺 
すず 





叶う 
円 の 仙 ご 中 


難破 する 船 と 鑑真 (「 証 征 伝 絵 閑 。) 
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に も ゃ も 葉 壇 が 設け ら れ て 「 本 彰 三 戒 壇 」 と 称 き れ た 。 
人 参考] 鑑真 鑑真 は 688 年 謀 の 長江 河口 近 
く の 揚 州 で 生ま れ , 長安 ・ 洛 陽 で 仏教 を 学び 
| 准 南 に も どっ て 葉 律 を 教え 広 め て 名 を 高め た 
本 を 求め る 昌 本 か ら の 入 唐 僧 栄 数 (:? ? 一 
749) ・ 普 照 ( 生 没 年 不詳 ) ら の 明 請 を 受け て 渡 
績 意 じ た 湊 彼 な ど で モ も 半 害 に 測 
敗 し , みず か ら は 失明 し て し まう 。 し か し 
753 (天平 勝 宝 5) 年 に 遺 唐 使 の 帰国 船 に 乗っ 

て つい に 日 本 に 渡る こと に 成功 し た 。 憶 年 平 
城 京 に 入り , 東大 寺 に 迎え られ た 。 そ の 年 , 
大 仏殿 前 に 戒 増 を 設け て , 聖 武 大 上 天 息 ・ 汗 
明 阜 太后 ・ 孝 謙 天 阜 ほか 多く の 僧 介 ョ が 天 具 か 巣 大 寺 か ら 唐 指 提 寺 へ と 移っ た 。 伝 記 に 淡海 
ら 受 戒 し た 。758( 天 平 室 字 2 ) 年 に 大 和 上 の 三船 が 著 し た 『 計 大和 上 東征 伝 』(779 く 宝亀 10* 
号 を 授け られ , 大 憎 都 の 任 は 解 か れる 。 の もち 年 成立 ) が ある 。 

一 方 で , 仏教 は 律令 に よ ょ っ て 国家 か ら 厳 し く 統 制 を 受け て お り , 一 般 に 僧 介 の 活動 は 寺 
院内 に 限ら ちら れ て いた が な か に は 用 基 の よ う に, 民衆 へ の 布教 と と も に 用 水 施設 や 交通 
路 沿 い に 救済 施設 を つく る な どの 社会 事業 を 行い . は じ め 国 家 の 取 り 締 まり を 受け な が ら 
も 多く の 民衆 に 支持 され た 僧 も いた 。 の ち 行 基 は 大 僧正 に 任じ られ て 大 仏 の 造営 に 協力 
する 。 社会 事業 は 善行 を 積 な こと に より 福徳 を 生 な と いう 仏 孝 思想 と 結び つい て お り , 洲 
昌司 が 拓 京 院 を 机 け て 撤 児 ・ 病 人 を 収容 し, 施 薬院 を 設け て 医療 に あたら せ 

こと も る , そう し た 仏教 信仰 と 関係 し よう 。 

や 4 教 が 日 本 の 社会 に 頒 づ く 過程 で は , 仏教 が 現世 利益 を : 求め る 手段 と きれ た り , 
在 来 の 福 先 信仰 と 結び つい た 追善 供 差 の 阿弥 陀 信仰 が 行わ れ た り し て , 仏 と 神 は 本 来 同一 
で ある と する 神仏 習 合 思 想 が お こっ た 。 こ れ は . 内 中 仙 は KG 村人 人 る 2 
馬 合 に よる 神仏 習合 思想 が お こっ て いた こと に も 影響 を 受け て いる 。 

仏教 に よっ て 国家 の 安定 を は か る 鎮護 国家 思想 は この 時 代 の 国家 仏教 の 特徴 で あり め , 
崇 武 天星 に よる 国分 寺 建 立 や 大 仏 造立 な どの 大 事業 も , その 仏教 信仰 に 基づい て いた 。 朝 | 
廷 に よる 仏教 保護 に より , 大 寺院 は 壮大 な 伽藍 や 広大 な 寺領 を も っ だ た が,。 こ うし た 造営 事 
業 は 国家 財政 に 大 き な 負 担 を か ける も の で も あっ た 。 ま た 政治 と 仏教 が 深く 結び つく こと 
に も な り , 奈良 時 代 末 の 称 徳 天 皇 の 時 代 に は , は ょ っ た 道鏡 が 政権 を 掌 掘 し て 国政 を 
動か し , 天 畠 と と も に 仏教 中 心 の 政治 を 行う よう に な っ た 。 こ うし て 一 方 で 仏教 は 政治 化 
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kak 人 な 提 廷 , 
力強く 国際 的 な 美術 作品 が 軸 族 た ち を 中 心 に 事 受 き 7G。 Ah ろ の 聖 武 天 皇 の 時 
代 に は , と くに 充実 し た 国勢 を 背景 に 多く の 作品 が 生ま れ た こと か ら , その 時 代 の 美術 は 

活 玉 を と っ て 天平 美術 と 称 き され て いる 。 

建築 で は , 奈良 の 寺院 建築 に 念 も な : お 当時 の 表 昔 き の 傘 石 建物 の 次 を 多く みる こ と が 
で き る 。 も と 足 族 の 婦 宅 建物 で あ っ た と いう 法 際 寺 伝法 堂 も と 平城 宮内 の : 典 建築 で あ 
ら た 計 哲 提 寺 講堂 の は か , 寺院 建築 と し て の 東大 寺 法 華 堂 唐 招提 寺 人 金堂 や 法隆寺 東院 
伯 芽 の 中 心 に ある 夢 典 (八角 円 堂 Ms 門 の 東大 寺 転 害 門 や 倉庫 建物 の 正 食 院 宝 『 庫 な ど が 代表 
的 な も の で , いずれ も 営 を 々 と し て 和 整 の と れ た 美しき を も つ 建 造物 で ある 。 

彫刻 で は , 以前 か ら の 金 鋼 数 や 木製 の 仏像 の ほか に , 木 を 芯 と し て 粘土 で 沙 リ 回 め た 論 
像 や , 原型 の 上 に 麻布 を 幾重 に も 漆 で 塗り 固め た 乾 漆 像 (あと で 原形 を 抜 き 取 る ) の 仏像 が 
3 くつ くら れ た 。 天皇 ・ 貴 族 の あつ い 仏 教 信 仰 を 受け て , 表情 豊か で 調和 の と れ た 美しき 

も つ 公 像 が * 数 多く つく られ た 。 六 像 と し て は , 東大 寺 法 華 堂 の 日 光 革 了 像 ・ 月 光 装 隆 像 
人 神像 東大 才 『 壇 院 の 四天王 像 新薬 師 寺 の 十 二 神 将 像 な ど が 知ら れる 。 ピコ た 
葉 漆 像 と と し て は 。 豊福 ぎの 釈 週 圭 大 弟 子 像 や 八 分 乗 像 (その 1 体 が 阿 修 別 ), 東大寺 法 
lO : の 不 空 索 観音 像 . 唐 指 提 ぎの 鑑真 像 な ど と が 知 られ る 。 

和 画 の 作 例 は 少な い が , 正 倉 院 に 伝 評 わ る 島 毛 立 玄 選出 の 樹 ト 美 人 図 や , 楽 師 寺 に 伝 わ 
る 吉 祥 天 像 な ど は , 代表 的 な も の で ある 。 唐 の 影響 が み ら れ る 豊満 で 華 衣 な 筆致 で , 一 
遍 日 本 的 な 感覚 も み ら れ る 。 過去 現在 因果 経 の 写経 の 上 半 部 に み ら れ る 釈 迎 の 一 生 を 描 

いた 絵画 も この 時 代 の も の で あり , の ちの 絵巻 物 の 源流 と も いわ れる 。 

[ 芸 唱 と し て は , 正 倉 院 宝庫 に 伝え られ た 正 倉 院 宝 物 が 名 高い 。 聖 武 太 上 天 旦 の 死後 。 
紫 明 皇 太 后 が 太 上 天皇 の 遺 愛 の 品々 を 東大 寺 に 寄進 し た も の を 中 心 に , 尋 鉛 紫 槽 二 米 琵 
内 な ど , 今日 まで きわ め て よく 保存 きれ た 多数 の 優品 を みる こと が で きる 。 服 飾 ・ ・ 調度 部 
' 楽器 ・ 武 具 な ど 多 様 な 品々 が 含ま れ , また 唐 ば か り で な く , 遠く シル クタ ロー ド を 経た 西 
アジ ア や 南ア ジア の 影 響 を 受け た 品々 が み ら れ , 当時 の 宮 絹延 生活 の 交 化 水 進 の 高 さと その 
剛 際 性 を うか が うこ と が で きる 。 ま た , 称 徳 天 皇 が 恵美 押 勝 の 乱 後に 発 し て つく ら せ た 
I00 万 基 に の ぼる 木造 小 塔 の 百 万 塔 と. その な か に 納 置 きれ た 百 万 塔 陀 雑 尼 も 。 この 時 代 
の すぐ で ぐれ た 工芸 技術 を 示し て いる 。 碧 万 替 能 座 尼 は , 銅版 か 木版 か 説 が わか れ て いる が , 
直人 存 世界 最 古 の 印刷 物 と いわ れ て いる 。 






















麻 漆 

・ 権 力 化 し て いっ た が , 他方 , 内 析 Fe 人 の キャ て , や が て 平安 新 仏教 る 身 「 
の 母体 と な っ て いっ た 。 表 め 
人 (内 3 
M 制 
朋 | 

⑯ 釜 光明 最 勝 王 絆 は この 経 を 受 持 する 国王 を 諸 天 が 擁護 する と いい , 仁王 経 は 帝王 が この 経 を 受 持 木 


し て 道 を 行え ば 万 民 も 国土 も 安泰 に な る と する 。 こ れ に 法華 経 を 合わ せ て , 希 護 国家 の 仏教 経典 と し 
て 護国 三 経 と いわ れる 。 
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Ar コ wm 
哨 1 部 


原 交 ・ 


訓 代 









主 な 美術 作品 










法隆寺 環 殿 ・ 伝 法 党 
東大 寺 法華 堂 ( 三 月 堂 )① 
転 害 門 

正門 院 宝庫 @ 
唐 提 寺 答 堂 ③ 
講堂 












興福 寺 





十 大 天 子 像 間 溢 像 
敗 部 察 像 < 電 諫 了 
一 大寺 法華 堂 不 空 績 索 観 音像 ③④ 
( 連 謙 像 
日 甘 苦 薩 仙 ( 画 像 

月 光 菩 蘭 像 * 聞 像 
執 金剛 神 像 〈 弄 前)⑤ 

葉 増 院 四天王 像 * 刑 人 
唐 拍 提 寺 鑑真 像 < 間 当 像 
















正 訪 院 伺 毛 立 女 情 風 @ 
薬師 寺 吉祥 天 像 
週 去 現在 綻 因果 





第 2 章 律令 国家 の 形成 89 









5 . 平安 初期 の 政治 と 文化 


< 奈良 時 代 後 期 の 政治 的 変動 の な か で , 称 徳 女帝 が 死去 し て 専 権 を ふ 

平安 遷都 る っ た 道 穫 が 追放 され た の ち , 式 家 の 藤 原 百 川 ら の 征 謎 に よっ て . 
それ まで の 天武 天皇 系 の 皇統 に か わっ て 天智 天皇 系 の 特長 王 ( 施 基 皇 子 の 子 ) が * 位 し て 光 
人 に 天香 (大 位 77078) と な っ た 。 は じ め 光 仁 天皇 の 皇后 ・ 皇 太子 に は , 天武 天皇 系 の 血 を 
っ て 加 主 天 委 と 四 演 隊 力 首 (? 76) の 間 の 子 の 潮 内 王 (717775) と その 子 の 徹 戸 
親 圭 (761 一 775) が 立っ た が , その 2 人 も 排除 され て , や が て 光 仁 天星 と 渡来 系 氏族 出身 の 
癌 野 新 演 (? 789) と の 間 に 生ま れ た 山 部 親王 (737 一 806) が 即位 し, 醒 武 天香 ( 在 位 781 一 806) 
と な る 。 山 部 親王 擁立 の 硝 景 に も , 藤原 百川 ら の 力 が あっ た 。 

相武 天皇 は , 光 仁 天皇 が と っ た 行 財政 の 簡素 化 や 公民 の 負担 軽減 な どの 政治 再建 政策 を 
受け 継ぐ と と も に , 新しい 芋 朝 の 基 机 を 固め , それ まで の 仏教 政治 の 弊害 を 断つ 意味 も 和信 
め て . 784( 邊 麻 3 ) 年 に 大 和 の 平城 京 か ら 山 娠 『 国 の 訓 郡 長岡 の 長岡 京 (京都 府 向 日 市 な 
選 ) に 遷都 し た 。 し か し , 新しい 皇統 の 相武 天皇 の 基盤 は は じ め 確 固 と し て お ら っ すず, 遷都 

に 反対 する 勢力 も あっ て , 人 ' 武 天 畠 の 腹心 で 長岡 京 の 造営 を 主導 し て いた 前 原種 継 (737 一 
785、 藤原 百川 の 塊 ) が 暗殺 き れる 事件 が お こっ た 。 こ の 事件 を めぐ っ て 量 太 子 の 早良 親王 
(750 一 785, 相武 天 畠 の 弟 ) や 大 伴 氏 ・ 佐 伯 氏 の 人 々 が 退け られ , 貴族 層 内 の 対立 が 表面 化 
する 一 方 , 相武 天皇 の 母 や 皇后 が 相 つ いで 死去 し た 。 こ の 不幸 が 早良 親王 の 即 圭 に よる 
の MY な か な か 完 E 成 しない 長岡 京 か ら の 再 遷 都 が は か られ , 794( 延 暦 13) 
年 。 ついに 山 背 『 国 葛野 郡 字 太 の 地 ( 京 都市 ) に 新 都 を 造営 し た 。 

外 霊 非 業 の 死 を 遂げ た 人 の 恨み が て その後 疫病 が 流行 する と 旨 圭 が 礼 ら れ て , 

現世 に 決 を な す の が 乱 寺 で , それ を 鎮め 慰め 御 土 信仰 が 広まっ て いっ た 。 の ち 903( 延 癌 
て 災い を 際 こ うと する 信仰 と な る 。 奈良 時 代 3 ) 年 に 党 官 原 道真 が 配流 先 の 大 宰 府 で 死去 す 
備 期 か ら 平 安 時 代 前 期 に か け て の 政和 当 で 倒 き ea 内 裏 へ の 落雷 や 藤原 時 平 (871 一 909) 一 
れ た 人 々 の 多 寺 に よる 災い を 訂 け る た め 族 の 横 死 は その 崇 と され , 道真 が 神格 化 き れ 
863( 貞 観 5) 年 に 平 安 京 の 神泉 苑 で 遇 親王 て 天神 信仰 と な っ た 。 

た ち を 祀っ た の が 御霊 会 の 始ま り で ある 。 

新 都 は 期待 を こめ て 平安 京 と 名 づけ られ , 「 山 背 国 」 も 「 山 城 国 」 と 改め られ た 。 以後 , 
誠 帆 朝 が 鎌倉 に 幕府 を 開く まで , 国政 の 中 心 が 平 客 京 に あっ た 約 400 年 間 を 平安 時 代 と 呼 
ん で いる 。 平安 京 は , 東西 約 4.5km, 南北 約 5.2km の 平城 京 に ほぼ 近い 規模 で , その 人 条 坊 
の 痕跡 は 今 の 京都 の 町 並み ・ 道 路 に 姿 を と ど め て いる 。 4 

人 武 天 皇 は , 長岡 京 そし て 平安 京 へ の 須 都 と と も に 。 東北 地方 の 明 夷 の 支配 に 力 を そそ 
い だ 。 奈良 時 代 以 来 , . 東 北 で は 各地 に お か れ た 城 樽 を 行政 拠点 Ra 東国 な どの 各地 
か ら 移 住 さ せ た 良 民 ( 本 戸 ) に よる 開拓 を 進め る . 方 , 帰順 し た 昌 素 を 各地 に 儲 囚 と し て 
共 住 きせ, 崩 天 の 地 へ の 浸 透 が は か られ て いた 。 so 光 仁 天 の 『 亀 11) 年 , 
帰順 し た 帳 夷 で 郡司 に 任 じ ら れ て いた 伊 治 治 ) 旨 麻 呂 ( 生 没 年 不 誰 ) が 乱 を お こし , 一 時 は 多賀 
硫 を お と し 入れ る と いう 大 規模 な 乱 に 発展 し た 。 こ の の ち , 戦 夷 を 軍事 的 に 制 上 上 する た め ぬ め 
大 軍 が 継続 的 に 送ら れ , 東北 で は 30 雪 年 に わた っ て 戦争 状態 が 続い た 。 
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( 太 北 3 
( ヶ #) 
< 斉明 4 


(和銅 1 ) 
| 抽 ) 
公 ま 。 な ) 
(養老 4 ) 
( 神 亀 1 ) 


(天平 5 ) 
(wi⑳) 


(天平 室 字 8) 
(神護 時 午 1 」 
( 室 欠 5) 
( タ 11) 


( 延 暦 7 ) 
2: 革 
し る 13) 


( * 1 


( * 0) 
( ヶ 21) 
( ヶ 2) 
( 吐 2) 


東北 関係 年 表 


ツー802) の 活躍 に よ り 大 敗 し た 。 つ ぎ は 周到 に 準備 し て , 大 伴 弟 麻 器 (731 一 809) を 征夷 大 


家中 杜 築造 


| 盤 表 梱 築造 


秋田 ・ 淳 代 ・ 津 軽 方 面 に 進 
出 ( 阿 部 比 維 夫 ) 
出羽 郡 設置 , 出羽 構築 造 
里 夷 征討 軍 ( 巨 勢 麻 呂 ら ) 
出羽 国 設 置 。 内 地 百姓 移民 
明 夷 伴 討 軍 ( 多 治 比 県 守ら ) 


暖 夷 の 抵抗 制圧 (藤原 宇 | 


) 。 多 賀 城 築造 ' 
出羽 橋 を 雄物川 河口 に 季 す 
陸 典 ・ 出 羽 の 連絡 路 開 通 

(藤原 麻 呂 ・ 大 野 東 人 ら ) 
桃生 城 築造 。 雄 勝 梱 築造 


全治 城 築造 
明 夷 征討 軍 (大 僚 駿 河 麻 呂 


合 治 芝 麻 品 (上 治 郡 大 領 ) 
の 乱 


| 戦 夷 征 討 軍 ( 紀 古 佐美 ) 


暖 夷 征 討 軍 敗 退 

戦 夷 征討 軍 ( 坂 上 田村 麻 呂 | 
ら ) 

坂上 田 森 品 を 征夷 大 将軍 
に 任命 

戦 夷 征 討 箇 (坂上 田村 麻 呂 ) 


| 胆沢 城 築造 , 鎮守 府 移す 


昌 夷 征討 軍 ( 文 室 綿 麻 品 ) 
[以後 暖 夷 の 内 民 化 進む ] 





きか 想念 を 本 た 還 呈 


使 , 坂 上 田村 麻 呂 (758 一 811) を 副 使 と し て 大 軍 を 送り , 田村 麻 呂 ら の 活躍 に よっ て 成果 
を あげ た 。 訴 上 田村 麻 品 は 797 ( 延 暦 16) 年 に 征夷 大 将軍 と な り , さら に 802( 延 暦 21) 年 に は 
胆沢 の 地 に 胆沢 城 (岩手 県 水沢 市) を 築き , 阿 弓 流 為 を 帰順 きせ て 胆沢 地方 を 制圧 する 。 そ 
し て 鎮守 府 を 多賀 城 か ら 北 の 胆沢 城 に 移し た 。 翌 803( 延 暦 22) 年 に は き ら に 北方 に 志波 城 


(岩手 県 盛岡 市 ) を 策 造 し , 





東北 地方 の 城 搬 


【 暇 夷 】 古代 に 暖 夷 ( エ ミ シ ) と 呼ば れ た の は 。, 東北 地方 
の まだ 中 央 政府 に 帰属 し な い 人 々 を 指し て いる 。 中 天 の 


貴族 た ちか ら 異 民族 視 き れる こと も あっ た が , これ は 唐 
に 准 じ た 小鶴 国 を めざす 中 華 思 想 の 華 夷 観念 か らく る も 
の で , 人 種 的 に 異な る わけ で は な く , また 東北 の 古代 集 


落 遺 跡 の 堅 穴 式 住居 な ども 基本 的 に 東国 の も の と 変わ ら 


な い 。 古代 の 明 夷 (エミ シ ) は , 中 世に 暇 夷 (エゾ ) と 呼ば 


れる よう に な っ た アイ ヌ を 中 心 と し だ た 人々 と は 軸 な る 。 


相武 天皇 は 788( 延 暦 7 年紀 古 佐美 (733 797) ) を 征 東 


9 No キト 
明 夷 勢力 を 制圧 し よう と し た が , 暖 夷 の 族長 同 弓 流 為 


東北 経営 の 前 進 拠 点 と し た 。 こ う し て 北上 川 の 上 流 地域 ま Re 


また 日 本 海 側 で も 米代 川 流域 まで 律令 国家 の 支配 権 が 及ぶ こ と と な っ た 。 の ち 能 央 天 皇 は 
811 (羽仁 2 2 ) 年 文 室 綿 麻 呂 (765- ー823) を 征夷 将軍 と し て 送り , 絶 麻 呂 は 寺 石川 の 侵 浸 を 受 
けた 志波 城 を 移し て , その 南 に 徳 和 城 (岩手 県 矢巾 町 ) を 築い た 。 

し か し , 相武 天皇 が 追求 し た 造 都 と 征夷 の 二 大 政策 は , 国家 財政 や それ を 支え た 民衆 へ 


の 過大 な 負担 を 伴う も の で あっ だ た 。 晩年 の 805( 延 暦 24) 年 , 醒 直 天皇 は 徳政 論争 と 呼ば れ 「 


る 議論 を 裁定 し , 藤原 緒 嗣 (774 一 843) の 「 天 下 の 民 が 苦し むと ころ は 軍事 と 造作 で ある 」 と 
いう 意見 を いれ て , つい に 対 曇 夷 戦 と 平安 京 造 営 の 大 事業 を 打ち 切る こと を 決定 し た 。 
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| 者] 元 鹿 の 乱 その 後 の 878( 元 慶 2 ) 年 を 要求 し た の で あっ た 。 中 央 政府 か ら 出羽 権 
削 羽 国 の 秋田 城下 の 條 内 (帰属 し た 曇 夷 ) た | 守 と し て 派遣 され た 良 更 の 準 高い 衣 原 保 肌 
も が 秋田 城 司 の 暴 政 に 対し て 大 規模 な 乱 を お (825 一 895) は , 鎮守 将軍 小野 春風 ( 生 没 年 不 
に し た 。 秋 田城 が 焼 か れ て 出羽 国司 の 軍勢 で | 謗 ) と と も に 武力 と 説得 を も っ て 対処 し , そ 
は 対応 で き な い 状況 と な っ た 。 昌 夷 の 社会 は の 策 に よっ て よう や く 乱 の 鎮圧 に 成功 し た 。 
M を の 散在 型 で 大 き な 権 力 集 中 の み ら れ な い | 保則 の 伝記 に は , この 乱 の 収束 に より 「 津 軽 

こと が 特徴 と され て いる が , この 乱 で は 米代 。 より 渡島 (北海 道 ) に 至る まで , 雑種 の 夷 人 , 
川治 の 昌 勢 力 が ま と まっ て 行動 」 前 代 に いま だ か つて 帰 付 せ ざる も の , 皆 こ と 
lp 9 し て 雄物川 以 北 を 肖 夷 の 地 と す 流 ご と ご と く 内 属す 」 と 記し て いる 。 


柏 武 天皇 は , 26 年 に 及ぶ 在 位 の うち に 強い 権力 を 確立 し , 長く 左 
大 臣 を お か な いな ど 貴 族 を お きえ な が ら , 積極 的 に 政治 の 改革 を 
纏め た 。 と く に 地方 政治 の 改革 に 力 を 入れ , 奈良 時 代 に 多 増 し て いた 定員 外 の 国司 や 郡司 
を 廃止 し , また 勘 解 由 使 を 設け て , 国司 交替 の 際 の 事務 引継 ぎ を 厳し く 監 督 さ せ た 。 そ し 
1 国司 在任 中 の 租税 徴収 や 官 有 物 の 管理 な ど に 問題 が な い 時 に 新任 国司 か ら 前 任 国司 に 
対し て - 与え られ る 文書 で ある 解 由 状 の 授受 を 厳重 に 審査 きせ た 。 
また , 対外 的 緊張 の ゆる み も あっ て , 東北 の 陸奥 ・ 出羽 や 九州 の 地 を 除い て , 従来 の 兵 
役 に よ る 兵士 の 質 の 低下 な ど で 行 き きま っ て いた 軍団 兵士 を 廃止 し て . 健児 の 制 を 設け た 。 
健 令 に 基づく 軍団 制 は , 正二 3 一 4 人 に 1 人 の 割合 で 兵士 を 徴発 し て 軍団 で 訓練 さき せる も 
の で あっ た が , 農民 に 大 き な 人 負担 と な り 役 立た な いい 状況 と も な っ て いた の で , 郡司 の 子弟 
や 有力 農民 か ら 志 願 に より 少数 精鋭 の 健児 を 採用 し た 。 そ れ は 国 の 大 小 や 軍事 的 必要 に 応 
じ て 国 ご と に 20 一 200 人 まで の 人 数 を 定め て , 60 日 交替 で 国府 の 警備 や 国内 の 治安 維持 に 
あたら せ た も の で ある 。 な 
お , 九州 に は 選 士 1320 人 , 
際 奥 に は 健 士 2000 人 を お い 1 文武 職 挙 は 大 納 言 に 同じ 。 b し 大 納 言 の よう に 大 臣 
て , 同様 に 軍事 力 の 維持 束 不在 の 際 に 職務 の 代行 は で き な い 。 
化 を は か っ て いる 。 一般 農 | 地方 行政 の 監 囚 官 と し て 設置 。798 年 に 対戦 夷 戦 
の た め の 常 設 の 指揮 官 と な る 。 
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民 の 負担 を 埋 減 し な が ら 兵 参 議 公卿 と し て 朝政 に 参 写 し , 中 納 言 に つぐ 重 職 。 
に の 質 の 向上 を は か る 政策 | 内 天 臣 左右 大 臣 が 出仕 し な い 時 , か わっ て 政務 ・ 儀 式 
で あっ た 。 な ど を つか さき どる 。 左右 大 臣 の 次 位 。 
これ ら の 改革 は 。 律令 政 | 征夷 大 将軍 | 対 潜 夷 戦 の た め の 軍 勢 の 臨時 の 最高 指揮 官 。 
勘 解 由 使 国司 交替 の 際 の 不正 や 紛争 を な くす た め に 引き 継 









治 を 当時 の 社会 的 実情 に 合 
せ た 形 で 実行 し よう と する | | 
Ocx7es 02 キー | 
方 で 新しい 宮 都 の 造営 や 東 
北 の 帳 夷 と の 戦い と いう 二 
大 政策 を 遂行 する た め に ぽ 
う 大 な 人 的 ・ 物 的 な 費用 を 
つぎ 込ん で いた た め , 十分 | 道 
な 成果 を あげ る こと は むず 叙 外 官 一 覧 


ぎ 文書 ( 解 由 状 ) を 審査 し 監督 し た 。 
楽 子 の 変 (810) の 際 , 藤原 冬 嗣 ら が 蔵人 頭 に 任 E 
られ て 機 審 事 項 を 扱っ た (蔵人 頭 よ 争議 に 中 
任 す る の が 常 道 と な っ た )。 
の ち 友 右 検 非 違 使 庁 が で き 別 当 が 総括 、 京 中 の 犯 
| 人 検挙 、 風 俗 取 り 締 まり , 訴訟 ・ 裁 判 を 扱っ た 』 
| 10 世 紀 半 ば 了 後 諸国 に 常設 。 盗賊 ら を 鎖 圧 。 
必 結 の 感 を 内 覧 権 を も つ 。 
天 鹿 の 天 後 ほ ば 副 設 。 諸 国交 賊 を 追 捕 。 
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92 第 1 部 原始 古代 
かじ が か つた だ 。 

っ 5 パ ml = PTY 

相武 天皇 の 政治 改革 は , 平城 天皇 ( 在 位 806 一 809) や 続く 離 鹸 天皇 ( 在 位 809823) に も 引き 


継が れ た 。 平城 天皇 は , 令 で 定め られ た 官司 や 官 人 の 整理 ・ 統 合 を 大 腸 に 行い . 財政 負担 
の 軽減 に つと め た 。 虚 炭 天 皇 は , 天皇 の 秘書 官 と し て の 蔵 人 顎 や . 平安 京 内 の 警察 や 裁 


和 了 ょ すげ g 


判 に あたる 検 非違 使 な ど , 令 に 定め られ て いな い 新 し い 官 職 ( 令 外 官 ) を 設け た 。 
蔵人 頭 は , 810( 弘 仁 元 ) 年 の 藤原 薬 子 の 変 (平城 大 上 天皇 の 変 ) の 際 . 此 峨 天皇 が 太 上 天 
間 全 に 秘密 が も れる こと な く 天 旦 の 命令 を 太政官 組織 に 伝え る た め に 側近 の 導 原 科 財 ・ ・ 巨 
勢 野 足 (749 一 ー816) ら を 任じ た の が 始ま り で , その 1 区 所 が 蔵人 所 で ある 。 人 
【 楽 子 の 変 ( 平 城 大 上 天皇 の 変 ) 】 809( 大 同 4 ) 年 , 平城 天皇 は 弟 の 能 内 天 皇 に 議 位 し た が 
太 上 天皇 と し て の 権威 と 権力 は 保持 し て お り , 衣 峨 天皇 が 病 に な る と , 翌年 六 愛 する 藤原 
楽 子 ( 種 継 の 娘 。 ? 一 810) や その 兄 藤 原 仲 成 (? 一 810) と と も に ふた た ぴ び 権力 を 撮る ろう と し 
本 も と の 平城 京 べ へ の 須 都 を は か っ た 。 平安 京 の 天皇 と 平城 京 の 太 上 天皇 の 間 で 「 二 所 朝 
廷 」 と 呼ば れる 政治 的 混乱 と な っ た が , 迅速 な 対応 を と っ た 骨 央 天皇 側 の 勝利 と な り . 伸 
成 は 射殺 され , 東国 に 向かう こと に 和 失敗 し た 大 上 天皇 は 出家 し , 楽 子 は 毒 を あお い だ 。 
「 薬 子 の 変 」 と 呼ば れる の は 骨 峨 天 畠 が 罪 を 太 上 天皇 に 及ぼ さき ない よう に し た た めで . 実は 
平城 大 上 天星 が 深く か か わっ て いた 。 こ の 変 を 契機 に , 天皇 の 意志 を 太政官 組織 に 迅速 に 
伝え る た め の 蔵 人 頭 が 設け られ る な ど , 政治 の 仕組 み に も 影響 を 与え た 。 
成人 は , や が て 天皇 の 側近 と し て 宮廷 に お いて 政治 的 に 重要 な 役割 を 果たす こと に な っ 
_ た 。 検 非 達 使 は . は じ め は 犯人 未 捕 や 治安 維持 な ど 警 察 的 任務 に あたっ た が , の ち 訴 設 ・ 
裁判 も 行う よう に な っ て , や が て 京都 の 政治 を 担う 重要 な 職 と な っ た 。 
また 棄 峨 天皇 は 法制 の 整備 も 進め た 。 律 令 の 制定 後に 実際 の 政治 骨 程 で 出さ きれ た さま ざ | 
まな 法令 を , 律令 を 補足 ・ 修 正 し た 法令 で ある 格 と 施行 細則 で ある 式 と に 分 類 ・ 編 集 し . 
弘仁 格式 が 編集 きれ た 。 こ れ も , 実態 に 合 わせ た 政治 の 実務 の 遂行 を は か っ た も の と いえ 
る 。 そ の 後 も 法典 の 編集 は 受け 継が れ , 清和 天皇 の 時 に 貞 観 格 式 , 醍醐 天皇 の 時 に 延喜 
格式 が 編集 され て , 合わ せ て 三代 格式 と 呼ば れ て いる 。 , 格 に つい て は , 3 代 の 格 を 集め て 
分 類 し た 「 類 径 三代 格 , 式 に つい て は . 最も 間 っ た 『 和 音 式 』 が 今日 に 伝わっ て いる 。 そ 
の ほか , 国語 交替 に つい て の 規定 と し て 延 歴 ・ 貞 観 ・ 延 喜 の 3 代 の 『 交 閑 式 』. も つく られ て 
いる 。 833( 天 長 10) 年 に は それ まで まち まち で あっ た 今 の 条文 解釈 を 公 的 に 統一 . し た 
r 令 ' 義 解 』 が 清 原 夏野 (782- ー837) ら に よっ て 編 人 筐 され た 。 さら に 9 世紀 後半 に は , 槍 宗 直 直 
本 ( 生 流 年 不 謎 ) に よっ て 令 の 諸 注釈 を 集め た 『 争 令 集 解 』 が 私 的 に 編 ま れ て いる 。 「 


( 8 世紀 の 後半 か ら , 農村 で は 調 ・ 麻 や 労 役 の 負担 を 
よう と し て 半 和 ピナ る 上 が あい っ いた 
その 背景 に は , 農民 層 が 有力 農民 と その 経営 下 に 入る 農民 と に 分 解 し て いっ た こと , まだ 
中 族 ・ 寺 院 な ど に よる 大 土地 所 有 が 進展 し て 浮浪 ・ 人 逃 亡 農 民 を 受け 入れ た こと な ど が ある 8 
9 世紀 に な る と , 戸籍 に は 兵役 ・ 労 役 ・ 租 税 負担 の 中 心 と な る 男子 の 登録 を 少な くす る な 
ど 偽り の 記載 ( 偽 籍 ) が 増え , 平 均 的 な 農民 家族 を 単位 と し て 玉田 収 授 を 行い 。 租 税 の 微 収 | 
を は か っ て きた 律令 の 制度 は 実態 と 合わ な く な る 。 こ うし て , 手続 き の 婦 雑 さも あっ て 8 
世紀 の 終わ りこ ろか ら 班 田 収 援 の 実施 が 困難 に な っ て いっ た 。 

. 本 臣 天 皇 は , 玉田 収 授 を 励行 きせ る た め , 6 年 1 天 で あっ た 班 田 の 期間 を 12 年 ( 二 紀 ) こ 


を 事 に 


班 に 改め 。 律令 の 定め る 土地 制度 の 維持 を は か っ た 。 ま た 農民 の 負担 軽減 と し て . 公 出 源 





し * 


周防 国 玖珂 郡 玖 末 押 
908( 延 吾 8) 年 の 戸 
由 この 戸籍 に は 戸 
向 の 女性 の 数 が 男性 
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に 比 し て 一 方 的 に 多 
(上 み 上 られ , 租税 を の 
が れる た ぬ め に 作為 き 
れ た 記載 で ある と 思 
われ る 。 





の 利息 を 利率 5 割か ら 3 割 に 減ら し , また 雑 衝 の 期間 を 年 間 60 日 か ら 30 日 に 半減 する な ど , 
農民 の 生活 安定 と 維持 を 目指 し た 。 し か し , 9 世紀 に は 班 田 が 30 年 , 50 年 と 行わ れ な い 地 
感 が 増え て いっ た 。 

8 世紀 後半 か ら 調 ・ 証 な ど 租 税 の 都 へ の 綱 進 が 遅れ た り , 品質 が 悪く な っ た り , 未 進 と 
な る こと が 広まる と , 中 央 の 国家 財政 の 維持 が し だ い に 困 難 に な っ て いっ た 。 政府 は , 国 

骨 ・ 部 司 た ちの 租税 徴収 に か か わる 不正 ・ . 怠慢 を 取り 締まる と と も に , 823( 玖 仁 14) 年 に 
は 大 空 府 管内 に 公営 田 を 設け , また 879( 元 慶 3 ) 年 に は 内 に 元慶 官 田 を 設 を け て , 直営 
方 式 の 田 を 設定 し , 有力 農民 を 利用 し た 経営 に よっ て 財源 を 確 全 し よう と つと め た 。 

[公営 田 と 元 鹿 宜 田 】 823 (弘仁 14) 年 に 大 宰 大 弐 小 野 室 守 (778- 830) の 建議 で , 大 宰 府 管 
内 で 行わ れ た 田制 。 良 田 1 万 2000 余 町 の 口分田 な ど を 公営 田 と し , 箱 丁 6 万 余人 を 動員 し 
て 5 人 ご と に 1 町 を 耕作 きせ , 稚 得 し た 稲 か ら , 征 の 調 ・ 誠 ・ 租 分 を 差し 引き , 食料 も 
支給 し て な お 残る 100 万 余 東 を 綱 官 する 仕組 み 。 徴 収 が 困難 な 調 ・ 証 な どの 人 別 負 担 を 土 
地 別 に 斉 す る と いう , 人 か ら 土 地 へ の 課税 方 式 の 変更 で も あっ た 。879( 元 慶 3 ) 年 に 識 内 
で 中 央 諸 官 司 の 財源 確保 の た め に 行わ れ た 元慶 官 田 も , こう し た 土地 に 依存 する 方 式 で あ 
っ た 。 業 内 5 カ国 に 4000 町 の 官 田 を 設 を け , 諸国 の 定 税 か ら 町 別 120 東 の 営 料 を あて て 良 民 
に 耕作 きせ , 全体 の 収穫 の 半分 を 官 に 入れ , 半分 は 地 子 (収穫 の 5 分 の 1) と し て 納め させ 
る と いう 仕組 み で あっ た 。 こ の 元慶 官 田 は 2 年 後に は 各 官司 に 土地 が 分 割 さ きれ て , 庄司 田 
と な っ て いっ た 。 本来 は 租税 を 集約 する 財政 官司 か ら 一 元 的 に 支給 きれ る べき 官 人 給与 や 
官司 経費 が , それ ぞ れ の 官司 の 土地 経営 に 頼る よう に な っ た の で ある 。 

や が て 中 央 の 諸 官 司 は , それ ぞ れ みず か ら の 財源 と な る 請 司 田 を も ち , 国家 か ら 支 給 き 
れる 操 に 頼る こ と が で き な く な っ た 官 人 た ちゃ , 投 田 を 集め て みず か ら の 生活 差 盤 を 全く 
まう に な っ た 。 9 世紀 に は , 天皇 動 旨 田 と 呼ぶ 田 を も ち , 皇族 に も 天皇 か ら 賜 田 が 与 
ま ら れる よう に な っ た 。 こ うし て , 太政官 を 中 心 に 地方 か ら 徴収 し た 租税 を 分 配 する 統一 
前 ・ 一 元 的 な 律令 の 財政 体系 は 変質 し て いっ た 。 

相武 天皇 以後 。 朝廷 で は 天皇 の 政治 的 権力 は 強まり , 天皇 と 親しい 少数 の 香 族 ・ 貴 族 は , 
その 立場 を 背景 に 多く の 土地 を 私 的 に 集積 し 、 勢 い を ふる う よ う に な っ た 。 9 世紀 後期 こ 
ああ から, この よう な 特権 的 な 皇族 ・ 貴族 は 院 宮 王 臣 家 ( 権 門 勢 家 ) と 呼ば れ . 拡大 し た 彼ら 
の 経営 は 国家 財政 と 衝突 する 場面 も 生じ た 。 下 級 官 人 の 中 に は 進ん で 院 宮 王 臣 家 の 家 人 と 
な る 者 も あり , 地方 の 有力 農民 た ちゃ 保護 を 求め て や は り そ の 勢力 下 に 結び つい で て いっ た 。 
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と し て 祭っ た り , 神前 で 読経 する な どの こと が 行わ れ て お り , こう し た 神仏 習合 が さら 
に 広まっ て いっ た 。 天台 款 ・ 真 言 未 では, それ まで の 南都 仏教 と 違っ て 山 后 の 地 に 伽藍 
人 RN 在 来 の 山 馬 信 仰 と も 結び つい て 修験 道 の 源流 と な っ 
。 修験 道 は 。 山伏 に み ら れる よう に 山岳 に 登っ て 修行 する こと に より 呪 力 を 体得 する と 
いう 実 肘 な 全 作 で あり 玉山 人 人 人 の 対象 で あっ た 奈 員 県 時 の 大 放 山 や 北陸 の 日 
山 な どの 山々 が その 舞台 と な っ た 。 ま た と くに 熊野 三山 (熊野 の 本 宮 ・ 新 宮 ・ 那 智 の 3 社 
か ら な る ) は , 続く 摂関 時 代 ・ 院 政 期 に , 多く の 天皇 ・ 法 皇 ・ 上 皇 ・ 摂 関 家 を は じ め と す 
る 貴族 た ちの 参 語 を 得る ほど の 信仰 を 集め た 。 
[密教 芸術 ] 天台 ・ 真 言 両 宗 の 盛行 に 伴い , 神秘 的 な 密教 芸術 が 新た に 発展 し た 。 
侍 築 で は 寺院 が 山間 に 建て られ る よう に な り , 叶 の 義和 放 に 
ら わ れ な い 伽 藍 配置 の 教 寺院 が つく られ , 檜 友 昔 の 屋根 も 用 いら れ た 。 室 生 寺 の 金堂 
重夫 は その 代表 的 な 作品 で ある 。 

彫刻 で は , 寄 教 に 応じ て 茹 意 輪 観音 や 不動 明王 な どの 仏像 が 多く つく られ た 。 木彫 が 
ト で , 一 木造 で 神秘 的 な 表現 を も つ 仏像 が 多い 。 元興寺 の 薬師 如来 像 , 神護 寺 金堂 の 薬 
記名 来 像 観 心 寺 の 如意 輪 観音 像 室生 寺 金 堂 の 釈 遡 加 来 を どの 諸 像 同じ く 室 生 寺 丈 勤 
蘭 の 釈 迎 加 来季 像 な ど が 著名 で ある 。 衣 文 に 翻 波 式 と 呼ば れる 波形 の ひだ を くり 返し 表現 
する 彫り 方 が 用 いら れ , ふく よ か で 神秘 的 な 雰囲気 を た た えて いる の が この 時 代 の 特徴 で 
ある 。 ま た 神仏 習合 を 反映 し て 盛ん に な っ た 神像 彫刻 と し て , 薬師 寺 の 僧 形 八幡 神像 ・ 
功 邊 后 像 な ど が あげ られ る 。。 
絵画 で は , 園 城 寺 の 不動 男 像 ( 黄 不 動 ) な ど , や は り 密 教 系 の 神秘 的 な 仏画 が 描か れ 
た 。 ま た , 神護 寺 の 両 界 彼 茶 級 や 教 王 護国 寺 の 両 界 鼻 茶 W な ど , 明 拉 羅 が 発達 し た 。 明 
夫 堆 は 密教 で 重んじ る 大 日 如来 の 智徳 を 表わす 金剛 界 と , 同じ く 慈悲 を 表わす 胎蔵 界 の 
| 才 世 界 を 整然 と し た 構図 で 図 化し た も の で ある 。 な お , 肖像 画 の 名 絵師 と し て 正 済 河 成 
(782 一 853) ・ 巨勢 金岡 ( 生 没 年 不詳 ) ら の 名 が 伝わり , その 確実 な 作例 は な い が , の ちの 大 和 
維 の 基 と な る 絵画 と し て 位置 づけ られ て いる 。 PS 

半 道 で は , 唐 風 文化 の 隆盛 に 応じ て 唐 風 の 書 ( 益 様 ) が 広まり , 序 炭 天皇 ・ 空 海 ・ 橋 逸 替 
|(? -M2) ら が 能 理 家 と し て 知ら れ , の ち に 三 芋 と 称せ られ た 。 空海 が 最澄 に 送っ た 書状 の 
『 販 信 帖 』e は , 闘 達 な 唐 様 の 名 筆 と し て 名 高い 。 
| [漢文 学 の 隆盛 ] 貝 峨 天皇 は , 法典 を 編 筐 する と と も に , 中 国 風 の 文化 を 重んじ , 日 本 
作 米 の 風習 に 多く の 唐 風 の 儀礼 を 取り 入れ て きま ざま な 宮廷 の 儀式 を 革 え , 確立 し た 。 上 
了 則 天香 の 時 に 「 内 裏 式 』 が 撰 き れ , の ちの 儀式 書 に 続い て いく 。 儀式 の 整備 は , . 法 典 や 歴史 
庄 の 編 葉 と な らん で , 文化 と 結び つい た 国家 経営 の 一 環 と し て 重視 きれ た も の で ある 。 ま 
平安 宮内 の 殿 舎 に 唐 風 の 名称 を つけ た は ほか, 文章 経国 の 思想 に 基づい て 政界 に 文人 ・ 

者 を 登用 する と と も に , 宮廷 で 漢詩 文 を 詠む 宴 を し ば し ば 催し た 。 

も と も と 古代 足 族 の 教 差 と し て 漢詩 文 を つく る こと は 重視 され て お り , 奈良 時 代 に ゃ 漢 

文集 と し て 『 愉 風 深 』 が 編 まれ た が , 9 世紀 前 半 の 骨 炭 ・ 党 和 天 皇 ( 在 位 523 一 ー833) の ころ 
き は 、814 (弘仁 5 ) 年 に 小 野 容 守 778 ー830) ら 携 の 『 凌雲 集 」, 818 (弘仁 9 ) 年 に 藤原 冬 
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平安 京 に 遷都 し て か ら 9 世紀 末 こ ろ ま で の 文化 を , 財 峨 天 
皇 ・ 清和 天皇 の 時 の 年 号 の 名 を と っ て 弘仁 ・ 頁 観 文化 と 呼 

ぶ 。 こ の 時 代 は , 政治 的 に は 新しい 都 で 律令 制 を 改革 し て 文章 経国 
が は か られ , 文人 貴族 が 登用 され る こと も あっ た 。 貴族 た ち は 平 安 京 
に お いて 都市 貴族 化す る 一 方 , 文化 的 に は 唐 文化 を 摂取 し て みず か ら 
の も の に 消化 し た 段階 を 迎え , 宮廷 で 漢文 学 が 発展 し た 。 ま た 新た に 
最深 や 空海 ら に よ っ て 伝え られ た 天台 款 ・ 真 言 款 が 広まり , その 影響 
を 受け て 審 教 が 盛ん に な っ た と いう 特色 を も つ 。 

[平安 新 仏教 ] 奈良 時 代 の 後半 に は 仏教 が 政治 に 深く 介入 し て , 過 
度 な 仏教 中 心 政策 が と られ る 弊害 ちあ っ た こと か ら , 柏 武 天皇 は , 乱 
神 に - 伴 っ て 南都 の 大 寺院 を 長岡 京 ・ ・ 平安 京 に 移転 する こと を 認め ず , 
最 澄 (67 ー822) や 空海 (774 一 ー835) ら に よっ て も た らき され た , 従来 の 国 
家 仏 教 と は 異な る 新 し い 仏教 を 志向 する 仏教 界 の 動き を 支持 し た 。 

近江 に 生 まれ た 最 湯 は , 比 吉山 に 合っ て 修学 し 小 堂 を 営ん だ 。804 ( 延 暦 23) 年 , 遺 唐 使 
に し た が い 入 唐 芋 経 を 中 心 と する 天台 の 教え を 受け 多く の 経典 を 伴っ て 帰国 し 比 
観山 に 延 麻 寺 を 建て 天台 宗 を 開い た 。 そし て ! 山 家 学 生 式 を 定め て 比 吉山 の 学 人 の 規 旧 
を つく り , それ まで の 東大 寺 戒 増 に お ける 受 式 に 対し て , 新しく 独自 の 大 生 戒壇 の 創設 
を めざし た が , これ は 南都 の 諸 宗 か ら 激 し い 反対 を 受け る こと と な っ た 。 最 澄 は 「 顕 戒 論 
を 著 わ し て 反論 し , 各地 で 布教 を 行う と と も に 葉 壇 創設 を 働き か けた 。 中 明太 導 現 れ 当 
か っ た が , 最澄 の 死去 直後 に 大 乗 戒 壇 は 公認 され, の ち に 延暦寺 が 日 本 仏教 界 の 中 心 と し 
て の 地位 を 築く 基 と な っ た 。 延暦寺 は 仏教 ・ 学 問 の 中 心 と な り , 浄土 教 の 源 信 や 雛 倉 新 仏 
教 の 開祖 た ちゃ も 多く ここ で 学ん で いる 。 

讃岐 生まれ た 空 海 は . は じ め 大 学 に 入っ た が , 信教 ・ 仏 教 ・ 道 教 の 3 者 に お ける 仏教 
の 優位 を 論じ た 『 三 教 指 帰 を 著 わ し て 仏教 に 身 を 投じ た 。 の ち 最 答 と 同時 の 804( 延 磨 23) 
年 の 道 唐 使 に し た が っ て 入 唐 , 長安 で 密 教 の 奥義 を きわ め て 2 年 後に 帰国 し , 高野 山 に 

金 則 蜂 呈 を 建て て 真言 宗 を 開い た 。 真言 は 大 日 吉 来 の 真実 言葉 の 意 で 。 その 秘 奥 な こと 
を 指し て 審 教 と 呼ば れ . 釈 迎 の 教え を 教典 か ら 学び 修行 し て 悟 ほり を 開 こ うと する 顕 教 に 
対し て , 秘 審 の 呪 法 の 伝授 ・ 習 得 に より 悟り を 開 こ うと する も の で ある 。 浴 海 は 『 十 住 
心 論 』 で こ の 和 教 の 立場 を 明らか に し て いる 。 。 番 教 の 根本 道場 と し て は , 金剛 峰寺 の ほか 
に , 空海 が 財 峨 天皇 か ら 賜 わっ た 平安 京 の 教 王 護国 寺 ( 東 寺 ) が ある 。 

天台 宗 の 方 も 最深 の の ち 。 や は り 入 唐 し て 新しい 審 教 を 学ん で きた 弟子 の 円 共 9 
864) ・ 円 珍 (8 891) ら に よっ て 本 格 的 に 知 教 を 取り 和信 れ た 。 東寺 な ど を 中 心 と し た 真言 
示 の 密教 を 東 密 と 呼ぶ の に すい で 。 天台 宗 の 審 教 を 台 蜜 と 呼ん で いる 。 の ち 円 仁 と 円 珍 の 
門流 は 対立 し , 10 世 紀 末 以降 由仁 の 門流 は 延 暦 半 に よっ て 出 問 派 と 呼ば れ 円 珍 の 門流 
は 園城寺 (三井 圭 ) に ょ っ て 寺門 派 と 呼ば れ た 。 天台 ・ 真 言 の 両 款 と も に 漁 教 と し て 加持 
祈 圧 を よく 行い 。 . 国 家 ・ 社会 の 安泰 を 祈っ た が , . それに 頼っ て 災い を 記 け 半 福 を 追求 し よ 
う と する 現世 利益 の 面 か ら 天 量 や 貴族 た ちの 帰依 を 広く 集め る こ と に な っ た 。 

仏教 が 広まっ て , それ が 理解 され る の に 伴い 。 在 来 の 神々 へ の 信仰 と 融合 する 動き も 現 
われ た 。 す で に 8 世紀 か ら , 神社 の 境内 に 神宮 寺 を 建て た り , 寺院 の 境内 に 守護 神 を 鎮守 








理 き は じ め に 「 風 信 家 和 , 天 よ り 翔 臨 す 」 と ある こと か ら こ の 名 称 が ある 。 な お , 同時 期 に 最澄 か 


か く ビ じょう 


障 海 に あて た 「 久 隔 帖 」 も 伝 存 し て いる 
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な か お の お お きみ 


・ 仲 雄 ] コ 土 ( 生 肖 年 不詳 ) ら 撰 の 『 文 共 秀 服 集 827 ( 天 長 4 ) 年 に 良 


・ 庄 雄 ユ 


上 沈 世 (785 一 830) ・ 


滋野 頁 主 (785 一 852) ら 撰 の 経国 集 』 と いっ た 3 つの 秋 江 詩集 が 相 つ いで 編 ま れ , 河 文 学 


が 盛ん に な っ た 。 論評 文 を みす が ら の も の と し 習 コス し た 表現 を も つ 作 品 が つく られ る よう 


百 本 た 存 還 ぼ 


に な り , 忠 虚 天 皇 や 空海 ・ 小 野 答 (802 一 852) ・ 都 良 香 (834- 879) そし て や や 遅れ て 芝 


わら の みち ぎれ ね 


原 道真 ら が すぐ れ た 作者 と し て 知ら れ て いる 。 こ の 時 代 が , 
代 」 と 称 さ きれ る ほど で ある 。 『 二 

空海 は . chDX FE 成 に つい て の 評論 と も いえ る 「 文 鐘 秘 府 論 』 を 著 わ し , また 空海 の 誠 
文 を 集め た 『 性 : 集 」 (『 騙 | 昭 発揮 性 等 集 』) が 編 ま れる な ど , 和信 唐 の 経験 を 受け て すぐ れ 
た 文才 を 示し た 。 ャ ーー 

文章 経国 の 思想 に 応じ て , 大 学 で の 学問 も 盛ん と な り 偽 教 を 学ぶ 明 経 道 の ほか , 中 
国 の 歴史 ・ 文学 を 3* 学ぶ 紀 伝 ( 文 章 道 が 重んじ られ た 。 有力 な 氏族 は 一 聞 族 子 第 の 教育 の た 
め に , 大 学 別 曹 を 設け た 。 WC Se t 的 な も の で , 学 。 生 いた ち は 学 費 
の 支給 を 受け 書籍 を 利用 し な 0 寺地 と 院 , 橘 氏 
の 学 館 院 , 在原 氏 や 皇族 の 民 奨 学院 な ど が 知ら れる , 大学 は 備 教 的 教 状 を 身 に つけ た 官僚 
を 礁 成す る 目的 を も っ て いた が , 海 が 役 じ た 線 生 種 和 院 は . 席 民 に 教育 の 門戸 を 開い 
ここ と で 名 高い 。 


文学 史 に お ける 「 国 風早 里 時 


図版 特集 


主 な 美術 作品 


釜 堂 ⑪ 
五重塔 ② 


薬師 如来 像 < 本 像 : 

多 堂 薬師 如来 像 * 木 像 *⑦ 

名 意 輪 観音 像 〈 木 像 *⑥ 
室生 寺 金堂 釈 遡 如来 像 < 本 像 ) 

弥 動 堂 和 壮 加 来 学 稼 

( 木 人 )( 包 

薬師 寺 憎 形 八幡 神像 < 木 像 

神功 旦 后 像 < 本 像 
| 教 王 護国 寺 講堂 五大 明王 像 
| (本 像 >(④⑧ 
法華 寺 十 一 画 観 音像 〈 木 像 ?⑧ 


伸 護 寺 両 界 切 羅 (部 分 )③ 
園城寺 不動 明王 像 ( 蓄 不 動 ) 


風 信 帖 (空海 書 ) 
| ス 隔 帖 ( 量 各 書 ) 
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98 第 1 部 原始 ・ 古 代 第 3 章 貴族 政治 と 国 風 文化 99 
の で ある 。 


電 3 章 ao あれ きら に 良 房 は , 娘 の 明子 を 道 康 親 王 の 刀 
- 負 記 親王 が 文徳 天皇 ( 在 位 850 一 ー858) と し 
て 即位 する と , 両者 の 間 に 生ま れ た 人 仁 親 
ド (850 一 ー876) を 旦 太子 に 立て , 858 (天安 2 ) 
年 わずか 9 歳 で 清和 天皇 ( ( 在 位 858 一 876) と 
し て 即位 させ る 。 ここ に 房 は , 天皇 の 外 
人 父 と し て 実質 的 に 援 政 の 役割 を 果 た す 
よう に な っ た 。 ま た 866( 頁 観 8 ) 年 に は , 
当時 没落 し つつ あっ た 僚 (大 侍 ) 氏 の な か で 
は , その 深い 学識 と すぐ れ た 政務 能力 に よ 
っ て 異例 の 昇進 を と げ て いた 大 納 言 侍 善 男 
























藤原 氏 は , 足 や その 子 不比 等 が 律令 国家 の 建設 に 大 き な 人 役 
令 制 的 な 官僚 貴族 と で の 道 を 上 ん で いた 。 他 の 氏族 , 例え ば 大 伴 氏 な ど は , 祭 良 時 代 に 
な っ て も 宮 の 守 衛 や 軍隊 の 統率 と いっ た 律令 制 以前 か ら の 氏 と し て の 職務 に 固執 し その 
よう な 職務 に よっ て 天皇 に 奉仕 する と いう 意識 を 強く も っ て いた の に 対し , 藤原 氏 は 鎌 足 
や 不比 等 の 功績 や 光明 子 の 立 后 を 背景 に , 国政 運営 の 最高 機関 で ある 太政官 に 数 多く の 会 
卿 を 送り 込み , 8 世紀 末 に は と くに 宇 合 の 子孫 で ある 式 家 が . 百川 ・ 種 継 ら を 出し て 有力 (811 一 868) を , 応 天門 の 放火 事件 の 犯人 と 
と な っ た が , 9 世紀 初め の 相武 ・ 上 賊 天星 の 時 代 に な る と , 式 家 は 薬 子 の 変 を 契機 と し し て 失脚 させ た が ( 応 天門 の 変 )@. これ は 
衰え る 。 それ と 同時 に 蔵 人 頭 や 検 非違 使 の 創設 な ど に よっ て 天皇 の 権力 が 強まる と , 筆 藤原 氏 に よる 上 記 ② の タイ プ の 貴族 の 抑圧 
令 制 以前 か ら の 伝統 的 な 天皇 に 対す る 貴族 の 奉仕 関係 が 消 減 し , これ に か わっ て , 天皇 と と みる こと も で きる 。 
の 個人 的 な 結び つき が 貴族 の 朝廷 で の 地位 を 左右 する よう に な っ た 。 良 房 は この 事件 の 直後 , 正式 に 摂政 と な 
_ この 時 代 , 「 天 皇 と の 個人 的 結び つき 」 を 支え る 要素 と し て は , ① 文 人 と し て の 教養 , ⑳ リ り , その 地位 は きら に 差 子 の 基 経 (836 
官僚 と し て の 政務 能力 , (3③ 天 皇 の 父方 の ミウ チ , ④ 天 皇 の 母方 の ミウ チ 。, な ど が あっ た 89) に 受け 継が れる が , 基 経 は 884( 元 鹿 
① は 9 世紀 初め の 漢文 学 の 隆盛 を は じ め と する 中 国文 化 尊重 の 風潮 の な か で , 大 学 まで 紀 価 8) 年 光孝 天皇 ( ( 在 位 884 一 887) か ら 関 白 に 任 
道 を 修め た 学生 が . 天皇 に 注目 され て 昇進 を と げ る と いう も の で , 9 世紀 後半 , 多 天 じ ら れ , 887 (仁和 3 ) 年 宇多 天皇 ( 在 位 687 ー897) の 即位 直後 に お きた 阿 稀 の 紛 議 @ に よっ 
( 在 位 887 一 897) に 重用 され た 曹 原 道真 (845 ー903) が その 代表 で ある 。⑨② は 備 教 的 思想 に 剰 て その 地位 を 確立 する 。 891( 宣 平 3 ) 年 基 経 が 死去 する と , 宇多 天皇 は 基 経 の 長男 時 平 
打ち され た 政治 理念 の も ち 主 や , 弁 官 等 の 実務 官 人 と し て すぐ れ た 能力 を 発揮 し た も の , 軒 (871 一 -909) の 対抗 馬 と し て , 当時 文人 ・ 学 者 と し て 名 高 高かっ た 菅原 道真 を 抜 捜し 道真 は 
国司 ・ 将 軍 と し て 任 地 で 功績 を あげ た も の な ど が 公卿 の 地位 まで 昇り つめ る と いう の 、 償 く 醍醐 天皇 ( 在 位 897 一 ー930) の 時 代 に 右大臣 に まで 昇っ た も の の , 901 (延喜 元 ) 年 時 平 の 陰 
で , 相武 天皇 の 時 代 に 徳政 相 論 で 藤原 閑 員 と 論争 し た 菅野 真道 (71 一 8M) や , 仁 明 天 軸 護 に よっ て 大 宰 府 に 左遷 され , その 地 で 死 二 し た 。 こ れ は 藤原 氏 に よる 上 記 ① の タイ プ の 
( 在 位 833 一 ー850) に 登用 され た 伴 善男 (809- 868) ら が いる 。 ③ は 点 峨 天皇 が その 皇子 ・ 皇女 中 族 の 抑圧 と する こ と が で きよ う 。 
四 ) 源 朝臣 の 姓 を 与え て ( 話 峨 源氏 ) 以来, 歴代 の 天皇 が それ に な ら っ た 「 則 姓 源 氏 」 で , その 人 後 , 時 平 の 弟 皿 平 (880 ー949) が 摂関 を つと め た 抄 省 天皇 ( 在 位 930 一 ー-946) の 時 代 を は さ 
その 出自 の 高き さか ら 多 く の 公 卿 を 出す こと に な る 。 ④ は いわ ゆる 外 成 で ある 。 9 世紀 前 境 ん で , 10 世 紀 前 半 の 醍醐 ・ 村上 天皇 ( 在 位 946 一 967) の 時 代 に は 摂関 が お か れず , 後世 「 延 坪 
に は , 膝 原 氏 以外 に も , 恒 武 天 量 の 母 を 出 し た 渡来 系 の 和 氏 。 典 峨 天星 の 皇后 で 仁 明 表 ・ 天 暦 の 治 」 と 称 さ れ た 。 この 時 代 に は , 公卿 の 上 層 部 は 上 記 ④ の 外戚 と し て の 地位 を 不 
皇 の 母 で ある 智 子 (786- 850) を 出し た 栖 - 氏 な どか ら , 外 威 で も ある こと に よっ て 高い 地 動 の も の と し た 藤原 北 家 と ③ の 賜 姓 源氏 に よっ て 占め られ , 文人 や 有 能 な 官僚 は 公卿 と な 
位 に つく 貫 族 が 現われ た 。 っ て も せい ぜ い 参 議 ど まり の 状況 に な っ た 。 こ うし た な か で 969( 安 和 2 ) 年 , 醍醐 天皇 の 
, こ の よ う な な か で 藤原 北 家 の 冬 調 は , 有 能 な 官僚 と し て 貝 峨 天皇 の 信任 を 獲得 し , で 左大臣 の 源 高 明 (914--982) が , 藤原 氏 の 陰謀 に よっ て 大 宰 府 に 左 居 され る 事件 が お き 
人 頭 と な る 一 お . 娘 の 順子 を 正良 親王 (810- ー850, の ちの 仁 明 天皇 ) の 妃 と し , 外 成 政 
策 を 進め た 。 その 子 良 房 (804- 872) は 。 退位 後 も 天皇 家 の 家 長 と し て 権威 を 保ち 続け た 上 
峨 太 上 天皇 が 死去 し た 直後 の 842( 承 和 9 ) 年 皇 太 子 に 立て られ て いた 恒 貞 親王 (825 
学 和 天星 と 正子 内 親王 と の 間 の 子 ) を 廃し , 仁 明 と 順子 と の 間 の 子 で ある 道 康 親 王 (827 
858) を 旦 太子 と し た ( 承 和 の 変 )。 その 過程 で 恒 貞 親王 に 仕 を て いた 橘 逸 勢 (? 842) や 侍 
健 容 ( 生 没 年 不詳 ) が 処罰 され た が , この 事件 の 基本 的 な 意義 は , 藤原 北 家 の 外戚 と し て の 
地位 の 確立 に あり , それ と と も に 上 記 (①② の タイ プ の 買 族 は 次 第 に 勢力 を 後退 させ て い 








@ 作並 男 は , 当時 大 政 大 了 臣 良 房 に つぐ 地位 を 占め て いた 骨 峨 源氏 の 左大臣 源 信 の 追い 落と し を 
画策 し て いた らし く , 応 天 門 の 炎上 の 責任 を 源 信 に 負わ せよ うと し た が , 良 房 は 善男 の 従者 の 自白 を 
も と に 善男 の 犯行 と 断定 し た 。 事 件 の 経過 は 12 世 紀 後 半 に 成立 し た 『 伴 大 納 言 絵巻 * に も 詳し く 描 か れ 
て いる が , 当時 の 上 属 貴 族 間 に 複雑 な 内 部 抗争 が あっ た こと は 推測 で きる も の の , 真相 は 不明 で ある 。 
@ 共 経 に 関白 就任 を 求め る 天皇 の 勅 の な か に , 基 経 を ' 阿 衡 」 に 任じ る と いう 語 が あっ た が , 基 経 は 
忠国 の 証 典 で は ” 阿 衡 」 は 名 ば か り の 名 準 工 に 過ぎ な いと 抗議 し た た め , 天皇 は 勅 を 撤回 し て , その 起 
者 栖 広 相 を 処分 し た 事件 。 
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に 確立 され , 以後 摂政 ・ 関 白 が 常置 きれ る 時 代 が 続い た 。 
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念 は すでに 10 世 紀 後 半 か ら み られ る が , それ は 主 に . 交 平 な 人 
事 が 行わ れ た こと ,『 古 今 和 歌集 』 の 編集 な ど 学芸 が 興隆 し た こ 
と な ど に よっ て いた 。 こ の ほか , この 時 代 に は 『 日 本 三代 実 


== ニ = ニニ = ニー 関 翌 人 相生 = で mmmmm== 


宝 ( 本 朝 十 二 銭 の 最後 ) が 鋳造 され る な ど , 律令 国家 と し て 





|W|| 生 | 生 | 






天皇 の 時 代 に は , 承 平 ・ 天 慶 の 乱 が お こ る な ど , 社会 の 変化 
は 確実 に 進 生 し て いた 。 
摂関 政治 安 和 の 変 以降 , 11 世 紀 半 ば ころ まで の 間 

原則 と し て 摂政 ・ 関白 が 常置 され て , そ : 





導 | 菩 | 汰 


自 の 地位 は 藤原 忠平 の 子孫 に 独占 され , これ を 摂関 家 と 呼び 
その な か で 摂関 な ど 最高 の 地位 に つい た も の が 衣 原 氏 の 「 氏 の 
長 者 je と な っ た が , 10 世 紀 末 ま で は 落 通 (925 一 977) と 兼 家 (929 
ー990), 道 際 (953 ー995) と 道 (961 一 995)、 全 周 (94 一 1010) と 道 
長 (9661027) ら 。 摂関 家内 の 兄弟 や 叔 父 ・ 者 の 間 で 「 氏 の 長者 
の 地位 : が 争わ れ た 。 . 精 局 , 道長 が これ ら の 争い に 最終 的 に 勝利 
し , 彼 と その 子 頼 通 (9 一 1074) の 時 代 . すなわち 11 世 紀 前 半 の 
約 50 年 間 , 地 関 家 は 全盛 期 を 迎え た 。 道長 は みず か ら の 娘 4 人 
を 皇后 や 皇 太子 妃 と し, 後 一 条 天 星 ( ( 在 位 1016 一 36) の 外祖父 と 
で 天 意 な 権力 を 操り , 聞 通 も 外 伯父 と し て 。 後 一 条 ・ 後 朱雀 
( 在 位 1036 一 45) ・ 後 冷泉 ( 在 位 1045 ー68) の 各 天 阜 の 摂 政 ・ 関白 と 
な っ た 。 
摂関 政治 と は , 摂政 ・ 関 白 が 天皇 の 権威 ・ 権 限 の 一 部 また は 
大 部 分 を 自分 の も の と し て 国政 を 運 党 拓 の ど 83 天 
星 が 幼 少 で あっ た り 病 弱 で あっ た り し た 場合 に は , 摂政 が 天皇 
ーー ] の 権限 を ほぼ 代行 し , 天皇 が 成長 する と 関白 が その 職務 を 補佐 
授 関 設置 略 表 し た 。 し か し 摂政 ・ 関 白 の 地位 の 背景 に は , 夫婦 は 妻 方 の 家 で 
生活 し , 生ま れ た 子供 は 妻 の 父 ( 外 祖父 ) が 養育 ・ 後 見 する と い 
当時 の 貴族 社会 の 慣行 が 存在 し て いた た め , 摂政 ・ 関 白 と し て 国政 を 主導 し て いく ため ぬ め 
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⑥ 車 件 は , 清和 源氏 で 導 原 氏 に 侍 と し て 仕え て いた 源 満 視 (913? 997) の 審 杏 に よっ て お きた が 


高明 は 娘 を 村上 天 島 の - 子 で ある 芳 の 遇 と し て お り , 為 平 親 王 は 当時 有力 な 東宮 候補 と みな され 還 


て いた だ た た め , 1 こと を 計れ て , 藤原 氏 が 策 護 し た も の と 考え られ る 。 
人 氏 の 代表 者 で , ャ 時 代 に は 珠 * 着 ・ 橋 の 各氏 な ど に み ら れ る 。 と くに 藤原 氏 の 場合 ,. 氏 と し 


て 所 有する 荘園 ・ 邸宅 ( 典 下 渡 領 ) を 伝 領 し た り , 氏神 (春日 大 社 )・ 氏 寺 ( 興 福 寺 ) ・ 大 学 別 半 勧 
院 ) を 管理 する こと を 通じ て , 氏 全体 に 大 き な 力 を 及ぼ し て いた 。 










( 安 和 の 変 @), ここ に 足 族 社会 の な か で の 藤原 氏 の 地位 は 完全 


【 延 豆 ・ 天 暦 の 治 】 醍醐 ・ 村 上 の 時 代 を 理 相 的 な も の と する 観 


02 延喜 格式 』 (三代 格式 の 最後 ) が 編集 きれ , 乾 


の の が われ た が 一 方 で は 両者 の 間 に は さま る 朱 稚 


の も と で 国政 が 運営 され る 摂関 政治 の 時 代 と な っ た 。 摂政 ・ 関 
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に は 。 天皇 の 外 感 (と くに 外祖父 ) で ある と い う 条件 が 不可 欠 で あっ た 。 し た が っ て , 天皇 
の 外 成 で な い 人 物 が 摂関 と な っ て も (例え ば 藤原 実 頼 900 一 970 ・ 頼 中 924 一 989〉 ら ) 権力 を 
ト 分 に ふる うこ と が で きず , 逆 に 道長 が 後 一 条 天 畠 の 摂政 を わずか 1 年 あま り で 辞し て い 
る の は , 外 成 と し て の 地位 が 確立 し て いれ ば , 必ず し ゃ 摂関 の 職 に こだわ ら な く て も よ か 
っ た こと を 示し て いる 。 
摂関 政治 の 時 代 に は , 律令 国家 の 官制 が 大 き な 枠 組み と し て 残っ て いた の で , 天皇 及び 
これ を 代行 ・ 補 佐 す る 摂政 ・ 関 白 と 太政官 が 中 心 と な っ て 政治 が 運営 され た 。 すなわち , 
是 要 な 政務 に つい て は , 天皇 や 摂関 が 太政官 の 幹部 職員 で ある 2 公卿 ( 議 政官 ) に よる 合 謙 
( 六 定 ) な ど を 参考 に し て 決裁 し 。 それ 以外 の 事項 に つい て は , 公卿 が 処理 し て いた 。 こ 
の よう な 政務 の うち , と くに 叙位 (位階 の 授与 )・ 除 目 ( 官 『 職 の 任命 ) に 摂関 は 大 き な 権限 を 
も っ て お り , また 公卿 や 皇后 ・ 東 宮 ・ 大 上 天皇 な ど ( 院 宮 『 土 臣 家 ) に も 官 更 を 推挙 する 権利 
が あっ た た め , この 時 代 に は 皇族 や 摂関 を は じ ぬ め と する 上 流 貴 族 に 権力 が 集中 し . また 経 
清 的 な 利権 の 大 き い 愛 領 に 任官 を 希望 する も の か ら の 頁 献 物 な ど で , 摂関 な ど に は ば く 
た な 富 が 集中 し た 。 一 方 , 摂関 家 や 一 部 の 上 流 貴 族 以 外 の 多数 の 官 人 た ち は , 受領 と な っ 
て 富 を 蓄積 する 道 を 選ん だ り , 特定 の 学問 や 技能 に よっ て 朝廷 や 摂関 家 に 仕え る 道 を 選ぶ 
よう に な り , し だ い に 貴 族 層 の 家柄 が 固定 し て いく の も この 時 代 で ある 。 
[日 記 と 儀式 書 】 摂関 政治 の 時 代 に な る と , 積極 的 に 新しい 政策 を か か げ て 国政 を 運営 し 
て いく と いう より は , 朝廷 の 行事 や 儀式 を 先例 通り に 行っ て いく こと が 壮族 と し て の 最も 
重要 な 職務 と 考え られ る よう に な っ た 。 そ こせ 日常 の 政務 や 儀式 の 作法 を 細か く 記 録 し て , 
本 人 や - F 係 の 参考 に する だ た だめ, 貴族 は 日 を つけ る よう に な っ た 。 こ の 時 代 の 買 族 の 日 記 
0 座 原 道長 の 『 御 党 関 折 記 』 が と く に 有名 だ が , その ほか に も 道長 と 同時 代 の 貴族 
の 日 記 と し て , 座 原 実 次 (57 一 1046) の 『 小 右記 藤原 行 成 (972-1027) の 『 権 記 』 な ど が あ 
ちっ 5』 ま だ, 明 延 の 儀式 や 年 中 符 事 の 作法 を 記し た 儀式 革 も , この 時 代 に は 数 多く つく ら 
れ た 。 源 高 明 の 『 西 宮 1 記 』 や 藤原 2 S 任 (966 一 1041) の 『 北 山 秒 」 が 代表 的 な も の で ある が , 
これ ら の 日 記 や 儀式 書 を 読む こと に よっ て , 摂関 政治 の 時 期 の 政務 や 儀式 の 様子 を 詳細 に 
知る こと が で きる 。 
9 世紀 末 か 


「 国際 関係 の 変化 ら 10 世 紀 に | 人 ます 拉 到 左 (の 全 ) ペア 


か け て , 東 アジ ア 諸 国 は 激動 の 時 代 を 迎え 
た 。 中 国 で は 8 世紀 半ば の 安 史 の 乱 @ 以 来 , 
唐 の 国力 は 喪 退 し つつ あっ た が 。 9 世紀 後 
の 内 乱 を きっ か け に , 907 年 に 唐 は 減 亡 
し , 979 年 に 呆 ( 北 果 , 960 一 1279) が 中 国 を 
統一 する まで , 五代 十 国 の 諸国 が 分 立 する 





L 還 計 計 二 音 全 


内 755 一 763 年 , 唐 の 武人 安 要 山 ・ 史 思 明 が 玄宗 
息 帝 に 対し て お こし た 反乱 。 去 宗 は 都 長 客 を 追わ 
れ , 退位 を 祭儀 な くさ れ た 。 乱 は 結局 針 圧 きれ た レー 一 ( 

が , その 後 , 唐 国内 で は 武人 政権 が 各地 に 割拠 す 10 一 11 世 紀 の 東 アジ ア 
る よう に な っ た 。 
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本 乱 期 が 続い た 。 朝 鮮 半島 の 新 弘 で も , 国内 各地 の 勢力 の 動き が 強まり , 結局 935 年 . 
建 (877 一 ー-943) に よ り 建 国 さ れ た 高層 918 一 1392) が 朝鮮 半島 を 統一 する 。 さら に 中 国東 北部 
で は , 耶律 阿保 機 (872 一 926) に 率い られ た 契丹 族 が 10 世 紀 初め に 億 (契丹 . 916 一 1225) を 建 
国 , 926 年 に は 湖 海 を 減 ぼ し た 。 
すでに 8 世紀 後半 こ ころ か ら , 日 本 を めぐ る 外交 は 国家 的 ・ 政 治 的 な る の か ら 交 易 中 心 の 
関係 に 移っ て いた が , 9 世紀 半ば 以降 東 ア ジア の 諸 地 域 が 混乱 状態 に な る と , それ ら の 
地域 の 政治 的 混乱 が 日 本 国内 に 波及 する の を 恐れ て , 日 本 は 外交 面 で 積極 的 な 孤立 主義 を 
こる よう に な っ た 。 こ うし た な か で , 894( 寛 平 6 年 信 計 大 使 に 任命 され た 意 原 道真 は 
当時 唐 に 滝 在 し, その 疲弊 を 目 に し て いた 僧 中 准 の 報告 を も と に . 貴 唐 使 の 停止 を 建 護 
だ 坦 府 便 の 倍 後 も 中 国 ・ 朝 鮮 諸国 か ら の 政治 的 使節 や 商人 の 来航 は 続い た が , 一 
定 の 条件 下 で の 交易 は 行っ た も の の , 国家 的 交渉 の 要求 は 拒否 し 続け る 。 し か し 10 世 紀 後 
半 に 栄 が 中 国 を 統一 ご まる と 。 , 交 物 の 交流 は 以前 に も まし て 盛ん と な っ た し , 座 然 (8 一 
1016) ・ 寂 膨 (?ー1034) ・ 成 尋 (1011 一 81) ) ら の 僧 介 が 巡礼 を 目的 に 入 未 する よう に な り . 
これ ら の 僧 億 の な か に は 半ば 公 9 信 使 節 と し て 泉 の 量 汰 に 調 見 する も の も いた 。 . また 高 慌 
と の 関係 に つい て は , これ も 公 的 な 交 : 塗 は な か っ た が 1019( 邊 作 3) 年 沿海 州 に いた 
女真 人 ( 刀 伊 ) が 九州 北部 を 襲っ た 際 , 刀 伊 が 挟 礁 し た 日 本 人 捕虜 を 高 鹿 が 礁 選 し て 送還 
する な ど , 新 維 時 代 に 比べ る と 友好 的 な 関係 が 続き . 民間 交易 も 盛ん に 行わ れ た 。 
【 平 安 時 代 の 交易 】 9 一 10 世 紀 の 日 本 と 大 陸 と の 文物 の 交流 に つい て みる と , 日 本 か ら 大 
陸 べ へ は 人 金 ・ 銀 や 絹 ・ 旨 な ど が も た らき され , 太 陸 か ら は こ れ ら を 人 民 怖 と し て 上 上 芸 韻 ・ 楽 品 や | 
仏教 の 経典 ・ 仏 民 ・ 仏 像 な ど が 輸入 され た 。 具体 的 に は , 9 世紀 で は 最 湊 ・ 冠 湖 ・ 円 休 

・ 円 珍 ら が 将来 し た 大 量 の 経典 や 10 世 紀 後 半 に 診 然 が 未 か ら も ち 帰 り , 京都 能 峨 の 清 

大 寺 に 安置 され た 秋 如 来 像 な ど が ある 。 一 方 , 10 世 紀 に な る と , 中 国文 化 の 消化 ・ 吸 | 
収 が 進ん だ こと も あり , 菅原 道真 ら の 漢詩 文集 や 泊 信 (942ー 10 の) の ' 和 生 製 集 が 中 国 

に 贈ら れ た 。 ま た , 円 仁 が 濾 唐 し た 際 に 記し た 旅行 記 で ある 『 久 層 求 学 交 入 生生 は 。 9 
世紀 の 唐 を 中 心 と し た 国際 環境 を 知る 上 で 格好 の 史料 で ある 。 

| 夫 考 ] 日 本 の 国境 と 稼 れ 9 世紀 前 半 に 国 記 』 と いう 青物 に は , 東 は 「 佑 因 の 地 ( 際 奥 ) 」 
の 統廃合 や 征夷 事業 が 一 段落 する と , この の か ら 西 は 「 貴 賀 の 鳥 (九州 南端 の 島 ) ) 」 ま で の 地 
ち 近 世 初 期 まで 続く 日 本 の 国境 に 関す る 観念 | 域 で 活躍 する 商人 の 姿 が 描か れ て いる 。 一 施 
が し だ い に 生 まれ て くる 。 9 世紀 後半 に 成立 9 世紀 半ば 以降 日 本 が 対外 的 狐 立 主義 を と 
し た 儀式 書 に は , 12 月 の 大 許 日 に 行わ れる 候 る よう に な り , また 貴族 社会 で 和 れ の 観念 が 
備 ( そ の 年 の 生れ を 除く 陰陽 道 の 行事 ) の 祭 発達 する と , これ ら の 国境 より 外 の 地域 を 
文 の な か に , 『 四方 の 堺東 方 は 陸奥 , 西方 「 和 れ た 地 」 と する 外国 観る みみ られ る よう に な 
は 譜 値 許 (長崎 県 石 鳥 列島 ). 南方 は 土佐 , 北 っ た 。 


ん た まる が て 


方 は 佐渡 」 と あり , ま た 11 世 紀 前 半 の 『 新 角 楽 
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摂関 政治 の 時 期 , 10 一 11 世 紀 こ ろ の 文化 を 国 風 文 化 ま た は 
藤原 文化 と いう 。 道 唐 使 が 停止 され た この 時 代 に も ゃ , 民間 
の 商人 ら に よっ て 大 陸 か ら の 文物 が 輸入 され , それ ら は 「 謀 物 」 と し て 尊重 され 続け た 。 し 

か し , 9 世紀 の 弘仁 ・ 貞 観 文化 が 唐 の 直接 的 な 影響 を 強く 受け た も の で あっ た の に 対し て , 
この 時 代 に は , 長期 間 に わ た っ て 摂取 きれ た 唐 文化 の 消化 ・ 吸 収 が 進行 し , わが 国 在 来 の 
化 と 融合 し て , その 後 の 日 本 文化 に 大 き な 影 響 を 与え て いく 思想 ・ 文 学 ・ 美 術 ・ 風 俗 な 
ど が 主 に 貴族 層 に よっ て 生み 出さ れ た の で ある 。 

志 教 面 で は , 8 世紀 以来 の 神仏 習 合 の 動き が いっ そう 強まり 一 方 。 中 国 か ら も た ら 
k れ た 浄土 の 教え も 在 来 の 信仰 と 融合 する 形 で 貴族 層 に 広まっ た 。 ま た 文学 面 で は , 和 
典 や か な 文学 が 盛ん と な る が , そこ に こめ られ て いる 感性 や 美意識 は 必ず し ゃ 日 本 固有 の 
も の で は な く , 漢詩 な ど 中 国文 学 の 影響 を 剖 く 受け た も の が 多分 に 含ま れ て いた と 考え ら 
れ て いる @。 こ の よう に , 「 国 風 文化 」 は 中 国 の 文化 を 否定 し た り , それ と 断 絶 し た と ころ 
で 生ま れ た も の で は な く , あく まで 中 国文 化 を 消化 ・ 吸 収 す る な か で 形成 され て いっ た 文 
比 と する こと が で きる 。 

し た が っ て , 国 風 文化 の 「 国 風 」 と し て の 特徴 は 以下 の よう に ま と ぬ め ら れる 。 

(① 貴族 層 に よる 大 陸 文 化 の 消化 ・ 吸 収 が 進み ,。 その な か で 後世 に 大 き な 影 響 を 与え て 

いく 日 本 人 の 感性 や 美意識 が 磨 か れ た こと 。 

(の この よう な 感性 を 表現 する 手段 と し て の か な 文字 や 美術 様式 , さら に は 生活 様式 な 

どの 基礎 が 築 か れ た こと 。 

(3 国境 の 確定 や 対外 的 孤立 主義 (p.102 参 照 ) と も 関係 し て , 上 記 の 感性 や これ を 表現 

する た め の 手 段 ・ 様 式 を , 日 本 人 (民族 ) 独 自 の も の と する 意識 が 生ま れ た こと 。 

中国 の 文字 で ある 漢字 に よっ て , 日 本 語 を 表現 し よう と する 
努力 は , 漢字 の 受容 直 後 か ら 始 まっ た 。 当初 は 人 名 ・ 地 名 な 
じ の 田 有 名 詞 を 漢字 の 音 『 を 用 いて 表記 する 試み が な され (埼玉 県 稲荷 山 古 墳 出 土 鉄 剣 衝 <+ 
D.36〉 の 「 獲 加 多 支 遇 大 王 」 な ど ), 奈良 時 代 に は 漢字 の 音 訓 を 用 いて 和 歌 な ど を 書き 記す 万 
芋 仮 名 が 発達 し た 。 8 世紀 後半 以降 に は , この 万 葉 仮名 で 書状 な どの 普通 の 文章 を 記す 例 
も み ら れ る よう に な る 。 平安 時 代 に 入る と 万 葉 仮名 の 字体 が 崩さ れ て 草書 体 と な り ( 草 が 
な )、 さら に 簡略 化 き さき れ て 平 が な が 成立 し , 主 に 宮廷 女性 に よっ て 書状 や 歌 の や り と り に 
剤 いら れ た 。 片 か な は , 僧 介 が 漢文 で 書か れ た 仏教 の 経典 な ど を 訓読 する た め に 考案 し た 
も の で , 万 葉 仮名 の 漢字 の ご く 一 部 を 取り 出し , その 音 を 用 いて 漢文 の 文章 の 修 訓 や 送り 
な を 記し た 。 こ れ ら の か な 文字 は , 11 世 紀 の 初 め に な る と 宇 形 も ほぼ 一 定 し , 上 記 の よ 
5) な 分 野 で 盛ん に 用 いら れる よう に な っ た 。 一 方 , 公 的 な 政治 の 世界 を 中 心 と する 男性 足 

の 社会 で は , 依 尋 と し て 漢字 ・ 漢 文 が 正式 な も の と し て 用 いら れ た が , 『 御 堂 関白 記 』 な 
有 め られ た 和歌 で は , 主 に その 香り が 讃 美 きれ る よう に な る が , これ は 漢詩 の 影響 を 強く 受け た も の と 

えら れ て ゆい る る 。 
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第 3 章 貴族 政治 と 国 風 文 化 105 
ま 名 天 EE 困 


め め と し て , 買 族 社会 の 様子 を 描い た "宇津 保 物 語 』 継子 物語 の 先駆 | な 者 作 物 

ある 「 沙 閉 物 語 』 な ど が 10 世 紀 ま で に つく られ , また 歌 物語 と し て は | 詩歌 

俳 勢 物語 』「 大 和 物 語 』 な な ど が 生ま れ た 。 さら に 紀 貫 之 が 土佐 守 の 任期 古今 和歌 集 ( 紀 叶 之 ら ) 

を 格 え 人 「 を と こ ( 男 ) 8 人 

も す な る に き ( 日 記 ) と いふ も の を , を む な ( 女 ) も し て み む と て する な | 4 取 馬 ( 林 千 

PP 生 当時 の か な 交 字 お よび か な 文学 | 也 勢 物語 (未詳 ) 

月 位置 を 示し て いる 。 宇津 保 物語 (未詳) 

関 政治 が 全盛 期 を 迎え た 10 世 紀 未 以降 に な る と , か な 文学 は 宮 延 | 落語 評 

族 作 に よっ て いっ そう 洗練 され る こと と な っ た 。 こ れ は 中 央 で の 相対 | me 

誠に 安定 し た 政治 状況 の な か で , 皇后 な ど 地 位 の 高い 女性 の も と に オ | 土佐 日 記 ( 紀 貫 之 ) 

骸 島 か な 女房 (侍女 が 集まり , 一 種 の 文芸 サロ ン を 形成 し た だ めで , 炎 毅 日 記 (藤原 道 綱 の 母 ) 

な か で も 一 条 天皇 の 皇后 藤原 定子 76 一 1000) に 仕え た 清 少 納 言 ( 生 没 NN 

夏 計 ) の 随筆 桃 草子 と, . 共 原 道長 の 娘 で 同じ く 一 条 天 皇 の 中 宮 MR 

陰 「 (9881074) に 仕え た 紫 式 部 ( 生 没 年 不詳 ) の 長編 小説 源氏 物語 』 | 更級 日 記 (菅原 基 標 の 女 ) 

は , その 最高 峰 と も いえ る 作品 で ある 。 こ の ほか , 藤原 導 綱 (@36? 2 本 ok 
呈 すず 困 

995 ?) の! 崎 表 日 記 。。 『 紫 式 部 日 記 " 和 泉 式 部 日 記 」. 菅原 孝 醒 女 俊 名 類 衆 抄 ( 泊 順 ) 

008 一 ? ) の 『 更 級 日 記 』 な どの 日 記 文学 に は , 女性 特有 の 細やか な 感 

提 が 表わさ れ で いる 。 

| 考 | 紫式部 日 記 の 女房 観 “紫式部 日 記 』 よう な 軽薄 な 人 の 将来 は ね る く な こと が な いと 

ド は , 中 宮 彰 子 ・ 皇 后 定子 ・ . 斎 院 選 子 内 親王 」 痛 別 で ある が , これ は 紫式部 と 清少納言 が 彰 

に 仕え た 女房 の 容姿 や 性 格 。 才能 な ど を 具 | 子 ・ 定 子 と いう 対抗 関係 に あっ た 后 に 仕え た 

作 的 に あげ て 批評 し た 筒 所 が ある 。 和泉 式 部 」 女房 だ っ た こと も 影響 し て いる と 考え られ る 。 

に つい て は 。, 手紙 の や り と 1 り は 七 み だ が , 王 これ に 対し て 紫式部 本 人 は , 幼い ころ か ら 父 

どい う も の が 十分 に は わか っ て いな いと し 。 の 教え で 学問 を 身 に つけ て きた が , その 知識 

『 梨 花 物 語 』 の 作 者 赤 委 衛 門 に つい て は 風格 を ひけ ら か すこ と な く , 目立た な いよ うに こ 

の ある 歌 を 詠む が , 格別 すぐ れ た 歌 人 と は い | ころ が け て いる と し て お り , 当時 の 貴 族 女性 

まな ない, と な か な か 手厳しい 。 とりわけ 清 少 と 漢文 学 と の 複雑 ・ 役 妙 な 関係 が 示 き れ て い 

彰 吉 に つい て は , 漢文 学 の 知識 を ひけ ら か し | て 興味 深い 。 

て 得意 に な っ て いる の は 算 も ちな ら ず , この 


光二 の 信仰 仏教 で は , 宮中 で 正月 に 最 勝 王 経 を 講 売 す る 御 斎 会 な ど , 奈良 
名 に ムー 時 代 以 来 の 国家 仏教 の 流れ を くわ 法 全 が 行わ れる 一 方 , 9 世紀 に 
! 誠 2 明 に に 天 ・ 真 言 の 両 宗 @ が きま ざま な 祈 敬 を 通じ て 朝廷 ・ 貴族 の 現世 利益 の 原 党 に 


, その 勢力 を 大 きく 伸 ! まし て いっ た 。 神仏 省 合 の 面 で は , 日 本 の 神 は 仏 ( 本 地 仏 ) が 仮 
= に な を か えて 現有 に 現われ だ た も の (権現 ) と する 本 地 垂 波 説 @ が 唱え られ た だ 。 また 疫病 や 


" この 時 期 の 両 ダ ま か ら 出 た 代表 的 な 憎 倍 と し て は , 真言 款 ミ で は 概 隊 を 開い た 軸 室 (832 一 909, 理 
SD 天台 宗 で は 藤原 忠平 ・ 師 輔 父子 の 帰依 を 受け た 良 源 (912 一 985。 慈恵 大 師 ・ 元 三 大 師 ) ら が 
靖 第 で ある 。 

だ 婦 大 神 が 大 日 如来 の 化身 で ある と いう の が 有名 だ が , ほか に 能 肉 道 と か か わり の 深い 蔵 二 権 現 
、 院政 期 に 上 皇 な どの 信仰 を 集め た 熊野 権現 (本 宮 一 阿弥 陀 如 来 、 新 宮 一 薬師 加 来 , 那智 一 観音 若 
雌 ) な ども ある 。 


以 生 波 た 克 正 往 刊 到 管 半生 友和 号 夫 季 理 少林 奈 葉 下 宇 
人 衝 計 た 可 正 反物 到 盆 呈す る 計 更 衝 充ち 抽 ほ 
を は セ に ( 條 を を お 央 る あ も あれ ちん たれ きら か だら 天 き 
ちもと わり 由 る を ら か すたれ を つね ね な ち 才 | 
い の カ は に ほ へ ヒ ちり 中 を わか よせ た れ そ つね な らむ う 
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事 二 


旋 妨 共 久 所 末 計 不 己 表 天 典 吊 女 美 如 素 も 間 十 玩 
喝 カ 矢 る 過 訓 慎 放 と を 表 ま を 表 呈 ま を あせ は る 必 本 キル 
み の 夫 る 定 記 舎 と し る る あま 本 め め みな も あら る せ ず で た 
ゐ ム の えよ や きけ よ て えも で ある を 生 る あめ 広 し あい も マ す ん めん 
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| 据 テ 消 主 さ キ 単 w 


攻 : 


か な の 発達 左 は 平 が な , 右 は 片 か な な の 例 。 片 か な ・ 平 が な は , と も に 字母 も 省略 の 仕方 も . は じ ぬ め は 一 
定 し た も の で は な く , いく つか の 書き 方 を し て いた 。 そ れ が し だ い に 整 理 さ れ て , ほぼ 決ま っ た 形 を と っ 
て くる の は 11 志 紀 の 初 ぬ め ご ちろ に な っ て か ら で あ る 。 そ し て 現在 の 珍 に 続 一 ミ れ た の は , ずっ と くだ っ て . 
1900 (明治 33) 年 の 小学 校 令 の 公布 に よっ て で ある 。 


どの 日 記 で は , 正規 の 漢文 と は か な り 文体 の 供 な る 日 本 化し た 文章 が 書か れる よう に な る 

考 」 . か な の 音節 『 万 葉 集 』 の 仮名 に は 清 | え の 江 を ( 榎 の 枝 を ) な れ ゐ て (馴れ 居 

音 と 江 音 の 別 が あり . 中 た エキ 學 ラ ツ ト 。/ と いう 48 字 と な っ た 。 な お 「 い いろは歌 」 は こ 相 

ビ へ ミ メ ヨロ の 13 音 が 2 類 に 分 か れ , 合計 87 」 か ら 「 江 」 を 除い た 47 字 か ら な っ て いる が , 

の 音節 が あっ た 。 こ の 区 別 は 奈良 時 代 か ら 乱 | 安 初期 に 存在 し て いた と 考え られ る ア 了 行 の 

れ 始 め , 9 世紀 初め の 延 暦 年 間 に 習 字 の 手 本 。「 エ 」 と ヤ 行 の 「 エ 」 の 区 別 が され て いな い 。 

と し て 用 いら れ た 「 あ め つ ちの 詞 」 で は . 「 い ろ は 歌 」 は , ふつ う 空 海 の 作 と いわ れる 市 

「 あ め ( 天 ) つ ち ( 地 ) ほし ( 星 ) そら ( 空 ) お そら く 平 安 中 期 以後 の も の で あろ う 。 

や ま ( 山 ) か は ( 川 ) みね ( 峯 ) た に ( 谷 ) また 「 五 十 音 図 」 は イン ド の 杯 字 の 知識 を 

くも ( 雲 ) きり ( 到 ) むろ ( 室 ) こけ ( 苦 ) と に 日 本 語 の 音節 組織 を 図式 化し た も の で お あ 

ひと (人 ) いぬ ( 犬 ) う へ (上 ) する ( 未 ) | る 。 吉備 真備 の 作 と も いわ れる が , これ に ぽ 

ゆ わ (硫黄 ) さる ( 猿 ) お ふせ よ ( 育 せよ ) 言 示 の 憎 信 が 関係 し た と 考え られ る 。 

この よう に 日 本 語 を 書き 表わす た ぬ め の 文字 や 文体 の 工夫 が 進ん で いく に従い, それ ら 知 

用 いて 日 本 人 の 感覚 を より 生き 生き と 表現 する こと が 可能 と な り , 和歌 を は じ ぬ と する ぁ 還 | 

文学 が 発達 し た 。 

ます 和歌 に つい て は , 漢詩 文 が 盛ん だ っ た 9 世紀 前 半 に も 私 的 な 変 会 な ど で は 和歌 が つ 

くら れ て いた と 推測 さ れる が , 9 世紀 後半 に な る と 2 六 歌 仙 ( 代 正信 昭 <@16890> ・ 在原 業 

7 平 <825 880) ・ 文 尾 康秀 く ? ー879〉 ・ 人 失 < も ・ 修 野 小 

古今 集 905 紀 買 と ら | ば 生 不 語 >・ 大 友 時 主 没 年 不 語 )) ら の 歌 人 が 活躍 し 。 10 世 組 
後 撰集 95| 清原 元 輔 ら に 人 る と 905( 延 斉 5 ) 年 に 最初 の 勅 撲 和歌 集 で ある "古今 和 表 集 
拾遺 集 9962 藤原 公 任 ? が 成立 する 。『 古 今 和歌 集 』 に は , 中 心 的 編者 で ある 志 綱 之 (? 

八代 集 (三代 集 に 下 の 五 つ を 加え る ) | 945) の 「 仮 名 序 」 と と も に, 漢文 の 「 真 名 序 」 が あり . また その 構 虎 

全 業 集 1126 源 人 導 ら | に も 9 世紀 の 勅 所 漢詩 文集 の 影響 が みか られ る が , これ 以後 和歌 

同人 藤原 顕 輔 ら | 喘 詩 と と も に 宮廷 の 公 的 行事 の な か で も 重要 な 位置 を 占め , 歌 舎 

藤原 俊成 ら | せな ど が 盛ん に 開催 きれ る よう に な り , 勅撰 和 和 歌集 も 相 つ いで < 

新古 今 集 1205 衣 原 定 家 ら くら れ た (これ ら を 総称 し て 三代 集 , 八代 集 と いう )。 

三代 集 と 八代 集 また 物語 で は , か ぐ や 姫 の 説話 を 題材 と し た 『 竹 取 物 語 」 を は 回 
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第 1 部 原始 ・ 古 代 


火 厄 を も た ら す 神 に 対す る 在 来 の 信仰 と , 故人 の 神 
摘 を 祈る 仏教 思想 が 悪 合 し 。 政治 的 除 謀 の 犠牲 者 の 
圭 を 鎮 め る た め の 御 霊 会 の 信仰 が 盛ん と な っ た 。 
膝 原 時 平 に 諾 乱 さ れ た 菅原 道真 が , その 後 の 員 族 補 
会 に - 大 き な 柴 り を な し た と 信じ られ た た め , 道真 ( 
天神 と し て 北野 神社 に 人 られ , この ころ か ら 信仰 者 
集め は じ め る 八坂 神社 ( 葛 園 社 ) も 本 来 は 御 守 : を 祭 
っ だ た も の で ある こと な ど , 御霊 信仰 は 後世 に も 大 
な 影響 を お よ ぼ し て いる 


. 貴 
計 


0w 合 ③ の て の の okok 話 (て 民 謝 は 六 。 
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s 信 は 詩人 吉 研 


po 
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| S 叶 時 


fr 


か ジッ (」 
い 


ず に 


討 民 ③『 決 件 計 』 


。 洗 料 
9 コ | 


- ませ 

6 有 2 こう し た な か で 10 世 紀 以 降 現世 利益 を 追 水 する 
7 邊 に 者 未 既存 の 仏教 と は 異な り , 浄土 へ の 往生 を 求め る 

6 頑 け あ ら 代 。 | で 現世 の 苦し みか ら 逃 れる に と を 説く 光二 才 が 流入 
5 ④⑯ の ず や の する よう に な っ た 。 仏教 の 汐 土 に は 弥 勤 光 土 や 楽 
1m ?' | 浄 上 な ど が ある が , 9 世紀 に は 天台 宗 の 円 侍 が , 用 
仏 に よっ て 阿弥 陀 仏 に 帰 全 す る こと に より 極 楽 光 土 へ の 往生 を 原 う 信仰 を 中 国 か ら も 


らし て いた 。 
也 903ー972) が 
台 款 出 身 の 源 信 ( 恵 心 僧都 
リ 各 士 の 捧 を 吉 明 に 描き 
を 願い 求め る ) を 説き , 党 土 に いた る た め の 念仏 の 方 法 を 具体 的 に 示し た 。 そ こ で は , 6 
ちの 鎌倉 新 仏教 が 強調 し た 称 名 念仏 より も , 
味 で の 念 公 が 重視 され て お り , 
さら に 11 世 紀 に は , 現世 で の 頻繁 な 災害 や 治安 の 悪化 を ゃ 
の 準 土 へ の 願 房 は ます ます 強まっ て いく 。 
CC の: 店 
Go49139) の 『 捨 遺 往生 伝 』 な 
伝 記 で ある 往 生 伝 も つ 


で は , 中 国 的 な 技法 を 用 いな が ら , 
描か れ た 。 摂関 期 の 大 和 絵 画家 と し て は , 巨勢 金岡 ( 生 六 年 不詳 ) ・ 


@ 導 迎 入 減 後 , 正法 ・ 


で , 


11 世 紀 に は 1052( 永 承 7 ) 年 か ら 末 法 が 始ま 












10 世 紀 に 入る と , 既存 の 教団 に 属さ な : い 民間 布教 者 で 「 市 聖 」 と 呼ば れ た 

景 の 市 で 念 公 の 教え を 熱心 に 説い て 貴族 や 庶民 の 信仰 を 集め , その 後 環 
5942 一 1017) が " 往 生 異 集 」 を 著 わ し , 多く の 仏典 か ら 地 獄 と 李 了 
出し て 「 豚 苑 機 土 , 放 求 浄土 」( 機 れ た 現世 を 豚 い . 浄土 へ の 往 4 


感覚 的 に 准 土 の 容 を イメ ー ジ する と いう 凌 
の 時 期 の 汐 土 美 術 の 発展 に も 大 き な 影響 を 与え が な 
景 に 末法 思想 @ が 流行 し . 死神 
この よう な 準 土 信仰 の 高 5 まり と 同 時 に , 度 


大 江 必 房 (1 一 1111) の 『 続 本 朝 往生 伝 』 三 半 放 8 
。 賠 弥 陀 仏 に 帰依 し て 極楽 往生 し た と 信じ られ た 人 物 頭 


こじ の 5 


つく 学 

[貴族 の 浄土 信仰 】 藤原 道長 は , 晩年 決 成 寺 の 建立 を 急ぎ 共に 陣 し て は 人 
堂 の な か に 各 し て , 目 に は 弥 陀 の 尊像 を 拝 し , 耳 で 韻 い 人 金 > 仏 を 開き 。 心 に 極楽 沙 土 を 
阿弥 陀 仏 の 手 か ら 伸 びる 糸 を 握り な が ら 最 後 の 息 を ひき と っ た と いわ れる 。 の 

る 準 土 は , この 世に お いて その 楽し さき を 味わお うと する 美的 欲求 の 強い も る ので, い 】 
ば 聞く 念仏 , 見 る 極楽 の 教え を で あり , 鎌倉 時 代 の 法然 や 親 吉 ら の 浄土 信仰 と は 大 きく 異才 
る が , 本 文 で も 記し た よう に , すぐ れ た 汐 土 教 美術 を 生み 出し た 意義 は 大 きい 。 
美術 の 分 野 に お いて も , 9 世紀 まで の 唐 風 の 直 輸入 で は な く < く , こ 梱 
を 十分 に 消化 ・ 吸 収 し , 日 本 風 に 洗練 され た 凌 術 が 成立 する 。 . 綴 ] 
日 本 の 風景 な ど を 題材 と し た 大 和 絵 が 話 風 ・ 袖 た 
飛島 部 常 則 ( 生 没 年 不 褒 


う ぼ ぽう ぞう ぼう ま - 


> ぼう 
人 信 活 ・ 未 法 と し だ い に そ の 教え が 行わ れ な く な る と する 仏教 の 予言 的 年 代 祝 
る と 説 か れ て いた 。 
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ら が 着 名 た だ が , 彼ら の 作品 は 残念 な が ら 現 存 し な い 。 ま た 工芸 の 分 野 で は , 貴族 が 用 いる 


調度 品 な と に 多く な られ る 区 の 抽 潜 が 外し た 。 再 絵 と は 座 を 使 っ て 文様 を き 
を の 上 に 金 名 な どの 析 を 店 きつ け て 栓 欄 す る 装 釣 な 主 で 。 この 時 代 の 作品 で は 
導 の 三 十 帖 冊 子 笛 な ど が 著名 で ある 。 

革 道 の 分 野 で は , 9 世紀 の E 筆 に 代表 され る 唐 様 に お も て: より 税 や か で 優美 な 書 風 の 
和 様 が も て は や され , 小野 道 風 (896 966) ・ 藤原 佐 理 (944 998) ・ 藤原 行 〒 成 72 一 1027) ) が 三 
購 と され た 。 こ の うち 行 成 の 子 は 世 困 寺 流 と 呼ば れ , 近世 に いた る まで 書道 の 家 と し て 
朝廷 に 仕え た 。 

光 土 教 の 流行 は , その 念仏 の 方 式 か ら 美 術 の 面 に も 大 き な 影 響 を 与え た 。 建築 で は , 現 
上 骨 に 極楽 光 土 の 変 を 現 わ す と いう こと か ら , 池 を 中 いと する 庭園 の 正面 (西側 ) に 同 弥 陀 加 
巣 を 安置 し た 阿弥 陀 堂 を 配 する 寺院 建築 が 発達 する 。 膝 原 道長 が 建 Ei 立 し た 法 成 寺 は その 
村 衣 き で 著名 だ が 現存 せ ず , その 頼 通 が 宇 治 の 別荘 に 建 建て た 鳳 出 堂 を 中 いと する 平等 院 
が 代表 的 な 遺構 と し て 残っ て いる 。 5 堂 の 本 尊 は , So: 令 師 定 朝 (? 一 
I057) の 作 に な る 阿弥 陀 如 来 像 で ある が , 定 朝 は 多く の 需要 に こ る た め に , 仏像 の 各 . 
部 分 を 別々 の 工人 に 分 担 し て 制作 CS これ を 寄せ 合わ せ て も や る 寄木 造 の 技 
法 を 完成 し た 。 ま た 鳳 鳳 堂 の 扉 や 避 に は , 極楽 往生 を と げ る 人 物 や , 彼ら を 迎え る 阿弥 陀 
仏 の 姿 が 描か れ て お り , これ も 当時 の 念仏 の あり 方 を が し て いる な お 阿弥 陀 仏 が 往生 し 
よう と する 人 々 を 迎え に 現世 に 来 臣 する 変 を 描い た 絵画 は 業 肖 較 と 呼ば れ て お り 。 許 野 出 
の 車 楽 来迎 図 が その 代表 的 作品 と し て 残さ れ て いる 。 
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代 半 ば か ら 20 代 前 半 に か け て 結婚 する が , 結婚 し た 男女 は 妻 の 両親 と 同居 する か , 新居 を 

か まえ て 住む の が 一 般 的 で あっ た 。 邸宅 は 父 か ら 娘 へ と 伝 領 さ れる こと が 多かっ た 。 ま た 

表土 教 の 影響 も あり , 世俗 世界 で の 先行 き が みえ た り , 晩年 の 境地 に 達し た りす る と , 出 

家 する 者 が 多かっ た 。 ま た 日 常 生活 の な か で は , 中 国 古来 の 陰 慢 五 条 説 に 基 づ く 陰 陽 

: ど の 央 お おま で が 生れ を 極端 に 避 ける 傾向 
が 強く , 悪夢 な どの 怪異 が あっ た 場合 に は 物 記 と 称し て 自邸 に 引き こも っ た り , 外出 に 際 

し あ 光 は ee 別 の 場所 に 移る 方 中 を 行っ た り 軸 

[ 族 の 生活 】 10 世 紀 半 ば , 右大臣 に 昇っ た 藤原 師 輔 (908 一 960) が 子 攻 の た め に 

等 き 汗 し た 家 串 に は , 貴族 の 守る べき 日 課 と し て ! 朝 起き た な ら ば ば , 属 星 ( そ の 人 の 一 生 を 

支配 する と きれ る 星 で , 北斗 星 が そ れ に 配 され た ) の 名 を 7 回 唱え つぎ に 鏡 で 自分 の 
YR 沈 あ が 歴 ( 日 の 吉凶 を 細か く 記 し た 具 注 歴 ) を みて 日 の 吉凶 を 知る 。 

に 楊枝 で 歯 の 掃除 を し, 西 に 向かっ て 手 を 法 う 。 さら に 公 の 名 を 唱え , 日 ご ろ 信 仰 し | 

So の 1 昨日 の こ と を 具 注 暦 の 余白 に 記す 。 そ の 後 を 食べ , 頭 胡 | 

を と き (3 日 に 1 度 ), 手足 の 爪 を 切る ( 菩 の 日 に 手 の 爪 , の 日 に は 足 の 爪 を 切る ) 」 な ど | 

と あっ て 。 神仏 へ の 信仰 や 俗 信 に 彩 られ た 当時 の 貴族 の 生活 を 垣 間 み る こと が で きる 。 | 
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の 5 9 世紀 後半 か ら 10 世 紀 こ ろ に な る と , 貴族 は 寝 殿 造 と いう 形式 
の 邸宅 に 住む よう に な る 。 こ れ は , 公卿 で あれ ば 多く の 場合 1 町 
( 約 120m 四方 ) の 敷地 に , 寝 殿 を 中 心 と し て その 北 ・ 東 ・ 西 な ど に 対 を 配 し . これ ら を 流 
殿 や 府 で 連結 し た も の で . . 寝 典 の 前 に は 池 を も つ 庭 園 が 広がり , 東西 の 対 か ら 池 に 向かっ 財 
て 廊 が 延び その 先 に 釣 殿 な ど が 設け られ て いた 。 こ れ ら の 建物 は 自 木造 ・ ・ 檜 皮 茸 で , 

一 部 を 除け ば 壁 を も た ず , 広い 空間 を 許 風 や 財 帳 で 適 家 仕 切っ て 使用 し た らし く , その 
点 で は 和 壁 次 り で 志 茸 の 中 国 風 建築 と は 大 きく 異な っ て いた が , 一 方 で 建物 を 府 な ど に よ 
り 連 結 す る 方 式 な ど に は 中 国 住宅 の 影響 あみ られ る 。 

衣服 で は , 男性 の 正装 と し て 東 帯 , これ を 簡 略 化し た 衣 孝 , 女性 の 正装 に は 安 衣 姜 東 
(いわ ゆる 十 二 単 ) が 用 いら れ た が . これ ら は 唐 風 の 衣 服 を も と に し な が ら ら 。 . こ れ を 大 腸 
に 改変 し 日 本 風 に 改め た も の だ っ た 。 ま た 遇 装 と し て . 男性 で は 直 衣 ・ 狩衣 , 女性 で は 
小 待 な ど が 用 いら れ た 。 

食 生 活 の 面 で は , 仏教 の 影響 で 千 馬 な ご の 獣 の 内 は 避け られ , 副食 に は 魚 ・ 鳥 な どの 千 征 
や 野菜 が 用 いら れ . が い 人 析 も 中 人 お た で いた 。 滞 に カロ 
則 だ っ た が , さま ざま な 行 事 に 伴う 宴席 も 多かっ た 。 

買 族 の 一 生 を 略 述 する と. ほとん どの 場合 , 母 の 実家 で 母方 の 祖父 母 の 手 に よっ て 養育 
され , 10 一 15 歳 に な る と 男子 は 元 服 , 女子 は 義 着 と 呼ば れる 成人 式 を あげ る 。 そ の 後 。10 


平安 時 代 の 服装 





s( 薄 中 3 旭 ・ 曇 ) 甚 字 ③ 
。 光 は きせ @ 。rrS 革 ル は S 訪 rr 及 当 所 ボ コー 一 陣 き 


arY9 詩 の 麗 震 汁 , ビ 簿 桂 世帯 串 民 


。 剖 守 き ゴゴ 完 
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3. 首 園 と 武士 


三 朝廷 は 902 (延喜 2 ) 年 , 延喜 の 荘園 整理 令 を 出し て , 法 に そ 
国司 の 地方 支配 むく 共 園 の 停止 を 命じ , 班 田 の 励行 を は か る な ど し て 令 制 
の 再建 を めざし た が , これ を 実施 する 過程 で . も は や 律令 制 の 原則 で は 財政 を 維持 する こ 
と が 不可 能 に な っ て いる こと を 知っ た 。 
【 延 害 の 荘園 整理 令 】 この 荘園 整理 令 は の ちの 整理 令 の 出発 点 に な っ た も の で .「 院 宮 王 
臣 家 」 と 称 さ れる 権 門 勢 家 が 諸国 の 百姓 と 結ん で 土地 を 私 有 化 する こと を 禁じ て いる 。 そ 
の 内 容 自体 は 特別 に 新しい ゃ の で は な か っ た が , それ まで 出さ れ た 法令 を 集成 し て 。 新た 
な 意気 込み で 立て 直し を は か っ た も の で ある 。 し か し , 諸国 の 国務 の 妨げ に な ら な いも の 
は 認め る と いう 例外 規定 は , か えっ て 葵 園 の 公認 を 意味 する こと に も な り , むし ろ 各 地 で 
荘園 の 公認 を 求め る 動き が 活発 化し た の で あっ た 。 
【 戸 籍 の 実態 】 902 (延喜 2 ) 年 の 阿波 国 田上 郷 の 戸籍 で は 。 5 戸 453 人 の 内 訳 は 男 59 人 ・ 女 
376 人 と な っ て いて , 調 ・ 遍 が 課せ られ る 男子 の 数 を 少な くし よう と 作為 し た あと が 明 ら 
か で ある 。 こ れ か ら も わか る よう に , 当時 の 戸籍 は 実態 か ら 離 れ た も の に な っ て , それ に 
基づく 班 田制 の 実施 も し だ い に 困 難 に な り , 902( 延 喜 2) 年 を 最後 に , 班 田 の 史料 は み ら 
れ な く な っ た 。 





み よし の きよ ⑫ き 


914 (延喜 14) 年 , 三 善清 行 
(847 918) は 醍醐 天皇 に 「 意 見 
封 事 十 二 筒 条 」 を 提出 し て , 
地方 政治 の 混乱 ぶり を 指摘 し 
て いる が , そこ で 主張 され て 
いる 律令 制 支配 へ の 復帰 は 不 
可能 だ っ た 。 「 延 坪 ・ ・ 天 暦 の 
治 」 と うた われ , の ち に 天皇 
親政 の 理想 的 時 代 と た た えら 
れ た 10 世 紀 初 め は , 実は 律令 
体制 の 変質 が は っ きり し 始め 
た 時 代 で あっ た 。 

政府 は , まもなく 方 針 を 転 
換 し て , 国司 に 一 定額 の 税 の 
綱 人 を 請け 負わ せ , 一 国内 の 
統治 を ゆだね る 国司 請負 の 方 
針 を 積極 的 に と り 始 め た 。 こ 
れ ま で 中 央 政府 の 監督 の も と 
で 国語 が 行政 に あたり , 租税 
な どの 後 収 や 文書 の 作成 は 郡 
本 が 行っ て きた の で ある が , 
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まれ を 大 きく 転換 し た こ と で , 地方 政治 の 運営 に 0 く な っ た 。 
岡本 の 政庁 で ある 国 衛 は 以前 より も 重要 な 役割 を も つよ うに な , 律令 制 の も と で 地方 支 
凍 を 直接 に 担っ て きた 郡家 の 役割 は 奏 え て いっ た 。 

剛司 は 有力 農民 ( 田 替 ) に 一 定 の 期間 を 限っ て 田地 の 耕作 を 請け 負わ せ , . か つて の 租 ・ 調 
* 所 ・ 公 出 挙 や 雑 値 な ど に 相当 する 額 の 定 物 (年 貢 ) や 臨時 殺 役 (公事 ・ 夫 役 ) な どの 負担 
課す よう に な っ た 。 租税 徴収 の 対象 と な る 田地 は 名 と いう 徴税 単位 に 分 けら れ , それ ぞ 
れれ の 名 に は 負 名 と 呼ば れる 請 痛 負 人 の 名 が つけ られ た 。 田 増 の な か に は 国司 と 結ん で 勢力 
* 坊 大 し . ます ます 大 規模 な 経営 を 行い , 大 名 田 増 と 呼ば れる も の も 多く 現われ た 。 

こう し て 戸籍 に 記載 され た 成年 男子 を 中 心 に 課税 する 律令 的 支配 の 原則 は 崩れ , 有力 農 
眼 の 経営 する 名 と 呼ば れる 土地 を 基礎 に 課税 する 支配 体制 が で き て いっ た 。 こ の 支配 体制 
5 基づく 国家 を , と くに 律令 国家 と 区 別して 王朝 国家 と 呼ぶ こと が ある 。 

洲 税 請負 人 の 性 格 を 強め た 国司 は , や が て 課税 率 を ある 程度 自由 に 決め る こと が で きる 
ょ うに な っ た た め , 私 腹 を こ や し 巨 利 を あげ る 国司 が 現われ , その 地位 は 利権 視 さ れ た 。 
成功 と いっ て , 私 財 を 出し て 朝廷 の 儀式 や 寺社 の 造営 な ど を 助け , その 代償 と し て 国司 
な どの 官職 を 得る こと や , 同じ 国 の 国司 に 再任 され る 重任 も 行わ れる よう に な っ た 。 

任 国 に 赴任 し た 国司 の うち 最上 席 の 長 は 愛 領 と 呼ば れ , 巨 利 を あげ る た め 強 欲 な も の 
が 多かっ た の で , 任 地 で 郡司 や 有力 農民 か ら 病 政 を 訴え られ る 場合 が し ば し ば あっ た 。 大 
較 府 の 受領 の 大 空 大 弐 藤 原 慌 憲 (963 一 1033) は 京 に 上 っ た 際 に , 「 随 身 の 珍 室 は その 数 を 知 
ぁ ず , の 底 を 払っ て 克 取 る 」 と 称 き れ た ほど で あり ぴ 小 右記 』), 『 今 昔 物 諸 
低 」 に は , 当時 の 受 領 の 貧 欲 さ を 物語 る 話 が 多く みえ て いて , 信濃 守 藤 原 陳 四 は 。 京 へ 帰 
5 際 に 谷底 に 落ち た が , は い 登 る 途中 に 生え て いた 平 茸 を と る こ と を 忘れ な か っ た と いう 。 

[受領 】 受領 は 本 来 , 前 任 者 の 事務 を 引 
き 継 ぐ こ と で あり , 転じ て 前 任 国 司 の 事 
務 を 引き 継ぎ , 国内 の 事務 の 責任 を 担う 
ト 席 の 国司 を 称す る よう に な っ た 。 多く 
は 国 の 守 で あっ た が , 規 王 の 任 国 と され 
た 上 総 ・ 上 野 ・ 常 際 で は 介 で あり , 大 宰 
府 で は 帥 か 大 に 弐 で あっ た 。 位 は 多く は 五 
位 と 低かっ た が , その 経済 力 は 高く , 摂 
関 期 に は 摂関 に 従属 し て 経済 的 な 奉仕 を 
行い , 院政 期 に は 院 の 重要 な 政治 的 な 基 、 下 、 半 職 ゃ 山 央 の 難 を 避け て 多く の 富 を 装 え て 帰京 し 
盤 と も な っ た 。 が の 

988( 永 和 2 ) 年 の 「 尾張 国 郡司 百 姓 等 魚 」 

(尾張 国 解 文 ) に よっ て 訴え られ た 尾張 守 藤 原 元 命 ( 生 没 年 不詳 ) も その 一 例 で ある 。31 カ 条 
に わた る その 訴状 で は , 出 挙 の ほか に 利息 を 加 徴 し た り , 法 外 に 安い 値段 で 産物 を 買い 上 
げた り , また 田 の 面積 を 何 倍 に も 算定 し て 税 を と っ た り , 京 か ら 「 不 善 の 克 」 を 連れ て き 
, 法 外 な 行為 に お よん で いる , と 訴え られ て いる 。 

胡 延 は この 訴え を と りあ げ , 国司 を 解任 し た も の の , や が て 元 命 は ほか の 官職 に つい て 
お り . 特別 な 対策 が 講じ られ た わけ で は な か っ た 。 こ うし た こと も あっ て , 地方 で 支配 に 





受領 の 帰京 の 様子 ("因幡 堂 緑 起 』) 受領 は 奏 子 や 従者 を 引 
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収 を めぐ っ て 対 立 が 深まっ た 。 大 名 田 載ら は , 租税 免除 の 田 に 付加 され て 免除 の 地 と な 
加納 や 出 作 と 称し て , 国司 か ら の 圧迫 を 逃れ よう と し た の で ある 。 そ の 結果 , 0 
典 の 権力 者 に 寄進 し , 権力 者 を 領主 と あお ぐ 荘 園 と する こと が 広く 行わ れる よう に な っ た 。 

また , 談 内 近 国 で は と くに 有力 寺社 が 田 載 の 寄進 を 受け て , 朝廷 や 国 か ら の 雑役 の 免除 を 
計 け た 雑役 免 系 荘園 だ た くさ ん 生ま れ た 。 

こう し た 盛ん な 寄進 に よっ て 不 輸 の 男 囲 や 対象 は 広がり , 荘園 硫 主 の 権威 を 利用 し て , 
隊 届 が 官 物 な どの 徴収 や 国内 の 耕地 を 調査 する た め に 派遣 し た 検 田 便 な どの 2 受 人 が 立ち 入 
る の を 認め な い 不 入 の 特権 を 得る 荘園 も 多く な っ た 。 不 輸 ・ 不信 の 制度 の 拡大 に よっ て 
上 園 は よう や く 国 家 か ら 離 れ , 土地 や 人 民 の 私 的 支配 が 始ま っ た 。 

こう し た 情勢 に 直面 し , 国司 は 料 園 を 整理 し よう と し て 粧 園 領主 と の 対立 を 深め る よう 
才 な っ た が , 一 方 で 逆 に 任期 終了 が 近く な る と , 料 園 の 拡大 を 認め て 利権 を 得る 国司 も い 

国司 は 中 央 貴族 の な か で は 身分 が 低かっ た こと か ら , 退任 後 の 保身 の た め に 荘園 を 国 
昔 と し て 認可 し た の で ある 。 こ の た め 諸 国 で は 国司 の 任 の 初め に は 要 園 の 整理 が 行わ 

, 任 の 終わ り に は 荘園 の 認可 が 下さ れる と いう 現象 が 繰り 返さ れる こと に な っ た 。 荘園 
いっ て も 。 委 に 大 な 誠意 に あっ た の で ある 。 

0 開発 領主 と 呼ば れ て 一 定 の 地域 を 支配 する まで に 成 
圧する と , 一 方 で は 在 庁 官 人 と な っ て 国 衛 の 行政 に 進出 し , 他方 で 国司 か ら 圧力 が 加え ら 
れる を 所 領 を 中 央 の 権力 者 ( 権 門 勢 家 ) に 寄進 し て 荘園 領主 か ら 下 司 や 公文 な ど 
の 壮 官 に 任じ られ , 所 訟 の 私 的 支配 を 今 まで よ りさ ら に 一 歩 お し 進め る よう に な っ た 。 寄 
進 を 受け た 粧 園 の 領主 は 領 家 と 呼ば れ , この 燈 園 が さ ら に 上 級 の 大 買 族 や 天皇 家 な どの 
有力 者 に 重ね て 寄進 され た 時 , 上 級 の 領主 は 本 家 と 呼ば れ た 。 重 ね て 寄進 され た の は , 領 
也 と な っ た 領主 が 有力 者 の 保護 に より 政治 的 な 地位 を 高め る た め や , 荘園 の 権利 を 拡大 す 
る た めで あっ て , . 責 家 ・ 本 家 の う ち 実 質 的 な 支配 権 を も つ 者 は 本 所 と 呼ば れ た 。 

本 所 か ら は 括 所 が 任命 され , 現地 を 支 r 配 する 下 司 や 公文 な どの 荘 官 を 指揮 し て 荘園 
の 支配 を 行っ た が , こう し た 荘園 は 寄進 地 系 荘園 と 呼ば れ , 11 世 紀 半 ば か ら 各 地 に 広まり , 
2 世紀 に は 一 般 的 に み ら れ る よう に な っ た 。 

幸 園 の 認可 が お り る と , 現地 に 使者 が 派遣 きれ て 国 の 在 庁 官 人 と 

と も に 土地 の 調査 が 行わ れ た 。 料 園 と それ 以外 の 国司 の 支配 下 に 
ある 公 領 ( 国 衛 領 ) と の 境 に 勝 示 が 打 た れ , 荘園 の 田 畠 の 量 や 家 の 数 , 和 ・ 栗 な どの 有用 
則 木 の 数 量 な ど を 記載 し た 報告 書 が 作成 され , 正式 に 荘園 と し て 認め られ た が ( 立 券 童 号 ), 
その 際 に 荘園 の 絵図 が 作成 きれ る こと も あっ た 。 
こう し て 各地 に 貴族 や 大 寺社 が 支配 する 荘園 が 増大 し て いっ た が , 国司 の 支配 下 に ある 
傾 も まだ 多く の 部 分 を 占め て いた 。 そ こ で その 地 に 力 を 伸ばし て きた 豪族 や 開発 領主 に 
『 し , 国司 は 国内 を 郡 ・ 郷 ・ 保 な どの 新た な 単位 に 再編 成 し , 彼ら を 郡司 ・ 卿 司 ・ 保 司 に 
隊 て 季節 を 靖 け 負わ せ た ま た 一条 で 生田 拓 ・ 税 所 な どの 行政 機構 を 整備 し , 代官 
まし て 派遣 し た 目 代 の 指揮 に し た が っ て 在 庁 官 人 が 実務 を と る よう に な っ た 。 

【 郡 司 ・ 郷 司 】 律令 の 制度 で は , 地方 の 行政 区 画 は 国 ・ 郡 ・ 里 と わけ られ た が , 里 は 8 世 
紀 の 初 め 郷 と 改め られ た 。 郷 は 50 戸 を 単位 と する 行政 区 画 で あり , 郷 が いく つか 集まっ て 
部 を 構成 し て いた 。 そ れ が 10 世 紀 以 後に な っ て , 人 に 対す る 支配 か ら 土 地 を つう じ て の 支 
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荘園 の 絵図 神護 寺領 紀 侯 国 欄 田 荘 の 図 で . 症 彫 村落 
実情 を よく 知る こと が で きる 。 荘 結 の 東北 端 に 八幡 宮 放 
あり , 民家 は 山 工 や 紀伊 川 ( 現 。 紀ノ川 ) の へ り の 大 道 
も Wa 四 際 と 紀伊 川 の 南 の 点 は 荘 の 領域 の 境 


( 了 勝 示 ) を 示す 。 こ の 葵 園 は 9 世紀 初め に 開発 され , 121 
紀 林 に 神護 寺 に 寄進 され た 。 
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あたっ て いた 受領 は ,。 や が て 廷 任 と いっ て 地方 に 赴任 し な いで , か わり に 目 代 を 国 衝 に 選 
和仁 し て 国司 と し て の 収入 を 得る こと が 多く な っ た 。 受 頭 は 京 に 住み , 摂関 家 な ど に 仕え 
その 経済 的 な 泰 仕 を 行い つつ , 重任 や 他国 の 国司 に 移る 須 任 を 繰り 返し て . 量 を 蓄え て V 
っ た の で ある 。 

一 方 , 現地 の 国 の 政庁 に は , 留守 所 と 呼ば れる 機関 が 受領 の 派遣 し た 日 代 を 中 心 に 
て つく られ , その 指揮 の も と で 国 衛 の 行政 事務 は 地方 の 府 族 か ら 選 ば れ た 役人 が 実務 を と と 
る よう に な っ た 。 これ を 在 庁 ま 法 は 在 庁 官 人 と いい . その 地位 は 世 毅 さ きれ て いっ た 。 
荘園 の 始ま り は 8 世紀 に さか の ぼる 。 貴族 や 大 寺院 が 地方 に 所 有 

する 別宅 や 倉庫 な どの 建物 群 と , その 周り の 各 田 と を 合わ せ て 科 
有 地 と し た 。 こ れ ら 初期 の 荘園 は , 貴族 や 大 寺院 が みず か ら 開 暴 し た 土地 や . その 近く が 
ら 邊 収 し た 疫 田 か ら な り , 周辺 の 班 田 農民 や 浮浪 人 を 使っ て 経営 され た 。 の ちの 寄進 地球 
荘園 と 対比 し て 事 田地 荘園 と 呼ば れる こ と も ある 。 初期 荘 園 の 多く は , 律令 国家 か ら 
税 の 免除 ( 不 輸 ) を 認め られ な か っ た こと も あっ て . 経営 が 不安 定 で あり , また 国家 の 支 本 
機構 に 依存 し て いた 面 も あっ た の で , 9 世紀 に は 奏 退 し た 。 

し か し 荘園 領主 の 権威 を 背景 と し て , や が て 中 央 政府 か ら 不 輸 の 権 を 承認 し て も ら う 茜 

園 が 登場 し て , し だ い に 増 加 す る よう に な っ た 。 さ ら に 10 世紀 半ば に な っ て 地方 の 支配 が 
国司 に ゆだね られ る よう に な る と 。 国司 に よっ て 不 輸 が 認め られ る 葵 園 も 生ま れ た 。 , 国語 
に よっ て 免除 を 受け た 荘園 を 国 発 昔 こ 呼 び , 中 央 政府 か ら の 太 政 官 符 や 民 部 省 符 に 』 
っ て 租税 の 免除 を 認め られ た 荘園 を 官 省 符 荘 と 呼ん だ 。 

10 世 紀 後 半 以 降 に な る と , 大 名 田 載 が 各地 で 勢力 を 強め て 盛ん に 開発 を 行い . 国司 は 雪 
の 農業 経営 を 重視 し て 保護 する こと も あっ た が , 大 名 田 増 ら の 成長 が 進 な につれ. 税 の 衝 
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配 に か わる に つれ , これ まで の 郡 と 郷 は 地域 的 な 
区 分 と し て 編成 し 直さ きれ た 。 そ の 結果 。 別 名 と い 
うこ と で 郡 と 卿 も 地域 的 な 徴税 の 単位 と し て 同格 
の も $ の と な っ た 。 また 郡 卿 と は 別に 国 衛 か ら 特別 
に 設定 され た の が 保 で ある 。 この 郡 ・ 卿 や 保 に お 
ける 租税 の 徴収 を 請負 う 役 人 と し て 任命 きれ た の 
が , 郡司 ・ 部 司 や 保 司 で ある 。 彼ら は その 地方 の 
有力 者 で 。 国 衛 の 在 庁 官 人 を 兼ね た り , その 地位 
を 世 龍 する も の が 多かっ た 。 
: や が て 国司 が 現地 に 赴任 し な いこ と も あっ て , 郡 
: 司 ・ 郷 司 ・ 保 司 や 在 庁 官 人 ら は , 公 領 を あたかも 彼 
] ちの 半 同 の 領地 の よう に 管理 し た り , また 曹 園 領主 
に 7 0 ' に 共進 し た り し た た め , か つて の 律令 制度 の も と で 
国 ・ 郡 ・ 里 ( 卿 ) の 上 下 の 行 政 区 分 で 構成 きれ て いた 
一 国 の 編成 は , 笠 ・ 郡 ・ 卿 ・ 保 な ど と 呼ば れる 荘園 と 2 * 史 で 構成 され る 体制 に 移行 し た 。 
これ に 伴っ て 大 田 文 が 作成 され 。 社 園 と 公 領 の 領主 や 田澤 の 数 量 を 把握 する よう に な り : 
荘園 と 公 領 に 共通 し て 一 国 平 均 役 な どの 課 役 を か ける よう に な っ た 。 肉 の 造営 や 伊勢 神 
宮 の 造 営 の 費用 な ど は 主 に これ が あて られ た 。 
整備 きれ た 荘園 や 公 領 で は , 耕地 の 大 部 分 は 名 田 と され . か つて の 田 増 な どの 有力 農 
民 に 割り 当て られ , 彼ら は 名 田 の 請負 人 の 立場 か ら 権利 を 強め て ゆき 名 主 と 呼 ば れ た 。 
名 主 は , 名 田 の - - 部 を 下 人 な どの 半 属 農民 に 。 また 他 の 一 部 を 作 人 と 呼ば れる 農民 な ど に 
耕作 きせ な が ら , 年 貢 ・ 公事 ・ 夫役 な ど を 領 に 納め 農民 の 中 心 と な っ た 。 
年 貢 に は 主 に 米 ・ 紅 な ど で 納め , 公事 は 糸 ・ 布 ・ 炭 ・ 野 菜 な ど 手 工業 製品 や 特産 物 を 納 
し : 労 役 を 和 仕 する の が 大 役 で あっ た 。 名 に 手 り 波 ョ 』 て られ た 年 貢 ・ 公 事 ・ 夫 役 な ど は , 
国司 が 名 を 請け 負う 田 増 に 課税 し た 官 物 ・ 臨 時 雑役 の 系 統 を 引く も の で あっ た 。 


前 策 を する 兵 (『 粉 河 寺 緑 起 絵巻 』) の 665 

 . 朗 人 「 10 世 紀 に 政治 が 大 きく 変質 し て ゆく な か で , 二 つ 
" 地方 の 反乱 と 武士 の 成 藤 の 大 き な 流 れ が 生ま れ た 。 一 つ は , 地方 の 各地 に 
典 胡 し た 豪族 や 有力 農民 が , 勢力 を 拡大 する た め に 武装 し , 弓矢 を も ち , 、 馬 に 乗っ て 戦う 
較 う に な っ た こと で ある 。 彼ら は 兵 と 呼ば れ , 家 子 と いわ れる 一族 や 郎党 な どの 従者 を 
帆 い て 互い に 戦い を 繰り 返し , 時 に は 国司 に 反抗 し た 。 

も う 一 " つ は 談 内 近 国 に 成長 し た 友 族 が , , 朝 廷 の 武官 と な り , 貴族 に 武芸 も っ て 仕え る 
護 う に な っ た こと で ある 。 後 ら も 兵 や 武士 と 呼ば れ , 滝口 の 武士 の よう に 宮中 の 警備 に あ 
夫 っ た り , 貴族 の 身辺 や 都 の 市 中 の 警 設 に あたっ た 。 

この 二 つ の 流れ は 相互 の 交流 を 経 な が ら , 各地 に 一 族 の 結び つき を 中 心 に し た 連合 体 で 
馬 る 武 二 団 を つく っ た 。 と くに 辺 容 の 地方 で は 旧来 の 大 豪族 や , 任期 終了 後 も その ま 
件 地 に 土着 し た 国司 の 子孫 な ど が 多く , 彼ら を 中 心 に 大 き な 武 士 団 が 成長 し 始め た 。 そ 
な か で も 関東 地方 は 良 馬 を 産 し た と ころ か ら 武 士 団 の 成長 が 著しかっ だ た 。 

を こ に 早く か ら 根 を お ろ し た の が 相武 天 舞 の 曽 孫 の 高 記 王 ( 波 年 不 謗 が 平 姓 を 与え ら 
れこ と で 始ま る 相武 平 典 で あり その うち の 平和 門 (? 940) は 935( 承 平 5 ) 年 下総 を 
卓 楓 取 に し て 一 族 と 私 闘 を 繰り 返す うち に , 上 父 の 国 香 を 殺し た と ころ 。. 常陸 の 国司 に 反 

隊 し て いた 楽 族 の 藤原 云 明 ( 生 滋 年 不詳 ) が 援助 を 求め て きた こ と か ら , それ と 手 を 結び , 
000( 天 鹿 2 ) 年 に 反乱 を お こ し た (将門 の 乱 ) 。 2 

身 門 は 常 『 際 の 国府 を 代 っ て 国 印 欠 い きら に 下野 ・ 上 野 の 国府 を 攻め 落と し , 関東 の 











計 
" 人 下平 
公事 な ど が 貢 進 され る 様子 ("粉河 ェ ーー ィ エー | 次 民 
き 緑 起 絵 導 』) 河内 の 春 族 の 館 。 半生 ま | 路 
魚や 熊 な どの 河 海 の 産物 , 1 馬上 | | | 恒 和 
実 な どの 山野 の 産物 に 絹 ・ 衣 な ど 設 入 の 親 較 
の 反物 が 貢 進 され 。 縁側 の 人 物 に Fn rh | 寺 
よっ て チェ ッ ク を 受け て いる 。 4 笠 | | 高 
人 見 
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折 門 の 首 を 運 ぶ < 藤原 秀 卿 の 隊列 C 依 藤 太 絵巻 』) 
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大 半 を 征服 し て つい に 新 皇 と 称す る に いた っ た 。 朝廷 は 藤原 中文 (873 947) を 征 東大 特 


志 し て 関東 に 下 ら せ た が , その 到着 の 前 に 国 香 の 子 の 平 頁 盛 ( 生 没 年 不詳 ) が 下野 の 府 族 


原 秀 卿 ( 生 没 年 不 * 詳 ) ら の 協力 を 得 て , 特 門 の 本 拠 を 紅い , 将門 を 倒し た 。 


で ぞ れ と ほぼ 同 世 ころ 。 も と 伊予 の 国司 で あっ た 藤原 純 友 (? 941) ) も 瀬戸 内 海 の 海賊 を 避 
いて 反乱 を お こし ( 純 友 の 乱 ), 伊 子 の 国府 を 春 い . 東 は 淡路 まで 占 j 領 し , 西 は 大 宰 府 を 記 
め 落 と し て , 彰 往 に 大 き な 衝 撃 を 写 え た 。 こ こ で も 藤原 忠 文 が 征 西 大 将軍 に 任じ られ た 


それ に 先立っ て , 小野 好 古 (884 一 968) や 清和 源氏 の 祖 で ある 涼 経 差 (? 961) ら に よっ て 上 
友 は 討た れ , ここ に 東西 の 反乱 は お さま っ た 。 2 つの 乱 は 時 の 年 号 か ら 束 平 ・ 天 慶 の 計 
と 呼ぶ 。 

これ ら の 乱 を 通じ て 朝 征 告 の 午 事 カカ の 低下 と 地方 の 武士 の 実力 を 知っ た 朝廷 や 貴族 た ち 由 
武士 を 積極 的 に 3 な し て 李 仕 させ る よう に な っ た 。 員 地方 武士 を 国 の 兵 と し て 国 科 


に 組織 する と と も に , 語 国 の 追 捕 使 や 押 領 使 に 任命 し て , 治安 維持 を 分 担 さ せる よう | 


な っ た 。 盗賊 や 反乱 者 を 追 捕 する た め に 派遣 され る の が 追 捕 使 で あり , 内 乱 な ど に 際 し で 


兵士 を 統率 する の が 押 領 使 で . いずれ も し だ い に 諸 国 に お か れる よう に な らち た 。 
【 国 の 兵 】 『 今 昔 物語 集 + に は , 陸奥 国 の 「 国 の 内 の 炊 る べき 兵 ど も 」 が 国司 を 半 応 に ' 和 s 


夜 , 仕 を た と いう 話 や , 常陸 の 国司 源 頼 信 が 「 館 の 者 ども , 国 の 兵 ど も 」 を 率い て 提 妨 川 の 


浅瀬 を 突破 し , 下総 の 平 忠 常 を 攻め 降参 きせ た と いう 話 を 載せ て いる 。 国司 の 館 を 玖 護 章 
国司 の 命令 で 合戦 ・ 狩 な ど を 行っ た り , 国内 の 一 宮 な どの 神社 の 神事 に 奉仕 し た の が 国 
兵 で あっ て ., が か れ ら は 国 衡 に 登録 され て 代々 に わた っ て 奉仕 し た 。 
こう し て 諸国 で は , 直 任 し た 国司 の 館 を 国内 の 武士 が 警 要 し た り , 国司 が 主催 する 狩 


国司 が 祭る 神 の 神事 で ある 相撲 や 武芸 に 武士 が 奉仕 する 体制 が 生ま れ て いっ た 。 1 世 毅 半 り 


め に , 治 海 州 地方 に 住 む 女 真人 で ある 刀 伊 が 九州 北部 を 般 っ た 時 。 素早く 撃 退 で きた の 


九州 の 地方 武士 が 大 宰 府 権 師 の 藤原 隆 家 (979 一 1044) に よっ て よく 組織 きれ て いて , 同 


指揮 下 で 活躍 し た た めで ある 。 


源氏 の 信 頭 10 世紀 後半 か ら 11 世 紀 前 半 に か け て は , 武士 の 家 が 「 兵 の 家 」 
ー | し て 定着 し て きた 時 期 で , 武器 も 実戦 的 な る の が 登場 し , 武士 の 


間 に の 婁 V7 交 且 の 性 寺 め 人 じ が 主従 関係 も 明確 に な っ て , 中 東 
貴族 の 右 筋 を 引く も の を 棟 委 に いた だ く 傾 向 が 強まっ た 。 

な か で も 源 経基 の 子 満仲 (912 ー997) は , 。 的 洋 を 根拠 地 に し て 押 
関 家 に 仕え を て いた が , 満仲 と その 子 の 頼光 (9481021) ・ - 頼 信 (968 
ー1048) 兄弟 も る さら に 寺 関 家 に 征 づ いて 保護 を 得 て 支 威 を 高め が 
そう し た 最 中 の 1028( 長 元 元 ) 年 に お きた の の が 平 皿 常 の 乱 で あ 作 

平 一 族 は 将門 の 乱 後 も 関東 を 地盤 と し て 栄え て いた が , も 埋 
上 総 の 国司 で あっ た 平 乏 (967 一 103) が 上 総 ・ 下総 に 勢力 を 広 人 
て 反乱 を お こし た 。 朝廷 は 平 直方 ( 生 年 不詳 ) に 追 討 を 命じ た 丸 
義生 改め て 源 頼 信 を 甲斐 の 国司 に 任命 し て 討た せ た と 軒 

, 思 常 は 戦わ ず し て 降伏 し た と いう 。 頼 信 の 武 名 を 欧 れ た も の 
の これ を きっ か け に , 源氏 は 東国 に 進出 し て いっ た 。 
さら に 源氏 の 東国 進出 を 決定 づけ た の は , 前 九 年 合戦 (10513 
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98) で ある 。 陸奥 で は 裏 族 安倍 氏 の 勢力 が 到 大 で , 国司 と 沼 っ 
て いた が , 源 頼 信 の 子 頼 義 (988 一 1075) が 陸奥 守 兼 鎮守 府 将軍 と 
な っ て 任 地 に 下る と , 安倍 氏 は いっ た ん は これ に 服 し た も の の , 
用 び 乱 を お こ し 安倍 氏 は 頼 時 (? 1057) や , 頼 時 の 死後 は 
肖 任 (? 一 1062) ・ 宗 任 ( 生 没 年 不詳 ) 兄弟 が 頑強 に 抵抗 し た た め 

員 は 長期 戦 と な っ た 。 頼義 は 子 の 義家 ( (1039 一 1106) と と も に 東 
剛 の 武士 を 率い て 安倍 氏 と 戦い , 出羽 の 愛 族 清原 氏 の 助け を 得 
北 安 司 氏 を 滅ぼし た 。 


則 の あと に 安倍 氏 に か わっ て 陸奥 ・ 出羽 両国 で 大 き な 勢 力 を 侍 
た 清原 氏 一 族 に 内 紛 が お こっ た 。 清原 真 衡 (? ? 一 1083) ) が 家 衡 (? 
= 1087) と 争い , 真 衡 の 死後 は 家人 衡 が 母 の 連れ 子 の 藤原 清衡 
056 一 1128) と 争っ て いた 。 そ こ に 陸奥 守 で あっ た 義家 が 介入 
し , 藤原 清衡 を 助け て 家 衡 と 戦い , 苦戦 の 末 に 内 紛 を 平定 し た 
の で ある 。 


か っ た が . これ ら の 戦い を 通じ て 源氏 は 東国 武 土 陸 と の 主従 関 
州 を 強め , 武士 の 棟梁 と し て の 地位 を 固め た 。 東国 武士 田 の な 
の に は 義家 に 土地 を 寄進 し て 保護 を 求め る も の が 増え た た め 

帆 府 が あわ て て これ を 禁止 し た ほど で ある 。 こ の ころ に は 地方 
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その 後に お きた の が 後 三 年 合戦 (1083 一 87) で ある 。 前 九 年 合 
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識 表 の 介 人 は 私 合戦 と みな され , 朝廷 か ら 思 賞 は . サチ えら れ な 


10562 上 = 和 人 063" [ 
ず * "合戦 前 の 安倍 jr 合戦 前 の 清原 宮 
替 m sm 氏 の 勢力 範囲 3 血 の 勢 功 囲 
ゴー 理 捕 義 の 指定 箋 店 La ーー 
人 の 勢力 範囲 
ーー の [ 






虹 が 大 名 田 増 の 経営 を 継承 し つつ , 開発 領主 と し て 成長 し て 
件 の 拡大 や 保護 を 求め て お り , その 傾向 を と ら え た 義家 が , 
齋 ら を 家人 と し て 組織 し て いっ た の で ある 。 
[東国 武士 団 】 源義 家 が 都 に 帰っ て の ち , 四国 の 武 士 団 の 多 
く は 家 を お こし , 開発 所 領 を 形成 する よう 【 - な っ た 。 後 三 年 の 合戦 で 矢 を 目 に 射 ら れ た の 
に も か か わら ず に 突進 し た 儲 信 権 郎 政 は 相 棋 の 大 記 E 御厨 を 伊勢 神宮 に 寄 進 し て お り , 
同じ 相模 の 三浦 氏 は 相模 国 の 在 庁 官 人 と な っ て 三浦 半島 一 常に 大 き な 勢 力 を 築い た 。 披 ら 
の 子孫 は その 後 , 都 か ら 下 っ て きた 源氏 の 棟梁 で ある 源義 朝 に 従い 、 さら に 頼朝 に 従っ て 
鎌倉 幕府 の 形成 に か か わっ て いる 。 
散 家 の 去っ た あと の 由 羽 地方 で は , 陸奥 の 藤原 清衡 の 支配 が 強大 と な っ た 。 清衡 は や が 
平泉 を 根拠 地 と し て , 奥州 と 出羽 の 2 国 に 勢力 を 伸ばし , 金 や 馬 な どの 産物 の 富 に よ 
ョ て 摂関 家 や 院 と 関係 を も ち , 京都 の 文化 を 移入 する と と も に , 北方 の 地 と の 交 多 で 独自 
り 交 化 を 育て て 富 強 を GS そし て 子 基 衡 (? 1157 ? ) . 孫 秀 衡 (1122 一 87) と 3 代 100 年 
全 。 た る 六 放 代 呈 氏 の 其 を 染 い た の で ある 。 
こう し て 11 世 紀 に は , 諸国 の 国 衛 の 行政 事務 を 担っ た 在 庁 官 人 も 多く が 武 主 と が 
て 国司 が 現地 に 赴任 ヒ に なくなっ た こと も あっ て , 諸国 の 文化 の 中 心 は 国司 の 館 HH から 武士 
館 に 移っ て ゆき , 地方 の 社会 の 担い 手 も 完 全 に 武士 の 手 に 移っ て いっ た 。 
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SE 「 
4 . 院政 と 平 氏 の 台頭 「 
| 

際 原 通 の 娘 に は 皇子 が 生ま れ な か っ た こと か 豆 


、 後 三条 天皇 と 院政 の 
院政 の 開始 と き の 摂政 ・ 関 白 を 外 厳 と し な い 後 案 天皇 ( 


2 ー72) が 即位 し た 。 すでに 北 年 に 達し ,「 た け き 御 心 に て お は し ま じ 」 と 秋 さ れれ る は ほ 」 
個性 の 強かっ た 天皇 は 大 江 尾 房 ( 41041 一 1111) ら の 学識 に すぐ れ た 人 材 を 登用 し , 摂関 
2 * る こと な く 国 政 の 改革 に 取り 組ん だ 。 
と くに 共 園 の 増加 が 公 領 を 圧迫 し て いる と みた 天皇 は , 1069( 邊 久 元 ) 年 に 厳し い 内 容 
の 延 久 の 荘園 整理 令 を 出 し た 。 全国 的 な 荘園 整理 令 は 醍醐 天皇 の 902 (延喜 2) 年 に は じ 十 
て 出さ れ , その 後 1045( 寛 徳 2 ) 年 な ど し ば し ば 出 き れ て いた が 実施 が 国司 に ゆだね ら 電 

て いた た め 不 徹底 で あっ た 。 
そこ で この 整理 令 は 国司 まかせ で は な く , 中 央 に 記録 共 園 券 契 所 記録 所 ) を 設け て 徹 
底 的 な 審査 を 行っ た 。 審査 に あたる 弁 官 『 と 寄 人 に は 天皇 の 側近 を あて , 審査 に 際 し て は 。 
半 撤 か ら 証 持 類 を 提出 させ 国語 か ら も 報告 を 取り 寄せ て 。 ゥ つ を ム わ みて 
st た 基 准 に 合 わな い 荘 園 を 停止 し て お 
, 摂関 家 の 荘 園 も 例外 で は な く . この 整理 信 は か な り の 成果 を あげ た 。 例 えば 沙 





2 34 カ 所 の 荘園 の うち , 21 カ 所 だ けが 認め られ ., 残り の 13 カ 所 で は 権利 が ず 
べ て 停止 きれ た 。 
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【 記 録 所 ] この 時 の 記録 所 は , 寄 人 が 国司 と 荘園 令 
主 か ら 提 出 き れ た 荘園 の 書類 審査 に あたり , その 結 
果 を 上 申す る の み で あっ た が , その 後 , 荘園 の 訴 度 
を 裁く 機関 と し て 重視 きれ る よう に な り , 保 元 ・ 建 
久 年 間 に 荘 園 整 理 令 が 出さ きれ て 記録 所 が お か れる と, 
荘園 の 整理 ば か り で な く , 訴訟 機関 と し て の 機能 が 
強まり , さら に 鎌倉 末期 に は 訴訟 機関 と し て 常設 き 
れる に いた っ た だ 。 
こう し た 整理 が 可能 だ っ た の は , 摂関 の 前 に 「 あ け 
くれ ひざ ま づ き あ りく 」 と いわ れ て いた 受領 の 要求 を 
天皇 が 受け 入れ つつ , 天皇 が 主導 権 を も っ て 行っ た か 
ら で あ る 。 整理 令 の ほか に も , 大 旦 家 の 経済 を 確立 す 
る た め に 意 を そそ き , また 国家 タ 公定 の 村 を 定め た 。 こ 
れ は 村 の 大 きき を 一 定 に し た も の で , 宣旨 材 と いわ れ . 
層 の 差 準 と し て 人 後世 まで 広く 用 いら れ た 。 
、 秋 旦 は チ の 自 性 天 重 ( 人 17299) に 位 を 衣 っ て 了 
ゆ を お いた が , 病気 の た め 早く 亡くな っ た 。 その 道 
受け 継い だ の が 白河 天星 で あり , 1086( 応 徳 3 ) 年 
CEWEum_u^ の っ て に な 
に 補 光 : の 堀河 天皇 ( 在 位 1086 一 1107) に 譲位 し た の ち 。 
0 お 本 つい で 天皇 を 後見 し な 
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ダ ーー デ * | 
784( 延 歴 3 ) | 王 甘 家 ・ 諸 司 ・ 寺 家 な ど り 園 い ム リコ が らち 政治 の 実権 を 握る 院政 を 行う よう に な っ た だ @: 了 
| 土 臣 和 ・ 諸 本 ・ 寺 家 な どの 山林 併 を 禁じ る れ ⑮⑳ 出 ケ ニ ス ルケ / ナ 「 ェ ゴ オト ・ 
806 (大同 1 ) | 勅 紀 田 や 寺家 ・ 王 臣 家 ・ 百 姓 が 占有 する 山川 を *o 拓 きん を ミ ナル 後記 較 の を 失地 お る 国 町 た ち を 坊 に 到 り 込 み 。 抽 
収 公 す る の が)、 三 舞 過 = 7 に の 
1 を 「_ 生 記 ェ ーーー 1 
902( 延 責 2) | 勅 旨 田 や 寺家 ・ 王 臣 家 ・ 百 姓 が 田 宅 や 山川 填 沢 に ピ 節 56 ー 諸 時 | の 御所 に 北面 の 武士 や 武者 所 を 組織 し た り , 源義 家 る 人 
な 買収 する の を 禁じ る (延喜 の 荘園 整 | 症 ッ を ノ 上 / 基 | 補正 盛 (? 1121) ら の 源平 武 土 団 を 側近 と し て 詩 信 期 
= | 表 常 関 メ : 四 十 : に SD 各 中 
987( 水 延 1 ) | 王 臣 家 が 荘園 ・ 田地 を 設 ける こ と だ 本 信 す る こ 記 文 メ 時 扇 所 * 設 | は 隊 富 と 呼ば れ 院 司 と し て 上 皇 に 仕え た 近臣 た ち は . 
1045【 真 徳 2) DA ( 軍 で を に 間 人 : 置 朝廷 で の 官職 が さほど 高く な い 蔵 人 や 弁 官 , 諸国 の 国 ド 
Fr Er 理 等 ご 店 嘩 1 デア が * ョ 1 
1055( 天 喜 3 ) | 寛 午 2 年 以後 の 新 立 荘園 を 停止 する ご あう の 所 7 宣 の GS 当 788 」 る 2 信 s ま 
1069( 延 久 1 ) | 寛 徳 2 年 以後 の 新 立 荘 園 と 券 契 不 明 で 国務 の 妨 生 や 人 0 ノ や が て 堀河 天皇 の 死後 に は , 白河 は 孫 の 鳥羽 を 天 旦 「 
げた な る 六 還 を 條 上 する (和久 の 名 理 人 間 た 信 ナ 領 コ ・ 妨 に 据え て , 本 格 的 な 院政 を 開始 する こと に な っ た 。 こ の よう に 院政 は , も と も と 自分 の 系 
記録 幸 園 券 契 所 を 設け る 家 が 宮 「⑤ シ 定 契 - 香 人 6 ころ か こ > 
1075( 水 保 2 ) | 合 委 2 年 以 後 の 新 立 導 園 を 修 止 する 妥 っ 。 王 53 御 メ 符 所 統 に 皇位 を 継承 させ よう と する と ころ か ら 始 まっ た も の で , 法 や 慣習 に こだわ ら ず に , 上 
1078( 水 歴 2 ) | 定 徳 2 年 以後 の 新 立 荘園 を 停止 する 生ま 時 が 政治 の 実権 を 行使 し , 白河 上 皇 ( 院 政 1086 一 1129) の あと も , 鳥羽 (院政 12956) ・ 後 日 
1091 (寛治 5 ) | 源義 家 へ の 基 園 の 寄進 を 禁じ る @⑧ 9 キモ ガ ナハ 河上 皇 ( 院 政 1158 一 92) と 3 上 旦 の 院政 が 100 年 余り 続い た 。 院政 の も と で は 院 庁 か ら 下 され 
ョ 1 孤 | レー 、*F- と ュ ミ 。 マ です 
本 なー きえ コン の テス る 文書 の 院 庁 下 文 や , 上 皇 の 命令 を 伝え る 院宣 が 権 成 を も つよ うに な り , 朝廷 の 政治 に 
i り f 立 ョ 「P 書 喝 と ma 1 省 - 
1156( 保 苑 1 ) | 記録 所 を 置き , 前 年 (久寿 2 年) 以後 の 新 立 荘 いき の 午 え ン ハリ 田 ラ eZ 
を 停止 する ( 保 元 の 荘園 整理 令 ) 放 て こ 抄 ょ エ 1 > と 
ョ 25 | 還 0 夫 @ 院 と は , も と も と 住居 の 意味 で 上 皇 の 住居 を 指し た が , この 時 期 か ら 一 般 に 上 時 目 身 を 指す よう 


荘園 の 整理 年 表 人 に 
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1 開 


山 法師 双 六 の 寒 の 目 の 3 つ だ , 語っ た と いう 。 京都 の 治水 , 延暦寺 の 僧兵 . 賭 層 だ け 
が 自分 の 意思 通り に は な ら な い , と いう , 上 息 の 専 制 ぶり を 物語 っ て いる 。 法 勝 寺 の 法 
We な っ た だ こと に 多 り 。 雨 を 谷 益 に に 入れ て 鍼 に 投じ た と いう 語 
古事 談 』 ヵ ) も あり , きら に 上 皇 の 近く に 仕え た 貴族 の 藤原 宗 虫 (1062 一 1141) は .「 意 に 任 
AN 除 目 ・ 誕 位 を 行 ひ 給 ふ 。 古 今 未だ 有 ら ず 」 と も 評 し て いる (『 中 右記 』) 。 
同じ よう な 上 時 の 話 は 鳥羽 ・ 後 白河 上 皇 に も みえ る と ころ で , これ ら 上 和 皇 の 勢力 の 上 昇 
と と も に , それ まで 朝廷 を 支配 し て きた 藤原 氏 の 勢力 は 衰え ざる を 得 な く な っ た 。 し か し 
まっ た く 衰 えた の で は な く , 摂関 家 と し て 家 の 経 済 を 整え , 荘園 を 集積 し , 天 阜 の 外戚 か 
で た 


で 白河 上 皇 は 仏教 を あつ く 信 仰 し , まし て 沙 還 と 2 
野 語 を 繰り 返し , 盛大 な 法 会 を 行っ た 。 YO は, 京 の 
東 の 白河 に 建立 され , その 九重 捨 は 上 朱 の 権威 を 象徴 する も の と な っ た 。 こ の 法勝寺 の の 
ち , 帰 河 大 上 時 の 造立 は だ 落 勝 寺 な ど , 院政 期 に 天皇 家 の 手 で 造営 され た 「 勝 」 の 字 の つく 
6 寺 は 大 勝 寺 と 称 さ れ て いる o 六 勝 寺 は 院 の 仏法 に よる 支配 を 象徴 する も の で あっ た 。 
さら に 京都 の 郊外 の 白河 や 鳥羽 に は 離 宮 宮 が 造営 され た が 。 離 計 六 勝 寺 の 造営 の 費用 
を 調達 する た め に , 受領 の 奉仕 が 求め られ た ほか , 売 位 や 売 宜 が 旗 ん に 行わ れる よう に な 
- っ た 。 上皇 の 周り に は 富裕 な 受領 や 后妃 ・ 乳母 の 一 族 な ど , 院 近 臣 と 呼ば れる - * 団 が 集 
宝 に 上 時 の 力 を 借り て 収益 の 豊か な 『 国 の 国司 な どの 官職 に 任命 きれ た 。 


NO) ろ に は 知行 


の 凛 配 権 を 字 え , その 国 か ら の 収益 を 取得 させ て 経済 的 な 奉仕 求め る も の で , 知行 国 圭 
は 子弟 や 近親 者 を 国 守 に 任じ 。 目 代 を 派遣 し て 国 の 支配 を 行っ た 。 この ころ 貴族 の 俸禄 支 
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まき | 院 の 近臣 院 近 臣 の 藤原 名 逢 (1055- | 士 」 が 何 を する か わか らん , と 思い 猪子 し て 
1123) と 源氏 の 武士 義 光 (1045 一 1127) の 所 領 相 いた の だ 」 と 論 し た の で ある 。 こ れ を 受け て , 
PH 李 は 自分 の 方 に 理 が ある の 顕 務 は 義光 を 呼び 出し , 自分 は 荘園 も あり , 
、 自 河上 皇 が 何 の 成 敗 も 下さ な いこ と を 不 知行 国 も ある の に , 足 殿 は 一 所 を 頼み と 肥 
人 CYS3 人 3 いる と 聞く ゆえ , この 所 領 は 避 り 与え よう , 
上 阜 に 尋ね た と ころ , 上 和 皇 は 顕 季 に , 荘園 を と 述べ た と ころ , 義光 は 二 字 を 提出 し て 従者 
つ 欠 いた と ころ で 困る こと は ある まい , し | に な っ た と いう 。 上 皇 が 近臣 や 武士 に 知行 還 
か し 義光 は 「 只 一 所 懸命 之 由 」 だ と いう , 道理 | ・ 荘 園 な ど を 与え て 奉仕 きせ て いた 様 が よく 
で の み 裁 許し た な ら ば , 「 子 細 を 弁 ぜ ざる 武 | わか る エピ ソー ド で ある 。 
この た め , 公 領 は あたかも 院 や 知行 国 主 ・ 国 司 の 私 領 の よう に な り , それ が 院政 を 支え 
る 基盤 と な っ た が , 院政 の も う 一 つの 基盤 は 大 量 の 荘園 で も ある 。 と くに 白河 上 旦 の 後半 期 
か ら 鳥羽 上 皇 の 時 代 に か け て は , 院 に 荘園 の 寄進 が 集中 し た ば か り で な く 《, 有力 貴族 や 大 
中 院 へ の 荘園 の 寄進 が 増加 し た 。 寄 進 を 受け た 上 皇 は それ ら の 荘園 を 近親 の 女性 に 与え た 
り , 寺院 に 寄進 し た り し た 。 


は ち じ ょ うい ん 


例え ば , 鳥羽 法皇 が 旦 女人 条 院 0137 一 1211) に こ 伝え た 荘園 群 (八条 院 領 ) は 平安 時 代 未 に 
約 100 カ 所 , 後 白河 法 阜 が 長 講堂 に 寄進 し た 荘園 群 ( 長 講堂 領 ) は 鎌倉 時 代 初 め に 約 180 カ 
所 の 多数 に の ぼっ た @。 鳥羽 法 阜 の 時 代 か ら は 不 輸 ・ 不 入 の 権 を も つづ 荘園 が さら に 一 般 化 
し , 不信 の 権 の 内 容 も 警察 権 の 排除 に まで 拡大 され て , 荘園 の 独立 性 は いっ そう 強まっ た 。 

【 女 院 】 八条 院 は 鳥羽 法皇 と 美 福 門 院 (1117 一 ー60) の 両親 か ら 多く の 荘園 を ゆず られ て 大 蘭 

園 領主 に な っ た の で ある が , こう し た 女 院 は 天皇 の 后 や 娘 に 院 号 が 与え られ , 院 と 同様 に 

特別 な 待遇 が 与 た られ た も の で ある 。 女 院 の 始ま り は 一 条 天 皇 の 生母 の 東 三 条 院 で あり , 

院政 時 代 に な る と 多く の 院 の 后 や 娘 が 女 院 の 待遇 を 与え られ , 大 荘園 領主 と し て 華 豚 な 中 

族 文化 の 中 心 的 位置 を 占め る よう に な っ た 。 

な お 大 寺院 で は , 国家 か ら 支 給 さ れ て いた 族 国 の 封 戸 に みあ う 収 入 が 国司 の 潮 納 に よっ 
て 途絶 え , 経済 的 な 基盤 を 荘園 に 求め る よう に な っ て いた こと か ら 。 争っ て 数 多く の 荘園 
を 所 有 し た り , 地方 の 寺院 を 支配 下 に お き , さら に 下級 の 僧 但 を 僧兵 と し て 組織 し た 。 僧 
氏 は 多く が 地方 武士 の 出身 で あっ た か ら , 武士 と か わら ぬ 武 力 を 発揮 し , 法 阜 の 仏教 へ の 

あつ い 信 仰 を 背景 に , 国司 と 争っ た り , 神 本 や 神 奥 を 先 頼 に 立て て 朝 復刻 を 行い 要 
求 を 通 そ うと し た 。 

な か で も 興福 寺 の 僧兵 は , 春日 神社 の 神木 で ある 
醒 を 控 げ て 京都 に 入っ て 強 訴 し た が , この 神社 は 藤 
原 氏 の 氏神 で あり , 興福 寺 は 氏 寺 で あっ た か ら , 摂関 
衣 も これ に は うか つ に 手 が 出せ な か っ た 。 ま た 延暦寺 
で は 日 吉 神 社 の 神 奥 を か つい で 強 訴 し た が , 地方 に 大 
き な 有 勢力 を 築い た 延暦寺 は 都 の すぐ 近く に あっ た だ け 
に , 多大 な 影響 を 写 え た 。 こ の 上 興福 寺 ・ 延暦寺 を 南都 
, 北 嶺 と いう 。 






















害 引 甘 記 』 に よれ ば , 白河 上 皇 は , 自分 の 意 の まま に ゐ な な ら ぬ の は 重 川 の 水 


国 の 制度 が 広まっ た 。 こ の 制度 は , 上 級 貴 族 を 知行 at 


給 が 有名 無実 化し , 貴族 の 経済 的 収益 を 確保 する た 
め に 生み 出 き れ た も の で ある 。 ま た 院 自身 が 国 の 収 | 
和 益 を 握る 院 分 国 の 制度 も 始ま っ た 。 


供 白河 院政 期 以前 
| 0) 鳥羽 院政 期 以 降 
@ 立 荘 時 不明 
働 公 領 ( 院 ・ 保 含む) 
所 領 の 規模 
500T 









僧兵 (清水 寺 縁 起 』) 


ーー ニーー ニ ーー ニテ ーー ーー ニー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーmwー www ーーemwーーー 
$ これ ら の 荘園 群 は 伝 領 さ れ て , 鎌倉 末期 に は 八条 院 領 が 大 覚寺 統 の , 長 講堂 領 が 持明院 統 の それ 
や れ の 経済 的 基盤 と な っ た 。 


法勝寺 の 復元 模型 (京都 市 歴史 資料 館 蔵 ) 院 の 権威 を 象徴 す る 
法勝寺 は , 何 度 か 焼け 落ち て も , その 都度 再建 され て いっ た 妖 記 
南北 朝 時 代 に 焼け て か ら 再 建 さ れ な く な っ た 。 





122 第 1 部 原始 ・ 古 代 
保 元 の 乱 関係 図 


第 3 草 貴族 政治 と 国 風 文 化 123 


58) は , 近臣 の 藤原 通 憲 ( 信 西 , ? 一 1159) を 参謀 に し て , 清盛 や 源義 朝 ら の 武士 を 動員 し 
つい に 先制 攻撃 を 仕掛 け て 上 旦 方 を 破っ た 。 そ の 結 灯 , 崇徳 上 皇 は 讃岐 に 流さ きれ, 頼 長 や 
高義 ら は 殺さ れ た 。 これ を 保 元 の 乱 と いう 。 これ まで 都 を 舞台 に し た 合戦 が な か っ た こと 
か ら , この 乱 は 貴族 に 衝撃 を 与え , また 武士 が 政争 に 使わ れ た こ 二 時 代 の 大 き な 転換 

RM てい の 和 SRSe 

. その 著 『 愚 管 抄 』 で こ れ 以 後 「 武 者 の 世 」 に な っ た と ョ PCIVS る 3 4 

RI 政治 の 主導 権 を 握っ た 信 西 は 平 清盛 の 武力 を 背景 に し て , 保 元 の 新制 を 出 

. て , 新た な 基準 を 設け て 荘園 整理 や 悪 憎 ・ 神 人 の 乱暴 の 取り 締まり を 行う な ど , 鳥羽 院 
Gt 

[ 保 元 の 新制 ] 律令 ・ 格 式 の 編集 の の ち に 朝廷 か ら 出 き れる 法令 は し だ い に 「 新 制 」 と 称 き 

れる よう に な っ た 。 荘園 整理 令 $ そ の 一 つ で ある が , 多く は 朝廷 の 内 部 の 規律 や 服飾 の 統 

制 を 内 容 と し て いる 。 し か し 保 元 の 乱 後 に 出さ れ た 新 表 は , これ まで に な く 夫 規模 な も の 

で , 従来 の 整理 基準 を 見 直し て ., 王 土 思 想 に より な が ら 荘 園 整 理 を 天星 の 名 の も と で 行う 

こと と し , 白河 ・ 鳥 羽 の 院 庁 下 文 や 宣旨 で 認め られ た 荘園 は 公認 する こと , きら に 大 寺院 

や 大 神社 に 所 属す る 悪 僧 や 神 人 の 取り 締まり を 行う こと な ど を 定め 、 さら に 翌年 に も , 内 * 
裏 を 中 心 と し た 官 人 の 規律 や 風俗 の 統制 を 命じ て お り , 2 され た 。 

や が て 院政 を 始め た 後 白 河上 皇 の 近 臣 間 の 対立 が 激しく な 6 1159 (平治 元 ) 年 に は , 清 
成 と 結ぶ 信 西 に 反感 を も っ た 近臣 の 一 Er 
側 に 出かけ て いる る 留守 を ね ら っ て 兵 を あげ , 信 西 を 殺し た 。 だ が 武力 に まき る 清盛 は 京 
の 六 波 羅 邸 に 帰 恒 する と , 信頼 ら を 滅ぼし , , 東 国 に 逃れ る 途中 の 義朝 を 討ち , その 子 の 頼 
朝 を 捕らえ て 伊豆 に 流し た 。 これ が 平 合 の 乱 で ある 。 

この 2 つの 乱 を 通じ て , 貴族 社会 内 部 の 争い も 武士 の 力 で 解決 され る こと が 明らか と な 
り , 武家 の 棟梁 と し て の 平 清盛 の 地位 と 権力 は 急速 に 高 ま [ ーー 
っ 
' 本 清盛 は 後 自 河 上 旦 ( 院 政 
に W の 信 人 を 休む 人 
の て その 本 堂 ( 三 十 三 間 堂 ) に は 千 妥 

体 の 千 手 観音 像 を 安置 する と と も に , 宝蔵 に は 古今 東西 
の 宝物 を 納め た 。 こ うし た 上 皇 へ の 奉仕 と 武力 に よっ て , 時 
清盛 は 異例 の 昇進 を と げ て 太 政 大 臣 と な り , その 子 重 盛 陣 - 
(1138-79) ら の 一 族 も みな 高位 高官 に の ぼっ て 勢 威 な らぶ | 
痢 の な いあ りさ ま と な っ た 。 「 

平 氏 が 全盛 を 迎え た 背景 に は , 各地 で の 武士 団 の 成長 が 
あっ た 。 靖 盛 は 彼ら の 一 部 を 荘園 や 公 領 の 現地 支配 者 で あ 
る 地頭 に 任命 し て , 鐘 内 ・ 西 国 一 帯 の 武士 を 家人 と する こ | 
と に 成功 し , さら に 平 氏 の 一 門 は 海賊 や 山賊 な どの 盗賊 の | 
. 追 討 使 に 任じ られ た り , 受領 と な っ た り し て , 東国 に も 勢 | 
カ を 伸ばし て いっ た 。 sid 

し か も ゃ 一 方 で , 清盛 は 院 近臣 の 立場 を 利用 し , その 娘 徳 





信 西 追 捕 の 恩賞 (『 平 治 物語 絵巻 』) 信 西 を 討っ た 因 質 の 会 議 。 司 
張 義 = 義 條 頼 並 氷 源 氏 の 武者 の 要求 を 入れ て , 藤原 信頼 は 大 国 の 受領 に 任じ る 
氏 放 朝 5 当 平 % こと を 約束 する 。 

か つて 争 護 国家 を 唱え て いた 大 寺院 の こう し た 行動 は . 権力 者 が 各種 の 私 的 な 勢力 に 分 
殺し, 法 に よら ず に 実力 で 争う と いう 院政 期 の 社会 の 特色 を よく 表わし て いる 。 そ うし た 
時 に , 神仏 の 威 を 恐れ , 無気力 と な っ て いた 貴族 の 力 で は . 大 寺院 の 圧力 に 抗 す る こと は 
で きず , 武士 を 用 いて 警護 や 鎮圧 に あたら せ た た め , 武士 の 中 央 政界 へ の 佐用 を 招く こと 
JP 





の 提 挟 よし 麻生 は 東国 に 勢力 を 広げ つつ 

も , 源義 家 の あ と の 義親 (? ー1108) が 流さ きれ た 出雲 で 反乱 を 
る 追 計 れれ る な ど し て や や 勢い を 失う こと に な っ た 。 こ れ に か わっ て 院 と 結ん で ぬ 
さま し い 発 展 記 り を 示し た の が , 伊勢 ・ 伊 賀 を 地盤 と する 柚 武 平 氏 の 一 族 で ある 。 

な か で も 平 正 盛 は . , 矯 賀 国 の 荘園 を 白河 上 皇 に 寄進 し て 政界 進出 の 基礎 を 築き , 義親 を 
っ 計り 箇 析 全 と な ろ て 人 和平 氏 の 所 の た 正 盛 の 子 思 快 
(1096 一 1153) は 瀬戸 円 海 の 海賊 平定 な ど 島 羽 . 上 量 の 信任 を 得 , 受領 と し て 寺 ー 体 の 千 手 

音像 を 安置 する 得 長 寿 院 を 造営 の Re 典 上 に 昇る こと が 許さ きれ (殿上 人 ), 武 察 
こい う 貴 族 の 身分 を 獲得 し , 院 近 臣 と し て も 重く 用 いら れる よう に な っ た 。 そ の 平 氏 の 双 
力 を きら に 飛躍 的 に 伸ばし た の が 忠 盛 の 子 清盛 (111881) で ある 。 

平民 の めざまし い 出 世に 対し て , 源氏 も 巻き 返し を は か り , . 義親 の 子 で 義家 の 状 子 と な 
っ た 狗 義 (1096 一 1156) は 摂関 家 と 結び つき . さら に 為義 の 子 の 義朝 (1123- ー60) は 東国 に 下っ 
て 鎌倉 を 根拠 地 に し , 広く 武士 と の 主従 関係 を 築き あげ て いっ た 。 

鳥羽 法 星 は こう し た 源平 の 武士 を 組織 し , さら に 諸国 の 荘園 を 集積 し た こと で . 専制 的 
な 権力 を 築い た が , それ だ け に その 権力 の 掌握 を 求め る 争い が 激化 し た 。1156( 保 元 ) 年 
鳥羽 法 阜 が 死去 す る と まもなく , か ね て 香 位 継承 を めぐ り 法 皇 と 対立 し て いた 暴 徳 上 皇 
( 在 位 1123 一 41) が 朝廷 の 実権 を 撮 ろ う と 動い た 。 上 皇 は 関 家 の 継承 を めざし て 兄 の 因 呈 
6 り と 争っ て いた 左大臣 藤原 束 長 (1120 一 56) ら と 結び , さら に 源 為義 ・ 平 串 正 (? ー 
1156) ら の 武士 を 集め た 。 

これ に 対し て , 鳥羽 法皇 の 立場 を 引き 継い で 朝廷 の 実権 を 握っ た 後 白河 天皇 ( 在 位 1155 一 








六 渡 縮 付近 図 
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子 (建礼門院 1155 一 1213) を 高倉 天皇 ( 在 位 1168 一 80) の 中 宮 に 入れ て , その 子安 徳 天 皇 ( 春 
位 118085) が 即位 する と 外戚 と な っ て 権勢 を 誇り 。 また 経済 的 基盤 と し て も 数 多く の 知行 
国 と 500 祭 の 童 園 を 所 有 する な ど , その 政権 の 基盤 は 著しく 摂関 家 に 似 た も の が あっ た 。 
清盛 は 京都 の 大 波 苺 に 邸宅 を 構え を た の で , この 政権 は 大 ヽ 波 比 政権 と ちい われ る 。 こ れ ら の 
点 か ら み る と , 平 氏 政権 は 武家 政権 と いっ て も 貴族 的 な 性 格 が 強かっ た と いえ よう 。 

平 氏 は 忠 盛 以 来 , 日 宋 賀 易 に も 力 を 人 れ て いた 。 す で に 1 世紀 後半 以降 。 日 本 と 高 通 ・ 
本 と の 間 で 商船 の 往来 が よう や く 活発 と な り , 12 世 紀 に 宋 が 北方 の 女真 人 の 建て た 金 に 訂 
迫 さ れ て 南 に 移っ て か ら は , 宋 ( 南 穴 ) と の 通商 も 盛ん に 行わ れる よう に な っ た 。 清 磁 は 提 
津 の 大 輸 田 泊 ( 現 , 神戸 市 ) を 修築 し , 瀬戸 内 海 か ら 九 州 の 博多 に いた る 国々 や 良港 を 獲 
但し, 瀬戸 内 海 航路 の 安全 を 確保 し て 泉 商 人 の 電 内 へ の 招来 に つと め , 貿易 を 推進 し た 。 

道 唐 使 の 停止 後 、 中 央 貴族 は 依然 と し て 国交 や 通商 に 消極 的 な 態度 を と っ て いた の で . 
清盛 の 対外 政策 は 大 き な 変 化 で あり , 宋 船 の も た らし た 多く の 珍 宝 や 宋 銭 ・ 青 籍 は 。 以後 
の わが 国 の 文化 や 経済 に 大 き な 影 響 を 与え , また 貿易 の 利潤 は 平 氏 政権 の 重要 な 経済 的 基 
盤 と な っ た 。 

し か し , 平 氏 は も っ ぱら 従来 の 国家 組織 に の っ て , 官職 の 独占 に よっ て 支配 を は か っ た 
定め に ,。 を と か ら 排除 され た 旧 勢 力 か ら の 強い 反感 を 受け , 清盛 の 妻 の 姉妹 で , 後 白河 法 
畠 の 妃 と な っ て いた 建 泰 門 院 (1142-76) が 亡くな る こ ,, 法 量 院 近臣 と の 対立 が 深まっ で 
いっ た 。 そし て TI177 ( 治 率 元 ) に は , 法 揚 の 近臣 藤原 成 親 ( 1138 一 77) ・ 西 光 (118 一 77) ・ 僧 
俊 寛 ( 生 波 年 不詳 ) ら が , 京都 郊外 の 鹿 ヶ 谷 で 平 氏 打倒 の は か り ご と を めぐ らし , 失敗 する 
事件 を お こし て いる ( 鹿 ヶ 谷 の 陰謀 ) 。 

さら に 1179( 治 承 3 ) 年 に な る と , 法皇 を 中 心 に 反 平 氏 の 動き が 表面 化し た こと か ら , 清 
盛 は つい に 法 阜 を 幽閉 し , 関白 以下 多数 の 貴族 の 官職 を 奪い , 処 骨 す る と いう 強圧 的 手段 
に 訴え た 。 そ れ は 一 時 は 功 を 奏し , 全国 の 半分 近く の 知行 国 を 狼 得 する な ど , 国家 機構 の 
ほとん ど を 手中 に 収め る こと に な っ た 。 し か し , こう し た 権力 の 独占 は か えっ て 反対 勢力 
の 結集 を 促し 平 氏 の 没落 を 早め る 結果 と な っ た 。 

足 族 文化 は この 時 期 に 入る と , 新た に 右 頭 し て きた 武士 や 
庶民 の 活動 と と も に , その 背後 に ある 地方 文化 を 取り 入れ 
る よう に な り , 新鮮 で 形 か な も の を 生み 出 し た 。 

RW は 藤原 明 衡 (? 1066) が 『 新 猿楽 記 」 を 着 わ し て さ ま 芝 まる 
記し , 後 三 条 天 皇 や 自 河上 阜 の 近 臣 で あっ た 大 江 医 房 は 「 像 作 子 記 』 や 『 永 長 田楽 記 』 な 
委ね お YE 科 取 03 お 牧 7 了 1 F7CA22 間 近 所 1 
に 大 い に 流行 し て おり 。 奈良 時 代 に 中 国 か 伝来 し た 肖 業 に 由来 する 導 業 も 親しま れ た 。 
必 房 は 年 中 邊 『 事 や 公 事 の 実際 を 示し た 『 江 家 次 第 』 な ど も 着 わ し た 文人 で あっ た が , さ @ 
に 説話 を 『 江 談 抄 』 に 語っ て いる 。 その 同じ 時 期 に 編 ま れ た の が イン ド ・ 中 国 ・ 日 本 の 
の 昔 物語 集 』 で あり , 武士 や 庶民 の 生活 を みごと に 描き 出し で 
いる 。 残念 な が ら 『 今 語 集 』 の 作者 は 不明 で ある が , 同じ く 作者 不明 の , 将門 の 乱 を 皇 
いた 『 将 門 記 」 や . 前 年 を 描い た 「 陸 奥 話 記 , な ど の 初期 の 軍記 物語 が 書か れ た こ e。 
も 特筆 きれ よう 。 こ れ ら は この 時 代 の 文学 が 地方 の 動き や 武士 ・ 庶 民 の 次 に 強い 関心 を も 

っ て いた こと を よく 示す も の で ある 。 
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これ ら の 作品 は 新た な 民間 の 動き に 触発 され , それ を 貴族 が 
表現 し た も の で あっ た が , と くに 民間 で 流行 し た 歌 歌謡 を 集め た 
の が 後 折 河 法皇 で あり 。 流行 歌謡 で ある 今 欄 を 遊 な どか ら 学 | 2 存 牧 抄 人 昌和 
ん で みず か ら 「 案 塵 秘 抄 』 を 編み 。 その 事情 を 『 近 塵 秘 抄 口 伝 | こ 。. gs 
集 」 に 記し て いる 。 こ の 時 代 の 貴族 と 庶民 の 文化 と の 深い か か 大 
わり を よく 示し て いる 。 今 様 の ほか に 古代 の 歌謡 か ら 発 達し た 今 鏡 (藤原 為 経 ) 
催 馬 楽 や 和漢 の 名 名 を 吟 ずる 彰 詠 も 流行 し て いた 。 法華 経 を 読 | 栄 花 ( 華 ) 物 語 ( 赤 染 衛門 ?) 

むり 読経 や 寺院 音楽 の 声 明 も 盛ん と な っ た 。 | 将 門 記 ( 作 者 不明 ) | 

武士 と 庶民 の 動き は 絵画 に よっ て も 表現 され て いる 。 le 陸 興 話 記 ( 作 者 不明 ) 
た 和 絵 の 手法 を 用 いて 絵 と 視 書 を お り まぜ な が ら 時 間 の 進行 今昔 物語 集 ( 作 者 不明 ) | 

を 表現 する 絵巻 物 が 多く つく られ る よう に な っ た 。 京 の 火事 と 
麻 民 の 動き を リア ル で 迫力 ある 描写 を し た 『 伴 大 納 理 絵巻 庶 
民 の 信仰 を 求め る 秘 を 自然 描写 を 背景 に 浮か びあ が ら せ た 『 信 | 
責 山 縁起 絵巻 』。 合戦 の 舞台 と な っ た 京 の 復興 や 朝廷 の 行事 を 
テー マ に し て 都 の 庶民 の 動き を る 活写 し て いる 『 年 中 行事 絵巻 』 
を は じ め , 多く の 傑作 が この 時 期 に 生み 出 き れ た 。 な か に は | 
r 島 獣 戯画 , の よう に , 動物 を 擬人 化し て 人 々 の 動き を 生き 生 
き と 描 いた 異色 の も の も み ら れ る 。 

従来 の 物語 を 絵巻 に 表現 し た も の も 多く つく られ た 。 優美 な | 
「 源 氏 物 語 絵巻 は その 代表 的 な 作品 で ある が , そう し た 貴族 的 
な 作品 に も 武士 や 庶民 の 影響 だ し だ い に 現 われ て いっ た 。 そ れ 
は 法華 経 の 信仰 と と も に 広く 行わ れ た 写経 に み ら れ る 。 「 記 面 
古 写 経 』 の 下絵 に は , 都 や 地方 の 社会 , 庶民 の 生活 が みごと に 
描か れ て お り , 安芸 の 厳島 神社 の 府 奉 な 「 平 家 納 経 』 は , 平 氏 
が この 神社 を あつ く 信 仰 し た こと か ら 清 盛 が 一 門 に 語ら っ て 納め 
た も の で あり , 平 氏 の 栄華 と 同時 に その 貴族 性 を 物語 っ て いる 。 

他方 で , この 時 代 に は 地方 の 豪族 が 都 の 文化 を 積極 的 に 取り 
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入れ て お り , 各地 に 宗教 文化 が 広がっ た 。 奥州 藤原 氏 は 清衡 の 時 に WE 草 寺 を 建て 。 
鞭 金 を ふん だ ん に 使っ た 金色 堂 な どの 建物 を 造 営 上 その 子 基 衡 も 平泉 に 毛 越 寺 と いう 大 
衝 院 を 建立 し た 。 ま た 陸奥 の 盤 城 の 白水 阿弥 陀 堂 や , 九州 豊後 に は 富貴 寺 大 堂 や 斬 杵 の 石 
仏 な ど . 地方 豪族 の つく っ た 阿弥 陀 堂 や 汐 土 教 美術 の 秀作 が 各地 に 残さ れ て いる 
こう し た 地方 の 文化 と 都 の 文化 の 橋渡し を し た の が , 寺院 の 所 属 か ら 離 れ た 筐 な ど と 
呼ば れ た 民間 の 布教 者 で あっ た 。 大 寺院 が 多く の 僧 を か か えて , 政治 と の 結び つき を 強め 
る な か で , 彼ら は 山林 に 散り 諸国 を めぐ っ て 修行 し , 仏教 信仰 を 広め て いっ た 。 不 輸 ・ 
不 入 の 権 を も つ 六 園 が 増え , 荘園 と 公 領 が 分 立 す る な か で , 聖 た ち は 国 司 に か わっ て 公共 
的 な 事業 を も 担う よう に な っ た 。 人 々 に 喜 捨 を 仰ぐ 共進 を 行い 衰退 し た 寺院 や 壊れ た 橋 
* 道 ・ 洪 湾 な どの 修築 を し た 勧進 上 人 が 聖 の な か か ら 多 く 出 現す る よう に な っ た 。 

この よう に 院政 期 に お ける 大 き な 社 会 の 転換 が 文化 の うえ で も よく 知ら れる が さら に 
これ まで の 物語 文学 に か わっ て , 『 栄 花 ( 華 ) 物語 』 や 大 鏡 』「 今 鏡 』 な どの 国文 体 の すぐ れ 
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た 歴史 物語 が 著 わ され た の も , 転換 期 に 立っ て 過去 の 歴史 を 振り 返 反 ろ うと する この 時 期 の 
貴族 の 思想 を 表わし て いる 
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1 . 鎌倉 幕府 の 久 設 











泊 平 の 争乱 | 平 清盛 は 後 白河 法皇 を 曳 閉 し 平 氏 の 専制 的 政権 を 築き あげ た = 
し か し 中 族 や 大 寺社 , 地方 の 武士 た ちの 平 氏 へ の 不満 は 強く 筐 


は 藤 く は 続か な か っ た 。 1180( 人 4) 清盛 が 係 で ある 幼い 安徳 天 息 を 位 に つけ る 
< 後 白河 法 息 の 第 2 皇子 以 仁王 (1151 一 80) と 源 頼 政 (105- ー80) は , 園 城 寺 や 興福 寺 を 味 
方 に し て 平 氏 打 倒 の 兵 を あげ た 。 大 寺社 の 僧兵 の 力 が ー つ に まとまる の を 葛 れ た 清盛 は た 
だ ち に 攻撃 を 加え , 頼政 は 宇治 で 戦死 し , ム に 王 も 奈良 に 向かう 途中 で 討ち 取ら れ た 。 し 
か し 決起 を 呼び か ける 以 仁王 の 令 旨 は 諸国 に 伝え られ , これ に 呼応 し た 武 土 (大 地 領 玉 ) 
た ち が つ きつ き と 立ち あがっ た 。 彼 ら は 各地 の 国司 や 荘園 領主 に 対抗 し て 自己 の 所 領 の 支 
配 権 を 強化 ・ 撤 大 し よう と し て お り , て の 障害 と な る 平民 政権 を 否定 し た の で あっ た 。 内 
乱 は 全国 に 広がり , 5 年 に わた っ て 戦い が 続け られ た 。 これ が 治 承 ・ ・ 寿 永 の 内 乱 で ある 。 
【 治 承 ・ 寿 永 の 内 乱 】 治 承 ・ 寿 永 の 内 乱 は , 一 般 に に は 源氏 と 平 氏 の 戦い と いわ れる 。 し か 
し 歴史 学 的 に みた 場合 . この 全国 的 な 動乱 を 単に 源氏 と 平 氏 の 勢力 争い と みる の は 正しい 
理解 で は な い 。 以 仁王 の 挙兵 以降 , 軍事 行動 を お こす 者 が 相 つ い だ 。 美 濃 ・ 提 江 ・ 河 内 の 
源氏 , 若狭 ・ 越 前 ・ ・ 加賀 の 在 庁 官 人 , 吉 族 で は 伊予 の 河野 氏 ・ 肥後 の 第 池 氏 ら で あ る 。 彼 
ら は あく まで も ゃ も: 平 氏 の 施政 に 反発 し た の で あっ て . は じ ぬ めか ら 源 氏 , と くに 源 頼朝 に 味方 
し た わけ で は な い 。 彼 ら の 背後 に は 在 地 領 主 層 の 存在 が あり , 在 地 領 主 た ち は 自 己 の 要 来 
を 実現 する た め に 各地 で 立ち あがっ た の で ある 。 
, 彼 ら の 動向 を まとめ あげ , 。 武家 の 棟 業 と な る 機会 は 頼朝 以外 の 人 , 例え ば 源義 仲 ・ 源 行 
家 (? 一 1186). ある い ビ 平 宗 盛 (1147 ー85) に も 与え られ て いた 。 頼朝 が 内 乱 に 終息 を も た 
らし 符 た の は , 彼 こ そ が 在 地 領主 層 の 要望 に 最も よく こたえ た か ら で あ る 。 こ の 意味 で 幕 
府 の 成立 は , 時 代 の 画 期 と と ど え る こと が で きる 。 な お , 当時 の 合戦 に つい て で ある が , 
軍記 に ! は 例え ば 富士 川 の 戦い は 平家 軍 7 万 舌 ・ 源氏 軍 20 万 騎 、 など と 記さ れる 。 こ れ は 大 
変 な 誇張 で あり , 保 元 の 乱 の 時 の 平 清盛 軍 300 騎 ・ 源 義朝 軍 200 騎 , と いう 数 字 を 参照 する 
と , 実数 は 10 分 の 1 以下 で あっ た ろう 。 
平民 に 反する 勢力 の うち, と くに 強大 だ っ た の は 源 加 朝 (147 一 99) の 勢力 で ある 。 頼朝 
は 源義 朝 の 子 で . 平治 の 乱 の あと 伊豆 に 流 き れ て いた 。 以 仁王 の 令 旨 を 叔父 源 邊 家 か ら 伝 
えら れ , 1180( 治 承 4) 年 8 月 。 表 政 子 Q1571225) の 父 北条 時 政 (1138 一 1215) ら と 挙兵 し た 。 
石橋 山 の 戦 いで は 平 氏 方 の 大 許 景 親 (? 1180) ら に 敗れ て 海路 安房 国 に 逃れ た も の の , 代 
々 源氏 に 仕え て いた 東国 の 武士 が 続々 と 馳せ 参じ , 早く も 10 月 , 頼朝 は 源氏 の 根拠 地 で あ 
っ た 鎌倉 に 入っ た 。 清 盛 は 孫 の 平 維 盛 (158 ? 一 84) を 大 将 と し て 上 頼 朝 追 討 の 大 軍 を 関東 に 
派遣 し た が , 平 氏 軍 は 駿河 国 の 富士 川 で 源氏 の 軍 に 大 敗 し て 京都 に 逃げ 帰っ た 。 水島 の 飛 
ぴ び 立 つ 音 に 驚き , 源氏 の 夜 藤 と まち が えて 敗走 し た と いわ れる 。 頼朝 は 配下 の 武士 た ち 
の 切 詳 を いれ て あえ て これ を 追い か ける こと を せ ず , 鎌 信 に 帰っ て 関東 の 経営 に 専念 し た 。 
東国 平定 に 失敗 し た 平 氏 は , 建設 な 中 の 摂津 の 福原 京 を 放棄 し て や む な く 平安 京 に 帰り . 以 
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ーー 義経 推定 進路 上 川平 氏 | 屋島 の 戦い 
ーー 義仲 推定 進路 ゴ 源 頼朝 1 
ーー 範頼 推定 進路 に 源義 人 | 
ェ ーーー 頼朝 の 氏 含 入 
由 お も reis。 





源平 争乱 の 勢力 範囲 1183( 寿 永 2 ) 年 現在 の 男 囲 。 源 義仲 は 北陸 ・ 山 陰 , 頼朝 は 東海 ・ 東 山 , 平 氏 は 山 
陽 ・ 南 海 地方 を それ ぞ れ 支配 下 に お いて 3 者 対立 の 形 を 示し て いる 。 陸奥 に は 藤原 秀 知 が 大 き な 勢 力 を 
も っ て いる 。 


仁王 に 加担 し た 大 寺社 を 焼き 討ち し , 近江 ・ 河 内 の 源氏 の 一 族 を 討伐 し て 意 内 の 支配 を 固 
め , 諸国 の 動乱 に 対処 し よう と し た 。 だ が 1181 ( 開 和 元 ) 年 問 2 月 の 清盛 の 死 と 同年 の 鐵 内 
・ 西 国 の 大 負 鐘 (養和 の 大 錠 鮮 ) が 平 氏 に 深刻 な 打撃 を 与え た 。 
[福原 居 都 】 以 仁 王 が 敗 死 し た 層 6 月 , 平 清盛 は 安徳 天星 ・ ・ 高倉 上 皇 を 素 じ て 摂 津 の 福原 
に 居 都 し た 。 平 家 の 指導 力 を 高め る た め の 措 置 で あっ た が , 貴族 た ちの 反発 は 激しく , 回 
都 北 嶺 の 僧兵 や 近江 ・ 河 内 の 源氏 の 反 平 氏 の 動き 活発 に な っ た 。 そ の た め 清 盛 は や む な 
Ne 11 月 に は 都 を 京都 に も どす こと に し た 。 

力 朝 の 従弟 源義 伸 (1l54 一 84) は , 頼朝 より 1 カ月 ほ ご の ち に 信 渡 国 で 挙兵 し た 。 徐々 に 
近隣 の 武士 を し た が え , 1181 年 6 月 , 平 氏 の 命 を 受け た 越後 の 豪族 城 氏 の 攻撃 を 退け て 
北陸 道 に 進出 し た 。 北陸 道 諸 国 に は 反 平 氏 の 気運 が 高まっ て お り , 義仲 の 勢力 は 急激 に 大 
きく な っ た 。1183( 寿 永 2 ) 年 , 平 氏 は 再び 維 研 を 大 将 と し て 軍勢 を 北陸 に 派遣 し た が 、 越 
中 に いた 義仲 は 加賀 と 越 中 の 国境 砺波 山 の 倶 利 伽羅 峠 に 迎え 討ち , これ を 撃破 し た 。 和 牛 の 
角 に だ た いま つ を 結ん で 夜 南 を か けた と 伝え られ る 一 戦 で ある 。 義仲 は 敗走 する 平 氏 軍 を 追 
っ て 加 伯 国 篠原 で も 勝利 し , その まま 京都 に 攻め の ぼっ た 。 識 内 の 武士 や 寺社 勢力 も いっ 
せい に 平 氏 に 反旗 を 翻 し , 同年 7 月 , 平 氏 一 門 は つい に 都 か ら 追 い 落 と きれ た 。 

都 で の 義仲 は 政治 的 配慮 に 乏しく , 後 白河 法 阜 の 反感 を か い , 反 平 氏 勢 力 の 掌握 に 失敗 
7 だ 。 條 が 平民 を 討つ べく 中 国 地方 に 沙 在 する 間 に , 法皇 は 頼朝 の 上 京 を 促し た 。 頼朝 は 
弟 の 源 範頼 ( 生 没 年 不詳 ) と 源義 経 (1159 ー89) を 大 将 と し て 東国 の 軍勢 を 派 し た 。 義仲 は 急 
ぎ 防 戦 し た が , も は や 味方 と な る 武士 は な く , 1184( 寿 永 3, 元 条 元 ) 生 1 用 近江 国 業 
涯 で 戦死 し た 。 

源氏 が あい 争っ て いる うち に , 平 氏 は 福原 に も どり, 者 回 移 の 機会 を まう か が っ て いた 。 
欄 白河 法 阜 は 平 氏 追 討 の 院宣 を 頼朝 に 与え , 源氏 軍 は た だ ち に 平 氏 の 拠 貞 一の谷 を 攻撃 し 
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た 。 同 年 2 月 の 源平 両氏 の 命運 を か けた 戦い は , 義経 の 活躍 を 得 て 源氏 側が 勝利 し た 。 頼 
朝 は こ の の ち 各 地 に 有力 な 武士 を 派遣 し , 平民 や 義仲 の 勢力 を 掃討 きせ た 。 平 氏 の 基盤 で 
ある 四国 ・ 九州 の 武士 も 頼 彰 に 司徒 する よう に な っ た 状 勢 を みて , 1185 (文治 元 ) 年 2 月 
和 経 は 度 還 屋島 に 平 代 を 人 人 し さら に 長門 国 壇ノ浦 に 追い つめ た 。 義 経 と の 海戦 に 敗 
れ た 平 氏 一 門 は 同年 3 月 ,, 安徳 天 筆 あ まとも に 海中 に 没 し た 。 
頼朝 の 勢力 増大 を 恐れ た 徐 向 洒 法 筆 は , 軍事 に すぐ れ た 義経 を 重く 用 い , 頼朝 の 対抗 者 

に し よう と 試み た 。 頼朝 は 法 皇 の 動向 を 警戒 し , 鍵 倉 に 名 旋 する 義経 を 京都 に 追い 返し た 計 
上 た し て 法皇 は 義経 と 彼 父 行 家 に 九州 ・ 四 国 の 武士 の 指揮 権 を 与え , 頼朝 追 討 の 命令 を 下 
し た 。 し か し 武士 た ち は 頼朝 を 重んじ て 法皇 の 命令 を 開か ず , 義経 は 孤立 し , 奥州 平泉 の 
朱 族 藤原 秀 衡 の も と に 落ち 延び た 。 秀 衡 の 死後 . その 子 の 泰衡 (1155 一 89) は 義経 を 殺害 し 
て 頼朝 と の 協調 を は か っ た が , 頼朝 は みず か ら 大 軍 を 率い て 奥州 に 進み , 膝 原 氏 一 族 を 減 
ほぼ し た 。 1189 (文治 元 ) 年 の こと で ある 。 こ れ に より , 武 門 の 棟 染 と し て の 頼朝 の 地位 を 
用 か す 者 は 誰 も いな く な っ た の で ある 。 
_ 着 平 当 乱 の 折 , 頼朝 は 関東 を 動か ず , 新しい 政権 の 樹立 に 

3 根拠 地 に 選ん だ 鎌倉 は 東海 道 の 要 衛 で あり . 南 
は 放 に 面 し ニカ を 本 に 閉 ま れ た 用 の 地 で あっ た 。 ま た , 源 頼 義 が 源氏 の 守り 神 , 石 
清水 八幡 宮 を 勧請 し て 和 欠 岡 八幡 宮 中 を 建立 する な ど , 源氏 ゆか り の 土地 で あっ た 。 
頼朝 は 1180( 浴 承 4 ) 年 の 富士 川 の 戦い の あと , 侍 所 を 設け , 長官 で ある 別当 に は 

浦 一 族 の 和田 義盛 147 一 1213) を 任じ 。 . 頼 彰 と 主従 の 関係 を 結ん だ 武士 で ある 御家 人 を 続 | 
制 させ た 。1184( 元 暦 元 ) 年 に は 公文 所 と 間 注 所 を 開い た 。 公 文 所 は の ち に 系 備 され て 療 
所 と 改称 され た 。 その 長官 で ある 別当 に は 朝廷 の 練 達 な 下級 官 東 で あっ た 大 江 広 元 (1148 
ー1225) を 任じ , 一 般 の 政務 や 財政 事務 を 管掌 させ た 。 問 注 所 の 長官 は 執事 と 呼ば れ , や 
は り 下 級 官 更 で あっ た 三 療 康 信 (1140 一 1221) を 京 か ら ら 拍 いて 裁判 に あたら せ た 。 
一 方 , 頼朝 は 常陸 国 の 佐竹 氏 ・ 大 接 氏 , 下野 国 の (藤原 姓 ) 足利 氏 , 上 野 国 の 新 田 氏 ら 


(人 天 府 の 所 在 地 
8 1) 85 一 |225 
の 放電 あ | (2) 1226 一 1333 


< 午 芋 > 





と 4 「 
W' gl 当時 の 海岸 線 
源氏 と 関係 の 深い 地 で , 三 記 を 


鐘 倉 要 図 鎌倉 は 源 頼朝 以来 , 
南 は 海 に の ぞ む 要害 の 地 で あっ た 。 鎌倉 幕府 の 機構 


小 き な 丘陵 に 囲ま れ , 
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を 討伐 し , ある い は 降伏 きせ な が ら , 実力 で 関東 の 荘園 ・ 公 領 を 支配 し , 御家 人 の 所 領 支 
配 を 保障 し て いっ た 。1183 ( 寿 永 2 ) 年 10 月 に は , 義仲 と の 対立 に 苦し む 後 白河 法 阜 と 交渉 
し , 東海 ・ 東 山 両道 諸国 の 支配 権 の 公 的 な 承認 ( 寿 永 二 年 十 月 宣旨 ) を 手 に 入れ た 。 つ いで 
RE 法 阜 が 義経 に 頼朝 追 討 を 命じ る と 軍勢 を 京都 に 送っ て 強く 抗議 し 。 追 計 
人 を 拉 回 させ る と と も に , 諸国 に 守護 荘園 や 公 領 に は 地頭 を 任命 する 権利 . 田 1 段 あ た 
り 5 乾 の 実弟 業 を 敏 収 する 権利 . さら に 諸国 の 国 衛 の 実権 を 提 る 在 庁 官 人 を 支配 する 権 
利 を 獲得 し た 。 こ うし て 東国 を 中 心 に 頼朝 の 支配 権 は 広く 全国 に 及 忘 こと に な り , 武家 政 
殿 と し て の 鍵 倉 幕 府 が 確立 し た 。 
[将軍 と 幕府 ] 征夷 大 将軍 と は 岩 夷 征討 の 軍 の 総 大 将 に 与え られ た 職名 で ある が , まだ こ 
の 時 代 に は , 武 門 の 棟梁 と 将軍 職 と が 不 即 不 離 の 関係 に ある わけ で は な か っ た 。 源 頼朝 は 
当時 は も っ ぱら 敬意 を こ め て 鐘 倉 殿 と 呼ば れ て いた が , や が て いく つか の 候補 (例え ば 近 
術 大 将 ・ 鎖 守 府 将軍 な ど ) の な か か ら 義 仲 も 任じ られ た この 官職 を 選択 し , 武 門 の 棟 菜 の 
指標 と し た の で あっ た 。 頼朝 以後 , 征夷 大 将軍 . ある い は 単に 将軍 と いえ ば , すなわち 武 
人 の 代表 者 と いう 認識 が 定着 し て いく 。 
また 征夷 大 将軍 の 居館 を 幕府 と 呼ぶ が 幕府 と は 中 国 の 語 で , 出征 中 の 将軍 の 暮 で 囲っ 
た 陣営 を 意味 し て いた 。 そ れ が 転じ て 日 本 で は 近衛 大 将 の 居館 の 意 に 用 いら れ , さら に 将 
軍 の 館 の 意 に な っ た 。 これが 武家 政治 の 政府 を 指す よう に な る の は , は る か 人 後世 に な っ て 
か ら で あ る 。 
守護 は 各国 に 1 人 ずつ . 主として 東国 出身 の 有力 御家 人 が 任命 され た 。 そ の 任務 は , 規 
定 に よれ ば 大 犯 三条 すなわち 大 番傘 促 ・ 謀 上 人 の 逮捕 ・ 殺害 人 の 逮捕 に 限ら れ て いた 
が , 実際 は 治安 を 維持 する た め に 国内 の 御家 人 を 指揮 し て 警察 権 を 行使 し , 戦時 に は 御家 
hak7cSFU のか 
員 は 依 狼 と し て 任命 きれ て いた が , 実際 の 国 の 行政 は も っ ぱら 現地 の 有力 者 で ある 在 庁 官 
の のせ お の IGGo 補 訂 填 以 の の 62 人 到 お 1 の で 彼ら の な か に は 幕 
府 の 御家 人 に な る 者 も あっ た 。 守護 は 在 庁 官 人 へ の 命令 権 を 行使 し , し だ い に 国 衝 の 支配 
を 進め て いっ た 。 と くに 東国 で は , 最も 有力 な 在 庁 官 人 三国 内 で 最も 有力 な 武士 と いう 図 
試 が 定着 し て お 0, さら に その 武士 が 御家 人 と な っ て 守護 に 任じ られ た か ら 【 相 模 国 の 三 
小 氏 。 下総 国 の 千葉 氏 , 下野 国 の 小山 氏 な ど ), 国 衛 の 機能 は ほとん ど 守 護 の いる 守護 所 
に 移さ れ , 守護 は 強力 な 地方 行政 官 と し て 働い た の で ある 。 
[大 犯 三条 】 誤解 され や すい の で 繰り 返す が , 大 犯 三 カ 条 の 3 つ は 「 守 護 の 任務 の うち 
で と くに 重要 な も の 」 な の で は な く て , 「 守 護 が 行使 を 許さ れ た 権限 の すべ て 」 で ある 。 0 
だ し 守護 は 謀反 人 の 未 捕 ・ 殺害 人 の 速 捕 を 口実 と し て 任 国 内 の 英 察 権 全般 を 手中 に し よう 
と た し だ し 。 和音 任 国内 の 御 
家人 た ちの 統率 に つと め た 。 そ の た め 鎌 倉 時 代 後期 に な 守護 と 主従 関係 を 結ぶ 在 地 
武士 た ち が 現 われ て くる 。 
各国 の 荘園 や 公 領 に お か れ た 地頭 は , 御家 人 の な か か ら 任 命 き され た 。 任務 は 年 貢 を 徴収 
し て 荘園 領主 や 国 衛 に 納入 する こと , 土地 を 管理 する こと , 警察 権 を 行使 し て 治安 を 維持 
する こと で あっ た 。. 竹 合 に は 一 定 の 決ま り が な く 。 各地 域 に お ける 先例 の 半 が 尿 則 で 
あっ た 。 た だ , 承 久 の 乱 後に 定め られ た 新 補 率 法 に よっ て お お よそ の 見 当 を つけ る こと 
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が で きる 。 も と も と 地頭 と は 土地 の ほとり , すなわち 「 現 地 」 を 指す 言葉 で , 平安 時 代 後 期 


か ら 荘 官 の 名 称 と し て 用 いら れ た 。 平 氏政 権 下 で も , 武士 が 地頭 に 任じ られ て いる 例 を わ 
ず か な が ら 見 い 出 すこ と が で きる 。 頼朝 は 地頭 の 職務 を 明確 化す る と と も に , he 
司 や 荘園 領主 か ら 幕 府 の 手 に 奪取 し た 。 そ れ ま で 多く は 下 司 の 地位 に あっ た 武士 ニ 荘 官 

注い 人 


て 保障 され る こと と な っ た の で ある 。 在 地 へ の 影響 力 の 低下 を 恐れ る 荘園 領主 た ち は 当 媒 


この 事態 に 反発 し , 地頭 の あり 方 を めぐ っ て 朝廷 と 幕府 の 間 で 何 度 か 交渉 が 行わ れ た 。 ぞ 
の 結果 。 地頭 の 設置 範囲 は 平 氏 と その 関係 者 ・ 謀 天 人 の 所 領 だ け に 限る こと と な っ た が , 
や が て 幕府 の 力 が 大 きく な る に し た が っ て ., し だ い に 全 国 に お よぶ よう に な る 。 

1186 (文治 2 ) 年 , 頼朝 は 京都 に 京都 守護 を お いた 。 妹 婚 で ある 貴族 一 条 能 保 (1147 一 97) 


が これ に 任じ られ , 京都 の 警備 と 在京 の 御家 人 の 取り 締まり に あたっ た 。 九州 の 大 宰 府 に 
は 鎮西 泰行 を 典 州 に は 奥州 総 奉 行 を お いて 地方 の 御家 人 の 統率 を 命じ た 。 朝廷 で は 九条 


兼 実 (149 一 1207) が 頼朝 の 後援 を 得 て 摂政 の 地位 に つい た 。 兼 実は 貴族 の 合議 を 重視 する 


人 物 で , 後日 河 法 筆 の 専制 に 対抗 し た 。 2 芋 府 に 好意 的 で , 鎌倉 と 京都 と の 協調 に つと |』 


め た 。 1190 ( 息 久 元 ) 年 , 頼朝 は 上 洛 を と げ て 近衛 大 将 に な り . 1192 ( 建 久 3 ) 年 , 法 阜 の 


死後 に 征夷 大 将軍 に 任じ られ た 。 以後 こ の 職 は 江戸 時 代 の 末 に 至る まで 長く 武士 の 第 一 人 


者 の 指標 と な っ た 。 頼朝 が 将軍 に 就任 ( 在 位 1192 一 99) し , ここ に 鐘 倉 幕府 は 名 実 と も に 成 
立 す る に いた っ た の で ある 。 
【 鎌 含 幕 府 の 成立 時 期 】 鎌倉 幕府 の 成立 時 期 を いつ に 求め る べき か , この 問題 を めぐ っ で 
これ まで 以下 の 6 説 が 主張 きれ て きた 。 見解 の 対立 は , 論者 の 幕府 観 の 相違 に よっ て も た 
ら さ れ て いる 。 
① 1180( 治 承 4 ) 年 末 …… 頼 朝 が 鎌倉 に 居 を 構え , 侍 所 を 設け , 南関 東 ・ 東 海道 東部 の 実 
質 的 支配 に 成功 し た と き 。 
1183( 寿 氷 2 ) 年 10 月 …… 上 頼朝 の 東国 支配 権 が 朝廷 か ら 事 実 上 の 承認 を 受け た と き 。 
1184 ( 元 暦 元 ) 年 10 月 …… 公 文 所 (政所 )・ 問 注 所 を 設け た と き 。 
1185 (文治 元 ) 年 11 月 …… 守 護 ・ 地頭 の 任命 権 な ど を 獲得 し た と き 。 
1190 ( 針 久 元 ) 年 11 月 …… 頼 朝 が 右近 衛 大 将 に 任命 きれ た と き 。 
1192( 建 久 3 ) 年 7 月 …… 頼 朝 が 征夷 大 将軍 に 任命 され た と き 。 
⑤・⑯, と くに ⑥ は 幕府 と いう 語 の 意味 に 着目 し た , いわ ば 語源 論 的 な 解釈 で あり , 召 


9⑨@@@@ 


く か ら 主 張 き れ て いる 。 こ れ に 対し ほか の 4 説 は , 軍事 政権 と し て の 幕府 が 成立 し て くる 


過程 を 問題 に し て お り , な か で は ③④ が 最も 重要 な 時 点 で ある と し て , 現在 で は これ を 支持 
する 学者 が 多い 。 し か し , 幕府 の 基 融 は 東国 に あり , 東国 の 支配 政権 と し て の 性 格 を 強調 
すべ きだ , と すれ ば ② 説 が 有力 に な り , 軍事 力 に よる 実力 支配 を 重く みれ ば ① の 見 解 が 者 
張 さ れる こと に な る 。 
平安 時 代 後 期 以来 , 武士 は 有力 者 の 底 護 を 求め て 主 科 関係 
虹 府 と 斬 家人 結ん で いっ た 。 自己 の 官 位 姓名 を 記し た 名 壮 を 提出 し て 臣従 
の 芽 と し 。 上 旦 ・ 女 院 ・ 摂 関 ・ 貴族 た ち を 主 と 仰い だ の で ある 。 当時 の 主従 制 に お ける 
主人 の 従者 へ の 拘束 力 は 後世 に 比 し て は な は だ 弱く , 一 人 の 武士 が 複数 の 主人 を も つこ と 
も ご く 普 通 に 行わ れ て いた 。 
線 平 の 戦い が 始ま る と , 関東 地方 の 武士 た ち は 頼 朝 を みず か ら の 権益 を 守る 者 と し て 朗 





第 4 章 武家 社会 の 成立 133 


惣領 制 の 社会 的 機構 







時 に 

: 理 

放 時 京都 大 秋 和 人 
拉 和 番 役 


関東 御 公 事 


( 準 号 ) 


( 尊 ) 





公武 二 元 支配 の 機構 


旧 し , 競っ て その 従者 と な っ た 。 頼朝 の 勢力 が 拡大 する に つれ , 彼 に 服属 する 武士 は 全国 
に 広がっ て いく 。 将軍 と 直接 の , また 当時 と し て は 非常 に 強固 な 主従 関 係 を 結ん だ 起 中 
ょ くに 御家 人 と 呼ば れ た 。 主 君 に し た が う 従 者 を 一 般 に 家人 と いっ た が 将軍 へ の 敬意 か 
ら 「 御 」 の 字 が 加え られ た わけ で ある 。 

加 朝 は 御家 人 に 対し , お も に 地頭 に 任命 する こと に よっ て , 先祖 伝来 の 所 領 の 支配 を 保 
隙 し た 。 こ れ を 本 領 安 増 と いう 。 近隣 語 地 力 の 進出 と 領内 の 治安 の 悪化 に 絶え ず 人 悩ま き 
れ て いた 武士 ( 在 地 領 主 ) に と っ て , 「 一 所 懸命 (一 つの 所 に 命 を か ける ) の 地 」 と いう 言葉 が 
し ば し ば 用 いら れ た ほど 大 切 だ っ た 本 領 の 領有 を 認め て も ら う こと は , 何 物 に も か ぇ 難い 
御 思 で あっ た 。 御 因 に は も う 一 つ , 新 恩 給 与 が あっ た 。 これ は 抜群 の 功績 が あっ た 時 に ., 
新た な 領地 を 与え られ る こと を いう 。 

件 思 を 受け た 御家 人 は , 従者 と し て 替 色 を 果たす 義務 が あっ た 。 彼 ら は 戦時 に は 将軍 の 
た め に 命 を か け て 戦っ た 。 平家 物語 は 間 交 大 (ーI63) と いう 武士 に 「( 東 国 の 直 二 は ) 
いく さ は 又 , 親 も うた れ よ 子 も うた れ よ , 死ぬ れ ば 乗り こえ 乗り こ を えた た か ふ に 候 」 と 
ら せ て いる が , 彼ら は 家 の 存 続 と 繁栄 を 願い , みず か ら の 一 邊 を 捨て て 斉 細 に 戦っ た の で 
ある 。 ま た , 戦時 に お ける 戦闘 と な らん で の 平時 に お ける 奉公 は , 番 1 及 の 勤 仕 で あっ た 。 

定期 間 京都 に 滞在 し て 朝廷 の 警護 に あたる 京都 大 番 役 幕府 を 警護 する 鎌倉 番 役 が これ 
で ある 。 御家 人 は 家の子 ・ 郎党 と 呼ば れる 従者 を 率い て , 何 年 か (不定 期 ) に 一 度 , 遠方 か 
京都 ・ 鍵 倉 に や っ て きた 。 費 用 は すべ て 自 弁 で あり , 経済 的 に も 過酷 な 勤め で あっ た 。 
開発 領主 と し て 在 地 に 勢力 を 兵 植 し て きた 武士 団 ., と くに 東国 武士 胃 は こう し て 幕府 
の も と に 御家 人 と し て 組織 きれ , 地頭 に 任命 きれ て , 強力 に 所 領 を 支配 する こと を 将軍 か 

ら 保障 きれ た 。 こ の よう に , 土地 の 給与 を 通じ て 主人 と 従者 が 結び つく 関係 を 封建 関係 と 
いい , 封建 関係 に よっ て 支配 が 行わ れる 政治 ・ 社 会 制度 を 封建 制度 と 呼ん で いる 。 土 地 を 
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召 介 に 御 思 と 奉公 が 成り 立つ 将軍 と 御家 人 の 緊 審 な 主従 関係 は , それ まで の 貴族 社会 に 
み ら れ な か っ た 。 鍵 倉 幕 府 は 封建 制度 に 基づく 日 本 で 最初 の 政権 で あっ た 。 ま た 東国 は 頼 
朝 が 実力 で 平定 し た 実質 上 の 幕府 の 支配 地域 で あり , その 他 の 地方 で も 国 衛 の 任務 は 守 計 
を 通じ て 幕府 に 吸収 きれ て いっ た か ら , 守護 ・ 地 頭 の 設置 に よっ て , 日 本 で の 封建 制度 は 
初め て 国家 的 制度 と し て 歩み 始め た と 考え られ る 。 

し か し , この 時 代 に は 京都 の 朝廷 や , 荘園 領主 で も ある 貴族 ・ 大 寺社 の 力 が まだ 強く 
っ て いた 。 政治 の 面 で も 経済 の 面 で も , 幕府 と 朝廷 , 幕府 と 荘園 領主 と いう 二 元 的 な 支 | 
が 特徴 で あっ た 。 朝廷 は 平安 時 代 と 同じ よう に 国司 を 任命 し て 形式 の 上 で は 全国 の 一 般 行 
政 を 統 還 し て お り , 貴族 ・ 大 寺社 は 国司 や 荘園 領主 と し て , 土地 か ら の 収益 の 多く を 握っ 
て いた 。 御 家人 の な か に も , 依然 と し て 将軍 の ほか に 主人 を も つ 者 が いた 。 政 治 的 に 朝廷 
の 有力 者 と 結び つこ うと する 者 や , 経済 的 利益 を 求め て , 自己 の 荘園 の 本 家 ・ 領 家 で あ 
る 皇族 ・ 貴 族 を 主人 と 仰ぐ 者 な ど で あ る 。 例え ば 伊勢 国 の 加藤 光 員 ( 生 没 年 不詳 ) と いう 志 
士 は , 加 朝 挙兵 以来 の 有力 御家 人 で あり な が ら , 京都 の 後 鳥羽 上 皇 に は 西 面 の 武士 と し で 
仕え , 伊勢 神宮 の 神官 大 中 臣 氏 の 家人 で も あっ た 。 

間 府 経済 に 目 を 転じ る と , 将軍 で あ る 頼朝 は 関東 知 行 国 と 関東 御 領 を 所 有 し て いた 


関東 知行 国 は 頼朝 の 知行 了 国 で , 関東 御 分 国 と も いわ れ , 最も 多い 時 は 9 カ国 を 数 えた 。 頼 


朝 は 知行 国 主として 国司 を 推挙 し , 国 衛 か ら の 収入 の 一 定額 を 取得 し た 。 関東 御領 は 頼朝 
が 本 家 ・ 領 家 と し て 支配 し た 荘園 や 国 衛 領 で ある 。 将 軍 の 直轄 地 で あり , 鎌倉 時 代 初め に 
は 平家 没 官 領 と いわ れる 平 氏 の 旧領 約 500 カ 所 と 源氏 の 本 領 と か ら 成 り 立 っ て いた 。 知行 
国 と いい 料 園 と いい , 将軍 は ほか に 例 を みな い ほ どの 巨大 な 領主 で あ も あり, この ぼう 大 な 所 
領 が 幕府 の 経済 基盤 を な し て いた 。 こ の 事態 は , 幕府 が 荘園 ・ 公 領 の 経済 体制 の うえ に 和 
か れ た 権力 体 で あっ た こと を 如 実 に 物語 っ て いる 。 御 家人 へ の 土地 給 写 が 土地 自体 の 給与 
で は な く , 地頭 職 と いう 土地 へ の 権利 の 給与 で ある こと も , 幕府 と 荘園 制 の 密接 な 関係 娠 
裏づけ て いる 。 幕府 は 確か に 封建 的 な 政権 で あっ た 。 し か し 荘園 制 を 否定 する こと の で き 
な い , 未熟 な 政権 で も あっ た 。 そ れ ゆ え ぇ に 幕府 と 朝廷 と は , 併存 し 得 た の で あっ た 。 
ーー _ 菩 府 と 朝廷 は 農民 や 商人 に 
知行 国 [ 東国 の 細則 和 箇 | 対し て は 支配 者 と し て の 共通 面 
[立岩 4 年 (8 回 で ニテ [ で W | を も っ て いた 。 幕府 は 守護 ・ 地 
ーー うつ 昌 前 | 頭 を 通じ て 全国 の 治安 の 維持 に 
あたり , 年 貢 を 荘園 領主 に 上 納 
し な い 地 頭 を 六 す る な ど , 一 
で は 朝廷 の 支配 や 荘園 ・ 公 領 の , 


も う 一 方 で は 全国 の 支配 の 実権 
を 握る ろう と し た 。 そ の た め に 笠 
護 ・ 地 頭 と 国司 ・ 荘 園 領 王 と の 
間 で し だ い に 紛 争 が 多発 する よ 
うに な っ た 。 や が て 在 地 で 六 官 
(多く は 下 司 ) が 地頭 に か わっ て 





維持 を 助け た 。 け れ ど も 幕府 は 』 
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で だ 。 幕府 に よる 現地 支配 が いっ そう 強まっ て , 、 対 立 は 深刻 な を も の に な っ て いっ た 。 

【 幕 府 の 経済 的 基盤 】 , 関東 知行 国 は , 将軍 が 知 守 国 で ある 国 を いう 。 将軍 は 一 族 や 有 
力 御家 人 を 朝廷 に 推薦 し て 国司 と し . 目 代 を 派遣 し て 国 衛 を 支配 し , 国 衛 領 か ら 租 税 を 徴 
収 し た 。 頼朝 は 9 カ国 を 知行 し た が , 実 朝 の 時 代 に は 4 カ国 に 減少 し た 。 以 後 幕 末 ま で 4 
ー6 方 国 を 数 えた が , 時 代 を 通じ て 分 国 で あり 続け た の は 駿河 ・ 相 模 ・ 武 蔵 の 3 カ国 に す 
ぎ な い 。 

関東 御領 は 将軍 の 直轄 領 で ある 。 す な わ ち 将軍 が 本 家 ・ 領 家 と し て 支配 し た 普 園 や 国 衛 
領 で ある 。 地頭 職 は 御家 人 に 給付 きれ , この 土地 か ら の 租税 は 幕府 の 王 要 な 財 泊 に な っ た 。 
これ を 歴史 的 由来 に よっ て 分 類する と , ① 源 氏 の 本 領 , ⑧② 平 家 上 旧領 , ③ 承 久 肖 収 地 と な る 。 
① と ②⑫ は 源平 内 乱 後に 頼朝 が 獲得 し た も の で , 合わ せ て 500 カ 所 に の ぼる 。③ は 承 久 の 乱 
の 勝利 に よっ て 幕府 が 得 た 京 方 貴族 ・ 武 士 の 所 領 3000 カ 所 で ある 。 

関東 御領 の 支配 に あたっ て は , 幕府 政所 が これ を 統括 し , 租税 を 徴収 し た 。 鎌倉 時 代 中 
期 以 降 , 政所 は 北条 氏 の 掌握 する と ころ と な り , 御領 の 多く は し だ い に 北 条 氏 の 所 領 と 化 
し で いっ た 。 









卓越 し た 指導 者 で あり , 将軍 独裁 
ーー の 政治 を 推進 し て いた 源 頼 朝 は , 
Il99( 正 治 元 ) 年 正月 に 53 歳 で 世 を 去っ た 。 前 年 末 , 相模 川 の 
人 供 差 に の ぞ ん だ 帰り に 鞭 馬 し た こと が 原因 と され る が , 幕府 
の 歴史 を 描い た 『 難 委 鏡 』 は こ の 時 期 の 記事 を 欠い て お り , 詳 
し い 事 情 は わか ら な い 。 の 
帆 朝 の あと を 受け 継い だ の は , 欠 子 源 頼家 (1182 一 1204) で あ 
っ た 。 け れ ど も る 御家 人 た ち は , 18 歳 の 新しい 鎌倉 典 が , 頼朝 と 
賠 様 に 強大 な 権力 を も つこ と を 歓 迎 し な か っ た 。 頼朝 の 死 か ら 
わずか 3 カ月 の の ち , 北条 時 政 ・ 大 江 広 元 ・ 三 普 康 信 ら 華 府 の 
神 老 た ち は , 頼家 か ら 訴 設 ( 裁 判 ) の 裁決 権 を 取り あげ た 。 頼 
の 活 動 を 制限 し . その うえ で 御家 人 の 代表 で ある 和 宿 老 13 人 の 
肌 し 合い に よる 政治 運営 を 開始 し た 。13 人 の 合議 制 と 呼ば れる も の が これ で ある 。 
[13 人 の 合議 制 】 若年 の 新 将 軍 頼 家 の 専制 を お さえ る た め の 制 度 。 構成 は , 文官 と し て 大 
江 広 元 ・ 三 著 康 信 ・ 中 原 親 能 ( 広 元 の 見 )・ 二 階 党 行 政 の 4 人 。 頼朝 以来 の 武 音 と し て 北条 
時 政 ・ 北 条 義 時 ・ 三 浦 義澄 ・ 八 田 知 家 ・ 和 田 義盛 ・ 比 條 能 員 ・ 安 達 盛 長 ・ 足 立 吉 元 ・ 梶 原 
景時 の 9 人 で ある 。 当 時 の 幕府 の 有力 者 を 知る こと が で きる 。 ま た 制度 と し て は , の ちの 
和 完 箇 や 中 香 来 に 連なっ て いく 。 
合議 の 中 心 に 位置 し た の は , 融 家 の 母 政 子 の 実家 北条 氏 で あっ た 。 こ れ 以 後 , 北条 氏 の 
双頭 は 急速 に 顕著 に な っ て いく 。 こ の 1199( 正 治 元 ) 年 の 末 , 頼家 の 「 第 一 の 郎党 」 と いわ れ 
た 梶原 景時 (? 1200) が 鎌倉 を 追放 され た 。 文武 に すぐ で れ た 彼 は 頼朝 と 頼家 か ら 厚 い 信 任 
を 受け , 和田 義 友 に か わり 佳 所 別当 に も 任じ られ た が . 他 の 有力 御家 人 か ら 激 し い 非 難 を 
あび て 失脚 し た 。 翌 1200( 正 治 2 ) 年 正月 , 景時 の 一 族 は 駿河 国 で 襲撃 を 受け , 合戦 の の ち 


加油 
(| 較 油 青 鑑 題 | 
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ーー 
経 % : 導 を 
し 
将 加 』 
上 
= 1 当 
同 頼 # 
上 調 : 








に 滅び 去っ た 。 同国 の 守護 は 北条 時 政 で あり , 彼 の 指令 起 
] 駿河 の 御家 人 た ち に 届い て いた も の と 思わ れる 。1203 ( 燃 
人民 ⑧9 湖 | 頼家 が 重病 に 倒れ る と , 時 政 は 政子 と は か り , 
| 頼家 の チー - 帳 (1198- ー1203) と 弟 千 峠 (1192 一 1219) を 後継 者 
立て た 。 将 軍 の 権限 を 2 分 割 し , 2 人 に 継承 させ よう と し 
た の で ある 。 頼家 と 一 3 
発し , 時 政 を 討 と うと 計画 し た が , こ 能 員 は 北条 氏 に 講 | 
殺さ れ , RA 還 の 表 な 折 も 生 も ろ と も は ぶれ 湯 
| 頼家 は 伊豆 の 修 禅 寺 に 押し 込め られ 。 千 幡 が 将軍 と な っ て 
源実朝 を 名 乗っ た 。 時 政 は 大 江 広 元 と な らん で 政所 別当 回 
な り , 将軍 の 補佐 を 名 目 と し て 政治 の 実権 を 掘っ た <。 この ) 
時 政 の 地位 は 執権 @ と 呼ば れ , 以後 代々 北条 氏 に 伝え ら 梓 
て ゆく 。 
1204( 元 久 元 ) 年 時 政 は 幽閉 中 の 頼家 を 殺害 し . 層 信 
に は ひそ か に 実 朝 を 退け て 娘 婚 の 平賀 朝 雅 (? 1205) を 畑 
軍 職 に つけ よう と し た 。 朝 雅 は 信濃 源氏 の 名 門 の 出身 で , 
| 当時 京都 守護 と し て 活躍 し て いた 。 陰 護 の 一 環 と し て , 旧 
府 の 重臣 畠山 重忠 (1164 一 1205) の の 一 族 が 減 ぼ きれ た 。 し 基 
し この 企 て は 政子 ら の 反対 に あい , 朝 雅 は 京 で 殺さ れ , 内 
政 は 引退 を 余儀 な く され た 。 時 政 の あと は , その 子 の 北 委 
閉 時 (163 一 1224) が 受け 継い だ 。 1213 ( 建 保 元 ) 年 , 義 時 同 
和田 義成 と その 一 族 を 減 ぎ し た 。 義 盛 は 頼朝 以来 の 功臣 "| 
景時 滅亡 以 後に 侍 所 別当 の 戦 に 復帰 し て お り , その 勢力 は 』 
佐 れ な か っ た 。 鎌倉 を 戦火 に 巻き 込ん だ 和田 合戦 の 未 に , 
義盛 の 本 家 三 浦 氏 を 味方 に つけ た 北条 方 が 勝利 し , 義 時 ほ 
政所 と 合わ せ て 佳 所 の 別当 を 兼ね , 執権 の 地位 を 不動 の 
9 だ 用 だ 
わずか 12 歳 で 将軍 と な っ た 実 朝 は , し だ い に 政 務 に 精 励 | 
する よう に な り , 政所 を 整備 し て 幕府 の 誕 訟 ・ ・ 政治 制 度 の 
充実 に つと め た 。 従来, 実 朝 は 北条 氏 の まっ た く の 像 介 で 
あっ た と いわ れ て きた が , 最近 で は 。, 彼 の 政治 へ の 取り 組み を 積極 的 に 評価 し よう と する | 
説 が 有力 に な っ て いる 。 し か し , 将軍 と し て の 実 朝 が , 人 
あっ た こ と は 疑 い が な い 。 彼 は 個人 的 に は 武芸 より も 公家 文化 に 親しみ , 和歌 や 咽 塊 を 朋 
好 し , 半 も 貴族 坊 門 家 か ら 迎 えた 。 官 位 の 昇進 を 亜 み SI14 0 の 3 
また , 神代 栄西 (H41 一 1215) や 宋 人 際 和 帰 ( 中 流 年 不 二 ) ら と 交わ り , と くに 後者 の 勧め に し 
た が っ て 潜 補 し よう と も し た 。 こ の 試み は 船 が 座 確 し て 果たせ な か っ た が , 実 朝 の 武 二 
@ 執権 と は 元 来 , 朝廷 に お ける 言葉 で あっ た 。 上 筆 に 仕え る 院 司 を 統括 する , いわ ば 第 一 の 院 司 欠 | 
執権 と 呼ん だ 。13 世 紀 中 ご ろか ら , この 院 の 執権 に な ぞ ら えて , 幕政 の 実権 を 掌握 し て いる 北条 氏 夫 | 
一 般 に 執権 と ほす よう に な っ た 。 
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に 似つか わし く な いこ うし た 行動 は , 彼 の お か れ た 音 酷 な 環境 と 関係 が あっ た の か も し れ 
な い 。 


1219 ( 承 久 元 ) 年 止 月 , 実 朝 は 頼家 の 遺児 の 公 史 (1200-19) に よっ て , 右大臣 就任 の 式典 


の 必中 , 衝 岡 八幡 宮 の 社 頭 で 暗 殺さ れ て し まう 。 公 暁 が 誰 に 操 ら れ て いた の か は , 北条 
大 識 , 


三浦 氏 説 が あり 定か で は な い 。 結局 公 暁 $ 殺 され て , 源氏 の 正統 は 3 代 27 年 で 断 絢 
し た 。 義 時 は 親王 を 奉じ て 将軍 に 立て よう と 願っ た が , 後 鳥羽 上 旦 (院政 1198 一 1221) は こ 
れ を 許さ なか っ た 。 そこ で 聞 朝 の 境 緑 に あたる 摂関 家 の 藤原 頼経 (1218 一 56) が , 新 将軍 と 
し て 鎌倉 に 迎え られ た 。 こ れ を 摂家 将軍 , 藤原 将軍 と いう 。 た だ し 頼経 は まだ 2 歳 の 幼児 
で あり , 将軍 と は 名 ば か り で , 実権 は 執権 北条 氏 の 手中 に あっ た 。 

武士 の 勢力 が 全国 各地 で 伸び て ゆく に こっ 
つれ , 朝廷 や 貴族 の 反感 は 強まっ た 。 
こと に 2 公家 の 経済 的 基礎 で ある 荘園 が 地頭 の た め に 公 き れ て 
いっ た こと は 。, 危機 感 を いっ そう 増大 きせ , 幕府 を 倒 そ うと 靖 
いう 動き を 生起 きせ る こと に な っ た 。 
鎌 信 時 代 の 初め , 朝廷 の 実権 を 握っ た の は , 源 頼朝 と 協調 | 
関係 に あっ た 九条 兼 実 (1149 一 1207) で あっ た 。 と ころ が 親 基 | 詳 計 
謀 と いう べき 兼 実は , 1196 ( 建 久 7 ) 年 , の 
(1149 一 1202) の 策動 に よっ て 失脚 し て し まう 。 通 親 は 兼 実 に 更 Sa っ 
か わっ て 一 時 権力 を 握っ た が , や が て 成人 に 達し た 後島 簡 上 後 鳥 羽 上 皇 像 (藤原 信 実 筆 ) 
SL NG 上 皇 は 歴代 の 治 天 の 
村 ( 院 政 を 行っ た 上 皇 を この よう に 呼ぶ ) た ちと 同様 に 専制 を 指向 し , 権力 を 一 身 に 集中 し 
で いっ た 。 兼 実 が 重視 し た 伯 族 の 合議 は 退け られ, 政務 は 上 皇 と , 何人 か の 上 皇 の 壇 臣 
に よっ て 執り 行わ れ た 。 乳 母 の 帰 二 位 (藤原 兼子 1155 一 1229) を は じ め と する 上 皇 の 近親 
痢 が 政治 に 口 を 出し , 大 き な 力 を も っ た 。 


日生 束 貞 


[女人 入 眼 の 日 本 国 】 鎌倉 時 代 前 期 は , 女性 が 政治 に 大 き な 力 を も っ た 時 期 で も あっ た 。 
鳥羽 上 畠 の 内 親王 で , ぼう 大 な 荘園 群 を 領有 し た 八条 院 。 後 白河 法皇 の 穴 妃 で , し きり 
に 朝政 に 口 入れ し た 後 局 (高階 栄子 ? 1216) 。 そ れ に 源 頼 朝 の 妻 の 北条 政子 と 後島 
羽 上 皇 の 乳 生 の 帰 二 位 。 政 子 は 頼朝 亡き あと の 幕府 を 主導 し て いた し 卿 二 位 は 後島 
院政 の 中 枢 に あっ て 上 自 を 助け て いた 。 慈 円 は 『 黒 管 抄 』 で こ の 2 人 を 取り あげ , 「 日 本 は 
女人 入 眼 の 国 」 と 評 し た 。 幕 府 で も 朝廷 で も , 女性 が 政治 を 動か し て いる , と いう の で あ 
る 。 

後 鳥 羽 上 皇 は 八条 院 領 , 長 講 堂 領 な ど , 分 散 し て いた 広大 な 天皇 家 領 を 手中 に 収め て 災 
清 的 な 基盤 を 強化 し た 。 そ の うえ で , これ ら の 土地 を 恩賞 と し て , 新た な 朝廷 の 軍事 力 を 
編成 し て いっ た 。 開 内 ・ 近 国 の 武士 や 幕府 の 有力 御家 人 まで も が 上 量 に 臣 徒 し, 北面 の 武 
上 や , また 新た に 談 \ け られ た 西 面 の 武士 に 任じ られ た 。 彼ら は 日 ご ろか ら 上 皇 の そば 近く 
に 仕え . 直接 上 皇 の 命 を 受け , 大 寺社 の 僧兵 な ど と の 戦闘 に 従事 し て いた 。 

上 皇 は 将軍 源 実 萌 を あつ く 過 し た 。 破格 の 官位 を 与え , 母 と 后 の 実家 坊 門 家 の 女 性 を 選 
ん で 彼 の 妻 と し , 側近 の 源 仲 意 (? ー1219) と いう 人 物 を 学問 の 師 と し て 鎌倉 に 送っ た 。 上 
邊 は 実 朝 を 通じ , 鎌倉 幕府 に 影響 力 を 行使 し よう と し た の で は な いか と 考え られ て いる 。 











承 久 の 乱 要 図 1221( 承 久 3 ) 年 。 
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月  / 月 ここ ろ が 実 朝 は 暗殺 され , 仲 章 も 同時 6 

の 殺害 され た 。 上 皇 が 皇子 の 新 将軍 就任 4 
拒否 し た こと は 前 述 し た が , この 件 に み | 
られ る よう に , 朝廷 と 北条 氏 を 代表 と すず 
る 幕府 と の 関係 は 急速 に 不安 定 に な っ て 
いっ た 。 1221 ( 承 久 3) 年 5 月 , つい に 四 
皇 は 北条 義 時 追 対 の 院宣 を 諸国 の 武士 に 
汗 し た 。 系 久 の 乱 の 始ま り で ある 。 

上 旦 の も と に は , 北面 ・ 西 面 の 武士 と 
な っ た 有力 御家 人 や , 北条 氏 に 反発 する 
人 々 が 集まっ た 。 し か し , 上 和 皇 の 思惑 に 
反 し, 武士 の 大 多数 は 上 皇 の 呼び か け に 
店 こさ か っ た 。 北 条 氏 が 主導 する 輩 府 の も と に , 御家 人 た ち は 続 々 と 結集 し て いっ た の で 
ある 。 大 江 広 元 の 意見 に し た が っ て 短期 決戦 策 を と っ た 義 時 は , 長子 秦 時 (11831242) を 
大 将 と し , 弟 時 房 (1175 1240) を 副将 と し て , 東海 ・ 東山 ・ 北陸 の 3 道 か ら 大 軍 を 京都 に 
進ま せ た 。 朝廷 軍 は これ を 迎え 討ち , 木曽 川 や 宇治 ・ 勢多 に 戦っ た が , 兵力 差 は 歴然 で , 
一 戦 の も と に 敗れ 去っ た 。 幕府 軍 は 鎌倉 を 発し て 1 カ月 足ら ず の 間 に . 朝廷 軍 を 壊滅 させ 
て 京都 を 占拠 し た 。 

乱 後 。 義 時 は 泰 時 ・ が 硫 の 問 名 を その まま 京都 に と ど ま ら せ て 事件 の 後 始末 を させ た 。 
まず 後 鳥羽 上 皇 の 矯 孫 仲 恭 天皇 ( 在 位 1221) を 退け . 上 皇 の 兄 の 子 の 後 堀河 天皇 ( 在 位 1221 
ー め を 好 位 させ た 。 後 鳥羽 上 皇 の 血縁 を 足 避 し た の で ある 。 つい で 後 鳥羽 上 皇 を 隙 岐 島 
に , 順徳 上 皇 ( 在 位 1210 一 21) を 佐渡 島 に , 土御門 上 皇 を 土佐 国 に 流し た 。 治 天 の 君 が 処 劉 
ぐれ る な ど 前 代 未 聞 の こと で あり , 朝廷 の 威信 は 著しく 失墜 し た 。 ま た 計画 の 中 心 に あっ 
た 何人 も の 貴族 ・ 武士 を 斬 罪 に 処し た 。 貴族 の 処刑 も あま り 前 例 の な いこ と で . 当時 の 人 
々 を 驚嘆 させ た 。 人 々 は 朝廷 と 幕府 の 関係 を 新た に 認識 し 直し た に 違い な い 。 

上 旦 方 の 貴族 ・ 武 士 の 所 領 は すべ て 幕府 に 没収 され . 関東 御領 に 組み 込ま れ た 。 先 の 平 
家 の 造 領 が 500 カ 所 余り で あっ た の に 比 し て , この 時 の 所 領 は 3000 カ 所 に の ぼっ た 。 巻 府 
は 功績 の あっ た 御家 人 に 対し 。 こ れ を 地頭 職 と し て 与え た 。 こ の 地 天 を 新地 頼 と いい . 
半 本 の 交 を 移 めも 条 科 と いう 。 新 補 率 法 に よっ て 地頭 に 保障 され た 権 率 

1) 田 昌 11 町 ご と に 1 町 ずつ を , 貞 を 荘園 領主 や 国司 に 納め ず に 地頭 が 取得 する 地頭 
寺前 と する (2② 田 鍵 1 段 ご と に 米 5 井 ずつ を 加 徴 米 と し て 徴収 する , (3 山野 や 河 海 か ら 
の 収益 は 地頭 と 荘園 領主 ・ 国司 ら で 折半 する . と いう も の で あっ た 。 上皇 方 の 所 領 は 鐵 内 

・ 西 国 に 多く 分 布 し て いた 。 そ の た め め , こう し た 地域 に も 新た に 地頭 が お か れる こと に よ 

り , 幕府 の 勢力 は 広く 全国 に 及ぶ よう に な っ た 。 


【 新 補 地 頭 と 本 補 地 頭 】 承 入 の 乱 後に お か れ た 地頭 の うち . その 得 分 を 新 補 率 法 で 定め た 
も の を 新 補 地 頭 と いい , それ まで の 現地 の 先例 に し た が う 地 頭 を 本 補 地 頭 と 呼ん だ 。 た だ 
し , や が て 概念 が 混乱 し , 承 久 の 乱 後に 新 補 さ れ た も の すべ て を 新 補 地 頭 と 呼ぶ よう に な 
っ た 。 新 補 地 頭 は 誠 内 ・ 西国 に まで 広く お か れ , 。 幕府 勢力 の 進展 の 基 に な っ た 。 北条 義 時 
は 乱 後 1223 ( 貞 応 2 ) 年 に 諸国 の 守護 に 命じ て 天田 六 ( 図 田 帳 ) を つく ら せ , 地頭 の 設置 と 
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合わ せ て , 全国 の 土地 に 対す る 支配 権 の 強化 ギ \ は か っ た 。 

承 久 の 乱 後 の 処置 を 終わ っ た 泰 時 ・ 時 房 は , その 俊 も 京都 に 残っ て 六 渡 維 の 南北 の 居館 
に 住み , 京都 守護 に か わっ て 京都 市 中 の 警備 に あたっ た 。 彼 ら は 六 波 羅 探 題 と 呼ば れ た 。 
この の ち 探 題 の 任 は 執権 に つぐ 要職 と な り , 北条 一 門 の 有力 者 が 任命 きれ た (通常 2 名 。 
| 名 の こと る も )。 探題 は 尾張 国 以西 の 西国 御家 人 を 統轄 し , 幕府 と 連絡 を 取り な が ら , 西 
園 の 行政 ・ 司 法 を 行っ た 。 

幕 府 は 争乱 の 再発 を 恐れ , 厳し く 朝 廷 を 監 箱 し た 。 と くに 留意 され た の は 軍事 面 で あり , 
幕府 の 威 を 区 れ た 朝廷 は 独自 の 軍事 行動 が と れ な く な っ た 。 軍事 的 な 泰 公 を 媒介 と し て の 
武士 と 上 上皇 ・ 貴 族 の 主従 関係 の 設定 も , 乱 の の ち に は み ら れ な い 。 そ れ ゆ え に 統 治 を 行う 
に あたり 武力 が 必要 に な っ た と き , 例え ば 大 寺社 が 僧兵 を 動員 し て 京 中 の 治安 を 乱 し た と 
き な ど , 朝廷 に は 幕府 の 援助 が 不可 欠 で あっ た 。 

この 一 事 か ら も 明らか な よう に , 乱 の 結果 に よっ て , 朝廷 と 幕府 の 二 元 的 な 支配 の 様相 
は 大 きく 変化 し た 。 優位 に 立っ た の は むろ ん 幕府 の 側 で あっ て , 幕府 は 皇位 の 継承 や 朝廷 
の 政治 の あり 方 に も 和 干渉 する よう に な っ た 。 朝廷 で は 乱 後 も 院政 が 行わ れ て いる が , 誰が , 
治 天 の 君 と な る か を 決定 する の も 結局 は 幕府 で あっ た 。 そ れ ゆ え に 治 天 の 君 は も は や みず 
か ら の 絶対 性 を 内 外 に 主張 する こと は で きず , か つて の よう な 専制 的 な 君 主 に は な り 得 な 
か っ た 。 幕府 と 良好 な 関係 を 築い た 上 皇 ・ 貴 族 が 朝廷 内 で 重んじ られ , 朝廷 の 統治 行為 を 


担っ た の で ある 。 5 
政治 幕府 を 勝利 に みち び い た 北 条 義 時 は , 承 久 の 乱 後 , 1224( 元 仁 元 ) 年 
筆 権 政治 に 世 を 去っ た 。 翌年 に は 大 江 広 元 , また 北条 政子 が あい つい で 死去 
し , 幕府 政治 は 新た な 局面 を 迎え た 。 義 時 に つ つい で 執権 と な っ た の は 。 太 波 羅 擦 題 と な っ 
て いた 子 の 奏 時 で ある 。 泰 時 は 御家 人 に よる 集団 指導 体制 の 樹立 を ここ ろ み た 。 ま ず 1225 
( 刻 禄 元 ) 年 に 連署 と いう 職 を 設 受け , と も に 六 流 探 題 を つと め た 叔父 の 時 房 を これ に あて 
た 。 連 寺 は 執権 の 補佐 役 で あり 。 以後 北 条 氏 の 有力 者 が 任じ られ る こと に な る 。 さ ら に 同 
年 政務 に 精通 し た 11 人 の 御家 人 か ら な る 評定 衆 を 設置 し た 。 評 定 衆 は 幕府 意思 決定 
の 最高 機関 た る 評定 の 構成 員 で あり , 執権 ・ 連 署 と と も に 重要 な 政務 を 合議 し , 訴訟 の 裁 
決 に も 携わっ た 。 泰 時 は 御家 人 の 意見 を よく くみ あげ る 人 事 を 行い , 彼ら の 中 心 に 執権 を 
位置 づけ た と 評価 され て いる 
[ 連 審 】 北条 義 時 の 死後 , 執権 の 座 を めぐ り , 泰 時 ・ 政 村 (1205 一 73) 兄弟 の 確 封 が あっ た 
( 義 時 は 政 村 の 生母 の 伊賀 氏 に 毒殺 され た と の 説 あ り )。 秦 時 は 自己 の 勢力 を 強化 する た め 
に , 叔父 の 時 房 を 補佐 役 に 起用 し た 。 こ れ が 連署 の 始ま り で ある 。 連署 の 名 は , 幕府 の 公 
的 な 文書 に 執権 と な らん で 填 名 する の に 由来 する 。 副 執権 と も ちい うべ きこ の 職 は , この の 
ち , 北条 一 門 の 有力 者 が 任じ らち れ た 。 
【 評 定 衆 】 幕府 の 最高 意思 を 決定 する 議決 機関 の 構成 員 で ある 。 定 員 は な く 
ある こと が 多かっ た 。 メ ン バ ー は 文官 出身 者 (二階 堂 氏 ・ 町 野 氏 ・ 長井 氏 な ど ), 
の 有力 御家 人 (三浦 氏 ・ 安 達 氏 な ど ), その ほか は 北条 一 門 で 占め られ て いた 。 
この ころ , 法典 と し て は 朝廷 の 律 令 格 式 が あっ た が , その 内 容 を 知る 人 は ご く 限 られ 
て お り , ほとん ど 空 文化 し て いた 。 武家 社会 に お いて その 傾向 は いっ そう 顕著 で , 武士 た 
ち は み ず か ら が 育ん で きた 慣習 や 道徳 を 重んじ て 日 常 生活 を 営み , また 紛争 を 処理 する 規 
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範 と し て いた 。 し か し , 当時 道理 と 呼ば ん た そう し た 慣習 や 道徳 は , 種々 の 事情 に 基づい 
て 長い 歳 月 を 経て 定着 し た も の だ け に , ある い は 地域 に よっ て 異な り , ある い は 相互 に 務 
盾 し て 整合 性 を も ね た な か っ た 。 そ の た め 武 士 の 土地 支配 が 進展 し て 所 領 問題 が 全国 各地 で 
頻発 する よう に な る と , 漠然 と 道理 に し た が うと いう だ け で は , 紛争 を 解決 する こと が 困 
難 に な っ て いっ た 。 問題 が 武士 と 荘園 領主 と の 間 に お こっ た 場合 は と くに 難し く , 幕府 は 
明確 な 判断 の 基準 を 定め る 必要 に 迫 ら れ た 。 
そこ で 泰 時 は , 1232( 貞 永 元 ) 年, 武家 の 根本 法典 と し て , 御成 敗 式 目 を 定め た 。 制定 時 
の 年 号 か ら , 貞 永 式 目 と あい われ る 。 文章 は あま り 教 養 の な い 武士 た ち に も 理解 で きる 
よう に , 平易 に 記述 され て いる 。51 カ 条 か ら な る 簡潔 な も の で ある が , 源 頼 朝 以来 の 先例 
や 道理 に 準拠 し な が ら , 行政 , 民事 ・ 刑 事 誕 訟 に 関す る 大 綱 を 盛り 込ん で いる 。 む ろ ん 先 
述 し た よう に 先例 も 道理 も さま ざま に 存在 し , 互い に 相反 する も の すら あっ た か ら , 幕府 
は その うち か ら 最 も 適当 と 判断 し た も の を 選択 し , 法文 化し た の で あっ た 。 こ の 意味 で , 
法 の 制定 者 と し て の 幕府 の 主体 的 な 却 力 は , 高く 評価 する こと が で きる 。 
この 式 目 は 守護 を 通じ て 諸国 の 御家 人 に 伝達 され た が , これ が 適用 され る の は あく まで 
も 大府 の 勢力 範囲 に お いて で あっ た 。 朝廷 や 荘園 領主 の も つ 規 範 を , 幕府 は 決し て 否定 し 
で いな い 。 し た が っ て 。 朝廷 の 支配 下 で は 律 信 の 系 統 を 引く 会 家 法 が 荘園 領主 の 支配 下 
で は その 地 に 根ざし た 本 所 法 が , 依然 と し て 効力 も っ て いた 。 し か し 幕府 替 力 の 伸張 と 
と も に , や が て この 式 目 の 適 用 範囲 は , 全国 的 な 規模 へ と 広がっ て いっ た 。 
_ 【 御 成敗 式 目 】 式 目 は 式 は 式 条 , 目 は 目録 の 意 。 成敗 と は 理 非 を 裁決 する , と いう こと 
で , 式 目 の 内 容 『 が 裁判 の 規範 を 示す も の で あっ た た め に この 名 が 付 さ れ た 。1232( 貞 氷 元 ) 
年 , 式 目 制定 時 に 北条 泰 時 が 弟 重 時 (当時 , 大 波 羅 探 題 ) に 送っ た 手紙 が 2 通 残っ て いる 。 
その うち の 1 通 を 紹介 する 。 
奈 時 は 律令 の 有効 性 を 説き , 式 目 の 適 用 は 臣 家 社会 に 限定 する と いう 。 し か し , すでに 
Aw⑧ た ' | 律令 を 知る 者 は 世間 に ほとん ど な く , 朝 
に 延 で すら 律令 に 依拠 する 政治 を 行 お うと 
は は し て いな か っ た の が 当時 の 実状 で あっ 
ぬ め ) 
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御成 敗 式 目 が 発布 きま れ て の ち , 必要 
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が 上 異な っ て いて , 効力 は きわ め て 限ら ちら れ て いた 。 
最近 . 真 の 執権 政治 の 確立 を , 泰 時 の 時 期 に 求め る 説 が 注目 を 
策 め て いる 。 泰 時 以前 , 政治 ・ 裁 判 の 決断 権 は , 基本 的 に は 将 軍 
の 手中 に あっ た (一 時 的 に は 13 人 の 合議 制 な ど が み ら れ る が )。 北 
条 時 政 や 義 時 の 補佐 を 受け る と は いう も の の , 幕府 の 意思 決定 は 
敢 所 の 活動 を ふま えて 将軍 が 行っ た 。 と ころ が 泰 時 は 将軍 か ら 政 
治 ・ 裁 判 の 決断 権 を 奪取 し , 御家 人 の 支持 を 得 て , 吾 権 主導 の 政 
治 体 制 を 確立 し た , と 説く の で ある 。 こ の 見 解 が 的 を 射 て いる な 
ら ば . 御成 敗 式 目 の 制 定 も , 将軍 権力 の 後退 と 軌 を 一 に し て 説明 
で きる 。 すなわち, 将軍 個人 の 判断 を 排 し , 御成 敗 式 目 と いう 明確 な 規範 に 則 し て 政治 ・ 
壇 判 を 行う , と いう 幕府 の 意思 の 表明 で ある と 解 生 で きる の で ある 。 
泰 時 の 執権 政治 を 継承 し 発展 きせ た の は , 彼 の 孫 ( 子 の 時 氏 は 早世 ) に あたる 時 頼 (1227 
63) で あっ た 。 時 頼 は 裁判 制度 の 確 立 に つと め , 1249( 建 長 元 ) 年 に 引 付 衆 を お いた 。 引 
付 衆 は 評定 衆 を 助け て , 文書 の 審理 と 訴訟 の 裁決 に あたる も の で ある 。 初め 三 方 が 設け ら 
It の ち 石 訪 に 拡充 きれ た 。 一 方 ご と に 1 名 の 引 付 頭 人 数 名 の 引 付 衆 ( う ち 2 名 ほど は 
評定 衆 兼 務 ), 数 名 の 引 付 秦 条 を 配置 し . 訴訟 審理 の 促進 を は か る こと に し た < 
時 聞 は 制度 を 改革 する と と も に 。 政務 の 実権 を 北条 宗家 の 得 宗 に 集中 し て いっ た 。 1246 
( 意 元 4 ) 年 時 頼 は 北条 一 一 族 の 名 越 家 の 勢力 を 問 府 か ら 一 掃 し た 。 名 越 家 は 得 宗家 に 最も 
近い 家 で , 前 将軍 の 頼経 と 結ん で 執権 の 座 の 奪取 を 企 て て いた の で ある 。 評定 衆 数 名 も 名 
趣 派 と し て 処 六 され, 頼経 は 京都 に 送り 返さ れ た 。 つい で 殿 1247 ( 宝 治 元 ) 年 に は 北条 氏 
と な らぶ 有力 御家 人 ., 三浦 秦 村 (? 一 1247) が 滅ぼさ きれ た 。 時 頼 は 母 の 実家 安達 氏 に 命じ て 
: 浦 氏 を 挑発 し , つい に 合戦 の 末 に 三浦 一 一 族 ほか 500 余 名 を 自害 に 追い 込ん だ 。 こ れ を 宝 
治 合戦 と いう 。 き さら に 1252( 建 長 4 ) 年 , 北条 氏 討伐 の 陰謀 に 加担 し た と し て , 将軍 頼 嗣 が 
麻 さ れ た 。 頼 嗣 は 京 に 送還 きれ た 頼経 の 子 で , まだ 14 歳 で あっ た 。 時 頼 は 新た な 将 還 と し 
て . 金 用 の 親王 を 京都 か ら 迎 えた 。 後 能 央 上 皇 の 子 の 宗 嘩 親王 (124970 で ある 。 以後 幕 
府 の 終 上 ま で 将軍 職 は 代々 親王 に よっ て 受け 継が れ た 。 こ れ を 親王 将軍 , 宮 将 軍 と い 
うぅ 。 もちろん, 将軍 と は 名 ば か り で 実権 は な く , 北条 氏 の 都合 に よっ て 将軍 位 の 移譲 が 行 
われ た 。 持 軍 が 成人 に 達し て 自己 の 判断 を 内 外 に 示す よう に な る と , 北条 氏 は 決ま っ て い 
あぁ いろ な 理由 を つけ て これ を 退け , 政治 を 理解 し な い 幼い 新 将 軍 に か えた 。 得 宗家 は 強大 
な 権力 を 撮り , 独裁 政治 へ の 歩み を 始め る 。 
[ 承 久 の 乱 後 の 朝廷 】 幕府 と の 戦い に 敗れ た 朝廷 は , 絶え ず 幕 府 の 監 入 を 受け る こと に な 
っ た 。 朝 廷 が 独自 の 軍事 力 を も つこ と は 厳し く 制 限 さ れ た 。 天 皇 家 領 は いっ た ん 没収 され 
た うえ で , 幕府 の 「 御 思 」 と し て 朝廷 に 返さ れ た 。 皇 位 の 継承 すら も , 幕府 の 族 可 を 得 て 行 
われ る よう に な っ た 。 乱 後 の 朝廷 に お いて は , 4 代 将 軍 頼 経 の 父 の 九条 道家 193 一 1252) 
が . 草 府 の 援助 を 得 て 実権 を 掌握 し た 。 道 家 は 公卿 合議 を 重んじ て 朝政 の 立て 直し に つと 
め た が , 鎌倉 で 藤原 将軍 が 力 を 失う と 失脚 に 追い 込ま れ た 。 つ いで 指導 者 に な っ た の が 後 
農 峨 上 上皇 で , 上皇 は 幕府 に な ら っ て 評定 衆 を お き , 有 能 な 公卿 を こ れ に 任じ て 院政 を 行っ 
た 。 こ の の ち 朝 廷 で は 幕末 まで 院政 が し か れる が , それ は 後 鳥 羽 上 皇 の 時 の よう な 専制 を 
指向 する も る の で は な く , 後 農 賊 上 皇 の 姿勢 を 継承 し , 有 能 な 廷臣 の 合議 に 立脚 する も の で 
あっ た 。 
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開発 信 の 銀 に 2K あ る o お 内 委 な 到 提 織 守 ち 25. 和 武士 団 の 構造 
し た も の 。 館 は 堀 に 囲 まれ , 周辺 に 門田 な どの 直営 地 も あり , 
北方 に 氏 寺 も みえ る 。 


い は つ ロ ょ うし 


武士 の 生活 開発 領 主 の 系 譜 を ひく 鎌倉 時 代 の 武士 は 。 先祖 伝来 の 地 に 土着 
し , 所 領 の 拡大 に つと め て いた 。 御家 人 に な っ た 者 は 地頭 と し て 。 


非 御家 人 は 荘園 領主 か ら 任じ られ た 荘 官 と し て , 彼ら は 農村 の 支配 に 都合 の よい 高台 や 交 
通 の 要衝 に 館 を 構え た 。 館 は 1 一 2 町 の も ゃ の か ら , 大 き な も の は 数 10 町 に 及び , 周り に 堀 
や 溝 を つく り , 志 や 高く 土 を 盛っ た 午 を めぐ らし て いた 。 そ れ で 館 を 帰 肌 土居 な ど と 
も いう 。 館 の 内 部 や 周辺 部 に は , 国 衛 や 荘園 領主 か ら の 年 真 ・ 公 事 が か か ら な い 個 。 門 
田 , 正 作 な ど と 呼ば れ た 直営 地 が あり 。, 武士 の 下 人 ・ 所 従 また は 所 領内 の 農民 が 料 作 し 
て いた 。 武士 は 現地 の 管理 者 と し て 所 領 を 支配 し , 農作業 を 指導 (当時 の 語 で 勧 農 と いう ) 
し , また 耕地 の 開発 を 進め て いっ た 。 も あ 

武士 は 一 族 の 子弟 た ち に 所 領 を わけ 与え る 分 割 相続 を 原則 と し て いた 。 新しく 《 立 て られ 
た 分 家 は 宗家 (本 家 ) の 血縁 的 統制 の も と に お か れ , その 命令 に し た が っ た 。 こ の 宗家 と 分 
家 と の 集団 を 一 門 ・ 一 家 と いい , 首長 で ある 3 家 の 長 を 惣領 (も し く は 家 示 ), 物 領 以外 
の 子弟 を 麻子 と 呼ん だ 。 物 領 は 戦時 に は 一 門 を 率い て 戦い 平時 に は 先祖 ・ 氏神 の 祭祀 を 
封 り 行 っ た 。 惣 領 は 一 門 の 意見 の 代弁 者 で も あっ た 。 ま た 御家 人 に つい て いう な ら ば , 惣 
領 は 一 門 の 軍役 の 責任 者 で も あっ た 。 京都 大 番 役 , 鎌倉 番 役 な ど , 幕府 は 一 括 し て 惣領 に 
門 の 還 役 を 課 し , 惣領 が 庶子 た ち に 割り あて た の で ある 。 こ うし た 惣領 を 中 心 と する 武 
土 団 の あり 方 を 惣領 制 と 呼ぶ が , この 物 領 制 を 基礎 と し て , 鎌倉 工 府 は 御家 人 の 統制 を 
行っ て いた 。 
なお, 当時 は 女性 の 地位 は 比較 的 高かっ た 。 相続 に 際 し て も 男子 と 同じ く 財 産 の 分 配 に 
与 か っ た 。 む ろ ん 実 際 の 軍事 活動 に は 従事 し な いけ れ ど も , 女性 が 地頭 ・ 御 家人 に な る 倒 
も あっ た 。 結婚 形態 は 嫁入り 婚 が 一 般 的 で あっ た が , 結婚 後 も 平 氏 ・ 客 達 氏 な ど と 生 家 の 
氏 姓 で 呼ば れ た 。 

武士 の 実生 活 を みて みよ う 。 武士 の 館 の 門 を くぐる と , まず 下 人 ・ 所 従 の 住む 小屋 や 膨 
小屋 が あり , 中 央 に 主人 の 住む 母屋 が あっ た 。 その つく り は 寝 典 造 を 簡素 に は も の で 
ふつ う 「 武 家 千 と 呼ば れる 。 正面 に 玄関 を 設け , その 左右 に 広い 縁 が あり , 屋根 は 板 下 


吉 還 ゴ ま 


き で 切妻 に な っ て いた 。 棟 は - - つ 一 っ 離し て 建て , 寝 殿 造 の よう に 廊 で つなぐ こと は し な 
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か っ た 。 床 は 板 敷 き で , 座る 場所 に だ け 
岩 を 販 い た 。 いさ 
武士 は ふだん 直 垂 を 着 た 。 こ れ は 平安 時 旧 
ERP 
。 も と 下着 で あっ た 小袖 も 平 服 と な り , 

- 間 は 小袖 に 挫 , 女性 は 小袖 に 細 革 を 締 
め た 。 改まっ た と き に は , 貴族 の 平 服 で あ 
る 水 千 が 用 いら れ た 。 公家 に 比べ , 武士 の 
身なり は 格段 に 質素 で あっ た と いえ よう 。 
武士 は 食事 で も 質素 で あっ た 。 食 食事 は 朝 | [ - 
と の 2 回 , 主食 は 玄米 で あっ た 。 承 久 の 7 

員 後 の 武士 の 食事 の 献立 と し て , ある 史料 
は 「 う ちあ わび , くら げ , 梅干 し , 塩 , 酢 , ご 飯 」 を 紹介 し て いる 。 こ の ほか , 狩 狼 で 得 た 
島 ・ 獲 ・ 鹿 な どの 骸 浴 も 食用 に 供 さ れ た よう で ある 。 
[喫茶 の 風習 】 茶 を 飲む こと は , 中 国 の 泉 で は や っ た 風習 で ある が , 日 本 に は 鎌倉 時 代 初 
其 、 禅僧 の 栄西 に よっ て 伝え られ た 。 栄 西 の 著 に 「 須 茶 養 生 記 」 が ある よう に , 当初 は 楽 
と し て 用 いら れ た 。 ま ず 貴 人 ・ 禅 僧 の 間 に 広まり , や が て 一 般 に も 飲ま れる よう に な っ た だ 。 
武士 は 武芸 の 修練 を 重視 し た 。 と くに , 最近 , 武士 の 根本 的 な 技能 と し て 再 評価 され て 
いる 「 弓 矢 を 射る こと 」 馬 に 乗る こ と 」 は , 子 儀 の こ ろか ら 上 厳し く 教 えら れ た 。 館 の 内 外 で 
は , っ ね に 犬追物 ・ 笠 懸 ・ 凍 鐘 馬 や 巻 狩 な ど , 武芸 の 訓練 を 兼ね た 遊び が 行わ れ た 。 
武 十 は この よう に 戦い に 備え た 日 常 を 送っ て いた か ら , 京都 風 の 文化 や 遊び は 彼ら の 間 
に は 浸透 し た か っ た 。 一般 武士 の 知 的 水準 は 非常 に 低い 段階 に と ど ま っ て いた 。 し か し 一 
測 武士 の 生活 に 即 し た , 武士 独自 の 道徳 が 形成 きれ て いっ た 。 こ の 道徳 は 当時 武士 
な らい 」 と が 兵 の 道 」 な ト ど と いわ れ , 主従 関係 の 基礎 と な よる 「」 思 」 と 一 門 の 団結 を 稚 持 
ンク キア 具体 的 に は 武勇 ・ 礼 節 ・ 廉 也 ・ 正 直 ・ 俊 約 ・ 算 欲 な ど 
を 重んじ た 。 こ れ ら の 道徳 は , 武士 が 厳し い 毎 日 を 送る う ち に 自然 と 生ま れ て きた も の で , 
ま だ 理論 的 に 体 体系 づけ られ て いな か っ GS これ が 武 土 道 と いう 思想 体系 と GE と め ら れ 








癌 順 (「 男 信 三 郎 絵巻 」) 板 を 的 に し て 騎射 を 財 い 合う も の 武芸 の 訓練 ME = 取 絵 和 館 の 庭 で 男 が 強 表 を 
で , 初め 笠 を 的 に し た こと か ら こ の 名 が で た 。 引き し ぼり , 3 人 の 男 が 弓 に 引 を か け よ うと し て い 
る 。 合戦 に 備え た 日 頃 の 訓練 の 様子 と 思わ れる 。 
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る の は , 江戸 時 代 以 隆 の こと で ある 。 
| 参 老 男 会 三郎 絵巻 鎌倉 時 代 の 武士 の | 荒れ 馬 を 乗り こなし , 強 弓 を 引く < 訓練 を 念 る 
生活 を 具体 的 に 知る こと の で きる 史料 と し て , | まい ぞ 」 と いう 三郎 の 主張 を 際立た せ て いる 。 
『 男 仁 三 郎 総 巻 』 が ある 。 これ は 武蔵 国 の 住人 騎馬 ・ 弓 矢 の 技量 を 重んじ る 三郎 は か く あ | 
男 付 三 郎 と 震 見 二郎 兄弟 の 湊 を 描い た も の で 。 る べき 鐘 倉 武士 の 一 典型 で も あっ た の だ ろう 。 
1300 年 ころ の 成立 と いわ れる 。 第 三郎 は 武勇 し か し 一 方 で 「 我 が 家 の 前 を 通る を 食 や 修験 
に すぐ れ た 豪 の 者 で ある の に 対し , 兄 の 二郎 者 は 捕まえ て 首 を 斬っ て し まえ 。 斬っ て 斬っ 
は 風流 な 生活 を 営ん で いた 。 し か し 二郎 は , | て 斬り まく り D. 屋敷 中 に 生 首 が 絶 を ん る よう な 
上 京 の 途中 に 山賊 に 襲わ れ , あえ な い 最 期 を こと が あっ て は な る まい ぞ 」 な ど と いう 彼 の 
所 げ て し まう 。 絵巻 は 武勇 を 軽 ん し た も の の | 言葉 を 聞く と , 武士 は 現代 の われ われ の 感覚 
末路 を 描き な が ら , 「 武 男 の 家 に 生ま れ た か | で は な か な か 理解 し 難い , 残酷 さ ・ 残 妨 き を 
ら に は , 月 や 花 を 愛し , 詠歌 ・ 管 弦 に 精通 し 合わ せ も っ て いた こと を 思い 知ら され る 。 
た か ら と て 何 の 益 に な ろう か 。 我が家 の 者 は 


本 地頭 の 勢力 は , 幕府 権力 の 伸張 と と も に , し だ い に 強 大 に 

な っ て いっ た 。 彼ら は 耕地 の 拡大 と みず か ら の 支配 権 の 拉 
大 に つと め た の で , 荘園 ・ 公 領 の 領主 や , 所 領 の 近隣 の 武士 と の 間 で 紛争 を お こす こと が | 
多かっ た 。 と くに 承 久 の 乱 後 は , 識 内 ・ 西 国 地方 に も 東国 出身 の 武士 た ち が 地 頭 と し て 進 : 
出し た か ら , 現地 の 支配 権 を めぐ っ て , 紛争 は ます ます 拡大 し た 。 執 権 政治 下 に ある 幕府 
が 裁判 制度 の 確立 に 努力 し た の も , こう し た 状況 に 対応 する た めで あっ た 。 
蘭 園 ・ 公 領 の 領主 た ち は , 幕府 管轄 の 裁判 に 訴え て , 年 買 を 納め な い , 農民 を 家 来 の よ 
う に 使役 し て いる , と いっ た 地頭 の 動き を お さえ よう と し た 。 こ こ で 興味 深い こと は 。 領 
主 側が 勝訴 し , 地頭 が 敗訴 し て いる 実例 が 案外 に 多い こと で ある 。 幕府 は 決し て 御家 人 を 
依 后 晶 慎 せ ず に , 両者 に 公平 に 判決 を 下 し て いる 。 当時 の 幕 府 は , すでに 武士 の 利害 だ け 
を 代弁 する も の で な く , より 公 的 な , 高 次 の 権力 体 に な っ て いた と 評価 で きよ う 。 た だ し 』 
いか に 幕府 が 地頭 敗訴 の 裁定 を 下 そ うと も , 現地 に 根 を お ろ し た 地頭 の 行動 を 阻止 する こ 
と は 事実 上 不可 能 で あっ た 。 そ こ で 領主 た ちはや む を 得 ず , 地頭 に 荘園 の 管理 一 切 を ま か 
Pe 、 こ WE 定額 の 年 貢 納入 だ け を 請け 負 


第 4 章 武家 社会 の 成立 145 


とう うけ しょ 


地頭 請 所 と いう 。 
[地頭 請 ]】 地頭 請 に は 幕府 の 仲介 に 
よっ た も の と , 領 家 と 地頭 が 私 的 に 克 
渉 し て 成立 し た も の と が ある 。 地頭 は 
一 定 料 の 請 料 きえ 領家 に 払え ば , 他 
の 葵 園 の 収益 は すべ て 自己 の 収入 と す 
る こと が で きた 。 こ の 取り 決め に よる 
地頭 の 利点 は , 誰 に も 邪魔 され ず 土 地 
へ の 一 円 的 な 支配 権 を 確立 で きる こと 
で あっ た 。 幕府 は 地頭 を 優 過 する た め 
に も , 地頭 請 の 実現 を 奨励 し た 。 
紛争 の 解決 方 法 と し て は , ほか に 下地 
申 分 が あっ た 。 下 地 と は , 土地 か ら の 
収益 を 上 分 と いう の に 対し て , 土地 そ 
の も の を 意味 する 言葉 で ある 。 下地 中 分 
と は , 土地 目 体 を 折半 し , 地頭 と 鶴 主 と 
が 土地 ・ 住 民 を わけ て 完全 な 支配 権 を 認 
め 合 う 取 り 決 めで あっ た 。 中 分 の 手続 き 0 
と し て は , 地頭 と 領家 の 話し 合い に よる 折半 東 押 荘 の 下地 中 分 の 較 東 衝 荘 は 北 は 日 本 洛 に 面 し 
和 与 中 分 と , 領家 側 の 申請 に より 幕府 が 中 央 に 東郷 池 を も つ 荘 園 で ある 。 上 の 絵図 は 13 世 紀 半 ば , 撤 
没 裁 し た 強制 的 な 中 分 が あっ た が . ど ち 家 の 松 尾 神社 と 地頭 と の 間 に 和 和 与 中 分 が 成立 し た と きつ くっ 
た bn190 sas た も の と 考え られ て いる 。 田 地 ・ 山 林 ・ 牧 野 の 東方 を 地 豆 分. 
で ME 本 あ に 2 Sp 本 福生 分 割線 の 左右 
- こ で は 柱 園 領主 と 同等 の 立場 に お いて に は 王府 の 執権 ・ 連 嵐 が 認定 し た 花押 を 押し て その 証拠 と し 
上 地 ・ 農 民 を 支配 し て いる 。 地頭 請 も 下 て ぃ る 。 
地 中 分 も , 武士 の 土地 支配 の 進展 を 象 微 する 事 台 で あっ た 。 荘園 の 支配 権 は , し だ い に 地 
頭 の 手 に 移っ て いっ た 。 






























わせ る こと が あっ た 。 これ を 地頭 請 , 
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大 田 文 大 田 文 は 国 ご と に 作成 きれ た , 一 国内 の 国 衛 領 ・ 荘 園 別 の 
田地 面積 , また 領有 関係 を 記し た 文書 で ある 。 現在 20 通 ほど が 確認 : 全 関 
きれ , この うち 15 通 ほど は 幕府 の 命 を 受け た 守護 が , ほか は 国司 が ! 古人 本 
fE 成 し た 。 幕府 は この 資料 を 基礎 に 地頭 の 状況 を 把握 し , 彼ら に 折 ei 
担 きせ る 御家 人 役 を 定め た 。 写真 は 守護 作成 の 淡路 国 の 大 田 文 。 農民 の 二 元 支配 構図 


重 画 量 画 再 還 画 | 
ーーーー ーー 
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3. 元 湊 と 幕府 の 衰退 

ご 10 世 紀 こ ろか ら 。 中 国 大 際 北 方 の 施 和 導 民 族 の 活動 が 呈 

東 ア ン ア と 日 本 わか に 活発 に な っ た 。 東部 内 蒙古 に MO が お 
女真 


(1115 一 1234) を 建て 。 さら に モン 了 ル 帝国 
出現 する 。 彼ら の 急激 な 興隆 の 主要 因 の 一 つ 
は , 新た な 製鉄 技術 の 獲得 で ある と いわ れる 。 
鉄 の 生産 力 の 増大 は , 優秀 な 武器 や 踏 鉄 を 彼 
だ の Pe な 










ゃ ママ る 。 デ アニ ゃ 。 
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で 帝位 に つい て チン ギ ス = ハン ( 成 吉 思 汗 , 在 位 1206 一 27) を 称し た 。 彼 の 指揮 の も と , モン 
げ ル 部 族 は 急速 に 勢力 を 拡大 し , 中 央 アジ ア か ら 北 西 イ ンド ・ ・ 南 ロシア に また が る 広大 な 
EE ン ゴル 芝 国 が 現 出し た 。 チン ギ ス = ハン を 継い だ 太宗 ( オ ゴ タイ , 在 位 1229ー41) は カラ コ 
ルム を 都 と し , 東方 で は 1234 年 に 金 を 滅ぼし , 高 豚 に 出兵 し , 西方 で は ポー ラン ド ・ ド イ 
ツ の 連合 軍 を 打ち 破っ た 。 チン ギ ス = ハン の 孫 に あたる 5 代目 の フ ビ ライ ( 多 必 肥 在 位 
1260 一 94) は 都 を 大 都 (北京 ) に 須 し , 1271 年 , 国 号 を 中 華 の 伝統 に な ら っ て 元 と 称し た 。 彼 
は 中 国 大 陸 の 支配 に 強い 意欲 を 示し , 南宋 の 討 滅 を 推し 進め て いっ た 。 同時 に 南宋 と 朝 頁 
* 通商 関係 を も つ 地 域 ( カ ン ボ ジア ・ ビ ル マ な ど ) に つぎ つぎ と 派兵 し て 支配 下 に お き , 東 
は 高 能 を お さえ , つい で 日 本 の 征服 を 計画 する に いた っ た 。 

1268( 文 永 5 ) 年 , フワ ビラ イ は 高 豚 を 仲介 と し て 国書 を 日 本 に 送り , 朝貢 を 求め て きた 。 
吉 府 は 返 書 を 送ら ぬこ と に 決し , 西国 の 守護 た ち に 「 革 古 の 凶 心 へ の 用 心 」 を 指令 し た 。 北 
殺 寺 家 の 時 宗 (1251- ー84) が 北条 政 村 (1205 一 73) ら 一 門 の 長老 た ち に 支え られ て 18 歳 の 若 さ で 
婁 権 の 座 に つき , 元 へ の 対応 を 指揮 する こと に な っ た 。 フ ビラ イ は 翌 1269( 文 永 6 ) 年 再び 
剛 壮 を 届け た 。 朝 廷 は 元 の 要求 は 拒否 する に せよ 返 書 を 送る こと を 提案 し , 草案 まで 作成 
し た が 時 款 は 断固 と し て これ を 拒絶 し た 。1271( 文 永 8 ) 年 , 元 の 使者 趙 良 (1217 一 ー86) 
が 九州 に 到来 し , 入 貢 を 強く 迫っ た 。 時 宗 は また も 元 の 国書 を 黙殺 する と と も に , 九州 地 
に 所 領 を も つつ 東国 御家 人 に 九州 に 赴 い て 「 異 国 の 防御 」 に あたる こと を 指令 し , 筑前 ・ 肥 
前 の 防衛 を 厳重 に し た 。 か 
1274( 文 永 11) 年 10 月 , 元 は 都 ( 生 波 年 不 詳 ) ・ 洪 茶 丘 (1244 一 91) を 将 と し , 元 兵 2 万 と 


ーー 馬 町 ON MM し , 勢力 を 拡大 し て いっ た 。 
1125 年 に 信 を 滅ぼし た 金 は , 続い て 1127 仙 
直し て 泉 の 部 を 占 令 し た 。 王 当 の 


に トス 即位 し 王朝 を 再建 し た 。 これ が 平 清盛 が 交 
和 1 as 易 を 行っ た 南 呆 (1127 一 1279) で ある 。 日 泉 間 
に 正式 な 国交 は 開か れ な か っ た が , 私 貿易 


平安 時 代 末期 か ら 伴 信 時 代 に か け て 盛ん で あ 

っ た 。 取引 品 の うち 日 本 か ら の 輸出 上 ョ は 金 ・ 水 銀 ・ 硫黄 ・ 木材 ・ 米 ・ 刀 剣 ・ 漆 器 ・ 貞 人 
ど で , 唐 物 と 呼ば れ て 珍重 され た 輸入 品 は 陶磁 器 ・ 絹 織 物 ・ 香 料 ・ 楽 品 ・ 書 籍 (大 平和 
覧 』 や 「 一 切 経 」)・ ・ 銭 な ど で あ っ た 。 この うち 香料 ・ 薬 品 は 東南 アジ ア 原 産 の 品 が 南 夫 を 
経由 し て 流入 し て いた の で あり , 日 本 は 南 朱 を 中 心 と する 通商 団 に 組み 込ま れ て いた 。 下 
た 宋 の 銭 貨 は 南宋 側が その 流出 を 防 ご うと し た ほど に 大 量 に 日 本 に も た ら さ れ , 国内 各地 | 
に 急速 に 貨幣 経済 が 浸透 し て いっ た 。 
っ 放 化 面 で の 交流 も 著しかっ た 。 と くに 注目 すべ き は 禅僧 の 動向 で , 栄西 (1 れれ ー1215) = 

道 元 (1200 53) を は じ め 80 数 名 が 入 栄 し, 蘭 肖 道 隆 (1213-78) ら 20 数 名 の 僧 が 渡来 し た 。 
彼ら は 宗 教 ば かり で な く , 大 陸 の さま ざま な 文化 を 日 本 に 紹介 し た 。 封建 社会 の 基本 思 相 | 
と な っ た 楽 子 学 を ( 宋 学 ) も 喫茶 の 風習 も , 僚 僧 に よっ て 伝え られ た 。 人 宋 僧 を 自称 する 
潮 薄 (i21-1206) や 宋 人 の 障 息 (中 没 年 ch 
不詳 ) に よっ て 東大 寺 大 仏 が 再建 され た : ジュ チーーー バト ババ キプチャク ハン 国 〉 
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の も この 時 代 で ある 。 た ャ タク タイ (チャ ガク イッ ン 仙 7 有 兵 1 万 を 兵 船 900 隻 に 乗せ , 朝鮮 南端 の 合 浦 ( 計 山 浦 ) を 出発 させ た 。 元 軍 は 対馬 に 上 
モン ゴル 民族 は オノ ン タイ (は グ ユ ク ( 定 宗 ) し て 守護 代 の 宗 資 国 (? 1274) を 敗 死 させ , 老 岐 ・ 松浦 を い , 博多 湾 に 侵入 し た 。 幕 
・ ケ ルレ ン の 2 つの 河 1 は 筑前 守護 の 少 弐 資 能 (1198 1281) ・ 経 資 (1229ー 92) 父 子 を 大 将 と し , 九州 の 御家 人 た 


トゥ ルイ モン ケ ( 憲 宗 ) 
の 上 流 に いた 遊牧 狩猟 民族 で あっ た 。 一 上 和 ee 
部 族 の 長 の 子 と し て 生ま れ た テム ジン (元朝 ) 
( 鉄 真 。 鉄 を 作る 人 と いう 意味 ) は 諸 部 1 Cu に 
族 を 統一 し , 1206 年 に オノ ン 河 の ほとり TFP 


を 動員 し て これ を 迎え 撃っ た 。 元 軍 の 集団 戦法 や 「 て つ は う 」 と 呼ば れ た 火 益 の 前 に , ーー 
骨 対 ち 戦 法 を 主 と す る 日 本 軍 は 非常 に 苦戦 し , 大 宰 府 近く の 水城 まで 退却 し た 。 元 軍 は 日 
才 と と も に 船 に 引き 返し た が , その 夜 暴 風 届 が お こり , 多く の 兵 船 が 沈没 し た 。 大 損害 を 
上 う わっ た 元 軍 は 合 浦 へ 退却 し て いっ た 。 こ の 事件 を 文 永 の 役 と 呼ぶ 。 
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決着 を みて いな い 。 
【 元 守 の 国際 的 背景 】 元 窓 は 鎌倉 武士 の 勇敢 な 戦闘 と 暴風 硬 に よっ て 退け られ た が , モン 
ゴル が 日 本 征服 を 断念 し た 背景 に は , 高 豚 を は じ め と する アジ ア 諸 国 の 抵抗 が あっ た こと 
を 忘れ て は な ら な い 。 モンゴル は 1231 年 か ら 58 年 まで , 6 回 に わた っ て 高 豚 に 侵攻 し , 激 
し い 抵 抗 を 排除 し て , 3 が 
格 的 に 着手 し た 。 し か し 1269 年 , 高 骸 の 内 部 で 反 モ ン ゴ ル 派 の クー デ タ が お こり , 高 扇 軍 
2 あか が お 
モン ゴル の 和 視 日 計画 は 大 幅 に 遅れ , 1273 年 の 三 別 抄 の 乱 の 終結 を 待っ て , 文 永 の 役 が 始ま 
っ た 。 ま た , 続く 弘安 の 役 は 1279 年 の 南 朱 の 減 亡 を ふま えて 実施 ほれ た 。 
日 本 に 来 般 し た モン ゴル 軍 の な か に は , モン ゴル に 降伏 し た 高 豚 人 , 南宋 の 江南 の 人 々 
が 多く 含ま れ て いた 。 彼ら の 士気 は 当然 高く な く , 人 種 の 異な る 指揮 官 た ちの 間 で は 内 部 
抗争 が 紙 え を な か っ た 。 こ の こと が 戦闘 に 大 き な 影 響 を 与え を た 。 フ ビラ イ は 第 3 回 の 遠征 を 
構想 し て いた が , モン ゴル の 支配 に 対す る 江南 地方 で の 中 国民 衆 の 反乱 . また コー チ ( 現 , 
ヴェ トナ ム ) の 反抗 が あっ て , 計画 は 実現 し な か っ た 。 元 窓 は この よう に , アジ ア の 動向 
の な か で 理解 すべ き 事件 だ っ た の で ある 。 
2 度 に わた る 元 軍 の 来 攻 を 退け た も の の , いつ 3 回目 の 攻撃 
が 実行 きれ る か , まっ た く 了 予測 で き な か っ た 。 幕府 は 美国 区 
間 番 役 を 続け て 御家 人 に 課 し , 沿岸 の 警備 に あたら せ た 。 : WM 克 [ 間 虹 記 応 E 守 夫 
また 当時 すでに 機能 し な く な っ て いた 鎮西 泰行 に か わり , の 。 e 一 
宮西 探 丁 を 博多 に お いて , 北条 氏 一 門 を これ に 任じ た 。 鎮 : の 
内 探 題 は 六 波 羅 探 題 に 準じ た も の で , 九州 の 御家 人 の 統括 : 。。。。。 
ょ 訴 設 の 裁 許 を 管掌 し た 。 九州 の 政治 的 中 心 は . これ を 機 : の 特 間 
に 大 宰 府 か ら 博 多 に 移行 し た 。 1 1285 和 ) 
矢 府 内 部 で は 北条 氏 の カカ が ます ます 大 きく な っ て いっ た 。: 寺 導 の 二 
すでに 北条 時 頼 の 執権 時 に , 評定 衆 に よる 合議 に は か ら ず こつ こっ 
羽 邸 で 一 門 の 秘 審 会 議 を 開い て 重要 事項 を 決定 定 す る こと が : PRESS 
あっ た 。 こ の 傾向 は 彼 の 子 時 宗 の 代 に は いっ そう 顕著 に な 
り , 対 モン ゴル の 方 策 に し て も , 時 款 は 評定 衆 や 有力 御家 人 に 相談 する こと な く , 私 的 に 
門 や 近臣 の 意見 を 聞い て 独断 的 に 決め て いっ た 。 こ うし て 北条 氏 の 本 家 . すなわち 得 
を 中 心 と する 専制 体制 が 次 を 現 わ し て くる 。 評定 衆 や 引 付 衆 の 要職 に は 北条 一 門 の 者 が 多 
\ 就任 し た 。 諸国 の 守護 職 も , 有力 御家 人 は さま ざま な 口実 で 任 を 解 か れ , か わり に 名 越 
, 板 楽 寺 ・ 金 沢 ・ 大 仏 ら の 北条 氏 一 門 の 各氏 が 任命 され た 。 元 意 に 際 し て は 防衛 力 の 整備 
を 理由 と し て 九州 ・ 山 陽 ・ 山 陰 地 方 に か け て , そう し た 守護 交替 が 導 り で あっ た 。 北条 氏 
は 基 府 滅亡 時 まで に , 30 カ 国 の 守護 職 を 手中 に し て いる 。 北 条 氏 の 躍進 と と も に 北条 氏 の 
也 臣 の 地位 も 向上 し , と くに 得 宗 の 家臣 は 御 内 人 と 呼ば れ , 有力 な 御 内 人 は 幕府 政治 に 関 
身 す る よう に な っ た 。 
6 馬 府 に は 彼 の ほか に 2 人 の 実力 者 が いた 。 有力 御家 人 の 安 泰 盛 (123 
85) と, 御 内 人 首座 (内 管領 と いう ) の 平 頼 綱 (? 1293) で ある 。 画 者 は 勢力 争い を 続け て 
SiYeO5RO57 5 の 3822 
も か に 激化 し , 翌 1285 (弘安 8 ) 年 11 月 , 頼 網 は 兵 を 集め て 泰盛 一 族 を 滅ぼし た 。 こ の 事件 























元 軍 と の 陸戦 の 図 と 防 豊 跡 文 永 の 役 に お ける 陸戦 の 一 部 。 日 本 の 牙 馬 武 若 は 。 当時 29 歳 の 竹崎 季 明 で ある 。 玩 
事 は 「 て つ は う 」 と よ ば れる 火薬 を 利用 し た 武 癌 ( 鉄 の 球形 鎧 に 火 楽 を つめ て 飛ば し た も の で , 後 の 鉄砲 小銃 で 
な い ) を 使用 し て 日 本 軍 を な や ませ た (『 宜 古 盤 来 絵巻 』, 部 分 , 宮内 庁 三の丸 尚 蔵 館 蔵 )。 右 は 今津 の 浜 ( 宜 岡市 ) に 
残る 元 窟 防 件 の た ぬ め の 防 塁 跡 。 

フ ビ ライ は 日 本 征服 の 望み を 捨て ず , 1275 (建治 元 ) 年 に は 服属 を 勧告 する 使者 杜 世 
(124275) を 長門 へ 送っ た 。 款 は 使者 一 5 
示す と と も に , りな どん KO を まさ せる 抽 
博多 湾 沿 い に は 石造 の 防 朱 を 構築 し て 元 の 能 来 に 備え た 。 長 門 ・ 周防 ・ を 和 
長門 警固 番 役 を 課 し , 長門 国 守護 に は 北条 氏 一 門 を 任じ て こ 0 長門 国 守 護 
は 一 般 に 長門 探題 と 称 さ れ た 。 ま た 山陽 ・ 山 陰 ・ 南 海 3 道 諸国 に 対し て 。 件 家人 ・ 非 御 窒 
人 の 区 別 な く , . ぎ 護 の 指揮 の も と に 異国 防御 に あたる こと が 指令 され た 。 生来 , 貴族 や 幸 
社 な どの 「 本 所 一 円 地 の 住人 」 は 華 府 の 命令 の 及ば な い 存 在 で あっ た 。 し か し 強大 な 外敵 と 
の 隊 い と 2 此 急 事態 を 迎え , 彼ら は 守護 の 指揮 下 に 配置 きれ , 本 所 に 上 納 さ れる べき 久 

貞 は 兵 米 と し て 徴集 きれ た 。 幕府 の 力 は 「 本 所 一 円 地 」 に も 強く 働く よう に な っ た 。 
れ は 幕府 が 全国 の 統治 権 者 へ と 成長 し て ゆく うえ で , 大 き な 画 期 の 一 つ で あっ た 。 

1279( 誰 交 2 年 に 南 朱 を 減 ぼ し た フ ビ ライ は , 1281( 約 安 4 ) 年 に 2 度目 の 日 本 遠征 軍 才 
送っ た 。 析 都 ・ . 洪 茶 丘 の 率い る 東路 軍 は 元 ・ 高 懇 ・ 江 北 の 兵 4 万 , 穴 の 降 将 注文 虎 ( 生 潮 
年 不 詳 ) 率 いる 江南 軍 は 降伏 し た 南宋 の 水軍 を 中 心 と する 江南 地方 の 兵 で 10 万 と 称し て 中 
た 。 5 月 に 朝鮮 の 合 浦 を 船出 し た 東路 軍 は . 対馬 ・ 壱 岐 を 侵し , 6 月 に 博多 湾 に 攻め 込 想 
だ 。 十 分 に 人 準備 そし て いた 日 「 本 の 武士 た ち は 秋 戦 し て 敵 の 上 陸 を 阻止 し , 東路 軍 は いっ 章 
ん 肥前 の 魔 島 に 退 い て 江南 軍 の 到着 を 待っ た 。 寧 波 を 出発 し た 江南 軍 は 7 月 に 日 本 近海 因 
姿 を 現 わ し , 東路 電 と 合流 し て 総 攻撃 の 態勢 を 整え た 。 と ころ が まさ に その 時 , 大 型 の 調 
風 が 元 の 大 船団 を 租 っ た 。 元 船 4000 隻 の 大 半 が 沈み , 兵 た ち は 湧 死 し た 。 日 本 軍 は 台風 基 
お さま る の を 待っ て 鷹島 を 攻撃 し , 多く の 捕虜 を 得 た 。 元 軍 は 4 分 の 3 を 失い , 無事 に 導 
っ た 者 は 3 万 人 に 足 NE 文 永 の 役 と 合 想 
で と 再度 の 元 の 来 毅 を 元 窓 ( 蒙 古 租 来 ) と 呼ん で いる 「 
全 才 | 神風 元 窓 に際し て の 暴風 雨 は 古く | 重要 な 意味 を も っ て いる 。 現在, 弘安 の 役 g 
か ら 神 風 と きれ , と くに 太平 洋 戦争 前 は 日 本 と き は , 大 型 の 台風 で あっ た と の 認識 で ほ 卓 
三 神 国 と いう 歴史 観 の 根拠 に すら な っ て いた 。 一 致し て いる 。 問 題 な の は 文 永 の 役 で 。 風雨 
それ ゆえ に 横風 雨 の 正体 を 確か め る 作業 は , は な か っ た と する 説 も 提起 され て お り , ま 彰 
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を 。 発生 し た 月 に ちな ん で 箕 月 双 動 と いう 。 時 宗 の 子 の 新 執権 員 時 1271 一 131) は 父 の 重 
法 を 継承 し , 得 宗家 に 権力 を 集中 させ て いっ た 。 人 決 枚 示 才 が 下 泊 に 且 する 欄 
ます ます 少な く な り , 得 宗 と 得 宗 を 支え る 一 門 ・ ・ 御 内 人 に よる 得 宗 専制 政治 が 確立 し た の 
で ある 。 
[ 小 月 騒動 】 従来 の 通説 は 泰盛 を 御家 人 の 代表 , 頼 綱 を 御 内 人 の 代表 と する 。 得 宗 の 力 の 
増大 は 御 内 人 の 発言 力 の 増大 で あり , 幕府 運営 の 主導 権 を か け て , 御 内 人 は 鋭く 御家 人 ど 
対決 する まで に 成長 し た 。 そ れ が 頼 綱 と 泰盛 の 抗争 の 本 質 で ある 。 泰 盛 が 多く の 御家 人 ど 
と も る に 敗 死 し た こと は 御家 人 勢力 の 敗北 を 意味 する と 説く 。 こ の 通説 に 対し , 最近 有力 花 
新説 が 提起 きれ た 。 泰盛 の 娘 は 時 宗 の 正 室 で , 貞 時 は 泰盛 の 孫 で あっ た 。 泰 叫 は 外戚 と し 
て 時 宗 や 貞 時 の 勢力 の 拡大 に つと め た の で あり , 彼 を 御家 人 勢力 の 代弁 者 と は みな し 難 VAe 
泰盛 と 頼 綱 の 争い は , 得 宗 の 第 一 の 後援 者 の 地位 を めぐ る 争い で あっ た , と いう の で ある 
新説 に よれ ば , すでに 時 宗 の 時 期 に は 御家 人 勢力 は 有力 な 代弁 者 を 見 い 出 せ ぬ ほど 弱まっ | 
て いた こと に な り . それ だ け 得 宗 の 力 を 大 きく みて いる 。 と も あれ 両 説 と も , 貞 時 の 時 期 | 
を 得 宗 専制 期 と する こ と に つい て は 異論 が な い 。 
貞 時 は 1293 ( 永 仁 元 ) 年 に は 頼 綱 を も 齋 殺し 政務 を 一 手 に 握っ た 。 ち な み に 北 条 秦 暗 
が 政治 ・ 裁 判 の 決断 権 を 手中 に し て 執権 政治 を 確立 し た , と する 先 の 説 は , 続い て つき の | 
よう に 論 を 進め る 。 将軍 が 御家 人 の 権利 (と くに 土地 へ の 権利 ) を 保障 する 行為 を 「 安 塔 」 と 
いう が , 貞 時 は この 安 幸 を 行う 権限 を 将軍 か ら 棒 い , 得 宗 専制 を 完成 させ た , と 。 [ 
御家 人 社会 の 内 部 で は , きわ め て 深刻 な 破綻 が 生じ つつ あっ た 。 来襲 し た 元 軍 に 勝利 浴 府 の 存在 を 動揺 きせ る 結果 と な っ た 。 
た と は いえ 。 幕府 は 一 上 の 領土 を 得 た わけ で も 人 金銭 を 得 た わけ で も な く , 御家 人 た ち に 加 [ 永 仁 の 徳政 令 】 この 法令 は 御家 人 の み の 救 済 を 意図 し て お り , 非 御家 人 や 一 般 庶 民 は 基 
賞 を 給与 する 余力 は ほとん ど な か っ た 。 命 を か け て 戦っ た 多く の 武士 が , 何ら の 思 賞 に 問 大 な 損害 を こう な っ た 。 ま た 御家 人 に し て も , 一 時 し の ぎ に は な っ て も , この 法令 の 結果 
与 か れ な い 結 果 と な っ た 。 秦 公 に 対す る 恩賞 , と いう 封建 社会 第 一 の 原則 は 守ら れ な が っ と し て お きた 金融 活動 の 制限 の た め に か えっ て 苦境 に 立た きれ た と 考え られ て いる 。 
た の で ある 。 戦闘 へ の 参加 , 異国 警固 番 役 . 西国 へ の 移住 と , 多大 な 負担 を 強い られ な 大 この 法令 に は 。 (1). 越 訴 ( 再 審 請 求 ) を 禁じ る 。 (2). 領地 の 質入れ ・ 売 買 を 禁止 し , 売 序 
ら 報 われ な か っ た 御家 人 は , 経済 的 困 徐 に きい な まれ な が ら , 幕府 へ の 不信 を つの ら せ で 地 の 取り も ど し を 命じ る 。 (3) 金銭 訴訟 は 受理 し な い 。 以 上 3 つの 施行 細則 が つい て いた だ 。 
いっ た 。 っ まり 御家 人 は 土地 を 取り も ど せ る 反面 , 重要 な 裁判 の 機会 の 放棄 を 命じ られ た の で あり , 
も と も と 多 信 時 代 下期 以降 。 御家 人 の 生活 は 章 し つつ あっ た 。 戦争 が な く な っ て 所 竹 この こと へ の 彼ら の 反発 は 麗し か っ た 。 そ の た め に 翌年 に は 土地 の 無償 取り も ど し 条 
の 増加 が な いと ころ に 分 割 相続 が 代 を 重ね , 所 領 が 細分 化 さ れ て 収入 は 激 小 し た 。 女 尾 ーー 
に 与え られ る 財産 が まず は じ め に 削ら れ , 女性 の 地位 は 相対 的 に 低下 し た 。 兄 弟 の 共 倒 栖 鎌倉 時 代 の 
を 防ぐ た め , や が て 1 人 の 相続 者 , す な わ わ ち 交 領 が 家 償 の 地位 に 加え て 人 所領 を 相続 ーー ピー 生産 の 基 殴 
る 単独 相続 が な され る よう に な っ た 。 女性 に 土地 が 与え られ る 場合 で も , 本 人 一 代 限り で は 農村 で あり , 農業 に 従事 する 農民 
死後 は 惣領 に 返す 約束 つき の 相続 (一 期 分 ) が 一 般 化 し た 。 け れ ど も , この 単独 相続 が 広 ま を は じ め , 武士 ・ 商 人 ・ 手 工業 者 ・ 
る まで に 。 多く の 堆 細 な 貧し い 御 家人 が 生ま れ て いた 。 も う 一 つ , 長い 間 在 地 の 生 産物 則 宗教 者 な を ど . さま ざま な 人 々 が 農村 
経済 的 な 基盤 を お いて きた 御家 人 た ち は , 各地 域 に 急速 に 浸入 し て いっ た 貨幣 経済 に 対 穫 で 日 々 の 生活 を 営ん で いた 。 農 村 を 
し 切れ な か っ た 。 何より も 大 事 な 所 領 を 質 に 入れ た り , 売却 し て 生活 の 糧 を 得 よ うと ず 寿 区 分 する 単位 と し て 荘園 が あり , 国 
者 が 多く 現われ た 。 こ うし た 情勢 の も と に 元 軍 の 来襲 が あり , 御家 人 た ち は 決 定 的 な 痛 詩 所 領 の 郷 や 保 が あっ た 。 国 稀 領 は い 
を こう わっ た 。 わ ば 国司 を 領主 と する 大 園 で あり , 
1240 (仁治 元 ) 年 。 暮 府 は 御家 人 の 所 領 を 保護 する た め , 御家 人 領 の 売却 を 禁じ た 。126 岡 者 を 一 まとめ に し て 荘園 公 領 と い 直入 還 穫 山 荘 の 較 13 師 林 ころ の 引山 笠 で ある 。 
( 文 永 4 ) 年 に は 所 領 の 質流れ を 禁じ , すでに 売却 し た り 質 流れ に な っ た 分 の 所 宮 に つ Vi v 計 9 いい 方 を する 。 地 の 豪族 中 条 茂 連 は 南方 を , 茂 長 は 北方 を 領 し , その 館 ゃ みえ る が , 
は , 代金 弁償 の うえ で 取り も どき させ た 。 だ が こう し た 方 策 は 効果 を 現 わ さ すず. 所 領 を 失 


農村 で 農業 経営 の 中 心 に あっ た の その他, 鋳物 委 の 家 , 七日市 ・ 高 野市 の 市 場 が みえ , 藤内 入道 名 ・ 
御家 人 は ふえ る 一 方 で あっ た 。 そこ で 幕府 は 1297( 永 仁 5 ) 年 , いわ ゆる 永 仁 の 徳政 令 を 3 穫 は , 名 主 と 呼ば れる 上 属 農 民 で あ 藤 大 夫 名 な どの 名 主 の 家 も 記さ れ て いる 。 


し た 。 こ れ は 所 領 の 売却 ・ 質 入れ を 禁止 する と 
と も に , 地頭 ・ 御 家人 に 売却 し た 土地 で 売却 後 | 
20 年 未満 の も の と 非 御家 人 ・ 庶 民 に 売却 し た 土 
了 地 の す べ て を , 無償 で 売り 手 で ある 御家 人 の も 
と に 返却 きせ た 法令 で ある 。 徳 政令 が 適用 きれ | 
る の は 御家 人 の 所 領 に 限定 され て お り , その 目 
人 的 は いう まで も な く , 御家 人 の 鋼 乏 を 救い , 所 
冬 の 要 失 を 防ぐ こと で あっ た 。 し か し この よう 
な 思い 切っ た 施策 も , 御家 人 の 没落 の 歯止め に 
は な ら な か っ た 。 所 領 の 処分 を 望む 者 , 負 状 を 
放 え て 善 処 を 求め る 者 は あと を 絶た ず , 早く も 
府 は 翌 1298( 永 仁 6 ) 年 , 土地 の 売却 ・ 質 人 れ 
の 株 止 と 越 訴 (再審 ) の 禁止 を 撤回 し た ほど で あ 
っ た 。 困 欠 す る 御家 人 は 日 に 日 に 不満 を つの ら 
せ , 得 宗 が 主導 する 幕府 は それ を お さえ る た め | 
に さら に 専制 的 ・ 高 圧 的 に な っ て いく 。 そ し て 
その こと が ます ます 御家 人 た ちの 反発 を 招き , 
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っ た 。 彼ら は 社 園 領主 か ら 「 一 名 」( 国 震 名 ・ 季 貢 名 の よう に 人 名 が 付き れる 。 こ の 人 名 は 
名 主 の 氏名 と は 関係 な い ) と 称 き れる 土地 名 田 の 耕作 を 請け 負っ て いる 。1 一 2 町 の 名 
田 し か も た ぬ 小 名 主 も あり , 数 十 町 の 名 田 を も つ 大 名 主 も あっ た 。 荘園 領主 か ら 下 級 遼 官 
に 任じ られ , 。 圧 村 の 支配 的 地位 を 占め る 者 も あっ た 。 名 主 た ち は 荘園 内 に 屋敷 を 設け , 屋 
敷 内 に は 下 人 ・ 所 従 な どの 下層 農民 を 居住 きせ る 。 屋敷 近く の 個 ( 手 作 ・ 正 作 ) は 下 人 

・ 所 従 の 労働 力 を も っ て 直接 に 経営 し, 残り の 土地 は 請 作 に 出し て 作 人 に 耕作 きせ た 。 作 
人 は 名 主 と 下 人 ・ 所 従 の 中 間 に 位 置 する 小 規模 農民 で , 下 人 ・ 所 従 が 名 主 に 隷属 し て いる 
の に 対し , 人 格 的 に は 自立 し た 存在 で あっ た と され る 。 

名 主 や 作 人 ら の 農民 は 貢 租 を 納め た 。 貢 租 の 主 な も の は 年 貢 と 公事 , それ に 夫役 で ある 
年 貢 は 租 の 系 譜 を 引く も の で , 田地 に 課せ られ た 。 収 穫 さ れ た 米 の 30 一 40% が 徴収 きれ た 
公事 は 調 に 類似 し て お り , 海産 物 ・ 果 物 ・ 手 工業 品 な どの 各地 方 の 特産 物 を 納め る も の で 
税率 は と くに 定まっ て いな か っ た 。 現物 納 が 多かっ た 年 責 に 対し , 銭 納 に か えら れる こめ 
も あっ た 。 
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| 二 11 4 し 蛋 二 芋 四 み 生 し 幸 加 十 
守 ロ  HGNY きさく ざさ てき 中 ユキ 


と 菅 や ニニ ロ で 中 中 きき 人 ご 
() 


杜 な と 叶 計 ポ 8 下 ど 貞 田 


| 族 編 
デマ 選 士 叶 キ 


と 面 呼 評 男 合 


字 


夫役 は 人 夫役 の こと で , 個 の 耕作 , 堤防 や 池 潜 の 築造 ・ 修 理 な どの 土木 工事 , 領主 の 屋上 
敷 ・ 信 庫 の 警備 , 貢 租 の 運搬 な どの 労働 夫 仕 で あっ た 。 玄 内 ・ 近 国 の 荘園 に は 京都 で の 紅 
働 を 義務 づけ た と ころ も あり , 韻 酷 な つと めで あっ た 。 」 

妹 入 時 代 に は めざまし い 農 業 の 発達 を みる こ と が で きる 。 譜 内 ・ 近 国 で は 変 を 裏 作 と 本 

る 二毛作 が 普及 し . 修 々 に 周辺 に も 広まっ て いっ た 。 考 の か わり に 條 胡麻 灯 滑 の 原料 ) 
示 括 する と ころ も あっ た 。 ま た 米 の 品種 が 改良 され 早稲 ・ 晩 稲 に 加え , 中 稲 を つく る 誠 
うに な っ た 。 肥料 は 従来 の 人 甘 尿 の ほか , 草 を 土 の な か に 埋め て 腐ら せ た 刈 敷 や , 草木 
を 焼い て つく っ た 昔 章 木 談 が 使わ れる よう に な り . 生産 量 の 増大 を も た らし た 。 耕 作 に は 幅 
馬 , と くに 和牛 を 利用 する こと が 多く な っ た 。 農 具 も 進歩 し た 。 当 時 の 農具 は 耕作 用 の 勿 
狂 ・ 殆 や 刈り 取り 用 の 鎌 な ど で あ る が . 荘園 の 鍛冶 職人 が こう し た 農具 を 安い 値 で 商 副 
と し て 供給 する よう に な り , 広く 農民 全般 に 農具 が ゆき わた っ た 。 溢 産 の た め に は 用 水池 | 
が 築 か れ 。 水車 も 用 いら れ た 。 
新しい 農業 技術 は 農業 生産 力 を 著しく 向上 させ た 。 生 産 力 の 向上 は 農民 た ち に 経済 的 席 
力 の 蓄積 を も た らし , この こと が 農村 に 新しい 秩序 を 生ん だ 。 例 えば 作 人 の ある 者 は 名 国 
を 買い 入れ て 独立 し , 小作 労働 を 放棄 し , 名 主 の 影響 力 か ら 脱却 し て いっ た 。 名 主 に 隷属 
し て いた 下 人 ・ 所 従 の ある 者 は , 従来 の 奴隷 的 な 境 過 か ら 解 放さ ほれ て , 作 人 へ と 成長 し 坦 
いっ つた 。 
地頭 や 荘園 領主 も 農村 の 変化 に た だ ち に 対応 し た 。 名 田 を 手 に し た 者 を 新た な 名 主 肌 
め , 下 人 や 所 従 が 小 農民 と し て 自立 し て いく こと を 許容 し た 。 自身 の 直営 地 で 働か せ で 過 
た 下 人 ・ 所 従 を 解放 し た 例 も ある 。 地頭 や 荘園 領主 た ち は 農 民 の 地位 の 上 昇 を 保障 する 講 
と に より , より 多く より 確実 に 生産 物 を 徴収 し よう と も くろ ん だ の で あっ た 。 E 
けれ ども 農村 の 変化 は , 一 方 で 地頭 や 領主 へ の 農民 の 激しい 抵抗 を も 生み 出し た 。 農 友 
た ち は 名 主 を 中 心 に 団結 し , 自立 し つつ ある 小 農民 も 広く 取り 込ん で . 地域 的 な 結合 凶 
た し た 。 彼ら は 一 味 同心 し , 領主 に 年 貢 の 減免 を 請願 し た り , 非 法 を 働く 領主 の 代官 の 
免 を 求め た 。 朝廷 や 幕府 の 法廷 に 出向 き 。 誕 訟 を お こ す 主 体 に も な っ た 。 また 空 散 計 
山 入 りな ど と 称し 。 山野 に 一 定期 間 逃 亡 し て 田 畠 の 耕作 を 拒否 する , ー 種 の スト ライ 寺 











も 実施 し た 。 直接 業 力 で 任 に 対 拓 し よう と する 動き こ そ 鎌 倉 時 人 代 に は まだ み ら れ な い が , 
彼ら 農民 の 動き は 活発 で , 阿 氏 河 荘 民 の 行 f 動 な ど は その 好例 で ある 。 
[ 阿 氏 河 荘 民 の 訴状 】 1275 (建治 元 ) 年 , 寂 楽 寺領 紀伊 国 阿 氏 河 荘 の 百姓 た ち は 地 頭 湯浅 
氏 の 非道 を 荘園 領主 に 訴え た 。 そ れ が この 訴状 で ある 。 蘭 園 領主 か ら 課 きれ た 材木 を 切り 
出 そ う と し た と ころ , 地頭 の 人 夫 と し て 徴発 され て し まっ た 。 残 り の 者 が 山 へ 向かう と , 
地頭 は 逃亡 自 姓 の 土地 に 麦 を まけ と いっ て 追い 返し , 抵抗 する と 「 耳 を 切り 鼻 を 削ぎ 」 な ど 
の 乱暴 ・ 揚 問 を 加え た 。 あ る い は これ は , 領家 へ の 材木 納入 の 遅延 の 言い 訳 な の か も し れ 
な い が , た ど た ど し い 文 章 の な か に 農民 た ちの 苦し き が よく に し み 出 で いる 。 
馬力 で の 抵抗 , と いえ ば 悪党 に 注目 し な けれ ば な ら な い 。 2 度 の 元 窓 の ころ か ら 喜 内 ・ 
近 国 に お いて , 荘園 領主 に 対抗 する 地頭 や 非 御家 人 の 新興 武士 た ち が , 武力 を 行使 し て 年 
買 の 納入 を 拒絶 し た り , 反 領主 行動 を と る よう に な っ た 。 こ うし た 武士 を 当時 悪党 と 呼ん 
だ が , 彼ら は 50 騎 ・100 騎 と 通常 の 武士 団 に も 負け な い 規 模 を 有 し , 立派 な 愉 足 に 身 を 包 
み , 時 に は 数 千 と 称す る 人 夫 を 率い て 近隣 の 荘園 に 討ち 入り , 物資 を 略奪 し , きま ざま な 
反 供 府 ・ 反 領主 活動 を 展開 し た 。 悪党 は や が て 各地 に 広がっ て いき , 農民 の 抵抗 運動 と と 
も に , 荘園 領主 や 幕府 を 悩ま す よ うに な っ て いっ た 。 
[ 二 党 の 活動 】 鎌 久 時 代 末期 , 鱗 内 を 中 心 に 現われ た 新しい 武 
層 を いう 。 農村 経済 の 発達 に よっ て 生ま れ た 余剰 生産 物 を 手 に 
し た 荘 官 や 名 主 の な か か ら , 近隣 と 横 の 連携 を 保っ て 反 荘 園 ・ 反 
幕府 の 実力 行使 を 行う 者 が 現われ た 。 幕府 や 荘園 領主 は 彼ら を 悪 
党 と 呼び 忌み 嫌っ た 。 し か し 彼ら の 勢力 は 強く , その 協力 を 得 
な けれ ば 経営 が 円 潮 に 行え な い 荘 園 も 多かっ た 。 南北 朝 初 期 に 書 
か れ た 『 案 相 記 』 は 播 麻 国 の 悪党 の よう す を 描い て いる 。1300 年 前 
後 か ら その 活動 は 盛ん に な り , 当初 は 「 異 形 異 台 ナ ル ア リ サマ 」 
人 が , ,1320 年 こ ろ に ! は 「 吉 キ 馬 ニニ 乗り , 五 十 騎 碧 騎 打 ツ ツ 
. 引 馬 ・ 唐 棋 ・ 箇 ・ 兵 具 ノ 類 ヒ 金銀 ヲチ リバ メ , 負 ・ 腹巻 








異形 の も の (「 朋 通 念仏 要 起 絵 
SM カ ガ ヤ タ 計り リ 」 で あっ た 。 守護 以下 の 武士 は その 威勢 を 枯れ 。 巻 』) 


久 郡 長船 町 ) で の 市 目 


換 風景 が な られ る 。 





由 辿 を も ら っ て 鎮圧 に 動か ず ,「 国 中 ノ 上 下 過 半 彼 等 同意 スル 」 あ りさ ま だ っ た と いう 。 
の 鎌倉 時 代 に は 手工 業 の 発達 が 顕著 に み ら れ た 。 手工 業 同 
産業 ・ 経 済 の 発達 農作業 の 副業 家内 仕事 と し て 始め られ た 。 荘園 内 の 農 
2 麻 ・ 学 ・ 構 ・ 漆 ・ 音 ・ 藍 ・ 革 胡 麻 ・ 茶 な どの 
作物 を 栽培 し , 生 玄 ・ 布 ・ ・ 真 綿 ・ ・ 紙 な ど を つく っ た 。 例え ば 革 は 茎 の 皮 か ら 繊 維 
を と っ て 浴 を つく り , 縮 ・ 人 
らし ぼっ た 汁 を 器 の 塗料 と し た 。 本 は 根 か ら 購 赤色 の 柴 料 を , ' 藍 は 葉 か ら 藍 色 の 近 料 を と 
っ た 。 茜 胡麻 は 種子 か ら 油 を と り , 灯油 に 用 いた 。 こ の ほか 巡 ・ ・ 桶 ・ 析 子 な どの 手工 業 
品 が つく られ た 。 これら の 品々 は まず 公事 と し て 納め られ , 残り は 料 園 内 の 市 場 や 地域 の 
中 心地 の 市 場 で 必要 品 と 交換 され た 。 
こう し た 状況 を 根底 か ら 変 化 き せ た の が , 農業 生産 力 の 増大 で ある 。 つ くり 手 に お い草 
は 原料 作物 の 収穫 が 増加 し , 手工 業 品 の 大 量 生 産 が 可能 に な っ た 。 手 工業 品 を 必要 と する 
農民 の 側 は 富 を 著 え つつ あり , 品物 の 入手 が 容易 に な っ た 。 こ こ に 手工 業 品 は 商品 と し 
確立 する に いた っ た 。 つ くり 手 は 通常 の 農耕 に よら ず と も 手工 業 品 を 生産 し て 生計 を 立 神 
る こと が 可能 に な り , 専門 の 手工 業者 と し て 独立 し て 賃 仕事 を する 職人 が 増え て きた 。 徹 
ら の うち に は 荘園 内 に 定住 する 者 も あり , いく つか の 荘園 を まわ っ て 生活 する 者 も いた 。 


手工 業 品 が 商品 化し た こと を 受け て , 商業 活動 も 活発 に まっ て きた 。 荘園 の 中 心地 , 牧 
道 や 港 澄 ・ ・ 河 川 な どの 交通 の 要 地 で の 市 の 存在 は 平安 だ 末 か ら 確 認 で きる が , 鎌倉 時 代 中 期 


に は そう し た 土地 に 月 に 3 度 く らい の 定期 市 三 斉 市 が 開か れ た 。 市 で は 手工 業 品 が 盛 直 
に 取引 きれ , 年 貢 米 や 各地 の 特産 物 も 広く 流通 する よう に な っ た 。 
当時 。 都市 と いえ る の は 京都 ・ 奈良 ・ 鎌 信 ぐ らい で あっ た が , これ ら 3 都 市, と くに 仙 


都 で は 常設 の 小売 店 (見 世 棚 ) も つく ら れ た 。 京都 や 奈良 に 集まる 商工 業者 た ち は す で に 吾 


安 時 代 未 期 か ら 同業 者 の 組合 と し て の 庫 を 結成 し て いた が , 彼ら は 朝廷 や 領主 に 税 を 上 縮 
し , 見 返り と し て 商品 の 生産 や 販売 の 独占 権 を 得る よう に な っ た 。 
この 時 代 の 経済 で と くに 記す べき は , 貨幣 経済 の 浸透 で ある 。 日 宋 間 の 交易 で 銭 が 輸 太 


岡 の 市 ( 現 , 岡山 県 画 





の も よう で ある 。 道路 
を は さん で 建て られ 門 
仮 小 屋 で は , 活発 な 庄 











第 4 章 武家 社会 の 成立 155 





福 呂 坂 切通 し (『 一 遍 上 人 絵 伝 』) 鎌倉 と 得 款 訟 の 山内 CUE 絵巻 』) 13 世 紀 前 半 , 京都 か ら 鎌 倉 
則 と を 結ぶ た めか , 庶民 の 店 も な ら び , 商業 が 発展 し た 。 へ 訴訟 に 下っ た 妄 性 が 病気 の た め 金 に こま り , 惜 上 
( 庭 に すわ っ て いる ) か ら 人 金 を 借り て いる と ころ 。 
きれ た こと は すでに 記し た が , 日 本 に も た ら さ れ た 宋 銭 の 総 「 ーーー デー 
量 は 2 億 貰 に も の ぼる と いう 。 現在, 中 世 考 古 学 の 遺跡 か ら : 
10 万 枚 単位 で 銭 貨 が 発見 され て お り , 泉 銭 の 数 が ぼう 大 で あ : 
っ た こと は 疑い が な い 。 貨幣 経済 は 都市 は も ちろ ん 農村 に も : 
広がり , 荘園 の 貢 納 も , 税 と し て の 生産 物 を 貢 納 足 任 者 が 市 
場 で 貨幣 に か え , 都市 部 の 領主 に 送る こと が 多く な っ た 。 土 : 
地 売買 の 証文 を 例 に と る と , 鎌倉 時 代 初 期 は 米 に よる 土地 売 : 
人 60%, 銭 40% だ っ た も の が , 鎌倉 時 代 未 期 に は 米 15%, 銭 : 





85% に 変化 し て いる 。 上 3 ミ ミ 
貨幣 の 流通 が 盛ん に な る に つれ , 貨幣 の 取引 や 貸付 を 専門 : で 生生 | 上 ま 
に 行う 金融 業者 も 現われ た 。 こ の 高 : 利 伺 業 者 が 借 上 で ある 。 ] を 人 計 変 
間隔 地 間 の 代金 決済 の 方 法 と し て は , 金銭 輸送 を 手形 で 代用 : 人 


還 映 卓郎 因 面 還 結 面 画 休 年 画 曲 細 哲 面 画 申 画 百 硬 四 中 末 目 軒 申 申 固 目 晶 申 還 引 目 硬 面 男 時 上 四 画 中 昌 還 


する 制度 の 為替 が 用 いら れ た 。 為 彗 制度 の 運用 に あたっ た 業 貨幣 流通 の 進展 低 久 時 代 の 鐵 内 を 中 
者 が 間 丸 で 彼ら は 各地 の 港 や 大 河川 治 い の 交 通 の 要 地 に 位 心 と し た 田畑 売 券 710 通 を 前 ・ 中 ・ 後 
冒し , 商品 の 中 継ぎ と 委託 販売 , 運送 を 業務 と し て いた 。 間 期 に 分 け て , その 比率 を 調べ た る の 。 
ルル は は じ め 荘 園 領主 の 支配 下 に あり , 特定 の 荘園 の 商品 の み を 扱っ て いた が , 鎌倉 時 代 末 
央 に な る と 領主 か ら 独立 し て 営業 し た 。 荘 園 の 物資 を 食 庫 に 納 人 し , 適当 な 時 期 に 市 場 に 

用 し て 利益 を あげ た 。 の ちの 間 屋 は これ か ら お こっ た 。 

借 上 や 問 丸 の 商 業 活動 は 城内 ・ 瀬 戸 内 沿岸 で と くに 顕著 で あっ た と いう 。 ま た 貨幣 経 

請 の 深化 を 前 提 と し て , 民間 に 頼 母 子 ・ 無尽 と 呼ば れる 相互 金融 レス テム が で きた の も 鎌 

用 時 代 の こと で あっ た 。 
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伴 及 時 代 の 文化 は ャ 時 代 の いわ ゆる 国 風 文化 の 伝統 
れ て 成立 し た 文化 で ある 。 政治 や 社会 ・ 経 済 の 分 野 で みた よう に , この 時 代 は 公家 の 支配 
力 が 残る と と も に , 武士 や 農民 の 替 力 が 伸張 し て いっ た 時 代 で ある 。 文化 に つい て も , 同 
様 の こと が み ら れ る の で ある 。 
鎌倉 文 化 の 特色 は , 第 一 に 文化 が 庶民 性 を お び て き た こと で ある 。 京都 周辺 の 公家 や 僧 
但 が 相対 的 に 科 体 化す る と と も に , 彼ら に よっ て 独占 され て いた 文化 は 武士 や 農民 に も 解 
放さ きれ, 庶民 の 文化 と し て 再生 きれ た 。 地 方 武士 が 京 や 鎌倉 へ 番 役 の た め に 往来 する こと 
商人 ・ 宗 教 者 ・ 芸 能 の 人 々 が 各地 を 訪れ た こと は , 中 央 の 文化 を 地方 へ 普及 させ た 。 地方 
に も 小 都 市 が 形成 され , そこ を 場 と し て 庶民 の 文化 が 育っ て いっ た 。 例え ば 難解 な 教 状 を 
必要 と し な い 新 仏教 の 吾 頭 文字 が 読め な い 武 士 ・ 農 民 に も 親しみ や すい 語り の 文学 と し 
て の 軍記 物語 の 流行 物語 を 図解 し た 絵巻 物 の 発達 . な ど は 文化 の 庶民 化 の 好例 で ある 。 
第 二 の 特色 は , これ まで の 公家 文化 に 対し て , 武家 の 文化 が 生ま れ 始 め た こと で ある 。 
この ころ の 公家 は 何事 に せよ , 旧 例 を 守る , 伝統 に し た が う , と いう 惑 度 に 終始 し て いた sg 
「 新 儀 非 法 」( 新 し く て 非 法 で ある , 不適 当 な きま を いう ) と いう 頻 用 語 の 存在 が 示す よう 同 
新しい こと = 良く な いこ と で あっ た 。 文化 も まさ に その 通り で , 文化 創造 の 熱意 は 失わ 
平安 時 代 の よう な 華々 し い 創 作 活動 は 影 を ひそ め て し まっ た 。 古き 良き 時 代 を 懐古 し , 和 
典 の 研究 , 朝廷 の 儀式 ・ 先 例 の 研究 ば か り が 行わ れ た 。 一方, 武家 は 実際 性 に 富む 文 化 4 
生む よう に な っ た 。 農 村 か ら 身 を お こし , 素朴 ・ 剛 健 を 属性 と する 彼ら は , 力強く 生き 生 
き と し た 文化 を も た らし た 。 公 家 の 裕 肛 造 に 対す る 武家 造 の 実用 性 東大寺 南 大 門 の 金 半 
力士 像 に み ら れ る 写実 性 と た くま し さ な ど は その 代表 で ある 。 
第 三 の 特 色 は , これ は 武家 の 台頭 と は 直接 関係 を も た な い が , 泉 や 元 な ど 大 陸 の 文化 カ 
も た ら さ れ た こと で ある 。 日 泉 貿 易 の 盛行 に 伴い 僧 但 や 商人 が 往来 し た こと は 先述 し た カ 
泉 の 滅亡 と 元 の 成立 と いう 大 陸 の 政情 の 変化 に よっ て , 日 本 に 亡命 する 禅僧 な ど が 多く VM 
た 。 彼ら は 仏教 は も ちろ ん , 生活 文化 に お いて も 新しい 要素 を も た らし た 。 ま た 2 度 に わ 
だ た っ て 元 の 来 朋 を 受け , 外敵 か ら 国 を 守 ろ うと する 国家 意識 が めざめ た こと も 強調 し て お 
きた い 。 度 会 家 行 (1256 一 1351) に よる 伊勢 神道 の 大 成 , 僧 玄 恵 (? 1350) ら に よる 未 学 研究 
の 隆盛 は , 国家 意識 の 高まり の 中 か ら 生 まれ て きた と いえ る 。 
平安 時 代 末 期 か ら 鎌倉 時 代 初期 に か け て , 政治 的 動乱 が あ 
た 時 期 は , 社会 的 に も 大 き な 転 換 の 時 期 で あっ た 。 社 会 の 閑 
た な 担い 手 と し て 武士 や 農民 が 台頭 し た が , 源平 の 争乱 , あい つぐ 天変 地異 は , 精神 的 自 
我 に めざめ つつ あっ た 彼ら に 重苦しい 不安 を 抱か せ た 。 彼ら の 心 に は 「 未 法 到来 」 の 意識 が 
植え つけ られ た 。 これ に 対し , 天台 款 ・ 真言 未 の I 旧 仏教 は まっ た く 無 力 で あっ た 。 仏教 貞 
の 腐敗 堕落 は は な は だ し く , 大 寺院 は 僧兵 を 著 え , 俗 権 を 争っ て や まな か っ た 。 ま た , よ 
り 根 本 的 な 問題 と し て , 旧 仏 教 は 鎮護 国家 や 貴族 た ちの 現世 利益 の た め に 仏 に 祈る の で あ 
り ,。 広く 民衆 の 心 を 救済 する ,. と いう 問題 意識 自体 を も た な か っ た 。 そ れ ゆ え に 人 々 は 末 
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広 の 世 か ら の 脱却 を 求め , 新しい 救い の の ー 
施 え を 湯 望 し た の で あっ た 。 衣 済 
こう し た 切実 な 願い に こたえ る た め に , 示 宗 


嫌 及 六 宗 と いわ れる 新 仏教 が 登場 する 。 
これ ら 諸 款 は みな 旧 仏 教 か ら 生 まれ , 末 
法 の 世 か ら の 救済 を 目的 と し て いた 。 禅 
の 2 款 は 別 で ある が , 他 の 4 宗 は , 救 わ 
れる た め に 困難 な 修行 は 必要 な い ( 易 
行 ) と 説き 多く の 経典 の な か か ら た だ 
- つ の 教え を 選び (選択 それ だ け に 
す が る (専修 ) と いう 特色 を も っ て いた 。 
醒 神 の 救い を 平易 に 説く この 新 仏教 に , 
武士 も 庶民 も 競っ て 帰依 し て いっ た 。 
[ 鎌 稿 時代 の 旧 仏 教 ] 鎌倉 時 代 の 天台 ・ 
真言 2 款 に よる 仏教 界 は ,。 ほとん ど 俗 世 
と パラ レル な 関係 に あっ た 。 僧 界 の 頂点 
に 立つ の は 量 族 ・ 摂 関 家 の 出 身 者 で , 彼 
ら の 周囲 に は 上 級 貴族 の 子弟 が , その ま 
CO 
中 と し て 奉仕 し て いた 。 彼 ら は 不便 な 山 弱かっ 
た 供 さ 里 に 院 家 を 設 受け た 。 院 家 で の 生活 は 足 族 の それ と か わら ず , 衣服 も 調度 品 
も 華 股 な も の だ っ た 。 院 家 に は 多く の 荘園 が 付随 し , 語 者 な 生活 の 基 盤 と な っ た 。 
こう し た 僧 條 の 宗教 活動 は と いえ ば , 国家 の 安寧 を 祈る こ で ー 高 貫 な 人 々 の 息災 を 祈 
る こと に 限ら れ て いた 。 彼ら は 儀式 と 化し た 仏事 を 執り 行う こと に 熱心 で , 現実 の 民衆 の 
生活 な ど に は 興味 を も た な か っ た 。 い わ ゆ る 「 仏 の 前 で の 平等 」 な ど 夢 物語 で あり , こう し 
た 史実 と 考え 合わ せる と , 人 々 を どう し た ら 救 済 で きる か , と 真剣 に 考え た 鎌倉 新 仏教 の 
教 補 た ちの ここ ろ み は きわ め て 高く 評価 され る の で ある 。 
[法然 と 浄土 宗 ] 法然 (1133 一 1212) は 美作 の 稲 岡 荘 の 押 領 使 の 子 と し て 生ま れ た 。13 歳 で 
比 客 山 に の ぼっ て 天台 を 学び , 源 信 の 流れ を くむ 零 空 (? 1179) に つい て 使 仏 の 門 に 入り . 
法然 房 源 空 と 名 乗っ た 。 彼 は や が て , 南無 岡 弥 陀 仏 と 念仏 を 唱え れ ば (ロロ 称 念 仏 ), 誰 で 
も 極 楽 洛 士 往 生 で きる と の 垣 り に 達し た 。 異 な る 信 仏 観 を も っ て いた 師 の 観 空 と 対立 
し , 43 歳 の 時 に 比 吉山 を 下り , 念仏 だ け に すがる 専修 念仏 の 救い を 説い た 。 当 時 の 仏教 は , 
仏像 や 寺院 を つく る こと , 難解 な 教義 を 学 び 厳 し い 戒 律 を 守る こ と を 強要 し て いた 。 け れ 
ど ゃ 法然 は , 念仏 きえ 唱え れ ば 経済 的 負担 も 学問 も 雅 隼 も 必要 で は な く , 日 常 生活 を 営み 
な が ら 信仰 生活 が 送れ る と し た 。 彼 に は 新しい 宗派 を 開く 意志 も 従来 の 仏教 の あり 方 を 紳 
綴 す る 意志 も な か っ た が , 平易 な その 教え に 人 々 が 帰 低 す る の を みて , 旧 仏 教 側 は 激しい 
迫害 を 始め た 。 そ の た め 1207( 送 元 元 ) 年 に 謀 岐 に 流さ れ , 門 誕 た ち も 処 罰 さ れ た ( 承 元 の 
法 難 )。 ほ ど な く 許さ れ て 帰京 し , 東山 の 大 谷 の 地 で 死去 し た 。 彼 の 死後 。 門弟 た ち は 多 
く の 流 派 に わか れ て 教え を 広め た 。 隆 寛 (1148 一 1227) の 長 楽 寺 派 。 覚 明 (1271 一 1361) の 
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| 民 七 専 等 
[ の 時 款 が 生ま れ だ た 。 4 


mm 定 を 計 


放免 後 も 同 地 に と ど ま っ た 。 の ち 常 陸 に 
| 移っ て 関東 の 農民 に 教え を 広め , 63 歳 で 


法然 同様, 親 乏 目 身 は 一 宗 


九品寺 派 。 証 空 (1177 一 1247) の 西山 派 な 
ど で あ り , これ ら を 総称 し て 浄土 宗 と 
いう 。 光 土 款 か ら 親 峰 の 浴 土 真 款 , ー 過 
mn は ほ 貞 記 貞 ね な お 法然 の 主 基 " 選 
択 本 順 全 仏 集 』 」 は 彼 に 教え を 請う た 九 
条 兼 実 の た め に 書か れ た と いわ れ , 消 土 
款 の 本 旨 を 明らか に し て いる 。 

[ 親 析 と 浄土 真宗 ] 親 寺 (1173 一 1262) は 
藤原 氏 の 未 流 , 日 野 有 範 の 子 と し て 京都 
に 生ま れ , 9 歳 で 出家 し て 比 堆 山 に の ぽ 
り . 29 歳 で 法然 の 門弟 に な っ た 。 法然 が 
讃岐 に 流さ きれ た と き に 彼 も 越後 に 流さ れ , 





帰京 し , 90 歳 で 同 地 に 死去 し た 。 彼 は 賠 
弥 陀 仏 を 信仰 する 気持 ち を お こし 念仏 を 
唱え れ ば , その 皮 間 に 極楽 往生 が 約 東 き 
れる と 説い た 。 ま た 罪深い 悪人 こそ が , 


阿弥 陀 仏 が 救済 し よう と する 対象 で ある 』 
と の 悪人 正 機 の 説 を た て た 。 彼 は みず か ら 妻 淀 肉食 し , 農民 の な か に 進ん で 入っ て いっ 
た 。 彼 の 教え は 多く の 農民 の 信者 を 得 た が , 
だ が 彼 の 死後 関東 の 弟子 た ち は 下野 高田 に 専 修 寺 派 を 立て , 親 才 の 全 孫 覚 


ビ ょ カ だ し ん し 香 信 


4b9 わ ゆ る 浄土 真宗 の 教団 が 形成 され て いっ た 。 親 濡 


ド を 開く 意志 を も だ 


た し m う 


NNN RLLELRTHLUINHNHINRNEIEH 
CSECELLLECLLLLLLLLLLTTTEEIHIIIILLLELMMLLLLLLLLLLLEELELbEbiikiEEE 


よう 痢 ようす し ょ 人 う も 


の 主 著 は 『 教 千 信 証 GE 式 に は 芯 汐 土 真実 教 行 証 文 類 )』 で あり , 弟子 の 唯 円 (1222ー 
89) ) が 師 の 思想 を 『 次 異 久 ( 抄 )』 に まとめ て 人 後世 に 多大 な 昌 2 覆 を 与え た 。 
| 一 遍 と 時 宗 」 一 罰 (1239-1289) は 伊予 の 有力 武 圭 河 野 氏 の 子 と し て 生ま れ , 幼く し て 出 
3 大 宰 府 に 赴き , 法然 の 孫弟子 に あたる 西山 派 の 事 達 ( 生 没 年 不詳 ) に 師事 し た 。 こ 
の ころ 法 名 は 衝 真 と いっ た 。 や が て 伊予 に 帰っ た 彼 は , 信じ る 信じ な い に か か わら ず , 南 
舞岡 丈 陀 仏 の 名 号 写 + を 唱え れ ば 誰 で も 極楽 往生 で きる , と 考え る に いた っ た 。 つ いで 熊野 
に 参 語 し た 隊 に , 人 SM 仏 に 2 と だ か ら , すべ で 細 
人 に 「 南 無 賠 弥 陀 仏 。 決 定 往生 太 十 万 人 」 と 記し た 名 号 の 札 を くば る よう 夢 の 告 げ を 得 た 。 
そこ で 智 真 の 名 を 一 滞 iu を くば る 典 玉 の 旅 に 出 た 。 信 渡 を 訪れ た と き 。 平安 期 の 
空 也 に な ら っ て 踊 念 仏 ( 名 号 を 節 を つけ て 唱え な ト が ら 踊 る ) を 催し て 人 気 を 博 し た た め 
以後 は 一 ー 記 の 赴く 所 で 必ず 熱狂 的 な 氏 念 公 が 生 われ , 数 多く の 民 徐 が これ に 参加 し た 。 
遍 は 全国 を 過 歴 し て 遊 和 上 人 と 呼ば れ 彼 に つき し た が う 人 々 を 時 軍 , 彼 の 教え を 時 
宗 連 と 呼ぶ よう に な っ た 。 時 拉 は 各地 に 道場 を 建て て 教え を 広め た が , な か で も 相模 国共 
衣 の 指 寒 光 が 有 名 で ある 。 


Eo 準 土 真 宗 ・ が tyo なー 





159 


第 4 章 武家 社会 の 成立 


索 の 承 文 
弄 開 上 年 3 「 人 へ 3 
授 役 
ー 過 (1239 一 
| 日 芝 (1222 一 82) 
道 元 (13 0 一 53) 身 


1 11 3 一 1262) | 





_149 50. 。 50 1200 。 20 4』40 60 1300 : 





人 仏教 の 開 福 


主人 仏 (一 巴 上 人 絵 伝 』) 一 記 と その 弟子 た ち が 鎌 倉 近く の 片瀬 で 
踊 今 公 を し て いる 場面 。 周 辺 に は , 武士 や 庶民 た ちの 姿 が み ら れ る 。 





旅 陀 仏 の 救い を 信じ る 心 が お こっ た と き に 救い が 決定 する , 一 遍 一 努力 の 有無 や 信 不 信 に 
か か わら ず , 名 号 を 唱え れ ば 救い が も た ら さ れる , と 教え に 若干 の 差異 が ある 。 時 代 が の 
に な る ほど ! 易 行 『「 他 力 」 の 特質 が 強まっ て いく , と 解釈 され て い る 。 

栄西 と 臨済宗 ] 禅宗 は 和 福 する こ こと に よ ょ っ て 人 間 に 内 在 する 仏 性 ( 仏 と し て の 性 質 ) を 
自覚 し , 悟り に 達し よう と いう 「 自 力 」 の 教え で ある 。 禅 自体 は 奈良 時 代 に 日 本 に 伝え られ 
て いた が , 朱 で 盛ん に な り , 党員 が 改め て 日 本 に 紹介 し た 。 こ れ が 臨済宗 で ある 。 栄西 
は 備 中 吉備 津 宮 の 神主 の 子 で , 比 執 山 で 台 密 を 学ん だ の ち , 2 度 に わた っ て 入 宋 し た 。 
帰国 し て 京都 で の 布教 を 試み た が 比 者 山 の 反対 に あい , 鎌倉 に 下っ た 。 和 潮 禅 を 組み , 師 か 
与え られ た 問題 ( 公 案 ) を 考え 抜い て て 恒 り に 達する , と いう 厳し い 修 行方 法 を と り , これ 
が 武士 の 気風 と 合 合致 し て 多く の 信者 を 得 た 。 将軍 頼家 ・ 北条 政子 も ゃ 彼 に 帰依 し , 京都 に 建 
四 が 建 立 さ れ た だ 。 栄西 の 主 著 は 『 興 禅 護国 論 』 で . 禅宗 が 国家 に 必要 な こ と を 説い て い の ia 
栄西 の 死後 , 禅宗 は 執権 北条 氏 の 帰依 を 受け て 発色 し た 。 北条 昧 は 鎌 入 に 看 長寺 を 建 
中 京 か ら 蘭 党 道 隆 1213 一 78) を 措 い た 。 北条 時 宗 は 円 覚寺 を 建て , . 朱 か ら 無 学 祖 元 
(1226 一 86) を 招い た 。 元 か ら 送 られ た 一 山 一 寧 (1247 一 1317) は 。 は じ め 間 斉 で は と 警 戒 き 
れ た が . の ち 北 条 貞 時 の あつ い 崇 散 を 受け た 。 朝 廷 が 天台 款 真言 款 と 親密 で あっ た の に 
好 し , 幕府 は 禅宗 , と く に 了 臨 済 未 を 自己 の 宗教 と し て 位置 づけ た 。 

| 道 元 と 曹洞宗 ] 道 元 (12001253) は 内 大 臣 源 通 角 の 子 と し て 生ま れ , 幼く し て 父母 を 亡 
< し . 比 考 山 で 出家 し た 。 天 台 宗 に 疑問 を 抱い て 下山 し , 栄西 の 弟子 明 全 (1184 一 1225) に 
央 ぶ 。 24 歳 で 泉 に 濾 り , 帰還 し て 教え を 説い た 。 易 行 ・ 他 力 の 教え が 優勢 な な か で , 道 元 
は ひたすら 池 禅 に 打ち 込み ( 只 管 打 和 ) 悟り を 開く , と いう 厳し い 自力 救済 の 教え を 説い た 。 
また 在家 の ま まで の 悟り を 否定 し , 出家 主義 を 貫い た 。 た び た び の 幕府 要 人 の 招き を 断り , 


前 に 表 平 寺 を 開い て 厳格 人 規律 の も と に 門下 を 育て , 同 地 で 死去 し た 。 主 着 は 『 正 法 
唱 弟子 の 慎 美 (1198 一 1280) ) が 師 の 教え を 筆記 し た の の が 『 正 法眼 蔵 基 開 記 』 で ある 。 彼 の 
浮 団 を 曽 洞 宗 と 呼ぶ 。 曽 洞 宗 は の ち に 殴 山 紹 玲 (1268 一 1325) ら の 替 力 に よっ て , 民衆 の 
間 に 広 まっ た 。 


日 蓮 と 日 蓮 宗 」 





日 蓮 (222-1282) は 安房 の 小湊 に 生ま れ , 12 歳 で 仏門 に 入っ た 。 天 宮寺 
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院 で 台 密 を 学ぶ う ち に 法華 経 の 教え が 最も すぐ . れ て いる と の 確信 に 達し , 日 尊 宗 (法華 


守 ) を 開い た 。 彼 は 南無 妙法 革 閥 妖 と いう 題目 を 一 心 に 唱え れ ば その まま 仏 に な れる と 
時 主導 『 立 正安 国 論 』 で 法華 経 を 中 心 に 据え た 国 づ くり を 説い た 。 鎌倉 に 出 た 日 進 は ' 念 
仏 無間 禅 天麻 真 昔 亡国 , 律 国賊 」 と 他 の 宗派 に 激しい 攻撃 を 加え , 戦闘 的 な 折 伏 を 行 
っ た 。 そ の た め 他 宗 の 反感 を か い , 幕府 か ら も 迫害 を 受け , 2 度 流罪 ( 伊 豆 ・ 佐 渡 ) に 処せ 
られ た 。 法華 信仰 を 受容 し な けれ ば 内 乱 と 侵略 が お きる だ ろう , と 日 蓮 が 警告 する と ころ 
に 元 窟 が あり , ー 部 に は 彼 の 言動 を 見 直す 動き も あっ た が , 幕府 は や は り そ の 主張 を 認め 
な か っ た 。 日 夢 は 鎌倉 を 夫 っ て 身延 山 に 赴き , 弟子 の 育成 に つと め , の ち 常 陸 に 向かう 途 
中 で 武蔵 で 死去 し た 。 日蓮 の 教え は 身延 山 を 中 心 に , 主 に 地方 武士 や 商工 業者 の 間 に 広 ま 
っ て いっ た 。 

[ 旧 仏教 の 革新 ] 旧 仏 教 は 朝廷 や 幕府 の 保護 の も と , な お 強大 な 力 を 保っ て いた 。 加持 祈 
講 を も っ ぱら に し , 例え ば 元 軍 の 敗退 も みず か ら の 祈 刻 の 成果 で ある と し て , 朝廷 ・ 墓 府 
に ば く 大 な 思 賞 を 要求 し て いる 。 彼ら は 民衆 に 対し て は 宗教 者 と いう より は 経済 的 な 領主 
で あり , 民衆 か ら 容 赦 な く 税 を 取り 立て た 。 民 衆 の 救済 を 目的 と する 新 仏教 の 動き に も 激 





し い 反 発 を 示し , 弾圧 を 加え た 。 た だ し 南都 の 諸 款 ま の な か か ら は , 款 派 の 改 半 を め さ す 動 


すす 


きも 生ま れ て きた 。 華厳 の 高 弁 ( 明 恵 1173 一 1232) は 東大 寺 を 出 て 京都 根尾 に 高山 寺 を 
建て , 法相 宗 の 真 鹿 ( 解 有 1155 一 1213) は 興福 寺 か ら 山 城 の 筐 置 山 に 移住 し た 。 両 者 は と 
6 に 式 伴 を 生ん じ て 教 界 の 東 正 に 尽力 し L. て それぞれ 示 の 中 興 の 祖 と いわ れ た 。 また 律宗 


の 俊 徹 (1166 一 1227) は 宋 ド で 律 や 禅 を 学ん で 京都 に 朱 清 寺 を 開き , 葉 律 の 復興 に 尽く し た 』 


同じ く 律 守 の 鶴間 ( 思 由 , 1201 一 90) は 貞 記 の 法 系 に 属す る 人 で , 奈良 に 健 寺 を 再 典 し た 。 
導 典 と その 弟子 好 性 ( 邊 観 。 1 の 7 一 1303) は 貧し い 人 々 や 病人 の 投 済 ・ 保 客 工 事 な どの 福 
会 事業 に も 夫 力 し , 妨 性 は 奈良 に 病人 の 救済 施設 北山 十 八 間 戸 を , 鎌倉 に 悲田院 を つく っ 
た 。 し か し こう し た 草 新 運動 も , 結果 的 に は 旧 仏 教 の 容 勢 を 変え ん る こと は で き な か っ た 。 
治 と 仏教 ] 天台 ・ 真 言 2 宗 は 朝廷 と 寄 接 な 関係 に あっ た が , その 現われ の 一 つと し て 』 

人 事 権 を あげ る こと が で きる 。 僧 個 が 天台 座主 や 東寺 長 者 , また 両 款 の 有力 寺院 の 長 に 
就任 する に 際 し て は , 朝 延 が 認可 を 与え , 公文 書 も 発給 きれ た 。 仏教 の 最高 指導 者 の 地位 
が 朝廷 に よっ て 保障 きれ る の だ か ら , 当時 「 王 法 と 仏法 は 車 の 両輪 」 な ど と し ば し ば いわ れ 
た の も も っ と も で ある 。 こ れ に 対し 禅宗 の 場合 , 朝廷 の 関与 は な く , 幕府 (と くに 室町 幕 
府 に な っ て か ら ) が 人 憎 の 昇進 ・ 隆 格 を 管理 し た 。 幕府 が 禅宗 を 重んじ た の は , 朝 延 に 対す 

る 旧 仏 教 に か わる , 「 幕府 の 仏教 」 ま も と うと し た か ら だ ろう 。 

= 生ま 当時 の 仏教 思想 と 結び つい て 現 わ 

た 。 革 の 表 に 生ま た 剖 和 ug は 信人 
感じ て 妻子 を 捨て て 出家 し , 平安 な 時 代 未 期 の 動乱 の 諸国 を 過 歴 し つつ , 清新 な 秀 与 を 詠ん 
だ 。 後 の 歌 集 を 『 山 家 集 」 と いう 。 『 方 丈 記 』 の 作者 鴨 長 明 (1155 ? 1216) は 京都 日 野山 
に 小さ な 庵 を 結ん で 隙 敬 し 動乱 期 に お こっ た 事件 を 書き 記し な が ら , 人 生 の 無常 を 説 
いた 。 漂泊 ・ 障 進 し た 彼ら は と も に 中 世 人 的 な 世捨て人 で あり , 隠者 の 文学 の 代表 者 で あっ 
た 。 反対 に 天台 座主 (天台 宗 の 代表 者 ) の 顕 職 に あっ た 切 由 (155 1225) は , . 破 退 し て いく 
貴族 の 運命 を 冷静 に 観察 し , 中 族 出 身 者 と し て の 強い 危機 感 を も っ て 「 財 管 抄 』 を 著 わ じ 
7 これ は 神武 天皇 か ら 順 徳 天 皇 ま で の 歴史 書 で 。 北 円 は 歴史 を 貫く 原理 を 探り , 道理 
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に よる 歴史 解釈 を 試み て いる 。 慈 円 の 説く 道理 は 詳 


pr と 詩 
も 当時 の 仏教 の 影響 が みて と れる 。 

この ころ 買 族 文 学 は , 和歌 の 分 野 で 最後 の 光 企 を 放 
っ て いた 。 後 鳥羽 上 島 は 院 中 に 和歌 所 を お き , 藤原 | et 
定 家 (1162 一 1241) ・ . 藤原 家 隆 (1158 一 1237) ・ 寂 夢 法 師 
(1139? 一 1202) ら に 命じ て 『 新 古今 和歌 集 』 を 選ば せ た 。 
この 歌集 に 選ば れ た すぐ れ た 歌 人 は , 先述 の 選者 3 人 人 
の ほか に 後 鳥羽 上 皇 ・ 九 条 兼 実 の 子 の 良 経 , 兼 実 の 弟 
の 慈 円 ・ 西 行 ら で あっ た 。 そ の 歌 風 は 新古 今 調 と いわ 
れ , 洗練 され , 技巧 的 で ある と 評 さ きれ る 。 ま た , 歌 を 
該 むこ と は 教養 の 第 一 で あっ た か ら , 武士 の な か に も 
歌 を 学 : ぶ 者 が 現われ た 。 定 家 に 師事 し て 万 葉 調 の 歌 を 
詠み , 歌集 『 金 林 和 歌集 」 を 残し た 将軍 実 朝 は その 代表 
で ある 。 け れ ど も こう し て 栄え た 歌壇 も , 鎌倉 中 期 以 
陳 に な る と し だ い に 衰 えて いっ た 。 歌 道 の 師 範 と UE 
朝廷 に 仕 を えた 定 家の子 孫 も , 二条 ・ 京 極 ・ 浴 上 泉 の 3 家 
に 分 か れ て 互い に 家 元 を 争い , 歌 自 体 に は みる べき も 
の が な く な っ て いっ た 。 

小説 の 方 面 で は 平安 時 代 の よう な 吐 盛 な 創作 力 は み 
られ ず , 『 石 清水 物語 』 や 『 若 の 表 』 な どの 作品 は ある 
が , いずれ も 平安 文学 の 域 に は 達し て いな い 。 

歴史 文学 と し て は 『 今 鏡 』 と 『 水 鏡 』 が つく られ た 。 


主 を 著作 物 

和歌 集 山 家 集 (本 
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. 語 (信濃 前 本 行 長 ) 





いずれ も 『 天 突 」 の 影響 を 受け た 仮名 書き の 歴史 書 で ある 。「『 水 鏡 』 は 『 大 鏡 』 以 前 の ,『 今 


境 』 は 『 大 鏡 』 以 後 の 歴 史 を 記し た も の で ある が , と も に 『 大 鏡 』 に 及ば な い 。 

歴史 書 と し て 注目 すべ き は , 前 述 の 素 円 の 『 遇 管 抄 』 と 吾妻 鏡 』 で あろ う 。『「 吾 妻 鏡 』 は 鎌 
育 幕 府 に よっ て 編 ま れ た 史書 で , 幕府 の 歴史 を 日 記 体 で 記し て いる 。 北条 氏 の 強い 影響 下 
に 成立 し て いて , 北条 氏 の 権勢 を 正当 化す る た め の 脚 色 も み ら れ る が 現在 の 歴史 研究 に 
必要 不可 欠 な 史料 と な っ て いる s 仏教 書 と し て は 虎 関 師 錬 の 『 元 釈 書 』 が ある 。 

日 記 ・ 紀 行文 学 に は 「 提 関 紀行 』「 衝 道 記 『 二 大和 日 記 』 な ど が ある 。 鎌倉 と いう 新しい 都 
市 が 出現 し , 京 と 鎌倉 と を 結ぶ 東海 道 の 舌 通 が 盛ん に な り , こう し た 旅行 記 が 書か れ た 。 
この う ち 『 十 六 夜 日 記 」 は 藤原 定 家の子 の 為 家 ( (1198 一 1275) の 妻 , 阿 仏 尼 (? 一 1283) が 書い た 
も の で ある 寺子 傘 泉 愛 粗 (1263 一 1328) が 先妻 の 子 為 氏 に 奪わ れ た 細川 店 を 取り 返 そ うと , 
才 府 に 訴え る た め 鎌 信 に 下っ た と き の 紀行 で , 子 を 思う 母 の 気持 ち が よ く 表 われ て いる 

平安 時 代 後 期 以来 忠 ん で あっ た 説話 文学 で は ' 宇 治 捨 遺物 語 」 十 訓 抄 『 古今 著 聞 案 』 
が つく られ た 。 ま た 仏教 説話 集 と し て , 『 宝 物 集 」 『 発 心 集 な ど 教理 を 説く 説話 集 が つく ら 
れ た 。 こ れ ら を 読み 解く こと に より , 当時 の 人 々 の 考え 方 や 価値 観 に 迫る こと が で きる 。 

この 時 代 の 末 に 成立 し た 部 (吉田 ) 業 好 (283? 一 13522 ) の 「 徒 殺 革 は , 知ら 
し て 名 高い 。 兼 好 は 下級 官 更 と し て 朝廷 に 仕 を , の ち に 出家 し た 人 物 で , 歌 人 ・ 有 職 故 
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折 ずく [建築 ] 鍵 食 時 代 の 建築 ・ 美 術 は , 

平 重衡 に 焼 か れ た 東大 寺 の 再建 と い | 
うぅ 一 大 行事 と と も に , . 新しい 歩み を 始め た 。 1181( 状 和 元 ) 年. 形 
廷 か ら 東 大 寺 再建 の 勧進 上 大 に 選ば れ た の は 当時 61 歳 の 俊 
乗 房 重 源 (①1211206) で あっ た 。 彼 は 隙 和 列 を 起用 し て 大 仏 を | 
央 造 し つい で 大 仏殿 の 再建 に 取り 組ん だ 。 い くつ か の 地域 に 拠 | や 
貞 を 築い て 資金 ・ 資 材 を 調達 し , 1195( 建 久 6) ) 年 に 大 仏典 を 再 
悲し た 。 こ の 時 に 用 いら れ # た 建築 様式 が 大 仏 様 ( 天 答 様 ) で あり . 

女 衝 占 に も 大 仏 様 の 仏堂 が 建て られ た 。 重 源 は 3 度 も 宋 に 渡っ た 
と 称し て いる が , 廊 放 で 変化 に 告 み 。 美しい 構造 を も つこ の 大 仏 

様 は , 穴 の 江南 ・ . 福建 地方 の 様式 を 取り 入れ た も る の で ある 。 し か 
し . 豪放 な 表現 が 一 般 に な じ ま な い , 技術 的 な 困難 が ある , な ど | 
の 理由 で 重 源 死後 は 用 いら れ な く な り , 東大 寺 南 大 門 ・ 塗 土 寺 光 
ト 営 な ど が 遺 構 と し て 残さ れ た 。 た だ し 大 仏 様 の 細部 の 手法 は 従 
素 の 和 様 建築 に $ 使 用 され だ た 。 た 「 

禅宗 の 興隆 に 伴っ て は , 禅宗 欄 ( 唐 様 ) が 伝え られ た 。 禅 示 様 | 
は 宋 の 中 央 様式 を 移し た も の で あり , 急 勾 配 の 屋根 反り の 強い 
由 を も つ 。 細か な 部 材 を 組み 合わ せ て , 驚 然 と し た 美しき を 表 わ ね 和 ^ こ 生 - 
す の が 特色 で , 鎌倉 時 代 中 期 か ら 円 覚寺 谷 利 殿 な どの 禅宗 建築 に 用 いら れ た 。 禅 未 の 受容 
と と も に 禅宗 様 建築 は 日 本 に 定着 し , 全国 に 広まっ た 。 

大 仏 様 ・ 禅 未 様 に 対し , 平安 時 代 以 来 の 建築 様式 は 和 様 と 呼ば れ た 。 東大 寺 は 大 仏 様 を 
用 し た が , 興福 寺 は 伝統 的 な 和 様 を 用 いて 復興 され た 。 細かい 木 割 り , 間 か 2 
の き の 屋 根 . 全体 か ら 受 ける 繊細 な 感覚 な ど が 和 様 の 特徴 で , 石山 : 寺 多 宝塔 

: 十 三間 和 堂 ) 本 堂 な ど が 代表 例 で ある 。 また 大 仏 様 ・ 禅宗 Se 
記 も の が 折 裏 様 で あり , 新 和 様 と も いわ れる 。 観 心 寺本 堂 が 代表 的 な 遺 憶 で ある が , 
出戸 内 海 治 岸部 に 作例 が 多い 。 

以上 の ほか , よみ 吉 入 と 1 て 臣 寮 財 が 行わ れる よう に な っ た 。 こ れ は 公家 の 疲 明 進 も 
と に し な が ら , 武家 の 生活 に 適する よう に 改造 され た , 実用 的 で 簡素 な 建築 様式 で ある 。 
彫刻 ] 東大 寺 再 建 に 際 し て 腕 を ふる っ た の が 高 名 な 運 鹿 (?1223) と 。 快 慶 ( 生 没 年 不詳 
刈 訂 の 上 兄弟 弟子) ・ 江 慶 (1173 ー1256, 運 度 の 長子 ) ら その 一 派 , 鹿 派 で ある 。 運慶 一 門 は 平 
だ 時 代 の 定 朝 の 流れ を くみ , 奈良 に 住ん で 南都 仏師 ・ 奈 良 仏師 と 呼ば れ た 。 定 朝 の 手法 の 

み で な く 奈 良 時 代 の 彫刻 や 宋 の 様式 を 取り 入れ , 写実 的 で 力強い 作品 を 創造 し た 。 運 慶 と 
棋 座 の 合作 に な る 東大 寺 南大 門 の 金 財力 土 化 や , 運 摩 が 慶 派 の 仏師 を 率い て つく っ た 興福 
# 北 円 堂 の 無 著 ・ 世 親 像 な ど が 代表 作 で ある 。 運慶 は 以前 か ら 北 余 時 政 ・ 和田 義忠 ら 関 
東 の 有力 武士 の 求め に 応 じ て 仏 像 (伊豆 の 願 成就 院 , 三浦 の 導 楽 寺 ) を 作成 し て い と 生ま 
車 大 寺 再 建 に は 幕府 が 多大 な 援助 を し て いる 。 当時 の 仏師 の 主流 は 京都 の 円 派 ・ 院 派 の 人 
ん で あっ た が , 彼ら で な く 慶 派 が 東大 寺 の 仏像 の 作成 に あたっ た の は , ある い は 幕府 の 推 
典 を 受け た 結果 か も し れ な い 。 さ きら に 推測 する と , 運 諾 が 定 朝 様 の 優美 きか ら 写 実 性 へ 歩 
を 信 め る に 際 し て は , 武士 と の 交流 が 一 定 の 意味 を 有 し た の で は な いか 。 


家 と し て 著名 で あっ た 。 鋭い 観察 限 を も っ て 朝廷 ・ 幕 府 の あり き 
ま を 見 続け た 成果 が この 書 で ある が , 鎌倉 時 代 の 知識 人 の 思索 の 
深まり を よく 示し て いる 。 
娠 倉 時 代 文学 の な か で 最も 注目 すべ き は , 戦い を 題材 に 実在 の 
武士 の 活躍 を 生き 生き と 描き 出し た 軍記 物語 で あろ う 。 『 保 元 物 
諸 』 『 平 沿 物語 』 『 平 家 物 語 』 湊 久 記 』 な ど が あり 。, いす れ も 漢 語 に 
仏語 を 交 ミ え た 力強い 簡潔 な 仮名 交 り の 文章 いわ ゆる 和漢 混 消 文 
で 書か れ て いる 。 な か で も 『 平 家 物 語 」 は 諸 行 無常 ・ 盛 者 必 論 の 
理念 の も と に , 平家 一 門 の 栄枯 盛衰 を 描い た 傑作 で ある 。 は し め 
こ 「 | か ら 琶 に 合わ せ て 放 和 る こと を 予想 し て つく られ て いて , 琵琶 法 
琵琶 法師 (「 幕 帰 絵詞 」) 師 の 語る 平 曲 と し て 語 り 伝 えら れ , 文字 の 読め な い 民 上 衆 に も 店 
く 親しま れる こと に な っ た 。 な お , その 読み 本 と し て 『 源 平 盛 詞 記 』 な ども つく られ た 。 

学問 で は , 政治 的 に ふる わな く な っ た 貴族 層 は この 分 野 で も 精彩 を 欠き , 新しい 思索 を 
展開 する 努力 は み ら れ ず , も っ ぱら 古典 の 研究 や 有職 才 実 の 習得 に 従事 し て いた 。 古典 研 
先 が 盛ん で あっ た の は 貴族 政治 の 華やか な 時 代 へ の 憧 慢 か ら で あ り , 『 日 本 書 紀 」 の 注釈 書 
に ト 部 兼 方 ( 生 没 年 不詳 ) の 『 釈 日 本 紀 」 が , 『 万 葉 集 』 の 注釈 書 と し て 僧 仙 覚 1208?) 

の ! 思 業 集 議 釈 』 が つく られ た 。『 源 氏 物 語 』 に 対し て は , 源 光 行 (1163 一 1244) ・ 親 行 ( 生 没 是 

不詳 ) 父子 の 『 水 原 抄 』 が つく られ た 。 ま た 同様 の 理由 か ら . 朝廷 の 儀式 や 作法 に つい て 研 | 
移す る 有職 故実 の 学 も 広まり , 順徳 天皇 ( 在 倍 1210 一 21) の 『 閑 秘 抄 』 や 後 鳥羽 天皇 の 『 世 傘 浅 「 
深 秘 抄 」 な どの 著作 が ある 。 

武士 の 学 | ま 問 へ の 関 い は 薄かっ た が , 好 学 の 士 も 現われ た 。 北条 氏 の 本 家 は 政子 以来 , 唐 . 
の 『 責 観 政 要 」 な どの 政 責 に 興味 を 示 し て お り , ー 門 の 北条 (金沢 ) 実 時 (122476) も 清原 
教 隊 (1199 一 1265) か ら 『 群 書 治 要 』 の 講義 を 聴い た と いう 。 実 時 は 鎌倉 の 外 港 と し て 栄え た 
金沢 の 称 名 寺 に 文庫 を つく り , 和漢 の 書 を 集め て 学問 の 便 を は か っ た 。 こ れ を 金沢 文庫 
し た 

当時 代 の 終わ りこ ろ に 。 朱子 学 が 伝え られ た 。 当時 は 宋 学 と 呼ん で いる 。 南 示 の 朱 吉 
に よっ て 大 成 さ れ た 偽 学 の 一 派 で あり , 訓 話 の 学 風 を 排 し 刀 索 を 重んじ 名 分 を た だ そう 
と する 学派 で ある 。 わ が 国 へ は 俊 入 や 南北 棚 期 の 禅僧 中 艦 円 月 (1300 一 75) に よっ て 伝 る 
られ た 。 の ち 建 武 式 目 制定 ほ に も 参加 し た 僧 去 恵 は 朱 閣 の 注 に よっ て 朝廷 で 四 書 の 講義 を 
の ち に 南朝 の 中 心 人 物 と な る 北澤 親 房 ら も 彼 に 学ん で いる 。 国家 意識 に めざめ , 国家 と は 』 
何 か を 再考 する 人 々 に と り , 打 学 は た い へ ん 鬼 力 的 で あっ た ろう 。 最近 で は 近 学 が 説く 大 
義 名 分 論 の えた 影響 を 重要 視 し , 俊 酸 醐 天皇 の 討 運 動 の 理論 的 差 大 と し て 位置 づけ る 
試み が な され て いる 。 た だ , 学 間 に 造語 の 深かっ た 花園 天皇 ( 在 0 で 
学 が 流行 し て いる が , それ ぞ れ が 勝手 に 自己 流 の 解釈 を し て いる 」 と 痛烈 に 批判 し て いて 
朱子 学 "を どれ ほど 理解 し て いた の か , 疑問 が 残る と ころ で ある 。 

同じ ころ ., 従来 の 本 地 垂 法 説 と は 反対 の 立場 ! に 2 日 本 の 神 を 主 と し 公 を 従 と する 
神道 忌 想 が お こっ た 。 国 家 意 識 の 高揚 が 生ん だ 思想 と 考え られ る が , 人 勢 外宮 の 神宮 度 会 
家 行 ( 生 没 年 不詳 ) は こう し た 風潮 の も と に 『 類 柴 神 欧 本 源 , を 著 わ し , 伊勢 神道 ( 度 会 神道 
を 大 成 し た 。 
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了 4 Ko PSDyAo 鎌 人 時代 は 前 代 に 比 し て 用 が ま た 計 族 や 有力 武家 の 間 で は .。 暗 衝 品 と し て 珍重 s 2 た: 
Fe 南東 大 幸作 人 | 天王 了 手提 : 個性 を 重視 する よう に な っ | 陶器 で は , 泉 ・ 元 の 強い 影響 を 受け て 尾張 の 瀬戸 の ほか 各地 で 生産 が 始ま っ た 。 六朝 時 
| 異 相 寺 無 著 人 


代 以来 の 白 彼 南 穴 で 盛ん に づく られ た 青磁 が 当時 多く 輸入 され , その 影響 を 受け た も の 


硬 も SWLs 


康 運 一 一 康 円 : た らし く , 写実 的 な 肖像 彫 





ーー 大 仙人 一 康介 _ 刻 に 傑作 が 多い 。 太 波 維 客 で ある 。 伝承 に よる と 加藤 景 正 が 道 元 に し た が っ て 入 打 し, 稲 楽 を 使う 製法 を 伝え , 滞 
EE eo すれ ぎの 空 也 上 人 像 (運慶 の 巴 片 に 穴 を 築い て 陶器 ( せ と 物 ) を 焼い た と いう う 。 こ の 話 は 裏づけ が な いと きれ て いる が , 浦 
興福 寺 雑 摩 人 空 取 上 像 の 康 勝 作 ) ・ 東大 寺 俊 乗 吊 戸 焼 に 穴 ・ 元 の 製品 の 強い 影響 が 認め られ る の は 確か で ある 。 


の 重 源 像 ・ 鎌 倉 明月 院 の 上 
杉 重 房 像 な ど が ある 。 い ずれ も 豊か な 人 間 味 を た た えた 作品 で ある と 評 さ きれ て いる 。 
直上 は すべ て 木彫 で ある が , この ほか に 娠 端 の 公 像 と し て 鎌倉 高徳 院 の 阿弥 陀 加 来 像 超 
ある 。 俗 に 鎌倉 の 露 座 大 仏 と いわ れる の が これ で , 上 総 の 人 . 大 野 五郎 衛門 の 作 と いう 。 
[絵画 ] 個性 の 重視 は 絵画 に も みて と れる 。 こ の 時 代 は 肖像 画 , 似 絵 と 頂 相 が 発達 し た 。 
似 絵 と は 大 和 絵 に 属す る 肖像 画 の こと で , 実際 の 人 物 を 目前 に し , 個人 の 特徴 を 前 面 に 墓 
し 出し て いる 。 平安 時 代 の 大 和 絵 で は , 人 物 の 顔 は 一 様 に 引 目 ( 線 を 引い た だ け で 目 を 天 を 
わす ) ・ ・ 釣 算 ( 釣 状 の 線 で 低 を 表わす ) の 没 個性 的 な も の で あっ た 。 さら に 上 肖像画 と いっ 人 
も 相手 を 見 ず に 捕 く こと が 多かっ た か ら 。, 似 絵 の 登場 は 画 期 的 で あっ た 。 代表 的 な 絵師 合 
藤原 隆信 (1142ー1205) ・ ・ 信 実 (176? 1265 ? ) 父子 で ある 。 彼ら は 中 級 の 貴族 で (隆信 は 藤原 
定 家 の 異父 の 見 ), 歌 人 と し て も 高 名 で あっ た 。 隆信 筆 と いわ れる 神護 寺 の 源 頼 朝 ・ 平 重 
右 像 は あま り に も 有名 で ある 。 頂 相 と は 禅宗 の 備 但 の 間 で 始ま っ た 絵 で 弟子 が 人 の 師 全 
な る まで に 成長 し た 時 に ., 師 が 自分 の 肖像 画 に 殖 (漢文 の 教訓 的 ・ 示 教 的 な 文章 ) を 書き 上 』 
兎 子 に 与え た も の で ある 。 弟子 は 頂 相 を みて 師 の 面影 を 介 び , 師 の 教え に 思い を は せ た 。 
それ ゆえ に 肖像 画 は 非常 に 写実 的 な 絵 に な っ て いる 。 未 代 に 盛ん に 描か れ 。 この 時 代 に 還 
本 に も た らき され, 室町 時 代 に 全盛 期 を 迎え た 。 
疹 考 ] 源 頼 朝 ・ 平 重盛 像 に つい て これ ま 源 頼朝 と され て きた 人 物 を 足利 直義 に , 平 
で に も 何人 か の 美術 史 研 究 者 は , 画像 の 制作 . 盛 を 足利 尊氏 に あて る 新説 が 発表 きれ た 。 調 | 
年 代 は 画 法 な どか ら み て 南北 朝 時 代 以 降 と 考 に つい て は 論争 中 で あり , 関係 史料 も 少な 意 
える べき だ , と 説い て いた 。 こ の ほど この | 結論 が 出る まで に は 時 間 が か か り そ う で あ 大 
意見 を 踏ま え , 神護 寺 に 残る 文書 も 考慮 し て 
ほか に 絵画 で 注目 すべ き は , 絵巻 物 の 盛行 で ある 。 絵 巻物 は 調書 と 絵 を 交 五 に 書い て 
飼 場 人 物 の 動き や 情景 の 展開 を 視覚 に うっ た える 巻物 で ある 。 物語 の 挿絵 か ら 発 達し た 妊 
の で , 文字 を 読め な い 武士 や 民衆 に 歓迎 され た 。 人 々 に 神仏 の 教え を 説く 手段 と し て し ぽ ま 
し ば 用 いら れ た の で 。 示 教 的 な 主題 を も $ つ 作品 が 多い 。 慌 作 に は 『 容 日 権現 験 記 』『 北 野 和 
神 縁 起 絵巻 な どの 寺社 の 縁起 絵 , 『 法 然 上 人 符 状 絵図 』「 一 遍 上 人 絵 伝 』 な どの 高僧 の 休 
記 絵 ,『 平 治 物語 絵巻 』『 衰 古 襲 来 絵巻 , な どの 合戦 絵 が ある 。 
[書道 ・ 工 芸 ] 書道 で は 穴 ・ 元 の 書 風 が 伝え られ た 。 伏 見 天皇 の 皇子 青 道 院 円 入道 
王 (2981356) は 藤原 行 成 の 流れ で ある 世 藤 寺 流 に この 新しい 書 風 を 加味 し , 青 薄 時 
を 凡 始 し た 。 この 流派 は の ち に 御家 流 と も いわ れ た 。 工芸 の 面 で は , 武士 の 求め に こ た : 『 
て 申 胃 や ガ 合 製作 の 技術 が 格段 に 進歩 選 赤 。 骨 で は 明 珍 家 の 人 々 が 多 く の 名 作 を つ 』 ぃ 
っ た 。 刀剣 で は 京都 の 粟田 口 吉光 ・ 鍵 倉 の 岡崎 正宗 ・ 備 前 の 長船 長 光 ・ 越 中 の 卿 義 
(1299 一 1325) ら の 名 工 が 出 た 。 胃 剣 は 海外 で も 価値 を 高く 評価 きれ , 輸出 品 と し て 用 ゅ 耳 


主 な 建築 ・ 美 術 作品 


蒙古 股 来 絵巻 
東大 寺 南 大 門 < 大 仏 様 〉① ー 遍 上 人 絵 伝 ( 円 伊 ) 
円 覚寺 舎利 殿 * 往 宗 様 法然 上 人 LTTAL げ AL 自 充 症 も 
失 必 寺 金 堂 dh 春日 権現 赤 記 (高階 降 兼 )⑥ 
| 石山 寺 多 宝塔 < 和 層 平治 物語 絵巻 


抽 貞 計 事 生 


ニ 十 三 問 堂 ( 区 華 生 院 本 堂 〕* 和 様 >@③ 石山 寺 緑 起 欠 巻 (高階 際 兼 ) 
彫刻 明 恵 上 人 樹 上 和 禅 図 ( 成 忍 ) 
| 車 大 寺 僧 形 八 幅 神 像 (所 誠 角 壮 三郎 絵詞 
Yo ・ 据 鹿 )④ 西行 物語 衝 巻 
重 源 鑑真 和 上 東征 絵 伝 
ae 6 徐 河 寺 緑 直 総 巻 
| 天 寺 鬼 ・ 竜 和 鬼 像 ( 康 弁 ら ) 
交 没 密 寺 空 也 上 人 像 ( 康 勝 
| 六 入院 岡 弥 陀 如来 像 【 鐘 信 大 仏 
区 画 
仮 源 頼朝 像 ・ 合 平 重盛 像 (藤原 隆信 ) の 
親 電 下 人 像 (名 御影 
移 選 羽 上 旦 像 (藤原 信 実 ) 


北野 天神 縁起 絵巻 ( 伝 貢 原信 実 ) 
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第 5 章 武家 社会 の 成長 


室町 幕府 の 成立 


元 窟 の の ち 御家 人 の 処 乏 は 厳し き を 増し , 彼ら は 不安 感 ど 
鎌倉 幕府 の 滅亡 施政 へ の 不 滴 を 高め て いっ た 。 鎌 信 幕 府 は 得 宗 の 専制 を 推 
準 し 華 府 の 指導 力 を 強化 し て 危機 的 な 事態 に 対処 し よう と は か っ た 。 北条 氏 一 門 と 御 内 
人 に 支え られ た 得 款 の も と に は 種々 の 権限 が 集積 され た 。 貞 時 の あと は お 息 の 高 時 ( 1303 
33) が 継い だ が , 高 時 は 14 歳 と 若年 で あっ た た め , 御 内 人 の 代表 で ある 内 管 『 領 長崎 高 次 
(? ー1333) が 政治 を ほし いま ま に し た 。 得 宗 専制 政治 の 進展 は 御家 人 た ち に 疎外 感 を 抱か 
2 二 コ 
目 を 京都 に 転じ し て みる と , 承 久 の 乱 後 , 朝廷 で は 上 皇 に よる 院政 が 行わ れ て いた 。 時 位 
の 継承 を 定め る 権限 と , cie し て 院政 を 担当 する 上 皇 を 定め る 権限 は , と も に 幕府 
の F に 所 られ て いた 。 北条 泰 時 の 指名 に よっ て 即位 し た 後 史 峨 天皇 ( 在 位 1242 一 46) は や が 
て 後 深草 天皇 ( 在 位 1246 一 59) に 譲位 し て 院政 を し き , つい で 後 深草 天皇 の 弟 , 亀山 天皇 ( 在 
位 1259 一 74) を 旦 位 に つけ た 。 化 農 虚 上 持 は 院政 の 後継 者 を 決定 せ ず に 死去 し , 皇統 は 後 深 
昔 上 皇 の 流れ を く む 持 明 院 統 と 亀山 上 皇 の 流れ を く む 大 覚寺 統 と に 分 裂 し た 。 両統 は 星 
位 を めぐ っ て 争い , ぽう 大 な 天皇 家 領 荘園 の 相続 を めぐ っ で も 常 っ た 。 持明院 統 は 長 講堂 
頭 と いう 180 カ 所 に お よぶ 荘園 群 を , 大 覚寺 統 は 八条 院 領 と いう 220 カ 所 の 荘園 群 を 獲得 し , 
岳 い に さら に 多く の 他 の 荘園 の 領有 を めざし た 。 
両統 は 天皇 位 の 交代 の た びに 巻 府 に 工作 し , 次 代 の 天 旦 を 自 統 か ら 出 そう と 画策 し た 。 
表 府 は 両統 が 交互 に 即位 する 両統 送 立 を 勧め , 1317 ( 文 保 元 ) 年 に は 次 代 の 天皇 に つい て , 
箇 統 が よ く 話 し 合っ て 決定 する よう 申し 入れ た 。 両統 は 勧告 に し た が っ て 協議 し た ( 文 保 
の 和 談 ) 。 幕府 は この 時 . 信昌 人 角 の 半 条 に は 干渉 し な い , と 朝廷 に 宣言 し た と いう 。 
1242 ( 仁 治 3 ) 年 , 四 条 天皇 ( 在 位 1232 一 42) が 幼く し て 死去 し た あと , 朝 
廷 は 順 徳 天 皇 の 皇 子 を 旦 位 に ②③ 庄 る し た 。 と こ ろ が 後 鳥羽 と 順徳 の 父子 を 忌避 する 
間 府 は 強硬 に 反対 し , 土御門 天皇 の 皇子 , 後 骨 江 天 畠 を 即位 きせ た 。 幕府 が 実力 行使 の 挙 
こ に 出 た の は この と きだ け で ある が , 皇位 決定 の 権 は 最終 的 に は 幕府 に あっ た と 考え られ る 。 
ポト 幕府 の 支持 を 得 よ うと 激しく 運動 し た の で あっ た 。 幕 
府 は 両統 の 調停 役 を つと め た こと に な る が , この と き , 朝廷 を コン トロ ー ル する た め に 好 
ん で この 役 を つと め た の か , 2 る べく 朝廷 と か か わり を も ち た く な か っ た の か , 幕 
府 の 本 当 の 意図 は 明らか で な 
文 保 の 和 談 の の ち , 即位 し た の が 大 覚寺 統 の 後 醍醐 天皇 位 1318-39) で あっ た 。 泉 の 
提 子 学 を 学ん だ 天星 は 政治 に 強い 意欲 を が し , 父 後 宇 多 上 皇 ( 在 位 1274-87) の 院政 を 排 し 
C 天 時 親政 を 開始 し た 。 人 材 を 登用 し , 記録 所 の 機能 を 盛ん に し , 延 間 ・ 天 暦 の 時 代 を 
模範 と し て その 再現 に つと め た 。 = に 
平安 時 代 に 理想 を 求め た 天皇 が , 幕府 に 好意 を 抱く は ず は な く , 朱子 学 の 大 義 名 分 論 か 
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補 暗 系 ら も 幕府 へ の 批判 が 生じ た 。 幕 府 が 後 二 条 天皇 ( 在 盆 


= 3 
後生 癌 っ osaWerameW | 1301 一 08) の 皇子 を 旦 太子 に 定め , その つき の 量 太子 客 
本 ①-@ goWMe 病 | 持明院 統 の 量 仁 親王 と 定め た こと も 。 天皇 の 行動 に 果 
leg| た ん GWWRW | 攻 を 与え た 。 自 分 の 舞子 に 皇位 を 譲っ て 院政 を 行う ど 
に すれ ば , 天皇 は 幕府 を 否定 し な けれ ば な ら な か っ た 。 


っ 


一 方, 開府 は 御家 人 の 反感 を か い , また 悪党 の 跳 炎 
に 困惑 し て いた 。 幕 府 へ の 不満 は 人 々 の 間 に 確実 に 商 
まっ て いた 。 こ うし た 状況 に あっ て , 天皇 は 武力 に 貞 
る 討幕 に 踏み 出し た の で ある 。 ュ 和 本 
天 畠 が 近臣 日 野 資 朝 (12901332) ・ 日 野 俊 テ 基 (? = 
1332) ら と 協議 し た 討幕 計画 は , 衣 内 の 武士 ・ 僧 兵 規 
味方 に つけ て 六 流 羅 控 題 を 毅 お うと する も の だ っ た 。 
志 ろ が 1324( 正 中 元 ) 年. この 計画 は 明る み に 出 で 
資 朝 ・ 俊 基 は 幕府 に 逮捕 きれ た 。 幕府 は この と き は 窪 
容 で , 資 朝 こ そ 佐 渡 に 流し た が , 俊 テ 基 を 許し , 天皇 客 
問 責 し な か っ た 。 これ を 6 中 の 変 と いう 。 
いっ た ん は 挫折 し た も の の , 天 旦 の 討 基 の 意志 は 間 | 
か っ た 。 天皇 は 護 良 (130835)・ 宗良 31185) 両親 主 E 
を 延 歴 寺 の 座主 に 任じ 僧兵 の 力 を ひき 寄せ よ うど 壮 
た 。 俊 基 は 山代 の 徐 に な っ て , 涯 内 の 武士 を 説い て まま 
わっ た と いう 。 け れ ど も こ この 企 で も 1331( 元 年 
武力 で の 討幕 に 反対 する 近臣 吉 田 定 房 (1274 1338) の 
審 樹 に よっ て 赴 題 し た 。 府 は < 波 比 探題 に 天 提 の 捕 
締 を 命じ た 。 天皇 は 近臣 た ちと 京都 を 脱出 し て 山城 の 代 軒 山 に 潜行 し 。 鐵 内 の 武士 た ち 大 
つの っ た 。 河 内 の 悪党 と 思わ れる 楠木 正成 (1294 一 1336) が 赤坂 城 に 挙兵 し た の は こ の と 震 
で ある 。 し か し その ほか に 天皇 の 呼び か け に 応じ よう と し た 者 は な く , 頼み の 僧兵 も 動 導 
な か っ た 。 天 旦 は 捕らえ られ 。 赤坂 城 は 落城 し て 正成 は 変 を く 全 幸 だ 。 委 府 は 天星 を 隠 
岐 島 に er | 放 数 名 の 近 二 も 流罪 に 処し た 。 俊 基 と 配流 中 の 資 朝 は 首 を は ね られ た 。 こ れ 起 
元弘 の 変 で , 間 府 は 持明院 統 の 光 厳 天皇 ( 在 位 1331 一 33) を 立て た 。 
天皇 の 配流 を も っ て 事件 は 鎮圧 きれ た か に みえ た が , 北条 氏 に 不平 を も つ 武 土 と く 四 
艦内 の 悪党 の 動き が ここ か ら に わか に 活発 に な る 。 楠木 正成 は 河内 の 千早 城 で 再び 挙兵 上 
間 府 軍 と 戦っ た 。 当 時 の 戦い の 作法 に と ら わ れ な い 正成 の 縦横 無尽 な 戦い 方 は , 史料 に 
記さ れ た 悪党 の 戦法 と た い へ ん よく 伺 て いる 。 大 和 の 山間 部 で は 護 良 親王 が 兵 を あげ , 絡 
党勢 力 の 結集 を は か っ た 。 播磨 で は 親王 の 指令 を 受け て , 悪党 出身 の 赤松 円 心 (1277 三 
1350) が 立ち あがっ た 。 彼ら は 幕府 の 大 軍 を 相手 に , いずれ も 粘り 強く よく 戦っ た 。 
旧 内 で 戦い が 続く うち に , 地方 で も 反 幕 府 の 機 軍 は 高まっ て いっ た 。 肝 後 の 第 池 氏 : 
予 の 土居 ・ 往 能 氏 ら の 有力 御家 人 も 反旗 を ひる が え し た 。 後 本 本 天皇 は 隙 岐 を 脱出 し て 価 
考 の 名 和 長 年 (? 1336) に 迎え られ , 船上 山 に こも っ た 。 天皇 の も と に は 多く の 武士 が 同 
せ 参 じ た 。 
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府 は 船上 山 を 攻撃 する た め に , 利 高 氏 (1305 一 58) を 京都 に 派遣 し た 。 足利 氏 は 源氏 


の 名 門 で , 頼朝 一 ーー あと の 源氏 の 正 系 と 広く 認め られ て いた 。 代 々 得 宗家 と 紀 関 
係 を 結び , 得 宗家 に つぐ 家 格 を 誇っ て いた 。 鎌倉 を 出発 し た 高 氏 は ひそ か に 天皇 と 連絡 を 
取り な が ら 京 に 進み , 
他 者 を 送り , 討幕 へ の 協力 を 求め た 。 


ここ で 幕府 を 討つ 意志 を 明らか に し た 。 同 時 に 各地 の 有力 御家 人 に 


を 争っ て 討幕 の 軍 に 身 を 投じ , 各地 の 幕府 ・ 北条 氏 の 拠点 を 攻撃 し た 。 高 氏 は 赤松 円 心 ら 
ょ 太 波 北 を 攻め 落と し た 。 関東 で は 鎌倉 を 脱出 し た 高 氏 の 了 千 導 生 (の ちの 義 府 ) の も と 


高 氏 の 離反 は 。 形勢 を 凝視 し て いた 全国 の 武士 た ち に 決定 的 な 影響 を 写 え だ 。 彼ら は 先 


に . 武士 た ち が 続 々 と 集結 し た 。 源 氏 一 ー 門 の 新 田 義 貞 (1301 一 38) が この 大 軍 を 指揮 し , 鎌 
衣 に 攻め 入っ た 。 激戦 のり 末 に 北条 軍 は 敗れ , 北条 高 時 以下 北 洒 一 一 族 と 主 だ っ た 御 内 人 は つ 


『 つ ぎ と 自殺 し , 鎌倉 幕府 は 減 亡 し た 。1333 ( 元 約 3 ) 年 5 月 . 高 氏 の 挙兵 か ら わ ず か 1 カ 


月 の ちの こと で あっ た 。 後 醍醐 天皇 は 伯 者 を あと に し , 途中 光 厳 天皇 の 廃位 を 宮 し 。 京 だ 
帰っ た 。 こ こ に 後 醍醐 天皇 を 中 心 と する 公家 政権 が 誕生 し た の だ っ た 。 


公家 政権 の 復活 と いう 観点 か ら , 建 武 の 中 興 と も いう 。 ちな み に 後 醍 醐 と いう 訟 号 (天皇 
の 死後 に 贈ら れる 名 ) は , 醍醐 大量 に や かつ 天皇 みず か ら 定 め た も の と いわ れる 。 


後 醍醐 天 畠 は 天皇 政治 の 理想 的 時 代 と いわ れ た 醍醐 ・ 村上 天 量 の 
治世 を 模 了 と し , 新しい 政治 を 行っ た 。 これ が 軒 武 新政 で あり , 


た 皇 は 形骸 化し て いた 管 笑 の 復原 を は か っ た 。 当時 , 中 聞 省 以下 の 大政 世 の 八 省 は ほ 

と ん ど 政 治 的 活動 を 停止 し て いた が , 八 省 の 卿 (長官 ) と し て 大 臣 級 の 上 級 貴族 が 任命 さ 
天皇 の 指揮 下 に 再編 成 きれ た 。 知行 還 制 度 の 盛行 に よっ て 国司 も 実 を 失っ て いた が 
た 旧 は 地方 支配 家 織 の 要 と し て 国司 を 重視 し 上 級 貴族 や 側近 を 積極 的 に 国司 に 信用 し 

て いっ た 。 

在 権 限 の 強化 進め られ た 。 後 醍醐 天皇 は 伯 者 か ら 京 都 に 帰る や 否や , 土地 の 所 有 権 
の 確認 は 給 旨 (天皇 の 指令 書 ) を 唯一 の 根拠 と する と 取り 決め た 。 縮 旨 は 天皇 の 意志 を 最も 
よく 示す 文書 で あり , 会 究 ・ 武家 の 関 の 儲 点 で ある 土地 の 領有 を 認定 する 権限 は , 天皇 
に よっ て 掌握 さ 抗 た の で ある 、。 天 皇 の 地位 を 蒼 か す 幕 府 ・ 院政 の 存在 は 否定 きれ た 。 摂政 

・ 関 白 の 職務 は 廃止 され, 国司 制度 の 改革 に よっ て 知行 国 は 杏 定 き され , 上 級 貴 族 た ち は 経 
削 的 に 大 打撃 を こう むっ た 。 彼ら は 天皇 に 忠節 を 応 く すこ と に よっ て の み , 経済 的 権益 を 
ん た 手 で きる よう に な Yos4Aerpm keykegedK SS * 
了 RS : [ 「 H 
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所 は 所 領 問題 処理 の た 作家 hl き 

め の 官 衛 で , 鍵 信 奉 ii : 
の 引 付 を 踏 龍 し , 公家 間 武 政府 の 機構 
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が 生じ た こと で ある 。 


信頼 を 失っ て いっ た 。 第 二 に , 
に あ た れ な か っ た こと が あげ られ る 。 
家政 治 の 出現 を 望む 。 伝 統 的 替 力 は 復古 的 な 政策 を , 
む 。 討幕 事業 は 後 醍醐 天皇 と 密接 に 結び つい た 勢力 の み で な く , 得 宗 の 専制 に 反対 し た 太 
々 が 広く 結集 し て 実現 し た 。 彼ら すべ て の 妥 罰 を 満足 させ る こ と は 不可 能 で あり , 新政 府 
の 瓦解 は 当然 の 結末 だ っ た か も し れ な い 。 こ の ほか , 


うさ こと 


。s キ サエ と NTi@ 貴 洒 。 愛 届 未 て ゃ 漠 な 対 。 
ロ く 限 | 。GHN 放 くせ ロ 短 燥 。 諾 遠 浸 セ 


ぶす 


@ ゞ 


喘 へ ヘ ン 


。 深 正本 下 @ 診 障 惨 は 。 豊 河 


Re 縛 宮 と RN 。@ 貴 筑 黄 野宮 半 深 


と た 番 。 
。 ポ アマ さ サ ー 国 媒 さ … 
きき XN( 全 mm 問 
モミ 十 > 訂 装 。@ 二 


ご ご は 
se% キ ペロ 団 % さ キャ 。 層 慰 容 キキ ィ で 中 
Se っ さ @ 


さす さむ 


> 範 

。 そ ヾ 圭 ご > ( 梁 ) べ 4 類 肝 。1 甘 澄 
諾 。 可 正和 モミ ペレ 器 コ 
に か 5 計 計 


と ャ に ざと さき 


十 申 汗 半 基 落 て 務 


お みす 


培 医 。 敵 章 さ * ン と 吐 注 。 と 庄 肝 > ミ す 


kr こ と どい mA いい 中 計 


に 
デ 
Cc とみ w ーー た 


さき きき 


履 ば HX% 

痢 弓 。 母 陸 テ ミ さ 

較 避 軸 中 党 。 嗣 隊 羽 加 
中 介さ づ さて で マテ こき 


中 


= 購 導 吾 当 浴 日 





52, 高 氏 の 第 ) が 補 
陸奥 将軍 府 


ば ぱか り で な く 多 く の 武 士 が 寄 人 (役人 ) と 
し て 用 いら れ た 。 討幕 に 功 の あっ た 人 の 
思 賞 を 扱う 恩賞 方 も 同様 で , 
が な らん で 任務 に あたっ た 。 地 方 支配 の 
た め に は , 先 の 国司 の ほか に ., 
じ る 守護 が 併 置き され た 。 奥羽 に は 義 良 親 
王 (1328 一 68) が 派遣 きれ, 北 個 占 家 (1318 
ー38) が 補佐 を し た 。 関東 に は 成 良 親王 
(1326 一 44) が 派遣 きれ, 足利 直義 (1306 一 
佐 を し た 。 こ れ ら 大 
・ 鎌倉 将軍 府 と 呼ば れ た 。 
天皇 は 「 古 の 興 廃 を 改 て , 
の 新 儀 な り , 騰 が 新 儀 は 未来 の 先例 た る 
べし 」 と 意欲 に 満ち た 新しい 政治 を め 
し た 。 け れ ど も 結果 的 に は , 新政 は た っ 
た 3 年 ほど で あえ な く 有 崩れ 去っ た 。 原因 
の 第 一 は , 天皇 権力 の 性 急 な 強化 に 無理 
土地 の 保障 は 縮 旨 に よる と いう 布告 を 聞い た 人 々 は 大 挙 し て 京都 に 
_ の ぼり , 給 旨 の 発給 を 求め た 。 な か に は 戦乱 の どさくさ に か こつ け て , 領地 を 不当 に 入 季 
し よう と する 者 も いた 。 後 醍醐 天皇 個人 が いか に 有 能 で あっ た に せよ ょ , 人 間 一 人 の 能力 は 
は お の ず と 限界 が ある 。 天皇 の 絶対 性 を 標 頂 す る 新政 の 政務 は た ち ま ち 停 洋 し , 人 々 の 
新政 府 に 参加 し た 人 々 の 立場 が まち まち で , 
公家 は 綱 族 政治 の 復活 を , 


大 内 裏 造営 の 大 事業 に 手 を つけ て 低 





















公家 ・ 武 家 


武家 が 任 


今 の 例 は 意 


協調 し て 政務 
武家 は 北条 氏 に か わる 選 
悪党 ら 新興 勢力 は 革新 的 な 政策 を 調 


国 に 重税 を 課 し た こと , 鋼 銭 や 紙幣 な どの 新 銭 発行 と いう 場 あ た り 的 な 経済 政策 を と っ だ 


こと な ど , 新政 府 の 失政 は 数 多く ある 。 だ が 根本 的 に いう と , 原因 の 第 三 と し て , 鎌倉 暗 
代 を 通 じ て 豊 か な 蓄積 を し て きた 幕府 の 存在 を 否定 し た こと が あげ られ よう 。 武家 の 実力 
* 公 家 を 竣 答 し て いた この 時 代 に , 天皇 親政 の 理想 を か か げた 施政 方 針 そ の も の が , 時 


流 に 押し 流さ きれ て し まっ た の で ある 。 


鎌倉 幕府 の 滅亡 は , 北条 一 族 や 御 内 任 力 の 減 亡 で あり , 武士 全体 の 力 は いさ さか る ゃ 論 
えて いな か っ た 。 討幕 は 御家 人 や 悪党 の 参加 が あっ て 成 就 し た の で あり , 御家 人 の 代表 
が 足利 高 氏 , 上 内 の 新 典 の 武士 た ち を 統率 し た の が 放 親 王 で あっ た 。 足利 高 氏 は 御家 
に 挙兵 を 促し た 功績 を 高く 評価 され , 天皇 の 誠 尊 治 の 一 字 を 許さ れ て 尊氏 と 名 乗っ た 』 
護 良 親王 は 韻 氏 の 声 望 を 警戒 し , 強引 に 征夷 大 将軍 に 就任 し , 


に Ss 


将軍 位 を 核 と し た 武士 政権 を 否定 する 後 醍醐 天皇 は , 
め て 批判 的 で あっ た 。 天皇 の 色 り を か っ た 親王 は ほど な く 和 失脚 し , つい で 鎌倉 に 流さ れ た 


広範 な 武士 の 掌 所 に 乗り 遇 
親王 の 行動 に 
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ーー 足利 尊氏 軍 の 進路 ①ー③ 
ーー 新 田 義貞 軍 の 進路 
北畠 親 房 顕家 軍 の 進路 
民 良 親王 の 進路 


多々 良 浜 の 戦い 
4 





抽 > 尽 利 氏 
1335.12.12 


に の 。。。 Y の デ ? 
9 いや Ne 
Pu 中 先代 の 刑 
内 北条 時 行 x 足利 直義 
1335.7.25 一 8.19 


卒 武政 府 の 敗退 


賠 地 に 赴任 し て いた 足利 直義 は 親王 を 拘禁 し , や が て 殺害 し た 。 護 良 親王 亡き あと 武士 の 
代表 と し て の 尊氏 の 座 は 不動 の も の と な り , 新政 に 失望 し た 武士 た も の 期待 は こぞって 彼 
に 寄せ られ た 。 

新政 へ の 不満 は , 地方 武士 の 反乱 と し て 噴出 し た 。 そ の 最大 の も の が 北条 時 行 (? 

353) の 中 先代 の 乱 で あっ た 。1335 ( 建 武 2 ) 年, 北条 高 時 の 遺児 時 行 は 信濃 で 挙兵 し て 武 
0 に sk も た と 
へ の 任命 を 求め た が , 天皇 は 要請 を 却下 し た 。 尊氏 は 勅許 を 得 ぬ まま に 兵 を 率い て 京 を 出 

し , 各所 で 北条 軍 を 破っ て 鎌倉 を 礁 回 。 つい に 朝廷 に 反する 区 度 を 明らか に し た 。 

朝廷 は 尊氏 を 討 人 基 す る た め に 新 田 義貞 を 派遣 し た 。 新 田 氏 は 足利 氏 と 出自 を 同じ くす る 
名 門 だ が , 鎌倉 時 代 を 通じ て 恵まれ な い 状 況 に あっ た 。 人 後 醍醐 天皇 は 不 過 の 義貞 に 注目 し 
て 新政 府 で 重要 な 地位 を 与え , 尊氏 を 牽制 する 役割 を 担わ せ て いた 。 足利 軍 と 新 田 軍 は 箱 
根 の 竹 の 下 に 苦い , 敗れ た 義貞 は 京都 へ 敗走 し た 。 尊氏 は これ を 追い か け て 西 上 し , 京都 
に 進 人 し た 。 

1336( 建 武 3 ) 年 , 末 氏 は 奥州 か ら 上 洛 し て きた 北澤 頭 家 ら に 敗れ . いっ た ん 九州 に 落ち 
馬 び た 。 九州 は 足利 氏 と は 縁 の な い 土 地 で あっ た が , 武士 た もち は つ きつ き に 尊氏 の も と に 
は せ 参 じ た 。 勢い を 盛り 返し た 尊氏 は 大 軍 を 率い て 東上 し , 摂津 の 湊川 で 楠木 正成 を 戦 
死 さ せ , 京都 を 制圧 し た 。 えて 

間 氏 は 後 醍 醐 天皇 を 廃し , 持明院 統 の 光 明 天 旦 ( 在 位 1336 一 48) を 擁立 し た 。 つ いで 当面 
の 政治 方 針 を 明らか に し た 建 武 式 目 を 発表 し た 。 こ の と き , 幕府 を どこ に お く か が 論議 さ 
れ , 朝廷 と 絶縁 し て 鎌倉 に 武家 だ け の 政権 を つく ろう と いう 直義 の 意見 も 多く の 賛同 者 を 
符 た が , 結局 は 京都 で の 幕府 の 樹立 が 決定 され た 。1336 ( 建 武 3 ) 年 11 月 7 日 , 建 武 式 目 制 
騙 の 日 を も っ て , 室町 幕府 は 成立 し た 。 


修 天皇 は 1336 ( 建 武 3 ) 年 末 , 京都 を 脱出 し て 吉野 に こ 
南北 朝 の 動乱 La が 


り , みず か ら が 正統 の 天皇 位 に ある こと を 主張 し た 。 京都 の 
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彰 延 (北朝) に 対し て 吉野 に も 朝廷 ( 南 
朝 ) が 出現 し た の で あっ た 。 以 後 約 60 
年 に わた り , 両 朝 は 抗争 を 続け る 。 
の 期間 を と くに 南北 朝 時 代 と 呼ぶ 。 
: た だ し 南朝 が 真 の 意味 で 北朝 と 戦 き 

後 際 剛 表 昌 吉野 に 移る EAA MS だ の は , ご く 短 期間 に すぎ な い 。1338 
M | ( 延 元 3, 礎 応元) 年 奥州 か ら 再 び 上 酒 

氏 昌 人 | po : し て きた 北澤 顕家 が 京都 へ の 進軍 を 阻 










和 和 川 の 旧い 止 き され て 戦死 し . つい で 新 田 義貞 が 越 
2 前 で 勢力 翔 づく り に 失敗 し て 戦死 する 
今川 貞 世 , 針 西 
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証 : 人 和俊 醍 欄 天 皇 は 失意 の うち に 吉野 で 死 雪 
明仁 の (一 山 名 氏 ): し , 以後 は 北畠 親 房 1293 一 1354) の 者 
oo 導 の も と に , 東北 ・ 関 東 ・ 九 州 を な ど に 
Sueoaul 和 LoJkmoeuoyreesyesdeaerexdet2cezvsttegsaeiansssssys 2 だ 拓 な Wa 前 月 剛 を 提 吉 まや で 績 
者 2 の 才 抵抗 が 続け られ た 。 
南朝 は ほとん ど 組 織 的 な 戦力 を も て な か っ だ が, それ で も 北朝 が 南朝 を 一 挙 に 減 ぼ せな 
か っ た の は な ぜ だ ろう か 。 南朝 が 吉野 や 賀 名 生 な どの 要害 の 地 を 本 拠 と し た こ と , 伊勢 ・ 
紀伊 の 水軍 共 力 を 通じ て 東国 ・ 西 国 と 海上 連絡 を 保ち 続け た こと , 三種 の 神器 に 象徴 され 
る 南朝 正統 の 理念 の 存在 , な ど が 理由 と し て あげ られ る が , 根本 的 な 要因 は むし ろ 北 朝 の 
側 に あっ た 。 北 朝 を 支え る 幕府 が , 深刻 な 内 部 分 裂 に よっ て 揺れ て いた の で ある 。 


[南北 朝 正 閉 論 】 後 醍醐 天皇 が 吉野 に まっ て か ら 江 戸 時 代 の 初め ころ まで は 。 北朝 の 下 
統 性 に 疑問 を も っ た り , 南朝 の 存在 を こと きら に 強調 する 学者 は 皆無 で あっ た 。 と ころ が 
備 学 の 名 分 論 の 進展 か ら , 両者 の 正 問 を 問題 に する 動き が 現われ た 。 

当時 の 堂 識 を くつ が え し て 南朝 正統 を 主張 し た の は 水戸 の "大 日本 喝 』 で , 神 吾 を も つ 未 
が 即ち 正当 な 旦 位 継承 者 , と いう 考え 方 を 提示 し た 。 こ れ を 受け 継い だ の が 癌 山陽 の 『 昌 
本 外史 』 で , この 理 は 明治 の 元 陳 た ち に 多大 な 影響 を 与 を た た と いわ れる 。 明治 に な る と 敵 
問 的 な 立場 か ら 南 北 間 普 立論 が 現われ 1910( 明 治 43) 年 制定 の 『 常 日 本 歴史 」 も 喜田 貞 
吉 (1871 一 1939) ちら に よっ て この 立場 で 叙述 され て いる 。 と ころ が 南朝 正統 論者 が 国家 主義 
者 と 結ん で これ を 問題 抗 し , 国民 思想 江差 上 、 南 朝 の 正統 を 教育 すべ き で ある と し た 。 所 
か ら お こっ た 天 遡 事件 と も 関連 し て こと は 政治 問題 に 発展 し . 政府 は 翌年 動 裁 に よっ で 
南朝 正統 を 決定 , 教科 書 は 改訂 され , 足利 尊氏 は 逆 農 と 定め られ た 。 以 後 , 皇国 史観 の 伸 
展 と と も に 南朝 正統 説 は 不動 に な り , 太平 洋 戦争 を 迎え る 。 


1338( 麻 応元 ) 年 征 利 尊 氏 は 北朝 か ら 征夷 大 将軍 に 任じ られ , 間 府 政治 を 再興 し た 。 


に 
ー 
! 瑞 
1_ 1 
ヨコ 
馬 





この 時 , 幕府 内 で は 明確 な 権限 分 割 が され , 末 氏 と 弟 直義 の 二 頭 政治 が 展開 し た 。 将 軍 尊 


氏 は 全国 の 武士 と の 間 に 結 ん だ 主従 制 を 統轄 し , 中 央 で は 佳 所 , 地方 で は 守護 を 通じ て , 
武士 の 棟 染 と し て 君臨 し た 。 軍事 活 動 を 奉公 と し て 要求 し , 御 思 と し て 恩賞 を 供与 する 権 
限 を 握る 尊氏 は 「 軍事 の 長 」 で あっ た 。 一 方, 2 
幕府 の 機構 で あっ た 評定 ・ 引 付 を 再び 設置 し , 安 増 方 ・ 祥 律 方 な ど を 新設 し , これ ら の 行 








表 町 に こ 尊 府 を [ と , 南朝 は 主要 な 戦力 を 失っ て し ま 所 
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1 攻 は 
政 ・ 司 法 の 機構 を 通じ て 政治 が 行わ れ た 。 直 義 は 「 政 事 の 長 」 で あっ た 。 


政 氏 と 直義 は 互い に 補い 合っ て 幕府 政治 を 行っ て いた 。 け れ ど ゃ も 一 つの 権力 体 の な か で , 


権限 が 2 分 割 き れ た 状態 を 持続 きせ て いく こと は 困難 で あっ た 。 彼ら は た ぴた び 軍 事 を 優 
移す る か , 政事 を 優先 する か , と いう 難問 を 課せ られ て 衝突 し , 兄弟 間 に は し だ い に 和 亀裂 


理 古 二 


が 生じ た 。 き さらに, 尊氏 と 直義 の 対立 を 決定 的 に し た の は 。 尊氏 の 歓 吾 で ある 高 位 汗 (? 


2 
, 北 昌 顕 家 ・ 楠木 正成 の 子 の 正行 (? 1348) ら を 減 ぼ し て いる 。 伝統 的 な 権威 や 荘園 制 


つの > 秩序 を 重んじ , 伝統 的 権威 と の 協調 を 模索 する 直義 と は 正 反 
好 の 立場 に あっ た 。 大まか に 整理 する と , 新興 の 武士 層 や 武 断 的 な 武士 た ち は 師 直 を , 由 
轄 を 有 し 保守 的 な 武士 層 や 文治 を 重んじ る 武士 た ち は 直 義 を 支持 し た と いわ れ て いる 。 


[武士 の 天皇 観 】 室町 幕府 草創 の ころ , すでに 武士 た も は きわ め て さめ た 天皇 観 を も っ て 
いた 。 光 厳 上 皇 の 家 来 に 下馬 を 命じ られ た 土岐 頼 中 (? 一 1342) は 「 下 馬 し ろ と は 何事 だ 。 
院 を いう か , 大 と いう か 。 大 な ら 射 落 と し て や ろう 。」 と 上 量 の 車 に 矢 を 射 た 。 和 高師 直 は 
「 王 と か 院 と か , 面倒 で し か た な い 。 も し 必要 な ら 木 や 金 で 作っ て , 生き て る 上 量 は どこ 。 
ぞ へ 流し 捨て て し まえ 。」 と 放言 し た 。 佐 々 木 高 氏 ( 道 汐 , 1306 一 73) は 光 厳 上 皇 の 弟 の 亮 
性 法親王 の 屋 戦 に 焼き 討ち を か け , 重宝 を 春 い と っ た 。 こ の 時 期 に 流行 し た 甘美 で 人 目 
を 稀 か す 風 俗 を 牙 姿 座 と いっ た こ と か ら , 伝統 的 権威 を 無視 し て 修 若 無人 に ふる まう 彼ら 
を 引 腔 訂 大 名 と いっ た が , 彼ら は けっ し て 異端 の 存在 で は な く , 重臣 と し て 幕府 の 意志 決 
定 に 深く 関 号 し て いる 。 当 時 の 幕府 と 朝廷 の 関係 を 考え る うえ で も , 興味 深い 挿話 で ある 。 
愛 進 的 な 師直 と 潤 進 的 な 直義 の 対立 は 尊氏 と 直義 の 対立 で も あり , 両者 の 対立 は 1350 
( 観 応元 ) 年 か ら 観 氏 の 擦 半 と いわ れる 全国 的 な 争乱 に 発展 し た 。 1351( 観 応 2) 年 に 師直 
が 殺害 きれ, 52( 観 応 3 ) 年 に 直義 が 敗れ て 死去 し た の ちゃ 抗争 は 続き , 上 氏 と 称 子 義 訟 
(1330 一 67) の 一 派 , 直義 の 養子 直 冬 (実は 尊氏 の 庶子 , 生 没 年 不詳 ) の 一 派 。 南朝 勢力 の 3 者 
が 苑 合 集散 を 繰り 返し た 。 こ の 内 紛 の 間 に 尊 氏 も 直義 も , 方 便 で は あっ て も 一 時 的 に 南朝 
に 降伏 し た 。 南 朝 の 軍 は 幕府 に 反抗 する 勢力 に 助け られ , 4 度 に わた っ て 京都 へ の 進攻 を 


実現 し た 。 


北朝 と 南朝 , 尊氏 党 と 直 直義 芝 の 和 争い が 長期 に わた っ た 背景 に は , 武士 社会 の 変貌 が あっ 
た 。 こ の 時 期 , 分 割 相続 か ら 単独 相続 へ 。 . と いう 動き が 定着 し , 本 家 と 分 家 の つ な が り を 
前 提 と する 惣領 制 は 月 填 し た 。 武 士 は 血縁 で は な く 地 縁 を 重んじ て 結び つく よう に な り . 
和 地 に 新しい 武士 集団 が 生ま れつ つ あ っ た 。 こ れ ら の 武士 集団 は 各地 方 ・ 各 地域 の 主導 権 
を か け て 古 い に 争い , 一 方 が 北朝 に 属 せ ば 一 方 は 南朝 に , 一 方 が 尊氏 党 な ら ば 一 方 は 直義 
覚 に 属し て 戦っ た 。 ま た 本 家 と , も は や 本 家 の 指 令 を 受け つけ な いか つて の 分 家 と が 和 争う , 
と いう 事態 も し ば し ば お こっ た 。 こ の た め に 動乱 は 全国 に 拡大 し , 長期 化 の 様相 を 星 し た 
の で ある 。 同 時 に , 武士 の 支配 に 対抗 する 農村 の 共同 体 の 形成 も 進ん で いっ た 。 


し ニン 長い 間 続 いた 戦乱 も , 尊氏 の 孫 の 義 満 (1358 一 1408) が 将軍 の 職 に つく 
ころ に な る と 終息 の 方 向 に 向かっ た 。 足利 氏 の 政権 は 安定 し , 諸国 
0 だこ NAS 

, 菩 府 と の 話し 合い に 応じ ざる を 得 な く な っ た 。1392 (明徳 3) 年 南朝 の 後 亀山 天香 


人 位 1383-92) は 義満 の 呼び か け に 応 華 て 京都 に 帰り , 北朝 の 後 小松 天皇 ( 在 位 1382 一 1412) 
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に 譲位 する と いう 形 で 南北 朝 の 合 一 が 
実現 し た 。 和平 の 条件 と し て 将来 は 両 


実現 は し な か っ た 。 幕府 は 南朝 の 皇族 
を つぎ つぎ に 出家 させ , 子孫 を 絶っ た 
南朝 の 人 々 は 深く これ を 恨み , 南朝 の 
子孫 や 遺臣 の 反乱 は , 応仁 の 乱 こ ろ ま 
で 繰り 返し お き て いた 。 
義満 は 1378( 水 和 4 ) 征 京都 の 室町 に 
' ーー 花 の 御所 と 呼ば れる 新 邸 を 営み 。 こ れ 
室町 将軍 急 び 洛中 浴 外 図 圧 風 』) 義満 の 書 て た 将 澤 包 は , 内 裏 の を も っ て 室町 幕府 の 名 称 が 生ま れる 。 
近く に あっ て , その 規模 は 内 誤 を 圧倒 し て いた 。 また , その 王朝 た だ . 足利 氏 の 坪 府 は 。 鎌倉 間 府 や 江 
風 の 伝統 的 様式 を と り 入 れ た 建築 様式 は , それ 以後 の 将軍 邸 の 模 “ 
入 と な っ た 。 戸 暮 府 と いう 呼び 方 か ら す れ ば , 京都 
] 幕府 と 呼ぶ べき も の で , 幕府 は 商業 都市 と し て 繁栄 し て いた 京 
| 都 へ の 支配 権 を 朝廷 か ら 順 次 奏 っ て いっ た 。 鎌倉 時 代 , 朝生 経 
っ 地 演 | | 済 に 占め る 都市 と し て の 京都 の 比重 は 大 きく , 朝廷 は 検 非 人 便 
2 doa 
安定 と を を は か っ て いた 。 幕府 は 佳 所 の 機能 を 充実 させ る こと 
で , 市 中 の 警察 権 , 市 中 の 刑事 ・ 民事 の 裁判 権 な ど を 検 非違 使 
庁 か ら 取 りあ げ て いっ た 。 都市 民 の 生活 を 守る も の が 幕府 で 
ある こと を 明らか に し た うえ で, 1393( 明 徳 4 ) 年 に は 市 中 商 
] | 人 へ の 課税 権 を 確立 し た 。 検 非 直 使 の 職務 を 吸収 し て の 京都 
支配 が 開始 され , 幕府 は 名 実 と も に 京都 の 幕府 と し て 歩み 始め 
の 
開府 は この ほか に も , 族 国 に 段 銭 を 駄 課す る 権限 や 外交 を 行 
うぅ 権限 な ど , 朝廷 が 保持 し て いた 機能 を 管轄 下 に お き , 全国 的 
な 統一 政権 と し て の 実 を 整え た 。 将 軍 の 権威 も 著しい 高まり を 
みせ た 。 義 満 は 将軍 と し て 初め て 太 政 大 臣 に 昇り , 摂家 以下 の 
責 族 を も し た が えた 。 貴 族 諸 家 の 義 満 へ の 崇敬 は あたかも 臣下 
が きだ 代 。 と ある 貴族 は 日 記 に 書き 留め て いる 。 義満 の 妻 日 野 
氏 は 天皇 の 准 母 ( 名 目 上 の 母 ) と な り , 義満 の 子 義 山 は 親王 と 
| 同等 の 格式 を 許さ れ た 。 義 満 自身 も その 死後 に 大 上 天皇 の 称 | 
号 を 贈ら れ よ うと し た 。 こ の と き は 幕府 の 側が 辞退 し た た め に 
実現 し な か っ た が , 義満 は 天皇 ・ 上 和 皇 を 超え る 権威 を 誇り , 明 
と の 交渉 で は 日 本 国王 と し て 振る 細っ て いる 。 
幕府 の 機構 も 義満 の 時 代 に ほぼ 上 っ た 。 将軍 を 補佐 する の は 
管領 で あり . 足利 一 門 の 有力 守護 の 疲 細川 ・ 晶 山 3 氏 が 
| 交 閑 で 任命 きれ , 三 管領 と 呼ば れ た 。 管 領 は 侍 所 ・ 政 所 ・ 
問 注 所 を 統括 し , 将軍 の 命令 を 諸国 の 守護 に 伝達 し た 。 侍 所 は 
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有 細川 ・ 新 波 ・ 島 山 が 








守 羽 典 九 
提 提 中 (| 交代 で 将 車 を 生 佐 
| 是 思 征 2 間 侍 = 政 評 
で 供 沈 休 上 国 統 還 注 四 定 
人 朋 人 (mWW) 所 所 上 所 系 
3 お と 語 吉相 表 事 引 
計 ます 括 Scala im 
総 - ゴ ーー 記 の 家 領 :: 嫌 訪 財政 に 直轄 領 
を = 間 情 政 評 に 家 。 駅 ig (御料 所 ) 
ここ 二 和室 | SON 
、 書 導 時 舎 。 : 定 幕府 の 財源 
の 判 に : 
害 ご 
理 


すでに 述べ た よう に 京都 の 警備 や 裁判 を つか きど り 。 その 長官 (所 司 ) は お お むね 山名 ・ 赤 
松 ・ 京 極 ・ 一 色 の 4 氏 の 守護 の うち か ら 任 じ ら れ た 。 三 管領 に 対し , これ を 四 職 と いう 。 
区 所 に は 実務 官僚 と も いう べき 季 行人 が 所 属し 。 幕府 の 財政 や 事務 を 担当 し て いた 。 奉 
行人 は 各種 の 泰行 の 総称 で , 飯尾 ・ 松 田 ・ 斎藤 ・ 清 氏 ら , 将軍 直 臣 の 特定 の 家々 で 構成 
ミ れ て いた 。 評定 衆 や 引 付 衆 も お か れ た が , 奉行 人 の 働き が 盛ん に な る に つれ , 名 の み の 
存在 に な っ た 。 

将軍 を 支え る 軍事 力 の 整備 も 進ん だ 。 点 く か ら の 足利 氏 の 家臣 , 守護 の 一 族 , 地方 の 有 
力武 士 が 集め られ , 幸 公 衆 と いう 直 ウ 軍 が 編成 され た 。 奉公 衆 は 家臣 を 率い て 在京 し , 

将軍 の 警護 に あたっ た 。 帯 府 は 諸国 に 散在 する 将軍 直轄 地 , 御 料 所 の 代官 に 彼ら を 任じ 。 
低 率 の 年 責 を 納め きせ, 残り を 彼ら の 得 分 と し た 。 直轄 地 へ の 代官 の 任命 は 江戸 幕府 に も 

継承 され る が , これ に よっ て 奉公 衆 は 経済 的 な 裏づけ を 得 た 。 また 諸国 の 守護 の 動静 は ., 

同国 の 御料 所 を も つ 奉 公衆 に よっ て 諦 制 き れ た 。 奉 公衆 は 5 部 隊 か ら な り , 義満 の ころ で 
3000 騎 を 数 を た と いう 。 守護 が 京都 に 連れ て 来 た 兵力 が 多く て 200 一 300 騎 で ある か ら , そ 
の 強大 き が 想像 で きる 。 

優勢 な 軍事 力 を 背景 に , 基 満 は 有力 守護 の 統制 に 乗り 出し た 。 ま ず 1390( 明 徳 元 ) 年 寺 
濃 ・ 尾 張 ・ 伊勢 3 国 の 守護 土岐 康行 (? 1404) を 討伐 し , 土岐 氏 を 美濃 1 国 に 押し 込め た 
(土岐 氏 の 乱 ) 。 翌 1391( 明 徳 2? ) 年 に は 山陰 の 雄 族 の 山名 氏 を 討っ た 。 山名 氏 は か つて 直義 
覚 に 属し , 直 冬 を 奉じ て 長年 幕府 と 戦っ た 。 降 伏し た の ちゃ 発展 を 続け , 11 国 の 守護 職 を 
有 有 し て 六 分 の 一 殿 と 称 さ れ た 。 義 満 は 山名 氏 の 内 紛 を 利用 し 。 山名 氏 消 (134 一 91) ら を 滅 
は し た (明徳 の 乱 )。 山 ! 名 氏 は 3 国 の 守護 に 転落 し た 。 1399 (応永 6 ) 年 に は 周防 の 大 内 義弘 
(135699) を 討っ た 。 義 弘 は 港湾 都市 堺 と 博多 を 堂 握 し , 朝鮮 な ど と の 交易 で 利益 を あげ 
て いた 。 義満 は 謀略 に よっ て 義弘 を 追い 詰め , 堺 に 立て こも っ た 義弘 を 攻め 減 ぼ し た ( 応 
永 の 乱 ) 。 





176 第 2 部 中 世 


幕府 の 財政 は , 貨幣 経済 の 浸透 を 前 提 と し て , 銭 貨 の 徴収 に よっ て まかなわ れ た 。 定期 
的 な 財源 と いえ ば 御料 所 か ら の 年 貢 米 で あっ た が , あと は お お むね 必要 に 応じ て の 不定 期 
な 課税 が 行わ れ た 。 ま ず 守 護 ・ 地 頭 に きま ざま な 名 目 で 税 が 課せ られ た 。 京都 で 高利 貸 を 
営む 土 信 や 酒屋 (これ も し ば し ば 吉 利 貸 を 兼ね て いた ) に は 倉 役 ・ 酒 屋 役 が 課せ られ た 。 京 
都 周辺 の 交通 の 要 所 に は 関 胡 も 設け られ . 義 ・ 津 料 が 課せ られ た 。 幕府 の 保護 下 で 広 
く 金融 活動 を 展開 し て いた 禅宗 の 寺院 に も 課税 され た 。 日 明 貿 易 に よる ば く 大 な 利益 も 


府 の 重要 な 財源 で あっ た 。 ま た 内 裏 の 造営 ・ 皇 位 継承 儀式 の 執行 な ど 国家 的 行事 の 際 に は 』 


守護 を 通じ て 全国 に 段 銭 が 敗 課 され る こと が あっ た 。 段 銭 は 田地 1 段 ど と に か けら れる 税 
で , 家屋 1 棟 ご と に 課せ られ る 棟 別 銭 も 臨時 に 課税 され た 。 
[室町 幕府 の 財政 】 [御料 所 ] 鎌倉 募 府 の 関東 御領 に あたる 。 足 利 氏 が 相伝 し た 土地 。 
南北 朝 の 動乱 期 に 入手 し た 土地 で ある 。 鎌 倉 右 府 に 比べ る と 数 量 的 に か な り 少 な く , 現 欠 
200 カ 所 くら いし か 検出 され て いな い 。 荘園 制 が 崩壊 し つつ あっ た こと も 影響 し て , 財源 
と し て の 重要 性 は 低下 し て いる 。 御 料 所 の 多く は 奉公 衆 。 奉行 人 に 預け お か れ た 。 
[ 倉 役 ・ 酒 屋 役 ] 切 府 の 京都 支配 を 前 提 に 設定 され た 税目 。 月 利 3 一 4 % の 高利 貸 を 営 
む 土 倉 や 酒屋 に 課税 し た 。 有 力 土 含 か ら な る 納 銭 方 一 衆 を 通じ て 幕府 政所 に 納め られ 。 
幕府 の 主要 な 財源 と な っ た 。 
[ 関 銭 ] 陸上 交通 の 要 地 に 設け た 関所 で 徴収 し た も の 。 人 の ほか に 荷物 に も 課税 し た 。 
海上 交通 で の 課税 が 津 料 と 呼ば れる 。 
[五山 禅院 へ の 課税 ] 幕府 の 援助 を 得 た 祥 宗 寺院 は ぽう 大 な 荘園 を 保持 し , 豊か な 絆 
済 力 を 誇っ て いた 。 幕府 は 住持 の 資格 取得 , 将軍 参 語 時 の 献納 な ど , 折 に ふれ て 禅院 が 
ら 税 を 徴収 し た 。 3 
[日 明 貿 易 の 利潤 ] 明か ら も た ら さ れ た 生糸 な ど は 20 倍 で 売れ た と いわ れ , ば ぱく 大 な 利 
容 が あっ た 。 大 名 ・ 商 人 に 派 船 を 任せ る 場合 で も 貨物 総額 の 1 割 を 徴収 し た が , その 額 で 
すら 3000 一 4000 貫 に の ぼっ た と いわ れる 。 
区 府 の 地方 機関 と し て は 鎌倉 府 や いく つか の 探題 が お か れ た 。 尊氏 は 鎌倉 基 府 の 基 散 で 
あっ た 関東 を と くに 重視 し , 義 設 の 弟 の 基 氏 (134067) を 鎌倉 公 方 と し て 鐘 倉 府 を 開か せ 。 
関東 8 カ国 と 伊豆 ・ 甲 斐 を 加え た 10 カ 国 を 支配 させ た 。 鎌倉 公 方 は 基 氏 の 子 係 が 世襲 し 。 
公 方 を 補佐 する 関東 管領 に は 上 杉 氏 が 任じ られ た 。 鎌 食 府 は 幕府 と 同じ 組織 を も つい わ 誠 
第 2 の 幕府 で , 京都 の 幕府 に 強い 対抗 意識 を も ち , し ば し ば 衝突 を 引き お こし た 。 
探題 は 京 か ら 遠 い 地域 に お か れ た 。 九 州 ( 鎮 西 と も ) 探題 ・ 奥 州 探題 ・ 羽 州 探題 で ある 。 
奥州 ・ 羽 州 探題 は 陸奥 ・ 出羽 を 統治 する も の だ が , 両国 が 1392( 明 徳 3 ) 年 に 鎌倉 府 の 管轄 
に な る と 実質 を 失い , 灯 波 一 族 の 大 崎 氏 と 最上 氏 と が 名 称 だ け を 世 般 し た 。 九 州 探題 で は 
今川 貞 世 ( 了 和俊 1326ー ? ) の 活躍 が 著名 で , 九州 の 武士 を 指揮 し た 貞 世 は 20 年 に わた 2 
て 征 西宮 愉 良 親 王 ( 後 本 本 天皇 の 皇子 。1330 ? 83) の 勢力 と 戦い , 一 時 は 九州 全土 を 席 基 
する 勢い を 示し て いた 南朝 の 征 西 府 を 壊 減 に 追い 込ん だ 。 だ が 貞 世 は 名 声 の 高まり を 六 
義満 に 警戒 され , 探題 の 任 を 解 か れ て 失脚 し た 。 九 州 探題 の 働き は 頁 世 の 退場 と と も に 奏 
え , 渋川 氏 が 世 租 する . や は り 名 ば か り の 存在 と な っ た 。 
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鎌倉 幕府 ・ 建 武 新政 を 崩壊 させ た 全国 の 武士 た ち を ま 
と め あ げ る た め に , 室町 幕府 は 各国 に 守護 を 派遣 し た 。 


叶 護 の 多く は 足利 氏 の 一 門 で , 地元 の 有力 者 が 守護 に 登用 きれ た 例 は 少な い 。 こ の 点 で , 
軍 町 幕府 の 守護 の 配置 は , 北条 得 宗 政 権 下 ひそ れ に な ら っ た も の と いえ る 。 


筆 府 は 地方 武士 を 組織 する た め に , 守護 の 権限 を 拡大 し た 。 守護 の 職権 と いえ ば 大 犯 三 
カ条 で ある が , 1346( 貞 和 2) 年 , これ に 光田 狼 着 を 取り 締まる 権限 と 使節 遵 入 の 権限 
と が 加わ っ た 。 武士 同士 が 田地 を めぐ る 紛争 を お こし , 自分 の 所 有 権 を 主張 し て 田 の 稲 を 

ネー 

。 守護 は 刈田 狼 着 取 り 締まり を 名 目 に , 管轄 国内 の 武士 の 争い に 介入 で きる よう に な っ 
Wuetete か も か お Tr か キ か 


容 を 強制 的 に 執行 する こと を いう 。 こ こ で は 守護 は 幕府 の 勢 威 を 体現 する も の と し て , そ 


れ ま で 関与 で き な か っ た 司法 の 権限 を 行使 し て いる 。 
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1352( 観 応 3 , 文 和 元 ) 年 。 幕府 は 軍事 費用 の 調達 を 目 介 
と し て 半 済 令 を 発布 し た 。 戦 乱 が 激しかっ た 近江 ・ 美 濃 
尾張 の 3 国 に 限り , 1 年 だ け の 約 東 で , 守護 に 一 国内 の 臣 
園 ・ 公 領 の 年 の 半分 を 徴発 する 権利 を 認め た の で ある 。 
当時 は 観 応 の 援 乱 の 最 中 で , 戦い は 全国 に 拡大 し て いた 
鐘 は 四国 
望 し た 。 そ の た め に 半 流 は し だ い に 全 国 的 に , また 永続 
的 に 行わ れる よう に な っ た 。1368( 応 安 元 ) 年 に は 応安 の 
済 令 @ が 出さ れ , 年 頁 ば か りか , 土地 自体 を 分 割 す る よう 
に も な っ た 。 守護 は 半 済 令 を 盾 に 荘園 ・ 公 領 を 侵略 し, 


で は 動乱 の な か で 室 
形成 きれ て いく 14 世 紀 後 半 は , 東 ア ジア 世界 の 情 
及 が 大 きく 変化 し た 時 期 で も あり , 新しい 国際 関 
係 が 築 か れ て いっ た 。 

日 本 と 元 と の 間 に は 正式 な 国交 は な か っ た が , 
私 貿易 は 依然 と し て 盛ん で あっ た 。 元 と 戦っ た 鎌 
り 企 府 も , 建 長寺 再建 の 費用 を 待 る た め に 。 1325 
(正中 2 ) 年 に 建 長 寺 船 を 派遣 し て いる 。 足利 尊 
氏 は こ れ に な らい ゆい, 後 醍醐 天皇 の 冥福 を 祈る た め 





eg 買 や 土地 を 武士 に わけ 与え た 。 の 天 電 寺 造 汗 を 目的 と し て , 1342 ( 齋 氷 元 ) 年 ーー 臣 V き | mm)eao 
Ne 9 か EAN 守護 は 新た に 得 た 権限 を 利用 し , 国内 の 武士 を 自己 の 続 数 回 竜 寺 船 派遣 FT 侯 窟 の 俊 略 地 





な で ある 。 こ の よう な 事 名 形式 は - 章 下 に 繰り 入れ て いっ た 。 こ の 任務 に 失敗 し た 者 は 任 を 区 
挨 契 約 状 に 特徴 的 に み ら れ る 。 か れ , 新た な 守護 が 送り 込ま れ た 。 兵 乱 が 一 応 の 鎮静 を みあ 
た 義満 の こ ろ に は 守護 の 配置 も 安定 し , 護 職 は 世 さ れ 

た 。 彼 ら は 守護 代 に 領国 を 統治 きせ , 自身 は 在京 し て 幕府 に 出仕 す る よう に な っ た 。 有 

カ 守 護 は 幕政 中枢 に 参画 し , 幕府 の 運営 に あたっ た 。 経済 的 に は , 荘園 領主 が 年 真 の 役 
収 を 守護 に 請け 負わ せる 守護 請 が 盛ん に な っ た 。 守護 請 の 成立 に より , 荘園 領主 は 荘園 の 
経営 に ます ます 干渉 で き な く な っ た 。 守護 は 荘園 へ の 支配 を 強め る と と も に 公 領 に も 進 上 

し . 国 衛 の 機能 を 吸収 し , 一 国 全体 に お よぶ 地域 的 支配 権 を 確立 し て いっ た 。 軍 事 ・ 警 社 
権 の み を 保持 し た 鎌倉 幕府 の 守護 と 区 別して , この 時 代 の 守護 を 守護 大 名 と 呼び , 守護 有 


この ころ 。, 本 ed 
諾 集団 が 猛 成 を ふる っ て いた 。 合 写 の 主要 な 根 ET 
概 地 は 対馬 ・ 大 岐 ・ 肥前 松浦 地方 な ど で , 規模 は : 本 | 交信 還 項 
船 2 一 3 隻 の も の か ら 数 百 信 に 及ぶ 組織 的 な も の : 如 人 1325 建 長寺 船 
まで さま ざま で あっ た 。 合 窓 は 朝鮮 半島 。 中 国 大 湯 242 天 奄 委 
及 沿岸 を 荒らし 回 り , 人 々 を 捕虜 に し , 申 礁 を 行 : 
っ た 。 困惑 し た 高 豚 は 日 本 に 使者 を 送っ て 修 窓 の : 北 
株 止 を 求め た が , 当時 九州 地方 は 戦乱 の 渦中 に あ : 朝 
り , 取り 締まり の 成果 は あがら な か っ た 。 こ の 14 =ee 


8 





全 「 
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名 の つく りあ げた 支配 体制 を 守護 領国 制 と 呼ぶ こと も ある 。 由紀 の 合 穴 を 前 期 人 窓 と 呼ぶ が , その 主 な 侵略 の : 1 191 人 

武士 た ち を 統制 下 へ 繰り 入れ る に 際 し , 守護 た ち は そ こ に 明瞭 な 主従 の 関係 を 設定 し 対象 は 朝鮮 半島 で , 記録 に 明示 され た も の だ け で : 室 1419 応 水 の 外 光 
うと し た 。 実際 に 多く の 武士 が 守護 の 郎党 と 化し て いっ た 。 し か し , 武士 の な か に は 料 1 1 400 件 に 及ぶ 襲撃 が あっ た 。 高 豚 が 衰亡 し た 一 因 : 1432 国 多国 復 
と の 直接 の 主従 関係 を 重んじ る 者 も お り , また 自立 を 強く 志す 者 も いた 。 当 時 地方 に 志 は , 修 穴 に あっ た と 考え られ て いる 。 | so 区 条 
着 し た 武士 た ち を 国人 と 総称 し た が , 守護 大 名 が 彼ら を 等 し く 家 臣 化す る に は 多く の 困難 中 国 で は 1368 年 , 朱 元 坦 (大 祖 洪 武帝 , 1328 一 : る 
が 伴っ た 。 守護 大 名 の 力 の 弱い 地域 で は 国人 の 活動 が 盛ん で , 彼ら は 国人 相互 問 の 紛争 久 98) が 漢 民族 の 明 を 建国 し た 。 明 は 歴代 の 王朝 に 7 攻 
自分 た ち で 解決 する た め に , また 実力 を つけ て きた 農民 を 服従 さき せる た め に , 互い に 契 綱 な らい , 中 華 を 中 心 と する 国際 秩序 の 構築 を め ざ : | トー 義親 
を 交わ し , 地域 的 な 一 把 を 形成 し た 。 こ れ を 国人 一 控 と いう 。 な お この 場合 一 撰 と は 王 し て 通 交 の 開始 を 近隣 諸国 に 呼び か けた 。 日 本 に 委 | | 本 TO USe 
致 団 結 し た 集団 を 指す 。 中 世 の 人 々 は , 個々 の 力 で は な し 得 な い 目 的 を 実現 する た め に , Pe 合わ せ て 依 窓 の 禁止 が 求め られ : | 義 積 612 ーー 
神仏 に 塁 い を 立て て 強固 に 団結 し た 。 こ の 集団 が 一 撲 で , 国人 一 反 , キー 丘 , 馬 借 一 失 。 国内 の 戦乱 を 終息 させ た 足利 義満 は 積極 的 に : 購 「 M 
な ど が あっ た 。 こ の うち 国人 一 把 は , 参加 し た 国人 が 守る べき 規約 を 作成 し , 国人 は み 回 し て 全 の 擬 を 誕 近 に 命じ , 1401( 応 水 : 。。。 1547 最 後 の 基 全般 
平等 で ある こと , 多数 決 を 重んじ る こと を うた っ た 。 国 人 た ち は 力 を 合わ せ て 自主 的 な 地 8 ) 年 に 代 介 福 向 ( 呈 流 年 不詳 ) と 博多 商人 有 合 (店 没 借 | いこ 
域 権力 を つく りあ げ , 守護 大 名 の 支配 に 抵抗 し た の で ある 。 年 不詳 ) と を 遣わ し て 正式 な 国交 を 開い た 。 明 は ニード 業 窓 

日本 を 属国 と みな し , 宰 買 の 形式 を と る よう に : 人 1588 海 賊 禁 上 

@ 1368( 応 安 元 ) 年 , 開府 は 一 連 の 半 済 政策 の まとめ と な る 半 済 令 を 示し た 。 こ れ が 応安 の 半 済 人 臣 求 し た 。 義満 は 「 日 本 国王 臣 哲 J と 名 乗り , 明 | 員 陣 KO 
ある 。 そ の 内 容 は 特定 の 皇室 ・ 貴 族 ・ 寺 社 領 は 除き , 全国 すべ て の 荘園 を 本 所 側 と 半 済 給 付 人 ( 吉 の 年 号 を 用 い , 朝 頁 質 易 が 始ま っ た 。 中 世 後 期 の 日 明 ・ 日 朝 交 渉 


士 ) と で 均 分 する と いう も の で あっ た 。 対象 が 全国 に 拡大 され , 戦乱 時 と いう 条件 も は ず さ れ て 土地 
その も の が 分 割 さ れ た 。 


貴明 船 は 明か ら 交 付き され た - 勘 合 と いう 証票 の 持参 を 義務 づけ られ た 。 これ に より , 日 明 
昼 易 を 勘 合 質 易 と も いう 。1404 (応永 11) 年 , 第 1 回 の 船 が 送ら れ , 以後 1547 (天文 16) 年 ま 
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で , 17 回 の 勘 合 船 が 派遣 きれ た 。 息 中 , 4 代 将 軍 義 持 (1386 1428) は 明 に 医 礼 を と る こま と 
を 嫌っ て 貿易 を 中 止 し た が , 6 代 義 教 (1394 一 1441) が 再開 し た 。 勘 合 貿易 は 朝 中 の 形式 夫 
と っ た た ぬ め , 滞在 費 ・ 間 搬 費 な ど は すべ て 主人 で ある 明 側 の 負担 で あり , 日 本 側 の 利益 財 
ば く 大 で あっ た 。 船 は 宴 波 で 勘 合 の 査証 を 受け 者 北京 で 交易 に あたっ た 。 日 本 か ら の 
較 出 品 は 鋼 ・ 硫黄 ・ 多 ・ 力 語 ・ 扇 ・ 次 准 で , 冬 人 品 は 生 氷 ・ 絹 織物 ・ 綿 糸 ・ 砂 糖 ・ 陶 磁 還 
・ 書 籍 ・ 絵画 な ど で あ っ た 。 輸 入 品 は 唐 物 と 呼ば れ て 珍重 され. 室町 文化 の 形成 に 必要 秦 
可 欠 な も の と な っ た 。 ま た 銅 銭 が 大 量 に も た ら さ れ , 国内 の 貨幣 流通 を きら に 推進 し た 』 
【 各 人 制度 】 勤 合 と は , 明 が アジ ア 諸 国 と 行っ た 朝貢 久 易 に 使用 し た 信 符 で ある 。 日 明 間 
で 用 いら れ た も の は 「 日 本 」 の 2 字 か ら 日 字 期 合 と 本 字 勘 合 + で あっ た 。 紙 に 「 本 宇 索 号 」 と MI 
う よ う に 黒 印 を 押し , それ を 2 つ に わけ て 一 方 を 勘 合 , 一 方 を 勘 合 底 短 と し た 。 日 本 の 交 
は 本 字 勘 合 を 携え て 渡航 し , 明 に お いて 本 宇 底 徳 と 照合 し た 。 明 の 船 は 日 字 勘 合 を 携え 昔 
くる わけ だ が , 実際 に は 来航 し な か っ た 。 

多 に は 開府 の ほか , 有力 守護 や 寺社 も 参加 し た 。 本 来 は 朝 頁 1 回 に 3 隻 ま で と いう 民 
り 決め が あっ た が , 幕府 の 直営 船 に 彼ら の 船 が 加わ り , 10 隻 に お よぶ こと も あっ た 。 応 信 
の 乱 後 は 幕府 が 衰退 し , 白 の 実権 は 坦 商人 と 結ん だ 細川 氏 , 博多 商人 と 結ん だ 大 内 氏 
手 に 移っ た 。 両者 は 激しく 争い , 1523 (大 水 3 ) 年 に は 当 波 で 衛 突 を 引き お こ し , 大 内 氏 証 
行 は 細川 氏 の 船 を 焼い た 。 こ れ が 事 波 の 乱 で ある 。 乱 は 結局 大 内 氏 に 利 を も た らし , 貿易 
は 大 内 氏 が 独占 する と こ 和信 ち お SurEGIG20) 和 220 もり Et 要 
断絶 し た 。 

【 寧 波 の 乱 ]】 1523( 大 永 3 ) 年 , 大 内 義興 (1477 一 1528) の 正式 な 勘 合 を 持参 し た 貴明 船 3 搬 
(300 余 人 ) と , 細川 高 国 の すでに 無効 と な っ た 勘 合 を も つ 1 隻 (100 作 人) が 前 後 し て 寧波 因 
到着 し た 。 細 川 方 は 明 の 役人 に 財 略 を 送り , 諸々 の 厚遇 を 得る こと に 成功 し た 。 こ れ に 
っ た 大 内 側 は 細川 方 の 正 使 や 明 の 役人 を 殺害 し , 細川 船 を 焼き 海上 を 逃れ 夫 っ た 。 こ れ 飼 
Ro で か や rad 
を 加え る に と ど め た 。 

、 其 合 質 易 の 中 断 後 , 再び 佑 窓 の 活動 が 盛ん に る な っ た 。16 世 紀 に 展開 され た この 合 窓 は 秩 
期 俊 意 と 呼ば れ . 主として 東シナ海 , 南洋 方 面 に み ら れ た 。 た だ し 本 当 の 日 本 人 は 3 割 国 
4 中 国 入 や ボル ト ガ ル 人 が 多かっ た 。 人 彼ら は 日 本 の 銀 と 中 国 の 生糸 の 交 易 を 行い な 区 
ら , 海 農 と し て 行動 し た 。 な か で も 有名 な 頭目 は , 平戸 ・ 五 島 地 方 に 居 を 構え て 数 百 隻 の 
船団 を 指 撫 し た 王 直 (? 1559) と いう 明 人 で ある 。 彼 は 王 を 自称 し , 大 名 た ちと も 交渉 者 
も っ た 。1559( 永 禄 2) 年, 王 直 が 明 に 捕殺 され る こ ろ に は 後期 全 窓 は 衰え を みせ 始め ぬ め 。 
1588( 天 正 16) 年 豊臣 秀吉 が 海 農 取 締 令 を 発する に お よん で あと を 断つ こと に な っ た 。 

朝鮮 半島 で は , 1392 年 , 偽 窓 を 撃退 し て 名 声 を 得 た 武将 の 李 成 桂 (1335 一 1408) が 高 衣 夫 
賠 し , 朝鮮 を 建国 し た 。 朝鮮 も る 明 と 同じ く , 通 交 と 修 窟 の 禁 * 此 を 日 本 に 求め て きた 。 幕 商 
は 直ちに これ に 応 , 日 朝 留 が 始ま っ た 。1419( 応 永 26) 年 , 明 魚 は 200 征 の 兵 船 と 区 
7000 人 の 軍兵 を も っ て 対馬 を 毅 っ た 。 こ れ を 応永 の 外 窒 と いう が . 朝鮮 の 目的 は あく まで 
佐 共 の 撃 減 に あっ た の で , 貿易 は 一 時 の 中 断 の の ち に 続け られ る こ と に な っ た 。 

九州 ・ 国 地方 の 守護 大 名 や 有力 武士 た ち は 競 っ て 朝鮮 に 使節 を 送り 交 多 の 利 を あ 全 
よう と し た 。 そ こ で 朝鮮 は 交易 の 統制 を は か り , 1443( 玄 吉 3 ) 年 に は . 最も 関係 の 深紅 





SN は 





全品 (人 補 和 ) 


区 と の 間 に 突 支 約 条 ( 率 吉 条 約 ) を 結ん だ 。 これ に よ ょ り 款 氏 も 交易 の た め の 船 を 1 年 に 50 隻 
に 制限 され た 。 ま た 損 易 港 は 滞 山浦 ( 多 山 )・ 浦 ( 斉 浦 ) ・ 塩 浦 ( 菜 山 ) の 三浦 に 限定 され . 
: 浦 と 首都 漢城 に 使節 の 接待 と 貿易 の た め の 合 館 が お か れ た 。 三浦 に 定住 する 日 本 人 も 
噌 加 し 15 世 紀 末 に は 3000 人 を 数 えた 。 彼ら は 種々 の 特権 を 与え られ て いた が , 1510( 氷 
寺 7 ) 年 。 その 運用 を めぐ っ て 凌 動 を お こし , 朝鮮 の 役人 に 鎮圧 され た 。 こ れ を 三浦 の 乱 
呼び , 貿易 は この あと し だ い に ふ る わな く な っ た 。 

朝鮮 へ の 輸出 品 は 鋼 ・ 修 貢 の ほか 、 胡 板 ・ 楽 材 ・ 香 木 な どの 南海 特産 物 で あっ た 。 南 
帰 の 産物 は 琉球 の 商船 が 博多 や 産 摩 の 坊津 に も た らし た も の で , 博多 商人 が 中 継 し て 朝鮮 
に 運ば れ た 。 輸入 品 は 繊維 類 で , と くに 木綿 @ は 当時 日 本 で は 生産 きれ て いな か っ た の で 
Wa が てく 大 量 に も た ら さ れ て 人 々 の 生活 様式 に 大 き な 影 響 を 今 えた 。 


沖縄 で は こ た Pe 
を 称し て いた 。 これら 小国 家 の 実体 は , ー 竹 の 部 記 沖 人 で あっ た と 考え られ て いる ・ 佐敷 
ゲス ク ( 城 ) を 拠点 と し た 沿 思 志 372 ー1439) は 21 歳 で 佐 表 拉 司 ( 地 域 の 領主 ・ 受 族 の 意味 ) 
と な り , さら に 近隣 を 攻略 し て 父 を 中 山王 と し た 。 つ いで 北山 王 の 其 安 知 (? 1416. ) 
月 山 王 の 他人 箇 毎 (? 1429) を 洲 と 1429( 永 享 元 ) 年 に 琉 球 王国 を 建国 し た 。 琉球 は 
里 を 都 と し , 明 や 日 本 と 国交 を 結ん で 海外 貿易 を 選 ん に 行っ た 。 琉 球 の 船 は スマ トラ 己 
ェ ジ ャ ワリ 島 ・ イ ンド シナ 半島 な ど に 衣 行 し , 東南 アジ ア 詳 国 間 の 中 継 貿易 に 従事 し た 。 東 
アジ ァ に お ける 重要 な 交 昌 市 場 と な っ た 那覇 の 港 に は 各国 の 特産 ョ が も た ら さ れ , 琉球 王 
隊 は 第 栄 し た 。 ま た この 時 代 に 明か ら 甘 工 (サト ウキ ビ ) が 輸入 され , 広く 栽培 され た 。 
北方 で は , 現在 の 北海 道 , 当時 で いう 農 素 ケ 島 へ の 人 々 の 進出 が 始ま っ て いた 。14 世 紀 
務 内 と 津 秋 地 方 を 結ぶ 日 本 海 交易 が 盛ん に な り , サケ ・ コ ンプ な どの 産物 が 京都 に も た ら 
きれ た 。 津軽 の 十 三 湊 は 商業 拠点 と し て 栄え た 。 こ の 地 を 拠点 と し た 得 款 被 官 の 藤 氏 
杖 息 栄 し , 販 表 管 徹 と 称 き され た 。 14 世 紀 未 か ら 15 世 紀 初 め , 人 々 は 津軽 海峡 を 渡り , 戦 夷 
作詞 吉 も つ くっ た 。 彼ら は 邊 人 と 時 ば れ 濾 島 半島 南部 の 海岸 沿い に 港 を 整備 
議 3 主 WS5PE お EEEe よ 3 入出 oiE 
記 ば れ , 戦国 時 代 末 期 に 国内 で の 生産 が 盛ん に な る まで , 重要 な 輸入 品 で あり 続け た 。 
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上 初期 の 
Aa 
が 帝 集 し て 存在 する 集落 は まだ 形成 きれ て いな か っ た 。 
と ころ が 鎌倉 時 代 の 後期 に な る と , 近畿 地方 や その 周辺 
放 で 屋敷 が 耕地 か ら 分 離し て 集合 し . し だ い に 集 落 を 形 
KW の よう な 抹 溢 を 基 代 に 住 
民 は 地縁 的 な 結び つき を 強め , 支配 単位 で ある 荘園 や 郷 
( 公 領 ) の 内 部 に いく つか の 自然 発生 的 な 村 が 形成 され 始 
め た 。 村 は 南北 朝 の 動乱 期 を 通じ て し だ い に 各 地方 に 広 
が っ て いっ た が , 農民 た ち が み ず か ら の 手 で つく り 出 し 
た この よう な 自立 的 ・ 自 治 的 な 村 を 和束 と か 各 村 と いう 。 の 
也 村 は , さら に 支配 単位 で ある 荘園 や 卿 を 中 心 に まとまっ た 惣 料 ・ 物 郷 と 呼ば れる より 
た き な 強 い 結 合体 を 結成 し , 共同 行動 を と る こと が 多かっ た 。 ま た , 壮 園 ・ 公 領 が 複雑 に 
本 十 2 用 水 の 配分 や 戦乱 に 対す る 自衛 な どの た め に , 吾 主 を 異 に する 
要 数 の 惣 村 が 荘園 ・ 色 領 の 枠 を 越え て 連合 し , 与 郷 な ど と 呼ば れる 横断 的 な 組織 を 結成 

と も あっ た 。 

道 に , 集落 の 形成 が 近畿 ほど 顕著 で な ょ か っ た 関東 ・ 東 北 地 方 や 九州 地方 な ど で は , 荘園 
や 郷 を 一 - つ の 単位 と し た ゆる や か な 村 沙 結 1 合 が 一 般 的 だ っ だ た ので, と くに この よう な 村 を 
放 村 , その 社会 体制 を 舞 村 制 と 呼ぶ こと も 
ある 。 こ こ で は 住民 に 対す る 村 の 規制 は 近 
戦地 方 の 物 村 は ど 強 く は な か っ た が , 地下 
請 な : どの 自治 的 な 運営 方 式 を だ 
で は 物 村 と か わる と ころ は な v 

串 い 連 淀 意 全 k 滞 お 
小 法 を は た らく 代官 や 荘 官 の 免職 , 水害 や 
の 秒 天 に みき 年 貞 の 問 人 なら を ら 

て し ば し ば 一 挨 を 結び , 炎 求 を 書き 連ね た 
自 姓 申 状 を 荘園 領主 に き さ げ て 名 訴 を 
っ た 。 き さらに , 要求 が 認め られ な い 時 に 
は 園 領主 の も と に 大 挙 し て お し か ける 強 
記 や . 全 具 が 耕作 を 放棄 し て 他 領 や 山林 に 
眺 げ 込 む 逃 散 な どの 実力 行使 に 出る こと 
も 6 あっ た 。 

物 村 は , 古く か ら の 有力 農民 で あっ た 名 
計 層 に 加え , 新しく 成長 し て きた 小 農 民 も 
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惣 村 の 構造 





道 南 十 二 館 と 東北 地方 要 較 


到 吾 克 和 5 還 = 者 ek 
し , 館 を 建て た 。 こ れ ら の 館 は 現在 は 「 道 南 十 二 館 」 と 通称 され る が , その 一 つ , 画 館 の 
志 若 館 か ら は 越前 や 能登 で 焼 か れ た 大 更 と , 37 万 枚 に の ぼる 中 国 の 古銭 が 発掘 され て い 許 
埋め られ た 時 期 は 15 世 紀 前 半 と 推定 され , 当時 の この 地域 の 経済 的 な 隆盛 を 知る こと が 攻 
孝治 も 
和 人 た ち は 津 軽 の 安藤 氏 の 支配 下 に 属し , 徐々 に 勢力 を 拡大 し た 。 濾 夷 ヶ ケ 島 に 古く か 占 
住み , 絢 猟 を 生業 とし て いた アイ ヌ の 人 々 と も ゃ 交 協 を 行っ た 。 両 者 の 間 に は し ば し ば 衛 突 
が お こり , つい に 145 57 ( 長 福元 ) 年 和 人 の 圧迫 に 机 え か ね た アイ ヌメ は 大 首 長 コン シャ 
イン (?ー1457) を 中 心 に 蜂起 し た 。 道 南 十 - 館 は ほとん と 攻め 落と され . 上 別館 と 上 ノ 較 
の 花沢 館 を 残す の み と な っ た 。 こ の と き , 花沢 館 主 の 端 崎 氏 の 客 分 で あっ た 臣 田 人 
1431 一 94) が コシ ャ マイ ン 父 子 を 討ち , 蜂起 を 鎮圧 し た 。 信広 は 央 M き 氏 に 婚 入り し , 以後 。 
因 拓 は 省 地域 の 本 者 に 成長 し て いく 。 6 人 紀和 初め に は 本 換 を 上 の 還 か ら 伏 莉 に 和 識 
江戸 時 代 に は 松前 氏 を 名 乗っ て 大 名 と な っ た 。 
万 国 津 染 の 鐘 尚 泰久 王 
代 に な る と , 海外 と の 貿易 
が 監 ん に な りり , 首 里 城 正典 
に か けら れ た 。 銘 に は 琉球 
王国 の 精神 が 刻 まれ て いる 。 | 
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184 第 2 部 中 世 
構成 員 と し , 村 の 神社 の 祭 祀 組織 で ある 富 褒 な ど を 中 心 に 村民 の 結合 を 剖 め て いっ た 。 


第 5 章 武家 社会 の 成長 "185 


め て いっ り て 奉 え な ど を 通し て 土 倉 な どの 高利 筑 資本 が 深く 浸透 し て いた た め , 徳政 一 拉 は た ち ま 
人 ら 近畿 地方 や その 周辺 に 広がり , 各地 で 実力 に よる 全 季 破 識 売却 地 の 取り も ど し な どの 
た 。 競 村 は 寄合 と いう 移 碧 姓 の 会 議 の 決定 に し た が っ て , お と な ( 乙 名 ・ 長 ・ 年 寄 )・ 沙 結 人 政 実施 行動 (私 徳 政 ) が 展開 され た 。 この 時 の 私 徳政 の 様子 は , 春日 社 領 大 和 国 神戸 四 簡 
人 ・ 番 頭 を な ど と 呼ば れる 村 の 指導 者 に よっ て 運営 され た 。 惣 村 の 発達 と と も に , 荘園 領主 購 ( 大 柳生 ・ 坂 原 ・ 小 柳生 ・ 昌 地 ) の 農民 ら が 刻ん だ 柳 生 碑文 @ か ら も うか が える 。 

へ 納め る 年 商 な ど を 牧村 が ひと まとめ に し て 語 け 負う 地下 請 ( 村 語 百姓 請 ) が し だ い に 席 【 一 接 】 一 撰 と いう と , 江戸 時 代 の 百姓 一 拉 の イメ ー ジ が 強い た めか , 反 権 力 的 な 武装 遇 
が り , 個々 の 村民 へ の 年 真 の 割り 当て も 惣 村 が 主体 と な っ て 行う よう に な つら 7 だ 。 物 村 は 農 起 ・ 暴 動 の こと だ と 考え られ が ち だ が , それ は 正しく な い 。 一 撰 と は 本 来 , 撲 を 一 つ に す 
生産 必要 な 山 や 野原 な どの 共同 利用 地 (会 地 ) を 物 有 地 と し て 確保 する と と も に , 黄 る と いう 意味 で , 心 を 同じ くす る 人 々 が 対等 の 関係 で 参加 する 組織 の こと を いっ た 。 一 撲 
泊 用 水 の 管理 も 行い , また 村民 みず か ら が 守る べき 規約 で ある 惣 控 ( 村 控 ・ 地下 探 ) を 夫 で 最も 重 窟 きれ た の は 連 各 と 平等 の 精神 で あり , この 精神 を 当時 の 人 々 は 一 味 同心 と 呼ん 


げ けん だ ーー ミ 宰 社 の 境内 に 集 ま NCP - 味 同 語 を 奪う 起 請 
め た り . の 秩序 を た もち で る た め に が を する だ 。 一 接 を と り 結 ぶ 際 に は 。 参加 者 全員 が 神 f 
1 村内 の 秩序 を 自分 維持 す 村民 自身 が 警 宗 権 を 行使 地下 検 E に 運 園 し . つい で その 起 請 文 を 焼い て 灰 に し , 神前 に 供え た 水 ( 神 水 ) に 混ぜ て 回 し 飲み す 


6 ト ュー 本 ー ーー En 1 * に 1 財 較 も 本 し 吉 
(を うこ とも あっ た と くに ほか に する 等 し く 。 まで a0 守 る 一 味 入 永 と 呼ば れる 儀式 を 行う の が 作法 で あっ た 。 寺院 の 借 但 た ちの 間 で は 早く か ら み 
3 “ * こ な * FE ー メ 則 | jp こ 
“ り れ た が , の 聞 に 広まり 、 戦場 で の 協力 を 震 っ た り , 地域 的 な 紛争 を 解決 し 
な どき さま ざま な ラン ク の 凛 則 が 設け られ て いた e。 られ た が 。 その 後 。 大 直 の 剛 玉 広まり 昌 の 


わか し ゅ う た りり する 際 に し ば し ば 結ば れ た (国人 一 撲 )。 この よう に 一 把 と いう 組織 形態 は 中 世 社会 に 
Knee 人 お ひろ くみ られ 。 移 村 の 住民 が 往 園 領主 に ささ げた 百姓 申 状 に 百姓 館 洗 の 起 請 文 が 湾 え ら 
Pr っ rr KTS なの 
が 年 区 序列 と いう 村民 衝 自 の 秩序 に よっ て 選ば れ た の に 対し 。 沙汰 人 ・ 番 頭 は 本 来 は 下 緩 人 
の 荘 官 で 。 その 地位 も 世襲 で ある こと が 多かっ た 。 彼ら は 荘園 領主 の 末端 機関 と し て 年 寺 区 求 で は な く .。 守護 赤松 氏 の 家臣 を 国外 へ 追放 する の 3 的 要求 を か ヵ こ 点 
や 公事 の 徴収 に た ず さ わ る と 同時 に , 村民 の 代表 者 と し て 物 村 の 指導 に も あたっ た 。 他 の 徳政 一 撰 と は 性 格 を 異 に に て いた 。 つ いで 1441( 間 吉 元 ) 年 , 数 万 の 土 一 換 が 京都 を 占 
_ 桂 の 有力 者 の な か に は . や が て 守護 大 名 な ど と 主従 関係 を 結ん で 侍 身分 を 獲得 し . 情 錠 し 「 代 始め の 徳政 」 を 要求 し た 嘉吉 の 徳政 一 把 ( 土 一 挨 ) で は , つい に 幕府 は 徳政 令 を 発布 
れ を 根拠 に 荘園 領主 や 地頭 が 敗 課す る 公事 や 夫役 な ど を 拒否 する 者 も 多く 現われ た た め 。 し た 。 正 長 の 徳政 一 控 が 義教 が 6 代 将 軍 に な る こと が 決ま っ た と き @, 第 斉 の 徳 放 一義 が 
軍令 主 や 地頭 の 儲 支 配 は し だ い に 困 難 に な っ て いっ た 。 こ の よう に 領主 に 対し て は 導 鞭 教 殺害 の あと 義勝 (1434 一 43) が 7 代 将 軍 に な る こと が 決ま っ た と き に お こっ た よう に , 
民 と し て 年 貢 を 納め る 立場 に あり な が ら , 大 名 な ど と 主従 関係 申 世 社 会 に は 天皇 や 将軍 と いっ た 支配 者 の 交代 ( 代 苦 り ・ 代 始 め ) 條 た ょ っ て , 所 有 関 係 
を 結ぶ こと に よっ て 侍 身 分 を 獲得 し た も の を 地 侍 と いう 。 衝 貸借 関係 など 社会 の さまざま な 関係 が 清算 され , 他人 の 手 に 渡っ た も の も 元 の 持ち 主 の 
ら の な か に は 物 村 か ら 離 脱し て 本 格 的 に 武士 化 へ の 道 を よむ 基 形 に も どっ て くる と いう 思想 が 広く 存在 し た 。 圭一 撰 が 天皇 や 将軍 の 交代 の と き に 天下 
も いた が , 向 村 に と ど ま っ て 村民 を 指導 し 続け た 者 も 多く , 衝 . 同 の 徳政 」 を 要求 し て 蜂起 し た 背景 に は 。 この よう な 社会 通念 が 大 きく 作用 し て いた の 
カカ * 財 と つなが ゝ “ で ある 。 
は や が 仙人 語っ と っ な が っ こい この の ちゃ 土 一 撲 は 毎年 の よう に 徳政 の スロ ー ガ ン を か か げ て 各地 に 蜂起 し , 私 徳政 を 
だ い に 近 世 の 村 に 転化 し て いっ た が , 物 村 で 行わ れ て いた 地 還 た 
請 な どの 自治 的 な 運営 方 式 は 基本 的 に 近世 の 村 へ と 継承 され 軟 に 一 方 で 土 倉 ・ 酒 屋 か ら 徴収 する 倉 役 ・ 酒 屋 役 を 重要 な 財源 と し て いた の で , 徳政 令 
いっ た 。 「 る 土 倉 ・ 酒 屋 の 奏 退 は みず か ら の 首 を 絞め る こと に も な りか ね な か っ た 。 そ こ で 華 府 が 
この 箇 村 を 母体 と し た 農民 勢力 が , 大 き な 力 と な っ て 中 央 あ し た の が 客人 抽 まで ある 。 これ は 信人 務 額 の 5 分 の 1 な いし は 10 分 の 1 の 
政界 に 衛 撃 を 与え た の が ,「 日 本 義 白 以来 , 土 民 峰 起 中 数 料 (分 一 銭 ) を 幕府 に 納 人 すれ ば 徳政 令 を 適用 し て 債務 の 破棄 を 認め 。 逆 に 土 入 が 人 権 
初め な りり 」 と いわ れ た 1428( 正 長 元 ) 年 の 正 長 の 徳政 顔 の 5 分 の 1 な いし は 10 分 の 1 の 手数 料 (分 一 銭 ) を 意 府 に 大 すれ ば 主 逢 の 債権 を 寺 に 
(ギー 抱 ) で ある 。 こ の 年 の 8 月 まず 近江 の 運送 業者 の 馬 竹 て 俺 政令 の 適用 を 免除 する と いう も の で , 幕府 に し て みれ ば どちら に 転ん で も 一 定 の 手数 
が 徳政 を 要求 し て 蜂起 し 。 つい で 京都 近 郊 の 物 材 の 結合 を 料 収 入 が 得 られ る 仕組 み で あっ た 。 こ の 制度 は 15 世 紀 後 半 以 後 ほ ぽ 恒例 化す る が , この よ 
に し た 土 一 撲 が 徳政 を 要求 し , 京都 の 圭 久 ・ 酒屋 な ど を 吉 っ 団 暫 奈良 市 柳生 町 に 現存 する 碑文 で , に 
2 正 長 元 り 前 は 神戸 卿 に る べから ず ) と いう 27 文 字 が 巨石 に て ゆい 
KRS Ph も ので, 農民 た ち が み ず か ら 徳 政 を 宣言 し た 宣言 文 と み ら 
@ 江戸 時 代 に な る と 死刑 の よう な 重い 刑 前 を 村 が 行う 例 は さす が に 減少 する も の の , 軽微 な 犯罪 | 


れる 。 
の Un の 2 らら 光ら @ この 年 は 天皇 家 で も 称 光 天皇 が 死去 し, 後 花園 天皇 に 交代 し て いる 。 
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186 第 2 部 中 世 
うな 徳政 令 を と くに 分 一 徳政 令 と 呼ぶ 
[ 土 一 拉 と 徳政 一 撲 】 土 一 撲 を 土 民 一 撲 の 略称 と みる 解釈 も あり , これ に し た が え ぇ ば, 


一 撰 は 「 ど いっ き 」 と 読ん だ は ず だ が , 当時 の 仮名 書き の 史料 は '「 つ ちい っ き 」 と 記し て ゆ ゅ 者 
土 一 撰 の な か に は 播磨 の 土 一 撲 の よう に 政治 的 な 要求 を か か げた も の や 関所 の 搬 廃 を 要 詩 
し た も の な ども ある が , ほとん ど は 徳政 を 要求 し て 蜂起 し た も の で あり , この よう な 土 填 
撲 を と くに 徳政 一 拉 と も いう 。 な お , 土 一 撲 (徳政 - ー- 撲 ) は 個々 の 荘園 や 郷 の 枠 を 越え た こ 
規模 な 蜂起 で あっ た 上 京 で , 荘 ・ 抑 単位 に 行わ れ た 強 放 ・ 逃 散 な どの 荘 民 の 一 撲 と は 区 別 
され る 。 








管領 上 杉 氏 定 ( 欄 秀 」 9 一 1417) が , 間 府 の 反 将 軍 派 と 結ん で 反乱 を お こ し , 幕府 に 


され る 事件 も お き て いる (上 杉 禅 秀 の 乱 ) 。 5 代 欄 軍 義 量 (1407 一 25) の 早世 の の ち , 半ば 
後継 者 を 定め ぬ ま ま 死 まし た た め , くじ 引き に よっ て 義持 の 弟 の 足利 義教 が 6 代 将軍 に 慎 


ば れ た が , 義教 は 幕府 に お ける 将軍 権力 の 強化 を ね ら っ て , 将軍 に 服従 し な いも の を す < 
て 力 で お きえ よう と し た 。 そ の た め , 幕府 か ら の 自立 意識 の 強かっ た 鎌倉 府 と の 関係 が 可 
化し , 1438 ( 永 亭 10) 年 , 鎌倉 公 方 持氏 と 関東 管領 上 杉 憲 実 (1410 一 66) が 対立 し た の を 機 (に 
将軍 義教 は 憲 実 支援 の 名 目 で 関東 へ 討 備 軍 を 送り , 翌年 持氏 を 討ち 減 ほし た ( 永 理 の 乱 ) 


を 切っ た 応仁 の 乱 (応仁 ・ 







義満 の あと を 継い だ 将軍 足利 義 拉 時 代 の 幕府 政治 
| 将軍 と 有力 大 名 の 勢力 弥 衡 が 保 た れ , 比較 的 安定 し 
て いた が , 1416 (応永 23) 年 に は 鎌倉 公 方 足利 持氏 (1398 一 1439) に 不平 を も っ て いた 前 関 】 3 









旧 都 で は , 将軍 権力 の 弱体 化 に 伴い 幕府 政治 の 実権 が 有力 : 
内 第 に 移っ て いく な か で , 約 1 世紀 に お よぶ 戦国 時 代 の ロ 火 : 
・ 文 明 の 乱 ) が お こっ た 。 ま ず 管 領家 : 
の 一 つ 主 山 氏 で , 多 拝 国 (398 一 55) か ら 家 朱 を 譲ら れ た 義 
藤 (? 1490) に 対し , 反 義 派 の 家臣 が 一 族 の 政長 (1442- ご 93) S 湯 粒 還 
を 失 立 し て 対立 し , つい で 白波 氏 で も 惣領 の 義人 (1435 一 52) : 
が 継 員 の な いま ま 死 去 し た た め , 
135 ? 一 1508) と 九州 探題 渋川 氏 の 一 - 族 か ら 迎 えら れ た 義 廉 : 
447 一 ?) が 家督 を 争う な ど 
稔 が お こっ た 。 将 軍 家 で も 8 代 将 軍 義 政 (1436 一 ー9) が 弟 義 梓 
(439 一 91) を 後継 者 と 定め た 伴 年 義政 の 雪 日 野営 子 ( 1440 一 : 
W6) に 義尚 (1465 ー89) が 誕生 し た こと か ら 
争い が お こっ た 。 そ し て 当時 , 章 府 の 実権 を 揚 ろ うと し て | ま 徒 en 
/ , て いた 細川 勝元 430 _73) と 山名 持 豊 ( 宗 全 , 1404 一 73) が , 応仁 の 乱 の 圭 立 関係 
それ ぞ れ 義 視 と 義貞 を 支援 し た た め に 対立 が 激化 し , 何 度 か 
の 小 ぜ りあ い を 繰り 返し た の ち , 


一 族 か ら 迎 えら れ た 義 飯 


幕府 の 管領 家 に あ 


。 両者 の 間 に 家 叔 相 : 
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に 
「 
人 寺 」 夏 
家 義 尚 
人 晶 | 持 国 持 富 
邊 ょ L | な ち | 
義 功 下 長 
3 断 u| ょ L F 「 | 「 
いつ いで 内 : | 業 廉 義 敏 
| RT 和 
音 府 | 


大 内 較 ー 示 松 李 ・ : 
上 時] 天 角 臣 田 


: 癌 
芝 半 





1467 (応仁 元 ) 年 5 月 に 全面 的 な 戦闘 状態 に 入っ た 。 


品 時 。 武士 社会 で は 単独 相続 が 始ま り , 嬉 子 の 立場 が 庶子 に 比べ 絶対 的 と な っ た た め , 








その 地位 を めぐ る 争い が 多く な っ て いた の に 加え , 大 名 な どの 家 和 償 決定 が , 父親 の 意志 だ 
け で な く , 将軍 の 意向 や 家臣 の 支持 の 有無 な ど に 大 きく 影響 され る よう に な り , し か も そ 
ぞ れ の 要求 が か な ら ず し ゃ 一 致し な か っ た こと か ら 相 続 争 い は ます ます 複雑 化し た 。 こ 
= に 他 の 有力 大 名 が 縁 成 関係 や 領国 支配 を めぐ る 利害 関係 など に 基づい て つき つき と 争い 
に 介 人 し て きた た め に , 紛争 は 連動 ・ 拡 大 し , 大 乱 を 招く 原因 と な っ た の で ある 。 


1 1440 ( 永 享 12) 年 に は 有力 守護 で ある 一 - 色 義 貫 (1400= 
・ 土 財 持 頼 (? 440) を あい つい で 謀殺 し た た め ぬ め 政 治 不安 が 高まり , 1441( 玄 吉 元 ) 年 , 
を 条 れ た 有 力 守 護 赤松 満 祐 (13731441) は 義教 を 殺 因 し た 。 や が て 赤松 氏 は 幕府 軍 候 
討伐 きれ た が ( 評 吉 の 天 ) これ 以降 , 符 軍 の 権威 は 大 きく 描 ら いで いっ た 。 


考 寺 | 義教 の 恐怖 政治 6 代 将 軍 義 教 は 病 | 収 や 家 芝 夷 な どの 厳罰 に 処し た 。 そ の 数 列 


的 と も いえ る ほど 痢 が 強く . また 執念 深い 性 | 月 後 , 義 資 は 何者 か に 暗殺 され た が , それ が 


格 の も ち 主 で その 表 り に ふれ て 処 前 され た 義教 の 仕業 だ と 叶 し た ある 公家 は 所 領 疫 収 の 


和 有 は 数 知れ な い 。 1434 ( 永 享 6 ) 年 に 義教 の 妻 うえ ぇ 流罪 と な っ た 。 公家 の 1 人 中 山室 
日 野 宣 子 (1411 一 63) に の ちの 7 代 将 軍 義 勝 が (1401 一 59) は その 日 の 日 記 に 義教 の 将軍 就 人 
誕生 し た と き 。 重子 の 兄 日 野 義 次 は 折 し も 義 か ら 1434( 永 亭 6) 年 まで の 間 に 義 教 か ら 負 視 | 
教 の 甚 気 を こう むっ て 譜 慎 中 で あっ た が , 義 され た 人 々 の リス ト を 書き あげ て いる が , 独 
勝 の 誕生 に よっ て 義 資 の 謙 慎 も 解け る だ ろう こ に は 公家 ・ 神 職 ・ 憎 個 ・ 女 房 な ど 70 名 以上 
と 信じ た 多く の 人 を 々 が 義 資 邸 に 祝賀 に 訪れ た 
と ころ , 義教 は あら か じ め 部 下 を 張り 込ま せ 
て お いて 訪問 者 の 顔ぶれ を 調べ あげ , 公家 ・ 
武家 ・ 憎 介 な ど 数 十 人 に お よ 記 人 々 を 所 領 浸 
ー 方 , 永 亭 の 乱 後 の 関東 で は , 1440( 永 12) 年 に 下総 の 結城 氏 朝 (1402 一 41) が 持氏 の 遺 
子 を 通え て 下総 の 結城 城 に 立て こも っ た が , 翌年 幕府 の 支援 を 得 た 上 杉 軍 の 攻撃 を 受け で 
落城 し た (結城 合戦 )/。 そ の 後 , 亮 吉 の 乱 後 の 混乱 に 乗 じ て 死 を まぬがれ た 持氏 の 子 成 民 
(94ー9 の ) が 仙人 公 方 を な っ た が 記 氏 も 上 艇 氏 と 対立 し 。1454( 学 衝 3 年 に 家の子 
関東 管領 の 上 杉 憲 皿 (1433 一 54) を 謀殺 し た の が 引き 金 と な っ て 大 乱 が お こり (部 徳 の 乱 ), 
以後 , 関東 は 他 の 地域 に 先んじ て 戦国 の 世に 突入 する こと と な っ た 。 


乱 ま で の 数 年 間 を 含め れ ば , 受難 者 の 数 は こ 
の 倍 以上 に の ぼる と み ら れ て いる 。 











に の ぼる 人 々 の 名 が みえ る 。 その後 , 直 吉 | 


まち] 家 叔 相続 者 の 条件 親権 が 尋 か っ た 
鎌 食 時 代 に お いて は , 家 質 相 続 者 の 決定 に は 
〆 灯 の 意向 が 絶対 的 な 効力 を も っ た が , 室町 
時 代 に な る と , 「 器 用 」 と いう 別 の 論理 が 入 リ 
込ん で くる 。 こ れ を 象徴 する 事件 と し て よく 
知ら れ て いる の は , ー つ は 1428( 正 長 元 ) 年 に 
誠 冬 に お ちい っ た 将軍 義持 に 対し , 管 宮 ら 有 
月 大 名 た ち が 後 継 者 の 指名 を 迫っ た と ころ 。, 

漁 持 は 「 た と え 後 継 者 を 指名 し て も みん な ( 有 
月 大 名 た ち ) が その 人 物 を 受け 入れ な けれ ば 
意味 が な い 。 み ん な で 協議 し て し か る べき 人 
選 を 行う が よ か ろ う 」 と 述べ て 後継 者 を 定め 
2 ー つ は 1433( 永 享 
 ) 年 に 安芸 の 国人 小早川 兄弟 に お こっ た 家 


世 当 い に つ いて , その 解決 を 人 迫 ら れ た 将軍 義 
教 が 「 小 早川 家 の 一 族 ・ 家 臣 た ち が 上 兄弟 の ど 
ちら に し た が うか , 彼ら の 意向 に よっ て 決定 
し た い 」 と 述べ て いる 事実 で ある 。 将軍 で あ 
れ , 国人 で あれ , 家 管 相続 者 は 国 や 所 領 , そ 
し て 家臣 た ち を 治め る だ け の 「 器 用 (能力) を 
備え を て いな けれ ば な ら ず , それ を は か る も の 
は 結局 の と ころ それ ぞ れ の 家臣 の 支持 以外 に 
は あり 得 な いと いう 論理 が この 時 代 に 進出 し 
て きた の で ある 。 し か し , 家督 相続 者 は 父親 
の 意向 に し た が っ て 決定 され る べき だ と する 
論理 も いま だ 根強く 残っ て お り , その ジレ ン 
マ が 応仁 の 乱 の 引き 金 と な っ た 家 折 当 い の 一 
因 と な っ た の で ある 。 


守護 大 名 は それ ぞ れ 両 軍 に わか れ , 細川 方 ( 東 軍 ) に は 晶 山 政長 ・ 灯 波 義 飯 ・ 赤 松 政 則 
(1455 一 96) ら 24 カ 国 16 万 人 , 山名 方 方 ( 西 軍 ) に は 畠山 義 就 ・ 断 波 義 廉 ら 20 カ 国 11 万 人 と いわ 
れる 大 軍 が 加わ っ た 。 戦 い は 当初 , 将軍 邸 を 占拠 し て 義政 ・ 義 尚 ・ 義 視 の 身柄 を 確保 し た 
東 軍 に 有利 に 展開 し た が , 8 月 に 大 内 政弘 (1446 一 95) が 周防 ・ 長 門 ・ 豊 前 ・ 筑 前 4 カ国 の 
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九 く ら 過 に バ 
* ダ Pe っ っ < 員 そ み 、 ーー た 文 
ye 2 碧 講 を 下馬 共 | | | 9 る 神仙 | 
So ロナ 姓 ヲ 取 を 二 介 孤 細 | 作業 事 妙 3 十 び 填 城 
ぎり 等 守り 攻 十 新 和 % @ 湊 国 "国人 同 年 の 
き な キ ッ ト つ 薄 本 る 中 し 思 こ 
が 誤 S ッ テ 。 る 富 :2. 同 一 な 衣 き 控 : 士 入国 月 
の 年 ヨ ヨ ? 極 3 り 撲 に 4 る まま 三 1 り るる 中 上 
島々 クリ 皆 が 力 て な を ⑨ 島 つ す る 日 "の ゅ ーー 
革 。 成 %、 生 城 二 が の * 雇 選 乗 し 角 両 改 圭 選 
ぎの 旧 た 百害 め め いく 上 長 め 一 陣 と 選 
本 (4) : * ー 呈 9 4 ーー ご 完 
学際 て 取 州 信 9 義 寺 は ほこ 人 
し の 命 。 年 リ 大 ま 40 り に 月 れ 今 凍 う 人 
Ms 衣 |  T RU 9641 
足軽 (" 間 堂 緑 起 絵巻 ) 足軽 は 軽装 で 機動 力 に 富ん | 導 作 実 姓 語録 本 し 中 の む 国 の べ 今 首 
で いた の で , 応仁 の 乱 の ころ か ら 盛 ん に 活躍 し た 。 た も に の 呈 ら 家 を り 前 を 隊 選 人 謀 人 
は ま 失 タテ 細 の 以 府 号車 漢 ぶ と 平 条 * 証 
大 軍 を 率い て 西 軍 に 合流 する と , 戦況 は 一 変 みく か る リタ に 1 ・ 選 です 
し , 東 軍 は 将軍 邸 を 中 心 と する 一 角 に 追い 近 六 だ 周 」? 和 和 さと 2 「 




















に '” まれ る 形 と な っ た 。 そ の よう な な か で 1468 
の に の 吉 こ ろ の 京 才 (応仁 2 ) 年 11 月 , 当初 東 軍 に か つが れ て い だ 
義 視 が 将軍 邸 を 抜け 出し , 西 軍 に 走っ た こと か ら . 机 軍 で は 病 を 交 軍 に 立て て 剖 府 と 
この 陣 谷 を こと の え , ここ に 東西 2 つの 幕府 が 成立 する こと に な っ た 。 以 後 戦況 は 腰 
着 状態 に 入る が . 主戦 場 と な っ た 京都 の 町 は 戦火 や 足軽 の 乱暴 に よっ て 荒廃 する と と き 
に , 争乱 は 地方 へ と 広がっ て いっ た 。 応仁 の 乱 は その 後 , 1473( 文 明 5 ) 年 に 両 軍 の 大 将 で 
あっ た 持 豊 ・ 勝 元 が あい つい で 死去 し た こ と か ら 和 睦 の 気運 が 高まり . 1477 (文明 9 ) 年 に 
主戦 派 で あっ た 澤山 義 就 ・ 大 内 政弘 が 下 国 す る に お よん で . 戦い に 疲れ た 両生 の 間 に 和 上 
が 粘 ば れ た 。 こ うし て 京都 の 戦い に は 一 応 の 終止 符 が 打 た れ た が , この 乱 に より 将軍 の 権 
威 は 失わ れ , 争乱 は その 後 も 地域 的 争い と し て 続け られ 全国 に 広がっ て いっ た 。 そ し て こ 
の 争乱 の な か で , 幕府 体制 ・ 荘 園 制 が 破壊 きれ て いっ た の で ある 。 
応仁 の 乱 で 在京 し て 戦っ た 守護 の 領国 で は , 在 国 し て 戦っ た 守護 代 や 有力 国人 が 力 を 伸 
は し , 領国 の 実権 は し だ い に 彼ら に 移っ て いっ た 。 ま た 地方 の 国人 た ち は , この 混乱 の 
か で 自分 た ちの 権益 を 守 ろ うと し て ., し ば し ば 国人 一 把 を 結成 し た 。1485 (文明 17) 年 南 
山城 地方 で 両派 に わか れ て 争っ て いた 庫 山 氏 の 軍 を 国外 に 退去 させ た 山城 の 国 一 撰 は 。 そ 
の 代表 的 な も る の で ある 。 こ の 一 撲 は 三 十 夫 人家 と 呼 ば れ た 南山 肖 の 国人 た ち が 住民 の 表 
を 得 て 結成 し た も の で , 独自 の 法 で ある 国 探 を 定め , 集会 を 開い て 重要 事項 を 決定 し だ 
ほか 。 日 常 的 な 政 聞 を 処理 する た め に 月 行事 と 呼ば れる 役 隊 を 設置 する な ど , 自治 的 
運営 里 勢 を と っ て いた 。 こ うし て 山城 の 国 一 撰 は 。 1493( 明 応 2 ) 年 に 墓 府 支配 を 受け 久 
れる まで 8 年 間 に わ た り り 一 換 の 目 治 的 支配 を 実現 し た 。 こ の よう に , 下 の 者 の 力 が 上 の 者 
の 勢力 を し の いで いく 現象 が こ の 時 代 の 特徴 で あり , これ を 下剤 上 と いっ た 。 
1488( 長 享 学 2 7 年 に お こっ た 加賀 の 一 向 一 撲 も その 一 つの 現われ で あっ た 。 こ の 一 撲 財 
本 願 ぎ の 曹 如 ( 業 寿 . 1415-99) の 布教 に よっ て 近畿 ・ 東 海 ・ 北陸 に 広まっ た 光 土 真宗 本 願 


門人 宮 株 政 親 (1455 一 88) を 倒し た 
# 派 の 勢力 を 背景 と し , 加賀 の 門徒 が 国人 と 手 を 結び , 守護 富 欄 2 
も ので, 以後 , 一 把 が 実質 的 に 支配 する 本 願 寺領 国 が 1 世紀 に わた っ て 続い た 。 

ー ーー 撲 の な か に は , 権力 集中 が 進ん だ 結果 , 一 撰 が 独自 の 政治 機構 を 備え , 
Oo と き に は 独自 に 徳政 令 を 発布 する な ど 。 独立 し た 地方 
攻 権 と し て の 性 格 を 芝 び た も の が み ら れ る 。 この よう な ー 控 が 各 棋 で 結ば れ た も の を 導 
中 物 , さら に 一 ー 国 規模 で 結ば れ た も の を 国 一 換 も し く は 狂 国 一 撰 な ど と 呼ん だ 。 衝 中 和 
と し て は , 温 国 時 代 の 近江 甲賀 郡 に 成立 し た 甲賀 郡中 物 , 国 一 拉 と し て は , 同じ く 戦 国 時 
代 の 伊賀 国 に 成立 し た 伊賀 私 国 一 - 握 が 代表 的 な も の で ある 。 い ずれ も 独自 の 法 を も ら ・ 徳 
政令 を 発布 し , と き に は 百姓 を 戦 き に 動員 し た り , 他 の 戦国 大 名 と 同盟 を 結ん だ りす る こ 
と る あっ た 。 


ss 室町 時 代 の 産業 は , 民衆 の 生活 と 結び つい て 発展 し た 。 こ の 時 期 
の 農業 の 特色 は , 下 二 の 生 放 析 お まる まい 2 多角 化 が 進 
め ら れ た こ と に あっ た 。 鎌倉 時 代 に 湿 内 や 西 日 5 る 3 「 ー ペ 天 こ … 
本 に 普及 し た , 考 を 裏 作 と する 水田 の 二毛作 は , 2 ン 
上 施 海 や 排水 施設 の 整備 ・ 改 善 に よっ て きら に 広 に 疹 
まり , 15 世 紀 前 半 こ ろ の 汰 内 で は 稲 ・ 朗 ・ ソ ノバ | 生計 
の 三 年 作 も 行わ れ て いた 。 ま た , 水稲 の 品種 改 較 革 
身 も 進ん で , 稲生 育 速 度 が それ ぞ れ に 美 な る AN 
旧 稲 ・ 中 稲 ・ 晩 稲 の 作付 も 普及 し , 各地 の 自然 上 織 織 議 
梨 作 に 応じ た 稲 が 栽培 され る よう に な ょ っ た 。 と 2 “ コテ 2 3 
《 に 大 陸 か ら 伝来 し た 大 唐 米 ( 赤 米 ・ ・ 唐 法 師 ) は 室町 時 代 の 水車 『 石 山寺 縁起 絵巻 』 に 2 誠 る 肖 電 
自 米 に くら べ 食 味 は 劣る も る の の , 早稲 で 収穫 量 川 の 流れ を 利用 し て 水田 に 水 を 取り 入れ て いる 。 
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が 多く , また ひで りや 虫害 に も 強かっ た た め に 庶民 の 食用 米 と し て 広まっ た 。 
歌 ・ 働 ・ 女 な どの 鉄製 良 具 や 牛馬 を 利用 し た 農耕 は , 鎌倉 期 よ り も さら に 普及 し た 。 有川 
や 溜池 か ら 水 を くみ あげ る 拐 水 器 に は , 人 来 か ら の 水車 の ほか , 部 で は 中 国 か ら 伝え 上 
れ た 竜骨 車 @ も 使用 され る よう に まで 7 たら 肥料 で は 刈 敷 ・ 草木 灰 な ど と と も に 下 肥 (人 半 “ 
氷 ) や 訟 肥 ( 生 馬 の 例 尿 ) が 広く 使わ れる よう に な っ て 。 地味 の 向上 , 収穫 の 安定 化 が 遂 
ん だ 。 ま た 手工 業 の 原料 と し て , 共 ・ 桑 ・ 杜 ・ 漆 ・ 藍 ・ 茶 な どの 栽培 も 盛ん に な り , 
農村 加工 業 の 発達 に より , これ ら が 商品 と し て 流通 する よう に な っ た 。 こ の よう な 人 生産 以 
の 向上 は 農民 を 豊か に し , 物資 の 需要 を 高め 商品 の 生産 ・ 流 通 を 盛ん に し た 。 
] 此 内 で は この 時 代 , 農村 加工 業 の 発達 に 伴っ て さま ざま な 種 
の ae 彼ら の 同業 組合 で ある 鹿 の 数 も 増加 
し た 。 こ れ ら の 座 は , 本 所 で ある 寺社 な どか らし だ い に 自 立 し 。 注文 生産 や 市 場 晶 あて の 
商品 生産 を 行う よう に な っ た 。 さ ら に 京都 ・ 奈良 な どの 都市 の 周辺 部 で は , 大 和 の 薦 座間 
堂宇 座 な どの よう に 農民 が 自分 の 生産 物 を 加工 し て 製品 を つく る 農村 の 庵 も 生ま れ . 
村 に も し だ い に 商 品 経 済 が 浸透 し て いっ た 。 
その 他 の 地方 で も 守護 大 名 や 戦国 大 名 の 保護 の も と で 手工 業者 が 成長 し , その 地方 の 犠 
色 を 生か し て 特産 品 を 生産 する よう に な っ た @。 と くに 刀剣 は 国内 需要 だ け で な く . 日 明 
質 易 の 輸出 品 と し て も 大 き な 需 要 が あっ た こと か ら , 備前 の 長船 美濃 の 関 な どの 特産 地 
人 ht に 大 に 生 導 きれ た 。 また 京 才 で は 人 な 人 と 中 因 か ら 人 した 
た な 技術 が 融合 し て 高級 絹 織 物 が 生産 され , 西陣 織 の 基礎 が 築 か れ た 。 酒 造 で は 最大 
賞 地 で あっ た 京都 を は じ め , 河内 ・ 大 和 ・ , 摂津 な ど が 特産 地 と し て 知ら れ , その な か か 占 
京都 の 柳 酒 や 河内 の 天野 酒 . 大 和 の 若 提 山 な どの 名 酒 も 生ま れ た 。 


[西陣 】 現在 の 上 京 区 の 堀川 以西 一 条 通り 以 北 の 地 を 西陣 と いう が . この 名 は 応 伝 の 
乱 の 際 , ここ に 西 軍 の 陣 が お か れ た こと に ちな む も の で , 2 水 に は まで ゃ に 滞 作 の 
地名 と し て 登場 する 。 京都 機 織 業 は 律 食 時 代 の 織部 司 か ら 始 まる が , 中 世に 入る と 衰 叶 
し た 織部 司 に か わっ て . 内 蔵 寮 所属 の 御 給 織 手 な . ど , いく つか の 織 手 の 集団 が 新た に 前 
現し た 。 そ の 中 か ら 成 長 を 遂げ た の の が 公家 の 万 時 小路 家 に 属し , の ちの 西陣 の 地 を 換 点 
活動 し た 大 舎人 座 で ある 。 大 舎人 座 は 応仁 の 乱 を 避け て 一 時 吉 に 丈 開 し た も の の . その 節 
再び この 地 に も どっ て 高級 紅 織 物 業 の 生産 を 再開 し , の 了 人 | 半 の 提 る 1 


水産 業 で は , 水産 物 の 商品 化 が 進 な に つれ て , と くに 鋼 漁 が 発達 し 、 地 眼 組 @ や 間 細 
な ども る 使用 きれ る よう に な っ た 。 ま た 綱 漁 の 発達 に 伴っ て 漁場 を めぐ る 紛争 が 増え た こ 
か ら 通 村 間 の 協定 や 慣習 法 が 整備 きれ , 漁場 権 も 成立 し て いっ た 。 

製 才 業 で は , HEAO5Y 役 まま うく B 有 っ で た を どく 
を 煮 つ め て 塩 を と り 出 す 従来 の 揚 浜 法 に 加え , 砂浜 を 堤 で 囲み , 湖 の 干満 を 利用 し て 海 科 
@ 中 世 後 期 に 中 国 か ら 伝わっ た チェ ー ン 状 に 連ね た 板 で 水 を くみ あげ る 場 水 器 。 し か し , 攻 障 が 
く , あま り 普 及 し な か っ た 。 

@ 地方 特産 品 と し て は , 加賀 ・ 玉 後 な どの 組織 物 美濃 の 美濃 導 。 播磨 の 杉原 紙 , 越前 の 島 子 紙 
美濃 ・ 尾 張 の 陶器 出雲 の 鈴 , 備前 ・ 美 濃 の 刀 , 能登 ・ 筑 前 の 釜 , 河内 の 鍋 な ど が 有名 で あっ た 。 
@ 海底 に 大 綱 を 沈め て 海底 の 魚類 を と りつ くす 光 法 。 

⑳ 癌 状 の 網 を 魚の 通路 に 垣 の よう に 張り , 魚 を 網 の 目 に き し 入 れる 漁法 。 

























ia r - た う ー “ 『 一 --ー 理 合 
京都 の 商店 街 ("洛中 洛外 図 故 風 ,) 次 都 の 立売 町 あたり を 描い た も の 。 大 氏 ( 三 十 二 番 洋 人 獣 合 ) 
板屋 根 の 家 の な か で は 弓 が 商品 と し て な ら べ られ , 家 の 前 に 店 棚 が みえ る 。 


を 導入 する 古式 入 浜 ( の ちの 入 泊 塩 田 ) も つく られ る よう に な っ た 。 

林業 も 建築 資材 その 他 の 需要 に こたえ て 発送 し と くに この 時 代 , 大 鎧 と 呼ば れる 2 人 
引き の 大 き な 鍋 が 普及 し た こと に よっ て 製材 技術 は 飛躍 的 に 向上 し た 。 木材 は 舟 波 ・ 伊 
質 ・ 南 大 和 ・ 土 佐 ・ 安 芸 な ど 各 地 で 産 し た が , 木曽 の 檎 は 高級 材 と し て と くに 喜ば れ , 
また 京 ェ 都 の 堀川 や 鎌倉 の 材木 座 な ど に は 材木 市 場 も 開か れ た 。 

農業 や 手工 業 の 発達 に より , 地方 の 定期 市 も その 数 と 市 日 の 回 数 を 増し て いき 。 月 に 3 
岡 開く 三 三 訟 の 市 ( 三 斎 市 ) か ら , 応仁 の 乱 後 は 6 回 開く 7 六 斉 市 が 一 般 化 し た 。 一 般 的 に , 市 
場 に は 一 一 定 の 商品 を 売る 販売 座席 (市 座 ) が あり 販売 座席 を も つ 商 人 は 市 場 の 領主 に こ 市 場 
税 を 納め , 販売 を 行っ た 。 ま た , 連雀 商人 や 振 売 と 呼ば れ た 行 商人 の 数 も 増加 し て い 
っ た 。 こ れ ら の 行商 人 の な か で は , 京都 の 大 原 女 ・ 桂 女 を は じ め 女 性 の 活躍 が 日 目立っ た 。 
た 原 女 は 炭 や 新 を 売る 行商 人 , 柏 女 は 鵜飼 集団 の 女性 で 鮎 売り の 行商 人 と し て 早く か ら 活 
中 し た が , その ほか 鋼 売 り , 扇 売り , 布 売 り , 豆腐 売り な ど に は 女性 が 多く , また 女性 の 
金融 業 へ の 進出 も 着 し か っ た 。 

孝 市 で は 見 世 棚 (店 棚 ) を 構え た 常設 を の 小売 店 が し だ い に 増 え , 京都 の 米 場 や 淀 の 魚 市 な 
KN 特定 の 商品 だ け を 扱う 市 場 も 生ま れ た 。 商 人 の 座 も 手工 業者 の 座 と 同じ よう 

、 そ の 種類 や 数 が 著しく 増え た 。 朝廷 と 結び つい た 座 商 人 に は 供 御 人 . 大 寺社 と 結び つ 

いた 商 人 に は 神 炎 と いう 称 が 号 え られ 彼ら は 朝廷 や 寺社 に 一 定 の 製品 や 営業 税 を 納 
め る こと に よっ て , 関 銭 の 免除 や 市 場 な ど で の 独占 的 販売 権 を 認め られ 広い 範囲 に わた 
っ て 活動 し た 。 上 人 所 供 御 人 と な っ た 鐘 物 帥 は すでに 中 世 初 期 か ら 明 船 な ど に よっ て 多 
賠 に 商圏 を 広げ て いた し , 天山 崎 の 離宮 八幡 宮 を 本 拠 地 と し て いた 油 神 人 ( 油 座 ) は , 石 
清水 八幡 宮 宮 を 本 所 と する こと に よっ て 談 内 ・ 美 濃 ・ 尾 張 ・ 阿 波 ・ 肥 後 な ど 10 カ 国 以上 の 油 
の 販売 と その 原料 で ある 人 購入 の 独占 権 を 号 え られ で いた 。 こ の ほか に も 北野 神社 の 
前 京 殊 売 神 人 ( 狗 座 ) や 薄 園 社 の 綿 神 人 ( 綿 座 ) な ど , 中 世に 活躍 し た 座 商 人 に は 供 御 人 や 
者 人 の 称号 を も つ 者 が 多かっ た 。 し か し 15 世 紀 以 降 に な る と , し だ い に 座 に 加わ ら な い 新 
県 商人 が 増え , 旧来 の 座 商人 と の 間 に 売 買 の 権利 を めぐ る 対立 が お こ Oo よら つ ( 作 から だ 。 まき 
た 地方 で は , 特定 の 本 所 を も た な い , 近世 の 仲間 に 近い 新しい 性 格 の 座 も 出現 し , その な 
レル か ら 戦 国 時 代 の 御用 商人 に つなが る 有力 商人 た ち が 成 長 し て いっ た 。 
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北 関 入船 納 帳 」 に よる と , 1445 (文安 2 ) 年 の 1 年 間 に 瀬戸 内 海 の 各 港 か ら , さ ま さま な 
育 を 積ん で 兵庫 港 に 出入 り し た 船 の 数 は , 2400 前 に お よん だ 。 交通 の 要 地 に は 間 丸 か ら 発 
六 し た 間 屋 が お か れ , 年 頁 の 売却 や 商品 の 保管 , 為替 の 振出 し な ど に あたっ た 。 ま た 多量 
の 物資 が 運ば れる 京都 へ の 輸送 路 で は , 馬 借 ・ 車 借 と 呼ば れる 運送 業者 が 活躍 し , 主食 
で ある 米 の 供給 に も 大 き な 役 割 を 果たし た 。 こ うし て 室町 時 代 に は 交通 の 要 地 に あたる 港 
を 中 心 に 多く の 地方 都市 が 形成 され た 。 一方. この よう な 交通 ・ 運 輸 の 増加 に 注目 し た 幕 
府 ・ 寺 社 ・ 公 家 な ど は , 水陸 交通 の 要 地 に つぎ つぎ と 関所 を 設け て 津 料 ・ 関 銭 を 徴収 し , 
これ を 年 買 な どの 土地 収入 に か わる 新た な 財源 と し た が , 関所 の 存在 は 交通 の 大 き な 障 害 


Sa > 
Sol に 





ーー こう ーー 明 銭 と 私 鋳 氏 時 代 に は 朱 の 
関所 を 通る 馬 借 (F 山 款 起 絵 近江 大 津 の 様子 を 指 い た も の 。 大 洋 ほか , 永楽 通宝 (①・ 港 武 通 室 ②・ 


は 京都 に 近く , また 琵 倒 滑 を ひか えて いた た め , 古く か ら こ こ を 通る 年 次 徳 通 室 な どの 明 銭 

が 新た だ に 用 いら 1 
物 や 商品 の 量 は 多く , その た ぬ 交 通 労働 者 の 数 も 多かっ た 。 図 は 茶 を 京都 た 。 や が て これ を 模 し て 粗悪 な 私 鱗 
方 面 に 運搬 する 馬 借 が , 大 津 の 関所 を 通過 する と ころ で あろ う 。 録 が つく られ た 。 1 「 


商品 経済 が 旗 ん に な る と 貨幣 の 流通 が 著しく 増え , 農民 も 年 貢 ・ 公 事 ・ 夫 役 な ど を 作 
幣 で 納 人 する こと が 多く な っ た 。 年 貢 の 代 銭 納 は 鎌倉 時 代 に すでに 始ま っ て いた が , 当 昌 
は 一 般 に 荘 官 や 地頭 が 換金 を 行い , 直接 耕作 に あたる 農民 の 年 買 は まだ 現物 納 が ふつ う 
あっ た 。 そ れ が この 時 代 , 農民 自身 年貢 の 銭 納 を 行う よう に な っ た こと は 貨幣 経済 が 国 
失 の 間 に 深く 浸 造 し て きた こと を 物語 っ て いる 。 ま た 間 地 取 引 の 拡大 と と も に 衝 替 ( 攻 
待 ) の 利用 も 盛ん に な り 。 一 つ 10 吐 文 の 額面 を も つ 定 領 の 為替 が 広く 流通 し た 。 労 税 は 商 
人 人 た ちの 間 で 利用 きれ た だ け で な く , 昔 園 現地 か ら 京都 の 荘園 領主 に 年 買 を 送る 際 に も 周 
く 用 いら れ た 。 ' 

人 幣 は 主 に 示 楽 通宝 な ど 中 国 か ら の 栓 人 銭 ( 泉 銭 ・ 明 銀 ) が 使用 され た が 需要 の 増大 と 
と も に 中 国 靖 を 棋 し て 日 本 国内 で 印 造 され た 粗 下村 銭 ( 島 ) も 流通 する よう に な 
た た め , 取引 に あたっ て 悪 銭 の 受け 取り を 拒否 し , 良質 の 貨幣 だ け を 受け 取 ろ うと する 
銭 が 横行 し て , 円 滑 な 流通 が 困 害 きれ た 。 そ の た め 幕 府 や 戦国 大 名 な ど は 悪 氏 と 眼 銀 ( 押 
銭 ) の 交換 比率 を 決め た り . 一 定 の 悪 銭 の 流通 を 禁止 する か わり に それ 以外 の 銭 に つい で 
は 流通 を 強制 する 撰 銭 令 を し ば し ば 発布 する な ど し て , 極端 な 失 銭 を 抑制 し , 貨幣 流通 の 
円 消化 を は か っ た 。 

貨幣 経済 の 発達 は 金融 業者 の 活動 を 促し た 。 当 時 , 酒屋 た など の 有力 な 商工 業者 は 。 土 信 
と 呼ば れ た 高利 貸 業 を 兼ね る 者 が 多く , 幕府 は 京都 の これ ら の 富裕 な 酒屋 ・ 圭 合 を 保護 罰 
統制 する と と も に , 依 役 ・ 酒 屋 役 な どの 営 業 税 を 後 収 し た 。15 世 紀 に は 土 倉 ・ ・ 酒屋 の 数 は 
京都 が 350 軒 , 奈良 が 200 軒 に も 達し た が . 中 世 末 か ら 近世 初期 に 活躍 し た 豪商 に は = 
れ ら 土 倉 ・ 酒 屋 か ら 発 達し た も の も 少な く な い 。 こ の 時 代 に は ほか に も 稿 堂 銭 @ や 頼 散 
子 @ な ど , さま ざま な 種類 の 金融 活動 が 発達 し た 。 
地方 産業 が 盛ん に な る と 遮 隔 地 取 引 も 活発 に な り , 海 ・ 川 ・ 陸 の 交通 路 が 発達 し て 是 角 
ーー ドラ く 和 


全 か NN 定期 的 に 一 定 の 銭 を 出 し 


合っ て ,。 くじ 引き な 許 
で 決め た 順番 に し た が っ て それ を 受け 取っ て いく 金融 活動 。 





















と な っ た た め , や が て 戦国 大 名 や 織 豊 政権 に よっ て 撤廃 きれ る こと に な る 。 
【 中 世 の 関 所 】 古代 の 関所 は , 京 ・ 寺内 を 外乱 が のび る だ め の 軍事 的 な 誠 設 で あり 


角 内 


こ 南 外 関東 と 昌 夷 地 な どの 境 完 に 設置 され て 非常 時 に は 閉鎖 きれ る も の で あっ た 。 ま た 


近世 の 関所 は , 
補 し , 


の で , 幕府 ・ 寺 社 ・ 


「 り 鉄砲 に 出 女 」 と いう 言葉 に 象徴 され る よう に 。 人 や 物資 の 移動 を 監 
取り 締まる 治安 ・ 警 察 的 な 機能 を も っ た 施設 で あっ た 。 こ れ に 対し , 中 世 の 関 所 は 
基本 的 に 通行 者 か ら 通 行 税 を 徴収 する た め の 経 済 的 な 施設 で あり , 
その 性 格 が 大 きく 異な っ て いた 。 中世 の 関所 は も と も と は 山賊 ・ 
公家 な ど が 山賊 ・ 海賊 か ら 上 前 を 徴収 する カ 


古代 や 近世 の 関所 と は 
海賊 の 活動 に 由来 する も 
* わ り に 彼ら の 略 礁 行為 を 


一 定 の 範囲 内 で 公 No し た る の が 中 世 の 関 所 の 起源 と 考え られ て いる 。 


| を 考 ] 埋もれ た 港町 草 戸 千軒 広島 県 福山 
市 を 流れ る 昔 田 川 の 中 洲 に 。 江戸 時 代 前 期 の 
1673 ( 延 室 元 ) 年 に 大 洪水 に よっ て 水 渡し た 中 


過 の 町 の 跡 が 埋もれ て いた 。 そ れ が 草 戸 千 軒 


町 遺跡 で あり , 1961 (昭和 36) 年 か ら 93 (平成 
5 ) 年 まで 約 30 年 に わた っ て 行わ れ た 精細 な 


花 握 調 査 に よっ て , 道路 や 運河 。 大 小 の 格 や 


潮 。 180 基 に も お よぶ 井戸 , それ に 屋敷 や 墳 
昌 寺院 の 跡 な ど , 多数 の 遺構 が 発見 され , 


か つて この 地 に 存在 し た 中 世 の 町 の 構造 が 明 


ら か に され た 。 遺跡 を 望む 西 の 高台 に は 本 堂 
と 五重塔 いい ずれ も 国 室 ) で 知ら れる 真言 示 の 
店 利 明王 院 (I 旧 常 福 寺 ) が 立地 し , この 町 が 門 
前 町 と し て の 性 格 を も ぉ も っ て いた こと を 推測 き 


せい は て 草 


せる 。 遺跡 か ら は 白磁 ・ 青白 磁 な どの 中 国 陶 
條 益 や 備前 ・ 常滑 ・ 瀬戸 な どの 国産 陶器 を は 
に WO 土 供 の 碗 ・ 忠 漆 符 。 者 , し ゃ も じ , 
品 本 , 曲 物 , 玩 , 模 下駄 , 杵 、 鋼 鍼 な ど , 
当時 の 人 々 の 暮 ら し ぶり を うか が わせ る 多く 
の 遺物 が 出土 し , 鍛冶 屋 や 漆 職人 が 使っ た 
生産 用 具 な ども 発見 され て いる 。 と くに 注目 
され る の は , 商品 の 荷札 や 金融 関係 の 覚書 
と み ら れ る 木簡 が 約 4000 点 も 出土 し て いる こ 
と で ある 。 か つて 河口 付近 に あっ た と み ら れ 
る 草 戸 千軒 は , 常 福 寺 の 門前 町 で ある と 同時 
に 瀬戸 内 海水 運 で 栄え , 活発 な 商業 活動 が 展 
開 さ れ て いた 港町 ・ 市 場 町 で も あっ た の で あ 
る 。 
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ょ 」 と 神 に 祈っ て 切腹 し た 話 な ど , 足利 氏 の | それ は 後 醍醐 天皇 と も 縁 の 深い 恵 鎖 上 人 の 周 
歴史 の 深 穫 に 追 る 興味 深い 逸話 が みえ ,『 太 、 辺 で つく られ た らし いこ と が わか る 。 そ の 人 後 , 
平 記 』 の 成立 に つい て も 『 典 太平 記 』 は 足 重 な } 何 度 か 加筆 や 修正 が ほど こき れ て , 1370 年 代 
話 を 載せ て いる 。 昔 , 法勝寺 の 恵 倫 上 和信 が 症 ころ 現在 知ら れ て いる 『 太 平 記 』 の 形 が ほぼ で 
刊 直義 の も と に 『 太 平 記 』 を 持参 し , それ を 畜 き あ が っ た と 考え られ て いる 。 な お 『 難 太平 
恵 法印 が 読ん で 聞か せ た と ころ , あま 5 に 誤 - | 記 』 は , 本 来 『 太 平 記 』 に 関す る 著作 で は な い 
D が 多い の で , 聞い て いた 直義 が 怒 っ た と い . が ,『 太 平 記 』 の 内 容 を 批判 する 記事 が みえ る 
うぅ 話 が それ だ が , ここ か ら 直 義 の 在世 中 に す こと か ら , 後世 .『 難 太平 記 』 と 呼ば れる よう 
で に 『 太 平 記 』 の 原型 が つく られ て いた こと , に な っ た 。 





































室町 時 代 に は , 政治 的 ・ 経 済 的 に 公家 を 圧倒 し た 武家 が , 
| 文化 の 担い 手 と し て も 登場 し , 幕府 の 保護 に よっ て 進出 相 
た 禅宗 の 影響 を 強く 受け た 武家 文化 が 成立 し た 。 武家 文化 は , 京都 に 幕府 が お か れ た こ 。 
に よっ て 伝統 的 な 公家 文化 と 融合 する 機会 を 得 , また 一 方 で は , 当時 急速 に 成長 し つつ 震 
っ た 物 村 や 都市 の 民衆 と も 交流 し て 広い 基盤 を も つ 特 色 あ る 文化 を 生み 出し た 。 
さら に 足利 義満 が 日 明 留 易 を 積極 的 に 推進 し た こと も あっ て , 多く の 唐 物 や 唐 絵 が 日 本 
に 流入 し , それ に 伴い 大 陸 文 化 と 伝統 文化 , 中 央 文化 と 地方 文化 , 貴族 文化 と 庶民 文化 攻 
どの 広い 交流 に 基づく 文化 の 融合 も 進み , その 洗練 と 調和 の な か か らし だ い に 民 族 的 文 個 
と も いう べき 固有 の 文化 が 形成 きれ て いっ た 。 今日 , 日 本 の 伝統 文化 の 代表 と され る 能 * 
狂言 ・ 茶 の 湯 ・ 生 花 な どの 多く は , この 時 代 に 中 央 ・ 地 方 を 問わ ず , 公家 ・ 武 家 ・ 庶 民 の 
別 な く 愛 好き れる こと を 通じ て その 形 を と と の え , 基盤 を 確立 し て いっ た の で ある 。 の 
まず 南北 朝 の 動乱 期 に , 時 代 の 転換 期 に お こっ た 歴史 意識 の 高まり と 立 内 新興 武士 層 の 胡 儀 の 再興 を 企図 し て 朝廷 の 年 中 行事 に つい て 解説 し た 後 醍醐 天皇 の 『 建 武 年 中 行事 』 な 
新しい 時 代 感 覚 を 背景 と し て 若 々 し い 南 北朝 文化 が 生ま れ , つい で 将軍 義満 の 時 代 に , に ど が つく られ た が , いずれ も 朝廷 政治 の 本 来 の あり 方 を 示 そ うと いう 政治 的 意図 の も と に 
論文 化 の 影響 を 濃厚 に 受け な が ら さ ま ざ ま な 文化 の 融合 が 進 ん だ 華 謀 な 北山 文化 が . さ 主 か れ た も の で ある 。 こ の は か 古典 研究 の 分 野 で は , r 源 氏 物語 』 の 注釈 書 で ある 四辻 善 成 
に 将軍 義政 の 時 代 に , 文化 の 洗練 が 進む な か で 相 淡 美 に 完 板 の 芸 術 性 を 見 い 出 し た 東 画 (13261402) の 『 河 海 抄 』 が 編 まれ た 。 
支 化 が 形成 きれ た 。 と くに 北山 ・ 東山 文化 は 室町 文化 の 2 つの 頂点 を な し て いる 。 この 時 代 に は また ,「 二条 河原 落書 」 に 「 此 比 者 ニハ ヤル 物 」 と し て 風刺 され て いる よう に 。 
南北 朝 時 代 に は , 全国 的 に 激しい 動乱 が 続く な か , 時 代 の 転換 期 公家 ・ . 武家 を 問わ ず 広く 六 歌 が 流行 し た 。 連 攻 は 和束 を 上 の 句 と 下の句 に わけ , 連 抄 と 
に 高まっ た 沙 張 感 を 背景 と し て , 歴史 書 や 軍記 物語 な ど が つく 5 語 ば れる 一 睦 の 人 々 が つき つぎ に 前 に 侍 名 し て いき 五 二 ・ 百 旬 に まとめ た 共同 作品 で 
れ た 。 。 歴史 章 に は 、 源平 の 争乱 か ら 建 武 まで の 約 150 年 間 の 歴史 を 公家 の 立場 か ら 記 し ある 。 も と も と は 和歌 の 会 の 余 典 と し て 宮廷 で 楽し まれ た も の で あっ た が , 鎌倉 時 代 の 
『 増 鏡 」. 伊勢 神道 の 理論 を 背景 に 神代 か ら 後 村上 天皇 即位 まで の 歴史 を 記し , 南朝 の 聞 中 ころ , 桜の 花 の 下 で 興行 きれ, 見 物 者 が 飛び 入り で 参加 で きる 花 下 連歌 が 流行 し て 席 
場 か ら 皇 位 継承 の 道理 を 説い た 北 唱 親 房 の 「 神 皇 正 統 記 」, また 持明院 ・ 大 覚寺 両統 の 須 民 の 間 に も 急速 に 広がり , その な か か ら 善 阿 ・ 下 済 0280? 一 1376 ?) ら の すぐ れ た 連 吉 師 
像 か ら 足 利 氏 の 政権 獲得 まで の 過程 を 武家 の 立場 か ら 記 し た 「 梅 松 論 』 な ど が ある 。 も 共 出 し た 。 本 来 は 文学 と いう より は , 即 尋 の 機知 と 意外 性 を 楽し む 一 種 の 芸能 で あっ た 
が 南北 朝 時 代 に 出 た 二条 良 基 (1320 一 88) ) は 『 先 玖波 集 』 を 撰 し 連歌 の 規則 和書 と し て ' 応 


軍記 物語 で は , 南北 朝 の 動乱 の 全体 像 を 描こ うと し た 『 太 平 記 」 が つく られ た 。 俊 醍 本 3 
旦 の 討 間 計 画 か ら 鎌 倉 幕 府 の 減 亡 , 建 武 の 新政 か ら 南 北朝 の 対立 を 経て , 管領 細川 頼 有 家 新 式 を 制定 する な ど し て 連歌 の 芸術 性 を 追 完 し , この 『 和 免 玖波 集 』 が 勅 遷 集 に 準 で られ 
て か * ら は 和歌 と 対等 の 地位 を 某 い た 。 鍵 楽 ・ 田楽 の な か か ら 発達 し た 能楽 も 愛好 され た 。 


(1329 一 92) が 幼少 の 義満 を 補佐 する た め に 讃岐 か ら 上 洛 す る まで の 約 50 年 間 を 描い た 壮 肉 
な 物語 で ある 。 現 在 知ら れ て い る 『 太 平 記 』 の 形 が で き あ が っ た の は ほぼ 1370 年 代 こ ろ と が 12 世 紀 に 栄西 が 泉 か ら 伝え た 喫茶 の 風習 も 定着 し 丘 完 会 が 各地 で 行わ れ た ほか 。 茶 の 異 
間 を 飲み わけ て か けり 物 を 争う 闘茶 も 流行 し た 。 こ の こ ろ の 文化 の 特色 は , 過度 の ぜいたく 


られ る が , 作者 に つい て は 法勝寺 の 恵 鎖 ト 人 (円 観 , 1281 一 1356) と その 事業 を 引き 継い だ 
と み ら れ る 小島 法師 ら . 複数 の 僧 偶 の 関与 が 考え られ て いる 。『 平 家 物 語 』 が 琵琶 法師 に 再 ・ 派手 好み を 意味 する 「 バ サラ ( 普 北 ) 」 と いう 言葉 に よく 表 わ れ て いる 。 奇抜 な 衣装 や 道 
貞 を 身 に まとい , 唐 物 を ふん だ ん に 使っ た 室内 装飾 で 人 目 を 驚か す バ サラ の 流行 は この 


っ て 語ら れ た の に 対し , 『 太 平 は 講釈 と いう 形 で 人 々 の 間 に 広まり , 後世 まで 大 き な 暖 
豆 を 号 え た @。 この は か , 源義 経 の 生涯 を 描い た 『 義 経 記 』 や . 女 久 初期 の 東国 武士 社会 隊 代 に 新た な 社会 的 勢力 と し て 進出 し て きた 電 内 の 新興 武士 層 を 担い 手 と し て いた 。 較 演 
田楽, 茶 寄合 , 生花 な ど , あら ゆる 流行 を 先取 お 上 。 バサラ 大 名 と 呼ば れ た 佐々 森高 氏 


題 材 を と っ た 『 泊 物語 な ど が つく られ て いる 。 
才 考 ] 『 太 平 記 」 と 『 難 太平 記 」 『 難 太平 記 」 , 源義 家 が 「 7 代 後 の 子孫 に 生ま れ か わっ て 先 ( 道 誉 ) は その 代表 的 人 物 で あり , や が て その 洗練 と 調和 の な か か ら 室 町 文化 が 成 競 し て い 
だ に 半 倍 。 


は 15 世 紀 初 頭 に 今川 貢 世 (. 作 俊 ) が 今川 家 の 下 を と る 」 と 評 きっ た 話 や 足利 尊 氏 の 祖父 家 貴 
歴史 を - 后 に 伝え る た ぬ め に 著 わ し た 訓 の で , ( 生 没 年 不詳 ) が 「3 代 の う ち に 所 を と ら ・ 回 仏教 で ば. 名 倉 時 代 に 武家 社会 の 上 層 に 広 キ つ た 臨 済 案 に 夢 窓 貴 石 (1275 一 1351) が 出 て 
@ 江戸 時 代 に も 「 太 平 記 読 み 」 と 呼ば れ た 講釈 師 に よっ て 語ら れ , 演芸 の ー つ で ある 講談 の 原型 と 奏 将軍 足利 尊氏 の あつ い 帰 低 を 受け た 。 貴石 は 専 氏 ・ 直義 兄弟 に 勧め て 元弘 以来 の 戦死 者 の 

寺 を 串 うぅ た め 国 ご と に 安国 寺 ・ 利 生 塔 と 呼ば れる 一 寺 - ご 塔 を 建立 させ , また 人 後 醍醐 天皇 





和歌 で は , 後 本 本 天 皇 の 皇子 宗 良 親王 (131 一 85) ) が 内 乱 の な か 各地 を 転載 し た 南朝 歌 人 
の 歌 を 集め て 『 新 葉 和歌 集 』 を 編ん だ ほか , 同 親 土 に は 家 集 「 李 花 集 』 も ある 。 し か し 。15 世 
衛 前 半 に 6 代 将 軍 足 利 義 教 の 発 意 で 編 まれ た 『 新 続 古今 和歌 集 』 が 最後 の 勅撰 和歌 集 と な 
っ た よ ょ 2 に , これ 以後 , 和歌 は し だ い に ふ る わな く な CSS た 。 

有職 履 実 の 2 分 野 で は , 日 本 の 官職 制度 を まとめ た 北澤 親 房 の 「 職 原 抄 すたれ て いた 





Pa 
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貼 世 未 期 に は 230 カ 寺 に も 達し て いる 。 幕府 は 僧 録 ( 僧 録 司 ) を お いて , 官 寺 を 管理 し 。 住 
農 な ど を 任命 し た 。 初代 備 録 に は 貴石 の 弟子 で あっ た 春 屋 秒 義 (13 ー88) が 任命 され た 
が , その 後 , 僧 録 は 相国 寺 鹿 苑 院 に お か れ た の で 鹿苑 僧 録 と も 呼ば し る よう に な っ た 。 
この 五山 の 禅 寺 を 中 心 に , 禅僧 た ち に よる 中 国文 化 の 影響 の 強い 文化 が 生ま れ , 武家 文 
化 の 形成 に も 大 き な 影 響 を 与え た 。 禅 憎 た ち に は 中 国 か ら の 渡来 僧 や 中 国 で 学ん だ 浪 学 代 
が 多く , 彼ら は 祥 だ ! け で な く 祥 の 精神 的 境地 を 具体 化し た 水量 画 ・ 建築 様式 な ど を 広く 伝 
織 水 黒 画 で は , 南北 朝 期 に も 血 託 や 可 第 ら が すでに 活躍 し て いた が , この 時 代 に な る 
革 「 五 百 維 漢 図 な ど を 描い た 明 売 (光大 司 , 1352 一 ー1431) , 妙 心 寺 授 蔵 院 の 「 閣 鮎 較 。 で 
如 ら れる 如 抽 ( 生 没 年 不詳 , 如 押 の 弟子 で ' 寒 山 拾得 図 『 水 色 告 光 図 。 な ど を 描い た 周 文 
( 生 没 年 不詳 ) ら , 多く の すぐ れ た 画 僧 が 登場 し た 。 また 如 山 の 禅僧 た ちの 間 で 宋 学 の 研究 
や 漢詩 文 の 創作 も 盛ん に な り , 義満 の ころ 絶海 中 津 (1336 一 1405) ・ . 義 堂 周 信 (132588) ら 
が 出 て 。 いわゆる 五山 文学 の 最盛 期 を 通え た 。 彼 ら は , 中 国文 化 に 対す る 豊富 な 知識 か ら 
幕府 の 政治 ・ 外 次 問 と し て も 洛 躍 し , 中 国 ・ 朝 鮮 に 対す る 外交 文書 の 起草 な ども 行っ 
た @。 こ の ほか , 五山 版 と 呼ば れる 禅 の 経典 ・ 漢詩 文集 な どの 出版 事業 も 行う な ど , 中 国 
立 化 の 輸入 に 禅僧 た ち が 果 た し た 役割 は きわ め て 大 きか っ た 。 

現在 , 伝統 芸術 と し て 盛ん に 演じ られ て いる 能 ( 能 楽 ) も また , 北山 文化 を 代表 する も の 
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の 追 療 の た め 上 尊氏 ら の 援助 で 天竜 寺 を 造営 し みず か ら そ の 開山 と な っ た 。 こ の よう に 再 
氏 の 貴 石 に 対す る 信頼 に は 絶大 な も の が あり , 彼ら の 交流 を きっ か け と し て , 臨済宗 の . 
と り わ け 夢 窓 貴石 の 流派 が 室町 幕府 の 保護 の も と で 大 い に 栄え る こと に な っ た の で ある 
貴石 は 漢詩 文 に 巧み な で あっ た ほか , 作 鹿 の 分 野 で も 丁 芳 寺 庭 団 や 天竜 寺 許 園 な どの 名 園 
残し 禅宗 文化 の 興隆 に も 大 きく 貢献 し た 。 水墨画 の 世界 で も 球 庵 ( 生 没 年 不詳 ) や 可 共 ( 引 

深 年 不詳 ) ら が 登場 し , 早く も その 活動 を 開始 し て いる 。 

こう し て 南北 朝 時 代 に は , の ちの 北山 文化 や 東山 文化 へ と つなが る 室町 文化 の 基礎 が 花 
づく られ た の で ある 。 


( * 印 は 南北 朝 時 代 の も の ) 

歴史 書 ・ 物 語 連歌 権 を 確立 し た 3 代 将 軍 義 満 の 時 代 に 開 
* 増 鏡 ( 未 呼 ) ※* 第 玖波 集 (二条 良 差 ) | 花 し た 。 将 軍 に し て 初め て 太 政 大 臣 周 
1 1 『 所 三 民 1 ーー 1 
正和 | 1 は の 

1 LT ーー 本 ーー 『 り の 二 

* 太 平 記 ( 未 詳 ) 湯山 三 吟 百 豆 ( 宗 欧 6) | "と つた 義満 の 時 代 に ふさ わし く , 
* 胃 我 物語 ( 未 詳 ) 新撰 葛 玖 波 集 ( 宗 舐 ) 52 文化 と 公家 文化 の 融合 音 
難 太 平 記 ( 今 川 貞 世 ) 犬 筑波 集 (山崎 宗 第 ) | いう 点 に 大 き な 特 色 を も っ て いる 。 






















OM の: まこ 員 SS 満 は 京都 の 北山 に 壮 記 な 新 邸 北山 出 引 で ある 。 古く 神事 芸能 と し て 出発 し た 猿楽 や 田楽 は 。 歌舞 ・ 物 まね ・ 曲 芸 ・ 演 劇 な ど , き 
* 針 武 年 中 行事 後 醍 本 天 畠 ) 融 語 ME そこ に 建て られ た 金 菩 ま ざ ま な ジャ ン ル の 芸能 を 含ん で いた が , 能 は その うち の 演劇 ・ 歌 舞 を 中 心 に 発達 し た も 
* 職 。 原 抄 ( 北 澤 親 房 ) 閑 吟 集 ( 未 詳 ) | の 建築 様式 が , 伝統 的 な 寝 殿 造 や 禅 震 の で , 疾 楽 ・ 田 楽 そ れ ぞ れ の 系 譜 を 引 猿楽 能 ・ 田楽 能 が 各地 で 競い 合 う よ う に 演じ られ 


た 。 寺社 の 建立 や 修理 を 名 目 と し て 入場 料 を と る 勧進 6 能 も 興行 きれ る よう に な り (pl98 図 
肖 ⑳), 小 面 ・ 穫 ・ 尉 な どき さま ざま な 種類 の 能面 も つく られ た 。 
能楽 師 は , この こ ろ 寺 社 の 保護 を 受け て 座 を 結成 し , 能 を 演じ る 専門 的 芸能 集団 が 形成 


* 河 海 抄 ( 四 辻 薔 成 ) 御 個 草 子 寺院 の 禅宗 様 な ど , さま ざま な 文化 凡 
人 雪 ば 人 酒 呑 置 子 折 衣 し た も の で あり , この 文化 の 特 
人 徴 を よく 表わし て いる の で .。 この 時 便 


M al 
要 ( 一 条 藤 良 ) 人 の 文化 を 北山 文化 と 呼ん で いる きれ た が , 典 福 寺 を 座 所 と する 観世 上 座 ( 結 崎 座 ) ・ 宝 生 座 (外山 座 ) ・ 金 春 座 円満 井 座 ) ・ 
能 浦島 太郎 【 全 間 】 な 間 は 山下 の 人 度 と 人 剛 座 (坂戸 座 ) の , いわ ゆる 大 和 和 猿楽 四 座 は その 代表 的 な も の で あっ た 。 その 一 つ 観 世 座 
まけ 下 上 | て 建て られ た 3 層 の 楼 剛 建築 当 に 出 た 観 菊 ( 清 次 」1333 一 84) ・ 世 阿弥 ( 元 浦 , 1363? 一 1443? ) 父子 は , 将軍 義満 ・ 義 持 ら 
楽 談 ( 7 訓 往 来 ( 林 語 ) 初 は 舎利 彼 と 呼ば れ て いた 。 1 層 を の 保護 を 受け , 近江 首 楽 や 田楽 能 な ど 他 の 芸能 集団 と 競い な が ら 洗 練 さ れ た 芸 の 美 を 追究 
和歌 人 節 用 集 ( 未 詳 ) 欄 肛 造 風 に 。 2 層 を 和 様 に , 3 層 奄 時 革 術 性 の 高い 猿楽 能 を 完成 し た 。 
* 新 葉 和歌 集 (宗良 親王 ) 正平 版 論語 宗 様 に つく り , 西側 に は 寝 殿 造 加 以後 , 観世 座 が 演じ る 能 を 観世 能 , 観世 座 の 座長 を 観世 大 夫 と 呼ん だ 。 こ う し て 観世 座 が 
* 李 花 集 ( 祭 良 打 ) | 特 人 的 な 多用 の 人 物 を 仕 括 さ で 隆盛 を 迎え た 一 方 , 近江 猿楽 や 田楽 能 は し だ い に 衰退 し , 以後 , 能 と いえ ば ほぼ 観世 能 を 


いる 。 北山 山荘 は , 義満 の 死後 , 嘆 
苑 寺 と いう 禅宗 寺院 に か わっ た た め , まあ 原 胡 玩 且 本 迷 な る よう 5 ンー 

義満 も , 揚 父 尊氏 の 天竜 寺 に な ら っ て 相国 寺 を 建立 する な : ど , 申 済 宗 を あつ く 保 護 1 
だ ほか, 寺 格 の 整備 に も つと め , 南 示 の 官 寺 の 制 に な ら っ て 五山 ・ 十 剃 の 制 を 確立 し た 。 
五山 の 制 は 多 有 末期 に 北条 買 時 (12711311) が 鐘 信 の 祥 寺 に 導入 し た の が 最初 で あり . 
の 後 , 化 院 本 天 朱 や 足利 直義 6 も ゃ それぞれ に 五山 ・ 十 利 を 定め た が , 南 寺 を 五山 の 上 と 
し , 天竜 寺 ・ , 相 国 寺 ・ 建 仁 ・ 東 福 ・ 万 寿 寺 を 京都 五山 , 建 長 ・ 円 覚寺 ・ 寿福 寺 * 
洛 胃 寺 ・ 浄 妙寺 を 鎌倉 五山 と する 体制 が 固まっ た の は 義満 の と き で ある 。 十 首 と は 列 
山 に つぐ 官 圭 の ざ 上 菅 、 中 国 で は 文字 通り 10 カ 寺 で あっ た が , 日 本 で は 寺 数 制限 が な く , 
全国 各地 に 10 カ : ぎ 尺 ド 塗 め られ た 。 さらに 十 智 に つい で 諸 山 ( 甲 利 ) が あっ た が , その 数 ば 


中 心 と する 大 和 猿 楽 の 導 楽 能 の み を 指す よう に な っ た 。 世阿弥 は 足利 義教 の と き , 不 典 を 
か っ て 佐渡 に 流さ れ た が , 観 同 弥 ・ 世 困 弥 父子 は , 「 奉 井筒 」 な ど , . 能 の 施 本 で ある 譲 
曲 を 数 多く 書く と と も に , 世阿弥 は 。 能 の 神 依 を 述べ た 『 属 半 花 伝 ( 花 伝書 )』 や 「 花 鏡 」 な 
どの 理論 書 を 残し 。 能 の 大 成 者 と な っ た 。 ま た 世阿弥 の 次 子 元 能 が 世阿弥 の 談話 を 健 録 し 
た 「 音 楽 談 儀 』 に は 能楽 の 歴史 や 当時 の 人 気 能楽 節 に 対す る 世 困 弥 の 批評 な ど が みえ て いる 。 
[ 鐘 楽 と 田楽 猿楽 は 滑稽 な し ぐさ や 物まね か ら 始 まっ た 芸能 で あり , 古代 に 唐 か ら 伝 わ 
っ た 散 楽 が 語源 と され て いる 。 楽 能 の 直接 の 起源 と み ら れ て いる も の の 一 つ に 明記 導 
と 呼ば れる も の が ある 。 こ れ は 寺院 で の 法 会 の 際 に 狼 楽 師 が 鬼 の 面 な ど を つけ て 悪魔 払い 


語 モ テト ニー ハハ 5 うほ うう ):…p!8nQ サ パャ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
@ 1403( 応 永 10) 年 に 義満 が 「 日 本 国王 臣 源 」 の 署名 で 明 皇 帝 に 送っ た 国書 も 絶海 中 津 の 起草 に な る も 
の めで あっ た 。 
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を 行っ だ た も の で , で で 用 いら れ た 面 が の ちの 能面 の 原型 と な っ た と 考え られ て いる 。 雪 


方 。 田楽 は ぴん き さら そ 腰 鼓 な どの 楽器 を 用 いた 群 舞 か ら 始 まっ た 芸能 で ある 。 い ず 想 
も , 上 曲 芸 や 漂 劇 な の の 本 二 だし Vo が 2 E 共 し , や が て その な か か ら 演 劇 
形 を と る 猿楽 能 ・ 田 楽 能 が 流行 する よう に な っ た 。 


いと 









' 北山 文化 で 開 

東山 文化 花 し た 室町 時 
代 の 文化 は , その 芸術 性 が 生活 文化 
の な か に 取り 込ま れ て いき , 新しい 
訓 自 の 天 作 と し て 広く 根づい て いっ 


た 。 足利 義政 は , 応仁 の 乱 後 , 京都 
の 東山 - 山 荘 を つく り , そこ に 義 | 


る と ころ か ら 東 山 文化 と 呼ば れる 。 
] 銀 開 は 東山 山荘 の 仏殿 
と し て 建て られ た 2 層 の 楼閣 建 
筑 で , 当初 は 観音 典 と 呼ば れ て 
いた 。 下 層 は 書院 造 で 心 典 , 
上 層 は 祥 宗 様 で 洋間 還 『 導 と 呼ぶ 。 
昌 山 山荘 は , 義政 の 死後 。 その 
遺言 に し た が っ て 慈 陣 寺 と い 
う 禅宗 ーー 院 に 1 
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主 な 建築 ・ 美 術 一 覧 表 (⑧ 一 は p.202 参 照 ) 


* 氷 保 寺 開 山 堂 < 柱 宗 様 >② 

* 氷 保 寺 観 音 堂 < 拍 宗 様 

* 鹿苑 寺 金 韻 < 寝 殿 造 風 ・ 押 宗 様 
* 宝 林寺 本 堂 ( 折 東 様 > Mi 
* を 開 福 寺 東 釜 堂 < 和 様 > 
1 5 

議 に な ら っ て 銀 閣 を 建て た が , この | * 興 福 寺 五重塔 < 和 様 


時 期 の 文化 は , 東山 山荘 に 象徴 さ れ | 


慈 照寺 銀 閣 < 書院 造 ・ 押 室 様 > 
直 照 寺 東 求 堂 書院 造 ) 人 


* 西 芳 寺 寿 園 ③ 
大 香寺 性 園 
* 鹿苑 寺尾 園 
意 安 寺尾 園 [ 石 庭 1⑪ 
大 徳 寺 大 仙 院 庭園 ⑱ 


, 銀 闘 も 慈 照寺 銀 導 と 呼ば れる よう に 


三 尊 を 祀 る 東 求 堂 ( 持 仏堂 ) な ど が ある 。 3 
昌 山 文化 は , br 


( 率 印 は 南北 朝一 北山 文化 の も の ) 


塞 山 図 ( 可 菊 ) 
* 石 百 鞭 芽 図 ( 明 兆 ) 
* 旭 寺 退 蔵 院 題 鯛 図 ( 如 押 )⑱ 
* 守 山 捨 得 図 ( 周 文 ) 
* 水色 媒 光 図 ( 周 支 ) 


四季 山水 図 巻 [ 山 水 長 巻 ] ( 雷 舟 ) 
秋冬 山水 図 (雪舟 )W 

夫 構 立 図 (雪舟) 

風 滴 図 (雪村) 

清水 寺 縁起 (土佐 光信 ) 

周 蔵 叔 愛 苗 図 (狩野 正信 ) 

大 仙 院 花鳥 図 ( 伝 獅 野 元 信 ) 
風谷 図 辱 風 


幕 帰 秋 詞 衣 


能面 (が ⑧ 





な っ た 。 ほ か に 賠 弥 陀 


Sd し て いた 。 北山 文化 の ころ に み ら れ た 唐 物 に 対す る 執着 が 弱 ま 
, 和 物 ( - 対 する 関心 が 高 0 : つ で ある 。 銀 閣 の 下層 お よび 
智和 革 しみ られ る 半 多 この よう な 東山 文化 の 雰囲気 を よく 表わし て 

いる と と も る に, 近代 の 和風 住宅 の 原型 と っ た 点 で も 重要 な 意味 を も っ て いる 。 
書院 造 の 大 き な 特徴 は , 押 板 ( 床 )・ 棚 (違い 棚 ) ・ 付 書院 と いう 定型 化 され た 座 
価 に あ る が 半 院 造 の 他 の 特徴 を , 傍 来 の 寝 殿 造 と 比較 し な が ら 列 挙 する と , 第 1 に 
re 『 で は 住宅 を 開 仁 の り せ ず ル 帳 と 呼ば れる 垂れ 布 だ け で 空間 を 隔て て いた の に 対し , 
造 で は 住宅 を 宰 條 子 な ど で 間 仕切 り し て 数 室 に わけ る よう に な っ た こ と , 第 2 に 寝 
時 書院 造 で は 部 屋 全面 に 敷き 詰め る よう に 
な だ ち だ 大 典 。 第 3 に 寝 帳 造 で は 屋根 裏 ま で 吹き 抜け で あっ た の を , 書院 造 で は 天 井 を は 
右 よ うす に な っ た だ こと, 第 #4 に 寝 典 造 で は 部 「 戸 と 呼ば れる 上 下 開 義 式 の 諾 が 用 いら れ て い 
た の に 対し , 書院 造 で は 柔らか い 光 を 取り 込め る 明 隆子 を 用 いる よう に な っ た こと な ど 
で ある 。 い ずれ の 特徴 を みて も 書院 造 が 近代 の 和風 住宅 の 出発 点 と な っ て いる こと が わか 

る で あろ う 。 

0 の 儲 の 世界 の 精神 で 統一 され た 庭園 が つく られ た 。 
と 砂 利 を 組み 合 わせ て 象徴 的 な 自然 を つく り 出 し た 村山 水 は その 代表 的 な も の で あり , 
た 石庭 や 大 徳 寺 大 仙 院 庭園 な どの 名 園 が つく られ た 。 作 庭 に 従事 し た の は 河原 者 ( 山 
WM) と 呼ば れる 了 和 分 の 人 々 で あっ た が 東山 山 料 : の 庭 を つく っ た 閉 了 弥生 没 年 
不詳 ) は その 代表 的 人 物 で あり , 彼 の 子 の 小四郎 , 孫 の 又 四 郎 も 同じ く 作 庭 家 と し て 活躍 
し た 。 将 軍 義 政 の 周り に は , この よう な 作 庭 ・ 花 道 ・ 茶 道 な どの 芸能 に ひい で た 人 々 が 多 
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く 集 め ら れ , 東山 文化 の 創造 に 貢献 し た が , その 多く は 療 阿 弥 や 能 の 世阿弥 の よう に 交 
生 を 名 乗り , な か に は 将軍 に 近侍 し て 身辺 の 雑務 に あたる 同朋 衆 と な り , 実務 に 従事 半 
る か た わら , 美術 工芸 品 の 鑑定 や 座敷 飾り な ど に 能力 を 発揮 し た 者 も いる 。 と くに 科 
名 手 で あっ た 立 阿 弥 や . 水墨画 と 連 只 に す ぐれ , 三 同 弥 と 称 き され た 能 阿 弥 (1397 1471 
芸 阿弥 (1431 一 85) ・ ・ 相 阿弥 (? 1525) の 三代 は 有名 で ある 。 で も 、 
新しい 住宅 様式 の 成立 は , 座敷 の 装飾 を 盛ん に し , 掛軸 ・ 宰 絵 な どの 絵画 , 床の間 訂 
飾る 生花 ・ 工 芸 品 を いっ そう 発展 きせ た 。 黒 の 濃淡 で 自然 や 人 物 を 象徴 的 に 表現 する 横 
画 は , すでに 北山 文化 の こ ろ 五 山 僧 の 明 兆 ( 兆 殿 司 ) ・ ・ 如 押 ・ 周 文 ら に よっ て 基礎 が 築 大 
て いた が , この 時 期 に 如 押 ・ 周 文 の 門下 か ら 雷 舟 (420- ー1506) が 出 て , , 明 で の 見 聞 や 地 
生活 の 経験 を いか し な が ら ら 『 思 和 図 巻 (山水 藤巻 )』「 放 山水 加 「 実 筐 回 な 必 潜 
品 を つき つき と 描き , 水墨画 の 作画 技術 を 集大成 する と と も に , 禅 画 の 制約 を 乗り 越え 
日 本 的 な 水 毅 画 様式 を 創造 し た 。 ま た , 雪舟 の 画風 に 影響 を 受け た 雪村 ( 生 没 年 不詳 ) 
国 を 中 心 に 活動 し , 「 風 図 . な どの 作品 を 残し て いる 。 
大 和 絵 で は , 応仁 の 乱 後 , 朝廷 絵師 で あっ た 土佐 光信 ( 生 没 年 不詳 ) が 「 清 水 寺 緑 起 』 大 
の 作品 を 描き , 土佐 派 の 基礎 を 固め た 。 一 方 , 章 府 の 御用 絵師 で あっ た 狼 野 正信 (1434 絢 
1530) ・ ・ 元 信 476- -1559) 父子 は, 水墨画 に 伝統 的 な 大 和 繧 の 手法 を 取り 入れ て 新しく 民 
派 を お こし , 「 周 茂 叔 愛 夢 図 ( 途 野 正信 ),『 大 仙 院 花 島 図 ( 伝 狩 野 元 信 ) な どの 作 韻 
残し た 。 彫刻 は , 能 の 隆盛 に つれ て 能面 の 制作 が 発達 し , 工芸 で は 金工 の 後藤 祐 乗 (1 東 
ー1512) が 出 て 目 吐 ・ 小柄 な どの 刀剣 装飾 に すぐ れ た 作品 を 残し た 。 代表 的 な 漆 工 芸 で 
る 桂 絵 の 技術 も こ の 時 期 に 大 い に 進 み , 視 箱 や 手箱 に 多く の 名 品 が 生ま れ た 。 衣 
日 本 の 伝統 文化 を 代表 する 茶道 (茶の湯 )・ 花 道 (華道 ・ 生 花 ) も, この 時 代 に 基礎 が 据 半 
られ た 。 茶 の 湯 で は , 南北 朝 時 代 以 後 。 各地 で 茶 寄合 や 闘茶 が 流行 し た が , この 時 期 ほ 
田 珠 光 (423 1502) が 出 て , 本 淡 美 を 追 移 する 連歌 の 精神 に 学び な が ら , それ まで の 書 計 
の 茶 に 対し , 簡素 な 茶室 で : い の 付け さ を 求 め る 俺 茶 を 創出 し た 。 作 茶 の 方 式 は , 村田 珠 講 
の の ち 堺 の 武野 紹 嶋 (1502- ー55) を 経て , 千 利 休 (1522- ー-91) に よっ て 完成 され る こ と に に 商 
る 。 仏 前 に 供え る 花 か ら 発達 し た 生花 も 座敷 の 床の間 を 飾る 立花 様式 が 定 まり , 床の間 凌 
飾る 花 そ の も の を 鑑賞 する 形 が つく られ て いっ た 。 立花 の 名 手 と し て は 立 阿 弥 や , 球 
頂 法寺 (六角 和 堂 ) の 坊 の 一 つ 池坊 に いた 池 坊 再 鹿 生 没 年 不詳 ) が 知ら れる 。 と くに 池坊 
ら は 16 世 紀 の 中 ご ろ に 池坊 専 応 ( 生 没 年 不詳 )。 末 ご ろ に は 池坊 専 好 ( 和 代 1536 一 -iezD 
で 選 共 を 犬 成 じ た 。 また 。 香 を か ぎわ け て その 銘柄 を あて る 香 寄合 も 流行 し , 三条 西 実 
(1455 一 1537) ら が 出 て 香道 と し て 大 成 し た 。 
一 方 , 政治 的 に も 経済 的 に も 力 を 失っ た 公家 は , も っ ぱら 伝統 的 な 文化 の 担い 手 と な 画 

て 有職 故実 の 学問 や , 古典 の 研究 に 意 を そそ い だ 。 な か で も 当時 , 日 本 無双 の オ 人 と うう 記 
われ た 一 条 業 良 (1402 一 81) は 朝廷 の 年 中 行事 を 解説 し た 『 公 事 根源 』 や 源氏 物語 』 の 源 
書 で ある 『 和 花 島 余 情 」 を は じ め , 多く の 研究 書 ・ 注 釈 書 を 著 わ し た ほか , 9 代 将 軍 足 利 
尚 に きき げた 『 権 談 治 要 』 な どの 政道 論 も 残し て いる 。 古典 で は 『 古 今 和歌 集 』 が 早く が 
和歌 の 聖典 と し て 重んじ られ , その 解釈 な ど に つい て も 当時 の 秘 事 口伝 の 風潮 と と も に 
聖 化 され て 特定 の 人 だ け に 伝授 され た 。 こ れ を 二 今 伝 援 と いい , 東 常緑 (1401 一 ー-94? ) に ま 
っ て と と の えら れ , さら に 震 欧 (1421 一 ー1502) に よっ て まとめ られ た 。 
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[古今 伝授 】『 古 今 和 歌集 』 の な か の 特別 の 語句 を 定め て , それ を 秘伝 と し , 高 の 1 人 を 
選ん で , その 者 だ け に 授け る こと で ある 。 その 始ま り は , .1473( 文 明 5 ) 年 に 東 常緑 が 連歌 
師 宗 算 に 伝え た こと に ある と いう 。 それ 以前 は , 藤原 基 修 か ら 俊成 ・ 定 家 と 授け られ て 
常 委 に いた っ た と いう が , 確か で は な い 。 宗 舐 は これ を さら に 形式 化し て 三条 西 実隆 と 
彰 相 に 伝え た 。 


また 神道 思想 の 立場 か ら す る 日 本 書 紀 」 な どの 研究 が 進み , 京都 の 吉田 神社 の 神職 で あ 
p た 吉田 倶 (1435 一 1511) は 反 本 地 垂 放 説 に 基づき , 神道 を 中 心 に 備 学 ・ 仏 教 を 統合 し よ 
9 と する 唯一 神道 (吉田 神道 を 完成 し た 。 

【 吉 田家 の 神社 支配 】 吉田 家 は 代々 吉田 神社 の 神職 を つと め , 多く の 学者 を 倒 出 し た 家柄 
で あっ た が , 15 世 紀 に 現われ た 吉 田 兼 人 は , 家伝 の 神道 説 を 大 成す る と と も に , 大 元宮 と 
称す る 八角 形 の 神 典 と 斎場 を 建造 する な ど し て 吉田 神社 の 権威 の 上 昇 を は か っ た 。 また 
神 移 伯 ( 神 舐 官 の 長官 ) を 世 般 し て いた 白川 家 に 対抗 する た め に , 「 神 移管 領 勾当 長 上 」 神 
蔵 長 上 」「 神 道長 上 」 な どの 地位 を 自称 し , また 族 国 の 神社 ・ 神 職 に 対し て !' 宗 源 宣旨 」「 神 道 
裁 許 状 」 な ど と 呼ば れる 免許 状 を 発給 する こ と に よっ て , し だ い に 全 国 の 神社 に 支配 を お 
よ ぼ し て いっ た 。 僕 の 教 説 に は 虚構 や 提 造 も 多く , 当初 は 周囲 の 足 族 や 学者 か ら も 激 し 
い 非 此 を 受け た が , その 後 , 吉田 家 に よる 神社 支配 は 江戸 幕府 に よっ て 公認 され , 神職 に 
つく も の は 吉田 家 か ら 「 神 道 裁 許 状 」 を 受け る こと が 義務 づけ られ る よう に な っ た 。 


の な 、 こ と ら ュ メー 室町 時 代 に は , 民衆 の 地位 の 向上 に より , 武士 や 公家 だ け 
で な く , 民衆 が 参加 し 楽し む 文 化 が 生ま れ た の も 大 き な 特 
蔽 で ある 。 

能 も 上 流 社会 に 愛好 きれ た も の の ほか , より 素朴 で 娯楽 性 の 強い 能 が 各地 に 根 を お ろ し , 
略 礼 な どの 際 に 盛ん に 演じ られ た 。 こ の ころ , 能 の 合間 に 演じ られ る よう に な っ た 狂言 は , 
出 抽 性 の 強い 喜劇 と し て と くに 民衆 に も て は や され た 。 狂言 も 能 と 同じ く 鍵 楽 ・ 田 楽 か ら 
わか れ た 演劇 で あっ た が , 能 が 歌舞 の 側面 を 重視 し た の に 対し , 狂言 は 主 に 物まね 芸 の 側 
面 を 受け 継い だ 。 狂言 は , その 題材 を 民衆 の 生活 な ど に 求め ,。 せり ふも 日 常 の 会 話 が 用 い 
も れ て お り , 当時 の 民衆 の 世界 を よく 反映 し て いる 。 の 5 

誰 民 に も て は や され た 芸能 と し て は , この ほか に - 間 の 伴奏 で リズ ミ カル に 歌う 曲 舞 , 
0 流派 で 叙 事 的 な 語り 物 で 好評 を 博 し た 幸 若 舞 , 同じ く 語り 物 の 一 つ で 江戸 時 代 の 

人 直 璃 の 原型 と な っ た 古 浄 玖 璃 主 に 男女 の 愛情 を 歌っ た 小品 の 民間 歌 護 で ある 小 歌 な 
ど が あり , 小 歌 の 歌集 と し て 『 閑 吟 集 』 が 編集 され た 。 

【 古 浄瑠璃 】 準 瑠璃 の 名 称 は , 義経 と 浄瑠璃 姫 の 恋 物語 を 語っ た と いう と こ ろか らき て い 
る 。 現在 の 沙 瑠 璃 は , 元禄 時 代 こ ろ の も の を 受け 継い で いる が, 古 浄瑠璃 と は 1686( 貞 
補 3) 年 に 発表 きれ た 近松 の 出世 還 消 」 以 前 の も の を 指し , 現在 は 曲 館 を 失っ て , 音楽 と 
し て は 開け な く な っ た も の を 指し て いう 。 そ の 数 約 600 余 り と いわ れ , 内 容 ・ 表 現 と も に 
説話 的 で あっ て , 劇 的 構成 を も つま で に は 進歩 し て いな い 。 

| 幸 若 舞 曲 舞 の 芸能 集団 の うち 最も | か の 織田 信長 も 幸 若 舞 を こ こよ な く 愛 し た 一 人 
背 力 で あっ た 幸 基 座 を 中 心 に 演じ られ た の が [ で あり , 桶 狭間 の 戦い の 前 夜 に 信長 が 歌っ た 
誰 若 掴 で ある 。15 世 紀 の 武 将 で 幼名 を 幸 若 丸 」「 人 間 五 十 年 , 下 天 の 内 を くら ぶれ ば , 夢幻 
と いっ た 桃井 直良 が 始め た の で 幸 若 舞 と 称す 」 の ご と く な り 。 一 度 生 を えて 滅 せ ぬ 者 の ある 
る よう に な っ た と いう 伝承 も る ある が 疑わ し い 。」 べき か 。」 と いう 有名 な 歌詞 も , 幸 若 舞 の 曲 の 
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連歌 で は , 応化 の ころ 守 工 が 出 て : 芸術 性 の 高い 正 風連 歌 を 確立 店 "新撰 和 玖波 集 を 
肛 集 し た 。 ま た だ 。 宗 舐 が 第 子 の 音 析 (1443 一 1527) ・ 宗 長 (1448 一 1532) ら と 吟 じ た 『 水 無 瀬 
只 百 韻 』「 湯 山 三 吟 百 韻 』 は 連歌 の 傑作 と し て 後世 の 規 純 と な っ た 。 一 方 これ に 対し , 山 
人 2 1539 ? ) は より 自由 な 気風 を も つ 俳 議連 歌 を つく り 出 し , 『 大 筑波 集 , を 編集 し 

連歌 は 。 これ を 職業 と する 連歌 師 が 各地 を 遍歴 し 普及 に つと め た の で , 地方 の 大 名 や 
了 だ け で な く , 民衆 の 間 で も 愛好 され て 流行 し た 。 

また , 大 い に 流 行 し た 物語 『 に 御伽 草子 が あっ た (ーp202 図 版 ⑮) 。 御伽 草子 に は , 絵 の 余 日 

4 『 葉 で 書か れ て いる 形式 の も ゃ の が 多く み ら れ , 読む も ゃ の, 店 する も の で あり , 

を 見 て 楽し な も の で も あっ た 。 『 文 正 草子 』『 物 く さ 太 郎 』『ー 二 法師 」 『 浦 鳥 太郎 「 洒 知 間 

な ど , 御伽 草子 の な か に は 現在 で も よ く 知 られ て いる 語 が 多い 。 

日 な - お 各地 で 盛ん に 行わ も て いる 盆踊り も , この 時 代 か ら 盛ん に な っ た 。 祭礼 や 正月 
' 令 の と き な ど に , 都市 や 農村 で 種々 の 意匠 を こら し た 人 和 館 り 物 が つく られ , は な や か な 次 

を し た 人 々 が 踊る 鳳 流 (風流 踊り ) が 行わ れ て いた が , この 風流 と 念仏 踊り が 結び つい て , 

し だ い に 盆 踊り と し て 定着 し た 。 これ ら の 民衆 云 能 は 。 多く の 人 々 が 楽し み , 共同 で 行う 
- と が 一 つの 特色 で あり , 当時 , 茶 や 連歌 の 寄合 も 多く 催 き れ た 。 この よう な 共同 性 は 
洛 時 発達 し つつ あっ た 惣 村 や 一 撲 の 理念 と も 共通 する も の で ある 。 

2 天台 ・ 真 言 な どの 旧 仏 教 は . その 保護 者 で あっ た 朝廷 ・ 公 家 
新 仏教 の 発展 の 没落 や 荘園 の 崩壊 に よっ て , し だ い に 有 勢力 が 衰え て いっ た 。 
これ に 対し 鎌倉 仏教 の 各 宗 派 は , 武士 ・ 農 民 ・ 商 工業 者 な どの 信仰 を 得 て , 都市 や 農村 に 

た まっ て ゆき 。 全国 各地 に は 信者 の 寄付 に よっ て 数 多く の 寺 が 建て られ , その 地域 の 人 々 
の 信仰 の 中 心 と な っ て いっ た 。 

舞 宗 の 五山 派 は , 将軍 ・ 守 護 な どの 保護 を 受け て 盛ん に 活動 し た が , 幕府 体制 の 衰退 と 
と も に し だ い に 衰 えて いっ た 。 これ に 対し , より 自由 な 活動 を 求め て 地方 布教 を 志 し た 和 祥 
赤間 派 は , 地方 武士 ・ 民衆 の 支持 を 受け て 各地 に 広がっ て , 五山 派 を 指す 叢 林 に 対し 林 
下 と 呼ぶ 。 林 下 の 社 の 布教 の 中 心 と な っ た の は , 表 洞 系 で は 道 元 が 開い た 越前 の 永平寺 と , 
門下 か ら 多 く の 憎 が 育っ た 能登 ま の 総持寺 で あ リ 居 防 済 示 で は 室町 幕府 の 保護 の も と で 世俗 
化し た 五 山 派 を 嫌っ て 独自 の 道 を 歩ん だ 大 徳 寺 や 妙 心 寺 な ど で あ る 。 本 2S4S 
化 小松 天 里 の 子 で あり ぁ な が ら 権 勢 や 栄枯 を 嫌い , 自由 奮 放 に 生き た 大 徳 寺 の 一 体 岩 純 
(1394 一 1481) が , その 詩集 『 狂 雲 集 と と も に 著名 で ある 。 

人 多く の 門流 に わか れ て いた 淳 土 志 で は , 九州 に る 優勢 と な 

京都 や 東国 へ も 布教 活動 を 広げ て いっ た 。 また 法然 の 詞 党 ら 発展 し た も 

、 記 仁 の 乱 後 代々 の 天皇 の 帰依 を 受け て 洛 土 款 の 本 寺 と 了 あ 3 を 狼 得 し , 同 宗 発 

の を 和 い た 

日 蓮 宗 (法華 宗 ) は , 鎌倉 時 代 未 か ら 南 北朝 時 代 に か け て 東国 か ら 京 都 へ 進出 し , 日 像 
(1269 一 1342) の 妙 頭 寺 や 日 藤 (1298 一 1369) ) の 本 翔 寺 な ど を 中 心 に 繁栄 し た 。15 世 紀 に 出 た 

日 親 (1407 一 88) は , 京都 か らき さらに 中 国 地方 や 九州 地方 に 勢力 を 伸ばし た が , 他 款 と 激 し 
い 論 戦 を 行っ た た め 他 宗 や 幕府 か らし ば し ば 追 害 を 受け た @。 京都 で 財力 を 蓄え た 商工 業 
還 この 不屈 の 布教 活動 が 後世 , 日 親 が 迫害 に よ っ て 頭 か ら 焼 け 鋼 を か ぶせ られ た と い う 「 鍋 か むり 日 
彰 」 の 伝説 を 生 な こと に な っ た 。 
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者 に は 日 蓮 款 の 信者 が 多く , 彼ら は 1532 (天文 元 ) 年 , 京都 を 戦火 か ら 守 る た め 法 華 一 把 
結ん で , 一 瑞 一 撰 と 対決 し 。 町 政 を 自治 的 に 運営 し た 。 し か し 1536 (天文 5) 年 , 法華 一 質 
は 延暦寺 と 衝突 し , 京 申 の 寺院 を すべ て 焼 打ち され て , 数 年 間 京 都 を 追わ れる こと に な っ 
7 だ か この 狂い を 天文 法華 の 乱 と いう 。 

浄土 真宗 (一 向 宗 ) は , 農民 の は ほか, 各地 を 移動 し て 生活 を 営む 商人 や 交通 ・ 商 上 業者 大 
ど に も 広く 受け 入れ られ て 広まっ た が , の 清 068 こ 83? ) の 孫 で , 東山 大 稚 
に - あ っ た 親 寺 の 遍 所 を 守っ て いた 覚 如 (1270- 351) が , 鐘 倉 時 代 未 に 同期 所 を 寺院 化 し , 
本 応寺 (大 谷本 原 寺 ) と 称し た た り で あり , 以後 昌 如 の 子 祭 が 代々 李 識 
寺 の 門主 を つと め た 。 15 世 紀 半 ば に 第 8 世 門 主 と な っ た 尊 如 ( 兼 寿 1415 一 99) の と き , 
暦 寺 に よっ て 大 谷本 願 寺 が 破 却 き され た た ぬ め , 夢 如 は 近江 を 転々 と し た の ら 直前 涯 大 に | 4 
道場 (吉崎 坊 ) を 建て て , し ば らく 北陸 地方 を 布教 の 拠点 と し た 。 や や が て 吉崎 を 区 れ た 灯 句 
は , 再び 識 内 周辺 を 転々 と し な が ら 布 教 活動 を 行い , 京都 の 山科 に 山科 本 願 寺 を 建て て 閑 
だ な 教団 の 本 拠 地 と し た だ 。 そ ぞ その後, 夢 如 は 門主 の 座 を 実子 の 実名 (1458 一 1525) に 譲り , 
ず か ら は 大 坂 石山 に 石山 坊 を 建て て 隙 棲 し た が , 1532( 天 文 元 ) 年 に 山科 本 願 寺 が 法華 一 的 
ら に よっ て 焼 か れる と , 実 如 の 老 で 第 10 世 門主 で あっ た 証 如 (1516 一 54) は 教団 の 本 拠 地 春 
石山 坊 に 移し た 。 こ れ が 石山 本 願 寺 で ある 。 

蓮 如 は , 阿弥 陀 仏 の 救い を 信じ れ ば , 誰 で る 極楽 往生 が で きる こ と を 平易 な 仮名 混 じ 
の 文章 で 説い た 御 文 ( 御 文 章 ) を 用 いな が ら 布 教 を 行い , 講 を 相 線 し て 牧村 を 直接 っ か 
で いっ た 。 村落 の 道場 に は 本 願 寺 の くば っ た 本 尊 の 絵 像 な ど が お か れ , 坊主 を 中 心 に 講 加 
よっ て 結ば れ た 信者 (門徒 ) の 寄合 が も た れ , 信仰 が 深め られ た 。 鞍 如 を 中 心 と する 精力 林 
な 布教 活動 に よっ て 本 願 寺 の 勢力 は , 北陸 ・ 東 海 ・ 近 畿 地 方 に 広まり , 各地 域 ご と に 員 
結束 し , 強大 な も の と な っ た 。 そ の た め ぬ め , 農村 の 支配 を 強め つつ あっ た 大 名 権力 と 門徒 築 
団 が 衝突 し , 各地 で 一 向 一 撲 が お こっ た 。 そ の 代表 的 な も の が 1488( 長 享 2 ) 年 に お こ 騙 
た 加賀 の 一 向 一 探 で ある 。 交 土 真 款 に は , ほか に も ゃ 専 修 寺 派 や 仏 光 寺 派 な どの 教 還 
っ た が , 鞍 加 以後 は 本 願 寺 派 が 最も 優勢 な 教団 と た な っ た 。 

この ほか に も 負 伴 や 疫病 の な か で 民衆 の 間 に 地蔵 信仰 や 観音 信仰 な ど ミ ま ざま な 依 
が 流行 し , 盆 に 辻 々 の 地蔵 を めぐ る 京都 の 地蔵 盆 や , 観音 雲 場 三 所定 所 な ど が 大 
に 行わ れ た 。 ま た 伊勢 語 や 善光寺 語 な どの 寺社 参 語 も 流行 し , 伊勢 講 な ど 参 請 者 の 組織 者 
各地 に つく られ た 。 ' 
















戦国 大 名 の 勢力 範囲 (16 世紀 半ば ご ろ 
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4 . 帳 国 大 名 の 登場 





応仁 の 乱 に 始ま っ た 戦国 の 争乱 の な か か ら , 各地 方 で は , 地域 に 根 
を お ろ し た 実力 の ある 支配 者 が 台頭 し て きた 。 

9 代 将 軍 義 汗 が 近江 の 大 角 氏 征討 中 に 病死 する と , 義 視 の 子 の 義 稲 義 材 1466 一 1523) 
は 10 代 将軍 に つい た が , 管領 細川 政 元 (466 一 1507) ) と 対立 し , 1493( 明 応 2 ) 年 に 将軍 の 地 
位 を 追わ れ ( 明 応 の 政変 ), 政 元 は 堀越 公 へ 方 足利 政 知 ( 1435 一 ー91) の 子 義澄 (1480 一 1511) を 新 将 
軍 の 座 に 据え た 。 こ の 政変 に よっ て 将軍 の 権威 は 完全 に 失墜 し , 室町 幕府 に お ける 主導 権 
は 絹 川 氏 の 手 に 移っ た 。 

し か し , その 政 元 も 細川 氏 内 部 の 対立 か らら 暗殺 され, 以後 , 激しい 権力 争い が 続い た 。 
この 争い の な か で , 状 府 の 実権 は 管領 家 細 川 氏 か ら そ の 家臣 三 好 長 鹿 (1522 64) に 移り , 
きら に 長慶 の 家臣 松永 秀 (1510 一 77) へ と 移っ て いっ た 。 入 秀 ら が 13 代 将軍 足利 義輝 (1536 

=-65) を 暗殺 し た 事件 は , 下剤 上 の 世 を 象徴 する で き ご と で あっ た 。 こ の よう に 京都 を 中 
いと する 近 紙 地 方 で 政治 的 混迷 が 続く な か , 他 の 地方 で は , 守護 ・ 守 護 代 ・ 国 人 な ど , き 
ま ざ ま な 階層 出身 の 武士 た も が, みず か ら の 力 で 領国 (分 国 ) を つく りあ げ , 独自 の 支配 を 
行う 地方 政権 が 誕生 し た 。 こ れ が 戦国 大 名 で あり , 彼ら が 活躍 し た 応仁 の 乱 後 の 約 1 世紀 
を 戦国 時 代 と いう 。 

関東 で は , 応仁 の 乱 の 直前 に , 足利 持氏 の 子 で 当時 鎌倉 公 方 で あっ た 成 氏 が 関東 管領 上 
意思 を 殺害 し た こと か ら 理 徳 の 乱 が お こ り , 成 氏 は 幕府 か ら の 追 討 を 選 け る た め に 下 
総 の 古河 に 移っ た (古河 公 方 )。 将軍 義政 は 成 氏 追 訂 の た め に 兄弟 の 足利 政 知 を 関東 に 派遣 
し た が , 政 知 は 鎌倉 に 入れ ず , 伊豆 の 堀越 に 御所 を 構え た (堀越 公 方 ) 。 以後 , 鎌倉 公 方 は 
訓 河 ・ 堀 二 の 両 公 方 に 分 裂 し , 関東 管領 上 杉 氏 も また 山 内 ・ 詞 谷 の 両 上 柳家 に わか れ 

て 争う 状況 と なっ た 。 こ の 混乱 に 乗じ て 15 世 紀 末 , 京都 か ら 下 っ て きた 北条 早 寺 (伊勢 長 


氏 。 祭 瑞 。 1456 一 1519) は 。1493( 明 応 2 ) 年 , 政 知 の 死後 堀越 公 トカ を 替 い で いた 凡 和 すえ 
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ご は 年 貢 の で あ : 
央 ば れる - 上級 家臣 を 構成 し , 方 の 地 侍 ( 年 貢 中 間 得 分 あ : 江 国 大 名 の 家臣 団 


る 加地 子 の 取得 権 を 保障 され て , 足軽 な どの 下級 家臣 を 構成 し : 
皿 。 そ し て 大 名 は , これ ら 家 臣 た ちの 収入 額 ( 国 人 で あれ ば 知 : 
生地 の 年 貢 額 , 地 侍 で あれ ば 加地 子 額 な ど ) を 銭 に 換算 し た 質 : 
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(?ー1498) を 滅ぼし て 伊豆 を 礁 い , つい で 相模 に 進 能 出 し て 小田 原 城 を 本 拠 と し た 。 そ の 
氏 繝 (1487- ー1541) は , 相模 に 続い て 武蔵 を 征服 し , 孫 の 氏康 (1515- 71) の と き に は , 北 押 
は 常陸 ・ 下 野 ・ 安房 な ど を 際 く 関東 の 大 半 を 支配 する 大 大 名 と な っ た 。 


[北条 早雲 】 北条 早雲 は . 伊勢 新 九 郎 長 氏 と いい , 入道 し て 早 宏 庵 宗 瑞 と 称し た 。 早雲 6 







に や コロ 
(回 衝 瑞 ) 





後世 の 俗称 で , 同氏 が 北条 を 名 乗り 始め る の は 実は 子 の 氏綱 の と きか ら で あ る 。 早雲 の 高 と いう 基準 で 統一 的 に 把握 し , その 地位 ・ 収入 を 保障 し て や : 知 
姓 に つい て は , 最近 で は 室町 幕府 政所 執事 伊勢 氏 の . ー 族 と みる 説 が ほ ば 定説 と な っ て る か わり に , 彼ら に は 貫 高 に みあ っ た 一 定 の 軍役 を 負担 させ た 。 14 
る 。 な お , 位 信 幕府 の 北条 氏 と 区 別して , の ちの 戦国 大 名 の 北条 氏 を 後 北条 氏 と 呼ぶ ご これ を 綱 高 制 と いい , これ に よっ て 戦国 大 名 の 軍事 制度 の 基礎 
が ある 。 が 確立 し た 。 下 級 家臣 は 通常 上 級 家臣 ( 寄 親 ) に 寄 子 と し て 預け : 
中 部 地方 で は , 16 世 紀 半 ば に 越後 の 守護 上 杉 氏 の 守 『 護 代 で あっ た 長尾 氏 に 景虎 が 出 で 』 られ る 形 で 組織 化 き れ た が , この 寄 親 ・ 寄 子 制 に よっ て 鉄砲 や 骨 
北条 氏 に 追わ れ て 越後 に 逃れ て いた 関東 管領 上 杉 憲 政 (? 1579) か ら 上 杉 氏 の 家 千 と 関東 星 栓 な どの 新しい 武器 を 使っ た 集団 戦 も で きる よう に な っ た 。 : 吉 電 
管領 の 地位 を 譲ら れ て 上 杉 議 信 ( 輝 虎 . 1530 一 78) と 名 乗っ た 。 謙信 は 越後 を 統一 する と - 肖 国 大 名 は , 絶え 間 の な い : は 間 朗 : 
も に, 越 中 の 一 向 一 拉 と 戦い , また 関東 に も 進出 し て 北条 氏 の 領国 を し ば し ば は 答 か し た 戦い に 勝ち 抜き , 領国 を 安 : 牙 : 


甲斐 の 武田 情 秒 ( 靖 1521 一 73) は 信濃 に も 領国 を 拡大 し , の ち に は 西 上 野 や 今川 氏 の 
国 で あっ た 駿河 に も 進出 し た 。 ま た 上 杉 謙信 と も し ば し ば 北信 濃 の 川中 鳥 (川中 鳥 の 戦 V ] 


定 さ せな けれ ば 支配 者 と し て の 地位 を 保つ こと が で き な か っ た oo 


まま まま まま まま まま まま まま まま 


の で , 富国 強兵 の た め の 新 し い 体制 を つく る こと に つと め た 。: 






な ど で 戦 っ た 。 家臣 団 統制 や 領国 支配 の た め の 政 策 を つぎ つぎ と 打ち 出し , な : 
美濃 で は 斉藤 道 三 (? ー1556) が 守護 土岐 氏 を 追放 し た が , 道 三 の 父 は も と 京都 の 日 夢 凡 か に は 領国 支配 の 基本 法 で ある 分 国法 ( 家 法 ) を 制定 する 者 も あ : 
寺院 の 僧 で , 屋 俗 し て 土岐 氏 の 重臣 の 家 に 仕え た 新参 者 に すぎ な か っ た 。 そ の ころ 駿河 


っ た 。 こ れ ら の 法典 に は , 御成 敗 式 目 を は じ め と する 幕府 法 や : 革 

生 護 法 を 継承 し た 法 と と も に , 国人 一 所 の 取決め を 吸収 し た 法 : 「 瞳 
な ど が み ら れ , 中 世 法 の 集大成 的 な 性 格 を ちっ て いた 。 ま た 吐 : 
岬 を し た 者 は 理由 の いか ん を 問わ ず 肥 方 を 死罪 に 処す る と し た : 
喧嘩 両 成敗 法 や , 個人 の 罪 を 同じ 手 村 に 住む 者 に まで 負わ せる : 


遠江 に は 今川 氏 , 近江 に は 六角 氏 , 越前 に は 朝倉 氏 ら の 強豪 が 並び 立っ て お り , 尾張 で 偽 
- 織田 氏 , 三河 で は 徳川 氏 の 祖 と な る 松 平民 が まだ 玲 小 な が ら し だ い に 力 を 茜 えつ つ あ っ が 
中 国 地方 で は , 守護 大 名 と し て 強勢 を 誇っ た 大 内 義隆 1507 一 51) が , ・ 16 世 紀 の 半 ば に 年 
臣 陶 晴 覧 (1521- 55) に 国 を 奪わ れ , さら に 安芸 の 国人 か ら お こっ た 毛利 元 就 (1497 1571) が 


問 誠 Src 宮 卒 


(家臣 知行 地 ) (大 名 直 連 地 )  : 
陶 氏 を 滅ぼし て 大 内 氏 の 旧領 を 奪っ た @。 毛利 氏 は 山陰 地方 の 尼子 氏 と も 激しい 戦闘 を 親 連 学 ( 縁 季 ) 制 な ど . 新しい 権力 と し て の 戦国 大 名 の 性 格 を 示す : 皇 の 全高 -s 一 所 の 軍役: 


り 返 し な が ら 。 - 中 国 地方 に 勢力 を 広げ て いっ た 。 そ の ほか 四国 に 長宗 (曽我 部 氏 九 放 
に は 大 友 ・ 意 造 寺 ・ 鳥 津 な どの 諸氏 。 東北 に は 伊達 氏 な ど , 各地 に 有力 大 名 が 独自 の 祭 
国 を 形成 し て 争い を 続け た 。 
彼ら は 島津 ・ 大 友 ・ 今 川 ・ 武 田 ・ 六 角 氏 な どの 例 を 除く と , いずれ も 守護 代 か 国人 か 折 
身 を お こし た も の で ある 。 幕府 の 権威 が 失わ れ た た め に , 幕府 に よっ て 任命 され る 守護 
の 意義 $ も また し だ い に 低 下 し て いっ た の で ある 。 こ の よう に 古い 権威 が 通用 し な く な っ 柱 
戦国 時 代 に お いて , 戦国 大 名 と し て 権力 を 維持 し て いく た め に は , 守護 職 の よう な 上 が か が 枯 
の 権威 に 頼る の で は な く , 激しい 戦乱 で 領主 支配 が 危機 に さら され た 家臣 や 生活 を 脇 か 
れ て いた 領国 民 な ど , 下 か ら の 支持 が 必要 で あり , 戦国 大 名 に は , 新しい 軍事 指導 者 ・8 
国 支配 者 と し て の 能力 が 強く 求め られ た の で ある e@。 


潜 も 多く み ら れ る 。 と くに 喧嘩 両 成敗 法 は 。 それ まで 紛争 解決 3 8r31b1 失 分 一 村 の 和 和 
F 段 の 一 つと し て 慣習 的 に 認め られ て いた 決闘 ・ 私 開 (喧嘩 ) を 年 買 ・ 諸 税 の 動き 
供 止 し , すべ て の 紛争 を 大 名 の 裁判 に 委ね させ る こと に よっ て , 領国 の 平和 を 実現 し よう 


と し た も の で あり , この 姿勢 は の ちの 豊臣 秀吉 の 物 無事 令 に も 受け 継が れ て いく 。 





大 友 氏 ロー マ 字 印 


信長 天下 布 武 印 


武田 氏 龍 丸 印 


戦国 大 名 は , 一 門 ( 一 族 衆 ・ 親類 衆 ) や 譜代 衆 と し て 仕え て きた 従来 か ら の 家臣 団 に 加 る 
新しく 服属 させ た 国人 た ち ( 国 衆 ・ 外 様 衆 ) や 各地 で 成長 の 著しかっ た 地 侍 を 家臣 と し 


きゅう に ん 


て 抱え て いく こと に より , その 軍事 力 を 増強 し た 。 国 人 は 知行 地 を 与え られ て , 給 人 き 







まま 戦国 大 名 の 印 判 中 世 の 武 家 は 花押 
を 用 いた が , 戦国 大 名 は 印章 を 用 いる よう に 
な っ た 。 当初, 花押 は 戦功 認定 な ど 家臣 と の 
王 従 関係 に 関す る 文書 に , 印章 は 探 書 や 伝馬 
な ど 領 国 統 治 に 関す る 文書 に , と 使い わけ ら 
れ て いた が , し だ い に 印 章 を 用 いる 範囲 が 広 
が り , と くに 東国 の 大 名 は 好 ん で 印章 を 用 い 


⑯ 陶 晴 賢 は 大 内 義隆 を 自刃 させ た の ち , 大 友 義 鎖 の 弟 を 迎え て 大 内 義 長 と 名 乗ら せ た が , 
利 氏 に よっ て 減 ぽ され た 。 

@ 今川 氏 や 武田 氏 な ど , 等 護 大 名 出身 の 戦国 大 名 も , 
く , 実力 で 領国 を 支配 し て いた 。 


と も に 吾 


この 段階 で は も は や 幕府 の 権威 に 頼る こと な 


た 。 左 上 の 武田 氏 の 龍 丸 印 は 「 昇 龍 」 を 刻ん で 
ある が , これ は その 右 の 小田 原 北条 氏 の 虎 印 
に 対抗 し た も の と 考え られ て いる 。 虎 印 は 
「 禄 寿 応 穏 」 の 4 字 を 収め た 方 形 印 の 上 に 虎 が 
うず くま っ て いる 形 で ある 。 ま さ に 龍虎 あい 
うつ 形 で ある が , お も し ろ い こと に 越後 の 上 
杉 氏 は 獅子 印 を 用 いて お り , 3 者 が 州立 し て 
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いた 情勢 が 印章 に も 示さ れ て いる 。 続い て 信 | た 道徳 的 な 文字 を 刻ん だ 印 を 用 いて お り 。 生 
長 の 「 天 下 布 武 」 の 印 を か か げた が , 統一 者 ら | れ も 時 代 の 風潮 を 示し て いる 。 右端 は 大 友 隷 
し い 気風 が よく 反映 きれ て いる 。 こ れ に 反し | 上 枯 の 印章 で , 洗礼 名 フラ ン シ ス コ の 頭 文字 害 
て .。 の も ちの 徳川 家康 は 好 ん で 「 豆 息 」 と いっ | 組み 合わ せ て FRCO と 示し て いる 。 
[ 家 法 と 分 国法 】 戦国 大 名 の 定め た 法律 を 分 国法 ・ 家 法 な ど と いう 。 し か し 厳 寄 に いえ 

そこ に は 性 格 の 違い が ある 。 家 法 と は 家長 が 子弟 や ー 族 に 与え た 家訓 で , 下 に 示し た 早 

寺 殿 ニ 十 一 箇条 や 朝食 孝景 条 々 は その 部 類 に 入れ る べき だ と され て いる 。 こ れ に 対し て 作 
国法 と は , 家訓 か ら 発展 し て 領国 統治 の た め の 法 と な っ た も の を 指し , 現在 の と ころ , 玉 

に 示し た も の が それ だ と 考え られ て いる 。 分 国法 に は 家臣 団 に 関す る 法 だ け で な く , 百 建 

・ 町 人 な ど , 領民 全般 に わた る 法 が 含ま れ て お り , それ が 文字 通り 分 国 の 住民 すべ て を 閉 

用 と する 法 で あっ た こと が わか る 。 さ ら に 分 国法 の な か に は 大 名 と 家臣 と の 協約 の 形 を 

る も の が か な りあ る こと か ら も わか る よう に , 分 国法 は 家臣 ・ ・ 領 民 ば か り で な く , 大 名 目 

身 の 行動 を も 規定 し て いた 。 戦 国 大 名 は 分 国法 を みず か ら 遵 守 し , それ に 拘束 され る こと 

に よっ て , 初め て 正当 な 権力 と し て 認め られ た の で ある 。 

温 国 大 名 は , 新た に 征服 し た 土地 な ど で 検 地 を し ば し ば 行っ た 。 そ の 検地 は , 家臣 で あ 
る 領主 に 知行 地 の 面 積 ・ 収 入 額 な ど を 自己 申告 さき せる も の と , 農民 に その 耕作 地 の 面 積 
収入 額 を 自己 申告 させ る も の と が あっ た 。 ま た , 広い 地域 で いっ せい に 検地 を 実施 する 和 
合 に は , 村 請 制 に 基づい て 村 に 命じ て その 住民 の 耕作 地 の 面 積 ・ 収入 額 を 一 括 し て 自己 晶 
告 さ きせ る こ と も あっ た 。 こ の よう な 自己 申告 方 式 に よる 検地 を 指 出 検地 と いう 。 検地 に よ 
っ て 農民 の 耕作 する 土地 面積 と 年 貢 量 な ど が 検地 帳 に 登録 され , 各 領主 の 知行 地 に 対す る 
大 名 の 直接 支配 の 方 向 が 強化 され た 。 農 民 は それ ぞ れ の 土地 の 領主 に 年 貢 や 公事 を め 人 
ほか , 大 名 に 対し て も 段 銭 や 夫役 な どの 諸税 を 負担 し て いた が , 検地 帳 は その 双方 の 基 柚 
ム 帳 と な っ た 。 ま た 大 名 の 家臣 で ある 領主 の 人 貫 高 も 検地 帳 に 基づい て 算出 され て いた か 右 


検地 帳 は 同時 に 軍役 の 基本 台帳 で も あっ た の で ある 。 

まき | 戦国 大 名 の 検地 方 法 戦国 大 名 の 検 税 の 敗 課 基準 と な っ た の で ある 。 さらに, 村 
地 を みる と , 甲斐 の 武田 氏 の よう に 年 頁 や 加 高 か ら 農民 の 再生 産 に 必要 な 一 一 定 の 控除 分 を 
地 子 額 の 把握 に 重点 を お き , 面積 の 把握 に は 差し 引い た も の が , 村 が 実際 に その 土地 の 信 
あま り 積 極 的 で な か っ た 大 名 も いる が , 北 失 キキ に 納め る 年 貢 額 と な る が , それ は 同時 に そ 
氏 の よう に , むし ろ 面 積 の 把握 に 重点 を お い の 領主 の 知行 高 と し て , 領主 が 北条 氏 に 対し 
て いた 大 名 も いる 。 北条 氏 の 検地 で は , まず . て つと め る 軍役 の 央 課 基準 と な っ た 。 な お , 
村 こ ご "と に 田 と 人 畠 そ れ ぞ れ の 面積 を 楽 計 し , そ | 個々 の 耕作 者 へ の 年 買 や 税 の 割り 当て は , 村 
- に 1 段 あたり 上田 500 文 , 下 田 300 文 請 制 に 基づい て 村 が 主体 と な っ て 行っ た 。 北 
沼 200 文 , 中 人 澤 165 文 , 下 畠 150 文 の 基準 中 高 条 氏 の 検地 は 紀 高 か 石 高 か . ある い は 指 出 か 
を 乗じ (上 中 下 の 等 級 は 村 ご と に 決ま る ), そ 巡 入 か な ど , いく つか の 違い を 除け ば , の ち 
れ ら を 総計 し た も の が その 村 の 村 高 と な る 。 の 太 閣 検地 と 原理 的 に は ほとん どか わら な い 。 
この 村 高 が , 村 が 北条 氏 に 対し て つと め る 諸 きわ め て 水準 の 高い も の で あっ た 。 


北条 氏 の 検地 方 法 


1527 (天正 5 ) 年 に 武蔵 国 入 間 衝 府川 郷 (埼玉 県 川越 市 ) で 実施 され た 検地 を 例 に , 村 高 ・ 
年 綱 額 ・ 知 行 高 そ れ ぞ れ の 計算 方 法 を みて みよ う 。 










検地 の 結 柴 , 同郷 の 田 の 総 面積 は 14 町 5 段 小 10 歩 (145.36 招 ), 澤 の 総 面積 は 24 町 2 
段 半 30 歩 (242.58 段 ) と 把握 され , それ ぞ れ の 等 級 は , 田 が 上 田 , 人 畠 が 中 澤 と 認定 され 
だ 。 
まず 田 の 総 面積 に 段 別 の 基準 貫 高 ( こ の 場合 , 上 田 な の で 500 文 ) を 乗じ る 。 
145.36 段 X500 文 72680 文 72 賃 680 文 ……① 

これ が 同郷 の 田 の 貫 高 で ある 。 

つぎ に 介 の 総 面 積 に 段 別 の 基準 革 高 (この 場合 , 中 人 澤 な の で 165 文 ) を 乗じ る 。 
242.58 段 メ 165 文 三 40026 文 王 40 貫 26 文 …② 




















| 




















OS で 且 当 侯 を 験 : に 占 W 当 これ が 同郷 の 晶 の 貫 高 で ある 。 
し の めく 家 こ 取 $ 葉 た 処 る 家 二 つぎ に 田 の 任 高 (①) と 昔 の 貫 高 ⑫②) を 合計 する 。 
| 結 寺 氏 新 法度 を あど る 洋 72 賃 680 文 十 40 世 26 文 112 貫 706 文 ……③ 
ey 5 と > 其 す 停め か 克 2 これ が 同郷 の 村 高 と な る 。 府 川 郷 の 住民 は この 村 高 。 すなわち 112 貫 706 文 を 差 準 に 北 
の ーー ヤ 52 で べり 人 巴 穫 生 間 KK に 諸税 を 納め た の で ある 。 し か し , 112 人 706 文 は あく まで も 村 高 で あっ て , これ が 
中 州法 度 之 次 第 る 臣 。 村 大 第 記 。 サー と の まま 年 買 に な る わけ で は な い 。 年貢 額 は 村 高 か ら 農 民 の 生活 再生 産 に 必要 な 諸 経 
(が に 邊 ん 6 し し ば 和 ( 折 際 分 ) を 差し 引い た も の で あり , 府川 和 の 場合 20 貸 文 の 控除 が 認め られ て いる 。 
景 条 々 まい の 国 % む わ 軸 せ ず し た が っ て , 府川 郷 の 諾 民 が 実際 に 領主 に 納め る 年 額 は 
CH 較 は も 本 作業 1 の IO06X… 
(江上 人 管 バ 城 を し 度 を と な る 。 そ し て この 92 吐 706 文 と し いう 年貢 額 が 同時 に 府川 郷 の 領主 が 北条 氏 に 対し て 
大 内 措 ら の 本 る 守 | iD 次 に 胡 軍役 を つと め る 際 の 基準 」、 す な わ ち 知行 高 と な る の で ある 。 
ee ho | 昌和 ま 生 村 坂 す 他 r いし 7 の 生産 ・ 調 達 が 必要 と きれ た 。 と くに 朝鮮 や 明か 
】 長宗 我 部 氏 控 書 1596 ③ 景 居 】 さ 名 事 国 原 の 戦国 大 名 に は , 武器 な どの 大 量 の 物資 こり の bo 
(長宗 我 部 元 親 百 簡 条 ) 中 穴 置 ⑤ せ 上 い oe 但 ら の 輸入 品 で あっ た 木綿 は , 兵 衣 ・ 鉄砲 の 火縄 な どの 武具 に 使用 され て 電 要 が 高まり , 森 
相良 氏 法度 93-1555|| 生か つら ご 見 7ー 培 引 を も た ら す 商 人 の 役割 が 重要 に な っ て くる と と も に , 三河 な どの 各地 に 木綿 才 培 が 名 








主 な 家 法 ・ 分 国法 (* 印 は 家 法 ) 


に 普及 し , 庶民 の 衣服 生活 な ど を 大 きく か える こ こと に も な っ た 。 さ ま ざ ま な 物資 を 調達 す 
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る た め に , 大 名 は 領国 内 に 分 散 し て いた 商工 業 を 新しく 編成 し 直 , 有力 な 商工 業者 ( 御 
RM 大 き な 城 や 城 二 
町 の 建設 , 鉱山 の 開発 , 大 河川 の 冶 水準 工 な どの 事業 を 行っ た 。 鉱 山 開 発 で は 戦国 大 釘 
が 人 金 ・ 銀 な どの 採掘 に 力 を 入れ , と くに 16 世 紀 前 半 に 博多 商人 神谷 寿 ( 生 没 年 不詳 ) が 朝 
鮮 か ら 伝え た 「 灰 吹 法 」 と 呼ば れる 新しい 精錬 技術 を 導入 し た こと に よっ て . 金 ・ 銀 の 生 英 
が 飛躍 的 に 高まっ た 。 こ の ころ の 就 山 と し て は , 越後 ・ 佐 渡 ・ 四 慕 の 金山 , 石見 ・ 但馬 の 
刀 山 な ど が 知ら れ て いる 。 , ま た 冶 水 事業 で は , 武田 信玄 に よっ て 甲斐 の 釜 無 川 と 御 勅使 川 
の 合流 付近 に 築 か れ た 信 云 】 坦 と 呼ば れる 堤 防 が 代表 的 で ある 。 


【 昔 国内 者 育 蹴 首 】 戦国 大 名 は 領国 内 の 土地 の ほとん ど を 知行 地 と し て 家臣 や 寺社 に わ 硬 
与 た そし まう の が ふつ う で あっ た か ら , 年 貢 収入 は 戦国 大 名 に と っ て 大 き な 財 源 と は な 
得 な か っ た ご 天 名 が 年 貢 を 徴収 で きた 土地 は 直轄 領 だ け で あり , その 規模 は 有力 家臣 の 尋 
つ 知行 地 と ほぼ 同 程度 に すぎ な か っ た 。 戦 国 大 名 が 主 な 財源 と し た の は むし ろ 段 銭 ・ 棟 別 
銭 ・ 夫 役 (夫役 は 本 来 , 労 役 で ある が , 銭 納 きれ る こと も 多かっ た ) な どの 税収 入 で ある 。 
年 頁 が 直 還 領 か らし か 徴収 で き な か っ た の に 対し , 税 は 原則 と し て 家臣 や 寺社 の 知行 地 割 
含め 。 領国 内 の すべ て の 土地 ( 棟 別 銭 の 場合 は 家屋 ) に 央 課 き れ た か ら , その 額 は 年 貢 収 失 
を は る か に 上 まわ る も の で あっ た 。 戦国 大 名 が 検地 に 積極 的 で あっ た の は , 検地 に よっ 
把握 され た 貫 高 が , 家臣 に 対す る 軍役 の 駆 課 基準 で あっ た だ け で な く , これ ら 領 民 に 対 講 
る 諸税 の 央 課 基 進 で も あっ た た めで ある 。 
戦国 大 名 は , 城下 町 を 中 心 に 領国 を 一 つの まとまり を も っ た 経済 圏 と する た め ぬ め , 領国 商 
の 和 宿駅 や 伝馬 の 交通 制度 を と と の え , 関所 の 廃止 や 市 場 の 開設 な ど 商業 取引 の 円 消化 に き 
努力 し た 。 城 下 に は , 家臣 の 主 な 者 が 集め られ , 商工 業者 も 集 住 し て , し だ い に 領 国 の 避 
治 ・ 経 済 ・ 文化 の 中 心 と し て の 城下 町 が 形成 され て いっ た 。 こ の こ ろ 栄 えた 城下 町 と し 次 
は , 朝倉 氏 の 一 乗 谷 ( 現 , 福井 市 ) を は じ め , 北条 氏 の 小田 原 , 今川 氏 の 府中 ( 現 , 静岡 
市 ), 上 杉 氏 の 春日 山 ( 現 , 上 越 市 ), 大 内 氏 の 山口 , 大友 氏 の 府内 ( 現 , 大 分 市 ), 島津 時 
の 鹿児島 な ど が ある 。 


革 才 」 戦国 の 城下 町 越前 一 乗 谷 福井 市 東 乗 谷 の な か に 家臣 た ちの 屋敷 が 多く 存在 し 棚 
南部 の 山中 に 位置 する 一 乗 谷 は , 1471( 文 明 こと は 事実 で ある 。 町 屋 区 域 か ら は , 中 国 * 


3) 年 ころ , 朝倉 孝景 が 建設 し , 以後 , 義景 | 朝鮮 の 際 破 器 や 越前 ・ 美 濃 な どの 国産 陶器 る 


まで の 5 代 に わた り 朝 倉 氏 の 本 拠 地 と し て 繁 はじめ, 鉄砲 の 玉 や 部 品 。 鎧 贅 の 一 部 な 
栄 し た 城下 町 で ある 。 当 時 の 史料 に も 「 一 乗 |」 の 武具 や , さい ころ ・ こ ま ・ 将 棋 ・ 羽 子 板 林 


は 山 の 間 の 谷 な り 」 と みえ る よう に , 一 秒 谷 どの 玩具 , 鏡 や か ん ぎし , 析 な どの 化粧 具 』 





は 足羽 川 に そそ ぐ 一 乗合 川 に 治っ た 谷間 に 策 
か れ て お おり, 答 の 和え 口 に は 城戸 奄 誕 けら られ, 


城戸 の 内 側 に 朝倉 氏 の 居館 や 武家 屋敷 , 寺院 , 


町 屋 な ど が 谷 を 埋め つく す よ うに 建ち な らん 
で いた 。 孝 景 が 定め た 家 法 ' 朝倉 孝景 条 々 」 に 


家臣 団 の 一 乗 谷 へ の 集 住 を 命じ た 筒 条 が ある 。 


城下 町 集 住 政策 と し て は きわ め ぬ め て 早い も の で 
ある が , この 箇条 が その まま 実態 を 示し て い 
る か どう か , 多少 の 問題 は ある に し て も , 一 


さら に 雪国 に ふさ わし く コ スキ と 呼ば れる 
か き 用 の スコ ッ プ や 暖房 用 の 行 火 な ども 出土 
ちあ ュ E9 に 。 さま さま な 生産 遺物 か ら 
町 屋 に は 鍛冶 屋 や 鏡 物 師 紺屋 漁師 な ど 
く の 戦 人 が 居住 し て いた こと も 知ら れる 。 
ら に 炭化 し た 医学 書 や 『 庭 訓 往来 』 の 紙片 な 卓 
当時 の 人 々 の 勉学 の よう す を うか が わせ る 畑 
重 な 遺 物 あ みつ か っ て いる 。 一 方 , 城下 町 古 
中 心 で ある 朝食 氏 の 居館 に は 茶室 や 棄 園 が 計 
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は ば 100 年 に わた っ て 業 栄 を 続け た 一 乗 谷 も , 
1573( 天 正 元 ) 年 に 信長 に 焼き 払わ れ . も と 
の 山村 へ と も どっ て いっ た 。 


けら れ , 高級 な 茶道 具 や 輸入 陶磁 器 が 出土 し 
て いる 。 将軍 足利 義昭 を は じ め , 多く の 文化 


人 を 受け 入れ た 朝倉 氏 だ け あ っ て , その 暮 ら 

し ぶり は 実に 優雅 な も の で あっ た 。 こ うし て 
“ “ 戦国 時 代 に は , 城下 町 だ け で な く , 農村 手工 業 の 発達 や 
商品 経済 の 発展 に よっ て , 農村 の 市 場 や 町 も 飛躍 的 に 増 
加 し た 。 ま た 大 寺社 だ け で な く , 新しく つく られ た 地方 の 中 小寺 院 の 門前 町 も 第 栄 し た 。 
骸 前 町 と し て は 伊勢 神宮 『 の 宇治 ・ 山田 , 信濃 善光寺 の 長野 , 延暦寺 の 門前 町 で 琵琶 湖岸 の 
重要 な 港町 で も あっ た 坂本 な ど が 代表 的 で ある が , と くに 準 土 真宗 の 勢力 の 強い 地域 で は , 
その 寺院 や 道場 を 中 心 に 寺内 町 が 各地 に 建設 され , そこ に 門徒 の 商工 業者 が 集 住 し た 。 寺 
内 町 と し て は , 本 原 寺 の 所 在 地 で あっ た 京都 の 山科 や 摂津 の 石山 ( 現 , 大 阪 市 ) を は じ め , 
川 賀 の 金沢 河内 の 富田 林 。 大 和 の 今井 , 和泉 の 貝塚 な ど が ある 。 寺内 町 の 多く は , 周 
を 堀 で 囲み , 中 核 を な す 寺 院 や 道場 の 周り に 僧 介 の 居住 区 や 商工 業者 の 居住 区 が 整然 と 
配置 され る な ど , 戦国 大 名 の 城下 町 と よく 似 た 構造 を も ゃ っ て いた 。 

これ ら 寺 内 町 な どの 新設 の 市 場 や 町 は , 不信 権 ・ 免税 権 な どの 特権 を も ち , 自由 で 平 
半 な 商業 取引 を 原則 と し て 市 座 な ど を 設け な い 楽 市 と し て 存在 する も の が 多かっ た が , 戦 
圏 大 名 は 楽市 令 (楽市 ・ 楽座 令 ) を 出 し て これ ら の 楽市 の 特権 を 追 語 し た り , また 領国 内 の 
商品 流通 を 盛ん に する た ぬ め に , 旧来 の 楽市 と は 別に 新しく 泉 市 を 開 読 し た り し た 。 し か し 
簡 品 流通 が ある 程度 軌道 に 乗る と, 不 入 権 や 免税 権 な どの 特権 を 取り あげ た り , 大 名 と 結 

ぴ び つ いた 有力 商人 の 座 を 追記 する な ど し て , し だ い に 介 入 の 度 を 深め て いっ た 。 

この 時 代 に は また , 各地 方 の 城下 町 と 中 央 の 京都 な ど を 結ぶ 遠隔 地 商業 が 活発 化し た の 
に 伴い , 港町 や 宿場 町 も 繁栄 し , 大 き な 都 市 に 発展 し て いく も の も 多かっ た 。 港町 と し て 
は 堺 や 博多 の ほか , 明 や 琉球 な ど と の 貿易 で 栄え た 薩摩 の 坊津 瀬戸 内 海水 運 の 要 港 で 


o 政治 都市 (城下 町 な ど ) 
| < 門前 町 寺内 町 
* 溢 町 


要 陸 跡 





中 世 の 交通 と 都市 
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あっ た 尾道 ・ 兵庫 , 京都 の 西日本 側 の 陸 揚 港 で あ コ = 
た 淀川 上 流 の 淀 ・ 山崎 , 同じ く 京都 の 東日本 側 の 陳 
揚 港 で あっ た 到 琶 湖岸 の 坂本 ・ 大 津 , 琵琶 湖 の 水 通 
を 介し て 京都 と の 連絡 が 容易 で あっ た こ と か ら 日 欄 
海水 運 の 基地 と な っ た 小浜 ・ 敦賀 明 夷 地 交 易 と 国 
本 海水 運 と の 中 継 地 と し て 栄え た 津軽 の 十 三 湊 。 

太平 洋治 岸 の 又 名 ・ 大 湊 ・ 江 尻 ・ 神奈 河 (神奈 川 
・ 品 河 (品川 ) な ど が ある 。 こ れ ら の 都市 の な か に 同 
昌 俗 な 商工 業者 た ち が 自 治 組 織 を つく っ て 市 政 を 運 
営 し , 平和 で 自由 な 都市 を つく りあ げ る も の も あ < 
た 。 日 明 貿 易 の 根拠 地 と し て 栄え た 堺 や 博多 , さら 
に 摂津 の 平野 , 伊勢 の 季 名 や 大 湊 な ど が その 代表 
| 自治 都市 で あっ た 。 堺 は 36 人 の 会 会 合 軍 : 欄 多 は 下 
人 の 年 向 と 時 ば れる 間 よ っ て 放 
運営 され て いた が , 他 の 都市 に も 年 寄 = 老 若 -・ 
方 ・ 公 罰 な ど . きま ざま な 呼称 で 呼ば れる 合議 機 
が 存在 し , Ke 
は , イエ ズ ス 会 定 教 師 に よっ て 「 ペ ベネチア の よう に 執政 鹿 に よっ て 治め られ , 共和 国 の 弄 

うだ 」 と いわ れ た だ た よう に きわ め て 整備 され た 市 政 運 営 本 つて VY7 だ 。 「 
参考 ] 由 夷 地 交 易 の 拠点 十 三 湊 津軽 半 に よれ ば , 十 三 湊 に は 南北 に 街路 が 走り , 凍 
鳥 の 西側 に 二 " 三 湖 と いう 湖 が ある 。 で の の 街路 に 治っ て 整然 と 町 屋 が 建ち 並ん で い 痛 


構成 する 最も 基本 的 な 単位 が 町 で あっ た 。 親 は それ 
ぞ れ 独自 の 町 法 (町 搾 ) を 定め , 住民 の 生活 や 党 
活 動 を 守っ た ほ が か, 武士 や 群 盗 の 乱 人 を 防ぐ だ め 
に 町 の 出入 口 に 釘 員 と 呼ば れる 木戸 を 設 を けた り , 戦 
時に は 自衛 軍 を 組織 し て 外敵 と 戦う な どの 自衛 演 重 
6 行っ た 。 き ら に いく つか の 町 が 集まっ て 町 組 と 
呼ば れる 組織 が つく られ た が , これ ら の 町 や 町 組 は , 
それ ぞ れ 町 抄 の な か か ら 選 ば れ た 月 生 事 の 手 に よ 

っ て 自 冶 的 に 連 営 され た 。 上 京 と 下京 と いう 2 つの 
帆 町 は , この よう な 惣 町 一 町 組 一 町 と いう 重層 的 な 


ーー 
喧 | 
er 


ag YS の * \ 呈 





la 本 


明石 と 民 っ ご 居 半 と 貴 部 庄 石 当 半 路上 き 叶 座 濯 石 
ミ こ と > ミ ) と り 右 基 計 器 練 一 


格 り の 恒明 ( 和 中 導 外 図 記 有 ) 


内 部 構造 を も っ て いた の で ある 。 応仁 の 乱 後 , 戦火 四則 
で 焼 か れ た 都市 京都 は これ ら の 富裕 町衆 に よっ て 復興 き れ た 。 艇 園 社 ( 人 坂 神社 ) の 祭 
昌 で あっ た 本 園 祭り ( 蘭 闘 会 ) も 町 を 母体 と し た 町 衆 の 手 に よっ て 再興 きれ , 祭り の 最大 の 
川 し も の で ある 山 父 の 巡行 も 各 町 の 出費 で 行わ れん た よう に , それ は 町 衆 た ちの 祭り と な っ 
て いっ た の で ある 。 


> へ 中 当 の 邊 逐 計 ご 紀 き 苦 帳 賠 了 愛着 上 ロ 
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(『 齋 宙 着 叶 素肌 選 』) 
( 副 典 層 く 還 人 邪 当 > | > 上 | ) 


た: 


he 


記 ほ の 器 選 み 可 淫 へ 浴 べ 喉 生 石 選民 , み の 中 媒 さ | 了 


深 舌 古 忠 8 謀 


尋 


応仁 の 乱 に より 京都 は 荒廃 し た の で , 公家 な どの 文化 人 が 

」 地方 の 大 名 を 頼り 0, ぞくぞく と 地方 へ 下っ た 。 荘 園 か ら の 
収入 が 断 た れ , 困 究 し て いた 公家 た ち は , 各地 の 大 名 や 有力 武士 の も と に 身 を 寄せ な が ら , 
虚 艇 や 和歌 有職 故実 な ど を 教え , その 教授 料 に よっ て 生計 を 立て て いた の で ある が , 地 
方 の 武士 た ちゃ 中 央 の 文化 に 強い あこ が れ を も っ て いた た め , 積極 的 に これ を 迎え 入れ た だ 。 
上 本 無双 の オオ 人 と うた われ た 一 条 華 良 も 経済 的 困 徐 か ら 地 方 生活 を 余儀 な くさ れ た 一 人 で 





三 湖 と 日 本 海 の 間 を 南 か ら 北 に 細長 い 砂 洲 が , 町屋 の 裏手 に は 寺院 や 館 が 存在 し , また , 遼 ある 。 越 前 の 朝倉 氏 や 駿河 の 今川 氏 な ど , 文芸 に 強い 関心 を 示し た 大 名 は 多かっ た が , と 
伸び て お り , そこ に か つて 典 夷 地 交 多 の 要 港 屋 の 北 に 伸び る 砂 肖 の 先端 部 分 は 土 朱 と 漂 軒 < に 対 明 貿 易 で 繁栄 し , 公家 や 文化 人 と も 親交 計ら 夫 際 二 連歌 
2 2 BE な 全 宮 お 生ま で さ の 池 師 赤 算 を は じ め 多 く の 文化 人 や 公家 が 集まり , 偏 学 や 和歌 を どの 古典 の 講義 が 行わ れ , 書 


湊 」 の 一 つ に も 数 えら れ た 十 三 湊 が あっ た 。 ちの 館 が 存在 し た 区 域 と 考え を られ て いる 。 建 
中 世に この 港 を 支配 し て いた の は , 鎌倉 時 代 | 物 と し て は , 能登 の 珠洲 窯 で 焼 か れ た 夫 ・ 
に 得 宗 被 官 と し て 力 を 伸ばし た 操 族 安藤 ( 東 ) ・ す り 鉢 や 瀬戸 の 碗 ・ 皿 類 の ほか , 中 国 ・ 
氏 で ある 。 南北 朝 時 代 に な る と , 安藤 氏 は ま | 鮮 の 青磁 ・ 白 破 な ども 出土 し て お り , 日 本 滞 
すま す 大 き な 勢力 を ふる っ た が , や が て 南部 水運 の 活発 さき を 物語 っ て いる 。 ik 三 が 右 刀 
氏 の 台 頭 に よっ て 圧迫 され , 1432( 永 享 4) する こ ろか ら ら , これ に か わっ て 上 ノ 国 の 騰 画 
年 。 南部 氏 に 敗れ て 帳 夷 ヶ ケ 島 に 退 い た 。 十 三 館 を は じ め と する 「 道 南 十 二 館 」 が 繁栄 を 始 呈 
湊 も ほぼ この ころ か ら 衰 退 に 向っ た と み ら れ る が , これ も 安藤 氏 が 暇 夷 ケ 島 に 渡っ た こ 計 
る が , 近年 の 発掘 調査 な ぼ に よっ て , 最盛 期 と 関係 が ある の だ ろう が か 。 

の 十 三 潜 の 次 が 明らか に され つつ ある 。 そ れ 

。 景 都 の よう な 古い 政治 都市 に お いて も , 農村 で の 村 に 対応 Y 富裕 な 商工 業者 で あ 
町 衆 を 中 心 と し た 都市 民 の 自治 的 団体 で ある 町 が 生ま れ た 。 町 と は 一 ー つ の 街路 を は ほ 四 
ん で 向かい 合う 両側 の 家々 の 住民 に よっ て 構成 され た 団体 の こと で ある @。 こ の こ ころ の 選 


都 は 上 京 と 下京 と いう 2 つの 大 き な 市 街 地 ( 惣 町 ) か ら 成り 立っ て いた が , この 惣 早 | 


ーーーー 尺 風 ・ 畜 履 人 の 地方 演 露 中 世 廊 化 の 地方 普及 
夫 了 の 回 竹 し た 国々 | | | 





@ この 団体 を 指す 場合 の 「 町 」 は 「 マ チ 」 と は 読ま ず 「 チ ョ ウ 」 と 読ん だ 。 
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籍 の 出版 も 行わ れ た (大 内 版 ・ 山 口 版 ) 。 水 墨 画 の 雪舟 や 偏 学 の 桂 庵 玄 樹 (427 一 1508) ら 。 
山口 に 多く の 文化 人 が 育っ た こと も , この 地 の 文 化 水準 の 高き を 物語 っ て いよ う 。 
備 学 は , 新興 の 大 名 た ち に も 必要 な 学問 と され て 積極 的 に 受け 入れ られ , その 政治 思 枯 
に も ゃ 影響 を 与え た 。 五山 禅僧 で あっ た 桂 庵 玄 樹 は 明か ら 帰 国 し た の ち , 肥後 の 菊池 氏 や 
摩 の 島津 氏 に 招 か れ て 偽 学 の 講義 を 行い , また 藤 摩 に お お いて 朱子 の 『 大 学 章 句 」 を 刊行 す 
な どの 活躍 を し , の ちの 莉 南 学派 の 基 を 開い た 。 ま た 土佐 で は 南村 梅 軒 ( 生 波 年 不 詳 ) が 還 
人 吉良 氏 の も と で 朱子 学 を 講じ , の ちの 南 学 の 祖 と な っ た と いわ れ て いる @。 万 里 集 刀 
(1428-?) の よう に 中 部 ・ 関 東 地 方 な どの 各地 を めぐ り , 地方 の 人 々 と 次 流し て すぐ れ に 
漢詩 文 を 残し た 禅僧 も 多く いた 。 っ 
関東 で は , 15 世 紀 中 ご ろ , 関東 管領 上 杉 憲 実 が 足利 学校 @ を 再興 し た 。 こ こ で は 全国 聞 
ら 集 まっ た 禅僧 ・ 武 士 に 対し て 高度 な 教育 が ほど こさ れ , 多数 の 書籍 の 収集 も 行わ れ た 8 
足利 学校 は その 後 も 小田 原 北条 氏 の 保護 を 受け , 多い と き に は 3000 人 を 超え る 学生 が 集計 
る ほど の 隆盛 を 迎え た 。 宣 教師 フラ ン シ ス コ = ザビ エル も この 「 坂 東 の 大 学 」 こ そ 日 本 で 最 
大 の 学校 だ と 手紙 に 記し て いる 
この ころ すでに 地方 の 武士 の 子弟 を 寺院 に 預け で 教育 を 受け させ る 泊 慣 が で き て お り . 
14 世 紀 に つく られ た 『 庭 訓 往来 な どの 往来 物 や 中 世 の 基 本 法典 で ある 具 水 式 日 , 平家 
期 か ら 鍵 倉 初期 に か け て 仏教 ・ 備 教 の 教え を 易しく 説く た め に つく られ た 『 実 語 教 」 意 雪 
教 」 な どの 教訓 書 な ど が 教科 書 と し て 用 いら れ て いた 。 1 
都市 の 有力 な 商工 業者 た ち も , その 職業 上 , 読み ・ 書 き ・ 計 算 を 必要 と し , sg 
逢 の 刊行 も 盛ん に 行わ れる よう に かつ だ 。 本 條 臣 南北 間 計 代 に ば 現在 挟 古 の 生生 
の 刊本 で ある 『 正 平版 論語 。 が 堺 で つく られ た は ほか , 戦国 時 代 の 奈良 の 商人 節 頭 屋 宗 
(498 一 1581) は 15 世 紀 後期 に 成立 し た 辞書 『 節 用 集 』 を 刊行 し た (『 候 頭 屋 本 節 用 集 」)。 き 
に 村落 の 指導 者 層 の 間 に も 村 の 運営 の た め , 読み ・ 書 き ・ 計 算 の 必要 が 増し て , 農村 に 者 
し だ い に 文 字 の 世界 が 浸透 し て いっ た 。 】 
[往来 物 】 平安 時 代 後 期 か ら 明 治 時 代 初 期 ま で , 広く 使用 きれ た 初等 教科 書 の こ と を 往 業 
物 と いう 。 往来 と は 手紙 , と くに 往復 書簡 を 意味 し た が , 平安 時 代 後期 に 往復 書簡 形式 居 
日 常 語 や 手紙 の 書き 方 な ど を 示し た 文例 集 が つく られ て 以来 。 初等 教科 書 の 多く は こ の 形 
式 を と っ た の で , これ ら を 往来 物 と 呼 記 よう に な っ た 。 江戸 時 代 の 寺子 屋 で も 『 庭 訓 往 来 
を は じ め と する 中 世 の 往 来 物 が 教科 書 と し て 広く 使用 きれ て いた ほか , 江戸 時 代 に な っ 呈 
新た だ に つく られ た 往来 物 も 数 千種 に お よん だ 。 
















@ 桂 座 云 樹 と な らぶ 朱子 学者 と し て 知ら れる 南村 梅 十 は , 土佐 の 吉良 氏 の も と で 朱子 学 を 講じ 。 の 


ちの 谷 時 中 ら に つなが る 南 学 の 祖 と な っ た と いわ れ て いる が . 和寿 の 人 物 で あっ た か どう か , 最 通 
強い 疑念 が も た れ て いる 。 た だ 権 軒 の 問題 は 別に し て , 石山 文学 の 双 壁 と され る 義 営 周 信 や 絶海 還 
津 も 土佐 の 出身 で ある こと か ら み て , 土佐 が 学問 ・ 文 芸 の 盛ん な 土地 で あっ た こと は 確か だ ろう 。 固 


内 創立 年 代 は 室町 初期 と か な られ て いる が ., 正確 に は わか っ て いな い 。 
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こら 


わが 国 が 戦国 時 代 の 争乱 に 明け 暮れ て い 
15 世 紀 後 半 か ら 16 世 紀 に か け て , ヨー ロジ 
パ は ルネ サン ス と 守 教 改革 を 経て , 近代 社会 へ 移行 し つつ あっ た 。 ま た ヨー ロッ パ に 隣 爆 
する 地域 で は , 東 地中海 か ら 中 東 ・ ア フリ カ に か け て マム ルー タク 朝 エジプト や オス マン 科 
国 を は じ め と する 強大 な イス ラム 勢力 が 存在 し , 経済 的 に も 宗教 釣 に ち ヨ ー ロ ッ パ = キ 四 
スト 教 世 界 を 圧迫 し て いた 。 こ の よう な 情勢 下 。 ヨ ー ロ ッ パ 諸国 は イス ラム 商人 の 仲介 抽 
易 に よっ て ヨー ロッ パ に も た ら さ れ , 高値 を 呼ん で いた 香料 を 直接 アジ ア 地 域 か ら 入 手 較 
べく , また アジ ア に キリ スト 教 世 界 を 拡大 し て イス ラム 世界 を 挨 撃 すべ く 海 路 ア ジア 夫 
めざし た の で ある 。 こ うし て ヨー ロッ パ 諸 国 は , 新 航路 の 開拓 , 海外 貿易 の 拡大 . キリ 誤 
ト 教 の 布教 , さら に 植民 地 の 獲 得 を 求め , 世界 的 規模 の 活動 を 始め た 。 
1492 年 , イタ リア 人 の コロ ン ブ ス (Columbus. 1446 ? 一 1506) は スペ イン 女王 イサ ベル の 製 
助 に よっ て 大 西洋 を 横断 し て 西 イ ンド 諸島 に 達し , 1498 年 に は ポル ト ガ ル 人 ヴァ スコ = ダダ 
= ガマ (Vasce da Gama. 1469 ? 一 1524) が アフ リカ 大 陸 南 端 を まわ っ て イン ド 西 海岸 の カリ 計 
ッ ト に 到達 し た 。 ま た ポル ト ガ ル 人 マゼラン (Magellan.1480 一 1547) は 16 世 紀 初 め 、 スペ 大 
ン の 船隊 を 率い アメ リカ 大 陸 南 端 を まわ っ て 太平 洋 に 出 て フィ リピ ン 諸 島 に 到達 し 。 
の 一 隊 は さら に 西進 を 続け て 世界 周航 を な し 遂げ た 。 こ の よう な 新 航路 の 開拓 に よっ で 叶 
ー ロ ッ パ 諸国 の 海外 進出 が 始ま り , 世界 の 諸 地 域 が ヨー ロッ パ を 中 心 と し て 広く 交流 す 
大 航海 時 代 と 呼ば れる 時 代 に 入っ た の で ある 。 
その 先頭 に 立っ た の が イベ リア 半島 の 王国 スペ イン (イス パニ ア ) と ポル ト ガ ル で あっ 六 
ES 
に 進出 し , 1571 年 , フィ リピ ン 諸 島 を 占領 し て ここ に フ 市 を 和 受 し た 。 そ の 後手 人 





に も た らし た の で ある 。 


南 褒 久 易 と キリ スト 教 | 





| 鉄砲 の 伝来 ヨー ロッ パ 側 の 史料 に 
よる と . 1542 年 に 3 人 の ポル ト ガ ル 人 が ジャ 
ンク に 乗っ て 種子 島 に 漂着 し た と いう が , 日 
本 側 の 唯一 の 史料 と も と いう べき 僧 文 之 去 
表 (1555 一 1620) の 『 鉄 燈 記 』 に よる と , 天文 
] 12 年 8 月 25 日 (1543 年 10 月 5 日 ) に ,。 2 人 の ポ 
に > ニー ニン - 只 ( ] ルト ガル 人 の 長 に 率い られ た 100 余 人 の 乗り 
人 ] 組ん だ 船 が 流れ 着い た と いう 。 こ の と き , 種 

こい に 「 f 島 時 発 に 贈ら れ た 火縄 銃 は 口径 16 ミ リ , 金 

身 718 ミ リ で , これ を 種子 島 銃 と 呼ぶ よ っ 
な っ た 。 伝説 に よる と , 箇 物 師 の 人 払金 兵衛 
は ポル ト ガ ル 人 船長 に 娘 の 若狭 を 人 身 御供 に 











y PR 
" 半 パ ル ト ガル 






co 田中 勝 介 の 航路 (1610 一 11) 
ーー> 支倉 常 長 の 航 族 (1613 一 20) 





16 世 紀 末 の 世界 と 日 本 人 の 往来 れれ て 区 別 さ れ た 。 
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〈 マ ニラ と メキ シコ の アカ プル コ を 結ぶ 定期 航路 も 開か れ , 東 ア ジア と アメ リカ 大 陸 の 交 
肖 に 重要 な 役割 を 果たし た 。 一方, ポル ト ガ ル は 1510 年 に 占領 し た イン ド 西 海岸 の ゴア を 
根拠 地 に し て 東 へ 進出 し , 翌年 , マレ ー 半 島 の マラ ッ カ を 占領 し た の に 続い て , 16 世 紀 半 
ば ぱに は 海賊 を 撃退 し た 功績 に より 明か ら マ カオ を 割譲 され , ここ を 東 ア ジア 貿易 の 基地 と 


当時 。 東 ア ジア 地域 で は , 明 が な お 海 禁 政策 を と り , 朝貢 折 易 以外 の 私 貿易 を 休 殺生: 届 で 
いた が , 環 東シナ海 の 中 国 ・ 日 本 ・ 朝鮮 ・ . 百 ・ 琉球 ・ 安南 (ヴェ トナ ム ) ・ フィ リピ ビン な 
じ の 人 々 は 国 の 枠 を 越え て 広く 中 継 貿易 ( 審 貿 易 ) を 行っ て いた 。 そこ に ヨー ロッ パ 人 が , 
世界 貿易 の 一 環 と し て の 中 継 に 参 人 する こと に な 
旬 を マニ ラ に 運び , そこ で 中 国 商人 の 縮 を 買い ゝ と っ て メキ シコ に 運ん で いた スペ イン が , 

叶 初 日 本 に 対し て は あま り 大 き な 関 心 を 示 き な か っ た の に 対し , ポ ボルト ガル は 日 本 が 中 国 
の 生 を 渦 望 し て いる こ と に 注目 し , 中 国 の 生糸 を 日 本 に 運ん で 日 本 産 の 銀 と 交換 する 中 
馬 貿 易 を 始め た 。 こ れ は ヨー ロッ パ に 香料 を 運 記 より も は る か に 大 き な 利 益 を ポル ト ガ ル 


ょ っ た の で ある が , メキ シコ や ペル ー 産 の 


1543 (天文 12) 年 に ポル ト ガ ル 人 を 乗せ た 中 国 船 が 九 
州 南 方 の 種子 島 に 漂着 し た 。 こ の 船 は , 密 貿 易 商人 
で 化 開 の 頭目 で も あっ た 中 国人 王 直 (? 1559) の も ち 船 で その 船 が この 海域 を 航行 し て 
いた の は 九州 の 五島 ・ . 平戸 が 当時 王 直 (の 六 動 括 誠 と なら 2 人 だ 人 ゆあ る ci ポ M 2 人 
は この よう な 審 貿易 商人 ・ 公 窟 の 船 に 同乗 し, 
が 日 本 に 来 た 最初 と な っ た 。 こ の と き , の 泊 笠 評 5 と 118 ポル ト ガ ル 人 の 
も っ て いた 鉄 砲 (火縄 銃 ) を 買い 求め , 家臣 に その 使用 法 と 製造 法 を 学ば せ た 。 こ れ を 契機 
に , ポル ト ガ ル 人 は 毎年 の よう に 九州 の 諸 港 に 来航 し , 日 本 と の 質 拓 を 行っ た 。 ま た スペ 
イン 人 も , 1584( 天 正 12) 年 肥前 の 平戸 に 来航 し , 日 本 と の 貿易 を 開始 し た 。 


阿 着 し た の で ある が , これ が ヨー ロッ パ 人 


献じ , つい に その 製法 を 教わっ た と いう が , 


この の ち 鉄砲 は た ち まち 日 本 国 中 に 広まっ た 。 
紀州 根来 寺 の 使者 は 種子 島 を 訪れ て 一 失 を ゆ 


ずり 受け , 堺 の 商人 橘 . 屋 又三郎 ( 生 没 年 不 
詳 ) も こ : の 地 で 鉄砲 の 製法 を 学ん だ 。 ま た , 
近江 国友 村 の 鍛冶 工 は 島津 氏 を 通じ て 将軍 へ 


、 献上 され た 鉄砲 を も と に し て その 製作 に 成功 


し た 。 織田 信長 は いち 早く 鉄砲 隊 を 組織 し , 
国友 の 鉄砲 鍛冶 を その 勢力 下 に 収め た 。 彼 の 
統一 戦争 の 勝利 の 一 因 が , この 新兵 器 を 縦横 
に 駆使 し た と ころ に ある こと は 確か で ある 。 


音 貞 ぼん に 上 


当時 の 日 本 で は , ポル ト ガ ル 人 や スペ イン 人 を 南 秦 人 @, その 船 を 南 秦 船 と 呼び , 彼ら 


じ 南 論 と は 南方 の 外 夷 と いう 意味 で , ポル ト ガ ル ・ ス ペイ re 導 タリ ア な ど 南 欧 糸 の 西洋 人 を 南 泌 
人 と 呼ん だ 。 江 戸 時 代 初 期 に 来 日 し た イギリス ・ オ ラン ダ 人 は 圧 ・ 擬 が 赤い と ころ か ら 紅 毛 人 と 呼ば 
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こい EL と の 質 易 を 南 徐 質 易 と いっ た 。 南 密 ガ 


1587(2) | 若狭 小浜 は , 鉄 鍋 ・ 火 楽 や 中 国 の 生糸 な ど を 』 

る 1581 近江 上 平 寺 た らし , 16 世 紀 中 ご ろか ら 飛 躍 的 に 旧 

2 が 1585 伊勢 松坂 一 会 津 若松 産 が 増大 し た 日 本 の 銀 な ど と 交易 し 

時 刀 1563 大 和 宇 陀 の 沢 一 摂津 高槻 ボルト ガル 人 ら の 貿易 は 主 に 肥前 の 
HE | 浦 ・ 大 村 ・ 有 馬 氏 や 豊後 の 大 友 氏 。 

3 が ュ ス ]564 損 津 高槻 一 播磨 明石 摩 の 鳥 津 氏 な どの 領内 で 行わ れ , 松 : 

ジョ ア ]564 丹波 八木 領 で は 平戸 , 大 村 領 で は 横瀬 浦 ・ 信 E 

アグ スチ ノ | 1569 以 前 | 計 岐 小豆 島 一 肥後 宇土 | ・ 長 崎 , 有馬 領 で は ロ 之 津 大 友 領 6 

バ ウ 口 |1576 | 土佐 幅 多 は 府内 島津 領 で は 鹿児島 ・ 山 川 ・ 
シメ オン |1585 | 姫路 一 看 前 中 津 一 (筑前 | 沼 な ど が 主要 な 港 で あっ た 。 と くに 
と に 戸 ・ 長 崎 ・ 府 内 は 貿易 が 盛ん で , 京 
フラ ン シ スコ | 1578 | 豊後 府内 一 曰 桁 丹 生島 | " 罪 ・ 博 多 な どの 商人 も 多く 参加 し 
プロ タ ジ オ | 1580 肥前 有馬 当時 その 伝来 地 に ちな ん で 種子 鳥 ( 鐵 

2 2 條 2 の ぞ 五島 福江 と 呼ば れ た 鉄 砲 は , 戦国 大 名 の 間 に 

主 な キリ シタ ン 大 名 (*1614 マ ニラ へ 追放 ) 申 武 益 と し て 急速 に 普及 し , ま も な 埋 
国産 化 に も 成功 し て 和泉 の 堺 や 紀伊 の 根来 ・ 雑賀, 近江 の 国友 な ど で 大 量 生産 され た 。』 『 
軽 鉄砲 隊 の 登場 は , 武士 の 騎馬 戦 を 中 と する 戦法 を か えさ せ , また 防御 施設 と し て の ぁ 
の 構造 も 鉄砲 戦 に え うる も の に 変化 さき せ た 。 
南 刻 貿 易 は , キリ ス ト 教 宣教 師 の 布教 活動 と ー 体 化し て 行わ れ て いた 。1549 (天文 18) 代 
日 本 布教 を 志 し た イエ ズ ス 会 ( 烹 会 ) の 宮 教 師 フラ ン シ スコ = ザビ エル (1506 一 52) が 鹿 ! 
島 に 到着 し , 大 内 義隆 ・ 大 友 義 鎮 ( 宗 麟 , 1530 一 87) ら の 大 名 の 保護 を 受け て 布教 を 開始 
た 。 当時, ヨーロッパ で は 宗教 改革 に よる プロ テス タン ト の 動き が 活発 で あっ た が , カカ 引 
リッ ク 側 も 勢力 の 挽回 を は か っ て , アジ ア で の 布教 に 力 を 入れ る 修道 会 も る 多かっ た 。 そ の @ の 
ー つ が イエ ズ ス 会 で ある 。 日 本 で は 当時 , キリ スト 教 を キリ シタ ン ( 吉 利 支 ・ 切 支 )8 
・ 天 主教 ・ 耶 蘇 教 な ど と 呼び , 宣教 師 を ポル ト ガ ル 語 の パー ドレ か ら 転 じ た バ テレ ン (人 民 
天 連 ) の 名 で 呼ん だ 。 


を 考 ) ザビ エル の 布教 活動 1506 年 に イベ |」 山口 , 京都 , 豊後 府内 を 歴訪 し た ザビ エル 調 
リア 半島 の 小国 ナバラ 王国 (その 後 ス ペイ ン 1551 年 。 2 年 3 カ月 に わた る 日 本 で の 布教 記 
に 併合 ) の 貴族 の 子 と し て 生ま れ た ザビ エル | 動 を 終え を , いっ た ん ゴア に も どる が , 早 
は , パリ に 留学 中 イグ ナチ ウス = ロ ヨ ラ と 翌年 に は 中 国 布教 を 志 し て 中 国 に 出発 す 奄 
出会っ て イエ ズ ス 会 に 参加 し , 1541 年 , ポル し か し , 上 陸 を 目前 に し て 病 に か か り , 』 
ト ガ ル 国 王 の 要請 に 応じ て 布教 の た め イ ンド | (サン チュ アン ) 鳥 で 46 歳 の 生涯 を 閉じ た 。 詩 『 チ 印章 を 用 いた 大 名 も いる は 
の ゴア に 赴 い た 。1547 年 , マラ ッ カ で 日 本 人 」 ビエ ル が 東 ア ジア 布教 に 果たし た 功績 は 大 か 、 明智 光 秀 の 娘 で 細川 忠興 
アン ジロ ー と 出会っ た こと が きっ か け と な っ く , 1622 年 に 聖人 に 列 せ られ , 1904 年 , 因 563 一 1645) 夫人 の 細川 ガラ シ 
て 日 本 行き を 決意 し , 2 年 後 . アン ジロ ー ら | 界 の 伝道 事業 の 保護 者 」 と され た 。 ャ Y (1563 一 1600) も 熱心 な 信者 と 
と と も に 鹿児島 に 上 陸 し た 。 そ の 後 , 平戸 , し て 知ら れ て いる 。 


【 イ エズ ス 会 】 イエ ズ ス 会 は スペ イン の 貴族 イグ ナチ ウス = ロ ヨ ラ (Ignatius Loyol 副 
1491 一 1556) が , 1534 年 に ザビ エル ら 同 志 7 人 と と も に パリ で 創立 し た カト リッ ク の 教 
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の 一 つ で , これ に 属す る 人 が ジェ スイ ッ ト (Jusuite) で ある 。 し た が っ て ジェ スイ ッ ト 会 と 
も いい , 中 国 で は 耶 蘇 会 と あて た が , 現在 の 日 本 で の 公称 は イエ ズ ス 会 と な っ て いる 。 会 
は 1540 年 に 教 阜 パウ ロ 3 世に 公認 きれ, 会 員 は 軍隊 的 訓練 を 受け , 厳格 な 規律 を 守り , 教 
皇 を 首長 と 仰い で 旧 教 勢力 の 拡大 , 新教 撲滅 の 信念 に 燃え て , 積極 的 な 布教 活動 に 乗り 出 
し た 。 (会 の 紋章 は I・H・S で , これ は 人 類 の 救世 主 イ エズ ス (lesus Hominum Salvator) 
と いう 言葉 の 略号 で ある 。) 
その 後 , 宣教 侯 は あい つい で 来 日 し , 南 秦 寺 ( 教 会 堂 ) ヤ コレ ジオ ( 官 教師 の 養成 学校 ) ・ 
セミ ナリ オ (神学校) な ど を つく り , 熱心 に 布教 に つとめ た 。 ザ ビエ ル の あと , ボ ポルトガル 
人 官 教師 ガス パル = ヴィ レラ (1525 一 72) や 『 日 本 史 』 の 著者 と し て 知ら れる ルイ ス = フ ロイ 
2 ス (532-97) ら が 九州 を 中 心 に 近畿 地方 ・ 中 国 地方 の 布教 に つとめ , キリ スト 教 は 急速 に 
刻ま っ た 。 信 者 の 数 は 1582 (天正 10) 年 ころ に は , 肥前 ・ 肥 後 ・ 考 岐 な ど で 11 万 5000 人 , 豊 
化 で 1 万 人 , 内 な ど で 2 万 5000 人 に 達し た と いわ れる 。 


まそ | 信長 に 仕え を た アフ リカ 人 イエ ズ ス 宣教 師 の は か らい で 信長 に 仕 ん る こと に な っ 
叙 定 教師 が , ポル ト ガ ル 人 に よっ て アフ リカ た 。 黒 人 は 本 能 寺 の 変 の と きも 刀 を 手 に し て 
か ら 連 れ て こら れ た 黒人 奴隷 を 初め て 信長 に 明 衝 方 の 兵 と よく 戦っ た が , つい に 捕え られ 

公 わ せ た と き , 信長 は か ら だ に 黒 を 染 っ て い 。 て し まっ た 。 明智 光秀 の 判断 で 命 を 助け られ , 
る も の と 思い 込み ,、 それ が 肌 の 色 で ある と 説 . 宣教 師 の も と に 返さ きれ た らし い が , その 後 の 
月 され て も な か な か 信じ よう と し な か っ た と 消息 に つい て は 不明 で ある 。 本能寺 の 変 と い 
いう 。 信長 に と っ て は 世界 の 広 さ を 痛感 させ う 日 本 史 の 舞台 に , この よう な 大 航海 時 代 に 
られ た , まさ に カル チャ ー シ ョ ッ ク で あっ た も て あそば れ た 一 人 の アフ リカ 人 が 居合 わせ 
に 違い な い 。 そ の 黒人 は ぎこちない な が ら も て いた 事実 を , 私 た ちゃ も 記 憶 の 一 隅 に と ど め 
日 本 語 を 話せ た こと か ら , 信長 に 気に入ら れ , 」 て お く 必 要 が あろ う 。 

ポル ト ガ ル 船 は , 布教 を 認め た 大 名 領 の 港 に 入港 し た た め , 大 名 は 貿易 を 望ん で 宣教 師 
を 保護 する と と も に 布教 に 協力 し , な か に は 洗礼 を 受け る 大 名 も あっ た 。 彼ら を キリ ンタ 
と シ 大 名 と 呼ぶ が , その うち , 大 友 義 鎮 ( 款 鹿 , . 先 礼 名 フラ ン シ ス コ )・ ・ 有 馬 晴 信 (洗礼 名 プ 
ロタ ジオ 。 の ち ジ ョ アン , 1567 一 1612) ・ ・ 大 村 純 忠 ( ド ン = バ ルト ロメ オ , 1533 一 87) の 3 大 名 
は , イエ ズ ス 会 宜 教 師 ヴ ァ リ ニャ ー ニ (1539 一 1606) の 勧め に よ り , 1582( 天 正 10) 年 , 伊東 
ツン ショ (1569 ? 一 1612) ・ 宇 を 有る ゲル (1570 一 ? ) ・ 中 浦 ジュ メリ アン (1570? 一 1638)・ 原 マ ル 
チノ (1568 ? 一 1629) ら 4 人 の 少年 使節 を ロー マ 教 星 の も と に 派遣 し た (天正 遣 欧 使節 ) 。 彼 
ち は ゴ ア ・ リ ス ボ ン を 経て ロー マ に 到着 し , . 教皇 グレ ゴリ オ 13 世 に 会 い , 1590( 天 正 18) 年 
胃 帰 国 し て いる 。 また, 大 友 義 人 や 黒田 才 (如水 ドン = シメ オン , 1546 一 1604) ・ 長 政 
568 一 1623) 父子 の よう に ロー SR 4 































少年 使 飾 た ち 左 か ら 原 マル チノ , 中 浦 ジ ュ リ アン , 千 々 石 ミゲル , 伊 


東 マ ン シ ョ 。 
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戦国 大 名 の な か で 全国 統一 の 願望 を 最初 に いだき , 
行 に 移し た の は 尾張 の 織田 信長 (1534 一 82) で あっ た 。 1 
長 は 尾張 守護 代 の 家臣 で あっ た 総 田 信秀 (1shl52 ?) の 子 で , 1555 ( 誠 証 

元 ) 年 に s 守護 代 を 渋 ぼ し て その 居城 清洲 ( 妥 ) 城 を 奪い , ま も な く 尾 岩 Y 
統一 し た 。 つ いで 1560 ( 永 禄 3 ) 年 尾張 に 侵入 し て きた 今川 義元 (1 明 
-60) を 桶 狭 間 の 戦い で 破り , 1567 ( 永 禄 10) 年 に は , 美濃 の 斎藤 氏 を 汗 
ほし て 肥 決 な 濃 尾平 野 を 支配 下 に お いた 。 信長 は 。 斉藤 氏 の 居城 で あ 計 
た 美濃 の 稲 山 城 を 岐阜 城 と 改名 し て ここ に 移り , 「 天 下 布 武 」 (天下 罰 
武 を 布 くす ) の 印 判 を 使用 し て 天下 を 自分 の 武力 に よっ て 統一 する 意 講 
を 明らか に し た 。 翌年 信長 は , 暗殺 きれ た 前 将軍 足利 義 注 の 弟 で 信長 








「 天 下 負 武 」 の 印 判 
力 を 頼っ て きた 足利 義昭 (153797) を 立て て 入 京 し , 義昭 を 将軍 職 に つけ て , 全国 統一 の 
第 一 歩 を 踏み 出し た 。 し か し , 信長 は 義昭 の 勧め る 管領 ・ 副 将軍 へ の 任官 を 辞退 し て 幕 誠 


体制 か ら 一 定 の 距離 を お き , . ま た 朝廷 に 対し て は , 誠 し た 内 表 の 修理 を 進め て 尊 .5 
を アビ ピール する 一 方 . 正親 町 天皇 ( 在 位 1557 一 ー86) の 皇子 誠仁 親王 (1552 ー86) を 形式 上 の 療 
と する な ど し て , 伝統 的 な 権威 を みず か ら の 手中 に お こう と し た 。 


9 信長 の 素顔 信長 と 対面 し た イエ ズ | の 1 人 は つぎ の よう な 話 を 伝え て いる 。 か 寺 

宣教 師 た ち に よれ ば , 信長 は 中 背 で 華 守 | て 父 信秀 が 危 餅 に お ちい っ た と き , 信長 は 
の 全便 を やり * 77 殿 で | 人 憶 た ち を 呼ん で 病気 回 復 の 祈 啓 を 行わ せ た 計 
声 の も ち 主 で あっ た と いう 。 睡眠 時 間 は 短く , 僧 介 た ち は ロ 々 に 信秀 の 回 復 を 保障 し た が 
酒 を 飲ま ず , 不潔 や 不 整 頓 を 極度 に 嫌い , 果 | 数 日 後 、 信秀 は 世 を 去っ て し まっ た 。 そ こ 軸 
物 の 度 一 枚 を 掃き 忘れ た が た め に 信長 に 切ら | 信長 は 僧 個 た ち を 寺院 に 監禁 し , 「 今 度 は 自 
れ た 下 女 も いた ほど で あっ た 。 自尊 心 が 強 く , 」 分 た ちの 命 に つい て 偶像 に 折る が よい 」 と 上 
大 名 諸侯 を すべ て 見 下 し , 家臣 の 進言 に も ちほ |」 っ て , 彼ら を 射殺 し て し まっ た と いう の で 孝 
と ん ど 耳 を 貸さ な か っ た が , 反面 , 身分 の 低 | る 。 の ち に 信長 を あの 激しい 仏教 弾圧 に 駆 由 
い 者 と も 気さく に 話 を する よう な 一 面 も も っ | 立て た も の は , ある い は 若き 日 の この 苦 w 吾 
て いた 。 信長 は 霊魂 や 来世 を 信じ な い 徹 底 し い 出 だ っ た の か も し れ な い 。 
た 無神論 者 で あっ た が , これ に つい て 宣教 師 


1570( 元 亀元 ) 年 , 信長 は 姉川 の 戦い で 近江 の 浅井 長政 (154573) と 越前 の 朝食 義景 (15 弱 
ー-73) の 連合 軍 を 破り , 翌年 に は 浅井 ・ 朝倉 方 に 加担 し た 比 考 山 延暦寺 を 焼き 打ち に し 
強大 な 宗教 的 権威 と 経済 力 を 誇っ た 寺院 替 力 を 屈 伏 さ せ た ( 延 暦 寺 焼き 打ち ) 。 1573 ( 天 
元 ) 年 信長 に よっ て し だ い に 権 限 を 奪わ れつ つ あ っ た 足利 義昭 は , 将軍 権力 の 回 復 を 
ぎし て 浅井 ・ 朝 倉 ・ 武 田 の 諸氏 と 結ん で 信長 に 反抗 し た が , 武田 軍 が 信玄 の 急死 に より 遂 
軍 を 中 止 し た た め に 利 を 失い , 信長 は 浅井 長政 ・ 信義 太 を 討つ と と も に , 義昭 を 京都 
ら 追放 し , 室町 奄 府 を 滅ぼし た (室町 幕府 の 減 亡 )。1575( 天 正 3 年 信長 は 三河 の 容 1 
戦 で 大 量 の 鉄砲 と 馬 防 揃 を 用 いた 画 期 的 な 戦法 で 。 宿 英 信 去 の 子 武田 勝 紀 1s46 2) の 呈 
いる 茶 馬 軍団 に 大 勝 し , 翌年 近江 に 六 大 な 実 城 を 築き 始め た 。 


中 丘 下 ま に 


【 安 土 城 安土 城 は 生 琶 湖岸 の 小山 の 上 に 築 か れ た 平山 城 で . 中 央 に は 7 階 建て の 壮大 
天主 (天守 間 ) が つく られ , 信長 の 居所 と され た 。 天主 の 外壁 や 軒 瓦 に は 金 条 が 押さ きれ 
内 部 に は 妊 時 永徳 ら に 描か せ た 麻 栗 面 な ど , 数 を の 豪華 な 装飾 が ほど こき され た 。 信長 四 




























向 一 撰 で あっ た 。 本 願 き で は 第 11 代 門主 顕 如 ( 光 佐 , 
02) が 1570( 元 亀元 ) 年 。 諸国 の 門徒 に 信長 と 戦う 
か け て 挙兵 し , 前 後 11 年 に お よぶ 石山 戦争 が 展開 され た 。 し か し 信長 は , 
伏 勢 長島 の 一 向 一 撲 を 減 ぼ し. 翌年 に は 越前 の 一 向 一 撲 を 平定 し て ,。 ついに 1580( 天 正 8 ) 
任 , 石山 本 願 寺 を 屈 供 き せ , 顕 如 を 石山 (大坂 ) から 退去 きせ る こと に 成功 し た (石山 本 願 
約 1 世紀 に わた り 存 続 し た 加賀 の 一 向 一 撲 が 解体 し た の も この と き で ある 。 


圭 門 主 の 座 を 弟 の 准 如 (1577 一 1630) に ゆず 
り 隠 退 し た 。 そ の 後 , 教 加 に は 徳川 家康 か ら 
| 京都 七条 鳥 丸 に 別 の 寺 が 与え られ ( 東 本 願 寺 )., 

ここ に 本 願 寺 は 東西 両派 に わか れる こと に な 
| っ た 。 現在, 西本 願 寺 は 真宗 本 願 寺 派 本 山 と 
し て 俗 に 「 お 西 」 と 呼ば れ , 東 本 願 寺 は 真宗 大 
谷 派 本 山 と し て 俗 に 「 お 東 」 と 呼ば れ て いる 。 


等 攻め) 。 





きつ き と 戦 国 大 名 を 倒し た だ け で な 


再 し て 反抗 する と , 翌年 , 
馬 中 させ た 。 
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= - 編 首 、 > に が 。 信長 | 一 
築城 と 同時 に 城 外 に 提 見 寺 と いう 寺 も 建立 し た が , 信長 は 怖 長 の 款 年 


棚 狂 間 の 戦い 
足利 義昭 を 奉じ て 入 京 

策 川 の 戦い 、 石 山 戦 争 開始 
延暦寺 の 焼き 打ち 

交 軍 義 照 追放 ( 室 町 間 府 減 亡 ) 


みず か ら を その 本 間 と 位置 づけ , 城下 の 人 々 に 参拝 させ た 
と いう 。 信長 は 1579( 天 正 7 ) 年 に 岐阜 城 を 子 の 信 思 (1557 
ー82) に ゆず っ て 安土 城 に 移っ た が , 京都 に に ら み を きか 
せな が ら , し か も 一 定 の 距離 を お いた 安土 の 地 は, 信長 の 
伝統 的 な 権威 に 対す る 姿勢 を よく 示し て いる 。 安土 城 は 本 
能 寺 の 変 の 際 の 混乱 で 焼失 し た が , 
築 に 大 き な 影 響 を 与え た 。 


し か し , 信長 の 最大 の 敵 は 石山 本 願 寺 を 頂点 に し , 全国 各 


地 の 真宗 寺院 や 寺内 町 を 拠点 に し て 信長 の 支配 に 反抗 し た 一 
1543 一 


眼 き | 東 本 願 寺 と 西本 願 寺 信長 の 石山 本 
願 寺 攻 め に 際 し , 石山 か ら の 退去 を 決定 し た 
題 加 に 対し , 長男 の 教 如 (1558 一 1614) は 徹 
庶 抗 戦 を 主張 し て 父 顕 如 と 対立 し た 。 その後 , 
画 者 は 和解 し た も の の , この 事件 は 教団 内 に 
お ける 教 加 の 立場 を 微妙 な も の に し た 。 本願 」 
F は 豊臣 秀喜 の と き に 京都 堀川 に 移さ れ た が 


(15287 一 82) に そ む か れ て 敗 死 し た (本 能 寺 の 変 ) 。 


その 建築 は 近世 城郭 建 | 


こと を 呼び 


伊勢 長島 の 一 向 一 挨 平 定 
長篠 合戦 、 越 前 一 向 一 探 平定 
安土 城 を きず く 

石山 戦争 終わ る (本 原村 屈 代 ) 
天目 山 の 戦 い (武田 氏 江 亡 ) 

本 能 寺 の 変 ( 信 長 殺さ れる ) 





1574 (天正 2 ) 年 , 


[西本 願 寺 ), 顕 如 が 死去 する と , 教 加 は 本 願 
この よう に し て , 信長 は 京都 を お さえ , 近畿 ・ 東 海 ・ 北陸 地方 を 支配 下 に 入れ て , 統一 
事業 を 完成 し つつ あっ た が , 1582 (天正 10) 年 , 甲斐 の 武田 勝頼 を 天目 山 の 戦 いで 減 ほし て 


か ら わ ず か 3 カ ヵ月 後 , 毛利 氏 征 討 に 向かう 途中 , 滞在 し た 京都 の 本 能 寺 で . 家臣 の 明 衝 光 


信長 は 組織 性 と 機動 力 と に 富む 強力 な 軍事 力 を つく りあ げ , すぐ れ た 軍事 指揮 者 と し て , 


く , 伝統 的 な 政治 や 経済 の 秩序 ・ 権 威 に 挑戦 し て こ 
を 破壊 し , 新しい 支配 体制 を つく る こと を めざし た 。 信長 は , 入 京 直後 , 全国 一 の 経済 
力 を も つつ 自治 的 都市 と し て 繁栄 を 誇っ た 堺 に 高額 の 矢 銭 (軍用 金 ) を 要求 し , 堺 が これ を 拒 
堺 を 直轄 領 と する な ど し て , 鐘 内 の 高い 経済 力 を 自分 の も ゃ と に 


また , これ まで 交通 の 障害 と な っ て いた 関所 の 撤廃 を 積極 的 に 進め , 安土 の 城下 町 に は 


隊 市 ・ 楽 座 令 を 出し て 来 住 し た 商工 業者 に 自由 な 営業 活動 を 認め る な ど , 新しい 流通 ・ 者 
市 政策 を つぎ つぎ と 打ち 出し て いっ た 。 宗教 政策 で は , 
単 時 京都 の 町 押 ら の 間 に 根強い 支 力 を 保っ て いた 日 蓮 宗 に 対し て も , 安土 城下 で 浴 土 款 と 
講 戦 を 行わ せ ( 安 土 崇 論 )、 そこ で の 剛 訴 を 理由 に 激しい 弾圧 を 加え る な ど , 仏教 勢力 に 


延暦寺 や ー 阿 一 撰 を 制圧 し た ほか , 
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は 終始 徹底 し た 交 度 で の ぞ ん だ 。 そ の 反面 , 彼ら か ら 弾 圧 を 受け て いた イエ ズ ス 会 定 
に 対し て は 好意 的 な 胡 度 を と り , その 布教 活動 を 支援 する と と も に , 南 刻 貿易 に も 大 き 表 
関心 を 示し た 。 

【 楽 市 令 】 つぎ に 示し た の は 1577( 天 正 5 ) 年 6 月 , 織田 信長 が 安土 城下 町 に 出し た も の 電 
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ば た だ し い エ ネル ギー を 象 竹 し て いる 。 も っ 『 リー ト の 天主 が 復原 さき され た 。 そ の 後 1996 一 97 
と も , この 城 は 大 坂 の 役 で 焼 亡 し , 現在 の 大 (平成 8 一 9) 年 の 大 改 修 工事 に よっ て 屋根 飾 
坂城 の 城 地 は , 徳川 初期 に 豊臣 氏 の それ の 上 り の 金 打 も 押し 直 き れ , また 最新 の 耐震 構造 
に 約 10m の 盛土 を し て 再 業 きれ た も の の 間 構 を 備え た 現在 の 天主 に 生ま れ か わっ た の で あ 
で あり , ここ に 1931 (昭和 6 ) 年 に 鉄筋 コン タ る 。 

























ある 。 
に ) 当所 中 楽市 と し て 仰せ 付け ら る る の 上 は , 諸 座 ・ 諸 役 ・ 諸 公事 等 , こと ご と く 免 許 g 1585 (天正 13) 年 , 秀吉 は まず 小牧 ・ 長久 手 の 戦 い 5 

事 。 の 際 に 徳川 方 に 味方 し た 紀州 の 根来 楽 と 雑 賀 一 把 を | 5 きり 二 oo 
に に) 住 革 の 商人 , 上 海道 (中 山道 ) 相 接 め . 上 下 と も 当 町 に 至り 寄宿 すべ し 。 (後略 ) 賊 ぼ し , つい で 長宗 我 部 元 親 (1538 一 99) を 下 し て 四 農 ケ 岳 の 戦い . 大 坂城 の 第 城 に 着手 
に -) 普請 免除 の 事 。 (後略 国 を 平定 する と と も に , 朝廷 か ら 関白 に 任じ られ , 84 小 培 ・ 依 久手 の 戦い 
を うっ た ご も 当 還 の 20 礎 人 の 理 上 年 豊臣 の 姓 を 与え られ た (豊臣 賜 姓 ) 。 関白 に な っ 根来 ・ 雑賀 一 平 定 。 関白 と な る 
(一) 喧嘩 口論 電 に 国 質 ・ 所 賢 ・ 押 買 ・ MS ・ 窒 の 押 借 入 下 。 一 切 停止 の 事 。 | た 秀 吉 は 。 天皇 か ら 日 本 全国 の 支配 権 を ゆ だ ね られ 四国 平定 (長寺 我 部 氏 服従) 

これ は 全 13 条 の うち , 1・2・3・8・10 条 を 示し た も の で ある が , 座 の 特権 否定 。 た と 称し 和 代 事 (全国 の 平和 ) を 呼び か け . Ne 太 政 大 臣 と な り , 豊臣 姓 を 与え られ る 
本省 徳政 へ の 不安 除去 、 治 安 維持 の 保障 を それ ぞ れ 己 九州 平定 (島津 氏 服従 


『 っ て いた 戦国 大 名 に 停戦 を 命じ , その 領国 の 確定 BB 刀 狩 令 。 大 坂城 ほぼ 完成 

を 秀吉 の 決定 に まかせ る こと を 絢 制 し た ( 惣 無事 令 ) 。 小田 原 攻め (北条 氏 減 亡 ) 

也 無 事 令 は 戦国 大 名 の 喧嘩 両 成敗 法 を 全国 に お よ ぼ 異 羽 平定 

し た も の と いえ る が , これ に よっ て 大 名 か ら 百 姓 に 

いた る まで , すべ て の 階層 で 合戦 ・ 私 闘 が 禁じ られ , 戦国 の 世 も 終息 に 向かっ た の で , こ 
の 命令 の こと を 豊臣 平和 令 と も いう 。 

物 無事 令 は その 後 , 秀吉 が 全国 を 平定 する 際 の 法 的 な 根拠 に な っ た 。 1587 (天正 15) 年 に 
は この 命令 に し た が わ ず , 九州 の 大 半 を 勢力 下 に お いた 島津 義久 (533 一 1611) を 入 討 し , 
降伏 させ た (九州 平定 )。 さ ら に 1590( 天 正 18) 年 に は 秀吉 の 停戦 命令 を 無視 し て 他人 に 侵攻 
し た 小田 原 の 北条 氏 政 ( 1538--90) を 減 ぽ し (小田 原 攻め ), つい で 奥羽 仕 衛 の た め 会 津 に と 
水陸 交通 の 要 地 で 寺内 町 と し て 繁栄 し て いた の 本 匠 ず の 員 に 閉 人 人 な 大 を “ ぅ っ た 。 こ れ に よっ て 同じ く 秀 吉 の 停戦 命令 を 長らく 無視 し 続け て いた 伊達 政宗 567 一 
た 。 つ いで 1584 (天正 12) 年 , 秀吉 は 尾張 の 小牧 ・ ・ 長 久手 の 戦い で 総 田 人 (信長 の 次 男 。 I636) を は じ め , 東北 地方 の 諸 大 名 も よう や く 服属 し ( 筐 羽 平 定 ), で ら に 同 90 年 か ら 飼 年 
1558 一 1630) ・ 徳川 家康 (1542 一 1616) の 軍 と 戦っ た が ., 戦局 が 騰 着 し た た め に 和睦 し た 。 り に か け て , 秀吉 の 興 羽 仕置 に 反対 し て あい つい で お きた 葛西 ・ 大 崎 一 撲 や 九戸 政 実 (? 
後 , 秀吉 は 東国 を 軍事 的 に 征服 する 方 針 を 転換 し , 朝廷 の も つ 伝統 的 な 支配 権 を 積極 的 還 I591) の 乱 も 鎮 定 さ れ て , ここ に 秀吉 の 全国 統一 が 完成 し た 。 ま た 小田 原 北条 氏 の 減 亡 に 
利用 する よう に な っ た 。 「 伴い , 千川 家 康 を 長年 の 勢力 差 毅 で あっ た 東海 地方 か ら 北条 氏 の 旧領 で ある 関東 に 転 封 し 
[天才 大 坂城 信長 の 築い た 安土 城 は , 琵 | か ら 3 階 まで は 石垣 の な か に あり 内 部 また 葛西 ・ 大 崎 一 撲 鎮 定 後 , 伊達 政宗 を 米沢 か ら 介 西 ・ 大 崎 氏 旧領 に 転 封 す る な ど , 領地 
闘 湖 に の ぞ も 安土 山上 に 5 飛 7 階 の 華 な 天 、 箱 で 分 る と いう 衣 壮 荘 服 た な も の で あっ た 量 え を 通 じ て 大 名 の 勢力 削減 を は か る と と も に , 武士 を 在 地 か ら 切 り 離 し て 兵 農 分 離 を 推 
主 を も ち , 近世 前 城郭 の 初め で あっ た 。 し か | こ を 訪れ た イエ ズ ス 会 の 宣教 師 た ち は , 箇 GS 
し , 信長 は 早く か ら 大 坂 の 地 に 目 を つけ 。, 石 みず か ら の 案内 を 受け て 天主 まで 登っ た が 秀吉 は , 信長 の 後継 者 と し て の 道 を 歩み な が ら も , 軍事 的 征服 の み に 頼 ら ず ,- 強力 な 軍 
山本 願 寺 に 城 地 と し て 引き 渡し 方 を 求め て い 黄金 の 組立 て 茶室 を は じ め , 充満 す 2 上 事 力 ・ 経 済 力 を 背景 に , 伝統 的 支配 権 を 利用 し て 新しい 統一 国家 を つく りあ げた 。1588 
た 。 信 長 の 遺志 を 継い だ 秀吉 は , 1583( 天 正 "ご と き に 思わ ず 感 嘆 の 声 を あげ た と いう 。 謀 (天正 16) 年 , 秀吉 は 京都 に 新築 し た 楽 第 に 後 陽成 天皇 ( 在 位 15861611) を 迎え て 歓待 し, 
11) 年 か ら 3 年 が か り で 大 坂城 を 完成 させ , | 城 当 時 , 宣教 師 た ち は 毎 日 石 を 積ん だ 第 が pF を 終え た 1591 (天正 
京都 の 楽 第 (和楽 第 破 却 後 は 伏見 城 ) に つぐ | 1000 組 が 大 坂 に 入っ て くる 有 様 を 眺め た 詩 9) 年 , 秀吉 は 関白 の 地位 を 錠 の 豊臣 秀次 (156895) に ゆず る と と も に 人 尼 楽 第 を 写 え た が , 
豊臣 政権 の 政庁 と し て 用 いた が , 石垣 の 長き | う が , PA いい 秀吉 に 実子 秀頼 (1593 一 1615) が 誕生 し た こと か ら 秀 次 と の 関係 が 悪化 し, 1595( 文 
は 3 里 8 丁 に も お よび , 天主 は 5 層 9 階 , 下 | 時 敷 の "た こ 石 " な ど は , 築城 に 費やさ れ 大 幸 4 ) 年 謀反 を 企 て た と いう 理由 で 秀次 を 処刑 し た 。 苗 楽 第 も この と き に 破 却 され , 以 
材 , 豊臣 政権 の 政庁 は 秀吉 が 隠居 城 と し て 新築 し た 伏見 城 に 移っ た 。 

豊臣 政権 の 経済 的 な 基盤 は , 各地 に 設け られ た 約 200 万 石 の 蔵 入 地 ( 直 自 自 領 ) で あっ た 。 


し て お り , この ほか 伝馬 役 ・ 家 屋 税 の 免除 。 よそ 者 の 差別 待 過 否定 な どの 条項 も あっ て 。 

城下 繁栄 が その ね らい で あっ た こと が 読み と れる 。 きま 

= こっ | 信長 の 後 を 継い で , 天下 統一 を 完成 し た の は 四 
(1537? ー98) で ある 。 尾張 の 地 倖 の 家 に 生ま れ た 秀吉 中 
信長 に 仕 を て し だ い に オ 能 を 発揮 し . 信長 の 有力 武将 に 出世 し た 。 秀吉 は 初め 木下 衣 
秀吉 と 名 乗っ た が , 信長 が 室町 幕府 を 滅ぼし た 1573( 天 正 元 ) 年 に 羽柴 姓 に 改め た e。 158 
(天正 10) 年 , 秀吉 は 本 能 寺 の 変 を 知る と , 対戦 中 の 毛利 氏 と 和睦 し , 山城 の 山崎 の 合戦 
明 振 光 秀 を 討ち , 信長 の 法要 を 営 きむ な ど し て 信長 の 後継 者 争い に 名 乗り を あげ た 。 翌年 民 
は 柴田 勝家 (? 一 1583) を 近江 の 睦 ケ 岳 の 戦い に 破り , Pu 
の 3 男 , 1558 一 83) を も 自刃 させ て , 信長 の 後継 者 の 地位 を 確立 し た 。 ま た 同年 , 





れ 古志 共 


悪 人 恒 長 の の 重 で あっ た 地 羽 長 (1535 一 85) と 柴田 勝家 に あや か っ た も の と 伝え られ て いる 。 
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近 世 
これ は 江戸 幕府 初期 の 幕 領 と ほぼ 同じ 規模 で ある が , 蔵人 地 か ら の 人 
貢 は 秀吉 直 臣 団 へ の 扶持 洲 や 戦時 の 胡 根 米 に あて られ た ほか . 大 基 
に 新光 と し て 与 える 知行 地 の 源泉 に も な っ た 。 そ の ほか 秀吉 は , 佐 涯 
相川 ・ 石 見 大 森 ・ 但馬 生野 な どの 主要 な 鉱山 を 直 還 に し て 金銀 の 生産 
に 伴う 収益 を 独占 し , 京都 の 彫金 家 後藤 徳 率 1550 一 1631) に 命じ て 守 
正 大 判 な どの 貨幣 を 鋳造 し た 。 さ ら に 京都 ・ 大 坂 ・ 堺 ・ 伏 見 ・ 長 財 
な どの 重要 都市 を 直轄 に し て 豪商 を 統制 下 に お き , 政治 ・ 軍事 な ど 全 
その 経済 力 を 活用 し た 。 秀 吉 の も と で 活躍 し た 泰 商 と し て は 堺 の 千 利 
作っ 要 0 1533? 92?), 博多 の 鳥井 宗 寺 
(1539 ? 一 1615) ・ 款 港 (1553 一 1635) ら が 知ら れ て いる 。 と くに 干 和 
全滅 B う 91) と と も に 秀吉 の 側近 と 卓 
て 政治 に も 深く 関 号 し た が , 秀長 の 病死 後 , 政権 内 部 の 抗争 に 巻き 骨 
まれ , 1591 (天正 19) 年 に 自刃 きせ られ た 。 
豊臣 政権 は 秀吉 の 独裁 化 が 著しく ., 中 央 政府 の 組織 の 整備 が 十分 還 
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代 の 単位 を 改め , 昌 尽 1 尺 ( 約 30.3cm) の 検地 尽 を 基準 に 6 尺 3 寸 ( 約 191cm) 四方 を 1 歩 , 
30 歩 を 1 責 , 300 歩 (10 融 ) を 1 段 , 10 段 を 1 町 と する 新しい 単位 を 採用 し た の で ある 。 ま 
た 帝 物 の 量 を は か る 机 も , これ まで 地域 や 用 途 ご と に 異な る 梓 が 使用 され て いた の を 京 
料 に 統一 し , これ に 基づく 石 ・ 斗 ・ 弁 ・ 合 を 基本 単位 と し た e@。 

大 韻 検地 で は , 村 ご と に 田畑 ・ 屋敷 地 の 面 積 ・ 等級 を 調査 し て その 石 高 を 定 まめ た 。 そ の 
方 法 は , 当初 は 戦国 大 名 と 同じ 手 出 検地 が と られ た が の ち に 検 勢 を 用 いて 実際 に 土地 
を 測量 する 竿 入 検地 が 原則 と な っ た 。 個 々 の 田畑 に は 上 ・ 中 ・ 下 ・ 下 々 な どの 等 級 を つけ , 
例え ば 上 田 1 段 は 1 石 5 斗 , 中 田 は 1 石 3 斗 , 上 畑 や 屋敷 地 は 1 石 2 斗 と いう よう に , そ 
の 生産 力 を 米 で 表わし た 。 こ の 1 段 当り の 生産 力 を 石 盛 ( 斗 代 ) と いい , 石 盛 に 各 段 別 ( 面 
丁 ) を 乗じ て 得 ら れ た 量 を 石 高 と いう 。 こ の 石 高 に 一 定 の 年 頁 駆 課 率 を 乗じ た も の が , 実 
際 に 領主 に 納め られ る 年 買 の 納入 額 に な る が , 通常 は 石 高 の 3 分 の 2 を 領 主 に 納 人 する 2 
公 1 民 が 一 般 的 で あっ た 。 ま た 太 韻 検地 は , 荘園 制 の も と で 一 般 に み ら れ た , 一 つの 土地 
に 何人 も の 権利 が 重なり あう 状態 を 整理 し , 検地 帳 に は 実際 に 耕作 し て いる 農民 の 田畑 と 
屋敷 地 が 石 高 で 登録 され た 。 こ の よう に 一 つの 土地 に 1 人 の 権利 者 だ け を 認め る 太 間 検地 





天正 大 判 1588( 天 正 16) 年 
に 鋳造 きれ た も の 。 表 面 に 
打 た れ た 桐 印 が 間 形 に か こ 
まれ て いる の で で, 東大 判 と 
も いう 。 


s 革 0W み 叶 且 遠 叶 革 氏 は 合 


行わ れ な か っ た 。 腹 心 の 部 下 で ある 浅野 長政 (1547 一 1611) ・ 増田 長 胡 
(1545 一 1615) ・ 石 田 三 成 (1560 一 1600) ・ 前 田 玄 以 ( 1539 一 1602) ・ 長 東 正 究 
(? 一 1600) を 五 替 行 と し て 政務 を 分 堂 させ . 有力 大 名 で ある 人 徳川 家康 ・ 前 田 利家 (1538 一 9 絢 
・ 毛 利 輝元 (1553 一 1625) ・ 小 早川 隆景 (153397) ・ 宇 豆 多 秀 家 (1572 一 1655) ・ ・ 上 杉 景勝 (15 記 
ー1623) を 大 老 ( 隆 景 の 死後 五大 考 と 呼ば れ た ) と し て 重要 政務 を 合議 きせ る 制度 が で き 遂 
の は : 秀吉 の 晩年 の こと で あっ た 。 
うり 1 人 ES 
る 検地 と 刀 狩 で あっ た 。 秀吉 は 信長 在世 中 の 1580 (天正 8 ) 年 の 拭 
訂 検 地 以来. 着く 獲得 し た 領地 に つぎ つき ぎ と 検地 を 施行 し て きた が 秀吉 が 実施 し た 書 
れ ら 一 連 の 検地 を 太 導 検地 ぁ と いう ・ 大 隊 横 
地 の 検 地 帳 は 石 高 で 記載 きれ , この 結果 
国 の 生産 力 が 米 の 量 で 換算 され た 石 高 制 が 確 
GS が 80 全休 湯 GE 用 
まき 
0 この 検地 の こと を 天正 の 石 直し と 呼 避 人 
と も ある 。 
秀吉 は 検地 に 際 し , 直 臣 を 検地 泰和 「 
て 派遣 し , Ne 
目 を 出し て , 各地 で 統一 し た 基準 の も ゎ と に 
地 を 行わ せ た 。 土地 の 面積 表示 は 新しい 基 
の も と に 定め た 町 ・ ・ 段 ・ 融 ・ 歩 に 統一 し た 
すなわち , EFD 
360 歩 を 1 段 , 10 段 を 1 町 と し て いた 戦国 則 
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等 前 
笠 貴 誠 詩 四 


の ⑩ 大 問 と は , 前 に 関白 で あっ た 人 の 尊称 で ある 還 


の 方 針 を 一 地 一 作 人 の 原則 と いい , 検地 帳 に 登録 きれ た 権利 者 を 名 請 人 と いっ た 。 こ の 結 
果 , 農民 は 自分 の 田畑 の 所 有 権 を 法 的 に 認め られ る こと に な っ た が , 自分 の も ち 分 の 石 高 
に 応じ て 年 貢 な どの 負担 を 義務 づけ られ る こと に も な っ た 。 た だ し 実際 の 年 貢 の 納 人 は , 
個々 の 名 請 人 が それ ぞ れ に 行う の で は な く , 彼ら の 石 高 を 村 ご と に 集計 し た 村 高 に 応じ て , 
村 が 一 括 し て 納入 する 村 請 制 が と られ た 。 個 々 の 名 請 人 へ の 年 貢 の 割当 て は 守 が 主体 と な 
っ て 行っ た の で あり , その 点 で は , 太 間 検地 も 中 世 の 物 村 以 来 行 われ て きた 地下 請 ( 村 請 ) 
の 慣行 を 前 提 と し て いた と いえ る 。 こ の 体制 は 江戸 幕府 に も ほぼ その まま 継承 きれ て いっ 
7 

秀吉 は , 全国 統一 を 終え た 1591( 天 正 19) 年 それ まで の 検地 の 成果 を ふま えて , 全国 の 
大 名 に 対し , その 領国 の 検地 帳 ( 御 前 帳 ) と 国 絵 図 の 提出 を 命じ た 。 これ に より , すべ て 
の 大 名 の 石 高 が 正式 に 定まり , 大 名 は その 領 知 する 石 高 に みあ っ た 軍役 を 奉仕 する 体制 
が で き あ が っ た 。 こ の 御前 帳 と 国 絵 図 は 全国 の 土地 台帳 と し て の 実用 性 を 備え て いた だ け 
で な く , 全国 支配 の 象 微 と し て の 意味 も も っ て いた 。 の ち に 江戸 幕府 が 国 単位 に 郷 帳 と 国 
絵図 を 提出 きせ た の も これ に な ら っ た も の で ある 。 

一 旋 , 刀 獲 は 農民 か ら 武 器 を 没収 し , 農民 の 身分 を 明確 に する 目的 で 行わ れ た 。 料 園 制 
下 の 農 民 は 刀 な どの 武器 を も つも の が 多く , 土 一 撲 や ー 向 一 撲 な ど で は これ ら の 武器 が 威 
力 を 発揮 し た 。 秀吉 は この よう な 一 撰 を 防止 し , 農民 を 農業 に 専念 させ る た め , 1588( 天 
正 16) 年 に 刀 狩 令 を 出し , 当時 建立 中 で あっ た 京都 方 広 寺 の 大 仏 の 釘 と し て 再 利用 する と 
いう 名 目 で 農民 の 武 共 を 竣 選 し た 。 つい で 1591 (天正 19) 年 , 秀吉 は 人 掃 令 を 出 | 
上 に 召使 われ て いる 武家 奉公 人 ( 兵 ) が 町 人 ・ 百 姓 に な る こと , また 百姓 が 商売 や 職人 仕事 
な ど に 従事 する こと を 禁止 し た 。 さ ら に 翌年 , 関白 豊臣 秀次 が 朝鮮 出兵 の 武家 奉公 人 や 人 
夫 を 確保 する た め に 改め て 出し た 人 掃 令 に 基づい て , 武家 奉公 人 ・ 町 人 ・ 百 姓 の 職業 別に 
@ 江戸 幕府 も 300 歩 三 1 段 の 基準 を 採用 し た が , 6 尺 ( 約 182cm) 四方 を 1 歩 と し た た め , 土地 の 面積 
表示 は 太 閣 検地 の それ より も 大 きく な っ た 。 ま た 江戸 幕府 も 京 村 を 基準 村 と し た が , 江戸 時 代 の 京 村 
は 太 間 検地 の 際 に 用 いら れ た も の より 容量 が 大 きか っ た 。 
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也 : さき る 似 3 さ 、 舌 と 渋 E 具 堅 % て 、 ーー の いす 敷 条 の ニニ ` 間 ` 法 
ほ @⑥⑨① 1 生 簡 僕 理 "ば べ ぬ せ 右 を (殺生 の の の くつ ーー 人 正信 と の で ① 天 条 黒 べ 師 ` 如 本 人 伴 を 其 を 日 
も セー 天 - 右 候 あ へ 姓 ず し 御 ら 取 * 其 作 御 に で を 御 は 員 還 刀 鹿 長 の 役 (1597 一 98) : 和 を で 正 船 く 間 伴 く 那 z 天 打 国 授 本 バ 
が か 刀 止 五 道 .^』 は 指 ハ は 、 ? 建 る ょ a 必 国 せ 成 た し ぁ 記 5 う 呈 寿 RW 二 べ で 国 レ 十 年 ⑧ 候 " 天 日 @ 連 破 郡 け ハ テ 
作 建 ら の 。 十 八 具 誠 * れ @⑥ 農 来 炊 立 べ と だまり 宇 、 本 い め か の 、 香 加藤 清 正 の 間 叶 ィ 天 人 ン 五 月 の ? 今 連 域 を ` る の 候 神 レ 
に NT で な 。 電 然 ふぁ レ ひ LE 姓 還 ン 条 仁 は 儀 : 国 ・ 
る き 地 と 年 鹿 y 国 を 子 き ま ば 殺 織る つ 給 いる 非 p 自 CZ 候 外 6 僅 が 大 経 ハ 1 よ の ち 知 由 を s た や 
すそ 絡 の 七 取 土 も 々 へ で いい に で さめ 人 人 知 べ 儀 * 然 5 武 刀 を 6+ 月 直り 日 仏 候 意 、 近 大 8 る 
る い 生 暴 月 集 安 っ 人 孫 も 。 も ム : か あき 、。 い 行 し の ③⑱ へ 其 具 る と か 十 諸 売 世 本 と の 前 付 p 処 芝 
と た さ 昧 八 。 め 人 金 て 々 ち 百 』t す ら 刀 六 代 つ Sa へ の 且 の 間 九 事 の 日 の を 中 詳 代 けけ て 8 
者 で 不 日 万 ` い まい 、 姓 生 が ず 、 寺 宮 い 人 的 一 細 5 た 指 【 2H 売 事 の 地 直 末 門人 き 
カ い 要 合 研 進 民 此 % で 耕 た 語 の ひ 條 脇 年 と えれ を 据 年 は で 損 O Yo 
ぶる を 志学 上 快 e の 長 作 すう の に の 指し ば な を 真 " ひ ゆ の 二 ル Vo の ECC に 9 導 
寺家 武 川 吉 有 楽 % 如 : 久 1 か 儀 仰 前 "で て に * す る" 入 所 弓 日 吉 ド 一 た 間 用 お れい 候 な ぶた 
ん 全 生 家 朱 る の < く に 専 Z。 は 人 き な 其 や 二 だ 所 E ら 持 c 本 が と 傘 す ン 意 か 事 候 心 "しょ ん 
人 @⑤ 文 印 べく 4* 釜 候 に 儀 申 付 今 い 事 右 り 所 か 導い 当 3 ざ 候 や e @ し 入 語 べ 各 仕 せ 曲 % へ ざ : ` 子 国 
ゅ セー くせ " # に すけ 度 え 武 候 の ら 。 を る 事 りき まだ っ 春 き 別 りら 事 バ し 神 偽 よ 
信和 侯 き 出 百 仕 5 候 に ら 大 に 具 の 田 、 給 3 難 % 門  、 ト ※ す 一 埋 に 介 れ に 生生 事 吉 





それ ぞ れ の 戸数 ・ 人 数 を 調査 ・ 確 定 す る 全国 的 戸口 調査 が 行わ れ た 。 こ の 人 掃 令 の 結果 , 
諸 身 分 が 確定 する こと に な っ た の で , 人 掃 令 の こと を 身分 統制 令 と も いう 。 こ うし て , 根 
地 ・ 刀 狩 ・ 人 掃 令 な どの 政策 に よっ て , 兵 ・ 町 人 ・ 百 姓 の 職業 に 基づく 身分 が 定め られ , 
いわ ゆる 兵 農 分 離 ・ 農 商 分 離 が 完成 し た の で ある 。 
【 人 掃 令 】 人 掃 令 は 1591( 天 正 19) 年 8 月 の 秀吉 令 と 翌年 正月 の 秀次 令 の 2 度 に わた り 発 人 
され た 。 秀吉 の 人 掃 令 は 3 カ条 より な り , 第 1 条 で は 武家 奉公 人 が 町 人 や 百姓 に な る こ 克 
第 2 条 で は 百姓 が 商人 や 職人 に な る こと , 第 3 条 で は 武家 奉公 人 が 主人 を か える こ と を 独 
れ ぞ れ 禁 止 し , 違反 者 を 摘発 し た 場合 に は 代 官 や 住民 の 手 で 在 所 か ら 追 放 ( ニ 人 掃 ) す る 堪 
う 命 じ て い る 。 一 方 , 秀次 の 人 掃 令 と は , 1592( 文 禄 元 ) 年 正月 に 秀次 が 朝鮮 出兵 に 際 し < 
出し た 5 カ条 の 臨時 立法 (と くに 武家 奉公 人 の 脱走 を 禁じ た 第 1 条 ) を 指す 。 従来 は 秀吉 代 
を 身分 統制 令 , 秀次 令 を 人 掃 令 と 呼ん で 区 別して きた が , 1592 年 3 月 に 人 掃 令 に 基づい 
実施 され た 全国 的 な 戸口 調査 は , 武家 泰 公 人 に 限ら ず , すべ て の 身分 を 対象 と し て いる きき 
と か ら , この 調査 の 法 的 根拠 と な っ た 人 掃 令 も , 武家 夫 公 人 を 対象 と し た 秀次 令 だ け で 若 
前 年 の 秀吉 令 を も 指し て いた と 考え ざる を えな い 。 つま り 人 掃 令 と は , 正しく は 秀 天 
令 と 秀次 令 の 併 称 と 考え る べき な の で ある 。 秀次 令 は , 朝鮮 出兵 に 備え て , 秀吉 令 の う 右 
武家 奉公 人 に 関す る 条項 を 徹底 きせ た も の で , 秀吉 令 の 再 令 と し て の 性 格 を も つも の で あ y 
っ た 。 な お 人 掃 と は 狭義 に は 追放 と いう 意味 だ が , 人 掃 令 の 場合 に は 戸口 調査 (人 改 ) と 通 
反 者 の 追放 (狭義 の 人 掃 ) と いう 双方 の 意味 合い を 含ん で いる よう で ある 。 


秀吉 は , は じ め キ リス ト 教 の 布教 を 認め て Wi 
ーー Y 
も よー ュー た が , し だ い に 秀吉 の つく りあ げ よ うと し 起 


国家 体制 に キリ スト 教 が 妨げ に な る と 考え る よう に な っ た 。1587( 天 正 15) 年 。 島津 氏 征 放 
の た め 九 州 に 赴 い た 秀吉 は , キリ シタ ン 大 名 の 大 村 純 思 が 長崎 を イエ ズ ス 会 の 教会 に 寄 価 
し て いる こと な ど を 知り , まず 大 名 ら の キリ スト 教 和信 を 許可 制 に し た 。 こ の と き 秀 胡 較 
キリ シタ ン 大 名 の 中 心 的 存在 で あっ た 播磨 国 明石 城主 高山 右近 (1552 1615) に 棄 教 を 迫っ 
た が , 拒 舎 し た た め , その 領地 を 没収 し た 。 こ れ は キリ シタ ン 大 名 の 増加 と 彼ら の 連携 春 
警戒 し た 秀吉 に よる 一 種 の 見 せしめ で あっ た が , 一 般 人 の 信仰 は 「 そ の 者 の 心 次 第 」 と し 
禁じ な か っ た 。 と ころ が この 直後 , 秀吉 は 突然 バテ レン (宣教 師 ) 追 放 令 を 出し て 官 教師 の 


文 禄 ・ 慶 長 の 役 要 図 


国外 追放 を 指令 し た 。 宣 教師 が 神社 仏閣 を 破壊 し て いる と いう の が 直接 の 理由 で あっ た が , 
キリ スト 教 と 南 秦 貿易 を 分 離 で きる と 考え た 秀吉 は , ポル ト ガ ル 船 や 商人 の 来航 は 従来 通 
認め る 方 針 を と っ た 。 ま た 1588( 天 正 16) 年 , 秀吉 は 海 の 惣 無事 令 と も いう べき 海賊 取締 
令 を 出し て 合 窟 な どの 海賊 行為 を 禁止 し , 海上 の 平和 を 実現 する と と も に , 一 方 で は 京都 

・ 堺 ・ 長 崎 ・ 博 多 の 豪商 ら の 東 ア ジア 諸国 へ の 渡航 を 保護 する な ど , 南方 貿易 を 奨励 し た 。 
この よう な 貿易 の 奨励 は , 結果 的 に キリ スト 教 の 取り 締まり を 不 徹底 な も の に し , キリ ス 
ト 教 は な お 各地 に 広がっ て いっ た 。 と こ ろ が 1596 (慶長 元 ) 年, スペ イン 船 サン = フェ リ ペ 
呈 が 土佐 に 漂着 し た と き , 乗組 員 の 不用 意 な 発言 と ポル ト ガ ル 人 の 詩 言 か ら ス ペイ ン が 領 
拡張 に 宣教 師 を 利用 し て いる と いう 話 が 伝わり (サン = フェリペ 号 事件 ). これ を 知っ た 

吉 は , スペ イン 系 の フラ ン シ ス コ 会 を 中 心 と する 官 教師 ・ 信 者 26 名 を 捕え , 長崎 に 送っ 
て 処刑 し た (26 聖 人 痢 教 )。 そ の 背景 に は , 日 本 へ の 布教 の た め 進 出し た スペ イン 系 の フラ 
ン シ ス コ 会 と イエ ズ ス 会 と の 対立 が あっ た が , この 事件 は 日 本 の 支配 者 層 の 間 に キ リス ト 
教 に 対す る 警戒 心 を 植え つけ る こと に な っ た 。 

16 世 紀 後 半 の 東 ア ジア で は , 朝貢 貿易 と 海 禁 政策 を 基本 と する 中 国 中 心 の 伝統 的 な 国際 
株 序 が . 明 の 国力 の 衰退 に より 変化 し つつ あっ た 。 全 国 を 統一 し た 秀吉 は , この 情勢 の な 
か で 日 本 を 中 心 と する 新しい 東 ア ジア の 国際 秩序 を つく る こ と を 志 し た 。 秀吉 は ゴア の ボ 
ルト ガル 政庁 , マニ ラ の スペ イン 政庁 , 高山 国 (台湾 ) な ど に 対し . 服属 と 入 頁 を 求め た が , 
それ は , 秀吉 の こ の 対外 政策 の 表 わ れ で あっ た 。 

PO 秀吉 は 対馬 の 宗 氏 を 通し て , 朝鮮 に 対し 入 真 と 明 出 兵 の 先導 と を 求め 
。 朝鮮 が これ を 拒否 する と , 秀吉 は 出兵 の 準備 を 始め , 肥前 の 名 護 屋 に 本 陣 を 築き , 
0 15 万 余り の 大 軍 を 朝鮮 に 派兵 し た ( 文 禄 の 役 ) 。 金山 に 上 陸 し た 日 本 軍 は , 
新兵 器 の 鉄砲 の 威力 な ど に よっ て まもなく 漢城 ( 現 ソウル) を お と し 人 入れ, さら に 平壌 
(ピョン ヤン ) も 占領 し た 。 こ の こ ろ 秀吉 は , 後 陽成 天皇 を 北京 に 移し 。 豊臣 秀次 を 中 国 の 
関白 に 任命 する と いう 途方 も な い 計 画 を いだい て いた が , まもなく 和 李 償 臣 (545 ー98) の 率 
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いる 朝鮮 水軍 の 活躍 や 義 兵 ( 義 民 軍 ) の 的 抗 , の 援軍 な ど に より 日 本 軍 は 補給 路 を 断 た も 
ー だ い に 戦局 は 不利 に な っ た 。 と くに 李 舞 臣 が 導入 し た 亀 還 租 は 船体 に 格 を まとっ た 頑 
な つく り と 火 只 中 心 の 戦法 で , 親 り 込み を 得意 と し て いた 日 本 水軍 に 大 き な 打 撃 を 与え 朝 
その た め 小 西行 長 (1558 一 1600) を 中 心 と する 現地 日 本 軍 は 休戦 し. の 
め た が , 1593( 文 禄 2 ) 年 か ら 始ま っ た 和平 交渉 で は , 明 の 降伏 ( 明 の 皇女 と 天皇 と の 婚 妨 
勤 合 質 易 の 再開 , 朝鮮 南部 の 割譲 な ど を 求め た 秀吉 の 要求 は 。 講和 を 急ぐ 小 本 生長 や 明生 
将軍 の 手 で 撮り つぶ きれ , 正確 に 伝 着 さ きれ な か っ た 。 そ の た め , 明 は 1596 (慶長 元 ) 年 に 個 
者 を 派遣 し , 秀吉 に 対し て 「 光 を 封じ て 日 本 国王 と な し 」, その 朝 頁 を 許す と いう 態度 大 
と っ た の で , 秀吉 は 激怒 し , 交渉 は 決裂 し た 。 
1597 (慶長 2 ) 年 , 秀吉 は 再び 朝鮮 に 14 万 余り の 兵 を 送っ た が (慶長 の 役 ). 日 本 軍 は 最初 
か ら 苦 戦 を し いら れ , 翌年 秀吉 が 病死 する と 撤兵 し た 。 こ の 戦い で は , 秀吉 が 戦功 の 証 
し て 育 の か わり に 算 を も ち 帰 らち ら せ た た め ぬ め , 兵士 ば か り で な く 民 間 人 に 対し て も 鼻 切 り が 律 
われ , 戦 矯 の 舌 鮮 に は 邊 の な い 人 々 が ちまた に あふ れ た と いう e@。 前 前 後 7 年 に お よぶ 日 夫 
軍 の 朝鮮 侵略 は , 朝鮮 で は 王 展 ・ 丁 可 修 乱 と 呼ば れ . 朝鮮 の 人 々 を 戦火 に 巻き 込み , 多 @ 
の 援 害 を 与え た 。 ま た 国内 的 に は , ぼう 大 な 戦費 と 兵力 を 無駄 に 費やし た 結果 と な り 。 
臣 政権 を 衰退 させ る 原因 と な っ た 。 朝鮮 侵略 は 秀吉 の 誇大 妄想 に よ よっ て 引き お こさ れ た 面 
が 強い が , 一 方 で は 日 本 国内 に お ける 知行 地 の 不 足 を 解決 する た め の 領 土 拡大 戦争 と し < 
の 性 格 も も っ て いた 。 
三才 | 日 本 軍 の 苦戦 1592( 文 禄 元 ) 年 4 月 | 便 結 し た 大 河 を いく つも 渡り な が ら 撤 退 し 意 
の 釜山 上 陸 に 始ま る 文 禄 の 役 は , 当初 日 本 軍 | が , その 間 . 吾 用 き の 兵 の 多く が 深 復 人 
が 圧倒 的 な 優位 に 立ち , 開戦 か ら わ ず か 2 カ | 足 の 指 を 失い . 栄 差 不 足 か ら 鳥 目 と な る 者 赤 
月 に し て 平壌 (ピョン ヤン ) を 陥落 さき せる ほど 続出 し た と いう 。 ま た 廣 長 の 役 で 最も 爆烈 
の 猛攻 を みせ た が , 明 鮮 水軍 の 活躍 や 義 兵 の きわ め た と いわ れる 閑 山 城 芽 城 で は , 名 角 
蜂起 , 明 の 参戦 な ど で し だ い に 戦 況 が 用 着 状態 に あっ た 城内 に 水 商人 や 米 商 人 が 現 わ 想 
し , 前 線 へ の 食糧 補給 も 沙 り が ちと な っ た 。 1 杯 の 水 を 銀 15 処 , 5 井 の 米 を 判 金 10 枚 と 豆 
日 本 軍 を 最も 苦し め た の は , 慣れ な い 冬 の 寄 う 途 方 も な い 値 段 で 売 りつ けた と いう 。 秀 書 
さ で あり , その 年 , 各地 の 日 本 軍 は 十分 な 食 の 朝鮮 侵略 は . 朝鮮 の 人 々 を 苦し め た その 目 
種 も 防寒 着る な いま ま 朝 鮮 奥 地 で の 越冬 を 余 相生 に と っ て も また 地 狐 外 の 何 析 で 聞 
僕 な くさ れ た 。 翌年 1 月 , 平壌 で 大 敗 を 喫し か っ た の で ある 。 
た 日 本 軍 は , 雪 を 口 に 含ん で 角 え を し の ぎ , 
秀吉 は 晩年 に 伏見 城 を 集い て そこ に 住ん だ が , の ち その 授 外 に 朱 の ) 
木 が 植え られ た の で , この 地 を 桃山 と 呼ぶ よう に な っ た 。 そ こ で 
長 ・ の 時 人 を それ それ の 尼 の に ちな ん で 福村 代 と 呼び この 時 代 の 和 
化 を 桃山 文化 (安土 桃山 文化 ) と いう @。 
この 時 代 に は 1 世紀 に お よん だ 戦乱 も 収まり , 富 と 権力 を 集中 し た 統一 政権 の も と に 奏 
地 の 経 済 ・ 文 化 が 交流 し, また 海外 と の 往来 も 活発 で あっ た 。 そ の 開か れ た 時 代 感覚 が 玩 
@ 日 本 に 送ら れ た 鼻 の 一 部 は 京都 方 広幸 の か た わら に 埋め られ . 現在 も 耳 塚 (実は 算 塚 ) の 名 で 同 
に 残っ て いる 


2】 桃山 文 化 と いう 場合 , 政 光 上 の 安寺 桃山 時 代 だ け で な く 。 江戸 時 代 初期 の 化 ま で 人 め て 用 議 
る の が 一 般 的 で あ 狼 。 
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化 の 上 に も 反映 きれ て , 新鮮 味 あ ふれ る 可 華 ・ 壮 大 な 文化 を 生み 出し た 。 こ こ に は 新しく 
導 配 者 と な っ た 武士 や , 戦争 ・ 貿 易 そ の 他 , 時 代 の 変動 を 利用 し て 大 き な 富 を 得 た 豪商 の 
気風 と 彼ら の 経済 力 と が 反映 きれ て いる 。 こ うし た 新鮮 味 と 豪華 さき が 桃山 文化 の も つ 第 一 
の 特色 で ある 。 ま た , これ まで 多く の 文化 を 担っ て きた 寺院 勢力 が 信長 や 秀吉 に よっ て 強 
め ら れ た た め , 文化 の 面 で 仏教 色 が 薄れ , 現実 的 で 力 感 ある 絵画 や 彫刻 な ど が 多く 制作 き 


れ た 。 こ の 豊か な 現実 的 精神 ・ 現 世 主 義 こ そ , 桃山 文化 の も つも う 一 つの 大 き な 特 色 で あ 
る ゐる 。 さらに ボ 
極 的 に 受容 し た こ 
より も 美術 工芸 ・ 


ミル ト ガ ル 人 の 来航 を 機 に ヨー ロッ パ 文 化 と の 接触 が 始ま り , 人 々 が これ を 積 
と に より , この 時 代 の 文化 は 多彩 な も の と な っ た 。 こ うし て 学問 ・ 宗 教 
生活 文化 に すぐ で れ た 特徴 の み ら れ る 桃山 文化 が 開花 し た の で ある 。 
桃山 文化 を 象徴 する の が 城郭 建築 で ある 。 こ の 時 代 の 城郭 は 軍事 的 
・ 政治 的 な 理由 か ら , それ まで の 山城 と 違っ て 交通 の 便利 な 平地 に 
つく られ , 重層 の 天主 を も つ 楽 元 と 。 土 朱 や 水 で 囲ま れ , いく つか の 石垣 で 築 か れ た 
郭 を も つよ うに な っ た 。 中 世 の 山 城 は 山 の 斜面 を 利用 し て 土 朱 と 空堀 を つく り 。. 戦時 の 
防寒 と し て の 名 受 割 を 果たし て いた が , この 時 代 の 城 は 領国 支配 の 利便 を も 考 上 應 し て , 小高 
い 丘 の 上 に 築く 平山 城 や 平地 に つく る 平城 と な り , 軍事 施設 と し て の 機能 と と も に 城主 の 
居館 ・ 政庁 と し て の 機能 を も 合わ せ も つも の と な っ た 。 安土 城 や 大 坂城 ・ 伏見 城 な ど は , 
天下 統一 の 勢 威 を 示す 雄大 ・ 華 豚 な も の で , 城 の 内 部 に は 書院 造 を 取り 入れ た 居館 が 設 
けら れ た 。 ま た 城郭 と な らん で 保 楽 第 な どの 典 舎 も 建築 され た 。 こ れ ら の 内 部 の 複 ・ 3 
・ 記 風 に は , , 金 箱 地 に 青 ・ 緑 を 彩色 する 濃 絵 ( 金 碧 画 ) の 豪華 な 障 壁画 ( 障 周 画 ) が 描か れ 
借 間 に は , 法 し 彫 の 彫刻 が ほど こさ れ て いた 。 当 時 の 建築 物 は いずれ も 現存 せ ず , 伏見 城 
の 一 部 を 移築 し て 建て られ た 都 久夫 須 麻 神社 本 典 や , 楽 第 の 一 部 を 移築 し た と 推定 され 
る 大 徳 寺 唐 門 ・ 西本 原 寺 牙 間 な ど に わずか な 遺構 を と ど め る に すぎ な い 。 城郭 建築 は 17 
世紀 に 入っ て か ら も 盛ん に 行わ れ , 二条 城 や 松本 城 ・ 彦 根城 姫路城 な ど が この 時 期 に つ 
くら れ た 。17 世 紀 初 期 の 城郭 は , 秀吉 の ころ に み ら れ た 衰 華 な 内 部 装飾 が 後退 し た 反面 , 
簡素 で 機能 的 な も る の と な り , な か で も 関ケ原 の 戦い の の ち 城主 と な っ た 池田 克 政 (1564ー 
Il613) が 改築 し た 姫路 城 は 壮大 な 平山 城 で , 大 天主 と こ れ に 連なる 3 棟 の 小 天主 か ら な る 
連立 式 天守 間 が みごと で あり , 壁 や 世 の 合わ せ 目 を 白 の 漆喰 で 塗り 固め た 機能 美 か ら 白 路 
成 と も 呼ば れ て いる 。 5 > 
城 や 殿 舎 の 内 部 を 飾る 障壁 画 の 中 心 と な っ た の は 狩野 派 で ある 。 な か で も 狩野 永徳 
(1543 一 90) は 室町 時 代 に 盛ん に な っ た 水墨画 と 日 本 古来 の 大 和 絵 と を 融合 させ て , , 豊 か な 
色彩 と 力 剖 い 線 描 , 雄大 な 構図 を も つ 新 し い 装 飾 画 を 大 成 し , 『 計 獅子 図 久 風 』「 栓 較 
風 」 な どの 作品 を 残し た 。 狩野 派 か ら は 永徳 の ほか に も 狩野 長 信 (1577 一 1654) ・ 妊 野 内 騰 
(1570 一 1616) ら 多 く の 画 家 が 出 て , それ ぞ れ に 永徳 の 様式 を 受け 継い だ が , な か で も 永徳 
の 門人 で 『 松 鷹 図 』『 牡 丹 図 。 な ど で 知 られ る 狩野 山 楽 (1559 1635) は , 永徳 の 気風 を 最も よ 
《 く 伝え, その後 の 妊 野 派 の 発展 を 支え た 。 狩野 派 は , 伝統 的 な 画題 の ほか に も 新興 勢力 と 
し て 登場 し た 都市 や 庶民 の 生活 ・ 風 倫 な ど を 題材 に し た 風俗 画 も 選ん に 描い て お り , 狩野 
水 徳 の 「 容 中 洛外 図 大 風 や 導 野 秀頼 の 「 座 和枝 図 風 」。 狩 野 長 信 の 『 花 下 遊楽 図 過 風 」, 
狩野 内 膳 の 「 間 国 祭礼 図 記 風 」」 卒 野 吉 信 の 『 職人 尽 図 放 風 』 な ど 数 多く の 作品 を 生ん だ 。 


い は ほう 吉 貞二 す 直志 


方 , 狩野 派 以外 か ら も 海 北 友 松 (1533ー 1615) や 長谷 川 等 伯 (1539 ー1610), 雲谷 等 顔 (1547 
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ー1618) ら が 出 て , 永徳 の 影響 を 受け な が ら も 独自 の 新 画風 を 創造 し , 尋 彩 の 装飾 的 作 靖 
と と も に , 水墨画 に 6 すぐ れ た 作品 を 残し た 。 施 北 友 松 の "山水 図 故 風 』 『 壮 丹 図 梅花 図 選 


風 』, 長谷 川 等 伯 の 『 衝 積 院 袖 絵 ( 机 図 ・ 桜 図 )』『 松 林 図 包 風 』 な ど は その 代表 作 と いえ a 


彫刻 で は 仏像 彫刻 が 衣 え て , 欄間 彫刻 が 盛ん に な り , 本 絵 を は どこ し た 家具 調 度 品 悪 
建物 の 飾り 金具 な ど に ゃ も 装飾 性 の 強い 作品 が つく ら れ た 。 と く k に 伏見 城 の 遺構 で ある 京 報 
高台 寺 電 屋 の 仏壇 や 調度 類 に ! ほど こき され た 筐 絵 は 高台 寺 桂 絵 と 呼ば れ . 桃山 文化 の 特 信 
を よく 表わし て いる 。 ま た , 朝鮮 侵略 の 際 に 朝鮮 か ら 伝え られ た 活字 印刷 術 に よっ て 数 種 
類 の 書籍 が 出版 きれ た が , と くに 慶長 年 間 , 後 陽成 天皇 の 勅命 で . 明 魚 伝来 の 印刷 | 法相 
客 の 活字 F に より 開 版 (出版 ) き れ た 四 書 や 『 日 本 書 紀 』 な どの の 一 連 の 書物 は 慶長 版本 ( 度 長 勅 
版 ) と 呼ば れ , 当時 の 印刷 技術 を 今日 に 伝え て いる 。 

1 日 本 や 中 国 の 印刷 は , 木版 に 文字 を 彫り , それ に 墨 を 浅 っ て 紙 に 刷り と る 本 
販 印 刷 が 中 必 で あっ た 。 そ の な か か ら 中 世 日 本 に お いて も 山 版 や 大 内 版 ( 山 口 版 ) な ど 還 | 
すぐ れ た 印刷 文化 が お こっ た こと は すでに みた 通り だ が , 隣国 の 朝鮮 で は 早く か ら 銅 活 請 
を 用 いた 活字 印刷 が 発達 し て いた 。 音 の 朝鮮 侵略 に よっ て この 活字 印刷 術 が 朝鮮 か ら 信 
わり , 日 本 で も 木 活字 を 用 いた 活字 印刷 が 行わ わる よう に な っ た 。 ま た 。 は ほぼ 同じ ころ : 
宣教 師 プ ザ ァ リ ニ ャ ー ニ に よっ て ヨー ロッ パ の 舌 字 印刷 術 も 伝え られ , 九州 を 中 心 に 金属 澤 
字 を 用 いた キリ シタ ン 版 と 呼ば れる 活字 印刷 が 盛ん と な っ た 。 し か し , 漢字 と 仮名 の 組 評 
合わ せ か ら な る 日 本 語 表記 の 複雑 き の た めか , 活字 印刷 は その 後 の 日 本 に 定着 せ ず , 17 雷 
編 後半 以降 は 再び 木版 印刷 が 主流 と な っ た 。 








⑧  ⑳ 5) @) ⑦  $⑱ 
示 恒 一 直 信 氷 徳 = 光信 = 一 貞 信 = 一 永 真一 時 信 





② 
匹 信 


① 
狩野 正信 





主 信二 憲 信 = 英 信 


長 信 一 二 孝信 一 控 了 芳 岩 
(①ー⑧ は 古 狩野 派 8 代 の 順 ) 


内 騰 六 (10 代 略 ) 共 孝 
Fanttnad ェ ーー “ 
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主 な 建築 ・ 美 術 作 品 


侯 吉 庵 茶室 ( 待 庵 ) ( 伝 千 利休 )③ 
大 徳 寺 唐 門 プー 
本願 寺 履 ( 伝 箇 楽 第 遺構) 
部 久夫 須 麻 神社 本 典 (伏見 城 遺構)@ 
中 本 叶 書院 ( 鴻 の 間 ) 

本 本 寺 三 宝 院 表 書 院 ・ 庭 園 

尋 路 城 ( 白 路 城 

松本 城 天守 

ー 条 城 二の丸 御殿 


省 中 治 外 図 肩 風 ( 狼 野 永徳 
| 慎 獅 子 図 硬 ( 獅 時 水 舘 )④ 


し L ょ うき よう 


松 魔 図 (狩野 山 楽 ) 


IW た と 


| 牡丹 図 ( 獅 野山 楽 ) 


UI 」 


| 槽 | 図 肩 風 ( 才 野 永徳 


邊 し m 


留 積 院 宰 絵 ( 楓 図 ・ 桜 図 ) ( 伝 長谷 


川 等 伯 ) 
松 林 図 記 風 (長谷) | 等 伯 )@ 
0 

仁丹 図 梅花 図 選 風 ( 海 北 友 松 ) 
ee 
を ト 導 楽 図 選 風 ( 野 人 ) の 
観 机 図 記 風 ( 獅 野 秀頼 ) 
祭礼 図 風 ( 狗 野内 騰 ) 
交 放 


ト - 


詩 


習 座 5 
陸 団 放 ポ 





< 新 典 の 武将 ら と と も に , 京都 ・ 大 坂 ・ 堺 ・ 博 多 な どの 都市 で 活動 

町 衆 の 生活 PE . する 人 富裕 な 町 衆 も , この 時 代 の 文化 の 担い 手 で あっ た 。 そ の 一 
人 で ある 堺 の 千 利 体 ( 宗 易 ) は , 茶の湯 の 儀礼 を 定め , 茶道 を 確立 し た 。 利 休 の 完成 し た 
は 半 閑 寂 を 精神 と し , 華やか な 桃山 文化 の な か に 異な っ た 一 面 を 生み 出し 
茶の湯 は 豊臣 秀吉 や 諸 大 名 の 保護 を 受け て 大 い に 流行 し , 茶室 ・ 茶 器 ・ 庭 園 に すぐ れ 

和 Ma また 花道 や 香道 も 発達 し た 。 茶 室 と し て は 千 利 休 作 と 伝え られ る 妙 
較 席 待 應 が 洗練 され た 草庵 風 茶室 と し て 著名 で ある 。 ま た 秀吉 も 組立 て 式 の 黄金 の 茶室 を 
くり, 内 論 や 大 坂城 , 名 護 屋 城 な ど で 茶会 を 催す な ど , 利休 と は 異な る 趣向 で 茶道 を 愛 
し た が , 1587 (天正 15) 年 に 京都 北野 で 開い た 北野 大 茶湯 で は , 千 利休 ・ 今井 宗 久 (1520 一 
03) ・ 津 田 款 及 (?ー1591) ら の 茶 人 を 中 心 に , 健 富 ・ ・ 身 分 の 別 な く 民 衆 を 参加 させ た 。 ま 
た 大 名 た ちゃ る 盛ん に 茶会 を 催し , 武将 の な か か ら も 織田 有楽 斎 ( 信 長 の 弟 で 長 益 , 1547 一 





































1621) ・ 小 堀 遮 州 1579 一 1647) ・ 古 田 織部 (1544? 16 品 
ら の 茶 人 が 出 た 。 」 
庶民 の 娯楽 と し て は , 室町 時 代 か ら の 能 や 風流 呈 リ 
が あっ た が , 17 世 紀 初 め に 出雲 大 社 の 巫女 の 出身 と い 下 
れる 出 寺 阿 国 ( 生 没 年 不詳 ) が 京都 で か か ぶ き 踊 り を 始め 議 
人 々 に も て は や され ( 阿 国歌 舞 伎 ), や が て これ を も と 調 
簡単 な し ぐさ を 加え た 女 歌舞 伎 が 生ま れ た 。「 か ぶ き 』 
と は 「 傾 く 」 と いう 語 か ら 生 まれ た 言葉 で , 目 を 驚か ず 興 
様 な 変 で か わっ た こと を する 者 を 当時 「 か ぶ き 者 」 と り * 正 
に た が , 人 
阿 国歌 舞 伝 (" 国 女 歌 皇 仁 絵詞 」) 踊り を 交 じ え な が ら 演 じ た の で , 芸能 を 「 か ぶ き 上 下 
り 」 と 呼ぶ よう も 7 は その の ちゃ 内 

す と いう 理由 で 江戸 幕府 に よっ て 1629( 利 永 6 ) 年 に 禁止 され , つい で 少年 が 演じ る 若 朱 
舞 伝 が 盛ん に な っ た が , これ も 17 世 紀 半 ば に 禁 ほじ られ , 以後 は 成人 男子 だ け の 野天 

に な っ た 。 ま た , 琉球 か ら 渡 来 し た 三味 線 ( 三 政 ・ 三 線 ) を 伴奏 楽器 に し て , 操り 人形 夫 
動か す 人 形 浄瑠璃 も 流行 し た 。 こ れ は 室町 時 代 に 語り 物 の 一 ー つ と し て 生ま れ , 元 来 舌 軸 

な ど に よっ て 伴奏 され て いた 浄瑠璃 節 と, 右 代 以来 行わ れ て いた 芸能 の ー つ で ある 人 交 

リ と が 粘 合 し た も の で , この 時 期 , 三味 線 を 導入 し た こ . と に よっ て 大 い に が まつ た 塊 の 
商人 の 高三 隆 達 (1527 一 1611) ) が 小 歌 に 節 づけ を 民 守 隆 連 節 ( 隆 達 小 歌 ) も 市民 に 人 気 が 南 

W , 倒 踊 りな ども 答 地 で 夏 ん に 行わ れ た 。 
衣服 は 小袖 が 一 般 に 用 いら れ 各階 層 に よっ て 模様 や 色彩 に 変化 を つけ た さま ざま な 脂 

装 が 生ま れ た 。 男 性 は 持 を つけ る こと が 多く , 簡単 な 礼服 と し て は 室町 時 代 以来 の 素 

に 加え , 肩 衣 ・ 徐 ( 宰 ) を 用 いる こ と が 多く な っ た 。 ま た, 中 世に は 成年 男子 を 象 微 誠 

も の と し て 日 常 的 に 用 いら れ た 烏帽子 は 。 儀礼 的 な 席 以外 で は ほとん ど 着用 され る こと 衣 
な く な っ た 。 女性 の 場合 、 武家 の 女性 の 間 で は 打 掛 ・ 腰 巻 な ど が 殿中 で の 表 着 と し て 用 
いら れ た が , 庶民 の 間 で は 小袖 の 着 流し が ふつ うに な り . いわ の る 基 物 が 立 し た 。 

と も に 結 胡 す る よう に な り . 男性 で は 頭上 を 広く そり あげ る 月 代 の 風習 が 武士 を 中 心 に 大 
まり , の ち 庶 民 に も 普及 し た 。 食事 も 朝夕 2 回 か ら 昼 食 が 加わ り 3 回 に な り , 公家 や 武吉 

は 日 常 の 食事 に 米 を 用 いた が , 庶民 の 多く は 雑穀 を 常食 と し て いた 。 住居 は , 農村 で は 工 
草 き 屋根 の 平屋 が ふつ う で あっ た が 京都 な どの 都市 で は 2 階 建て の 住居 も 建て られ 財 
屋根 も 多く EEa | 
この 時 代 に は 南條 四 易 が 盛ん に な り , 宣教 師 の 布教 が 活発 に な る 中 

「 つれ て , 美 色 の 南宮 文 化 が 開 花 し た 。 フ ラン シス コ = ザビ エル は 表 

内 閉 際 に 機械 時 計 ・ 眼鏡 ・ 火縄 銃 ・ 衛 酒 ・ オル ゴー ル な ど を 贈り , また 信長 も 安土 
オル ガン や クラ ヴォ , ヴイ オラ な どの 楽器 に よる 演奏 を 聴く な ど , 大 名 の 間 で は 官 教師 
介し て 早く か ら ヨ ー ロ ッ パ 文化 の 受容 が 始ま っ て いた が , や が て 庶民 の 間 に も 喫煙 (だ 6 

こ ) の 風習 が 広まり , 南 秦 風 の 衣服 を 身 に 着け る も の も 出 て きた 。 宣教 師 た ち は , 天文 由 

・ 医学 ・ 地 理学 な ど 実 用 的 な 学問 を 伝え た ほか , 油絵 や 鋼 版 画 の 技法 を も たら し, 日 柚 

の 手 に よっ て 財 の 有 作 を 受け た 南星 も 描か れ た 。 ま た 金池 に よる 洒 字 還 





時 き 続 け て いる 。 

| 考 | オル ガン ポル ト ガ ル 人 が 日 本 に 納 
介し た も の の な か で , 日 本 人 が 最も 喜ん だ の 
は オル ガン 演奏 で あっ た と イエ ズ ス 会 官 教師 
は 記し て いる 。 信長 も 安土 で オル ガン 洒 奏 を 
障 い た が , 宣教 師 が オル ガン 演奏 会 を 開く と, 


の 存在 や 意味 が 知ら れる 語 も 少な く な い 。 


天草 版 " 平 家 物 語 』 
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新 も 官 教 師 プ ヴァ リ ニ ャ ー ニ に よっ て 伝え られ た 。 活字 印刷 機 も 輸入 きれ, ロー マ 字 に よる 
ドリ スト 教文 学 ・ 款 教書 の 翻訳 日 本 語 辞 書 , 行わ 
スス 会 に よっ て 出版 され た 出版 物 を キリ シタ ン 版 と いい , その うち 天草 の 印刷 所 で 出版 
きれ た も の を と くに 天草 版 と いう 。 代 表 的 な も の と し て は 『 ど ちり な = さり し た ん 』『 天 草 
販 ] * 家 物 請 』 『 天 草 版 伊 曽 保 物語 (EE ソ ポ の ハデ プラ ス )」「 晶 科 辞 書 』「 日 本 大 文 典 』 な と "が ある 。 

目 本 で は これ ら の 文化 を 積極 的 に 受け 入れ , な か に は 鉄砲 や た ば こ な ど の よう に 日 本 の 社 
夫 に 根づい た も の も ある が , 活字 印刷 術 が その 後 は 木版 に っ て か わら れ た の を は じ め , 

朴 術 ・ 学 問 な どの 多く は 大 き な 発 展 を 遂げ る こ 
者 に は 今日 な お その 影響 が 色 渡 く 残 っ て お り , カス テラ ・ カ ッ パ ・ カ ル タ ・ コ ン ペ イト ウ 
ャ シャ ボン ・ パ ン ・ ラ シャ ・ ジ ュ バ ン な ど , 多く の ポル ト ガ ル 語 が 日 本 語 に 同化 し て 今 も 


日 本 古典 の 出版 な ど が 行わ れ た 。 こ れ ら イ 


と な く 消 えて いっ た 。 た だ , 衣服 や 食物 の 


どの 土地 で も 多く の 日 本 人 が 集まっ た と いう 。 
音色 も 旋律 も まっ た く 異 な る 西欧 の 音楽 が 
当時 の 日 本 人 の 心 に どう 枚 い た の か , 興味 が 
つき な い 


日 世辞 書 』】 『 日 世辞 書 」 は イエ ズ ス 会 官 教 侯 ら に よっ て 編集 きれ た 日 本 語 辞 書 で , 本 編 
が 1603 ( 度 長 8 ) 年 補遺 が その 翌年 に 刊行 され た 。 当 時 , 日 本 で 用 いら れ て いた 日 常 語 
や 文章 語 を ポル ト ガ ル 語 で 解説 した, いわ ゆる 日 本 語 = ポル ト ガ ル 語 辞典 で あり , 採録 語 
訪 は 約 3 万 2800 語 に も お よん で いる 。 語 集 の 豊富 き と い い , 解説 の 詳し さき と いい , 当時 の 
日 本 人 が つく っ た 辞典 より も は る か に すぐ れ て お り , 『 日 入 辞 書 』」 に よっ て 初め て その 言葉 
その た め 今 日 も 日 本 史 や 国語 学 の 研究 に は 欠か 
せな い 文 献 で あり , ボル ト ガ ル 人 が 日 本 人 に 残し て くれ た 貴重 な 文化 遺産 の ー つ と な っ て 


メリ ギネス ・ meias(P) medias 3) 
ラシャ 【 本 綿 親 布 ) raxa【P 

カス テラ pao de castela P) 

コン ペイ トウ comfeitos'P) 

アッ paoE) pan (5) 

アプ 9 が barraca PXS) 

カビ タン (船長 ・ 隊 長 ) capitao P) capitan S) 
カル タ carta (PXS) 


シャ ポン (石けん ) sabao (PJ 
ビ イ ドロ (ガラ ス 製 品 ) vidro(B) 
款 教 キリシタン eristao 
デウス Deus (P) 
バテ レン ( 神 英 ) padre 【PXS) 
日 he biombo( 話 風 ) quimonao( 着 物 ) 


る ポル ト ガ ル 語 】 catana( 刀 ) bonzo( 坊 主 ) 





南 刻 系 の 外来 語 ( 下 ポル ト ガ ル 語 , スペ イン 語 ) 
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2 . 幕 落 体 制 の 成立 


か つて 織田 信長 と 同 帳 し , 東海 地方 に 勢力 を ふる っ た 徳川 
家康 1542 一 1616) は , 豊臣 政権 に くみ し , 1590 ( 天 正 18) 舞 
| 北条 氏 減 亡 後 の 関東 に 移 封 さ れ て 約 250 万 石 の 領地 を 実 と 
配 する 大 名 と な ょ っ た 。 江戸 を 抱 点 に し た 家康 は 江戸 城 の 
拡大 ・ 和 備 や 神田 上 永 を ひく な どの 町 づく り を 進め 
家臣 団 の 配置 で は , 小 身 の 者 を 江戸 城 近く に 知 符 地 
与え , 万 石 以 上 の 大 身 は 領国 周辺 部 に 配置 し て , 江戸 の 
防衛 と 領国 全体 の 安定 を 保っ た 。 
こう し て 国 和 営 を 充実 させ る 一 方 , 豊臣 政権 の 五 天 
老 の 筆頭 と し て 重き を な し , 文 禄 ・ 鹿 長 の 役 に ゃ 出 異 
せ ず 力 を 蓄え た 。 1598 (慶長 3 ) 年 豊臣 秀吉 が 死去 す 春 
と , 家康 の 地位 は 浮上 し た 。 家康 と 対立 し た の が 豊臣 柄 
の の 2 丘 権 を 支え て きた 実務 官僚 で ある 五 泰 行 の 一 人 石田 三成 で 
あっ た 。 三成 は 小西 行基 ら と と も に 石 大 老 の 一 人 毛利 煙 元 を 盟主 に し て , 宇 吉 多 秀 家 ・ 典 
津 義 尺 (1535 1619) ら の 西国 諸 大 名 を 味方 に つけ て 兵 を あげ た (丁重) 。 対す る 東 党 は 革 
康 と 彼 に し た が う 福 島 正 則 (1561 一 1624) . 加藤 清正 (1562 一 1611) ・ 里田 長政 (1568 一 1623) ら の 
路 大 名 で , 三成 と 通じ た 会 津 の 上 杉 景勝 と の 戦い の あと , 両 軍 は 1600( 朗 長 5 年 9 胡 
美濃 の 関ヶ原 で 激突 し た 【 関 ヶ 原 の 戦い ) 。 東 軍 10 万 4000 人 , 西 軍 8 万 5000 人 の 天下 分 け 国 
の 戦い は , 小早川 秀秋 ( 1582 一 1602) の 内 応 に より 東 軍 の 大 勝 と な っ た 。 家康 は , 石田 三 典 | 
・ 小 西行 長 ら を 京都 で 処刑 ] し た ほか , 宇喜多 秀 家 を 八丈 鳥 に 流し , 西 軍 諸 大 名 90 家 ・44 箇 
万 石 を 改易 (領地 没収 し た 。 ま た 毛利 灯 元 は 120 万 石 か ら 37 万 石 に , 上 杉 景勝 は 120 万 石 濯 
ら 30 万 石 に 減 封 (領地 削減 ) され た 。 逆 に 東 軍 の 将 士 は その 分 加増 され , 新た に 28 の 譜代 玩 
名 が 取り 立て られ た 。 の . 間 
家康 は 1603( 慶 長 8 ) 年 , 全 大 名 に 対す る 指揮 権 の 正統 性 を 得る た め 征 夷 大 将軍 の 官 下 窟 
受け , 江戸 に 幕府 を 開い た 。 関白 で は な く 《 征 夷 大 将軍 を 選ん だ の は , 同じ 官職 制度 の な 門 
で 豊臣 秀頼 と 競う の を 俣 け 」 いち 早く 豊臣 政権 か ら 独 立 し , 諸 大 名 を 戦争 に 動員 し , 指 料 
する 武家 の 梗 楽 と し て の 正当 性 を 得る た めで あっ た 。 
家康 は , 全国 の 諸 大 名 に 江戸 城 と 市 街 地 造成 の 療 請 を 合 じ て 主 人 従 関係 の 確認 を 進め , 
た 1604( 慶 長 9 年 , 国 単 位 に 国 絵図 と 郷 帳 の 作成 を 命じ て , 全国 の 支配 者 で ある こと 幸 
明示 し た 。 東海 道 中 山道 な ど 主要 街道 の 施設 を 整備 し 。 京都 ・ 伏見 ・ 大 坂 ・ 堺 ・ 展 崎 な 
どの 都市 や 港 を 直轄 地 に し た 。 また 石見 の 大 森 , 但馬 の 生野 。 佐渡 ・ 伊 豆 の 金 ・ 銀山 旭 
直轄 に する な ど , 全国 統一 の 政策 を 着 を と 進め た 。 
【 国 総 図 と 手帳 】 卿 帳 と 呼ば れる 土地 台帳 は , 検地 に よっ て 打ち 出 きれ た 4 ご と の 2 
を 郡 単 位 に 書き 記し , これ を 一 国 単位 に 集計 し た も の で , 国 絵 図 と 一 対 に な る よう に 作 席 
され た 。 国 息 図 は , 道筋 は 赤 , 川筋 術 青 , 郡 境 は 紫 。 山 は 緑青 な どの 色 使 い を 統一 し 
全 村 名 と 村 高 が 権 円 の な か に ルル 帳 面 に 書き 込ま れ . 郷 帳 と 対応 する 。 鹿 長 の 国 絵図 で ほ 
























ド 思 議 1607 年 まで 
還 還 | 1614 年 まで 
国 国 1636 年 まで 


・- 石垣 工事 
(1E3Gg 年 まで 」 
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作図 上 の 縮尺 の 統一 基準 は 設 周 
けら れ て いな か っ た が , 1644 介 
( 宇 保 元 ) 年 の 徳川 家 沈 の 命 
じ た 国 絵図 作成 で は , 縮尺 を 
1 里 ( 約 4 km) を 6 寸 ( 約 18 
cm) に 統一 し た 。 全国 66 カ 国 
の 国 絵図 66 枚 は 幕府 に 納め ら 
れ , これ を ジグ ソー パズル を 
完成 させ る よう に つ な き 合わ 
せ , 巨大 な 日 本 国 総 図 を つく 
る こ とこ が で きた 。 その 後 , 
1697 (元禄 10) 年 1831 (天保 
2 ) 年 に も 国 絵 図 ・ 
出 が 全国 に 命じ られ , より 精度 の 高い も の が 納め られ た 。 
Ao 家康 に し た が わな い 秀 吉 の 子 豊臣 秀頼 は 依然 大 坂城 に お り , 摂津 ・ 河 内 ・ 和 朱 
国 65 万 石 余 の 一 大 名 に な っ た と は いえ, 名 目的 に は 秀吉 以来 の 地位 を 継承 し て いる か に 
2 1605 (慶長 10) 年 , 家康 は 将軍 職 が 徳川 家 の 世 毅 で ある こ と を 諸 大 名 に 示す た め 
自ら 将軍 職 を 辞し , 子 の 徳川 秀 串 (15791632) ! こ 将 軍 宣 [ 下 を 受け させ た 。 識 府 に 隊 央 し て 
大 御所 と 称し た 家 康 は , 実権 を 撮り 続け , つい に 1614 (慶長 19) 年 , 方 広 寺 の 鐘 銘 事件 を 
きっ か け に 10 月 大 坂 科 の 陣 を 引き お こし , 12 月 いっ た ん 和議 を 結ん だ 。 絆 1615 ( 元 和 元 ) 年 
4 月 大 坂 夏 の 陣 を 戦い , 5 5 月 大 坂城 陥 落 , 淀 君 567 一 1615) ・ 秀 頼 母子 の 自害 に よっ て 戦 
い は 終わ っ た 。 ここ に 「 元 和 優 武 と 呼ば れる 「 平 和 」 の 時 代 が 到来 し た 。 


吉 考 ] 方 広 寺 鐘 銘 事件 方 広 寺 大 仏殿 は 奈 」 建 き れ , 04 訂 三 7 生 す り に は 月 の 入 陸 
良 の 東大 寺 大 仏典 を 直 回 る 規模 で , 1589 ( 天 成っ . た 。 こ の 巨 鐘 の 銘 に 「 国 家 安 康 」「 君 臣 豊 
正 17) 年 秀吉 が 国家 鎮護 を 祈願 する 目的 で 食 楽 子孫 股 昌 」 の 部 分 が あり , これ を 「 家 康 
大 し た 。 文 反 ・ 鹿 長 の 朝鮮 侵略 に の ぞ み , 国 毒 臣 を 君 と し て 
家 の 精 神 的 統一 を め さ し た の で あろ う 。 本尊 


の 名 を 2 分 し て 国安 ら か に , 
子孫 股 員 を 楽 し む 」 の 意味 で ある と 家康 は 豊 
は 6 p ( 約 18 m) に お よぶ 大 公 で あっ た が , 
Il596 ( 摩 長 元 ) 年 の 地震 で 大 仏殿 は 倒壊 し た 。 


臣 氏 を 貢 め た 。 そ の 責任 を , 豊臣 氏 の 国替え 


か , 洛 の 江戸 人 質 か , 二 者 択 一 で 迫り , 大 
坂 方 を 開戦 に 踏み 切ら せ た 。 
は 友人 直後 の 1615( 元 和 元 ) 年 に , 


大 名 の 居城 を 一 つ に 限る 
呈 国 憲 城 令 を 出し た 。 本 城 を 除く すべ て の 支城 を 破壊 きせ. 幕府 
に 対抗 する 軍事 的 拠点 と な る 要素 を 取り 除 か せる も の だ が , 諸 大 名 に と っ て も , 領内 の 支 
城 を 拠点 に し て 大 名 と 対抗 する よう な 有力 武士 を 到 体 化 さ せる 効果 を も っ た 。 開府 は さら 


ド けし ょ は 


に 武家 諸 法 度 を 制定 し て 大 名 を 厳し く 統制 し た 。 


[武家 諸 法度 】 1615( 元 和 元 ) 年 大 坂 落 城 後 徳川 家康 は 金地 院 異 伝 (15691633) ら に 命じ 
て 法度 草案 を 起 章 さ せ 検討 の の ち , 7 月 7 日 将軍 秀 思 は 諸 大 名 を 伏見 城 に 集め , 2 宗 伝 に 
朗読 きせ て タ 市 し た 。 内容 は 大 別 す る と , 政治 ・ 道徳 上 の 訓 式 治安 維持 の 規定 , 儀礼 上 
の 規定 と な る が , これ に よっ て 幕府 と 諸 大 名 と の 関係 は , これ まで の 私 的 な 従属 関係 を 脱 
し て 公 的 な 政治 関係 と な っ た 。 つ まり 大 名 は , 各 領 国 に お いて 分 色 位 と し て 領民 に の ぞ み 。, 


周防 国 の 慶長 国 繧 図 
卿 帳 の 提 
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奈 補 ーー 寺 男 思 | 条 府 直 暫 領 氏 各国 持 大 名 2 前 。 
軸 17 以 ハ 9 議 し 1 1 | 親 落 ・ 講 代 大 名 令 * お も な 直轄 地 
還 ニ ゆ テ 国 90 「 “ [| | 外 様 大 名 領 o 張 下町 / 
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五 会 年 和 曹 ペ の ハ ュ > 在 寛 補  ' 元 し 蘭 myi| 孔 科 ゅ 子 - 1 本 P 
Cm マン ダ っ : | = 尋 に 
人 修 3 民 会 邊 紅 使 3 和 94 ラ 和 1 章 | | 1 は 有 生 テー 人 
二 を 0 タブ -_ 示 5 繝 < 繝 < 家 ? 主 七 21 が 2 1 の 
モ ⑧ れ 。 プロ と ン っ 者 交 抄 上 杜 抄 | | 喜 重 「 の の で 、 0 ド m を 
古事 た 。 上 「 労 % ノ 本 ご 令 iu 嗜 とこ 1 っ | |s 人 島津 光 得 フー ルー 5 同人 な 記 当っ 5p6 ob ント ル 
っ 二 まる 出 イ 和合 な | 人 人 陳 児 仙 め の ' 和光 山 詳 が (7 。。 二 人 川 光 了 
ご 少 ー 台 六 和 月 ル 寺 . ぶ El ーー は 順 JR 軸 4 ーー 昌 昌明 
才 触 。 同和 演 定 事 キ ml 代 〒 ま W を 
も 大 書 後 ミ 本 ル 。 ズ 宴 間 | の し 2 | 0 
こ 名 ② め 旧 うし は 7 トド 定 際 y 
と る ご 寛 ⑤ 墓 き 所 言 ぇ . 5 則 26 田 ィ 
な や 念 保 其 ダ 也 上 j : 上 2 届 あこ お ーー 
き 五 策 旬 6 ス 基 大 名 の 配置 (1664 年 ころ ) 
8 と まっ 貞 で 貞 中 山道 ・ 近 畿 地方 な どの 要 地 同様 で あっ た 。 Tr 生 3 

十 ヲ 且 ち 夏 な 。 | 縛 結 還 肖 - 模 1623( 和 9 ) 年 将軍 職 を 家 光 1604 一 51) に ゆず っ た 秀忠 は 大 御所 と | js66( 間 5) | 





し て 幕府 権力 の 基礎 固め を 行い , 1632( 寛 永 9 ) 年 に 死去 し た 。 3 代 将 | 1692( 元 禄 5) | 
軍 家 光 は , 肥後 の 有力 外 様 大 名 加藤 思 広 (清正 の 子 。 1601 一 1653) を 処 | 1729( 吉 保 14) “ 
その こと に よっ て 領域 的 支配 の 正当 性 を 認め られ た 。 分 し て 出羽 庄 内 に 配流 し , その あと に 小 益 か ら 細川 氏 を 転 封 し 小 | 79 人 麻 ) 
の 人 1617( 元 和 3 ) 年 に 2 代 将軍 秀 皿 は , 大 名 ・ 公 家 ・ 寺 社 に 領 知 ( 地 ) の 確認 林 


書 ( 領 知 宛 行 状 ) を 発給 し 自ら 全国 の 土地 領有 者 と し て の 地位 を 明示 し た 。 大 名 と は 』 
方 石 以上 の 領地 を 与え られ , 将軍 と 主従 関係 を 結ん だ 武士 を いう が @W, 軍事 力 を 備え て 下 


1800( 寛 政 12) 
章 に は 譜代 の 小 泡 原 氏 を 封じ て 九州 も 将軍 の 意 の お よぶ 地域 と し た 。 | 47( 太 北 4) 


また 徳川 皿 長 ( 家 光 の 弟 , 駿河 大 納 言 , 1606 一 33) も 改易 し , 家 光 時 代 | 」g6s( 久 3) 
に 外 様 29 名 , 一 門 ・ 譜 代 19 名 を 改易 し て 力 に よる 大 名 統制 を 進め た 。 二 馬 に みえ る 大 名 獲 
る だ け に その 統制 に は 普 心 し た 。1619( 元 和 5 ) 年 広島 城 主 (49 万 8000 石 ) 福島 正則 を 葉 きら に 1634( 寛 永 1) 年 。 家 光 は 30 万 余り の 軍勢 を 率い て 上 沙 し た が , これ は 全国 の 譜 





代 か ら 外 様 に いた る 大 名 に ., 統一 し た 軍役 を 駆 課 し て 将軍 権力 を 示し た も の で あっ た 。 大 
絡 ・ 旗 本 は 領 知 石 高 ( 御 思 ) に 応じ て - 定 数 の 兵 馬 を 常備 し , 将軍 の 命令 で 出陣 する 義務 
( 疹 公 ) を 負っ て ゆい た 。 1616 (CE 和 2 ) 年 に 出さ れ た 軍役 \ 規 定 は 1633 (寛永 10) 年 家 光 に よっ て 
改定 され た 。 そ こ で は 1000 石 の 旗本 は 鏡 2 本 ・ 弓 一 張 ・ 鉄 砲 1 で 総勢 23 人 の 出陣 を , 1 
方 石 の 大 名 は 馬上 で 出陣 する 武士 10 騎 , 鉄砲 20 失 ・ 己 10 中 ・ 鐘 30 本 ・ 旗 2 本 な ど と 規定 き 
れ た 。 平 時 に は 江戸 城 な どの 修業 や 河川 の 工事 (普請 ) な ど を 負担 し た 。1622( 元 和 8 ) 年 江 
戸 城 本 丸石 二 の 御手 牧 普請 に , 改易 以前 の 肥後 熊本 52 万 石 の 加藤 忠広 は 約 5000 人 の 人 夫 
を 半年 間 動員 し た 。 こ の う ち 1200 人 が 藩 抱え の 足軽 で , 3400 人 が 国 元 の 百姓 .。 400 人 が 水 
た で あっ た 。 こ の よう に 大 名 に 課さ きれ た 軍役 は , 百姓 な ど に 転 稼 きれ 農村 を 療 英 させ る こ 
と に つなが っ た 。 

家 光 は 1635 (寛永 12) 年 , 武家 諸 法度 を 発布 し 、 諸 大 名 に 遵守 を 厳命 し た 。 その な か で 大 
名 に は 国 元 と 江戸 と を 1 年 交 交代 で 往復 する 参勤 交代 を 義務 づけ . 妻子 の 江戸 居住 を 強制 し 
た 。 参勤 交代 は 毎年 4 月 を 交代 期 と し て , 全国 の 大 名 の 半ば が 江戸 に , 半ば が 国 元 に いる 
と いう 制度 だ が , 関東 の 大 名 は 半年 交代 , 対馬 の 宗 ミ 家 は 3 年 に 1 回 の 参勤 で あり , 水戸 家 
は 常に 江戸 落 邸 に 詰め た 。 大 名 は これ に よっ て ば ぱく 大 な 出費 を きせ られ た が , 江戸 と 街道 
筋 の 宿場 が に ぎわ い , 交通 が 発達 し た 。 江戸 に 参勤 し た 大 名 た ち は , 軍役 と し て 江戸 城 諸 


諸 潜 度 の 城区 修 補 の 項 に 違反 し た 理由 で 津軽 その の ち 信 州 川中 島 ( 4 万 5000 石 ) へ 転 抽 
し た 。 こ うし て 法度 を 着 守 き せる と と も に , 将軍 より 年 功 の 西国 有力 外 様 大 名 を も 処 衝 
で きる 圧倒 的 な カカ を 示し た 。 

4 ー 方 で , 巧妙 に 大 名 を 配置 し た 。 大 名 の 数 は 江戸 時 代 初 期 に は か な り 変 動 が あっ 財 

, 中 期 以 後 は 約 260 一 ー270 ぐ らい で あり , これ ら は 持 軍 と の 親 貴 の 関係 で 親藩 ・ 譜代 ・ 

匠 は 親藩 は 三家 (尾張 ・ 紀 侵 ・ 水戸 の 3 藩 ) な ど 徳 川 氏 - - 門 の 大 名 , 詳 代 は 委 
凡人 上 伝統 の 家 取 が 大 名 と な っ た 者 で ある が 関ヶ原 の 戦い 以前 に は 37 家 に す 尋 

な か っ た 。 その 後 , 巻 府 の 信任 あつ い 譜代 大 名 は 多く 取り 立て られ , 幕末 に は 145 家 ま 主 
増やし た 。 譜代 は 大 老 ・ 老 中 ・ 若年 寄 な ど 将 軍 直 属 の 重 職 に 任じ られ た が . 石 高 は 5 表 
石 内 外 と 少な か っ た (井伊 家 の 35 万 石 は 例外 ) 。 外 様 は 関ヶ原 の 戦い 以後 . 徳川 氏 に 医 稚 
し た 者 で , 加賀 の 前 田 102 万 石 )・ 共 摩 の 島津 (73 万 石 )・ 際 奥 の 伊達 (56 万 石 ) の よう に 者 
地 は 広く , 有力 な 者 が 多かっ た 。 . これら の 人 危 険 性 が ある 外 様 は , 東北 ・ 四 国 ・ 九 州 な ど 相 
辺境 の 地 に 配置 され , 逆 に 関 八 州 は 草 領 ・ 旗本 知行 地 ・ 譜代 大 名 で 固め, また 東海 道 
ゅ 例外 と し て ., 下野 の 間 連 川 氏 は 5000 石 の 石 高 で も 10 万 石 格 の 大 名 で あり 戦 夷 地 の 松 前 氏 は # 
で も 大 名 で あっ た 。 こ の 逆 に , 骸 の 半生 氏 が よう Me 5000 石 の 石 癌 や も 拉 和 さ れ に た な の 
な か っ た 場合 も ある 。 








TTP TTPP TTF ゅ 地 約 300 万 石 を 加え 和 と 計 700 万 石 較 
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が 定まっ た 。 天 政 の 申 枢 に あっ た 年 寄 は 老 中 と 呼ば れ 。 定員 4 人 で 幕政 を 統括 する よう 





















: 門 の 警衛 や 火事 の 際 に 出動 する な 叫 





: の 役務 を 担っ た 。 に な っ た 。 井伊 家 な ど 特 定 の 諸 代 大 名 が な っ た 最高 職 の 大 老 は 常世 で は な く , 重要 事項 の 
奏者 仙 3 ie 人 ん 合議 に 加わ っ た 。 ま だ 老 中 を 補佐 し 旗本 を 監督 する 若年寄 ( 4 人) 大 名 を 骨 察 する 大 目 
名 社 者 年 用 ease の 巡 関 係 ほ 梓 O 付 、 旗本 を 監 侍 する 目付 が お か れ た 。 ま た 寺社 の 統制 な ど に た ず さ わ る 寺社 奉行 ( 4 人 ) や 
ーー 記 、 。 た 。 強力 な 領主 権 を も つ 将 軍 と 大 舞 領 の 財政 と 行政 に あたる 勘定 奉行 (4 人 ), 江戸 の 市 政 を 担当 する 町 生 ( 南 北 2 人) の 三 
月 公 計 昌 町 示 半 人 内 動 人 生 細 | 融 府 と 藩 ) が 土地 と 人 民 を 統治 す 人 行 が 実務 を 処理 し た 。 以 上 の 硬 府 の 要職 は 月 番 制 (1 カ月 交代 で 勤務 ) を と り , 重要 判断 
体側 を 幕 工 体 制 と いう 。 ph また , 老 中 ・ 三 奉行 ・ 大 目付 ら は 評 定 所 を 構成 し て , 国境 い 訴訟 な 
1 基 府 の 重要 な 裁判 を 担当 し た 。 

4 等 人 rs | 権 カ 周 上 方 和 生 で は 素人 (1 朝廷 の 統制 や 西国 大 名 の 監視 を 行っ た 。 京都 
人 和合 り 3 殺人 で 語 。 : 請 大 名 に 比べ て 大 きく 便 越 し て い 才 : 条 ) ・ 大 坂 ・ 駿 府 は 重要 都市 で あり , 城 代 ( 各 1 人 ) と 町 秦 行 ( 各 1 一 2 人 ) が お か れ た 。 
8 : まず 財政 面 で は , 400 万 石 17 世 細 3 の 要 地 で ある 伏見 長崎 ・ 佐 渡 ・ 日 光 な ど に は 奉行 (いわ ゆる 遠 国 奉 行 , 各 1 

と 天 に 細 。 和 | 未 ) に も お よん だ 直 坦 領 ( 領 , 俗 2 人 ) が お か れ た 。 ま た 区 府 直轄 地 で は , 関東 ・ 飛 騨 ・ 美 漠 な ど に は 都 代 が , その 他 の 直 

る き コ | 天領 と いう ) か ら 徴 収 する 年 貢 は 基 由 地 に は 代官 (40 一 50 人 ) が 勘定 奉行 の 下 で 直接 民政 を つか さ ど っ た 。 
( 間 和 ん : 政 の 基本 と な っ た 。 こ れ に 旋 本 知 社 大 名 の 領地 ・ 領 民 ・ 支 配 機構 を 総称 し て 落と 呼ぶ 。 大 名 は , 初期 に は 権力 の 弱き か ら 


宜 内 の 有力 武士 に 領地 を 与え , その 領民 支配 を 認め る 地 注 知 千 制 を と る 場合 も あっ た 。 
閣 し , 一 国 一 城 令 (1615 年 ) で 有力 武士 の 軍事 的 ・ 経 済 的 拠点 と な っ た 支城 が 破 却 さ れ た 

, 幕府 に よる 大 名 の 転 封 が 進め られ , 在 地 に 根 づ か な いい わ ゆ る 「 鉢 植え 大 名 」』 と な る と , 
の の 在 地 柱 も 和 失 な われ 大 名 に よる 領内 一 円 支配 が 進め られ た 。 その 結果 , 有力 武 
・ っ を 家臣 団 に 編成 し て 城下 町 に 集 住 きせ , 家老 や 奉行 な どの 役職 に つけ て 藩政 を 分 担 さ きせ 
だ 。 

17 世紀 半ば に な る と , 多く の 落 で は 地方 知行 制 は み ら れ な く な り , 郡 夫 行 や 代官 な ど 
が 支配 する 直轄 領 ( 蔵 入 地 ) か ら 徴収 し た 年 貢 を 蔵 米 と し て 支給 する 俸禄 制度 @ が 行わ れる 
まう に な っ ら た 。 

大 名 は , これ ら 家 臣 団 を さら に 厳し く 統 制す る た め に 藩 法 を 制定 し た 。 ま た 領民 統治 の 
方 策 も 幕府 法 を 基準 に 行わ れ た が , それ に 反し な い 限 り は 大 名 独自 の 政治 を 行う こと が で 
また 。 こ うし て 大 名 に よる 領地 ・ 領 民 を 支配 する 力 は 強化 きれ , 藩 の 職制 も お よそ 幕府 の 
それ を 縮小 し た 形 で 整備 され , 藩 権力 は 確立 し て いっ た 。 
徳川 家康 は 1611 (慶長 16) 年 , 後 水尾 天皇 ( 位 1611 一 29) を 擁立 し た 

大 っ な ュー 際 , 天皇 の 譲位 ・ 即 位 まで 武家 の 意志 に し た が わせ る ほど の 権力 
の 強 さ を 示し た 。 さ ら に 1613( 鹿 長 18) 年 , 公家 衆 法度 5 カ条 を 出し て , 公家 の 統制 を は 
か っ た 。 

【 公 家 衆 法度 】 主 な 内 容 は , 1 条 で 公家 衆 の 「 家 々 之 学問 」 に 励む こと 。 2 条 で 行儀 法度 に 
背く 者 は 流罪 に 処す こと 。 3 条 で 昼夜 之 御 番 」( 禁 間 小 番 ) を 老若 と も に 忌 り な く 勤 め る こ 
と で , これ ら に 反する 行為 が あれ ば , 五 摂家 や 武家 伝 奏 か ら の 届け に 応 じ て 武 家 (幕府 ) が 
流罪 な どの 沙 湊 を する と 明記 は 沈 寺 合計 り 江戸 時 代 の 公家 の 役 儀 ( 義 務 ) は 家々 の 学問 ( 公 


お よび , 全国 の 石 高 を 約 3000 万 石 と すれ ば , ほぼ 4 分 の 1 を 占め る こと に な る 。 人 
田 氏 の 約 100 万 石 と 比べ て も 圧倒 的 な こと と が わか る 。 ま た 佐渡 相川 ・ 伊 豆 ・ 但 馬 生 野 ・ 
兄 大 森 な ど 直轄 の 主要 鉱山 か ら の 収入 や , 江戸 ・ 京 都 ・ 大 坂 ・ 長 崎 ・ 堺 な どの 重要 才 市 と 
直轄 に し て 商工 業者 か ら の 献金 や 貿易 か ら の 利益 を あげ , さら に 貨幣 の 鋳造 権 を も っ て 細 
大 な 富 力 を も っ た 。 

財政 面 の み で は な く , 幕府 権力 を 優越 きせ た の は , 本 あの 3e5 は 符 
司 の 家臣 団 で ある 旗本 ・ ・ 御家 人 の ほか に , 路 大 名 の 負担 する 軍役 で 構成 され , 圧倒 的 な 才 
を 保持 し て いた 。 直参 と 呼ば れ た 直属 家 臣 の うち . 将軍 に 再見 (お 目 見 え ) を 許さ れる 旗 夫 
は , 1722( 亭 保 7 ) 年 の 調査 で 5205 人 . お 目 見 え 以下 の 御家 人 は 1 万 7399 人 で あっ た 。 記 
本 1 人 平均 600 石 の 知行 と する と , 1000 石 の 旗本 は 総勢 23 人 が 出陣 する 軍役 規定 (寛永 黄 
年 ) で ある か ら , これ に 当て は め る と お よそ 7 万 人 の 軍勢 と いう こと に な り ., 「 旗 本 八 測 
騎 」 に 近い も の と な る 。 関ヶ原 の 戦い に お ける 西 軍 が 8 万 5000 人 の 軍勢 で あっ た か ら , 月 
本 だ け で も これ に 匹敵 し た 。 平 時 に お いて 旗本 は 大 番 ・ 書 院 番 ・ 小姓 細 番 の 3 番組 に 組 
成 され , . 御 家人 は 徒 士 組 ・ ・ 庄 答 百 人 組 な どの 諸 隊 に 組織 され た 。 これ ら を 番 方 と いい 。 
れ ぞ れ 秋 や 般 に = 率い られ た 。 ほか に 旗本 は 拓 定 奉行 ・ 町 夫 行 ・ 大 目付 ・ 目付 ・ 代 党 

な ど に , 御家 人 は 号 カカ ・ 同心 な 行政 面 に つい た が , これ を 役 芳 と いう 。 舞 役 の 旗本 ・ 中 
家人 は 小 普 請 組 に 入れ られ た 。 ま た , 旗本 は 多く が 知 千 取 で あっ た が , 御家 人 は は と 大 
ど が 蔵 米 取 で 蔵 米 ( 切 米 ・ 扶持 米 と も 呼ば れる ) を 支給 され た 。 

幕府 の 職制 は 3 代 将 軍 家 光 の ころ まで に 整備 され た 。 それ 以前 の 家康 ・ 秀 忠 時代 は 三 潤 
以来 の 譜代 門 内 (大 久保 忠 隣 ・ 酒 井 思 世 ・ 土井 利勝 ら ) が 年 害 と いう 立場 に あっ て 将軍 や た 
伸 所 の 側近 を 固め て 重臣 と な っ た 。 この ほか 僧 の 天海 (1536? 一 1643) ・ 弱 枝 。 偽者 の 】 林 革 
山 (1583 一 1657). 商人 の 茶屋 四郎 次 郎 (1542 96) ・ 後藤 庄 三 上 郎 ら が 家康 の 側近 と し て 誠 科 


居 層 だ 江 755 
基 ど し よ 容 事 あ め つ け 


家 光 時 代 の 1635 (寛永 12) 年 前 後に 才 中 ・ ・ 大 目付 ・ 目 付 ・ 三 奉行 と いっ た 職 軸 


⑩ 洋 時 源 の 中 心 は 対馬 の 宗家 の 対 朝鮮 久 易 利益 や 松前 藩 の アイ ヌ 交 易 や 場所 か ら の 利益 を 除け ば 」 
多く の 場合 は 年 資 米 で 。 その うち 半分 近く が 薄 士 の 俸禄 に 支出 され た 。 藩 士 の 大 部 分 は 数 青 石 な いし 
は 炒 十 石 の 知行 し か も た な い 蔵 米 取 で あっ た 。 下 級 の 足軽 な ど は 何人 挟持 と か , 給 金 何 両 と いう 形 
で 餅 禄 を 与え られ た 。 1 人 扶持 は , 1 人 の 食料 と し て 1 日 に 米 5 合 を 支給 され る も の で あっ た 。 
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し た が , それ を 超え て 「 女 帝 の 儀 く る し か る まじ き 」 と 記し た 。 し か し , この 5 月 の 譲位 要 

は 幕府 に 断 わ ら れ た 。 大 御所 秀忠 の 結論 は , 女帝 誕生 に は 同意 する も の の , 6 歳 の 係 娘 
人 で は いか に も 時 期 尚早 で ある と いう こと で あっ た 。 

区 道 を , 土御門 家 は 陰 了 道 を , 高 党 ・ 東 功 朋 この 2 年 前 の 1627 ( 宣 永 4 ) 年 , 問 府 は 大 徳 寺 ・ 妙 心 寺 の 入院 ・ 出 世 が 動 許 柴 衣 之 法度 

OH 家 秒 法度 と 同時 に 公布 ) や 禁 中 並 公家 諸 法 度 に 反し て , みだりに な っ て いる と 和 欠 

宮中 を 夜通し 宿直 し た り . 旨 居 生 す ュ Io 。 大 徳 寺 沢庵 (1573 一 1645)・ 玉 案 や 妙 心 寺 単 伝 は , これ に 抗議 し 続け た の で 1629( 寛 永 

2 デ 書 間 切 府 は 沢庵 ら を 出羽 国 な ど に 配流 し , 1615 ( 元 和 元 ) 年 以来 幕府 の 許可 な く 勅 

れ た 衣 を 負 窟 し た 。 以 上 の 一 連 の 事件 を 紫 衣 事件 と いう が この 事件 の 背景 に は , 
凍 中 並 公家 諸 法度 な どの 幕府 法度 と 天皇 給 紳 と が 抵 航 し て いる 状態 を 打開 し , 問 府 法度 の 
引 位 を 明確 に 示す 必要 が あっ た か ら で あ る 。 

徐 水尾 天皇 は 1629( 寛 永 6 ) 年 11 月 8 日 , 幕府 の 同意 を 求め ず に 突然 に 譲位 し た @。 これ 
に 対し て 12 月 27 日 , や っ と 江戸 城 の 徳川 秀 思 ・ 家 光 か ら の 返答 が 京都 に 届い た 。「 御 議 位 
放 用 に は 和 驚い た こと で あっ た 。 こ うな っ た う え は 考 訂 次 第 」 と 天 畠 の 意 に 治 う こと が 言 『 明 
K れ , 譲位 が 承認 され た 。 か くし て 奈良 時 代 の 称 徳 天皇 以来 。 859 年 ぶり の 女帝 (明正 天 
幅 。 位 1629 一 43) の 誕生 と な っ た 。 

即位 に あたっ て , 幕府 は 役割 を 果たさ な か っ た 武家 伝 奏 の 中 院 通 村 を 交代 きせ , さら に 
帳 ま に 厳重 な 朝廷 統制 を 命じ た 。 家 康 以来 推し 進め て きた 朝廷 統制 の 基本 的 な 枠組 み は こ 
5 に 改め て 確立 し , 幕末 まで 持続 され た 。 ュー 
je き 」 禁 中 並 公家 諸 法度 (1615 年 7 月 公布 ) | 条 は 天皇 ・ 上 皇 ・ 親 王 ・ 公 家 の 装 東 を 定め 
草 は 金地 院 崇 伝 ら が あたっ た 。 1 条 で 天子 | た 。10 条 で 公家 の 官位 昇進 は 家々 の 旧 例 に 従 
の 行う べき こと と し て , ① 統 治 ・ 治 道 の 学問 , 」 うこ と , 11 条 で 公家 た ち は 関 白 ・ 武 家伝 奏 , 
⑫ 和 歌 ,③ 有 職 故 実 の 習 学 を 規定 し た 。 2・ | 奉行 ・ 職 事 に し た が うこ と を 規定 , 12 条 で は 
8 条 で 朝廷 内 の 座 順 を 定め , 摂家 の な る 三公 | 倍 反 し た と き の 処罰 を 規定 し た 。13 条 で 親王 
(大 臣 ) が 親王 (天皇 の 子 ) よ り 上 位 と し た 。4 | ( 宮 ) 門 跡 一 摂家 門跡 の 座 順 を , 14・ 0 

・5 条 で 三公 ・ 摂 関 に 適材 の 人 物 を 求め た 。 | 位 ・ 僧 官 の 叙任 を 規定 し , 16 条 で 紫 衣 の 寺 
6 条 で 伏 子 は 同姓 か ら 選 ぶ , 7 条 で 武家 の 官 」 住持 職 に 関す る 規定 , 2 員 め 
位 は 公家 の 官位 叙任 と は 別個 に 存在 きせ る こ 勅許 を 規定 し た 。 

ょ を 規定 し た 。 8 条 で 改元 の 方 式 を 定め , 9 | 


' | 幕府 は , は じ め キ リス ト 教 を 黙認 し て いた 。 し か し オラ ンダ 人 の 
中 傷も あっ て , キリ スト 教 の 布教 が スペ イン ・ ポ ルト ガル の 侵 
同 を 招く 世 れ を 強く 感じ . また 信徒 が 信仰 の た め に 団結 する こと の 欧 れ か ら , 1612 (慶長 
7) 年 , 直轄 領 に 禁 教 令 を 出し , 翌年 これ を 全国 に お よ ぼ し て 信者 に 改宗 を 強制 し た 。 こ 
の の ち 幕 府 や 諸 藩 は , 宣教 師 や キリ スト 教 信者 に 対し て 処刑 や 国外 追放 な ど 激 し い 人 迫害 を 
川 え た 。 高 山 右近 ら 300 余 人 を 1614 ( 度 長 19) 年 ,。 マニ ラ と マカ オ に 追放 し た の は 国外 追放 
の 例 で あり , 1622( 元 和 8 ) 年 長崎 で 55 名 の 宣教 師 ・ 信 徒 を 処刑 し た ( 元 和 の 大 絢 教 ) の は 激 



























家 家業 ) と 禁裏 小 番 を 勤 仁 する こと と 規定 され が 
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LT 放 こ 1 


ル ともき うな ら げ に げ し ょ は 


つい で 1615 ( 元 和 元 ) 年 禁 中 普 公家 諸 法 度 17 条 
を 制定 し て , 朝廷 統 制 の 基準 を 明示 し た 。 第 1 条 で 
天星 に 対す る 規定 を し た うえ で , 全般 に わた っ て 賠 
と 細か な 規制 を 加え た が , その 特徴 と し て , 重 親 本 
倫 に な ら ぬ よう 親王 を お さえ 摂家 の 役割 を 重視 し 韻 
また 武家 の 官位 を 幕府 の 許可 制 に し て 諸 大 名 が 直 拓 
に 朝廷 と 結び つく こ と を 防止 し た 。 

基 府 は 京都 所 司 代 ・ 会 姜 付 武家 ら に 朝廷 を 監視 間 
せ た だ は ほか, さら に 押 家 (関白 ・ 三公 ) に 六 牌 統制 の ヨ E 
導 権 を 与え 。 武家 伝 奏 を 通じ て 操作 し よう と し た 。 武家 伝 奏 は , 公家 か ら 2 人 選ば れ , 墓 
府 か ら 役 料 (年 500 依 ) を 受け た 。 彼 ら は 朝廷 と 幕府 と を つなぐ 窓口 に な っ て . 京都 所 語 他 
と 連絡 を と りな が ら , 幕府 側 の 指示 や 触れ な ど を 朝廷 側 に 伝え . 2 18 
側 に 提出 し た 。 例 えば 公家 た ちの 行動 は 規制 され て いた が , 洛中 か ら 他 出し て 醍醐 や 書 暗 
に 桜 を みた いと き に は 武家 伝 奏 を 介し て 京都 所 司 代 に 伺い を 立て 許可 を 受け る と いっ 
合 で ある 。 また 武家 伝 奏 は 朝廷 と 基 府 と の 儀礼 上 の 交渉 を 行う 役割 も も っ た 。 幕 府 に お 原 
る 高 家 と 対応 する 役割 で . 勤 使 と し て 江戸 に 下 向 し た 。 

武家 伝 奏 の 職務 は 多忙 と な っ た た め . 1663( 寛 文 3 年 議 奏 を 設 を 置 し , 4 一 5 人 の 公家 敬 
Ms 画す る よう に な っ た 。 1679( 延 室 7 ) 年 以 隆 . 幕府 か ら 年 40 較 

役 料 が 支給 され た 。 

は う な 法度 や 摂家 ・ 武 家伝 奏 (の ち に 議 奏 も ) の 統制 機構 を 通し て , 天香 ・ 
廷 が みず か ら 権 力 を ふる っ た り , 他 大 名 に 利用 きれ る こと の な いよ う , 天皇 や 公 ト 家 の 生 

・ 行動 を 規制 し し , 京都 に 封じ 込め る 体制 を と っ た 。 その た め , 禁裏 御料 ・ 公 家 領 ・ 門 跡 
は 必要 最小 限度 に と ど め られ た し , 大 邊 の 行 六 は 族 安 期 最後 に 事 末 誠 まで 原則 と し 
認め られ な か っ た 。 また 1620( 元 和 6 ) 年 に は , 徳川 秀 思 の 娘 和 子 ( 東 福 門 院 1607 一 167 副 
を 後 水尾 天皇 に 入内 きせ た の を 機 に , 幕府 の 統制 を 強め 。 1 人 度 史 な ど 伝 2 
廷 の 機能 を 幕府 に よる 全国 支配 に 役立て た 。 

1629( 害 永 6) 年 5 月 7 日 , 後 水尾 天皇 は 譲位 の 意思 を 周 め , 武家 伝 奏 を 江戸 に 但し 
NM 0 か 02 カ条 あっ た 。 一 つ は , AM 天 息 の 身体 の 有 馬 作家 た ち は 知 らき され て いな か っ た た め , 異例 の こと に 驚い た 。 武家 伝 奏 の 一 人 中 院 通 村 (1588 

こ 用 いた い が , 作 治 は 天皇 在 位 中 に は 行き ない, だ か ら 譲 位 を 望む と いう 内 秦 上 W53) だ けが この 日 の 譲位 の 相談 を 受け て いた 。 さ きら に 驚い た の は 京都 所 司 代 板 信 重宗 (1586 一 1656) 
で ある 。 で は 譲位 し た あと 誰が 天 阜 に な る の か . それ が ず 2 カ条 目 の 内 容 で , 女 一 宮 興 - 座 PP、 直ちに 参内 し て 「 突 然 の 譲位 は 言語 道断 の 事 で ある 。 大 御所 秀忠 と 将軍 家 光 に 連絡 し て , その 返 


親王 (徳川 秀忠 の 娘 和 子 が 生母 ) が 即位 する こと に な る 。 女 和 帝 で ある こと に 天皇 側 は 入 員 四 が ある まで 竹 便 に し て いる よう に 」 命 じ た 。 
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食わ せ て 宗派 末寺 の 編成 と 教団 組織 化 の 権限 を 与え た 。 そ の 後 も 日 鞍 宗 ・ 土 真宗 な ど そ 
の ほか の 宗派 に も お よび , 各 宗 派 の 本 末 組 織 が と と の っ た 1665( 寛 文 5 ) 年 に は , 幕府 は 款 
江 の 違い を 超え た 仏教 寺院 僧 何 全体 に 共通 の 諸 守 寺院 法度 を 示し た 。 ま た 教団 の 幕府 へ の 
訟 口 と し て 江戸 に 触 頭 を 設け させ た 。 0 

醒 儲 に つ VC で は 。 幕府 は 同じ く 1665( 軍 文 5 ) 年 に 諸 社 責 宜 神主 法度 を 制定 し た 。 第 1 条 

本 諸 社 の 笛 宜 ・ ・ 神主 な ど は も っ ぱら 神 蔵 道 を 学び 神体 を 崇拝 し , 神事 祭礼 を 勤め ぬる こと 
を 命じ た 。 両 部 神道 (真言 系 ) ・ 山王 一 実 神道 (天台 系 ) の よう な 神仏 習合 し た も の で は な 
い 吉 田神 道 の よ うな 唯一 神道 を 学ぶ こと が 命じ られ た 。 ま た 第 2 ・ 3 条 を 通し て 全国 の 多 
散 の 神社 が 吉田 家 を 本 所 と する 組織 を 形成 さす せ た 。 し か し 幕府 は 白川 家 に よる 神社 支配 も 
珍 認 し , 両家 に よる 各地 中 小 神社 の 支配 は 明治 維新 まで 続い た 。 

惨 験 道 は , 天台 系 (本 山 派 ) は 吾 護 院 門跡 が 真言 系 (当山 派 ) は 醍醐 寺 三 宝 院 門跡 が 本 
山 と し て 末端 の 修験 者 を 支配 し た 。 ま た 陰陽 道 は 公家 の 土御門 家 が 全国 の 陰陽 師 を 配下 に 
お く 〈 く 組織 化 を 進め た 。 
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し い 追 害 の 例 で ある 。 多 く の 信者 は 改宗 
た が , 一 部 の 信者 は 迫害 に 届 せ ず , 列 教 還 
た り , また 潜伏 し て ひそ か に 信仰 を 持続 還 
た 者 (隠れ キリ シタ ン ) も あっ た 。 還 
の ERC 
乱 が お こっ た 。 こ の 乱 は , 打ち 続く 負 億 
ある に も か か わら ず 記 原 披 二 槍 (人 い 
ー1630) 父子 や 天草 領主 寺沢 広 15633 
1633) が 領民 に 昔 酷 な 年 貢 を 課 し た り 
時 給 は 多角 を 行っ て いる と こ で (シー ポル ト 『 日 本 』), 0 の 235 抵抗 し た 農 必 
右 は 真 称 で で きた 踏 絵 。 表 面 に は は キリ スト の 像 が 彫 ら れ の 一 挨 で ある 。 烏 原 半島 と 天草 島 は 。 か うつ 
で Va 放 。 に りり ン 大 名 の 有馬 晴信 と 小西 行 長 全 
領地 で , ー 挨 勢 の な か に も 有馬 ・ 小西 氏 の 衝 人 や キリ ス ト 教徒 が 多かっ た 。 小 西行 長 の 選 
臣 爺 田 好 次 (? ー1638) の 子 で 16 歳 の 天草 四郎 時 貞 (1623 ? ー38) を 首領 に いた だ いて 一 撲 替 吾 
万 余り は 原 城跡 に が も っ た 。 基 府 は 板倉 重 旧 (①588 一 1638) を 派遣 し て 鎮 定 に あたら 
た が 失敗 に 終わ り , つい で 老 中 和平 代 縛 is96 1662) が 九州 の 諸 大 名 ら 約 12 万 の 拓 力 を 9 ' 
員 し て , 原 城 を 包囲 し 長 楓 攻め に し た 。 ま た オラ ンダ 船 に よる 海上 か ら の 砲撃 を 求め 』 
よう や く こ の 一 拉 を 鎮圧 し た 。 
間 府 は 島原 の 乱 後 , キリ スト 教徒 を 根 だ や し に する た め 。 と くに 信者 の 多い 九州 北部 導 
ど で イ エス 像 ・ マ リア 像 な ど を 表面 に 彫っ た 真 負 制 の 踏 絵 を 踏ま せる 絵 語 を 行わ せ だ 
さら に 禁 教 を 推し 進め る た め に , 1640( 寛 永 17) 年 に は 幕 領 に 門 改 役 を お き , 1664 ( 億 
文 4) 年 に は 諸 落 に も 宗門 改 役 が 設置 され , 寺門 改め が 実施 され た 。 
と ころ で 一 向 一 撲 が 弾圧 きれ た の ち , キリ スト 教 も 日 間 宗 不 受 不 施 派 も 華 府 に よっ て 
圧 さ れ た の は , これ ら の 宗教 が いずれ も 幕 藩 権 力 王 権 よ り も 宗教 を 優越 きせ る 信仰 を 吾 
っ て いた か ら で あ る 。 近世 で は , 幕 藩 権力 に し た が う 宗 教 の み が 存 在 を 許容 され る こと 了 緒 

7 なかつ 7 だ 。 
者 府 は , これ ら の 閑 し た 宗教 を 人 々 に 信仰 させ な いよ うに する た め 寺 請 制度 を 施 笛 
し た 。 誰 も が 植 那 寺 を も ち . 仏教 は 主たる 宗教 と な っ た が , か と いっ て 仏教 以外 の 宗教 
キリ スト 教 の よう に すべ て 茜 圧 さ れ た の か と いえ ば 」 そう で は な い 。 神道 ・ 修 験 道 ・ 際 
介 道 な ど ゃ 仏教 に 準じ た 宗教 と し て 葉 沙 権 力 に よっ て 容認 きれ て いた 。 仏教 は 家 単 人 
信仰 きれ, 現代 に いた る 仏教 行事 ( 和 涯 ・ 答 な ど ) が 江戸 時 代 か ら 習俗 と な っ た の に 対語 
神社 は 村落 単位 で 信仰 きれ, 訂 豊 様 の 祈念 の 神事 や 収穫 祭 (秋祭り ) を 地域 の 神社 の # 
職 が 担っ た 。 病気 や 身 , の 悩み 事 が あれ ば , 修験 者 (山伏 ) の 祈 鞭 や 楽章 ・ ・ 丸 楽に 依存 し 2 
ょ い 名 前 を つけ よ 9 と 姓名 判断 を 陰 | 陽 師 に 依頼 し た り , 家 の 普請 に 際 し て は 方 位 に よ 
家相 較 の 作成 を 際 陽 師 に 頼ん だ 。 その ほか 猿 回 し に 朗 の 王 い を . 万 虐 に 新春 の 言 祝 ぎ を 
紅 憎 に 生研 い を し て も ら う な ど 。 歴 する 宗教 者 に も 依存 し た 。 
全国 の 仏教 寺院 の 統制 は , 本 山 や 本 に 末寺 を 掌握 させ る 方 式 (本 未 制度 ) を と っ た 。 * 
府 は 寺院 法度 を , 1601 (慶長 6 ) 年 か ら 款 派 組織 の まとまり を も っ て いた 天台 ・ 真 言 ・ 禅 馬 
常 土 款 な どの 本 山 ・ 本 寺 に あて て 46 通 を 出し , 各 宗 派 ご と に 本 山 ・ 本 寺 の 地位 を 保証 し 





600( 麻 長 5 ) 年 , オラ ンダ 船 リー フ デ 号 が 豊後 の 枠 湾 に 漂着 
し た 。 当時, ヨー ロッ パ で は 毛織 物 工業 が 発達 し た イギリス と , 
16 世紀 後半 に スペ イン か ら 独 立 し た オラ ンダ の ?2 カ国 が 台頭 し , 国家 の 保護 の も と に あい 
つい で 東 イ ンド 会 社 を 設立 し . スペ イン ・ ポ ルト ガル が 優勢 で あっ た アジ ア へ 進出 し よう 
ど し て い だ 。 

リー フ デ 号 に 乗り 組ん で いた オラ ンダ 人 航海 士 ギ ヤン = ヨー スズ テン an Joosten、 ?ー1623 
池 場 子 ) と 水先 案内 人 の イギリス 人 ウィ リア ム = アダ ムズ (William Adams,。 1564 一 1620, 三浦 
松 外 を 徳川 家康 は 江戸 に 招い て 外交 ・ 罰 


基 の 顧問 と し, それ ぞ れ 本 国 と の 通商 を 幹 口 日 本 町 所 在 地 
* お も か 日 本 人 居住 地 


で せ た だ た @。 も お も か 朱印 船渡 航 地 | le4 
オラ ンダ は 1609 年 に 。 イギリス は 1613 年 o 主要 都市 
に 平戸 に 商館 を 開く こと が 許さ れ , 日 本 と ーー 軍 旨 宇 才 二 島 
の 貿易 を 行っ た が , と くに オラ ンダ 商館 の 
測 動 は 活発 で あっ た 。 紅 毛 人 と 呼ば れ た オ " の の 
ラン ダ ・ イ ギリ ス 人 が , カト リッ ク (I 旧 教 ae 2272 が 0 
牙 徒 の 南 密 人 (スペ イン ・ ポ ルト ガル 人 ) と 9 / 作 、 ロ ピーー7 エ フォ 
は 異なり, プロ テス タン ト (新教) を 信仰 し “ 
て いた こと が , 幕府 に 歓迎 され た こと が あ 
た 。 し か し , イギリス は オラ ンダ と の 競 
に 敗れ , むし ろ 目 標 を イン ド に お いて 
1623( 元 和 9 ) 年 平戸 の 商館 を 閉鎖 し て 日 
直 を 離れ た 。 


ーー | パタ ヴィ ア 靖 

暫 アゲ ムズ は 三浦 半島 に 領地 を 与え られ て 三浦 ンタ 

肉 針 と いい , 江戸 日 本 橋 に 屋敷 を 写 え られ た 。 一 「 1009km ジェ ンク 
カヨ ー ス テン の 屋敷 地 は 海 に 近く , 耶 場 子 河 旦 ( 

ま 呼 ば れ , それ が 現在 の 八重 洲 の 地名 に 転 託し た 。 








朱印 船渡 航 地 と 日 本 町 
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家康 は スペ イン と の 貿易 に も 積極 的 で あっ た 。1596 意 | 押 還 の 吉 み 


ー| | 
ー1| | 







































長 元 ) 年 の サン = フェ リ ペ 号 事件 以来 絶え て いた ス べ 邊 Sh 拉 拉 人 事 プ リー フ デ 号 . 豊後 に 漂着 
と の 関係 は , 1609( 度 長 14) 年 。 たま たま ルソン の 前 総 販 og こ に いせ 上 自 者 同定 に 寛 人名 寛 糸 割 符 制 度 を 創設 
ン = ェ ロドリゴ (Den Rodrigo。 ? ー1636) が 上 総 に 漂着 し , M “ 和 れ 以 今 国 汗 キ E え 千 Cc 
ES to る 人 良作 た を 前例 本 生 事 人 きい イギリス 人 に 通商 誕 可 ( ギ 
機 に 復 千 し た 。 こ の と き , 京都 の 商人 田中 勝 介 ( 生 没入 「 s の 0 。 べ 剤 "か 々 知 祭 禁 の 本 般 令 戸 商館 )。 全 国 に 禁 教 令 
詳 ) が 同行 し , 貿易 の 開始 と 鉱山 技師 の 派遣 と を 要請 し 和香 二 光伸 宣教 師 ・ 高 山 右近 ら を 海外 
田中 ら は 最初 に アメ リカ 大 陸 に 渡っ た 日 本 人 と され て WW 上 を 御 - 史 弟 た る ら = す 3 9E | に 追放 「 . 
写 翌年 。 答 礼 便 が 来 日 し た が , 貿易 交渉 は 不調 に 終わ っ が 4 表層 来 [ 江 事 彼 吉 \ 教化 家 7 を ・ 明 に 抽 了 
一 末 り 本 お g 会 い げ ] 言 か 本 1 に 
交 呈 に 向かう 末次 船 また 仙台 藻 主 伊 達 政 守 (1567 一 1636) は 宣教 師 ル イ 嘱 が の っ 生生 に びさ ポ 3 長崎 で き 教師 ・ 信徒 ら を 如 
ソ テ ロ (Luis Sotelo, 1574 一 1624) の 勧め も る あっ て , 家臣 の 支倉 常 長 (1571 一 1622 を スペ イン 炎 て 半 条 』 さ 速 %ー .。 を ガ ガ z 業 % く 〈 緑 の 弄 ( 元 和 の 天狗 教 ) 
派遣 し て メキ シコ と 直接 に 貿易 を 開 こう と し た 。1613( 鹿 長 18) 年 , 支 信 常 2 W 人 イギリス ズ . 平 末 商 辿 を 暑 敵 





し て 退去 


を 出発 し ,。 メキ シコ ・ ス ペイ ン ・ ロ ー マ に 行き ロー マ 教 生 に 調 し た (慶長 遣 欧 使 節 ) 。1 


( 元 和 6 ) 年 帰国 し た が , 貿易 交渉 の 目的 は 傍 成 され な か っ た 。 江戸 幕府 初 凌 の 対外 政策 は , キリ ス | 1 っ 
ポル ト ガ ル は マカ オ を 根 手 地 に 中 国産 の 生 系 ( 自 糸 ) を 長崎 に 運ん で 巨 利 を 得 て き た 。 詩 - ト 教 は 祭 じ る が 罰 多 は 半 励 する と い 奉書 船 外 の 海外 渡航 禁 上 

れ に 対し て , 開府 は 1604 ( 度 長 9 ) 年 糸 割 待 制度 を 設 を け , 糸 割 符 仲 間 と 呼ば れる 特定 の 商 8 ) も の で あり . 海外 貿易 は 活発 で あっ た 。 しかし, 幕府 が | 1634 海外 と の 往来 や や 通商 を 制限 

に 輸入 生糸 を 一 括 購 入 き せ て , ポル ト ガ ル 商 人 ら の 利益 独占 を 阻ん で 打撃 を 与え た 。 由 リス ト 教 の 禁 教 を 進め た た め , 日 本 人 の 海外 渡航 や 貿易 oc 
【 糸 割 符 制 度 】 糸 割 待 と は , 輸入 生糸 の 専売 特権 の 証 札 の こと で ある 。 特 定 の 商人 が ド に も 制限 を 加え さる を 得 な く な っ た 。 また , 馬 府 は 西国 大 ポル ト ガ ル 人 の 子孫 を 追放 
まっ て 系 割 符 仲 間 を つく り , 毎年 春 に 輸入 生糸 の 価格 を 決定 し て 一 括 購入 し た の ち , 伸 委 が 貿易 で 利益 を あげ る の を お さえ , 華 府 の み が 質 多 利 益 | 6g7 島原 の 乱 (38) 


主 放 店 する た め に , 盛ん に な っ た 貿易 を 幕府 の 厳重 な 統制 | 1639 . ポ ルト ガル 朋 の 来航 を 禁止 
も と に お いて 管理 する 必要 に 迫 ら れ た 。 そ の た め , 1624 | !641 オラ ンダ 商館 を 出島 に 移す 
(人 水 元 ) 年 に 。 スペ イン 船 の 来航 を 禁じ た 。 ま た イギリス 
オラ ンダ と の 競争 に 敗れ , 1623( 元 和 9 ) 年 : 平 戸 商館 を 閉鎖 本 だ 

つい で 1633( 永 10) 年 に は 朱印 状 の ほか に 老 中 奉書 を 携え た 奉書 船 以外 の 海外 渡航 を 禁 
由 し , さら に 1635( 寛 永 12) 年 , 日 本 人 の 海外 渡航 を 全面 的 に 禁止 し た うえ に , すでに 渡航 
し て いた 在外 日 本 人 の 帰国 も 禁止 し た 。 そ の 後 , 1637 (寛永 14) 年 か ら 翌 年 に か け て お こっ 
た 島原 の 乱 の 影響 か ら , 幕府 の キリ スト 教 に 対す る 警戒 心 は きら に 深 ま り , 1639 (宮永 16) 
用 , ポルト ガル 船 の 来航 を 禁止 し た 。 さ きら に は 平戸 に あっ た オラ ンダ 商 館 を 1641( 寛 永 
上 8) 年 長崎 の 出島 に 移し , 唯一 残さ きれ た ヨー ロッ パ 人 で ある オラ ンダ 人 と 日 本 人 と の 自 
市 な 交流 を 禁止 し て 長崎 奉行 の 厳し い 監 相 の も と に お いた 。 
こう し て 東 ア ジア を 舞台 に 展開 し て きた 日 本 の 貿易 船 や スペ イン ・ ポ ルト ガル ・ イ ギリ 
記 ・ オ ラン ダ 商 人 の 活動 を 統制 する 一 方 , 幕府 は 中 国 ( 明 ) と の 国交 を 回 復 き せよ うと , 朝 
【Y 項 球 を 介し て 交渉 し た が , 明か ら は 拒否 きれ た 。 し か し 中 国 の 民間 商船 も 活動 は ヨー 
昌 ッ パ 勢 に 劣ら ず 活 発 で あり , 九州 各地 に 訪れ て 来 で いた 。 も は や 中 国 と の 正式 な 国交 回 
直 を 断念 し た 幕府 は , 中 国 船 と の 私 貿易 を 長崎 に 限定 し て 統制 下 に お き , その ほか の 場所 
の 貿易 は 比 貿易 と し て 禁止 し た 。 こ うし て いわ ゆる 鎖 国 の 状態 と な っ た 。 

【 鎖 国 】 「 鎖 国 」 と いう 言葉 は , ドイ ツ 人 医師 ケン ペル (1651 一 1716) が その 著書 『 日 本 誌 」 
で , 日 本 が 長崎 を 通し て オラ ンダ と の み 交 渉 を も つ , 閉ざさ れ た 状態 で ある こと を 
指摘 し た の を , 1801( 亭 和 元 ) 年 , 長崎 通詞 志筑 忠雄 (1760 一 180@) が 邦訳 し て 「 容 国 論 」 


に 分 配 し た 。 は じ め は 京都 ・ 堺 ・ 長崎 の 商人 た ち で あっ た が の ち に は 江戸 ・ 大 坂 の 商 昌 

が 加わ っ て 五 力 所 商人 と 呼ば れ た 。 この 制度 は , 1631 (寛永 8 ) 年 に 中 国人 に , 1641( 責 

18) 年 オラ ンダ 人 に も お よ ぼ さき され た が , の ち に 五 カ 所 商人 が 損失 を こう な っ た の で 16 記 

( 明 麻 元 ) 年 に 佑 止 され た 。 

日 本 人 の 海外 進出 は 間 ? 政 権 下 に 続い て 盛ん で , ルソン ・ 東 京 ・ ア ン ナン ・ カ ン ポジ 
・ シ ャ ム な ど に 渡航 する 商人 ら の 船 は 多かっ た 。 幕府 は 海外 渡航 許可 の 朱印 状 を 与え 章 
この 船 を 打 印 船 と いう 。 朱印 状 は 1604 (慶長 9 ) 年 か ら 1635 (寛永 12) 年 まで に 350 通 余り 衣 
発行 され た 。 泉 印 船 を 出し て 貿 協 利 益 を あげ た 者 は 105 名 の 名 前 が わか っ て お り , 大 老 
は 島津 久 (1547 一 ー87) ・ 松浦 鎖 信 (1549 一 1614)・ 有馬 晴信 ら が お か 商人 で は 長崎 の 未 区 
蔵 (? 1630?) ・ 摂津 の 示 吉 朱 左 衛門 (1588ー 1639) ・ 京 都 の 角倉 了 『 以 (1554-1614) や 茶 三 
郎 次 郎 , 堺 の 納屋 助 左衛門 ( 生 没 年 不詳 ) ・ 松坂 の 角屋 七郎 兵衛 (161072) ら が いた 。 これ WM 
日 本 人 の 朱印 船 罰 易 は , オラ ンダ 船 ・ 明 船 を し の ぎ , ポル ト ガ ル 船 に 匹敵 する ほど 盛ん 
時 期 も あっ た 。 また, 輸出 に は 銀 ・ 鋼 ・ 鉄 ・ 筐 脳 な ト ど が あて られ た が , と くに 欠 の 輪 』 
額 は 世界 の 銀 産出 額 の 3 分 の 1 に お よん だ 。 
この 約 30 年 間 で 海外 に 渡航 し た 日 本 人 の 数 は 約 10 万 人 と 推定 され る が , oo 和 
人 一 1 万 人 は 東南 アジ ア 各 地 の 約 20 カ 所 に 居住 し , 自治 制 を 敷い た 日 本 町 を 形成 し た 場 募 
も あっ た 。 日 本 町 は コー チ の ツー ラン や フェ フォ , カン ボ ジ ア の プノンペン や ピ ニ 
アユ エタ ヤ 朝 ( シ ャ ム ) の アユ タ ヤ , ビル マ の アラ カン , マニ ラ 部 外 の ディ ラオ や サン = ミ 
ル の 都合 8 カ所 あっ た が , アユ タ ヤ の 山田 長政 (? -1630) の よ うに アユ タ ヤ 朝 の 王室 吉 
いら れ , 日 本 町 の 長 や 隣国 リ ゴー ル の 大 補 ( 長 官 どか な つ だ た 者 も W* だ 。 
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が 減 び 清朝 が 樹立 し た の ち は , 清 船 が 自国 産 の 生糸 ・ 絹 織物 ・ 書 籍 の ほか , ヨー ロッ パ か 
の 綿織物 ・ 毛 織物 , 南洋 産 の 砂糖 ・ 蘇 木 ・ 香 木 な ど を も た らし た 。 幕府 は 1685( 貞 享 

! ) 年 に 貿易 統制 を 行っ て 系 割 符 制度 を 再興 し , 貿易 額 も オラ ンダ 船 3000 目 , 清 船 6000 
沖 目 に 制限 し た が , さら に 1688( 元 接 元 ) 年 に 清 船 を 年 に 70 使 と 限っ た 。 ま た 幕府 は 媒 年 , 

隊 崎 の 町 に 唐人 屋敷 を 完成 きせ , 約 3 万 mi の 屋敷 内 に 清国 人 の 居住 を 限定 し , 監視 で き 
ゃ + う に し た 。 げん な じょし ん コウ キン 

【 明 清 交替 】 1616( 元 和 2 ) 年 , 中 国 北東 部 の 女真 族 の 首長 ヌル ハチ は 興 京 を 首都 に アイ シ 
ン 国 (満州 語 ) 後 金 国 (中 国語 ) を 建て , 帝位 に つい て 明 を 攻撃 し 南下 し た 。1625( 寛 永 
2 ) 年 に は 澄 陽 を 都 と し , 36 年 に は 国 号 を 清 と 改め 朝鮮 を 侵略 し 。 さら に 明 を 攻め て 44 
( 正 保 元 ) 年 に は , 明 の 首都 北京 に 乱 都 し た 。 明 朝 の 減 亡 後 。 一 族 の 福 王 が 南京 に , 唐 王 
が 福州 に , 盆 王 や 桂 王 も 中 国 南部 に 亡命 政権 を 樹立 し て , 清 に 抵抗 し た 。 

福 の 唐 王 は , 海 商 の 叙 芝 竜 と その 息子 箇 成 功 (母親 は 平戸 の 田川 七 左衛門 の 娘 ) を 後 
ろ 糖 に し た 。 国 姓 爺 の 名 を 与え られ た 卿 成功 は , 抗 消 の た め に 日 本 に 援軍 と 武具 の 支援 を 
求め た 。 幕府 は 援 兵 を 拒み 。 唐 王政 権 も 減 ん だ 。 叙 成功 は 台湾 に 渡り , 抵抗 を 続け た が 
1662( 寛 文 2 ) 年 死 ま し た 。 ま た 桂 王 も 減 亡 し て 清朝 は 安定 し た 王朝 と な っ た 。 こ の 間 の 明 
清 交替 を , 江戸 幕府 は 「 華 次 変 態 」 と 唱え た 。 漢 民族 ( 明 ) の 中 華 が , 女真 族 ( 清 ) の 夷 狼 に と 
っ て 変わ られ た と いう 意味 で ある 。 
| 徳川 家康 は 朝鮮 と の 講和 を 実現 し , 1609( 度 長 14) 年 
| 朝鮮 と 琉球 ・ 販 夷 地 対 必 落 主 守 氏 と 朝鮮 の 間 で 選 置 約 条 が 結ば ぱ れ た 。 こ れ 
上 近世 の 日 本 と 朝鮮 と の 関係 の 基本 と な っ た 条約 で , 釜山 に 修 館 が 設置 され る こと や , 宗 
の 外交 上 の 特権 的 な 地位 が 両国 か ら 認め られ た 。 特 権 と は 対 朝鮮 貿易 を 一 手 に 独占 する 


中 と で あっ た 。 
| の 合 館 で 。 30 万 mz の 広い (大 所 


隊 放 に 500 一 600 人 の 対馬 藻 の | 1O7 | 慶長 12・ 
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と 題し た の に 始ま る 。「! 鎖 国 」 の 言葉 は , つま り ヨー ロッ パ と の 関係 に お いて 国 を 鎖 し 訪 
いう こと に な る 。 








名 国 に より 
1 港 に 限ら れ た 。 長 崎 に 来航 する 』 
易 船 は オラ ンダ 船 と 中 国 船 だ け に i 
っ た 。 オ ラン ダ は バタ ヴィ ヤ ( 現 
ジャ カル タ ) に お いた 東 イ ンド 会 
の 一 出張 所 と し て 長崎 の 出島 に 商 
を お き , 賀 易 の 利益 を 求め た 。 
ンダ 船 は 生糸 や 毛織 物 ・ 絹 織物 ・ 
織物 な どの 織物 類 や 薬品 ・ 時 計 ・ 
籍 な ど を も た らし た 。 反対 に 日 本 
ら 輸出 され た も の は , 初期 に は 銀 と 痢 , 中 
以降 に は 伊方 里 焼 や 訂 摩 藩 の 棒 脳 が 主 で : 
っ た 。 と くに アム ステ ルダム で 売り 出さ 神 
日 本 の 磁器 は 人 気 を 集め , 伊万里 焼 や 柿 大 
門 は 貴重 品 と され , 王侯 貴族 に 収集 され が 
幕府 は 長崎 を 窓口 と し て ヨー ロッ パ の ヌ 』 
を 輸入 し , オラ ンダ 船 の 来航 の た びに オラ 
ダ 商 館長 ( 甲 比 丹 ) が 提出 する オラ ンダ 風 計 】 
に よっ て , 海外 の 事情 を 知る こと が で きん ヵ た 
1633( 寛 永 10) 年 か ら 毎年 1 回 , 150 回 目 1 
いま で 定期 的 に 江戸 参 府 が 行わ れ た が , 





長崎 の 出島 1634 ( 実 水 1) 年 に 長崎 港内 に 建設 。 1636( 寛 永 13) 年 ボ 
ルト ガル 人 を 了 収容 , 鎖国 の 完成 後 オ ラン ダ 商 館 を 移す 。 


( 覚 政 2) 年 か ら は 4 ・ 5 年 に 1 Hoa 温 人 と 商人 が 駐在 し て . 外交 ーー すい Be 

1850( 永 3 ) 年 まで 合計 167 回 行わ れ た 。10 上 牟 商 に あたっ た 。 そ の 貿易 「 回 答 兼 馴 居 

ー150 人 の 行列 の 商館 長 一 行 は 船 で 大 坂 剤 測 を . 宗 氏 は 家臣 に 分 与 す * 仁 家 光 組 職 祝賀 

行き , 陸路 江戸 に 向かっ た が , 大 名 行列 りこ と で 主従 関係 を 結ん だ 。 の PF 


の 格式 が 与え られ た 。 も っ と も , 経費 は ず 5 


衣 た ち は , 区 府 か ら 宗 氏 に 日 本 国 大 君 号 制定 
て 自 弁 で あっ た 。 江戸城 で は 将軍 に 献上 品 記さ れ た 彰 鮮 押 さえ の 役 ( 軍 日 光山 遊覧 
贈っ た あと 歌 を うた うな どの 見 せ 物 に され 科 ) を 夫 公 と し て つと め た 。 中 402 すっ 東 照 社 致 人 
屈 等 感 も 味わっ た 。 オ ラン ダ 人 た ち が 自 下 症 上 必 は 耕地 に 恵まれ な か っ た ・ 孝 宗 6 | 488(103) | 家綱 抽 職 祝賀 | 東照宮 拝礼 お よび 大 


を 傷つけ られ , し か も 多く の 経費 を 使っ で 較 めで . 貿易 利潤 は 封建 的 主従 日 光山 致 祭 | 扱 院 致 祭 
で も 江戸 参 府 を 繰り 返し た の は , 幕府 に 遇 関係 の 知行 の か わり に な っ た ee 二 90066 MS 新井 白石 の 改革 


鎖国 政策 が 東 イ ンド 会 社 に 独占 的 な 貿易 利 
を 与え た か ら に ほか な ら な い 。 

長崎 に は 中 国 船 も 来航 し た 。 明 時 代 は 長 
も 「 な の 町 中 に , 中 国人 ( 午 ) が 雑居 する 形 で 民 
16 一 17 世 紀 の 東 アジ ア の 町 人 と の 交渉 を ちっ て きた 。 明 清 交 奉 で 


で ある 。 ・ 診 宗 475(109) | 吉宗 龍 職 祝賀 
朝鮮 か ら は , 使節 が 前 後 12 ・ 475(83) | 家 重 襲 職 祝賀 
| 来 日 し た 。 1 回 目 の 1607 * 472(106) | 家 治 航 隊 祝賀 
鹿 長 12) 年 か ら 3 回 目 の 1624 2 家斉 藤江 祝賀 | 対馬 隊 礼 
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(宮永 元 ) 年 まで は , 回 答 藤 貼 使 と 呼ば れ . 4 回 目 の 1636 (寛永 13) 年 か ら 12 回 目 の 181 
(文化 8 ) 年 まで が 通信 使 と 呼ば れ た 。 回 答 兼 馴 還 使 と いう の は , 日 本 か ら の 国書 に 対し 
朝鮮 国王 が 回 答 す る と いう 名 目 で あり , 刷 恒 使 と は , 文 禄 ・ 慶 長 の 役 で 日 本 に 連行 され 衣 
まま の 朝鮮 人 捕虜 の 返還 を 目的 に し て いた 
捕虜 の 返還 は , 1 回目 1240 人 , 2 回 目 321 人 , 3 回目 146 人 が 実現 し た 。 こ れ ら の 使 稼 | 
また , 日 本 の 徳川 政権 の 性 格 を 確か め る 使命 も 担わ され た 。 慶長 の 役 で 朝鮮 に 侵略 し た 
本 の 将兵 が 引き 上 げ て , まだ 9 年 し か 経っ て いな か っ た た め , 1 回目 の 使節 は と くに 秩 府 
心 を 強く 抱い て いた 。 
し か し , 4 回 目 以降 は それ まで の 日 本 に 対す る 警戒 心 を 解い て , 信 ( よ し み ) を 通じ る 
いう 意味 の 通信 を 使節 の 目的 と する よう に な っ た 。 そ れ に は 大 き な 理 由 が あっ た 。 明 清 表 
替 期 に 清 が 明 を 攻撃 する た め 南 下 し た 際 , 穫 鮮 を も 攻め た 。 朝鮮 の 李 王 朝 は 明 に 朝貢 す 思 
こと で 明 の 同封 を 受け て き て お り , 清 に 対し て 抵抗 の 容 勢 を と っ た 。 「 援 明 抗 消 」 を 貫く 「 
鮭 は , 北辺 で 清 と 戦う た め に も , 南方 の 日 本 と 友好 関係 を つく る 必要 に 人 迫 ら れ た の で あっ 講 
2 昌 鮮 両国 の 親 装 関係 を 象徴 する 朝鮮 使節 の 人 数 は , 国書 を も っ た 正 使 と 副 使 の 四 

, 平均 440 名 を 超え た が , この 一 行 は 各所 で 国家 の 寅 客 と し て 丁重 に 扱わ れ た 。 そ の 
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和 人 の 進出 (1669 年 ころ ) 


まい よ うに と の こと で あっ た 。1663( 寛 文 3 ) 年 , 清 の 康 昌 (1654 一 1722) は 琉球 に 遺 使 し , 
UE 質 主 を 「 琉 球 国 中 山王 」 に 拉 封 し た 。 た だ し , 錠 の 交 制 は な か っ た 。 琉球 は 以後 。 蘭 
は オッ シタ 環 の 邊 と 上 な り 。 江 の 大 名 な どの 外 提 の 人 々 の 了 語 の 支配 を 受け つつ も , 清 の 司 封 を 受け る 形 で の , 二 重 の 外交 体制 を 保つ こと に な っ た 。 
か な われ た 。 そのため, 天明 の 負 骸 後 は 通信 使 の 指 へ い は 延期 きれ , 1811 (文化 8 ) 年 の 撤 球 は 以後 , 崩 軟 の た め の 使節 を 中 国 に 派遣 し た 。 船 で 福建 の 港町 に ある 琉球 館 に 向 か 
回 目 は , 江戸 で は な く 対 馬 で 迎え る 形 が と られ た 。 Wi, そこ か ら 陸 路 。 北京 に 向かっ て 琉球 使節 は 進ん だ 。 同 様 に , 1609 (慶長 14) 年 以来 , 琉 
琉球 王国 は , 16 世 紀 後 半 の ポル ト ガ ル な ど ヨ ー ロ ッ パ 勢力 が 東 ア ジア へ 進出 し た こと 叶 時 第 支配 する 訂 摩 藩 に 対し て も 琉球 は 年 頭 に 年 賀 の 使節 を 派遣 し , 鹿児島 城下 に 設け られ 
よっ て 。 中 継 質 易 を 衰退 させ て は いた が , 日 本 の 統一 政権 の 力 が お よぶ こ と も な か っ | 二 球 館 に 滝 在 し た 。 琉 球 館 に は , 通常 は 琉球 中 山王 府 の 役人 が 常駐 し て 。 琉球 か ら の 
し か し , 1609 ( 長 14) 年 , 訂 摩 落 は 琉球 漂流 民 を 送還 し た の に 謝意 を 示さ な か っ た と vV 織 記 々 の 搬入 の 管理 な ど に あたっ て いた @。 

理由 で , 3000 名 の 兵 を 送っ て 軍事 的 侵入 を 敢行 し た 。 隆 歴 藩 は , 琉球 の 土地 に ゃ 検地 。 記 謝 球 か ら は 北京 同様 に , 各 く 離れ た 江戸 華 府 に も 使節 が 派遣 きれ た 。1634 (寛永 11) 年 , 


狩 を 行っ て , 石 高 制 を 導入 し て , 農村 支配 を 確立 させ , その うえ で 商 氏 を 沖縄 な ら 由 - Wi 家 光 就任 を 祝う 琉球 の 慶 賀 使 が - - 栗 城 に 赴 い た 。 こ れ 以 後 , 将軍 の 代 が わり ご と に 鹿 
周辺 諸島 8 万 9086 石 の 土 位 に つか せ た 。 3 用 人 は 江戸 に 下っ た 。 また 1644( 正 保 元 ) 年 か ら は 。 琉球 の 中 山王 が 即位 する た びに , 江 


1655 ( 明 歴 元 ) 年 , 清朝 が 琉球 に 環 封 使 を 派遣 する と の 動き を 察知 し た 蘭 摩 藩 は , 府 鹿島 府 ( 半 位 を 感謝 する と いう 意味 の 謝恩 使 と 呼ば れる 使節 を 送っ た 。 両 使節 が 同時 に 派 
伺い を 立て , 清 の 要 求 を 拒 毅 し て , 清 船 を 追い 払う か どう か の 指示 を 仰い だ 。 こ れ に 3 唱 こ れる こと も あっ た が , 幕末 まで 都合 21 回 の 使節 が 派遣 きれ た 。 訂 摩 藩 に 引率 きれ る 形 
る 券 府 の 老 中 松 平 信綱 か ら 攻 摩 藩主 島津 光 久 (1616 一 94) へ の 回 答 は , 清 か ら 司 封 の ほ が I 市 遍 款 使節 の 服装 は , 揃っ て 中 国 風 で あ 『 り ) 。 演奏 する 楽 僧 も また 中 国 業 倫 で あっ en 
明 や 衣 党 な ど 風 倫 の 強制 が あっ て も , これ に し た が い , 決し て 日 中 間 で 戦端 を 開く こ WW 中 国 風 を と ら せ , 異国 の 使節 が 江戸 に 朝 商 し , 上 野 東 内 宮 に 参 語 する を 街道 や 江戸 
明和 人 々 に みせ る こと で , 幕府 や 将軍 の 権威 が 遠く 東 ア ジア の 異国 に も お よん で いる も の と 
『 わせ た も の で あろ う 。 er 
肖 大 ヶ 鳥 の 和 人 居住 地 ( 道 南部 ) に 勢力 を も っ て いた 署 崎 氏 は , 1593( 文 禄 2 ) 年 に 豊臣 秀 
表 か ら 朱 印 状 を 受け , 校 前 の 船 役 徴収 権 を 保障 され た 。 1599( 慶 長 4 年 端 崎 氏 を 改称 し 
月 前 慶 広 (548 一 1616) に 対し 。 徳川 家康 も 1604 (慶長 9 ) 年 黒 印 択 を 与え て 。 船 役 徴収 権 
間 は か に , アイ ヌ と の 交 易 独占 権 も 保障 し た 。 
アイ ヌ 社 会 は , 河川 流域 を 単位 に 集落 を 形成 し , 漁猟 中 心 の 生産 活動 を し て , 交易 用 に 
貞 必 や 海産 物 を 獲得 し て いた 。 集団 間 で の 交易 の ほか に , 千島 や 樺太 の ア # ヌメ や 少 数 民族 
0 ウイ ル タ ・ ニ ヴ ヒ ) と の 交易 や , 遠く 中 国 大 陸 の 山 丹 地方 と 呼ば れ た 里 竜 江 流域 の 少数 


人 の 江戸 上 り (中 山王 了 全 有 登城 行 列 図 ,) 潤二 図 に 描か れ て い 八 両 


【【L* 詩 


路上 し 鼓 な ど . 管 楽 と 打楽器 で 編成 され て いた 。 ぬ めずらし い 音 色 だ っ た に ちがい な い 。 - 電 議 本 所 款 が 清 と の 朝 次 貿易 に よっ て 得 た 中 国 の 産物 ( 楽 種 を ど ) の ほか , 琉球 産 の 砂 固 な ども 上 納 し た 。 
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アイ ヌ の 参 四 の 家内 左 手 の 一 段 高 いと ころ に 着座 し て いる の は 藩主 の 松前 衝 記 で ある 。 開 了 
五 位 以上 の 武家 の 式 服 大 絞 を 着 て 正式 な 応 待 を し て いる こと に 注意 し た い 。 





の 
ど ) を 明 ・ 清 と も 交易 し て いた の で , 中 還 提 の 物 が 和 有 を 通し て アイ スズ の 肖 長 の 
に ま と わ れ た 。 YA 人 あゆ と 呼ん た だ 。 こ の よう に 自立 し た 社会 を 形成 枯 
ゅ いた アイ ヌ に と っ て , 交易 対象 の 民族 の 一 つ に 和 人 が あっ た と 見 る こと が で きる 。 
松前 氏 は , 家臣 と の 主従 関係 を , アイ ヌ と の 交 区 権 を 知行 と し て 与え る こ と で 精 び 
制 を し いた 。 こ の アイ ヌ 集 団 が 居住 する 交易 対象 の 地域 は 商 場 あ る い は 場所 と 呼ば れ 
そこ で の 交易 収入 が 家臣 に 与 を られ た 。 
RA 0 を 中 心 と し て アイ ヌ の 集団 は 連合 し て 立春 
, 松前 落と 対立 し て 蜂起 し た 。 石 狩 地方 を 除く 全 旧 夷 地 の アイ ヌ が いっ せい に 蜂起 凍 
入閣 8 仙 その 背景 に は . それ まで の 和 廊 
よる 不正 交易 に 対す る 不満 が あっ た の で あろ う 。 幕府 も, アイ ヌ の いっ せい ゆい 蜂起 を 深刻 
受け と ぬ め た 。 明 清 交 葵 期 の 中 国 大 陸 の 戦乱 と 結び つけ , 女 具 族 ( 涯 朝 ) が シャ クシ ャ イ > 0 
蜂起 に 加担 する の で は な いか と 危 貝 し た の で あっ た 。 幕府 ! は 津軽 藩 の 軍隊 を 松前 に 派 里 
松前 藩 に 協力 し て 鎮圧 に あたら せ た 。 ま た 秋田 ・ 南 部 両 藩 に も 出動 交 卒 が 命じ られ た 。 
降伏 を 余儀 な くさ れ た アイ ヌ の 集団 は , 1671( 寛 文 11) 年 最終 的 に 鎮圧 され た 。 武力 貢 | 
屈服 させ られ た アイ ヌ は , 以後 , 全面 的 に 松前 藩 に 服従 させ られ , 松前 落 和 人 地 や 4 
(津軽 ・ 南部 な ど ) に 自由 往来 する こと が 禁止 きれ た 。 天保 一 先 Qzle-0 和 ころ 製 
に は , 多く の 商 場 が 和 人 商人 の 請負 と な っ た (場所 請負 制度 )。 ア イス の 人 々 は , も 
自立 し て 交易 を 行う と いう の で は な く , 漁場 で 和 人 商人 に 利用 きれ る , 単なる 労務 者 右 
古人 に が れ た 。 こ の よう な 地位 の 変化 は , 年 賀 の 儀礼 に 献上 品 と と も に アイ ヌ の 1 
長 ( 乙 名 ) が 松前 城 を 訪れ る と き に も み ら れ た 。 城中 の 座敷 で 藩主 直々 に 面 仁 し て いた も 」 
が 変わ っ て , 座敷 に は あがれ ず , 庭先 に 土下座 を し て 年 賀 の 礼 を と る よう に な っ た 。 
こう し て 長崎 ・ 対 馬 ・ 薩 摩 ・ 松 前 の 四 つ の 窓口 を 通し て , 幕府 は 異国 ・ 異 民族 と の 壮 
を も っ た 。 近世 の 東 ア ジア に お いて , 伝統 的 な 中 国 ( 明 ・ 清 ) を 中 心 に し た 冊封 体制 が 権 
する 一 方 , 明 清 交替 期 を 契機 に 日 本 を 中 心 に し た 四 つ の 窓口 を 通し た 外交 秩序 が 形成 医 
た こと に 注目 する 必要 が ある 。 
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村 と 領主 支配 
村 の 構造 村 は 百姓 の 家屋 敷 か ら な る 集落 を 中 心 に , 田 
| 畑 の 耕地 , 入会 地 を ふく も む 林 野 の 3 部 今 から な る 。 家屋 
と 耕地 は 高 請 地 で . 年 が 駆 課 き れる 。 
村 は , 百姓 の 家屋 敷 が いく つも 集まっ た 集落 を 中 心 に , 田畑 の 耕地 
1 _ | や 野 ・ 山 ・ 浜 を 含む 広い 領域 を も つ 小 社会 (共同体) で ある 。 集 落 は 
ムラ ・ 組 ・ 坪 な ど と も 呼ば れ , 地形 的 に 隔たり を も つい くつ か の 集落 を 合わ せ て 一 村 と し 
『 の 村 も 豊臣 政権 以後 。 徳川 政権 に お いて 継承 され た 兵 農 分 離 政策 と 検地 に 
、 中 世 ま で の 物 村 や 郷 村 を 分 割 ( 村 切り ) し て つく られ た も の で , 行政 的 な 意味 合い 
ao 
に 成り 立つ 幕 落 体 制 に と っ て は , 最も 重要 な 基盤 と な っ た 。 
7 世紀末 に は , 全国 の 村 数 は 6 万 余り に な っ た が , その ころ の 総 石 高 は 約 2500 万 石 で あ 
っ た か ら , 1 村 の 平均 村 高 は 400 石 祭り と な ょ っ た だ 。 6 万 を 超え る 村 は , 農業 を 主 と す る 農 
半 が ほとん ど で あ る が , . 約 村 や 山村 , 在 手 町 の よう な 小 都市 な ども み ら れ た 。 
村 は 。 名 主 (西国 で は 庄屋 ・ 東北 で は 肝 煎 と 呼ぶ と こ AP 二村 百姓 代 か ら 
な る 村 役 人 ( 村 方 三 E 役 ) を 中 心 と する 本 百 媒 に よっ て 運営 き : の 
れ た 。 村 役人 は 世襲 や 協議 ・ HOW) を の で 導 h| 
れ た 。 農 業 生産 に と っ て 不可 欠 の 用 水 や , 刈 敷 ( 鑑 料 ) や 馬 昔 
(株 ) を 採る 山野 の 管理 は 重要 で , この ほか 治安 や 防災 な ども : 
村 は 自主 的 に 管理 し た 。 ま た 田植 え ・ 稲 刈り や 屋根 昔 き に 際 : 
し て , 村人 は 結 ・ も や いな ど と 呼ば れる 共同 作業 の 互助 組織 : 
を つく っ た 。 こ の ほか 村内 の 山野 を 村人 が 共同 で 利用 する 入 
4 地域 の 数 カ 村 で 山野 を 共同 利用 する 入会 の 場合 も あ : 
・ 村 は 大 小 の 共同 組織 ・ 結 合 に よっ て 支え られ て いた 。 








ほす 父 





の 軍 き は 村 法 ( 村 控 に 基づい て 行わ れ , これ に そ も むく 給 子 子 子 女 振 婦 万 : 
と 村 や 五 人 組 の 共同 組織 か ら 排 除き れる 科 八 分 や 組 落ち な ど : 3 る 5 4 
の 制裁 が 加え られ た 。 幕府 や 大 名 ・ 旗 本 は , この よう な 村 の : 3 


(4 (29 0⑳ 敵 (08 例 ) : 
自治 に 依存 し て , は じ ぬ め て 年 貢 ・ 諸 役 の 割当 て や 納 人 を 可能 *: お KmrreYkvpcntdc Byteoruwo 
と し , 村民 を 掌 撮 す る こと が で きた 。 こ の よう な 仕組 み を 村 でき へ 束 導 の 全 役 回 寺 大湯 

普 右 衛門 案 の 例 。1646 (正保 3 ) 年 当時 
講 制 と 呼ぶ 。 ま た , 村民 は 数 戸 ずつ 五 人 組 に 編成 され , 年 貢 の も の で ホ 字 で 示 した 家族 は 自 る ナス 
納入 や 履 罪 防止 に 連 淀 責任 を 負わ きれ た ほか , 村 の 共同 経費 可能 性 を も つ 。 
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( 村 入 用 ) を 負担 し 合っ た @。 em 
村内 に は , いく つか の 階層 が 存在 し た 。 近 世 初 頭 に は 中 世 の 名 主 や 地 侍 の 系 譜 を ひき 
有力 百姓 が 複 合 大 家族 経営 を 行っ て いる 場合 が み ら れ , その 後 の 開発 で 耕地 拡大 が 進む き 
や が て 17 世 紀 半 ご ろ に は 第 夫 尋 な ど 修 系 家族 が 分 家 し た り , 名 子 ・ 披 官 な どの 靖 属 農 民放 
自立 し , 0 得る 形 席 お る 二 放 人 8 用 W ン うじ な 家族 は , 検地 帳 軒 
登録 され て 高 請 地 と な っ た 田 ・ 畑 ・ 家 屋 敷 を も ち , 年 貢 ・ 諸 役 を つと め 。 村 政 に 参加 する 
本 百 姓 ( 高 持 ) と し て は 対等 に な っ た が , 本 家 と 分 家 の よ うな 序列 や 隷属 農民 か ら 自 立 【 
た か つて の 関係 を 残す 場合 も あ - っ た 。 これ ら 高 持 の 本 百姓 で は な く , 田 ・ 畑 を も た ず 地 
の も と で 小作 を 営 な ん だ すず 日 用 ( 日雇) 仕事 に 従事 する 水 香 ( 無 高 ) も 存在 し た 。 また 証 還 
村 で は 網 元 と 綱 子 の よ うな 経営 を めぐ る 階層 区 分 も あっ た 。 村 に は 神社 が つく られ , そ 冒 
は 村 の 人 々 の 相互 の 結び つき や 信仰 を 支え る 場 と な な 
は 別に 村 の まとめ 役 を 果たす こと も あり , この ほか 鍛冶 ・ な どの 職人 や 商人 な ども る 属 
住 す も こと が あっ た 。 IS ビ と 
百姓 の 負担 に は 。 本 田畑 と 屋敷 に か けら れる 本 年 貴 (本 途 物 成 ) が ある 。 年 貢 率 は 4 公 6 良 
か ら 5 公 5 民 , つま り 石 高 の 40 一 ー50% で 米 殺 や 貨幣 で 領主 に 納め られ た 。 年 頁 の 率 は その 
年 の 収穫 に 応 じ て 決め る 検 見 法 と , 一 定期 間 同 じ 率 を 続け る 定 発 法 と が あっ た 。 本 年 
の ほか に 山野 河 海 の 利用 や 農業 以外 の 副業 な ど に 小物 成 が か けら れ . また 一 国 単位 で 河川 
の 土 本 工事 の 夫 1 労働 な ど に か り た て られ る 国 役 や 街道 条 駅 の 公用 交通 に 人 や 馬 を さ し 瑞 
す 伝馬 役 や 周辺 の 村々 で 宿駅 の 応援 に か り 出 され る 助 卿 役 も 百姓 に と っ て 負担 と な っ た 
幕府 は 百姓 の 経営 を で きる だ け 安 定 させ , 一 方 で 貨幣 経済 に 巻き 込ま れ な いよ うに し 軒 
年 仙 ・ 諸 役 の 徴収 を 確実 に する た め の 対 策 を と っ た 。1643( 定 永 20) 年 に 出さ きれ た は 
売買 の 禁令 は 農民 の 土地 が 売ら れ て 地主 と 小作 の 関係 が お こる の を 防ぐ 目的 が あり , 16 
( 延 宝 元 ) 年 に は 。 分 家 が 自立 する の に 歯止め を か ける 分 地 制限 令 @ を 出 E 門 : WPT 
まだ も - 田 畑 勝 手作り の 茜 止 に よ Xe 本 田畑 に 五 殺 ( 米 ・ 
・ 業 ・ 豆 ) 以 外 の 作物 (た ば こ ・ 綿 花 ・ 菜種 な ど ) を 自由 に 雪 培 する こ と を 禁じ た 。 る 

て , 「 慶 安 の 触 書 」 と 伝え られ る 32 条 の 仰せ に よっ て , 日 常 の 労働 や 暮し に まで , こま 軒 
2 か 
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| 語 m 五 街道 及び その 延長 





主 な 街道 

際 上 交通 の 幹線 と いう べき も の は , 華 府 の 道 中 泰行 の 支 配下 に ある 五 衛 道 で あっ た 。 
車 海道 ・ 中 山道 ・ 甲 州 道 中 ・ 日 光 道 中 ・ 奥州 道中 が それ で , 街道 に は 1 里 こ "と に 一 里塚 が 
お か れ た 。 宿駅 は 2 一 3 時 ご と に お か れ , 武士 の 泊る 本 隊 ・ 脇本 陣 の ほか に 庶民 の 利用 
する 放 科 や 営 溶 が あり . 間 屋 場 を 設け て 人 馬 を 常備 し , 公用 旅行 者 の 便 が は か られ た 。 
海道 は 100 人 ・100 匹 中 山道 は 50 人 ・50 匹 。 他 の 3 街道 は 25 人 ・25 匹 と いう 規定 で ある 。 
も ちろ ん こ れ だ け で は 大 名 の 通行 な ど に 不足 を きた す の で , 、 答 駅 近 在 の 村々 か ら 人 馬 を 徴 
玩 し て これ を 補っ た 。 こ の 課 役 ( 助 卿 役 ) を 負担 する 村 を 助 郷 と いう が , の ち に は 交通 量 が 
載 た する と , 助 卿 の 範囲 は 拡大 し て いっ た 。 

この 五 街道 を 幹線 と し て , その ほか 多く の 支線 で ある 脇 街道 ゃ 開か れ た 。 四 日 市 か ら 山 
骨 へ 通じ る 伊勢 路 , 大 坂 か ら 豊 前 小倉 に いた る 中 国 路 白河 ・ 高 崎 ・ 信濃 追分 か ら 寺 泊 
, 出 3 崎 に いた る 3 つの 佐渡 路 な ど は その 主 な も の で あり 各 落 で も これ ら の 諸 街 道 に 通 
じ る 街道 を 開い て いっ た 。 こ れ ら の 街道 で 注目 され る の は , 葬 府 や 諸 潜 の 政治 的 配慮 が 到 
か っ た こと で ある 。 五 街道 は すべ て 江戸 を 中 心 に 放射 状 に 出 て お り , 道中 泰和 『 の 支配 下 に 
あっ て , 各所 に 関所 や 渡し が お か れ で いた 。 東海 道 に は 箱根 と 新居 中 山道 に は 確 水 と 林 
間島 甲州 道中 に は 小 仏 , 日 光 道 中 に は 栗橋 に | 関所 が お か れ , と くに 入り 鉄砲 と 出 
の が 厳し く 取 り 調べ られ た 。 か で 


家臣 に に 給付 し た り . 城下 町 商人 に 売却 し た ほか は 大 坂 の 蔵屋 敷 に 狂 米 し . これ を 堂島 な ま 浦 信 機 関 と し て は 飛 脚 の 制 が と と の っ た 。 幕府 公用 の 継 飛 脚 が 叶 い 例 で , 各 和 宿駅 で 人 


の 米 市 場 で 換金 し て 藩 財政 に あて た 。 江戸 時 代 は : 米 遣 い の 経済 " と 呼ば れる よう に , 商 男 則 を 継ぎ か えた 。 この 制度 に な ら っ て 国 元 と 江戸 藩邸 を 結ぶ 大 名 飛脚 が で きた 民間 の 


の 最大 の も の は 年 貢 米 で あっ た 。 町 飛脚 も し だ い に 盛 ん に な り , 定 文 年 間 に は 三 都 の 商人 が 営業 する 飛 受 間 屋 が 成立 し た 。 
往 米 は 船積 み と 際 路 を 用 いた が , これ ら の 交通 の 整備 に 徳川 政権 は 早く か ら 取り か が | に れ は 東海 道 を 6 日 で 走り , 月 に 3 往復 する の で 三 度 飛 用 と 呼ば れ た 。 


三 第 を 人 か 村 全 加 の 衝 度 が 右 あ に 流 お る 池 2 だ な ら が な 証 と 町 人 | 鞭 に な る と 。 中 世 と は 比較 に な ら な い ほ ど 多 数 の 都市 が つく られ 
た 0 港町 ・ 門 前 町 ・ 宿 場 町 ・ 鉱 山 町 な 


ど ビ が あっ た が , 三 都 と 呼ば れ た 江戸 ・ 大 坂 ・ 京 都 は . これ ら 近 世 の 都 市 ぴの 性 格 を 多く 合わ 
もつ 総合 的 な 都市 で , 17 代 紀 店 こ 2 知れ 才 の 9: 地 人 P 

0 18 世紀 前 半 の 江戸 町 方 の 人 別 ( 人 口 ) は 約 50 万 人 と され , これ に 武家 や 寺社 の 人 口 を 加え る と 計 100 
が 人 前 後に 達し た と 推定 され る 。 ま た 大 坂 は 35 万 人 , 京都 も 40 万 人 ほど で ある 。 


村 か ら の 年 貢 米 は , 墓 領 の 場合 は 江戸 浅草 の 御蔵 の ほか , 大 津 
ど 各 地 の 幕府 蔵 に 納め られ た 。 諸 藩 の 場合 は , 城下 町 に 集め ら 災 





本 中 


避 村落 を 運営 する た ぬ め 。 村民 か ら 徴 収 し た 費用 の こと で ある 。 村 役人 の 給 金 。 用 水 の 維持 費 な 雄 
さま ざま な 共通 経費 に 支出 し た 。 
参 分 地 制 限 念 は , 1673( 邊 室 元 ) 年 に , 名 主 は 20 石 , 一 般 百 姓 は 10 石 以上 の 田畑 を も た な いと 分 電 
で き な い と 定め , 1713( 征 徳 3) 年 に いた っ て は すべ て 分 地 は 分 割高 ・ 残 高 と も に 高 10 石 ・ 段 別 
町 以上 な けれ ば な ら な いと し た 。 
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雪 存 在 し これ が 集まっ て 町 を 形成 し た 。 町 に は 村 と 類似 の 自治 組織 が あり , 住民 の 生 
届 を 支え た 。 町 内 に 町 屋敷 を も つ 家 持 の 住民 は 町 A@ と 呼ば れる 。 村 に お ける 高 持 の 本 
滑 姓 に 相当 する 。 こ の 町 人 か ら 選 ば れ た 名 主 ( 町 名 主 )・ 町 年 寄 ・ 月 行事 が 町 の 運営 に あ 
た り , 町 の 上 下水 道 の 整 備 , 城郭 や 堀 の 清掃 , 防火 な ど が 町 人 の 負担 と し て 担わ れ た 。 こ 

れ ら 夫 f \ で ある 町 人 足 役 は 。 防火 な ど 人 危険 も 伴う こと か ら , し だ い に 町 人 足 役 を 貨幣 で 
骨 め , 専門 職 を 雇っ て 労働 を 担っ て も ら う よう に な っ て いっ た 。 

町 に は , この ほか 宅地 (町 屋敷 ) を 借り て 家屋 を 建て る 地 借 や 。 。 家屋 ご と 借り て 居住 する 
借家 ・ 店 借 わけ て も 9 尽 2 間 (3 坪 時 6 畳 ) の 裏 長屋 の 借 家人 は 地代 や 店 賃 を 支払 う 

\ け で , 町 人 足 役 や 町 入 用 な どの 負担 は な く , 町 の 運営 に 参加 する 資格 も な か っ た 。 

電導 

= , 徳川 政権 も また 身分 秩序 を 基礎 に 
いい 支 上 身分 の 中 心 に あっ た 武士 は 軍 
町 力 を 独占 し た うえ で 政治 を 担い , 背 字 ・ 帯 刀 の ほか 衣服 ・ 
隅 物 な どの 身分 的 特権 を も っ て いた 。 武士 身分 の な か に は 上 下 
の 階層 が あり , 将軍 ・ 大 名 ・ 旗 本 ・ 御 家人 人 ・ 階 臣 ・ 武家 奉公 人 
な どの 序列 の ほか , さら に 大 名 の な か も 石 高 の 多 少 や 将軍 家 と 
の 粒 , 官位 , 殿 市 な ど で 格 式 が 定め ゆら れ て いた 。 儀礼 の 場面 
で は , この 序列 が 厳格 に 守ら れ , 装束 も 格式 に 応じ た も の に 規 
窟 さ れ た 。 ー 

武士 身分 と と も に 支配 身分 に 属す る の が , 天皇 家 や 公家 , 上 身分 別人 口 構成 (小倉 藩 、 調査 数 14. 
飛 の 僧 但 ・ 神 職 で あっ た 。 公 家 も 家 格 に 応じ た 序列 が あり , 僧 314 入 ) 

州 ・ 神 職 も 上 下 の 序 列 が 官位 に よっ て 明確 に され て いた 。 

披 支配 身分 と し て は , 農業 を 中 心 に 林業 ・ 漁 業 に 従事 する 百姓 が ある 。 和 百姓 も 高 持 と 水 
『 で 御館 と 披 礼 な どの よう に , 階層 差 が 存在 し た 。 手工 業者 で ある 戦 人 は , 大 工 ・ 左 官 ・ 

【 沿 ・ 大 鎧 抑 ・ 木 換 ・ 桶 な ど . それ ぞ れ 独自 の 技術 労働 を 国 役 と し て 負担 し た 者 た ちの 
幸 析 で ある 。 商 業 を 営 な む 商人 を 中 心 と する 都市 の 家持 町 人 を 合わ せ , これ ら 農 ・ 工 ・ 商 
武士 を 含め た 身分 制度 を 士 農 工商 と 呼ぶ 。 こ の 順序 は 信教 前 理念 を 根拠 に し て , 商業 活 
馬 を 低く みる 考え 方 が 表 わ れ た も の で ある 。 

この は ほか, 一 般 の 憎 倍 や 神職 を は し じ め , 修験 者 ・ 除 陽 師 な どの 宗教 者 や 民間 の 種々 の 
庶 能 者 な ど 職 業 や 居所 に よる 身分 の 区 別 が 多数 あり 、 い ずれ も , 団体 や 集団 こ "と に 組織 さ 
= 。 これ ら 諸 身分 の な か で 下位 に お か れ た の が , の ち に 「 え た 」 と 総称 され た 皮 多 ( 革 多 
* 皮 田 ) と 長 史 . それ に 非 人 で あっ た 。 

に 西日本 で は 皮 多 , 東日本 で は 長 史 と 呼ば れ た 人 々 は 農業 を 行う ほか に , 村 や 町 で 人 
W に 伺わ れ て いた 和牛 や 馬 が 死ん だ と き , 飼い 主 が 死ん だ 牛馬 を 所 定 の 場所 に 捨て お く と, 

の 牛馬 を 片づけ る 仕事 を し た 。 死 ん だ 牛馬 の 度 を な めし , 軍事 に 必要 な 武具 や 馬具 , あ 
記 い は 者 駄 と 呼ば れる 履物 な どの 皮革 製品 を つく る ほか , ろう そく の 灯 心 や 竹細工 な ど 手 
業 を 行っ た り , 家々 を 廻る 門 付 の 芸能 を 行う こと も あっ た 。 皮 多 や 長 更 は その うえ に , 
多く の 町 で , 厳 審 な 意味 で の 町 人 身分 と きれ た 家持 の 町 人 は 住民 の 少数 を 占め る に 過ぎ な か っ た 。 
中 れ に 対し 村 や 百姓 と の 対比 で , 町 人 地 に 居住 する 人 々 全体 を 町 人 と 総称 する こと も ある 。 









や し きき ほん ん て! 


江戸 に は , 幕府 の 諸 施 設 や 全国 の 大 名 の 屋敷 (藩邸 ) を は じ め , 旗本 ・ 御 家人 の 屋敷 が 負 
中 し , それ ら の 家臣 や 武家 奉公 人 を 含め 多数 の 武家 人 口 が 居住 し た 。 ま た 町 人 地 に は 武 失 
の 生活 を 支え る た め に , あら ゆる 種類 の 商人 ・ 職 人 (手工 業者 ) や 日 用 ( 雇 ) ら が 集まっ た 。 
武家 地 は 70%, 害 水 寺 ・ 増 上 寺 な ど 寺社 地 は 15% を 占め , 合わ せ て 85% の 土地 は ゆ と 大 
の ある 空間 が 広がっ て いた 。 町 人 地 は 15% の 広 き し か な く , その 鉄 い 全 間 に 交 50 万 人 の 
々 が ひし めき 合っ て いた 。 こ れ ら 多数 の 人 口 を 抱え る 江戸 は 日 本 最大 の 消費 都市 と な っ 

大 坂 は ' 天下 の 台所 」 と いわ れ , 本 日 本 や 北陸 な ど 各 地 の 物 資 の 箇 散 地 と し て 栄え た 天 計 
泉 都 市 で あっ た 。 諸 洛 の 蔵屋 敷 が 多く お か れ , 蔵 物 と 呼ば れる 年 足 米 や 特産 品 が 回 送る 相 
蔵元 ・ 掛 屋 を 通じ て 売り さき ば か れ て 領主 経済 を 成り 立た せ た 。 こ の ほか 納屋 物 と 呼ば れ 婦 
民間 の 多様 な 商品 も 集荷 され , 蔵 物 ・ 納 屋 物 は その 後 , 江戸 を は じ め 全 国 に 出荷 きれ た 。 
これ ら の 商業 ・ 輸 送 を 担う 人 々 が 多く 居住 する 町 が 大 坂 で あっ た 。 

京都 に は 古代 以来 , 天皇 家 や 公家 が 居住 し , 寺院 の 本 山 や 伝統 ある 神社 が 数 多く 集 ま 志 
て いた 。 ま た , 西陣 織 や 京染 を 売る 呉服 屋 を は じ め と し て 高級 品 店 が な ら び , 高い 技術 衝 
用 いた 手工 業 生産 品 は , 幕府 御用 や 諸 大 名 の 注文 に こたえ た 。 

三 都 は それ ぞ れ 個性 を も っ た 大 都市 で も あっ た が , これ に つい で 重要 な 近世 の 都市 は 各地 
の 城下 町 で あっ た 。 城 下町 は , 大 名 の 住む 城郭 を 軍事 的 に 固め る 形 で 武士 が 集 住 し た 。 韻 
つて 在 地 領主 と し て 農村 部 に 居住 し て いた 者 も , すべ て 城下 町 に 移住 きせ られ 政治 を 行 記 
た 。 合 わせ て 商人 ・ 職 人 も 集め られ , 城下 町 は 鈴 国 経済 の 中 心地 と し て 流通 の 拠点 と な 
た 。 商 人 ・ 職 人 は , 屋敷 地 に か けら れる 年 責 で ある 地 子 の 免除 や 営業 自由 の 特権 が 与え 員 
れ , 定着 し た 。 

城下 町 の 都市 構造 は , 城郭 を 核 と し て 武家 地 ・ 寺 社 地 ・ 町 人 地 な ど 身 分 ご と に 居住 す 導 
人 6 和 和 S MM 

軍事 の 諸 施 設 や 家臣 団 の 屋敷 が お か れ た 。 5 二 「 

また , 寺社 地 に は 数 多く の 寺院 や 神社 が 設け られ , 大 名 の 丁 那 寺 や 町 の 鎮守 な ど と し 坦 
の 宗教 的 役割 を 果たし た ほか , い 導 
と いう と き の 軍 事 的 拠点 の 機能 も 起 
福 誠 慈 堪 。 

町 人 地 は 町 方 と も 呼ば れ , 商人 
職人 が 居住 し 営業 を 行う 場 で あり 
面積 は 小さ い が 三 都 や 全国 と 領地 痢 
結ぶ 経済 ・ 流 通 活動 の 中枢 と し 寺 
重要 な 役割 を 果たし た 。 町 人 地 に 
町 (」) と いう 小 社会 (共同 体 ) が 薇 
町 の 構造 と 町 屋敷 の 模式 攻 町 は 長き 
(60 間 。 約 108m) ほど の 道路 を 奥行 20 装 
36m) の 家並み が 狭 む 両側 町 が 標準 釣 で あ 刀 
道路 沿い は 表 , 居住 空間 は 裏 と し て 区 別 き 半 
表通り か ら 1 間 ほ どの 路地 を 入る と 両側 還 
長屋 が 立ち 並ん で いる 。 吉 長 屋 は 間口 が 9 
で 奥 行き は 2 間 の 3 坪 で 畳 6 畳 分 の 広 さ で 計 
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重要 な 役割 と し て 村々 の 治安 ・ 和 警察 を 担当 し た 。 例 えば 刀 を 振り まわ す よ うな 犯罪 者 が 恒 
和 全 村 に 押し 入っ た と こき に , これ を 身 を も っ て 取り 押さ える よう な 役割 で ある 。 


非 人 は , 農村 部 や 都市 に 居住 し た 。 都 市 の 場合 。 江戸 の 例 で は 町 の 近 く の 卓 牙 ゃ 放 民 


端 に 小屋 を 建て て 居住 し 。 その 町 の 済 授 な どの 講 め に 人 事 し 町 か ら 施 し 物 を 受け た 
また 非 人 は 堀 や 川 の 浮き 物 の 片づけ や 内 人 送迎 役 や 富屋 役 を 行っ た り , 年 に 入っ て い 


者 で 病弱 の 者 を 隔離 す る 溜 と 呼ば れる 施設 (浅草 と 品川 ) の 管理 を 行う な ど . いわ ば 町 秦 往 


所 の 未 端 の 役 を 担う 仕事 も 行っ て いた 。 


有期 の 文人 

克 永 期 の 文化 一 覧 永 期 は , 前 時 代 の 下剤 上 の 終期 を 意味 し , 躍動 的 で あ 鹿 
た 文化 の 鎮静 を も た らし た 。 桃山 文化 の 豪華 き に 匹 英 す る も の !【 は , 3 代 将 箇 家 光 に よる 欄 
現 造 り の 日 光 東 照 宮 の 造営 に 限ら ちら れ た と いっ て も 過言 で は な か ろう 。 2 代 将 軍 秀 中 が 建 代 


し た 質素 な 素 木 の 東 照 社 を 家 光 が 今日 に 伝わる 府 華 な も の に 改め た の は , 家康 を 東 遇 


人 相 と し て 壮 府 委 安泰 を 加護 する 神 と し て 祀る に ふき さわ し い 寺 | の 必要 を 感じ た か ら 周 
は か な ら な か っ た 。 そ れ は 将軍 権力 に の み 許さ れ た だ , 豪華 さ の 独占 と も いえ よう 。 

送 に 。 秩 と 落ち 着き を 取り 人 ANN 
離 宮 で あり . 修学 院 区 宮 で あっ た 。 後 陽成 天皇 の 弟 で ある 人 人 条 宮 桂 宮 和仁 親王 ( (1579 
1629) の 別 郎 で あっ た 桂 離 宮 は , 書院 千 に 茶室 の 草庵 風 合 わせ た 和 こ , ご 析 沿 


取り 巻く 回 遊 式 庭園 と で 成り 立っ て いた 。 ま た 。 修 学院 離宮 は 後 水尾 上 息 が ,. みず か ら 本 


洗練 きれ た 計画 を も と に 完成 きせ た も の で あっ た 。 幕府 に よる 朝 延 統制 の 秩 の な か で 
2 ・ 公家 た ちや , 京都 所 司 代 , 京都 の 上 層 町 人 た ち , ある い は 大 徳 寺 ・ 妙 心 圭 林 
憎 倍 な ど は 京都 を 舞台 に 茶会 や 歌会 を 催し , 上 層 文 化 人 の つど い が も た れ た 。 そ の な が 廊 
は , 土佐 派 を 下敷 き に 新た な 画 法 を 生み 出し た 僚 屋 達 ( 生 没 年 不詳 ) や , 作 陶 ・ 刀 剣 な 虹 
に 多才 この うえ な い 本 阿弥 光悦 (1558 一 1637) ら が お り , 画壇 を 制 し て いた 華 府 御用 絵師 猪 
野 探 隊 (1602 一 74) [ に 対し て 独創 的 な す E を 示し た 。 ま た 茶道 ・ 造 園 に ひい で た 小堀 遠州 ( 代 
。 1579 一 1647) や 生花 の 池坊 な と も た 

鎖国 体制 の も と で , 主 に 影響 を 与 えた 外国 壇 化 は SE で : 問 ・ 思 想 。 需 
し て 常識 の 源泉 と な っ た 信 学 と 中 国文 化 で あっ た 。 と と く < に 朱子 学 は 君 臣 ・ すず の 光 を 灯 識 
まえ , 上 下 の 秩 序 を 重んじ る 学問 で あっ た た め 幕府 や 藩 に も 受 : け 入れ られ た 。 京都 直 
還 叶 の 禅僧 で あ っ た 藤原 坦 容 (1561 - 1619) は 朱子 学 を 惨め , 還俗 し て 朱子 : チ の * 科 守 に っ 基 
66G その 門人 の 林 羅 山道 泰 1583 一 1657) は 家康 に 用 いら れ , その 子 係 (林家 ) は 代々 農 
者 と し て 幕府 に つか えて 教学 を 担っ た 。 

また 朝鮮 侵略 の 際 , 路 大 名 が 連れ 帰 っ た 朝鮮 人 陶工 の 手 で , 九州 ・ 中 国 地 方 の 各地 で 工 
鮮 系 の 製 陶 が お こき れ , な か で も 有田焼 ・ 唐津 焼 ・ 衝 焼 ・ 隆 摩 焼 な ど が 有 名 で ある 。 と 電 
に 有 田 で は 磁 爾 の 生産 が 始ま り , 寛 水 年 間 に 酒井 田 柿 右 衛門 が 中 国 か ら 赤 絵 の 技法 を 学 縛 
了 自 の 上村 の 方法 を 完成 し た 。 有 還 人 は 様式 を も ち , 古 伊方 時 が 明示 赤絵 の 伝 続 
受け 継ぎ , 柿 右 衛門 が 純 日 本 的 な 赤絵 を つく り , 色 鍋島 が 負 鳥 落 の 穴 で 独自 の 色 和 ク を ば 國 


| の 










大 坂 の 役 の の ち , 幕 藩 体制 の 成立 と 体制 整備 の 行わ れ た 元 痢 
| 剛 寺 大 雄 宝 攻 
| 福 寺 大 雄 宝 了 
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成人 し た 家綱 は 1663( 寛 文 3 ) 年 に 代 が わり の 武家 諸 法度 を 発布 し , 併せ て 痢 死 の 禁止 


第 務 入 人 制 の 民間 を 命じ た 。「 列 死 の 禁止 」 の 条文 の 命じ る 内 容 は , 多 死 は 不義 無益 の こと で ある と 硝 定 し て 

ーーー 境目 し た うえ で , も し も 主 用 の あと を 追っ て 切腹 する 追 腹 の 者 が あれ ば , それ は 主人 の 
泊め が 足り な か っ た も の で その 主人 = 亡 主 の 越 度 で ある と 命じ , し か も その 跡目 の 息 
『 も これ を 止め な か っ た こと は 不届き で ある と , 征 し た 。 

12 年 前 の 1651 (慶安 4 ) 年 , 将軍 家 光 の 死後, 老 中 堀田 正 盛 (1608- 51) ・ ・ 阿 部 宣 次 (1598ー 
IW51) の ほか 側近 の 者 た ち が 絢 死 し た 。 そ の 前 , 1636( 定 永 13) 年 仙台 藩主 の 伊達 政宗 が 死 
まし た 際 , 絢 死 者 が 15 人 あり , その 狗 死 し た 15 人 の た め に さら に 狗 死 し た 者 が 5 人 あっ た 。 
641 (寛永 18) 年 に は , 熊本 藩 の 細川 忠利 (1586 一 1641) の 死 二 に 際 し て , 19 人 の 家臣 の 多 死 
が あっ た 。 

| 森 剛 外 ' 阿 部 一 族 』 , 細 川 利 の 道人 お 隠れ に な っ た 当日 か ら 一 昨日 まで に 絢 死 し 
を 芸 則 に ふし た 肥後 国 の 列 寺院 と いう 寺院 」 た 家臣 が 十 余人 も あっ て , な か に も 一 昨日 は 
で , 忠利 の 飼っ て いた 2? 羽 の 鷹 が 突 尋 上 空 か 八 人 一 時 に 切腹 し , 昨日 も 一 人 切腹 し た の で , 
。! き っ と 落ち て 来 て , 桜の 下 の 井 の な か に 家中 誰 一 人 絢 死 の 事 を 思 は ず に ゐる も の は 無 
は いっ 」 て 死ん だ 情景 を 鳴 外 は 描き , その と , か っ た 」 と 際 外 は 表現 し て いる 。 こ の 作品 は 
&「 人 々 の 間 に 『 そ れ で は お 席 も 狗 死 し た の 主人 (大 名 ) の 死 と 家臣 の 絢 死 と . それ を 取り 
か と 叶 く 夫 声 が 開 え た 」 と 語ら せ た 。「 契 様 が | 巻く 熊本 の 空気 を 巧み に 伝え て いる 。 

狗 死 は 将軍 と 大 名 の 主従 間 で も , 大 名 と 家臣 の 主従 間 で も , 家臣 と その 従者 と の 間 に も 
み ら れ た 。 武士 世界 の 一 つの 価値 と し て , 絢 死 を 美 風 と 見 な す 空 気 が , 3 代 将 軍 家 光 の 時 
條 まで は 続い て いた 。 こ れ を 4 代 家 綱 は , 狗 死 は 無益 の こと と 否定 し た の みな ら ず , 現に 
間 し た 。 そ し て 主人 の 死後 は 狗 死す る こと な く 。, 跡継ぎ の 新しい 主人 に 奉公 する こと を 義 
務 づ けた の で ある 。 主人 個人 に 泰 公 する これ まで の 考え 方 を 改め , 0 を nh 
すこ と が 望ま れ た 。 こ の 結果 , 主人 の 家 は 代々 主人 で あり 続け , 家臣 は 代々 主 家 に 奉公 
還 け る こと を 当然 の こ と と し た 。 こ うし て , 従者 の 側が 主人 に と っ て か わる , SEN 
折 世 初頭 に み ら れ た 下剤 上 の 可能 性 は 無く っ し た の ああ 

1664( 定 文 4 ) 年 に , 家綱 は すべ て の 大 名 に いっ せい に 領 知 宛 行状 を 発給 し た 。 これ 以 
衣 の 3 人 の 将軍 は , 個々 の 大 名 と 主従 関係 を 確認 し つつ , まち まち に 発給 し て いた が , 家 
絆 に よっ て 統一 的 に , また 同時 に 変人 付き され た こと は , 将軍 権力 の より 体制 的 な 確立 と みる 
ほ 5 と が で き , それ は 幕府 の 安 害 を 示す も の で あっ た 。 

将軍 と 大 名 の 関係 が 将軍 優位 に 梁 定 し た の と 同様 に , 大 名 と 家臣 の 関係 も 大 名 優位 に 安 
思 し , 藩政 の 安定 ほ と 領 内 経済 の 発展 が は か られ る よう に な っ た 。 い くつ か の 準 で は , 藩主 
が 人 学者 を 顧問 に し て 藻 政 の 刷新 を は か っ た 。 会 会 津 沙 の 保科 正之 は 山崎 導 斎 (1618 一 82) に 

子 学 を 学ん だ 。 岡山 藻 の 池田 光政 (609 一 82) は 熊沢 番 山 (1619- -91) を 用 いて 藩 学 花押 教 
坦 ・ 拓 学 閑谷 学校 を 5 受け た 。 水戸 洪 の 徳川 光 団 (1628 一 1700) は 休 痢 水 (160082) を 招い ンコ 
肌 戸 の 邸 内 に 彰 考 館 を お き , 『 大 日 本 史 』 の 編集 を 始め た 。 加賀 落 の 前 田 綱 紀 (16431724) 

信子 学者 木下 順 庵 (1621 一 98) ら の 意見 を いれ て 藩政 に 取り 組ん だ 。 幕府 も 落 も . つま り 
護 制 は 安定 し た 。 

上 う | 彰 考 館 1657( 明 麻 3 ) 年 、 江 戸 の 水 | 本 史 」 の 編集 局 を , 1672 (寛文 12) 年 小石 川 の 
記 沙 別邸 ( 現 , 東大 農学 部 ) 内 に お いた 『 大 日 | 藩邸 ( 現 , 東京 ドー ム 付 近 ) に 移し て 彰 考 館 と 























。 務 政 の 安定 


吾 和 と 秩序 | 651 (慶安 4) 年 4 月 に 3 代 将 軍 家 光 が 死 去 し , 長子 徳川 家 幼 
“ (1641 一 80) が 11 歳 で 4 代 将 軍 職 を 継い だ 。 3 人 将軍家 光 ま で の 天 


配 の あり 方 は , 内 外 の 戦争 に 備え た 軍事 指揮 権 を 発動 し て , 全 大 名 を 武力 で し た が わせ 大 
方 式 を と っ て きた 。 し か も 将軍 の 命 令 や 武家 諸 法 度 に 反し た 大 名 に は , 断絶 や 改易 ・ 転 寺 | 
の 処分 を 行う , 武威 に よる 厳し い 支 配 で あっ た 。 
17 世 紀 中 ご ろ に な る と , 東 ア ジア の 中 心 で ある 中 国 大 陸 に お いて , 半 世 紀 近 い 動 乱 を 幼 
た の ち , 清 (616 一 1912) が 明 を 滅亡 きせ て 新しい 秩序 が 生ま れ た 。 そ の 秩序 は 東 ア ジア 付 
体 に 平和 を も た らし た 。 ま た , 日 本 国内 で は 戦国 期 以 来 の 長かっ た 戦争 も , 先 の 島原 の 本 
1637 一 38) を 最後 に 3 代 将 軍 ま で の 政治 で ほとん ど 解 決 を みた 。 
し か し その 一 方 で , 大 名 を 処分 し た た め に 生じ た 多数 の 補 人 @ の 問題 が 社会 不安 を 措 
う に な っ た 。 1651 (慶安 4 ) 年 , 家綱 の 将軍 宣 下 が 行わ れる 少し 前 の 7 月 23 日 に 兵学 者 
0 う 正 雪 (1605? 一 51) の 乱 (慶安 の 変 ) と 呼ば れる 事件 が お こっ た 。 正雪 が 描 の 名 人 基 
加 弥 (? 16519) ら 年 人 集団 を 率い て 遼 府 転 矯 の 陰 府 を 企 て て いる と の 審 告 が な され 
同人 の る 5 誕 は と の 事件 を 天下 課 節 と し て , 自殺 し た 由井 正当 の 首 を 安倍 川 河原 に き 四 
] し , 丸橋 皿 弥 を 処刑 し た ほか , 多数 の 生 人 を 確 や 打 首 に し た 

効い 4 代 将 軍 家 綱 を 支え る 大 老 酒 井 思 勝 (1587 一 1662)・ 老 中 
松平 信綱 や 敷 父 で ある 後見 人 の 保科 正之 61 一 72) ら の 幕 闘 周 
事件 後 , 年 人 の 発生 を 防ぐ た め , 御家 断絶 の 原因 に な っ て V 
末期 養子 の 禁止 を 緩和 し た 。 そ れ は . 今後 は 当主 が 死に 臨ん 表 
と き (末期) その 当主 が 50 歳 未満 の 場合 に は 末期 養子 を 入れ WW 
家 の 存 続 を は か る こと を 許可 し た も の で ある 。 た だ し 50 歳 以 謗 
の 当主 に 跡取り が な か っ た 場合 に は , 依然 末期 養子 は 禁止 き 馬 
続け た 。 
【 示 期 基 子 禁止 の 組 和 】 1664( 寛 文 4 ) 征 5 月 , 米沢 沙 0 衣 

の 当主 上 杉 綱 騰 が 27 歳 の 若き で 病死 し た 。 跡 継 き が な か っ 

た ぬ め , 2 ES 員 も の 名 門 上 杉 家 も 改易 され る と 二 

で あっ た 。 高 家 で ある 表 貞 上 野 介 閉 活 (のち に 折 識 
に る)6 了 を お と を 
幕府 は 30 万 石 の 半 知 15 万 石 の 相 続 を 認め た の で , 上 艇 家財 

家 断 絶 に いた ら な か っ た 。 
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@ 沢 人 は , 本 来 は 浮浪 人 を 意味 し た 。 主 家 を も た な い 武 土 身分 で ある 年 人 は , 生 の 字 を 嫌っ て 議 
戸 時 代 中 期 以降 , 浪人 の 字 を あて る よう に な っ た 。 





大潮 禁 の 図 687< 貞 亭 4) 年 の も の ) 江戸 時 代 に は 大 和 会 と 呼ん で いる 。 
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名 づけ た 。 水戸 に は , 1686( FI 享 3) 年 に 城 に な っ て , すべ て を 水戸 に 統合 『 大 | 作 事件 が お こっ た 。 勅使 ・ 院 使 を 迎え る 直 間 に か け て , 畳 一 面 に 血 が 散っ た と いう 。 取 
内 に 朝 才 館 の 別館 を 設け た 。1830( 天 保 元 ) 和 本 史 』 の 完 5 は TOO6( 語 9) 年 あっ た 。 月 の 緊迫 し た 空気 の な か で 勅使 接待 の 和 走 り 押 えら れ た 浅野 長短 は , 華 府 に より 肥 日 功 

国内 外 の 平和 と 安定 を 背景 に , 17 世 紀 後 半 に は 5 代 将 軍 綱 吉 ( 164 誠 隊 滞 野内 華 頭 長 逢 (1667 一 1701, 赤穂 城主 35 , 腹 が 命じ られ , さら に 浅野 家 は 断絶 に 処せ ら 
1709) 政 権 が 成立 し た 削 代 か ら の 大 老 酒井 思 清 (1624ー ee 上 ) は 。 高 家 の 埋 眼 上 野 介 基 (1641 一 1702。 れ た 。 た 招 か ら の 和合 の 人 が 


た て ば 還 


館 林 灘 主 綱吉 の 将軍 擁立 に 功 の あっ た 堀田 正俊 (1634 一 84) を 大 老 に 据え た 綱吉 は , まず 
政 を 重視 し た 。 幕 府 財政 の 基礎 の 一 ー つ で ある 章 領 の 農民 と 農村 の 健全 な 管理 を 代 宮 に 表 
命じ, これ に し た が わな い 在 地 に 根ざし た 代官 を 大 大 量 に 処分 し た 。 
。.1683( 天 和 3 ) 年 に, 綱吉 の 代 が わり の 武家 語法 度 が 発布 され た 。 1615( 元 和 元 ) 年 の 桶 
秀忠 に よる 最初 の 発布 以来 , 代々 の 将軍 は 第 1 条 で 「 文 武 弓馬 の 道 専ら 相 嗜む < 
事 」 と 命じ て きた 。 綱 吉 は これ を 改め て ,「 文 武 束 考 を 励 し . 礼儀 を 正す べき 事 」 と し 直 
武士 に 最も 要求 きれ た の は , 武道 を 意味 する ' 弓 馬 の 道 」 か ら 「 忠 孝 」 や 「 礼 儀 」 へ と か わっ 
の で ある 。 主君 に 対す る 忠 , 父祖 に 対す る 孝 , そし て 礼儀 に よる 上 下 の 物 序 が , 平和 な 
の ) の 論 な らち か た 。 さこ H 相 ー に あれ ミ 
電 て 。 机 和 ( カウ 5 1 人 台 に 登場 し た 。「 か ぶ く 」 と いう 言葉 は 「 傾 く 」 と 同義 で 。 
時 つ > 絡め に - な る こと を いい , 異形 ・ 異 装 , ある い は 通常 と は 異な UMUMUMLLUIX 
この 時 期 の 基 府 は , 将軍 の 権威 を 高め. か つ 平 和 な 秩序 を 維持 する た め に , 天皇 ・ 朝 る 行 動 を と る こと を 指し て いる る 。1660 年 代 の か ぶ き 者 は 放 林 用 用 
の 権威 を 利用 し た 。 家 康 以来 . 天皇 ・ 朝 廷 を 統制 の 枠 の な か に 閉じ 込め て きた が , そ 本 水野 十 郎 左衛門 ら 旅 本 ・ 御家 人 や 替 2 公 人 の 「 誠 本 奴 」 が お り . malae ma 午 
維持 し つつ , その 上 で ある 程度 は 朝廷 の 儀式 な ど を 復活 させ , 尊重 する よう に し た 。 本 町 人 の 幡 随 院長 兵衛 ら 「 町 奴 」 が これ に 対抗 し た 。 幕府 は, co いい aa 
に み ら れ た 伊勢 例 刺 合 や 石 清水 人 幅 宮 用 生 会 の 再 典 に 続い て , 1687( 頁 享 4 ) 年 , 22 四 1664( 寛 文 4 ) 年 異形 の 風体 で 登城 し た 水野 を 切腹 きせ た 。 
ぶり に 大 営 祭 が , さら に 94( 元 禄 7 ) 年 192 年 ぶり に 任 茂 壮 宗 が 再 典 され た 。 天 息 時 か ぶ き 者 の 取り 締まり は 4 代 家 網 の 代 に も 行わ れ た が , 5 
時 の 重要 儀式 で ある 大 和 祭 は 1466 (区 正 元 ) 年 後 圭 御 由 天 企 が 共 行 し た あと 、 9 代 の 尋 小 此 吉 の 代 に な っ て , 1683( 天 和 3 ) 年 か ら 強 引 な 検挙 が 開始 
が 行え な か っ た 。 応仁 の 乱 ・ 戦国 時 代 と 続い た 戦乱 期 に あっ て , 9 千 の 式 の 多く は 半 当 れ . 86( 貞 部 3) 年, か ぶ き 者 の 集団 (大 小 神 工 組 )200 余 名 
せ ぎ ざる を 得 な か っ た の で ある 。 大 管 祭 は 圭 元 上 旦 ( 在 位 166387) の 強い 働き か け と 幕 訂 因 反し た 。 検挙 者 の うち に は 与 力 ・ 同 心 や 件 家人 の 子弟 が 7 
判断 で , 東山 天皇 ( 在 位 1687 一 1709) ) 即 位 時 に 復活 し た 。 - 問 リー ダー 格 の 11 人 は 打 首 に きれ た 。 こ の ほか 幕臣 の 町 奴 の 凌 (『 江 戸 名 所 記 」) 
で . 即位 の 年 の 4 月 低 紀 国 ・ 王 基 国 の 国 - 瑞 力 の 弾 全 で か おぶ き 者 を 取締 っ た プ え に , 蔽 国 以来 の 武力 に 頼っ て 上 上昇 を は か 
下 浴 が 行わ れ . つい で 8 月 に 大 層 , 9 月 0 う と する 価値 観 を , 生類 憐 み 令 と 服 忌 令 の 2 つの 法令 を 出す こと で , 社会 全体 の 価値 
新 殺 の 穂 を 抜く 儀式 , 11 月 上 名 に 大 管 宮 の 劇 ご と 変化 させ た 。 
営 が 行わ れ , 11 月 の 卵 の 日 夜半 より 翌朝 | ま を | 犬 喰い か つて 江戸 で は 武家 も 町 方 、 話 も 残っ て いる 。 こ れ ら 大 喰い の 事例 は , い 
か け て 大 営 祭 の 秘 儀 が 行わ れる 。 秘 儀 は も , 下 々 の 食べ 物 と し て 大 に まき る も の は な ずれ も 生類 憐 み 今 以前 の こと で , 元禄 時 民 以 
谷 宮 の な か の 新 天 畠 の も と に 香 祖神 天 妥 央 《, と くに 冬場 は 大 を みか けし だ い に 殺 し て | 隆 , 今日 まで 犬 喰い の 習慣 は 日 本 に は な い 。 
神 が 陸 了 候 し て , 大 量 と 較 た 0 と 上 べた と いう (大 道 寺 友 山 『 落 穂 集 』)。 会 津 表 、 社会 の 価値 観 変化 の 一 例 で ある 。 
解 さ れ て きた 。 そ の 後 。 豊明 節 会 な 調 の 江戸 屋敷 で 泰 公 人 た ち が 大 喰い を し て いた 
行わ れる 。 この 7 カ月 に お ょ おま 人 全体 信 放任 は , 1687( 貞 亭 4) 年 か ら 22 年 間 に わた っ て , 大 に 限ら ず , 小さ な 虫 に いた る 生類 の 
隊 人 | で 直 待 を 禁じ た 種々 の 法令 を 出し 続け た 。 そ れ ら の 法令 の 総称 が 「 生 類 惜 み 令 」 で あ 
。 例え ば 大 の 喧 庫 に は 水 を か け て 怪我 を させ ぬ よ うに 引き 7 か 0 お 交 。 と 部 し た 。 これ 
が を を 抜い て 引き 離し . その あげ くに 大 を 切っ た と いう こと で 八丈 鳥 に 流罪 に な っ た 人 
AA 捨て 子 ・ 捨て 病人 の 禁制 や 行 
側 れ 人 の 保護 な ど 人 間 の 者 に も 向け られ た こと は 注目 きれ る 。 殺 生 を 禁じ , 生 あ る も の 
放つ , 仏教 の 放 生 の 思想 に 基づく 生類 憐 み 令 は , 権力 に よる 慈愛 の 政治 と いう 一 面 を 


則 歳 ) に 小刀 を ふる っ て 妨 傷 に お よん だ 。 吉 れる な か で 発生 し た , この 時 代 の 武家 社会 

貞 の 逃げ まどっ た 跡 に は , 松 の 廊下 か ら 桜の 巴 盾 を 象 区 す る 事件 で あっ た 。 

も は や 平和 と 社会 の 秩 庁 : は , 動か し が た いも の と な っ た 。 し か し 依然 と し て , 過去 の 激 
草 の 叶 代 の 価値 観 (戦国 の 遭 販 ) は 屈折 し て 残っ て いた 。 死 を 索 れ ず , 戦場 で 武功 を あげ て 
| 貞 を は か る 途 の 絶え た 旗本 や 生 人 た ち は , 租 頼 の か ぶ き 者 と し て , 新た な 儀礼 的 秩序 の 
か で 。 容易 に 旧来 の 価値 観 を 転換 で き な か っ た 。 そ の た め 秩 序 に 抗 し て 乱暴 を 働き , 満 
EAA の その 風 は , 町 人 に も お よび , 無頼 の お 
よ ぼ す 影 響 は 幕府 の 支配 に と っ て 容認 で きぬ も の で あっ た 。 

【 か ぶ き 者 】 1 近世 初頭 の 1600 年 前 後に 歴史 の 還 還 財 峡 








この ほか 幕府 は 山陵 の 修理 や 禁 衣 件 料 の 増 献 を 行っ た 。 ま た 。 武 角 伝 胡 な どの 朝 太 
人 事 に つい て も , 問 府 の 意向 で まず 人 選 し た それ まで の 方 式 を 改め . 朝廷 が まず 人 己 
PS 


区 考 ] 松 の 廊 下 刃傷 事件 江戸 城 松 の 廊 下 


どか な 情景 が 宰 絵 に 描か れ て いた 。 雅 び 百 
に は , 赤松 の 生え る 海原 に 千鳥 が 飛び 交 う の な 「 


か な 
この 廊下 で , 1701( 元 禄 14) 年 3 月 14 日 , 
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も っ て いる 。 し か し , 武士 ・ 農 民 ・ 町 人 な ど 大 部 分 の 人 々 に と っ て , 行き 過ぎ た 動物 環 
の 命令 は 迷惑 な ちの で あっ た 。 と くに 江戸 の 四谷 ・ 大 久保 ・ 中 野 に つく られ た 犬 小屋 
の 仙 育 料 を 負担 な せら れ だ 閲 束 の 良 民 や 研 戸町 決 の 迷惑 は 大 きか っ が 「 
生類 憐 み 令 と 同時 期 に 服 忌 令 も 出さ きれ た 。 服 忌 令 と は 宮 に 服 す 服 可 と , 稼 れ を 忌 む 居 中 用 は , 大 き な 支 出 増 と な っ て 幕府 財政 の 
の こと で , 近親 者 が 死ん だ と き な ど に 稼 れ が 生じ た と し て , 服 要 日 数 や 稼 れ が な く な 天 骸 入 を 招く こと に な っ た 。 と 注 . で 
で 自宅 座 慣 し て いる 忌引 の 日 数 を 定め た 。 例 えば , 父母 が 死ん だ 場合 に は 忌 が 50 日 。 有 助 定 吟味 役 ( の ち に 勘定 奉行 ) 荻原 重 秀 
13 カ 月 と 規定 され た 。1684 ( 貞 亭 元 ) 年 に 発令 きれ た あと , 93( 元 禄 6 ) 年 まで 5 回 も 追加 |(I658 一 1713) は 。 財政 収入 増 の 方 策 と し て , 
充 さ れ た 。 差 父 坪 の 場合 は 何 日 か 、 な ど と 問い 合わ せ が な され , 事細か に 追加 が な さる 尼 革 改鋳 を 上 申し , 老 中 柳沢 吉保 (1658 一 
た めで ある が , 綱吉 政権 の 服 忌 人 制度 化 に むけ た 強い 意欲 が うか が える 。 714) を 経て , これ を 綱吉 は 聞き 和信 れ た 。 
【 服 忌 の 歴史 】 室町 時 代 の 公卿 三 条 本 実際は, 歌 人 と し て も 学者 と し て も 有名 で ある そし て , 従来 の 府 長 小判 に 含ま れ て いた 
その 日 記 『 実 了 公 記 』 の 1505 ( 永 正 2 ) 年 の 記事 に , 同 家 に 永年 仕 を て きた 下 女 が 病気 で 区 の 比率 (84%) を 減ら し て , 57% の 金 合 有 人 金成 分 比 の 推移 
記 の 元禄 小判 を 鋳造 し 発行 し た の で ある 。 小 判 の 増量 で 幕府 は 500 万 両 の 増収 を あげ た 


ゃ る は や 助かる 見 込み が な いと みる や , 寒風 甚だ し い 夜 半 に , 鴨 河原 に 下 女 を 捨て た と 調 | 
れ て いる 。 死ん だ 時 に 家屋 敷 が 和 林 い れる の を 懲 れ た た めで ある 。 こ の よう な 服 忌 の 考え が , 貨 芝 価値 の 下落 と 物価 の 勝 鞭 を 引き お こ し , 人 々 の 生活 は 圧迫 きれ た 。 
さ ら に 1707(: 宝 水 4 年 11 月 に は 富士 山 が 大 噴火 し た 。 前 日 か ら 地 震 が 繰り 返 き され, つい 


「 大 宝 令 」 の 制定 以来 。 公家 や 神社 に 存在 し て きた も の で , 武士 世 界 の も の で は な か っ だ 
服 忌 令 は , 武家 は も ちろ ん 農民 や 職人 ・ 町 人 に いた る まで 知ら され , 死 や 血 を 和 れ 閥 に 爆発 し た 富士 山 か ら の 隆 砂 は , 遠く 上 総 ・ 下 総 ・ 安 房 に も お よん だ 。 そ の 手前 の 武蔵 ・ 
の と し て 排除 する 考え 方 を 広く 社会 に 浸透 きせ て いっ た 。 綱 吉政 権 は 生類 憐 み 令 と 服 寺 首 横 ・ ・ 駿 河 国 で は 砂 は 深く 降り 積 り , 第 害 は 甚大 で あっ た 。 
藤 府 は 復興 の た め に . 全国 に 諸国 高 役 金 を 掛け た 。 高 100 石 に つき 金 2 両 ずつ の 割合 で 


の 両者 を 同時 に 徹底 させ る こ と で , 戦国 時 代 以 来 の 人 を 殺す こと が 価値 で あり , 主人 の | 
化 。 追 用 を 切る こ と が 美人 箇 と され た 武士 の 論理 や 。 よそ の 飼い 犬 を 殺す な どの 無頼 行 梅 M 限 県 金 を 綱 め る よう に 命じ た の で ある 。 全国 津々 浦 々 か ら 集 め ら れ た 国 役 金 は 約 49 万 両 と 
な っ た 。 こ の うち , 実際 の 復旧 に 金 6 万 3000 両 が 支出 され た こと は 明記 され て いる が , 残 


か ぶ き 者 の 存在 と も ども , 最終 的 に 否定 し た 。 
この 生類 憐 み 令 や 服 忌 令 の 影響 は , 殺生 や 死 を 遠ざけ 忌み 嫌う 風潮 を つく り 出 し た 訓 リリ の 40 数 万 両 は 他 に 流用 きれ た 可能 性 が ある 。 全 国 か ら の 国 役 金 徴収 の よう に , その 当時 
の 結果 , 死ん だ 牛馬 を 片づけ る 皮 多 ・ 長 更 や , 町 や 堀 な どの 清掃 に 従事 し , 清め に た 音 エーーーーー 」 9)、 5 し た , 綱吉 政権 の 最 末期 で あっ た 。 
わる 非 人 の 仕事 が , 以前 に も 増し て 社会 的 に 必要 か つ 重 要 な 役割 と し て 位置 づけ られ 大 1709( 宝 永 6 ) 年 5 代 将 軍 綱 吉 が 死去 し た あと , 上 の 甲府 藩主 で 
と に な っ た 。 こ の よう に 社会 的 に 不可 欠 な 役割 で あり な が ら , その 仕事 に 稼 れ 感 が つ 証 あっ た 将軍 世子 徳川 家 宣 (16621712) が 6 代 将 軍 と な っ た 。 家 富 
と うと の 考え 方 も 広まり , 皮 多 ・ 長 更 や 非 人 の 人 々 を 忌み 遠 ぎ ける と いう 誤っ た 差別 英 は , 網 吉 の 政治 を 支え た 柳沢 吉保 を 排除 し. か わっ て 側用人 間 部 診 房 (1666 一 1720) と 信 者 
も 強化 きれ て し まっ た 。 訂 井 自 若 Ge7 1725) を 信任 し て 政治 の 刷新 を は か っ た 。 
[ 皮 多 ・ 長 東 と 「 稼 多 」】 吉 内 や 西日本 の 多く で は 皮 多 ( 革 多 と も ), 関東 や 東国 で は 胡 [ 間 部 診 房 と 新井 自 石 】 間 部 診 房 の 父親 は 甲府 補 相 綱 重 ( 家 宣 の 父 ) に 抱 を られ , 訟 房 は 
と 呼ば れ , 死 邊 馬 の 処理 や 行 刑 役 を 担う 人 々 に 対し , この 時 期 以 降 , 幕 藩 領主 の 公文 軍 桜田 御殿 (甲府 革 江 戸屋 敷 ) 用 人 か ら 西 の 丸 に し た が い , 家 宣 が 将軍 に な る と 3 万 石 の 老 中 
は , 稼 れ 多い と いう 睦 視 と 差別 を 含む 「 機 多 」 と いう 身分 呼称 を 用 いさ せ た 。 そ の 後 も 稚 格 に な り , や が て 上 野 国 高崎 城 5 万 古 が 与え られ た 。 新井 白石 は 浪人 を 繰り 返し た の ち , 
は みず か ら 「 生 多 」 と は 称 き ず に , あく まで も 皮 多 や 長 更 と 自称 する 。「 稼 多 」 と は 差別 ます 議 未 子 学者 木下 順 庵 の 門弟 と な り , 木下 の 勧め で 甲府 藩主 綱 豊 ( 家 宣 ) の 侍 護 に な っ た 。 西 
側が 用 いた 言葉 で ある こと を 認識 する 必要 が ある 。 の 丸 ・ 本 丸 へ と 移り , 1709( 宝 永 6 ) 年 に 偽者 と し て 500 石 , 1711 (正徳 元 ) 年 に 1000 石 が 与 
綱吉 は , 価 施 の ほか に 仏教 ・ 神 道 ・ 陰 陽 道 を 支持 し て 寺社 の 造営 も 大 い に 行っ た 。 相 人 ON | 
な 護国 寺 ・ 護持 院 を 建立 し た ほか 東大 寺 大 仏殿 の 再建 や 法隆寺 諸 堂 の 修復 や 寛永 寺本 に 】 まず 生類 憐 み 令 を 廃止 し , 賭 賭 を 厳禁 し た 。 し か し , 服 忌 令 を は じ ぬ め と し て , 前 代 の 皿 
の 再建 を 行っ た 。 伊勢 神 宮 や 熱田 社 な どの 神社 造営 や 湯島 聖堂 を の 建立 も 行っ た 。 これ 郁 替 ・ 礼儀 の 政治 は 受け 継が れ , 凡 廷 この 血 調 関係 も 増し た 。 朝廷 で は , 霊 元 天星 を お さえ 
費用 は , 諸 大 名 の 手 伝 普請 や 全国 勧 化 に 依存 する も の も あっ た が , 幕府 の 自 普 請 も 多き $ 誠 ん だ 近衛 基 昌 (1648 一 1722) が 太 政 大 臣 と な り , 息子 の 家 虹 (1667-1736) が 関白 と な っ て 中 


1685 (貞享 2 ) 年 の 日 光山 堂 社 修復 に 金 1 万 4327 両 , 翌年 の 熱田 社 に は 金 9114 両 を 江戸 の 収 を 占め た 。 近衛 基 尋 の 娘 は , 将軍 家 官 の 正 室 で も あり , 開府 と 朝廷 の 協調 は , 閑院 宮 
蔵 か ら 支出 し て いる 。 そ の ほか , 幕府 は 1688 一 96( 元 禄 元 一 9 ) 年 間 に , 延べ 34 寺 社 の 昔 


骨 衣 設 と な っ て 具体 化し た 。 それ まで 豆 ( 世 租 親王 家 ) は 伏見 ・ 桂 ・ 有 栖 川 の 3 家 し か 
に 約 22 万 9269 両 の 支出 を 行っ て いる 。 綱吉 政権 期 の 寺社 造営 ・ 修 復 費 は お よそ 70 万 両 太 な く , 天皇 の 子弟 の 多く は 出家 し て 門跡 寺院 に 入室 し て いる 状態 を 少し で も 改善 し よう と, 


瞳 府 は 費用 を 献じ て 特例 と し て 閑院 宮家 を 設け , 以後 4 宮 『 家 で 幕 本 まで いた っ た 。 
江戸 幕府 初期 か ら 続 いた 比較 的 豊か だ っ た 鉱山 収入 も , この 時 期 に 減少 し , 金銀 の 黄 






















量 低 下 は た だ ち に 益 府 財政 の 収入 減 に つ な 
が っ た 。 ま た 明 暦 の 大 火 後 の 江戸 城 や 市 街 
の 朋 建 費用 と , ひき 続く 元禄 期 の 寺社 造営 








家 宣 政権 は , 物価 勝 黄 を も た らし た 元禄 小判 を 改鋳 し て , 乾 字 人 金 を 発行 し た 。 乾 字 金 は 
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金 の 含有 率 を 慶長 小判 に もち ど し た が , 量 は 半分 の 目 方 し か な く , 乾 字 金 に 交換 する 動き 引 
活発 化 せ ず , 荻原 重 秀 が 依然 勘定 奉行 に と ど ま っ て の 新 貨 鋳造 は 失敗 に 終わ っ た 。 
1711 (正徳 元 ) 年 , 家 宣 の 将軍 宜 下 を 慶 賀 する 朝鮮 通信 使 が 日 本 に 来訪 し た 。 そ の 際 , ) 
井 白 石 は 従来 の 外交 文 矢 と は 異な る 礼法 を 用 いた 。 そ れ ま で の 朝鮮 か ら の 国書 に は , 日 
RE 填 し て 「 日 本 国 大 君 」 と 書か 6 から これ を 「 日 本 国王 」 宛 て に 改め させ た の で 8 
。「 大 君 」 が 「 国 王 」 よ り 低 い 意 味 を も つこ と を 嫌っ た か ら で あ る 。 また , 使節 の 待 過 は 恒 
は 過ぎ た と , これ を 簡素 に 改め た 。 
し か し 将 昌 家 家 は , 1712( 正 徳 2 ) 年 に 病死 し た 。 治 政 3 年 9 カ月 の 短命 な 将軍 で あっ 背 
跡 を 継い だ 子 の 家 継 ( 1709 一 16) は , 満 で 3 歳 2 カ 月 の 幼児 で あっ た 。 幕政 に お ける 問 部 邊 
白石 へ の 依存 度 は 増し た 。 白石 ら は , 幼児 将軍 の 権威 づけ の た め に 家 継 と 皇女 八 征 宮 の 
約 を 1715( 正 徳 5 ) 年 に 発表 し た 。 と き に 将軍 は 満 5 歳 , 皇女 は 2 歳 で あっ た 。 ま た 。 将 二 
個人 の 人 格 で は な く , 将軍 の 地位 が 格式 と 権威 を も つよ うに , 儀式 ・ 典 礼 を 重視 し , 身 葛 
の 上 下 が 一 目 で 明確 に な る よう に 服 制 も 整備 され た 。 
白石 は , 幕府 財政 を 握っ て いた 哉 原 重 秀 を 態 免 き せ た あ と , 1714 (正徳 4 ) 年 正徳 小判 者 
光 行 し た 。 こ れ は , 慶長 小判 と 同じ 金 の 含有 率 ・ 量 で , 元禄 小判 や 乾 字 金 で 混乱 し た 任 四 
流通 を 回 復 き せよ うと し た 。 貨幣 改 縛 と な らん で , 白石 の 経済 政策 と し て 長崎 貿易 の 制 棋 
が ある 。 オ ラン ダ ・ 中 国 ( 明 ・ 清 ) と の 貿易 で 





生産 の 





100 年 余り で , 国内 の 産出 金銀 の 金 4 分 の 1, 
舶 旦 市 新 例 ( 長 崎 新 令 


1641( 起 永 18) 


1646( 正 保 3) 
1655( 明 暦 1 ) 
1668( 寛 文 8) 
1672( * 12) 
1685( 頁 革 ?) 


1688( 元 禄 1 ) 
1689( ヶ ) 
1698( ヶ 11) 
1700( ヶ 13) 
1715(E 徳 5 ) 


| 1717( 亭 保 2 ) 
1720( タ 5) 
| 1742( 寛 保 g ) 
1749( 寛 延 ? ) 
1763( 宝 礎 13) 
1790( 寛 政 」 
1791( * 3) 


_ 1790 年 以降 の 制限 は 厳し く , 貿易 の 規模 も 縮小 され 幕末 に いた る 


| 系 割 符 制 度 復 活 , 


・ 止 徳 新 人 


オラ ンダ 商館 出島 に 移転 。 オ ラン ダ 人 に 和 ネ 割 符 制 適用 | 


(一 1655) 

オラ ンダ 人 の 願い で 、 生 め て 負 の 輸出 を 許す 

系 割 符 制 際 止 , 相対 の 自由 貿易 と な る 

鋼 と 銀 に よる 支払 い を や ぬ 。 釜 に か える 

長崎 市 法 貨物 商法 (市 法 ) 商 売 開始 (一 1684) 

定 庫 貿 夫 法 と な る ( 計 船 痕 高 6000 貫 当 , 
剛 船 銀 高 3000 賃 鍋 に 制限 ) 

唐船 数 を 70 棲 に 制限 

唐人 屋敷 を 長崎 に 設け , 唐人 を 収容 

長崎 会 所 設立 , 白系 の 輸 人 人 量 を 制限 

市 貿易 を 自由 化 [ 暴 年 より オラ ンダ 船 数 を 4 一 5 蛋 に 制限 ] 

海 租 互 市 新 例 ( 長 崎 新 令 ) を し く (唐船 30 切 ・ 銀 高 6O00 貫 
向 、 蘭 船 人 ・ 銀 高 3000 貰 鍋 に 制限 ) 

唐船 40 便 ・ 銀 高 8OOO 賃 銘 と な る 

唐船 30 食 ・ 銀 高 4000 貫 処 に 減じ る 

唐船 歳 額 を 半減 し て , 唐船 10 坦 ・ 輸 出 鋼 150 万 打 と 

唐船 15 健 ・ 銀 高 4050 貫 入 と する 

銀 の 輸出 停止 。 唐船 に より 銀 輸 入 を 開始 

耳 船 1 登 ・ 銀 高 700 貫 負 と する 

唐船 10 登 ・ 銀 高 2740 貫 負 と する 


する 





長崎 貿易 の 推移 ( 針 国 史 後 」 


新井 白石 の 政策 は , 為政者 と し て 正当 な も の を 打ち 出し た よう に みえ る 。 しかし, 7 枯 
将軍 家 継 は 1716 ( 享 保 元 ) 年 , 急逝 し た た ぬ め , 新井 白石 の 政治 は , 短命 将軍 ・ 


て 8 年 に 満た な いも の に 終わ っ た 。 


, 1601( 慶 長 6 ) 年 以降 1708( 宝 永 5 ) 年 まで @ 
張 4 分 の 3 が 流出 し た と 白石 は 概算 し , 
) を 1715( 正 徳 5 ) 年 に 出し て , 1 年 間 に 清 


6000 貫 負 . オラ ンダ 船 は 2 隻 ・ 銀 高 3000 貫 負 に 質 易 額 を 制限 し た 。 









は 30 矯 ・ 銀 庄 
[長崎 貿易 】 1683( 天 和 豆 
年 。 清朝 が 海外 貿 ぁ の 禁 旧 
( 居 海 令 を 解除 する と , 中 
国 商船 は 長崎 に 押し 寄 世 前 
1685 (貞享 2 ) 年 , 幕府 は 上 
国 船 の 年 間 取 引 高 を 金 10 表 
両 ( 銀 に し て 6000 芯 負 ) に 限 
定 し た 。 オ ラン ダ 船 は 多 恒 
万 両 ( 電 に に 8000 計 名 較 
制限 し た (『 定 高 仕 ま 」 と 「 
ぶ )。 ま た 中 国 船 の 入港 首 
を 70 和 態 に 限っ た た め 。 16 
(元禄 元 ) 年 は 124 胡 の 中 屋 
船 は 入港 で きず , 秘か に 症 
荷 ( 密 貿易 ) を 行っ た 。 


幼児 将軍 合 電 
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2. 経済 の 発展 





幕 藩 領主 は 戦い に よっ て 領地 を 拡大 し て きた が , 戦い も 終 
わり , 紀 の な か も 平和 に な っ た こと で 領地 の 拡大 は 不可 能 
農民 を 夫役 に か り た て で ' すり 切れ 」 さ 
領主 は 農業 を 勧め て ( 勧 農 ), 生産 





な ちな だ 。 逆 に 戦い を 遂行 する た め の 了 態勢 自体 が , 
0 と か ら , 1643 (寛永 20) 年 前 後 の 大 負 伴 を 契機 に . 
上 艇 を 確保 する 政策 に 大 きく 転換 し た 。 

中 世 ま で は 開発 不能 で あっ た 大 地 ( 湿 潤 な 沖 積 平野 や 湖 沼 ・ 干 潟 な ど ) を , 領主 は 大 
量 の 人 夫 王 農民 や 了 戦 人 を 動員 し て 耕地 に か えた 。 ま た 資力 を も っ て いた 町 人 や 旧 土 豪 が 用 
水路 を 導入 し て , 水 の 届 か な か っ た 地域 を 水田 に か えて いっ た 。 個々 の 農民 や 村落 が , 小 
財 模 な が ら 徐 々 に 農地 を 拡大 し た り , 新村 を つく っ た と ころ も ある 。 こ れ ら 大 小 の きま ざ 
まな 開発 の 集積 が 「 大 開発 時 代 」 と も 呼べ る 17 世 紀 の 耕 地 の 拡 大 に つなが っ た の で ある 。 田 
帰 面積 は , 江戸 時 代 初 め の 約 164 万 町 歩か ら 18 世 紀 初 め の 297 万 町 歩 へ と 激増 し た 。 この間, 
人 口 も お お よそ 2 人 悦 近 い 増加 が あっ た 6 


[ 棒 海 干拓 】 用 水路 の 開削 で は 昔 ノ 湖 
を 水源 と する 親 根 用 水 や 利根 川中 流 か ら 分 
水 する 見 治 代用 水 な ど が 知ら れ て いる 。 ピコ 
た 千 潟 の 二 拓 に は 備前 児島 消 や 有明 海 の 王 
拓 が 代表 的 な も の で ある 。 湖沼 干拓 の 事例 
と ye 下総 国 椿 海 干拓 の 事例 を 引 介 し よ 

下総 の 国 絵図 に は 「 秩 海 」 と 湖 が 描か れ 
= 地 訪 湖 の 3 倍 は あっ た と 
考え られ る 。 江 戸町 人 が 請負 人 に な り , 幕 
府 も 資金 援助 を し た 結果 , 1673( 延 室 元 ) 年 
に 工事 は 完 Si 
和信 西 者 に 売ら れ , 幕府 は 出資 額 を 越え 


える 


1 万 2500 両 を 得 た 。1695( 元 宜 8 ) 年 の 移 検 





国 絵図 に 描か れ た 棒 海 
地 に よっ て 椿 海 新 田 は 2 万 4441 石 の 石 盛 が な され . 18 カ 村 の 新 田村 落 が 生ま れ た 。 


[耕地 と 生産 力 】 耕地 面積 が 広がれ ば 生産 力 は あがる 。 1 町 歩 寺 1 ha か ら 米 10 石 が 収穫 
で きれ ば , 開発 に よっ て 田 が 広がり , 2 町歩 と な れ は 20 石 の 米 が 取れ る 。 し か し 同じ 1 町 
歩 の 広 さ で も , 冬 に 雪 の 降る 新潟 県 な どの 米 単 作 地帯 と 一 年 中 温暖 な 瀬戸 内 の 耕地 と で は 
生産 力 は 異な る 。 1 年 を 通し て , 米 を 1 回 収穫 で きる 単 作 地帯 に 比べ , 瀬戸 内 で は , 例え 
ば 春 か ら 夏 に 煙 章 を , 夏 か ら 秋 に 米 を , 秋 か ら 春 に 雲 か 野菜 を 。 同じ 土地 で 3 回 の 収穫 を 
あげ る こと が で きる 。 こ れ は 量 的 (面積 ) で は な い , 質 的 な 生産 力 の 違い で ある 。 


耕地 面積 の 拡大 に 続い て , 質 的 な 生産 力 の 上 昇 も 加わ り , 段 当 り 収 穫 量 が 増大 する 状況 
が 生ま れ た 。 こ れ は 農業 技術 の 進歩 に よっ て も た ら さ れ た 。 農具 で は , 深耕 用 の 備中 急 
脱 蔽 具 の 千 歯 扱 き が 元禄 期 こ ろか ら 用 いら れ た 。 脱 尊 は それ まで の 扱 著 に か わっ て か な り 
能率 を 高め た 。 選別 の 調整 内 で は 唐 箕 ・ 千石 徒 な ど が 用 いら れ た 。 揚水 具 と に 計 ば こ 朱 


まで の 竜骨 車 に か わっ て 簡便 な 踏 車 が し だ い に 普及 し て いっ た 。 
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江戸 時 代 の 農具 


. 氏 料 で は , これ まで 村内 外 の 山野 か ら と る 草 や 葉 な ど を 耕地 の 底部 に 敷き 入 ム も 久居 や 


葉 に た よっ て いた が 元禄 時 代 前 後 か ら こ の ほか に 油 粗 や 干 念 な どの 購入 肥料 ( 金 肥 ) ガ 


主 に 商品 作物 ( 綿 ・ 煙 草 な ど ) 生 産地 で 利用 され る よう に な っ た 。 肥料 や 農具 の 普及 に 
農業 技術 書 で ある 農 書 が 大 き な : > 割 を 果たし た 。 元禄 年 間 に 宮 崎 安 貞 (162397) の 「 農 業 人 


書 」 が 広まっ た こと で , 近世 初頭 の 『 清 良 記 」 と 比べ 格段 の 進歩 が 得 ら れ た 。 


農業 の 生産 力 が 急速 に 高まる と 経済 的 余裕 が 生ま れ , 年 頁 用 の 米 生産 以外 に 商品 作物 軸 
才 培 を 行う 地域 が し だ い に 増大 し て いっ た 。 差 奪 と 結び つく 双 ・ 麻 ・ 木綿 な どの 衣料 原 
や 灯油 原料 の 務 葉 . 染料 の 藍 ・ 紅花 の ほか に , た ば こ ・ 茶 ・ 野 葉 な ど も 盛ん に 教 誠人 計 


る よう に な っ た 。 こ れ ら 四 木 ( 務 ・ 村 ・ 漆 ・ 茶 ) ・ 三 草 ( 紅 花 ・ 藍 ・ 麻 ) と 呼ば れる 商品 


物 を 生産 ・ 販 売 し 。 貨幣 に か える 機会 が 増大 する よう に な っ た 結果 , 農民 は 都市 部 を 中 層 


と する 商品 流通 に 徐々 に 巻き 込ま れる よう に な っ て いっ た 。 


し か も , 何 種類 も の 作物 を 栽 培 する の で は な く ., 各々 の 地域 に 適し た 限定 きれ た 商品 和 
物 を 生産 する こと が 経済 的 に 有利 と な っ て , 各地 に 特産 物 が 生ま れ た 。 出 羽村 山 (最上 ) 理 
方 の 紅花 , 宇治 ・ 駿 河 の 茶 , 備後 の 蘭 草 , 阿波 の 藍 , 痢 摩 (琉球 ) の 黒 砂糖, 甲斐 の ぶ ど 


紀伊 の みか ん な ど で あ る 。 
ーッ 農業 こと も に , 他 の 諸 産業 の 発達 も 著しかっ た 。 漁業 は , 
功 ) ょ 
産 業 の 発達 漁 を 中 , いと する 漁法 の 改良 と , 沿岸 部 の 漁 場 の 開発 に よき 
て 重要 な 産業 と し て の 地位 を 確立 し た 。 





網 漁 は 中 世 末 以来, 摂津 ・ 和 泉 ・ 紀 伊 な どの 上 方 漁民 に よっ て 関東 ・ 三 陸 ・ 四 国 ・ ん 


な ど に 広め ら : 


記事 貞和 けい いれ し 1 生 に W 
リ 南部 浅 ・ 会 津 塗 ・ 輸 島 塗 ・ 春 鹿 塗 能 | 狂 漁 , 肥前 列 
] 旨 和 に の 秋 漁 , 松前 
林 引 廊 織 ・ 久 氏 角 有松 数 ( 必 抽 細 の 
日 用 紙 .… 美 濃 ・ 土佐 ・ 駿 河 ・ 石 見 ・ 伊予 


張 ) . 尾 中 木綿 河内 木 [ _ 計 
麻 …- 奈 良 随 ・ 直 後 納 ・ 近 江 麻 ( 政 帳 高級 紙 .… 越 前 の 鳥 ノ 紙 ・ 笠 書 紙 . 美濃 | 多 で ある 。 こ の 


な ど ) ・ 栖 摩 上 布 紙 ・ 播 磨 の 杉原 紙 | か , 釣 漁 と 骨 

R いま 5 は 土佐 の 解 や 
田 焼 * 伊 万 里 焼 〉 ・ 京 焼 < 清水 焼 > 九谷 酒 …… 伏 見 ・ ーー た 83 生 

“ に っ の 戸 内 海 の 鯛 , 
焼 ・ 瀬 戸 焼 備前焼 落 油 … 野 田 銚子 ・ 京 都 ・ 意 野 < ! 
“ の 網 を 駆使 する 革 



















l@ 人 物 は , 前 海 販 ( 海 販 を 煮 て 土 し た も の ) ・ 干 し 欠 ・ 鐘 の 鱗 を 依 に つめ た も の で ある 。 
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な 鯨 漁 は 紀伊 ・ 土 佐 ・ 肥 前 ・ 長 門 な ど に 記 計 ご っ デ 、 
で 行わ れ た 。 に Ma 

3 は 豊か な 漁場 を も Eo 凍 間 0 折 幸い 

。 和 人 が 参入 し た こと で 半 漁 の ほか に WWiime 四 Mie 湖 

笛 生 人 物 @ の 生産 な ど が み ら れ た 。 
儀 物 は 17 世 紀 末 以降 , 長崎 貿易 に お いて 
山 に か わる 中 国 ( 清 ) へ の 主要 な 輸出 品 と 
な っ た こと も あっ て , 岩 夷 地 以 外 で も 生 | ーー 
座 が 進め られ た 。 ーー ーー 上 | 

漁場 の 経営 は , 一 握り の 網 主 ( 網 元 ) や 岩 瑞 地 で の 鱗 漁 (『 明 交 鳥 大観 。) 肖 竣 地 で は 昆布 ・ 災 な ど は 重 
用] : が 多数 の 網 子 や 船 子 を 使っ て 行わ れ RS 写真 は 前 を 十 し て いる よう す 。 
る こと が 多かっ た が , な か に は 漁民 が 対等 に 入 会 漁業 を 行う 地域 も あっ た 。 

者 業 で は , 高度 な 土木 技術 と 資金 を 必要 と する 入 浜 者 田 が 播磨 の 赤穂 な どの 瀬戸 内 海 
府 岸 部 を 中 心 に 展開 し 。 塩 の 量産 が 行わ れ て 金 国 に 流通 し た た め , 下総 の 行 徳 な ど 小 規 
模 塩 業 は 衰退 し た 。 

休業 は 。 。 都市 を 中 心 と する 建築 資材 の 大 量 需 要 に よっ て 急速 に 発達 し 。 江戸 時 代 中 期 に 
は 材木 間 屋 の 進出 は 崩 爽 地 に まで お よん だ 。 尾張 藻 や 秋田 薄 な ど で は , 領主 が 直轄 する 山 
株 か ら 伐 り 出さ れ た 材 本 が 商品 化し , 木曽 檜 や 秋田 艇 と し て 有名 に な っ た 。 ま た , 都市 
近郊 の 山野 で は 燃料 と し て の 新 ・ 炭 が 大 量 に 生産 きれ た 。 

航 山 業 は , 戦国 時 代 以 来 , 通貨 鋳造 の 条 要 が 高まる に つれ , 採掘 ・ 柄 錬 な どの 技術 進歩 
と と も に 発達 し て いっ た 。 江戸 時 代 初 期 に は 佐渡 の 金山 , 石見 の 銀山 , 但馬 生野 の 銀山 , 
出羽 院内 の 銀山 な ど 金銀 採掘 が と くに 盛ん で あっ た が , 産出 額 は し だ い に 減少 する 傾向 を 
せ 始 め た 。 か わっ て 17 世 紀 後 半 か ら は 鋼 の 採掘 が 重視 され た 。 人 
の 足尾 鋼 山 元禄 年 間 発 見 の 伊予 の 別 子 鋼 山 , さら に 宝永 年 間 (1704 一 1710) に 出羽 の 阿 
仁 銅 山 も 開発 きれ て 産出 量 は 増加 し . 鋼 銭 の 需要 と 長崎 貿易 の 輸出 品 に こたえ た 。 ま た 鉄 
は , 従来 か ら 出 雲 地方 で 砂鉄 の た た ら 精 錬 が 行わ れ , そこ で つく られ た 玉 鋼 は 刀剣 の は 
か 農具 や 工具 に 加工 され た 。 砂鉄 で は な い 鉱石 に よる 製鉄 は , 陸中 金石 で 木炭 を 使っ た 高 
罰 で 江戸 時 代 後 期 に な っ て 初め て 行わ れ た 。 石炭 は 筑豊 方 面 で 採掘 され , 石油 は 越後 で 産 
申 さ きれ が だ 。 
「 自然 の 諸 産業 が 発展 する の に 呼応 し て 手工 業 も 多様 に 発展 
' し た 。 人口 増加 に よる 労働 力 の ゆとり や 貨幣 経済 の 浸透 が 
工業 の 発展 を 促し た 。 手 工業 は まず 都市 の 諸 職 人 に よっ て 担わ れ た が , 農村 の 百姓 や 
亡 女 子 に よる 農村 家内 工業 の 展開 が 全国 各地 の 名 産 を 生む 原動力 と な っ た 。 

織物 業 で は , 古代 以来 , 麻 が 庶民 の 衣料 で あっ た が , 戦国 未 期 に 綿 作 が 朝鮮 か ら 日 本 に 
伝わる と , 木綿 は 庶民 の 衣料 と し て 普及 し た 。 木綿 織物 は 女性 に よる 地 機 (いざ り 機 ) に よ 
5 て 支え られ た 。 河内 ・ 三河 の 木綿 や 近江 の 麻 , 奈良 の 晒 な ど 織物 の 名 産地 も 生ま れ た 。 
上 月 織物 は 高級 品 で あっ た が , と くに 金 拉 ・ 級 子 な ど は 京都 西陣 の 高 機 で 独占 的 に 織 ら れ た 。 
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し か し , これ に 准 ず る 組織 物 は 上 野 の 桐生 を は じ め , 18 世 紀 中 計 
ろ に は 伊勢崎 下総 引 な どの 各地 で 生産 され る よう に な っ た 
和紙 は , 座 皮 を 原料 に する 鳥 の 子 紙 な どの 中 世 以 来 の 斐 紙 に 導 
わっ て , 槽 を 原料 に する 越前 泰 災 紙 や 描 磨 の 杉原 紙 な ど 構 紙 の 
生産 が 増加 し た 。 流 流 と いう 技法 が , 大 量 に 栽培 の で きる 模 守 
紙 原料 に する こと を 可能 に し た た めで ある 。 紙 の 生産 地 の 多 く 罰 
は 専売 制 が と られ , 藩 も 生産 を 奨励 し た 。 そ の 結果 , 安価 な 紙 導 
庶民 に まで 大 量 に 普及 し て , 学問 ・ 文 化 を 発達 させ , 人 々 の 識 浅 
率 を 高め る 効果 を も っ た 。 「 
陶磁 器 生 産 の 進歩 は , 訂 摩 焼 の よう に , 豊 記 政 権 期 に 強制 的 6 
高 機 (『 都 名 所 図 会 移 人 きせ た も の を 含め て , 朝鮮 の 陶工 の 技術 ( 登 穴 や 上 絵付 )6 
負う と こ cr JR 鋼 島 焼 な どの 
候 器 が つく られ , 国内 だ け で は な く オ ラン ダ 東 イン ド 会 社 に よっ て ヨー ロッ パ に 多数 輸 
され た 。 ま た 尾張 の 瀬戸 や 美濃 の 多治見 の ほか , 各地 で も 陶磁 器 が 量産 され , 庶民 も 利 有 
する よう に な っ た 。 

眼 造 業 で は , 伏見 ・ 伊 入 ・ 港 の 酒 が 知ら れ , 元禄 期 以降 . 清酒 が 普及 し た 。 ま た , ' 
近郊 の 野田 や 銚子 で 敬 滑 生産 を 行い 始め 、 それ まで 竜 野 な ど 上 方 か ら の 下り 物 ( 計 

れ て いた 交 油 に , 江戸 独特 の 味覚 が 加わ っ た 。 


交通 の 整備 諸 産 業 の 発達 は や が て 商業 の 発達 を 生み , 都市 を 発展 させ る こ 音 
[ に な る が , その 際 , 道路 ・ 水 路 の 開発 , 交通 施設 の 整備 も 必要 軒 
な っ た 。 幕府 の 交通 制度 は 参勤 交代 の 大 名 行列 な # ど に 代表 きれ る 公用 通行 に 重点 が お か 4 


て いた 。 商 品 の 流通 と いう 上 京 か ら 陸 上 交通 を 支え た の は , 中 世 以 来 の 馬 借 や 伊奈 街道 や 四 
州 道中 で 活躍 し た 中 馬 の よう に , 百姓 が 馬の背 を 使っ た 駄 和 秩 ぎ で あっ た た め 。 商品 の 


た 量 輸 送 に は 不向き で あっ た 。 

大量 の 物資 を 安価 に 運ぶ に は , 時 間 は か か る が , 陸路 より 海 や 川 の 水上 交通 が 適し て い 
た 。 海 上 交通 は 初期 に は 幕府 や 藩 の 年 頁 米 輸送 を 中 心 に 大 坂 と 江戸 を 基点 に 韻 備 され た 。 
中 が て , 各地 の 商品 生産 の 民 開 と と も に 大 坂 に 大 量 に 集 痛 き れ た 商品 の 多く を, 江戸 に 
内 送 する 廻船 が 必要 に な っ た 。 

17 世紀 前 半 か ら 始ま っ た 其 垣 皿 船 は 。 船 べ り に 積荷 が 落ち な いよ うに , 檜 の 薄板 か 竹 で 
内 形 の 量 を つけ た と ころ か ら 名 前 が つけ られ た 。 元禄 年 間 に 江 戸 の 十 組 問屋 と 提携 し て , 
期 的 に 運航 きれ た 。 こ れ に 対し て 種村 船 は , 克 文 年 間 (1661 一 1672) に 摂津 で 酒 荷 を 中 心 
ょ する 廻船 と し て お こり , 1730( 亭 保 15) 年 に 江戸 十 組 の う ち 酒店 組 が 2 分 離し て 提携 し , 梅 
吊 船 も 大 坂 ・ 江 戸 の 定期 運航 を 担う よう に な っ た 。 可 船 は 小型 で 荷役 が 早かっ た の で , 
必 が て 酒 以 外 の 商品 も 安く 船積 みす る よう に な り , 開 垣 可 船 と の 間 で 争い が し ば し ば お こ 
っ た 。 こ の た め 18 世 紀 末 に , 両者 は 積荷 の 協定 を 結ん だ が , 梨 廻船 の 優位 は 続き , 垣 加 
船 は 衰退 し て いっ た 。 

北 ・ 北 陸地 方 の 諸 藩 は 基 迷 を 江戸 や 大 坂 に 運ぶ た め , 直 航 路 を 開く こと を 望ん で いた 。 
寛文 年 間 , 河村 瑞 覧 (1618- 99) の 努力 に よっ て 秋田 か ら ら 津軽 海 財 を 経て 大 平 洋 側 に 出 て 江 
戸 に いた る 東 廻 り 航路 と , 日 本 海 治 岸 を まわ っ て 赤間 関 ( 下 関 ) を 経て 瀬戸 内 海 か ら 大 坂 に 
いた る 西 廻り 航路 と が 整備 きれ た 。 西 廻り 航路 に は , 北 前 船 が 活躍 し た が 」 和俊 期 に な る と 
北 前 船 は 買 積み 方 式 で 戦 夷 地 に も 進 傘 出 し て 積極 的 な 商取引 を 行っ た 。 河 村 増 賢 は また , 買 
年 間 (1684 一 88) ころ 安治 川 を 開き , 伏見 か ら 淀川 を 下っ て 大 坂 に い た る 表 運 を 便利 に さき 
性 た 。 この よ ょ 了 な 河川 舟運 は , 長 の ころ , 京都 の 商人 角 倉 4 以 (1554 一 1614) が 富士 川 

, 天 竜川 や 保 津 川 ・ 高 瀬川 を 整備 し た の に 始ま り , 河村 瑞 賢 以降 も , 各地 方 の 河川 は 整備 
きれ, 内 陸地 方 の 交通 と 物資 輸送 が 便利 に な っ た 。 
江戸 時 代 の 初期 吉 商 は 。 朱印 貿易 家 や 氷 割 待 仲間 の 商人 , ある 
だ さっ い は 呉服 の 御用 達 商 人 . 銀座 商人 な ど 幕 府 と 結び つい た 特権 的 商 
人 た ち で , 船 や 蔵 を も っ て 巨大 な 富 を 形成 し た 。 船 は 達 隔 地 間 の 価格 差 を 利用 し て 利益 を 





ーー お も な 脇 街道 ③ お も な 城下 町 


還 お も な 夫 行 所 “ 0 = 間 ト げ る と き の 不 可 欠 の 道具 で あり , 蔵 は 季節 間 の 価格 差 を 生む た め に 商品 を 保存 し て お く 
デコ 4 で の に 必需 な 施設 で あっ た 。 


人 人 7 状 / 【 あ る 間 商 の 商売 】 近世 初頭 で は 米価 は 地域 に よっ て 異な り , 例え ば 1595( 文 簡 4 年 
2 1 着 狭 小浜 の ある 豪商 は , 津軽 で 米 2400 石 を 金 10 枚 で 購入 し , これ を 自分 の 船 で 京都 に 運び , 
金 1 枚 30 石 の 相場 (8 倍 の 値段 ) で 売り き ば いた 。 初 期 亭 商 と 呼ば れ た 商人 た ち は , この よ 
うな 地域 に よる 商品 価格 差 が 大 きい 時 代 に 巨 利 を 得 た も の で あっ た 。 
| レー クジ ギー 2 TS ンー レン 人 は し か し 鎖国 に よっ て 海外 と の 交易 が 制限 され る と , 初期 商 の 国際 的 な 活動 の 舞台 は 失 
02 提 ) つ 『 われ た 。 ま た , 陸上 ・ 水 上 交通 の 整備 に よる 全国 市 場 の 形成 に 加え て , 生産 力 の 上 昇 は 商 
ーー 1 kN の ンター ベ / る の 見 人 9 で 「 介 流 通 量 を 増加 きせ, 国内 の 商品 価格 の 地域 差 は 余り み ら れ な く な っ た 。 そ れ は 米価 で い 
えば , 中 央 も 地方 も 価格 が 連動 する よう に な っ た た め , 前 述 し た よう に 巨 利 は 得 ら れ な く 
er ーー な っ た 。 他 の 商品 も 同様 で , 以前 の よう に 限ら れ た 特産 地 に だ け 生 産 で きた 商品 も , 各地 
人 ン で 多量 に 生産 され る よう に な る と , 商品 の 稀少 性 は な く な り , 単品 の も うけ は 少く な っ 
| さき 「 た 。 こ うし て 米 や 諸 商品 の 価格 が , 大 き な 地 域 差 を も た な く な っ た 元禄 期 こ ろ に は , も は 
や 初期 豪商 と 呼ば れ た 人 々 は 裏 退 し , 単なる 編 船 業 や 商人 に と ど ま る こと に な っ た 。 


中 当 ma 
『 ma 
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282.792 石 00 
151 .225 石 0 


2.061.473 端 
148.464 電 , 


1.878.168 貫 
31.092.394 貫 | 
5.429.220 后 | 
1.722.781 后 


さき,631 .562 


1.992.197 末 | 


49.930 石 90 
358 436 石 20 
39.977 石 00 


17,142 石 90 
2.187 .438 貫 900 


116 .647 結 000 
310.558 端 
35 .573 正 


1.102.907 枚 
236.923 端 | 


145.874 遍 600 


1714( 正 徳 4 ) 年 大 坂 移入 品 (幕府 調査 に よる ) 
船 な どの 流通 ルート に の っ て 大 抜 に 荷 遂 りき れ た 。 


三 都 の 間 屋 商人 た ちゃ 元禄 期 こ ろ を 境 に し て , それ まで の 笑 少 性 の ある 高価 な 少量 の 
大 量 の 商品 を 多 売 する こと で 利益 を あげ 入 


40.813.846 川上 


28.048.885 | 
25 .751.063 | 


6 TU04.920 


6.495.543 || 渦 


4.129.170 | 
さき.919.524 | 
| 3.475.100 | 
3.430.082 | 
3.401.000 


は.012.559 


| 2.875.871 | 
2.866.001 | 


2.831 .800 | 


| 2.815.110 | 


品 を 売買 する 商法 で は 経済 的 に 行き 詰まり , 


法 に 切り か えて いう た だ 。 表 で みる よう な 大 量 な 商品 流通 の 時 代 に 素早 く 適応 で きた の 誠 
越後 屋 (三井 ) を 代 表す る 新 異 商人 た ち で あっ た 。 彼 ら 問 屋 商人 は 伸 間 と いう 同業 者 の 団 
を つく り , 独自 の 法 (仲間 控 ) を 定め て 党 業 権 の 独占 を は か っ た 。 江戸 の 十 細 問屋 や 大 
の 二 十 相 細 韻 屋 は , 江戸 ・ 大 坂 間 の 大 量 な 荷物 運送 の 安全 と 流通 の 独占 を めざし て 縛 


され た 伸 間 の 連合 組織 で ある 。 


幕府 は この 仲間 を 当初 認め な か っ た が , 


767 .814 令 


42 785 財 740 
12.294 石 30 
1.485,46) 和 
135 744 
17 ,485,464 提 
320.460 貫 
1.478.010 打 


27 ,626 司 
22 8921 正 
96.383 東 
556 ,170 丘 
392 198 丘 
2 .455 貫 450 
1.188.980 本 
5,084 石 60 


20.129 店 


(その 他 69 種 略 ) 
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貼 麗 字 は 凌 (mml。 (天保 24 主 な 貨幣 
全国 的 に こ 通 用 する 同 じ 規 格 の 金 ・ 銀 の 貨幣 は , 1600( 慶 長 5 年 開 
" 設 の 金 座 ・ 銀 座 で 鋳造 され た 。 金 座 は 江戸 と 京都 に お か れ , 後 
本 と で 小判 ・ 一 分 金 な ど を 鋳造 し た 。 銀 座 は , 大 黒 員 昨 の も と で 
まず 伏見 ・ 駿 府 に お か れ , の ち に 京都 ・ 江 戸 に 移さ きれ て , 丁 銀 ・ 板 銀 な ど を 鋳造 し た 。 
疹 座 ・ 銀 座 は の ち に 江戸 に 一 本 化 さ れる 。 金貨 は 1 両 4 分 , 1 分 = 4 条 の 4 進 法 で 数 え 
る 計数 貨幣 で あり , 銀 貨 @ は 目 方 を 計る 衝 量 貨幣 で あっ た 。 銭 は , 江戸 や 各地 の 民間 請 
負 の 銭 座 で 定 永 通宝 の 1 文 銭 ・ 4 文 鐵 な ど を 鋼 や 鉄 で 鋳造 し た 。 

以上 の 金 ・ 銀 ・ 銭 の 三 貨 の 交換 は 面倒 で , し か も 貨 相 場 が 変動 し た の で , 條 常 流通 は 
ゆ ず し ゃ 安定 し な か っ た 。 そ の うえ , 江戸 を 中 いと する 東日本 で は 主 に 金 で 取引 きれ (人 金 
道 い ), 大 坂 な ど 西日本 で は 銀 が 中 心 ( 銀 違い) で あっ た た め , 東西 の 商取引 は 不便 を きた 
すず すこ と が あっ た 。 こ れ を 利用 し て 利益 を あげ た の が 両 替 商 で あ っ か 

「 = 都 や 城下 町 の 両替 商 は 三 貨 問 の 両 葵 や 衝 量 を 商売 と し, また 三井 両替 店 や 大 坂 の 天王 
中 尾 ・ 鴻 池 な どの 本 両替 は , 公金 の 出納 や 為替 ・ 貸 付 な どの 今日 の 銀行 に も 似 た 業務 を 
疹 わせ て 行い , 幕府 や 藩 の 財政 を 支え , また 流通 の 促進 に も 役立っ た 。 

し か し , 幕府 に よる 統一 條 幣 流通 量 は 十分 で は な く , 17 世 紀 後 半 か ら , 各 藩 で は 城下 町 
を 中 心 と する 藩 経済 の 発達 の も と で 薄 札 を 発行 し 。 流通 きせ た 。 潜 札 は , 3 貨 の 不足 を 補 
9 だ け で は な く , 藩 財政 の 欠乏 を 末 う ね らい も あり , 藩 に よっ て は 専売 制 と 結び つけ , 藩 
が 領内 か ら 特産 品 を 買上 げ る 際 に 藩札 で 支払 い , 商品 を 三 都 に 売り さき ば いて 三 貨 を 獲得 す 
品 例 も あっ た 。 


税 の 納入 を 条件 に 商人 や 職人 の 仲間 を 公認 し , 営業 の 独占 を 許し 始め た 。 こ うし て 認 題 
れ た 営 業 の 独占 権 を 株 と 呼び , その 仲間 を 株 仲間 と 呼ぶ 。 「 

、 また, 問屋 仲間 の も と に 伸 買 も 同様 に 仲間 を つく っ て , 小売 商人 や 他所 の 商人 へ の 計 
売 を 独占 する こ と が あっ た 。 問屋 仲間 と 仲買 仲間 の も と に いた 小売 商人 の 多く は , 店 舗 
も た な い 有 零細 な 商人 で , 振 売 ・ 棒 手 振 な ど と 呼ば れ た 。 





の ち に 銀貨 も 2 分 ・1 分 ・2 朱 ・1 朱 銀 が 鋳造 きれ た 。 
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寺原 西 稚 は 大 坂 の 町 人 出身 で , 当初 は 談 林 俳 語 に 身 を お き , 自由 寿 放 な 作 旬 を 行い お お 
ゆい に 才 能 を 誇示 し た が , 俳 詳 そ の も の の 芸術 性 を が す に は は ほど 遠かっ た 。 西鶴 の 類 い まれ 
な 削 造 力 が 発揮 きれ た の は , 新しい 文学 の 分 野 で あ る 「 浮 世 草 子 」( 小 説 ) に お いて で ある 。 
全戸 時 代 初期 か ら の 仮名 草子 は , 小説 の ほか 宗教 書 ・ 教 訓 書 な どの 総称 で ある が , 浅井 

了 意 d612? -91) の 作品 な ど ,。 いずれ も 武士 身分 を 読者 と し て 想定 され た も の で あっ た 。 
色 れ に 対し て 西 稚 の ' 学 世 可 子 」 と 総称 され る 小説 の 数 々 は , 広く 町 人 層 を 対象 読者 と し た 。 
「 内 稚 の 作品 は 大 き 好色 物 ・ 町 人 物 ・ 武家 物 の 3 つ に わけ る こと が で きる 。 好色 物 は 
! 好 色 一 代 男 」 "好色 五 人 女 」『 好 色 一 代 女 』 な ど で あ る 。 1682( 天 和 2 ) 年 に 書か れ た 人 
代 男 』 は , 主人 タ \ 世 之 介 の 7 歳 か ら 60 歳 まで の 色 道 遍歴 を 描写 し た も の で . 2 
正人 公 は それ 以前 の 文学 に は か つて 存在 し な か っ た 。『 好 色 五 人 女 』 は , 5 人 の 女 主人 公 
記 党 事件 を 描い た 作品 だ が , この 女性 は いずれ も 商家 の 女 た ち で , 0 
な 女性 の 情熱 的 な 性 を 描い た 傑作 で あっ た 。 

山谷 の 町 人 物 に は 「 日 本 永代 蔵 』 や 『 世 間 胸 算 用 』 な ど が ある 。 その な か で 最も 傑作 と され 
0 人 財 を な し た 町 人 の 物語 30 話 を 集め , 商人 の 道 は ひたすら 銭 も うけ に あ 

, 勤 徐 貯蓄 信用 , 才覚 や 耐力 を 美徳 と し て 繰り 返し 説く 。 一 方 ,『 世 間 胸 算 用 』 は 大 

日 を 舞台 に, か つか つ に 世 を 生き る 人 々 の 姿 を 20 の 物語 に 活写 する 。 これ ら の 町 人 物 と 
内 昭 め に . 西 稚 は 武家 物 で 武士 の 道 を 描く 。「 武 道 伝来 記 」 や 「 葉 家 義 理 物語 な ど で あ る 。 
『 葉 道 伝来 記 』 は . 散 討ち を 共通 題材 に 32 編 を , 『 武 家 義 理 物語 』 は 武士 に と っ て 望ま し い 
計 中 を 25 の 挿話 に まとめ あげ 」 義理 の た め に は 命 を 縮め る こと も ある , それ が 武士 の 世界 
本 と 説く 。 

年 松 門 諾 衛門 は 京都 近く の 武士 の 出身 で あっ た が , 若い ころ か ら 文 学 を に 親しみ , 当時 流 
し て いた 人 形 浄 瑠璃 や 歌舞 伎 の 脚 本 を 書い た 。 近松 の 作品 は , 当時 の 世相 に 題材 を 求 
編 た 世話 物 や . 歴史 上 の 説 計 話 や 伝説 に 題材 を と っ た 時 代物 な ど が ある 。 紀 請 物 で は , 1703 
( 苑 信 16) 年 実際 に あっ た 恋人 同士 の 相対 死 を 意味 する * 申 ( 情 死 ) を 素材 に し た 『 曽 根 崎 心 
申 」 や 「 心 中 天 網 鳥 』「 冥 途 の 飛 脚 な ど が 代表 作 と し て ある 。 義理 と 人 情 の 葛藤 の あげ く 
中 し た 2 人 が , この 世 で は 得 ら れ な か っ た 幸せ を 来世 に 求め る 姿 が 感動 を 呼ん だ 。 時 代 
敢 に は ,「 出 世 景清 」 な ど も ある が 「 国 性 郊 合 戦 』 が 近松 の 代表 作 で ある 。 明 朝 の 王位 回 
妥 を 順 う う 実 在 の 和 成 功 ( 国 姓 爺 ) を モデ ル に . 主人 公 和 藤内 (平戸 に 住む 漁師 ) が 連 四 (清朝 ) 
Ku 明 朝 を 再興 し て , ひい て は 日 本 の 国 成 を 発 揚 す る と いう 筋立て で ある 。 東 ア ジア 
を 邦 合 に 和 藤 内 を 縦横 に 活躍 きせ る この FT cnn evewe MOMAINMo awt 
人 形 光 電 璃 の 上 演 は , 観る 者 を し て 現実 の 明 朝 | 胡 。 砂 控 麻 大 人 : 
(に と 日 本 の 国家 を 意識 させ た に 違い ある まい 』 ーー 
江戸 時 代 に 入っ て 能 や 狂言 は , 将軍 や 大 名 の : 


3. 元禄 文化 


17 世 紀 示 か ら 18 世 紀 初 め の 元禄 時 代 に は , 東 ア ジア に お ける 清 机 
ンー 樹立 の も た ら す ! 平 和 」 と , これ に 伴う 幕政 の 安定 と 経済 の 目 ぎ 計 

し い めい 発展 の も と で , 社会 は 成 瓶 し た 。 こ の 結果 , 元禄 文化 は それ まで と は 異な り , 武士 坦 
有力 町 人 の みな ら ず , 下層 町 人 や 地方 の 農民 に いた る 庶民 に まで 多彩 な 文化 が 受容 され 妖 
こと た に な っ 夫 。 
元禄 文化 の 特色 は , 1 つ に は 鎖国 体制 が 確立 し た こと で 外国 の 影響 が 少な く な り , 日 』 
独自 の 文化 が 成 吉 し た こと で ある 。 と は いえ この 時 期 に は , 部 に 明 萌 小 亡 の 影 絡 るみ 
れ , 明か ら の 亡命 者 を 通し て 学問 ・ 仏 教 ・ 庭園 や 近松 門 左衛門 の 戯 曲 に その 影響 を 見 mW 
出す こと が で きる 。 特色 の 2 つ に は , 政治 的 な ' 平和 」 と 安定 の な か で , 偽 学 の みな ら ず 端 
間 が 重視 きれ た こと が あげ られ る 。 し か も , 天文 ・ 医 ・ 本 草 学 な どの 科学 的 な 分 野 で も 遂 
歴 が み ら れ た こと は 特筆 きれ る 。 3 つ に は 多様 な 文学 を 亭 受 する 広範 な 人 々 の 存在 と , 
れ を 媒介 する 紙 の 生産 や 出版 業 の 発展 が , 元禄 文学 の 飛躍 的 な 成長 を 促し た 。 こ の こと 岩 
元 谷 の 美術 に - こつ いて も 共通 し て お り , , 術 や 工 革 = が 大 名 ・ 公 家 や 上 層 町 人 に と ど ま ら 靖 
変 川 [ 簡 宮 の 美人 画 な どの よう に , 木版 刷り を 通し て 広和 を 層 に 受け と め ら れ た 。 
元 補 期 の 文学 は 上 方 の 町 人 文革 が 中 心 で , 松尾 昔 誠 (1644 一 9 
・ 井原 西鶴 (1642 一 93) ・ 近松 門 左衛門 (16531724 が その 代表 区 
































ある 。 
花 以前 の 俳 講 に は , 江戸 時 代 初 期 の 松永 貞 徳 (15711653) を 代表 する 貞 門 派 が ある 8 
軍歌 師 の 家 に 生ま れ た 頁 徳 は , 俳 諾 を 独立 し た 形式 に 高め た も の の , その 人 句 は 形式 に 流 直 
平板 で 緊張 感 に 欠け る も の で あっ た 。 続 いて 西山 宗 因 (1605-82) を 中 心 と する 談 林 俳 譜 が 
登場 する 。 貞 門派 の 様式 を 破り , 自由 ・ 清 新 な 句 を 読ん だ 宗 因 で は あっ た が , 彼 の 弟 隆 
は 目新し き を 追究 する だ け で 放 逸 に 走っ た 者 が 多く , 宗 因 
| 主 な 文学 作品 
納得 で きぬ まま 他界 し , 談 林 風 俳 語 も 消 を えて いっ た 。 | 
好色 一 代 男 (井原 西 堆 ) < 好色 物 ) 伏 尾 双 焦 は , 貞 門 の 技巧 と 漁 林 の 自由 な 指 写 力 の 両方 に 甘 ア 
時 ヶ  )( 好 色 物 ) ん だ 寂び (自然 に UN ん だ 枯 淡 の 心境 ) ・ 研 (十分 な | 
下 道 伝来 記 ( ヶ  )< 牧 |] を つつ わ リ ズム )・ 細 み ( 織 細 な 味 ) で 示さ れる 此 玄 半 寂 人 
an | 値 を お く 薫 風 と 呼ば れ た 間 褒 の 俳 話 は , 単に 室町 時 代 か ら 
世間 胸 算 用 ( ヶ  )< 年 人物 > 連歌 の 発句 の 位置 し か 与え られ な か っ た 段階 か ら , 拓夫 
| 俳 文 ・ 名 集 云 術 に 高め た 。 草 は 『 野 ざら し 紀行 』 や 『 奥 の 細道 」 な どの 親 


乏 の 小 文 ( 撤 尾 功 ) 行文 を 残し て いる よう に , 全国 を 紀行 し て 自炊 の な か に 店 國 






2 素材 を 選ん だ 。 三 都 に 限ら ず 。 地 方 の 農村 部 に も 音 共 や 弟 剛 で 演じ られ 続け た が , 広範 な 人 々 に 享受 され : 3 きり 
肢 本 | の 一 行 を 待ち 受け , 支え た 人 々 が 存在 し た こと は . これ めこ と は な く , 茶の湯 と 同様 に 支配 層 の まね を : 初 W 
箇 根 崎 必中 Gr 松 門 証 術 門 ) < 話 物 ) | に な い 文 化 の 広がり を 感じ させ る 。 榎 本 其 角 (1661 一 1707) し た 一 部 の 町 人 の 鑑賞 に と ど ま っ た 。 つ まり , : 区 弟 一 
本 大 の 履 3 々 。 世話物 ) 服部 履 当 (1654 一 1707 ・ 各 務 支 考 (1665 1731) 向井 二 0 能 ・ 手 言 は すでに 古典 芸能 の 仲間 入り を し て い : 上 1 弥 


まとも いえ る 。 こ れ に 対し て 歌舞 伝 と 汐 瑠 璃 は ほ ご ーー ーー ーー 時 (AR 人 者 ) : 
町 人 生活 の な か に と け 込 み , 支持 され 発展 し た 。 演 劇 の 系 諸 


避 中 天 色 。 )% 世 話 物 ) ー1704) ら の 「 企 寺 大 の 
7 も は | ) ら の 弟子 は 門 の 十 哲 」 と 呼ば れ た が , 葵 の 玩 
三 多く の 派 に 分 裂 し た 。 
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避 舞 伝 は , 江戸 時 代 初 期 に 風俗 取り 締まり の うえ か ら 女 歌舞 つい で 若衆 歌舞 伝 が 
止 き れ , 男女 すべ て の 役 を 男 矯 だ け で 演じ る 野郎 歌舞 舗 だ けが 元 補 時 代 以降 に は 行わ 
た 。 こ れ は 歌舞 か ら 演劇 へ の 転換 と も な り , 文学 (脚本) と の か か わり も 始ま る 。 常設 の 
居 小 屋 も 京 に 3 座 , 大 坂 に 4 座 。 江戸 に 4 座 お か れ た 。 江戸 に は 個 還 と 呼ば れる 澤 人 
技 で 名 を は せ た 初代 市 川 団 十郎 (1660 一 1704), 上 方 に に は 和 事 と 呼ば れる 恋愛 劇 を 得意 と 
る 坂田 藤 十 郎 (1647 一 1709) や 女形 の 代表 と され る 芳沢 あや め (1673 一 1729) ら の 名 優 が 活 | 
し だ 。 

し か し 近松 の 作品 は , 脚本 が 忠実 に 演じ られ る 人 形 沙 瑠璃 に こそ , その 味わい が 生ま 者 
た 。 辰 松 八郎 兵衛 (? 1734) ら の 人 形 遣 いと . 竹本 義太夫 (1651 一 1714) ら に よっ て 語 られ 療 
浄瑠璃 は , 歌舞 伝 以 上 の 共感 を 人 々 に 呼ん だ 。 ま た 姜 太 夫 の 語り は , 義 大夫 節 と いう 独 
し た 音 典 に 成長 し て いっ た 。 
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な ど 教育 書 も 著 わ し , 影響 力 を 写 え た 。 

[陽明 学 ] 陽明 学 は , 明 の 王 陽 明 が 始め た も ので, 初め 朱子 学 を 学 : ん だ 中 江藤 樹 (1608 
- や 門人 の 熊沢 鞭 山 い 耳 介 , 1619-91) ら が 取り 入れ て 日 本 で 説い た 。 陽 明 学 は , 現実 
を 批判 し て 「 知 行 合 一 」 の 立場 で 矛盾 を 改め よう と する 革新 性 を も っ て お り . 区 山 は これ を 

山 沙 の 藩 制 確立 に 生か し た 。 し か し , 蕎 山 は その 著 『 大 学 或 問 」 で 幕政 を 批判 し た と し て , 
HRP 

[語学 ] 古 学 は , 朱子 学 ・ 陽明 学 の よう な 泉 代 ・ 明 代 に 創始 され た 偽 学 に あき た ら ず , 
遇 子 ・ 息子 の 古典 に 立ち 帰ろ うと する 学派 で , いわ ば 日 本 で 創始 され た 備 学 と いえ る 。 兵 
央 者 で ある 山鹿 素行 (1622 一 85) は , 「 加 教 要録 』 を 着 わし て 近 子 学 を 批判 し 古代 の 亜 腎 に 
! ち も どる こと を 主 大 し た 。 こ れ は 幕府 に 名 進 され , 素行 は 赤 竹 に 流さ れ た 。 ま た 明 ・ 
贈 を 「 中 華 」 と する 考え 方 に 対し て , 日 本 を 「 中 朝 」 と みな す 『 中 朝 事実 』 を 著 わ し た 。 同 


幕 藩 体 制 の 安定 と と も に , 了 ろ 京 都 の 堀川 に 和則 古 義 堂 を 開い た 伊藤 仁 斎 (1627 一 1705) は , 「 論 語 」「 知子 」 に 依拠 し 













16og っ 用 を 学 の も つっ 意義 は 増大 し た 。 て , 経験 的 知識 を 重視 し た 。 仁 斎 の 子 東 涯 (16701736) も 父 を 引き 継い だ こと で 堀川 学派 
学 和 " 池 | 会 に お ける 人 々 の 役割 を 説き を, 上 下 の 身分 秩序 を 生 に は 多数 の 門下 生 が 集まっ た 。 。 ュ イ 間 
系 | ヒ , 忠孝 ・ 礼 儀 」 を 尊ぶ 考え 方 が 望ま れ た か ら で あ 5 に 斎 ら の 古 学 に 啓発 され た 江戸 の 荻生 和 篠 (1666 一 1728) は 治 国 三 政治 を 重視 し て , 礼 楽 
芝 | 枝 | 朱子学 ] 朱子 学 の 思想 は 封建 社 会 を 維持 する ・ 制 度 を と と の える こと の 重要 性 を 説い た 。 柳沢 吉保 に 仕 ん た あと , 得 午 は 将軍 吉宗 の 放 
人 =| め の 教 学 は 切 府 や 藩 に 歓迎 され た 。 家 康 に 工 前 に こたえ て "政談 』 を 著 わし . 都市 の 膨張 を お さえ , 武士 の 
wo 得 。 下 。. 詳 ッ た 林 苺 山 の 陸 で ある 林 恒 岡 (信人 第 1644 一 1739 此 着 な ど を 主張 し た 。 往 符 学 は 内 容 か ら 古文 辞 学 。 名 か ら | 。 生 作 暫 
学 二 二 年 将軍 綱吉 に よっ て 大 学 頭 に 任じ られ , 新設 な 虐 周 学 と も 呼ば れ た 。 門 下 生 に は , 祖 衝 の 経世 論 を 継承 し た | 全 . 麻 ぉ 学 ・ 典 
に M 紀 人 全休 に を 移し , それ 以降 , 枚 表 が 上 大 宰 春 台 (1680- ー1747) が お り , 「 経 済 録 』 を 著 わ し て 専売 制度 大 日 . 本 史 ( 氷 戸 ) 
co 便座 旬 衣 9| 心 と な っ て 幕府 の 文教 政策 を 進め る こと に な っ た 。 の 差 励 な ど を 説い た 。 ま た , 詩 文 は 服部 南 如 (16831759) に | 大 学 惑 問 ( 山 
人 は " 『| 元禄 ・ 亭 保 の 時 代 は 朱子 学 の 全盛 期 で あっ た 。 略 | 則 承 され た 。 を p( 3 
。 ] 6 | に ちっ た 本 下 順 庵 062I-99) は 門人 の 個性 を 他 ば し 「 で ゃ で こ 催 学 の 発達 は 。 合理 的 で 現実 的 還 朝 日 実 ( 人 3 
半生 症 | こと で 知ら れ , 新井 邊 石 ・ 室 鳩 巣 (658- 1734) ・ な 思考 を 発達 させ , 他 の 学問 に | 本 朝 通 半 は U 
交 8 入 | ! き 新原 | 森 芳 洲 (1668-1755) ら の 木 門 十 伯 を 倒 出 し た 。 大 き な 影響 を 手 え た 。 歴 史学 で は 確実 な 史料 に 基づい て 歴 | 読 史 未 8 
mo 箇 上 を 表 量 了 寺 析 に よっ て 開か れ 土佐 の 谷 計 澤 に 受 け 半 / 上! を 八 述 する 守勢 が と られ る よう に な っ た 。 林 控 山 | を 
1 | | れ た 南 学 (海南 学派 ) も 朱子 学 の 一 派 で , この 系 統 ' 葉 話 に よる 『 本 電通 鑑 」 や 水戸 の 徳川 光 囲 が 始め た 『 大 日 本 | 著 囚 謝 ( 
ae 招 は 山崎 間 斎 ・ 野 足 山 (1615 一 63) ら が 出 た 。 開 斎 一 昌 」 な どの ほか , 新井 自 石 は 「 読 喝 余 論 』 を 著 わ し , 武家 政権 | 政 談 (区 生得 符 ) 
層 枯 ) [ を 崎 門 学派 と 呼ぶ が , この 学派 は や が て 一 種 の 神 艇 の 推移 を 段階 的 に 時 代 区 分 し て 独自 の 史論 を 展開 し た 。 経済 。 録 (大 宰 春 台 ) 
5 | 肌 | | 義 に お ちい り , 朱子 学 の 思想 を 基本 と する 独自 の 本 自然 科学 で は , 本 草 学 (博物 学 ) や 農学 ・ 医 学 な ど 実用 的 な E 間 当 ( 2 
電 | | 。。 | | 説 で ある 垂 加 神 道 @ を 説い た 。 こ の は ほか 福士 0 上 問 が 発達 し た 。 本 章 と は 楽 の 基 に な る 章 の 意味 で あり , 植 | 后 y 語 計 月 抄 G 科 雪 )・ 
呈 関 了 原 人 益軒 1630 一 1714) の よう に , いずれ の 学派 に 本 区 動物 ・ 鉱 物 の 薬用 効果 に つい て 研究 する 本 草 学 は し だ い | 農 書 ・ そ の 他 
了 吉 。 | な い 朱 子 学者 も あっ た 。 欠 填 は 本 章 を や 歴史 学 の 2 に 博物 学 的 色彩 を 帯び 出し た 。 貝原 益軒 の 「 大 和 本 草 』, 稲生 | 農業 
に ゃ 業績 を あげ た が , と くに " 和 俗 章子 訓 』' 症 著 水 (1655- 1715) の 『 遮 物 類 筐 』 は 博物 学 を 的 本 草 学 の 集大成 で 了 
| 二 二 あり , 宮崎 安 貞 の "農業 全書 』 は , 農業 技術 と くに 商品 作物 の | 
マ > は 還 地 の 別 す で 。 の 訂 か ら 仙 た ご 上 培 法 を 詳 演 し て 広く 利用 きれ た 。 ま た , 計算 ・ 測 量 の 学 と | 骨 


| の 伊勢 神道 ・ 唯 一 神道 や 埋 『 川 神道 な ど を 土 公 に し た も の 居 
道 舘 性 が 問い 。 神 道 を 偽 教 化し た と も いえ る が , 神 の 道 古 
皇 の 徳 が 一 体 で ある と 説く こと か ら 。 垂 加 神道 は 尊王 論 の 

拠 と も な っ た 。 


陸上 


し て 発達 し て き た 和 算 で は , 吉田 光 由 (1598 一 1672) の 著 わ し 
た 「 放 区 記 』 の 内 容 の 段階 を さら に 高 め 。 関 孝 和 (1640? 
708) が 筆算 代数 学 や 後 分 ・ 積分 に 類似 する 方 法 で 円 の 面積 





1 
由 


町 埋 3 





276 第 3 部 近 世 


『 の 4 な "の 研究 を 行っ た 。 天 文 ・ 暦 学 で も , 渋川 春海 (安井 算 折 1639-1715) は み ま 
た 4 貞 享 暦 を つく り , 平安 時 代 以 来 用 いら れ て きた 宣明 麻 に か わっ て 幕府 偶 
Cy 
国文 学 の 研究 も この 時 代 か ら 始ま っ た 。 そ れ ま で の 古今 伝 援 を は じ め と する 和歌 の 秘 重 
口伝 や 制約 に 対し て , 大 和 の 下河辺 長 流 ( 1627 一 86) ) や 江戸 の 戸田 茂 攻 (629 一 1706) ら ! は , 園 
由 な 言葉 使い を 求め た 歌 学 の 刷新 を は か っ た 。『 万 葉 集 』 を 研究 し た 僧 の 契沖 640 一 1703 
は , 万葉 代 匠 記 』 を 著 わし て 茂 睡 の 説 の 正 し さ を 多く の 実例 に よっ て 説明 し た 。 ま た 北 
人 1624 一 1705) は 「 源 氏 物語 』 の 注釈 書 ' 滑 月 抄 」 や 『 枕 章子 』 の 注釈 章 「 春 嘱 抄 」 を 著 牧 
て , 古典 研究 を 進め た 。 こ の よう な 実証 的 な 古典 研究 は , や が て 古代 精神 の 探究 に 進 主 
EE 
元禄 美術 美術 で も 幅広 い 層 か ら 名 作 が 生ま れ , 広範 な 人 々 に の 2 2 財 
が 生ま れ た 。 繧 画 で ! は ,。 幕府 や 大名 に 拘 え られ た 作 野 派 や 朝 廷 編 
(岳夫 で 人 沈 GNi7TD が 抽 ) さら に 土佐 派 か ら わか 親 
に 吉 派 (住吉 如 慶 く 1599 一 1670> ・ 共 鹿 631 一 1705) の 外 子 / が 支配 層 の 保護 を 受け る な か 主 
定 し た 絵画 作品 を 製作 し た 。 し か し , し だ い に 清 新 き に 欠け て いっ た こと も 否め な い 8 
- これ に で 町 人 の な か か ら 生 まれ た 絵画 に 。 新 し い 時 代 を 感じ きゃ せる 名 品 が 誕生 旧 
7 京都 の 答 服 屋 (座金 屋 ) 出身 の 許 形 光 区 (①6s8- 1716) は , 本 同 弥 光悦 や 伝 屋 宗達 の 技 漆 
を 取り 入れ , 絵画 や 環 絵 に 新風 を 吹き 込ん だ 。 大 和 絵 の 伝統 的 な 装飾 と 土 朝 文 学 趣味 を 畑 
っ た 20 難 派 と 呼ば れ た 。 光 甘 の 『 紅 白板 図 大 風 や 『 楽 子 花 図 刀 』 その 他 の 愉 
m 品 は 伝統 の な に 斬新 な 感覚 が 満ち あふ れ て いる 。 F 才 Am 光 珠 の 弟 加 山 (16631743) は 此 
で 和 のり 才 mn を 残し た 。 
これ ら は いずれ も 高級 感 の ある 作品 で あっ た の に 対し て , 義 川 師 宣 (? 1694) や " 
(1652 一 1724) は 庶民 に 受け 入れ 易い 風俗 画 を 残し た 。 凌 川 師 宮 は , 安房 国 の 職人 ( 継 氏 [ 
師 ) の 家 に 生ま れ , 江戸 に 出 て 狩野 派 や 土佐 派 に 学ん だ 。 や が て 風俗 画 を 描 ュ た の 
な か で も 木版 を 利用 し た 浮世 連 は 大 量 生産 が 可能 に な り , 庶民 で も 入手 で きる よう に な 罰 
た 。『 見 返り 美人 図 。 な どの 美人 画 を , 庶民 は 床の間 に 掛け た り , 必 風 に 仕立 て て 楽し ん 黄 
英 一 蝶 は 京都 の 医者 の 家 に 生ま れ , Aa 師事 し て いた 。 し か し 大 川 師 官 の 
影響 を 受け , 市 井 の 風俗 を 描く よう に な っ た 。 一 娠 は , 遊興 生活 を 理由 に 幕府 か ら 三 宅 騰 
へ の 境 島 を 命じ られ , の ち に 江戸 に も どる が , それ か ら 再 び 市 井 の 風俗 を ます ます 親 し 詩 
込め で て 指 演 た 
庭園 の 分 野 で は , 元禄 期 に 将軍 が 大 名 屋敷 を 訪れ る 御成 の 回 数 が 増え , . 大 名 側 も 屋 青 叶 
趣向 を こ と . ら し た 庭園 づく り を する 補 軍 店 な っ た 。 柳沢 吉保 の 屋敷 で ある 六 義 園 は 3 # 
た 編 遊 式 庭園 で ある 。 小 石川 の 水戸 藻 邸 の 後楽 園 は 楽 発 水 の 影 響 が み ら れ , 明 朝 風 の 疾 
造り の 橋 な ど が みごと で ある 。 ま た 国 元 で も , 岡山 の 後楽 園 の よう に 日 本 3 名 園 の 1 つ 
数 えら れる 廻 遊 式 庭園 が つく られ た 。 以 上 の 現存 する 庭園 の ほか , 残さ れ た 絵図 や 発掘 
査 に よっ て , 大 われ た 大 名 也 の 庭園 の 役割 と 機能 が 注目 され る よう に な っ た 。 。 計 
建築 の 分 野 で も , 明 朝 か ら 日 本 に 亡命 し た 隠元 (1592 一 1673) は 。 禅 未 の 一 派 で ある 黄 
宗 を 開き , 本 山 と し て 山城 : 宇治 に 万 福 寺 を 建立 し た 。 万 福 寺 の 伽藍 は , 中 国 風 の 禅 寺 建 業 
と し て 注目 を ひく 。 


























「 取 絵 月 梅 文 茶 電 タ 
自 縮 細 地 衝立 騰 の 
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主 な 建築 ・ 美 術 作 品 


東大 寺 大 仏典 ① 装 光 寺本 堂 


穫 [ 邊 格 図 選 風 (尾形 光 来 ) 9) 
上 子 花 図 記 風 入 

見返 り 美 人 図 ( 慕 川 師 宣 )③ 
中 冶 外 較 全 (住吉 具 慶 )②③ 


ハ 本 絵 昌和 (尾形 光正 )⑯ 
色絵 吉野 山 図 茶 寺 野々 を 村 仁 清 ) 
色絵 隊 花 文 茶 寺 ( 2 人 
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宮 保 の 改革 17 世紀 に , 農業 を 中 心 と し て 発展 し た 生産 活動 は 。 そ の 後 も 
3 さま な 分 野 の 産業 に お いて 引き 続き 拡大 し た 。 全国 市 場 の 要 応 
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側近 政治 の た め 幕 政 か ら 排 除き れ , 不満 を 強め て いた 譜代 門閥 大 名 ら の 期待 を 担っ て 畑 
と な っ た 吉宗 は , 譜代 大 名 か ら な る 老 中 ・ 若 年 寄 を 重視 する と と も に , 新た に 側近 で 親 


で ぼ ば 


側 側 促 用 取次 を 設 け , 老 中 ら と 側近 を 巧み に 使っ た 。 きら に, 族 本 の 大 岡 相 (9 』 
1751) や 東海 道 川崎 宿 の 名 主 の 田中 丘 隅 (1662 ー1729) ら の 有 能 な 人 材 を 登用 し , 共生 
に 政治 の あり 方 を 主 間 し , 室 鳩 巣 6591734) ら の 価 学 学者 を 侍 講 に 用 い . 半生 が 先頭 
っ て 改革 に 取り 組ん だ 。 な お , 人 登用 の た め に 足 高 の 制 を 設 受け た 。 


改革 の 重点 は 華 府 財政 の 再建 に お か れ , その 前 提 と し て 民政 ・ 財政 を 担当 する 勘 填 
行 所 の 整備 と 強化 を は か り , 地方 で 農村 支配 に 優れ た 実績 を あげ た も の を 表 定 方 役 ガ 
代官 に 積極 的 に 取り 立て た 。 

また , 全国 の 人 口調 査 や 田畑 の 耕地 面積 の 調査 な ど , 政治 に 必要 な 客観 的 な 数 字 の 舞 
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ある 江戸 ・ 大 坂 ・ 京 都 の 三 都 と , 領内 市 場 の 中 心 で ある 朋 ッ な 8 
5 下町 流通 の 重要 な 拠点 で ある 港湾 都 市 な どの 商人 は 富 = 第 大 圭 香 和 圭 玩 古 


ジー 生み た YS 
い (大 名 貸 ), 沙 財政 を 握る 者 まで 現われ た 。 農 村 に も 咽 
人 商品 作物 の 生産 や 家内 工業 が 広 衣 
っ て , 新た な 富 が し だ い に 著 積 され て いっ た 。 
この よう な な か で で , 1716( 亭 保 苑 ) 年 に 将軍 家 継 が 8 購 
で 死去 し , 家康 以来 の 宗 守家 (本 家 ) が 人 絶え 件 三 家 の 一 中 
で ある 紀 倍 藩主 の 徳川 吉 貯 (1684 一 1751) が 8 代 将 軍 を 鎌 M 
だ 。 吉 穴 は , 家康 の ひこ 孫 に あたる が , 320 年 近く の 柱 識 
職 の 間 , 「 諸 事 権現 様 (徳川 | 家康 ) 御 探 の 通り 」 と 家康 の 吐 
へ の 復古 を スロ ー ガ ン に 掲げ て 幕政 の 改革 に つと め た 記 
れ を 画 保 の 改革 と 呼ん で いる 。 是 旭 吉 寺 ロ !* まる 世 剖 

綱吉 以 来 続い た 柳沢 埋 保 ・ 間 部 規 房 ・ 新 井 白 石 ら に 調 
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幕 倒 の 石 高 と 年 買収 納 高 幕 領 は 当初 は 300 万 石 絆 で あっ た が し だ い に 増 加 し て 元禄 期 に 400 万 石 前 後 と な 
リ . 評 保 期 以 降 幕 末 ま で 440 万 石 程 訂 で あっ た 。 年 真 率 は , 当初 高かっ た が し だ い に 低 く な り 、 斉 保 の 改革 の 
動 昌 で 上 昇 し て 宝 歴 期 に ビー タ に 達し , その 後 低 下 し て 寛政 の 改革 で 一 時 的 に も ち 直 す が 再 び ザ 下 が っ た 。 
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に も つと め た 倫 。 吉 款 は ., まず 厳し い 傘 約 令 を 出し て 支出 の 減少 を は か る と と も に 収入 
の 増加 策 を 打ち 出し , 1722( 享 保 7 ) 年 に 上 げ 米 を 実施 し つい で 抜本 的 な 増収 業 と し て , 
新 田 開発 年 責 の 増 徴 , 商品 作物 の 北 励 が 行わ れ た 。1722( 享 保 7 ) 年 に , 江戸 日 本 橋 に 高 
札 を 立て て 町 人 開発 新 田 を 壮 励 し 商人 資本 の 力 を 借り て 新 田 開発 を 進め よう と し た 。 そ 
れ と 同時 に 国 役 に よ り , 紀州 か ら 連 れ て きた 土木 技術 者 な ど を 使っ て 大 河川 流域 の 耕地 の 
誠 定 を は か っ た 。 
[上 げ 米 】 1722( 享 保 7 ) 年 , 基 府 は 諸 大 名 に 対し て 叙 知 高 1 万 石 に つき 100 石 を 油 上 。 す 
な わ ち 上 げ 米 する よう に 命じ た 。 触 草 に よれ ば , 旗本 ら へ の 僚 禄 の 支給 も まま な ら な い ほ 
ど 幕 府 財 政 が 窮乏 し た た め .「 御 耶 辱 を 呈 み られ ず 」 こ の 措置 を と っ た と 説明 し て いる 。 
上 げ 米 の 見 返り に 1 年 間 の 江戸 在 府 期 間 を 半年 に 縮減 する 参勤 交代 の 緩和 を 行っ た 。 信者 
の 室 鳩 巣 ら は , 幕 藩 関係 の 根幹 を な す 参 勤 交 代 制度 の 緩和 は 大 名 統制 上 重大 な 問題 で ある 
と 危 恨 し た 。 上 げ 米 の 総額 は 1 年 で 18 万 7000 石 に の ぼり , 幕府 の 年 貢 収 入 の 10% 以 上 に お 
よん だ が , 1731( 享 保 16) 年 に 廃止 され た 。 

年 頁 増 徴 策 と し て は , 検 見 法 を 改め 定 免 法 を 広 く 取 り 入 れ た 。 定 免 法 は , 一 定期 間 同 
じ 年 貢 率 を 続け , 凶作 以外 に は 年 貢 率 を か えな いた め 年 貢 量 が 安定 し . し か も 一 定期 間 が 
すき る と 年 頁 率 を 引き 上 げ る こと も で きた 。 西日本 の 幕 六 で 盛ん に な っ た 綿 作 な どの 商品 
作物 の 生産 に よる 富 の 形成 に 着目 し , 勘定 秦 行 の 神尾 春 央 (16871753) ら が 畑地 か ら の 年 
責 増 収 を は か っ た 。 

この 結果 , 東 府 領 の 年 真 収 組 量 @ は 上 昨 し , 平年 作 の 年 の 平均 が 140 万 石 で あっ た も の 
が , 1727 ( 亭 保 12) 年 に は 160 万 石 , 1744 ( 延 享 元 ) 年 に は 180 万 石 に 達し た 。 商品 作物 こし 
民 は , 業種 ・ 革 六 ・ さと うき び ぴ び ・ 模 ・ 朝鮮 人 参 な どの 栽培 を 奨励 し , 青木 昆陽 (1698- 
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【 足 高 の 制 】 1723( 享 保 8 ) 年 , 幕府 は 役職 に 就任 する 者 の 家 補 が その 役職 の 役 高 に 達 較 
い 場合 , その 不足 額 を 支給 する 制度 を 採用 し た 。 例 えば 町 奉行 と いう 役職 の 役 高 は 300 
と 定め られ て いる の で , 禄 高 1000 石 の A と いう 旗本 が 就任 する と , A に は 役 高 と 禄 商 8 
差額 2000 石 が 在職 中 は 支給 され る と いう 仕組 み で ある 。 こ の 制度 に より , 禄 高 が 低く 本 
有 能 な 人 材 を 町 泰行 に 登用 で きる 途 が 開け る と と も に , A の 家 禄 を 3000 石 に 引き 上 げ 柱 
て も 済む ( 家 禄 を 引き 上 げ れ ば その 役職 を 離れ て も 代々 支給 され る こと に な る ) た め に 軒 
府 財政 支出 の 増大 を 抑制 で きる と いう 利点 も も っ て いた 。 


蘭 1723( 享 保 8) 年 に 第 1 回 の 調査 が 行わ れ , 以後 6 年 ご と の 十 支 が 子 と 午 の 年 に 実施 きれ , 百姓 と 
町 人 身分 の 人 口 が 書き 上 げ ら れ た 。 

動 幕 領 は , 1716( 亭 保 元 ) 年 の 408 万 石 か ら 1744( 延 享 元 ) 年 に は 463 万 石 に 増加 し , 年 貢 率 も 1716 年 の 
MM% か ら 1744 年 に は 38%% に 上 昇 し て いる 。 
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1769) を 登用 し て 甘 諸 の 栽培 を 研究 させ た こと は 有名 で ある 。 その ほか 新しい 産業 の 開 半 
を 進め る 殖産 興業 の た め 実学 を 奨励 し , 漢 訳 洋書 @ の 輸入 制限 を 緩和 し た 。 
司法 制度 の 整備 と 法典 の 編 島 に より , 法 に 基づく 合理 的 な 政治 を 進め よう と し た こと 電 
この 改革 の 特徴 で ある 。 こ れ ま で の 裁判 の 判例 を 集め て 裁判 や 刑 前 の 基準 と する た め に : 
1742( 寛 保 2 ) 年 .「 公 事 方 御 定 書 」 を 制定 し , 1744( 延 享 元 ) 年 に 幕 初 以来 の 法令 を 集 大 大 
て 「! 御 触 触 書 克 5 保 集 成 」 を 編 築 し た 。 この 司法 に 人 1719 ( 亭 備 
4 ) 年 の 相対 済 し 令 が ある 。 都市 と 商業 の 発達 に より , 商取引 や 金銀 貸借 な どの 金銭 に 関 
する 訴訟 ( 金 公事 ) が 増加 し た た め , 華 府 は 旗 訟 Ye 
し か し 激しい 反発 を 招き , 10 年 後 の 1729 ( 克 保 14) 年 に 廃止 され た 。 な お , 幕府 は これ 以 隊 
仲介 人 が 間 に 立 ち 当事者 同士 の 話し 合い で 紛争 を 調停 する 内 済 と いう 方 式 を 奨励 し た 。 
【 相 対 済 し 令 】 商業 の 著しい 発展 は , 金銭 貸借 や 商取引 上 の 紛争 を 此 発 させ た 。 そ の 緒 
金銭 に 関係 する 訴訟 ( 金 公事 ) が 激増 し , その た め 幕 府 の 泰行 所 は 他 の 訴訟 や ー 般 政務 に 謀 
障 を きた す ほ ど で あ っ た 。 幕 府 は , 1661 (寛文 元 ) 年 ・1685( 貞 亭 2 ) 年 ・1702 (元禄 15) 年 
相対 済 し 令 を 出し て きた が , 享 保 の 法令 が 有名 で ある 。1718( 享 保 3 ) 年 に 江戸 町 奉行 所 計 
受理 し た 誕 訟 は 3 万 6000 件 に の ぼる が , その うち も 金 公事 は 90% 以 上 を 占め て いた 。 し パ 骨 
困 徐 し て いた 旗本 ・ 人 御家 和信 の な か に は この 法令 を 使っ て , 借金 を 踏み 倒す 者 も 現われ 混 計 
し た 状態 が 生ま れ た 。 
この 時 期 最も 問題 と た っ て いた の は 物価 問題 で , 米 の 値段 が 下がっ て も 他 の 諸 物 価 は 
が ら な い , 「 米 価 安 の 詳 色 ( 米 以 外 の 諸 商品 ) 高 」 と いう 状況 へ の 対処 で あっ た 。 1724 
RM つい で 流通 と 物価 統制 の 仕組 み と し て 22 品 目 の 取扱 い 商 
に 組合 ・ 株 仲間 を つく ら せ た 。 き さら に , 1730( 宮 保 15) 年 に は 大坂 堂島 の 米 机 場 を 公 | 
米価 統制 の 核 に 据え よう と し た 。 し か し 実効 が あがら な か っ た た め TO 
れ ま で の 貨幣 政策 を 転換 きせ , 正 徳 金 銀 の 品位 (金銀 の 含有 率 ) を 半分 に 減ら し た 元 文 
銀 を 鋳造 し , 物価 の 安定 に 効果 を あげ る こ こと が で きた 。 
農村 政策 と し て 注目 きれ る も の に , 1721( 享 保 6 ) 年 の 流 地 禁 止 令 が ある 。 田畑 の 質 入 二 
期限 が すぎ て も 借金 を 返済 で き な いた め 質流れ ( 流 地 ) と な り , 農民 層 の 分 解 が 進行 し < 
た こと へ の 対処 で ある が , これ を 徳政 令 と みな し た 農民 は , 流 地 の 返 還 を 地主 に 迫り , 
後頭 城 郡 ・ 出 羽村 山 郡 な ど で 騒動 ( 質 地 騒動 ) を お こ し た 。 幕府 は 結局 , 1723( 享 保 8) 鋼 
この 法令 を 撤回 し て し まっ た 。 
都市 政策 が 打ち 出さ きれ た の も , この 改革 の 特徴 で あっ た 。 明 有 歴 の 大 火 以後 も 大 き な 炎 5 
の あい つい だ 江戸 に , 延焼 を 防ぐ た め 広 小路 や 空き 地 な どの 火 除 け 地 が 設け られ , 土 
造 5 壮 励 され た 。 さら に , いま まで の 定 火消 に 加え て 町 方 の 消防 制度 と し て 「 い ろ は 還 
組 の 町 火消 し が つく られ た 。 ま た , 1721( 享 保 6 ) 年 に 評定 所 門前 に 目安 箱 が お か れ , 店 < 
庶民 や 浪人 た ちの 意見 を 求め た 。 そ の 意見 の な か か ら ,。 小石 川 薬 園 に 貧民 の 救済 施設 遇 
て 小石 川 養 生 所 が 設け られ た り し た 。 「 
文教 政策 に も 力 が 入れ られ , 5 代 将 軍 網 吉 や 新井 日 石 は , 作る 藻 葉 治 の 革 
よう と し , 吉宗 も また 仙 教 を 政治 に 活用 し よう と し た 。 湯島 聖堂 に あっ た 林家 の 塾 の 講 
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を 広く 庶民 に まで 聴講 する こ と を 許可 し , さら に 備 教 の 徳 目 を 説い た 『 太 論 条 義 大 意 』 を 板 
行 し , 偏 教 に よる 民衆 教化 に つと め た 。 
18 世 紀 の 後 半 は , 幕 諸 体 制 の 大 き な 曲 が り 角 と な っ た 。 幕 藩 体制 

に の 基礎 で ある 村 と 町 は , 大 きく 変容 し 始め た 。 農 村 で は , 享 保 の 
改革 以後 の 年 頁 増 徴 策 に より , 小 百 姓 た ちの 生活 は 貴 く 圧迫 され た 。 

ー 部 の 有力 な 村 役 人 な ど は . 年 季 泰 公 人 を 使っ て 2 一 3 町 歩 に お $ よ ぶ 田 畑 を 耕作 する 地 
主 手 作 を 行い , 商品 生産 と 流通 の 中 心 的 な 担い 手 と な っ た 。 ま た 彼ら は 困 窮 し て 年 貢 を 
棚 め られ な い 百 姓 に 田畑 を 抵当 に し て 貸付 け を 行い , 質 地 金 を 返済 で き な い 質入れ 人 か ら 
AE ( 流 地 ) と いう 形 で 田畑 を 村 の 内 外 か ら 集 め , その 田畑 を 小作 人 に 貸し て 小作 料 を 取 

リ り 立 て る 地主 に も 成長 し , 豪 諾 と 呼ば れ た 。- 方 , 田畑 を 手放し た 小 百 姓 た ち は 小 作 人 と 
な る ほか , 都市 や 農村 の 年 季 奉 公 や 日 用 稼ぎ な ど に 従事 し て 賃金 を 得 て 生活 を 維持 し . い 
っ そう 貨幣 経済 に 巻き 込ま れる よう に な っ た 。 

こう し て 農村 で は それ まで の 自給 自足 的 な 経済 の あり 方 が 大 きく か わり , 本 百姓 を 中 心 
と し て 成り 立っ て いた 村 は , 農民 層 の 分 解 に より その 構造 を 大 きく 変動 きせ た 。 そ の 結果 , 
小作 人 は 地主 で ある 豪農 に 対し て 小作 料 の 引き 下げ を 要求 し , 小 百 姓 ら は 村 役 人 で も ある 
童 農 の 不正 を 追及 し , 村 の 民主 的 な 運営 を 要求 する な ど , 豪農 と 小 百 姓 や 小作 人 と の 間 の 
対立 が 深まり , 村 方 騒動 が 各地 で 多数 お こる よう に な っ た 。 年 頁 以 外 に 課さ れる 諸 役 や 村 
人 用 の 負担 の 割合 , 年 貢 減 免 分 や 領主 か ら の 貸付 米 金 の 農民 へ の 配分 な ど を めぐ り , 村 
笠 人 の 不 公平 き や 不正 を 追及 する と いう 形 の 騒動 が 多発 し た 。 こ の 革 方 双 動 の 結果 ,。 それ 
まで 何 代 に も わた っ て 世 尊 的 に 村 役 人 を つと め て きた 家 に か わっ て , 小 百 姓 た ちの 支持 を 
芝 け た 者 が 村 役 人 に 就任 し た り , な か に は 村 役 人 の 選挙 買 が 生ま れる ケー ス も 現われ た 。 

都市 の 経済 活動 は 仲間 の 公認 な ども あっ て , 商品 流通 や 金融 な どの 面 で , も は や 幕府 や 
準 の 力 で は 左右 で き な い は ほど 自立 的 で 強固 な も の へ と 成長 し て いっ た 。 問屋 商人 の 商業 ・ 
疹 融 綱 は 全国 に お よび , な か で も 近江 ・ 伊勢 ・ 京 都 出身 で 呉服 ・ 木 綿 ・ 畳表 な ど を 扱う 商 
人 た も ち も は , 両替 商 も 兼ね て 。 三井 家 の よう に 三 都 や 各地 の 城下 町 に 出店 を も ち , 大 規模 
に 店 舗 経営 を 展開 する 者 も 現われ た 。 ま た , 都市 の 間 屋 商人 は 農村 部 の 商品 生産 に 資金 や 
原料 を 前 貸し し て , で きた 商品 を 安定 的 に 集荷 する だ け で な く , な か に は 生産 その も の に 
関与 し 問屋 制 家 内 工業 に 組織 する 動き も 示し た 。 































山 中 国 で 漠 斑 に 翻訳 し た 洋書 の こと 。 日 本 人 は 洪 壇 を 通し て 間接 的 に 西洋 の 学問 に 接する こと 導 
きた 。 こ の 時 , キリ スト 教 に 関係 する も の 以外 の 輸入 を 許可 し た 。 





和 島 の 米 市 場 (" 花 名 所 図 会 。 
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また , 間 屋 ・ 仲買 と 小売 商人 と が 取引 する 卸 売 市 場 が 各地 で 発達 し , 農村 で の 生産 和 
を 都市 に 供給 する 心臓 部 と し て の 役割 を 果たし た 。 大 坂 で は 堂島 の 米 市 場 , 雑 喉 場 の 魚 証 
場 天 満 の 青物 市 場 。 江戸 で は 日 本 橋 の 魚 市 場 , 神田 の 青物 市 場 な ど が 有名 で ある 。 

村 だ け で は な く , 町 も 大 きく 変容 し た 。 と くに 三 都 や 城下 町 の 中 心地 で は , 大 商人 な 叶 
が 町 屋敷 を 買い 集め た た め 町 内 に 住む 家持 町 人 が 減少 し 住民 の 多く は 地 借 や 店 借 ・ 商家 
泰 公 人 ら に よっ て 占め られ た 。 そ し て 町 内 の 長 屋 や 場末 の 地域 に は 。 農 村 部 か ら 出 稼 き 
な ど で 流 れ 込 ん で きた 人 々 や , 行商 な どの 小売 , 職人 仕事 , 日 用 稼ぎ で 生計 を 立て る 貧 
い 民衆 が 多数 住ん だ 。 こ れ ら の 都市 民衆 は 「 其 日 稼ぎ 」 と 呼ば れ ,「 九 尺 二 間 」 と いわ れ 導 
狭い 長屋 に 住み ,. わずか な 収入 で どう に か 暮し て いた の で , 物価 の 上 昇 や 負 人 剛 ・ 災 害 に 
2 と た ち ま ち 生 活 が 成り 立た なくなっ た 。 
百姓 は 村 請 制 の も と で 年 貢 や 諸 役 な ど 重い 負担 に 財 え で 
ae いた が , 幕府 や 医 の 年 綱 増 移 や 新た な 課税 が 彼ら の 濾 
EeecfCSSceEEe2 れ た 
動 を お こし た 。 こ れ を 百 姓 一 近 と 呼び , 江戸 時 代 に は これ まで 3000 件 以上 が 確認 き 
いる 。 江戸 時 代 を 通じ て 件 数 は し だ い に 増 加 す る が , 1780 年 代 。 1830 年 代 そ ir 
に ビー ク が ある と と も に , 一 撲 の 形態 も か わっ て ゆく 。 
、17 世 紀 の 初 め に は , 徳川 氏 や 新しい 領主 の 支配 に 抵抗 する 武士 を 交 じ え た 武力 蜂起 
逃 散 な ど , まだ 中 世 の 一 拉 の な ご り が み ら れ た 。 し か し 17 世 紀 後 半 か ら は 村々 の 代表 
が 百姓 全体 の 利害 を 代表 し て 領主 に 直訴 する 代表 越 訴 型 の 一 控 が 増え 下総 の 佐 食物 五 
や 上 野 の 礎 茂 左衛門 ら , 人 説 的 な 一 の 代表 者 が の ち に 甘 氏 と され た 。17 世 紀 示 に な 
と , 村 を 越え た 広い 地域 の 百姓 が 団結 し て お こ す 大 規模 な 静 百 鞭 一 換 も 各地 で み ら れ 天 
よう に な り , ー 挨 の 分 囲 が 落 領 全域 に お よぶ 場合 を 全 落 一 抱 と 呼ん で いる 。 例え ば 16 部 6 
(貞享 3) 年 の 信濃 松本 沙 の 埋 助 騒動 , 1738( 元 文 3 ) 年 の 陸奥 磐城 平 落 の 元 文 一 撰 な 放 
が 代表 的 で ある が , 一 撲 に 参加 し た 百姓 ら は , 年 責 の 増 徴 や 新 税 の 廃止 , 専売 制 の 撤廃 天 
ど を 藩 に 要求 し , と き に は 藩 の 政策 に 協力 し た 商人 や 村 役 人 の 家 を 打ち こわ す な ど 実力 打 

' 動 も と っ た 。 領主 や 特権 商人 に よる 流 衣 
HH 像 お 独占 に 反対 し て , 在 郷 商人 と 農民 が 支 寺 
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の, 要求 が いれ られ な いと き は 打ち こわ し な ど を 行っ た 。 .18 世 紀 末 か ら 登 場 す る が , 一 般 
的 に な る の は 暮 末 ・ 維新 期 で , 1836 (天保 7 ) 年 の 三河 加茂 - - 撰 。 1866 (慶応 2 ) 年 の 武 放 
一 撲 , 陸奥 信達 騒動 な ど が 有名 で ある 。 

募 府 や 諸 落 は 一 近 に お きれ て 要求 を 部 分 的 に 認め る こと も あっ た が , 多く は 武力 で 鎮圧 
し , 一 拉 の 指導 者 を 厳罰 に 処し た 。 こ うし た 弾圧 や 幕府 の 一 把 対 策 に も か か わら ず , し ば 
し ば 発生 し た 凶作 や 角 傍 を 機 に , 百姓 一 撰 は 増加 の 一 透 を た どっ た 。 

な か で も , 1732( 部 保 17) 年 に 西日本 一 葵 で 。 天候 不 順 の な か , いな ご や うん か が 大 量 に 
源 生 し て 大 凶作 と な り , 全国 的 な 仙 傍 と な っ た ( 享 保 の 餅 表 )。 米 価 の 高騰 に より 民衆 の 
幕 し ! は 大 き な 打 撃 を こう むり , - 江戸 で は 翌 1733( 亭 保 18) 年 に , 米 を 買い 占め て 米価 を 高騰 
きせ た と し て 高 半 伝 丘 術 と いう 有力 な 米 問屋 が 寺 T ち こわ きれ た 。 

また , 1782( 天 明 2 ) 年 の 東北 地方 の 冷害 か ら 始 まっ た 負 島 は, 翌年 の 浅間 山 の 大 噴火 も 
加わ っ て , 多数 の 鱗 死 者 を 出す 江戸 時 代 有 数 の 大 負 伴 と な っ た (天明 の 角館 )。 その 披 害 は 
と くに 陸奥 で ひど く , 津軽 落 な ど で は 餅 死 者 が 十 数 万 に も 達し た と いわ れ , 住民 が 死に 絶 
ぇ た 村 も 出 た ほど で ある 。 村々 の 荒廃 と 食糧 の 不足 か ら 数 多く の 百姓 一 撲 が 発生 し , 江戸 

「 大 坂 な どの 都市 で は 貧し い 民 衆 を 中 心 と し た 激しい 打ち こ わし が お こっ た es。 

: 将軍 吉 寺 の あと , 9 代 家 重 (1711 一 61) ・ 10 代 家 治 (1737 一 86) の 時 代 に 
な る と , 側用人 を 兼ね 老 中 と な っ た 田沼 意 次 (1720 一 ー88) が 幕政 の 実 
YE 

亭 保 の 改革 の 年 貢 増 徴 策 に より , 幕府 の 年 貢 米 収入 は 順調 に 増加 し た が , 宝 暦 期 751 
-1763 年 ) に は 頭打ち と な り 減 少し 始め , 米価 の 下落 も 加わ っ て 幕府 の 財政 は 再び 行き 詰 
まっ て し まっ た 。 意 次 は , この 財政 問題 の 打開 に あたっ て , 年 真 増 徴 策 に か わる 思い 切っ 
た 増収 策 を 採用 し た 。 そ の 第 一 に , 各地 で 発展 し つつ あっ た 特産 物 を は じ め と する 商品 生 
應 や 流通 . また それ が 生み 出す 富 に 着目 し , それ を 幕府 財政 の 財源 に 取り 込 も うと し た 。 
簡 品 生産 ・ 流通 を 掌握 する た め , 者 市 や 農村 の 商人 , 手工 業者 の 仲間 組織 を 株 仲間 に し て 
が くく 2 語 し 。 それ ら に 運 上 や 冥加 な ど を か け . 鋼 座 ・ 真 負 座 ・ 人 参 座 ・ 朱 座 な どの 座 を 

設け て 専売 制 を 実施 し た 。 さ ら に , 商品 経済 の 発展 に 伴っ て 増大 する 貨幣 需要 に 対応 する 
PA それ まで の 金銀 銭 3 貨 を 金 に 一 本 化し た 貨幣 抽 度 へ 一 歩 踏み 出し , 衝 意 す る 必 相 

迷 吉 。 使う の に 便利 な 銀貨 で ある 南 欠 天 朱 Pa 
Pe 
銀 の 輸 人 和信 を は か る な ど , 長崎 罰 易 の 振興 に も 乗 
り 出 し て いる 。 
の 村 を 結集 し た 国 放 が お こっ て いる 。 第 二 に 意 次 は , 大 坂 な どの 大 商人 の 資金 を 生 「 
【 世 直し 一 撲 】 世 の な か が 改 ま り 球 人 9 に 活用 し 下総 印 当 ・ 手 損 当 の 開 に 取 ] _ . 展 記 
い 世 の な か の 到来 を 願う 観念 で 。 音 0 9 南 魚 弐 朱 銀 の 表 と 裏面 南 錯 仲間 鑑札 
ぃ い 現実 か ら の 救済 ・ 解 放 を 求め る 願 収 信 の 増加 を は か っ た 。 し か し , 1786 バ 天明 6 ) 水銀 は 1772( 安 水 元 ) 年 に 発行 。 8 
が 込め られ て いる 。 こ の 意識 と 百 建 年 の 洪水 に より 失敗 に 終わ っ た 。 第 三 に 意 炊 が 板 を も っ て 小判 1 両 に ひき か える 
」 上 月 を つけ た の は 肖 夷 地 で あっ た 。 仙 台 落 の 医師 と 明示 し て ある 。 








者 市 双 の の の 。 の の の の の ? の 別 な く 郡 や 国 の 規模 に まで 広範 囲 に 細 
責 半 一 換 ia Ma 集 し , 訴 原 する 国 訴 と い う 運動 も お こ 詳 
(0 年 箇 平 均 ) 「 1823 (文政 6 ) 年 に は 葉 種 ・ 綿 の 流通 規 | 
“ | | 間 | に 反対 する 摂津 ・ 河 内 ・ 和 泉 の 1000 





誤 モ モモ モモ モモ モハ ムル ハハ 撲 が 結び つき , 下層 貧 農 を 中 心 に , 証 “ 
らら らら らら らら どら らら こら の ららら 員 S 必 層 語 天 天 権 的 商人 ・ 豪 農 に 対し て 質 地 ・ 小 借 琴 洒 戸 時 代 に は , 繰り 返し 凶作 ・ 負 人 嫌 が お こっ た 。 な か で も , 援 害 の 甚大 で あっ た 亭 保 ・ 天 明 ・ 天 
百 尋 一 探 の 推移 の 返還 や 米価 引き 下げ , 救済 な ど 幸 保 の 負 伴 を 江戸 時 代 の 三 大 仙人 科 と 呼ぶ 。 
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工藤 平助 (1734 一 1800) は 。 ロシア 人 が 千島 列島 を 南下 し て 央 到 地 に 達し 松前 藩 と 通商 仁 
渉 を 行っ た と いう 情報 を 伝え る と と も に , 「 赤 昌 夷 風説 考 』 で ロシア と の 貿易 と 暇 玩 地 の 開 
発 を 説き , それ に 注目 し た 意 次 は , 2 回 に わた っ て 最上 徳 内 (1755 一 1836) ら の 調査 隊 を 
夷 地 に 派遣 し た 。 明 夷 地 に お ける アイ ヌ と の 交易 の 実態 , 新 田 開発 や 鉱山 開発 , ロシア 刀 
と の 交易 の 可能 性 な ど を 調査 きせ @, 暖 夷 地 の 幕府 直 輔 と 大 規模 な 開発 計画 を 進め よう 上 
は 7 ま 5 

農村 に も 商品 経済 ・ ・ 貨 刺 経済 が 浸 穫 し , 都市 に は 華やか な 消費 生活 が 生ま れ た 。 この 動 
き に 刺激 を 受け て , 国学 と や 間 学 次 表 抵 や 浮世 絵 な どの 学問 ・ 文化 ・ 芸術 の 多様 な 発 民 
も み ら れ た 。 一 方 で , 府 役人 の 間 で は 中 貼 ゃ 綴 下 に よる 不明 妥 な 人 事 が 横行 し , 財 貼 区 
成 耕 を 決め る 重要 な 要素 と な る な ど , 士 風 を 退廃 きせ た と いう 批判 も 強かっ た 。 」 
天明 の 人 錠 伴 , 浅間 山 の 噴火 や 関東 ・ 江 戸 の 大 洪水 な どの 災害 る あい つぎ , 全国 的 に 正 尋 
ー 丘 や 打ち こわ し が 頻発 する 状況 の な か で , 1784( 天 明 4 年 意 次 の 子 で 若年 寄 の 田沼 性 
知 (1749 一 84) が, 江戸 城内 で 旗本 の 人 野 数 言 (5784) に 暗殺 され る 事件 が お こっ た 。 江 計 
市 民 は 佐野 を 「 世 直し 大 明神,」 と も て は や す な ど , 田 治 政治 へ の 不満 ・ 批 判 が か な り 剖 ま 
っ て いた 。 意 次 は , 大 坂 の 豪商 に は 御用 金 , 全国 の 百姓 ・ り 間 寺社 に は 所 持 石 高 や 尾 江 
の 間口 に 応じ た 御用 金 を 課 し . それ を 原資 と し て 大 坂 に 貸金 会 所 を 設 受け て 大 名 に 貸し 付 全 
その 利子 収入 を 幕府 財政 の 財源 に あて る 計画 を 立て た が , 負担 きせ られ る 町 人 ・ 自 姓 ら の 
激しい 反発 を 招き , 撤回 せ ぎ る を 得 な か っ た 。 そ の 結果 。, 1786 (天明 6 ) 年 , 将軍 家 治 の 爺 
と 前 後 し て 意 次 は 老 中 を 辞職 し , その 政策 の 多く は 中 止 に 追い 込ま れ た 。 

田沼 意 次 の 政策 は , 発展 し て きた 商品 生産 ・ 流 通 と それ が 生み 出す 富 に 着目 し , 経済 先 
展 の 成果 を 吸い あげ て 幕府 の 財源 と し , 財政 問題 の 解決 を は か ろう と し た 現実 的 で 合理 草 
な 性 格 の も の で あっ た 。 し か し , 商品 経済 ・ 貨 幣 経済 の 発展 は 都市 と 農村 の 秩序 を 動 擁 攻 
せ , 負担 を 転嫁 され た 民衆 の 不満 と 反発 は 強まっ て 一 把 ・ 打 ちこ わし が 頻発 し , 負 伴 や 9 
害 も 重なっ て 行き 詰まり 深刻 な 危機 を ひき お こし た 。 
で 意 次 失脚 の の ち , 田沼 派 の 人 々 と 自 河 藻 主 松平 定信 (1758 一 1829) 

まま を 老 中 に 据え よう と する 御 三家 ・ 御 三 卿 と の 間 で 激しい 権力 半 

争 が 繰り 広げ られ , これ に 決着 を つけ た の は 1787( 天 明 7) 年 5 月 の 江戸 ・ 大 坂 を は じ め 
する 全国 30 祭 り の 都市 で の 打ち こわ し で ある (天明 の 打ち こわ し )。 と くに 江戸 で は , 市 忠 
の 米屋 な ど へ の 打ち こわ し が 5 日 間 も 続 く 大 騒動 に な り , 幕府 に 強い 衝撃 を 与 た た 。 記 座 
結果 , 田沼 派 が 失脚 し て 6 月 に 松平 定信 が 老 中 に 就任 し , 代 胡 の 履 当 を 所 行 し た 。 選 還 
15 歳 の 将軍 家斉 (1773 1841) の 補佐 に も な っ て 改革 政治 を 推進 し た 。 杉田 玄白 が 「 も し 今 
の 騒動 な くば 御 政事 改 ま る まじ な ど 申 す 人 も 侍 り 」(『 後 見 草 『」) と 指摘 し た よう に . 打 張 
わし が ひき 金 と な っ て 幕府 に 政変 が お こり , 寛政 の 改革 が 断行 され た こと が 重要 な 点 大 護 
る 。 いわば, 定信 政権 は 「 打 ちこ わし が 生ん だ 政権 」 で あり , 寛政 の 改革 は 「 打 ちこ ゎ 上 
生ん だ 改革 」 と も いう こ こ が で きる 。 

定信 は , 御 三 卿 の 一 つ 田 安 宗 武 (1715-71) の 子 で 8 代 将 軍 吉 宗 の 孫 と し て 生ま れ , 
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松平 家 へ 伏 子 に 入り , 白河 藩主 と し て 天明 の 角 冬 を 乗り 切っ て 藩政 を 立て 直し , 名 君 と し 
て 注目 を 集め た @。 老 中 に 就任 する と , 家父 吉 款 の 亭 保 の 改革 を 理想 と し て か か げ , 田沼 
の 政治 を 「 悪 政 」 と 厳し く 断 罪 し て 否定 し た 。 寛政 の 改革 の 課題 は , 田沼 時 代 に 進行 し た 深 
組 な 内 外 の 危機 に 対応 し な が ら , 幕 藩 体制 を 立て 直す こと に あっ た 。 

定信 は , 田沼 派 の 人 々 を 崩 免 ・ 処 骨 す る こと で 一 掃 し , か ね て 親交 の あっ た 改革 派 の 講 
代 大 名 を 老 中 ・ 若 年 寄 ・ 側 用 人 な ど に 据え , きら に 町 奉行 や 甚 定 奉行 な ど に も 有 能 な 人 材 
を 登用 し て 改革 の 態 勢 を つく っ た 。 

まず 直面 し た の は , 凶作 の 連続 に よる 年 貢 収 入 の 減少 と 人 負 鐘 対策 の た め に 幕府 革 え 金 が 
底 を 尽き , し か も 100 万 両 も の 収入 不足 が 見 込ま れる と いう 幕府 財政 の 危機 的 な 状況 で あ 
eco 
- 町 人 に いた る まで 厳し い 侯 約 が 要求 きれ , 大 奥 の 経 費 を 3 分 の 2 に 減ら し た の みな ら 

, 朝廷 に も 経費 の 節減 を 求め た ほど 徹底 し た も の で あっ た 。 ま た , 住所 不定 で 大 小 の 
k.6 て な い 伯 人 が わ れる は ど 各 交 に 困 導 し た 和 本 件 察 人 を 救済 する た め , 1789 
(軍政 元 ) 年 に 棄 指 令 が 出 き れ た 。 | 

【 華 指令 】 1789( 寛 政 元 ) 年 , 幕府 は 蔵 米 取 り の 旗本 ・ 御家 人 が 1784( 天 明 4 ) 年 以前 に 札 差 

か ら 惜 り た 金 の 返済 を 免除 ( 茎 指 ) し , それ 以後 の 分 も 低利 の 年 上 返済 と し た 。 こ れ は 事実 

上 の 借金 踏み 倒し で あっ た か ら , 夢 で は な いか と 小躍り する 者 が 出る ほど で あっ た 。 し か 

し , この と き の 棄 揚 の 総額 は 118 万 両 に も の ぼっ て 札 差 に 大 打撃 を 与え たため, 旗本 ら へ 

の 新規 の 融資 が 困難 と な り 人 金融 の 面 で 混乱 が 生じ た 。 

し か し , この よう な 皿 縮 政策 で は 根本 的 な 解決 に な ら な いこ と は 明らか で , 幕府 の 財政 
基盤 で ある 農村 対策 と し て , 商品 経済 の 浸透 に より 不安 定 化 し , 凶作 ・ 負 剛 に より 荒廃 し 
た 農村 の 復興 策 が と られ た 。 

簡 業 的 農業 や 商業 の 展開 を お し と ど め る た ぬ め , 主 穀 生産 を 装 励 し , 農民 が 商業 に 携わる 
こと を 抑制 し た 。 人 口 が 減少 し て 耕作 で き な い 荒れ 地 の 多い 陸 奥 や 北 関東 に 対し て は , 江 
戸 や 他国 へ 奉公 や 出稼 ぎ き に 行く こと を 制限 し , 人 口 を 増やす た め 間 引き の 禁止 や 赤子 養育 
区 の 制度 を 設け 。 越後 な どか ら 百姓 を 呼び 寄せ た り , ある い は 人 負 伴 な ど で 江戸 に 流 人 し た 
人 々 に 旅費 や 補助 金 を 与え て 農村 に 帰る こと を 答 め る 旧 時 帰農 奨励 令 を 出し た 。 

和 荒れ 地 の 再開 発 や 農業 用 水 の 整 備 な ども し た が , 幕府 は これ ら の 政策 を 実行 す 

た め 公 金 貸 付 を 大 規模 に 行っ た 。 農 村 復 興 策 を 行う た め , 代官 の 大 幅 な 交代 と 同じ 代官 
0 に の ち に 領民 か ら 顕 彰 され 
た り , 神 に 礼 ら ちら れ だ た り し た 「 名 代官 」 介 が 数 多く 出 た 。 ' 

寛政 の 改革 は , 負 傍 が 直接 の 引き 金 と な っ た 一 撲 ・ 打 ちこ わし の 与え た 串 い 衝撃 か ら 始 
まっ た の で , 、 負 伴 対 策 が 重点 的 に と られ た 。 錠 傍 の 際 , 米価 の 高騰 を お きえ られ な か っ た 
こと か ら , 「 金 殻 の 柄 」 を 幕府 が 撮る こと を め ぎ ざし , 江戸 の 両替 商 を 中 心 に 豪商 を 幕府 の 勘 





し 0 誕生 か ら 老 中 在職 中 まで の 自叙伝 『 字 下 人 言 』 随筆 『 花 月 章 紙 』 を 著 わ し , 古い 書画 や 頑 物 を 模写 

4 ませ た 『 集 古 十 種 』 を 編集 する な ど , 和 漠 の 学問 に 通じ た 知識 人 で あっ た の で , その 周囲 に 文化 人 が 集 
まっ た 。 

@ 江戸 時 代 に 代 家 の 顕彰 大 や 代官 を 神 と 無 る 神社 な ど が 76 カ 所 ある が , 寛政 か ら 文 化 文政 期 の 代 定 


に 多い 。 陸 奥 の 代 家 寺 西 重 次 郎 , 常陸 の 代官 岡田 清 助 ら が 有名 で ある 。 


@ 田 泊 意 次 は , ロシア と 新規 に 貿易 を 始め る と 長崎 貿易 に 悪い 影響 を 与え 結局 は 利益 に な ら な VM 
し て , 当面 ロシア と は 交 上 易 を し な いと 判断 し た 。 
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民間 に 対し て は , 絵 双 紙 類 で 風俗 に 悪影響 を 号 え る も の , 世 上 の 噂 を 写本 に し て 貸す 
こと の 禁止 な ど を 盛り 込ん だ 出版 統制 令 が 出さ れ , 幕府 政治 へ の 詩 刺 や 批判 を 取り 締まり , 
Ao は ar キー 

、 黄 表紙 作者 の 恋 川 春町 (174 一 89), 出版 元 の 幕 屋 重 三 三郎 (1750-97) ら が 弾圧 きれ た 。 さき 
8 林 子 平 (173893) が 『 三 国 通 覧 図説 』『 海 国 兵 談 』 な ど で 外 国 の 日 本 侵攻 の 危険 を 指摘 
。 軍備 の 充実 や 海岸 防備 の 強化 を 主張 し た が , 幕府 は 「 奇 怪異 説 」 を 説い て 人 心 を 惑わ す 
3 し て 版本 を 没収 し . 子 平 に 禁 鋼 刑 を 科 し て 弾圧 し た 。 き さら に 朝廷 と 幕府 の 問 に 「 尊 号 一 
作 , と 呼ば れる 事件 が お こり 。 臣 し た 関係 が 生ま れ た 。 の 
【 尊 号 一 件 】 さま ざま な 公 、 事 や 神事 を 復古 的 に 再興 し , 京都 御所 の 清涼 典 と 柴 記 典 を 平 
安 時 代 の 内 奏 と 同じ も の に 造営 する な ど 」 天皇 権威 の 強化 を は か っ て いた 朝廷 は , 1789 
(寛政 元 ) 年 , 光 格 天皇 ( 在 位 1780 一 ー1817) の 実父 閑院 宮 典 仁 親 王 に 太 上 天皇 の 尊 号 を 写 下 し 
た いと 幕府 に 伝え を た 。 し か し 松平 定信 は , 天皇 の 位 に つか な か っ た 者 に 天皇 譲位 後 の 称 号 
の ある が 下水 東 の 栖 あ (を 杏 る ご と は 道理 に 反する と 反対 し た 。 朝廷 は , 1791( 定 政 3 ) 年 に 
参議 以上 の 公卿 に 尊 号 宣 下 の 可否 を 問い , 圧倒 的 多数 の 賛成 を 得 て , 翌年 , 華 府 に 貴 く 
号 宜 下 の 許 可 を 求め た 。 し か し , 定信 は 要求 を 拒絶 し , 1793( 寛 政 5 ) 年 , 武家 伝 奏 と 議 
奏 を 江戸 に 呼ん で 責任 を 追及 し 処罰 し た 。 

寅 政 の 改革 は 。 田沼 時 代 末 期 の 危機 的 な 状況 を 乗り 切り , 一 時 的 に 幕政 を 引き 締め , 幕 
府 財政 の 均衡 を 回 復 し て 幕府 の 権威 を 高め た が , 厳し い 統制 や 人 約 の 強制 は 民衆 の 反発 を 
聞き , 1793( 寛 政 5 ) 年, 定信 は , 将軍 家斉 と の 対立 も あっ て 老 中 在職 6 年 余り で 退陣 に 追 
い 込 まれ た 。 

政治 の 改革 を 必要 と し た の は 幕府 だ け で は な か っ た 。 享 保 期 以 降 , 幕府 の 改革 の 影響 も 
入 け な が ら , 諸 藻 は それ ぞ れ 独自 の 事情 に 基づい て 藩政 の 改革 を 試み た 。 諸 藩 が 直面 し て 
いた の は 。 藩 財政 の 危機 と 百姓 一 所 の 高揚 で あっ た 。 こ の た ぬ め , 幕府 の 寛政 の 改革 と 前 後 
し て, 藩政 改革 が 広く 行わ れ た 。 そ の 特徴 は , 藩主 みず か ら が 改革 の 先頭 に 立ち , 藩士 の 
綱紀 を 引き 締め て 傘 約 や 統制 を 強め , 財政 危機 を 克服 する こと で 藩政 を 立て 直 そ うと し た 
こと に あっ た 。 そ し て 荒廃 し た 田畑 の 再開 発 と 農民 層 分 解 の 抑止 に よる 農村 の 復興 , 特産 
物 生産 の 装 励 と 生産 物 の 藩 に よる 独占 的 な 集荷 と 販売 で ある 専売 制 の 強化 に よる 財政 収入 
の 増加 を も くろ ん だ 。 さ ら に , 新た な 藩政 の 展開 を 担う 人 材 の 育成 に が 和信 れ ら れ , 藩校 
の 設立 や その 拡充 が 多く の 藩 で 行 『 わ れ た 。 熊本 藻 主 細川 重臣 (172085) は 有 能 な 人 材 を 
合用 し , , 財 政 の 油 縮 , 農村 の 復興 , 藩校 時 習 館 の 設立 な どの 改革 を 断行 し た 。 松 江 沙 主 
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定 所 御用 達 に 任命 し , 彼ら の 資金 と 知識 や 技術 を 活用 し よう と し た 。 定 信 は , 凶作 で す 餅 
剛 に な ら な いよ うに 食糧 の 備蓄 を 勧め た 。 、 詳 大 名 に は 1 万 石 に つき 50 石 を 5 年 間 に わた 四 
領内 に 備 著 き せ , さら に , 各地 に 社 倉 ・ 義 倉 を 設 % け させ た ( 囲 米 )e。 幕 領 農村 に は 卿 其 還 
直轄 都市 に も 米 を 貯蔵 する 蔵 を 設け た が , 江戸 で は , 時 放 78589 年 の 平均 で 1 年 
15 万 5140 両 ) の 節約 分 (3 万 7000 両 ) の 70% を 積み 立て る 寸分 積 金 の 制度 を つく り , 江戸 大 
会 所 を 設け て 米 ・ 金 を 著 え た 。 著 えた 米 や 金 は , 角館 , 災害 , 風邪 の 流行 な どの と き に 因 
科 し た 貸 民 の 救済 に あて られ , 打ち こわ し な どの 騒動 を 未然 に 防ぐ こと に 使わ れ た 。 
田 治 時 代 に 華やか な 消費 生活 が 生ま れ た 都市 に 対し て は , が 本家 
り が か つて な い 茂 し き で 行わ れ た 。 し か し , 都市 と 農村 の 関係 が 深まっ た 段階 で は , 農 租 
を 視 町 に 入れ た 都市 政信 が 必要 に な り 。 と くに 農民 が 都市 に 流出 し た た め 左 業 人 口 が 洒 計 
て 農村 が 荒廃 し , 都市 で は 下層 住民 が 増加 し て 不安 定 な 構造 と な り , この 状態 の 解決 が 
め ら れ た 。 旧 里 帰 農 半 励 令 は その た ぬ め の 政策 で あり , 人 角 護 で 農村 か ら 都 市 に 入り 込み 野 非 
人 @ と 呼ば れ 市 中 を 流 す る 無宿 対策 が 都市 の 治安 の うえ か ら も ゃ 重 捉 きれ た 。 身 元 頑 
わか り 引 き 取 り 人 の ある 者 は 右 主 に 引き 渡し て 帰 村 させ , それ が で き な い 無宿 人 の うち 独 
罪 を 犯し て いな い 者 は , 石川 島 に 設け た 人 足寄 場 に 収容 し . 技術 を 身 に つけ させ て 職業 天 
転送 筐 ま 志紀 だ 。 
oe 
ーー 「 = 湯島 聖堂 の 学 UI 
子 学 以 外 の 学派 の 講義 
や 研究 を する こ と を 医 
じ た 琴 政 異 党 の 茜 が 前 
され た 。 幕府 の 教学 祝 
担っ た 林家 を 強化 し 
の ち に 寛政 の 三 博士 上 
称 さ れ た 柴野 困 画 
(1736 一 1807) ・ 尾 藤 1 
il (1747 一 1813) ・ 岡田 
寒 泉 1740 一 1816) ら 細 
すぐ れ た 偽者 を 偽 官 較 

















清 33 


Pr 
[Pi 
@ 
sl 時 
トト 

lf 
KAI 

a 四 
We 志 呈 
必中 
台 遇 
@※ 
へ 生 才 


. 深 庄 操 湯 縛 。 記 
人 EH 寺 呈 
生 品 計 
円 
ー 中 か 


。 地 芋 詞 ) 
に 


。 誤 1 二天 .w 二 苦み 1( 燥 の 半 は 喜 叶 当 み の ink 計 
Si 


, 叶 藻 


。 届 落 へ ん - ト 理 葉 
ら 由 幼 居 基 


ビビ 藻 藻 区 は 光 芝 と で 混血 回 怪 田 し 許 叶 秋吉 圭吾 


に 才 cJLietH ir』 


て 全 選 沿 詳 争 人 中 還 汎 還 合 


s 薄 1 只 條 み 半 区 週 浴 みき 時 @ 民 田 へ 痢 革 謀 , 


fr 避 画 


深き 性 欄 党 剛 


w 生 中 


圭 訂 語 紹 甘 区 墨 基 半 さら 洛 


還 三栖 


訓 計 9 汰 と 鹿本 寿 。 薄 1 雷 の 史 虹 


ai を き 連 r 漠 言 蛋 英 環 き 避 只 
もど 


sr 民国 叫 性 下 其 
1 


。 せ させ 吉 石 還 茎 草 
ざ 玉 旋 二 下 , 和 誠 中 壮 送 難 漆 涯 と 寺澤 叶 , 就 ビ 了 政 


語 で 寺 
Pr キョー ュ 


7 だ 
時 
付 
編 
と 
し 
どり ロ 
整 
飛 
さ 
れ 
と 
学 
問 
所 
志 
き 
す 


ai は Mi 誠 必 内 入居 還 市 (r 吾 吉 貝 。 代 束 性 庫 吾 


・ 性 。 却 性 性 議 き 鞭 宮 性 下 注 包 


皿 
エー」 


移 半 未 1 貞 @ 束 さき ず エ 寸 和 は 登 陣 坪 叶 の @ 基 重 
謗 旦 潜 さぶ 主語 吉 吾 慰 藻 寺 漠 


ms 
区 


ー ト 
人 五 引 寺 き 記 環 寺 さ 幸 璧 @ 泌 光 滞 央 


( 間 
寺 
野 
果 
山 
則 
田 
電 
失 


年 コ m で W い 


貞 > 震 高 基 冒 芋 叶 は き 才 左記 品 回 士 | | 還 芽 時 再 ) 口 計 直 1 串 
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ご 避 刻 柚 牽 革 叶 秋 同 茎 ( 半 中 ) 口 計 ト | 主 ( 男 由 過 ) 了 弄 き 事 芽 
。( 士 天 躍 ) 還 ロト | まき 8 は ご 岳 障 呈 己 若 英 革 才 部 回 ) 。 尾 ず 半 回 





只 に ( 一 sa 

株 作 お 光 宰 取 いい ⑯ 人 へ 四 の cp 松平 治 卿 (1751 1818) は , 農村 の 復 典 と 財政 の 緊 較 の ほか , 人 参 ・ 陶 器 ・ 紙 ・ 敵 の 生産 を 
全土 信 る べ 和 和仁 類 修 癌 8 符 きれ 事 5 の 奈 励 と 人 材 の 発 所 に 商業 政策 に めざまし い 成 果 を あげ た 。 米沢 芋 上 杉 治 憲 鹿山, 1751 一 1822) 
な よ に ル に だ よ ょ キ く へ 齋 三 、 洲 ・ 生 用 の た め , 学問 _ 月 和 か ら 寛 政 期 に か け て 藩校 軸 譲 館 を 開設 し , 譜 代 門 山 勢力 を 排除 し て 有 能 な 人 材 
きれ 所 に し を ・ 生 通 8 俗 代 ニ 涼 と いう 試験 制度 も 世 2 補 と くに 養 奏 ・ 製 率 業 を 半 励 し て 家内 工業 を お こし て 落 お よび 藻 士 の 財政 難 を 落 


けら れ た 。 


@ 社 及 は 住民 ら が 分 相応 に 迷 物 や 金 を 出し 合っ て 備 著 し , 義信 は 富裕 者 が 慈善 と し て 抱 出し た 帝 
や 金 を 備 著 す る も の で , 国家 や 領 キ が 行う 写 平和 須 と と も に 三倉 と 呼ば れ 凶作 ・ 負 傍 に 備え て 食 電 
な ど を 備 著 す る 施設 で ある 。 た 
@ 人 角 人 な ど に より 生食 と な っ て 江戸 市 中 な ど を 浮浪 する 者 の 名 称 で , 狩 込み と いう 浮浪 者 の 取り 
まり に より , も と の 在 所 に も どる か , 非 人 の 組織 に 加わ る か し た 。 


っ た 。 秋田 沙 主 佐竹 義和 (17751815) は , 差 奏 ・ 織物 ・ 鋼 山 そ の ほか の 国産 品 の 生産 を 奨 
甚 し , 藩 制 を 整備 し , 藩校 明徳 館 を 設立 し た 。 藩政 の 立て 直し に 成果 を あげ た 藩主 た ち は , 
久 攻 と 評 き れ た 。 
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伏せ の 沿岸 を 検分 する な ど , 新た な 海岸 防備 策 が 
模 さ れ 始 め た 。 








ーー 最上 徳 内 1786 


ー…"" 最上 徳 内 ・ 近 藤重 蔵 
1798 一 99 





2 . 幕府 の 応 退 


18 世 紀 後 半 は , 世界 史 の 新た な 転換 期 で あっ た 。 イギリス は 17| 
紀 半 ば の ビ ピュー リタ 3 ー49 年 ) や 名 準 革命 (1688 年 ) に 

り 市 民 革 命 を 達成 し アメ リカ は 1776 年 に 独立 人 旧 言 を 公布 し ,。 フラ ンス は 1789 年 に フラ 
ス 革 人命 が 始ま る な ど , 欧米 諸国 で は 近代 市 民 社 会 っ また 産業 革命 も 始ま 』 
それ を 基 盤 と し て イギリス ・ フ ラン ス 両 国 の 世界 的 な 規模 で の 植民 地 争 礁 戦 が 行わ れ た 。 
ロシア は , シベ リア 開発 に 積極 的 に 取り 組み , アメ リカ も 19 世 紀 に な る と 西部 の 開拓 を 
め , 太平 洋 岸 に 進出 し た 。 こ の よう に 世界 情勢 の 大 き な 変 動 が 始ま り , 欧米 列強 の 替 力 
し だ い に 東 アジ ア に 接近 し , ロシア 船 ヤ イギリス 船 が 日 本 近海 に 次 を 現 わ す よう に な っ 胡 
日 本 を 取り 巻く 東 ア ジア の 秩序 は 動揺 し 始め , 英 府 は 従来 の 外交 体制 の 変更 を 迫 ら れる 
要 な 時 期 を 迎え た 。 
遇 初 に 日 本 と 接触 を ちっ た の は ロシア で , ン ベ リ ア 開 発 の た め 日 本 と の 通商 関係 の 樹 箇 
を めざし , 日 本 人 漂 流 民 を 保護 し て 日 本 語 の 習得 を は か っ た 。 皇帝 (ツア ー) エ カテ リ 
ナ 2 世 (1729 一 96) の も こ で 積極 的 な 対外 進出 策 を と り , その 勢力 は 千鳥 列島 を 南下 し 
1778( 安 永 7 ) 年 肖 夷 地 の 厚 岸 で 松前 藩 に 通商 を 求め , 翌年 に 松前 藩 が 拒否 する 事件 ま 還 
お ご つが だ 。 
列強 の 対日 接近 【 漂 流 民 】 江戸 時 代 の 早い 時 期 か ら 漂流 民 
ロシア 多角 有 に 来 和 いた が , 利 魚や 中 国 海 南方 島々 に 計 
ロシア 使節 ラク スマ ン . 根室 に 来航 し た 場合 。 朝鮮 の 船 や オラ ンダ 船 で 長崎 ( 加 
ロシア 使節 レザ ノ フ . 長崎 に 来航 恒 さ れ た 。 運 よく 帰 恒 で き て も , キリ スト 
ロシア 船 . 翌年 に か け 樺 太 ・ 択捉 な ど を 肌 う の 信者 と な っ て いな いか な ど 厳 し く 取 り 調 3 
フェ ー ト ン 号 事件 られ た 。 し か し , 帰国 で きた 漂流 民 が も た 


と が に PP し た 海外 事情 は 貴重 で , 漂流 記 は 写本 の 能 
と 広まり 。 また. ロン シア 顎 に 漂着 し 女 術 エ カ 


1825 更 符 異国 船 打 払 令 を 発 す 
]837 アメ リカ 船 モ リン ン 号 。 清 賀 ・ 出 川 に 来航 リー ナ 2 世に 郭 見 まで し た 大 時 屋 光大 が 


1840-42 アヘ ン 戦 争 桂川 南 周 が 聴取 し て 編 筑 さ れ た 『 北 
1842 條 府 , 異国 般 打 払 令 を 緩和 . 新 水 ・ 食 糧 を 供与 ( 天 | 』 な * ょ と は 重要 な ロン ア 研 究 書 と も な っ ん 
保 の 新 水 給 与 令 ) また , 中 浜 万 次 郎 ( ジ ョ ン ・ 万 次 郎 ) の よう 
すこ アメ リカ で 教育 を 受け , 帰国 し た の ち は 義 
アメ リカ 使節 ペリ ー. 浦賀 に 来航 。 ロシア 使節 プッ で 
チャ ー チ ン . 長崎 に 来航 つい で 1792( 寛 政 4 ) 年 に は , ラク スマ 
(Laksman, 1766 一 1803 ? ) が ロ シア 使 8 は 
し て 根室 に 来航 し , 涯 流 民 で 伊勢 白子 の 』 
頭 大 黒 屋 光 太 夫 (1751 一 1828) ら を 日 本 に 送還 する と と も に 通商 を 求め て きた 。 幕府 は , 
交 交 渉 は 長崎 以外 で は 行わ な い の で 長崎 に 行く よう に 回 答 し , 長崎 潜 へ の 入江 許可 証 で 3 
る 信 腸 を すえ た 。 同じ 年 に 外国 船 が 日 本 近海 を 航行 する と いう 事件 が あっ た た め , 幕府 
諸 大 名 に 海岸 防備 の 強化 を 指示 し た 。 さ ら に , ラク スマ ン が 交渉 の 場 で 。 江戸 湾 に 行き 


いと 強く 要求 し た こと が 契機 と な っ て 江戸 湾 の 防備 が 検討 され , 松平 定信 みず か ら 相 模 



































ロシア の 南下 に より , 暇 表地 の 処置 が 課題 と な ーー 伊能 散 1800 
た 。 田 沼 時 代 の 幕府 が 直轄 し て 開発 する 政策 は , 陸生 人 < 












臣下 の 改革 の 開始 と と も に 撤回 され た が , 1789 | Sey 人 0 | 間宮 林蔵 1808-09 
寛政 元 ) 年 に ク ナ シ リ ・ メ ナシ の アイ ヌ が , 場所 了 : 
請負 商人 に よる 不正 と 搾取 に 抵抗 し て 蜂起 し た 事 
條 ( ク ナ シ リ ・ メ ナシ の 蜂起 ) は , 基 府 に 大 き な 衛 
の 寛政 の 改革 で は , 北国 郡 代 @ を 新設 
し て 北方 の 防備 に あたら せる 計画 が 立て られ た が , 
羽 か ー * に 実現 し な か っ た 。 






に する 事 作 が お こっ た 。 これ を 契機 に 本 府 は 。 
1798 (寛政 10) 年 , 近藤 重 蔵 (1771 一 1829) や 最 上 徳 
肉 ら に 千島 を 探査 きせ , その 翌年 東明 夷 地 を 直轄 
地 と し , 1802( 享 和 2 ) 年 に 箱 館 奉行 を 設け た 。 

1804 (文化 元 ) 年 , ロ シア 使節 レザ ノ フ (Rezanov, 

1764 一 1807) が . ラク スマ ン の も ち 帰 っ た 信 有 牌 を 携 方 近 査 と 條 地 
ま て 長崎 に 来航 し , 通商 関係 の 樹立 を 求め た が , 
府 は , 朝鮮 ・ 琉 球 ・ 中 国 ・ オ ラン ダ 以 外 と は 新た に 外交 ・ 通商 関係 を も た な い の が 相 法 
で ある と し て 拒否 し た 。 こ の と き の 章 府 の 対応 は , 杉田 玄白 @ や 司馬 江 漠 ら が 批判 し た ほ 
ど 冷 決 で あっ た 。 レ ザ ノ ブフ は , シベ リ 経由 で 帰国 の 途中 , 日 本 に 通商 を 認め させ る に は 
還 事 的 な 圧力 を か ける 必要 が ある と 軍人 に 示唆 し た 結果 , 1806 (文化 3 ) 年 か ら 翌 年 に か け 
て 、 ロ シア 軍艦 が 樺太 や 択捉 を 攻撃 する 事件 ( フ ヴ ォ スト フ 事 件 ) が お こり , と くに 択捉 守 
借 兵 が 敗走 し た こと か ら , 国内 は 騒然 と し た 雰囲気 と な っ た 。 

I807 (文化 4 ) 年 , 幕府 は 松前 ・ 明 夷 地 を すべ て 直轄 し て 松前 奉行 を お き , 南部 ・ 津 軽 両 
材 を 中 心 に 東北 諸 落 に 警備 させ た 。 樺太 も 直轄 に し た が その 周回 すら 不詳 の た め , 1808 
(文化 5) 年 か ら 翌 年 に か け て 三 府 は 間宮 林蔵 (1775 一 1844) ら に 探査 を 命じ , 間宮 は 樺太 が 
伺 で ある こと を 確認 する と と も に , 対岸 の 沿海 州 に 渡り , 清国 の 役所 の ある デレ ン ま で 直 
謗 28 ロシア と の 緊張 関係 は な お 続き , 1811( 文 化 8 ) 年 , 国 後島 に 上 陸 し た ロ シ 

ア 軍艦 の 盤 長 ゴロ ー ウ ニン (Golovnin, 1776 一 1831) を 捕え , 箱 館 つい で 松前 に 監禁 し た 。 
ロシア 側 も 1812 (文化 9 ) 年 , 報復 と し て 択捉 航路 を 開拓 し た 淡路 の 商人 高田 屋 鼻 兵衛 








0 語 か 三友 に 郡 代 を 新設 し て 南部 落と 津軽 沙 に 警 設 を 命じ 北辺 の 防備 と 偽物 の 集荷 や 肖 夷 地 渡 
用 の 尚 船 の 取り 締まり に あたら せよ うと し た 。 

王 大 国 で ある ロシア に 対し て 失礼 な 対応 で あり , し か も ラク スマ ン へ は 貿 努 許可 を ほのめかし た に 
1 か か わら ず , レザ ノ フ へ は 拒否 し た の は 約 東 培 反 で は な いか と 批判 し た (「 野 胃 独 語 」)。 
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カ の 商船 で 誤っ て 伝え た ) の モリ ソ シ 号 で , 漂流 民 の 送還 を 兼ね て 日 本 と の 通商 を 交渉 す 
る 日 的 で 米 航 し た と いう 情報 を 伝え た 。 漂流 民 を 送 本 し て きた 外国 船 を その 来航 の 目的 も 
失う , 三河 田原 潜 家 老 で 洋学 者 の 渡辺 岩山 (1793-184) は 『 丁 機 
』 を , 陸奥 水沢 出身 の 医師 で 洋学 者 の 高野 長 英 (180450) は 『 選 成 夢 物語 』 を 書い て , 日 
本 を 取り 巻く 国際 情勢 か ら 幕 府 の 打 払い 政策 を 厳し く 批 判 し た 。 幕府 は , 1808 (文化 5 ) 年 
の 白河 ・ 会 津 両 藩 に よる 江戸 湾 防 備 の 体制 を すでに 魔 止 し て いた が , 王 ノン 号 事件 を 万 
紫 に 再び 江戸 湾 防 備 の 検討 を 始め た 。 幕府 は , 洋学 者 で 伊豆 華山 代官 の 江川 敵意 (1801- 
55) と 洋学 に 反感 を も つ 目 付 の 島 居 誰 蔵 (1796 一 1873) に 別々 に 調査 と 立案 を 命じ た 。 こ の 過 
界 で 生じ た 皿 財 も あっ て 鳥居 ら は 尚 歯 会 に あつ まる 洋学 者 の 弾圧 に 乗り 出し , 渡辺 ・ 高 
時 ら が 無人 島 ( 小 笠原 諸島 ) へ の 渡海 を 計 画 し て いた と し て 逮捕 し , モリ ソン ヶ 事 件 に 関す 
る 幕政 批判 の 罪 で , 渡辺 日 山 を 国 元 で の 永 融 居 . 高野 長英 を 永生 など に 処し た 。 こ れ を 秦 
植 の と 呼ん で いる 。 
[ 褒 社 の 獄 】 事件 の 背景 に は , 洋学 の 隆盛 に 対す る 林家 を 中 心 と する 仙 学 者 の 反発 ・ 反 感 
が あっ た 。 幕府 学問 所 の 仙 者 や 幕府 役人 の な か に すら 洋学 を 学び そ れ に 親近 感 を も つつ 者 が 
現われ る は ほど, 洋学 が 知識 人 の 心 を と ら え 始め て いた 。 幕府 の 文教 政策 を 担い , 幕政 に 重 
き を な し て いた 大 学 頭 林 述 斉 ら は この 状況 に 反発 し た 。 目 付 の 鳥居 起 蔵 ( 林 信 斎 の 子 ) は 
江川 英 竜 (太郎 左衛門 , 坦 庵 ) と 江戸 湾 防 備 策 の 立案 を 別々 に 命じ られ た が , この 過程 で 江 
川 と 反目 し , 江川 が 渡辺 則 山 に 師事 し て いた こと か ら 洋 学者 の 弾圧 に 乗り 出し た 。 最 初 は 
無人 島 ( 小 笠原 諸島 ) へ の 渡海 を 企 て た と デ ッ チ あげ て 眉山 や 高野 長英 を 逮捕 し , 結局 は 証 
拠 を あげ られ な か っ た が , 捜査 の 過程 で 『 慎 機 論 』 な ど を 押収 し , 幕政 を 批判 し た 罪 を 問い 
処罰 し た 。 
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(1769 一 1827) を 捕え た 。1813 (文化 10) 年 に ゴロ ー ウ ニン を 釈放 し て ゴロ ー ウ ニン 事件 は 角 
決し , ロシア と の 上 皿 張 し た 関係 は 改善 きれ た 。 し か し , 直轄 し た 昌 夷 地 の 経営 が 予期 し 者 
成 灯 を あげ られ ず , 左 府 お よび 警備 を 命じ られ た 東北 藩 に 重い 負担 と な っ た こと な ど 』 
ら , 幕府 は 1821 (文政 4 ) 年 に 明 夷 地 を 松前 藩 に 返還 し た 。 
北方 で の 緊張 に 加え 幕府 に 衝撃 を 与え を た の が , フェ ー ト ン 号 事件 で ある 。 1808( 文 化 豆 
キキ, イギリス 軍 敵 フェ ー ト ン 号 が 長崎 港 に 侵入 し , オラ ンダ 商館 員 を 人 質 に 取っ て 導水 
食糧 を 強要 し た 。 こ の 事件 で , 長崎 奉行 の 松平 康 英 (1768- 1808) は 責任 を と っ て 自害 し 』 
長崎 警護 の 役 を 負っ て いた 佐賀 落 主 は . 警備 怠慢 の 責任 を 問わ れ 処 凡 さ れ た 。 幕 府 は こ 邊 
ら の 事件 を 受け て , 1810( 文 化 7 ) 年 , 寛政 の 改革 以来 の 督 案 で あっ た 江戸 済 の 防備 に 着 妥 
し , 日 河 ・ 会 津 両 藩 に 命じ た 。 
【 ゴ ロー ウニ ン 事 件 と フェ ー ト ン 号 事件 ] ディ アナ 号 艦 長 ゴ ロー ウニ ン は , 世界 周航 の 過 

中 国 後島 を 測量 中 に 幕府 役人 に 捕え られ , 2 年 3 カ月 間 , 箱 館 ・ 松 前 に 監禁 ほれ た 。 ロ 

了 も 幕府 御用 商人 高田 屋 亮 兵衛 を 捕え た が , ロシア 側が 1813 (文化 10) 年 , ロシア 軍艦 の 池 
表地 撃 は ロシア 政府 の 命令 で は な く , 出先 の 軍人 が 勝手 に 行っ た も の で ある と いう 文書 

を 日 本 側 に 提出 し 釈放 きれ た 。 ゴ ロー ウニ ン が 著 わ し た 『 日 本 曳 欠 記 』 は 。 各国 で 翻訳 

れ , 日 本 に 関す る 新た な 知識 を 提供 し た 。 ま た , ナポレオン 時 代 の フラ ンス と 戦っ て い 貞 
イキ リス は , 当時 フラ ンス の 属国 と な っ て いた オラ ンダ が 東洋 各地 に も っ て いた 拠点 を 

お うと し て お り , その 一 環 と し て フェ ー ト ン 号 が オラ ンダ 商館 の ある 長崎 港 に 侵入 し た @ 

が この 事件 で ある 。 の いわば イギリス と フラ ンス の 戦争 の 余 小 で あっ た 。 
その 後 も イギリス 船 は , 1817 (文化 14) 年 。 1818( 文 政 元 ) 年 1822( 文 政 5 ) 年 に 浦賀 に 叶 
碗 し, 1824( 文 政 7 ) 年 に は 常 際 大 津 浜 に 上 陸 し た 捕 人 船 員 , お よび 抽 箇 船 と 交易 を 妹 3 
し て いた 漁民 を 水戸 藩 が 捕え , さら に 同じ 年 , 捕鯨 船員 が 導 摩 藩 領 宝 島 で 拓 春 する 事 
も お こっ た 。 そ れ ま で 幕府 は 外国 船 を 穏便 に 扱い , 新 水 ・ 多様 を 与え て 帰国 さ せる 方 人 
5 | と っ て いた が , 1825 (文政 8 ) 年 異国 船 打 払 令 
書 に 「 二 念 無く 打 払い を 。 い 掛 け 」 と いう 文言 が ある N 
と か ら 無 二 念 打 払 令 と も いう ) を 出し . 日 本 沿岸 
来航 する 外国 船 を 叔 退 する よう 命じ た 。 こ の 方 釧 9 
更に 大 き な 影響 を 与え た の は 幕府 の 天文 方 の 高橋 
保 (17851829) で . 来航 す る イギリス 船長 期間 
操業 に より 食糧 ・ 新 水 に 欠乏 し た 捕鯨 船 な の で 厨 
| すれ ば 来 な く な る と こ と , 放置 する と キリ スト 教 計 
の 恐れ が ある こと な ど を 説い た 。 外 国 船 の 来航 を 
貴 に よっ て 防止 し , 外国 人 と 日 本 の 民衆 の 接触 を 較 
止 し よう と し た 政策 で あっ た 。 
欧米 列強 の 勢力 が 日 本 近海 に 迫っ て いる と き に 
この 威 峠 策 は . きわ め て 危険 な 政策 で あっ た 。 1 
(天保 8 ) 年 , 外国 船 が 浦賀 に 来航 し , 浦賀 奉行 所 
異国 船 打 払 令 に し た が っ て 砲撃 し 退 夫 させ た 。 翌 H 
オラ ンダ 商館 長 は , 外国 船 は イギリス (実は アメ 明 


松平 定信 が 老 中 を 辞職 し た の ち , 文化 ・ 文政 時 代 を 中 心 に 
11 代 将 軍 家 斉 が 在職 し 1837 (天保 8 ) 年 に 将軍 職 を 家慶 
(17931853) に ゆず っ た の ちゃ も 。 大 御所 (前 将軍 ) と し て 死ぬ まで 幕府 の 実権 を 握り 続け た 。 
これ に ちな ん で , お も に 文政 か ら 天 保 の 改革 以前 の 間 を 大 御所 時 代 と も 呼ん で いる 。 定信 
大 職 後 も 定信 が 登用 し た 「 政 の 遺 老 」 と 称 き れる 松 平 信 男 ちら の 老 中 た ち に より , 寛政 の 
改革 の 路線 が 引き 継が れ て いた が , 1818( 文 政 元 ) 年 に 水野 皿 成 (1762 一 1834) が 老 中 に な る 
と , 幕政 は 大 きく 転換 し た 。 寛政 の 改革 以来 の 財政 緊縮 政策 は , 眉 夷 地 経 営 や 将軍 家斉 の 
F 女 の 縁組 みな どの 了 臨時 経費 の 増大 に より 行き 詰まっ た た め , 総計 で 金 4819 万 7870 両 と 銀 
922 万 4981 貫 に の ぼる 品位 を 落し た 文政 小判 な どの 貨 乏 を 大 量 に 鋳造 し , 550 万 両 に の ぼる 
利益 を 得 た 。 

貨幣 改 希 は 幕府 財政 を 潤し た が , 質 の 悪い 貨幣 の 大 量 の 流通 に よ り 物 価 が 上 昇 し , 物価 
間 題 が 幕政 上 の 重要 な 課題 と な っ た 。 し か し , この 政策 は 商品 生産 を 刺激 し , 商人 の 経済 
括 動 も いっ そう 舌 発 と な り , 都市 を 中 心 に 化 政 文化 と 呼ば れる 庶民 文化 の 花 が 開く こと に 
も な っ た 。 

その ころ 江戸 を 取り 巻く 関東 農村 で は , 貨 舟 経 済 が 浸透 し て 交通 ・ 流通 の 要 所 が 町 場 化 
し , 商人 や 地主 は 力 を つけ て きた が , 没落 する 農民 も 多く 発生 する よう に な っ た 。 そ れ に 
加え て , 人 と 私 作 が 入り 組ん で いた た め 上 宿 博徒 の 入団 に より 治安 の 乱れ が 生じ 
区 府 は 1805( 文 化 2 ) 年 , 関東 取締 出 役 ( 俗 に 八 州 門 り と 呼ば れる ) を 設け , 幕 領 ・ 私 領 の 
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まれ た , 研 沙 体制 を 揺るが す 内 愛 外 思 の 本 格 的 な 危機 に 対 
遇 する た め , 1841 (天保 12) 年, 家斉 の 死後 , 将軍 家慶 の 信 
作 を 得 た 老 中 水野 加 邦 (17941851) を 中 心 に 天保 の 改革 を 
時 io だ 。 

「 見 保定 政 の 御 政 治 」 へ の 復古 を 改革 の 方 針 と し , あら ゆ 
階層 に 上 厳し い 公約 令 と 風俗 統制 令 を 出し た 。 高価 な 菓子 
' 料理 や 華美 な 衣服 な ど を 禁じ , 江戸 の 庶民 に 人 気 が 高 く 
則 傘 行 支配 地 に 211 軒 あっ た 寄席 を 15 軒 に 減ら し , さら に 
打 戸 歌舞 伎 三 E 座 を 風俗 を 乱す 元凶 と し て 場末 に 移転 きせ , 
欄 者 が 市 中 を 歩く 時 は 編み 釜 を か ぶら せ た 。 出 版 統制 令 に 
ょ まり すべ て の 出版 物 を 切 府 が 検 関し , 幕府 に 不都合 な 書物 
を 収 り 締 まる と と も に 錦絵 を 禁止 し 風俗 に 影 響 を 全 
ル る と し て 人 情 本 作者 の 為 永 春水 (1790 一 1843). 全巻 作 
半 の 柳亭 種 彦 (1783 1842) ら を 身 六 し た 。 

方 , 江戸 の 人 口 を 減ら し 農村 の 人 口 を いか に 増やす か 
が た き な 課 題 と な っ た だ た 。 そ ぞ そこ で 人 返し の 法 を 出し て , 農民 
が 雌 村 し て 江戸 の 住民 と な る こと を 禁じ , 出稼 ぎ を 領主 の 
可 制 と し , さら に , すでに 農村 を 出 て 江戸 に 住ん で いる 者 で $, 長年 江戸 に 住み 一 家 を 
帽 え て いる 者 以外 に 帰郷 を 命じ , それ を 徹底 きせ る た め 人 別 改 め を 融 化し た 。 

また , 深刻 な 物価 勝 黄 は , 十 組 剛 屋 な どの 株 仲間 が 商品 の 流通 を 独占 し . 物価 の 不正 な 
則 作 を 行っ て いる の が 原因 で ある と し て , 株 仲間 の 解散 を 命じ た 。 さ きら に , 価格 操作 を 行 
5 れ の ある 仲間 や 組合 を 解散 させ , 問屋 の 名 称す ら 使 うこ と を 禁止 し て , 仲間 以外 の 商 
人 た ちの 自由 な 取引 に より 物価 が 下落 する こと を 期待 し た 。 し か し , 物価 膳 臣 の 原因 は , 
旧 位 の 劣る 貨幣 の 大 量 改 鏡 と 商品 流通 の 構造 変化 に よる も の で あっ た た め , ほとん と 効 償 
は な か っ た 。 全国 の 生産 地 か ら 大 坂 市 場 に 集荷 され , 大 坂 二 十 四 組 問屋 か ら 江 戸 十 組 問 
憶 へ 送ら れる と いう 江戸 時 代 の 商品 流通 の 差 本 構造 が , 生産 地 か ら 大 坂 に 商品 が 届く 前 に 

ポ 関 や 瀬戸 内 海 治 岸 の 他 の 場所 で 売買 され た り , 畑 船 業者 が 地方 の 商人 と 結ん で 江戸 の 
幅 間 外 商人 や 江戸 以外 へ 直接 に 運ん だ りす る こ と な ど に より 動揺 し て いた の で ある e@。 物 
代 騰 足 は 旗本 や 御家 人 の 生活 を 圧迫 し た の で , 墓 府 は 札 差 か ら の 借金 を 無利息 年 上 エ 払い で 
皮 済 させ る こと に し た 。 こ の よう な 生活 の 細部 に お よぶ 厳し い 統 制 と 公約 令 に よる 不景気 
は , 人 々 の 不満 を 高め た 。 
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コート 


s 麻 画 且 翌 1 き 8 
| 。I 由 加 。m で ロビ rT 古 生前 へ 甘 品 者 叫 当 堆 き HH 蘭 ・ 机 計 . き 古 喧 


別 な く 犯 非 者 を 逮捕 きせ だ た @。 さらに 1827 (区 政 10) 年 に は , 巻 六 ・ 私 領 の 区 別 な く 近隣 
村々 で 組合 を つく っ て 小 物 代 を お き 、 それ を い くつ か まとめ て 天 導 代 を お き 大 
地域 の 沿 交 や 風俗 取り 締まり に あたら せる 寄 場 組合 (改革 組合 村 と も いう ) を っ くら せ 電 


天保 期 に 入る と 毎年 の よう に 凶作 と な っ た 。1832 一 33( 天 保 3 一 邊 

_ 年 に は 収穫 が 平年 の 半分 以下 と な り , 上 厳しい 角 剛 と な っ た (天保 
錠 稼 ) 農村 や 都市 の 百姓 一 近 ・ 打 ちこ わし が 年 間 で 100 件 を 超え , 中 時 代 の 株 = 
生 件 数 の ビー ク と な っ た 。1836( 天 保 7 ) 年 の 負 剛 は と くに 上 茂 し く , 甲斐 国 都留 郡 ( 当 財 
部 内 と 呼ば れ た ) で お こっ た 攻 内 弁 動 は , 80 カ 村 1 万 人 が 蜂起 し , 亭 農 ・ 家 商 宅 を 打 
わし て 甲府 に 迫り, 三河 加茂 郡 の 加茂 一 拓 も 。 240 カ 村 1 万 2000 人 が 蜂起 し た 大 規模 春 
拉 で あっ た 。 と も に 幕 准 で の 一 控 で ある こと か ら , 幕府 は 衝撃 を 受け た 。 

大 坂 で も 人 負 欄 の 影響 は 大 きく , 角 死 者 が あい つい だ 。 し か し 。 富 商 ら は 米 を 買い 占 讃 
病 利 を 得 , 大 坂町 奉行 所 は 救済 策 を と る どこ ろか , 幕府 の 指示 に より 大 坂 の 米 を 大 量 ( 
戸 に 回 送 し て いた 。 大 坂町 泰行 所 の 元 与 力 で 陽明 学者 の 大 塩 平 和郎 (17931837) は , 
か ら の 蔵書 を 売っ て 徐 民 救済 に あて る な ど し て いた が , この 状況 に 怒り 欧 民 の 救済 と 
の 根本 的 な 転換 を か か げ , 家 章 洗 心 洞 の 門弟 や 民衆 を 動員 し て 武装 蜂起 し た (大 塩 の 刑 ) 
大 塩 勢 は 大 砲 を 撃ち 富 商 宅 を 焼き 市 中 に 火 を 放ち な が ら 進 軍 し た も の の , 幕府 軍 に よ 
日 で 鎮圧 きれ た 。 幕府 の 重要 な 直轄 都市 で ある 大 坂 で 、 し か も 幕府 の 元 役人 が 公然 と 旋 
ES 。 区 府 や 諸 藩 な ど に 強い 衝撃 を 与え た 。 こ の 事件 の 風聞 は 全国 各地 
が り , それ が 人 写 え た 影響 は 広く か つ 深 か っ た 。 同 年 ( に は 国学 者 の 生田 万 801-37) 
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みき 史 S 藻 司 史 護 難 | 


. 藻 演 





塩 門 弟 と 称し て 越後 相 崎 の 代官 所 を 襲い (生田 万 の 乱 ), 摂津 能勢 郡 で も 「 大 塩味 方 」 才 蘭 府 は 。 1840 (天保 11) 年 に 川 炒 松 平家 を 庄 内 へ , 庄内 薔 酒井 家 を 長岡 へ , 長岡 著 
か げた 一 撰 が お こり , 江戸 で も 「 大 塩 余 党 」 の 蜂起 が 予告 きれ た り , 不穏 な 情勢 が 続い 棚 軒 家 を 川越 へ 移す . 三方 領 知 替え と 呼ぶ 転 封 を 命じ た 。 当時 , 家斉 の 子女 の 縁組 み 先 の 


上 大 名 を 優遇 する 政策 が と られ , 川越 落 も 家斉 の 子 を 養子 に し た こと を 利用 し て 豊か な 地 へ 
め 収 封 を 運動 し た 結果 で ある と し て , 有力 外 様 大 名 な ど が 強く 反発 し た 。 庄 内 沙 領 民 の 激 
し い 転 封 反 対 運動 も あっ て , この 転 封 は 撤回 され た 。 幕 府 が 大 名 に 転 封 を 命じ な が ら 実 行 


江戸 で は 者 府 が 「 お 数 い 小屋 」 を 建て て 欧 民 を 収容 し た り , 寛政 の 改革 で 設け た 江戸 
所 の 備 花 玉 ・ 時 を 子 える な ょ ど し て , か ろう じ て 打 ちこ わし な ど を 未然 に 防い だ 。 


幕府 は , 大 規模 な 凶作 や 負 鮭 , 大 塩 の 乱 な どの 騒動 , また 深刻 
_ する 財政 難 . そし て モリ ソン 人 号 事件 や アヘ ン 戦 争 の 情報 な ど 凡 

oO 了 定 奉行 の 配下 で 代 生 所 の 手 人 ・ 手 代 か ら 選 任 きれ , 水戸 藩 領 を 除く 関 八 州 を 幕 領 ・ 私 領 の 図 
な く 廻 村 し , 目明し を 使っ て 犯罪 人 の 速 捕 に あたっ た 。 





9 まあ の 内 と 呼ば れる 志和 は 泊 戸 内 まで 内 か け て 集 な ら は ば 大 大 
品 を 座 申 で 買い 取り 。 これ を 江戸 や それ 以外 の 地 へ 運 病 し て 売り き ば いて いた 。 
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で き な か っ た こと は 空前 の 出来 事 で あり , 幕府 の 実力 の 低下 , 幕府 に 対す る 藩 権力 の 自 
化 を 示す 結果 と な っ た 。 そ こ で 水野 皿 邦 は , 将軍 ・ 華 府 の 権威 を 再 強化 する た め , 巨 者 
費用 を か け て 67 年 ぶり に 将軍 の 日 光 社 参 ( 日 光 東照宮 に 参 呈す る こと ) を 挙行 し た 。 そ の 
え で , 1843( 天 保 14) 年 に 上 上 知 令 を 出し , 江戸 ・ ・ 大 坂 周辺 の 大 名 や 旗本 の 支配 地 合 わせ で 
50 万 石 を 直轄 地 に し た 。 比 較 的 豊か で 年 貢 収入 の 多い 江戸 ・ ・ 大 坂 周辺 を 取り 上 げ 年 貢 収 
の 劣る 代 地 を 与え を る こと に よっ て 財政 収入 を 増やし , また , 幕府 に と っ て 政治 的 ・ 軍 事 
に 重要 な 江戸 ・ 大 坂 周辺 を 直轄 する こと に よっ て この 地域 の 支配 を 強化 し . 対外 的 危 相 
の 対処 も は か ろう と し た 。 し か し , 諸 大 名 や 旗本 が 強く 反発 し た た め 上 知 令 は 実施 で き 
躍 邦 は 失脚 し 改革 自体 も 失敗 に 終わ り , 幕府 権力 の 衰え を 如 実 に 示し た 。 
【 三 方 領 知 替え 】 3 大 名 を 玉突き 式 に 移す 譜代 大 名 の 転 封 の 一 形式 で , 江戸 時 代 を 通 【 思 
7 回 行わ れ て いる 。1840( 天 保 11) 年 の 三方 領 知 替え は , 川越 藩 松平 家 が 財政 徐 乏 を 打開 
る た め , 大 御所 家斉 の 子 を 養子 に も ら っ た 有利 な 条件 を 利用 し て 豊か な 地 へ の 転 封 を 画 3 
し た 結果 で あっ た 。 そ の た め , 庄内 藩 領 民 は 松平 家 の 入 封 を きら い , 酒井 家 が と ど ま る 
と を 求め て 老 中 に 直接 訴え た り , 仙台 藩 その 他 に 吉 願 する な ど 激 し い 転 封 阻 止 運動 を 展 
し た 。 外 様 大 名 な ど が 領 知 替 え に 反対 する 動き を 示し た た め , 将軍 家慶 は 領 知 奉 え の 強 | 
に より 大 き な 混 乱 を 生む こと を 避け る た め , 老 中 水野 忠 邦 の 強い 反対 を 押し 切っ て 中 四 
% さ 


秒 生 産 を 継 済 の : こ か ら 年 貢 り 、 ご さ 
雄 落 の お こり 諾 芝生 産 を 千 の 基礎 と し 。 そこ か の 
に よっ て 成り 立つ 開港 体制 の 仕組 み は , 天保 期 ころ に 本 格 
な 行き 詰まり を 示し た 。 set 工業 に お いて 商品 生産 が 発展 し , 貨幣 経 放 球 を 通し て 清国 に 売る と いう 密 禄 易 を 行う な ど し て 藩 財政 を 立て 直し た 。 島津 斉 杉 
Noa な PCO U809 一 58) の 代 に な る と , 積極 的 な 殖産 興業 政策 が 進め られ , 1856 (安政 3 ) 年 に は 反 貞 
カ 2 SE -37 万 8665 人 と な り 33% も 減少 し , 常陸 国 が 27 %, 上 野 国 は 25%。 放 の 条 造 成功 し 造船 所 や ガラ ス 製 造 所 な どの 洋式 工場 を 建設 し 集成 館 と 命名 し た 。 
の も 減少 し た 。 人 口 の 減少 は , 耕作 し きれ な い 田 畑 を 生み だ し 農村 荒廃 に つ な また 、 島津 忠義 (1540 一 97) は イギリス 人 技師 の 指導 で 鹿児島 紡績 工場 と いう 日 本 最初 の 洋 
こ o る 6 上 場 を 建設 する と と も に , 長崎 の イギリス 人 貿易 商 グ ダラ ヴァ ー(1839 一 1911) ら か ら 
一 方 19 世 紀 に 入る と , 和博 仙 放 に 導 も 上 前 介 E PH 生 事 カ の 強化 も は か っ た 。 
2 人 (人 金光 和 者 ) を 集め 分 と 人 ょ る を 行う よう に Go 田 消 必 (ires- Lass) を 登用 し 」 包 8 万 5000 中 ( 約 140 万 画 ) の 科 金 を 7 年 返済 と いう た な 
ニュ ファ クチ ュ ア (工場 制 手工 業 ) と いい . 聞 津 の 伊 ・ . 字 田 ・ 灘 な どの 酒造 業 で は 早 ぐ めげ の よ う な 方 法 で 整理 し , 一 撲 勢 か ら 要 求 さ れ た 紙 ・ 上 の 専売 制 を 改正 し た 。 さらに , 
下関 に 越 荷 方 と いう 役所 を 設け , 他国 多 船 の も た ら す 物産 と いう 意味 の 越 荷 を 抵当 に 往 船 


この よう な 引か みち れ た が 大 坂 周辺 や 京都 の 西 際 尾上 の 織物 業 。 北 関東 の 半 
た 利 な ど の 組 物 集 で は 。 数 十 右 の 褒 機 数 人 の 公 人 を も つっ 綾 が 人 場 し て 衣 者 な ど に 資金 の 貸付 け を 行う ほか , その 越 茶 を 買い 取っ て 委 託 販売 する な ど し て 利益 を 
あげ 藻 財 政 の 再建 に 成功 し , 洋式 武器 の 購入 な ど に より 軍事 力 の 強化 が は か られ た 。 


和 と 方 で , 資本 主義 的 な 工業 生産 の 着実 な 発展 が み ら れ る な ど , 社会 ・ 経 済 析 
sa ーーー つて は 体制 の 育 機 で あっ た 。 農村 の 計 廃 に 対し て は 。 小田原 商 0 佐賀 (肥前 ) 落 で も , 藩主 鍋島 直正 (184ー71) が 均 田制 を 実施 し , 小作 地 を 地主 か らい っ 
ド 野 桜 釘 人 。 和信 陵 や 日 光山 領 な ど で 行 われ た 二宮 尊 徳 ( 金 送 1787 18567 の 報徳 6 た ん 没収 し , 一 部 を 地主 に 返し て 他 を 小作 人 に 与え る な ど し て 本 百姓 体制 の 再建 を は か っ 
旨 取 衝 長 部 村 で 行わ れ た 大 原 学 1207 一 154) の 性 学 な どの よう に , 信 廃し た 田畑 た 。 ま た 特産 の 陶磁 器 の 専売 を 進め て 藩 財政 の 財源 と し , 日 本 で 最初 の 反射 炉 を 築い て 大 
回復 させ 諾 村 を 復興 させ よう と する 試み が ある 。 し か し , すでに 商品 生産 や 商人 資本 の | 移 製 造 所 を 設け る な ど , 藩 権力 の 強化 に つと め た 。 高知 (土佐 ) 落 では, 「 お こ ぜ 組 」 と 呼ば 
と で 賃金 労働 が 行わ れ 始め て いる 段階 で は ,。 この よう な 方 法 で 資本 主義 の 胎動 を と め 笑 すす コキ 7 
と は で き な か っ た 。 こ れ に 対し て 商品 生産 や 工業 の 発展 に 積極 的 に 対応 し , こ ) まっ 

な か っ すし て 商品 生産 や 工業 の 発展 に 積極 的 に 対応 し , これ を 取 誌 で は 大 量 の 鉄 を 生産 で き な い た め 。 洋式 製鉄 の 導入 を は か り , 蘭 書 の 製鉄 書 の 翻訳 を も と に , 1852 
( 商 水 5 ) 年 に 佐賀 藩 が 最初 に 築造 し た 。 伊豆 華山 代官 江川 英 竜 が 築造 し た も の は , 現在 も 静岡 県 甘 山 
町 に 現存 する 。 








































伊丹 の 酒造 (日 本 山海 名 産 図 会 佐賀 落 の 三重 津 海軍 所 
も うと し た の が , 落 営 専売 制 や 藩 営 工場 の 設立 で あっ た 。 
本 打ち こわ し の 多発 や 藩 財政 の 困難 な ど , 藩政 の 危機 に 直面 し て いた 。 
危機 を 打開 し 藩 権力 の 強化 を めざす 藩政 改革 が , 多く の 藩 で 行わ れ た 。 深刻 な 財政 難 
に na 下級 武士 か ら 家老 に 抜 握 き され た 調 所 広 手 (1776- ー1848) が , 
827 (文政 10) 年 か ら 改 革 に 着手 し , 三 都 の 商人 か ら の 500 万 両 に の ば る 借金 を , . 無 利息 250 
年 販 返 済 と いう 事実 上 の た な あげ に よ ょ り 処 理 す る と と も に , 笹 美 3 鳥 ( 大 島 ・ 徳之 島 ・ 
上島 ) 特 産 の 黒 砂糖 の 専売 制 を 強化 し 。 さら に , 天 府 が 清国 商人 と の 損 易 の た め 眼 天 地 か 
ら 独 占 的 に 集荷 し て いた 依 物 を 。 松前 か ら 長 崎 に 向かう 途中 の 船 か ら 買 い 上 げ , これ を 


りあ きら 


そん た とく し 』 


@ 尊 徳 仕 法 と も いう が , 一 方 で 領主 の 年 貢 収奪 を 制限 し , 他方 で 農民 に は 重修 力行 の 生活 を 抽 軒 
生産 条件 を 整備 し つつ 荒廃 し た 田畑 を 再開 発し 農村 を 復興 させ よう と し た 。 
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中 つ 蔵 芝原 伝授 手 暫 鑑 」「 義 経 経 千本 桜 』 な どの すぐ れ た 洛 瑠 璃 の 作品 を 残し , その あ 
と を 継い だ 近松 半 二 (1725 ー83) は , 『 本 朝 士 四 孝 』 を つく っ た 。 その 後 , 人 形 光 玉 更 は 歌 
魚 仁 に 圧倒 され , 浄瑠璃 は 人 形 操り か ら 離 れ て , 一 中 節 ・ 常 毅 津 節 ・ 新 内 節 ・ 清 光 節 な 
ビ の 座敷 で 歌わ れる 歌 浄瑠璃 の 方 面 に 移っ た 。 人 形 浄瑠璃 の 衰退 と は 逆 に 。 歌舞 伝 は 18 世 
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れる 改革 派 が 登用 され , 財政 緊縮 に よる 藩 財政 の 再建 が 進め られ , 藻 主 山内 豊信 (18 克 崩落 本 か ら は , 文化 期 に 消 稽 さ や 笑 い を も と に , 席 民 の | 
7?② の 代 に は 大 個 の 鋳造 や 砲台 築造 な ど 軍 事 力 の 強化 を は か っ て いる 。 し か し 水戸 減 の * = て 会 に 生き 后 き と 描い た 滑稽 本 が 盛ん 
う に, 薄 主 衛 川 斉昭 (180060) の 替 力 で 藩政 改革 が 行わ れ , 反射 炉 な ども 築造 され た 赴 銭湯 や 床屋 を 舞台 『 に [し た 『 学 作風 呂 』「 浮 世 床 』 の 
藩 内 の 抗争 が 激しく , 改革 が うま く 進 まな か っ た 藩 も ある 。 sn 時 ke は ぁ 吹 次 喜多 道中 記 で 知ら れる 『 東 
区 半 が 比較 的 う ま く いっ た 隆 長 土肥 な ど 西 南 の 大 藩 の ほか , 伊達 宗 城 (1818 一 92) の 峰 道 中 膝栗毛 」 の 十 返 倫 一 九 (1765 一 1831) が 現われ た 。 ま 
島 落 , 松平 鹿 永 ( 春 , 1828 一 90) の 福井 (越前) 落 な ど で も 有 能 な 中 下級 藻 士 を 藩政 た , 文政 期 以降 , 江戸 町 人 の 生活 , と くに 恋愛 を 主題 に 
職 に 抜 控 し , 三 都 の 商人 や 領内 の 地主 ・ 商 人 と 結び つき , 積極 的 に 藩 営 貿 易 な ど を 行 環 し た 人 情 本 が 女性 を 中 心 に 庶民 に 受け 入れ られ 天保 | : 
権力 を 強化 し た 。 こ れ ら 諸 藩 は , 危機 に 直面 し て 有 能 な 中 下級 藩士 を 藩政 に 登用 し , 藻 リ ) 全盛 期 を 通え た が , ペスト セラ ー に な っ た 『 素 色 
財政 難 打開 の た め に 強引 な 方 法 で 借金 を 整理 し , さら に 藩 自身 が 商業 や 工業 に 乗り 出 尼 旧 着 美 』 の 為 永 春水 は, 天保 の 改革 で 処罰 さ れ た 。 黄 
富裕 化 を めざし , それ に より 軍事 力 の 強化 を は か っ て 薄 権 力 を 強化 し よう と し た 。 こ 相 株 か ら は , 普 表 紙 の 数 冊 分 を 級 じ , 英 討ち 物 を 中 心 
の 藩 は の ち 雄 藩 と し て , 幕末 の 政局 に 強い 発言 と 実力 を も っ て 登場 する こと に な る 。 に 芝居 の 筋 装 き に 影響 を 受け た 合 巻 が 生ま れ ,『 佑 紫 
病 府 も , 幕末 期 に は , 代官 江川 敵意 に 命じ て 伊豆 問 山 に 反射 炉 を 築 か せ た ほ か , フ 到 旧 ? の の 簡 和 交代 実 的 作 家 で ある が , 天保 の 改 | 
ス 人 技師 の 指導 の も と に 横 須賀 抽 鉄 所 を 建設 し た 。 こ れ ら の 茹 府 雄藩 の 洋式 工業 は , 章 で 弾圧 きれ た 。 [ 
由 林 新入 玉林 CS 表 人 赴 生 の 策 埋 全 人 だ これ ら の 絵入り の 本 の 系 統 に 対し , 文 意 を 読 な こと を 
・ 体 と し た 小説 が 読本 で , 歴史 や 伝説 に 材 を 求め た 。 
3. 化 政文 化 「 肌 月 物語 』 の 上 田 秋成 (1734 一 1809) の あと 寛政 期 以降 
ーー “ 江沢 ( 曲 亭 馬 左 (1767 一 1848) が 評判 を 得 た 。「 南 綴 和 見 人 
江戸 時 代 後期 の 文化 ・ 文政 時 代 を 中 心 と する 文化 は ,: 江戸 の 編 炎 伝 」 『 椿 説 弓 張 月 』 が 代表 作 で 。 勧 善後 悪 ・ 因 果 応 報 の 
的 な 繁栄 を 育 景 に , 都市 に 生活 する 人 々 の 活力 に 支え られ て 敗 思想 が 底流 に あっ た 。 こ れ ら の 小説 は , 1808( 文 化 5 ) 年 当時 。 江 
っ て いっ た 。 江 戸 は 最大 の 消費 都市 と し て 上 方 と な らぶ 全国 経済 の 中 心地 に 発達 し , 大 所 に 665 軒 も あっ た 貸本 屋 な ど を 通し て 庶民 に も 読ま れ た 。 | 
を 基盤 と し て 町 人 文化 が 最盛 期 を 迎え た 。 こ の 時 代 の 文化 は , 文化 ・ 文 政 の 年 号 の 一 衝 俳 譜 で は , 18 世 紀 後 半 , 文人 画家 と し て も 有名 な 京都 の 与謝 
と っ て 化 政文 化 と 呼ば れる 。 す (1716 一 83) が , " 無 村 七 部 集 」 を 代表 と する 絵画 的 で 写実 的 な 名 
化 政文 化 の 特色 は , 多種 多様 の 内 容 で 国民 的 な 広がり を も っ て いた こと で ある 。 全国 を 詠み 。 化 政 期 に は 信濃 の 小林 二 茶 (17631827) が 。 家庭 的 な 不 
な 流通 の 活発 化 は 交通 の 発展 を 伴い , 人 と 物 の 全国 的 な 交流 を 生み 出し た 。 経済 の 申出 畔 の 続く な か , 農村 に 生き る 農民 の 生活 感情 に 審 着 し た 「 お ら が 
な っ た 都市 に は 。 さま ざま な 人 と 物 が 集まる と と も に , そこ で 生み 出さ れ た 文化 は 各 員 」 な ど を 残し た 。 俳 譜 は 農村 部 に も 広まり , 富 農 層 を 中 心 に 各 | 
伝え られ た 。 商人 が 基 り めぐ らし た 全国 的 な 商品 流通 綱 は 者 市 と 地方 を 文化 の 面 で 好 に た くさ ん の 俳 略 サー クル が つく られ た 。 ま た ,『 誹 風 柳 多 
ぴ び つけ, 学者 ・ 文 人 の 全国 的 な 交流 , 教育 の 普及 に よる 識字 層 の 増加 , 出版 の 発展 岩 章 。 の 選者 で ある 柚 井 川柳 71g- -90) の 名 に ちな ん だ 俳 譜 か ら 派 
結 伽 に 基づく 寺社 参 語 の 流行 に より , 中 央 の 文化 は 各地 に 伝え られ た 。 この よう に に ーー | し た 川柳 や 大 田 南 届 ( 典 山 人 1749 一 1823) ・ 石川 芝 ( 屋 | 
時 期 の 文化 は , 都市 の みな ら ず 全国 各地 の 人 々 を 基盤 に も っ て いた 。 盛 , 1753 一 1830) ら に 代表 され る 和歌 か ら 派生 し た 竹 歌 が 盛ん 
また , 学問 ・ 思 想 の 分 野 で は 科学 的 ・ 実 証 的 な 研究 が 発展 し , は っ きり し て きた 幕 潤 に つく られ , 社会 や 人 情 の 機 往 を う が ち . な か に は 為政者 を 調 刺 
制 の 動揺 ・ 矛 盾 の 深まり は , その 現実 を 直視 し , それ を いか に 克服 すべ きか と いう 抄 軸 し た り , 世相 を 皮肉 っ た りす る も の も 少な く な か っ た 。 
な 思想 や 意見 を 生み 出し , この 文化 の 特色 の 一 つと な っ て いる 。 和歌 で は 化 政 期 か ら 天保 期 に 香川 時 樹 (1768 一 1843) ら の 桂 較 
化 政文 学 江戸 時 代 後 期 の 文学 は , 政治 ・ 社 会 の 出来 事 や 庶民 の 日 常 生酒 派 が , 上 今 調 の 平 明 な 歌 風 を お こし た が , 一 般 庶 民 に は あま り 浸 透 し な か っ た 。 た だ , 越 
ん に 題材 に され , 巧み な さ し 絵 や 平易 な 文章 に より , 一 部 の 知 和 出 和 崎 の 神仙 邊 邊 (758 一 1831) は 。 万 業 調 の 童心 あふ れ た 独特 の 歌 風 そ つく りあ げた 。 
層 チ の 独占 物 で は な く , 広く 民 剛 に 芝 好 きれ た 。 朋 電 帝劇 で は , 18 世 紀 前 半 に , . 近 松 門 左 衛門 の 指導 を 受け た 竹田 出雲 (? 174) が 『 仮 名 手 
小説 で は , 浮世 草子 が 甘え た あと , 表紙 の 色 か ら 赤 本 ・ 青 本 ・ 黒 本 と 呼ば れ さ し 絵 計 
者 を 引き つけ た 草 到 紙 か ら 発 民 し . 人 ha 江戸 の 週 
の 生活 を 描 く 洒落 本 が 流行 じ だ た 。 も か し ,「 仕 注 庫 江戸 生 人 齢 気 樺 焼 』 を 書い た UM 
作家 で ある 山東 京 伝 1761 一 1816) が , 克 政 の 改革 で 手 鎖 50 日 の 処 劉 を 受け る と 論 炎 
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紀 の 中 ご ろ に 花道 や 回 り 舞台 な どの 劇場 の 舞台 装置 も 工夫 され , その 演劇 的 要素 が 高め 
れ て 人 気 を 集め , 歌舞 伝 が 上 演 さ れ た 中 村 座 ・ 市 村 座 ・ 森田 座 は 江戸 三 座 と し て 栄え た 
化 政 期 に は , 江戸 の 町 人 社会 に 素材 を 求め た 鈴屋 南北 ( 四 世 1755 一 1829) は , 『 東 海道 四 ^ 
怪談 』 を つく り , つい で 河竹 黙阿弥 (1816- ー93) は , 『 白 浪 五 人 男 」 な どの 歌舞 人 狂言 『 の 名 作 
書い た 。 ま た この ころ , 各地 の 自然 や 民俗 そし て 地理 に も 関心 が も た れ , . 山 東京 伝 
沢 馬琴 ら 江 戸 の 文化 人 と 交流 の あっ た 越後 の 鈴木 牧 之 (1770 一 1842) は , 「 北 結語 , を 寺 
て , , 雪 国 の 自然 や 生活 を 紹介 し , . 東北 地方 を 40 年 に わた っ て 旅 し た 三河 出身 の 国学 者 2 
真澄 (1754- 1829) は , 『 管 江 真 澄 施 覧 記 』 の な か で 見 聞 た 5 の R 人 5 や を 組 し た 


ae 人 始ま っ た 『 万 葉 集 : な どの 古典 の 研究 は , 18 世 紀 後 半 に 』 
国学 の 発 半 ・「 古 事 記 』 や 『 日 な どの 訂 の 研 家 へ と 送 、 そ # 


Eeeg 古道 明らか に し よう と する 国 滑 | 
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( 安 水 3 ) 年 , 前 野良 沢 (1723 一 1803) や 杉田 玄白 (1733 一 1817) 
ら が . 西洋 医学 の 解剖 書 『 タ ー ヘ ル = アナ トミ ア 』」 を 訳 述 し た 
' 解 体 新 書 』 を 出版 する と いう 画 期 的 な 成果 を あげ た 。 蘭学 は 
これ を 機 に 発展 期 を 迎え , 医学 ・ 欠 后 1 
どの 各 分 野 で 発展 を みせ た 。 仙台 藩 の 医師 大 槻 玄沢 757 一 
827) は , 『 前 学 階 和 と いう 蘭学 の 入門 書 を 著 わ し , 江戸 に 
攻 蘭 堂 を 開い て 多く の 門人 を 育て た 。 芝 瞳 堂 で は 毎年 大 陽 礎 
の 1 月 1 日 に あたる 日 に 新年 を 祝う オラ ンダ 正月 ( 新 元 会 ) が 
開か れ た 。 その 門人 の 宇田 川 畜 障 (1755 ー97) は , 西洋 の 内 科 
便 を 訳し て 「 西 説 内 科 携 要 。 を 著 わ し , 稲村 三 伯 (1758ー 1811) 
| は 、 わが国 最初 の 蘭 日 辞書 で ある 『 ハ ル マ 和 解 」 を つく っ た 。 
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Er mi 2 江 訳 洋書 や 開 書 か ら 西洋 天文 学 を 学ん だ 天文 学 は 麻田 剛 
1 者 契沖 に 学ん だ : 共 田 春 満 (1669 一 1736) は 『 創 学校 盛 』 を 書い て 国 け (1734-99) ら に より 急速 に 発展 し , 才 府 は 18 世 紀 未 に 天文 
系 | 学校 の 建設 を 説き ,、 その 門人 賀茂 真 潤 (1697 一 1769) は , 倫 教 ・ 仏教 な 方 に , 麻田 か ら 天文 ・ 歴 学 を 学 ん が 高橋 双 時 (1764 一 1804) を 
2 話 の 外来 思想 の 影響 を 受け な いり 日 本 古代 の 思想 , 古道 を 追究 し 、 「 国 間 用 し , 定 政 暦 を つく ら せ た 。 ほ ば ぼ 同 じ ころ , 長崎 通詞 の 志 
0 「 万 葉 考 』 を 着 わ し た 。 この 0 思想 的 に 大 成 し た の が , 人 角 忠 雄 (1760 一 1806)@ は . 『 暦 象 新書 , を 訳注 し て . ニュ ー ト 
拘 2 ら 人 松坂 の 本 居 宣 長 (1730 1801) で ある 。 宣長 は , 『 源 氏 物 語 』 を 研究 し で と の 万 有 引 力 や コペル ニ クス の 地動 説 を 紹介 し た 。 幕府 は ま 
に を の の あわ れ 」 を 主張 し , 『 古 事 記 』 の 精密 な 研究 に より 古道 を 説き , 4 た , 高橋 至 時 に 暦 学 ・ 測 量 を 学ん だ 伊能 皿 散 (745 一 1818) に 考 (賀茂 真 淵 ) 
7? 門 上 放 訟 思想 を 排除 し て 日 本 古来 の 精神 に 帰る こと を 主張 し た 。 宮 長 の 影響 客 欠 国 の 沿岸 を 実測 させ , 伊能 は 地上 の 実測 と 天体 観測 に よる 0 人 9 
前記 けた 平田 入 届 276 一 1843) は , 激しく 仙 教 ・ 仏 教 を 排 琴 し て 日 本 十 近 肉 度 測定 を 組み 合わ せ て 精度 の 高い 『 大 日 本 沿海 典 地 全 図 』 を 
り m 門 明 純粋 な 信仰 を ぶ 復古 神道 を 大 成 し , 農村 の 有力 者 に 広く 受け 入れ 頭 作成 し た 。 = | 赤 ( 脆 東 滑 ) 
衣 | | て 草 末 の 尊王 接 売 運動 に 影響 を 与え た 。 > We 4 府 は , 天文 方 の 高橋 景 保 の 意見 を 入れ て , 天文 方 に 客 書 | 華 夷 通商 考 ( 西 川 如 見 ) 
1780 人 国学 は , 日 本 の 古典 の 研究 に 道 を 開き , 間 の 学者 保 選 一 (76 和解 御用 と いう 機関 を 設 置 し , 多く の 洋学 者 を 集め て 洋書 を | 言 ( 新 7 人) 
語り 1821) は , 草 府 の 援助 を 受け て 和 学 講談 所 を 創立 し , 古典 を 収集 ・ 捉 訳 させ , 洋学 の 成果 を 吸収 する た め , 幕府 の 統制 下 で 西洋 |。 ます 
L so Ed な ' 群 書類 従 』 を 刊行 し て , 歴史 学 ・ 国 文学 研究 に た きく 貢献 し た の 科学 技術 の 研究 に あ た ら せ た 。 フラ ンス 百科 事典 の 翻訳 で 考 (工藤 平助 ) 
| また , 伴 信友 Q773 一 1846) も 古典 の 考証 に 寄与 し た 。 ' ある 玉生 新編 」 や 宇田 川 和 誠 (798 一 1846) の 訳 し た 化学 書 1 と 子 
2 人 6 キリ スト 教 禁 止 , 鎖国 の た め , ヨー ロッ パ @ 『 倒 党 開 宗 』 な ど は , その 成果 の 一 つ で ある 。 学 へ の 関心 は | 豆 と 上 は 
ーー ーー 術 ・ 知 識 の 研究 や 吸収 は 困難 を きわ め た が 計 RS り . NEry の OO 19 世 紀 前 ( ま 間 必 


崎 出 島 の オラ ンダ 人 な ど を 通 じ て し だ い に 学 ば れ て いっ た 。 そ の 先駆 け と し て , 西川 
(1648 一 1724) は , 『 華 爽 通商 考 』 に お いて 海外 事情 と 通商 関係 を 記述 し , 新井 白石 は , 棒 
(宝永 5 ) 年 に キリ スト 教 布 教 の た め 情 久 鳥 に 鞭 人 し た と こ ろ を 捕 を られ た イタ リア 人 人 
師 シ ドッ チ (Siddotti。 1668 一 1714) を 尋 間 し , そこ か ら 得 た 世界 の 地理 ・ 物 産 ・ 民 俗 な ま 
知識 を も と に , 『 楽 覧 異 言 』「 西 洋 紀 聞 』 を 著 わ し た 。 つい で 将軍 吉 寄 は , 実学 と 新しい 
の 奨励 の た め キ リス ト 教 関係 以外 の 漢 訳 洋書 の 輸入 制限 を 緩和 する と と も に , 青木 昆 
野呂 元 丈 (1693 1761) ら に オラ ンダ 語 を 学ば せ た の で , 洋学 : は 蘭学 と し て 発達 し た 。 
いち 早く 取り 入れ られ た の は 。 実用 の 学問 と し て の 医学 や 科学 技術 で あっ た 。 漢 放 | 
で は , 中 国 元 ・ 明 時 代 の 医学 を 重んじ る 当時 の 流れ に 対し て 。 旋 床 実験 を 重視 する 1775( 安 永 4 ) 年 に 来 日 し , 日 本 産 植物 の 学名 を 決め て "日 本 植物 誌 』 を 著 わ し た スウ ェ ー デ ン の 植 
の 医術 に も どろ うと する 古 医 方 が 現われ , その 1 人 の 山脇 東洋 (1705- ー62) は , 18 世 紀 勅 学 莉 ソ ンベルク (Thunberg, 1743 一 1828) も , 江戸 参 府 に 随行 し た 際 に 桂川 南 周 (1754 一 1809) や 中 川 
ろ , 刑死 人 の 解剖 を 行わ せ て 日 本 最初 の 解剖 図録 『 蔵 志 』 を 著 わ し た 。 方 医学 で は , 『 瞳 護 (1736 一 1786) ら と 対話 し 大 き な 影響 を 与え た 。 


内 に は , オラ ンダ 商館 の 医師 で あっ た ドイ ツ 人 シー ー ボ ルト 
(Siebold, 1796 一 -1866) が 長崎 郊外 に 鳴 溢 埋 を . 緒方 洪庵 (1810 
63) が 大 坂 に 適 塾 ( 身 々 斎 事 ) を 開き , 多く の すぐ れ た 人 材 
を 育成 し . の ちの 西洋 文化 吸収 の 土台 を つく っ た @。 


さき ーー 
ァ ッ ーー 


解 ( 稲 村 三 伯 ) 

書 ( ぶ 錦 還 肉 ) 

宗 ( 字 田川 椿 庵 ) 

興 地 全 図 ( 伊 能 中 敬 ) 
始 (杉田 玄白 ) 

夢 物 語 (高野 長英 ) 
機 論 ( 渡 辺 単 山 ) 


適 >cH* 音 汁 中 3 三 


1691 (元禄 4 ) 年 。 1692 (元禄 5 ) 年 の 2 度 に わた っ て オラ ンダ 商館 
の 江戸 参 府 に 随行 し た ドイ ツ 人 医師 ケン ペル (Kampfer。 1651 一 
『16) は , 日 本 の 歴史 , 地理 , 政治 な ど を 論じ た 『 日 本 誌 』 を 著 わ し た 。 志筑 は その 一 部 を 翻訳 し て 
801 ( 亭 和 元 ) 年 に 「 鎖国 論 」 と 題し た 。 鎮 国 の 語 が 初め て 使わ れ た 。 
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中 竹山 ⑪730 一 1804) は , 松平 定信 に 政治 上 の 意見 書 を に iL 5 コト ドレ 1 


ド い し た 。 ま た , 19 世 紀 に 設立 され た 広瀬 淡 窓 ( (782 ニ | 保 元 和 
6) に よる 人 豊 後日 田 の 威 宜 園 や 吉田 松 陰 ( 1830 一 59) | (596-1623 


300 第 3 部 近 世 

し か し 幕府 は , 洋学 を 科学 技術 の 分 野 に 限定 し , 西洋 の 政治 ・ 社 会 ・ 思 想 の 研究 を 通 時 
て 幕府 の 政治 ・ 外 交 な ど を 批判 する の を 抑圧 し よう と し た 。 そ の た め , 1828( 文 政 11) 令 | 
は , シー ボル ト が 帰国 の 際 に も ち 出 し 禁止 の 日 本 地図 を も っ て いた こと か ら 国 外 追 放 誠 9 
















に し , この 地図 を 渡し た 高橋 景 保 関係 者 を 処 前 し た シー ボル ト 事 件 や 。 蘭 府 の 外交 下 が 受け 継い だ 萩 の 松 下村 事 も , 幕末 の 思想 家 や 志士 を ari 
を 批判 し た 渡辺 岸 山 ら を 処罰 し た 刻 社 の 獄 な ど が お こっ て いる 。 そ の た め , その 後 の 瀬 っ = 享 保 一 安 水 

て ご 軸 (TI 呈 一 17 
は 医学 ・ 兵 学 ・ 地 理学 な ど 実学 と し て の 性 格 を 強め た 。 庶民 の 初等 教育 機関 で ある 寺子 屋 は , 19 世 紀 初 め に | my 


8 代 将 軍 吉 款 が , 信 学 に より 武士 ・ 庶 民 を 教化 し よう と し た 計 「 攻 育 爆発 」 と 呼ば れる ほど その 数 が 急激 に 増加 し た 。 浪 | (8! 
も あり , 民間 に も 偏 学 が 普及 し て いっ た 。18 世 紀 後 半 に は , 人 ・ 村 役人 ・ 神 職 ・ 僧 介 ・ 富 裕 な 町 人 な ど に より つく ら | - 
派 や いずれ の 学派 に も くみ せ ず 先行 の 諸 学 説 を 選択 ・ 折 家 し て 正しい 解釈 に いた ろ 項 れ , 6 一 13 歳 の 子供 20 一 30 人 を 集め , 読み ・ 書 き ・ そ ろ 
する 折 東 学派 さら に は 備 学 の 古典 を 確実 な 典拠 に 基づい て 実証 的 ・ 客観 的 に 解 和 開 ば ん な どの 日 常 生 活 に 必要 な 教育 を 行い , 偏 教 的 な 日 党 
う と する 葵 証 学派 が 盛ん に な っ た @。 こ の な か で 華 府 は , 寛政 の 改革 で 朱子 学 を 正 汗 道 舘 も 教え た 。 

し , 1797( 寛 政 9 ) 年 に 官 立 の 押 平 坂 学問 所 (昌平 辻 ) を 設け て , 朱子 学 に よる 草 臣 の 靖 | 女子 教育 も 盛ん と な り , 女子 の 心得 を 説い た 書物 な ど 
機関 と し た 。 ま た 18 世 紀 末 以降 。 多く の 藩 で も 落 士 子弟 の 教育 の た め 藩 学 (藩校 ) が 新 大 
設立 され た り 充 実 さき れる よう に な っ た 。 藩 学 は , 寛政 異 学 の 禁 の 影響 も あっ て , は じ 
隆 学 を 主 と す る 偽 学 の 講義 や 武術 を 教授 する も の が 多かっ た が , の ち に は 洋学 や 国学 再 
り 入れ , 年 齢 や 学力 に 応じ た 学級 制 も 採用 きれ た 。 こ の よう な 動き は , 幕 落 体 制 の 動 播 
打開 する た め に , 幕臣 ・ 族 士 に 対す る 共 健 教育 や 高等 教育 の 必要 性 が 認識 され た か ら 
る 。 そ し て , 城下 町 を 離れ た 土地 に も , こく 和平 い 例 と し て は 17 世 紀 人 後半 に 岡山 藩主 池 国 
区 に よっ て 建て られ 藩 の 授 助 に より 番 二 や 民 抄 の 教育 を 行う 還 谷 学校 や 18 世 紀 初 ぬ め 周 
津 平野 郷 町 の 町 人 が 設立 し た 含 加 堂 の よう な 卿 学 ( 卿 校 ) ち つく られ る よう に な っ た 。 

民間 で も , 武士 ・ 学 者 ・ 町 人 に よっ て 私 塾 が 開か れ , 偏 学 を 中 心 に 国学 や 洋学 な ど 頑 
開き れ た 。 な か で も , 18 世 紀 初め に 大 坂町 人 の 出資 で 設立 され , 幕府 の 援助 も あっ て 革 
立 の 扱い を 受け て いた 大 坂 の 懐 衛 芝 は , 朱子 学 や 陽明 学 を 講義 し , その な か か ら 『 出 肛 
後 ョ 店 を 書い た 富永 仲 基 ( 1715 46) や 『 夢 の 代 』 を 書い た 山上 央 桃 (1748 一 1821) ら 。 性 二 っ 
教 な ど 既成 の 教学 を 批判 する 合理 的 な 考え 方 を も つ 異 色 の 学者 を 生ん だ 。 学 頭 を つと 半 
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藩 学 ・ き 子 屋 ・ 私 塾 の 開業 状況 
も 出版 きれ た 。 ま た , 18 世 紀 の 初 ぬ め , 京都 の 石田 梅 岸 (685 


I744) は, 『 都 逆 問 答 』 の な か で 商業 や 商人 を 低く みる 当時 の 社 } 隊 


EHIMENHIENMNNINEEEIIIIIMIIMNUINIRIIMINEEEIEMIEME 


会 風潮 に 対し て , 商業 ・ 営 利 の 正当 性 と 社会 に お ける 商人 の 存 : 
寿 意義 を 主張 し , 傘 約 ・ 正直 な どの 徳 目 を 平易 に 記し た 。 信教 f 
半値 に 仏教 や 神道 を 加味 し た 町 人 道徳 を 説く 梅 震 の 心 学 は , 弟 : 


京都 出版 物 : 
江戸 地 販 物 : 






了 の 手島 壇 庵 (171886) ・ 中 沢 道 二 (17251803) ら に よっ て 全国 : 
的 に 普及 し , また 各地 の 藩 に 招 か れ て 講義 も 行っ た 。 

これ ら の 庶民 教育 は , 出版 の 盛行 も あっ て 都市 の みな ら ず 農 0 
村 に も 広まり , 封建 社会 で は 世界 に もち めずらし い ほ ど 初 等 教育 
が 普及 し , 識字 率 も 非常 に 高まっ た 。 武士 か ら 座 民 に いた る ま : 
で 教育 が 盛ん と な っ た 背景 に は , 草 藩 制 社会 の 複雑 化 と 行き 詰 : 


まり が ある 。 
PT ーー 幕 藩 体制 の 行き 詰まり と : 
社会 の 変化 は , 思想 の 面 
に も 大 き な 影 響 を 与え た 。 朱 子 学 を 批判 する 諸 学 派 の 登場 , 国 : 
学 や 洋学 な ど 新た な 学問 の 発展 は その 現われ で ある が , 18 紀 紀 : 叶え 四 Tp : 
半ば 以降 に は 幕 藩 体制 を 批判 する 思想 , ある い は 改良 を 説く 経 出版 の 状況 

財 詳 . 対 外 的 危機 へ の 対応 を 論じ る 海防 諭 な ど が 出 て きた 。 と 

〈 に 八戸 の 医者 実 藤 鼻 (1707 ? 1762 は 。 「 自 然 真 党 』 を 著 わ し て , 万 人 が みず か ら 耕 

作 し て 生活 する 自然 の 世 (「 自 然 世 」) を 理想 と 1 "武士 が 支配 し て 農民 か ら 年 貢 を 収 槍 す る 

慎 会 や 身分 社会 (「 法 世 」) を 否定 し 封建 制 を 根底 か ら 批 判 し た 。 

都市 や 農村 の 実状 に 通じ て いる 人 々 の な か で , 切 落 吾 主 に 現状 の 問題 点 を 警告 し , 体制 
の 改良 また は 補強 の た め の 具 体 策 を 論じ る 経世 思想 が 活発 に な っ た 。 海保 青陵 (1755 一 
I817) は 『 策 古 談 』 を 著 わ し , 落 財 政 の 立て 直し に は 消極 的 な 侯 約 政策 で は な く , 発展 し て 
きた 商品 経済 に 対応 し た 藩 営 専売 な ど を 積極 的 に 行う べき で ある と 主張 し , 本 多利 明 
(1743 一 1820) は , 「 西 域 物語 」『 経 世 秘策 』 な ど で , 夷 地 の 開 発 と 西洋 諸国 と の 交易 に よる 
定 国 策 を 論じ , 佐藤 信 淵 (1769 一 1850) は, 「 農 政 本 論 』『 経 済 要 録 』 な ど を 書き , 産業 の 振興 , 
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[1 谷村 (1775 一 1835) は . 考証 学者 と し て 和漢 の 十 典 の 研究 に 業績 を 残し た 。 
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流通 の 国家 的 統制 海外 へ の 進出 な ど を 説い た 。 
18 世 紀 半 ば 以降 に は , 尊王 論 が 主張 きれ る よう に な っ た 。 水戸 藻 

「 大 日 本 史 』 の 編 穫 事 業 を 中 心 に お こっ た 学派 で , 朱子 学 を 軸 に 国学 
神道 を 総合 し , 天皇 尊崇 と 封建 的 秩序 を 説い た 初期 の 水戸 学 は , 箇 | 
も っ て 治め る 王者 と し て の 天皇 を 尊ぶ べき だ と いう 朱子 学 的 な 名 外 還 
か ら 尊 王 諭 を 主張 し た : が , それ は あく まで も 名 分 論 に すぎ な か っ 古 
後期 に は , 藤田 幽谷 ( 774 一 1826) は 専 王 が 基 府 の 権威 を 維持 す 
め に 重要 で ある と 説き , 幽谷 に 学ん だ 会 沢 安 (1782 一 1863) は . 新譜 
で 対外 的 危機 に 対応 し 国家 の 独立 を 雑 持 する 7 た め に 天皇 を 中 。 いと すす 
政治 ・ 示 教 体制 を 構想 し , 幽谷 の 子 で ' 紋 道 館 記 述 義 」 を 書い た 工 
東湖 (1806 一 ー55) や 徳川 斉昭 ら も 尊 土 接 夷 運動 に 強い 影響 を 与え た 。 
7 な 。 垂 加 神 道 を 学ん だ 竹 内 式 部 ( (1712 一 67) は , 京都 で 若い 公家 た ちち 
「 日 本 書 紀 』 な ど を 講義 し 尊王 論 を 説い て 追放 刑 と な り ( 宝 暦 事件 ), さら に 兵法 家 の 山県 
弐 (1725ー 67) は , 『 柳 子 新 論 』 を 著 わ し , 朝廷 が 政権 を 担当 すべ き で ある と いう 尊王 論 を 
き , 幕府 の 腐敗 を 批判 し て 死罪 に 処せ られ た (明和 事件 ) 。 
この ほか, 尊 土 思想 を 説い て 全国 を まわ り , 弄 後 久留 森 で 悲 慣 の あま り 自 殺し た 高山 
九郎 (1747 一 ー93) , 天皇 陵 の 荒廃 を 嘆い て 各地 を 調査 し た 蒲生 君 平 ( (1768 一 1813), 『 日 本 外 東 
な どの 著作 で 意 王 思想 を 説い た 頼 山陽 (1780- 1832) ら が 現われ た 。 
古典 の 研究 , 復古 思想 の 立場 か ら 意 王 論 を 唱え た 国学 者 の 本 居 宣 長 は , 将軍 は 天皇 の 義 
任 ( 御 往 」) に より 政権 を 担当 し て いる の だ か ら . 将軍 の 政治 に 従 が うこ と が 天 息 を 尊ぶ 識 
と に な る と 説き , 幕府 政治 を 否定 する 考え は な か っ た 。 し か し , 平田 入選 の 復古 神道 ば 
各地 の 喪 農 ・ 神 職 た ち に 受け 入れ られ , 幕末 の 尊王 携 夷 運 動 に 影響 を 与え た 。 
化 政 美術 繧 画 に は さま ざま な 画風 が 生ま れ た が , と くに 庶民 に 広く 愛好 き 者 
て 発達 し た の は 浮世 絵 で , 18 世 紀 半 ば に 鈴木 春信 ( (1725 一 70) は 鐘 

と 呼ば れる 多 色 刷 7 の 世 絵 の 版画 を 創作 し , 絵師 ・ 彫 師 ・ 提 師 の 協力 に より 飛躍 的 な 
展 を と げた 。 定 政 期 に は , ' 刀 女人 相 十 品 』 な ど 多く の 美人 画 を 描い た 喜多 川 歌 摩 (1753 
I806), 個性 豊か に 役者 絵 ・ 相撲 絵 を 大 首 絵 の 手法 を 駆使 し て 描い た 東洲斎 写 楽 ( 生 没 
詳 ) ら が 9 AT れ た 作品 を 生み 出し た 。 天保 期 に は 錦絵 の 風景 版画 が 流行 し 「 富 獲 三 十 煮 
景 』 の 葛飾 北斎 (1760 1849) , 「 東 海道 五 十 三次 』 の 歌川 (安藤 ) 広重 (1797 一 1858) ら が . 民 鈴 
の 旅 へ の 関心 と 結び つい て 人 気 を 得 た 。 こ れ ら の 浮世 絵 は , ヨー ロッ パ の 印象 派 の 画 守 
ち に も 強い 影響 を 与え た 。 
古米 か ら の 絵画 で は , 狩野 派 ・ 土 佐 派 が 行き 詰まり を みせ た が , 18 世 紀 半 ば 以降 に 明 
清 の 南画 の 影響 を 受け た 文人 画 ( 南 画 ) と 呼ば れる 画風 が お こり , 池 大 雅 (723- ー-76) と 遇 講 
蘭 村 の 合作 『 十 便 十 合図 』 が 代表 作 で ある 。 この 画風 は 化 政 期 以降 , 江戸 の 谷 文 上 76 
ー1840), その 門人 で 豊後 の 田 能 桂 竹田 (1777 一 1835), . 渡辺 内 山 が 出 て 全盛 期 を 迎え た 。 澤 
松 - 図 故 風 , 「 保 津川 図 選出. な ど を 描い た 京 都 の 円 山 応挙 (1733- ー-95) に 始ま る 円 山 派 は , 
観 的 な 写生 を 重 ん じ , 洋画 の 鹿 近 法 を 取り 入れ て 日 本 的 な 写生 画 の 様式 を つく りあ げ 清 
上 都 の 呉 春 (松村 月 渓 1752 一 1811) が , 文人 画 と 円 山 派 の 長所 を 取り 入れ て 始め た 四 茎 
は , 温 雅 な 筆致 で 風景 を 描き , 幕末 の 上 方 豪商 に 歓迎 され た 。 
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西洋 画 も . 近世 初期 に 南 変人 が も た らし た の ち 一 時 途絶 を えて いた が , 蘭学 の 興隆 と と も 
に 西洋 画 の 技法 や 油絵 具 が 長崎 を 通 し て 伝え られ て 復興 し , 日 本 人 に よる 油絵 の 作品 も 生 
まれ た 。 平賀 源内 1728 一 79), 『 不 る 池 図 』 の 司馬 江 漠 (1747 一 1818, 『 浅 間 山 図 峰 風 」 の 亜 
秋田 藩士 の 小田 野 直武 (1749- ー80) ら が 代表 で ある 。 ま た , 江 漢 は 源 
: ん で 銅版 画 を 創始 し た 。 


図版 特集 


まな 美術 作品 
浮 琴 美人 ・ さ さや き ( 鈴 木 春信 )① 
帰 女 人 相 十 品 ( 喜 多 川 歌 鷹 ) 
ポッ ピン を 吹く 女 
市 川 欠 蔵 (東洲斎 写楽 )@ 
詞 三 十 六 景 (人 飾 北斎) 
甲州 石 斑 沢 


神奈 川 沖 浪 胃 ③ 
東海 道 五 十 三次 (歌川 広重 ) 


十 便 十 - 家 図 ( 池 大 雅 ・ 与 謝 無 村 ) 
春 見 泉 石 像 ( 波 辺 党 山 )④ 


ー 掃 百 態 ( ヶ ) 


守 松 図 訳 風 (円 山 応挙 )⑤ 
保 津 川 図 必 風 ( ヶ ) 
柳 議 群 高 図 記 風 ( 思 過 春 < 松村 月 深 〉) 


丸池 図 (司馬 江 漢 )⑥ 
混 間 山 図 敗 風 ( 亜 欧 堂 田 善 ) 
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上 場 前 の 人 出 ぶっ う 瘍 下面 上 方 に は 和 放 の 行 権 を 示す 
樽 が も うけ られ , また 軒 の 上 に 演目 ・ 役 割 な ど を 宣伝 する 各 
種 邊 板 が か か げ ら れ た 。 江戸 の 劇場 は , あさ 8 お 
方 の 猿 若 町 に 移転 きせ られ . 以後 明治 初 年 まで 芝居 ・ 興 行 街 
と し て きか えた 。( 川 広重 『 東 都 繁 栄之 図 」) 


御 薩 参 り 全 勢 講 の 発展 な ど を 背景 に 上 し 
は ほぼ 60 年 ご と に 爆発 的 な 伊勢 参宮 が 行 本 
参 語 引導 に : 対 し て 治 道 で 食事 や 旅費 な ど 害 
す 「 施 : 行 「」 が 行わ れ た 。 


繁栄 する 江戸 を 中 心 に , 衣食 住 や 娯楽 の 多 方 面 に わた る 都市 文 和 
が 開花 し た 。 精 巧 な 織物 や 手 の こ ん だ 装身具 . ぜいたく な 料理 
初物 の 嗜好 な ど . 奉 や か な 生活 文化 が 展開 し た 。「 世 の 中 が 芝居 の まね を する 」 と いわ れ 夫 
ほど 人 佐 は 大 き な 影響 を 社会 に 写 え , 江戸 三 座 の ほか 寺社 境内 に 20 数 カ所 に お よ 氷 
居 小 屋 が あっ た 。 寺社 境内 や 広小路 防火 用 の 空地 な ど に は 見 世 物 小尾 が 立ち 野外 で 還 
さま ざま な 芸能 が 演じ られ 盛り 場 と し て 賑わっ た 。 講 談 ・ 落語 ・ 曲 芸 な ど が 演じ られ る 諸 
席 は , 1841 (天保 12) 年 に 寺社 境内 も 含め て 233 軒 も ある ほど 人 気 を 呼び , . さ ら に 銭湯 や 
結 床 も 庶民 の 娯楽 の 場 と な っ た 。 寺院 は 修繕 費 や 経営 費 を 得る た め , 縁日 や 開帳 を 催 
民衆 を 境内 に 集め よう と し た 。 開 帳 と は 秘仏 を 公開 する こと で ある が , 都市 の 発展 と と 形 
に 出張 し て 行う 出 開帳 も 広く 行わ れ 。 現在 の 宝くじ に 似 た ば く ち 尋 行 で ある 富 突 ( 富 く じ ) 
も 盛ん で あっ た 。 湯治 や 物 上 導出 な どの 護 民 の 旅 も 流行 し 伊勢 神宮 ・ 普 光 寺 ・ 金 昌 紅 信 
な ど へ の 寺社 参 語 も 盛ん で , 多数 の 民衆 が 爆発 的 に 伊勢 神宮 に 参 語 す る 御 隊 参り も , 江 罰 
時 代 を 通じ て 数 回 お こっ た 。 ま た , 西国 三 十 三 ヵ 所 ・ 四国 八 十 作 カ所 な どの 聖地 ・ 人 
めぐ る 碗 礼 も 盛ん で , さら に , 端午 や モ 夕 な どの 五 節 人 彼岸 会 や 蘭 益 な どの 行事 
定 の 日 に 日 の 出 や 月 の 出 を 待っ 日 待 ・ . 月 待 や 戻 申請 な どの 集まり は , 民間 信仰 で ある と ま 
ゃ も に 娯楽 で も あり , 町 や 村 を 訪れ る 猿 如 し や 万 歳 。 盲人 の 碧 女 や 座頭 の 歌 は 。 人 々 に と 男 
て 楽し み で も あっ た 。 ' 
【 御 薩 参 り 】 ほぼ 60 年 周期 で お こっ た が , 大 規模 な も の は 1705( 宝 永 2 ) 年 , 1771( 明 和 軸 

年 。1830( 天 保 元 ) 年 の 3 回 で , 参 語 者 は 1771 年 に は 約 200 万 人 , 1830 年 に は 約 500 万 人 

し た と いわ れる 。 伊勢 神宮 の お 札 が 隆 る な ど を 契機 と し て 始ま る が , 参宮 者 の な か に ( 語 

子 は 親 の 。 , 妻 は 夫 の , 奉公 人 は 主人 の 許可 な く こ っ そり 出る 抜 参り の 者 も 多く , 日 常 の 

ま ざ ま な 東 縛 や 規制 か ら の 解放 を 願う 面 が あっ た と きれ て いる 。 趣向 を 凝ら し た 衣装 壊 

て 歌い 踊り な が ら 道 中 を 歩く 者 も あり , 沿道 の 富裕 者 は 飲食 物 を ふる まっ た 。 
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押 拓 工 事 を 行う な どの 対応 策 を と ろう と し た 。 

I844 ( 弘 化 元 ) 年 オラ ンダ 国王 が 幕 府 へ 親 書 を 送り , アヘ ン 戦 争 を 教訓 と し て 清国 の 二 
の 鮭 に な な る こと を 回 避 す る た め 開 国 し て は どう か と 勧告 し た 。 華 府 は 。 清国 が アヘ ン 戦 争 
に 収 れ て 香港 を 割 衰 し , 開国 を 余儀 な くさ れ た 情報 を 得 て い た が , オラ ンダ 国王 の 勧告 
を 市 厨 し て 鎖国 体制 を 守 ろ うと し た 。 こ の 年 フラ ンス 船 が , 翌 1845 年 に は イギリス 船 が 
選 束 に 来 誇 す る な ど , 日 本 や 中 国 へ の 寄港 地 と し て 琉球 に 開国 ・ 通 商 を 要求 する 事件 が 
者 こっ て ゆい る 。 

7 メリ カ は 19 世 紀 に 人 る こと, 産業 革命 を 推し 進め て 中 国 と の 貿易 に 力 を 入れ , 太平 洋 を 
上 する 条 や 提 和 般 の 地 と し て 日 本 の 開国 を 求め て きた 。1846( 友 化 3) 年 5 加 
カ 還 イン ド 艦 隊 司 令 長官 ビッ ドル (Biddle, 1783 一 1848) が 浦賀 に 来航 し , 国交 と 通商 を 要 
沙 し た が , 幕府 は その 要求 を 拒絶 し た 。 し か し , アメ リカ は 1848 年 に カリ フォ ルニア で 金 
上 が 発見 され 西部 地方 が 急速 に 開け て いっ た こ と を 背景 に , 太平 洋 を 横断 し て 中 国 と 貿 支 
する こと を 和 企図 し . 同時 に 北 太平 洋 の 捕鯨 業 も 活発 に な っ て いた の で , 商船 や 捕鯨 船 が 燃 
由 ・ 食 糧 の 補給 を 受け , 緊急 時 に は 人 層 難 し 保護 を 受け られ る 寄港 地 が 必要 と な り , 日 本 へ 
の 開国 の 要請 育 は いっ そう 高まっ だ 。 



























「 17 世紀 後半 に 市 民 草 命 を 達成 
紡績 業 を 中 心 に 産業 革命 が 始ま り 。 か 
っ て 工業 生産 力 は 飛躍 的 に 高まっ た 。 こ の よう な 政治 的 ・ 経 済 的 な 動き は , ヨー ロッ 前 
国 や アメ リカ 大 陸 に も お よん だ 。 増大 する 生産 力 と 強力 な 軍事 力 を 背景 に し て , イ ギ 弓 
を は じ ぬ め と する 欧米 列強 は , 工場 制 機械 工業 の 生産 品 の 販売 市 場 と 原料 の 確保 を めざし 
アジ ア へ の 進出 を 開始 し . アジ ア 諸 国 を 資本 主義 的 世界 市 場 に 強制 的 に 組み 込 も ふう と し 
その 過程 で 、 多 く の 国 が 植民 地 ,. また は 経済 的 ・ 政 治 的 に 従属 的 な 地位 に お ちい っ た 。 斉 
の 圧力 は し だ い に 東 アジ ア に お よん で その 先端 が 日 本 に も 達し た 。 ロ シア ・ イ ギリ ス 宮 | 
て げ アメ リカ の 船 が し きり に 日 本 の 港 に 来航 し , 通商 を 要求 する よう に な っ た 背景 に は ,』 
の よう な 世界 情勢 の 大 き な 変 動 が あっ た 。 

東 ア ジア 世界 の 激動 を 告げ る アヘ ン 戦 争 (1840 一 42) に つい て の 情報 は , So 
国 船 に より いち 早く 日 本 に 伝え られ , 幕府 に 強い 衛 撃 を 与え た 。 1842 (天保 13) 年 に 泊 
ンダ 船 が , アヘ ン 戦 独 終結 後に イギリス が 通商 要求 の た め 軍 艦 を 派遣 する 計画 が ある 人 
う 情 報 を も る たら す と , 間 府 は 異国 船 打 払 令 を 緩和 し て 苦 水 給与 令 を 出し , 豆 者 し た 殖 
船 に は 新 水 ・ 食糧 を 与え る こと に し た 。 こ れ は 。 , 打 払 令 に より 外国 と 戦争 に な る 誠 険 奏 
ける た めで あっ た 。 そ し て 。 江戸 浴 防 備 の た め 川 越 湊 と 忍 藻 に 警備 を 命じ , 江戸 ・ 大 坂 
辺 の 支配 を 強化 する た め 上 知 令 を 出し . S お に 。 外国 給 に よる 上 方 や 東北 地方 の 上 還 
念 に 入る 如 船 へ の 妨害 に より 江戸 ! 引 SD270SEU 呈 旗 


は 年 織 4 邊 事 いて 清吉 に 来航 じ 。 フイ ル モ ア 大 統領 (Filimorei 1800=1874 
の 国書 を 提出 し て 開国 を 求め た 。 幕 府 は , すでに 前 の 年 に オラ ンダ 商館 長 か ら 情報 を 得 て 
いた が . 有効 な 対策 を 立て られ な か っ た 。 幕府 は , 朝鮮 ・ 琉 球 以外 の 国 か ら の 国書 は 受領 
し な いと いう 従来 の 方 針 を 破り , ペリ ー の 強い 態度 に 押さ れ て 国書 を 正式 に 受け 取り , 登 
誕 に 国書 へ 回 答 す る こと を 約束 し て と りあ え ず 日 本 を ま ら せ た 。 そ の 直後 に , ロシア 使節 
アウ ゥ チャ ー チン (Putyatin, 180383) も 長崎 に 来航 し , 開国 と 国境 の 画定 を 要求 し た 。 
ペリ ー は 翌 1854 (安政 元 ) 年, 軍艦 7 隻 を 
過 い て 再び 浦賀 に 来航 し , 江戸 湾 の 測量 を 
証 うな ど 軍 事 的 な 圧力 を か けつ つ , 条約 の 
結 を 強硬 に 飼っ た 。 幕府 は , その 威力 に 
ev な お , 神奈 | 
| 宿 の 近く で 交渉 と 調 邑 が 行わ れ た の で , 
の 条約 を 神奈 川 条 約 と も 呼ん で いる 。 
[日 米 和 親 条 約 】 条約 は 12 条 か ら な り , 
(1) ア メリ カ 船 が 必要 と する 燃料 や 食 和 
な ど を 供給 する こと , (2 直 難 船 や 生 組 
員 を 救助 する こと , (3 下田 ・ 箱 館 の 2 
港 を 開き , 絹 事 の 駐在 を 認め る こ と , (4) 
アメ リカ に 一 方 的 な 最 恵 国 待遇 を 与え 
る こと , な ど を 取り 決め た 。 一 方 的 な 
最 恵 国 待遇 と は , 日 本 が アメ リカ 以外 
の 国 と 結ん だ 条約 で , 日 本 が アメ リカ 
に 与え を た より も 有利 な 条件 を 認め た と 
き は , アメ リカ に も 自動 的 に その 条件 
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列強 の ア ジア 進出 (19 世 紀 半 ば こ ち ) 


こう し た 要請 を 痛 景 に , 1853( 系 永 6 ) 年 . アメ リカ 東 イ ンド 艦隊 司令 長 官 ペリ ー (Perry, 
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を 適用 する こと を いう が , 相互 に 最 恵 国 待遇 
与 える の で は な く 日 本 が 一方 的 ( 片 務 的 ) に “ 

る 小 平等 な る の で あっ た 。 

ペリ ー に つい で ロシア の プッ ゥ チャ ー チ ン も 凍 計 
来航 し , 下田 で 日 角 和 親 条約 を 締結 し た 。 こ の 
約 で は , 下田 ・ 箱 館 の ほか 長崎 も 開港 する こと 
定め , 国境 に つい て は 千鳥 列島 の 択 提 島 以 南 を 
本 領 得 撫 鳥 以 北 を ロシア 領 と し , 槍 大 は 両国 9 
雑居 の 地 と し て 境界 を 決め な いこ と に し た 。 う づつ 





長崎 の 海軍 伝習 所 1855( 安 政 2 ) 年 に 長崎 西 役所 に 


設置 され 。 こ こ で 奏 府 は オラ ンダ か ら 購 入 し た 泰 気 "" 」 リノ" イフ ンダ と も 同じ 円 傘 の 条 和 人 
船 の 軍艦 な ど を 用 い 、, 勝海 舟 ら の 指導 で 操船 技術 び , 200 年 以上 に わた る 鎖国 政策 に 終止 符 を 打 
者 を 伏 成 し た 。 


て 開国 する こと に な っ た 。 
1853( 間 永 6 ) 年 に ペリ ー が 来航 し た 直後 , 海中 阿部 正弘 (181957) は ペリ ー の 来 日 名 
メリ カ 大 統領 国書 に つい て 朝廷 に 報告 し , 先例 を 破っ て 諸 大 名 や 幕臣 に 国書 へ の 回 答 
いて 意見 を 提出 きせ た 。 幕府 は , 朝廷 や 大 名 と 協調 し な が ら こ の 難局 に あ た ろ うと し た 明 
この 描 軒 は 朝廷 を 現実 政治 の 場 に 引き 出し て その 権威 を 高め る と と も に 。 諸 大 名 に は 吉 
へ の 発言 の 機会 を 写 え る こと に なり, 共 府 の 笛 制 的 な 政治 運営 を 転換 させ る 契機 と な っ 表 
まだ た, . 基 府 は 越前 滞 主 松平 鹿 永 1828 一 90) ・ 導 摩 落 主 島津 斉 杉 (809 一 58) ・ 宇和 島 藩 地 
達 宗 城 ( 1818 一 92) ら の 開明 的 な 藩主 の 協力 も 得 な が ら , 幕臣 の 永井 商 志 (1816 91)・ 、 馬 測 
(1818 一 61) ・ ・ 川 路 聖 語 (1801 一 68) ら の 人 材 を 登用 し . きら に 前 水戸 藩主 徳川 斉昭 8 IE 
60) を 幕政 に 参与 きせ た 。 
国防 を 充実 きせ る た め ぬ め , 江川 英 竜 に 命じ て 江戸 湾 に 台場 (砲台 ) を 築き 。 武家 諸 法 度 で 
定 し た 大 船 建 造 の 禁 を 解き , 長崎 に は 洋 区 の 操作 を 学ば せる た め の 浅 軍 人 
戸 に は 軍事 を 中 心 と し た 洋学 の 教育 ・ 翻訳 機関 と し て の 薔 書 調 所 , 幕臣 と その 子弟 
事 教育 を 行う 講 武 所 を 設 メ け る な どの 改革 (安政 の 改革 ) を 行っ た 。 また , 諸 落 で も 水戸 局 
児島 ・ 萩 ・ 佐 賀 落 な ど で は , 反射 炉 の 建造 . 大 砲 の 製造 , 洋式 の 武器 や 軍 燃 の 輸入 な 
よる 軍事 力 の 強化 を は か っ た 。 | 
日 米 和 親 条約 に 基づき , 1856( 安 政 3 ) 年 。 ア メリ カ の 初代 駐日 総領 事 と し て 下田 に 計 f 
し た ハリ ス (Harris, 1804 一 78) は , 翌 57( 安 政 4 ) 年 江戸 に 入っ て 将軍 に 調 見 し , 強い 委 
で 通商 条約 の 締結 を 求め た 。 ハ リス と の 交渉 に あたっ た 老 中 首座 堀田 正 睦 (181064) 3 「 
勅許 を 得る こと に よっ て 通商 条約 を めぐ る 国内 の 激しい 意見 対立 を お さえ よう と 上 京 瞳 
アメ リカ を は じ ぬ め と する 列強 と 戦争 に な る こ こ を 避け る だ た め 条 約 を 生 ば さる を 得 な いと 六 
を 説得 し た 。 堀田 は 勅許 を 容易 に 和 侍 られ る も の と 判断 し て いた が , 朝廷 で は 孝明 天皇 ( 閥 
1846 一 66) を 先頭 に 条約 締結 反対 ・ 鎖 国 接 夷 の 空気 が 濃く , 勅許 を 得る こと が で き な か っ 
と ころ が 1858 年 , アァ ロー 人 号 事件 (第 2 次 アヘ ン 戦 争 ) で 清国 が イギリス ・ フ ラン ス に 購 
し 天津 条約 を 結ん だ こと が 伝え られ る と , ハリ ス は これ を 利用 し て イギリス ・ プラ 壮 
首 威 を 説き , 時 通商 朱 約 に 調印 する よ う 追っ た 。 大 老 に 就任 し た 井伊 直弘 (1815- 肖 
勅 置 を 得 ら れ な いま ま , 同年 6 月 日 米 修好 通商 条約 に 調印 し た 。 し か し , この 調印 
対 派 か ら 違 勅 調印 で ある と し て 激しい 幕府 へ の 非難 と 攻撃 を 生ん だ 。 
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[日 米 修好 通商 条約 】 こ 第 第 第 
の 4 の な 本 を 利 大 所 還 く の 且 全 親和 全 放 系 
ROW は 地 本 | 休 公 中 中 中 中 
の 開 市 (2 通商 は 自由 折 本 へ ュ 人 を 回 カ 抽 胃 品 呈 牙 四 る %・ 放 
易 と する こと , (3 開港 場 | 和信 し ル に 納 地 に 方 に に 千 千 同 西 へ 箱 運 
6 : き ょ に 信 、? 痕 対 む に な の 載 人 し 八 八 断 洋 し 館 商 
に 外国 人 が 居住 する 大 」 た 生還 し へ 輸 。 せ 国 た て 百 百 紀 ' 慈 季 
人 の 日本 国内 の 旅行 を 禁 | 受 で 加 て を 出 ロ 物 地 薄 三 年 人 人 
じ る こと , な ど が 定め ら | 春 時 人 吟 犯 : の 林 を は は 年 一 百 区 
EK が IM 人 りり あの 人 代 AS 
幕 叶 対 の る 人 人 具 時 す 月 3 ご 
留 地 に 在留 する 外国 人 の | 未 演 し 上 亜 "`、 ぐす 利 ' へ 一 日 元 あ 
外 度 いい 晶 別 こる 加 mx し B 年 所 
裁判 は , 本 国 の 法 に 差 づつ 国 人 M 法 亜 利 冊 れ 協 上 上 “ ど 七 の ) 
き 本 国 の 領事 が 行う と | 関 で を 墨 加 MM NN 人 
いう 領事 裁判 権 を 認め 。 | 人 っ 日 を 
(5 膳 税 に つい て は 日 本 側 | 書 へ た rl 3 の 
に 税率 を 自主 的 に 決定 す | し 自腹 量 役 "な す を の 





る 権利 で ある 関税 自主 権 ーーーー 
が な く . 相互 に 相談 し て 全 14 条 の うち 第 3 条 は 自由 貿易 を 規定 し , 第 4 条 に みえ る 別 芋 ( 質 易 誤 ) に 
は 関税 自主 権 を 欠き , 第 6 条 で は コン シュ ル (【 領 事 ) の 裁判 権 を 認め ( 治 外 法 


決め る 協定 関税 制 を こる ,。 時 、 テ メリ カ 人 の 犯罪 に つい て は , 日 本 側 で 裁判 が 行 を な い 一 方 的 な も の 
と いう 条項 を 含む 不平 等 で ぁ っ ょ た 。 


条約 で , 明治 維新 後に 条 
約 改正 が 大 き な 政 治 問題 と な っ た だ 。 


幕府 は つい で : オラ ンダ ッ ュ ロ シア デイ ギリ え フラ ンス と も 同様 の 条約 を 結ん だ (安政 


の 五 力 国 条 約 )。 こ の 条約 に より 日 本 は 欧米 語 国 と 貿 を 開始 し , 資本 主義 的 世界 市 場 の 


な か に 組み 込ま れ た 。 な お, 開港 場 の う ち 神奈 川 は 交通 量 の 多い 宿 場 で あっ た の で 近接 
し た 横浜 に か えら れ . 横浜 開港 と と も に 下田 は 閉鎖 され 家 庫 も 1867( 鹿 庶 3 ) 年 よう や 
〈 開港 の 勅許 を 得 た が , 実際 に は 現在 の 神戸 に な り , 新潟 も 貿易 港 と し て 改修 する 必要 が 
ある と し て 人 遅れ , 開港 は 1868( 明 治 元 ) 年 と を っ た 。 まだ, 1860 (万 延 元 ) 年 幕府 は 日 米 眉 


好 通 商 条約 批 準 革 の 交換 の た め 。 外国 奉行 新 見 正興 (1822 一 69) を 肖 席 全権 と し て アメ リカ 


に 派遣 し , この と き 勝義 邦 (海舟 1823 一 _99) ら が 剖 府 軍艦 成 臨 丸 を 操 終 し て 太平 洋 横断 
に 成功 し た 。 清 国 な ど が 結ん だ 条約 と 比較 し て 内 容 的 に は それ ほど は 違わ な い が , 戦争 に 
か AE 少し 有利 で あっ た と きれ る 。 

貿易 は 。 1859 (安政 6 ) 年 か ら 横 浜 ・ 長 崎 ・ 箱 館 の 3 港 で 始 
まう 7 だ る 輸出 人 品 の 取引 は 。 居留 地 に お お いて 外国 商人 と 日 


本 人 の 売 込 商 と 呼ば れ た 輸出 品 を 売 り 込 む 貿易 商 や 引取 商 と 呼ば れ た 輸入 品 を 買い 取る 


日 本 商人 と の 間 で , 銀貨 を 用 いて 行わ れ た 。 輸出 入 額 で は 横浜 が 取引 の 相手 国 で は イ ギ 
リス が 圧倒 的 に 多かっ た 。 日 本 か ら の 輸出 品 は , 生糸 が 80% に お よび , つい で 茶 ・ 窒 卵 紙 

, 海産 物 な どの 半 製 品 ・ 食 料 品 が 多く , 輸入 品 は , 毛織 物 ・ 旨 織 物 な どの 繊維 製品 が 70%% 
を 超え , つい で 鉄砲 ・ 艦 船 な どの 軍 策 品 が 多かっ た 。 
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っ ハリ ス か ら 通 商 条約 の 調印 を 迫 ら れ て 
政局 の 転換 SS 人 萌 府 で は 13 代 音 軍 家 定 


310 第 4 部 近代 ・ 現 代 








































は じ め は 輸出 が 多く まもなく 輸入 超過 





幕末 の 動き (月 は 障 馬 ) 


っ た が , 貿易 額 は 全体 と し て 急速 に 増大 し , 1853. 6 ペリ ー 来 航 

に 刺激 きれ て 物価 が 上 昇 す る 一 方 , 国内 産業 是 824 一 58) に 子 が な か っ た た め , その 後継 を 誰 に する の か と い 7 プ ウ チャ ー チ ン 来 航 
: 通 の 面 で 大 き な 変化 が 現われ た 。 輸 出品 の 大 吊 ) 和 軍 秩 呈 問 題 が 大 き な 争点 と な っ て いた 。 直前 沙 主 松平 ry 

占め た 生糸 を 生産 する 製糸 業 な ど で は , マニ ミ ・ 放 諸島 津 斉 秒 土佐 主 山内 全 信 ら 雄 藩 の 洛 主 は ,「 生 Re 
: ァ ク チュ プア 経営 が 発達 し た が , 一 方 機械 で 生 敵 ・ 美 明 」 な 将軍 の 擁立 を か か げ て 徳川 斉昭 の 子 で 一 - 橋 家 の 徳 d 安政 の 大 獄 (一 59 年 ) 
れ た 安価 な 綿織物 の 大 量 の 輸入 が , 農村 で 発 適 川 塵 喜 (1837 一 1913) を 推し , 譜代 大 名 ら は 幼年 で は ある が 血統 |1860. 6 本 ぐ の 


NM 主 徳川 鹿 福 (の ら 家茂 1846 一 66) を 推し て 対立 し 
。 慶喜 を 推す 一 橋 派 は , 雄 沙 の 幕政 へ の 関与 を 強め て 草 府 と 
か 鹿 福 を 推す 南紀 派 は 。 幕 
診 の 専制 政治 を 維持 し よう と し , 朝廷 も 巻き 込ん で 激しく 汗 っ 
た 。 結局 。 通商 条約 を めぐ る 朝廷 と 幕府 の 対立 , 将 還 継 画 間 題 
を めぐ る 大 名 間 の 対立 と いう 難局 に 対 短 す る た め 。 南紀 派 の 彦 
選 潜 主 井伊 直 敵 が 大 老 に 就任 し , 勅許 を 得 な いま ま 日 米 修 好 通 
前 条約 に 調印 する と と も に , 一 笑 派 を 押し 切っ て 度 福 を 将軍 の 
卓 環 に 定め た 。 
通商 条約 の 調印 は 開港 を 好ま な い 却 明 天 皇 の 激しい 怒り を 招 


: て いた 綿 作 や 綿織物 業 を 強く 圧迫 し て いっ た 。 
さら に 流通 面 で は , 輸出 商品 の 生産 地 と 直 擁 
び つ いた 在 郷 商人 が 問屋 を 通さ ず に 直接 商品 害 
: 港 場 に 送っ た の で , 江戸 を は じ め と する 大 都 南 
: 間 屋 商人 を 中 心 と する 特権 的 な 流通 機構 は し 老 
: に 崩れ , さら に 急速 に 増大 する 輸出 に 生産 が 週 
5 る 2 の 0 に 交 間 勝 し た 。 そ こ で 球 府 は 織 
貿易 の 発展 の 狗 卓 を は か り , 1860 (万 延 元 ) 年 , 雑穀 ・ 人 
・ 歳 ・ 内 服 ・ 生 率 の 5 品 は , 横浜 直送 を 禁止 関 


較 は 五 品 江戸 罰 送 令 
和 宮 . 江戸 に くく 門 人 
の 恋 


か し た も まがい 
















1 
8 生 導 事 件 
1863. 5 長州 藩 . 外 国 船 砲撃 
7 蘭 英 戦争 
B 八 月 十 人 日 の 政変 








長州 征討 (一 12 月 ) 


必ず 江戸 の 問屋 を 経て 輸出 する よう に 命じ た ( 五 品 江戸 送 令 ) 。 し か し , 在 卿 商人 の 掴 A、 幕 府 へ の 悦 勅 調印 の 非難 は 高まっ た が , 井伊 は 一 橋 派 を 厳 四国 艦隊 . 下関 砲撃 
と , 条約 に 定め られ た 自由 貿易 を 妨げ る 措置 で ある と する 列強 の 抗議 に あい 効果 は あ 頑 し く 取 り 締まり , 公家 や 大 名 と その 家臣 , さら に は 幕臣 た ち 多 4 ン 
な か っ た 。 災 そ 処罰 し 弾圧 し た 。 こ の 安政 の 大 蜂 で は 徳川 草 昌徳 川 度 | gp ] 尊 還 

また 。 金銀 の 交換 比率 が , 外国 で は 1 : 15, 日 本 で は 1 : 5 と 著しい 差 が あっ た た め 界 ・ 松 平鹿 氷 ら は 表 居 ・ 座 横 な ど を 命じ られ , 越前 藩士 の 橋本 5 改 税 約 書 調 
外国 人 は 銀貨 を 日 本 に も ち 込 ん で 日 本 の 金貨 を 安く 手 に 入れ , その 差額 で 大 き な 利 益 割 た 内 ( 1834 一 59) . 長州 藩士 の 吉田 松 際 (1830 一 59)・ 着 狭小 浜 落 6 長州 再 征 (8 月 ) 
ょ うと し た た め , 10 万 両 以 上 の 多量 の 金貨 が 海外 に 流出 し た 。 幕府 は 金貨 の 品位 を 大 幅 の 析 田 法 浜 (tg15 一 59) ・ 頼 山陽 の 子 三樹 三郎 (1825 一 59) ら が 処 入れ IT 
引き 下げ た 万 延 小 判 を 鋳造 し て この 事態 を 防 ご うと し た が , 貨幣 の 実質 価値 が 下がっ 電 用 きれ る な ど , 処罰 を 受け た 者 は 100 名 を 超え た 。 し か し , こ 1 
め 物 価 上 昇 に 拍車 を か ける こと に な り , 下級 武士 や 庶民 の 生活 は 著しく 圧迫 きれ た 。 の 厳し い 弾圧 に 慎 激 し 水 戸 沙 を 脱藩 し た 浪士 た ち は , 1860( 万 10 大 政 奉還 . 討幕 密 勅 


多元 ) 年 , 井伊 を 江戸 城 桜 田 門外 に 毅 っ て 暗殺 し た 。 こ の 桜 田 
門外 の 変 の 結果 , 幕府 の 専制 的 な 政治 に よっ て 事態 に 対処 し ょ 
5 と する 路線 は 行き 詰まり , 幕府 の 独裁 は 崩れ 始め た 。 
桜田 門外 の 変 の あと 。 幕政 の 中 心 に すわ っ た 老 中 安藤 
「 信正 (181971) は 。 通商 条約 調印 に より 対立 し た 朝廷 と 

の 関係 を 改善 し それ に よっ て 幕府 批判 勢力 を お さえ 込み , さら に 条約 問題 で 分 仙 し た 国 
有 諭 を 統一 し て 幕府 の 権威 を 回 復 す る た ぬ め , 朝廷 ( 公 ) と 幕府 ( 武 ) が 協調 し て 政局 を 安定 きせ 
よう と する 公武 合体 政策 を 進め た 。 それ を 象徴 する も の と し て 。 考 明 天皇 の 妹 和 宮 (846 
-77) を 将軍 家茂 の 夫人 に 迎え る こと に 成功 し た が , 有栖川 錠 宮 爆 仁 親 王 (1835 一 95) と の 結 
謝 が 決ま っ て いた に も か か わら ず 降 辺 さ せ た 強 引 な 政 結 婚 は , 尊王 拉 夷 論者 か ら 激 し く 
非 殿 され , 安藤 は 1862( 文 久 2 ) 年 , 江戸 城 坂下 門外 で 水戸 藩 を 脱藩 し た 浪士 ら に 襲わ れ 
傷つき, ま も な < く 失脚 し た (坂下 門外 の 変 )。 

葉 府 に よる 公 武 合体 策 は 頓挫 し た が , 11 代 将軍 家斉 の 夫人 が 島津 重 府 (1745 一 1833) の 子 
で 近衛 家 の 養女 で あっ た こと な どか ら 知 られ る よう に , 朝廷 ・ 幕府 の 叉 方 に つなが り の 深 


た め 貿 易 に 対す る 長 感 が 高まり , 反 幕 府 的 機 軍 と と も に 激しい 拉 夷 運動 が お こる 一 因 頭 王政 衝 古 の 大 号令 


らち を に ES 外国 人 を 襲う 事件 が あい つぎ , 1860 (万 延 元 ) 年 。 ハ リス の 通訳 で あっ だ 
ラン ダ 人 ヒュ ー ス ケン (Heusken。 1832 一 61) が 江戸 の 三田 で 論 摩 藩 の 浪士 に 斬り 殺 き 』 
きら に 弄 品川 拓 上 の イギリス 伯 公 全館 が 水戸 用 士 の 区 を 受け 館 上 が 負傷 し 
禅 寺 事 件 。 1862 (文久 2 ) 年 に は , 神奈 川 宿 に 近い 生 村 で . 江戸 か ら 帰 る 途中 の 島津 天 
(817 一 87) の 行列 の 前 を 横切っ た イギリス 人 を 了 摩 落 士 が 斬っ た 生 才 事 件 さら に , “ 
年 の 暮れ , 品川 御殿 山 に 建設 中 の イギリス 公使 館 を 高杉 普 作 (1839 一 67) ・ 久坂 支 増 (8 
64) ら が 般 っ て 焼い た イギリス 公使 館 焼き 打ち 事件 な ど が お こっ て いる 。 生 才 事件 は 上 
ち に 論 英 戦争 の 原因 と な っ た 。1861( 文 久 元 ) 年 に は , ロシア 軍艦 ボサ ドニ ッ ク 号 が 対 賠 
停泊 し , 租借 地 を 要求 する 対馬 占拠 事件 が お こっ た 。 対 馬 の 半 植民 地 化 の 危機 に 島民 大 
し く 抵 抗 し . イギリス の ロシア へ の 抗議 も あり 退去 し た 。 
幕府 は , この よう な 開港 に よる 物価 膳 貴 と 携 夷 運 動 を 恐れ , 安政 五 カ 国 条約 に も り 崩 
れ た 江戸 ・ 大 坂 の 開 市 と 兵庫 ・ 新 潟 の 開港 期日 の 延期 を 交渉 する た め , 1862( 文 久 2 ) 進 
遣 欧 使 節 を 派遣 し , イギリス と ロン ドン 覚書 を 結 記 な ど し て 開 市 ・ 開 港 を 延期 し た 。 













































312 第 4 部 近代 ・ 現 代 第 9 章 近代 国家 の 成立 313 


い 外 様 の 区 摩 藩 が 独自 の 公武 合体 策 の 実現 に 動い た 。 芋 の 父島 津 久 光 は 1862( 文 炎 
年 , 寺田 屋 事件 な ど で 藩 内 の 尊王 接 爽 派 を お さえ つつ . 和合 大 宣 千 dpl-r9) と と 災 
江戸 に 赴き , 幕政 の 改革 を 要求 し た 。 幕府 は 際 摩 藩 の 意向 を 入れ て , 松平 慶 永 を 政 
職 に , 徳川 鹿 喜 を 将 軍 後 見 職 に 任命 し た 。 ま た , 京都 語 代 な ど を 指揮 し て 京都 
安 維 持 に あたる 京都 守護 職 を 新設 し て 会 津 藩主 松平 容保 (1835 93) を これ に 任命 し , 
せ て 参勤 交代 を 3 年 に 1 回 に 緩和 し , 西洋 式 軍制 の 採用 , 安政 の 大 獄 以来 の 処 六 者 の 青 
な ど , 文久 の 改革 と 呼ば れる 改革 を 行っ た 。 
この よう に 公武 合体 運動 が 幕府 や 雄藩 藩 主 届 を 中 心 に 進め られ た の と 並行 し て , 下 
士 を 中 心 と する 尊王 捕 夷 派 の 動き が 激しく な っ て いっ た 。 章 王 接 夫 論 は , 尊王 論 と 接 
と を 結び つけ た 後期 の 水戸 学 の 思想 で , 藤田 東湖 ・ 会 沢 安 ら が 中 心 で あっ た 。 尊 王 詩 
れ 自 体 は 将軍 の 支配 の 正統 性 を 権威 ざけ る も る の で あっ た が , 対外 的 な 危機 が 迫る と 接 箇 | 
と 結び つき , 欧米 列強 の 圧力 に 屈服 し て 開国 し た 幕府 の 姿勢 を 非難 し , 実践 的 な 政治 工 
思想 と な っ て いっ た 。 
尊王 携 夷 派 の 中 心 に な っ た 長州 落 も , は じ め は 公武 合体 運動 を 進め て いた が . 18626 
久 2 ) 年 に 中 下級 藩士 の 主張 する 尊 失 論 を 藩 論 と し , 朝廷 内 部 の 意 失 派 の 公家 と も 結 夫 
京都 で 活発 に 動い て 政局 の 主導 権 を 握っ た 。 尊 携 派 が 優位 に 立っ た 朝廷 は , し きり に 獲 
の 決行 と 鎖国 へ の 復帰 を 幕府 に 迫り , 幕府 は 捧 夷 決 行 の 意思 を も た な か っ た が , や む 玉 
1863( 文 久 3 年 5 月 10 日 を 期し て 接 夷 を 行う こと を 諸 藩 に 通達 し た 。 長 州 沙 は これ に 應 
その 日 , SA 
真木 和泉 ( (1813 一 64) ら は 孝明 天皇 が 大 和 に 行幸 し 天 み ず か ら 拉 夷 戦 争 の 指揮 を 
計画 も た て た が , この 長州 藩 を 中 心 と する 尊 失 派 の 動き に 対し て , 莉 摩 ・ 会 津 の 両 灘 周 
延 内 部 の 公武 合体 派 の 公 * 家 と 連携 し , ひそ か に 反撃 の 準備 を 進め て いた 。1863( 文 久 1) 
8 月 18 日 , 藤 摩 ・ 会 津 両 藩 兵 が 御所 を 固め る な か , 長州 藩 の 勢力 と 急進 派 の 公家 三条 誠 
(1837 一 91) ら を 京都 か ら 追 放し , 和 の 導 権 を 等 い 返し た (月 人 日 の 成語 
の 前 後 , 京都 の 動き に 呼応 し て , 公家 の 中 山 恵 光 (184564., 土佐 藩士 の 吉村 虎太郎 ( 18 外国 勢力 の 介入 の 危険 が 高まっ た 。 
ー69) ら が 大 和 互 条 の 天 府 代 和 所 を 舞っ た 丈 組 の 変 。 また 。 福岡 革 を 悦 落し た 平 7 ーー | いっ た ん 幕府 に 屈服 し た 長州 藩 で は , 拓 夷 の 不可 能 な こと 
臣 (182864), 公家 の 沢 宣 (1835-73) ら が 但馬 生野 の 幕府 代官 所 を 襲っ た 生野 の 変 3 計 夢 動 の 展 | を さき とっ た 高杉 普 作 ・ 桂 小 五郎 (木戸 孝 多 , 1833 一 77) ら は , 
小四郎 (184265) ら 水戸 藩 尊 接 派 が 筑波 山 に 挙兵 し た 天狗 党 の 乱 な ど , 尊 携 派 の 挙 話 者 寿 に し た が お うと する 藩 の 上 大 部 に 反発 し , 高杉 は 奇 兵隊 を 率い て 1864 (元治 元 ) 年 12 有 
いつ いで お こっ た が , いずれ も 失敗 に 終わ っ た 。 に 下関 で 挙兵 し , 藩 の 主導 権 を 握っ た 。 こ の 勢力 は 領内 の 豪商 ・ 豪 農 や 村 役 人 層 と 結ん で 
八 月 十 八 日 の 政変 で 失っ た 勢力 を 回 復 する 機会 を うか が っ て いた 長州 藩 は , 1864 ( 鹿 大 順 の 藩 論 を 転換 させ , 軍制 改革 を 行っ て 軍事 カカ の 強化 を は か っ て いっ た 。 
元 ) 年 京都 の 旅館 池田 屋 で 20 数 名 の 尊 接 派 の 志士 が 京都 守護 職 の 指揮 下 で 京都 市 量 長州 藩 の 藩 論 が 一 変 し た た め , 幕府 は 再び 長州 征討 (第 2 次 ) の 勅許 を 得 て 諸 藩 に 出兵 を 
警備 に あたっ て いた 近藤 勇 (183468) ら 新撰 組 に よっ て 和 殺傷 され た 池田 屋 事件 に 慣 激 し 命じ た 。 し か し , 携 夷 か ら 開国 へ と 藩 論 を 転じ て いた 立 摩 落 は , 長州 薄 が イギリス 賀 易 商 
藩 兵 を 京都 に 攻め の ぼら せ た 。 し か し , 迎え 撃っ た 幕府 側 の 薩摩 ・ 会 津 ・ 系 名 の 藩 兵 攻 人 の グラ バー (Glover, 1838 一 1911) か ら 武 器 を 購入 する の を 仲介 する な ど , ひそ か に 長州 
所 付近 で 戦い 敗走 し た 。 こ の 事件 が 京都 御所 周辺 で お こっ た の で , 禁門 の 変 あ る い ほ 職 散 を 支持 する 姿勢 を 示し た 。 
御門 の 変 と 呼ん で いる 峰 1866 (慶応 2 ) 年 に は , 土佐 洪 出 身 の 坂本 竜 馬 (1835ー 室 本 】・ 中 岡 慣 太 郎 (1838 67 2 の 
開府 は 尊 拉 派 に きら に 打撃 を 加え る た め 。 禁門 の 交 の 罪 を 問 う と いう 理由 で 朝廷 が 仲介 で , 産 磨 落 の 西郷 隆盛 と 長州 洛 の 木戸 学区 らち が 相互 援助 の 密約 を 結び ( 攻 長 盟約 ), 
州 征討 (第 1 次 ) の 勅 書 を 出さ せ , 長州 藩 を 攻撃 し た 。 ま た , 貿 の 妨げ に な る 尊 拓 派 反 幕 府 の 態度 を 固め た 。 幕 府 は 6 月 に 攻撃 を 開始 し た が 長州 藩 領 へ 攻め 込む こと が で き 
@ 文久 3 年 8 月 18 日 政変 直後 , 三条 実 美 や 沢 宜 放 ら 7 名 の 公家 は , 京都 を 脱出 し て 長州 落 に 聞 ず , 逆 に 小 信 城 が 長州 軍 に より 包囲 され 落城 する な ど 戦 況 は 不利 に 展開 し , 幕府 は ま も な 
《 大 坂城 中 で 出陣 中 の 将軍 家茂 が 急死 し た こと を 理由 に 戦闘 を 中 止 し た 。 ま た , この 年 の 


漏 を 加え る 機会 を うか が っ て いた 列国 は , イギリス 公使 オー ルコ ッ ク (Alcook, 1809 一 97) 
の 主導 に より , 前 年 の 長州 藩 外 国 船 砲撃 事件 の 報復 と し て , イギリス ・ フ ラン ス - が 共 唱 
月 ・ オ ラン ダ の 四国 連合 艦隊 が 下関 を 砲撃 し , 陸戦 隊 を 上 陸 さ きせ て 下 関 砲台 な ど を 占領 
し た (四国 艦隊 下関 砲撃 事件 ) 。 

攻 府 と 列国 の 攻撃 を 受け 敗北 し た 長州 沙 で は , 尊 携 派 に か わっ て 俗 論 派 と いわ れる 上 屋 
訓 が 落 の 実権 を 撮り, 禁門 の 変 の 責任 者 と し て 家老 3 人 を 切腹 させ 幕府 に 共 順 ・ 謝 罪 の 
棚 度 を 示し た 。 ま た 薩摩 沙 で は , 1863( 文 久 3 ) 年 に , 先 の 生 事 件 の 報復 の た め 鹿 児島 溢 
に ド 玉 航 し た イギリス 艦隊 と 交戦 し て 大 き な 被 害 を 受け (区 英 戦争 ), 拉 夷 の 不可 能 な こと が 
L し だい に 明 ら か と な っ た 。 

イギリス な ど 4 カ 国 は さら に , 尊 拉 派 勢力 の 退 潮 と いう 好機 を 利用 し て , 依 鉄 と し て 通 
疹 条約 を 勅許 し な い 朝廷 に 対し て , 1865 (慶応 元 ) 年 に 兵庫 沖 に 艦隊 を 送っ て 軍事 的 な 威圧 
か け ., 丘 庫 開 港 は 認め きせ られ な か っ た も の の 通商 条約 の 勅許 を 勝ち 取り , 朝廷 の 接 夷 
衣 針 を や め さ せ る こと に 成功 し た 。 そ の 翌年 , 列強 は 兵庫 開港 が 認め られ な か っ た 代償 と 
て 関税 率 の 引き 下げ を 要求 し , 通商 条約 締結 の 際 に 定め た 平均 で 約 20% の 関税 率 を 廃止 

. 一律 5 % に 引き 下げ る 改 税 約 書 を 結ん だ 。 

琴 対日 外 変 に 指導 的 役割 を 果たし て いた イギリス は , 公使 パー クス (Parkes, 
Ia28-85) が し だ い に 幕 府 の 国内 を 統治 する 力 が 弦 体 化し た こと を 見 抜き , 対日 貿易 の 目 
肌 な 発展 の た め に も , 幕府 に か わる 天皇 を 中 心 と し た 雄藩 連合 政権 の 実現 に 期待 する よう 
に な っ た 。 莉 摩 藩 で も , 攻 英 戦争 で 接 夷 が 不可 能 で ある こと を 知っ て 述 に イギリス に 近 づ 
& 西郷 隆盛 (1827 一 77)・ 大 久保 利通 (1830 一 78) ら 下 級 武士 が 藩政 を 指導 し , 武器 の 輸入 ・ 
凡 学 生 の 派遣 ・ 洋 式 工場 の 建設 な どの 改革 を 進め て いっ た 。 

方 。 フ プランス 公使 口 ッシュ (Roches, 1809 一 1901) は 幕府 を 支持 し , 内 政 ・ 外 交 上 の 助 
胃 , きら に は 600 万 ドル の 借款 な ど . 財政 的 ・ 軍 事 的 援助 を 与え を た 。 こ の よう に イギリス 
ょ フラ ンス 両国 は 対日 政策 で 対立 する こと に な り , 朝廷 ・ 雄 藩 と 幕府 の 対立 と 絡み あっ て 





( 七 卿 落ち )。 
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12 月 に 孝明 天皇 が 急死 し た こと は , 天皇 が 問 
な 携 夷 主 義 者 で は あっ た が 公武 合体 論者 で 妃 
っ た の で , 幕府 に と っ て は 大 き な 痛 手 と な 紀 
開国 に 伴う 物価 勝 貴 な ど 経 済 の 混乱 と 政局 
めで ぐる 対立 抗争 は , 社会 の 不安 を 大 きく し 計 
相 も きわ め て 険悪 と な っ て いた 。 国学 の 尊 書 
想 は 農村 の 豪農 ・ 神 職 ら に 広まり , と くに 選 
(慶応 2 ) 年 の 第 2 次 長州 征討 の 年 に は 百姓 二 
の 件 数 が 100 件 を 超 し , 基 一 円 の 一 所 や 隊 
信夫 ・ 伊達 両 郡 の 一 拉 な ど で は , 世直し が ! 
。 抽 還 _。 の に - アー さ 
1867( 慶 応 3 ) 年 , 名 古屋 の ええ じゃ な いかが (「 青 窓 紀 聞 」) いま 0 さかた 人 し 
江戸 で 打ち こわ し が お こ り , 。 民衆 の 開府 に に対する 不信 が は っ きり と 示さ れ た 。 

一 方 , 1814 (文化 11) 年 に 里 住 宗 四 (1780 一 1850) が 備前 に 開い た 黒住 教 , 1838( 天 保 9 
に 中 山 みき (1798- 1887) が 大 和 で 始め た 天理 教 1859 (安政 6 ) 年 に 川 手 文治 郎 (8 一 83) 
創始 し た 金光 教 な ど , の ち に 教派 神道 と 呼ば れる 民衆 宗教 は , 伊勢 神宮 へ の 御 本 参 
流行 と と も に , 時 代 の 転換 期 を 通え , 行き 詰まっ た 世相 や 苦し い 生活 か ら 救 済 さ れ た WI 
いう 民衆 の 願い に こたえ , この ころ 急激 に 広まっ て いっ た 。 1867 (慶応 3 ) 年 , 東海 地 廊 
伊勢 神宮 な ど 神 々 の 札 が 降る お 札 隆 りか ら 始 まっ た , 民衆 の 「 え え じ ゃ な いか 」 と 連呼 頃 
が ら の 乱舞 は , また た くま に 近畿 ・ 四 国 へ と 広がっ た 。 民衆 の 世直し へ の 願望 を 宗教 列 
Se られ , 討 問 派 の 策 護 に よる と も いわ れる が , 討幕 運動 に は 有利 

LA ん 


第 2 次 長州 征討 に 失敗 し た 幕府 の 権威 は 地 に 落ち た が , 家茂 の 
と 15 代 将軍 と な っ た 徳川 慶喜 は , フラ ンス 公使 ロッ シュ の 協 功 

得 て 幕 政 の 立て 直し に つと め 幕 政 改革 を 行っ た 。 中 央 集権 的 な 政治 体制 築く た め の 職 
の 改変 と 。 フ ラン ス か ら 士 官 を 招い て の 際 軍 の 軍制 改革 が その 中 心 で あっ た 。 ' 
し か し , 幕府 は 長州 征討 の 処理 を めぐ っ て 薩摩 藩 と 衝突 し , 1867( 慶 応 3 ) 年 共 長 計 


は 武力 討幕 を 決意 し た 。 武力 討幕 の 機 軍 が 高まる な か , 公武 合体 の 立場 を と る 土佐 藩 休 
藩士 の 後藤 象 ニ 二郎 (1838 一 97) と 坂本 竜馬 と が は か っ て , 前 藩主 の 山内 豊信 を 通し て 将 ? 


た め , 両 藩 兵 を 集結 させ る と と も に , 12 月 9 
上 晶 に 政変 を 決行 , いわ ゆる 王政 復古 の 大 号令 
を 発し . 徳川 氏 を 除く 新しい 政府 を つく っ た 。 
新政 府 は , 幕府 は も ちろ ん 朝廷 の 的 政 ・ 関 
邊 も 廃止 し 天皇 の も と に 総裁 ・ ・ 議 定 ・ ・ 参 
の 三 職 を 設置 し た 。 こ こ に 260 年 余り 続い 
た 江戸 幕府 は 否定 され , 「 譜 事 神武 創業 の 始 」 
に 基づく こと を か か げた , 天皇 を 中 心 と する 
Je 立 され た 。 基 才 に は 逢 交 川 各 
旧 軸 和議 定 に は 皇族 ・ 公 卿 と 松平 鹿 永 や 山 
内 豊信 ら の 諸侯 10 名 , 参与 に は 公家 か ら は 岩 
衣 具 視 , 雄藩 の 代表 と し て 攻 摩 沙 か ら は 西 疑 
覆 許 ・ 大 久保 利通 土佐 藩 か ら は 後藤 象 二郎 
, 福岡 孝 弟 (1835 一 1919), つい で 長州 藩 か ら 
森戸 孝 欠 ・ 広 沢 真 臣 (1833-71) ら が 任じ られ , 
内 溢 連 合 の 形 を と っ た 。 
その 日 の 夜 京都 御所 の 小 御所 で 三 戦 に よ 
ぇ 小 御所 会 議 が 開か れ て 徳川 氏 の 処分 が 議論 され , 岩倉 具視 ・ 大 久保 利通 ら の 武力 討幕 派 
が , 松平 慶 氷 ・ 山内 豊信 ら の 公議 政体 派 を 圧倒 し , 徳川 度 喜 に 内 大 臣 の 辞退 と 領地 の 一 部 
状 上 ( 辞 官 納 地 ) を 命じ る こと を 決定 し た 。 こ の た め 慶 喜 は 大 坂城 に 引き あげ , 新政 府 と 対 
記す る こと に な っ た 。 
開国 後 の 政局 や 世相 の 混乱 の な か で , 幕府 は 欧米 諸国 と の 交流 を 
深め . 国内 の 政治 的 な 立場 を 強化 する と と も に , 国家 的 な 自立 を 
座 保 する た め に , その 進ん だ 文化 ・ 学術 を 取り 入れ て 近代 化 を は か ろう と し た 。 
開国 後 ま も な い 1855( 安 政 2 ) 年 , 閉 午 和解 御用 を 独立 きせ て 洋学 所 を 建て , 著書 調 所 
改称 し , 欧米 各国 の 語学 や 理化 学 の 教育 ・ 研究 お よび 外交 文書 の 翻訳 に あたら せ た 。 の 
も に 洋書 調 所 . つい で 開成 所 と 改称 し , 医学 ・ 軍 事 な ど の 自然 科学 に 片 寄 っ て いた 洋学 が ? 
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くっ 2 の Me ちこ いら ちち ざす る きゃ いる ん すのこ ーー 


喜 に , 討 基 派 の 機 先 を 制 し て 政権 の 奉 選 を 行う よう に 勧め た 。 慶喜 も この 策 を 受け 入 相 民 一 遍 <<。 條 > 広 | 
10 月 4 日, 大政 奉 過 を 申し 出 て , 翌日 , 朝廷 は これ を 受理 し た 。 こ れ は , 将軍 か らい 計 
ん 政権 を 朝廷 に 返し , 朝廷 の も と に 徳川 氏 を 含む 諸 産 の 合議 に よる 連合 政権 を つく ろ 弄 。 計 M 1856 。 1962 | 
いう 公議 政体 論 に 基づく 動き で , これ に よっ て 討幕 派 の 攻勢 を そら し , 徳川 氏 の 主導 権 岡 | 革 抑 1811 に 人 東 | 
維持 し よう と する ね らい が こめ られ て いた 。 ネ ーー 商 | 学校 
と ころ が , 同じ 14 日 , 武力 討 暮 を めざす 莉 長 両 藩 は , 朝廷 内 の 急進 派 の 公家 震 革 上 ] 1630 1 間 R 攻 1997 3 に | 
(1825 一 83) ら と 連携 し て 画策 し , 討幕 の 密 勅 を 引き 出し て いた 。 大 政 奉 司 後 の 政局 は , 人 議 培 人 - 如 一 所 一 学ん 覆い 
長 両 藻 の 武力 計 墓 論 に 対抗 し て 土佐 藩 な どの 主張 する 公議 政体 論 が 台頭 し て きた 。 公 所 SR3900 天 6 | 
1861 * 


体 論 と は 雄 潜 連合 政権 論 で ある が , 実質 は 将軍 を 議長 と する 諸侯 会議 の 橋 想 で , 徳川 
主導 権 を 認め る 内 容 で あっ た 。 攻 長 両 落 は 。 この 公議 政体 論 を お さえ 政局 の 主導 権 を 所 


kc 


規 の 近 和 と 東京 大 学 
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指 学 ・ 政 治 ・ 経 済 の 分 野 に まで 発展 し た 。 な 
成 所 は , 明治 政府 の も と で 開成 学校 と な りき 器 
東 京 大 学 と な っ た 。 また 医学 の 分 野 で は , ] 菩 
( 延 元 ) 年 に 区 鉄 香 の 防 拉 種 を 行う た め 民 間 
つく られ た 種 導 所 を 幕府 の 直轄 と し , さら に 了 
所 と 改称 し て 西洋 学 の 教育 と 研究 を 行っ た 旨 

また この こ ろ , 幕府 は 1862( 文 久 2 ) 年 は 
の 榎本 武揚 (1836 1908) や 洋書 調 所 教育 の 本 
(1829 一 97) ・ 津田 真道 (1829 一 1903) を オラ ンダ 【 語 
1866 (慶応 2 ) 年 に は 中 村 正 直 (1832 一 91) ら を 四 
: さ せ , 欧米 諸国 の 政治 ・ 法制 ・ 経済 を 学 ば せ た 。 諸 藩 で も , 長州 落 で は 』m 
(文久 3 ) 年 に 井上 英 (1835 一 1915) ・ ・ 伊 藤 博 文 (841 一 1909) ) ら 藩士 5 名 を イ ギ リ ス へ 曽 華 
せ , 痢 摩 落 も 1865 (慶応 元 ) 年 に 五代 友 厚 (1835- 85) ・ 寺島 崇 則 (1832- 93) ・ 森 有 礼 (184 
580 法人 お 靖 国 cc 本 Oc 
ど を 外国 へ 派遣 し て いる 。 こ の よう な 動き の な か で 幕府 は , 日 本 人 の 海外 渡航 の 禁 貞 客 
和 し , 1866( 慶 応 2 ) 年 に 学術 と 商業 の た め の 渡 航 を 許可 し た 。 こ の は ほか , 横浜 に は 外国 
富 教師 や 新聞 記者 が 来 日 し , 彼ら を 通し て 欧米 の 政治 や 文化 が 日 本 人 に 紹介 され た 。 庄 
胃 商 条約 の 締結 に よっ て 来 日 し た 官 教師 の な か で , アメ リカ ル 人 宣教 師 で 医者 の へ 湖 革 
(Hepburn, 1815 一 1911) は , 診療 所 や 英学 事 を 開き , へ ボン 式 と 呼ば れる ロー 時 3 
辞典 を つく る な ど , 積極 的 に 西洋 文化 を 日 本 人 に 伝え る 者 も いた 。 ま た , イギリス 会 
ー ル コッ ク が , 日 本 の 美術 工芸 品 を 収集 し て 1862 年 ロン ド Ye 
り , 幕府 が 1867 年 の パリ 万 国 博 覧 会 に 葛飾 北斎 の 浮世 絵 や 陶磁 器 な ど を 出品 し , 日 本 
の 国際 的 評価 を 高め る 協 力 も 行わ れ た 。 こ の よう に し て , 失 夷 の 考え が し だ い に 改 め 
専 しろ 欧 米 を みな ら っ て 近代 化 を 進め る べき だ と いう 声 が 強まっ て いっ た 。 we 





前 別 左 か ら 2 人目 が 


幕末 の 薩摩 藩 の 英国 留学 生 
森 有 礼 。 
リス へ 留学 
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2 治 維新 と 富国 張 兵 


者 事 基 ん 彼 に 対し て . 和 拓 | 
と は 旧 幕 臣 や 会 津 ・ 委 名 両 藻 士 た ち を 著しく 慎 激 きせ た 。v | 
1868( 明 治 元 ) 年 1 月 , 旧 幕 兵 や 会 津 ・ 名 の 導 兵 を 率い て 
ト 京 し よう と し , これ を 迎え 撃っ た 葵 長 両 洪 を 中 心 と する 新政 府 軍 と の 問 に 鳥羽 ・ 伏見 の | 
戦い が お こり , ここ に 成 展 戦争 @ が 始ま っ た 。 鳥 羽 ・ 伏見 の 戦い で 勝利 を 収め た 新政 府 軍 
は , 江戸 へ 引き あげ た 鹿 喜 を 追っ て 征討 の 軍 を お こし , 各地 で 旧 幕 府 側 の 勢力 を 打ち 破り , [ 
中 戸 に 攻め 下っ た 。 す で に 戦意 を 失っ て いた 慶喜 は 恭順 の 意 を 示し , 同年 4 月 新政 府 軍 は 
戦う こと な く 江 戸 城 を 接収 し た 。 
[江戸 城 明 け 渡 し 】 江戸 城 無血 接収 の 交渉 は , 1868( 明 治 元 ) 年 3 月 , 新政 府 側 を 代表 する 
西郷 隆盛 と 旧 幕 府 側 を 代表 する 勝海 舟 の 間 で 行わ れ た が , 舞台 裏 に あっ て , その 射 旋 に 
つと め た の は イギリス 公使 パー タス と 彼 の 片腕 と いわ れ た アー ネス ト = サ トウ (Ernest 
Satow.。 1843 一 1929) で あっ た 。 パ ー ク ス は 全面 的 な 内 乱 が 広がっ て 貿易 の 発展 に 悪影響 を 
お よ ぼ すこ と を 警戒 し て , 新政 府 軍 の 江戸 武力 攻撃 に 反対 し て いた 。 は じ め 江 戸 城 総 攻撃 
を 決意 し て いた 西郷 も .、 パー クス の 意向 を 知っ て 態度 を 軟化 し た と いう 。 勝 は 西郷 と の 会 
談 で 。 イン ド や 清国 の 例 を あげ て , 内 戦 の 拡大 が 国家 の 独立 を 危う くす る こと を 説き , 平 
和 の うち に 江戸 城 を 明け 渡す こと で , 両者 の 話し 合い が 合意 に 達し , 新政 府 軍 と I 旧 幕府 軍 
の 全面 的 な 武力 衝突 は 回 避 さ きれ た の で ある 。 な お , 旧 章 府 側 で こ れ を 不服 と する 彰義 隊 
が あく まで 抗戦 を 主張 し て , 上 野 に 立て こも っ た が , 大 村 益 次 郎 (1824 一 69) の 指揮 する 新 
政府 軍 に よっ て 1 日 で 鎮圧 され た 。 きこ 
会 津 藩 は な お 新政 府 に 抵抗 する 姿勢 を 示し , 仙台 藩 な ど 東 北 諸 沙 も 奥羽 越 列 落 








し か し , 
同盟 を 結成 し て 会 津 落 を 支援 し た 。 新 政府 軍 は これ を 攻撃 し , 激戦 の 未 , 同年 9 月 会 津 落 

を 降伏 させ て 東北 地方 を 平定 し た 。 さ ら に 翌 1869( 明 浴 2) 年 5 月 に は 。 旧 幕 府 の 海軍 を 率 
いて 箱 館 の 五 秩 部 に 立て こも り 抗 戦 を 続け て い ヽ た 丁 本 武揚 ら も 降伏 し , こと に 成 辰 戦争 
は 終わ り を 告げ , 新政 府 の も と に 国内 の 統一 が ひと ます 達成 され た 。 

ー 百 数 十 年 に お よぶ 江戸 幕府 の 支配 を 打倒 し た 成 辰 戦争 が , 長期 に わた る 全面 的 な 内 戦 


に お ちい る こと な く , 比較 的 短期 間 で 収拾 され た の は , 欧米 列強 に よっ て 加え られ た 外圧 
に 対し て 強い 対外 危機 意識 が 生ま れ , 新政 府 側 も 旧 幕 府 側 も と も に , 国 
家 の 独 立 を 守り 植民 地 化 の 危機 を 避け よう と する 次 勢 を も っ て いた か ら 
で あろ う 。 上 に 述べ た 西郷 隆盛 と 勝海 舟 の 江戸 城 無血 開城 の 談判 は , そ 
の こと を よく 表わし て いる 。 

な お , ほぼ 同時 代 に 世界 で お こっ た 出来 事 を 比べ る と , アメ リカ の 南 
北 戦争 (1861 一 65) で は 死者 約 62 万 人 . フラ ンス の パリ ・ コ ミュ ー ン 事件 
(871) で は 1 週間 の 市 街 戦 で 約 3 万 人 の 死者 が 出 た と いう 。 そ れ と 比較 
する と , 右 の 表 の よう に 成 辰 戦争 の 流血 は 小 規模 で あっ た 。 


新政 府 側 
内 訂 摩 落 
長州 落 

旧 華 府 側 


3550 
514 | 
427 
4G90 
会 津 薄 82557 
(女子 194 人 を 信 ) 
合計 8240 
("明治 史 要 ・ 付 表 』 に よる 。) | 





成 展 戦 争 の 死者 数 


@ 除 争 が 始ま っ た 慶応 4 (明治 元 ) 年 が 支 で いう と 葉 辰 の 年 に な る の で , 成 友 戦 争 と 呼ば れ た 。 
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【 相 楽 総 三 と 「 偽 官軍 】 江戸 出身 の 章 接 派 の 志士 相楽 総 三 (1839 一 68) は , 西郷 隆盛 の 指 陶 に 示し た も の で あっ た 。 





保 は 。 1862( 文 久 2 ) 年 幕府 に より 京都 守護 職 た ちの 集団 自決 な ど , 多く の 悲劇 が 生ま 相 


叫 器 還 
叫 岡 字 
| 
放 笠 
喘 吉 赤 

EE 


て 管 文 こ 且 ( 還 の 組 : 
に 任じ られ , 会 津 落 士 を 率い て 上洛 し た 。 | いる 。8000 人 以上 に お よぶ 選 捕 戦争 の 死 才 全便 の 浪 大和 生生 は に 半 010 な 2 


に より , 上 拉 隊 を 結成 し て 成 友 戦 争 に 際 し 新政 府 軍 の 先 称 と な っ て 活躍 し た 。 相楽 は | し か し , 翌日 , 太政官 が か か げた 五 季 の 掲示 了 : “ 

領 の 年 貢 半減 を 建 白 し て 新政 府 に 認め られ た と し て , oe で は 五 倫 の 道 を 説き , 徒党 ・ 強 訴 を 禁じ , キリ 5 『 
世直し 」 気 運 を 高め た 。 し か し , 財政 難 に 苦しむ 新政 府 は これ を 否定 し , 1868( 明 治 元 串 メト 教 を 那 教 と し て 禁じ る な ど , 旧 幕 府 の それ : 県 薄 お 行 今 議 

3 月 相楽 一 派 は 「 偽 衛 軍 」 と し 誕 

和 軍 」 て 処刑 され , も 碑 ち お だ まで の 倫 教 道徳 に 基づく 教学 政策 を 引き 継い で 短 計 区 守 ご 衛 

才 才 | 会 津 革 の 明治 維新 会 津 藩主 松平 容 | 少年 隊 十 (16 一 17 歳 ) た ちや 洛 士 の 家族 の 間 いた 。 さらに, 同年 関 4 月, 政体 書 を 発布 し : 加 作 rー ト コー ロコ 尊 
“ 期 | : 

の | : 

菅 | : 





(mee 舌 半 ・IFi・ 牙 泊 ) 類 委 沼 素 
(d 東 周明) 選 


そし て 配下 の 新選 組 な ど を 使っ て 尊王 拉 夷 派 | うち . ほぼ 3 分 の 1 が 会 津 落 の 人 々 で あ 夫 0 [ 
・ 討 草 派 の 活動 を 取り 締まる な ど , 京都 の 治 | 敗戦 の 結果 , 会 津 落 は 28 万 石 の 領地 を 舞 [政体 書 の 官制 】 政体 書 で は 「 天 下 ノ 権 カラ : 1_ 
安 維持 に あたっ た 。 そ の た め 幕 府 が 倒れ て 新 | た が , 翌 69( 明 治 2) 年 11 月 , 容保 の 子 容 半 総 テ 太 政官 帰 」 せ し め て , 中 央 集権 化 を は : 志 に 
政府 が 成立 する と , 会 津 落 は 目の敵 に きれ , | 下北 半島 の 斗 南 に 領地 を 得 て , 再 典 を 許 き か る と と も に , アメ リカ 憲法 を 模 修 し て , そ : 


の 権力 を 立法 ・ 司 法 ・ 行 政 の 三 権 に わか ち , :.……… せ … せ …………… 
形式 的 に は 三 権 分 立 の 体 を と と た の えた 。 立 
法 を 担当 する 議 政 官 に は 上 局 ・ 下 局 を 設置 し , 行政 部 門 は 行政 官 の も と に 4 官 を 設け , 司 


容保 は 朝廷 に 謝罪 し た が 赦 さ れず . 武力 討伐 た 。 寺 南 藻 の 領地 は 3 万 石 と いわ れ た が 計 
を 受け る 羽目 と な っ た 。1868( 明 治 元 ) 年 8 月 , 半 は 不毛 の 荒野 で 実 高 は 7000 石 程度 に す 調 
会 津 稔 が 城 に 立て こも っ た 会 津 落 士 た ち は 。 藩士 た ちの 生活 は 苦し か っ た 。 彼 ら の な 頑 | 
圧倒 的 に 優勢 な 新政 府 軍 の 進攻 を 受け て 戦い | は , 新天地 を 求め て 北海 道 に 渡っ て 開拓 詩 法 部 門 に は 刑法 官 を お いた 。 高 級 官 更 は 4 年 ご と に 互選 で 交代 させ る こと と し た が , 実際 
を 開始 し た 。 し か | 会津 落 を 支援 し て いた | 事 し た り , アメ リカ に 移民 し た 者 も 少な で に は 有名 無実 で あっ た 。 な お , 地方 官制 は 府 藩 県 の 三 治 制 と し た 。 

生生 別 沙 同 置 の 諸 洪 は つぎ つぎ に 新政 府 に | か っ た 。 ま た 新政 府 は 旧 幕 府 側 か ら ゃ , 畑 1868( 明 治 元 ) 年 9 月 , 新政 府 は 年 号 を 明治 と 改め て , 天皇 一 代 の 間 一 年 号 と する 一 世 一 
の い 層 半 カ 打 の トー 宛 の 制 を た て た 。 ま た それ に 先立ち , 同年 7 月 , 江戸 を 東京 と 改称 し 。 10 月 に は 明治 天皇 
に 隊 っ た 。 有 な 隊 い の な か で 、 2 Pe 000GEOukocoibs lt 人 1867 一 1912) が 東京 行幸 を 行い , 層 1869 (明治 2 ) 年 初め に は 政府 も ここ に 移り , いわ 

= 1868 (明治 元 ) 年 1 月 。 新 政府 は いち 早く 条約 結語 国 に OO 

ー 人 eK L」 還 了 社会 に お いて 欧米 和 進 鐘 国 と 過 を な ら べ る 近代 日 本 の 建設 を め ぎ す 出 発 点 と 


宮 し , 諸国 の 承認 を 得 , 国内 に 向かっ て は 開国 和 親 の 布告 を 行っ た 。 つ い 
1A ら 人 ES 上 際 天 に 半 半 人 の 半 誰が 
・ 5 けけ 日 では, 墓 示 か ら 明 治 初 年 に か け て の 次 昔 を 総称 し て 明治 維新 と 呼ん で いる 


て , 所 訂 を 履 えて 天 泊 の 折 え に 党 約 まる と いう 沈ま だ ら て 析 
和文 発 し 新 し い 政 治 の 方 針 を 天下 に 表明 し た 。 こ れ は 政局 の 動揺 を お きえ 公家 ・ 諸 NR 寺 ら IUURYS 科 4 
事 御 一 新 」 を 唱え , 政治 を すべ て 新しく する こと を 強調 し た 。 御 一 新 と いう 言葉 は , そう 


上 を の も と に 導き 
た め に 出さ れ , 公議 世論 の 間 重 ・ SN に め て 世に 広まり , 大 き な 変 革 を 意味 する も の と し て , 広く 用 いら れる よう に 
民国 習 の 打 夏 な ち 導 本 な っ た 。 こ の 一 新 に 通じ る 言葉 と し て , 中 国 の 古典 で ある 『 詩 経 』 の な か に 出 て くる 維新 
本 方 針 を 明らか に し . あわ ちせ て 湯 議 0 呈 が あて られ た も の と 思わ れる 。 明治 維新 と は 狭く いえ ば 幕府 の 崩壊 ・ 新 政府 の 
が 国 の 中 心 で ある と いう 政治 理 鐵 成立 を 指す が , 歴史 用 語 と し て は 幕末 か ら 明 治 初 年 に いた る 政治 的 ・ 経 済 的 ・ 社 会 的 変 半 
ll の 過程 を 総称 する も る の と し て 用 いら れ て いる 。 


' ーー 新政 府 は 成 辰 戦争 に 勝利 を 収め , 旧 幕 府 領 や 幕府 側 に 
味方 し た 諸 落 の 領地 を 没収 ・ 削 減 し て 直轄 地 と し 府 と 
瞳 を お いた が , それ 以外 は 依然 と し て 藩 の 割拠 的 な 支配 が 続い て いた 。 し か も , 王政 復古 
に 評 献 し た 諸 藩 の な か に は , 多く の 兵力 を 保持 し , 藩 を 冨 強 化し , その 支配 体制 を 強め て 
る も の も あっ た 。 し か し 。 新政 府 に と っ て 欧米 列強 の 圧力 に 対抗 し , いわ ゆる 「 万 国対 
唱 」 を めざし て 近代 国家 を 形成 する に は , こう し た 落 に よる 封建 的 な 割拠 体 制 を 打破 し . 

記 息 を 中 心 と する 中 央 集権 体制 を 樹立 する こと が 是非 と も 必要 で あっ た 。 こ の 目的 の た め 
に 政府 は あい つぐ 改革 を 断行 し た の で ある 。 
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五箇 条 の 暫 文 五 筒 条 の 誓 文 は 由利 公正 
岡 弟 (と も に 策 与 ) が 起草 し . 木戸 志 帳 記 
加え て 完成 し た 。 写真 の 章 案 を 見 る と 央 

会 議 ヲ 興 シ 」 の 原文 が 「 列 侯 会 議 ヲ 尋問 
る 。 し た が っ て , その 会 議 と は 産 に 基礎 護 
いた も の と 考え られ る が , の ち に な る 
府 も 自由 民権 派 も 五 筒 条 の 誓 文 の 精神 赤 
政 活 の 実現 ・ 議 会 制度 の 創設 の 原点 と 四 証 
調 し た 。 
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と す 棄 時 料 吹 計 き 間 中 知 至 刻 1 見 殆 。 
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[版籍 奉 過 ] その 手 初め と な っ た の は 販 寺 奉 世 . すなわち , 諸 沙 主 の 領地 ( 版 ) ・ 
( 籍 ) の 天皇 へ の 返上 で あっ た 。 こ の 計画 ・ 人 性 だっ 6 和 は 作 人 
元 で , 彼ら の 強い 勧め に よっ て 1869( 明 治 2 ) 年 1 月 , 尊 摩 ・ 長 州 ・ 土 佐 ・ 肥 前 の 藩主 隔 
ろ っ て 版籍 奉還 を 申し 出 , つい で , 諸 藩 主 $ も これ に な ら う と いう こと に な っ た 。 そ し 許 
同年 6 月 に は 新政 府 は これ を 認め る と と も に , 奉還 を 申 し 出 て いな い 薔 主 に も 奉還 を 次 
旧来 の 藩主 を 改め て 知 薄 事 に 任じ て . 秒 に か わり その 10 分 の 1 を 家 第 と し て 支 旨 
2 形式 的 に は 従来 の 藩主 は 新政 府 の 行政 考 

な っ た の で ある 。 


1 版 着座 選 に よっ て 形式 的 に は 中 央 集権 体制 は 強化 きれ た が , 実質 的 な 交 


は さほど あがら な か っ た 。 そ の うえ , 藩 相互 の 対立 や 新政 府 へ の 反抗 的 風潮 も ぉ しだい ( 還 


われ て きた 。 ま た , 庶民 の 間 に も 新政 府 へ の 不満 の 気運 が お こり , 各地 で 世直し の 農民 
撰 が お こっ た り し た 。 そこで, 新政 府 は 国内 の 安 人 定 化 を は か っ て 中 央 集権 の 実 を あげ 

と 計画 し , まず , 蘭 ・ 長 ・ 土 の 3 藩 か ら 1 万 の 兵力 を 東京 に 集め , 尺 府 店 本 の 御 親 | 

て 中 央 の 軍事 力 を 固め た 。 つ いで , 長州 の 木戸 考 欧 ・ 際 麻 の 西郷 隆 盛 ・ 土佐 の 板垣 退 
(1837 一 1919) 1 (1838 一 1922) ら 各 溢 の 実力 者 を 参議 に 据え て 政府 の 強化 客 
か っ た 。 そ し て , 大 久保 ・ ・ 木 戸 ら が ひそ か に 計画 を 進め , 1871( 明 治 4 ) 年 7 月 一 
政府 は 廃藩置県 の 扶 " ゃ 移し て いっ き ょ に 藩 を 廃止 し 県 を 設置 し た 。 同時 に , ご 閑 
で の 知 落 事 を 能 免 し て 東京 に 住ま わせ る こと に し , 新しく 政府 の 官 史 を 派遣 し て 県 知 
(の ちい っ た ん 県 久 と 改称 ) に 任命 し た 。 は じ め ぬ め 300 以 上 あっ た 府県 は 。 同 1871( 明 治 4 記 
11 月 , その 区 域 が 大 幅 に 整理 ・ 統 合 さ れ , 3 府 72 県 と な っ た 。 こ こ に 幕 落 体制 は まっ 志 
解体 きれ , 全国 は 政府 の 直接 統治 の も と に お か れる こと に な っ た の で ある 。 


[廃藩置県 の 断行 と その 目的 】 廃藩置県 は , 少数 の 産 長 出身 の 政府 実力 者 た ち を 中 心 男 
そ か に 計画 され , 政府 か ら 諸 落 へ 一 方 的 に 通告 する 形 で 断行 され た 。 木戸 孝介 は 廃 藩 較 
の 語 が 出 き れ た 日 の 日 記 に , 「 始 て や や 世界 万 国 と 対 財 の 基 定まる と いふ べし 」 と 弄 加 
いる が , この こと は , 廃藩置県 が , 世界 の 列強 に 対抗 で きる 強国 を つく る と いう 目的 廊 
行き まれ た こと を 示し て いる 。 

この よう な 大 変革 が 諸 落 から さしたる 抵抗 も 受け ず に 実現 し た こと は , ほとん ど 奇 顕 
と も いえ る 。 そ の 主 な 理由 は , 第 1 に 多く の 藩 が 記 辰 戦争 で 財政 的 に 欠 乏 化し , 政府 開 
抗 する 経済 的 な 実力 が も は や な か っ た た め と 思わ れる 。 当時 , 仙台 な ど 13 の 藩 が 100 到 
(現在 の 200 億 一 300 億 円 ぐら い ) 以上 の 負債 ( 落 債 ) を か か えて いた 。 全国 諸 藩 の 藩 債 の 縮 
は 7813 万 円 余 り で , 当時 の 国家 の 年 間 予 算 ( 一 般 全 計 基 出 ) の 2 倍 近く に 達し て いた 。 了 
は , これ ら の 藩 債 の うち , 1843 (天保 14) 年 以前 の 分 を 乗 指し (株 引き に する こと )。 中 
( 約 化 元 ) 年 以降 の 分 3486 万 円 余り を 国債 を 発行 し て 引き 継い だ 。 
廃藩置県 が 比較 的 平穏 に 実行 され た 第 2 の 理由 は . 藩 の 側 に も 欧米 先進 列強 と 対抗 還 
国 づ くり を 進め る に は , 中 央 集権 体制 の 強化 が 必要 だ と いう 理解 が か な り 深 まっ て い 考 
と で ある 。 当時, 福井 落 の 藩校 で 物理 ・ 化 学 を 教え て いた アメ リカ 人 教師 グリ プ 
(Griffis, 1843 一 1928) は , 廃藩置県 を 通告 する 使者 が 到着 し た と き , 落 内 に 大 き な 動 括 
の こう 一 方 で 知識 ある 藩士 た ち は , 異口同音 に . これ は 日 本 の た め に 必要 な こ ご 庄 
と 呈 り , これ か ら の 日 本 は , あな た 方 の 国 ( ア メリ カ ) や イギリス の 仲間 入り が で き 
意気 揚々 と 語る 藩士 も あっ た , と 記し て いる ( ゲ ダリ フ ブフ ィ ス 『 明 治 日 本 体験 記 」) 。 
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も っ と ゃ , 廃藩置県 が まっ た く 平 穏 に 受け 入れ られ た わけ で は な い 。 岡山 ・ 鳥 根 な ど 

員 県 で は , 強制 的 な 旧 沙 主 の 東京 移住 に 反対 する 一 把 が 旧領 民 の 間 に お き て いる 。 
ORC2E33CY03tT 人 So の 4 と 堆 症 ] 秩 楽 湊 の 王 
: 中 央 官制 に 大 き な 改革 が 行わ 
| 神 短 ・ 大 政 の 2 官 を お いて 人 
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ーー 政府 は 中 央 集権 体制 の 強化 を 准 
し 進め る か た わら , 封建 的 な 諸 : ( 僧 信 ・ 神 神職 な ど ) | 
前 度 を あい つい で 撤廃 し た 。 版籍 奉 二 に よっ て 藻 主 と 藩士 と の 「 
の この 機会 に 封建 的 身分 制度 を 大 湯 
に 改革 し , , 大 名 ・ 層 公 家 を 華族 , 一 般 武士 を 土 族 , 農工 商 ら : 










な 和久 正 で : 一 致 の 形式 を と る よう に 改め ら hit 守 和 gk の た 。 そし て 」 1871( 明 治 4 ) 年 に は , いわ ゅ る : 
2 條 店 了 4 は た が , 廃藩置県 を 迎え て 再び 大 る 『 し て , これ まで の えた ・ 非 人 の 呼称 を 廃止 し て , 平民 934 












( 守 本 ) 


ET 








E 暫 司 開 A 工 |】 文 夫 草書 革 が 行わ れ た 。 そ の ね らい は ., 身分 ・ 職 業 と も , すべ て 平民 と 同じ に し た 。 さ きら に 四 民 平等 

内 法 拓 も 部 上 部 蔵 蔵 5 
ミミ 。 省 | 、 省 介 褒 上 省 省 客 省 倫 央 集権 体制 を 強め る こと に あり 立場 か ら 。 平民 に 背 字 を つけ る こと を 公認 し , 平民 と 華族 : 
ほ 所 人 が 大 0 ミ A 内 泊 了 拉 : 太政官 は 正 院 ・ 左 院 ・ 右 院 の . と の 結婚 , 職業 の 選択 や 移転 ・ 居 住 の 自由 も 認め られ た 。 - 合計 3.330 万 7 人 
| 院 制 なり, 神宮 は 廃止 4 [ 跳 さ れ た 差別 】 解 放 令 の 結果 , 制度 的 に は 旧来 の えた ・ 間 ーー 
| 居 ie 本 上 3 am 。: 止 院 に は 政治 の 最高 機関 と し 洋 い 人 は 平民 に 編入 され , 差別 は 撤廃 きれ た が , それ に 見 合う 十 和 を の 人 口 構成 は 華族 2829 人 。 土 族 
回 人 A 枯 折 | 本 た 旧 政 大 臣 ・ 左右 大 臣 ・ 参議 を お き 分 な 施策 が 行わ れ た と は いえ な か っ た 。 解放 令 発布 の の ち 。 154 万 8568 上 。 間 ( 下 毅 武士 層 ま も 
開院 : 府 各 誠 計 症 敵 た 院 は 立法 語 間 機関 と し , 右 院 上 西日本 で , 解放 に 反対 する 農民 一 所 が お こっ た 地域 も あっ た 。 な 廃止 ) は 34 万 3881 人 で , あわ せ 


こう し て 結婚 ・ 就 職 ・ ・ 住居 な どの 画 で 社会 的 な 差別 は その 後 て 人 口 の 5.7 昌 あ る 。 平民 は 3110 万 

も 根強く 続い た 。 ま た , 皮 草 業 が 自由 化 き れ て その 特権 を 失 6514 人 , その 他 は 29 万 800 人 で ある < 

っ た り ., 納税 ・ 兵 役 ・ 教 育 の 新しい 義務 を 負う な ど , これ ら 

の 人 々 の 生活 は か えっ て 苦し く な っ た 面 も あっ た 。 = 
ー う し て 。 か っ て の 武士 の 身分 的 特権 は な く な っ た が , 彼ら は 依然 と し て 家 禄 な どの 父 
層 ( 枚 繁 ) が 支給 され て いた 。 版籍 奉 選 後 , 俸禄 は し だ い に 削減 ・ 整 理 き れつ つ あ っ た が , 
その 総額 は な お きわ め て 多額 で , 廃藩置県 後 で 約 490 万 石 に 達し , 諸 藩 か ら 肩 が わり し て 
到 給 し な けれ ば な ら な か っ た 政府 は , これ だ け で 国家 財政 の 約 30% の 負担 を 員 わ ざれ て 
た 。 そ こ で 政府 は この 整理 , いわ ゆる 称揚 処分 に 汗 手 し 。 これ を 公債 に か える 方 針 を 進め 
た 。 ま ず , 1873( 明 治 6 ) 年 , 秩 禄 奉 還 の 法 を 定め て , 公債 お よび 現金 と 引き 換え に 目 発 的 
な 俸禄 の 奉 選 を 行わ せ , つい で 1875( 明 治 8 ) 年 に は こ れ ま で 現 米 で 支給 し て いた 俸禄 を 作 
共 で 支給 ( 金 禄 ) す る こ と に し た 。 さ ら に , 1876( 明 治 9 年 8 月 , 金 禄 公債 条例 を 制定 し て 
衣 接 制度 を 全廃 し , 金 禄 公債 証書 を 交付 し て 僚 禄 の 支給 を 打ち 切る こ こと に し た ( 較 年 か ら 
賜 施 )。 


各省 の 長官 ( 交 ) ・ 交 官 ( 天 生 
廃藩置県 後 の 中 央 官制 構成 する 連絡 機関 と され た 。 こ 放 
よう な 官制 改革 の 結果 , 産 長 土肥 と くに 立 長 の 下級 武士 出身 の 宜 僚 た ち が , 政府 部 内 で 5 
権 を 握る よう に な り , 公家 出身 者 は 三 失 実 美 ・ ・ 倉 具視 を 除く と ほとん ど 勢 力 を 失っ で 市 
5 定 う (ECSNIKEUSE: いわ ゆる 「 和 有 司 専制 」 の 落 関 政府 が 形成 され て いっ た の で 
る 。 
、[ 役 兵 制度 ] 国家 を 強化 する た め , これ まで の 諸 沙 士 を 中 心 と し た 軍隊 に か わっ で 
徴 兵 制 に よる 国民 を 基礎 と し た 近代 的 軍隊 を つく りあ げ る こと が 必要 と され た 。 こ の 
針 は 版籍 奉 恒 直後 か ら 大 村 益 次 郎 に よっ て 立案 きれ, 彼 が 暗殺 され た の ち は 。 
(1838 一 1922) を 中 心 に 具体 化 さ れ た 。 廃藩置県 に よっ て 藩 兵 は 解散 され た が , つ つい で 秋 
は 全国 の 兵 権 を 兵 部 省 に 集め 4 鎖 台 を お き . 1872( 明 治 5 ) 年 3 月 に は 御 親 琴 を 近 術 
と 改め た 。 そ し て , 同年 11 月 , 徴兵 の 語 を 出し , 1873( 明 治 6 ) 年 1 月 に は 徴兵 信 を 公 # 
て , 士族 ・ 平 民 の 身分 に か か わり な く 満 20 歳 に 達し た 男子 を 兵役 に 服 さ せる と いう 新 
軍制 を 打ち 立て た 。 ま た , 鎮台 も 6 鎮台 に な っ た 。 こ うし て 組織 され 洋式 の 装備 と 訓 2 
受け た 新しい 軍隊 は , の ち に 西南 戦争 で 大 き な 威 力 を 発揮 し た の で ある 。 
【 国 民 皆 兵 徴 兵 令 に は 戸主 と これ に か わる 者 , 嗣子 ・ 差 子 ・ 官 史 ・ 学 生 な どか な り 突 

な 免 役 の 規定 が あり , と くに 代 信 料 270 円 を は ら え ば 免 役 に な っ た り し て ,「 国 民 皆 天 
実は あがら な か っ た 。 そ こ で , 1879( 明 治 12) 年 ・83( 明 治 16) 年 ・89 (明治 22) 年 の 3 回 結 

た っ て 改正 を 加え , 免 役 規定 を 縮小 し て 国民 皆 兵 の 義務 を 強化 し た 。 
し か し , 徴兵 令 の 公布 は 士族 か ら は 武士 の 特権 を 春 う も の と し て 非難 を 受け , 平民 症 
は 新しく 負担 を 増す も の と し て 反対 きれ 地方 に よっ て は 暴動 を 招い た @。 そ こ で , 弄 | 
は 1873( 明 治 6 ) 年 国内 の 治安 維持 を つか さき どる 内 務 省 を 設 置 し , 翌年 その 管轄 の も 頭 
東京 に 警視 庁 を 設け る な ど 警 察 制度 の 整備 に も 力 を 注い だ 。 


輸 1872( 明 治 5) 年 の 徴兵 千 『 論 に 「 血 税 」 と いう 文字 の あっ た こと か ら . 半 血 を 絞ら れる も の と 
て , いわ ゆる 血税 一 兵 と 呼ば れる 徴兵 反対 の 暴動 が お こっ た と ころ も 多かっ た 。 


[ 多 福 公債 】 金 禄 は 和 世 条 ・ 終身 穴 ・ 征 限 禄 の 3 種 に わけ られ , 元 高 の 額 に 応じ て 公債 
支給 額 が 定め られ た 。 元 高 1000 円 以上 の 藩主 ・ 上 土 層 は その 5 一 7. 5 年 分 を 5 分 利 公債 
100 円 一 1000 円 の 上 ・ 中 土 層 は 7. 75 一 11 年 分 を 6 分 利 公 債 で , 100 円 未満 の 下士 層 は 11.5 一 
14 年 分 を 7 分 利 公債 で 与え られ , 元 金 は 5 年 据え お き , 6 年 目 か ら 毎年 抽せん で 30 年 間 に 
すべ て 償却 する こと に な っ て いた 。 交付 を 受け た 人 数 は 31 万 3000 余 人 , 公債 総額 1 億 7300 
万 円 全 。 1 人 平均 に する と , 華族 が 6 万 4000 円 余り だ っ た の に 対し , 士族 は 500 円 足ら ず 
で あっ た か ら , . 士 旋 の 多く は 生活 苦 の た ぬ , 時 か ら 金 禄 公債 を 手放す 状態 で あっ た ( 当 
時 米価 は 1 石 約 5 円 ) 。 

また , 政府 は それ に 先立つ 1876( 明 治 9 年 3 月 。 鹿 刀 久 を 発布 し , 武士 の 身分 的 特権 の 


懲 で あっ た 徐 刀 を 禁止 し た 。 。 
こう し て , 封建 家臣 団 は 名 実 と も に 解体 し た 。 一 部 の 士族 た ち は , 官 更 ・ 教 師 ・ 新 聞 記 
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者 な ど に な っ て 新しい 生活 を 始め た が , 経済 的 特権 を 失っ た 多く の 土 族 た ち は , ある 導 
帰農 し , ある 者 は 金 禄 公債 を 元 手 に 商売 を 始め た も の の , いわ ゆる 「 武 士 の 商法 」 で 大 居 
失敗 し , 生活 に 負 す る よう に な っ た 。 こ うし て . 圭 族 た ちの 間 に は 政府 に 不満 を 抱く 縛 
が 多く な り , 反乱 を お こし た り , 自由 民権 運動 に 走る 者 も 現われ た 。 こ れ に 対し , 政 雇 
士族 の 救済 に あたり , 開 暴 ・ 移 住 の 保護 半 励 , 官 有 地 の 廉価 払下げ , 資金 の 侍 付 な ど 』 
わ ゆる 士族 提 産 に カ を 注い だ 。 
さき さま ざま な 分 野 で 近代 化 を めざし た 改革 を 進め る に は 。 多額 の 細 
= を 必要 と し た 。 そ の た め 政 府 に と っ て , 国家 財政 の 基礎 を 回 め 須 

9 20 40 60 80 loo% させ る こと が 重要 な 課題 と な っ た 。 ピ 明治 政 府 は 成 凍 

[ 地 」 初 , 国家 財政 の 恒常 的 財源 に 乏しく , ば く 大 な 戦績 
ど を 調達 する た め に , 太政官 札 な どの 不 換 紙 幣 の | 
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権 が 認め られ 。 寺地 に 対す る 単 一 の 所 有 権 が 確定 し , 近代 的 土地 所 有 制 度 が 確立 され た 。 
こう し て 近代 資本 主義 経済 の 発展 の 基礎 が 築 か れ た の で あ る 玲 。 

【 地 租 ・ ・ 地価 の 算出 法 】 つぎ に 示し た の は 明治 6 年 7 月 28 日 付 の 地方 官 心得 に 示さ れ た 「 
自作 農 の 場合 の 地租 算定 の 検査 例 で ある 。 そ の 方 法 は , まず 収穫 米代 金 か ら 種 杉 肥 料 代 
を 引い た 額 (4 円 8 銭 ) を 基準 と し , 農民 の 取 入 は 二 夫 か の 利 商 着 ら か を 始 5 | 
隊 者 | | 
加え た 10% が 4 円 8 鐵 に な る よう に 「 田 1 段 義 此 収 穫 米 1 石 6 斗 ] 
本 結 | 代金 4 円 80 銭 但し 1 石 付 代金 3 円 

司 。 農民 の 収入 2 円 44 倒 8 庫 は 地価 内 金 72 銭 種 相 肥 料 代 1 割 5 分 中 

40 円 80 銭 の 6 分 と な る わけ で ある 。 ' 残金 4 円 8 銭 

この 際 。 地租 の 3 %% と いう 数 字 は 旧 | 内  【[ 金 40 銭 8 厚 ]〔 地 租 3 分 ノ 1 村 入 費 引 ] 


2 デ 来 葉 じ な いよ うに を 金 1 円 22 銭 4 庫 ] [地租 ] ( 
行 や 論 商 か ら の 3 来 の 歳入 を 減じ し な いよ うに と の 方 針 ー 人 1 | 
の お 代金 に 所 っ た 。 か ら 割 り 出 きれ て いる 。 こ の 計算 の [ 小 以 金 1 円 63 鐵 2 庫 ] 


廃藩置県 後 。 租税 徴収 権 は 政府 の 手 に 集中 され 
政府 の 恒常 的 財源 の 大 半 を 占め た 農民 か ら の 年 貢 財 
旧 幕 藩 時 代 か ら の 慣行 で , 地域 ご と で 税率 も 一 定 旧 
“ か っ た 。 そのうえ, 米 で 納め る の が 普通 で あっ た 油 
地 和 改正 後 の 小 作 人 生産 の 配分 の 変動 )』3: 本 休 の 変動 に より 歳入 は 不安 定 で , 長期 的 な 時政 語 
邦男 『 地 租 改正 と 秩 禄 処分 」 よ り ) を 立て る こと は 難し か っ た 。 こ うし た 状況 の な か < 楓 
政府 は 国家 財政 の 基盤 を 固め る た ぬ め に 統一 的 な 近 側 

土地 制度 ・ 租税 制度 を 確立 する 必要 に 迫 ら れ て いた 。 
まず , 政府 は 株 仲間 の 解体 に よる 売買 の 自由 族 可 , 一 般 農民 に 対す る 米 販売 の 許可 計 

所 の 廃止 , 田畑 勝手 作 の 許可 , 職業 の 自由 公認 な ど . 経済 ・ 商業 の 自由 な 発展 を 妨 感 
員 制 限 を 大 幅 に 撤廃 し た 。 ま た 土地 制度 を 改革 する た め に 1872( 明 治 5 ) 年 , 田畑 永代 売 

の 禁止 を 解き , 地価 を 定め て . 土地 所 有 者 に 対し 土地 の 所 在 ・ 地 種 ・ 面 積 ・ 価 格 ・ も 苦 

な ど を 記載 し た 地 券 を 交付 し て . 土地 の 私 有 制 度 を 確立 し た 。 こ うし て , 政府 は 地 券 制 

を も と に し て , 1873( 明 治 6 ) 年 7 月 地租 改正 条例 を 発し て 地租 改正 に 着手 し た 。 
改正 の 内 容 は , (1 地価 を 課税 の 標準 に し た こと (これ まで は 収穫 高 が 標準 ), (2) 税 率 才 

価 の 100 分 の 3 と し , 原則 と し て 豊 凶 に よっ て 増減 し な いこ と , (3) 貨 刺 に よっ て 紹 久 計 

た こと (これ まで は 原則 と し て 現物 納 ), (4) 地 租 負 担 者 は 地 券 を 交付 され た 土地 所 有 者 遇 

た こと , な ど で あ っ た 。 「 
地租 改正 の 事業 は 1880( 明 治 13) 年 ご ろ ま で に 数 年 間 か け て 全国 に 実施 され た 。 そ の 

程 で, 1876( 明 治 9 ) 年 , 茨城 県 ・ 三 重 県 ・ 岐阜 県 な ど で 地 租 改 正反対 の 大 規模 な 農民 計 
が お こっ た 。 士族 反乱 と 農民 一 撲 の 結合 を 欧 れ た 大 久保 利通 の 意見 で , 翌 77 (明治 10) 面 
家 率 は 100 分 の 2.5 に 引き 下げ られ た 。 地租 率 は は じ め 「 旧 来 ノ 歳 入 ヲ 減 ギ ザル ラ ヲ 目 的 計 
て 定め られ た が , この 引下げ に より , 農民 に と っ て 江戸 時 代 以 来 の 旧 頁 租 額 か ら 。 罰 

20 狗 程度 の 軽減 と な っ た 。 ま た , 1870 年 代 未 一 80 年 代 初め に は , 米価 が 大 幅 に 上 昇 し 春 
で , 農民 の 地租 の 負担 は , 実質 的 に か な り 軽 減 さ れ , 農民 の 生活 に も ゆとり が 生じ た 計 
地租 改正 に より , 政府 は ひと まず 安定 し た 財源 を 確保 し た 。 土 地 制 度 の 面 か ら み れ 
地租 改正 の 結果 , | 旧領 主 で は な く 農 民 ( 地 主 ・ 小 作 関係 の ある と ころ で は 地主 ) の 土地 記 


結果 , 農民 が 負担 すべ き 1 円 63 銭 2 : 残金 2 円 44 銭 8 屋 但 シ 仮 二分 ノ 利 ト 見 仙 ス 
斉 は 収穫 代金 4 円 80 銭 の 34% と いう “ で 此 100 分 の 3 1 円 22 銭 4 属 」 


こと に な っ だ の で ある 。 
雪 寺 EE 牧村 お 2 各 湊 鍼 は 欧米 先 


近代 産業 の 育成 進 資本 主義 列強 諸国 と 国際 社会 に お いて 肩 を な ら べ る 強国 


を つく る た め の 富国 強兵 策 で あっ た 。 経済 面 に お いて は , それ は 政府 の 欧米 諸国 の 経 
出 度 ・ 技 術 ・ 設 備 ・ Fee Ra 菊 産 興 業 と し て 現われ た 。 
[貨幣 ・ 金 融 制度 ] 資本 主義 の 発展 の た め に は 金融 ・ 貨幣 制度 の 確立 が どう し て も 必要 | 
で あっ た 。 こ れ ま で , 一 般 の 鋳 貨 の ほか , 落札 ・ 外国 貨幣 な どき わ め て 数 多く の 種類 が 流 | 
少し て お り , さら に 財政 難 の た め 不 換 紙 幣 た る 太政官 札 ・ 民 部 省 札 な ども し きり に 発行 | 
まれ 混 各 才 條 の 6e っ の 0 人 の 人 電 4 NO 伊藤 博文 の 建 | 
謗 に よっ て 新 貨 条例 を 公布 し て , 「 「 
本 Mn 銅 の 新 貨幣 を 造幣 寮 ( の 
局 ) で 鋳造 し, 金本位 制 を 
_ 導 ・ 銭 ・ ・ 雇 の 十進法 を 採用 
E 建て 前 は 金本位 制 で あっ た 
が , 質 易 上 で は 主 に 銀貨 が 通用 し 
て いた の で , 事実 上 は 金銀 複 本 位 
唱 で あっ た 。 そ の うえ 1878( 明 治 
上 1) 年 に は 銀貨 の 通用 制限 が 撤廃 








3 二 十 円 金貨 新 紙幣 (明治 通宝 札 ) 民 部 省 札 太政官 札 

k れ た の で 。 実質 的 に は 銀 本 位 制 し 上 ーーー ーー 
ムー っ 。 テキ た 1922( 明 治 5 ) 年 に 明治 初期 の 貨 瑞 明治 新政 府 は 発足 直後 か ら 太 政官 札 な で の 不 換 入 

: の で 0 を 発行 し 。 その後 , 1872( 明 治 5 ) 年 に ドイ ツ で 印刷 し た 新 紙 向 を 出し 

は 大 政官 札 な どの 不 的 紙 身 と 9 た 。 左 は 1871( 明 治 4 ) 年 の 20 円 金貨 。 

模 え る た め に , 新しい 政府 紙幣 を 

ラニ ニー ニー ニーー ニ ーー ニーーーーー ニ 一 ーー デデデ ーー 

地租 が ., 国家 の 一 般 会 計 歳 入 中 に 占め る 割合 は , 1874 年 度 は 81%, 1876 年 度 は 72 旧 。 1881 年 度 は 

弟 。 1891 年 度 は 36 児 で , 商工 業 の 発展 に 伴っ て 地租 の も つ 意 味 は 軽く な る が , 明治 初 年 に は 最も 大 


な 比重 を 占め て いた 。 
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発行 し た が , これ も また 不 換 紙 幣 で あっ た 。 
金融 ・ 商 業 機関 と し て は , 1869( 明 治 2 ) 年 , 半 官 半 民 の 通商 会 社 ・ 為 奉 会 社 が 設 立 き 
た が , 成功 し な か っ た 。 そ こ で 政府 は 近代 的 な 銀行 制度 の 移植 を は か り , 伊藤 博文 ・ 浅 

栄一 1840- 1931) ら が 中 心 と な っ て アメ リカ の National Bank の 制度 に な ら っ て , 1872( 

治 5 年 国立 銀行 条例 を 発布 し た 。 そ し て 翌年 か ら 民間 の 出資 を 仰ぎ , 第 一 国 立 銀行 ( 

組 ・ 小 野 組 の 出資 ) を は じ め と し て , 各地 に 民間 の 国立 銀行 が 設立 きれ た 。 「 


【 国 立 銀行 】 国立 銀行 と いう 名 称 は , 一 見 , 国有 ・ 国 営 の 銀行 を 思わ せる が , そう で 
く て , 私 営 の 民間 銀行 で ある 。 国 の 法律 に 基づい て 設立 ・ 運 営 さ れる と いう 程度 の 意味 
アメ リカ の National Bank の 訳語 を 日 本 に 適用 し た の で ある 。 は じ め , 政府 の 不 換 紙 還 軸 
整理 を 目的 と し て 設 % 立 され だ た も の で , 資本 金 の 60% ま で 紙幣 を 発行 する こと が 認め ら 電 | 
残り の 40% を 正 貨 で 準備 し て 免 換 に あて ね ば な ら な か っ た 。 し か し , この 条件 が 厳し ず 
て 営業 不振 に お ちい っ た の で , 1876( 明 治 9 ) 年 , 条例 を 改正 し て 正 貨 邊 換 を 廃止 し, 
金 の 80% ま で 紙幣 を 発行 で きる こと と し た 。 こ れ に よっ て 営業 は 活発 と な り . 全国 の 負 症 
議 V. は 礎 ん と な っ て , 1879( 明 治 12) 年 に は 153 行 に 達し た 。 そ の 不 換 紙 幣 の 乱発 は イ ン 3 
レー ショ ン を 措 い た が , 同時 に 産業 資金 の 創出 に は 役立っ た 。 
[通信 ・ 交通 制度 | 通信 機関 と し て は , 1869( 明 治 2 ) 年 , 政府 の 手 に より 東京 ・ 横 源 議 
に 電信 が 敷設 され , 1874( 明 治 7 ) 年 に は 青森 ・ 東 京 ・ 長 崎 間 が 開通 し て 幹線 が は ば で 趣 
が り , 1880 年 代 初め まで に , 全国 の 電信 ネッ トワ ー ク が , お お むね 完成 し た 。 ま た , : 
と の 電信 も , 1871( 明 治 4 ) 年 長崎 と 中 国 (清国 ) の 上 海 と の 間 が 開通 し た 。 電 話 も 1877( 
泊 10) 年 に 輸入 され た が , 官営 の 電話 事業 が 始ま っ た の は , 1890( 明 治 23) 年 の こ と で あ 六 
郵便 の 制度 は 前 島 密 (1835 一 1919) の 雄 力 に よっ て これ まで の 飛脚 制度 に か わっ て 取 / 
れ ら れ , 1871( 明 治 4 ) 年 東京 ・ 京 都 ・ 大 阪 間 に 実 施さ きれ , 1873( 明 治 6 ) 年 に は , 全国 の 
ー 料 金 制度 が 実現 し , 全国 の 主要 な 郵便 網 が ほぼ 完成 し た 。 そ し て 1877 (明治 10) 年 に は 2 
国 郵便 連合 に 加入 し た 。 
本 ee ea 
敷設 に 着手 し た 。1872 (明治 5 ) 年 東京 の 新橋 と 横浜 間 の 鉄道 が 開通 し た の を は じ 縛 | 
1874( 明 治 7 ) 年 大 阪 ・ 神 戸 間 , 1877 (明治 10) 年 大 阪 ・ 京 都 間 が 開通 し た 。 東海 道 本 線 (6 
京 ・ 神 戸 間 ) の 全 通 は 1889 (明治 22) 年 の こと で ある 。 
謝 運 業 で は , 1870 (明治 3 ) 年 , 上 作出 才 の 泊 人 eet--9) が 前 の 光 組 を 人 
け て 九 十 九 商 会 を 創設 , 1875( 明 治 8 ) 年 に は 郵便 汽船 三 E 姜 会 社 と 改称 し た 。 同社 は 伯 
の 無償 払下げ や 助成 金 の 交付 な ど 政府 の 特権 的 保護 の も と に , アメ リカ の 汽船 会 社 と | 
名 に 打ち 勝ち , 西南 戦争 な どの 軍事 輸送 に よっ て 巨 富 を 得 た 。 そ し て 単に 国内 航路 ば 交 
で な く , 1875( 明 治 8) 年 に は 早く も 上 海 航路 を 始め る な ど , 外国 航路 を 開設 し て 積極 義 
経営 を 進め た 。 こ れ が の ち に 政府 の 共同 運輸 会 社 と 合併 し て , 1885 (明治 18) 年 に 日 本 郵 
会 社 と な っ た の で ある 。 
[殖産 興業 ] 区 府 は 府 や 諸 沙 の 答 山 や 工場 を 引き 継い で 官営 事業 と する と と も に 
ら に 盛ん に 欧米 か ら 機 械 ・ 設 備 を 輸入 し , 外国 人 技師 を 招い て 官営 工場 を 設立 ・ 経 営 縛 
な ど , 近代 産業 の 育成 を は か っ た 。 と くに , 輸出 産業 と し て 重要 で あっ た 製糸 業 の 部 問 
は , フラ ンス の 製糸 技術 を 取り 入れ , フラ ンス 人 技師 プリ ュ ナ (Brunat, 1840 一 1908) 本 
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の も と に , 群馬 県 に 富岡 製 和 場 を 設 を 立 し , 士族 の 子女 な ど 多く の 女子 労働 者 (いわ ゆる 
工 ) を 集め て , 蒸気 力 を 利用 し た 機械 に よる 大 規模 な 生糸 の 生産 に あたっ た 。 こ こ で 製 
系 技術 を 習得 し た 富岡 工 女 た ち は , その 後 , 各地 に 設 
議 す る 役割 を 果たし た 。 ま た 江戸 時 代 か ら 発展 の 基礎 が 芽 ば を えて いた 綿糸 紡績 業 な どの 部 
門 で も , 官営 模範 工場 が 各地 に 設立 され た 。 


立 さ れ た 民間 の 製糸 工場 で 技術 を 指 


【 明 治 初 年 の 官営 事業 】 その 主 な も の は つぎ の よう で ある 
(1① 旧 幕府 ・ 諸 藩 か ら 引 き 継 い だ も の : 京 砲 其 ( 帯 府 の 関 日 製 作 所 ) 横須賀 海軍 工 
厳 (幕府 ), 長崎 造船 所 (幕府 の 長崎 製鉄 所 ), 鹿児島 造船 所 ( 立 摩 藩 ), 三池 鉱山 (柳河 落 , 
三池 藩 ) 高島 炭鉱 (佐賀 藩 ) 堺 紡績 所 (薩摩 沙 ) 
② 新 設 し た も の ・ 板橋 火 楽 製 造 所 , 大 阪 砲兵 工 臓 , 赤羽 工作 分 局 , 深川 工作 分 局 ( セ メン 
ト 製造 所 ・ 不 捧 自 吉 志 製造 所 ), 品川 硝子 製造 所 , 千住 製 級 所 . 富岡 製 其 場 , 新町 紡績 
所 , 愛知 紡績 所 , 広島 紡 病 所 
この よう な 殖産 興業 政策 を 推進 し た の は , 1870( 明 治 3 ) 年 に 設置 され た 工 部 省 お よび , 
I873( 明 治 6 ) 年 に 設置 され た 内 務 省 で . と くに 岩倉 使節 団 一 行 の 帰国 後 。 内 務 卿 夫 入 保利 


肖 、 工 部 卿 伊藤 博文 お よび 国家 財政 を 担当 し て いた 大 蔵 卿 大 隈 重信 ら が その 中 心 に な っ た だ 。 


美 SS 西南 戦争 の さき なか, 政府 の 手 で 第 1 回 内 国 勧業 博覧 会 が 東京 上 野 で 開か 
, 各地 か ら 機 械 や 美術 工芸 品 が 出品 ・ 展示 され , 民間 の 産業 発展 の 大 き な 刺激 と な っ た 。 
壮 牧畜 の 面 で も 政府 は 三 田 肥 種 場 を は じ め , 各地 に 育種 場 ・ 種 音 場 な ど を つく っ pd 


技術 改良 を 進め , 開拓 事業 で は 福島 県 安積 引水 の 開発 を 行っ た 。 また , 政府 は 外国 人 技師 


を 拓く と と も に , 工 部 省 内 に 工学 寮 (の ち 工 部 大 学校 一 帝国 大 学 工科 大 学 一 東大 工学 部 ) 
を 設立 し た の を は じ め , 移 場 農 学校 (の ち 東 大 農学 部 ) ・ 札 幌 農学 校 ( の ち 北海 道 大 学 ) な ど 
を 創設 し , 留学 生 を 派遣 する な ど , 新しい 技術 の 修得 や 技術 者 の 養成 に つと め た 。 


[北海 道 開拓 】 暖 夷 地 は 北海 道 と 改め られ , 札幌 (は じ め 東 京 ) に 開拓 使 が 設置 され た 。 政 
府 は , アメ リカ の 農政 家 ケ プロ ン (Capron, 1804 一 85) や 教育 家 ク ラー ク (Clark, 1826 一 86) 
を 招い て 北海 道 の 開 拓 に 力 を 注ぎ , 士族 ら の 移住 を 半 励 し て 荒地 の 開 表 を 進め , 市 田 兵 制 
度 を 実施 する な ど , 農業 ・ 炭 鉱 の 開発 に 巨費 を 投じ た 。 北 海道 の 先住 民族 で ある アイ ヌ に 
対し て は , その 農民 化 を 基本 と する 同化 政策 が 取ら れ た が , 開拓 の 進行 に よっ て アイ ヌ の 
人 々 は 生活 閣 を 侵害 きれ , 負 乏 化し て いっ た 。 
まき) 初期 の 鉄道 鉄道 建設 は 伊藤 博文 ・ | 5 属 , 中 等 75 銭 , 下 等 37 銭 5 尾 で あっ た 。 当 
た た 隈 重信 の 熱心 な 主張 で 実現 し た が , 建設 費 」 時 の 米価 は 1 斗 ( 約 15kg) 40 銭 足ら ず で ある 
に あて る た め , 政府 は 100 万 ポン ド の 外国 債 か ら 今 か ら 思 えば ずい ぶん 高い 運賃 で . 上 等 
を イギリス で 募集 し た 。 京浜 間 の 測量 が 始ま | 客車 な ば ぼ は は じ め は ガラ 空き だ っ た らし い 。 
ぅ っ た の は 1870( 明 治 3) 年 3 月, 品川 ・ 横 浜 間 | スピ ー ド は 時 加 30 キ ロ 以 上 で 新橋 ・ 横 浜 間 を 
が 完成 し て 仮 営業 し た の が 1872( 明 治 5 年 5 53 分 で 走っ た か ら , それ まで , 東京 か ら 横 浜 
り 隊 新橋 (現在 の 汐留 貨物 駅 跡 ) ・ 横浜 (現在 | へ 1 日 が か り で 出かけ た こと を 考え れ ば ずい 
の 秒 木町 ) 間 の 開業 式 が 行わ れ た の は 同年 10 
用 14 日 の こと で あっ た 。 当 時 の 時 刻 表 を みる | 試運転 中 の 列車 に 試乗 し た 大 久保 利通 は , 
と , 午前 は 8 時 ・9 時 ・10 時 ・11 時 の 4 回 , 「 「 始 て 蒸 汽 車 に 乗 候 負 , 実に 百 開 - 見 に 
許 後 は 2 時 ・3 時 ・4 時 ・5 時 ・6 時 の 5 回 | し か ず 。 こ の 便 を 起き ずん ば , 必ず 国 を 起す 
が 新橋 発 と な っ て お り , 運賃 は 上 等 1 円 12 銭 | こと 能 は ざる べし 」 と 日 記 に 記し て いる 。 鉄 


ぶん 便利 に な っ た 。1871( 明 治 4 ) 年 9 月 21 日 , 







































6 た 。 しかし. この 計画 は あま り に 


理 相 に 走り すぎ て , 当時 の 国民 生 
活 の 実情 に 合わ ず , 完全 に は 実現 
で き な い まま , 1879( 明 治 12) 年 の 
教育 令 公布 に よっ て 廃止 きれ た 。 


また 政府 は , 幕府 の . 介 平 坂 学 問 所 や 開成 所 を 受け 継い で 
Il869( 明 治 2 ) 年 大 学 E 南 校 ( の ち 東 京 開成 学校 ) を 設置 し , 日 本 人 洋服 の 着用 
の 洋学 者 や 外国 人 教師 を 招い て , 洋学 を 中 心 と し た 高等 教育 に 
あたっ た 。 同 校 は その 後 。 東京 医学 校 と 合併 し , 1877( 明 治 10) | ・ 脱 刀 
任 , 日 本 最初 の 西洋 風 の 近代 的 総合 大 学 で ある 東京 大 学 と な り , | _ 帽子 の 流行 
4 術 研究 と 高等 教育 の 中 心 と な っ た 。 さ ら に , 女子 教育 の 面 で | 牛肉 店 (牛鍋 ) 
、1872( 明 治 5 ) 年 。 東京 に 官 立 女 学 校 。 つ いで 女子 師範 学校 ec 
の 人 [ |878 巻 た ば こ 


られ , 別格 官 幣 社 に 位置 づけ られ た 。 
St こう し た 過程 で 天皇 親政 が 強調 され , 国民 に 対し て も 天 揚 が 古く 
ve の 日 本 の 統治 者 で ある と いう 宣伝 が 広く 行わ れ , その 神格 化 が 進ん 彰 
孝明 天皇 祭 | 天 長 節 ・ 紀 元 節 が 国 の 祝祭 日 と 定め られ た の も こう し た ね らい の 
で あっ た だ 。 
IRM 
吉 釈 の 運動 が 全国 的 に 広まり , 寺 ・ 仏 像 ・ 仏 具 ・ 経 典 な ど が 破壊 講 
る い は 焼 か れ た た め , 仏教 界 は 大 打撃 を 受け た 。 

し か し , 神道 に よる 国民 教化 と 仏教 の 排 尺 は 国民 に 十分 に は 受け 民 
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道 の 敷設 が 国 の 繁栄 の た め に は 必要 不可 欠 だ | と . 大 久保 が 認識 し て いた 様子 が よく わ 閣 用 の 初等 教育 の 間 に は , まだ 大 き な 格 列 ニシ 者 ク : 云 業 勉 ノ ーー 以 
明治 維新 は 「 王 政 復古 」 と いう 形 で 行わ れ た た め , . は じ め は 復 吉 剛 WM が あっ た こと は 否定 で き な い 。 ま た , テテ 上 。 H 了 設 5 キ 6 人 
彩 も か な り 強 か っ た 。 し か し . 政府 が 吾 事 一 新 」「 旧 弊 打破 者 島村 で は 貴重 な 労働 力 で ある 児童 の 通 の ま ょ ス クニ 今 者 ニテ オ 芸 生 目 学 
えて 近代 化 政 策 を 推進 し , 熱心 に 欧米 の 新しい 制度 ・ 知 識 ・ 文 物 を 取り 入れ た の で 。 応じ 反対 する 声 も あり , 授業 料 や 学校 | 2 6A 学 半 條 人 ニ スス そ の 二 っ ラ 由 半 
・ 文化 ・ 思 想 ・ 国 民生 活 な ど 広 い 範 囲 に わた っ て 大 き な 影 響 を 与え , いわ ゆる 文明 開 人 も 7 貫 の 負担 も 軽く は な か っ た の で , | 中 従 ラノ "テラ 従 る スル 身 時 | 
呼ば れる 風潮 が 急速 に 広がっ た 。 「 中 学校 の 廃止 を 求め る 農民 一 拉 が お こ を る コ 役 人 人 シ き Mk: さ 全 衣 問 
[宗教 ] 政府 は , は じ め 王 政 復 古 に よっ て 「 神 武 創業 の 始 」 に 立ち 帰る 趣旨 か ら , 祭 柄 馬 た 地域 も あっ た 。 2 を タン シ る る 2 ョ ヨ 2 の 4 
致 の 立場 を と り , 神 基 官 (の ち 神 舐 省 ) を 再興 し , 多く の 国学 者 ・ 神 道家 を 登用 し た 。 [学制 】 主 に フラ ンス を 範 と し , た 避 サ 3 ン 民 7 RN 示 な 
て 宣教 使 を お き , 神道 を 中 心 と し た 国民 教化 を めざし て 1870( 明 治 3 ) 年 大 教 宣布 の 褒 全国 を 8 大 学区 、 各 大 学区 を 32 | モミ へ 育 ン 昌 へ 人 " 他 ヲ 官 | 
出し , つい で , 神社 制度 を 設け , 官 幣 社 ・ 国 幣 社 な ど 神社 の 社務 を 定め 。 を 和 中 光 区 , 各 中 学区 を 210 小 学区 | を 計 カ 放 本学 耐 テ 2 介 
な ど 政府 の 保護 の も と に 神社 神道 の 普及 に 力 を 注い だ 。1869( 明 治 2 ) 年 , 成 辰 戦争 の 戦 に わけ , 各 学 区 に 大 学 ・ 中 学 ・ 小 | = 東生 ヲ 期 必 う ハ 生 * 容 
者 を 合祀 する た め 政 府 に より 設け られ た 拉 魂 社 は , 1879( 明 治 12) 年 に は 滞 全 短 社 と 古 学校 各 1 校 を 設置 する 計画 で あっ の ルル る 怠 9 治 人 仰 
が 上 ヲ 
と 令 罰 ナノ 昌 
< 音 所 兄 
た = の た 


性 ト 

一 9 

填 ヽ 尾 画 革 

。 寺 My 貞 定 因 

浴 黄 生 ~ で は させ 吉 
| 避 さ 路 x 音 さき 避 べべ す 辱 





明治 の 祝 藤 日 ( 画 涯 6.10.14) て 
人 上 Pr ら れず 。 し だ い に 退 潮 に 向かっ た 。1872( 明 治 5 年 神 大 省 は 数 章 和 


系 上 寺 角 秋分 の 日 を 秋 改め られ , 仏教 の 僧 介 も 教導 職 (宣教 使 の 後 身 ) に 任じ られ る よう ( 吉 


上 押 析 と だれ らち 。 っ た も FC ミ 1 を の 吉 馬 ) 省 も さしたる 成果 を あげ る こ と な く , 1877 


の 祝祭 日 は 学校 で の 儀 
な ど を 通じ て 明治 後 治 10) 年 に は 廃止 きれ た 。 





期 , と くに 日 赴 戦 争 後 , ー カ , キリ スト 教 は 新政 府 成立 後 も 依然 と し て 五 棒 の 掲示 に よっ , こ カ , 民間 に お い て も 福沢 論 吉 (1834 一 1901) の 鹿 記 義 新 筑 地 ホテ ル 館 
国民 生活 の 中 に 定着 し て 止 され , 長崎 の 浦上 で は 多く の 信徒 が 捕え られ . 改宗 を 強制 され る ス 島 論 (1843 一 90) の 同志 社 な どの 私 立 学校 が 創設 きれ , 特色 ある | 187] 椅子 ・ テ ー ブ ル 
2: う 事 件 が お こっ た (浦上 信徒 弾圧 事件 ) 。 列 国 は これ に 激しく 抗議 し , 学 風 の も と に 新しい 時 代 に ふさ わし い 人 材 の 育成 に あたっ た 。 人 
の 後 岩倉 使節 一 行 が 欧米 を 視察 し た と き , キリ スト 教 禁 教 が 条約 改正 交渉 に 悪影響 を 主 [国民 生活 ] 文明 開化 の 風潮 は , 東京 な どの 大 都会 を 中 心 に 電 刀 
て いる こと を 知っ て , 1873( 明 治 6) 年 に いた っ て , よう や く 禁 教 が 解 か れ た 。 剛 民 の 生活 様式 の 面 に も いろいろ と 現われ た 。1872( 明 治 5) 年 二 二 
[教育 制度 ] 近代 化 を 有効 に 進め る た め に は , 国民 の 知識 の 水準 を 高め る こと が 必要 人 座 一 一 管 の 火災 を 機会 に 政府 は 防火 ・ 美 観 を 考慮 し て 銀座 通り | 通信 電信 
CEC 政府 は 国民 の 臣 組 ・ 開明 化 に 力 を 注い だ 。 そ の 手 初 め と し て , 欧 の に 迷 志 造 の 洋風 建築 を 建て な ら べ きせ た 。 1871( 明 治 4) 年 に は 「 還 
代 的 な 学校 教育 制度 の 採用 を は か り 。 1871( 明 治 4 ) 年 教育 行政 を 担当 する 文部 省 を 放 朋 脱 刀 令 が 出 て . 散 切り の 頭髪 や 洋服 の 着用 が し だ い に 広 ま 鉄道 ( 東 京 横浜 間 ) 
し , つい で , 憶 1872( 明 治 5 ) 年 , 学制 を 公布 し て . 男女 を 問わ ず 国民 各自 が 身 を 立て 語 っ た 。 街路 に は ガス 灯 や ラン プ が と も り , 人 力 車 ・ 馬 車 な ど が | |!877 電話 
を 開き , 産 を 治め る た め に 学問 が 必要 で ある と する , 一 種 の 功利 主義 的 教育 観 に 立脚 選 走る よう に な っ た 。 食事 の 面 で も 肉食 の 習慣 が 西洋 か ら 伝 わり , 太陽 麻 
国民 教育 の 建設 に つと め た 。 と くに 牛肉 が 喜ば れ た 。 ま た , 政府 は 西洋 諸国 の 例 に な らい , | し か 3 
その 結果 , 全国 に 2 万 校 以 上 の 小学 校 が 設立 きれ, 学校 教育 が 急速 に 広まっ た 。 これ まで の 旧暦 (大 陰 歴 ) を 廃止 し て 太陽 暦 を 採用 する こと と し , | 日 曜 休日 抽 
は 江戸 時 代 に 寺子 屋 で 行わ れ て いた 庶民 教育 の 伝統 が あっ た か ら で あ ろう 。 こ うし て 旧 旧暦 の 明治 5 年 12 月 3 日 を 太陽 暦 の 明治 6 1873) 年 月 1 日 と で 二 開 化 の 新風 俗 起源 (G 研 肖 
(明治 8 ) 年 に は 男子 の 小学 校 就学 率 は 50% を 超え た 。 し か し , 女子 は 18.7% に すぎ ず 詞 し た 。 そ の の ち , 日 曜 の 体 日 制 な ども 採用 し た 。 治 事物 起源 」 そ の 他 より ) 
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第 4 部 近代 ・ 現 代 
e 的 な 芸術 や 美術 工芸 品 が 見 捨て られ , 由緒 ある 寺 祖 

西洋 事情 (1866). 学問 の すゝ め | 古城 な ど が 破壊 され る な ど , 多く の 貴重 な 文化 財 区 
(1872), 文明 論 之 概略 (1875). われ そう に な っ た 。 奈良 の 興福 寺 の 五重塔 が わ ず 門 













通俗 民権 諭 (1878) 「 
真 政 大 意 (1870). 国体 新 論 | 「 1 現在 の 貨幣 価値 で 30ー40 万 円 位 ) で 売り に 山間 
(1874) . 人 権 新説 (1882) た の も この ころ の こと で ある 。 

四国 立志 編 ( ス マイ ルズ : 明治 初 年 に 来 日 し た ドイ ツ 人 医学 者 ベルツ は , 還 


18 用 ), 自由 之 理 (ニル : 1878) 


の 寺 い 和議 き の 伝 益 | 
| 人 若い 知識 人 が 日 本 の 伝統 的 文化 や 歴史 を 軽 授 し 


いも の を すべ て 否定 し よう と し て いる あり さま に 医 


泰 西国 法 講 (1BH8) 

万 国 新 中 (1872) 目 国 の 固有 な 文化 や 歴史 を 尊重 し な いよ う で は , 

民 約 訳 解 ( ル ソー : 1881) 人 か ら も ゃ 尊敬 され な い だ ろ うと 批判 し て いる 。 

民権 自由 論 (1879) し か し .。 この よう な 西洋 の 風 傘 し 

Et が し 3 あみ の 白村 遇 人 習慣 カ 広まっ ' 
は , 主として 東京 ・ 横 浜 な どの 大 都会 や 開港 場 。 財 


明治 初期 の 主 な 啓 式 書 


・ 学校 ・ 軍 隊 な ど で あ り , 農村 部 に は あま り 広 ま 
地方 の 農村 で は あい か わら ず 上 旧暦 に よっ て 年 中 行事 が 行わ れる な ど , 江戸 時 代 以 来 の 個 
的 な 生活 光 慣 が 続い て いた 。 生活 文 化 の 面 で は , 都会 と 農村 の 違い は まだ まだ 大 きか = 上 
の で ある 。 

忌 想 ] 文明 開化 の 風潮 と と も に 思想 界 も 活発 化し , 人 間 の 自由 ・ 権 利 や 個人 の 自記 
尊重 する 欧米 の 新しい 自由 主義 ・ 功 利 主義 の 思想 ・ 字 問 や それ に 差 づく 政治 制度 ・ 
織 ・ 法 律 な どの 新知 識 が 啓蒙 思想 家 た ち に よっ て 紹介 ・ 主 唱 | され. 世に 受け 入れ ら 家 
よう に な っ た 。 

と くに 福沢 諭吉 は 『 学 問 の すゝ め 』 を 書い て , 人 は 生ま れ な が ら に 貴 財 の 別 が ある の < 琴 
な く , 学問 を 学ん で , 土建 的 な 身分 意識 を 打破 すべ きこ と , 自主 ・ 自 由 の 精神 に 基 づ 1 
人 の 独立 が 一 国 の 独立 を 支え ある る の で ある こと を 説い た 。 同書 は 初 編 か ら 17 編 まで つっ 讃 
き に 出版 され た が , その 発行 部 数 は 1880( 明 治 13) 年 まで に 約 70 万 部 に 達する と いう 驚 
ベス ト セ ラー と な っ た 。 ま た , 福沢 は 文明 論 之 概 略 』 を 著 わ し て , 人 間 の 智徳 の 進 上 
文明 を 進め る 大 き な 力 で ある こと を 唱え た 。 こ う し た 福沢 の 思想 は , 新しい 時 代 の な 痢 
育 年 た ち に 大 き な 影 響 を 与え た 。 幕末 の 文久 年 間 に 『 郊 放 い 隣 草 』) を 書い て 西洋 の 4 
政治 に - つ いて 紹介 し , その 採用 に よる 改革 を 主張 し た 加藤 弘之 1886 一 1916) は 。 維新 後 
引き 続き 立憲 政体 略 」「 真 政 大 意 』『 国 体 新 論 』 を 書い て , 立 評 政治 の 知識 を 広め , 天 芋 
権 論 @ を 紹介 し た 。 し か し 1880 年 代 に 入る と 社会 進化 論 の 立場 に 立っ て 天 呆 人 権 論 を 必 
する よう に な っ た 。 中 村 正 直 (1832 一 91) は 『 本 国立 志 編 』「 自 由 之 理 』 を 翻訳 し て , 自 申 
義 ・ 功 利 主義 の 思想 を 伝え た 。 西周 | は 津田 真道 (18291903) ら と と も に 幕末 に 幕府 の 劉 
生 の 一 人 と し て ヨー ロッ パ に 学ん だ が , 明治 初 年 に は 哲学 や 論理 な どの 著作 を 著 わ し 坦 
津田 は 万 国 公法 (国際 法 ) や 法律 学 を 学び , こう し た 分 野 の 著作 や , 出版 の 自由 ・ 廃 娘 計 


の 天 駄 人 権 論 と は , 人 は 生ま れ な が ら に し て 自由 ・ 平 等 で あり , 幸福 を 求め る 権利 を も つも の 
それ は いわ ば 天 か ら 与 えら れ た 人 間 の 基本 的 権利 で ある と いう 考え 。 西欧 の 自由 ・ 平 等 の 思想 に 粒 
し , 明治 初 年 , 日 本 に 入っ て くる と , 自由 民権 運動 の 展開 の な か で く 叫ば れる よう に な っ た 。 
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er 設立 な ど を 唱え た 。 ま た , 岩倉 使節 団 に 同行 し て , フラ ンス に 留学 し た 申 江 交 


847 一 1901) は , 帰国 後 。 急進 的 な 自由 主義 の 思想 家 ル ソー の ! 社 会 契約 論 」 を 抄 訳し て , 


『I 約 訳 解 』 と 題し て 公判 し , 人 章 の 自由 と 平等 の 思想 を 広め , 自由 民権 運動 の 発展 に 影響 
を 号 え た 。 一 方 , 田口 卵 吉 (1855 一 1905) は 文明 の 発展 と いう 文明 史観 の 立場 か ら ら 『 日 本 開化 


ド 更 』 を 書い て , 新しい 歴史 の 見 方 を 世に し た だ 。 ご 9 し た 啓 守 思 想 家 た ち が 集 まっ た の 
。1873( 明 治 6 ) 年 森 有 礼 の 提案 に よ り 西洋 の 学会 に な ら っ て 結成 され た 明太 社 で あっ た 。 
【 明 大社 】 明太 社 は アメ リカ 帰り の 外交 官 森 有 礼 (I 旧 薩摩 藩士 の ち 文 部 大 臣 ) が , 明治 6 
(1873) 年 8 月 , 欧米 諸国 の 学会 に な ら っ た 学術 ・ 談話 の 会 の 設立 を 志 し , 西村 茂樹 (1828 
ー1902) ら に 相談 し た こと に 始ま る 。 正式 の 発足 は 翌年 2 月 で ,『 明 太 雑 誌 』 の 発行 (毎月 2 
ー 3 回 . 各 4000 一 5000 部 ) や 講演 会 ・ 談 話 会 の 開催 な ど に より , 新しい 学術 ・ 知識 ・ 思想 
な どの 藩 葵 活 動 を 進め た 。 森 ・ 西 村 の ほか , 福沢 諭吉 ・ 加 藤 弘 之 ・ 中 村 正 直 ・ 津田 真道 ・ 
西周 ・ ・ 神田 孝平 (1830- 98) ら の 洋学 者 が 参加 し た 。 彼 ら は 森 を 除い て 西南 雄藩 の 出身 で 
は な く . その 多く は , 中 ・ 小 落 の 出身 な が ら 幕 末 に は 幕府 の 洋学 機関 に 勤務 し , 幕臣 と し 
て 洋学 の 研究 ・ 教 育 や 洋書 の 翻訳 な ど に あたっ た 人 々 で ある 。 雑 新 後 , 福沢 を 除く 大 部 分 
が 明治 政府 に 冊 仕 し . その 新知 識 を 大 い に 活用 し て いる 。 旧 華 府 の 人 材 育 成 政 策 が , 日 
本 の 近代 化 に 大 き な 役 割 、 果 た し た 事実 だ うか が われ よう 。 し か し , 1875( 明 治 8) 年 6 月 
の 護 請 律 ・ 新 聞 紙 条例 の 制定 な ど , 政府 が 自由 な 言論 活動 に 対す る 取り 締まり を 強化 し た 
た め 。 明太 社 の 活動 は ふる わな く な り , 1875( 明 治 8 ) 年 11 月 を も っ て , 『 明 太 雑誌 』 ゃ 廃刊 
と な っ た だ 。 
こう し た 新 思 想 や 新知 識 の 普及 に 大 き な 役 割 を 果たし た の が , 新聞 ・ 雑 誌 ・ 出版 事業 の 
秦 達 で ある 。 新聞 は すでに 幕末 か ら 出 きれ て いた が , 1870( 明 治 3 ) 年 日 本 最初 の 日 刊 新聞 
と し て , 『 横 浜 毎日 新聞 」 が 発行 され た の を は じ め , 1870 年 代 に 『 東 京 日 日 新聞 』『 晶 新 真 事 


IL 科 野 新聞 「 読 売 新聞 』 『 郵 便 報知 新聞 』『 朝 日 新聞 」 な ど が あい つい で 創刊 ミ きれ た 。 そ の 


多く は . 政治 問題 な ど を 取り あげ て 輸 評 し た り , 政治 的 主張 を 展開 し た りす る 政 論 新聞 
(た 新聞 ) の 色彩 が 強かっ た が , な か に は 江戸 時 代 の 読売 瓦版 の 伝統 を 受け 継ぎ 社会 に お こ 
ら た 出来 事 を 伝え る 小 新聞 も あっ だ a この ょ う な 多数 の 出版 物 が 発行 で きる よう に な っ た 
理由 の 一 つ は , 本 木 店 造 (1824 一 75) が 鈴 製 活字 の 量産 に 成功 し た こと が あっ た 。 

まま 者 | お 雇い 外国 人 明治 政府 は , 先進 国 
の 制度 ・ 知 識 ・ 技 術 な ど を 取り 入れ て 近代 化 
を 進め る た め , 欧米 諸国 か ら 多 く の 技 術 者 ・ 
学者 ・ 教 師 ・ 軍 人 た ち を 招い た 。 そ の 数 が ビ ピ 
ー ク に 達し た の は 1870 年 代 の 中 ご ろ で , 政府 
が 雇い 入れ た 外国 人 は 500 人 を 超え た 。 国 別 
に みる と , 当時 は イギリス 人 が 過半 数 を 占め , 
つい で ブラ ンス 人 ・ ア メリ カ 人 ・ ド イツ 人 の 
順 で あっ た 。1880 年 代 以 降 ,。 し だ い に 日 本 人 
が 彼ら に か わっ た の で , 1892( 明 治 25) 年 に は 
130 人 と 最盛 期 の 4 分 の 1 に 減っ て いる 。 
の ころ に は ドイ ツ 人 の 比率 が 高まっ た が , 
れ は 法制 度 や 軍事 制度 (陸軍 ) な どの 分 野 で , 

ドイ ッ に 学 京 よう に な っ た こと の 反映 で ある 。 


( 往 漠 
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お 雇い 外国 人 た ち は , 日 本 人 を は る か に し の | 700 ド ル , 3 年 目 か ら は 1000 ド ル ( 当 時 1 論 
ぐ 高 給 取 り で あっ た 。 例 えば 1870( 明 治 3 ) 年, 」 は 約 1 円 ) の 契約 で , 日 本 政府 の 最高 補 
鉄道 建設 に あたっ て 初代 建築 所 長 と な っ た イ ある 大 政 大 臣 の 月 給 800 円 (参議 500 円 ) を 
ギリ ス 人 モレ ル (Morell, 1841 一 71) は 28 歳 で 。 わっ た 。 最 下級 の お 雇い 職工 で も 月 給 72 
あっ た が , 初 年 度 の 月 給 は 洋 銀 ( メ キシ コ 銀 ) , と , 日 本 人 職工 の お よそ 10 一 15 倍 で あっ 内 
明治 初 年 。 政府 の 外交 政策 の 中 心 課題 は , 欧米 諸国 に 頑 
て は 幕末 の 不平 等 条約 の 改正 で あり , アジ ア 諸 国 に 対 中 
は , 清国 ・ 朝鮮 と の 国交 再開 で あっ た 。 

[岩倉 使節 団 ] 1871( 明 治 4 ) 年 , 政府 は 右大臣 岩倉 具視 一 行 を 欧米 に 派遣 し て 。 条 納 
止 の 予備 交渉 と 欧米 の 国情 視 宗 に あたら せ た 。 この 使節 団 に は 副 使 と し て 参議 木戸 孝 人 区 
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この 征 韓 論 は 同時 に , 政府 に 強い 不 
を いだき , 朝鮮 へ の 積極 的 進出 に 期 
前 を か け , それ を 望ん で いる 土 族 層 を 
な だ め , 彼ら の 矛先 を 海外 に 向け させ | """「 信和 交換 条約 
馬 こ の で お っ た 。 (まま ーー 

し か し , 1873( 明 治 6 ) 年 9 月 , 岩倉 
遇 視 一 行 が 帰国 する と , 欧米 先進 列強 
の 着 し い 発展 を みて きた 大 久保 利通 ・ 
相戸 考 欠 ら は あく まで 内 治 の 整備 が 先 
座 で ある と し て 征 韓 論 に 強く 反対 し , 


画 日 押 和 親和 約 以前 の | 


PPFLT_ 2 11 昌 4」 
9 国境 





大 蔵 卿 大 久保 利通 ・ 工 部 大 博 伊 藤 博文 ら 政 府 の 中 心 人 物 た ち が 参 加 し て いた 。 条 納 朝 局 、 同 年 10 月 。 はじめ の 方 針 は 取り ' 人 
22ECSECL て ac キー も WW さ れ . 西 導 征 和泊 の 参 誤 は いっ せ | 19 
め , ほとん ど 相 手 に され な か っ た 。 し か し , 使節 団 一 行 が 議会 ・ 官 庁 ・ 工 場 ・ 学 校 ・ 病 い に 辞 職 し た (明治 大 年 の 政変 ) 半 (// 522 時 : 確 資 島 1891 編 和 

な どの 近代 的 諸 加 設 を 実地 に 視察 し , 立憲 政治 の 発展 , 産業 の 振興 , 自主 の 精神 の 実 下 に 3 | 議 人 少 79 沖 齋 


その 後 , 朝鮮 問題 は 紛 絆 を 続け た が , 
朝鮮 を 開国 きせ る きっ か け を つか も う 
と し た 日 本 政府 は , 1875( 明 治 8) 年 軍 

実 揚 を 派遣 し , 朝鮮 の 沿岸 で 測量 を 行う な ど 示 威 の 行動 を と っ た 。 同艦 の 艦長 が 飲料 水 
【 得 よう と , 首都 漢城 ( 現 , ソウ ル ) に 近い 洪 江 河口 の 江 研 島 に ボ ボー ト で 近づく と , 同 鳥 の 
賜 台 か ら 砲 撃 を 受け た 。 そこ で 雲 揚 は 砲撃 し て 砲台 を 破壊 し , 近く の 島 に 兵員 を 上 陸 き せ 
て 計 5 の ん 年 | た 。 こ れ が 江 華 島 事 件 で ある 。 こ の 事件 を きっ か け に , 日 本 政府 は 朝 
則 に 圧力 を か け , 翌 1876 (明治 9 ) 年 , 日 朝 修好 条 規 ( 江 華 条約 ) を 結ん だ 。 
【 対 朝鮮 外交 の 基本 上 度 】 日 朝 修好 条 規 を 結ぶ た め に , 日 本 は 参議 黒田 清隆 を 全権 使節 と 
し て 6 隻 の 艦隊 と と も に 朝鮮 に 派遣 し , 武力 を 背景 に 交渉 を 進め た 。 ち ょ うど 20 年 以上 前 , 
ペ ベリー が 来航 し て 日 本 に 開国 を 要求 し た の と 同様 な 立場 に 立っ た わけ で ある 。 事実 外務 
卿 寺島 宗則 は アメ リカ 公使 ビン ガム 人]. Bingham) に , この 使節 派遣 に つい て 「 仮 令 ば 貴 国 
の コモ ドー ル = ベル リ が 下田 に 来る 如き の 処置 な り 」 と 説明 し , 政府 は 参考 資料 と し て ア 
人 全 介 が 303 の の 語る 人 1920 
に よっ て 朝鮮 は 釜山 ・ 侍 放 | ・ 元 山 を 開き , 片 務 的 な 領事 裁判 権 や 関税 移 除 を 日 本 に 対し 
て 認め ぬ め た 。 こ う し て 日 本 は 朝鮮 に 不平 等 条約 を 押し つけ た が 同時 に , 朝鮮 を 一 つの 独立 
国 と し て 清国 の 宗 六 権 を 否定 する 立場 に 立っ た の で ある 。 

清国 に 対し て , 日 本 は 1871( 明 治 4 ) 年 , 日 清 修好 条 規 ・ 通商 章 程 ぁ など を 結ん だ 。 同 
年 、 吾 湾 に 漂着 し た 琉球 漁民 が 原 住民 に 殺さ れる 事件 が お こっ た 。 清国 は 台湾 を 「 化 外 の 
重 し で 。 その 責 性 を と る う と し な か っ た の で , 事件 の 処理 を めぐ っ て 交渉 は 難航 し , 
I874 (明治 7 ) 年 , 日 本 政府 は 西郷 従道 (1843 一 1902) の も と に 軍隊 を 台湾 に 派遣 し た (台湾 出 
兵 ) 。 こ の 事後 処理 の た め に , 大 久保 利通 が 全権 と し て 清国 と 交渉 し , イギリス 公使 ウェ 
ー ド の 調停 も あっ て , 清国 は 日 本 の 出兵 を 義 挙 と し て 認め , 償 金 50 万 両 を 支払 っ て 解決 


ど に 支え られ た 欧米 諸国 の 充実 し た 国力 と , 日 本 の 立ち 遅れ を 痛感 し て 帰国 し た こと 
その 後 の 欧米 列 強 を 目標 と し た 急速 な 近代 化 政策 の 展開 の た め に , 大 き な 刺 激 と な っ 章 

また , 使節 団 に は 日 本 最初 の 女子 留学 生 5 人 を 含む 約 60 人 の 留学 生 が 同行 し た 。 留 
の 多く は 留学 生活 を 終え て 帰国 し た の ち , いろ いろ な 分 野 の 専門 家 と し て , お 雇い 外 園 
に か わっ て , 日 本 の 近代 化 の 推進 役 を つと め た 。 


よし 表 宇 時 


[女子 留学 生 の は じ め 】 岩倉 合 節 団 一 行 に は 吉 番 亮子 ・ 上 田 柳 子 ・ 山 川 捨 松 ・ 氷 非 
・ 泊 子 の 5 人 の 女 了 入学 生還 行 て いた 。 彼女 ち は 雪 年 8 旋 か ら 15 放 の 少女 
で , いずれ も アメ リカ 人 家庭 に 引き 取ら れ て 勉学 し た 。 こ の うち , 最 年 少 だ っ た 津田 引 
11 年 に お よぶ 留 学生 活 を 終え て いっ た ん 帰国 し た 後 も 再三 渡米 ・ 渡 英 し , 1900( 明 治 器 
に は 女子 英学 事 ( 現 , 津田 塾 大 学 ) を 創立 する な ど , 子 教育 の 発展 に 功績 を 残し だ 請 


| 領土 問題 | 幕末 以来 , ロシア と の 間 に 懸 案 と な っ て いた 樺太 ( 現 , サハ リン ) の 領 痢 
題 は , 明治 政府 も 引き 続い て 交渉 に あたっ て いた 。 そ の 後 , ロシア の 南 樺 太 へ の 進出 二 
まる に つれ , PPPdheer EYE 
く な り , 開拓 次 官 ( の ち 長 官 ) 黒 田 清隆 (1840- ー1900) の 主張 が 通っ て , 1875 (明治 8 ) 年 付 
公使 榎本 武揚 は 樺太 ・ 千島 交換 条約 に 調印 し て , 樺太 全島 を ロシア に ゆ ゅ ずり, その 代 作 
し て 千島 全島 を 日 本 領 と 定め た 。 ま た , 当時 , アメ リカ と その 所 属 問題 が 未 解決 な ま 
され て いた 小笠 原 諸島 に つい て も , 1876( 明 治 9 ) 年 , アメ リカ 政府 が それ が 日 本 領 で 調 
こと を 承認 し て 解決 を みた 。 ' 

[アジ ア 諸 国 と の 関係 ] 幕末 以来 , 朝鮮 は 鎖国 政策 を 取り 続け , 明治 政府 の 交渉 此 攻 
不 滴 を いだき , 日 本 の 国交 要求 を 再三 拒否 し た 。 その た め 日 本 国内 で は , 武力 を 背景 編 
鮮 に 対し 踏 硬 方 針 を も っ て の ぞ む べき だ と する 征夫 が 韻 ま っ た 。 政府 部 内 で も 西 卿 障 

・ 板 垣 退 助 ・ 後 藤 象 二郎 ・ 江藤 新平 (1834- ー74) 副島 種 色 (1828 一 1905) ら の 参議 が いわ 嘩 
征 韓 諭 を 唱え , 1873( 明 治 6) 年 8 月 に は , 0 し て 朝鮮 に 派遣 し て 交渉 因 
た ら せ , 国交 要求 が 和信 れ ら れ な けれ ば , 兵力 を 送り , 武力 に 訴え て 朝鮮 の 開国 を 実現 導 
る 方 針 を 内 定 し た 。 





ひ 日 本 が 外国 と 結ん だ 最初 の 対等 な 条約 で , 相互 に 開港 し 相互 に 領事 裁判 権 を 認め 合っ て いた 。 
億 補 沈 城 が 全権 と し て 調印 し た が , 対等 主義 の た め に 日 本 側 は 不満 で . その 批准 は 1873( 明 治 6 ) 年 , 
訓 島 種 取 が 外務 卿 の と き や っ と 行わ れ た 。 
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じ だ ぁ 

17 世 紀 初 頭 以 来 , 琉球 は 蘭 摩 藩 (島津 氏 ) の 支配 下 に あっ た が , 名 目 上 は 清国 に も 属 昼 
真 す る と いう 両 属 関係 に あっ た 。 明治 政府 は 琉球 を 日 本 の 領土 と する 方 針 を 定め , 
(明治 5 ) 年 に は 琉球 落 を お き , 琉球 王 尚 泰 (1845 一 1901) を 藩 王 と し て 華族 に 列 し , つ 員 
1879( 明 治 12) 年 に は 軍隊 を 派遣 し て 廃藩置県 を 断行 し , 沖縄 県 を 設置 し た (琉球 処分 ) 
国 は 琉球 に 対す る 款 主権 を 主張 し て これ に 強く 抗議 し , 前 アメ リカ 大 統領 グラ ント (G 交 
1822 一 85) は , 宮古 ・ 八 重 山 の 先 島 諸島 を 沖縄 県 か ら 分 離し て 清国 領 と する 調停 案 ( 先 詳 
島 案 ) を 示し た が , 清国 側 は これ を 認め な か っ た 。 そ の 後 も 紛争 は 続い た が , 日 清 戦 負 
お ける 日 本 の 勝利 に よっ て , 琉球 帰属 問題 は 事実 上 , 日 本 の 主張 通り に 解決 し た 。 
まき ] 明治 維新 論 明治 維新 が 日 本 に お け | 寄生 地主 制 に み ら れる 半 封建 的 土地 所 有 導 
る 近代 国家 形成 の 出発 点 と な っ た こと に は 異 | 理解 する 。⑧②' 労 農 派 と 呼ば れる 人 々 は 講 
褒 が な い が , その 時 期 を いつ か らい つま で と | 洛 政 府 が 資本 主義 育成 に 全力 を 注い だ 点 割 
する か , また その 性 格 を どう みる か に つい て | 摘 し , 維新 は 不 徹底 で は ある が ブル ジョ 列 
は , いく つか の 考え 方 が ある 。 ま ず , 明治 維 」 命 だ と 考え , 寄生 地主 制 も 近代 的 土地 所 漠 
新 の 始ま り の 時 期 に つい て は , (① 天 保 の 改革 うえ に で きた も の だ と 理解 する 。 最 近 で 崩 
ご ろ , ②1853 年 の ペリ ー の 来航 と する 2 説 が | 欧米 諸国 と 歴史 的 条件 ・ 国 際 的 環境 が 著 剛 
ある 。 前 者 は 国内 的 必然 性 を , 後者 は 外圧 と | 異な る 日 本 の 明治 維新 に つい て , 絶対 主義 
それ に 対す る 日 本 の 対応 を 重視 する 見 方 で も 」 か プル ジョ ア 革 命 と か いっ た 欧米 流 の 概念 
る 。 つ ぎ に そ の 終わ り の 時 期 に つい て は , ① | 適用 し よう と する こと 自体 , あま り 意 味 頑 
1871 一 73 年 の 幕 落 体制 解体 の 諸 改革 ( 廃 藩 置 、 いと する 考え 方 が 支配 的 に な っ て き て い 秘 
県 ・ 地 租 改正 な ど ) 実施, ②1877 年 の 西南 戦 そし て , 西欧 先進 列強 の 東 ア ジア 進出 と 
争 。③1884 年 の 自由 民権 運動 の 敗北 , ④1889 | 国際 的 環境 に さら され た 日 本 の 対外 的 危機 
ー90 年 の 憲法 発布 ・ 議 会 開設 . な どの 考え 方 | 識 と 国家 的 独立 の 達成 の 意義 を 強調 し , 多 
が ある 。 (西欧 の 衝撃 」) に 対抗 し つつ 行わ れ た 封 再 

維新 の 性 格 に つい て は , 昭和 初期 に マル ク | 諸 制 度 の 打破 と いう 国内 変革 に より 近代 国 
ス 主 義 歴史 学 の 立場 か ら 2 つの 見 解 が 対立 す | 国家 の 形成 が 進め られ た 点 を 重視 する 視 世 
る よう に な っ た 。 ①「 講 座 派 」 と 呼ば れる 人 々 | ら , その 出発 点 と し て 明治 維新 を 理解 し 媒 
は 維新 を 絶対 主義 の 形成 と 考え , その 基礎 は ) と する 見 方 が 有力 で ある 。 


ーー 明治 政府 は あら ゆる 分 野 に お いて 急速 な 近代 化 政策 (一 西欧 
新政 へ の 反抗 政策 ) を 推し 進め た が , それ は あま り に 急激 で あり , 国民 抽 


の 実情 を 無視 し , 国民 に 大 き な 生 活 の 変化 を 強い る こと も 少な く な か っ た 。 そ の うえ 市 
府 が 少数 の 藩 閥 官僚 に よる , いわ ゆる 「 有 司 専 制 」 の 政治 を 行っ て いる と し て 不満 の 声 頑 
が り , 国内 で は 政府 に 反抗 する 気運 が 高まり つつ あっ た 。 5 

と ころ で , 明 冶 初 年 の 国家 財政 に お ける 恒常 的 歳 人 の 大 部 分 は 地租 で あっ た か ら , 藤 
の 諸 政 策 は 農民 の 負担 に お いて 推進 きれ た と いえ る 。 大 多数 の 農民 は 地租 改正 に よっ 
依然 か な り 重 い 租税 を 取り 立て られ , さら に 徴兵 制度 に よる 兵役 の 義務 や 小学 校 設 置 
う 経済 的 負担 な ど , 新た な 負担 を も 負わ され た 。 そ の た め 彼 ら は , 全国 各地 で し ば し 介 
民 一 撲 を お こし た 。 と くに 1876( 明 治 9 ) 年 に は , 地租 改正 に 反対 し て , 三重 ・ 岐 阜 ・ 柚 
・ 堺 の 4 県 に また が る 大 規模 な 農民 一 撲 が お こり , 翌年 , 政府 は 地租 率 を 地価 の 3 % 疾 
2.5% に 引き 下げ た 。 
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- 方 廃藩置県 ・ 徴 氏 制 度 ・ 秩 究 処 分 な ど あ いつ ぐ 改 革 に よっ て , 封建 的 諸 特 権 を つき 
っ き と 春 われ た 士族 た ちの 間 で も , 政府 へ の 不満 の 気運 が 充満 し て いた 。 明治 大 年 の 政変 
に 際 し て 征 韓 派 に くみ し て 政府 を 辞 戦 し た 板垣 退助 ら 旧 参議 の 多く は , 1874( 明 治 7 ) 年 
人 江 議 院 設立 間 白 書 を 提出 し て , 政府 の 「 有 司 専制 」 を 鋭く 攻撃 し た が , その な か の 一 人 江 
新平 は 衝 里 佐賀 に 帰っ て , 同年 , 不平 土 族 に 擁立 され 征 韓 党 の 首領 と な っ て 反乱 を お こ 
し た (和賀 の 乱 ) 。 こ の ころ か ら , 政府 の 取り 締まり は 一 段 と 厳し く な り , 1875( 明 治 8 年 
に は. 反 政府 的 言論 活動 を お さえ る た め , 護 謗 律 ・ 新 聞 紙 条例 を 発布 し た 。 

っ ついで. 1876( 明 治 9 ) 年 , 廃 刀 令 の 公布 ・ 修 禄 の 停止 を きっ か け に , 熊本 県 で 復古 的 な 


= EE 


けい し ん じん まう れ た = 
欄 到 論 を 唱え る 天田 時 伴 雄 (1885-76) を 中 心 と する 共 神 党 ( 神 風連) の 乱 が お こる や , これ 


に 呼応 し て 福岡 県 で は 宮崎 車 之 助 (183976) ら に よ る 殺 月 の 乱 , 山口 県 で は 参議 ・ 兵 剖 
た 帆 前 原 二 議 (183476) を 指導 者 と する 攻 の 乱 が お こる な ど , 政府 の 新政 に 不満 を も つ 圭 
峡 た ちの 反乱 が あい つい だ 。 こ れ ら の 土 族 反 乱 は いずれ も , 政府 に よっ て 鎮圧 され た が * 
賠 内 に は 少な か ら ず 動揺 を 与え た 。 

ミ ら に 。1877( 明 治 10) 年 2 月 。 反 政府 勢力 の 拠点 と 目 さ きれ て いた 鹿 
児島 に お いて , 私 学校 の 生徒 を 中 心 と する 不平 士族 ら が , 明治 維新 の 
最大 の 功労 者 の 一 人 で ある 西郷 隆盛 を 擁し て 兵 を 挙げ , ここ に 西南 戦 
が 始ま っ た 。 こ の 戦争 は 成 辰 戦争 以来 の 大 き な 内 乱 と な り , は じ め 
は 勝敗 の 行方 も 予断 を 許さ な い ほ ど で あ っ た が , 西 卿 軍 が 熊本 鎮台 の 
政略 に 失敗 し て か ら , 戦局 は 政府 軍 に 有利 に 傾い た 。 政 府 は 約 8 カ 月 
所 い 歳 月 を 費やし て , 同年 9 月 よう や く 内 乱 を 鎮圧 し , 西 衝 を は じ め 
ょ する 反乱 軍 の 指導 者 は いずれ る も 戦死, また は 処刑 され た 。 政府 軍 の 
須 利 , 西 衝 軍 の 敗北 は , 新しい 徴兵 制 に よる 軍隊 の 威力 を 示し , 政府 
の 権力 が も は や 揺るぎない も の で ある こと を 明らか に し た 。 西南 戦争 の 総決算 ("明治 政 

中 1878 (明治 11) 年 に は , 不平 士族 一 味 に よる 大 久保 利通 賠 殺 事件 史 」 に よる ) 
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(紀尾井 坂 の 変 ). 西南 戦争 の 恩賞 に 不満 を 抱い た 可 衛 下 の -- 部 の 友和 事 人 ( 和 人) 
が お こっ た が , いずれ も ゃ 関係 者 は 検挙 され 事件 は 解決 され た 。 こ うし て . 西南 戦 汗 を 最 
と し て お お を ね 士族 の 武力 反乱 は 終わ り を 告げ た の で ある ロ 


【 政 府 要 人 の 暗殺 】 明治 の 初め 不平 士族 の 新政 へ の 反抗 は また 政府 要 人 の 暗殺 と 豆 
形 を と っ て 行わ れ た 。1869( 明 治 2 ) 年 参与 横井 小 楠 (1809 一 69) ・ 兵 部 大 輔 大 村 益 次 中 
1871 (明治 4 ) 年 参 議 広沢 真 臣 , 1874 (明治 7 ) 年 右大臣 岩 信 具 視 (未遂 )。 187&( 明 治 11) 和 
議 兼 内 務 帰 大 久保 利通 りら が いずれ も 遭難 し て いる 。 


湖 考 | 明治 維新 の 指導 者 た ち 教 多く の | 
に と ま 治 維新 の 指導 者 た ちの な か で . くに 洒 識 

1823( 文 政 6 ) 一 1899( 明 治 32) 役割 を 果たし た 西 卿 隆盛 ・ 大 久保 利通 ・ 

1884( 7 7) 一 1869( 7 2) | 44 | 幸多 の 3 人 が ょ ふつう 維新 の 三保 と 呼ば 邊 
岩 訪 具 視 | 公 1H25( / 8) 一 ]1883( 7 1B) いる 。 そ の な か で も 西郷 は 大 き な 度 量 . 考 
= は ST に 対す る 深い 情愛 , 勇気 と 情熱 , 簡素 な 衝 
西郷 隆盛 | 攻 摩 7 10) 一 / 1 | テ ょ と か 、 た 。 衝 
2 時 天 | / | ie0CXgW-i5A( 1D| お | 生生 き ん だ で 拉 
吉田 規 が 元 ) 一 ]BH 

「 も ろく , いわ ば 日 本 人 好み の 性 格 の も ち 所 所 


木戸 孝 電 1833( / 4) 一 1877( 明 治 10) | 人 1 
橋本 左 内 | 越前 落 | 1834( 7 5) 一 1859( 安 政 B) リロ 


坂本 竜馬 1835( / 6) 一 1867( 塵 応 3 ) 
井上 蕎 | 長州 藩 | 1835( / 6) 一 1915( 大 正 4 ) 
榎本 武揚 | 間 1836( / 7) 一 1908( 明 治 41) 
徳 川 塵 喜 1837( / 8) 一 1913( 大 正 2) 
三条 実 美 | 公 1837( ヶ 8) 一 1891( 明 治 24) 
後藤 象 二郎 藩 | 1838( / 9) 一 1897( / 30) 
山県 有朋 藩 | 1838( / 9) 一 1922( 大 正 ]1) 
高杉 番 作 | 7 |1839( / 10) 一 1867( 塵 応 3 ) 
伊藤 博文 1841( / 1 一 1909( 明 治 42) 









3. 宣 国家 の 成立 と 日 靖幸 


] 有人 は 
立憲 政治 台 へ の 動き 


「 公 議 政 体 」 と いう 考え 方 も 芽 ば を て いた 。 五 箇条 
の 据 文 に みな られ る よう に , 明 5 仁和 の 東 下 じ が 硬 た の の は , そ 
の 表 わ れ で あろ う 。 

明治 初 年 の 諸 改 革 の な か で , 政府 は 諸 藩 の 代表 を 集め て 公議 所 を 開く (1869 年 ) な ど , 立 
讐 の 語 問 や 建 白 の 受理 の た め の 機 関 を つく っ たけ: 十分 な 成果 は あがら な か っ た 。 同時に, 
政府 は 中 央 集権 化 の 達成 に 意 を 注い だ た め , 2 公議 庶 論 の 尊重 は 実際 に は 無視 され が ち で あ 
ーー 1871( 明 治 4 ) 年 の 廃藩置県 以後 まもなく , 1872( 明 治 5) 年 ころ か ら , 左 院 

を 中 心 に 憲法 制定 と 公選 ( 民 選 ) の 議会 開設 の 構想 が 生ま れ だ た の の は 注目 に 値する 。 こ の 構想 
は 征 韓 論 が 政府 部 内 で 大 き な 政治 問題 と な っ た の で 実現 し な か っ た が , 当時 , 政府 関係 者 
の 間 に は , 立憲 政治 を 「 君 民 共 治 」 の 政治 と 理解 し , 欧米 諸国 と 国際 社会 で 選 を な ら べ る 痛 
団 を つく る と いう 国家 の 大 き な 目 標 を 達成 する た め に は , 立憲 政治 を 行っ て 国 を 自主 的 に 
『 ぇ よう と する 国民 を つく り 出 し ,「 知 民 共 治 」 の 実 を あげ る こと が 是非 と も 必要 だ と する 
妥 識 が . か な り 広 まり つつ あっ た の で ある 。 

その ころ , 欧米 諸国 を 視察 し た 岩倉 使節 団 は , 議会 を は じ め , 官庁 ・ 兵 営 ・ 工 場 ・ 学 校 
, 病院 な どの 近代 的 諸 施 設 を 実地 に 見 学 し , 日 本 の 著しい 立ち 遅れ を 痛感 し て 帰国 し た が , 
全 節 団 の 一 行 に 参加 し た 木戸 教区 ・ 大 久保 利通 ちら はい ずれ も 帰国 後 ま も な い 1873( 明 治 6 ) 
符 . 国内 政治 体制 の 改革 を 唱え , 立憲 政体 の 採用 に つい て の 意見 書 を 起 阜 し た @。 

ae 

自由 民権 運動 の 始ま 7 ・ 江 藤 新 平ら は , こう し た 状況 の な か で , 1874 
(明治 7 ) 年 1 月 , 愛国 公 mk する と と も に 。 記 業 識 陸 設 立 の 正午 を た に 提出 し た 
これ は , 政府 の 政治 の や り 方 を ひと 撮り の 有恒 (上 級 の 役人 ) に よる 専制 政治 で ある と し て 
卓 難 する と と も に , 納税 者 に は 当然 国政 に 参与 する 権利 が ある と し , 民 撰 議院 (国会 ) を 設 
『 し て 国民 を 政治 に 参与 きせ , 官民 一 体 化 を は か る こと に よっ て , は じ め て 国家 ・ 贅 府 が 
絹 力 に な る こと が で きる , と 主張 する も の で あっ た 。 建 白 へ の 和 合 $* を めぐ っ て 国内 に は 笑 
話 な 論争 ( 民 撰 議院 論争 ) が お こり , 世 の 知識 人 た ち は 国 会 開設 問題 に つい て の 関心 を 深め, 








気 の あ る 人 物 で ある 。 し か し , 新しい 国 凍 
制 の 級 審 な 建設 計画 を 進め る こと は 不得 調 
あり , 西郷 の 積極 的 な 役割 は , 1871( 明 治 半 
年 の 廃 湊 財 県 を も っ て ほぼ 終 わっ た と い 天 
で あろ う 。 
大 久保 は 科 韓 葵 ・ 台 癒 出兵 を めぐ っ て 画 
・ 木 戸 が 下野 し た の ち も , た だ 一 人 政府 可 
6 心 と な っ て 大 き な 権 力 を ふる い , あい つっ 史 
治 維新 に 活躍 し た 和信 び と 代 化 政策 に より 日 本 に お ける 近代 国民 国 葵 l 
設 の 基礎 を 築い た 立役者 で ある 。 最 後 ま 凌 
力 の 座 に あっ た こと も あっ て , 西 卿 に 比べ る 新 で すぐ れ た 着想 は 維新 の 改革 に 大 い に 調 
と 席 民 的 な 人 気 は 乏しく , し ば し ば 専制 政治 に だ 。 が L。 性 格 的 に は や や 狭 量 で 』 
家 と し て 反対 派 の 激しい 非難 を あび た 。 し か 康 に も 恵まれ ず , と くに 晩年 は あい つぐ 誤 
「 こき と し て は 冷酷 と 思え る ほど 沈着 ・ 准 的 激動 の な か に あっ て 病気 が も で , 明治 醸 
藤 で あり , すぐ れ た 決断 力 と 明 央 な 頭脳 を 備 | 部 内 で の 勢力 は 大 久保 に は お よ ば な か = 
えた 剛 毅 果断 な 人 と な り と . 現実 主義 に 徹し 同じ 長州 藩 出 身 で , 。 木 戸 の も と で 政治 察 
た 政治 的 菊 度 は , 多く の 反対 を あえ て 押し 切 て 成長 し た 伊藤 博文 や 井上 英 も 。 木戸 @ 
っ て 政策 を 実行 し な けれ ば な ら な い 大 変革 期 | 年 に は , むし ろ 大 久保 に 接近 し て いた 。 
の 政治 家 に ふさ わし い 存 在 で あっ た 。 ま た , | な お , 明治 維新 に 活躍 し た 人 々 の 生 濃 者 
出身 藩 に こだわ ら ず 多く の 有 能 な 人 材 を 登用 大 政 奉 店 の と き の 年 齢 (それ 以前 に 死 才 
し た こと も 彼 の 業績 の 一 つと いえ よう 。 は 死亡 時 の 年 齢 , い ずれ も 教え 年 ) を 調 翌 
木戸 は 最も 知 的 な 感じ の 強い 開明 的 な 政治 みる と , 上 表 の よう に な る 。 

一 種 理想 家 肌 の と ころ が あり , その 斬 
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@ 例え ば . 尊 府 の 攻 書 調 所 に 出仕 し て いた 洋学 者 加藤 弘之 は 早 くも 文久 年 間 . ひそ か に 『 部 串 』( 隣 
章 ) を 書い て , 欧米 諸国 の 立憲 政治 を 日 本 に 紹介 し , 清国 の 政治 改革 に こと よせ て , その 探 用 を 説い 
て いる 。 彼 は 明治 時 代 に 入っ て 新政 府 に 仕 を た が ,『 立 意 政 体 略 』『 真 政 大 意 』「 国 体 新 論 』 』 な ど を 著 わ し 
C. 政府 関係 者 の 立憲 思想 に 影響 を 与え を た 。 そ の ほか, 西周 ・ 津 田 真道 ・ 福 沢 諭吉 ら が 幕末 か ら 有 明治 
制 年 に か け て , 立憲 政治 (議会 政治 ) を 縮 介 し , ある い は その 具体 案 を 執筆 し て いる 。 

倫 大 久保 の 意見 書 は , 1873 年 征 韓 論 を めぐ っ て 政府 が 分 像 し た 直後 の 同年 11 月 に 書か れ た も の で 
イギリス の ぬ め ぎ ざま しい 発 展 の 原因 が , 自主 的 に 臣 国 を 支 を よう と する 国民 の 力 と これ を 伸ばす よう な 藤 
政 が 行わ れ て いる と ころ に ある と し , 日 本 も また 君主 専制 に 固執 する こ と な く , 「 君 民 共 治 」 の 政 消 
( ツ 意 君主 制 ) を 採用 する 方 向 に 向かう べき こと を 説い て いる 。 し か し , 彼 の 具体 的 な 政治 改革 案 に は 。 
まだ 公選 に よる 議会 設立 の 構想 は 述べ られ て いな か っ た 。 
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ここ に 自由 民権 運動 の 口 火 が 切ら れ た の で ある 。 
【 民 撰 議院 論争 】 民 撰 議院 設立 の 建 白 が , イギリス 人 プラ ッ ク が 横浜 で 発行 し て いた 凌 


日 新 真 事 誌 』 に 掲載 きれ る と , 加藤 弘之 は 民 握 議院 の 必要 性 を 原則 的 に は 認め な が ら , 
れ を 提 速 に 行う こと に は 反対 し , むし ろ 人 民 の 開明 化 を は か る た め の 教 育 の 普及 や 地 才 



























上 判 し , 国会 開設 


よう と する な どの 


会 の 開設 に よる 政治 的 訓練 が 先決 だ と し て , 時 期 尚早 論 を 唱え た 。 こ れ に 対し , 大 玩 証 動 を 示し た が , 
太郎 や 津田 真道 は 民 撰 議院 の 開設 こそ 人 民 を 開明 化す る 第 一 条件 だ と , その 即時 (早期) 千 国 社 は それ ほど 
立 を 主張 し た 。 ま た , 板垣 ら は こう し た 論争 の な か で , 参政 権 を 士族 や 有力 な 農民 ・ 商 ふる わな か っ た 。 
に 限る べき で ある と 述べ た 。 当時, 論争 に 加わ っ た 人 々 の な か に 民 歓 議院 の 設立 を 原則 軒 し か し . 西南 戦争 | 
に 否定 する 者 は ほとん どい な か っ た 。 の 鎮圧 に よっ て 士 
板垣 退助 は 建 白 後 , まもなく 卿 里 土 佐 (高知 ) に 帰り , 片岡 1 族 の 武力 反抗 が 終 
吉 (1843 一 1903) ・ 林 有 造 (1842 一 1921) ら の 同志 : を 集め て 1874 わる と , 反 政 府 運 
板垣 退助 治 7 ) 年 4 月 立志 社 を 結成 し , 自由 民権 思想 の 普及 に つと ぬ め 章 動 は 言論 活動 に 統 
河野 広中 つい で 翌年 , 立 記 社 を 中 心 に 全国 の 民権 派 結社 ( 政 社 ) の 代表 られ る よう に な り , 
Se 大 阪 に 集まっ て 愛国 社 を 創立 し た 。 I878( 明 治 11) 年 
時 吾 政府 は この よう な 動き に 対処 し て , 1875( 明 治 8 ) 年 , 大 列 大阪 で 愛国 社 再興 


中 江 事 民 
植木 枝 盛 
大 隈 重信 
矢野 文雄 
犬養 病 
尾崎 行雄 


利通 が 大 阪 に お いて 板垣 退助 お よび 木戸 孝 欠 ( 台 湾 出 兵 に 民放 会 が 開か れ た 。 
し て 下野 し て いた ) と 会 合 し て 協議 を 進め (大 阪 会 議 ), 板 環 
ま 横 な 入所 を は よど も 
ニニ 国家 立 二ノ 政体 ヲ 立 テ 」 る こ と を 約 東 する 語 書 (立憲 政体 
の 了 を し 、 法 親 電 還 で ある 家財 軸 で 基 
ーー 大 審 院 を 設置 し た 。 さ ら に 政府 は , 府 知事 ・ 県 令 を 集め て 電 
民権 動 家 の 出身 ・ 年 齢 ( 守 官 会 議 を 開い て 地方 議会 を 設け る 方 針 を 定め , 1878( 明 治 1 


に は , 大 久保 利通 の 意見 に 基 づ いて 郡 区 町 村 編 制 法 ・ 府 県 会 規則 ・ 地 方 税 規則 の いわ ぴ 


he コ 
ココ 


ビビ 潜 古本 泣 尋 府 | 


他方 で は 府県 会 が 
開か れ て 地方 民 の 
政治 的 関心 が 増大 
し 、 そ れ ま で の 圭 
族 中 心 の 運動 ( 圭 
族 民 権 ) は 農民 の 


間 





三 新 法 を 制定 し た 。 こ れ に より , 廃藩置県 後に 設 け られ た 大 区 ・ 小 区 と いう 行政 区 画 
廃止 に な り , 旧来 の 郡 町 村 を 行政 単位 と し て 復活 し , 府県 ・ 郡 区 ・ 町 村 の 行政 的 体系 個 と も 結び つい て , 
は か る と と も に , 町 村 の 自治 が 部 分 的 に 認め られ た 。 ま た , 地方 官 会 議 開催 の 前 後 か っ 』 


会 が 府県 知事 の 独自 の 判断 で , 一 部 に 設置 され て いた が , 府県 会 規則 の 制定 に よっ て 多 | 
的 に 統一 的 規則 が つく られ , 1879( 明 治 12) 年 , 全国 いっ せい に 公選 に よる 府県 会 が 開催 
れ た 。 府 県 会 の 権限 は 限定 きれ た も の で あっ た が , 府県 の 地方 税 に よっ て 支弁 きれ る 二 
和 案 の 審 議 権 が 認め られ , 豪農 ・ 地主 な ど 地 方 有力 者 が 地方 政治 に か か わる 機会 が 開か 相 
こう し て 政府 は みず か ら の 主導 権 の も と に 立 意 政治 へ の 準備 を 進め た 。 し か し 一 方 で 縛 
新聞 紙 条 例 な ど に よっ て , 民権 派 な どの 反 政 府 的 言論 活動 を 厳し く 取 り 締 まっ た 。 
【 元 老 院 の 憲法 起草 ]】 元老 院 は 左 院 の 後 身 と し て 設け られ , 国家 の 功労 者 ・ 学 識者 な 十 
な か か ら 政府 に よっ て 任命 され た 議 官 を も っ て 構成 され , 立法 の 任務 に あたっ た 。 
(明治 9) 年 に は , 政府 の 指示 に より 憲法 草案 (日 本 国 憲 抜 ) の 起草 が 始ま り , 1880( 明 清 
年 に 完成 し た 。 し か し , この 草案 は 日 本 の 国柄 に あわ ず , 西洋 先進 諸国 の 憲法 を 十分 幼 
究 し て いな いな どの 理由 で , 岩倉 具視 ら 政 府 首 脳 の 反対 に あい , 結局 は 廃案 と な っ た 。 
立志 社 は 西南 戦争 が 行わ れ て いる 1877 (明治 10) 年 , 専制 頭 | 
・ 地租 の 過重 ・ 外 交 政策 の 失敗 な ど 8 カ条 に わた っ て 政 誠 


』 


述べ て い * る 。 


政府 部 内 で も , 





を 説い た 立志 社 建 
自 を 天皇 に 提出 し | 


ちょ うど その ころ , 


こう し た 情勢 を 背景 に 1880( 明 ? 
阪 で 第 4 回 大 会 を 開き , 国会 期 成 同盟 を 結成 し て . 
2 府 22 県 8 万 7000 余 人 の 署名 を 得 て 国会 開設 を 請願 し よう と は か っ た 。 政 府 は 集会 条例 を 
制定 し て 取り 締まり の 強化 を は か っ た が , 続い て 全国 の 地方 政 社 か ら ゃ 請願 が あい つき , 
国会 開設 運動 は 大 き な 盛り あがり を 示し た 。 当 時 の 新聞 を みる と , 
地方 は 世間 で 肩身 の 狭い 心地 が する よう に 思い , 


国会 開設 運動 の 全国 的 な 高まり の 経済 的 疹 景 は , 
イィ イン フレ ーション の 傾向 が 進み , 米 を は じ め 農 産物 価格 が 上 昇 し た た ぬ め , 農民 の 家計 に も 
人 裕 が 生じ て 活動 資金 の 調達 が 容易 に な っ た こ 
1879 一 81( 明 治 12 一 14) 年 に か け て , 
の 実現 に つい て 意見 書 を 提出 し た が , 
設 する ( 洒 進 的 国会 開 


-. 征 韓 論 容 れ ら れず ., 板垣 退助 ら 辞 
. 民 撰 議院 設立 建 白 。 4 . 立志 社 食 
. 太 阪 で 愛国 社 結成 


(農民 一 撰 激しく な る ) 
6 . 立志 社 建 白 (却下 ) 
9 . 大 阪 で 愛国 社 再 興 


4 . 国会 期 成 同盟 の 請 販 ( 不 受理 ) 
7 . 開拓 使 事件 . 問題 化 。10. 自由 党 
結成 


は . 立 宮 改進 党 結成 4 . 板垣 暗殺 未 | 3 
立憲 帝政 党 結 成 


遂 事件 。11. 板垣 退助 ら 渡 欧 。12. 福 


島 事 件 。 
5 . 群馬 事件 。9. 加 波 山 事件 。1U. 


自由 党 解党 。 秩 父 事件 。12. 大 隈 . 立 


憲 改 進 党 離脱 


| 11. 大 阪 事件 


10. 星 亭 ら . 大 同 団結 を 主張 
ー9. 後藤 良二 郎 . 東北 ・ 北 陸 を 遊 


8 12. 三 大 事件 建 白 運動 


| 9. 立憲 自由 党 結 成 
地 租 軽減 要求 な ど 自由 民権 運動 と 政府 の 動き (]87290) 
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ー 8 . 左 院 で 国会 議院 設立 案 
11. 大 久保 利通 「 立 剖 政 体 二 関 スル 意見 
書 」 


] . 大 阪 会 議 (--@ 月 )。 4 . 立 補 政 体 柚 
立 の 店 。 元 老 院 ・ 大 審 院 設置 。 6 . 第 1 | 
回 地方 官 会 議 。 護 謗 律 ・ 新 聞 紙 条 例 。9 


「 


. 元老 院 . 憲法 起草 


7 . 地方 三 新 法 公布 

J . 

和 4. 】 

d . 大 隈 重信 」 早期 国会 開設 を 建議 。I0. 


国会 開設 の 勅 論 。 大 隈 骨 免 (明治 十 四 年 
の 政変 ) 


伊藤 . 憲法 調査 の た め 欧 州 へ 出発 。 
3 . 制度 取調 局 設置 。 / . 華族 令 


12. 内 閣 制度 発足 

この 年 。 伊藤 博文 ら . 副 法 起草 に 弟 手 
19. 保安 条例 の 公布 ・ 施行 

2 . 大 隈 入閣 。 4 . 枢密 院 設置 。6. 宮 | 
法 草 案 審議 開始 

9 . 大 日 本 帝国 悪法 発布 , 政治 犯 大 表 出 
衝 。 3 . 後藤 入間 
7. 第 1 回 総 選挙 。11. 帝国 議会 開設 





童 農 ・ 地 主 や 商工 業者 ら の 参加 する 広 共 な 運動 (豪農 民権 に 発展 する よう に な っ た 。 
台 13) 年 , 愛国 社 は 全国 の 民権 派 政 社 の 代表 を 集め て , 大 
河野 広 申 (1849 一 1923) ・ 


片岡 健吉 が , 


この 請願 に 参加 し な い 


われ も われ も と 請願 ・ 建 白 に つと め た と 
1870 年 代 来 か ら 80 年 代 初め に か け て , 


と が 考え られ る 。 

政府 首脳 た ち が あ いつ いで 立 意 政治 
その 多く は 人 準備 の た め 十 分 に 時 間 を か け て 国会 を 開 
設 ) と いう も の で あっ た 。 と ころ が , 参議 大 隈 重信 が 1881 (明治 14) 年 
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3 月 , すみ や か に 国会 を 開設 し て . イギリス 流 の 政党 政治 (議院 内 閣 制 ) を 取り 入れ る < 


で ある と いう 内 容 の 意見 書 を 上 奏し て , 滞 進 的 国会 開設 を 主張 する 伊藤 博文 ら と の 対 毅 
深め た 。 し か も , 同年 夏 , 開拓 使 官 有 物 払下げ 事件 が お こっ た こと は , 民権 派 の 政府 攻 上 
> ドイ ツ ( プ ブロ 4 欄 


を いっ そう 高め ぬる こと に な っ た 。 そこで 政府 は , 消 進 的 な 国会 開設 
ン ) 流 の 莉 主 の 権限 が 強大 な 憲法 を つく る 方 針 を 固め @, 1881 (明治 14) 年 10 月 , 民権 涯 
機 先 を 制 し て 大 隈 重信 を 辞職 させ る と と も に . 明治 23(1890) 年 を 期し て 国会 を 開設 y ナ 
と を 約束 する 義 論 国会 開設 の 動 論 ) を 発 た これ が いわ ゆる 明治 十 四 年 の 政変 で ある 
こう し て 政府 は , 岩倉 具視 ・ 伊 藤 博 文 ら が 中 心 と な り , 民権 派 の 攻撃 の 矛先 を か わす と 時 
も に , みず か ら の 主導 権 の も と に 立憲 政治 の 実現 を は か る こと に な っ た の で ある 。 

【 開 拓 使 官 有 物 払下げ 事件 】 訂 摩 出身 の 開拓 長官 の 黒田 清隆 は , 1872( 明 治 5 ) 年 か ら の 間 

拓 10 年 計画 終了 に あたり , 1400 万 円 余 の 巨費 を 投じ て 北海 道 開発 を 進め て きた 官営 事業 


わずか 39 万 円 , 無利息 30 年 叔 で 訂 摩 出身 の 政 商 五代 友 厚 (1835- ー85) ら の 関西 貿易 社 に 坊 
下げ よう と し た 。 政府 は 。 いっ た ん これ を 承認 し た が , これ が 藻 半 政治 と 政 商 と の 結 ( 敵 
き を 示す も の と し て 民間 か ら 攻 撃 さ れ , 政府 内 部 で も 大 隈 が 反対 し た 。 大隈 が 民権 派 と 委 
を 結ん で 政府 の 打倒 を は か ろう と し て いる と 判断 し た 政府 首脳 は , 払い 下げ 中 止 を 決定 語 


る と と も に , 大 隈 を 辞職 きせ て 事 の 収拾 を は か っ た の で ある 。 


サ 』 科 ぼ すき 
“ 国会 期 成 同 財 で は か ね て か ら 自 由 主 義 を 標 棒 す る 政党 の 結成 訣 
破 寺 の 嘱 2、 2 n あ 2 


国会 開設 の 勅 諭 が 出さ きれ た の を 契機 に , 自由 民 較 

派 の 政党 が つぎ つぎ に 生ま れ た 。 ま ず 1881( 明 治 14) 年 10 月 国会 期 成 同盟 を 母体 に , 板 』 
退助 を 総理 (党首 ) と する 自由 党 が 結成 され , 農 1882 (明治 15) 年 に は , ド 野 し た 大 陳 人 0 
総理 と し て 立 穴 改 進 党 が 成立 し た 。 これ ら に 対抗 し て 政府 を 支持 する 勢力 も , 同年 福地 
一 郎 (1841 一 1906) を 党首 と する 立憲 帝政 党 を つく っ た 。 ま た . 地方 に も それ ぞ れ の 系 続 
引く 民権 派 の 政党 が つぎ つぎ と つく られ て いっ た 。 
【 3 党 の 性 格 ] 自由 党 は 「 自 由 ラ 拡充 シ 権利 ヲ 保 全 シ 議 福 ヲ 増進 シ 社会 ノ 改良 ヲ 図 ん 」a 

「 普 良 ナ ル 立 憲政 体 ヲ 確立 スル 」 こ と な ど を 綱領 と し , 自由 主義 の 立場 に 立っ て 行動 は 財 | 

的 急進 的 で あっ た 。 党員 も 悲 慣 要 反 の 志士 型 が 多く , 代 言 借 護 士 )・ 新 聞 記 者 な と の 

識 層 ( 王 に 士族 ) や , 豪農 ・ 地 主 ・ 商工 業者 ら 地 方 有力 者 層 を 地 殴 と し て いた 。 加 部 に は 
垣 以 下 , 後藤 象 二郎 ・ 片 岡 健吉 ・ 河 野 広中 ・ 大 井 憲 太郎 ・ 星 癌 ・ 植 木 枝 盛 ら が いた 。 症 
立憲 改進 党 は 「 王 室 ノ 尊 栄 ヲ 保 チ 。 人 民 ノ 幸福 ヲ 全 フス ル 事 」「 内 治 ノ 改 良 ヲ ー ド 識 
国権 ノ 拡 張 二 及 ボス 事 」 な ど を 綱領 と し , イギリス 流 の 立憲 主義 の 立場 に 立っ て , 計 
動 も 比較 的 穏健 な 尊 進 主義 で , 知 的 ・ 合 理 的 な イン テリ 臭 が 強かっ た 。 自由 党 と 記 

じ く 衣 農 ・ 地 主 ・ 商 工業 者 ら 地方 有力 者 層 が 地盤 で あっ た が , 党 の 指導 者 に は 報 i 
た 人 人 お 
ee 河野 敏 鎌 (184 

・ 矢野 交 雄 (1850 一 1931) ・ 沼 間 守 一 (1843 一 90)・ 小 野 梓 (1852 一 86) ・ 島田 三 郎 (185 話 

2 大 差 (1855 一 1932) ・ ・ 尾崎 行雄 (1858 一 1954) ら が いた 。 
立憲 帝政 党 は 政府 系 の 政党 で , 支持 者 は 神官 ・ 僧 但 ・ 国 学者 ・ 偽 学者 な どの 一 部 に 県 


@ この と き 岩 食 具 視 は , 大 隈 の 意見 に 反対 し て , プロ イセ ン に な ら っ て , 統帥 権 や 文武 詞 の 任 鐵 
を 含む 天皇 の 強大 な 大 権 , 二 院 制 の 議会 、 議 院内 閣 制 の 不 採用 , 制限 選挙 制 な ど を 盛り 込ん だ 憲 源 
つく る べき だ と する 意見 書 を 提出 し , これ が 政府 の 基本 方 針 と な っ た 。 
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1 を その 主張 は 天香 中 心 主義 の 保守 的 な も の で あり , まもなく 政府 の 政党 耕 認 の 方 針 に よ 
っ て 翌年 解散 し て し まっ だ の で みる べき 活動 は な か っ た 。 
こう し て 成立 し た 民権 派 の 政党 や 諸 団 体 は , 立憲 若 主 制 の も と に お いて 政党 政治 (政党 
内 閣 ) の 実現 を めざす と いう 点 で は お お 行 が ー 一 致し た 考え 方 を も ち , 憲法 の 私 案 で ある 私 
擬 宮 法 を つく っ た り , 地方 遊説 に よっ て 党勢 拡張 に つと め る な ど 盛ん に 運動 を 進め た が , 
自由 ・ 立 坪 改 進 両 党 の 対立 の 激化 や , 国会 開設 と いう 統一 的 目標 の 喜 失 , 農村 の 不況 に よ 
ぁ る 活動 資金 の 調達 難 な ど の た め , 運動 は し だ い に 停 漠 気味 と な っ た 。 


きま 考 ] 私 擬 憲 法 国会 開設 運動 の 高まり と 
と も に 。 1870 年 代 来 か ら 1880 年 代 初 め に は , 
自由 民権 派 を は じ め 民 間 の 人 を 々 が 盛ん に 目 分 
た ちの 理想 と する 憲法 案 を 起草 し た 。 こ れ が 
私 擬 憲 法 で ある 。 そ れ ら の うち 現在 , 1879 一 
82 (明治 12 一 15) 年 の 4 年 間 に 起 草 さ きれ た も の 
と し て は 約 40 編 が 明らか に され て いる 。 こ れ 
ら は いずれ も 立憲 若 主 制 を 定め , 国民 の 権利 
し 自由 を 認め て いる が , 議会 の 選挙 制度 で は 


イギリス 流 の 二 院 制 の 議会 に よる 議会 政治 を 
取り 入れ , 若 主 は 行政 権 を 政府 に 委ね , 政府 
が 議会 の 支持 に 基づい て 政治 を 運営 する と い 
ぅ 構想 の も の が 主流 で あっ た 。 ま た , 高知 出 
身 の 民 権 家 植木 枝 破 の 「 日 本 国 国 憲 捧 」( 東洋 
大 日 本 国 国 憲 接 」) や 立志 社 の 「 日 本 憲法 見 込 
案 」 は , 君主 が 行政 権 を 握る と と も に , 一 芝 
制 の 議会 の も と で 人 民 が 立法 権 を も ち , 人 民 
の 自由 と 権利 を 大 幅 に 認め て いる 。 さ きら に , 






















制限 選挙 を 採用 し て いる 。 福沢 諭吉 の 門下 生 |, 君 権 主義 の 立場 か ら の 私 擬 憲法 も あっ た 。 


を 中 心 と し た 交 移 社 「 私 所 宣 法案 の よう に , 
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東洋 大 日 本 国 国 副 抽 植木 枝 盛 
日 本 憲法 見 込 案 立志 社 
日 本 帝国 天 法 (五日市 憲法 ) | 千葉 昌三 婦 
憲法 介 委 井上 毅 
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寺 定 光 


日 本 の 次 本 主義 は 政府 の 保護 ・ 育 成 の も と で 明治 初 年 以来 し だ い に 
成長 し 始め た 。 し か し , 政府 は 近代 化 政策 を 進め る た め に , ば く 大 
な 経費 を 必要 と し な が ら , 十分 な 財源 を も た な か っ た の で , 盛ん に 大 政官 札 な どの 不 換 紙 
幣 を 発行 し た 。 と くに 1877( 明 治 10) 年 の 西南 戦争 に 際 し て , その 戦費 に あて る た め 多 額 の 
不 換 紙幣 を 増発 し , 民間 の 国立 銀行 も 盛ん に 不 換 銀 行 券 を 発行 し た の で イン フレ ー シ ョ 
ン が お こっ て 物価 が 勝連 し た 。 そ の 結 , 政府 の 歳 人 は 実質 的 に 必 減 し 財政 は 困難 に な 
り , また 貿易 面 で も , 明治 初 年 以来 お お むね 輸入 超 過 が 続い た た め , 正 貨 保有 は 大 幅 に 
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減少 し て し まっ た 。 ' 
次 池 通 高 (人 ・ 紙 吉 銀 行基 ) ンー | この よう な 財政 の 混乱 や 経済 の 不安 定 に よっ 
2 ノア” 。 | 近代 産業 の 健全 な 発展 が 阻害 され た 。 そ こ で 歌 


emF 
ee 
Po 
『』 
Pe mn 
ロ 


は , 1881 ( 明 泊 14) 年 参議 兼 大 蔵 卿 (の ち 大 蔵 大 上 
と な っ た 松方 正義 (835 一 1924) を 中 心 に , イ 包 
レー ショ ン 収 拾 と , 安定 し た 貨幣 ・ 金 融 制度 の 
立 に よる 財政 の 立て 直し を めざし て , 紙 乏 整 理 
着手 し た 。 ま ず , 皿 縮 財政 を 実行 し て 歳 出 を 功 | 





全 全 人 を 全 全 全 外人 色 公 公 低 公 詰め る と と も に , 増税 な ど に よっ て 歳入 の 増 如 
人 評 年 人 年 年 年 時 奉 症 時 証 。 よじ ょ うき ん 証 
貨幣 流通 高 の 変遷 は か り , 歳入 の 余剰 金 で 正 貨 の 買い 入れ と 紙 交 ( 


消却 を 行っ た 。 こ れ に よっ て イン フレ ーション ツジ 古 

収拾 きれ , 物価 は 下落 し , か えっ て 不況 が 訪れ た 。 「 
きら に 政府 は , 国家 の 金融 政策 を 運営 する 中 枢 機 関 を 樹立 する た め , 1882( 明 治 15) 人 請 
国家 の 中 央 銀行 と し て 日 本 銀行 を 設立 し た 。 そ し て , 翌 1883 (明治 16) 年 に は 国立 銀行 条 
を 改正 し て , これ まで の 国立 銀行 を 徐々 に 普通 銀行 に する と と も に , 角 乏 発 行 権 を 日 本 
行 に 集中 し , 1885 (明治 18) 年 か ら 旬 換 券 @ を 発行 きせ た 。 翌年 か ら 政 府 紙幣 の 銀 免 換 9 
まり , ここ に , 銀 本 位 の 貨幣 制度 が 確立 され た 。 ' 
【 日 本 銀行 】 日 本 銀行 は , 日 本 銀行 条例 に 基づい て 設立 され た 。 形 式 的 に は 民間 の 私 漆 i 
で あっ た が , 資本 金 1000 万 円 の うち 半額 は 政府 出資 で , 総裁 が 政府 に よっ て 任命 され が 

を は じ め , 政府 の 監督 の ちと に お か れ た 。 業 務 は 日 本 銀行 上 券 の 発行 , 手形 割引 ・ 買 人 

庫 金 の 取扱 いな ど で , 設立 の 意図 は 金融 の 円 消化 ・ 金 利 低下 に よる 産業 振興 を は か る 市 

も に 算 換 制度 確立 に あっ た 。 Ss 

ー 方 , 政府 は 財政 整理 と 民間 産業 育成 の た め , 1880( 明 治 13) 年 , 工場 払い 下げ 概 則 英 
定 し , 軍事 産業 を 除い た 各種 産業 部 門 に お ける 官営 事業 の 多く を 民間 に 払い 下げ る こ 
し た 。 こ れ は , 1880 年 代 後 半 か ら 本 格 的 に 進め られ , 民間 に お ける 近代 産業 の 発展 に 天 講 
な 役割 を 果たし た 。 
1870 年 代 終り か ら 80 年 代 初め に は , イン フレ ーション の な か で 米価 を は じ め 農 産物 の 1 
格 が か な り 上 昇 し た の に , 地価 と 地租 率 (2.5%) は 固定 きれ て いた の で , 地租 の 負担 
対 的 に 軽く な り , 農民 の 生活 は 楽に な っ た が , 下級 士族 の 困 鍛 は いち だ ん と 激しく な っ 計 
し か し , 1882 (明治 15) 年 か ら 本 格 的 に 進め られ た 以上 の よう な 政府 の 緊縮 財政 は , 農 柚 6 
深刻 な 不況 と そ も た らし た 。 米 を は じ め 農 産物 価格 の 下落 は 著しく , 地租 は 相対 的 に 重 《@ 
っ た 。 そ の た め 一 般 の 農民 の 間 に は , 生活 が 昔 し く な っ て 土地 を 手放し て 没落 し , 貧 農 
小作 人 に な っ た り , 貧民 と し て 都会 に 流れ 込む 者 も 現われ , 農民 層 の 分 解 が 進ん だ 。 
[農民 層 の 分 解 】 1883( 明 治 16) 年 に は 全国 の 農地 の うち 小作 地 が 35.5% だ っ た の に , 1 
(明治 25) 年 に は 40.1% に 増え た と いう 。 ま た , 地租 5 一 10 円 を 納め る 人 の 数 を 調べ て 衣 

と . 1881 (明治 14) 年 に は 93 万 人 だ っ た の が , 1887 (明治 20) 年 に は 68 万 5000 人 と 大 きく 江 

て いる 。 地租 10 円 以上 を 納め る 人 の 数 も 減っ て いる か ら , と くに 中 農 層 が 没落 し た こ 頭 
わか る 。 「 


@ 名 換 上 券 と は 正 貨 (この 当時 は 銀 ) と 引き 換え る こと を 義務 づけ られ て いる 紙 和 幣 を いう 。 


人 島 事 件 (1882.11 一 12) 県 令 三 島 通 謀 の 労 役 に よ る 道路 
開発 に 反対 する 数 千 人 の 農民 の 抵抗 。 県 会 議長 河野 広中 
ら 自 由 覚 員 も 支援 し 検挙 。 

高田 事件 (1883.3) 高官 暗殺 計画 。 

佑 馬 事件 (1884.5) 政府 転 材 を 叫ん で 妙義 山 人 で 蜂起 。 

加 波 山 事件 ( 同 9) 三島 通 計 な ど 高 官 瞳 殺 を 計画 , 発覚 し 
て 加 波 山 に こも り 本 動 。 

戦 立 事 件 ( 同 10 一 11) 数 千 人 の 貧 農 が 自由 党 急進 分 子 の 影 

届 下 に 困 民 党 ・ 借 金 党 を 組織 , 借金 の 年 凡 返 済 , 村 費 減 

旬 。 学校 の 一 時 停止 な ど 要 求 。 高利 貸 ・ 地 主 を 租 撃 し 郡 バ 

役所 な ど を 占拠 , 軍隊 出動 に よっ て 鎮圧 

古屋 事件 ( 同 10) 政府 転覆 計画 

韻 田 事件 ( 同 12) 政府 転 科挙 兵 計画 祭 覚 。 上 

大 阪 事件 (1885.11) 大 井 意 太郎 ら の 朝鮮 内 政 改 革 企 図 
未 扶 発覚 。 “ 

父 岡 事件 (1886.6) 政府 高官 剛 灯 と 徳川 慶 剖 推 立 の 計画 。 
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げん ちく 


この よう に し て , 1880 年 代 の 深刻 な 不況 を 通 じ て 資 本 の 原始 的 蓄積 (原著 ) が 強力 に 進行 
| 少 角 の 地主 ・ 富 農 ・ 富 商 な どの 手 に 資金 が 集中 する と と も に , 資本 主義 の 発達 の だめ 
に 不可 欠 な 労働 力 が 農村 の な か に 生み 出 きれ る 条件 が で きつ つ あ っ た の で ある 。 


民権 運動 の 激化 と 分 裂 | 


を 上 し く 取 り 締まる と と も に , 一 方 で は , 民権 派 の な か か ら , 有 能 な 人 材 を 紀 東 に 党 
出す る な どの 届 案 を は か っ た の で , 民権 運動 は し だ い に 分 像 する 方 向 に 向かっ て いつ た 
Iae2 (明治 15) 年 ころ か ら 政 府 の 皿 縮 財政 に よっ て 農村 に 深刻 な 不況 が 訪れ , 運動 資金 泊 ガ 
電 守 し た り 農 民 層 の 分 解 が 進ん で , 民権 運動 の 支持 階層 の 分 裂 を 押 いた こと も 連動 半 間 の 
: 因 と 考え られ る 。 " 

aa 1882( 明 治 15) 年 4 月 。 板 提 助 が 導 説 中 の 明 阜 で 半 浅 に 傷つけ られ る 
件 が お こっ た 。 そ の 後 , 政府 の 働き か け で , 同年 末 か ら 翌 年 に か け て , 党 の 最高 指導 


自由 民権 運動 の 展開 に 対し て , 政府 は 新聞 紙 条 例 ・ 
集会 条例 を 改正 する な ど , さま ざま な 手段 に よっ て 


志 


て ある 板垣 退助 と 後藤 象 二郎 ヨー ロッ パ へ 外遊 の 途 に 着く と , 自由 党 は 内 紛 を 生じ ま 
た 自由 愛 と 立憲 改進 党 と の 対立 も 激しく な っ た 。 指導 者 を 失っ た 自由 党員 の な か に は , 臣 
の 弾圧 に 対抗 し て , 政府 転 導 や 政府 高 定時 殺 計画 な どの 直接 行動 に 走る 急進 分 子 $ 現 わ 
WC さき 7 


看 特 古 本 ー 

[板垣 外遊 問題 】 板垣 と 後藤 の 外遊 資金 は , 政府 の 井上 英 ら の 電 旋 に より 三井 が 提供 > 
た 。 政府 は 自由 党 の 最高 指導 者 を 外遊 さき \ る こと に よっ て 党 の 弄 体 化 を ね らち うと と も に: 
例 ら に 実地 に ヨー ロッ パ 諸 国 を 見 学 さ せる こと に よっ て , その 政策 が 現実 的 に な る こと を 
崩 待 し た らし い 。 事 実 , 板垣 は 自由 民権 の 母国 と 考え られ て いた フラ ンス の 正治 人 会 

" me 店 を 感じ た - は 。 フラ ンス より イギリス を 学 
遅れ 」 と 不 自由 ・ 不 安定 さき に 幻滅 を 感じ た らし く , の ち に は , フラ ンス ォ よ フス 5 ーー 
よぶ べき だ と し きり に 説く よう に な っ た 。 なお, 板垣 外遊 に 際 し て , 資金 の 出所 に 疑念 
天 い た 自由 党員 の 一 部 が これ に 了 く 反対 し て 脱 党 し た 。 ま た , 立 憲 改進 党 は 自由 沈 が 政府 
に 買収 きれ た と し て 非難 し , 一 方 , 自由 党 は 大 隈 重信 と 三菱 の 関係 を と ら え て これ を 剖 し 
。 攻撃 し た 。 こ うし て , 両 党 の 対立 は 一 種 の 泥 試 合 的 様相 を 星 す る よう に な っ た 。 


30UKrl 


(1883.3) イコ 
(1884.15) \ | 高田 事件 胞 
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者 | 自由 民権 運動 の 性 格 自由 民権 運動 で は . プル ジョ ア 民 主 主 義 革命 運動 説 は あま 
は 立 害 政治 の 実現 を 求め た 全国 的 な 政治 運動 り 唱え を られ な く な っ た 。 そ し て , 立憲 政治 の 
で あっ た が , その 性 格 に つい て は , これ を 絶 実現 ・ 議 会 制度 の 設立 が , 民権 派 より も むし 
中 主義 専制 政府 打倒 を めざす プル ジョ ア 民 主 ろ 政 府 側 に よっ て 早く 意図 きれ て いた と いう 
ド 閉 革命 の 運動 で ある と する 考え 方 が , 第 一 歴史 的 事実 を 重視 し , 政府 と 民権 派 の 抗 当 が 
水 世 界 大 戦前 か ら 戦後 に か け て , 研究 者 の 間 立憲 政治 ・ 議 会 制度 の 樹立 と いう 共通 の 日 的 
に 時 か な り 有 力 で あっ た 。 そ れ に よれ ば , を め ぎ し た も の で , いわ ば 近代 国民 国家 の 形 
中 初 の 土 族 民権 か ら 国会 開設 運動 の 高まっ た 成 の 過程 に お こっ た 対立 ・ 競 合 で あっ た と す 
陣 階 の 豪農 民権 を 経て , 1884 (明治 17) 年 の 諸 る 見解 が 有力 で ある 。 そ こ で は 。, 自由 民権 運 
具 動 事件 (激化 事件 ) を ピー ク と する 農民 民権 動 を 議会 に お ける 政党 活動 の 前 史 と し て 再 棋 
へ 、 今 屋 し た も の と する 。 一 方 , 運動 内 部 に み 討 し よう と する 見 方 が 強く な っ て き て いる 。 
られ る さま ざま な 封建 的 要素 を 強調 し . これ また . 諸 暴 動 事 件 。 と り わ け 秩 父 事件 に つい 
人 る 速 な 近代 化 政策 が 村 秒 共同 体 を 破 壮 する て は , 政治 的 要求 を か か げた 自由 民権 運動 と 
生生 民 の 結び つき は 弱く , 農民 の 負 償 の 返済 を めぐ 
愉 論 と 国権 論 が 不可 分 に 結び つい て いる と こ る 騒動 と し て ,。 む し ろ 生 活 に 根ざし た 伝統 的 
ぁ か ら , これ を 国家 の 強大 化 と 民族 の 独立 を な 農民 一 拉 に つなが る 事件 で ある と いう 見 方 
めざす 運動 と みな す 考 えも ある 。 し か し 最近 も 広まっ て いる 。 


' て 政府 は 一 方 で 自由 民権 運動 を 厳し く 取 り 締 まる と と も に , 
Cy T 可 他方 . みずから の 主導 権 に お いて 立憲 政治 の 実現 を は か っ 
_1882 一 83 (明治 15 一 16) 年 , ヨー ロ ッ パ に 渡っ た 伊藤 博文 ら は , ドイ ツ の グ ナ イ ス ト 
了 叶 1816 一 95) や オー スト リア の シュ タイ ン (Stein, 1815 一 90) ら 一 流 の 2 公法 学者 ・ 政 治 
閉 た ちか ら 。 娠 権 主 義 の 原則 に 立つ プロ イセ ン ( プ ロシア ) 憲法 や ドイ ツ 諸 邦 の 憲法 を 
ロッ パ の 立憲 国家 に お ける 政 浴 ・ 法律 諸 制 度 を 学ん だ 。 そ し て 帰国 する や , 豆 
に 制度 取 調 局 ( の ち 内 閣法 制 局 ) を お き , 伊藤 自身 参議 の まま 局長 と な り , 宮内 卿 【 の ち 
[内 大 臣 ) を 兼任 し て 立憲 政治 の 前 提 と な る 政治 機構 の 改革 に と うか な っ 人 3 
華族 制度 の 整備 ] 1884( 明 治 17) 年 華族 令 が 公布 され , 華族 は 公 ・ 侯 ・ 伯 ・ 子 ・ 男 の 5 
』 に わけ られ , これ まで の 旧 大 名 ・ 公家 ら に 加え て , 明治 維新 選 後 国家 に 功労 の あっ た 
内 々 を 新しく 華族 に 列 し た 。 こ れ に より , 政府 の 首脳 は ほとん ど 箇 位 を 授け られ た 。 さ 
に 1887 (明治 20) 年 に は , 民権 派 の 指導 者 や 旧 間 区 の 有力 者 に も 科 位 が 拉 生 さ れ た 。 これ 
, 国会 が 開か れ た 場合 の 上 " 陸 ( 貴 族 院 ) の 選出 母体 と する た め の も の で あり , そこ に は 
『 一 政治 の 実現 に 向け て の 国内 の 対立 を や わら げ よ う と する 政府 の 意図 が うか が える 。 ま 
た , 侵 藤 は これ と 並行 し て 宮中 改革 を 進め , 日 本 の 伝統 的 な 宮廷 の 制度 や 慣行 を 西洋 式 に 
改め . ヨー ロッ パ 風 の 立 意 君 主 制 の 導入 に 備え た 。 
[内閣 制 度 の 確立 ] 1885( 明 治 18) 年 12 月 , 政府 機構 の 改革 が 行わ れ , 太政官 制 が 廃止 と 
4 ん それ に か わっ て 近代 的 な 内 閣 制 度 が 創設 され た 。 すなわち 。 これ まで 皇族 お よび 公 
。 天 名 出身 者 を も っ て あて て いた 太 政 大 臣 ・ 左 大 臣 ・ 右 大 臣 や , 「 藩 閥 」 政 治 家 の 有力 者 
(ME し て いた 参 衰 の 和 を 廃し 各省 の 行政 長官 を 国務 大 臣 と し て , 新しく 内 閣 総理 大 臣 
* お き , その 絶 較 の も と に 各国 務 大 臣 を も っ て 内 閣 を 構成 し , 政治 運営 の 中 心 と し た 。 こ 
は 国会 開設 に 備え て 行政 府 の 強化 ・ 能 率 化 ・ 簡素 化 を は か る と と も に , 責任 体制 を 確立 
る の が 目的 で ,. これ に よっ て , 主 に 薩長 出身 の 落 閣 政治 家 た ち が 名 実 と も に 実力 者 と し 






































だ な か で 1882( 明 治 15) 年 の 福島 事件 を は じ め , 1883( 明 治 16) 年 に は 高田 事 人 
いで 1884 (明治 17) 年 に は , 群馬 事件 ・ 加 涼 山 事 件 な ど 東日本 各地 で 騒 接 事件 が つぎ づ 
に お こっ た 。 そし て 同年 10 一 11 月 に は 埼玉 県 秩父 地 方 で 自由 党 多 進 派 の 影響 の らち と に 識 
2 借金 党 ) が いっ せい に 蜂起 する と いう 大 規模 な 朱 動 
が お こり , 政府 は 軍隊 を 出動 きせ て 鎮圧 に あたっ た ほど で あっ た (秩父 事件 )。 こ の よ 1 
混乱 の な か で 自由 党 は 統制 力 を 失い , 正常 な 政治 活動 が 困難 に な っ た た め め , 1884( 明 清 
年 10 月 , 自由 党 は 解党 し , 同年 12 月 に は , 立憲 改進 党 も 大 隈 重信 ・ 河野 敏 鍵 ら 幹部 が 有 
し て 活動 を 停止 し , ここ に 自由 民権 運動 は いっ た ん 挫折 し た の で ある 。 
自由 民権 運動 は も と も と , 国家 の 狐 立 と 対外 的 な 勢力 払 張 を めざす 国権 首 の 主張 溢 
結び つい て いた の で , 1884( 明 治 17) 年 ころ か ら 日 本 と 朝鮮 や 清国 と の 関係 が 此 辿 する 6 
6 その 傾向 は より 深まっ た 。 同 年 12 月 朝鮮 で 甲 申 事変 が お こ る と , R 株 は いっ 財 
に 朝鮮 ・ 清国 に 対す る 強大 な 武力 行使 を 主張 し た 。 し か し , 政府 が 翌年 清国 と の 武力 移 
を 選 け る た め , 天津 条約 を 結ん で 解決 を は か っ た こと か ら 。 大 井 憲太郎 (1843 一 1922) 頒 
上 近 の 条 汐 民権 演 動 家 な みか に は 。 政府 の 「 提 届 | を 生じ を 半 茸 し 。 泊め 
さえ 朝鮮 に 渡っ て 朝鮮 の 内 政 改 革 に 当 ろ うと する 者 も 現われ た 。 そ し て 彼ら 一 派 が 渡 舟 
直前 に 大 阪 で 検 源 さ れる 事件 が お こっ た (大 阪 事件 )@。 
疹 考 | 「 板 垣 死す と も 自由 は 死 せ ず 」 1882 | た えら れ た 。 し か し , 彼 の 回 顧 談 に よ 導 
(明治 15) 年 4 月 6 日 , 岐阜 で 遊説 中 の 板 哲 は |)「 ア ッ と 思う ば か り で 声 が 出 な か っ た 」 ど 顕 
白 妨 を きら めか し た 一 人 の 男 に 襲わ れ た 。 こ | こと で , どう や ら こ の 言葉 は 病床 の 板 天 
の と き , 板垣 が 負傷 に めげ ず 刺 客 を に ら み 「 自 分 は 死ん で も 自由 の 精神 は 滅び な い 尊 
すえ , 「 板 垣 死 す と も 自由 は 死 せ ず 」 と 叫ん だ |) う 」 と 語っ た の を 側近 の 者 が 名 文句 に こ 軒 
と いう 話 が 全国 に 伝え られ , 自由 の 神様 と た | え あ げた も の らし い 。 


つ PE 1886 (明治 19) 年 末 こ ろか ら . 民権 派 は 後藤 象 二郎 ・ 星 亭 (18501901) ら が 申 湖 

り , 国会 開設 に 備え て 藩 内 政府 と 対 換 す る た め , 在野 の 反 政 府 勢力 を 結集 し て 抄 議 際 
を る 党 (の ちの いわ ゆる 民 党 ) を 結成 し よう と 大 同 団結 運動 を 進め た 。 翌 1 
(明治 20) 年 。 井 上 外相 の 条約 改正 案 が 屈辱 的 内 容 を 含む も の で ある と し て , 民権 派 の 表 
攻 繋が ん と な り , 外交 失策 の 挽回 ・ 地 租 軽 減 ・ 言 論集 会 の 自由 を スロ ー ガ ン に か か 量 
三 大 事件 建 折 運 動 が お こり . 大 同 団 生 運動 と 結び つい て 反 政 府 的 気運 が 高まっ た 。 
これ に 和 驚 いた 政府 (第 1 次 伊藤 内 閣 ) は , 同年 12 月 25 日 , 突如 と し て 保安 条例 を 発議 
570 祭 名 に の ぼる 反 政 府 派 の 人 々 を 帝都 外 に 追放 し て 運動 を お さえ よう と し た 。 「 


【 保 安 条 例 】 保安 条例 は 全 7 条 か ら な り , (1 ) い っ さい の 秘密 結社 お よび 集会 さ の 禁止 。 較 
可 さ れ た 尾 外 集会 で 必要 に 応じ て 警察 官 に よる 禁止 。 (3 内 乱 ラ 陰 課 シ 又 ハ 店 
3 お な 人 の 操 が ちり 生 ※ 
内 の 立入 禁止 , な ど を 定め た 。 こ れ に よっ て , 中 江 兆 民 ・ 尾 崎 行雄 ・ 星 亭 ・ 片 岡 健 書 庄 
追放 きれ た 。 し か し , 悪 潜 で ある と し て 世 の 強 い 非 具 を あび , 1898( 明 治 31) 年 , 第 負 
藤内 閣 の と き に 廃止 され た 。 


@ この 事件 に 連座 し た 党 出 (福田) 英子 は 。 岸 田 ( 申 鳥 ) 修子 と と も に 数 少な い 女 性 民権 家 で 。 の 時 
界 婦 人 』 を 発刊 し て 女性 の 啓 母 に つと め た 。 
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第 1 次 伊藤 内 閣 の 閣僚 (1885 年 12 月 g 日 成立 ) 


は いずれ も 旧 薩 長 出身 者 で 占め られ た 。 


[皇室 財産 の 設定 ] 政府 は 皇室 が 議会 の 制約 を 受け な いよ うに する た め , 1885 (明治 8 
年 か ら 1890 (明治 23) 年 まで に , 約 365 万 ha に お よぶ 山林 ・ 原野 や ば く 大 な 有価 証券 才 


室 財産 と し た 。 


[地方 自治 制度 ] 地方 制度 の 面 に お いて も 大 き な 改 正 が 加え られ た 。 政府 は 議会 開府 
先立ち 。 内 大 葉山 有朋 を 中 心 に 。 ド イッツ 人 販 問 モッ セ の 助言 を 受け て ドイ ツ ッ に 箇 
る 地方 自治 制 を 取り 入れ , 地方 自治 の 確立 に つと ぬ め , 1888( 明 治 21) 年 市 制 ・ . 町 村 制 を 会 
し , 翌年 施行 し た 。 つ いで 1890( 明 治 23) 年 府県 制 ・ 郡 制 を 公布 し た 。 三 新 法 に か わる 
ら の 一 連 の 新法 令 の 公布 に よっ て , 吾 い 官僚 統制 の も と に か の を 引 入 を 
で 革 治 主義 的 な 地方 自治 制度 が 確立 され た し 地方 自治 抽 を 国 議会 設 に 先立っ で て % 





市 制 ・ 町 村 制 _ (1888 (明治 21) 年 寺 

: | 市 民 機 宙 者 『3: 

[| WE 

任 了 5 年 有 向 TE 店 。 

市 参事 会 | 仙人 25 表 以上 の 

| 記 旨 内 
円 以上 納入 = 

( ' [ 議長 は 町 村長 = 

則 rd: 吉 1 

: 助 役 WWA 関 3 25 以 上 の = 

上 は 人生 h ae 


: 無給 任 基 4 年 


較 郡 長 ・ ・ 誠 ・ 内 務 大 臣 が 監 示 年 


明治 の 地方 度 ・ 


@ 府県 知事 や 郡 長 は これ まで 通り 政府 に よっ て 任命 きれ た 。 


て , 政治 の 中 枢 部 を 占め る こと に な っ た 。 ま た 内 閣 制 上 
制定 に 伴い , 
に あたる 内 大 臣 (初代 三 条 実 美 ) を お いて , 御 重 ・ 国 里 の f 
管 な ど 宮 中 の 所 務 を 管轄 きせ , また 宮内 省 を 内 閣 の 外 ! 
だ こす 由 で rh 骨 国 税 2 円 以上 を 納め る 和 有権者 の 直接 挙 で 選ば れ た 。 そ の 選挙 で は 、 有 産 者 に 有利 な 
を 政治 か ら 切 り 離 す よ うに し た 。 な お , 内 閣 制 度 の 制定 MD 
と も に , 人 恨 藤 博文 が 初代 の 内 閣 総 理大 臣 に 就任 し て 内 閣 
組織 し た 。 左 の 表 の ご と く , その 10 名 の 義 僚 中 4 名 が | 国 
摩 藩 , 4 名 が 旧 長 州 藩 出身 者 で , 閣僚 の 平均 年 齢 は 46 明 
り (数 え 年 ) と 半年 の 実力 派 内 閣 で あっ た が , 反対 派 か 所 
旧 産 長 出身 者 中 心 の 藩 閥 内 閣 で ある と し て 攻撃 され た 。 
僚 に 占め る 旧 尊 長 出身 者 の 比率 は , その 後 し だ い に 減 小 
た が , 大 正 の 初め まで , 公家 出身 の 西園 寺 公 望 肥前 出身 の 大 隈 重信 を 除け ば , 総理 表 中 





講 長 は 選 市 合議 五 上 ま 
ーー れ て いた 。 商法 も 1890 | 革 寺 
an: ーー 府 県 会 4 】 店 参事 会 員 貞 を 反映 し た 肉 容 が 盛り 込ま ye し 
ーー (議員 ) Fi 3 (明治 23) 年 に 公布 きれ た が , 民法 典 論争 の 余波 を 受け | 第 ト 人 
知事 ・ 高 等 官 ] | ” ね 台 析 あお 会 放 ト 実施 延期 と な り , 1899 (明治 32) 年 に な っ て 移 止 の う | 項 9 子 
参事 会 員 | 下 国 税 10 円 以上 納入 ぇ 公布 され た 。 そ の ほか , 民事 訴 設 法 ・ 刑事 訴訟 法 | 略 入 緑 
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め た ね らい の 一 つ は , 議会 開 設 後 , 当 姓 予 邊 きれ る 政府 と 政党 と の 衝突 や 政 省 の 激化 を 地 
政局 へ お よ ぼ さる ない た め の も の で あっ た 。 そのため, 県 会 議員 の 選挙 で は こ れ ま で の 住 
民 に よる 直接 選挙 の 方 式 を 改め て , 郡 会 市 会 な どか ら の 間接 選挙 に よる こ だ | 郡 
作 議 員 の 選挙 で は 一 部 に 大 地主 の 所 選 の 制度 を 定め , また 市 会 議員 ・ 町 村 会 議員 の 選挙 は , 


天皇 の 側近 に あ - っ て 相談 相手 ( 芝 全 放 の 


全 還 コ 


級 選挙 法 を 採用 する な どの 配慮 を し , * 財 産 と 教育 ある 名 望 家 "が 議員 に 選ば れる よう 
な 制度 を つく っ て , 地方 自治 の 基礎 と し た の で ある 。 な お , 郡 制 ・ 郡 会 や 市 町 村 会 議 貞 の 
則 級 選挙 制度 は , その 後 批判 が 高まり , 1920 年 代 に 廃止 きれ た 。| 
「 諸 法典 の 編 筆 ] 近代 的 諸 法 典 の 編集 は 条約 改正 の た め の 必 [ 
要 も あっ て , 明治 初期 か ら 着 手 さ れ た 。 フラ ンス か ら 招 いた 法 刑法 ・ 治 罪 法 
岸 者 ボア ソナ ー ド (Bojissonade, 1825 一 1910) ら の 助言 の も ゃ と に , 2 
昌一 ロ 0 流 の 計 価 光生 94 まず 1880( 明 治 13) 年 。 こ れ | 合計 典生 
で の 著 仙 鶴 ・ 改 征 律 例 に か わっ て , 刑法 ・ 治 罪 法 を 制定 | 0 
公 仙 し た (1882 年 より 施行 )%。 つ いで , 1890( 明 治 23) 年 に は 民 | ( 惨 正 ) 民 法 
の 一 部 が 公布 きれ , 1893( 明 治 26) 年 か ら 実施 する こと に な っ 
た 。 し か し , その 内 容 が フラ ンス 風 の 自由 主義 的 で あっ た だ め 
上 本 古来 の 伝統 た る 家族 制度 を 破壊 する も の と LHS 人 
前 界 ・ 政 界 の 人 々 の 間 か ら 強 い 反対 が お こり ,「 民 法 出 デ *, ー 一 
CAT いわ め る 民法 典 重要 法典 の 制定 
論争 が 白熱 化し た 。 この た め に 民法 実施 は 征 期 され 
改め 宙 断行 派 の 概 謙 次郎 (1860 一 1910) や 反対 派 の 穂積 
陣 重 (1856 一 1926) ) ら が 新た に 民法 起草 に か か り , 1896 
ー98( 明 治 29 一 31) 年 に 修正 民法 (明治 民法 ) が 公布 され 
た @。 こ れ に より 西洋 流 の 一 ーー 婦 制 度 が 確立 され た 
が , 一 方 で は 伝統 的 な 家 の 制度 を 存続 させ 戸主 と 
長 男 の 権 限 が 大 きく , 夫 権 ・ 親権 の 強い 信教 的 道徳 
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中 三 講 中 吾 よ 貴 モミ き ご ニ 十 机 ヾ 問 問 
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(最高 問 ・ 
亜 幸 や ぐ 移 中 綴 本 


も つく られ , 憲法 と 合わ せ て 六法 が 整備 され る こと に | 
な っ た の で ある 。 
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Ta 
er 


本 ーー ニー ニーー-- ニ ーー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー テー テテ シュ ョ ィ に ー 拉 
生 新 律 綱領 は 1870( 明 治 3) 年 , 明 ・ ・ 清 律 を 参考 に し て 開 力 刑 を 廃し た 刑法 で 改定 律 例 は 1873( 明 治 
6 ) 年 に ナポレオン 法典 を 参考 に し 残 由 刑 を ゆる め た も の で ある が , 江戸 時 代 以 来 の 法 体系 の 性 格 を 
絡 く 残し て いた 。 治 罪 法 は 刑事 訴訟 法 に あたる も の で ある 。 ま た 刑法 は の ち に ドイ ツ 流 の 新 法 に 攻 
止 き れ た 。 

全 修正 民法 を ふつ う 明 治 民 法 と いう が , 満 30 歳 以下 の 男 , 満 25 歳 以下 の 女 は 父母 の 同意 な くし て は 
和 婚 で き な い と か , 妻 の 法 的 無能 力 規定 な どの 条項 が あっ た 。 


較 府県 知事 ・ 内 務 大 臣 が 監督 証 
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また 緊急 の 必要 に より 議会 の 閉会 の 場合 は 法律 に か わる 勅 令 を 発する こと が で きる 【 此 党 
























第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 4 逢 符 時 “ 
珠 | ky 回 を GE SE 9 和 本 e 硬 合 発布 権 , た だ し 次 期 の 議会 で 同意 が 得 られ な けれ ば その 時 点 以後 動 令 は 失効 と な る / 
38 すま よ FR 3 # = 拓 三 ーー 十 穴 五 デー 大 な が 広範 な 大 権 を 保持 し て いた 。 し か し , 同時 に これ ら 天 皇 の 統治 権 は 無制限 で は な く 
条 条 条 条 条 条 条 条 条 条 条 条 条 条 条 条 条 上 法 の 条文 に し た が っ て 行使 きれ を けれ ば な ら な いこ と も 明記 され た (第 4 条 )。。 ye 
3 す ド 科 3 も も すす 1 も PH 計 PVSCPWY30E 間 日 
ー 国 - " = 年 時 時 技 時 上 re テー = 
ス 吾 議 符 ノ 路 各 議 法 議会 臣 躍 臣 ハハ ハ 武 ハハ ハ ノ ハ ハ 本 本 れ を 継ぐ こと が 定め られ た > 務 大 臣 の 天皇 に 対す る 責任 は 明文 化 さ れ て 
本 ン 首 会 収 3 「 “ 。 天 i 陸 か ら な り 旦 に 人 広 改 * a 
キ 予 行 ハ 姜 之 議院 自 ノ 所 和 編 統 ス ノ 可 ノリ ニテ 世 人 国 議 会 は 次 放 院 ・ 守 の 両院 か ら な り 。 大 昌 に 人 し て も と で の 加 人 
| 全館 と 佑 一 府 提 出 の 予算 案 の 審 議 ・ 議 決 に あたる こと と され た が , 現在 NAV 
ハ [ 且 ス : ニ 侵 雄治 攻 に % の 練 全 ・ 首 相 の 任命 な ど に つい て は 語 由 0 で 天 
前 モ ヲ シ ラ ヲ 両 於 サ 諸 兵 。 武 布 テ 権 ラ 皇 の 同 信 な に は 開 隊 で きか の と 
度 又 テ の 和議 り 狼 法 共 ラ いて も ,「 憲 法 上 ノ 大 権 二 差 ツケ ル 既 定 ノ 歳 出 」 ト 前 年 度 の 予算 を 施行 する こと が で 
の 計 5 総 只 “ ) キ 邊 不成立 の 場合 は 。 政 府 は 前 年 度 の 予算 を 施行 する こと が 
の 間 貢 以 @ ゴ 和 和 人 行 権 拉 いう 制限 が あり ( 弟 67 染 Cs MM 2 
了 算 議 任 。』 タ 上 作 ) ヲ 9 人 行 此 上 きた (71 条 )。 旦 族 ・ 幸 族 の ss 議 入 CO 憲法 と 同時 に 公布 き 
ヲ 成 会 ス 立 印 シ 締 定 2 2 族 院 が , 国民 の 代表 機関 た る 秒 議 院 と ほぼ 同等 の 権 AMG 














た 抄 議 院 議員 選挙 法 で は , 衆議院 議員 の 選挙 権 者 は 直接 国税 ( 地 和 ・ 所 得 税 )15 門 以上 を 
組め る 満 25 歳 以上 の 男子 ( 被 選挙 権 者 は 30 歳 ) に 限る と いう , か な り 箇 度 な 納 和 祝谷 に よる 制 
限 選 挙 が 採用 きれ , 1890( 明 治 23) 年 の 第 1 回 の 総 選挙 の 時 の 有権者 は わずか 45 万 人 余 9 で : 
な 人 口 4000 万 人 の 1.1% 強 に すぎ な か っ た 。 そ の 当時 の 有権者 は お お むね 2 一 3ha ひよ の 

r 太 する 中 程度 以上 の 地主 ・ 豪 農 で あっ た 。 で 
は 放 錠 と 呼ば れ . 彼 ・ 向 和 の 義務 を 負う と と も に 。 言論 ・ 入 会 入 信教 ・ 居 
作 ・ 移 転 な どの 自由 。 公務 に つい た り , 請願 を し た りす る 権利 所 有 権 や 信 圭 の 指 午 か 
証 侵 、 法 律 に よら な い 速 捕 ・ 監 禁 の 禁止 な ど が 認め られ た 。 た だ し , これ ら の 自由 ・ 権 利 
に は 。 い ずれ も 「 法 律 ノ 範 囲 内 二 於 デ 」 と か 「 臣 民 タ ル ノ 義 務 二 背 カ サル 限 二 於 テ デ 」 と が か いう 
よう な 条件 が つけ られ て お り , 今日 か ら み れ ば 国民 の 基本 的 人 権 の 尊重 と いう 観念 は 二分 
な も の と は いえ な か っ た だ 。 

し よい この 宮上 の 発布 と 国 議会 開 設 890 く 明 党 23) 年 月) に よっ て , 国民 の 国 区 
の 参加 の 道 が 開か れる な ど , 日 本 は 他 の アジ ア 諸 国 に 先駆 け て , 近代 的 な 立 写 国 家 と し 
OO 審 ドン で スペ ン サ ー【(Spencer, 1820 一 

の 憲法 調査 と 議会 の 予算 KO で PAR pi ri 

AS 1903) ら か ら 助 言 を 受け た 。 立 憲政 治 の 実現 
ョ ー ロ ッ パ で 憲法 調査 に あたっ た が , 大 半 を に 意気 込ん で いた 伊藤 ら を 困惑 させ た の は 。 

ドイ ッ ( プ ロイ セン ) の ベル リン と オー スト リ ョ ヨーロッパ 諸 国 , と り わ け ド イツ の 政治 家 
ァ の ウィ ー ン で 過ごし , ベル リン で は ダナ イ 学者 た ち が , 明治 維新 以来 の 日 本 政府 の 改 半 
スト ・ モ ッ セ , ウィ ー ン で は シュ タイ ン ら の が 急進 的 すぎ る こと を 懸念 し て 立 窓 制 採用 に 
講義 を 聞い た 。 ま た , の ち に イギリス に 渡り , 在 空 交 見 解 を 示し , た と え を やむなく 議会 を 開 


近代 的 国家 体制 確立 の 根幹 を な す も の は , いう まで も な く 憲 法 の 
制定 で あっ た 。 ヨーロッパ で の 立憲 的 諸 制 度 の 調査 を 終わ っ 放 
1883( 明 治 16) 年 に 帰国 し た 伊藤 博文 は 1886 (明治 19) 年 か ら 井上 毅 (1843 一 95) ・ 伊 東 回 
治 (1857 一 1934) ・ 金 子 堅太郎 (1853 一 1942) ら ちら とともに, ドイ ツ 人 の 法律 顧問 ロロ エス ピ レ 克 
(Roesler, 1834 一 94)・ モ ッ セ (Mosse, 1846 一 1925) ら の 助言 を 得 て , 憲法 お よ び 付 属 諸 法 休 
の 起草 に と りか か っ た 。 完成 し た 宣 法 草案 は , 1888( 明 治 21) 年 4 月 に 新設 され た 板 密 陸 
に お いて , 明治 天 旦 の 親 際 の も と に 非 公開 で 審議 され た 。 伊 藤 は 首相 を 辞し て 枢 客 院 議 胃 
と な り , 憲法 草案 の 審議 を 主宰 し た 。 こ こ で 多少 の 修正 を 経た の ち , 1889( 明 治 22) 年 2 上 
]1 日 , 大 日 本 帝国 憲法 (いわ ゆる 明治 憲法 ) が 発布 きれ た 。 
この 憲法 は 制定 ・ 発 布 の 形式 に お いて , 主権 者 た る 天皇 が 定め て , これ を 国民 に 下 b 剛 
える と いう いわ ゆる 欧 定 憲法 で あり , 7 章 76 条 か ら な る 。 そ の 内 容 も また , 1850 年 の プ 則 
イセ ン 宣 法 に 多く を 学び , 君主 大 権 主義 ( 君 権 主義 ) の 理 金 を 基本 と する も の で あっ た 。 
大 旦 は 神 回 不可 侵 と され , 国 の 元首 と し て 編 治 権 を 総 拉 す る も の と 定め られ , 陸 海 神 @ 
続 帥 @・ 編 制 ・ 常 民兵 額 の 決定 行政 各部 の 官制 の 制定 ・ 官 更 の 任免 , 法律 の 裁 可 ・ 伏 
・ 施行 , 秋 国 議会 の 難 集 ・ 衆 議院 の 解散 , 宜 戦 布告 ・ 講 和 ・ 条 約 締結 な どの 権限 を 有職 


@ 天皇 の 語 問 機関 で . 国 家 に 功労 の あっ た 長老 級 の 政治 家 を 集め て 枢密 原 問 官 と し た 。 痢 法 上 の 
義 。 憲法 付属 法令 , 条約 の 締結 , 緊急 動 今 な ど に つい て 審議 する 広範 な 権限 を も ちっ て いた が , の 表 
は , 政府 と 衝突 し て 内 閣 を 総 辞職 きせ た こと も あっ た 。 

馬 統 部 権 と は 軍隊 の 作戦 用 兵 の 権限 を 指し , これ は 天皇 に 直属 し , 陸 海 軍 の 統帥 部 (陸軍 は 参 電 
海軍 は 軍令 部 ) の 補佐 に よっ て 発動 きれ , 政府 や 議会 が 統帥 権 に 介入 する こと は 認め られ な か っ 遷 
これ が いわ ゆる 統帥 権 の 独立 で すでに 1878 (明治 11) 年 の 参謀 本 部 の 設立 や 。 1882( 明 治 15) 年 の 電 


PFー 【 Re - ァ ッ アレ に 立 空 キ ほか に な か っ た 。 
吉 論 で 天皇 の 軍隊 と いう 性 格 を 強調 し た こと に その 考え 方 は 表 わ れ て いた 。 きれ, 議会 は 解散 され て し まっ た 。 明 治 意 法 発布 当時 は アァ ジア に 立 吉 国 家 は ほか に な か っ ヵ 


人 ゆ アジ ア の 国 と し て は , 1876 年 に トル コ が 初め て 立憲 政治 を 実現 し た が , 1 年 足 ら ず で 憲法 は 停止 
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み 、 や が て 1930 年 代 に は , 天皇 の 名 の も と に 軍部 な どの 支配 力 が 増大 し , いわ ゆる ' 天 星 
削 の 無責任 の 体系 」 が 現われ る こと に な る の で ある 。 
まき ] 憲法 発布 と 国民 の 態度 憲法 発布 を | この 憲法 に 満足 の 意 を 示し , 予想 以上 に 良い 
前 に し て , 国民 は その 内 容 も 知ら な いま ま に 憲法 だ と 歓迎 する 声 が 高かっ た 。 と も か くも 
光 き 近 っ て いた 。 か ね て か ら 。 日 本 国民 は ま | 日 本 が 立 益 国 家 と な り 欧 米 詳 国 に 促 間 入り で 
が 立憲 政治 を 運営 で きる 水準 に 達し て お ら ず , | きる 条件 を 整え た こと , 前 法 が 明文 を も っ て 
日 本 政府 に よる 憲法 制定 と 国会 開 庁 は まだ 早 政党 内 閣 制 を 否認 し て お ら ず , 憲法 の 運用 し 
沿 ぎ る と 批判 し て いた ドイ ツ 人 の 医学 者 ペル だ いで その 実現 が 可能 で ある こと , な ど を 積 
ッ (Balz, 1849 一 1913) は 皮肉 を 込め て 日 記 の 極 的 に 評価 し た の で あろ う 。 む ろ ん , な か に 
提出 の 子 算 案 が 議会 で の ' な か に こう 書い て いる 。「 二 月 九 日 (東京 ), は 中 江 兆 民 の よう に 憲法 に 批判 的 で これ を 
が 議会 で 否決 され た 場合 で も , 軍事 費 の 増額 や 新しい 事業 の 実施 , 増税 な 中 京 全 市 は 一 日 の 憲法 発布 を ひか えて その | 議会 で 「 勲 」 す る こと を 主張 し た 者 も あっ た 。 
天皇 の 裁断 で 政府 が その 予算 を 施行 で きる よ が で き な い こと に な っ た の で ある 。 - 座 備 の た め , 言語 に 絶 し た 騒ぎ を 演じ て いる 。| し か し 彼 の 考え 方 は ほとん ど 受 け 入 れ ら れ 
| 大 日 本 帝国 憲法 を 中 心 と する 国家 体制 は , 明治 憲法 作る と ころ 奉祝 門 , 照明 , 行列 の 計画 。 だ が すず, 上 民 は 孤立 し て し まっ た 。 彼 の 弟子 幸 人 
制 , ある い は 明治 立憲 制 と 呼ば れ て いる 。 そ れ は ji 潮 村 な こと に は , 誰 も 憲法 の 内 容 を ご 存じ な 秋水 は こう 記し て いる 。 「 皆 曰く , 何ぞ 兆 民 
の よう に 天皇 の 大 権 を 機 則 と し て 成立 し た 。 し か し , 制度 上 。 天皇 が 治 権 の 綴 夫 


い の だ 」。 ベ ルツ は 日 本 政府 が 改革 を 急ぎ きす の の 矯 激 俗 を 驚か す の 甚 し き や 。 甚 し き は 不 
て も ろ も ろ の 大 権 を 撮っ て いた か ら と いっ て 。 明治 憲法 体制 を 「 絶 対 主義 的 本 質 を も 2 る と 才 え た が 。 憲法 発布 と と も に 日 本 国民 | 不 臣 を 以 て 先生 を 排 する 者 あり 」(『 兆 民 先 
見 的 立憲 制 」 に すぎ な い , と みな す の は 適切 で は な い 。 ' 


は 飲 時 上 EE に れ を 迎え た 。 民権 派 も お お むね | 生 』)。 
確か に 現代 の 民主 主義 諸国 に 比べ れ ば , 国民 の 基本 的 人 権 の 尊重 は 十分 と は いえ ず , 人 生き の 開 了 1 は 55 江 典 ER 放 で 本 の で コン SE 
会 の 権限 も 小さ か っ た 。 と は いえ , 国民 の な か か ら 公 選 を も っ て 選ば れ た 議員 か ら な お 的 舞台 の 幕 あ け で あっ た 。 議 会 の 力 は 十分 な も の と は いえ な が っ 


院 を 含む 帝国 議会 が 少な く と も 毎年 1 回 は 開か れ , その 議決 な し に は 政府 は 新しい 予 鋼 た が 政党 勢力 は と も か くも 新しい 政治 的 活動 の 場 を も つこ と に な っ た の で ある 。 
を 確定 し た り り , 法律 を 制定 ・ 改廃 し た り , 増税 を 実施 し た りす る こと は で き な く な っ . 多 符 は 守 和 布 に 際 し て いわ ゆる 電 誠 二 e を 標 棒 し て , 失 の JC の 


で ある 。 そ の 点 で 公選 の 議会 が 存在 し な いか , 存在 し て も 実際 に は ほとん ど 開 か れ な が 
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いて も . 軍事 権 や 財政 権 に 議会 の 介 入 を 認 | うに 憲法 で 定め て お く こ と を 主張 し た 。 も 
め て は な ら な いと する 予想 以上 に 保守 的 ・ 専 | この 意見 が 取り 入れ られ て いた な ら ば , 議 
制 的 な 考え を 説い た こと で ある 。 伊藤 ら は そ の 予算 審議 の 権限 は 有名 無実 に な り , 議 祭 
こ に , 有色 人 種 に は 真 の 立憲 政治 を 行え を な | 政党 の 力も ずっ と 時 く な っ て いた で あろ う 
いと する 功 視 を 感じ た が , この こと は 立憲 政 | し か し , 起草 者 の 一 人 井上 尊 は , その 誠 
治 の 運営 が 必ず し も 簡単 で は な いこ と を 理解 | な 立憲 主義 に 反する 条項 を 取り 入れ る わ 紀 | 
する うえ で は 役立っ た 。 は いか な いと 強く 反対 し , 結局 , 日 本 側 財 
_ し か し 日 本 側が , ドイ ツ 側 の 助言 ・ 忠 告 を | エス レル の 意見 を 受け 入れ ず , 予算 条 不 用 
鵜 佑 み に し た わけ で は な い 。 例え ば , 憲法 起 | の 場合 は 前 年 度 の 予算 を 施行 する こと と 宏 
草 に 際 し て ドイ ツ 人 顧問 ロ エ ス レル は , 政府 た 。 そ の 結果 , 政府 は 議会 に 反対 され れ ぽ 









































= ナク 心 サ 策 ハ 相 政 ノ 矯 ノ 付 * の つが 
た ヨー ロッ パ 流 の 絶対 主義 国家 と は 明らか に 異な っ て いた 。 伊藤 博文 ら 政府 の 指導 者 まな レオ 1 ・ 人 
が 制度 の うえ で 天皇 の 強大 な 大 権 の 確立 に 腐心 し た と 同時 に , その 実際 の 運用 に お いて | 人 人 思 叶 リノ テ ノ 人 
若 主 権 の 制限 と 民権 の 保護 と いう 立憲 主義 の 精神 を 重視 し , 統治 権 の 乱用 を 戒め た 功 | "ご 麻 し す 主 人 ス ` 免 練 意 従 政 「 諸 知生 |: に っ 
生 目 に 値 し よ が に す 義 x 民 超 ]” ノ 見 属 ハ 臣 法 発 清 解 
5 う 。 2 全 草 らち)。 スニ ん 八 レ 団 バ ハス メ 民 令 布 際 上 | | | 
明治 症 法 体制 の も る と で は , 諸国 家 機 関 は 相互 の 横 の つなが り を 余り も た な いま ま に 独 の 真 と 還 YO: MS ン 。 店 昌 林 7 計 た = 
こ ど 3 ミ 訪 どー - ] 
し て 存在 し , 統治 権 の 総 者 た る 天 得 の も 胃 合 額 も や 補 2 ーー 誠人 0 人 3 上 
の み 統 合 さ れる 仕組 み に な っ て いた 。 し か 過 き を し の 不 葵 其 大介 り へ 説 に シ 辞 性 義 | | レレ ーー 
- は , 天星 が 国家 就 治 の 大 権 を みす か ら の の と し 地 っ 沈 治 - 比 5 チ 務 党 異 計 針 容 5 公 し 濃 | ん 民 和 。 炒 下 時 
極 的 意志 に よっ て 発動 し , 統合 機能 を 発揮 = 致し 立 抽 和 の こっ | ル 人 了 : 三 細 和 隔 CH 
レー 3 | 征 | し 還 * で 由記 
3 人 2CIASAC Es せま 927 き ケス ス 操 世 者 を 足 トラ 昌 「 時 に 
上 こさ 言 と . 司 ご [ 生き 1 や ダー に 7 付 。 ご 神 て ・ ー 
ET 隊 筑 ( 助 言 と 同意 ) に よっ で 計 「 人 を の コ 所 常 モハ 桂 読 北 得 タ 深 ! 0 人 
れ を 行使 する 慣行 で あっ た 。 と 2 2 和 4 い サリ 国 本 信人 党 剖 
は , 天皇 の 最高 の 相談 相手 と し て , 有力 な 長 人 二 時 7 人道 二 在 周 6 許 ハ 1 きち 店 。 < 
政治 家 た ち 一 甘党 が 天 的 に 集団 で 天 息 の 供 9 もら は 右 二 ム 以 不 二 定 立 ス 釣 k 下 勿 5 た 1 ス 凌 計 』 
呈 (開き 書 人 へ テ 党員 > ソノ スル ル 統 論 % 炊 % ( 
的 役割 果たし て いた と いえ よう 。 そ れ め 汗 折衝 ボ 11 選ん 族 ル 者 こ 店 ・ 写 会 
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大 正 期 以後 , 元老 の 勢力 が 後退 する よう に 廊 
= = と 。 実際 の 披 泊 押 管 に お いて は 内 韻 ・ 放 な 
大 日 本 帝国 穴 法 下 の 国家 機構 部 な どの 諸 替 力 に よる 権力 の 割拠 性 の 上 弊 害 基 





- 革 主 ーー ーー ー= ーー 
重 帝国 憲法 発布 の 翌日 , 黒田 清隆 首相 が 「 政 府 は …… 超 然 政党 の 外 に 立ち 」 と 演説 し た こと か ら こ の 
第 称 が 出 た 。 





松方 正義 (第 1 光 ) 


伊藤 博文 (第 4 次 
桂 太郎 (第 1 次 
西園 寺 公 望 (第 1 次 
桂 太郎 (第 2 次 
西園 寺 公 望 (第 2 次 ) 
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靴 詳 職 し , 第 2 次 伊藤 内 閣 が 成立 し た 。 続く 第 四 議 会 (1892 一 93 年 ) で も 第 2 次 伊藤 内 閣 は 
人 眉 の 建造 な どの 軍事 予算 削減 を 迫 ら れ た が , 天皇 の 認 勅 ( 和 理 協同 の 認 ) に よっ て 自 由 
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- ホ て ルル ああ とう 
ーーー ' と な く , 不偏 不 党 の 立場 か ら 国家 本 位 の 王 
6 する こと を 守 し た 。 
1885. IE| 6 | 


















伊藤 博文 (第 1 次 ) し か し , 1888 一 89( 明 治 21 一 22) 年 に は , 中 洛 と 災 協 し て これ を 乗り 切っ た 。 第 五 議 会 (1893 年 ) ・ 第 六 議 会 1894 年) は 改進 欧 な どの 対 
as 2 藤 象 二郎 を 中 心 と し て 民権 派 の 流れ を く 者 議 派 が 条約 改正 問題 で 伊藤 内 閣 を 弾 効 し , つい に 2 度 と も 抄 議 院 解散 が 行わ れ た 。 
山県 有朋 (第 | 次 ) | 1889. 12 | 






この 間 に ., 政府 部 内 で も 伊藤 博文 や 陸奥 宗光 (84 一 97) ら は 民 党 と 妥協 し , 積極 的 に こ 


勢力 を 集 し た 大 同 団結 運動 が 全国 的 に 大 
[ " と 手 を 撮っ て 政治 を 運営 し て ゆく こと を 主張 する よう に な っ た 。 一 方 , 政府 に 反対 する 


1891. 5 ' 5 _- いけ じ ゃ で cy 
り , 地方 に は 議会 開設 に 備え て 政 社 が 続々 












伊藤 博文 (第 2 次 ) | 1892. E 58 CN 了 RE 

| 松方 正義 (第 2 次 ) | 1896. 結成 され た 。 その後 , 運動 は , 後藤 が 186 だ け で は 「 民 力 休養 」 の 実 が あがら な いこ と を 悟っ た 民 党 側 の な か に も , を 
伊藤 博文 (第 3 次 ) (明治 22) 年 政府 に 懐 砂 きれ て 入間 し た こ 邊 に つけ た 現実 主義 的 な も の に 改革 し , 政府 と 協力 し て 政治 の 資 任 を 分 揚 し て 行こ 7 リ 
ooo な どか ら 一 時 混乱 し た が , 1890( 明 治 23) 年 較 示 気 が 生ま れ て きた 。 こ うし て 1892( 明 治 25) 年 の 第 2 次 伊藤 内 閣 成 立 の ころ か ら ・ 飛 議 
山県 有朋 (第 2 次 ) を | と とう こ 





陸 の 第 一 党 で ある 自由 党 は し だ い に 伊 藤内 閣 に 接近 する よう に な り , これ に 反対 する 立 間 
誰 党 は 自由 党 と 対立 し て , 政党 相互 の 対立 が 目立つ よう に な っ て きた だ 。 


2 | 礁 末 に 幕府 が 欧米 諸国 と 結ん だ 不平 等 条約 を 平等 な 条約 に 改め よう 
示 約 改正 | 。 する 条約 改正 問題 は 明治 維新 以来 , 常に 欧米 列強 と 国際 社会 で 


を な ら べ る こと を 目標 に 近代 化 に つと め て きた 日 本 に と っ て , 非常 に 重要 な 課題 で あっ 
/。 その 中 心 問題 は 関税 自主 権 の 獲得 ( 税 権 回 復 ) と 領事 裁判 制度 の 撤廃 ( 法 権 回 復 ) に あっ 
/。 これ は 政府 ば か りか , 政府 反対 派 に よっ て も 取り あげ られ , し ば し ば 政争 の 焦点 に さ 
% な っ た だ 。 
”x 丁 と し て は 。 明治 初 年 に 泊 相 特 命 全権 大 使 が アメ リカ と の 条約 改正 交渉 に 失敗 し 
た. のち. 外務 卿 寺 鳥 宗則 に 交渉 させ , 1878( 明 治 11) 年 税 権 回 復 に つき アメ リカ の 同意 を 符 
て 新しい 条約 に 調印 (翌年 批 準 ) し た が , イギリス な どの 反対 に あっ て 新 条約 は 実施 され 
か っ た 。 そ の ころ の 日 本 は , まだ 国会 や 憲法 を も た ず , 国内 の 諸 制 度 ・ 諸 法律 な ども こ 
ょ の っ て いな か っ た うえ , 国際 的 地位 も 低かっ た の で 欧米 諸国 は な か な か 条約 改正 を 認 
め ょ うと は し な か っ た の で ある 。 

年 上 審 外務 卿 (の ち 外務 大 臣 ) は 1879( 明 治 12) 年 か ら 1887 (明治 20) 年 まで その 職 に あり ・ 
系 約 改正 の 任 に あたっ た 。 彼 は 法 ・ 税 権 の 一 部 回 復 を めざし て , まず , 1882( 明 治 15) 年 に 
和 京 で 列国 共同 の 条約 改正 予備 会 議 を 開き , その 結果 に 基づい て 1886 (明治 19) 年 か ら 翌年 
に か け て 正式 交渉 を 開始 し た 。 そ の 委 の 要点 は , 2 年 以内 に 外国 人 に 内 地 を 開放 し , 営業 
遇 動 や 旅行 ・ 居 住 の 自由 を 認め る こと (いわ ゆる 内 地 殺 居 ), 外国 人 判事 を 任用 する こ と , 
本 洋風 の 近代 的 詳 法 律 を 2 年 以内 に 制定 する こと な ど を 条件 に , 領事 玉 判 制度 を 廃止 し 
輸入 税率 を 引き 上 げ る と いう も の で あっ た 。 井上 は この 交渉 を 成功 させ る た めも あっ て , 
いわ ゅ る 柳 化 政策 を と り , 首 ん に 欧米 の 制度 や 風俗 ・ 習 慣 ・ 生 活 様式 な ど を 取り 入れ , そ 
の 概 剛 に つと め て , 欧米 諸国 の 関心 を ひこ うと し た 。 鹿 鳴 館 で は 連日 の よう に 政府 の 訓 
が 内 外 の 紳 土 ・ 激 女 を 招待 し て 西洋 式 の 大 舞踏 会 を 開い た り , パ ザー を 行っ た り し た 。 

[ 鹿 鳴 館 】 イギリス 人 コン ドル (Conder, 1852 一 1920) の 設計 に よる も の で 1883( 明 容 16) 
年 、 東 京 日 比 谷内 幸 町 に 落成 し た 。 総 工費 は 当時 の 金 で 18 亡 円 建坪 約 1350m・ 佐和 
半 2 階 建 で 政府 高官 ・ 内 外 四 顕 の 社交 場 と し て , また 。 政治 的 な 会 合 の 会 場 と し て 用 いら 
れ た 。 し か し , 民間 か ら は 「 鹿 鳴 館 夜会 の 欄 光 は 天 に 沖 する も 重税 の 為 め に 餅 提 道 に 陥 
り た る 合 生 (府民 の こと ) を 婦 す 能 は ず 」 と 厳し い 非 難 の 声 が 向け られ た 。 

し か し . この よう な 改正 案 に 対し て , 政府 部 内 か ら 激しい 反対 の 声 が お こっ た 。 国権 


月 の 第 一 回 衆議院 謀 員 総 選挙 で は , 民 党 (8 
権 派 の 流れ を くむ も 野党 勢力 ) 各 派 は 更 党 ( 下 
系 の 党派 ) り を し の いで 過半 数 の 議席 を 占め 』 
その うち の 主 だ っ た 党派 は , 同年 9 月 立 寺 
7 由 党 (1891 年 3 月 自由 党 と 改称 ) を 結成 し, 
RAR2P3 問 本寺 民 憲 改 進 党 と と も に 民 党 の 中 心 と な っ た e。 
第 一 議会 (1890 一 91 年 ) か ら 第 太 議 会 (1894 年 ) まで の いわ ゆる 初期 議会 に お いて は , 民 9 

は 衆議院 の 予算 審議 権 な ど を 武器 と し て , し ば し ば 政府 と 激しく 対立 し た 。 第 一 議会 で き 
民 党 は 「 民 力 休 差 ・ 政 費 節減 」 を スロ ー ガ ン に 行政 整理 を 主張 し , 政府 提出 の 予算 案 を 大 
に 削減 し よう と し , 政府 (第 1 次 山県 内 閣 ) と 対立 し た <: 政府 は 民 党 の 要求 を 一 部 認め る 
と に より 妥協 を は か り , 立憲 自由 党 の 土佐 派 (竹内 綱 <①839 一 1922〉 ・ 林 有 造 ・ 植 木 校 盛 手 
の 協力 を 得 て 了 予算 案 を 成立 きせ ,. か ら う じ て こ の 難局 を 切り 抜け る こと が で きた 。 第 一 
会 で 政府 側 と 民 党 側が , 相互 に 妥協 的 態度 を と っ た の は , 最初 の 議会 か ら 双 方 が 正面 衝 
し て 衆議院 が 解散 きれ, 予算 案 が 不成立 に 終わ る よう で は , 欧米 の 先進 国 か ら 日 本 人 の 
章 政 洛 運 営 能 力 に 疑問 を も た れる こと に な る の で , 双方 と も に そう し た 事態 を 避け よう 
いう 自制 心 を いだい て いた こと も 大 き な 理 由 で あろ う 。 
第 二 議会 (1891 年 ) で は , 海軍 拡張 を は じ め 政 府 ( 第 1 次 松方 内 閣 ) の 新規 事業 計画 の 多き 
が 否決 され , 予算 案 を 大 削減 くれ ん た こと か ら 。 最初 の 衆議院 解散 が 行わ れ た @。 
内 相 上 品川 弥 二 郎 (1843 一 1900) は 第 2 回 総 選挙 の と き に 激しい 選挙 干渉 を 行っ て 民 党 條 大 
者 の 選挙 活動 を 妨害 し た が , 結果 は 依 釣 と し て , 史 党 が 過半 数 の 議席 を 占め る こと は で きき 
な か っ た 。 そ れ に より 政府 が 民 党勢 力 を 無視 し て 超 然 主 義 に 基づく 強引 な 政治 運営 を 』 
め る こと は , し だ い に 困 難 と な っ た @w。 
第 三 議会 (1892 年 ) で は 松方 内 閣 は 選挙 干渉 の 責任 を 追及 きれ, 閉会 後 は 開 内 の 対立 か 呈 

















⑥ 第 一 議会 で は 議員 総数 300 名 中 , 民 党 は 立憲 自由 党 130 名 , 立 意 改進 党 41 名 の 計 171 名 , 更 党 は 大 護 
会 79 名 。 国民 自由 党 5 名 の ほか , 無所属 45 名 の 大 部 分 は 更 党 系 で 計 129 名 で あっ た 。 
@ 海軍 拓 張 予算 案 審議 に 際 し て , 海 相棒 出資 紀 が , 「 日 本 の 今日 ある は 隆 長 政府 の お か げ で は な 
か 」 と いう 趣旨 の いわ ゆる 刻 勇 演説 を 行っ て 民 党 の 非難 を あび た の も 第 二 議 会 の と き で ある 。 
ぼり , 民 党 の 名 士 も か な り 落 選 し た 。 な お , 伊藤 は この 選挙 干渉 に 反対 し , みず か ら 政 党 を つく ろ 邊 
と し た が , 政府 首脳 ・ 元 老 た ちの 反対 で 実現 し な か っ た 。 





第 9 章 近代 国家 の 成立 355 
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っ いで 外相 と な っ た 大 限 重信 は 。 列国 間 の 対立 を 利用 し て 国 別に 秋 波 を 進 め る の か 
| 務 幸 に 関し て は 井上 案 同 様 。 法 権 に 関し て は 外国 人 判事 任用 を 大 審 院 に 常々 ー 6 
、 まず 1888( 明 治 21) 年 に は メキ シコ と の 間 の 条約 結成 功 し た 。 と この クロ 
の 内 容 が ロン ドン の タイ ム ス 抵 上 に 源 萬 され る と 日 本 国内 に は 外国 全 半 
友 だ と 攻 吉 する 声 が 高まり 。 民 析 派 と 国権 は 共 加 し て 反対 運動 を 民間 し 1 
) 年 10 月 大隈 は 九州 の 国権 主義 の 結社 で ある 玄洋 社 の 活動 家 に 爆弾 を 投じ " 
公 い , と き の 野田 内 韻 は 総 職 し て 条約 改正 交渉 は 和央 に 7 フ ーッ oO イキ ギリ 
ぁ と を 受け た 外相 青木 周 蔵 (1844 一 1914) は , 関税 協定 制 ・ 法 権 回 復 か 和 4 
と 交渉 に あたっ た 。 多少 の 難色 を 示し な が ら ィ ギ リス が 同意 に 傾い て いっ た と き , 突 
件 が お こり 。 青木 は 中 資 職 し て 交渉 は また も や 中 断 され た 。 ' 
[大 当 事 件 】 ウラ ジオ スト ッ ク に お ける シベリア 鉄 息 工 式 に 出席 する 途中 日 本 
本 っ 28h 光 が 信二 手 ヴ スパ マジ 
Romanov。 の ちの Nikolai 1868 一 1918) が , 1891( 明 治 24) 年 5 月 層 抽 Js SE 
当 津田 三 工 (185491) に 開 わ れ て 負傷 し た 。 こ れ が いわ ゆる 大 補 事 件 で ある ッ ピ イロ 
の 報復 を 懲 れ て , 日 本 の 朝野 は 色 を 失い , 暫 天 但 み ず か ら 馬 大 子 を 見 知っ Me 
日 本 の 街 対す る 犯罪 且 を 適用 し て 犯人 を 死 列 に する よう 司法 部 に 計 て ーー 
に 宰 院 長 児 中 李 議 (1837 一 1908) は これ を 拒否 し , 部 下 を 指揮 し て 一 般 の 訂 殺 
無期 徒 用 の 判決 を 下 し て , 司法 権 の 独立 を 守っ た 。 > 
2 交 全 内 導 に な っ て 。 外相 隊 穫 涯 光 の も と で , 改正 交 沙 は よう や く 本 格 の に か ー 
馬 た 。 第 五大 譜 会 で は . 国民 協会 ・ 大 日 本 協会 ・ 立 窟 改 進学 当 の ーー 
M を つく っ て 。 外国 人 の 内 地 生 な ど に 反対 し 政府 の 攻 正 交 沙 が 『 外 」 で も 
し て 上 府 を 攻撃 し た が , 贅 府 は これ を お きえ る 方 。 理 村 大 を 人 便 と し て エリ 
の 交渉 を 進め た 。 イ ギリ ス は , シベ リア 鉄道 の 表 山 を 進め て いて イ イッ し 
を 撤 張 する こと を 合 世 し 。 そ れ と 対抗 する 必要 も あっ て 。 意 法 と 還 信 を レン ーー 
攻 を 取り 入れ 国力 を 増大 し つつ ある 日 本 の 東 ア ジア に お ける 国際 的 4 
政 正 に 応じ , 1894 (明治 27 年 7 月, 日 革 通商 和 海 条約 が 其 結 きれ た その 
判 制度 の 撤廃 ・ 最 恵 国 条款 の 相互 化 の ほか , 関税 に つい て は H PS MA 
史上 の 税 加 は 氏 務 協定 税率 を 残す と いう も の で , この 点 で は まだ ドイ バー ンー デー 
リス に 続い て 欧米 各国 と も 新しい 通商 和 海 条約 が 結ば れ , いずれ も 1999 
6 - Es た ろう の で けさ 
治 44) 年 , 改正 条約 の 満期 を 迎え , 外相 小村 寿 太 最 895ー- 0 ec 
が 日 本 が 日 争 戦 争 の 勝利 を 経て 国際 的 地位 を 高め て いる だ け に 多国 の 所 TS 
塵 例 回復 が 実現 し た 。 
入間 を か る と き 医 の 旗 の 理 向け 。 店 の ・ 近 代入 抽 の 
MY 近代 産業 の 発 達 に よる 国力 の 増大 な ど 近代 国家 守 設 の 歩み が 者 そし ー っ た 
ころ に 求め られ る が , 改正 事業 が 国民 的 妥 浮 に た られ て いた こと も 見 半 な い 。 


担当 者 。 改正 案 の 要点 


改正 希望 の 表明 1871.5 改正 希望 を 各国 に 通告 1871.7 日 清 修好 条 規 
主 に 法 権 回 復 187.6 岩倉 使節 団 、 対 米 交渉 不 74.5 台湾 出兵 
調 ・ 中 止 75. 9 江 華 島 事件 
「 76. 8 日 朝 修好 条 規 
税 権 回 衝 1878. 7 日 米 条約 調印 
ミ 79. 9 英 な どの 反対 で 寺島 辞任 
潜 税 両 権 一 部 回 復 1880. 7 改正 草案 を 各国 に 通告 
外国 人 判事 任用 (外国 紙 に も れ て 失 ) 
外国 人 内 地 雑 居 82.1 東京 で 条約 改正 予備 会 議 
欧 化 政 策 推進 ” 83.7 鹿 鳴 館 落成 
96. 5 条約 改正 会 議 開く 
86.10 ノル マン トン 号 事件 
87. 7 条約 改正 会 議 無期 延期 
外国 人 判事 任用 1888.11 改正 交渉 を 再開 . メキ シ 
を 大 審 院 に 限る コ と 通商 条約 


国 別 秘密 交渉 9. と 日 米 新 楽 約 調印 発効 
せ ず ) 


的 .』 ロッ ドン タイ ムズ , 草 
案 掲載 


89.10 大 隈 叶 難 
1890. 2 日 英 交渉 開始 ( 英 同意 ) 
91. 5 大 津 事件 で 引責 辞職 
1893.11 青木 駐 独 公使. 英国 兼任 
(青木 案 を 踏 表 ) 94.7 日 英 改正 条約 調印 以下 94.7 日 清 戦争 
各国 と 順次 調印 99.7 一 (-95.3) 
8 実施) 95. 4 下関 条約 


中 財 寿 太郎 税 権 回 復 





条約 改正 の 経過 


者 の 農 商 務 大 臣 谷 干 城 (1837 一 1911) は 井上 の 改正 案 に 反対 し て 辞任 し 。 フラ ンス 人 法 衝 
問 ボ アソ ナー ド も 改正 案 が 日 本 に と っ て 不利 で ある こと を 説い た 。 井 上 は つい に 1887M 
治 20) 年 7 月 。 交渉 の 無期 延期 を 通告 し て , まもなく 辞職 し た が , 民間 で は , 民権 派 虹 
権 派 が 中 心 と な っ て 反 政 府 気運 が 高まり , 同年 , 三 大 事件 建 白 運動 が お こる に いた っ 門 
で ある 。 
[ 基 考 | ノル マン トン 号 事 件 1886( 明 治 19) 」 た 。 船 長 ら は , 人 命 救 助 に 皮 力 し た が 日 補 
年 10 月 24 日 夜 , 暴風 雨 の な か を 横浜 か ら 神戸 | 乗客 は 英語 が わか ら ず ボー ト に 乗り 移調 
に 向かっ て いた イギリス 汽船 ノル マン トン 号 。 し な か っ た と 陳述 し , 過失 責任 な し と 計 
(1500 ト ン ) が , 紀伊 半島 沖合 で 沈 油 し た 。30 | され た 。 国 論 は 沸騰 し て 日 本 政府 が 船長 
人 の 乗組 員 中 , イギリス 人 船長 以下 ヨー ロッ | 告発 し , 裁判 は イギリス の 横浜 領事 裁 導 
パ 人 26 人 は 救命 ボー ト で 脱出 し 救助 きれ た | 移さ れ , 同年 12 月 8 日 , 職 頁 忘 慢 で 船 琴 
が , イン ド 人 火 夫 や 25 人 の 日 本 人 乗客 は 全員 | 禁固 3 ヵ月 の 判決 が 下っ た 。 こ の 事件 は 訂 
死亡 し た 。 日 本 国内 で は , 激しく これ を 非難 | 等 条約 の も と で の 領事 裁判 の 不当 性 を 明 邊 
する 声 が あがっ た 。 領事 救 判 制度 の た め , | し , 法 権 回 復 を 求め る 世論 を 高め る きっ 疾 


テ 5 _- T 届 り な ぁ る と 区 れ た だ た 。 
神戸 の イギリス 領事 に よる 海事 審判 が 行わ れ | と な っ た 。 WM が 2 強 、 と くに ロシア の 勢力 下 に 入れ ば 日 本 の 国家 的 独立 も また 人 危 うふ な 


明治 維新 以来 。 日 本 の 対 ア ジア 外交 の 中 心 は 朝鮮 に 向け られ て いた 。 
朝鮮 題 現 米 列強 の 東 アジ ア 進 出 に 強い 危機 感 を 抱い て いた 日 本 政府 は, 朝 




















































ポ は 独自 に 近代 化 を 進め て 西洋 諸国 の 仲間 人 
有 』 を し , 朝鮮 ・ 清 国 に も 西洋 流 の や り 方 で 接 
する ほか は な いと いう も の で あっ た 。 こ の よ 
) な 脱 還 論 は , 清国 と の 軍事 的 対決 の 気運 を 
遍 め て ゆく こと に な っ た 。 


4 各 


1880 年 代 初め , 朝鮮 国内 で は 関 妃 (1851 一 95) 派 の 政府 が , 日 本 か ら 軍 事 願 問 を 招く 夫 
国内 政 革 を 進め て いた が , これ と 対立 し て いた 保守 的 な 王 父 の 大 院 若 (820 98) は 。 [ 
(明治 15) 年 に ター デ タ を 企 て , 江 城 ( 現 , ソ ウル ) の 日 本 公使 館 が 焼き 打ち され , 日 本 央 
事 願 問 な ど が 殺さ れ た 。 こ れ が , いわ ゆる 王 重 軍 乱 ( 王 年 事 交 ) で ある 。 こ の クー デ タ 純 
国 の 出兵 に より 鎮 定 され , 日 本 は 朝鮮 と 済 物 浦 条約 を 結ん で 守備 氏 駐 留 を 認め させ た 
これ 以後 , 関 妃 派 (いわ ゆる 事 大 党 ) は 急速 に 清国 に 接近 し た 。 こ れ に 対し , 金玉 均 人 
ー94) ・ 相 潜 孝 (1861 一 1939) ) ら 改革 派 ( い わ ゆ る 独立 党 ) は, 専制 政治 を 打破 し 前 内 の 届 胃 
行う た め , 日 本 に 接近 し た 。1884( 明 治 浴 17) 年 清 仏 戦争 が 始ま り , 清国 の 敗北 が 続く と 。 
単 派 は これ を 好機 と 判断 し て , 同年 12 月 , 日 本 公使 の 援助 の も と に クー デ タ を お こし 夫 
し か し , 清国 軍 の 出動 に よっ て 結局 クー デ タ は 失敗 に 終わ り , 金 ・ 朴 ら は 日 本 に 亡命 ! し 、 同 年 6 月 清国 は 軍隊 を 送っ た 。 

日 本 公使 館 は 焼き 払わ れ た 。 こ れ が 甲 四 事 変 で , 日 本 は 漢城 条約 を 結ん で 朝鮮 の 診 因 これ に 示し て た だ な ちな 出 天 し 
財 償 金 支払 いな ど を 約束 させ た 。 両国 の 出兵 も あり , 農民 の 反抗 は 

1885 (明治 18) 年 , 甲 申 事変 の 事後 処理 の た め , 伊藤 博文 が 天津 に 赴 い て 地 当 喜 (1g M ま っ た が , 日 本 は 日 清 両 国 で 朝鮮 の 
1901) と 変 渉 し た 結果 , 日 清 間 ( - 天 津 条約 が 結ば ぼれ. 両 軍 の 朝鮮 か ら の 共同 撤兵 。 軍事 政 改革 に あたる こと を 提案 し た 。 し 
間 の 不 派遣 , 今後 の 出兵 に 際 し て の 相互 通告 な ど が 取り 決め られ た 。 こ の 結果 , 日 消 間 めし, 清国 政府 は これ を 拒否 し た の で 
の 衝突 は ひと まず 回 避 さ れ ., 日 清 関係 は 小康 を 得 た 。 災 水 は つい に 決 絢 し た 。 ち ょ うど その 

これ 以後 , 朝鮮 は 清国 の 影響 下 に お か れ . 日 本 の 勢力 は 大 き く 後退 し た 。 甲 申 事変 較 am の. 日 英 通 商 航海 条約 が 締結 され , 
し て , 自由 民権 派 は 武力 出兵 を 唱え て 対 朝鮮 ・ 対 消 国 強硬 論 を 説き 天津 条約 を 結ん 電 便り リス が 日 義 は 剖 凍 な 間 脱 介 所 
国 と の 衝突 を 避け た 日 本 政府 の 外交 を 弱腰 で ある と 非難 し た 。 そ し て . 急進 信 派 の 大 非 ま の で , 日 本 政府 (第 2 次 伊藤 内 閣 ) も 
郎 上 ら に ot が ( 定 朝 鮭 か ら 清 国 の 塾 力 を 一 一 掃 し て その 独 立 を 達成 きせ よう と する 運動 が 生 い い に 開戦 を 決意 し , 7 月 に は 豊島 沖 
られ た 。 こ うし た な か で , 日 本 政府 は , 朝鮮 の 国内 改革 を 行っ て 日 本 の 指導 の も と に 閣 肪 海戦 に よっ て 日 清 戦争 が 始め られ , 
させ よう と いう 方 針 を し だ い に 強 め た 。 和 用 に は 正式 に 対 清国 宣戦 が 布 杏 され 

この よう に , 朝鮮 を めぐ る 日 清 両 国 の 利害 の 対立 は ます ます 深まり , 両国 間 の 空気 男 た 国内 で は , それ まで し ば し ば 対立 し - “ 
ん だ ん 険悪 と な っ た 。 す で に 日 本 政府 は 1880 年 代 の 前 半 か ら , 清国 と の 衝突 に 備え て ! 抗争 を 続け て いた 政府 と 政光 が 一 数 FT 
外 戦争 に 面 え 得 る よう に 着 々 と 軍備 の 改革 と 拡張 を 進め て いた が , 1878( 明 治 11) 年 に 還 旬 力 の 態 替 を と り , 巨額 の 軍事 予算 も 満場 一 致 で 可決 され る な ど , 清国 と の 戦争 を 遂行 す 
体 の 支出 (一 般 会 計 歳 出 ) の 約 15% だ っ た 軍事 器 は . 1892( 明 治 25) 年 に は 約 31% を 占め 知 た め 挙 国 - 致 の 動き が 進め られ た 。 日 本 側が 明治 維新 以来 強い 対外 危機 意識 の も ゃ と で 
いた っ た 。 こ の 間 , 1889( 明 治 22) 年 に は 朝鮮 の 地方 官 が 防 毅 今 を 出し て 米 毅 ・ 大 豆 な 調 剛 内 の 改革 を 進め て 立 坪 政治 を 実現 し , 国 を あげ て 十分 な 準備 を と と の え , よく 訓練 きれ 
冬 出 を 茜 止 し た の で , 日 本 は 朝鮮 に 迫っ て 翌年 これ を 解除 きせ た 。 1 匠 代 的 に 組織 化 さ れ た 軍隊 を も っ て いた の に 対し て , 清国 側 は 国内 の 改 半 に 立ち 送れ , 政 
を] 福沢 諭吉 の 「 脱 亜 論 」 福沢 諭吉 は , と を 期待 し た 。 し か し , 1884( 明 治 17) 年 本 暫 9 対 立 も 激しく , 専制 政治 の も と で 国力 を 十分 に 発揮 で き な か っ だ た ので, 戦争 は 日 本 が 
王 午 軍 乱 の の ち 朝 鮮 に お ける 清国 の 勢力 が 強 | 申 事 変 の と き , 清国 の 軍事 介入 で 改革 派 の 尼 側 的 に 優勢 の うち に 進め られ た 。 ま も な く , H 本 海軍 は 攻 海 温 で 清国 艦隊 (北洋 双 隊 ) 
まっ た の に 対し , 朝鮮 の 改革 派 を 援助 し 。 彼 、 力 が 朝鮮 か ら 一 掃 さ れ た た め , 福沢 の 期 和 


上 玉 破 し 。 陸軍 は , 消 国軍 を 朝鮮 か ら 一 掃 し て , さら に 宰 東 半島 ・ 山 東 半 鳥 の 一 部 な ど 
ら 自 身 の 力 で 朝鮮 の 国内 改革 が 推進 され る こ | 失わ れ た 。 翌 年 3 月 。 福沢 は 『 時 事 新報 導 計 も 逢 用 し た 。 こ う し て , 約 2 億 円 人 り @ の 戦費 と 約 10 万 人 の 兵力 を 動員 し た 戦争 は 約 8 


れ , 日 本 人 の 情 激 を か っ た 。 
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そし て , それ 以前 に 日 本 の 主導 権 で 朝鮮 を 独立 させ て 日 本 の 影響 下 に お き , 列強 と 対 上 「 脱 亜 論 」 を 発表 し た 。 そ の 趣旨 は , 西洋 諸 の て 西 て す 進 X ろ 亜 ? は 
よう と 考え て いた 。 征 韓 論 や 日朝 修好 条 規 の 締結 も その 表 わ れ で あっ た 。 し か し 。 ご 剛 の 急速 な 東 ア ジア へ の 勢力 拡張 の な か で , 叶 9 1 6 * 国 < 
た 日 本 の 朝鮮 政策 は , 朝鮮 を 必 国 と みな し て 宗 玉 権 を 主張 する 清国 と . し だ い に 対 立 内 人 文明 を 取り 入れ て 近代 化し な い 限 国 数 導入 を れ す が の 法 共 を す の の 
ここ ーー に さっ た 。 日 捕 戦 委 の 主要 原因 は , 朝鮮 問題 を め ぐる 日 清 間 の この よう な 天 衣 放 立 は 維持 で き な い と いう 認識 に 立ち 。 近 |5 十 商 会 トト 多 
軍事 的 対立 に あっ た 。 [ 放 化 を な し えな い 近 隣 諸国 を みす て て も , 日 | 其 言 す PS 3 
2 - 
も 及 
の ば 
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ミ こっ 1894 (明治 27) 年 5 月 , 明 魚 で 民族 主義 的 な 罰 学 を 中 心 
日 清 戦争 と 三国 千 渉 に , 減税 と 排 日 を 要 : ES 人 
。/-( 甲 午 農民 戦争 東 学 の 乱 )。 彰 [ 還 当 2 ド i - 。 愛 
則 贅 府 は 鎮圧 の た め に 清国 に 派兵 を 要 條 記 | =* 呈 、。 







9 の 金額 は 日 清 戦 争 直 前 の 国家 予算 で 約 2 年 半分 の 歳入 (一 般 会 計 ) に あたる 。 
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カ月 で 日 本 の 勝利 に 終わ っ た 。 戦争 に お ける 日 本 軍 の 死者 は 約 1 万 7000 人 で , その 旨 
が 病死 で あっ た 。 
1895 (明治 28) 年 4 月 。 伊藤 二 文 音 相 ・ 際 奥 宗 光 外 相 が 全権 と な り , 清国 全権 地 潤 
の 間 に 日 清 間 の 講和 条約 が 調印 され た 。 こ れ が 下 関 条約 で ある 。 こ の 条約 に よっ で 
国 は 日 本 に 対し て , ① 朝 鮮 の 独立 の 承認 . ② 台 湾 ・ 浅 清 諸 鳥 ・ 傍 東 半島 の 割 議 ,③ 蔽 
2 億 両日 本 円 で 約 3 億 1000 万 円 ) の 支払 い , ④ 日 清 通 商 和 海 条約 の 締結 と 沙 市 ・ 宣 】 
銚 州 ・ 杭 州 の 開 市 ・ 開 港 , 租界 で の 治外法権 な どの 承認 . な ど を 約束 し た 。 こ うし 率 
日 本 は 朝鮮 か ら 清国 の 勢力 を 一 授 し て , 大 了 進 出 の 第 一 歩 を 踏み 出し た 。 
それ まで , “眠れ る 獅子 "と いわ れ て いた 清国 が , 名 も な い 東 ア ジア の 新興 国 日 本 に 
99 体 ぶり を 耕 填 し た こと は , 国際 政局 に 大 き な 波 紋 を 呼ん だ 。 欧米 列強 は こぞって 中 
割 に 乗り 出し た 。 な か で も , 南 満州 へ 進出 の 機会 を うか が っ て いた ロシア は 。 日 本 の 
を 警戒 し て , 下関 条約 が 結ば れる や , た だ ち に , ドイ ツ ・ フ ラン ス と と も に 六 東 半 
国 へ 返還 する よう に 日 本 政府 に 申し 入れ て きた 。 こ れ が いわ ゆ ゅ る 国 竿 学 で ある 。 時 
は まだ , これ ら の 大 国 に 対抗 で きる だ け の 実力 が な か っ た の で , 政府 は や な く 清 国 表 
3000 万 両 ( 約 5000 万 円 ) の 償 金 を 追加 し て , 作 東 半 鳥 の 返還 に 応じ る こと に し た 。 国 
は 三国 干渉 に 対す る 慎 激 の 声 が 高まり , 「 唄 若 管 胆 j ゅ の 合言葉 が 叫ば れる よう に な | 
政府 も そう し た 気運 の な か で 軍備 拡張 と 国力 の 充実 を は か っ た 。 
下関 条約 に より 植民 地 と な っ た 台湾 を 統治 する た め 日 本 は 海軍 大 将 樺山 資 紀 
1922) を 台湾 総督 に 任命 し た 。 台 湾 で は 「 台 湾 民 主 国 」 が 宣言 され る な ど , 日 本 の 統治 
抵抗 運動 が お こっ た が , 日 本 は 軍政 を し き 軍 隊 を 出動 し て その 鎮圧 に あたっ た 。 現地 
の 抵抗 は その 後 も 続い た が , 台湾 総督 府 条例 (1896 年 制定 , 97 年 改正 し て 吾 漆 総 折 府 人 ( 
に よっ て 民政 に 切り か えた 日 本 は , 軍人 の 総督 を 補佐 し た 民政 局長 後藤 新平 (1857! 
の も と で 。「 旧 慣 重 の 方 針 を 取る と 同時 に 警察 力 の 強化 土地 調査 事 業 の 実施 
・ 欄 脳 の 専売 の 施行 度 量 衡 の 統一 な ど 植民 地 経営 の 事業 を 本 格 的 に 推進 し , 拉 | 
aaー ト が を 












































4 . 日 吉 戦 争 と 国際 関係 


日 清 戦争 は , 政府 と 政党 と の 関係 に 大 き な 変 化 を も 
た 台 じ た 。 理 入 中 区 府 と 破 和 は 政争 を 一 時 中 上 し 
て 「 状 国 一 致 」 で 戦争 遂行 に あたっ た が , 戦後 に な る と , 政府 (第 2 次 伊藤 内 閣 ) と 衆議院 
の 第 一 党 で ある 自由 党 は 戦後 経営 を めぐ っ て 共同 歩調 を と り , 1895( 明 治 28) 年 11 月 , 両者 
は 公然 と 提携 を 宣言 し , 軍備 拡張 な ど を 盛り 込ん だ 予算 案 を 認め た 。 そ し て , 翌年 4 月 に 
は 板垣 退助 が 内 務 大 臣 と し て 第 2 次 伊藤 内 閣 に 入 導 し た 。 こ れ よ り , 同 内 閣 は 事実 上 , 目 
貞 党 と の 連立 内 閣 と な っ た 。 ま た , この 年 に 伊藤 内 閣 の あと を 受け て 成立 し た 第 2 次 松方 
内 閣 は , 進歩 党 (立憲 改進 党 の 後 身 ) と 提携 し て , 大 隈 重信 が 外相 と な っ た ( 松 隈 内 閣 ) 。 
た うし た 藩 閥 と 政党 と の 連立 内 閣 の 出現 を 通じ て , 政党 は し だ い に 勢 力 を 伸長 し て いっ た 。 
I898( 明 治 31) 年 に は , 第 3 次 伊藤 内 閣 は , 戦後 経営 の た め の 恒 常 的 な 財源 を 確保 する た め , 
也 租 増 徴 案 を 議会 に 提出 し た が , 自由 党 と 進歩 党 は と も に これ に 反対 し , 同 案 は 否決 さき 
れ た 。 衆議院 は 解散 され た が , 同年 6 月 自由 党 と 進歩 党 は 合同 し て 憲政 党 を 結成 し , 来る 
に ミ 総 選挙 で 衆議院 の 絶対 多数 を 制す る 形勢 と な っ た 。 そ の 結果 , 伊藤 内 閣 は 退陣 し , 伊 
職 は じ め 元 老 た ちの 推 せん を 受け た 大 隈 重信 と 板垣 退助 が 組 関 を 命ぜ られ , 大 陣 を 首相 と 
し 窟 政 党 を 与党 と する 日 本 で 最初 の 政党 内 閣 を 組織 する に いた っ た 。 こ の いわ ゆる 陽 板 内 
聞 ( 第 1 次 大 隈 内 閣 ) は , 首相 大 隈 ・ 内 相 板 垣 以下 , 陸 相 ・ 海 相 以外 は すべ て 憲政 党員 か ら 
な っ て いた 。 し か し , 憲政 党 は 同年 8 月 の 総 選 挙 で 衆議院 の 絶対 多数 を 占め た に も か か わ 
ら ず , 自由 党 系 と 進歩 党 系 の 対立 が 激 し く 。 . 文 相 尾崎 行雄 が いわ ゆる 共 和 演 説 @ を 非難 
まれ て 辞職 させ られ た り , 旧 自由 党 系 の 星 吉 が 暗躍 し て 憲政 党 を 解党 させ た た め に @, 
剛 内 闘 は わずか 4 カ月 余り の 短命 に 終わ っ た 。 
あと を 継い だ 第 2 次 山県 内 閣 は , いっ た ん 憲政 党 ( 旧 自由 党 系 ) と 手 を 結ん で , 1898( 明 
褒 31) 年 地租 増 徴 案 を 成立 させ , 地租 率 を 地価 の 3.3% に 引き 上 げた 。 山 県 内 閣 は , その 後 , 
政党 の 力 を お さえ る た め , 1899 (明治 32) 年 に は 文官 任用 令 を 改正 し て 政党 員 が 官 更に な る 
道 を 制限 し , 翌 1900 年 に は 軍部 大 臣 は 現役 の 大 将 ・ 中 将 に 限る 軍部 大 臣 現役 武官 制 を 確立 
し , また 治安 警察 法 を つく っ て 社会 ・ 労働 運動 を 規制 する な どの 政策 を と っ た 。 
し か し , 超 然 主義 が も は や 不可 能 で ある こ と は 明らか で あっ た 。 懸 案 と な っ て いた 衆 議 
院 議員 選挙 法 の 改正 が 山県 内 閣 の も と で 1900( 明 治 33) 年 に 行わ れ , 選挙 権 に つい て は 直接 
剛 税 の 制限 額 は 10 円 以上 に 引き 下げ られ て 有権者 は 倍増 し , 被 選 挙 権 に お ける 納税 額 に よ 
る 制限 は 撤廃 きれ る な ど 国 民 の 参政 権 が 拡大 きれ た の で ある 。 投票 方 法 も 無記名 秘密 投票 
制 が 採用 され た 。 こ の よう な 情勢 の な か で , 憲政 党 は 文官 任用 令 改正 問題 で 対立 を 深め て 
いた 山県 内 閣 と の 提携 を や め , 伊藤 博文 に 接近 し , 伊藤 も みず か ら 積 極 的 に 政党 結成 に 乗 
り 出 し た 。 こ うし て 星 亭 ら の 指導 に より 憲政 党 (I 旧 自由 党 系 ) は 解党 し , 伊藤 を 総裁 に 擁立 
⑱ 尼崎 が 帝国 教育 会 で 道義 高揚 を 説く 演説 を し た と き ,「 も し 日 本 が 共和 制 と な れ ば 三井 ・ 三 菱 ら は 
大 統領 に な る だ ろう 」 と 日 本 の 拝金 主義 を 戒め た の が 逆 用 され , 旧 自 由 党 系 や 天皇 側近 の 間 か ら 天 旦 
に 対す る 不敬 の 言動 と し て 攻撃 され , 辞職 に 追い 込ま れ た 。 
@ この と き . 旧 自 由 党 系 は 新しく 憲政 党 を 結成 し , | 旧 進 歩 党 系 は 憲政 本 党 を つく っ た 。 


「 
| 
| 


@ 中 国 の 故事 に 基づく も の で , 現在 の 苦境 を 面 え 忍 ん で 将来 の 発展 を は か る と いう 意味 で ある 
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し て , 1900( 明 治 33) 年 9 月 , 立 憲政 友 会 が 結成 され た 。 
[立憲 政友 会 】 初代 総裁 は 伊藤 博文, 幹部 は 西園寺 2 鹿 (1849 一 1940) ・ 早 享 ・ 松 国 還 
(1845 一 1914) ・ 片 岡 健吉 ・ 尾 崎 行雄 ・ 原 秀 (1856 一 1921) ・ ・ 大岡 育 造 (1856 一 1928) ら N 

た 。 旧 意 政 党員 や 伊藤 系 の 官僚 が 中 心 メ ン バ パー と な っ た が , 伊藤 は 結党 に あたっ て 店 

業 家 ・ 地 方 議員 な ど に も 入党 を 呼び か け , また , 地主 層 な ど に 多く の 支持 者 を 得 た 。 目 
(明治 35) 年 の 総 選 挙 で は 190 名 の 代議士 を 衆議院 に 送り 込ん で , 過半 数 を 制 し た ( 衆 議 上 
定数 は 376 名 )。 し か し , 山県 有朋 は 伊藤 の 立憲 政友 会 結成 に 批判 的 立場 を と り , 山県 員 
官僚 派 や その 影響 下 に あっ た 中 族 院 議員 な ど は 立憲 政友 会 に 参加 せ ず , 貴族 院 は 立憲 

会 と 伊藤 内 閣 の 反対 勢力 の 拠点 と な っ た 。 

立 義 政友 会 を 差 礎 と し て 1900 年 10 月 に 成立 し た 第 4 次 伊藤 内 閣 は 半年 余り で 終わ っ 表 
2 山県 ら は 第 一 線 を 退き , 元老 と し て 内 閣 の 背後 か 人 































その の ち , 行政 官僚 に お ける 藩 閥 色 は し だ い に 薄 ら ぎ , 明治 末期 に は , 帝国 大 学 , と く 
その 法科 大 学 (現在 の 東大 法学 部 ) 出身 者 が 高級 官 r 僚 の な か で 大 き な 比 重 を 占め る よう に 
っ た 。 こ うし て 官僚 は , その 出身 地 や 身分 ・ 出身 階層 な ど に 関係 な く , 帝国 大 学卒 業 と 
| 本 を 通じ て 。 国家 の 指導 者 的 地位 に つく よう に な っ た 。 彼 ら は 行政 面 に お ける 専門 
な 知識 ・ 技 能 の 保持 者 と し て , 国家 の 実質 的 な 政策 決定 と その 執行 に 大 き な 力 を 発 押し , 
WW し い 一 種 の 特権 的 集団 と し て , し ば し ば 政党 勢力 と 対抗 する 強力 な 政治 勢力 と な っ た の 
時 ある 。 


! ds 19 世 紀 末 期 , 日 本 ーー イト] 二 ここ 
列強 の 中 国分 割 が よ ょ ようやく 近代 国 | 議員 肘 2 2 pi 
を 形成 し た ころ , 欧米 先進 資本 主義 国 は 早く | の 1 As 
| 帝国 主義 段階 に 突入 し よう と し て いた 。 語 列 中 に で 






























な っ だ 。 で し て , 1901 (明治 34) 年 の 第 1 次 桂 内 閣 成 立 以後 山県 を 後ろ 盾 に 藩 閥 ・ 3 2 CO 
に 広げ , また だ た , 直接 に 資本 。 | weom キ ee 」 
2 お 私 AO の 交信 RI 2 こぞって 積極 的 な 9 bo 旬 096) ) 
交代 し て 内 閣 を 組織 する いわ ゆる 桂 園 時 代 が 始ま っ た 。 こ の よう に , 帝国 議会 開 設 以 3 進出 政策 を と り , 析 民 地 獲得 を 錠 い 合っ た が , 5262 
年 は ど で , 自由 民権 運動 の 流れ を くむ 政党 は , 明治 憲法 体制 下 に 大 き な 地 位 と 勢力 を 詩 は = ST プ い 「 FN 
= ar。 と の 矛先 は 。 が ol 4 アフ リカ な どの 発展 傍 上 諸 9 Ko | 著 ゅ 『 
日 本 に お ける 政党 政治 発展 の 基礎 が 築 か れる こと に な っ た の で ある 。 O 


【 元 老 】 伊藤 博文 ・ 山 県 有朋 ・ 黒 田 清隆 ・ 松 方 正義 ・ 井 上 英 ・ 西 範 従道 ・ 大 山 其 
ー1916) の 7 人 に , 明治 末期 以降 , 桂太郎 ・ 西 園 寺 公望 の 2 人 が これ に 加わ っ た 。 人 
身 の 西園 寺 を 除け ば いずれ も 凍 長 両 藩 出身 の 藩 関 政治 家 で あり , 明治 時 代 に 首相 を 経 
た 者 は 大 隈 重信 を 除い て , すべ て 元老 に 列 せ られ た 。 元老 に つい て は . 意 法 は も と よ 還 


Es 『 
感 に 向け られ た 。 に 電 上 は 上 ma 
[列強 の 世界 政策 】 イギリス は すでに 1875 年 に | 5 。。 由 旧 人 人間 wa 


ア 女 王 が イン ド 皇 帝 に 就任 し て イン ド を 完全 に 【M 穫 大 呈 - Z 大 


ロ 
計 
由 け 1 上 
』 ILLIu 
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1 間 | 中 1 目 較 山 








1 = と に コー ホ = ame 肝 】 - 晶 
の 他 の 法令 で も 何ら 明文 上 の 規定 は な か っ た が , 彼ら は いずれ も 明治 国家 の 建設 に 内 自 園 の 領土 と 0 NE 2 
カ の あっ た 長老 級 の 有力 政治 家 で , 天皇 の 語 間 に 応じ て 重要 な 国務 と くに 内 剛 所 あの を 束 へ 人 ば サー 方 。 フラ ンス と し っ RNN 
た っ て 後継 の 首相 を 推 訪 し た り , 重要 な 外交 間 題 に 参画 する な ど , 事実 上 明治 国 穴 っ 勢力 を 東 へ 伸ばす 一 方 , フ ラン スズ と 半 サ し SS 
の 最高 指導 者 で あっ た つ ア プリカ 純 割 を 進め た 。 フ ブラ ンス は 1884 年 に Ns E 攻 ( 刀 千鳥 と 生生 ) 
よ 清 仏 戦争 を お こ E ヴ ェ ト ナム を 保護 国 と SN は 民 
日 本 に お ける 近代 国家 の 形成 は , 政府 の 主導 に よる 改革 KA FiD 2 


し ]887 年 に は 仏 領 イン ド シ ナ 連 操 を 形成 し た 。 | 共 、 
ドイ ッ は 。1870・80 年 代 に 南 太平 涯 の 島々 を 植 列強 に よる 中 国 の 分 害 

民 地 と し た が , 1890 年 に は それ まで ヨー ロッ パ 

の 現状 維持 に つと め て いた ビス マル クタ (Bismarck, 1815 一 98) が 失脚 し て , ヴィ 上 ルム あ 史 
世 (Wilhelm IL 在 位 1888 一 1918) の 親政 の も と に , 積極 的 な 世界 政策 が 進め られ た 。 ロン 

ア は ツァ ー の 専制 の も と に , 1877 年 , 家 士 戦争 で トル コ を 撃破 し て バル カン に 南下 する と 

と も に , 1890 年 代 に は シベ リア 鉄道 の 建設 を 進め る な ど , アジ ア へ も 進出 を 続け た 。 ま た , 

アメ リカ も 遅れ ば せな が ら , 1898 年 に ハワイ を 併合 し , さら に スペ イン と 戦っ て ( 米 西 戦 





' | 條 制 の 確立 じ て 進 め ら れる こと が 多かっ た が , その 際 , も 6 もろ も ろ の 評 


行 本 93 お 推進 する うえ で , 大 き な 役割 を 果たし た の は 政府 の 官僚 で ま 
た 。 明治 初期 に は , 政府 の 高級 ・ 中 堅 官僚 は 人 的 構成 に お いて , 明治 維新 の 原動力 ど 導 
た 共 長 土肥 4 落 お よび 幕臣 出身 者 が 高い 比率 を 占め た 。 
1880 年 代 以 後 , 内 閣 制 度 ・ の EE 
同時 に , 文官 任用 令 の 制定 (1893 年 ) な ど , これ まで の 情 実 任用 (自由 任用 ) に か わっ 
近代 的 な 資格 任用 (試験 に よる 官 更 の 任用 ) の 制度 が 確立 され た 。 ま た . これ と 立 行 
国 大 学 を は じ め と する 官 天 成 機関 が 整備 され た 。 藩 閥 と 政党 の 連立 内 閣 が で きる 争 )、 フィ リピ ン を 植民 地 と し た 。 
な る と 政党 員 の 間 に 猟 官 熱 が 高まっ た が , これ を 封じ よう と し た 第 2 次 山県 内 閣 6 凍 人 だら の と くに 償 威 だ っ た の は ロシア の 動き で あっ た 。 日 本 は 日 清 温 雪 に よっ て 
1899( 明 治 32) 年 文官 任用 令 を 改正 し , 資格 任用 制度 を いっ そう 強化 する と と も に , 庄 捉 魚の 独立 」 を 消 国 に 認め きせ , “利益 線 " た る 朝鮮 か ら 清 国 の 勢力 を 排除 する こと に 成 
限 令 を 2 さ 布 し て 官 更 の 身分 保障 を 強化 し た @。 「 0 し た が 。 三田 和沙 に よる 日 本 の 大 低下 に 系 じ て ロシア が 朝鮮 に 勢力 を 伸ばし , 1895 
央 治 28) 年 7 月 , 親 露 派 政 権 が つく られ た 。 同 年 10 月 , 日 本 公使 三 浦 格 楼 (1846 一 ー1926) や 
本 の 軍人 ・ 壮 士 ら が 中 心 と な り , 大 院 君 を 擁立 し て クー デ タ を 強行 し , 関 妃 政 権 を 打 例 
「 て 親日 派 政権 を 樹立 させ た ( 関 妃 殺 害 事件 ) 。 し か し , 翠 年 2 月 。 三 た び 政変 が お こっ て 
魚 国 王 は ロシア 公使 館 に 移り ( 露 館 播 遷 ), ロシア を 後ろ 盾 と し た 政権 が 発足 し た 。 そ の 


この と き , 政党 側 , - と くに 吉政 党 は 文 和 任用 信 ゞ の 改正 に よる 資格 任用 制度 の 強化 に 強く 朗 建 


政府 は 一 部 譲歩 し て , 克 視 総監 ・ 警 保 局長 ・ 官 房 長 ・ 大 臣 秘書 官 な ど に つい て は 自由 任用 を 認 讃 
史 に 充 』 
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俊 , 日 艦 両国 は 山県 - ロバ ノ フ 協定 , 西 - ロ ー ゼ ン 協 定 な ど を 結ん で 朝鮮 (韓国 )@ に 
る 利害 の 調整 を は か っ た が , 韓国 を 勢力 下 に 収め よう と する 日 本 の 政策 は 達成 され 


国 間 題 を めぐ る 日 露 の 対立 は し だ い に 深 まっ た 。 


一 方 , アジ ア の 大 国 で あっ た 清国 が 日 清 戦争 に 敗れ て 弱体 ぶり を 暴露 する と , 列強 6 


は いっ せい に 清国 に 注 が れる こと に な っ た 。 ドイ ツ が 宣教 師 殺害 事件 を きっ か け に , 


年 山東 半島 の 腰 州 倫 を 租借 する と , 続い て ロシア が , 三国 干渉 に よっ て 日 本 が 清国 | 
司 し た 痢 東 半島 の 旅順 ・ 大 連 な ど を , イギリス が 成海 衛 ・ 九 竜 半 鳥 を. フラ ンス 朗 
州 落 を それ ぞ れ 租借 し , アメ リカ も 1899 年 。 国 務 長 官 ジ ョ ン = ヘイ (ohn Hay。 1 癌 
1905) が 清国 に 対す る 門戸 開放 ・ 機 会 均等 ・ 領 土 保全 を 宣言 し て , 列 引 の 清国 進出 に 計 
込む 姿勢 を 示し た 。 列 強 は これ ら の 租借 地 を 根拠 地 と し て 鉄道 敷設 権 や 鉱山 採掘 権 な 四 


僚 て , 靖国 で の 権益 を 拡大 パウ た @。 





内 の 改革 を ! は か り , 国力 を 充実 し よう と する 動き ( 変 法 運 動 ) が お こっ た が . 1898 年 , 


司 (18351908) ら 保守 派 の クー ー デ タ に よっ て 変 法 派 は 一 さ れ , その 多く は 日 本 な ど 碑 


外 に 亡命 を 余儀 な くさ れ ., 改革 は 挫折 し た ( 成 成 の 政変 )。 


こう し た 情勢 の さなか に , 民 秒 の 間 に 外国 人 排 圧 気 運 が 高まり , 山東 省 で は 義和 団 導 
心 に 「 装 清 減 洋 」 を 叫ぶ 排外 連動 が お こっ た 。 靖国 政府 が な し ろ こ れ を あお り 立 て た の 還 


運動 は 華北 一 薄 に 広がり , 各地 で キリ スト 教会 が 襲わ れ , 外国 人 宣教 師 が 殺さ れ た り 』 


道 が 破壊 され た り し た 。1900 年 に は , 北京 で ドイ ツ 公 使 ・ 日 本 の 公使館 書記 生 が 殺害 調 
列国 公使 館 が 清国 兵 や 民衆 に 包囲 され た 。 日 本 は 米 ・ 英 ・ 露 ・ 公 な どの 諸国 と と も に 
を 派遣 し 義和 団 の 乱 を 鎮圧 し て 外交 宜 や 居留 民 を 救出 し た 。 翌 1901 年 , 北京 議定書 放 
印 さ れ , 清国 は 列国 に ば く 大 な 賠償 金 を 支払 い 。 北京 な ど に 列国 の 守備 琴 を お く こ と 記 
め た 。 こ れ が 北 清 事変 (義和 団 事変 ) で ある 。 と ころ が . ロシア は 北 清 事 次 が 収まっ だま 
も 十 数 万 の 大 軍 を 満州 に と ど め , 事実 上 満州 を 軍事 占領 し . さら に 清国 と 吉 清 密約 を 閑 


で 南下 する 気配 を 示し た 。 こ の た め 韓 国 を 勢力 下 に お こう と し た 日 本 は , 韓国 問題 と 繝 


問題 を めぐ っ て 正面 か ら ロ シア と 対立 する に いた っ た 。 


ロン ア の 勢力 拡張 に 箇 威 を 感じ た 日 本 政府 部 内 に は , 2 つの 意見 が 生じ た 。 1 つ は 便 
博文 ・ 井 上 英 ら の 日 露 協商 論 で , ロシア の 滴 州 に お ける 自由 行動 を 認め る か わり に , 自 
の 韓国 支配 を 認め させ よう と する いわ ゆる 満 韓 交換 に よっ て . 日 露 間 の 利害 を 調整 し 主 
と する も の で あっ た 。 こ れ に 対し , 桂太郎 首相 ・ 小 村 寿 太郎 外相 ら は , イギリス と 提 凌 
て ロン ア を お さえ る た め に 日 英 同 盟 論 を 唱え た 。 勢力 均衡 の 立場 か ら ど こと も 同盟 
す , “光栄 ある 孤立 "を 保っ て きた イギリス で は あっ た が , 当時 バル カン や 東 ア ジア で 昌 
ア と 対立 し , その 勢力 拡張 を 玖 戒 し て いた の で , 日 露 両国 の 接近 を 葛 れ て 日 英 同 盟 論 寺 


井 し ,1902( 明 治 35) 年 1 月 に 日 英 同盟 協 約 が 成立 し た 。 


1 朝鮮 は 1897 (明治 30) 年 , 国 号 を 大 韓 国 と 改め た 。 
12. と くに ロシア は 東 支 鉄道 の 天 設 権 を 得 て . 滴 州 ( 現 , 中 国東 北 地方 ) 進出 を 進め た 。 


この よう な 列強 の 進出 に 対抗 し て WE 


1871 一 1908) の も と で 康 有 為 (858 一 1927) ・ 秋 世 
0g73-1929) ら を 中 心 に 明治 維新 来 の 日 本 の 改革 に な ら っ て 立 写 政治 を 取り 入 本 
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協約 の 内 容 は 。 (1 清国 と 韓国 の 独立 と 領土 保全 を 維持 する と と も に , 日 本 の 清 韓 両国 , 


お よび イギリス の 清国 に お ける 政治 的 ・ Age22s (2) も し 日 英 の い 
ずれ か が 第 三国 と 戦争 を 始め た と き は , 他方 は 厳正 中 立 を 守り , (3) さ ら に 2 国 以 上 と 交戦 
3 


この よう に , 日 英 同 盟 協 約 は , 日 本 が 欧米 列強 と 結ん だ 初め て の 対等 条約 で ,. これ は 日 


本 に と っ て 欧米 先進 語 列強 へ の 仲間 入り を 意味 する も の で あっ た 。 こ うし て 日 本 は 国際 政 
局 に 登場 し . 列強 相互 の 対立 を 利用 し つつ , 対外 的 な 勢力 拡張 を 企てる こと に な っ た 。 


まき ] 帝国 主義 帝国 主義 と いう 言葉 は 非 | 拡張 政策 が 進め られ る と され る 。 世 界 史 的 に 
常に きま ざま な 意味 を も っ て お り , 最も 広義 | は 19 世 紀 末期 か ら 帝 国 主義 時 代 が 始ま っ た と 
に は ,「 侵 略 主義 ある い は 対外 的 な 勢力 拡張 | 考え られ て いる 。 日 本 が いつ ご ろか ら 帝 国 主 
政策 一 般 と 同じ 意味 に 使わ れる 。 し か し 狭義 , 義 段階 に 入っ た か に つい て は 諸説 ある が , 日 
に は . と くに 独占 資本 主義 段階 に お ける 積極 、 露 戦 争 以後 と する 説 が 有力 で ある 。 い ずれ に 
的 な 対外 膨張 政策 を 指す 場合 が 多い 。 こ の 段 。 せよ , 日 本 の 場合 は 国内 に お ける 独占 資本 の 
階 で は , 生産 の 独占 集中 ・ 金 融資 本 の 支配 ・ 、 十分 な 成 鍵 を 待た ず に , 国内 の 経済 的 な 条件 
詞 本 の 輸出 な どの 経済 的 特色 が み ら れ , これ 、 より も , むし ろ 国 際 政 活 の 条件 に 刺激 され て , 
ら を 背景 に 武力 に よる 海外 植民 地 設 定 ・ 領 土 | 対外 膨張 政策 へ 突入 し た と いう 和 面 が 強い 。 


ロシア と の 対立 が し だ い に 深 まる な か で , 桂 内 閣 は ロシア に 対抗 す 
日 吉 戦 争 る た め 軍 備 拡張 を 進め . その 財源 を 確保 する た め 地 租 増 徴 継続 を は 


か っ た 。 衆議院 の 多数 を 占め る 立憲 政友 会 は 。 は じ め こ れ に 反対 し た が , 桂 は 公 全 な ど を 


財 涯 と する こと で 立憲 政友 会 と 妥協 し ,. ロシア と の 戦争 に 備え た 。 一方, ロシア に 対し て 


は 日 英 同盟 協約 を 後ろ 盾 に 満州 か ら の 撤兵 を 強く 要 ボ し ロシア も 1902 年 4 月 に は 清国 と 
畔 州 選 付 協定 を 結ん で 撤兵 を 約束 し た 。 し か し , その の ちこ の 協定 は 実行 され ず , ロシア 
は か えっ て 韓国 と の 国境 地 帯 に まで 軍隊 を 増強 し , さら に 鴨 緑 江 を 越え て 韓国 の 領土 内 

に 軍事 基地 を 建設 し 始め た 。 

日 本 国内 で は , 三国 千 渉 以来 人 1900( 明 
内 33) 年 に は 近衛 篤 麻 (1863 1904) ・ 神 鞭 知 常 (1848 一 1905) ・ 頭山 満 (1855 一 1944) ら を 中 心 に . 
稼 国 党 ) 政 治 家 や 新聞 記者 な ど を 集め て 国民 同 眉 会 が 結成 され , 対 赴 強 

深 を 展開 し た 。 これ は いっ た ん 解散 し た が , 1903( 明 治 36) 年 に は 対外 硬 同 志 会 (の ち 対 
1 戸 水 規 人 (1861 一 1935) ら 東京 帝 大 の 7 博士 や 有力 諸 新聞 な ど と 
と も に , 強硬 な 主戦 論 を 叫ん で 世論 を 盛り あげ た 。 


[日 起 戦 争 前 の 国内 世論 】 民間 に お いて は , 対 赴 強硬 論 の 気運 が 高かっ た が , と くに 大 き 
な 役割 を 果たし た の は 新聞 で あっ た 。 ロ シア が 清国 と の 協定 で , 満州 か ら の 第 2 次 撤兵 を 
約束 し た 期限 は 1903 年 10 月 8 日 で あっ た が 実行 され な か っ た た め ,『 大 阪 朝日 新聞 』『 東 
京 朝日 新聞 』『 カ 四 朝 報 『 二 天 新報 な ど 発行 部 数 が 1 日 10 万 部 前 後 の 有 力 新 聞 は . ほとん 
ど 対 赴 開 戦 論 一 色 と な っ た 。 そ し て , 対 規 外交 交渉 の 妥結 に 期待 し て 開戦 の 断 を 下 そう と 
し な い 政 府 首脳 や 元老 た ち を 能 腰 だ と し て 激しく 弾 効 し 始め た 。 な か で も 強硬 だ っ た の は 
『ー 玉 新 報 」 で , 「 現 内 閣 を 倒し て 主戦 内 閣 を 作る は, 上 の 得 」 と 稚 析 内 剛 の 和 
倒 を 中 え た 。 同年 10 月 丸 前 に は , 内 村 鑑 三 (1861 一 19307) ら キリ スト 教 人 道 主義 者 や 社会 

義 者 幸徳 秋水 (1871 一 1911) ら の 非 戦 論 の 主張 を も 掲載 し て いた 『 万 朝 報 」 も , NT 
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論 に 一 本 化し , 開戦 反対 派 の 代表 格 と みな きれ て いた 元老 伊藤 博文 枢密 院 議長 を 厳し 意 
難 し て , その 引退 を 勧告 する 社説 を か か げた 。 こ れ に 対し , 政府 系 で 発行 部 数 2 一 3 召 
の 『 東 京 日 日 新聞 』 や 『 国 民 新 聞 』 は , 外交 交渉 に よる 解決 を 説き , 実業 界 も 戦争 が 財政 旦 
経済 上 に 悪影響 を お よ ぼ すこ と を 愛 慮 し て , 戦争 回 避 を 希望 し て いた 。 ま た 社会 主義 著 
ちの 『 平 民 新聞 』 (週刊 ) も 反戦 諭 を 叶 ん だ 。 し か し 発行 部 数 の は る か に 少な いこ れ ら の 閑 


・ 雑誌 の 主張 は , と う て い 世論 を 動か す に は いた ら な か っ た 。 
博 考 | 国内 世論 に 関す る ベル ツ の 観 寮 


ほ ず 


せ ざ る を 得 な か っ た 筐 だ 。 だ が 幸い 政府 は 低 "た, すべ か らく 武器 に 物 を 言わ すべ し … 男 
出し た 桂 内 閣 の 下 に あっ て すこ ぶる 冷静 で あ しかしながら, 勝ち 戦 き で あっ て さえ その 
る 。 政 府 は 日 本 が 海 隆 と も に 勝っ た 場合 で す 、 面 に . いか に 困難 な 結果 を 伴う こと が あ 翻 
ら , 得る と ころ は ほとん ど 失 うと ころ に 等 し | の 点 に は , 一 言 を 触れ よう と し な い 。」(『 紅 


いこ と を 見 抜い て いる よう だ 。 ツ の 日 記 』) 


ロシア と の 交渉 を 続け た 。 日 本 側 の 
た る ね らい は , 満州 を 日 本 の 利益 綱 
外 と 認め る か わり に , 韓国 に お け 略 
本 の 軍事 的 ・ 政 治 的 優越 権 を 確立 芋 
こと に あっ た が , ロシア 側 は これ 割 
ぬ め ず , 日 露 交 渉 は まっ た く 行 き 請 


人 ] 撃 と 際 軍 部 隊 の 仁川 上 陸 に よっ て 記 
日 | 露 戦 争 を 開始 し た 。 強 国 ロ シア と の 
| ・ 全 疲 A】 い は , 日 本 に と っ て 文字 通り 国家 寿 
ュー 日 本 軍 進 路 | 済州 島 e 9) P 人 同 が 民 の 命運 を か けた 戦い で あっ た 。 国 
数 字 は 占領 月 日 ツク 5】 半 / | 政府 (第 1 次 桂 内 閣 ) は 開戦 に あ た 選 
昌吉 戦争 要 図 ”。 - こ の 戦争 が きわ め て 苦し い 戦い に 若 
こと を 予測 し て , 巨額 の 戦費 に あて る た め , 高橋 赴 清 (1854 一 1936) 日 本 銀行 副 稔 雪 を 派 
し て アメ リカ や 同盟 国 の イギリス で 外国 債 を 募集 し , また アメ リカ へ は 人 金子 堅太郎 を 処 

と し て 派遣 し し アメ リカ 大 統領 セオ ドア = ロー ズ ヴ ェ ル ト (Theodore Roosvelt, 18 講 
1919) に 和平 の 仲介 を 打診 し た 。 

【 日 串 戦 争 の 戦費 と 外国 債 の 募集 ] 日 赴 戦 争 に お ける 日 本 の 戦費 は 約 17 億 円 余 に 達し 意 

これ は 当時 の 国家 予算 の 歳出 額 の 数 年 分 に 相当 する 。 そ の うち , 約 8 億 円 は アメ リカ 坦 






















(1903 年 ) 9 月 25 日 日 本 の 新聞 の 態度 電 
「 (1903 年 ) 9 月 15 日 二 ヵ 月 この 方 , 日 本 と た 厳 前 に 値する る の と いわ ね ば な ら ぬ 。 時 
ロシア と の 間 は , 満州 と 韓国 が 原因 で 風 叙 険 や 東京 タイ ム ス の 名 き 最 も 名 声 ある 新聞 
悪 を 告げ て いる 。 新聞 紙 や 政 論 家 の 主張 に 任 ら , 戦争 を あたかも 眼前 に 迫っ て いる も の 
せ て いた ら , 日 本 は と っ く の 昔 に 宮 戦 を 布告 、 如く 書き 立て る の だ 。 交渉 の 時 期 は 過ぎ 表 


この 間 , 政府 は 1903( 明 治 36) 年 負 
以来 , 満州 問題 ・ 韓 国 問 題 を めぐ 


た 。 日 本 は 1904( 明 治 37) 年 2 月 。 各 
と 政府 ・ 軍 部 首脳 が 御前 会 議 を 開 M 
対 算 開 戦 を 決定 し , 日 本 海軍 の 旅順 
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ヤシ 半 集 し た 外国 儀 で 。 残り は 国内 で 発行 し た 国 償 や 各種 の 増税 で まかなっ た 。 ロ シ 
テ も 外国 僚 を 発行 し て 戦費 に あて た が , 開戦 当時 は 世界 の 大 部 分 の 国 が 日 本 の 敗北 を 予 村 
| ていたから , 日 本 の 外国 償 の 発行 条件 は , 利率 ・ 償 避 期 限 ・ 払 込 価格 な どの 点 で , ロン 
ン の も の より も は る か に 日 本 に と っ て 不利 だ っ た 。 し か し , 戦局 が 日 本 に 有利 に 展開 する 
に つれ て . 日 本 の 外国 償 募 集 は 順調 に 進み , 発行 条件 も 改善 され た 。 

。 二 政治 を 実現 し 国内 改革 に 成功 し て いた 日 本 は , 国民 の 支持 の も と に 総力 を あげ て 戦 

) - と が で きた が 専制 政治 が 行わ れ て いた ロシア は , 国内 で これ に 反対 する 連動 が 高 ま 

二分 な 戦力 を 発揮 で き な か っ た 。 そ の た め 戦 況 は , 軍事 的 に は 日 本 の 優勢 の うち に 芝 

旧 し た 。 際 軍 は 定 陽 ・ 沙 河 の 会 戦 で ロシア 軍 を 撃破 し , 数 カ月 の 激しい 攻防 戦 の 未 

1005( 明 治 38) 年 1 月 に は ロシア の 東 ア ジア に お ける 最大 の 海軍 基地 で ある 旅順 を お と し 

さら に 3 月 に は 案内 の 会 戦 で 勝利 を 収め た 。 ま た , 海軍 も 同年 5 月 の 日 本 海 海 載 で 東 

紅 平 六郎 (87 一 1934) の 指揮 する 連合 艦隊 が , ヨー ロッ パ か ら 回 航 し て きた ロン アウ の バン 

チック 角 隊 を ほとん ど 全 減 き せ た 。 当 時 , ロシア 国内 で は , ツァ ー の 政府 の 圧政 に 対す る 

INK 水 の 反対 運動 が 激化 し て お り , 1905 年 1 月 に は , 首都 ペテルブルク て 血 の 日 曜日 事 

作 " が お こり , 各地 で スト ライ キ が 問 発する な ど , 情勢 は は な は だ 険悪 で あっ た 。 し が ン 

本 も 箇 事 的 勝利 は 得 た が , 兵器 ・ 弾 楽 ・ 兵 員 の 補充 が 困難 と な り , 戦費 調達 る お ぼ つ か 

みく な っ て . 戦争 継続 能力 は ほとん ど な く な りか け て いた 。 そ こ で , 日 本 海 海戦 の 勝利 の 

四 後 、 日 本 政府 は 正式 に アメ リカ 大 統領 に 和平 の 仲介 を 依頼 し た 。 

【 非 戦 論 】 日 吉 戦 争 に 対す る 国民 の 熱狂 的 失 呼 が 油 巻 く な か で , 少数 な が ら 戦 争 反対 を 員 

> た 人 々 も あっ た 。 内 村 鑑 三 は キリ スト 教 的 人 道 主義 の 立場 か ら 非 戦 論 を 説き , 幸徳 秋 

代 。 所 利彦 (1870 一 1933) ら 社 会 主義 者 は は じ め 『 記 朝 報 』。 の ち 『 平 民 新聞 』 に よっ て 反 難 

な ん 展開 し , 開戦 後 も ロシア の 社会 主義 者 に 反戦 を 呼び か けた @。 ま た 号 半 野 品 子 I7 

_]942) は 。 日 本 軍 の 旅順 攻撃 が 続け られ て いる ころ , これ に 加わ っ て いる 第 の 無事 を 祈 

月 ム ステル ダム で 開か れ た 第 2 イン ター ナシ ョ ナル の 大 会 で , 列国 の 社会 主義 

を 江 し た が 。 その 人, 日本 を 代表 し て 参加 し た 人 山 矯 と ロシア 代 家 
の プレ ハー ノ フ が 撮 手 を 交わ し た こと は 有名 で ある 。 





(mm 言 境 固 〇 は | 『 較 選 』) 
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ま 〈 に 東 ア ジア に お ける 国際 関係 は 大 きく 変動 し た 。 






と あろ や えき 交 い お まれ こと か は 君 や も た じ 現 壱 て な こ あ 
な ま 由 に ぬ と まれ こ ろ みなみ ひび に まほ は ょ て 街 よ 人 け な を K ア ジア の 片 陽 に ある 有色 人 種 の 小国 日 本 が , 予想 に 反し て 白人 の 大 国 ロシア と の 戦い 
RE に 勝利 を 収め た こと は , 白人 不敗 の 神話 を 打ち 破っ て 世界 に 衝撃 を 与え , 中 国 ・ イ ンド ・ 
を よ 添 新 暖 る へ か を ける の の りあ に の た 0 と トル コ ・ フ ィ ン ラ ンド な どの 民族 運動 の 高まり に 大 き な 影 響 を お よ ば し た 。 と くに 多 文 
の こ で を の 向 選 年 うば を 《 を に と 家 て れ を と エ を 1 に 時 le61925) ら が 清 王朝 の 打倒 と 漢 民 族 に よる 民国 の 建設 を めざし て , 日 赴 戦 争 が 終わ り 
SE の うな の も 継 の 布 し も 生 を |: づ いて いた 1905 (明治 38) 年 8 月 。 東京 で 中 国 同盟 会 を 結成 し た こと は , 中 国 の 民族 革 
6 ひれ わ に 名 は に 戦 と 3 か れき 事 順 若 旧 まし 親しく 5 六 運 動 に と っ て 画 期 的 な 出来 事 で あっ た 。 
きり る る し の きみ 秋 に 0 も の は す た 人 か な と を カム 3 還 を 3) ネル ー 少 年 と 日 吉 戦 争 日 直江 争 に | 勝利 は 大 き な 民族 的 典 礁 を 巻き お こし , 山 典 
5 た た っ 。 道 出 め 無 須 は ば ほそ 人 を れ 死 お ける 日 本 勝利 の ニュ ー ス は , 当時 イギリス | の 村々 に まで その ニュ ー ス が 広がっ た と いわ 
た な 女 思 く 髪 を の ぎ 死 で 死 ま の 0 生 こ な で 0 に 太 学 し て いた 16 歳 の イン ド 少 年 ネル ー | れる 。 し か し 日 本 が その 後 , 韓国 ・ 中 国 に 対 
2 ま 子 (Nehru。 1889 一 1964。 第 二 次 世界 大 戦後 の 初 | し て あら わな 植民 地主 義政 策 を 進め る の を み 
ーー ーー ーー 一 ーーーーーーーーーー ST 改 イ ンド 首相 ) に 大 き を 感銘 を 与え た 。 彼 は | た ネル ー は , 欧米 列 強 と 同じ よう な 植民 地主 




































それ を 聞い て , 日 本 に 関す る 新聞 記事 を 切り 義 国家 が 新しく アジ ア に 出現 し た こと を 悟っ 
由 き , また , 日 本 に つい て の 英文 の 著作 を 好 た の で ある 。 
ん で 読み ふけ っ た と いう 。 ト ルコ で も 日 本 の 
| 下 国 作 合 。 昌吉 戦 争 の 勝利 に よっ て 日 本 の 大 隊 進 出 は 本 栓 化し た 。 すでに 日 露 
ー 戦争 中 の 1904 (明治 37) 年 8 月 に 日 本 は 韓国 と 第 一 次 日 韓 協約 を 結び , 
ーー ンタ か アメ リカ と の 間 に 桂 
ョ タフ ト 協 定 を 取り 交わ し , 日 本 の 韓国 , アメ リカ の ブフ ィ リ ピン に 対す る 指導 権 を 相互 に 
弄 妥 し 合っ た 。 つ いで , 戦後 の 1905( 明 治 38) 年 11 月 に は , 第 二 次 日 韓 協約 (韓国 保護 協約 
『 | 保護 条約 ) を 結ん で 日 本 は 韓国 の 外交 権 を 撮り , 漢城 ( 現 ソ ウル ) に 韓国 統監 府 を お き , 
記 衣 博文 が 初代 統監 と な っ て 統監 政治 を 始め た 。 こう し て 日 本 は 韓国 を 保護 国 と し た 。 
これ に 対し て 韓国 は 1907 (明治 40) 年 6 月 , ハー ダグ の 万 国 平和 会 議 に 皇帝 の 審 使 を 送っ て 
舟 議 し た が , いれ られ な か っ た (ハー グ 密 使 事 件 ) 。 日 本 政府 は この 事件 を きっ か け に , 同 
導 7 月 韓国 皇帝 を 退位 させ , 第 三次 日 韓 協約 を 結ん で , 内 R 欄 を いで 竹 国 の 軍隊 を 
骸 履 させ た 。 韓 国内 に は これ に 反対 し て 反日 武装 「 
間 汗 の 気運 が 活発 化し 解散 きれ た 軍隊 も 加わ り 
幸 拓 運動 が 高まっ た が , 日 本 は 軍隊 を 出動 させ て 
の 狼 正 に あたっ た 。1909( 明 治 42) 年 1 月 伊藤 
が ハル ピ ン で 韓国 の 民族 運動 家 安 重 根 (1879ー 1910) 
過 剛 殺さ れる と , 日 本 は 翌年 1910( 明 治 43) 年 8 月 . 
記 い に 韓国 併合 を 強行 し て 韓国 を 植民 地 と し , そ 
5 名 称 を 朝鮮 に , 漢城 を 京城 と 改め て 天 旦 直属 の 
朝鮮 総督 放 を お いて その 統治 に あたっ た 。 
朝鮮 総督 に は 武官 が 任命 され , その も と で 総省 還 還 二 
軸 3 Er 2 Ce 東洋 拓殖 会 社 京城 支店 東 拓 は 韓国 の 資源 開発 ・ 
玉 産 振興 を 目的 と し て 設立 きれ , 土地 調査 事業 に 
昌 所 有 が 拡大 し た 反面 , 朝鮮 の 小 農民 で 没落 する 。 ょ る 収 公 地 の 払下げ を 受け , 地主 経営 な ど を 展開 
剛 が 多く な り , その 一 部 の 人 々 は 仕事 を 求め て 日 し た 。 


っ て , 戦争 へ の 疑問 を こめ た 矢 「 若 死に た ま ふ こと 勿 れ 」 を 発表 し た 。 

か ね が ね 満州 に 対す る ロシア の 独占 的 支配 を 警戒 し , 日 露 両 国 の 勢力 均衡 を 望ん で MW 
アメ リカ 大 統領 セオ ドア = ロー ズ ヴ ェ ル ト は , 日 本 政府 の 意向 を 受け て この 機会 に 和 詩 
幹 旋 に 乗り 出し , ロシア も これ に 応じ た 。 ア メリ カ の ポー ツマ ス で 開か れ た 日 填 講 和 礁 
は , ロシア 側が 強い 態度 に 出 た た め 難 航 し た が , 1905 年 9 月 。 日 本 側 首席 全権 小村 寿 寺 
外相 と ロシア 側 首 席 全 権 ヴ イィ ッ テ (Vitte。 1849 一 1915) と の 間 で 。 日 露 講和 条約 (ポー 
ス 条 約 ) の 調印 が 行わ れ た 。 こ れ に よっ て 日 本 は ロシア に , 1) 韓国 に 対す る いっ さゆ 右 
導 ・ 保 護 ・ 監 督 権 の 承認 , (2) 旅 順 ・ 大 連 の 租 僅 権 と 長春 ・ 旅 順 問 の 鉄道 お よび その 伸 
の 権利 の 譲渡 , (3) 北 緯 50 度 以 南 の 樺太 の 割譲 。(4) 潤 海 州 と カム チャ ツ カ の 漁業 権 の 承 秋 
ど を 認め させ , また 満州 (日 本 の 租借 地 な ど を 除く ) か ら の 両 軍 の 撤兵 , 清国 に 対す る 和 
均等 な ども 取り 決め られ た 。 
こう し て , 日 本 は 約 110 万 の 兵力 を 動員 し , 死傷 者 20 万 を 超す と いう 大 き な 損 害 を 占 
な が ら , よう や く 日 角 戦 争 に 勝利 を 収め た 。 し か し , 増税 に 耐え て 戦争 を 支え て き な 半 
の 国民 は , 日 本 の 戦争 継続 能力 に つい て 真相 を 知ら きれ な いま ま に , 賠償 金 が 得 られ 閉 
な ど ポ ー ツ マス 条約 の 内 容 が 期待 以下 だ っ た の で 。 激しい 不満 を 抱い た 。 東 京 で は 河 騨 
中 ら 反 政府 系 政治 家 や 有力 新聞 の 呼び か け も あっ て , 講和 条約 調印 の 当日 , 「 届 辱 本 
和 反 対 ・ 戦 争 継 続 」 を 叫ぶ 群 衆 が , 政府 高官 邸 ・ 警 宗 汗 交番 や 講和 を 支持 し た 政府 系 芋 
社 ・ キ リス ト 教 会 な ど を 筐 撃 し た り , 放火 し た り し た 。 い わ め ゆる 日 比 谷 焼 打ち 事件 で 
政府 は 式 厳 令 を 発し , 軍隊 を 出動 きせ て この 暴動 を 鎮圧 し , 講和 条約 批 作 に も ち 込 ん 間 
で ぞ の 化 。 こう し だ 考 市 の 民衆 栄 動 が し ば し は お こり , 社会 を 動揺 きせ た 。 
| 日 第 戦争 は 世界 列強 の 複 釘 な 利害 関係 を 背景 と 
呈 “ 「 行わ れ た だ け に , 国際 政局 に 大 き な 影 響 を お よ ぽ ほ WM 
@ 東京 朝日 新聞 』『 大 阪 朝日 新聞 』『 万 朝 報 』 な どの 有力 新聞 は , 日 吉 講 和 条 約 の 条件 が 明らか に 計 
と , いっ せい に その 条件 が 日 本 に と っ て 不 十分 で ある と し , 「 屈 辱 的 講和 条約 反対 」「 戦 争 継続 」 奄 語 
する キャ ン ペ ー ン を 展開 し , な か に は , 桂 首 相 ・ 小 村 外 相 ら を "第 探 "( ロ シア の スパ イ ) と 非難 
事 を 載せ た 新聞 も ある ほど で あっ た 。 
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本 に 移住 し た 。 

1908( 明 治 41) 年 に 韓国 の 拓殖 事業 を 推進 する た め の 国策 会 社 と し て 東洋 拓殖 会 神 
立 され , 農業 経営 や 共 泊 ・ 金 融 事 業 を 行っ た 。 ま た . 日 消 戦争 後 か ら 日 本 の 手 に ょ 誤 
設 が 進め られ て いた 京 釜 鉄道 (京城 ・ 釜 山間 ) が , 1905 (明治 38) 年 に 完成 し , 産業 の 鐵 


軍事 輸送 に 大 き な 役 割 を 果たし た 。 
日 本 は , 南 満州 で は ロシア の 諸 権益 を 引き 継ぎ , 
(明治 39) 年 関東 都 上 替 府 を お いて 関東 州 ( 章 東 半 弁 
の 日 本 の 租借 地 ) の 行政 に あたる と と も に , 同年 半 官 半 民 の 南 満州 鉄道 株 式 会 社 ( 満 
を 設立 し て 長 春 ・ 旅順 問 の 鉄道 や その 支線 を は じ め , 鉄道 沿線 の 鉱山 な ど 諸 事業 の 
に あたり , 着 々 と 南 満州 に 勢力 を 伸ばし て いっ た 。 
HHR 同 回 適用 範囲 を イン 請 
まで 拡大 し , (2) イ ギリ ス は 日 本 の 韓国 指導 権 を 確認 し , 時 re 
2 人 を 注入 t3PES 003359 后 go け 
英 の 協調 関係 は し だ い に 冷 却 化し て いっ た 。 
ロン シア は 戦後 , 東 ア ジア の 南下 策 を 捨て て 西 ア ジ ア 
の で , 日 本 と は か えっ て 協調 的 と な り , 1907・1910・1912・1916( 明 治 40・43・45・ 
5 / 年 の 4 回 に わた っ て 日 露 協約 を 結び , 満州 に お ける 権益 な ど に つい て 取り 決め だが 末 
第 3 次 の 協約 で は , さら に 内 蒙古 (内 モン ゴル ) に お ける 互い の 勢力 範囲 を 協定 し た 。 
この よう に 日 本 は 東 ア ジア の 強国 と な り , 急速 に 勢力 を 拡大 し , 欧米 列強 諸国 に 何 較 
国際 政局 で 大 き な 影 響 力 を も つよ うに な っ た 。 国 際 社 会 に お いて 欧米 列強 と 肩 を 並 < 計 
国 を 建設 する と いう 明治 維新 以来 の 日 本 の 目標 は 。 ひと まず 達成 きれ た と いえ よう 。 敵 
し , 日 本 の 強国 化 。 と くに 満州 へ の 勢力 拡大 は , 日 本 に 対す る 列強 の 警 世 心 を 高め 
論 (イエ ロー = ペリル, Yellow Peril) @ の 矛先 が 主として 日 本 に 向け られ る よう に な っ 2 計 
アメ リカ が 日 吉 戦 争 で 日 本 に 好意 的 立場 を と り 講和 を 仲介 し た の は , ロシア が 満州 胡 
占 的 に 支配 する こと を 警戒 し た た めで あっ た が , 戦後 , 日 本 の 南 満州 へ の 進出 が 磨 ん 還 
る と , 満州 の 鉄道 に 関心 を も つ ア メリ カ と の 対立 が 芽 ば え 始 め た 。 す で に 日 自 講 和 条 導 
結 直後 の 1905 (明治 38) 年 , アメ リカ の 鉄道 企業 家 ハ リマ ン (Harriman, 1848 一 1909) は 長 
・ 旅 順 問 の 鉄道 を 日 米 共同 経営 と する こと を 提案 し た が , 日 本 政府 は これ を 拒否 し が 
の 後 も , アメ リカ は 満州 に 対す る 門戸 開放 を 唱え て , 1909( 明 治 42) 年 に は 国務 長官 懇 
ス が , 満州 に お ける 列国 の 鉄道 権益 を 清国 に 返還 させ , これ を 列国 の 共同 管理 の も 
く こ と (満州 の 鉄道 中 立 化 ) を 提案 し た が , 日 本 と ロシア が これ に 反対 し て , この 提 業 6 
現し な か っ た 。 「 
また , 日 露 戦争 の ころ か ら ア メリ カ ・ カ ナダ な ど で . 本 人 人 革 5 が 全 
ど を 中 心 に 活発 に 展開 され る よう に な り , 1906( 明 治 39) 年 に は サン フラ ン シ ス コ で , 詞 | 
人 が 公立 学校 へ の 通学 を 禁止 され る 事件 (日 本 人 学童 陽 苑 問題 ) が お こり , 1913( 大 正 計 
に は カリ フォ ルニア 州 で , 日 本 人 (アメ リカ 市 民 た り 得 な い 外 国人 ) の 土地 所 有 を 茜 上 蘭 
ゆ 殴 色 人 種 が 白人 を アジ ア か ら 駆 返し よう と する の で は な いか と 警戒 し . ヨー ロッ パ 諸 国 は 


ト 教 文明 を 守る た ぬ め に これ と 対決 すべ き で ある と する 主張 で , すでに 日 清 戦 争 直後 か ら 。 ドイ 育 
ヴィ イル ルム あせ 世 ら 赤 盛 ん を に 唱え を て いた 。 | 




































現代 


し い 様 相 を 示し て ゆく の で ある 。 

W #| アメ リカ の 日 本 人 移民 日 本 人 の ア 
メリ カ 移 民 の 最初 は , 1869( 明 治 2 ) 年 カリ フ 
ォ ル ニア 州 に 入植 し た 旧 会 津 落 士 た ち も だ っ た 
ょ いう 。 そ の 後 , 一 般 の 移民 も 始ま り , 欠 山 
, 銚 道 敷設 ・ 道 路 建 設 ・ 農 場 な どの 労働 者 と 
| て 働い た 。1898 年 , アメ リカ の ハリ イ 併 人 
に より . ハワイ の 日 本 人 移民 は より よい 労働 
巧 件 を を 求め て アメ リカ 本 土 に 渡る こと が 多く 
な り . 20 世 紀 に 入る と , アメ リカ の 日 本 人 は 
他 年 1 万 人 位 の 割合 で 増え 続け た と いう 。 毎 
準 100 万 人 に も 達し た ヨー ロッ パ 系 移民 に 比 
< され ば それ ほど の 数 で は な か っ た が , 日 本 人 
族 民 は 勤 提 で , 低 賃金 ・ 長 時 間 労 働 を いと わ 
な か っ た の で , 白人 労働 者 の 地位 を 脅かし た 。 
も の うえ 生活 習慣 ・ 宗 教 意識 の 違い や 言葉 の 
具 才 な ど が ら 。 例え ば 日 曜日 も 教会 に 行か ず 


・ バ ルカ ン 半 鳥 方 面 に 矛先 を 畔 較 


まい う 形 が 続き , 


有力 を ふる っ て いた 介 。 


第 1 次 桂太郎 内 導 
1901.6 一 06.1 
日 英 同盟 調印 
対 邊 同志 会 結成 

平民 社 設立 

日 中 戦 争 開 


第 1 次 西園 寺 公望 内 導 
1906.7 一 08.7 に 


| 立 宮 政 友 会 


06.1 日 本 社会 覚 結成 
.2 統監 府 開 庁 
.3 鉄道 国有 法 公布 


第 1 求 日 韓 協約 
ポー ツマ ス 条 約 調 
印 。 日比谷 焼き 打 | 07.7 第 3 次 日 韓 協約 


ち 事 件 
-11 第 2 次 日 韓 協 交 


村 園 時 代 の 主 な 政策 


た きか な 政治 的 影響 力 を 保持 し て いた < 


10.3 


.11 南 満州 鉄道 帆 設 立 
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罰 世 が 制定 され る な ど 日 本 人 移民 に 対す る 圧力 も 強まっ て きた 。 

中 露 の 協調 が 進む と , アメ リカ は 1910( 明 治 43) 年 , 5000 万 ドル の 借款 を 清国 に 与え , 
ギリ ス ・ ド イツ ・ フ ラン ス を さき そ っ て 四国 借款 団 を 組織 し , 豊富 な 資金 に 頼っ て いわ ゆ 
叶 「 ド ル 外交 」 を 進め た 。 こ うし て 東 ア ジア に お ける 情勢 は 日 米 の 対立 を は らん で し だ い に 


に 働い た り し た た ゆめ , な か な が か アメ リ 方 人 社 
会 に と け 込 め ず , 日 米 摩擦 の 原因 と な っ た 。 
カリ フォ ルニア 州 の 日 本 人 移民 排 運 動 は , 
1890 年 代 か ら 始ま っ た が , 日 露 戦争 の ころ に 
な る と , アメ リカ の 全国 的 な 労働 組合 団体 が 
これ に 加わ る な ど 笑 発 化し , 1906 年 に は サン 
フラ ン シ ス コ で , 日 本 人 の 学 章 が 公立 学校 へ 
の 通学 を 一 時 禁止 きれ る 事件 が お こっ た 。 そ 
の 後 , 1907 (明治 40) 年 日 米 紳 土 協定 が 結ば れ , 
日 本 は アメ リカ へ の 移民 を 自主 規制 し た が , 
カリ フォ ル ニ 了 州 で は 日 本 人 の . 上 地 所 有 が 禁 
止 き れる な ど 排 日 気 連 が いっ そう 高まり , 結 
局 , 1924 年 に は 新 移民 法 ( い わ ゆ る 排 日 移民 
法 ) が 連邦 議会 で 成立 し , 日 本 人 移民 の アメ 
リカ へ の 入国 は 。 ほぼ 全面 的 に で き な く な っ 
2 


日 赴 戦 争 を 通じ て 日 本 の 国内 政治 に も いろ いろ な な 変化 が 現われ た 。 
日 委 戦 争 後 の 1906 ( 胃 治 99 年 第 1 次 桂 内 閣 は 退陣 し , 第 1 次 西園 
7 1 藩 閥 ・ 官 人 勢力 や 陸軍 を パッ ク と し だ 桂林 馬 衆議院 
の 第 一 発 で ある 立 吉政 友 会 の 総 村 寺 公望 と が " 情 投 人 
いわ ゆる 第 時 代 が 入れ た 。 中 上 有朋 を は じ め と する 導 区 浴 の を 
は 元老 と し て , 各種 の 重要 国務 に 参画 し , 後継 首相 の 推薦 な ど を 通じ て 政界 に 隠 然 た る る 勢 


"し て 変 互 に 内 閣 を 旨 織 する 





第 2 次 西園 寺 公 望 内 閣 
1911.8-12.12 


第 2 次 桂太郎 内 導 
1908。. yarill B ュ 


も 貞 も まき 


(時.10 江 甲 認 書 発布 与 | せ 窯 政友 会 


09.10 伊藤 博文 暗殺 さる | 党 

立憲 国民 党 結 成 12.7 明治 天皇 亡くな る 
大 道 事件 の 検挙 .g 友 要 会 発足 

直 国 併合 条約 調印 | .11 閣議 で 陸軍 の 2? 個 
日 米 通 商 航海 条約 師団 増設 耕 決 
調印 。12 陸 相 上 県 勇作 が 賜 
工場 法 公布 幅 上 圧 | 


財 剛 時 代 の な 僚 「 
⑩ と くに 山県 有朋 は 軍部 (陸軍 )・ 高 級 官僚 ・ 枢 審 院 ・ 貴族 院 な どの 間 に い わ ゆ る 山県 問 を つく っ て , 















370 第 4 部 近代 ・ 現 代 
第 9 章 近代 国家 の 成立 371 


一 方 , 立憲 政友 会 は 原 散 を 中 心 に 藩 閥 ・ 官 僚 勢 力 と 対抗 し . これ と 
も , 衆議院 の 第 一 党 を 確保 し , 鉄道 ・ 河 川 ・ 港 済 ヵ 5 36 
2 * 者: 
RE2 勢力 地盤 を 拡大 し , 官僚 や 貴族 院 の 一 部 に も 勢力 を お よ ぼ し た 
日 赴 戦 争 後 , 軍部 が 中 心 と な っ て 大 規模 な 軍備 拡張 計画 が 立案 きれ た し か し 。 半 
(明治 40) 年 以後 不況 が 進み 。 国家 の 財政 状態 が 苦し く な っ て 財政 整理 が 必要 ヵ と 講 
拡 計画 も 思う よう に は 進ま な く な っ た 。 ie 
時 み 0 8 め 人 0 軍部 は 山県 有朋 ら が 中 心 と な っ て 簿 国 国防 方 針 を 選 
は か は 
eS % 洋 戦艦 各 8 隻 を 中 心 と する 大 艦隊 ( 八 八 艦隊 ) を 
こう し た 状況 の な か で , 政府 は 1908( 明 洛 41) 年 に 成 申 語 書 を 発し て 家族 主義 を 強調 
, 約 と 勤 旭 に よる 国力 の 増強 を 説い て , 内 務 省 を 中 心 に 地方 改 良 運動 を 進め た 。 そし * 
町 村 の 租税 負担 の 能力 を 高め , 農村 共同 体 を 町 村 の も と に 再編 し て , 人 
こと に 力 を 注い だ 。 そ の た め に , 旧 村 落 こ "と の 青年 会 を 町 村 こ と の 青年 会 に 再編 強化 し 
は は の 放電 人 を は か っ た 。 また,1910i66) 和 は 生還 
が 設 立 され , 町 村 ご と の 在 郷 軍人 会 を その 下部 組織 に 組み 込ん だ 。 同 年 に は 産業 組合 申 
会 や 帝国 農 会 も 設立 きれ . 政府 の 指導 下 に 産業 組合 運動 が し だ い に 本 格 化し て いっ た 。 


5 . 近代 産業 の 発展 


ES 明治 初 年 以来 , お 
お も ね 輪 人 超過 
計 い て いた 貿易 収支 は , 生 和 糸 と 鉱産 物 の 輸出 増大 や , 
栓 方 正義 の も と で の 財政 緊縮 と 不況 の 影響 に よる 輸 
の 減少 に よっ て , 1882( 明 治 15) 年 より 輸出 超過 に 
転じ た 。 こ うし た 貿易 の 発展 に よる 刺激 や , 貨幣 ・ 
紗 融 制度 の 整備 など に よっ て , 1880 年 代 後 半 に は 産 
議 卓 は 不況 を 脱し て 活況 を 時 し , 1886 一 和 
*22) 年 に は 鉄道 と 紡績 部 門 を 中 心 に 株 式 会 社 設 

ゲー ム が お こっ た 。 これ 祝 , 06 
ょ いえ る 。1890( 明 治 23) 年 に は その 反動 と し て 金融 


は っ ば 
が 記 導 し 刺 民 が お こっ た が , それ を 契機 に 日 本 銀 
' Pe 


打 が 民間 の 普通 銀行 を 通じ て 積極 的 に 資金 を 供給 す 


ュ に カ た り 後 . | 右 ト * に + 中 較 に 只 
よう に が り ま 0 で の 系 剛 池 6 吉 和 は 天 12 和 
時 を みた 。 富岡 製糸 場 


また , 1880 年 代 後 半 に は 鉱山 や 造船 所 な どの 官営 PF NE の 
事業 の 民間 へ の 払下げ が 本 格 的 に 進め られ , 民間 産 0 8 

記 の 移 属 に 大 き な 役割 を 果たし た 。 取 下 げ を 受け た Ne4 
の は .。 多く が 政府 と 特権 的 に 結び つい て いた 三井 ・ 三 菱 な どの いわ ゆる 政 商 で あっ た 。 
披 ら は , 政府 が 巨額 の 費用 を 投じ て 建設 し た 官営 事業 を 比較 的 安い 値段 で 払下げ を 受け , 
業 資本 か ら 産 業 資本 へ 転化 し , 日 本 資本 主義 の 中 心 的 な 担い 手 に 成長 し て , 財閥 と し て 
Ads 
[ 工 業 0 業 は 伝統 的 な 諾 村 の 個 業 業 を 基盤 に 国産 の 
画 を 原料 と し て , 主として アメ リカ 向け の 輸出 産業 と し て 
急速 に 発達 し た 。 輸入 の 機械 の 長所 を 取り 入れ て . これ まで の 日 本 独自 の 技術 に 改良 を 加 
ぇ た 器械 製 系 に よる 工場 が , 長野 県 の 諏訪 地方 な ど 各地 の 農村 地 帯 に つき つき と 誕生 し た だ 。 
し か し , その 規模 は 編 策 業 に 比べ れ ば 比較 的 小 規模 で , まだ 在 来 の 座 紹 製 糸 も まだ 広範 
に 残り 。 両者 は 並行 し て 発展 を と げた 。 

幕末 以来 , 引導 に よる 魏 価 な 株 や 線 織 物 が 大 量 に イギリス な ど 海 外 か ら 輸 入 き 
れる よう に な っ た た ぬ め , 日 本 の 伝統 的 な 手工 業 生産 に よる 綿糸 や 綿織物 生産 は , 輸 人 品 に 
圧迫 きれ て 一 時 衰え た 。 し か し し , 1870 年 代 に は ウイ ー ン の 万 国選 監 会 を きっ か け に 飛び 導 
の 技術 が 日 本 に 紹介 され , これ を 取り 入れ て 手織 機 を 改良 し , 綿織物 業 は 農村 を 中 心 に 小 
賜 模 で は ある が , 徐々 に 生産 を 回 復 し た 。 

紡績 業 の 部 門 で は , 1880 年 代 に 政府 の 半 励 に より 各地 に 設立 され た 2000 殺 紡績 が ふる わ 
な た か っ た な か で , 1883( 明 治 16) 年 操業 を 開始 し た 大 阪 紡績 会 社 が , 蒸気 機関 を 原動力 と す 
ぁ イ ギリ ス か ら 輸 入 し た 紡績 機械 (ミュ ー ル 紡績 機 , の ち リ ング 紡績 機 ) を 用 いて , 大 規模 
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[ 導 業 革命 】 機械 制 生産 が , それ まで の 家内 工業 ・ 手 工業 生産 を 圧倒 し て 工業 生産 力 が 
鞭 的 に 増大 し 。 資本 主義 が 支配 的 な 生産 様式 お よび 経済 体制 と な る 社会 ・ 経 済 上 の 則 
を いう 。18 世 紀 末 に イギリス に お こり , 19 世 紀 半 ば ころ まで に 欧米 先進 諸国 で 達成 され た 。 
日 本 で は 1900( 明 治 33) 年 ころ まで に 繊維 産業 部 門 を 中 心 に , 産業 革命 が 一 応 達 成 き され た が , 
生業 部 門 は か な り 立 ち 遅 れ て いた 。 な お , 最近 。 イギリス な ど で は , イギリス で お こっ 
た -「 産 業 章 命 」 に よる 経済 的 ・ 社 会 的 変化 は , 「 革 命 」 と 呼べ る ほど 急激 で 大 き な 変 化 で は な 
ふっ た と し て .「 産 業 革命 」 と いう 用 語 の 使用 を 避け る 学者 た ち も 出 て き て いる < 


EC 
1889| 5/ | 4 


な 生産 (1 万 鍵 ) を 展開 し て 成功 を 収め た @。 こ の 再 
が 刺激 と な っ て , 1880 年 代 未 に は 摂津 紡績 ・ 鐘 
編 会 社 な ど 大 規模 な 機械 制 生産 に よる 紡績 会 社 が 軒 
つぎ と 設立 され , 機械 紡績 は 在 来 の 手 紡 ヤ ガ 及 
に よる 綿 終 の 生産 を 圧倒 する に いた っ た 。 そ し 識 
1890( 明 治 23) 年 に は , 国内 の 綿 率 生産 高 は 輸入 高 春 
まつだ 。 
[交通 ・ 運 輸 ] 近代 産業 の 発展 と 並行 し て , 基軸 
運輸 機関 の 発達 も る 著しかっ た 。 鉄道 部 門 で は . 
ガラ 編 _ (明治 22) 年 官営 に よる 東海 道 線 (新橋 ・ 神 戸 間 ) 誠 
通し , 1892( 明 治 25) 年 に は 鉄道 敷設 法 が 制定 され て , 全国 幹線 綱 の 計画 が 立て られ が 
た , 民営 の 鉄道 も 華族 の 金 禄 公債 を 主たる 資本 と し て , 1881( 明 治 14) 年 日 本 鉄道 会 社 
立 さ れ た (1891 年 , 上 野 ・ 青 森 間 全 通 ) の を は じ め と し , 1880 年 代 後半 の 私 鉄 プ ー ム の 調 
〒 く も 1889( 明 治 22) 年 に は 営業 キロ 数 で は 民営 が 官営 を 上 まわ り , 山陽 鉄道 ・ 九 州 災 着 
ど 幹 線 の 建設 が 進ん で , 日 清 戦争 後に は 本 州 の 両端 で ある 青森 ・ 下 関 間 が 鉄道 に よっ 
きき れ た 。 洛 運 部 門 で は , 1885 (明治 18) 年 , 三菱 泡 船 会 社 と 共 同 運輸 会 社 が 合 人 U 謀 
本 郵船 会 社 が 設立 され , 政府 の 保護 の も と に , 大 阪 商船 会 社 と 並ん で , 沿岸 航路 が 員 

国 航 路 に も 進出 する よう に な っ た 。 


に 日 清 戦争 後 。 政府 は 清国 か ら 得 た 巨額 な 賠償 金 を も 
う 大 な 経費 を 投入 し て , 軍備 の 拡張 と 産業 の 振興 を 中 滑 
いわ ゆる 戦後 経営 を 推進 し た 。 そ の 影響 で 経済 界 に は 空前 の 好景気 が 訪れ 企業 の 事 
が あい つぎ , 著しい 会 社 設立 プー ム の 様相 を 星 し た 。1900( 明 治 33) 年 か ら 翌 年 に は 資 守 
義 恐 慌 が 訪れ , 銀行 を は じ め 産 業界 に 大 き な 影 響 を 与え 企業 の 倒産 や 操業 短縮 が お 謀 
た が , 政府 の 指導 に よっ て , 日 本 銀行 は 普通 銀行 を 通じ て 記 ん に 産業 界 に 資金 を 供給 | 


nM WW 


[工業 ] 1880 年 代 の 末 か ら 企 業 熱 は 急速 に 砂 
ん に な り , 各地 に 新しい 会 社 ・ 工 場 が つく られ 始 
め /、1886( 明 治 19) 年 に は わずか 53 だ っ た 原動機 
陳 用 の 工場 は 。1890( 明 治 23) 年 の 最初 の 恐慌 に も 
か か わら ず 1891( 明 治 24) 年 に は 495 の 多き に の ば 
| 日 清 戦争 の 勝利 は その 飛躍 的 発展 を も た らし 


ま 。 な か で も 紡績 業 の 発展 は めざまし く , 右 の 表 
が す よ うに , 弥 生産 高 は 1889 一 09 業 の 発 鐘 は 紡績 機 の 和 ホ 巻 棒 単 位 は 
購 強 と な っ た 。 原 料 の 綿花 を 中 国 ・ イ ンド ・ ア ズ 1 生 導 高 以下 の 単位 は 1000 舞 。 
有 ) カ な どか ら 輸 入 し て 盛ん に 綿 未 生産 に あたっ た 
が 輸入 綿糸 を 駆逐 し て 国内 の 需要 を 満た し た ば か り で な く , 綿糸 輸出 税 と 綿花 輸入 税 の 
麻 (1894 年 と 1896 年 ) な ど , 政府 の 積極 的 奨励 策 の も と で , 中 国 ・ 朝 鮮 へ の 輸出 を 党 速 に 
間 た し , 輸出 高 は 1897 (明治 30) 年 に は 輸入 高 を 完全 に 上 まわ っ た < 

また 、 製糸 業 は 最も 重要 な 輸出 産業 と し て 発展 し , 同じ 10 年 間 に 生 産 高 は ほぼ 2 倍 に な 
1894( 明 治 27) 年 に は 器 要 製 了 に よる 生産 高 が 在 来 の 座 緑 製 攻 の 生産 高 を 上 まわ り , 大 
肌 要 な 製 系 工場 も つく られ る よう に な っ た 。 製品 の 生糸 は , フラ ンス 産 ・ イ タリ タ 産 ・ 靖 
『 ょ う うこ | 施 の 生糸 と の 国際 競争 に 打ち 勝っ て , アメ リカ は じ め ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 に も 盛ん に 輸出 で 
また , 政府 は 日 本 勧業 銀行 ・ 府 県 の 農工 銀行 ・ 日 本 興 業 銀行 な どの 特殊 銀行 の 設 誠 攻 か /-。 原料 は 国産 の 蘭 を 用 いた の で , 製糸 業 は 外貨 の 獲得 と いう 点 で は , 最も 頁 献 度 が 剖 
め , 産業 資金 の 調達 と 供給 に あたら せ た 。 か っ た 。 そ の ほか , 組織 物 ・ 綿 織物 ・ 製 紙 ・ 製 糖 業 な どの 軽工業 部 門 で も , し だ い に 機 示 

19 世紀 末 , 欧米 先進 諸国 は 金本位 制 を 採用 し て いた が , アジ ア で は , 日 本 ・ 中 国 胡 計 財産 が それ まで の 手工 業 生産 を 圧倒 し て いっ た 。 とりわけ 織 物 業 の 部 門 で は , 1997 
く の 国 で な お 銀 本 位 制 が 主流 で あっ た 。 し か し , 金銀 相場 の 変動 な どか ら 貿 易 関 係 ほ 誠 (| 治 30) 年 に 豊田 佐 者 (1867 一 1930) ら の 考案 し た 国産 力 織 機 が . それ まで 農村 で 行わ れ て 
定 で , 欧米 諸国 と の 貿易 の 発展 や 外資 導入 を は か る た め に も 不便 で あっ た 。 そ こ で 本 いた 手織 機 に よる 有情 制 家内 工業 生産 を 小 工場 で の 機械 制 生産 に 転換 させ て いっ た 。 
金本位 制 の 採用 を は か り , 清国 か ら の 賠償 金 を 金 準 備 に あて , 1897 (明治 30) 年 に は 貨 農 考 。 重 工業 部 門 は まだ 立ち 遅れ て いた 。 政 府 は 官営 に よる 軍事 工業 の 拡充 を 進め た が * 
を 制定 し て 金本位 制 を 実施 し た 。 “ 上 K 和 諸 業 と し て は 。 政府 の 造船 半 励 策 の も と で 三菱 長崎 造船 所 な ど 二 , 三 の 大 規模 な 造船 

この よう に し て , 日 清 戦 争 前 か ら 紡 績 業 や 製糸 業 な ど 繊 維 産業 部 門 で 始ま っ て い が だ 訂 大 が 発達 し た ほか に は , みる べき も の は 少な か っ た 。 と くに 重工 業 の 中 心 と し て , 軍事 上 
革命 は , 戦後 に な る と さら に 著しい 発展 を みせ , その 結果 , 繊維 産業 部 門 を 中 心 に 資 境 の 基 礁 と な る べき 鉄 鍋 の 生産 体制 は 貧 弄 で , 軍備 拡張 や 鉄道 敷設 の 必要 な ど に より 日 消 
義 が 成立 する に いた っ た の で ある 。 そ の 模様 を 部 門別 に 眺め て みる こと に し よう 。 吉 後 急増 し つつ ある 需要 の 大 部 分 を 外国 か ら の 輸入 に 頼っ て いた 。 そ こ で , 政府 は 鉄 負 

5 の 国産 化 を めざし て , 大 規模 な 官営 製鉄 所 と し て 八幡 製鉄 所 を 設立 し た 。 八 幡 製 鉄 所 は 

ッ の 技術 を 取り 入れ て , 1901( 明 治 34) 年 開業 し , 清国 の 大 治 鉱山 の 鉄鉱 石 を 原料 と し, 
間 族 の 石炭 を 用 いて 鉄 の 生産 に あたっ た 。 当初 は 技術 的 困難 に 悩ま され た が , よう や く 日 
記 江 争 徐 に は 軌道 に 乗り , 国内 の 鉄鋼 の ほとん ど 70 一 80% を 生産 し た 。 し か し 一 般 的 に は . 
了 ] 業 部 門 は 軽工業 部 門 に 比べ て 立ち 遅れ , と くに 民間 企業 は 貸 憶 で , その 本 格 的 発 は 









の 大 阪 紡績 会 社 の 工場 で は , 日 本 で 初め て 夜間 に 電灯 を 用 い 、 
g. 宇 生態 を あげ た 。 

@ 釣 血 辰 致 の 発明 に よる 簡単 な 紡績 機械 で . 1877( 明 治 10) 年 の 第 一 回 内 国共 業 博覧 会 で 賞 を 灯 
れ た 。 一 時 は 愛知 県 を 中 心 に か な り 普 及 し た が , 1890 年 代 に な る と 本 格 的 な 機械 編 績 の 発達 に 大 
て , ガラ 紡 に よる 生産 は 栓 えて いっ た 。 


夜 2 交代 制 で 機械 を フル 稼 生 
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日 路 戦 争 後 に 等 ね 6 ば な ら な か っ た 。 

交通 ・ 運 輸 ] 近代 産業 の 発展 や 軍事 還 
必要 か ら , 日 清 戦争 後に 交通 ・ 運 輸 機 関電 
い 発情 を と げた 。1896 (明治 29) 年 に は 門司 
崎 間 , 1901 (明治 34) 年 に は 神戸 ・ 下 関 問 の @ 


央 ・ 毛 織物 な どの 加工 品 が 多く , 輸出 品 は 生 氷 ・ 茶 ・ 水 産物 
, 鋼 な ど 日 本 特産 の 食料 や 原料 品 が 多かっ た 。 そ れ が 日 清 戦 
略 後 に な る と , 輸入 品 で は 綿花 な どの 原料 品 が 目立つ よう に 
計り , 輸出 品 で は 綿糸 が 生糸 に つい で 第 2 位 と な る な ど 加 工 
が 民間 の 手 で 全 通 し た 。 総 営業 キロ 数 も 飛 則 が 増え て お り , 日 本 が 近代 工業 国 へ 一 歩 を 進め た こと が 明 
に 伸び た が , と くに 目立つ の は , 日 清 戦 代 か に な っ て いる 。 輸出 の 主 な 相手 国 は , アメ リカ が 第 1 位 
引き 続き 民営 の 鉄道 が 大 い に 発達 し た こ 如 C、 第 2 位 は 清国 で あっ た 。 
1902 (明治 35) 年 に は 全 延 長 の 約 70% を 私 鐘 衣 [ 農 業 ] こう し た 資本 主義 の 発展 は , 農業 面 に も 大 き 
め た の で ある 。 な お , 京都 ・ 名 古屋 ・ 東 京 2 肖 蛋 を 与え た 。 工 業 に 比べ る と , 米 作 を 柱 と する 審 組 乱 営 
ーーー 一 の 大 都市 で は , 1890 一 1900 年 代 に つぎ っ 証 由 心 で あっ た 上 農 業 の 発着 は 遂 々 と し て いた が は MR の 
生還 1 街 六 車 が 開通 し , 市 民 の 足 と し て 親しま 剛 に よる 不況 か ら 抜 け 出し た 1890 年 代 に な る と , 米価 を は し 
四宮 の 変 層 (「 日 本 経済 統 計 級 より ) 海軍 面 で は , 千 衝 炎 励 法衣 海龍 須 湊 財産 物 の 価格 も 上 昇 し , 農村 は 比較 的 安定 し た 発展 を 示す 
定 ( と も に 1896 年 ) な どの 政府 の 保護 ・ 奨 励 9 」 うに な っ た 。 大 豆 粗 な どの 金 肥 の 普及 や 品種 改良 ゅ に み ら 
も と で , 日 本 郵船 会 社 が イン ド ( ボ ン ベ イ ) 講 
北米 (シア トル ) 航路 ・ 欧 州 ( ア ント ワー 
路 ・ 豪 州 (メル ボル ン ) 航路 を , 東洋 汽船 会 
北米 (サン フラ ン シ ス コ ) 航 路 を 開設 する 博 語 
外国 向け の 遠洋 航路 が つぎ つぎ と 開か れ < 鋼 
7 だ し 
[財政 ・ 金 融 ] 財政 面 で は 軍備 拡張 や 産 
興 ・ 教 育 施設 の 拡充 ・ 台 湾 植 民 地 経営 な 請 
わ ゆ る "戦後 経営 "の た め に ば く 大 な 経費 吉 
と し た の で , 日 清 戦争 後 , 財政 は 膨張 の 一 識 





が , 近代 産業 の 発展 に ょ る 非 農業 人 口 の 増大 と 生活 水準 の 向 覧 』 よ り ) 
上 ト は, 農産 物 , 特に 米 の 国内 需要 を 増大 きせ た 。 その た め 米 の 供給 は し だ い に 不 足 が ち と 
店 り . 日 清 戦 争 後に は 朝鮮 な どか ら 毎 年 米 を 輸入 する よう に な っ た 。 
ぶ 通 機関 の 発達 ・ 外 国 貿 易 の 隆盛 な ど に 伴う 商品 経済 の 農村 へ の 浸 透 は 農村 の 和 目 給 体 
前 を つき 崩し て , 環 業 的 農業 を いっ そう 推し 進め た 。 生 糸 の 輸出 に 刺激 きれ て 双 の 栽培 や 
職 任 が 盛ん に な っ た が , 反面 , 自家 用 衣料 の 生産 は ほとん ど 行 われ な く な り 。 また , 安価 
な 外国 産 の 原 纏 が 原料 に され た た め , 国内 の 綿花 生産 は 衰え た 。 商業 的 農業 の 発展 に 応じ 
至 業 協同 組合 も 芽 ば え , 1900( 明 治 33) 年 に は 産業 組合 法 が 成立 し て , 信用 ・ 販 売 ・ 購 買 
生産 に つい て の 協同 組合 が つく られ る こと に な っ た 。 
た どっ た 。 そ の た め 公 ^ 債 発行 ・ 地租 増 徴 の 上 そう し た な か で 農民 層 の 分 解 は さら に 進み , 1880 年 代 か ら 90 年 代 に か け て 小作 地 率 は 増 
営業 税 ・ 砂 糖 税 ・ 実 酒税 の 新設 , 酒 ・ 笑 開 用 を 続け た 。 大 地主 の 間 で は , 借金 な どの た め に 農民 が 手放し た 農地 を 買い 集め , 小作 人 
の 増 箇 な ど あ いつ ぐ 税 の 新設 ・ 増 徴 が 行 お < これ を 貸付 け て 耕作 きせ , みず か ら は 耕作 を 離れ て 。 いわ ゆる 寄生 地主 と な る 傾向 が 強 
その 結 。 租税 収入 に 占め る 地租 の 割合 は 請 まっ た 。 地主 は 小作 料 を も と で に 公 人 債 や 株 式 に 投資 し た り , みず か ら 企 業 を お こし た り し 
幅 に 低く な り , 月 治 初 年 の 地租 中 心 の 租税 - 素 し だ い に 資 本 主義 と の 結び つき を 深め る と と も に , 地方 有力 者 と し て 地方 自治 体 の 俊 
か ら 間 接 消費 税 中 心 の 租税 制度 が と と の 詳 職 に つい た り , 議員 に な る な ど , 日 本 の 政治 の 基底 を 形 づ く っ た の で ある 。 
2 れ た 。 | 本 基 の 発展 日 吉 戦 争 が 終わ る と , 軍備 拡張 を は じ め と する 戦後 経営 
(人 口 と 職業 】 1872 (明治 5 ) 年 の 総 人 口 は 3311 万 人 で 有 業 人 口 の 81.4% が 農林 業 。 計 全 本 主 半 の 先 党 | 必要 か ら , 国家 財政 は いっ そう 膨張 し た 。 Pe 
が 鉱工業 , 5.5% が 商業 で あっ た 。1900 (明治 33) 年 に な る と , 内 地 の 総 人 口 4482 万 民 岡内 債 の 聞 集 を さら に 拡大 し , また , 各種 の 増税 を 行っ て その 財源 に あて た が , 財政 状態 
業 人 口 の 66.6% が 農林 業 , 13.5% が 鉱工業 8.6% が 商業 で あっ た 。 こ の よう に 諾 格 は 革 し か っ た 。 そ う し た 財政 の 重圧 の も と で 日 赴 戦 争 後 の 企 業 勃興 は 日 清 戦争 後に 比較 
口 の 減少 , 鉱工業 ・ 商 業 ・ 交 通 業 人 口 の 増加 は 明らか な 対照 を みせ て いる 。 する と あま り 活 発 で は な く , 好況 も 短期 間 に 終わ っ て , 1907 (明治 40) 年 に は 恐慌 が お こり , 
[貿易] 貿易 面 で は . まず その 総額 が 日 清 戦争 後 . す ば ら し い ゅ 勢い で 増加 し た 語 放 の 後 も 不況 が 続い た 。 と くに 農業 生産 の 停滞 や 農家 の 欠 追 が , この 時 期 に は 社会 問題 
明治 35) 年 は 1887( 明 治 20) 年 の 5 倍 以 上 に も な っ て いる 。 つ ぎ に 目 立つ こと は 1882 細 とし て 取り あげ られ る よう に な っ た 。 
15) 年 以来 の 輸出 超過 が , 日 清 戦争 後 再 び 輸入 超過 に か わっ て いっ た こと で ある 。 こ ご 脂 
綿花 な どの 工業 原料 品 や 機械 ・ 鉄 な どの 重工 業 製品 の 輸入 が 増大 し た た め と 考え ら 灯 





0 履 府 は 1893( 明 治 26) 年 。 農 事 試験 所 を 設置 し て , 稲 な ど 農作物 の 品種 改良 に 力 を 注い だ 。 
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輸出 入 品 の 内 容 を みる と , 日 清 戦 争 前 の 輸入 品 は 綿 共 ・ 砂 0 20 拉 0 91005 
DR 作 地 ン ンー ョ ンー シン シン ンジ 





中 る 農業 技術 の 向上 に よっ て , 米 の 生産 高 は 徐々 に 上 昇 し た 小作 季 率 の 変化 (『 迄 代 日 本 経済 史 栓 
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映 河 な どの 財閥 が , 金融 ・ 貿 易 ・ 運 輸 
令 山 業 な ど 多 方 面 に わた っ て 多角 的 経 
を 進め, 三井 財閥 が 1909 (明治 42) 年 三 
合名 会 社 を 設立 し た の を は じ め , 各 財 
と も 持株 会 社 を 中 心 に コン ツェ ルン の 
較 旧 を 整え て 産業 界 を 支配 する よう に な 

5 た 。 い わ ゆ る 独占 資本 の 形成 で ある 。 

[三井 と 三菱 】 財閥 の な か で も と くに 
員 用 だ っ た の は 三 = 井 と 三 = で あっ だ 。 

- 井 ! は 江戸 時 代 か ら 上 呉服 商 ・ 両 森 商 


[ 工 業 ] 日 露 戦争 後 ,. これ まで 遅れ て いた 重工 業 災 
で は , 造船 ・ 車 両 ・ 機 械 器具 ・ 鉄 鋼 ・ 水 力 発電 事業 な ま 
著しい 発展 を 示し た 。 例 えば 造船 業 で は 造船 技術 が 世界 
水準 に 追い つき , 1 万 トン 級 の 大 型鋼 鉄 船 が 国産 で き 計 
os な り , その 国内 自給 率 も , 戦後 数 年 の うち に 60%% 避 
を ォ っ た だ 。 鉄鋼 業 で は 官営 の 八幡 製鉄 所 の 生 * 
主要 産業 の 生産 力 指数 (1894=100) 日 本 の 多 鉄 生 産 量 は 1901 (明治 34) 年 の 5 1 KN 中 
(大正 2) 年 に は 24 万 トン と 5 倍 近く に 増え , 鋼材 は 同じ 期間 中 に 6000 ト ン か ら 25 万 ト 亡 
達し た 。 日 本 製鋼 所 を は じ め 民 間 の 製鋼 会 社 も 設立 され る な ど 鉄 負 炎 の 分 野 で も 。 民間 
業 が し だ い に 発 展 し て きた 。 そ の ほか , 工作 機械 工業 で は . 池 由 鉄工 所 が 旋盤 の 完全 久 
に 成功 する な どの 発展 が み ら れ た 。 ま た , 水力 発電 が 本 格 的 に 始ま り . 電力 事業 が 発情 
て , 大 都市 で は ほとん どの 家々 に 電灯 が つく よう に な っ た 。 「 

軽工業 部 門 で も , 綿糸 紡績 ・ 製 系 ・ 織 物 ・ 製 紙 ・ 製糖 業 な ど が 引き 続き 発展 を 示し 
紡績 業 で は 大 企業 同士 の 合併 が 行わ れ て 。 上 7 ん な と の で 
産 も 盛ん に 行わ れる よう に な り , 滴 州 ・ , 朝鮮 市 場 に 進出 を 強め て , イギリス 綿布 ・ 了 ア 
カ 綿 布 と 対 挽 し た 。 ま た , これ まで 手織 機 に 1 て 小 規模 な 間 屋 制 家内 工業 が 行わ 
いた 農村 の 綿織物 業 で は 。 国産 力 織 機 が 使わ れ て 中 小 工 工場 へ の 転換 が 進ん だ 。 製 系 業 
アメ リカ 向け の 輸出 が いっ そう の 発展 を 示し , 1909 (明治 42) 年 に は , その 輸出 規模 は 中 
を 追い 越し て 世界 最高 と な っ た 。 

し か し , この よう に 重工 業 の 著しい 発展 に も か か わら ず , 工業 の 中 心 は 依然 と し て 
産業 を 中 心 と し た 軽工業 に あっ た と いえ よう 。 

質 易 ] 工業 の 発展 に 伴い , 貿易 額 あ めざまし い 伸長 を みせ た 。1902 (明治 35) 年 罰 
領 5 億 3000 万 円 だ っ た の が , 日 赴 戦 争 後 の 1906 (明治 39) 年 に は 8 億 4000 万 円 を 超え , 還 
(大 正 元 ) 年 に は 11 億 4500 万 円 を 超え た 。 ま た , 対 満 州 の 綿布 の 輸出 と 大 豆 箱 の 輸入 。 
国 (朝鮮 ) の 綿布 の 輸 ( 移 ) 出 と 米 の 輸 ( 移 ) 入 な ど . 日 本 経 潮 
お ける 植民 地 の 役割 が 大 きく な っ た 。 し か し , 輸出 が 活 笛 
し た に も か か わら ず , 軍 番 品 や 重工 業 資材 の 輸入 が 増加 回 
た ぬ め 。 日 邊 戦争 後 の 貿易 収支 は お お むね 入 超 で 赤字 続 
な り , この 期間 中 に 再 超 だ っ た の は 1906・1909 (明治 紅 
42) の 2 年 度 だ け で , 巨額 な 外国 償 の 利払い も あっ て 日 替 
国際 収支 は か な り 悪 化し た 。 

[交通 ・ 運 輸 ] 鉄道 事業 は 順調 な 伸び を みせ , 営業 凍 四 
で 民営 が 官営 を 大 きく 上 まわ っ た 。 し か し , 経営 の 統 舎 護 
事 輸送 の 便 と いう 経済 的 ・ 軍 事 的 な 必要 か ら , 政府 は 中 
(明治 39) 年 に 鉄道 国有 法 を 公布 し , 日 本 鉄道 ・ 山 陽 鉄道 
州 鉄道 な ど 17 社 4500km の 私 鉄 を 買収 し , 全国 の 主要 な 
は すべ て 国鉄 と な っ た 。 “ 

| 財閥 の 産業 界 支 配 ] こう し た 資本 主義 の 発展 に 伴い 旨 
く に 1907 (明治 40) 年 の 恐慌 を 経て , 三井 ・ 三 菱 ・ 住 友 ・ 





び ぴ つ き , いわ ゆる 政 商 として, 銀行 
・ 物産 ・ 炭 鉱業 な ど で 発 展 を と げた が , 


は 銀行 部 が 独立 し て 三菱 銀行 と 
憶 そ | 日 本 資本 主義 の 特色 1 
放 は 、 欧米 先進 詳 国 が 200 一 300 年 を 要 し た 過 
剛 を . せい ぜ い 半 世紀 と いう きわ め て 短期 間 
達成 し , 急速 に 成立 ・ 発 展 を と げた 点 に 大 
な 特色 が ある 。 そ し て , 資本 主義 の 成立 と 
職 屋 の 過程 に お ける め ぎ ざま しい 「 高 度 成長 」 は 
世界 史上 の 驚異 的 な 現象 と いえ よう 。 も と よ 
j. こう し た 急速 な 発展 は , 政府 の 主導 に よ 
5 近代 産業 育成 政策 の も と で , すでに 産業 革 
褒 を 終わ っ て いた 欧米 先進 諸国 か ら , 高い 水 
準 の 経済 制度 ・ 技 術 ・ 知 識 ・ 機 械 な ど を 日 本 
に 導入 し , 移植 する こと に よっ て も た ら さ れ 
た も の で ある 。 産業 化 の 推進 に は 巨額 の 経費 


詳 二 の 例外 を 除け ば , ほとん ど 外 国 資金 に 頼 
も こと な く , 日 本 国内 で その 資金 が 調達 され 
た こと も 注目 に 値する 。 こ うし た 歴史 的 条件 
の も と で , 日 本 の 急速 な 資本 主義 の 形成 が , 
キ の 「 副 作用 」 と し て , 工業 と 農業 , ある い は 
大 企業 と 中 小 企業 の 格差 (一 重 構造 )。 劣悪 な 
骨 働 条件 . きま ざま な 公害 や 環境 破壊 な ど 
いろ いろ な 「 ひ ずみ 」 を 生ん だ こと も 耕 定 で き 





を 必要 と し た が , 産業 革命 達成 へ の 過程 で は , 
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と し て 巨 富 を は 政府 と 結 東京 双 河 町 三井 組 パ ンク の 錦絵 1874( 明 治 7 ) 年 に 建て られ た 
5 上 作 寺 0 0 三井 組 の 総本山 。 背 後に 日 本 銀行 ・ 第 一 銀行 が みえ る 。 


1890( 明 治 23) 年 以後 , 紡績 ・ 製 紙 ・ 電 機 ・ 金 属 ・ 
機械 な どの 企業 部 門 に も 進出 , 1909( 明 治 42) 年 設 立 さ れ た 三井 合名 会 き 社 を 頂点 に 巨大 な コ 
ン ツ ェ ル ン を 形成 し た 。 三菱 は 雑 新 後 , 涯 崎 弥 大 郎 が 政府 の 特権 的 保護 を 受け て 海運 業 で 
巨 利 を 収め て その 基礎 を つく り , 造船 ・ 保 険 業 を 中 心 に 成長 し , 1893 (明治 26) 年 に は 三菱 
合資 会 社 を 設立 し , 製鉄 ・ の 4 製紙 ・ 鉱 業 な ど に も 手 を 広げ , 1919( 大 正 8 ) 年 に 
、 合 資 会 社 の も ゃ と に 財閥 を 形成 し た 。 


な いし , それ ら を 利用 する こと に よっ て 日 本 
は 急速 な 経済 発展 を と げた , と いう 見 方 も 成 
り 立 つか も 知れ な い 。 し か し , これ ら の 二 重 
構造 や 「 ひ ずみ 」 は , 後発 的 に 資本 主義 を め ざ 
す 多 く の 国 々 に お お むね 共通 の 現象 で あり , 
し か も , 日 本 の 「 高 度 成長 」 は きわ ぬ め て 例外 的 
で あっ た 。 そ の こと を 考え れ ば , 「 ひ ずみ 」 や 
二 重 構造 を 理由 と する 見 方 で は , 「 高 度 成長 」 
の 秘 密 を 解き 明か せな いで あろ う 。「 高 度 成 
長 」 の 秘 害 を どこ に 求め る か に つい て は , き 
ま ぎ ざま な 考え 方 が ある が , 寺子 屋 教 育 の 伝統 
を 引き 継い だ 学校 教育 に よる 国民 教育 の 普及 
が も た らし た 国民 の 読み 書き 能力 の 高き , 教 
育 制度 を 通じ て 中 下層 の 庶民 が 国家 の 指導 階 
層 に まで 上 昇 し 得る よう な タテ の 社会 的 流動 
性 の 高き , 「 日 本 人 の 勤勉 性 」, 宗教 的 東 短 の 
火 如 、 そし て , 国民 の 大 部 分 が 同一 民族 か ら 
な り , 同一 言語 を 用 い , 宗教 的 対立 に よる 流 
血 も あま りな いと いう 状況 の も と で の 日 本 社 
会 の 同質 性 の 高き な ど , 江戸 時 代 以 来 の 日 本 
の 歴史 的 条件 の 重要 性 を 考慮 する こと が 必要 
で あろ う 。 
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" 明治 の 中 期 以後 , 資本 主義 の 発達 が めざまし く な り , 
社会 問 題 の 発生 = 制 工業 が つき つき に 勃興 する に 伴い , 賃金 労働 者 の 数 


増し た 。 彼ら の 多く が 農家 の 次 ・ 三 男 や 子女 で , 貸し い 家 計 を 助け る た め の い わ ゆ る 
稼 型 "の 労働 者 で あっ た 。 し か も , 産業 革命 の 中 心 と な っ た 繊維 産業 部 門 の 労働 者 ( 
部 分 が 女子 で あり @, 重工 業 や 鉱山 部 門 で は 男子 労働 者 が 多かっ た が , 全体 と し て 誠 
働 者 の 比重 が 大 きか っ た の で ある @。 こ れ ら の 労働 者 は , 同時 代 の 欧米 諸国 に 比べ 
は る か に 低い 賃金 で 長 時 間 の 音 酷 な 労働 に 従事 し , また 悪い 衛生 状態 ・ 生 活 環境 に お 
る な ど , 労働 条件 は 劣悪 や あっ た 。 













1 .5kg) 14 一 15 銭 位 , 大 学 を 卒業 し た 役人 の 初任 給 は 月 額 40 一 50 円 で あっ た 。 

日 清 戦 争 以前 に は 労働 者 の 意識 は 成 熱 し て お ら ず , 労働 運動 は 本 格 化 し な が っ た 。 九州 
の 高島 炭 銘 で 。 3000 人 の 玉 夫 が 虐待 を し いら れ , これ が 1888( 明 洛 21) 年 , 雑誌 F 日 本 人 』 
取り あげ られ た 高島 炭鉱 事件 や , 1886 (明治 19) 年 甲府 の 雨宮 生 共 紡 績 場 で , 100 余 名 の 
上 が 音 酷 な 労働 条件 に 反対 し て スト ライ キ を お こし た こと な ど が . この 時 期 の 主 な 労働 
前 題 で あっ た 。 ー 「 癌 。 
日 清 戦争 後 。 労働 者 の 階級 的 自覚 が し だ い に 高 まり , が た ぬ め に 
骨 結 する よう に な っ た 。1897 (明治 30) 年 に は アメ リカ か ら 帰 国 し た 高野 房 太郎 868 一 


しま 




























sa 誠 英 小 岳 許 層 生 ご 由 名 


保護 する 法律 を 制定 し よう と し た 。 し か し それ は , 資本 家 側 の 反対 で な か な か 実現 し な か 


ーー] FM [ 四 


ee 


> 当 二 コ 忠 等 答 。 革 守 計 音 rr ri 交 混 右 避 | | 


[労働 時 間 と 賃金 】 劣悪 な 労働 
な し で 記 働 組合 が 結成 され 労働 運動 が 展開 され る と と も に , その 指導 理論 と し て の 社会 主義 思 
人 WW が 半ば える よう に な っ た 。1898( 明 治 31) 年 に 社会 主義 研究 会 が 生ま れ , これ を 母体 と し 
et て 1901 (明治 34) 年 に は 日 本 で 最初 の 社会 主義 政党 で ある 社会 民主 党 が 結成 され た 。 し か し 
Se 了 府 は , 治安 警察 法 に よっ て た だ ち に これ を 禁止 し た 。 は 
10 11 時 間 労働 で 日 給 90= 議 [会 民 主 党 ] 中 心 メ ン バ ー は 。 幸 健 秋 不 ・ 片 山 半 ・ 変 部 大 (1865ー1949) 西川 交 一 
(現在 の 3000 円 位 ) 程度 で あっ が 表 (18761940)・ 木 下 尚 江 (1869 一 1937) ・ 河 上 清 (18731949) ら で , 理想 綱領 と し て 軍備 全廃 
実際 に は 残業 し て 13 一 16 時 間 働き 、50 一 60 銭 位 の 日 給 を 得る こと が 多かっ た 。 休日 (本 ・ 半 の 廃止 ・ 土 地 と 次 本 の 公 有 化 な ど を か か げ , 実際 通 動 の 本 岳 と し て ーー 
は 月 2 回 。 紡績 工場 の 女子 労働 者 (女工 ) は , 昼夜 2 交代 制 の 12 時 間 労 働 (実働 1 時間) 所 軍備 籍 小 ・ 普 通 選 挙 実施 ・8 時 間 労 働 実施 な ど と を うた っ た 。 そ の ころ は マル クス 主義 の 影 
休日 は お お ね 隔 週 1 回 賃金 は 日 給 7 一 25 銭 が 標準 で あっ た 。 女子 労働 者 の 多 人 覆 よ り も , まだ キリ スト 教 的 人 道 主 義 の 性 格 が 強かっ た 。 CseA3 
宿 合 に 住ん だ が , 肺結核 な ど に より 健康 を 損 うこ と も 少な く な か っ た 。 大 企業 に 多 が 較 と の の ち . 日 促 戦争 の 危機 が 深まる と , 1908( 明 治 36) 年 。 幸徳 秋水 ・ 堺 利彦 ら は 平民 社 
紡績 女工 に 比べ , 中 小 企業 に 多かっ た 製糸 女工 や 織物 女工 の 場合 は , その 労働 条件 い M を お こし 「 平 民 新 聞 』 を 発行 し て , 社会 主義 の 立場 か ら 反戦 運動 を 展開 し た 。 あし ぁ 
そう 悪く @, 16 一 17 時 間 労働 ちあ まれ で は な か っ た と いう 。 ち な み に 当 時 の 米価 は 1 将 また , 近代 産業 の 急速 な 発展 に 伴い ,。 さま ざま な 公害 問題 も お こっ た 。 な か で ゃ 足尾 普 
山 鉱 毒 事件 は 地元 の 鉱 毒 被害 民 に よる 足尾 銅山 の 事業 停止 を 求め る 運動 が 展開 され , 田中 
"人 (1841 一 1913) ら が 議会 で これ を 取り あげ て 政府 に 対策 を 迫る な ど , 大 き な 社 会 問題 に 


騙 展 し た 。 
(足尾 銅山 鉱 毒 事件 と 田中 正造 】 栃木 県 足尾 町 に ある 銅山 は , 江戸 時 代 初期 か ら 幕府 直営 
の 銅山 と し て 有名 で あっ た が , 明治 初 年 , 民間 に 払い 下げ られ , 古河 市 兵衛 (1832 一 1909) 
が 経営 者 と な っ た 。 彼 は 技術 的 改良 を 加え , 最新 の 洋式 機械 を 使っ て 採掘 に あたっ だ の て: 
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き 3 天才 環 示 。 ほ の 時 石 W 選 府 ご と 口 如 韻 笑 石 剛 て 
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石 問 。 中 きみ の 下面 志 4 選 滅 石 陣 演 民喜 騰 泌 .S 
ご 出 護 半 ス て 層 選 人 計 苔 


生 醒 


へ 店 司 r 旧 放言 口 へ べき 水 計 守 叩 日 政 , 器 生 柚 
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を O き ペ も を 地 s りあ っ 折 内 (iso 1933) ら が 加わ っ て , 同年 労働 組合 期 成 会 が 結成 され , その 指導 の も と に , 各地 
| 甘 民 全 っ きょうせい かい い 叶 - に 
作者 5 中 の 角 : 管 製 | | 尽 補 の れ 居 地 ず よ 才 で 狗 工 組合 や 日 本 鉄道 矯正 会 な ど 労働 組合 が つく られ , 待 過 改 善 や 賃金 引き 上 げ を 愛洲 
< 朱 8 小 語 ii 本 る 引 働 争議 が し ば し ば お こる よう に な っ た 。 片山 が 中 心 と な り , 錠 働 組合 期 成 会 ・ 凌 上 
l で 、 系 さき し の 主 は 狂 嗣 紳 合 の 機関 誌 と し て "労働 世界 が 発行 され , 労働 組合 運動 が 展開 され た 。 1 科 
全 。 ば の 紳 。| | ん や 車 竹 を は と 3 ao) 年 に 治安 警察 法 を 公布 し , 労働 者 の 団結 権 ・ 角 業 権 

且 ば 方 ま は 実 + 8 だ お D これ に 対し 政府 は , 1900( 明 治 33) 年 に 治 マタ を 
内 加 の OWN SC を 2 を 側 限 し て 働 運動 を 取り 縮まっ た が , 反面, 生産 能率 の 向上 と 資本 家 ・ 労 働 者 の 階級 
半 さ 催 役 | の 緩和 の た め 労 働 条 件 を 改善 する 必要 が ある と いう 社会 政策 の 立場 か ら , 労働 者 を 
ア 
が 
る 
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生 由 に 1I 


。 加 ご 時 の rk 記 芋 雇 恒 十 中 柚 宮 勤 詞 を 党 雀 革 き | 
。ー 計 (て っ 記 受 潜 放 Aamme 大 S 歯 若き や な 党 
河北 と 団 , 忌 識 計 本 洪 臣 ③ 誠 向 ・ 肝 革 コ 陵 淀 


wterwl 


(『 政 謀 頭 電装 加 』) 


| 吐 千 『 


嘱 沿 8 直 詳 河 器 等 部 護 症 『 符 謀 頭 - 人 は 装 ロ 』 
涯 海 岩石 灘 諸岡 放 下心 学 半 年 吉 呈 放し 中 


で 。 の 連 放 は 財形 旭 宙 泊 大 甘 主 革 堪 べき 訓 避 


殿 Q ビ 石上 詞 藻 ③ 日 野 ③ 料 中 才 石 末 掛 責 遇 卓二 
問 は 議 忠 吉 上 め 立 選 き 避 洪 


さす 半 





眉 基 石 
区 


@ 1900( 明 洛 33) 年 の 統計 に よる と , 民間 の 工場 (10 人 以上 使用 ) 学 働 者 数 は 38 万 8296 人 で , ぞ 右 | 
繊維 産業 の 労働 者 が 23 万 7132 人 (製糸 業 11 万 8804 人 , 紡績 業 6 万 2856 人 ) と 60% 以 上 を 占め , 者 
88 旨 が 女子 で あっ た 。 二 
め また , 年 少 労働 者 の 数 も 多く , 例え ば 1897 一 98 年 ころ の 統計 で は , 12 蔵 未満 の 労働 者 が 操 浦 
会 侍 で は 全 労 働 者 中 の 21% 余 り , 大 阪 紡績 会 社 で 10% 余 り を 占め て いた 。 

@ この 時 期 の 労働 者 の 菩 酷 な 生活 状況 に つい て は , 横山 源之助 『 日 本 之 下 層 社 会 (1899 年 ) や 請 





が 労働 者 の 実態 を 調査 し て 発表 し た 農 商務 省 編 「 隊 工 事情 (1903 年 ) な ど に 描き 出さ れ て いる 語 給 の 産出 額 は 飛 的 に 増大 し た 。 し か し その 結果 , 鋼 の 製 録 過程 か ら ee 
細井 和音 蔵 の 「 人 工 昌 は 自分 自身 の 紡績 工場 で の 体験 を も と に 、1910 年 代 一 20 年 代 は じ め の の 全 滴 川 に 流れ 込ん で 大 量 に 魚 を 死 減 さ せ , 1890( 明 治 23) 年 の 洪水 で は , 流域 の 村々 


華 ・ 提 織物 開 の 女子 労働 者 を 中 心 に , その 労働 条件 や 生活 の 様子 を 岳 い て いる 。 が 立ち 枯れ る な ど 田 畑 を 荒廃 きせ た 。1891( 明 洛 24) 年 , 栃木 県 選出 の 代 議 土田 中 正造 
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意 改 進 党 ) が 衆議院 で その 対策 を 政府 に 迫り , その 後 も 被害 民 と と も に , し ば し ば 鉱 
去 ・ 銅 山 の 操業 停止 と 被害 民 の 救済 を 政府 に 求め た 。 民 間 で は , 内 村 凶 三 ・ 木 下 尚 江 ・ 


田 三 郎 ら 知識 人 ・ 言論 入 が 被害 民 を 支援 し て 鉱 毒 問題 解決 を 求め る キャ ン ペ ー ン を 展開 | 
鉱 毒 事件 は 大 き な 社 会 問題 に 発展 し た 。 政 府 は 1897 (明治 30) 年 , 鉱 毒 調査 委員 会 の 調査 
基づき , 経営 側 に 対し 鉱 毒 排除 を 命じ た が , 鉱 毒 防止 措置 は 効果 な く , 被害 は や ま 博 


1900( 明 治 33) 年 に は , 陳情 の た め 集 団 で 上 京 し よう と し た 被害 民 と 警官 隊 が 衝突 し , 


の 本 ま し た 仙人)。 寺 合 で の 旨 間 で は 区 果 が な いと 着 記 し た 
, 1901 (明治 34) 年 , 衆議院 議員 を 辞職 し , 明治 天 后 に 直訴 し た 。 の ち , 政府 は 鉱 毒 防 昌 
Me し て 渡良 瀬川 の 洪水 調整 と 鉱 毒 沈 湊 の た め の 遊水 池 を 建設 す る こと に し 。、 建設 了 % 


地 に あ た る 谷中 村 村 民 の 反対 を 押し 切っ て こ れ を 実行 し , 谷中 村 は 廃 村 と な っ た 。 
日 宮 戦 争 を 通じ て 社会 也 盾 が 深まる と , 労働 争議 は し だ い に 激しく な っ た 。 1906( 明 
39) 年 , 西園 寺内 閣 が 融和 的 交 度 を みせ る と . 片山 潜 ・ 堺 利彦 ・ 西 川 光 二郎 ら は 日 本 視 
党 を 結成 し て 社会 主義 の 実現 を 綱領 と し て 打ち 出し た 。 た また まお こっ た 東京 市 電 の 値 』 


げ 反 対 運 動 に は , 日 本 社会 党 は 大 衆 行動 に 出 て 警官 隊 と 衝突 し た 。1907 (明治 40) 年 に ば 』 
尾 鋼 山 ・ 長 崎 造 船 所 ・ 別 子 銅山 な ど で 大 規模 な ス トラ イキ が お こり , 軍隊 が 出動 する ほぼ ほ き 
で あっ た が , この よう な 時 期 に 日 本 社会 党 の 内 部 に は 幸徳 秋水 ら 急進 派 が 直接 行動 を 圭 


し て (直接 行動 派 ) 議会 政 葉 を 重視 する 穏健 派 (議会 政策 派 ) と 対立 する 情勢 が お こり , 
年 日 本 社会 党 は 政府 か ら 解 散 を 命じ られ た 。 翌年, 仲間 の 出獄 を 歓迎 し た 社会 主義 者 た 
が 間 命 環 を 歌い 赤旗 を 掲げ て 行進 し . 警 祭 隊 と 衝突 し 多数 の 検挙 者 を 出す 事件 が お こっ | 
(赤旗 事件 ) 。 


1908( 明 治 41) 年 , 第 2 次 桂 内 閣 が 成立 する と , 社会 主義 運動 に 対す る 取り 締まり は we 還 


だ ん と 厳し く な り , 1910( 明 冶 43) 年 に は 明治 天皇 暗殺 を 計画 し た と いう 理由 で , ン 計 
1 結合 2 す 会 主義 者 が 逮捕 され , その 翌年 に 処刑 され た 。v 
に 日 時 級 MNT 軒 の る 大 逆 事件 で ある 。 

MM 1 Bt を 更 【 大 逆 事件 】 その 真相 は 長く 謎 に 包 ま れ て いた 区 


し ょ 41 了 


・ 界 し wN よ 


HI N 回 


2 


急進 的 な 無政府 主義 活動 家 が , 天 畠 を すべ て の 神族 
悪 の 根源 と し て その 暗殺 を 計画 し , 爆裂 弾 の 製 迄 書 
あたっ て いた こと が 発覚 し て 逮捕 され た 。 政府 周 
れ を 機 に 大 量 の 社会 主義 者 を 検 源 し , うち 26 名 加 
公開 の 裁判 に 付 し , 幸徳 秋水 ら 12 名 を 死刑 , 14 名 識 
蔽 役 刑 に 処し た 。 し か し , 実際 に は 幸徳 は 天皇 剛 
計画 に は 消極 的 だ っ た らし く , 今日 で は 処刑 き 
人 々 の な か に は 無実 だ っ た 者 も あっ た と み ら れ て いる 。 
政府 は 大 逆 事 件 を きっ か け に 社会 主義 運動 を 弾圧 する た め , MV 
高 ) を 設置 し た 。 国 民 の 大 多数 は 社会 主義 を 危険 視 す る よう に な り , 社会 主義 者 の 活動 | 
一 時 まっ た く 〈 く 衰え て し まっ た (「 冬 の 時 代 」) 。 
同時 に , 政府 は 1911 (明治 44) 年 工場 法 を 制定 する な ど 社 会 政策 的 配慮 か ら 労働 条件 の W 
豆 を は か り , 労働 者 と 資本 家 と の 対立 を 緩和 し て その 協調 を は か ろう と し た 。 





大 逆 事件 の 判決 を 報じ る 新聞 記事 ("東京 朝日 新 
開 』1911< 明 治 44> 年 1 月 19 日 付 ) 
































1 (上 | 第 ニ 大 界 大 戦後 に な っ て よう や く 明 ら か に な 2 
間 # 机 きた 。 そ れ に よる と , 宮下 太 吉 ・ 管 野 ス ガ ら 数 人 の 
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[工場 法 】 政府 は , 社会 政策 の 立場 に 立っ て , か ね て か ら 農 商務 省 を 中 心 に 労働 者 保護 の 
立法 措置 を 行 お うと し て 法案 作成 に あたっ て いた が , 経営 者 ・ 資本 家 側 の 強い 反対 で な か 
な か 実現 し な か っ た 。 1911( 明 治 44) 年 に な り , ょ ようやく 工場 法 と し て 日 本 最初 の 労働 者 保 
護 立 法 が 実現 し た 。 少 年 ・ 少女 の 労働 時 間 を 12 時 間 以 内 と し 深夜 業 が 禁止 と な っ た が , 敵 
用 範囲 は 15 人 以上 を 使用 する 工場 に 限ら れ , 製 系 業 で は 14 時 間 労 働 , , 紡 績 業 で は 制限 つき 
な が ら , 深夜 業 を 認め る な ど 不 徹底 な も の で あっ た 。 5 年 余り の 獲 予 期間 を お いて , 工 
場 法 は 1916 (大 正 5 ) 年 に 施行 され た 。 


東京 や 大 阪 の よう な 大 都市 で は , 下層 民 が 集中 
し て 住む 貧民 窟 ( ス ラム ) が 出現 し , 貧困 や 衛生 状 
態 の 劣悪 化 な ど が 深刻 化し た 。 民間 で こう し た 問 
題 と 取り 組ん で , 山 案 軍平 (1872 一 1940) の 救世 軍 
な ど キ リス ト 教 団体 に よる 社会 救済 事業 が 符 発 に 
展開 され た 。 また, 矢 鳥 子 (18331925) ら の キ 
リス ト 教 帰 人 矯 風 会 は , 全 婚 制度 の 廃止 と 女性 
の 更生 補導 を め さ ざ し て ( 廃 旭 運動 ), その 生活 改 
肖 の 運動 を 進め た 。 

ー 方 . こう し た 社会 問題 は 農村 に も お こっ た 。 





東京 の 「 貧 民意 ("風俗 画 報 』) 1890 年 代 の 東京 な 
日 露 戦争 後 の 慢性 的 不況 の 影響 を 受け て 都市 の 人 と の 大 都市 に は , 日 雇い な ど で 生 計 を か ろう じ て 


品 吸 収 は 限界 に 達し , 農村 に は 人 口 が だ ぶつ き は 立て る 貧し い 人 びと が 居住 する 貧民 補 」 が 各所 に 
じ め 。 農産 物 も 値下り し , 農民 の 徐 乏 が 目立つ て 存在 し た 。 

きた 。 小 作 人 が 組合 を つく っ て 小作 料 江 を 寄生 地 王 に 要求 する 動き も お こり . 農村 の 共 
同体 的 秩序 が ゆる ん で , 社会 の 基礎 が 不安 定 定 に な る と いう 問題 も 現われ 始め た 。 






6 . 近代 文化 の 発達 


治 立 化 の 特色 は , 第 1 に 江戸 時 代 以 前 の 日 本 文化 の 伝統 

み 野 に わた っ て 急速 に 西洋 の 近代 文化 を 受け 入れ て , 日 本 独特 の 新しい 文化 を 集 き あげ た 
こと で ある 。 

第 2 に は , 文化 は 当初 , 政府 の 指導 育成 の も と に 発展 し た が , の ち し だ い に 国 民 の 自主 
交 な 見 力 に よっ て 国民 文化 と し て 成長 を と げた こと で ある 。 こ の よう な 文化 の 普及 は , 孝 
育 制度 の 充実 , 通信 ・ 交 通 機関 の 発達 . ジャー ナリ ズム ・ 出版 事業 の 活発 化 な ど に 負う と 
ころ が 大 きか っ た 。 

将 3 に は 。 近代 文化 の 特質 と し て 科学 的 精神 の 重要 性 の 認識 が 高まっ た こと で ある 。 そ 
れ と と も に 学問 ・ 文 学 芋 術 な ど が いち お う 政 治 ・ 道 徳 ・ 宗 教 か ら 独立 し て 発展 し た 。 も 
っ と も 。 この 点 は まだ 十分 な も の で は な く 。, 政治 権力 や 道徳 的 見 地 か ら 学 問 上 の 理論 や 学 
則っ で と も し ば し ば あっ た 。 と は いえ , 江戸 時 代 と 比較 すれ ば , 相対 的 に み 
て . 学問 ・ 文 学 ・ 芸 術 な どの 独立 性 が より 強く な っ た こと は 確か で ある 。 

第 4 に は , 二 洋 近代 文化 の 受容 発展 が あま り に も 急速 で あっ た こと か ら , や や も する 





9g 章 近代 国家 の 成立 383 
382 第 4 部 近代 ・ 現 代 あり 


上 か ら の 国家 主義 に は 批判 的 で あっ た が , 日 清 戦争 を 契機 に 。 し だ い に 批 判 的 立場 は 
内 われ , 徳富 の 国家 主義 へ の 転身 に み られ る よう に 上 か ら の 国家 主義 に 同化 され て いっ た < 
また , 1900 年 ころ に な る と , 列強 の 帝国 主義 に 対抗 する 形 で , 高山 楊 邊 (1871 一 1902) は 雑 
『 大 (| 皇 を 唱え た 。 

4 日 本 の 対外 膨張 ・ 大 陸 進 出 と それ を 支え る 国家 主義 が 間 党 
の 主流 と な っ た 。 加藤 弘之 (1536- 1916) ・ . 井上 哲 次 郎 (1855ー 1944) ら 宝 大 学 ( 乏 太 の 
東京 帝国 大 学 ) の 学者 が 中 心 と な っ て , ドイ ツ 流 の 国家 主義 や 社会 有機 体 告 を ど を 店 
盛ん に 個人 に 対す る 国家 の 優越 を 説い た 。 ま た , 会 進化 論 が 加藤 ら に よっ て 広まる 
な か で , これ を 国家 と 国家 の 関係 に 適用 し , 国際 社会 に お ける 優勝 劣 敗 ・ 明 肉 強 食 を 衣 定 
する 考え 方 が 強く な っ て いっ た 。 還 雪 主義 の 中 は 的 な 全 半生 日 本 を 
邊 を 頂点 と する 一 大 家族 と みな し , 中 孝一 致 上 T 思 若 愛 国 」 の 精神 が 強調 され る 中 9 の 
な た っ た 。 こ の よう な 家族 国家 観 は , 遇 時 代 未 基 に は 政府 に より 国定 の 修 和音 の な 

か に 取り 入れ られ , の 人 YR り 誠 に 人 っ て くり 有 に 上 
を 植え つけ , 天皇 制 国家 の 社会 秩序 を 内 面 か ら 支え る 強力 な 道徳 的 間際 謗 5 代 
そし て , こう し た 思想 に 反する 考え 方 や 学問 研究 に 対 し て は し ば し ば 強い 圧力 が か けら 
(すん 員 着 の 実証 的 研究 「 神 道 は 祭 天 の 古 俗 」 を 『 史 学会 雑誌 誌 』 に 発 発表 し た 久米 邦 武 (1839 
031) が , 神道 家 ら の 攻撃 に よっ て 帝 大 教授 辞任 を 祭儀 な くさ れ , キリ スト 教徒 の 立場 か 
教育 勅語 へ の 拝礼 を 拒否 示 | た 第 一 高等 中 学校 の 嘱託 教 員 内 村 鑑 三 が , より (= 4 
う 何 も 知り た く は な い の で す 。 そ れ ど ころ か , | ませ ん 。」(『 ベ ルツ の 日 記 』1876 年 10 月 25 還 リズ ム の 非難 を あび , これ に 同調 し た 学校 当局 に MAS 1 ン ャ の 和 
“ 淫 事 件 )、 また 小学 校 の 日 本 歴史 の 国定 教科 書 に 南北 朝 億 立 説 を 執筆 し 貞 吉 


“ 欧米 列強 か ら 強 い 衝撃 を 受け . それ に 対応 し て 近代 的 国民 S 編修 官 を 休職 と な っ た り し た (南北 
937) が を 正統 と する 立場 か ら 激 し く 攻 撃 さ れ , 
人 e の 動 問 | 寺 形 成 へ の 着 を 歩ん だ 日 本 に お いて は , 政府 や 知識 人 た 隔 2 の 


( 朝 正 半 問題 ) の は , その 表 わ れ で ある 。 
間 に は 早く か ら 個 人 の 権利 ・ 自 由 と な らん で , 国家 の 多国 枚 の 反 天 が 江 代 回 家 形 


明治 初 年 の 神道 に ょ る 国民 教化 の 方 針 は 十分 な 成果 を あげ る に い 
位 に お ける 国民 的 課題 と し て 自覚 され て いた 。 それ ゆえ ぇ 明治 初 年 か ら 中 江 兆 民 @ ゅ ・ 大 圧 信教 の 自由 た ら な か っ た が , 政府 は 国家 の 統制 の も と に , 神 持 神 道 確立 の 方 
大 郎 ら が フラ ンス 流 の 天 販 人 権 論 に 基づく 自由 民権 思想 を 広め た が それ に は 国権 本 民間 の 神道 と し て 政府 の 公認 を 受け た も の が 教派 神道 で 


AE の >. 明 沿 年 間 に 13 派 の 教派 神道 が 公認 きれ た が , な か で も , 幕末 に お こっ た 天理 教 
1880 年 代 の 終わ りこ ろか ら 、 政府 の それ まで と っ て きた 光 化 故 集 を 上 べ だ け の も の 導 な ど は 訂 民 の 問 に か な り 広まっ た 。 
の oo 人 攻 孝 は 交 科 衣 家 の 風潮 が 笠 ま る と と も に 符 力 を 回 復 し 。 井上 円 了 (8581919 


20) 年 , - 民 友 社 を 設 メ 立 し, 同年 , 雑誌 国民 之 友 』, 1890( 明 治 23) 年 に は 『 国 民 新 聞 』 を 人 の よう な 国粋 主義 の 立場 か ら 仏教 の 覚醒 を 促し た り , 鳥 地 黙 雷 (1838-1911) の よう に 神道 
し て , 山路 愛山 1864 一 1917) ・ 竹 越 与 三郎 (1865 一 1950) ら と と も に 平民 的 欧 化 主義 を 唱 叶 の 国教 化 に 反対 し て 信教 の 自由 を 説き , 仏教 復興 を は か る 仏教 思想 家 も 現われ た 。 
これ は 政府 に よる 上 か ら の 欧 化 政策 を 批判 し . 個人 の 自由 と 平等 を 基礎 に 積極 的 に 西 科 キリ ス ト 教 は 幕末 か ら オ ラン ダ 人 フル ペペ ッ キ (Verbeck, 1830--98)。 アメ リカ 人 へ ポン , 
化 の 摂取 に あ た ろ うと する も の で , 1 ギリ ス 的 な 議会 贅 治 や 社会 政 入 も 主張 され た の 2 ロシア 人 ニコ ライ (Nikolai, 1836 一 1912) ら の 外国 人 官 教 


三宅 婁 要 ( 座 二 郎 1860 一 1945) ・ 杉 浦 重 剛 (1855 一 1924) ・ 陸 導 南 ( 実 , 1857 一 1907) ・ 判 が 来 日 し て 布教 を 行っ て いた が , 1873( 明 治 6 6 ) 年 禁制 が 解 か れ , 欧米 の 新しい 文化 ・ 党 
軸 de3 一 7) ら 攻 社 868 年 設立) の グループ は 雑誌 昌 本 人 』 1883 生 人) 人 者 の 送 入 に 伴っ て 。 主として 知識 記 級 の 人 々 に し だ い に 受 け 入れ られ る よう に な っ た 。 と 
本 』 (新聞 , 1889 年 ) に よっ て , 西洋 文化 の 無 批判 な 模 父 に 反対 し , 日 本 固有 の 伝統 の 商 kcL く も な 5e な プロ テン ティ スム の 外国 人 宣教 師 が 中 心 と 

) 盛ん に 布教 活動 に あたり , 教会 や 学校 (ミッ ショ ン = ス クー ル ) の 設立 も あい つく 


に 価値 の 基準 一 * 宮 ・ 善 ・ 美 " 一 を 求め , それ を 基礎 に 国民 国家 を つく りあ げ よ うと きす 議 
いわ ゆる 国粋 保存 主義 を 説い た 。 いずれ も , 国民 を 基礎 に し た ナシ ョ ナリ ズム の 立場 前 な っ た 。 また , 日 本 人 の 信徒 の な か か ら も , 新島 輸 ・ 内 村 鑑 三 ・ 。 植村 正久 (1857 一 


1925) ・ 海老 名 中 YE (1856 一 1937) の よう な すぐ れ た キリ ス ト 教 思想 家 ・ 教 育 者 が 現われ て , 


邊 lm し ます 


と くに 青年 た ちの 心 を と ら え た 。 キリ スズ ト 教 の 人 道 主義 の 立場 か ら , 社会 福祉 や 廃 如 運 

































と , それ が 上 べ だ け の 浅 薄 な も の に お ちい り が ち だ っ た こと で ある 。 と くに , わが 国 ( 財 
ける 西洋 近代 文化 の 受容 が , 富国 強兵 を め さす 近代 国家 の 形成 を 最大 の 目的 と し た も の | 
必ず し ゃ 日 本 国民 の 生活 に 根 ざ ぎし た も の で は な か っ た だ け に , 皮 相 的 な 模 僚 と いう 性 橋 l 
まぬがれ ず , か えっ て 伝統 的 ・ 日 本 的 な も の と , 外来 的 ・ 西 洋 的 な も の と の アン バラ ン 
を も た らし , 文化 的 混乱 を 招い た 面 も あっ た 。 


若 考 | 知識 人 の 西洋 文化 握 取 の 姿勢 明治 | 教 閉 ある 人 々 は それ を 恥じ て きえ いま 用 
時 代 前 期 に は 積極 的 な 西洋 文化 の 摂取 や 近代  『 い や , 何もかも すっ か り 野 訟 な も の で 
的 変革 の 進行 に 伴っ て , 日 本 の 知識 人 の 間 に , | [言葉 その まま !]』 と わた し に 言明 し た 碧 # 
日 本 の 歴史 や 伝統 的 な 文化 を 軽視 する 傾向 が 人 
広まっ た 。 そ れ は ちょ うど 第 二 次 世界 大 戦後 が 日 本 の 歴史 に つい て 質問 し た と き , きっ = 
の 日 本 で , 一 時 , 知識 人 の 間 に 戦 前 の 日 本 に り と 『 わ れ わ れ に は 歴史 は あり ませ ん , 机 
対す る 全面 的 な 否定 的 評価 が 流行 し た の と , われ の 歴史 は 今 か ら や っ と 始ま る の で す 提 
よく 羽 た 現象 で あっ た 。 ベ ルツ は そう し た 現 | 断言 し まし た 。 (中略 ) こ こん な 現象 は も ちあ 
象 を つぎ の よう に 観察 し , 自国 の 固有 の 歴史 人 日 で は , 昨日 の 事柄 いっ きい に 対す る 上 
や 文化 を 軽視 する よう な こと で は , か えっ て | 急激 な 反動 か らく る こと は わか り ま す が , 吊 
外国 人 た ちの 信頼 を 得 ら れ な い だ ろ うと 批判 か し 日 々 の 変 際 で ひど く 人 の 気持 を 不快 回 
し て いる 。 | る 現象 で す 。 そ れ に , その 国土 の 人 た ち 殴 | 
「 と ころ が 一 一 何と 不思議 な こと に は 一 一 | 有 の 文化 を か よう に 軽視 すれ ば , か えっ 抽 
現代 の 日 本 人 は 自分 自身 の 過去 に つい て , も 人 た ちの あい だ で 信望 を 博す る こと に も 坊 








@ 中 江 兆 民 は フラ ンス 留学 か ら 帰 国 後 、 ルソー の "8! を 生ま し て で 組 介 し た り (「R 和 記 
園 寺 公 望 を 社長 に 『 東 洋 自 由 新聞 』 を 発刊 し た り し て , 自由 民権 の 代表 的 思想 家 と な っ た 。 
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動 な どの 活動 も 行わ れる よう に な っ た 。 な お , 信教 の 自由 に つい て は , これ を 認め 刀 








で ある と いう 要求 コグ 発 ケ レ 広 修 請 潜 世 ト 脱 
9 いう 要求 が し だ い に 強 く な 『 (明治 22) 年 に = コ に am し が 『 湯 ト 騰 / 
人 2 た < また 強く な り , MO 発布 され た 大 日 本 帯 国 写 滴 ーー 半 な テ 貴 ア 加 リナ w オメ メオ 相 y 了 上 ) 慌 も 
し 女 寧 秩序 ヲ 妨 ケス 及 臣 民 タ ル ノ 義 務 二 育 カ サル 限 二 於 テ 」 と いう 条件 つ 入 = | | 治 服 計 割 遺 キ 義 民 業 和 赤 太 * 則 フ 教 
ら ,「 信 教 ノ 自由 ヲ 有 ス 」 る こと が 明文 化 さ れ た (第 28 条 ) 。 し か し , キリ スト 教 は 庶 虹 9 逢 | 生 ラン ルル 人 多才 放 衣 人 生 り 表 に 
に は それ ほど 広く は 普及 し な か っ た 。 ま た , 教育 勅語 が 発布 きれ , 内 村 第 三 不敬 事 伸 j 天 三 2 = 思 に 此 5 和 人 
3 る 「 忠 愛国 」 を 強調 する 国家 主義 の 立場 か ら , キリ スト 教 が これ と 相 容 れ な W 語 LU 其 之 孫 ス カシ 信 存 セ か 前 る 
る 行 う に >『 | oe し SN = 内 吉 串 以 常 智 : ) “ 
る 式 本 が 本 22 和 の 73005 和 仏教 囚 か ら の キリ スト 教 攻撃 も お こっ て , 宗教 界 ほ 2 吊 居 二 紀 罰 チ ニ 能 茶 * ハ 民 宗 語 
2 直 | | エー 外 プ 足 ノ 天 E 国 ラ 俊 条 
| モー 電 ーー 一 ・ = メリ 計 昌 
! プ ロ ンー ジー ト 】 ルター や カル ヴィ ン と らら の キリ ミヌ ト 教 の 改革 派 は , カト リッ ケタ の 半 ーーーーーー 本 ーー H ギヤ 施 供 る 四 寺 う 叶 レ 臣 我 中 避 ど 
主義 に 反対 し て 信仰 の 内 面 性 と 聖書 の 尊重 と を 説き , 福音 主義 福音 派 と 区 し た 。 1 | 共生 ル 重 之 信 持 い 意 
神 加 ロ ー マ 帝 国 皇 和 カ ー ル 5 世 は シュ パイ エル 国会 で 新教 の 保護 を 拒否 し た の で ーー ーー| 下 蛋 ス ノ ノ ノ 国 静 シ 交 体 クコ 
(新教 ) 派 は 連合 し て 抗議 書 (Protestatio) を 提出 し た 。 こ こ か ら Protestant( 抗 議 者 ) の 四 と へ ん ATGY 生 ニャー ミ で へ 道 ミ 量 法 ヲ 博 回 ノ 池 ト 
お こり , その 一 派 を Protestantism と 称す る に いた っ た 年 年 鐘 和 : 年 。。 E 二 v 孝 康 こ いな と 19 太 和 を 導 博 ー 誠 
すか こさ を wi | 還 計 け . 生 和 輸 務 教育 に お ける 就学 率 の 向上 (文部 省 『 文 教 資料 』 よ ジ " 抽 ス 了 了 3 時 
・ F: 円 _ 〒 還 で PE Eee = 」 鴨 * ーー 相 紀生 二 ーー た ジニ ーー 5 一 
教育 の 普及 と 統制 0 SE 語 生 2 環 と し * 国 民 数 育 を 重視 し : )) な | ー 我 が 導 ンー 度 兄 ン ' 季 
光 表 は 、 面 ーー 小学 校 令 な ど 一 連 の 学校 偽 が 制 定 き れ , | 守 引 る 抱え ス 誠 すす や っ 和 
され た 学制 は , 画 一 的 すき て 国民 生活 の 実情 に 合わ な い 点 も 多かっ た の で , 1879( 明 油 体系 的 な 学校 教育 制度 が 確立 きれ た 小学 | 鞭 3 上 揚 テ シ 緩 久 2 友 教 ニッ 
年, っ な EE の トイ 本 』 キ ee て こ まう に 1 5 委 : ーー き レル 
和信 Sm た S, 放 仙人 0 朗 た 人 ら は 飛 令 で は 小学 校 は 鞭 常 小学 校 4 年 (一 部 に 倶 二 香 出 「 急 益 学 二 衣 ン パ 











も ので, 小学 校 教育 の 大 綱 の み を 定め て , その 実際 の 運営 は 各地 方 の 自主 性 に ゆめ だ ね 計 
と と し , 最低 就学 期間 は 16 カ 月 と 大 幅 に 短 納 さ れ た 。 し か し , その 放任 主義 に より 。 計 
っ て 教育 が 論 え る 危険 も あっ た の で , 翌年 , 政府 は 教育 令 を 大 幅 に 改め (改正 教育 金 計 
校 教育 の 内 容 や その 運営 に 対す る 政府 の 指導 ・ 監 督 を 強化 し , 最低 就学 期間 は 3 年 間 計 
め ら れ た 。 “ 

高等 教育 の 面 で も , 1877 (明治 10) 年 , 東京 開成 学校 と 東京 医学 校 が 合 倍 し て , 東京 夷 
が 設立 され , 日 本 で 最初 の 西洋 風 の 近代 的 総合 大 学 が 発足 し た 。 


4 年 の 課程 も 設置 ) と し , 保護 者 に は 児童 に 教育 を 受け させ る 義務 が ある こ と を 定め て い 
た 。 さらに, 1894( 明 治 27) 年 高等 学校 令 , 1899 (明治 32) 年 実業 学校 令 ・ 高 等 女 学 校 令 ・ 私 
学校 令 。1903( 明 治 36) 年 専門 学校 令 、1918( 大 正 7 年 大 学 令 が 相 つ いで 公布 され た 。 

上 育 普及 の 点 に つい て は 1890( 明 治 23) 年 , 小学 校 令 が 改正 され, これ に よっ て 圭 常 小学 
履 3 4 年 間 の 義務 教育 制 度 が 定め られ , 1900 (明治 33) 年 の 改正 で 4 年 間 の 義務 教育 
串間 が 確定 され る と と も に , 学校 の 援 業 料 が 廃止 され た 。 こ の 結果 , 義務 教育 の 就学 府 
ょ < に 女子 の 就学 率 が 大 幅 に 伸び た 。1907 (明治 40) 年 に は 尋常 小学 校 が 6 年 に 延長 きれ て 
計 務 教育 と な り , 国家 に よる 初等 教育 の 普及 を も た らし た 。 明治 未 期 に は , 小学 校 は 2 カ 
000 校 を 超え , 児童 の 就学 率 は 98% 以 上 に 達し , 男女 間 の 就学 率 の 格差 ちほ と ん ど な く な 
mg た 。 

政府 の 国家 主義 的 な 教育 理念 を 広く 国民 に ホ し 9 b の が , 1890( 明 浴 23) 年 に 発布 され た 
教育 に 関す る 勅語 (教育 勅語 ) で あっ た 。 こ れ は 井上 毅 ・ 元 田 永 学 (1818--91) ら に よっ て 起 
章 き され た も の で , 偽 教 的 な 家族 主義 の 道徳 と 近代 的 国家 主義 に 基づく 愛国 の 理念 と を 基礎 
に ,「 忠 呑 愛国 」「 皿 孝一 致 」 を 教育 の 基本 と し て 強調 し て いる 。 こ れ に よっ て , 天皇 は 単 な 
る 政治 的 六 権 者 で ある ば か り で な く , 国民 の 道徳 的 ・ 思 想 的 中 心 と され た 。 教育 勅語 は 学 
校 で 夫 読 する こと に よっ て 大 き な 効 果 を 発揮 し , その 理念 は 1903( 明 治 36) 年 に 始ま っ た 小 
渕 校 に お ける 国定 教科 書 の 制度 と あい まっ て , 修身 教科 書 な ど を 通じ て , 広く 国民 に 国体 
缶 会 を 植え つけ る こと と な り , 天皇 を 中 心 と し た 国家 体制 を 内 面 か ら 支 える 役割 を 集 た し 
Eo 

方 民間 で は , 福沢 諭吉 の 鹿 席 義 王 (1868)。 新島 論 同 志 社 英学 校 (875) 大 陣 和 人 
の 東京 専門 学校 (1882, の ち 早稲 田 大 学 ) を は じ め , 東京 法学 社 (1879、 の ち 法 政 大 学 ), 明 


只 法 律 学校 (1881, の ち 明 治 大 学 ), 英 者 利 法律 学校 (1885, の ち 中 央 大 学 ), 関西 法律 学校 






【 国 大 学 】 東京 大 学 は , 1886( 明 治 19) 年 の 帝国 大 学 令 條 呈 
と も に , 韻 国 大 学 (1897< 明 治 30> 年 に 東京 誠 国 大 学 と 改 和 ) 計 
(0 大 と が 設立 され , 中 ・ 下 級 の 社会 層 か ら も 広く 人 材 を 集め , 商 計 
北国 僚 ・ 高 級 技 術 者 ・ 学 者 な ど 国家 や 社会 の 指導 者 た ち を 育成 
九州 帝国 大 学 機関 と し て の 役割 を 果たし た 。 
北海 道 帝 国 大 学 この よう に し て 教育 は し だ い に 普 及 し た が , 反 政 府 的 本 
京城 帝国 大 学 民権 の 風潮 が 高まる に つれ て , 政府 は は じ め の 自由 主義 * 肌 
ea 主義 的 な 教育 政策 か ら 。 し だ い に 国 家 統 制 を 強化 する 方 面 | 
名 古屋 帝国 大 学 か っ た 。 小 学校 に お いて 供 教 道徳 に 基 づ く 修 身 教育 が 重 1 
ーー れ , 政府 に よる 教科 書 の 検定 制度 が 実施 され て , 自由 主義 邊 

谷 の 教科 書 が 使用 され な く な っ た の も , その 表 わ れ で ある 

1886 (明治 19) 年 に は , 文部 大 臣 森 有 礼 ら に よっ て , 帝国 大 学 令 ・ 師 範 学校 令 ・ 中 学 

@ 例え ば , 井上 哲 次 郎 は 「 教 育 と 宗教 と の 衛 突 」 と いう 論文 を 発表 し て , キリ スト 教 が 教育 勅 主 
神 に 反し て いる と し て 攻撃 し た 。 


的 汗 緒 汗 諾 革 泊 
剛 交 評 基 匿 一 尼 紅 


HH 
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モ | ご = 財 ず 
(1886,。 の ち 関 西 大 学 ) ヤ キリ スト 教 系 の ミッ ショ ン = ス クー ル な どの 秒 立 学校 が 発展 記 ン ) の 発見 な ど 重要 な 業績 が み ら れ る 。 植 物 学 で は , 多く の 新種 を 発見 し , 植物 分 類 学 
官学 と が - 有 を 汗 3 “ に 秋野 冨 大 郎 (1862 一 1957) が 名 高い 。 数 学 で は 近代 数 学 の 開拓 者 第 
自学 と は や や 異な っ た 立場 か ら , 教育 の 普及 に 力 を 注ぎ , 新しい 時 代 に ふさ わし い 新 押 に 独 仙 的 な 業績 を 残し た 牧野 営 太郎 (8 ) が 名 高い 。 須 


を 身 に つけ た 多く の 信 材 を 世に 送り 出し た 。 
ば ょ 上 L 欄 貞 
さら に , 女子 高等 教育 の 面 で は , 明治 初 年 に は 官 立 の 女子 師範 学校 ・ 女 学校 な ど が 
られ た が , その 要請 は し だ い に 高 まり , 政府 は 1899 (明治 32) 年 に 制定 し た 高等 女 学 校 八 
より , 全国 に 高等 女 学 校 を 設置 し , 女子 教育 の 普及 を は か っ た 。 民 間 に お いて も 女子 の 
GE ゃ SS な る せ ビ ん ぞう 
門 学校 と し て , 1900( 明 治 33) 年 前 後に は , 成瀬 仁 蔵 (858 一 1919) の 日 本 女子 大 学校, 津 
梅子 864 一 1929) の 女子 英学 事 ( の ち 津田 塾 大 学 ) な ど が 創設 され , 多く は いわ ゅ る 虹 
真 母 教育 を 中 心 と する も の で , 女子 高等 教育 は 男子 と 切り 離さ れ て 別 の 発達 を みた 。 
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耶 た 芳 (1855 一 1917) が あ り , さき さらに, 応用 化学 の 面 で は 下 瀬 雅 欠 (18591911) の 発明 し た 新 
火 話 ( 下 瀬 火薬 ) が, 戦争 で 実用 に 供 き れ 大 き な 威 力 を 発揮 し た 。 
た cm: 佐 着 に よる 自動 線 機 の 発明 (1897 年 ) を は じ め と する 一 
の 織機 の 改良 が , 綿織物 業 ・ 編 績 業 の 発展 に 大 き く 貢献 し た 。 ま た , 白熱 電 殺 ・ 押 線 電 
慎 ・ 電 話 な ど が 輸入 きれ て 実用 化 さ れ , 明治 未 期 に は 自動 車 が 輸入 され て 陸上 交通 機 関 に 
有朋 いら れる よう に な っ た 。 電 気 事業 , と く に 水力 発電 事業 が 大 い に 発 達し た が それ と と 
も に 工場 原動力 と し て 電動 機 が 重要 な 地位 を 占め た 。 科 学 技術 教育 も し だ い に 普 及 し , 大 
言 の 理 工 系 学科 ・ 各 種 学会 ・ 研 究 所 な ども 整備 ・ 設 立 さ れる よう に な っ た 。 「 
こう し て 。 日 本 の 科学 技術 は 政府 の 積極 的 な 振興 人 策 に よっ て 著しく 発展 し , 世界 的 水 汰 
に: 迫っ た が , 同時 に 官学 や 軍事 研究 偏重 と い ぅ 欠点 も あっ た 。 民 間 の 自主 的 な 研究 が 冷 過 
R れ て 国内 で 認め られ ず , か えっ て 外国 で 認め られ る と いう こと も 少な く な か っ つ た @s 
- 方 。 人文 科学 ・ 社 会 科学 の 面 で は , は じ め 英 ・ 米 系 の 自由 主義 的 傾向 の も の が 主流 で 
あっ た が , 明治 時 代 後 半 に は , ドイ ツ 系 の 国家 主義 的 な 学問 が し だ い に 島 替 と な っ だ 。 哲 
詳 に お いて , ドイ ツ 哲 学 の 影響 を 受け た 井上 折 次 郎 ・ 大 西 祝 864 一 1900・ 法学 に お いて 
うめ けん ビ ろう と み い まき あき ら 5 し 
は フラ ンス 法 系 の 梅 論 次 郎 U860 一 1910) ・ 富井 政 章 (1858 一 1935), イギリス 系 の 穂積 陳 
層 経済 学 に お いて は 田口 久 埋 (185 一 1905) ら が 業績 を あげ た 。 歴 史学 の 分 野 に お いて も 
両 洋 流 の 科学 的 な 研究 方 法 が 取り 人 れ ら れ , 江戸 時 代 以 来 の 考 証 学 的 伝統 と 結び つい て 
いろ いろ な 業績 が 生ま れ た 。 明治 初 年 に は 文明 史観 に 基 づ く 新しい 有 礎 史 の 見 方 が 取入れ 
られ 田口 卵 吉 の 『 日 本 開化 小史 』 の よう な 文明 中 観 に よる 日 本 史 の 概説 書 が 生ま れ た 。 胃 
愉 の 中 ご ろ に な る と , 帝国 大 学 に 招 か れ た リ ー ス (Riess, 1861 一 1928) ら の 指導 に より . ド 
イッツ 流 の 実証 主義 歴史 学 が 帝国 大 学 を 中 心 に 盛ん に な り > 、 日 本 史 で は 久 来 邦 起 
(827 一 1910) ・ 三 上 参 次 1865 一 1939), 東洋 史 で は 那珂 通 世 N51ー 1908) ・ 白鳥 庫 吉 d865 一 
942) ・ 内 藤 湖南 (1866 一 1934 西洋 史 で は 坪井 九 馬 三 (1858 一 1936) ら が 人 義 出し た 。 また , 帝 
ra 上 ん き 上 如 部 財 1 事 ! キョ 『 『 日 本 古文 書 」 な どの 
剛 大 学 に 史料 編 繋 持 (の ち 史 料 編 間 所 ) が お ヵ 6』 大 日 本 史料 」 . 大 ' [ 
帽 算 事業 が 進め られ た 。 国文 学 で は 芳賀 矢 一 (867 一 1927) ・ 藤岡 作 太郎 870-1910 ら の 文 
江 史 研究 が 始ま っ た 。 各種 の 専門 的 な 学会 も つ くら れ , 学術 研究 の 雑誌 も 刊行 され た 。 例 
> ば 歴史 学 の 分 野 に つい て みる と, 1889 (明治 22) 年 。 帝国 大 学 文 科大 学 史学 科 ・ 国 史 衝 の 
覆 師 ・ 学 生 を 中 心 に 史学 会 が 創立 さ れ 『 史 学会 雑誌 .( の ち 『 史 学 雑誌 ) が 創刊 され た 。 れ 
は 日 本 に お ける 歴史 学研 究 の 最も 高い 水準 の 専門 的 学術 訟 の ー つ と し て , 今日 まで 存続 し 
て いる 。 この よう に 近代 的 な 学界 が 形成 きれ る よう に な っ た 。 
大 学 を 中 心 と し た 学問 研究 や 高等 教育 は , 明治 前 夫 に は 西洋 人 教師 ・ 学 者 に より 外国 話 
で 行わ れる こと が 多かっ た が , 明治 後期 に な る と , 留学 生活 か ら 帰 国 し た 日 本 の 元 陣 人 
崩 者 な ど に より 。, 日 本 語 で 進め られ る よう に な っ た 。 大 学 で の 西洋 の 学問 に つい て の 講義 
が 。 は と ん ど 西 洋 の 言語 で は な く 自 国 の 言語 で 行わ れ た の は , アジ ア 諸 地域 の な か で も, 
世 の 研 究 は 東京 帝 大 医科 大 学 ( の ち 医 学部 ) で は 認め ら れず , の ち 渡 米 し て アメ リ 
PO また . 秦 ・ 高 峰 ら の 研究 もち いずれ も 外国 で 認め ら 
れ た も の で ある 。 


19 世 紀 の ヨ ー ロ ッ パ で は ,。 
ー ウ ィ ン の 進化 論 な どの 盟 
に よっ て 科学 的 精神 が 重んじ られ た 。 そ れ は 人 文 寺 
会 科学 諸 分 野 に 大 き な 影 響 え を も た らし , し ば し ぱ ば 紙 
(キリ ス ト 教 ノ 上 の 教義 と 対立 ・ 衝 突 を も た らし た 大 
し だ い に 宗 教 的 東 縛 を 脱し て , 大 学 を 中 心 に め ざ 再 
い 学 間 的 発展 を 示し た 。 進化 論 は 1870 年 代 後 半 , 
リカ の 動物 学者 で 帝国 大 学 理科 大 学 ( の ち 東 京 帝 園 
学 理学 部 ) に 教授 と し て 招 か れ た モー ス (Morse, 
ー1925) ら に よっ て , 日 本 に も 伝え られ た 。 日 本 時 
アメ リカ な ど と 異な り , キリ スト 教 思想 と 衝突 ず 才 
と が な か っ た の で , 進化 論 の 考え は いち 早く 広 ま 革 

明治 時 代 の 初め , 政府 は 盛ん に 外国 人 教師 を 招 
その 指導 の も と に , いろ いろ な 分 野 で の 科学 的 研 容 
取り 入れ られ る よう に な っ た 。 そ し て , 1890 年 代 敵 
に な る と , し だ い に 日 本 人 の 学者 の 手 に よる 独創 敵 
研究 も 進め られ る よう に な っ た 。 区 
科学 技術 の 面 で は , まず 物理 学 の 分 野 で 大 閑 顧 
868 一 1923) の 地震 計 の 考案 (1901), 木村 栄 (870 
1943) の 緯度 変化 公式 の Z 項 の 発見 (1902), 長岡 半 
郎 (865 一 1950) の 原子 模型 理論 の 発表 (1903) な ど 克 | 
る 。 還 学 の 面 で は 。 コッ に つい て 細 間 学 を 本 
北 曲 業 三朗 U852 一 1931) が 破 作 風 南 の 純粋 培養 ・ 免 
体 の 発見 な ど で 業 績 を あげ , その 史 子 志 質 潔 Q 
1957) が 赤痢 落 を 発見 し (1898), 野口 英世 (876 一 下 
が 蛇 毒 の 研究 ・ 梅 毒 ス ビ ピロ ヘー タ の 純粋 培養 に 成 請 
る な ど , いずれ も 世界 的 名 声 を 博 し た 。 薬学 の 面 
秦 佐 人 郎 (1873 一 1938) の サル バル サン の 発明 , 高 帳 
吉 (1854 一 1922) の ア ドレ ナリ ン ・ タ カジ アス ター 媒 


そう せい \ 


削 製 , 鈴木 梅 大 郎 (1874 ー1943) の ビタ ミン Bi( オ 咽 











1870 横浜 毎日 新聞 
18 東京 日 日 新聞 福井 = 部 | に, 1900 年 代 に 入っ て , 日 稲 戦争 の ころ に な る 計 


ガ 
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選 下 


ルリ 


1903 





会 の 問題 . 対外 硬派 の 主張 を 盛り 込ん が 語 G 事 を 盛ん に の せ て 庶民 の 間 に 人 気 を 呼ん だ 。 


了 サ 束 ェ で は nr = az Pe テ コ 
SE 時 生 あ が 内 容 も 一 般 に 大 衆 向け に 情 補 に 訴え る 記事 が 著 
1879 (大 阪 ) 朝 日 新聞 村 | さっ た 。 
1879 (東京 横浜) 毎日 沼 間 守 [主要 新聞 の 発行 部 数 】 1898( 明 治 31) 年 に お ける 新聞 の 間 
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むし ろ 珍 し い 事 例 で あっ た 。 
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内 刺 両 を 中 心 ら し た 雑誌 も 刊行 きれ た 。 ま た , 『 国 家 学会 雑誌 (1889) ・『 史 学会 雑誌 』。 の 
) な 各種 の 学術 雑誌 女子 教育 か ら 社 会 ・ 文芸 評論 な と 広い 分 野 を 扱っ た 『 女 学 雑 誌 』 
MM 本 義治 , 1885) や 『 文 学界 』(1893) ・ 『 し が ら み 草紙 』(1889) な ど の 文芸 雑誌 も 現われ た 。 
動 ら に 明治 後期 に な る だ r 働 世界 』 や 『 (週刊 ) 平民 新聞 』 な どの よ うに 労働 問題 を 取り 上 
た り ) , 社会 主義 を 主唱 する も の や *。 放 人 雑誌 な ども 現われ る よう に な っ た 。1911( 明 沿 
) 年 に 平塚 明 (1886 一 1971) ら ら が 創刊 し た 『 青 還 』 は 女性 解放 の 主張 を 説い ゝ た 異色 の 存在 で あ 
5 
出版 界 で も , 1880 年 代 か ら 洒 字 印刷 が 発達 し これ まで の 未 版 本 に か わっ て 活版 の 洋装 
及 し た 。 文学 ・ 芸 術 ・ 学 術 な ど 各 方 面 に わた る 出版 物 が 広く 刊行 きれ る よう に な っ 
。 国民 の 文化 の 向上 を も た ら SRSg 


明治 時 代 を 通じ て 新しい 文化 は し だ い に 国 民 本 | 
FaHHD トー デ 5 広まっ て いっ た が , その た め に 大 き な 役 割 を 果 
通 ・ 通 信 機 関 の 発達 と あい まっ て , 新聞 ・ 雑 誌 な どの ジャ 
ズム の 発達 で あっ た 。 W 9 が Bok 

ジャ ー ナ リズ ム の 先駆 は , 江戸 時 代 以 来 , 庶民 の 間 に 広まっ て いた 続発 定 用 ゃ 上 
争 の 最 中 に 創刊 され た 民間 の 『 も し ほ 草 』『 中 外 新 聞 』。 政府 の 『 太 政 家 日 誌 』 な ど で あ 大 
最初 の 日 刊 新聞 は 1870( 明 治 3 ) 年 の "横浜 毎日 新聞 』 で あっ た 。1870 年 代 に は , 『 東 束 
新聞 』『 朝 野 新聞 』『 朝 日 新聞 』( の ち 『 大 阪 朝日 新聞 』) を は じ め , 新聞 や 雑誌 が つぎ つっ 
刊 さ れ た が , 1880 年 代 に か け て 新聞 の 多く は 自由 民権 運動 と 結び つい て . ei 





2 心 と し た 政 論 新聞 と し て の 人 性格 を 強く も ちな が ら , 言論 機関 と し て 着 明治 初 年 は 江戸 文学 の 系 徹 を ひい た 仮名 人 人 eeg-0 の 「 交 地 
展 を と げた 。 こ の よう な 政 論 新聞 を 当時 , 大 新聞 と 呼ん だ の で ある 。 こ うし た な が 提 近代 文学 銘 , な どの いわ ゆる 工作 文学 が 旋 ん で あっ た 。 備 教 的 な 文学 観 が 強 


1880 年 代 に は 独立 不 章 を 唱え 。 中 立 の 立場 を 掲げ た 『 時 事 新 報 」 も 創刊 きれ た 。 
一 方, 尋 味 本 位 に 社会 の 出来 事 を 伝え , 庶民 に 娯楽 を 与え る と いう 色彩 を お び た 汗 
も , 下 の 表 の 読売 新聞 」 を は じ め 『 平 仮名 絵 入 新聞 』『 仮 名 計 で 議 
X ! 反 名 絵 入 新聞 』『 仮 名 読 新聞 』( と も に 1875 年 創刊 誠 
が あっ て , 1870 年 代 後半 に は か な り の 勢力 を も っ て いた 。 

1890( 明 治 23) 年 前 後に な る と , 両者 の 性 格 を 開 ね そなえ , ニュ ー ス 報道 に 重き を 寺 
全国 的 商業 新聞 が 現われ る あの 相 赤 宅 きた r 朝 日 』「 毎 日 』 の 大 阪 系 2 紙 が その 中 愉 計 


ーー 中 人 御 | 日 清 戦争 に お ける ニュ ー ス 報道 を 一 つの 転機 と し て 本 格 革 
展 を 始め た の で ある 。 


当 て いた が 文明 開化 時 代 に 行 し た 攻 記 小説 と ぁ に, 新聞 や 出版 業 の 発達 に よっ 
文学 作品 は し だ い に 広 く 国民 の 間 で 読ま 
過 る よう に な っ だ 。 

1880( 明 治 13) 年 前 後 か ら , 目 由 民 権 運動 
の 集 展 に つれ , その 思想 を 官 伝 し し 国民 を 啓 
康 す る た め の 政治 小説 が 盛ん に な っ : た 。 矢 


+ 時 


町 意 渓 ( 文 駿 ) の の 『 経 国 美 談 東海 散 寺 
上 852 一 1922) ) の 『 佳 乏 奇 財 』 末広 鉄 腸 
重 共 1849 一 ー96) の 『 雪 中 梅 』 な ど が その 
人 表 で ある 。 

I880 年 代 の 中 ご ろ に な る と , 西洋 の 近代 
嫌 学 の 影響 の も と に , 文学 に 芸術 と し て の 
貼 自 の 価値 を 認め よう と する 考え も お こつ 
区 きだ 。 先駆 け と な っ た の は 1885( 明 治 18) 


つぼ うし ょ すけ 


作 の 坪内 週 芳 (18591935) の 書い た 『 小 説 


Eo 彼 は . それ まで の 勧 状 懲悪 
陰 小説 を 排 し て , 小説 は 人 生 の あり さま を 
すす も の で ある こ こと を 唱え , 写実 小説 を 説 
は ,「 当 世 書 生気 【 質 を 発表 し て それ を 実 中 
ら こ つい で 三 葉 亭 四 迷 (1864 一 1909 ) は 言 
半 ー 致 体 を 説き ,「 浮 室 』 を 著 わ し て 当時 の 
杜 会 に 生き る 人 間 の 苦悩 を 描い た が , まだ 


半分 に は 世に 受け 入れ られ な か っ た だ 。 












柳橋 新 誌 (69) キ は 詩歌 

安 愚 楽 鋼 (7|) ぐ へ > は 評論 

経国 美談 (83) を は 衝 記 

佳人 奇遇 (85) 

雪 中 梅 (86) 

誰 山 正 一 | 新 体 詩 抄 * (8g 

坪内 衛 入 小説 神 補 - (5 当世 書生 気質 (85) 

浮 寺 (8/) あ ひ び きき \*(88) 平凡 (7 
妙 | 夏木 立 (88B) 胡蝶 (88) 

多 情 多 恨 (96) 人 金色 夜叉 (97) 

| 五重塔 (91) 

に ご りえ ・ た け く ら べ (95) 

舞姫 (90) 即興 詩人 *(9Z) 

若葉 集 *(97) 破 不 (06) 夜明け 前 (@9) 

海 潮 音 **(05) 

みだれ 撃 *(U1) 

邊 | 滝口 入道 (94) 

天地 有情 * (98) 

白 羊 宮 * (06) 

中 宗門 *(09) 

| うら お も て (85) 
高野 撃 (0U) 

: | 不如帰 (98) 自然 と 人 生 (0O0) 

| 武蔵 野 ・ 人 和 (0 運命 論者 (8) 
芸 上 の 自然 主義 (H8) 

| 自然 主義 ~ (08) 

花袋 | 蒲 団 (07) 田舎 教 師 (08) 


何処 へ (08) 

徹 (11) あら くれ (15) 
ー 握 の 砂 *(10) 悲し き 玩具 *( ら ) 
時 代 閉 宣 の 現状 ~(10) 


成島 擬 
仮名 垣 散 文 
矢野 竜 溢 
東海 散 士 
未 広 鉄 腸 
















日 新 真 事 1 『 万 朝 報 』 や 『 二 太 新 報 』 を 先 駐 け と し て , 有力 新聞 は 
郵便 報知 新聞 に 大 衆 的 色彩 を お びる よう に な っ た @。 発行 部 数 の 増 炊 


朝 野 「 本 民 ー と 、 卓 目 2 “ ' 
間野 新 成人 本 | も に 下 治 間 題 を 社会 面 扱 っ た り 。 大 き な 彼 状 き 見 



































間 の 発行 部 数 ベス ト 5 は , つぎ の 通り で ある 。『 大 阪 調 
3621 万 ,『 万 朝 報 』3148 万 ,『 大 阪 毎日 』3059 万 , 『 中 央 』20 衣 

「 東 京 朝日 』1548 万 。 1 日 平均 5 万 ー12 万 部 位 で あっ た 。 
雑誌 は 明太 社 の 『 明 大 雑誌 』(1874), 福沢 諭吉 の 『 民 間 雑 
(1874) な ど が 早かっ た が , 明治 の 中 期 に なる と ,「 国 民 護 
(1887) ・『 日 本 人 』 (1888) に つい で , 『 大 陽 』(1895) ・「 中 有 
品 』 1899) な ど 時 事 評論 を 中 心 と し た 総合 雑誌 が あい つ M 
本 ーッ | 創刊 され , 新聞 と な らぶ 重要 な 言論 機関 と し て の 役割 を 
し だ 。 略記 生生 2 や フラ ンス 人 頃 語 





































主 を 日 刊 新聞 (* は 小 新聞 ) 也 800 年 代 の 六 寺 の ギ 泌 を ら た の は 時 
= 土 (10) 


[万 朝 報 』 と 『 二 大 新報 』 は 1900 年 前 後 か ら 勢力 を 仲 ば し た 新 典 の 新聞 で 、 野間 主義 的 記事 や 1 (867 1909) を 中 選 と する 補 表 社 の グ 


レー プ で あっ た 。 彼 ら は 雑誌 『 才 楽 多 文庫 」 主 な 文学 作家 ・ 作 品 一覧 「 
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| で 6 明治 の 芸術 ・ 芸 能 の 世界 は , 初期 の 欧 化 主義 の 影響 に よっ て 洋風 が 

学 条 栄え た が , ゃ が て 国粋 主義 の 台 頭 と あい まっ て , 伝統 芸術 復興 の 動 
& が お こり , 洋風 芸術 の 吸収 ・ 消化 も 進ん で いっ た 。 

[演劇 ] 江戸 時 代 以 来 の 伝統 を も つ 歌 舞 伝 は , 明治 初 年 に 幕末 か 、 ら 活躍 し て いた 河竹 黙 
和弥 (186 一 99) が 。 明 開化 の 風俗 を 取り 入れ 散 切 物 や 活 歴 劇 を 書い て 人 気 を 得 , また 
澤 内 牛久 は 『 桐 一 葉 』 な どの 史劇 を 発表 し て , 歌舞 伝 の 革新 を は か っ た 。 1889 (明治 22) 年 
に は 東京 に 歌舞 伝 座 が 沙 成 し , 1890 年 代 に 入る と 伝統 文化 復活 の 風潮 に 乗っ て , 市 川 団 十 
郎 (9 代目, 1838 一 1903) ・ ・ 市 川 左 団 次 (初代 , 1842 一 1904) ・ 尾上 菊 五 郎 (5 代 日 1844 一 
1904) ら が 中 心 と な っ て 歌舞 令 界 は 隆盛 を きわ め , いわ ゅ る 団 ・ 症 ・ 左 の 全盛 時 代 が 出現 
し た 。 こ の 時 期 の 作者 と し て は 往 地 税 痴 (源一郎 ) が 名 高い 。 

[ 散 切 物 と 活 歴 】 頭髪 を 散 切り に し た 俳優 が 登場 し , 明治 の 新風 傘 を 題材 と し た 世話 物 が 
散 切 物 で , 1872 (明治 5 ) 和 大阪 で 「 本 国立 志 編 を 癌 案 上 演 し た の を 初め と する 。 続い て 
1878( 明 治 11) 年 , 9 代目 市 川 団 十郎 が 河竹 黙阿弥 の 新作 を 演じ た 時 代物 は 馳 ! 実 を 旨 と し た 
の で 。 仮名 垣 逢 文 が 『 仮 名 謗 売 新聞 」 で 「 活 きた 歴史 だ , 活 歴 だ 」 と 人 刊 的 に 評 た まき リ HF 
活 歴 劇 の 名 称 が 生ま れ た <。 2 

絢 還 半 選 電 5 自由 民権 運動 の 宜 伝 の た め 。 朋 藤 定 凍 (1867 一 1907) ・ ・ 川 . ト 普 二郎 (1864ー 
1911) ら が 始め た 壮 士 芝居 は 。 日 清 戦争 和俊, 戦争 劇 を 上 上演 し て 地歩 を 固め . の ち , し だ い 
に 家庭 悲劇 な ど を 上 演 す る よ うに な っ た 。 これ が 新派 形 と 呼ば れる も の で ある 。 

まだ た 。 上 人 戦争 前 後に は 西洋 の 近代 劇 の 移植 が 始ま っ た 。 こ の 先 態 者 は 汗 由 半 
606( 明 9) 年 に 島 拉 月 (7119 遇 ちと と ゃ に 文芸 協会 を お こ し て , シェ ー クス ピア 
や イプ セン の 作品 を 上 演 し た 。 に 1909 (明治 42) 年 に は , 小山 内 薫 (1881 一 1928) ・ ・ 市 川 
だ 団 次 (2 代目 , ya 2 新劇 運動 を 展開 し て いっ 
Ne 
.! 音 楽 ! 音楽 も 洋楽 の 輸入 に よっ て 面目 を 一 新 し た 。1879( 明 治 12) 年 に は 文部 省 に 音楽 
取調 掛 が お か れ , 履 沢 修二 851 一 1917) ) ら を 中 心 に 西洋 の 歌 議 を 模 令 し た 唱歌 が 小学 校 
教育 に 取り 入れ られ , 国民 の 間 に 広 広く 親しま れる よう に な っ た 。 1887( 明 治 20 年 に は 東京 
音楽 学校 が 設立 され , 専門 の 音楽 教育 に あたっ た 。 作曲 家 と し て は 『 避 城 の 月 』 で 知ら れ 
る 溢 太郎 (1879ー 1903) ら が 出 て , 多く の すぐ れ た 作品 を 残し た 。 な お , 映画 (活動 写真 ) 
ゃ 閉 音 器 が 輸入 きれ た の も , 1890 年 代 の こと で ある 。 

[絵画 ] 日 本 画 は 明治 。 和 年 に 欧米 崇拝 の 風潮 に よっ て 一 時 衰微 し た が , や が て アメ リカ 
人 フェ ノロ サ (Fenollosa, 1853 一 1908) が 伝統 的 な 日 本 美術 の 復興 を 主張 し , 岡倉 天心 ( 
三 。1862 一 1913) は , 狩野 芳 崖 (1828- 88) ・ 橋本 雅 邦 (1835 一 1908) ら と と も に 1887 (明治 20) 年 , 
東京 美術 学校 を 設立 し た 。 天 心 は や が て 反対 派 と 対立 し て 校長 の 戦 を 辞 ( し , _1898( 明 治 31) 
年 , 日 本 美術 院 を 創設 し た < その 門下 か ら は 横山 大 観 (1868 一 1958) ・ . 姜 田 春草 (1874- 
1911) ・ 下村 観山 (1873 一 ー1930) ら が 輩出 し た 。 『 

ー 方 . 西洋 画 で は ワー グマ ン (Wirgman, 1934 一 ー91) に 節 事 し た 高橋 由 一 (182894) が 写実 
和 画 風 で 近代 洋画 の 開拓 者 と な っ た 。 明治 初 年 に , 日 本 政府 の 招き で 来 日 し た イタ リア 人 
キヨ ソネ (Chissone, 1832 一 98) は 鍋 版 画 技術 の 指導 に あたり , 同じ く 。 ォ ン タネ ー ジ 
(Fontanesi。 1818 一 82)・ ラ グー ザ (Ragusa, 1841 一 1928) ら が 招 か れ て , 〒 部 美術 学校 で そ 
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(1885 年 創刊 ) に よっ て 風俗 生 実 風 の 小 説 を 盛ん に 発表 し , 文芸 小説 を 一 般 庶民 に 広 
広津 柳 浪 ( (1861 一 1928) ・ 泉 鏡 花 (18731939) ) ら が この 一 派 か ら 出 て いる 
だ Ka ロマ ン 主 義 も , 1893( 明 治 26) 年 創刊 され た 「 文 学界 』 を 四 
に し だ い に 大 き な 文 芸 運動 と な っ た 。 そ の 中 , は 北村 透 谷 (1868- 94) ・ 島崎 藤村 (187 
1943) ら で , 彼ら は 文芸 の 自立 を 主張 し , それ を 功利 的 に 考え る こ と に 反対 する と と 宮 
捉 友 社 文 学 の 単 稚 性 を 鋭く 批判 し た 。 と くに 。 衣 村 は 『 水 集 」 (1897) を 刊行 し て 音符 の 
新 な 理想 と 情熱 を うた いあ げ , 詩歌 史上 に 一 画 期 を つく っ た 。 ま た , 同じ ころ 出 た 女 漂 
家 樋 ロー 葉 ( 1872 一 96) も, 『 た け く 0 こり 和え 」 な ど に 衝 特 の 美しい 矯 到 で 庶民 の 護 | 
7123 ロマ ン 主 義 は その 後 , ラ 放 野 寛 (鉄幹 , 1873 一 1935) ・ 与謝 野 晶子 ら 明星 』 派 
4 し だ い に 発 放 な 官能 的 作風 を 示す よう に な り , 高山 桂 生 は 本 能 
覚 的 快楽 に 重き を お く 美 的 生活 論者 と な っ た 。 ま た 。, 国 木 田 独歩 (1871 一 1908) は 個 』 A 
な 内 面 生活 の 探 完 に 傾き ., 自然 主義 へ の 道 を 開い た 。 
詩 壇 で は 1880 年 代 の 初め に , 外山 正 一 ( (1848 一 1900) ・ 名 Gel-9) ら が 人 
示 ・ 』 を 著 わ し て 新 体 詩 運 動 を 展開 し , 歌壇 で は 1890 年 代 の 末 に ., 正岡 子規 (18e71902 
万 葉 集 』 の 伝統 に 立ち 帰り , 写生 的 作風 で 短歌 革新 を 唱え , 門下 か ら 伊藤 左 千 夫 Q86 
1913) ら を 生ん だ @。 子規 は また 俳句 の 面 で も 写生 風 を 唱え , 1893( 明 治 31) 年 に 門下 の 財 
虚子 (1874 一 1959)9 と と も に 雑誌 「 ホ トト ギ ス 」 を 発刊 し た 。 
こう し て , 日 露 戦争 後 の 文芸 思潮 の 中 い は ロマ ン 主 義 か ら 自然 主義 へ と 移っ て いっ 。 た 
散文 に 転じ た 鳥 崎 藤 村 が 『 破 戒 』「 春 』「 家 』 を 発表 し , 田山 花袋 (1871-1930) が 『 蒲 団 』「 田 著 “ 
師 』 を 書き , 自然 主義 文学 の 方 向 が 定まっ た 。 そ れ は , あか ら さ まな 現実 描写 と 内 面 の 
実 を 重要 視 し . 個人 的 体験 に 基づき 身辺 の 暗い 現実 を 眺め る と いう 私 小説 へ の 道 を と 思 
長塚 節 (1879 一 1915) ・ 徳 田 秋声 (1871 一 1943) ら も この 流れ を くむ も の で ある 。 
【 自 然 主義 】 19 世 記 後 半 の フラ ンス を 中 心 に お こっ た 文芸 思潮 で , ゾラ (Zola, 1840 一 岩 
PR 208D8038M 1850 一 93) に よっ て 推 し 進め られ た 。 それ は 自然 科 学識 
OH は 。 人 間 と 現実 の 社会 的 環境 の 暗黒 面 を 分 析 し よう と する も の で 誠 
だ た 。 しかし, 日 本 の 自然 主義 文学 に あっ て は , そう し た 社会 性 は 薄く 。 もっぱら. 個 講 
経験 に 頼る 私 小説 的 性 格 が 強かっ た 。 ' - 
講 人 石 川上 1886 一 1912) は . 「 時 人 閉塞 の 現状 」 を 書い て 明治 末期 の 八方 ふさ が り の の 
の だ > 自然 主義 を 乗り 越え を よう と し た が , 貧困 の うち に 半 
3 し た 文壇 の 流れ に あっ て 独自 の 存在 を 示し て いた の は , 森 創 外 (1862 一 1922) と 衝 
激 石 (1867 一 1916) で ある 。 二 3R 村 な ちの ジジ 8 当所 
を あげ , 雑誌 『 ス パル 』 に よっ て 創作 ・ 文学 理論 活動 を 行っ た が , の ち に は し だ い に 歴 更 
説 に 傾い た 。 また 激 石 は 『 宮 募 は 鍵 で ある 』 で 作家 生活 に 太り, 西欧 の 近代 的 個人 主義 雪 
まえ て 社会 の 傘 章 き に 鋭い 批判 の 目 を 向け た が ,「Cu 和 」「 和 艇 な ど 晩年 の 作品 で 計 


い 人 人 間 の エゴ イズ ム と の 対決 か ら , いわ ゆる * 員 天 去 私 "と い 
さき 光 て いる 。 私 " いう 東洋 的 な 悟り の 倫理 が 首 


@ 伊藤 左千夫 は 1908( 明 治 41) 年 , 長塚 館 と と も に 雑誌 『 ア ララ ギ 』 を 創刊 し た 。 
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れ ぞ れ 洋 画 ・ 洋 風 彫刻 技法 を 教授 し , 彼ら に 学ん だ 浅井 皿 (1856 一 1907) ・ 小山 記 に 
(857 一 1916) ら は , 1889( 明 治 22) 年 , 明治 美術 会 を 結成 し た @。 つ いで フラ ンス か ら 米 置 
7 だ た 時 清和 806192 ひ が 1896 (明治 29) 年 白馬 会 を 結成 し , フラ ンス 印象 派 の 画 l 

受け た その 明る い 新 鮮 な 時 は 外交 派 ( 紫 派 ) と 呼ば れ た 。 靖 は 東京 美術 学 ど 校 に 閑 調 
れ た 西洋 画 和 の 教授 と 、 藤島 武 二 (1867 一 1943) ・ ・ 剛 田 三郎 助 (ee9- 1539 ・ 和 還 半 
(1874 一 1959) ら の 後進 を 育て 9 一 放 , 潤 井 中 門下 の 満 谷 国 皿 郎 (1874 一 1936) ら は 太平 肖 
会 を つく 5 昌 全 に 対抗 し , 浅井 忠 は 京都 に 移っ て 関西 美術 院 を 始め , 安 井 岬 
(1888 一 1955 Be ) ら を 育て た 。 こ の ほか , 白馬 会 か ら 出 た 青 灯 | 
(1882 一 1911) | は 特 暴 な ロマ ン 的 作風 で 明治 後期 の 画壇 を 飾っ た 。 

彫刻 | 彫刻 で は , 明治 初 年 に は 外国 人 の 好み に に 人 省 合わ せ た 外 彫 ( 象 邊 滑 ) ) が 盛ん で , 本 
彫刻 技法 も 伝わっ た が , や が て 木彫 が 復興 し て , 高村 光 署 (1852 一 1934) ・ 竹内 2 久 一 (時 
ー-1916) ら が 名 作 を 残し , 洋風 彫 嘩 で は 著 原 守衛 (18791910) ・ 電信 文夫 ( 1883 一 1964) ら 放 
ぐれ た 作品 を つく っ た 。 天 の “ 

また 工芸 で は , 陶磁 器 ・ 漆 器 ・ 七 室 な ど に つい て 伝統 的 技術 に も 西洋 的 技術 が 加味 席 


主 な 美術 作品 ・ 建 築 物 一 覧 


馬 母 観音 (狩野 芳 崖 )① 
昌 虎 (橋本 避 邦 ) 
用 我 (横山 夫 観 ) 
幸 ( 桂 観山 』 
葉 ・ 黒 寺 猫 (菱田 春草 ) 
円 (高橋 由 一 ) 画 
期 畔 ・ 読 書 (黒田 清末 ). 
| 拉 の 幸 (青木 鍛 )③ 
収 稚 (浅井 思 ) 
た 平 の 面影 (藤島 武 一 ) 
護 頭 の タ 暮 (和田 英作 
覆 汽 車 (赤松 麟 作 ) 
義 鳳 (和田 三 道 ) 


コラ 牙 弄 押 ( 選 の 尼 2 
すぐ れ た 作品 が つく られ る よう に な っ た 。 建築 で は , 介 ギ | リ ス 人 コン ドル (Conder 4 本 店 (辰野 金吾 ) の 
0077MKtMorRM 老 紀 造 の 西洋 風 大 建築 に カ 坊 が 坂 離宮 (片山 東 態 )@ 


る っ だ 。 今 日 に - 残 る 2 し て は , 日 本 銀行 本 館 ( (辰野 金吾 m。 赤坂 識 


言い ば か 上 - 


現 。 迎 績 人 有 人 対語 ) な ど が : Y (高村 光雲 )⑮ 
Tei: 3 (新海 竹 太郎 ) ⑩ 


守 

ああ み 
時 芸 天 (竹内 久 一 ) 

女 

ーー 























(は 日 本 画 , 部 は 西洋 画 ) 2 関西 美術 院 | 示 ( 原 守衛 ) 
me ( 織 計 w ( 抽 人 文 夫 ) 
円 馬 会 - 
工 部 美術 学校 PP 
Y 本 に 
東京 美術 学校 キー 1 
1&HT HH 
共 日 本 美術 協会 ー ーー 
| 
近代 絵画 の 系 諸 


ょ 
LIL 』 中 」 


図版 特集 





四 テー 1 em ーー Se = 
Ei 宮本 ーーー 


旧 開 逢 学 校 





了 明 沼 美術 人 S は その 暗い 色調 の た め に 脂 派 と 呼ば れ た 。 
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明治 時 代 に お ける 近代 化 の 進行 に よっ て , 国民 の 糧 
* の 上 に も いろ いろ な 変化 が お こり , 大 都会 を 中 机 
洋式 の 生活 様式 が 取り 入れ られ て いっ た 。 東京 を は じ め 都 市 で は , 官庁 ・ 会 社 ・ 学 材 
隊 な ど で 実 用 的 な 西洋 風 の 衣 食 住 が 採用 され , それ は し だ い に 一 般 家庭 に も 広まっ で 剛 
た 。 例 えば, 明治 初 年 に は 街灯 と し て ガス 灯 が 用 いら れ . 家庭 に は ラン プ が 使わ れる 
に な っ た が , 明治 時 代 の 中 ご ろ に な る と , 官庁 ・ 会 社 ・ 工 場 ・ 学 校 ・ 兵 党 宮 や その ほか が か W 
施設 で 電灯 が 用 いら れる よう に な り , や が て 明治 後期 に は 大 都市 の 一 般 家 庭 に も 普 茂 還 
人 衝 の 中 部 で は 浅 が 送れ た が こく に 東京 の 丸の内 に は , 1894 (明治 顎 
三 秦 一 号館 (の ち 東 九 号 館 ) が 落成 し た の を は じ め , つぎ つぎ に 赤 擦 志 の オフ ィ ス ピ 記 
和 され , な か に は エレ ベー ター つき の 貸 事務 所 も 現われ , 丸の内 赤 精 瓦 街 と し て 日 鞭 
ビジ ネス セ モン ター に 発展 巧 左 。 
食 生 活 で は 肉食 , 衣服 で は 洋服 の 習慣 も 徐々 に 広まっ た 。 交通 ・ 通 信 の 面 で は 。 明 半 
年 に は 人 力 車 や 馬車 が 使わ れ た が , 鉄道 の 発達 も あめ ざま しく , 1890( 明 治 23) 年 前 後に 大 
と , 東海 道 線 の 新橋 ・ 神 戸 問 や 日 本 鉄道 の 上 野 ・ 青 森 間 が 全 通 し , 江戸 時 代 に は 10= 四 
も ゃ か か っ た 東京 か ら 大 阪 ・ 京 都 ま で 。 わずか 20 時 間 程 度 で 行け る よう に な っ た 。 
1890 年 代 か ら 1900 年 代 に は , 京都 を は じ め 大 都市 で は 都市 内 の 交通 機関 と し て 市 衝 
が 開通 し た 。 ま た , 郵便 ・ 電 信 も 全国 に 普及 し て 利用 者 は 急増 し , 電話 も 1890 年 代 が 議 
用 きれ る よう に な っ た 。 
この よう な 交通 ・ 通 信 機 関 の 発達 は 人 間 と 物 が 短 時 間 で 遠 距離 に 移動 する こと を 主 
に し , 言論 機関 や 教育 制度 の 発達 と あい まっ て , 人 間 の 生活 閣 の 急速 な 朱 大 を も た 証 
狭い 地域 社会 の 範囲 を 越え た 国家 意識 や 国民 と し て の 自覚 と 一 体感 を . MR 
広げ る こと に な っ た 。 明治 中 期 以 降 , 学生 ・ 生 徒 の 間 で 修学 旅行 や 庶民 の 観光 旅行 
が 広がり 。 江 戸 時 代 ま で は お お むね 上 湾 隊 編 の 人 々 に 限ら れ て いた 芝 凶 却 婦 議 
が , 庶民 の 間 で も 盛ん に な っ た の も , 交通 機関 . と り わ け 鉄 道 の 発 達 に よる と ころ が 誤 
が かつ だ 。 
し か し , 以上 の よう な 国民 生活 の 近代 化 は , な お 都会 中 心 の も の で あり , 交通 ・ 週 
不便 な 農村 地帯 な ど で は , 典 作業 の 必要 か ら 太 陽 暦 と と も に 旧暦 が 用 いら れる な ど 


ょ し て 江戸 時 代 以 来 の 伝統 的 な 生活 様式 が 営ま れ て いた 。 

| 都会 人 の 食 生活 明治 時 代 後半 に な | た 。「 水 課 子 」( 果 物 ) も 桃 ・ 梨 ・ 柿 ・ み か ん と 
あぁ と . 日 本 上 人 の 食 生 活 は 豊富 に な り , と り わ いっ た 在 来 品 種 ば か り で な く , 明治 初 年 アメ 
け 都 会 で は , 和食 ・ 洋 食 な ど 各 種 の 料理 が 食 リカ か ら 人 入っ て きた りん ご が 青森 や 北海 道 で 
章 を 賑わす よう に な っ た 。1897( 明 治 30) 年 の | 栽培 され , 日 本 の 植民 地 と な っ た 人 台湾 の パナ 
調査 で は 。 東京 に は 料理 店 が 476 軒 , 飲食 店 ナヤ パイ ナッ プル と と も に 食 草 に の る よう に 
が 4470 軒 , 嗜 共 店 (喫茶 店 ) が 143 軒 も あっ た 。 | な っ た 。 一方, 農村 で は 依然 麦 入り の ご 飯 が 
半 肉 店 も 多く , 肉 鍋 (すき 焼 ) の は か , オム レ あたり 前 だ っ だ が 都会 で は 米 ば か り の 白い 

ッ ・ カ ツレ ツ ・ ビ フ テ キ な ど を 出し た と いう 。 | ご 飯 が 普通 に な っ て いた の で , 都会 に 嫁入り 

I899( 明 治 32) 年 夏 。 新橋 に ビヤホール が 開 し た 娘 が 里帰り し て , 才 人 人 り の ご 角 は いや だ 
記し, サン ドイ ッ チ な ど と と も に ビー ル を 提 と 央 々 を こね . 母親 を 困ら せる と いっ た 光景 
供 し た と こ ろ , 押す な 押す な の 大 賑わい で , も み ら れ た と いう 。 貸 生活 の 面 で も 都会 と 農 
これ を まね て ビヤホール が つぎ つぎ と 誕生 し 村 の 格差 は か な り 大 きか っ た と いえ よう 。 
産業 化 の 進行 と と も に 明治 初 年 約 3300 万 人 だ っ た 日 本 
「 YA の 人 口 は 急速 に 増加 し , 明治 時 代 末 期 に は 約 5200 万 人 
( 民 地 を 除く ) に 傍 し た 。 産業 化 の 影響 で と り わけ 都市 人 口 の 増 加 が 目立っ た 。 由 生 率 
は 上 昇 を 続け , 衛生 環境 や 栄養 状態 の 改善, 医療 披 術 と り わ け 伝染 病 対策 の 進歩 な ど に 
より , 死亡 率 は 少し ずつ 低下 し た 。 

と は いえ , 都市 の 生活 環境 や 工場 の 労働 環境 は 決し て 良好 な も の で は な く , 伝染 病 な ど 
ド よ る 死亡 者 は .。 か な り の 数 に の ぼっ た 。 と り わ け 大 き な 稚 威 だ っ た の は , 幕末 の 開国 と 
ト も に 海外 か ら も ち 込 まれ , 明治 前 期 ,. し ば し ば 日 本 国内 で も 大 流行 し た コレ ラ で あっ た 。 
I879 (明治 12) 年 . 1886 (明治 19) 年 の 大 流行 で は , それ ぞ れ 年 間 10 万 人 以上 の 死者 を 出し た 。 
了 染 病 に つい て の 知識 や 衛生 の 考え 方 が まだ 未 発達 だ っ た の で , 席 民 の 間 に は , コレ ラ が 
広まる の は 外国 人 が 井戸 に 毒 を 人 人 れ た か ら だ と か , . 加 者 を 隔離 する の は 肝 を と っ て 売る た 
め だ と か , 誤解 に 基づく さま ざま な 流言 が 飛び か い . 尚 察 力 を も 動員 し た 患者 の 強制 隔 
骨 措 置 や 消毒 に 反対 する 農民 騒動 が お こり , 隔離 や 消毒 に あたっ て いた 医者 や 人 役 入 が 群 人 
E 穏 われ た り し た 。 当時, コレ ラ 愚 者 の 死亡 率 は きわ め て 高く , 進 病 院 (隔離 用 の 医院 ・ 
証 棟 ) に 収容 され た 思 者 の 大 半 は 死亡 し た の で , 加 者 の 家族 や 関係 者 は こう し た 措置 に 融 
(抵抗 し た の で ある 。 し か し 明治 時 代 後 期 に は , 港 で の 検疫 の 強化 , 医療 ・ 衛 生 設備 の 改 
較 , 衛生 思想 の 普及 な ど に より , コレ ラ の 死者 は 激減 し た 。 

その 反面 , 産業 化 の 進行 と と も に , 肺結核 に よる 死者 は . か えっ て 増加 し た 。1900( 明 
稚 33) 年 に は 年 間 約 7 万 2000 人 級 だ っ た 肺結核 お よび 結核 性 疾患 に よる 死者 | ま , 1912( 明 治 
5) 年 に は , 約 11 万 4000 余 人 と 約 1.6 倍 に 増え た (この 間 の 人 口 増加 は 約 1.16 倍 )。 こ の よう 
胃 に 遍 結 核 は , と くに 若者 に と っ て , 死亡 原因 の うち ぢ で 最も 高い 比率 を 占め る に いた っ た 。 








三菱 一 号館 が 大 


の 巻 』) 
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ち が , 藩 問 ・ 官 僚 ・ 軍部 ・ 貴 族 院 な どの 特権 的 勢力 と 対抗 ・ 反 対す る た め の ス ロー ガン と 
し て 用 いら れ た 。 
杜 の あと を 受け て , 海軍 に 勢力 を も つ 攻 摩 間 ( 放 派 ) の 山本 権 兵 衛 (1852 一 1983) ) が 内 閣 を 
つく っ た 。 山 本 内 閣 は は 立憲 政友 会 を 与 完 と し @, 際 海 軍 大 臣 の 現役 直 和 更 制 を 改め て . 予備 
, 後 備 で も 就任 で きる よう に し た り , 文官 任用 令 を 改正 し て 自由 任用 ・ ・ 特 別 任用 の 範囲 を 
げ 。 政 膨 員 が 高角 官僚 に な る 道 を 開く な ど 官 僚機 構 の 改 当 に も 力 を 入れ た 。 し か し . まま 
も な く . 山本 内 閣 の 海軍 拡張 計画 に 反対 し て , 営業 税 ・ 織 物 消 費 税 ・ 通行 税 の 撤廃 を 求め 
る 麻 税 運動 が 広がり , また , シー メン ス 事 件 が お こっ て , 同 内 閣 は 世論 の 激しい 非難 を あ 
げ , 1914( 大 正 3 ) 年 に 倒れ た 。 
[シー メン ス 事 件 】 海軍 の 高官 た ち が ド イツ の ンー メ ンス 社 ・ イ ギリ ス の ヴィ ッ カ ー ス 社 
な た ど に 軍 散 ・ 兵 器 を 発注 し た 際 に 多額 の り ベ ー ト を 受け 取っ た と と いう 汚職 事件 。 山 本 首相 
は 海軍 の 実力 者 で あっ た か ら , 野党 で ある 立憲 同志 会 の 島田 三郎 ら が 激しく 山本 内 閣 の 次 
任 を 追及 し , 再び 内 閣 打 倒 を 叫ぶ 群 拉 が 議事 堂 を 取り 巻く と いう 騒ぎ に な っ た 。 結局 , 
1914 (大 正 3 ) 年 3 月 , 海軍 の 予算 案 が 貴族 院 で 大 幅 に 削減 き れ て 山本 内 閣 は 総 辞職 し た 。 
山本 内 閣 の 退陣 後 , 元老 た ち は 軍 備 拡張 の 実現 と 上 衆 議院 の 多数 党 た る 立憲 政友 会 の 打破 
に 期待 を か け て , すでに 政界 の 第 一 線 か ら 引 退 し て いた 大 隈 重信 を を つぎ の 首相 に 推薦 し た 。 
K 限 は 庶民 的 な 性 格 や 自由 民権 運動 以来 の 政治 的 経歴 に よっ て 国民 の 人 気 を 集め 。 加藤 高 
有明 (1860 一 1926) の 率い る 立憲 同志 会 方 党 と し て 組 導 し た (第 2 次 大 隈 内 閣 )。 そ し て , 
l915 (大 正 4 ) 年 の 総 選 挙 で 立憲 同志 会 な どの 与 沈 が 抄 議 院 の 過半 数 を 制す る と いう 勝利 
収め , 大 陣内 導 は 落 楽 の 2 個 師 団 増設 と 海軍 拡張 案 を 実現 きせ た 。 
19 世 紀 末 以来 .、 ヨー ロッパ で は 新興 の ドイ ツ 帝 国 が 急速 な 
発展 を と げ , 皇帝 ヴィ ル ヘ ルム 2 世 の 積極 的 を 世界 政 第 の 
ゅ と に .。 イギリス に 対抗 し て 中 近東 に 進 能 出 を は か り , 
た 規模 な 海軍 拡張 計画 を 推し 進め て イギリス を 各 か し 
た 。 イ ギリ ス は 日 英 同盟 締結 以後 ,「 光 栄 ある 孤立 」 を 
放棄 し 。 まず 1904( 明 治 37) 年 。 英 仏 協商 を 結び , さら 
に 日 露 戦 争 後 , ロシア と の 対立 も 緩和 され だ た の で , 
!907 (明治 40) 年 英吉 協商 を 結ん だ 。 こ こ に 各 仏 還 時 
(1891) と 併せ て 三国 壇 商 が 成立 し , ドイ ツ ッ の 進出 に 
対す る 包囲 体制 が で き あ が っ た 。 こ れ に 対し て ドイ ツ 
は 。 先 に イタ リア : オ ー ス トリ アニ ハン ガリ ー と 結ん 
だ 三国 同盟 (1882) の 強化 を は か り , と くに , オー スト 
リア と の 軍事 的 協力 を 深め た 。1905・ 1911 (明治 38・44) 年 の 2 度 に わた り , モロ ッ コ を め 
と っ て 独 仏 の 対立 が 舌 鋭 化し また . バル カン を めぐ っ て , 協商 側 と 同盟 側 の 紛争 が し ば 
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第 一 次 世界 大 戦 と 日 本 


日 算 戦 争 後 東 アジ ア の 強国 と な っ た 日 本 は . 1907 (明治 4 ' 
年 の 党 国 国防 方 針 に より . 際 軍 は 現有 の 17 個 師団 を 25 個 会 
に 増 師 し 。 海軍 は 戦艦 ・ 装甲 巡洋艦 各 8 信 の 建造 を 中 心 と する 狼 ・ 人 艦隊 を 実現 す 莉 
いう 軍備 払 張 の 長期 目標 を 設定 し た 。 し か し , 財政 事情 が 昔 し く , この 軍備 拡張 計画 [ 計 
が な か 予定 通り に は 実行 で き な か っ た 。 院 軍 は 増 師 が 進ま な いこ と に 不満 を 抱い て い 炉 
1911 (明治 44) 年 , 中 国 で 詩 畜 革 命 が お こ る と これ に 刺激 され , 日 本 が 併合 し た 朝鮮 に 間 
屯 さ せる 2 個 師団 の 増設 を 第 2 次 西園 寺内 閣 に 強く 要求 し た 。 
し か し 。 ぞ その と ろ 日 本 の 財政 状態 は 加 化 し て お り , 実業 界 ・ 言論 界 や 政党 の 問 か ら ( 謀 
軍拡 の 財源 に あて る た め の 国 代 の 発行 や 増税 に 反対 する 声 が 強く 財政 ・ 行 政 整 理 を 慎 
る 気 較 が 高かっ た 。 そ こ で 1912( 大 正 元 ) 年 立憲 政友 会 の 西園 寺内 閣 は , 財政 難 を 理由 本 
個 師団 増設 を を 受け 入れ な か っ た 。 こ れ に 抗議 し た 陸軍 大 臣 上 原 男 作 (1856 一 1933) は 。 
で 天皇 に 辞表 を 提出 し , 西園 寺内 閣 は 総 辞職 に 追い 込ま れ た 。 同 年 12 月 . それ まで 内 員 l6 
で あっ た 桂太郎 が 陸軍 や 藩 閣 ・ 上 僚 勢力 を 後ろ 唐 に 三 た び 内 閣 を 組織 し た 。 桂 は 組 閥 ( 較 
た っ て 天皇 の 権威 に 頼り , 1 失 三 認 勤 を 出し て 反対 派 を お きえ よう と し た が , その 沙 l 
に 明治 天皇 が 亡くな り , 大 直 天 企 ( 在 位 191226) が 新しい 天皇 に な っ た ば か り の と き 二 
国民 の 間 に は 新しい 政治 へ の 期待 が 広まっ て いた こと も あり . 了 軍 や 港内 の 横 半 を 非 り 
る 声 が に わか に 高まっ た 。 肖 
に う し た な か で , 立 意 政友 会 の 尾崎 行雄 ・ 立 宝 民 党 の 犬養 殻 ら の 政党 人 や 新 間 語 
団 ・ 商 業 会 議 所 に 結集 する 商工 業者 な ど が 中 心 と な り ,「 交 族 打 破 ・ 政 挫 護 」 の スロ 
ン を か か げ , 桂 内 閣 打 倒 を ぬ め ぎ ざす, い 、 わ ゆる 憲政 擁護 運動 (第 一 次 護憲 運動 ) を 展開 し 導 
桂 は 1913 (大正 2 ) 年 , みず か ら 立 憲 同 志 会 の 結成 に 乗り 出し , 衆議院 を 停 会 し て 反対 江 
切り 期し を は か っ た が , 国民 党 の - - 部 ( 洒 野 広中 ・ 鳥 田 三 郎 ら ) や 桂 系 の 高級 各 僚 た 拓 
藤 新平 857 一 1929> ・ ・ 加 藤 高明 860 ー1926> ・ 若槻 礼次郎 866 一 1949 ら ) が 立憲 同志 会 計 
加 し た だ け で , 衆議院 の 多数 を 制す る に は いた ら な か っ た 。 立 憲政 友 会 ・ 国 民 党 の 内 義 
は 激しく 桂 内 閣 を 攻撃 し . つい に 同年 2 月 , 組閣 以来 2 カ月 足ら ず で 桂 内 半 は 退陣 に 計 
込ま れ た (大 正 政変 )。 こ の 際 、 護憲 派 を 支持 する 多数 の 群衆 が 国会 議事 堂 を 取り 囲み 
窒 官 と 衝突 し , 和 祭 者 や 政府 系 の 新聞 社 を 焼 打 ち す る な : ど 大 き な 騒 動 と な っ た 。 
この よう な 都市 に お ける 民衆 の 騒 援 事件 は , 日 比 谷 焼 打ち 事件 以来 し ば し ば お ご 朗 
が , そう し た 民衆 の 動き が 政局 の 成り 行き に 大 き な 影 響 を お よ ぼ す よ うに な っ た こ 証 請 
明治 末期 か ら 大 正 時 代 に か け て の 政治 の 上 で の 重要 な 特色 で あっ た 。 
[憲政 擁護 】 1912 年 , 棒 内 閣 打 倒 の た め の 憲政 擁護 大 会 の と き に 生ま れ た 語 。 立憲 琶 計 
つま り 国 民 の 参政 権 を 基礎 と する 憲法 に 基づい た 政治 を 護る の 意 で ある が . 具体 的 に 
関 の 打 破 , 軍部 横 圧 の 抑制 を 目的 と する も の で , その 後 も 。 政党 替 力 や 知識 人 ・ 言 





































事 一 次 世界 大 戦前 の 主 な 同 是 ・ ・ 協商 関係 


ーー ーー キー キー キシ シー コ 
二 立 電 政友 会 か ら 原 敬 が 内 務 大 臣 と し て 人 人 間 し た の を は じ め 。 3 名 が 入閣 し , ほか に も 多く の 闇 僚 
が 立 理 政友 会 に 入党 し た 。 そ し て , 山本 首相 は 立憲 政友 会 の 主義 ・ 綱 領 を 章 重 す る こと を 声明 し 。 山 
内 閣 は 実質 的 に は 立憲 政友 会 内 閣 に 近い も の で あっ た 。 






















































398 第 4 部 近代 ・ 現 代 


第 10 章 近代 日 本 と アジ ア 399 


りょう と す ーー こ ーー 
の 玩 言 の 一 節 で ある 。 加藤 は さら に 「 参 戦 せ 。 に よ ょ る 義務 で ある と 同時 に 遼東 還付 (三国 十 
WW に 好意 の 中 立 を 守っ て , 内 に 国力 の 充実 渉 ) に 対す る 復讐 戦 で ある 」 と 断じて 参戦 に 閑 ブ 
を 図る の も 一 策 」 と し た が , 韻 議 は 結局 "同盟 み 切 り . 23 日 ドイ ツ に 写 戦 を 布告 し た 。 


争 後 か ら 第 一 次 世界 大 戦 の 始ま る ころ , 東 ア 
時 国 夫 命 と ロシア 理 命 | > テ で は 大き な 交 動 が お こっ て いた 。 強大 な 
語 を 褒 っ て いた 清国 で は 北 清 事変 の ころ か ら , 満州 民族 の 清朝 を 倒し て 漢 民 族 に よる 民 作 
衣 を 建設 し よう と する 草 命 運動 が し だ い に 活発 と な っ だ < 
人 進 動 の 指導 者 と な っ た 孫 文 (18661925) は , 日 候 戦 争 に お ける 日 本 の 勝利 が 懇 ら か 
陸 な っ た 1905( 明 治 38) 征 8 月 に 中 国 同盟 会 を 東京 で 結成 し , 民族 の 独立 ・ 民 権 の 選 計 で 
の 安定 の いわ ゆる 三 民 主義 を 唱え て 間 命 運動 を 進め た 。1911( 明 治 44) 年 10 月 の 武 灘 に お 
時 る 軍隊 の 睦 動 を き っ か け に 各地 で 反乱 が 勃発 し . 1912 (明治 45) 年 1 月 1 日 南京 で 中 華 民 
関 の 汗 国 が 家 言 され , 係 文 が 臨時 大 総統 に 推 きれ た 。 清朝 政府 は すでに 時 局 収 捨 の 力 を き 
。 たく 失 い , 同年 2 月 幼少 の 和 統 帯 は 退位 し て 清朝 は 減 亡 し た 。 こ れ が 幸 表 草 命 で ある 。 
し か し , この の ち も 国 内 で は 軍 関 が 割 拠 し 。 その 圧力 の も と で 孫 文 を 退け , 北 所 で 初代 
語 衝 し な っ て 政権 を 撮っ た 邊 世 損 (18s9-1916) は 。 草 命 派 の 国民 党 (中 国 同 盟 会 の 後 身 ) を 
WE し. 孫 文 は 型 1913 年 第 二 革 命 を お こし た が 失敗 し て 日 本 に 亡命 し た 。 そ の 化 も 中 国 還 
了 光 で は 混乱 が 続き , 外 か ら は 列強 の 圧迫 を 受け , 中 華 民 国 の 前 途 は 多 難 を きわ め た 。 
方 。 ロ シア で も 日 針 戦 争 中 か ら ツ ァ ー( 企 帝 ) の 圧政 に 反抗 する 気運 が 高まり , 戦 修 の 
005( 明 治 38) 年 10 月 に 第 一 次 革命 が お こり , 翌年, 憲法 が 制定 され 国会 が 開か れ た が , そ 
の も 間 命 運動 は ます ます 活発 と な っ た 。 そ し て , 第 一 次 世界 大 戦 の 勃発 以来 , 激しい イ 
レフ レー ショ ン が お こり , 労働 者 ・ 農 民 の 生活 は 圧迫 され , 社会 不安 が 高まっ た 。1917 
( 火 正 6 ) 年 3 月 首都 ペトロ グラ ー ド ( 今 の サン タ ト = ペテルブルグ )@⑯ で 労働 者 の ゼネ ス 
ト が お こり 。 鎮圧 に 出動 し た 軍隊 も か えっ て これ に 同調 する に お よん で , つい に 革命 に 発 
上 し 帝政 は 倒れ , 自由 主義 者 を 中 心 と する 了 臨時 政府 が 成立 し た ( 三 月 革命 ) 。 

計 倒 は きら に 進ん で , 同年 11 月 に は , レー ニン (Lenin, 1870 一 1924) ら を 指導 者 と する 往 
委 民 主 労働 沈 の ボリ シェ ヴィ キ 派 (の ちの 共産 党 ) が 武装 蜂起 し , 臨時 政府 を 倒 し て 社会 草 
商 党 左派 と と も に , ソ ヴ ィ エ ト @ を 基礎 と する 政権 を 樹立 し た ( 十 一 月 革命 )。 こ の ょ うに 
| て. 世界 最初 の 社会 主義 政権 が 樹立 され た 。 こ れ が いわ ゆる ロシア 革命 で ある 。 ソ ヴイ 
政府 は . 1918( 大 正 7 ) 年 3 月 独 両 国 と 単独 に 平和 条約 (プレ スト = リト フス タク 人 
有 ) を 締結 し た 。 そ の 間 , ボリ シェ ヴィ キ 派 は 国内 で は 武力 に より 憲法 制定 議会 を 解散 し 。 
時 会 革命 党 な ど 反 対 派 を 弾圧 し て , 一 覚 独裁 体制 を 確立 し て いっ た 。 


っ と 日 赴 戦 争 の 勝利 に より , 日 本 が ロシア か ら 引 き 継 い だ 権 和 
| 日 本 の 大 陸 進 出 の うち 旅順 ・ 大 連 の 租借 権 や 南 満州 鉄道 の 権益 は 1920 一 


0 年 代 に は 期限 が 切れ る こと に な っ て いた の で , 日 本 の 満州 経営 は 不 安 定 で あっ た 。 そ こ 


【 バ パル カン の 動揺 】 当時 バル 講 
(Balkan) 地方 に は 多く の 少数 民族 が 一 
し , 民族 ・ 宗 教 ・ 言 語 問題 な ど 複 雑 護 
害 対立 を 生み 出し て いた 。1912・13 莉 
は 2 回 に わた る バル カン 戦争 が お き 議 
が , 列強 は これ を 利用 し て , こ ぞ っ 天 
ルカ ン へ の 進出 を ここ ご ころ み , “ゴー 回 
バ パ の 火薬 庫 " と いわ れる ほど 対立 は 庁 
な も の と な っ て いっ た 。 
| 人 さ 提 | な か で も , 日 釧 戦 争 後 , ロ シア が 7 
es 三 W 2 の | Sc ご 川 スラ ブ 主 義 を 唱え て , セル ビア 人 ら パ 衣 
[|] 中立 園 - 一 親近 関 人 ー ン の スラ ブ プ 系 諸 民 族 の 結集 を は か りつ : 
第 一 次 世界 大 戦中 の ヨー ロッ パ 出 を 策 し , パン = ゲル マン 主義 を か か 咽 
この 地域 で の 替 力 拡張 を は か ろう と す 
イッ や オー スト リア = ハン ガリ ー と の 対立 が 激化 し , 一 触 即 発 の 国際 的 緊張 が 高 ま 計 
MX つ だ 。 
1914 (大 正 3 ) 年 6 月 。 ボ スニ ア の 首都 サラ イェ ボ を 訪問 中 の オー スト リア 皇 太 子 夫 
反 オ ー ス トリ ア 秘 審 結 社 に 属す る セル ビア 青年 に よっ て 暗殺 され た (サラ イェ ボ 事 件 ) 請 
の 事件 は 一 瞬 の うち に 国際 危機 を 爆発 きせ, ~ 全 ヨー ロッ パ を た ち ま ち 戦 争 の 風 に 巻き 計 
だ 。 同 年 7 月 まず オー スト リア が セル ビア に 宣戦 を 布 吾 し , つい で 8 月 に は , ドイ 普 
オー スト リア の 側 に 立ち 。 ロ シア ・ イ ギリ ス ・ フ ラン ス な ど が セル ビア に 味方 し て , ま 語 
つぎ と 参戦 し , 全 ヨ ー ロ ッ パ を 戦争 に 巻き 込ん で 史上 空前 の 第 一 次 世界 大 戦 が 始ま っ 相 
イギリス は , 東シナ海 に お ける ドイツ の 仮装 巡洋艦 (武装 商船 ) の 撃破 の た め 日 本 に 覆 
を 求め た 。 し か し , 日 本 政府 (第 2 次 大 隈 内 閣 ) は 外務 大 臣 加藤 高明 が 中 心 と な り , 列 導 
関心 が ヨー ロッ パ に 集中 し て いる すき に , 東 ア ジア に お ける 日 本 の 諸 権 益 を 強化 し , 御 
地位 を 確固 た る も の に する よい 機会 だ と 考え , 軍事 行動 を 海上 作戦 に 限定 する よう 求 細 
イギリス の 要請 に は 応 ぜ ず , 参戦 の 根拠 を 広く 日 英 同 盟 協 約 に お く こ と と し て , 191 仙 
正 3 ) 年 8 月 対 独 宣 戦 を 布告 し た 。 そ し て 3 カ月 ほど で , 日 本 陸軍 は ドイ ツ の 東 ア ジ 議 
お ける 重要 な 根拠 地 で ある 中 国 山東 省 の 青島 を , 海軍 は ドイ ツ 領 の 南洋 諸島 (赤道 以 拉 | 
占領 し 。 ドイ ツ の 夫 力 を 東 ア ジア ・ オ セア ニア か ら 一 掃 し た 。 ま た 連合 国 の 要請 で , 
の 艦隊 が 地中海 に 出動 し 警 落 に あたっ た 。 ' 
を 加藤 高明 外相 の 参戦 発言 「 新 か る | 此 機 会 独 旭 の 根拠 地 を 東洋 か ら 一 掃 計 
次 第 で 日 本 は 今日 同盟 条約 の 義務 に 依っ て 参 | 国際 上 に 一 段 と 地位 を 高め る の 利益 と こ 交 
戦 せ ね ば な ら ぬ 立場 に は 居 な い 。 条 文 の 規定 | 点 か ら 参 戦 を 断行 する の が 機 租 の 良 策 と 
が 日 本 の 参戦 を 命令 する や うな 事態 は 今日 の る 。」 
所 で は 未だ 発生 し て 居 な い 。 た だ 一 は 英国 か これ は 大 正 3 (1914) 年 8 月 7 日 , 大 隈 計 
ら の 依頼 に 基づく 同盟 の 情 語 と 一 は 帝国 が | 邸 で 開か れ た 和 緊 急 防 時 閣議 に お ける 加藤 
⑳ ドイ ツ ・ オ ー ス トリ ア 側 を 同盟 国 , イギリス ・ フ ラン ス ・ ロ シア ・ 日 本 側 を 連合 国 と 呼 評 。 族 


イタ リア は オー スト リア と 対立 し , 1915 年 連合 国 側 に 加わ っ た 。 ま た ブル ガリ ア と トル コ が 同盟 | 
に 加わ っ た 。 





工 い 間 ペ テル プ ブルグ と 呼ば れ た が , 第 一 次 世界 大 戦中 に ドイ ツ 風 の 呼称 を 嫌っ て , ロン ア 時 の 
ドロ グラ ー ド に 改称 され た 。 ソ連 時 代 に は レー ニン の 名 に ちな ん で レニ ング ラー ド と な っ た が 。 198 
旅 。 ソ連 の 月 壊 と と も に 旧名 の サン クト = ペテルブルク が 復活 し た 。 

Suvil は ロシア 語 で 会 議 の 意味 で , 労働 者 ・ 兵 士 ・ 農 氏 ソ ヴィ エト に よる プロ レタ リア 独 玉 体制 
リヴ ィ エ ト 制 度 赤 つく られ た 。 
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ィ ッ の 勢力 が ロシア 領内 の 東方 に まで 及ぶ こと に 大 き な 殺 威 を 担い た 。 に の 
そこ で . 1918 (大正 7 ) 年 , イギリス ・ ア メ リカ ・ フ ブラ ンス な ど は , ke ? の ) 
ア に 追い つめ られ た 連合 国 側 の チェ コス ロ ヴ ァ キ ア 軍 を 救出 する と いう 理由 で ン パリ 
に 香 隊 を 派遣 し 草 命 に 干渉 し た 。 日 本 も これ に 協力 し て 大 陸 へ 勢力 を 張 ろう と 企 て 。 間 
な 国 側 の 要請 に 応じ て 寺内 内 閣 は 同年 8 月 シベ リア 出兵 を 宣言 し , 東 シ ベ リア ・ 北 凌 才 
内 人 など に 軍隊 を 出動 きせ た 。 し か し , 出兵 は 十分 な 成果 を あげ る こと な く 。 列国 
1920 (大 正 9 ) 年 に は いずれ も 撤兵 し た が , 日 本 は な お 兵力 を シベ リア に 駐屯 きせ た の で 
の 拡大 を は か る た め , 1915( 半 則 内 的 に も 国際 的 に も 日 本 政府 に 非難 が 加え られ , 1922( 大 正 11) 年 に いた っ て 。 日 本 は = 
4 ) 年 1 月 、 大 隈 内 閣 (加藤 高 龍 う や く 撤 兵 し た 。 内 Pr 
相 ) は いわ ゆ ゅ る ニ 十 ー カ 条 の 机 を き ] 尼 港 事件 1920 (大 正 9 ) 年 2 月 黒 に 導 中 2528 が が CS 
を 中 国 の 哀 世 外 政 府 に つき つ ( 胡 癌 江 河 口 の ニコ ライ エフ スク ( 尼 港 ) を 占領 捕虜 を すべ て 目 殺し , 市 街 に 火 を 放っ て 地 
| 要求 は 5 号 21 カ 条 か ら な り , 者 | て いた 日 本 軍 は , 約 4000 人 の パル チ ザ ン に だ あと で ある な いこ の だ 作 右 貞宗 
| 主 な 内 容 は , (1 山東 省 内 の 旧 関 名 囲 き れ て 降伏 し た 。 パルチザン の 一団 は 市 の 323 人 0 
ツ 権 益 の 継承 。(2) 大 連 ・ 旅 順 街 を 占領 する と 兵器 ・ 弾 楽 の 全面 引渡 し を 腔 人 2 で は 領 
借 期限 お よび 南 満州 の 鉄道 権 裕 NSR 2 か か 9 
期 隈 の 99 カ 年 建 長 (3 南浦 独 識 党 の 人 AP EN られ て 河 本 の シベ リア 出兵 は 約 10 億 円 の 戦費 を つき 六 
ひょう コン ス 部 内 机 右 の 免 山 の 権益 , (4 計 の 当 党 に 送 ち れ た 牧水 期 を 待っ て 救援 み 。3000 人 以上 の 死者 を 出し て , ほとん ど 得 
準 公司 の 日 中 合 莉 , (5 中 国政 府 の 財政 ・ 軍 事 願 問 と し て 日 本 人 の 採用 など で あっ が の 日本 軍 は 6 月 3 日 尼 港 に 達し た が , と きす る と ころ な く 終 わっ た の で ある 。 
中 国政 府 は これ を 内 外 に 駿 露 し て その 不当 を 訴え た が , 日 本 は 強い 惑 度 に よっ て 最後 計 「 7 > 机 性 的 な 不況 と 財政 危機 に 悩ま きれ て いた 日 本 経 
謙 を 発し , 結局 同年 5 月 , 日 本 人 放 問 の 採用 な ど 一 部 を 保留 に し , また 若干 内 容 才 きっかけ に 次 基 の 放 所 を 洒 。 信 わ め る 
和 し た も の の , その 大 部 分 を 承認 させ た 。 し か し , これ を 契機 に 中 国 国内 に は 激しい 棒 し 。 ロ 本 は 参戦 し た も の の 。 アメ リカ と と も に 戦争 の 直接 的 な 披 


ji は ほとん ど 受 けず , 欧州 列強 が 戦争 で 手 一 杯 な の に 乗じ て 中 国 市 場 を ほ と AE 8 
ほら に 例 世 界 に 日 本 商品 を 売り 込ん だ 。 軍 電 は 急増 し て 、 な か で も 世界 有 な 船 邊 天 
め 、 海運 業 や 造船 業 は 空前 の 活況 を 示し , いわ ゆる 船 成金 が ずく ぞ く と 生ま れ , 日 本 は 
上 選 界 第 3 位 の 海運 国 に 跳ね あがり , 造船 技術 も 世界 の トッ プレ ベル に 肩 を な ら べ る まで 
xi が と - 
ーー 人間 鉄 所 の 泉 。 江 包 の 経営 する 前 所 の 設立 の は か 。 民間 会 社 が あ 
いつ いで 食 設 きれ た 。 薬品 ・ 楽 料 ・ 肥 料 な どの 分 野 で は , ドイ ツ か ら の 輸入 が 途絶 えて 国 
ティ レミ 八 学 工業 が 勃興 し た 。 
を た を て いた 才 は 促す など 
力 玩 電 の 発達 が めざまし く @. 地方 都市 で の 電灯 の 普及 や 工業 原動力 の 電化 を 推し 進め , 
es の 回 導 化 も 進行 し た 。 ま た , 紡績 ・ 総 織物 業 の 部 門 で も 綿糸 や 弧 布 の 中 国 市 
場 を は じ め ア ジア 各地 へ の 輸出 が 急増 し , 製氷 業 も アメ リカ の 好況 に 支え られ て アブ リア 
向け 系 輸出 が 大 き な 伸び を 示し , 順調 な 発展 を と げた 。 こ の よう に 工業 は 未 胃 有 の 居 
と と げ . 工業 生産 額 は 農業 生産 額 を 追い 越し て , 全 北 業 生 産 総額 の 50% を 超え る よう に な 
り 。 利益 率 も 数 倍 に の ぼっ た 。 工 場 働 者 数 も 第 = 次 世界 大 開始 の 年 か ら 5 年 修 に は 2 


で 日 本 は , 欧米 列強 が ヨー ロ 有 
で の 戦争 に 全力 を 注ぎ こん で 
間 に , 南 満州 の 権益 の 期限 を 玩 
に 延長 し て その 安定 化 を は か 大 
と も に , 第 一 次 世界 大 戦 勃発 
日 本 が 占領 し た 山東 省 の | 旧 ド 看 
権益 を 引き 継い で , 中 国 で の 雄 
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哲史 避 や 年 日 較 叶 放 二 斉 1! 詩 粒 美 "1! 


中 村上 汗 
若き 素 叶 岡 着 ロ 
| 温 三 き 回 夫 党 


に 
= 
= ルー 





いい 性 上 全 も Y 者 


反感 の 気運 が 高まり @, また 欧米 列強 は 日 本 の 中 国 進 出 に 対し て 警 式 心 を 中 め た 。 1 大 戦 景気 の プー ム に 酔っ た 。 


そこ で , 日 本 は 1917( 大 正 6) 年 に は , 連合 国 か ら の 要請 に こたえ て 海軍 の 一 部 を ヨー 
ッ パ に 派遣 し て 連合 国 側 と の 協力 に あたり , また 同年 , アメ リカ と 石井 ・ ラ ン シ ン グ 抱 
を 結ん で , 中 国 に お ける 利害 の 調整 を は か っ た 。 
【 石 井 ・ ラ ン シ ン グ 協 定 】 この 協定 は , (1) 日 本 の 中 国 に 対す る 特殊 権益 (2) 中 国領 土 の | 

全 , 3) 中国 に 対す る 商業 上 の 門戸 開放 ・ 機 会 均等 , な ど を 取り 決め た も の で , 日 本 政 衣 
これ に よっ て ニ 十 一 カ条 を アメ リカ が 承認 し た も の と 解釈 し た が , アメ リカ 政府 は 経 剖 
特権 の み を 認め た も の で 政治 的 特権 は 承認 し て いな いと 理解 し , この 協定 を めぐ っ で 角 

が 対立 し た 。 EE 「 

その 後 。 大 隈 内 閣 に 続く 寺内 正毅 (1852 一 1919) 内 閣 は 豆 の あと を 継い で 中 国 に お い < 
権 を 握っ た 段 息 瑞 (1865 一 1936) 政 権 に 巨額 の 借 款 を 与え て (西原 借款 ), 日 本 の 権益 を 舞 
し ょ うと は か っ た e@e。 3 
1917 (大 正 6 ) 年 , ロシア 革命 が お こり 社会 主義 政権 が 成立 し て . ソヴィエト 政府 が 旧 
ツ 側 と 単独 講和 を 結び 連合 国 側 か ら 脱 落す る と , 連合 諸国 は 革命 の 影響 が 広がり , ま 着 
@ 中 国 で は 日 本 の 要求 を 受け 入れ た 5 月 9 日 を 国 了 記念 日 と し て 排 日 気運 を 高め た 。 1 
@ この 借款 の 総額 は 1 億 4500 万 円 に の ぼっ た が , その 多く は 中 国 で の 特殊 利益 に つなが る 政治 萌 
区 だ っ た た め 。 国内 外 で 大 き な 政治 問題 と な っ た 。 な お , これ は 当時 , 寺内 音 相 の 側近 と し て 人 


与 を 仲介 し た 西原 亀 三 の 名 を と っ て , 西原 借款 と 呼ば て いる 。 ゅ 電力 は 第 一 次 世界 大 戦中 工場 用 動力 馬 力 数 で 気 力 を 上 関 2 だ 
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Ei 近い 虹 加 を 示し e, ど 


CT 放 


男子 労働 者 が 急増 し た 。 


中 が 目立っ た 。 
質 多 額 も 飛 蝶 的 に 急増 
1915 (大正 4 ) 年 に は 一 路 





状 右 を 持続 顧 が だ に の ) 


貿易 額 の 推移 ("明治 大 正 国勢 総覧 。 に よる ) 

た 。 こ うし て 1914 (大 正 穫 

年 末 に 約 11 億 円 の 債務 を も っ て いた 日 本 は , 1920( 大 正 9 ) 年 に は 約 27 億 円 の 債権 国 と が 

た の で ある 。 ] 

この よう に 著 積 され た 資本 は 盛ん に 海外 に 輸出 きれ る よう に な り , 1920( 大 正 9 ) 年 束 

で に は 海外 投資 の 額 は 約 30 億 円 に の ぼっ た と 推定 され て いる 。 

こう し た めざまし い 経 済 の 発展 の な か で , 第 一 次 世界 大 戦中 か ら 戦後 に か け て , 日 本 

業 倶楽部 ・ 日 本 経済 連盟 会 な ど 資本 家 や 経営 者 の 団体 が 設立 きれ , 経済 政策 の 形成 に お | 
る 彼ら の 発言 力 が 強まっ て いっ た 。 

生 度 | | 利和 | 導入 | 利和 | 

玉 円 | 円 | 第 | 末 | 末 | % 

| 2.018 

1.935 | 

8.360 












| ' | 8.8 宮 
三 大 海運 会 社 営業 成績 の 推移 (『 明 洛 大 正 国勢 総覧 * に よる ) 


考 」 船 成金 第 一 次 世界 大 戦中 , 民間 の | 年 に は 40 一 45 円 に 暴騰 し , 船 の 建造 価格 も 較 
期 化 する と 船舶 不足 は 世界 的 に 深刻 化し た 。 昇 し た と いう か ら , 海運 業者 ・ 造 船 業者 は 導 
どん な ボロ 船 で も ひっ ぱり ダコ で , 大 戦前 1 。 い が 止ま ら な か っ た で あろ う 。 日 本 郵船 会 
トン あたり 3 円 位 だ っ た チャ ー タ ー 料 は 1917. は ,, 1914 年 の 紳 益 484 万 円 が 1918 年 に は 863 


10 人 以上 の 従業 員 を 使っ で いる 民間 工場 の 労働 者 数 は . 1914 (大 正 3) 年 に は 85 万 人 で あっ た 
1919( 大 正 8) 年 に は 147 万 人 と な っ た 。 

















に 重化学 工業 の 発展 の 絹 


楽 ・ サ ービス 業 の 発達 客 
さま し く , 都市 へ の 人 思 


出 超過 に 転じ , 大 戦中 こ M6 


国際 収支 きい っ き ょ に 屋 
され て , 大 幅 な 黒字 と な 
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月 円 に 達し , 同年 下半期 に は 株 主 に 11 割 の 配 年 に は 。 その 資産 は ざっ と 7000 万 円 (現在 の 
帆 を し て いる 。 こ ん な 具合 で 船 成金 が 続出 し 貨幣 価値 で 1500 一 2000 億 円 位 ) に 膨れ あがっ 

( 内 田 信也 (1880 一 ゝ た と いう + 当 時 は まだ 30 代 の 青年 
た が ,. な か で も 有名 な の は 内 田 信也 (880 て いた と ゆい う 。 内 田 は 
I971) の 場合 で ある 。 彼 は 大 戦 勃発 の 年 , 資 で あっ た が , 神戸 の 須磨 に 敷地 5000 坪 の 愛 邸 , 
小金 2 万 円 足ら ず , チャ ー タ ー 船 1 隻 で 次 船 いわ ゆる 争 磨 御殿 を 構え , 連日 , 大 宴会 を 開 
全社 を 開業 し た が , 翌々 年 に は も ち 船 は 16 貸 いて ジャ ー ナ リズ ム を 賑わし た こと は 有名 で 
ょ な り , 配当 は 何と 60 割 , 大 戦 が 終わ っ た 堂 ある 。 












































還 第 一 次 ー に コ 法 ら 上 る は れ 権 党 こ し 語 て 
| 民 本 主義 世界 大 を の 在 還 通 れ に * 今 易 \ ま な と て を 新 民 
' 全訳 意 る 才 上 て 於 日 人 ども ゃ も は 以 ら 本 
戦 に 参戦 し た 世界 の 諸国 で は ,| 中 す 味 べ 人 居 て 路 実 て 民 ・ あ 世 を し 等 本 
広 妨 な 民 朱 動員 が 行わ れ た が | 僚 の 用 権 に や ` 此 い 貼 あぁ " 楽 通 用 と 主 
と くに 連合 国 側 で この 戦争 を | 論 で ひこ 湯 在 う 少 言 ろ ざり 場 然 主 に 例 い 義 
に を に あら い 活 に く 業 い 洋 ら し 合 し 義 唱 8 で 
モク ラシー( 民 主 主 義 ) 対 オ れる る らい ご 思 と は ろ に 民 と ぁ 
ー ト クラ シー (専制 主義 ) の 戦 て 時 味 開い や 日 呈 ア な け 々 3 
時 だ だ バ ほ に に 本 ふ つの 二 % モ 危 ぇ 義平 て 従 
いで ある と 意義 づけ た こと も の に 用 的 意 つ の 区 2 険 名 と 民 居 e 近 
あっ て , 大 戦 の さき なか 世界 的 | 正 我 ひ 目 味 』 異 治 た ラ な 加 い 主 つ は 本 
ま ラシー の 気運 が 高 ま | 五 ヶ ら 標 に = っ 法 意 シ る へ 義 た 民 衣 
紀 デ モク ケラ シン 1 と は る ば 国 た 棒 乏 1 生 ば と や 主 と 
ら に こ お い ュ ce コ 1 みる 政 家 意 等 に コ ーー 科 は 
の < 絡 も の 味 の 用 いと 国 社 呼 だ 義 て 
し た 「 世界 の 大 勢 」 の 影響 と , 角 戻 こ 上 一 主 に 学び ひ ぁ 人 
上 rs ュ > mwrrtlwl = F 9 据 言 | 則 * 還 1 LT 
骨 治 時 代 未 期 以 来 の 民衆 の 政 | ご 9 0 の の あい 
栓 的 登場 と いう 新しい 情勢 を - テー = = 
背景 と し て , いわ ゆる 大 正 デ モク ラシー と の ち に 呼ば れる 民主 主義 的 風潮 が 広まっ た 。 


この 指導 理論 と し て 隆盛 を きわ め た の は , 吉野 作造 (1878 一 1933) の 唱え た いわ ゆる 民 本 
圭 胃 で あっ た 。 依 は 民 本 主義 を アモ クラ シー の 訳語 と し て 用 いた 上 で , 政治 の 目的 が 民生 
の 福利 に あり 。 政策 決 定 が 民 抄 の 意向 に 基づく べき で ある と 主張 し , 天皇 の 大 権 を 後ろ 折 
に 民意 に 反し た 政治 を 行っ て いる 元老 ・ 落 関 ・ 官 僚 ・ 軍 部 ・ 貴 族 院 な ど を 批判 し て , その 
牙 吾 を 説き , また 議会 中 心 の 政治 運営 や 普通 選挙 の 実施 な ど を 唱え た 。 こ れ に 伴っ て 言論 
作 剛 の 活動 も 活発 と な り , 『 彰 日 新聞 や 雑誌 『 中 央 公論 』『 改 造 」 を は じ め と し て , 多く の 新 
聞 ・ 雑 誌 は 藩 岡 軍部 ・ 官 僚 勢 力 の 批判 に 鋭い 論陣 を 張っ た 。 こ う し て , 民 本 主義 の 思 
放 は 知識 人 を 中 心 に 国民 の 間 に 広まっ て いっ た 。 


Ss 第 一 次 世界 大 戦 の 好景気 で 農村 の 過剰 人 口 は 都市 産業 に 吸 
収 き され , 農産 物価 格 も 上 昇 し て 農家 の 収入 は 増大 し た 。 し か 
し 同時 に 生活 必需 品 の 物価 も 上 が っ た の で , 収入 増加 の 割り に は 農家 の 家計 は 楽に な ら 
な か っ た 。 
「 っ も 大戦 太 気 に よ る 設 呑 が 生ま れ 。 労働 者 の 賃金 も か な り 上 昇 し た 。 反面, 大戦 
に よる 経済 の 発展 で 。 工業 労働 者 の 増加 と 人 口 の 都市 集中 は 米 の 消費 量 を 増大 させ , 寄生 
他 主 制 の も る と で の 農業 生産 の 停 革 も あり , イン フレ 傾向 が 続き , 物価 も 相当 に 高騰 し た た 
め . 庶民 の 生活 は 楽 で は な か っ た 。 大 戦 が 長 びく と , 軍用 米 の 需要 が 増え た こと も あっ て 
| 6 ) 年 ころ か ら 米 価 は し だ い に 上 昇 し 始め た 。 と くに 1918( 大 正 7 ) 年 に 入る と , 
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し か し ., 1920( 大 正 9 ) 年 の 恐慌 に よっ 
鐘 の 6 二 ま 
立 軍政 友 会 の 党勢 拡張 に より , 政 


米価 は 急上昇 し 庶民 の 生活 は 和 か され た 。 」 
同年 7 月 、 富山 県 の 漁村 の 主婦 た ち が 米 価 の 高騰 を | 
し よう と 運動 を 始め た 。 この 動 は た ち まち 全国 に 広 






















陸軍 ・ 長 州 閥 ・ 官 僚 泊 
泥 軍 ・ 商 摩 問 ・ 立 宮 政 友 会 


各 


r 憲 同志 倒 
8 月 に は 大 都市 を は じ め , 各地 で 米 有 動 が お こっ た 。 則 の 争い は 一 段 と 激しく な り , 利権 あ 6 了 胃 間 ・ 記 人 
は 外 米 の 輸入 や 米 の 安売り を 行う と 同時 に 、 軍隊 まで り を めぐ っ て 汚職 事件 が 発生 し 多数 語 。 吉 立 穴 政友 会 
て その 狂 圧 に あたり 。 1 カ月 償 り の の ち 。 よう ゃ く の 腐敗 と 横暴 を 非難 する 声 も 盛ん に お | 語 格 昨 清 立憲 政友 会 | 
] は 収まっ た 。 し か し , 寺内 内 閣 は 世論 の 激しい 非難 の 玉 っ た 。 ま た , 第 一 次 世界 大 戦 の 末期 か 加藤 友三郎 海 ・ 綱 族 院 ・ 記 作 折 
で , 同年 9 月 退陣 し た 。 』 人 放 衣 人 ・ 学 生 ・ 労 働 組合 な ど を 中 心 に , PS Pr 
『 得 呈 加 loo っ 〔 米 価 上 昇 と 米 騒動 】 米 騒動 は 庶民 の 生活 に 根ざし 誠 喘 権 に お ける 納税 資格 を 撤廃 し 。 カ 耶 加 柳 高明 護 補 三 派 (の ち 窯 政 会 単独 ) 
と デキ キテ を を を を を みな な た 状 発 生 的 事件 で あり , その 原因 は 何と いっ て も 米価 通 選 挙 の 実現 を 要求 する 運動 が し だ い * | 基 柏 礼次郎 (1 ) 
年 年 定年 年 年 年 年 下車 媒 全 上 曲 で あっ た 。1916( 大 正 5 ) 年 8 月 1 石 ( 約 150k 玉 上 沿 玩 に な っ た 。 議 会 で も 尾崎 行雄 ・ 犬 | 田中 義一 
計時 本 経済 り 13 円 62 鐵 だ っ た 東京 正 米 平均 相場 は じりじり と 主 馬 仙 . 詞 田 三郎 ら が これ に 応じ て 政府 
より j 


9, 1918( 大 正 7 ) 年 1 月 に は , 23 円 84 多 と な っ た 。 圭 
後 , シベ リア 出兵 を あて こ ん だ 商人 の 買占め や 売り 惜しみ も 噂 され 。 同年 8 月 に は 38 癌 
王 と 2 年 前 の ほぼ 3 倍 と いう 高騰 を 示し し , 小売 り 価 価格 は 1 弁 ( 約 1.5kg) 50 銭 を 超え 夫 
同年 7 月 下旬 , 富山 県 魚津 町 の 漁民 の 女性 た ち が 海岸 に 集まっ て 米 の 県 外 移出 を 胃 上 上 
うど し た の が き っ か け で , 8/ 月 に 入る と 周囲 の 町 で も 米 の 移出 禁止 や 安売り を 求め る 半 
が お こっ た 。 こ れ が 「 越 中 女 一 撲 」 と 新聞 で 全国 に 報道 され る と . 8 月 中 旬 以 隆広 

、 名 古屋 ・ 東 京 ・ 大 阪 な どの 大 都会 を は じ め , 各地 で 米 の 安売り を 求め る デモ 行進 が 行 
鐘 衆 が 米 商 人 ・ 富 商 ・ 精米 会 社 な ど を っ て 警官 隊 と 衝突 する な ど - 双 動 が お こっ た: 
戸 で は , 米 の 買占め で 米価 を つり 上 げた と 噂 きれ た 有力 商社 の 狼 示 商店 が * 群 衆 に 龍 わ 糧 
焼 打 ち に あっ た 。 米 騒動 の 範囲 は . 42 道 府県 ・38 市 ・153 町 ・177 村 に お よ が , 参加 
約 70 万 人 , 検挙 者 は 2 万 数 千 人 と 推定 きれ . 約 7800 人 が 起訴 きれ た 。 起 誕 者 の 大 半 は 灯 
織 の 下層 労働 者 で あっ た 。 な お , 同年 夏 の 全国 中 等 学校 優勝 野球 大 会 ( 現 . 高校 野球 ) 細 
米 騒動 の た め 中 止 と な っ た 。 米 騒動 は 自然 発生 的 で 組織 的 な も の で は な く , - - 定 の 政 讃 | 
且 標 も な か っ た が , 規模 は これ まで に な く 大 きく , 日 本 の 社会 に 大 き な 人 衝撃 を 与え た 。 

1 寺内 内 閣 が 倒れ た あと , を た ち も も は 定信 内 間 

世 誰 の 3 文 持 を 得る こ と が で き な い と 考え , 議 院 の 第 

沈 で ある 立志 政友 会 総 放 の 原 載 を 後継 の 首相 に 推薦 し 1918( 大 正 7 ) 年 9 月 原 内 間 靖 

立 し た 。 原 は 服 位 を も た ず . 手 県 の 出身 で いわ ゆる 藩 較 政治 家 で は な く , 日 本 で 市 

て 衆議院 に 議席 を お く 総 理大 臣 だ っ た の で 平民 宰 相 と 呼ば れ . また 原 内 閣 は 陸 相 ・ 
・ 外 相 を 除く 全 閣 僚 が 立憲 政友 会 会 員 か ら ら な る 政党 内 開 だ っ た の で , 国民 か ら 歓 迎 き 閑 

パー フレ た 世 蘭 を 背景 に , すぐ れ た 指導 力 を 発揮 し て 党 内 の 統制 を は か り , 教育 衣 

の 拡充 ・ 交 通 機関 の 整備 ・ 産 業 の 振興 ・ 国防 の 充実 と いう 積極 政策 を 推進 し た 。 そ し 

1919( 大 正 8 ) 年 , 選挙 法 を 改正 し て , 虹 挙 資格 を 直接 国税 10 円 以上 か ら 3 円 以上 に ま 皿 

げ , 同時 に 大 選挙 区 制 を 小 選 挙 区 制 に 改め , 翌年 の 総 選 挙 で は は 立憲 政友 会 は 衆議院 の 

的 多数 の 議席 を 制 し , その 勢力 は , 官僚 や 貴族 院 @ に も お よん だ 。 


泊り, 普 選 実施 の 主張 は 野党 で ある 意 
隊 会 や 国民 党 の スロ ー ガ ン に も 取り 入れ ーー 
EN し か し 。 原 首相 と 立憲 政 べ エ ・ 昭和 初期 の 内 韻 総理 大 
会 は 。 すぐ に 普 放 選 挙 を 実施 する の は 時 期 尚 早 で ある と し て 反対 を 唱え , 社会 運動 に も 
衣 に の ジ 2K の と は, 原 の 「 平 民 宰相 」 と いう イメ ー ジ を 損なう こと と な っ だ 
1921 (大 正 10) 年 11 月 , 立 益 政友 会 が 横 馬 で ある こ と に 尼 相 し た 一 青年 に よっ て 原 首相 が 
東京 駅 頭 で 暗 殺さ れ た あと , 宣 政友 会 を 率い て 高橋 星 清 が 組 閥 し た が , ま まもなく 闇 内 不 
- で 総 辞 職 し . その 後 は , 加藤 友三郎 861 一 1923) ・ 山本 権兵衛 と 非 政党 内 閣 が 続い た 。 


2. ワシ ント ン 体 制 


第 一 次 世界 大 戦は .。 いわ ゆる 総力 戦 と な っ て , きわ め て 大 規 
模 で 深刻 な 様相 を 星 し た が @, 1917 年 の アメ リカ の 連合 国 側 へ 
の 参戦 や , ドイ ィ ツ 国内 経済 の 破局 に よる 国民 生活 の 困 鍛 化 な ど に よっ て , 同盟 国 側 の 敗色 
は しだい に 濃 厚 と な っ た 。1918 年 1 月 , アァ メリ カ 大 統領 ウィ ルソン (Wilson, 1856 一 1924) 
上 いわ ゆる 平和 原則 十 四 カ条 を 発表 し て 和平 を 提 昌 し た 。 そ の ころ , ドイ ツ 国 内 で は ロ 
シア 革命 の 影響 を 受け て , 労働 者 の スト ライ キ が し きり に お こり , 革命 運動 が 高まっ た 。 
そし て . 1918 年 11 月 に は ドイ ツ 帝 政 が 倒れ , ド ィ ッ 側 の 敗北 に よっ て 第 一 次 世界 大 戦は 終 
2 リ 各 げ た 。 い 末 貞昌 者 二 

「 ck 月 か ら パ リ で 対 独 講和 会 議 ( パ リ 講 和 会 議 ) が 開か れ , 日 本 は 西園 寺 公望 (首席 
維 権 ) . 政 野 伸 頭 (1861 一 1949) ら を 中 心 と する 代表 団 を 派遣 し た 。 会 議 は イギリス ・ アメ リ 
カ ・ フ ラン ス ・ イ タリ ア ・ 日 本 の 5 天国, と り わ け 英 米 仏 の 3 大 国 の 主導 権 の も と に 進め 
られ , 同年 6 月 に ヴェ ル サ イ ユ 条 約 が 締結 され た 。 こ の 条約 は , は ド じ め 上 ウィ ルソン が 理想 
半 義 的 な 原則 を か か げた に も か か わら すず , 実際 に は 大 国 の 利害 に 基づく も の で , 敗戦 国 で 


の 889 








@ 当時 、 鞭 族 院 の 最大 の 会 派 で あっ た 研 完 会 (官僚 僚 出身 の 勤 選 議 員 を 中 心 と し た 団体 ) も 。 
に 開 僚 を 送る な ど , し だ い に 原 に 接近 問 


レー ーー ーー 志 閉 1800 万 , 電信 
か ーー 次 界 大 戦は それ まで に な い 大 規模 な も の で , 動員 総 兵 力 約 6500 万 死者 数 1800 万 戦費 人 
計 約 1860 倍 ドル に お よん だ 。 
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ある ドイ ツ に 対す る 条件 は は な は だ 埋 本 で あっ た 。 す な わ ち 、 ドイ ツ は , (] 国 土 の 当 
すべ て の 海外 植民 地 を 失い , (2 所 額 の 賠償 金 支払 い 義 務 を 負わ きれ . 3) 空軍 の 保 痢 
此 さ れ , また , 陸 海 軍 も 大 幅 な 軍備 制限 を 受け た 。 


第 10 章 近代 日 本 と アジ ア 407 


































朝鮮 総督 の 任用 資格 を 現役 の 軍人 か ら 文 記 に まで 正大 し 。 憲兵 警察 を 廃止 する と と も に , 
人 の 齋 (13651990 間 寺 のり も と で 大 仙人 泊 施 設 の 拡 却 ・ 耕 地軸 
四 た な ど に よる 族 米 増殖 計画 を 推進 する な ど , 朝鮮 統治 の 有 有 和 的 姿勢 を と っ た 。 
【 対 独 賠償 問題 】 ドイ ツ の 賠償 金額 は 1921 年 , 1320 億 マル ク と 定め られ た が 。 その 和信 上 まき | パリ 講和 会 議 と 人 種差 別 撤廃 問題 | っ た 。 す な わ ち , アメ リカ で は 人 種差 別 際 旨 
か 減額 ・ 支 払い 延期 が 認め られ , 1929 年 に は 358 億 マル ク に 減じ られ た 。 し か し . 雪 パリ 講和 会 議 の 5 大 国 の 1 つ で あっ た 日 本 は , は 自国 内 の 問題 で あり , 日 本 の 提案 は 内 政 十 
で の ころ の 世界 恐慌 の 襲来 に よっ て 支払 い 不 能 に お ちい り , ヒト ラー 政権 成立 後 。 可 旧東 問題 ・ 南 洋 諸 鳥 問題 と な らぶ 3 大 要求 の 。 渉 に あたる と いう 強い 反発 が あり , イギリス 
サイ ユ 条 約 は 破棄 され て う や む や に 終わ っ て し まっ た 。. 1 | つと し て , 国際 六 避 融 国 は 外国 人 に 対し | も, 月 涯 ef 
条約 は さら に 生ま 人 樺 や 国 紅 に よる 差別 を 設け て は な ら な いと | 政策 と する オー スト ラリ ア の 強い 反対 に あ - 
EN 還 場 天 bo 汰 g る 2 する 人 種別 閑 止 の 条項 を 国際 之 明 規 約 の な | て , 両国 と も 日 本 案 に は 贅 成 し な か っ た 。 日 
フィ インランド な どの 新 国家 が 誕生 し た 。 し か し , この 原 出 昌 - 放り 込む と eg] た 。 これ は 。 アメ 本 は きら に 文言 旨 を 緩和 し て その 趣旨 を 連盟 
ジア や アフ リカ の 植民 地 に は 適用 され な か っ た 。 こ の 条約 に 基づい て 形成 され た ヨー ーー ロト 重 尿 の 対 集 と | 才 め の 前 に 入れ る よう 提示 し 回 内 
パ の 新しい 国際 秩序 を ヴェ ル サ イ ユ 体 制 と 呼ん で いる 。 2 ら で 16 カ国 の うち の 策 


8 「 いう 意 ! っ た が , そこ に は , 国際 社会 員 会 で 16 カ 国 の うち 11 カ 国 の 賛成 を 得 た が , 
日 本 は パリ 講和 会 議 に お いて , 山東 半島 の 領土 権 を 中 国 に 返還 する こと は 承認 し た 朋 が 英 米 両国 は 依然 反対 し , 重要 事項 は 満場 一 致 
リン て VO 山東 壮 の 権 色 を 9( き 経 ぐ ご と を 民 め させ 赤道 下北 の 旧 ド イッ 人 中 本 の 国民 感情 が 反映 きれ て いた 。 パ リ の 日 | を 要する と いう 原則 に より , 結局 , 人 種差 別 
諸島 を 国際 連盟 か ら 委任 統 洛 する こと に な っ た 。 ま た , 日 本 は 人 種差 別 禁止 の 取 り 決 語 全権 団 は 牧野 伸 頭 を 中 心 に , 各国 の 代表 た 」 撤廃 案 は 不 採択 と な っ た の で ある 。 
国際 連 農 の 規約 の な か に 取り 入れ る よう 提案 し , 多く の 国々 の 賛成 を 得 た が , アメ リ 半 も と 折 衛 を 重ね た が , 日 本 案 の 採択 は 困難 だ 
イギリス な どの 大 国 の 反対 に あっ て , その 提案 は 採用 きれ な か っ た 。 " 「 「 | 第 一 次 世界 大 戦 に よる 大 き な 秋 補 は 国際 平和 へ の 要求 を 生 
日 本 が 山東 省 の 旧 ド イツ 権益 を 継承 し た こと に 対し て , 中 国 で は 激しい 反対 運動 が 東 


ワシ ント ン 会 議 出し ウィ ルソン 米 大 統領 の 提案 基づき. パリ 講和 会 
っ た 。1919( 大 正 8) 年 5 月 4 日 , 北京 で は 学生 を 中 心 と する 大 規模 た デモ が お こり . 詩 に に お いて 国際 協力 と 平和 の た め の 常 設 的 国際 機関 と し て 国際 連盟 (The League of 
2 が イ ユ 条約 調印 反対 「 打 倒 日 本 帝国 主義 」 の 声 が 高 ま り , 日 本 商品 の ボ イ コ ッ ト ( 目 


Nutions) が 設立 さき され, ヴェ ル サ イ ユ 条約 中 に その 規約 が 成文 化 き され た 。 連盟 は 1920( 大 正 
排 殿 ) が 全国 的 に 広まっ た 。 こ れ が いわ ゆる 五 ・ 四 連 動 で も る 。 こ うし た 国内 の 反対 の の ) ) 年 か ら 発足 し た が , アメ リカ は 上 院 の 反対 に よっ て 連盟 に 参加 せ ず , 敗戦 国 ド イツ は 
め 。 中 国 代表 は , 結局 , ヴェ ル サ イ ユ 条 約 に は 調印 し な か っ た 。 


1926 (大 正 15) 年 まで , ソ連 も 1934( 昭 和 9 ) 年 まで 加盟 し な か っ た の で , 連盟 の 国際 政治 へ 
また , 朝鮮 に お いて も 同年 の 初め ころ か ら 日 本 の 植民 地 支配 に 反対 し , 独立 を 求 ぬ 鞭 の 実際 の 影響 力 は , か な り 弱 いも の に ゐ な っ て し まっ た 。 日 本 は 世界 の 5 大 国 の 1 つと し て , 
連 が 高まり つつ あっ た が , 同年 3 月 1 日 . 京城 (ノウ ル ) に お いて 「 独 立 万 歳 」 を 叫ぶ 集 


f ギ リス ・ フ ラン ス ・ ィ イタ リア と な らん で 国際 連盟 の 常 任 理事 国 と な り , 新渡戸 稲造 
行わ れ , 独立 運動 は た ち ま ち 朝 鮮 各 地 に 広まっ た ( 三 ・ 一 独立 運動 また は 万 歳 事 件 ) 。 ] 


「 (js62 一 1933) が 連盟 の 事務 局 次 長 に 就任 する な ど 国 際 的 地位 を 高め た 。 
00 le 4 の 軍 課 し か し 。 日 本 が 大 国 化し 国際 政治 で の 発言 力 を 強め , と くに , 中 国 へ の 進出 を 串 化 する 


と , アメ リカ を は じ め 欧 米 諸国 が し だ い に 日 本 を 危険 な 競争 相手 と みな し て 警戒 心 を 深く 
し . 一 方 中 国 は , 日 本 を 西洋 流 の 帝国 主義 国 と し て , その 民族 運動 の 矛先 を は っ きり と 日 
本 に 向け る よう に な っ た 。 そ の 結果 , 日 本 は 国際 的 な 孤立 化 の 危機 に 直面 する よう に な っ 
記 。 

この よう に . 東 ア ジア の 国際 情勢 が 大 きく 変化 し て ゆく 状況 の な か で , 世界 の 強国 と し 
て 第 一 次 世界 大 戦後 の 国際 政治 の 主導 権 を 握り つつ あっ た アメ リカ は , 東 ア ジア に お ける 
上 本 の 膨張 を お きえ て 東 ア ジア の 新しい 国際 秩序 を つく り , あわ せ て 日 本 や ヤ イ キリ ス と の 
間 艦 航 争 を 抑制 する た め に , 1921 (大正 10) 年 米 大 統領 ハー ディ ング (Harding, 1865 一 1923) 
の 名 で 各国 に 呼び か け , ワシ ント ン 会 議 を 開い た 。 日 本 政府 は , これ を アメ リカ と の 協調 
間 係 を 確立 し て 国際 的 な 孤立 化 の 危機 を 回 避 す る よい 機会 で ある て ー 海軍 大 臣 加 藤 
友三郎 , 駐米 日 本 大 使 骨 原 喜 重 郎 (1872-1951) ら を 全権 と し て この 会 議 に 送っ た 。 会議 は 
剛 年 11 月 か ら 翌 1922 年 2 月 まで 続け られ , 結局 , つぎ の よう な 諸 条 約 が 締結 きれ た 。 

[ 四 カ 国 条約 ] 1921( 大 正 10) 年 12 月 。 ア メリ カ ・ イ ギリ ス ・ フ ラン スズ * 日 本 の 4 カ国 間 
で 結ば れ , 太平洋 の 島 の 領土 保全 と 安全 保障 を 約 し た 。 な お , これ に より 日 英 同軸 の 廃 茎 


居 : ー 攻 立 運動 と 文化 政治 の OS 〈 鮮 上 府 に よる 可 記 
な 統治 や 同化 政策 に 強い 反発 が お こっ て いた 。 第 一 次 世界 大 戦後 , 民族 自決 と いう 国際 
功 の 高まり に も 影響 され て 朝鮮 で は 民族 独立 を 求め る 声 が 強く な っ た 。1919( 大 正 8) 放 

月 前 韓国 皇帝 高 宗 ( 李 太 王 ) が 死去 する と . 日 本 上 
る 毒殺 と の 噂 が 流れ , 民族 感情 を 刺激 し た 。 同 年 謀 
朝鮮 の 在 日 留学 生 が 東京 で 独立 宜 言 を 発表 し , つ 帆 
高 示 の 葬儀 を 前 に 同年 3 月 1 日 , ソウ ル の パゴダ 疾 
で 多く の 民衆 を 前 に 33 名 の 宗教 家 が 賭 名 し た 独 聞 守 
が 朗読 され た 。 こ れ を きっ か け に , 朝鮮 の 各地 で 凌 
を 求め る 集会 や デモ , 労働 者 た ちの スト ライ キ , 詳 
た ちの 同 量 休 校 が あい つい で 展開 され た 。 日 本 純 還 
と 警察 力 を 動員 し て その 鎮圧 に あたり , 運動 は し 剛 
た リー ば 騒 援 事件 に 発展 し た 。 武力 鎮圧 に よる 朝鮮 側 の 落 
三 ・ 一 独立 運動 の 情景 を 刻む レリーフ は 7000 人 以上 に 達し た と いわ れる 。 日 本 政府 は 名 証 
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ヴェ エル サイ コ 条 約 
四 力 国 条約 su。 呈 | 太平 洋 の 平和 に 関す る 条約 


英 ・ 米 日 - 仏 - 伊 | 中 国 問題 に 関す る 条約 (中 国 の 主権 尊重 . | 加藤 友 三 “ 
ベル ギー・ ポル | 門戸 開放 . 機会 均等 ) 。 ' [ 
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米 英 日 の 協調 関係 を 基軸 と する 新しい 東 ア ジア ・ 太 平 洋 地 域 の 国際 秩序 を ワン シン トン 体制 










“ 1922 (大 正 11) 年 8 月 に 発効 : 
し , 加藤 友三郎 内 閣 (加藤 が 海 相 を 兼任 ) の も と で , 老朽 : 
由 の 廃棄 や 戦艦 の 建造 中 止 な ど 海軍 軍縮 が 実施 され た 。 引 : 
き 続い て , 日 本 国内 で は 陸軍 軍縮 も 問題 と な り , 1922( 大 : 
E11) 年 同 内 閣 の 山梨 半 造 (1864 一 1944) 陸 相 の も と で , 約 6 : 





ーー テ ーーー- 一 ーー 







(1999.8) 廊 人 の 兵力 削減 が 実施 ぐ れ ( 山 梨 電 縮 )。 つい で 1925( 大 正 RS 
ー ーー ニー 一 こ ) 年 」 Pe M コ 拓 ーー ト 1868 一 1956) 人 7) 一 般 信 計 歳 出 に お ( =] 
山東 案 解決 条約 IM) 年 , 加藤 高明 内 閣 の と き , 皇 坦 一 成 ET 


も と で 4 個 師団 廃止 が 実現 する な ど , 陸軍 の 軍縮 と 合理 化 
が 行わ れ た (宇垣 軍縮 ) 。 陸 軍 は この と き , 師団 を 削減 する と 同時 に , 航空 部 隊 や 戦車 部 隊 
を 新設 ・ 増 設 す る な ど 装備 の 近代 化 を は か っ た 。 ま た , 整理 され た 将校 の 失業 対策 と 国防 
内 念 の 普及 を は か っ て , 中 学校 以上 の 学校 で 軍事 教練 が 正 課 と な り , 配属 将校 が 配置 さ 
れれ た 。 軍縮 の 結果 。 1921 (大正 10) 年 度 に は 国家 の 歳出 (一 般 会 計 ) 中 の 49% を 占め て いた 車 
事 維 が , 1926 (大 正 15) 年 度 に は 27% と 大 幅 に 減少 し た 。 

ワシ ント ン 会 議 以 後 ほ ぼ 1920 年 代 を 通じ て , 日 本 政府 は 国際 協調 . と くに アメ リカ ・ イ 
ギリ ス と の 協調 関係 の 確保 に 努力 し , 貿易 の 振興 な ど 経 済 外交 を 重んじ た 。 当 時, アメ リ 
カ は 日 本 に と っ て 最大 の 貿易 相手 国 で あり , 1920 年 代 半 ば ご ろ で , 日 本 の 総 輸出 額 の 約 


(1982.8) 
ジュ ネー ヴ 海 軍 軍 縮 会 議 
(1927.6) 「 

















国際 協調 時 代 の 主 な 国際 条約 


が 決ま っ た 。 ' 405 が アメ リカ 向け の 、 また 総 輸入 額 の 30% 近 く が アメ リ カ か ら の 商品 で あっ た 。 し た が 
[ 九 力 国 条約 ]】 1922( 大 正 11) 年 2 月 。 上記 4 カ国 に 加え て , 中 国 に 対し て 利害 関係 っ て . と り わ け ア メリ カ と の 友好 関係 の 維持 は , 最も 重要 視 さ れ た 。1924( 大 正 13) 年 加藤 


つ イ タリ ア ・ ベ ルギー・ オ ラン ダ ・ ポ ルト ガル に , 中 国 自身 も 参加 し , 9 カ国 の 間 で 主 
され た 。 内容 は , 1) 中 国 の 主権 ・ 独 立 と 領土 保全 を 尊重 し , (2) 各 国 の 商工 業 の 中 国 に 壮 
る 機会 均等 と 中 国 の 門戸 開放 を 定め た 。 こ の 結果 , 日 米 間 の 石井 ・ ラ ン シ ン ダグ 協 定 は 賠 
され た 。 

[ワシントン 海軍 軍縮 条約 ] 1922( 大 正 11) 年 2 月 。 ア メリ カ ・ イ ギリ ス ・ 日 本 ・ フ ポ 
ス ・ イ タリ ア の 5 カ国 間 で 調印 され , 1) 主力 艦 の 保有 量 の 比率 を , 米 英 各 5, 日 本 8 
伊 各 1.67 と する 。 (2) 今 後 10 年 間 主 力 艦 を 建造 し な い 。 3) 太平洋 の 鳥 の 軍事 施設 を 現状 鞭 
と する , な ど を 取り 決め た 。 「 

この 会 議 を 通じ て 日 本 は お お むね 列国 と の 協調 方 針 を 進め 、 と くに アメ リカ と の 協 開 
係 の 確立 に 勢力 し た 。 そ し て , と り わ け 海 軍 軍 縮 に は 積極 的 に 協力 する 姿勢 を と っ た 
れ は , 当時 アメ リカ ・ イ ギリ ス と の 建 艦 競争 な ど に よる 巨額 な 軍事 費 の 支出 の 結果 | 
家財 政 の 健全 な 運営 が 困難 と な りつ つ あ り , 軍事 費 を 抑制 する 必要 に 人 迫 ら れ て いた が 委 


前 内 開 ( 刺 原 喜 重 郎 外相 ) 成 立 後 まもなく , アメ リカ に お いて 新 移民 法 ( い わ ゆ る 排 日 移 
民法 ) が 実施 きれ , 日 本 人 移民 が アメ リカ に 入国 する こと が 事実 上 で き な く な る な ど , 相 
に 国民 感情 を 和 悪 化 さ きせ る 事件 が お こっ た が , 外交 レベ ル に お ける 日 米 両 国 の 協調 関係 は 
維持 され た 。 ま た , 日 本 政府 は 幣 原 外相 の も と で , 中 国 に 対し て 内 政 不 干渉 政策 を こり, 
と くに 武力 的 干渉 を 行わ な い 方 針 を 保ち , 1927 (昭和 2 ) 年, 国民 革命 軍 の 勢力 が 揚子江 流 
貝 に お よび . イギリス が 日 本 に 共同 出兵 を 提案 し た と きも , これ を 拒絶 し た 。 さ ら に , 革 
命 以来 国交 の 絶 を て いた ソ連 と も , 1925( 大 正 14) 年 , 加藤 高明 内 閣 の と き , 日 ソ 基 本 条約 
が 結ば れ , 日 ソ の 国 区 が 樹立 され た 。 
[ 原 外交 】 ワシ ント ン 会 議 の 全権 田 に 加わ っ た 乏 原 喜 重 郎 は , 1924( 大 正 13) 年 6 月 , 庶 
憲三 派 の 加藤 高明 内 閣 の 外務 大 臣 に 就任 し て か ら , 1931( 昭 和 6 ) 年 12 月 , 第 2 次 若槻 内 閣 
の 退陣 に よっ て その 地位 を 去る まで 。 立 意 政 友 会 の 田中 義一 内 閣 時 代 (1927 年 4 月 一 29 征 
7 月 ) を 除い て , 5 年 余り に わた り 憲 政 会 ・ 立 憲 民 政党 系 内 閣 の 外相 を つと め , 協調 外交 


あっ た 。 海軍 部 内 に は , か ね て か ら の 対 米 英 7 割 の 保有 量 を 主張 し て , この 軍縮 案 (に を 推進 し 。 対 米 協調 と 対 中 国内 政 不平 渉 政策 の 実施 に 替 力 し た 。 そ れ ゆ え , 乏 原 外相 に よ 
の 戸 ゃ あっ た が , 加藤 ( 友 ) 全 権 は , 国防 は 軍人 の 専有 物 で は な く , 総合 的 な 国力 を 重幸 っ て 推進 きれ た この 時 期 の 協調 外交 を 刺 原 外交 と も 呼ぶ 。 


る と の 立場 か ら , そう し た 不満 を お さえ て 調印 に 踏み 切っ た の で ある 。 こう し た 協調 外交 は , 第 一 次 世界 大 戦後 の 国際 平和 に 期待 を か ける 世界 的 風潮 を 背景 に 


その ほか , この 会 議 に お いて 日 本 ハコ シベリア 隊 兵 を 宣言 し 。 また 中 国 代表 と は 個 串 上 6 
東 問題 に つい て 協議 し て 山東 案 解決 条約 を 結び , 二 二 ー カ 条 要 求 の 一 部 撤回 と 山東 
の 権益 の 中 国 へ の 返還 を 約束 し た 。 こ の よう に , ワシ ント ン 会 議 に よっ て つく り 出 誠 






別 国 の 国際 協調 と 軍縮 政策 の も と で , ひと まず 順調 に 推進 され た 。 軍 縮 会 議 は その 後 も 何 
同 か 開か れ 。 1927( 昭 和 2 ) 年 の アメ リカ ・ イ ギリ ス ・ 日 本 に よる 補助 艦 制 限 の た め の ジ ュ 


ネー ヴ 軍 縮 会 議 は 意見 の 一 致 を みず に 失敗 し た が , 1928( 昭 和 3 ) 年 に は , パリ で 日 本 を 箇 
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め た 世界 の 主要 国 15 カ 国 の 間 に 不 戦 条 約 が 締 粘 され た 。 ま た , 1930( 昭 和 5 ) 年 に は , 禁 ・ 川崎 両 造船 所 の スト ライ キ が 有名 で ある 。1920 | 
ン 海 軍 軍 縮 会 議 が 開か れ , 米 ・ 英 ・ 日 3 国 の 間 に 補 助 艦 の 保有 量 制限 が 協定 され る 才 


1930 年 代 初 め ま で , 国際 協調 の 時 代 が 続い た 。 


し か し , 日 本 の 軍部 や 国家 主義 団体 な どの 間 に は , ワシ ント ン 体 制 を アメ リカ ・ イ 義 
ス が 日 本 の 対外 発展 を お さえ よう と する た め の も の と 考え , 協調 外交 や 軍縮 政策 に 反 基 


る 声 も か な りあ っ た 。 
参考 | 軍縮 と 軍人 の 反発 日 角 戦 争 後 , 軍 


人 の 人 気 が 高かっ た 時 代 に 職業 軍人 へ の 道 
を 志 し た 少年 た ち が , や が て 将校 と し て 一 
人 前 に な る ころ , 軍縮 の 時 代 が や っ て きた 。 
兵力 の 削減 が 進 な につれ, 軍人 は 出世 の 道 を 
せ ば め ら れ , 失業 の 不安 に きら きれ る よう に 
な っ た 。 世 間 の 目 は 厳し く な り , 軍人 の 社会 
的 地位 は 低下 し た 。 と り わ け 都 会 で は , 軍人 
が 軍服 次 で 街 の な か を 歩く こと が , は ば か ら 
れる よう な 雰囲気 が 広がっ た と いう 。 陸軍 の 
4 個 師団 削減 に より 廃止 され る こと に な る 第 


[ の 高まり | 替 一 次 世界 大 戦 を 通じ て も た ら さ れ た 世界 的 な 民主 球 計 
可 和 0 の の 風潮 の 高まり な どの 影響 を 受け て , 第 一 次 世界 大 戦 
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@ 大 日 本 労働 総 同盟 友愛 会 は 1919 (大正 8 ) 年 , 8 時 間 労働 制 の 確立 , 幼年 労働 の 廃止 , 普通 選 


実施 な どの 要求 を か か げた 。 


終わ る ころ か ら , 日 本 国内 に お いて も さま さま 人 な 社会 運動 が 孝 興 | 
た 。1918 (大 正 7 ) 年 , 吉野 作造 や 福田 徳 三 (874 一 1930)・ 大 山 棚 
1880 一 1955) ら を 中 心 に 王 明 会 が , 同年 に 東大 の 学生 ・ 卒 業 生 周 
っ て 東大 新人 会 が つく られ , 社会 の 改革 や 国家 の 革新 を 唱え て 。 
会 科学 の 研究 や 労働 運動 ・ 農 民 運 動 と 結び つい た 実践 活動 を 進 大 衣 
は [労働 運動 ] 大 逆 事 件 以後 , 政府 の 厳し い 弾 圧 の も と で " 冬 の 旧 
労働 ・ 小 作 争議 の 件 数 代 " を すご し て いた 社会 主義 ・ 労 働 運 動 も この よう な 時 代 の 風潮 還 
も と に し だ い に 活 発 に な っ た 。 資本 主義 の 著しい 発展 に 伴っ て , 多数 の 労働 者 が つく M 吊 
され て 大 企業 に 集中 し た こと , 空前 の 好況 に も か か わら ず , イン フレ ーション に よる 物 誠 
騰 貢 に よっ て , 必ず し も ゃ 労働 者 の 生計 が 楽に た な ら な か っ た こと に 加え て , ロシア 章 命 吾 
騒動 の 影響 な ど が , 労働 運動 の 高揚 を も た らし た 原因 と いえ よう 。1919( 大 正 8 ) 年 に 
働 争議 件 数 は 労働 組合 結成 数 と な らん で , これ まで の 最高 に 達し た 。 
労働 組合 の 中 心 と な っ た の は , 1912 (大 正 元 ) 年 。 全 木 文治 (1885 一 1946) ら に よっ て 細 

され た 友愛 会 で あっ た 。 友 想 会 は 。 は じ め は 労 資 協調 の 程 健 な 立場 を と っ て いた が , 19 
(大 正 8 ) 年 に は 大 日 本 労働 総 同盟 友愛 会 と 改称 し て し だ い に 急 進化 し @、1921( 大 正 10 中 

に は 日 本 労働 総 同盟 と 改め て , は っ きり と 階級 闘争 主義 に 転じ た 。1920( 大 正 9 ) 年 の 職人 
恐慌 の 到来 は 労働 運動 を ます ます 活発 に し た 。1920 一 21( 大 正 9 一 10) 年 ころ に は , 大 着 
な 労 働 争議 が 各地 で お こっ た が , な か で も , 官営 の 八幡 製鉄 所 の スト ライ キ , 神戸 の 当 


」 
」 
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(大正 9 ) 年 に は 日 本 最初 の メー デー も 行わ れ た 。 労 
働 組合 運動 は , その 後 , 総 同盟 の 内 部 に 運動 方 針 を 
めぐ っ て 対立 が 深まっ た 。 左 派 は , 除名 きれ て 1925 
(大 正 14) 年 。 日 本 労働 組合 評議 会 を 結成 し , 日 本 共 
族 党 の 影響 の も と に 急進 的 運動 を 展開 し た が , 19298 
(昭和 3 ) 年 に 解散 させ られ た 。 了 ウ き 
[農民 運動 ] 農村 で は 各地 で 小作 争議 が 示 先 し た 計 請 
が , それ は 単に 地主 に 懇願 する だ け で は な く , 小作 回 蘭 
人 が 小鶴 組合 を 結 成 し , 小作 料 減 多 ・ 人 権 確 較 誠 識 「 
の 要求 を 中 心 ど する 農民 導 開 に 37 レジ ーー 9 新雪 人 協会 に 集まる 女性 た ち 平塚 (前 列 右 か ら 
3 人目) や 市 川 (前 列 右 か ら 4 人目) は 鍵 参政 権 


1922 (大 正 11) 息 紀 寺 賀川 豊彦 (1888 一 1960) ・ 和 杉山 
エ 治 郎 (1885 二 1964) ら に よっ て 日 本 農民 組合 が 結成 閥 得 た ょ ど を 求め た 。 

され , 農民 運動 に 指導 的 役割 を 果たし た 。 政府 も 小 
作 農 の 保護 ・ 維 持 対策 を は か り , 1921 (大 正 10) 年 に は , 米穀 法 を 制定 し て 米価 の 調 地 に 
しめ. また 政府 資金 を 農村 に 貸し 付け た り し た 。 さ ら に , 1924( 大 正 13) 年 に は 小作 沖 議 開 
証 法 が 制定 され, 当事者 の 申し 立て に より , 裁判 所 の も と で 争議 の 調停 が で きる よう に な 
1 、 之 動 ] 新 し い 時 代 の 風潮 は 。 女 性 の 間 に も 自分 た ち を 従属 的 地 層 に し ば りつ ける 
人 会 的 雑 か ら 解 放し 。 地位 の 向上 を は か ろう と する 思想 ・ 運 動 を 生み 出し た 。1911( 明 治 
44) 年 に は , 平塚 明 ( 才 島 ) ら を 中 心 と する 青 輪 社 @ が つ くら れ , 雑誌 『 青 同 』 が 発刊 きれ 女 
性 の 裳 培 を 促し た 。 創 刊 且 に 載せ られ た 平塚 の 巻 頭 言 「 元 始 , 女 性 は 実に 太陽 で あっ た 。 
匠 年 の 人 で あっ た 。 今 , 女性 は 月 で ある 。 …… 私 共 は 隠さ れ て 仕舞 っ た 我 が 太陽 を 今や 取 
記さ ね ば な ら ぬ 」 と いう 言葉 は 運動 の 目標 を ほっ きり と 示し た も の で あっ た 。 青 囚 儲 の 
と 性 た ち は .「 新 し い 女 た ち 」 と 呼ば れ て 大 き な 反 響 を も っ て 迎え られ , は じ め 1000 部 だ っ 
た 『 理 還 』 の 発行 部 数 は 3000 部 まで に 増加 し た 。 し か し , 彼女 た ち が 自 由 恋 愛 や 自由 結婚 を 
褒 じ た りす る こと に 対し て , 世間 か ら は 日 本 の 伝統 的 な モラ ル に 反する と いう 非難 が あど 
せ が か の 

科 社 の 連 動 は 電動 を 中 心 と する も の で あっ た が , 1920( 大 正 9 年 に は 
平塚 や 演 川 記 枝 1893 一 1981) ら を 中 心 に 新婦 人 協会 が 結成 され 婦人 参政 権 運動 も 行わ れ 
る よう に な っ た 。 こ うし た 運動 に より , 1922( 大 正 11) 年 に は , 女子 の 政治 運動 参加 を 茜 止 
| て いた 治安 警察 法 第 5 条 が 改正 され , 女子 の 政治 演説 会 へ の 参加 が 認め られ た 。 新婦 人 
協会 は 。1924 (大 正 13) 年 に は 女人 参政 権 獲得 期 成 同 是 会 発展 し た 。 ま た , この 間 の 1921 
(大 正 10) 年 に は , 山川 交 栄 (1890 一 1980) . 合 藤野 枝 (1895 一 1923) ら に より 赤 潤 会 が 結成 され , 
杜 会 主義 の 立場 か ら の 婦人 運動 も 展開 され た 。 


ーー 


15 師 団 (豊橋 ) の 師団 長 は 先輩 へ の 手紙 で , 講 
婚 が 決ま っ て いた 若い 将校 の な か に は , 生計 
が 始ま っ た た ぬ め 婚 約 者 の 女性 の 側 か ら 疲 読 
申し 渡さ れ た 例 も ある と し て , 軍縮 に よ 順 
校 た ち が 動 揺 し , 師団 内 の 士気 が 低下 し 届 
る こと を 嘆い て いる 。 こ うし た 世間 の 風潮 
対す る 反発 が , や が て 政府 の 手 で 推進 き 梓 
箇 調 外交 や 軍縮 政策 に 不満 を いだき , テ 
クー デ タ で それ を 打破 し よう と する 急進 源 
人 た ち を 生み 出す 背景 に な っ た と 考え ら 相 計 









ば ュ コ 凍 


rm nn に / 記 
1 震 因 の 語 は 。 18 世 紀 の 半 ば に ロン ドン の モン テー ニュ 夫人 の サロ ン に 集まる 芸術 家 た ちの 会 合 に 。 
性 作家 な ど が 青色 の 靴下 を は いて 出席 し て 盛ん に 文学 ・ 芸 術 を 論じ た こと か ら , 因 習 に 反する 女性 
た ち を 嗣 衝 的 に Blne Stocking と よん だ の を 模 し , 森 鳴 外 が 命名 し た と いう 。 
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[社会 主義 運動 | 長らく 鳴り を ひそ め て いた 社会 主義 運動 も , ロシア 革命 の 影響 や 句 
運動 の 高まり に 伴っ て 息 を 吹き 近 え し た 。 は じ め は 大 杉 栄 (1865 一 1923) ら を 中 心 と す 大 
ナー キズ ム (anarchism, 無政府 主義 ) の 影響 が 強く , 労働 者 の 直接 行動 に 頼り , 政治 闘 
を 軽視 し , ロシア 草 命 を 否定 的 に 評価 する 傾向 が あっ た が , その の ち , し だ い に マ ル 叫 
主義 が 社会 主義 運動 の 主流 を 占め る よう に な り , ロシア 革命 に な ら っ て 政治 闘争 を 重 梓 
る , いわ ゆる ボリ シェ ヴィ ズム (Bol shevism) が 優位 に 立つ よう に な っ た 。 そ し て . 請 開 
の 社会 会 主義 者 を 政治 的 に 組織 し て 無産 政党 (社会 主義 政党 ) を つく ろう と する 動き が 進 症 
1920( 大 正 9 ) 年 に は 日 本 社会 主義 同盟 が 成立 し , つい で 1922 (大 正 11) 年 に は , ソ連 の 陸 
クワ に 本 部 を お く コ ミン テル ン ( 国 際 共 産 主義 組織 ) の 指導 の も と に , 上 山 洪 ・ 堺 利 敵 
山川 均 1880 一 1958) ら が 中 心 と な っ て . コミ ン テ ル ン の 日 本 支部 と し て 日 本 共産 党 が 艇 
の うち に 結成 され , 君主 制 の 廃止 , 大 地主 の 土地 没収 と その 国有 化 。 8 時 間 労働 制 の 近 
な ど を か か げ , プロ レタ リア 独裁 の 確立 を めざし て , 非 合 法 活動 を 展開 し た 。 

マル クス 主義 理論 は し だ い に 知 識 人 ・ 学 生 ・ 運 動 者 の 心 を と ら え る よう に な り , 東 講 
人 会 な ども , マル クス 主義 の 研究 ・ 実 践 活動 の 団体 と し て の 性 格 を 強め る よう に な っ 柱 
こう し て , 1920 年 代 に は マル クス 主義 に 基づく 社会 科学 研究 が 盛ん に な っ た 。 

SS 
巻き お こし た が , 社会 主義 運動 に 対し て も 大 き な 痛 手 を 与え る こ こ に な っ た 。 災 の 滴 
中 。 社会 やり 動 を を て で いる と いう ディ が 戒厳 令 が し か れ た な 聞 
住民 の つく っ た 自 玖 団 や 警察 ・ 憲兵 な ど に より 社会 主義 者 や 朝鮮 人 が 虐殺 され る 事件 頑 
こっ た @。 こ うし た 情勢 に 直面 し て , 共産 党 の 内 部 で は 政治 方 針 を めぐ っ て 対立 が お 調 
1924 (大 正 13) 年 に は 解党 が 決議 され た 。 「 

[部 落 解 放 運 動 ] また , 披 差 別 部 落 の 住民 に 対す る 社会 的 差別 を 自主 的 に 撤廃 し よ す 
する 部 落 解放 運動 も 本 格 的 に 展開 され る よう に な り , 1922 (大 正 11) 年 に 結成 され た 全国 
平 社 を 中 心 に , 運動 は 根強く 進め られ る よう に な っ た 。 全国 水平 社 は . その 後 。 第 二 購 | 
漠 大 戦後 に 部 落 解放 全国 委員 会 を 経て , 部 落 解放 同盟 に 発展 し た 。 

[国家 主義 革新 運動 ] 第 一 次 世界 大 戦 直 後 の 革 新 的 雰囲気 の 高まり の な か で , 多く 本 
新 団体 が つく られ , いろ いろ な 立場 の 人 々 が これ に 参加 し て いっ た が , 人 
主義 の 立場 か ら 国家 改造 」 を 主張 する 人 々 も 少な く な か っ た 。 1919( 大 正 8 ) 年 , そ 視 
人 々 が 集まっ て 猫 存 社 を 結成 し 。 六 ご 門 Gess-iey)・ 大 川 店 朋 Gaee-195) を 中 属 
国家 主義 革新 運動 を 進め た 。 そ の 後 。 彼ら の 思想 は , 協調 外交 ・ 軍 凌 政策 や 政党 政 消 則 
滴 を 抱く 軍部 の 青年 将校 や 中 堅 将 校 に , し だ い に 大 き な 影 響 を お よ ぼ す よ うに な っ だ 講 

【 日 本 改造 法案 大 綱 】 北 一 輝 は 1919 (大 正 8 ) 年 , 反 日 運動 の 吹き 荒れ る 上 海 に お いで 議 
家 改 造 案 原 理大 綱 (の ち 日 本 改造 法案 大 綱 と 改称 ) を 書き あげ た が , それ は 独 存 社 に 貞 婦 
秘 審 出 版 さ れ , ひそ か に 関係 者 に 配布 され た 。 そ の 内 容 は , 天 息 大 権 の 発動 に よっ で 蔵 
淳 を し き , ター デ タ に よる 天皇 中 心 の 国家 社会 主義 的 な 国家 改造 を 行 お うと する も の 電 
私 有 財 産 の 制限 と 超過 人 額 の 没収 , 大 企業 の 国営 化 , 企 業 の 利益 の 労働 者 へ の 配分 , 敬 請 


@ 有名 な アナ ー キス ト 大 杉 栄 は 岩 災 後 の 混乱 の な か で , PCPSWEOE 齋 人 
に 憲兵 大 慰 甘 邊 正彦 (1891 一 1945) に よっ て 殺害 きれ た 。 ま た . 東京 の 亀戸 で は 10 人 の 労働 運動 寮 


軍隊 に 殺さ れ た ( 重 戸 事件 ) 。 




























まま] 関東 大 震 災 と 朝鮮 人 虐殺 事件 1923 
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塗 の 実施 、 華 族 制 の 廃止 な どの 断行 を 唱え る と と も に . 対外 的 に は 「 不 法 ノ 大 領土 ヲ 独 占 」 
し て いる 国 に 対し て 開戦 する 権利 が ある こと を 強調 し て いる 。 

われ る 人 々 を つぎ つぎ と 捕え 殺害 し た 。 そ の 
(大 正 12) 年 9 月 1 日 , 午前 11 時 58 分 , 関東 一 な か に は , 誤認 きれ た 中 国人 や 日 本 人 も 含ま 
問 を 見 舞っ た マグ ニ チュ ー ド 7.9 の 大 激震 と | れ で いた と 思わ れる 。 殺 され た 人 の 総数 は 正 
それ に 続く 大 火災 は , 東京 ・ 横浜 を は じ め と 、 確 民 は わか ら な い が , 3000 人 と も 6000 人 と も 
する 関東 地方 南部 に 甚大 な 被害 を 与え , 死者 《 いわ れる ほど に 達し た 。 虚 殺 事 件 を お こし た 
・ 行方 不明 者 は 約 14 万 人 , 被災 者 は 340 廊 人 自警 団員 の な か に は , 裁判 に か けら れ 処 前 さ 
以上 に 達し た 。 震 災 の 大 混乱 の な か で きま ざ れ た 者 も ゃ あっ た が 多く の 者 は 不問 に 付き され, 
まな 流言 著 語 が 乱れ 飛び . 式 茂 令 が し か れ て , 事件 の 真相 は 謎 の 部 分 が 多い 。 例 えば 事件 の 
杜 会 不 宅 は いや が うえ に も 高まっ た 。 朝 鮮 人 核心 と も いう べき 流言 の 出所 に つい て も , 目 
剛 殺 事件 は この よう な 異常 な 答 野 気 の な か で 妖 に 発生 し た と する 説 , 日 本 の 治安 当局 が 意 
発生 し た 。 す な わ ち , 朝鮮 人 の 暴動 "“ 朝 鮮 | 図 的 に 流し た と する 説 , 右 環 の 一 派 が 流し た 
人 の 放火 " な どの 流言 が 広がり , 得 怖 に か ら と する 説 な ど が ある が , 真相 は 明らか で は な 
だ 民間 の 自 抹 滑 二 才 06 朝鮮 人 と 思 | い 。 

「 第 一 次 世界 大 戦後 さま ざま な 立場 か ら の 社会 運動 に 共 
普通 選挙 の 実現 (納税 額 に よる 選 





通 の 要求 と な っ た の は , 


権 の 制限 の 搬 廃 男子 の み ) で あっ た 。 普 選 運 動 は すでに 1890 年 代 後 半 か ら 続 けら れ て 
5 り , 
0 と の 後 。 押 動 は いっ た ん 其 え た が 。 人 第 一 大 共 大 戦後 の 民主 
凌 的 風潮 の 高まり の な か で , 1919( 大 正 8 ) 年 ころ か ら , に わか に 都市 を 中 心 と する 展 運 
動 と し て 大 き な 盛 りあ が り を みせ た 。 知識 人 グル ー プ や 労働 組合 に 加え て , 1920( 大 正 9 ) 
年 に な る と , 野党 で あっ た 憲政 会 ・ 立 憲 国 民 党 が 正式 に 普 通 選 挙 の 実現 を 綱領 中 に か か げ 
る よう に な らら だ 。 また, 


と も あっ た が , 貴族 院 の 


明治 時 代 来期 に は , 衆議院 で 普 選 案 が 多数 の 支持 を 侍 た こ 


"進歩 的 "な 官僚 の 問 に も 普 選 実施 を 説く 者 が 現われ 始め だ た 。 


し か し . 1920( 大 正 9 ) 年 の 総 選挙 で , 原 内 閣 の 与党 で ある 立憲 政友 会 が 大 勝 し て 衆議院 


の 過半 数 を 制 し , 野党 勢力 は 後退 し た 。 原 内 閣 と 立憲 政友 会 は 。 すぐ に 普 選 を 実施 する の 
は 時 期 商品 で ある と する 立場 に 立っ た た め , 野党 側 の 提出 し た 普 選 案 は その 後 , いずれ も 
失 議 院 で 否決 され て し まっ た 。 


原 内 閣 の あと を 継い だ 立憲 政友 会 の 高橋 是 清 内 閣 が , 
1922 (大 正 11) 年 6 月 開 内 不 統一 で 退陣 し , 以後 , 加藤 


ルー 郎 内 閣 ・ 第 2 次 山本 権兵衛 内 閣 と 非 政 党 内 閣 が 続い た 。 山 本 内 閣 は , 関東 大 震 災 の 救 
時 動 と 衝 上 画 に 全力 を 注ぐ と と も に 半 居 現 の た め 選 流下 を 意図 し た が 
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補 議 院 議員 選挙 法 主要 改正 表 (1945 年 の 定員 468 は 沖縄 2 を 含む ) 
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1830 年 の 七 月 革命 の 結果 , 選挙 権 が いく ら か 産 の ある 女子 に も 参政 権 
伏 娠 き れ た が , な お 納税 額 に よる 厳し い 制 限 が 認め られ た 。 
が あり , 有 権 首 は 人 口 の 0.5% 余 り に すき な 婦人 参政 権 運動 は 19 世 | - 
か っ た 。 し か し , 1848 年 の 二 月 革命 の 直後 , 紀 後 半 に は アメ リカ や ヨ 
フラ ンス は 男子 の 普通 選挙 制 を 採用 し た 。 ド ー ロ ッ パ で か な り 高 まり , 
イッ に お いて は , プロ シア の 下院 議員 選挙 で 地方 議会 や ーー 部 の 地域 で 
は . 20 世 紀 に な っ て も 有権者 を 納税 額 に よっ それ が 認め られ た と ころ 
て 3 級 に 分 ける 3 級 選 挙 法 が 用 いら れ て いた 2 
* ドイ ッ 音 国 の 場合 は 。1871 年 の 成立 時 か 、 全国 的 に 認め られ だ の ほ は, ニー “ 
Me ミ され た 。 こ れ は , 一 - | 1893 年 の ニュ ー ジ ー ラ ン 各国 に お ける 普 選 の 実現 年 
般 大 衆 の 強い 支持 に よっ て , 自由 主義 的 な 中 ド が 最初 で ある 。 ド イツ 

導 階 級 の 反対 を お きえ よう と する ビス マル ク で は 第 一 次 世界 大 戦後 , 1919 年 の リ イ マ ー ル 
の 政略 に よる も の だ っ た と いう 。 ア メリ カ は 憲法 で 。 アメ リカ で は 翌 1920 年 , イギリス で 
川 に よっ て 異な る が , お お むね 19 世 紀 半 ば こ も 1928 年 に 男女 平等 の 普通 選挙 が 実現 し た 。 

ぁ ま で に 男子 の 普通 選挙 が 実現 し て いる 。 イ し か し , フラ ンス や スイ ス で は , 女子 の 参 吉 
ギリ ス は 1832 年 以来 。 何 回 か の 改正 で 選挙 権 権 の 全国 的 な 実現 は 第 二 次 世界 大 戦後 に も ち 
が 拡大 きれ た が , 普通 選挙 は よう や く 1918 年 越 き され , 1945 年 お よび 71 年 の こと で あっ た 。 
に 実現 し た 。 こ の と き , 30 歳 以上 の 一 定 の 財 

' 加藤 高明 内 閣 の 成立 か ら ら , 1932( 昭 和 7 ) 年 5 月 の 犬養 内 痢 
の 崩 壮 に いた る 8 年 足ら ず の 間 , 政党 政治 は 「 憲 政 の 常 道 
に 電力 を 占め る 政党 の 党首 が 内 導 を 組織 する と いう 慣習 が で き あ が っ た 。 

に 退役 し た 陸軍 長老 で 長州 閥 の 系 統 に つなが る 田中 義一 
(1864 一 1929) を , 高橋 基 清 に か わっ て 新 総裁 に 迎え る と と も に , 加 新 倶楽部 と 合同 し た 。 
方 。 憲政 会 は 加藤 の 死後 , 村 札 次 郎 が 総裁 と な り , 1927( 昭 和 2) 年 6 月 に 政友 本 覚 と 
合同 し て 立憲 民政 党 を 結成 し , 立憲 政友 会 と と も に 2 大 政党 と し て 交代 で 政権 を 担当 し た 。 


1923 (大 正 12) 年 12 月 誠 の 門 事 件 @ に より 退陣 
た め , それ は 立ち 消え と な っ た 。1924 (大 正 13) 
1 月 , 山本 内 閣 の あと を 受け て , 清光 吾 (8 
ー1942) が 貴族 院 ・ 官 僚 支 力 を 基礎 に 内 閣 を 基 
し た が , 立 意 政友 会 ・ 凍 政 会 ・ 吉水 入 ( 
党 の 後 身 ) は , これ を 立憲 政治 に 背 を 向け た 物 
訂 級 に よる 超 然 内 間 と みな し て 護 宮 三 派 を 結 上 
世論 の 支持 を 後ろ 盾 に 貴族 院 改 革 ・ 行政 整理 q 
党 内 閣 の 実現 な ど を 叫ん で , 清浦 内 閣 打 倒 を 大 
す 第 二 次 護憲 運動 を 展開 し た 。 
立憲 政友 会 の 清浦 支持 派 は 脱 党 し て 政友 本 紗 
結成 し た が , 1924 (大 正 13) 年 5 月 の 総 選 挙 で 議 
三 派 が 圧倒 的 な 勝利 を 収め , 政友 本 党 は 議席 を 時 
幅 に 減ら し た 。 そ の 結果 , 同年 6 月 , 清浦 内 閣 
総 辞職 し , 第 一 葛 と な っ た 窓 政 会 総 炉 の 加藤 「 
が 自 相 と な り , 座間 三 派 を 与党 と する 内 閣 を 細 
し た 。 こ の 運動 を 通じ て 立憲 政友 会 も 普 選 替 肛 
まわ り , 1925 (大 正 14) 年 3 月 , 加藤 高明 内 閣 の も と で , 普通 選挙 案 を 盛り 込ん だ 衆 議 陳 
員 選 挙 法 改 正 案 ( い わ ゆ る 普通 選挙 法案 ) が 両院 を 通過 , 成立 し た 。 こ の 選挙 法 で は , 上 | 
と し て 満 25 歳 以上 の 男子 に 衆議院 議員 の 選挙 権 が , 満 30 歳 以上 の 男子 に 被 選 挙 権 が 与 想 邊 
れ , 納税 額 に よる 選挙 権 の 制限 は 撤廃 きれ た 。 そ れ に より , 有権者 総数 は 約 1240 万 人 上 
し , これ まで の 4 倍 以 上 に 増加 し た 。 し か し , 女性 の 参政 権 は 認め られ な か っ た 。 ま が だ 
同 内 閣 の 手 で , 貴族 院 の 改革 も 行わ れ た が , は な は だ 不 十分 な も の に 終わ っ た 。 
また , 第 二 次 護憲 運動 の と き に な る と , 労働 組合 ・ 無 産 政党 ・ 学 生 団 体 な どの 多く に 調 ヵ 
普 選 は 改良 主義 の 幻想 を 強め る も の と し て , その 実現 に は あま り 熱 意 を みせ な か っ た 』 者 時 9 の 320 
方 , 加藤 内 閣 は 社会 革命 を 避け る 安全 弁 と 考え て , 普 選 の 成立 に 踏み 切っ た も の で , 壮 区 泊 は は に は 旦 08024 2 身 者 や 軍人 出身 者 が 党 の 幹部 と な 
連動 の 民衆 運動 と し て の 盛り あがり は 表 く な っ て いた 政争 の た め に , これ ら の 権力 機構 に 頼り , 高級 官僚 出 3 
( 0 た 夫 ロ 0 ああ ん いじ は う ーー _ 市 語 が の SRNBRS 和 や を キッ 0 に 
加藤 内 閣 は 1925 (大 正 14) 年 3 月 に , 普 選 法 と と も に 治安 維持 法 を 成立 させ た 。 こ れ は 


ー 次 世界 大 戦後 の 社会 主義 運動 の 激化 に 対応 し た も の で , と り わ け 普 通 選挙 の 実施 や 同 尋 
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1 月 の 日 ソ 国交 樹立 の 結果 と し て , 活発 化 が 予想 され る 無政府 主義 や 共産 主義 の 活動 害 ( で | 大 ェ 

り 締まる の が 目的 で あっ た 。 そ こ で は 「 国 体 を 変 草 」 し た り ,「 私 有 肝 産 制度 を 否認 」 才 橋 | 上 『 抽 
動 に 加わ っ た 者 を 処 負 する こと が 定め られ て お り , の ち に は これ が し だ い に 拡大 解 生 略 衣 2211 】 ヤ 人 
て , さま ざま な 反 政 府 的 言動 を 弾圧 する た め に 用 いら れ た 。 | 軒 | 本 - 和 ーー ・Wk “=ーー rr 
を 考 | 世界 各国 に お ける 普通 選挙 の 実現 る 制度 を いう 。 た だ し 女子 の 参政 権 が な 上 人 
普通 選挙 と は , 納税 額 ・ 財 産 ・ 身 分 ・ 性 別 な | 合 で も , それ 以外 の 制限 が 撤廃 され て い 組 | 7 叶 計 省 | だ 時 
ど に よる 差別 な し に 選挙 権 ・ 披 選挙 権 を 認め | 普通 選挙 と 呼ぶ こと が 多い 。 フ ラン スズ 隊 も た 議 人 
、 せっ し ょ う の 四 ジー ど 23 通 雑 28 約 思 件 ( ミ 

@ の 門 事件 と は 」 2 の 匠 0e0-o0 が AoWexE の ct : , 計 。 M 委 っ 誠 
18d9B 3 TI 」 
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王 ( の ちの 昭 和 天 畠 ) を 暗殺 し よう と し て 狙撃 し た 事件 。 摂 政 宮 は 無事 で あっ た が この 事件 は 大 
の 指導 者 層 に と っ て 大 き な 衝 撃 で あっ た 。 
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敗れ た 政党 に か わっ て 内 閣 を 組織 する と いう 形 で 政権 の 交代 が 行わ れん た こと は あま り 大 
議会 外 の 権力 機構 と 結ん で 内 閣 を 倒し た 野党 が , 新しく 少数 与党 の まま 政権 を 担当 し 
選挙 を 行っ て 衆議院 の 多数 を 制す る と いう の が , 政権 交代 の 工 本 的 バター ン で あっ た 講 
普 選 が 実施 され 有権者 が 拡大 し た こと に よっ て , 政党 は 必然 的 に 多額 の 選挙 次 全 を 
と する よう に な り , 財界 と の 結び つき を ます ます 深く し , 財閥 か ら 多額 の 政治 資金 の 側 
を あお ぎ , また , さま ざま な 利 権 を めぐ っ て し ば し ば 汚職 問題 を ひき お こし た 。 こう 計 
政党 政治 は 全盛 時 代 を 迎え た が , 同時 に 。 また 
ス ェ イメ ー ジ も 強く な り , 国民 の 不信 を か っ た 。 こ うし た 事情 を 背景 と し て , 軍部 ・ 
・ 国 家主 義 団体 な ど 反 政 党勢 力 に よる ,「 政 党 政 治 の 魔 敗 」 に 対す る 非難 も 盛ん に な っ 


送 才 | 吉野 作造 の 「 金 権 政 治 」 批 判 か つて | ら 金 が 姿 を 消せ ば その 跡 に 直ちに 人 格 と 計 
民 本 主義 を 唱え , 普通 選挙 の 実現 や 議会 中 心 と が 登場 する と の 見 解 を も 取消 す 必 要 を 調 
の 政治 運営 を 未 心 に 主張 し た 吉野 作造 も , 現 くる か 世 制 に な っ て 全 の 世 居 が 法衣 
実に 政 千 政治 が 定着 し , 普 選 が 実施 され る と と 話 問 さ れる と 一 言 も な い 。( 路 ) 今 目 
か えっ て それ に 失望 し , その 「 金 権 選挙 」 ぶ り と 番 つ よく 物 言 ぁ も ゃ の は 人 金 力 と 権 
を つぎ の よう に 批判 し て いる 。「 私 も 大 正 の | で ある 。 選挙 は 人 民 の 意 括 を 訪ね る の だ 訂 
初め 頃 か ら 熱心 普 選 制 の 実施 を 主張 し た 一 8 中 と し て は 入ら の 自由 な 間 困 を 否 
大 だ 。 そし て 普 選 制 の 功徳 の 一 つと し て 金 を | い の で ある 。 (中 略 ) そ れ を 金 と 権 と で ぶ 評 
使 は な く な る だ ら う こと を 挙げ た 。 (中 略 ) そ | じ る の だ か ら 堪ら な い 。 し か し . これ は 本 
し て 金 が 容 を 消す と これ に 代わ り 選 挙 闘争 の | 的 に 言 へ くば ふみ に じ る 者 が 悪い の で は な 思 
武器 と し て 登場 する の は , 言論 と 人 格 と の 外 | よみ に じ ち れる 者 が 一 い の だ 。 (店 ) 呈 | 
は な いと 説い た の で あっ た 。 (中 略 ) し か し そ | し て い へ ば 罪 は 選挙 民 に ある 。 問 題 の 根 抽 
れ は 制度 を 改め た だ け で 実現 せら れ う る 事柄 | 解決 は 選挙 民 の 道徳 的 覚醒 を 描い て 外 に 練 
で は な か っ た の だ 。 今 日 と な っ て は 選挙 界 か | い 」(『 中 央 公論 』1932 年 6 月 号 ) 。 


$. 都市 化 と 大 押 化 


大 正 年 間 . と くに 第 一 次 世界 大 戦後 に な る と , 日 本 の 
本 主義 の 飛躍 的 な 発展 , 工業 化 の 推進 を 背景 と し て , 調 
市 化 と 大 衆 化 が 社会 の いろ いろ な 局面 で 現われ 始め た 。1903( 明 治 36) 年 に は 4540 万 人 糧 
た 日 本 内 地 の 人 口 は , 1925 (大 正 14) 年 に は 5974 万 人 に 達し た が , 農業 人 口 は 余り 増加 坦 
人 口 増加 分 は も っ ぱら 都市 の 第 2 次 ・ 第 3 次 産業 に 吸収 きれ た 。 こ の 結果 。 明治 30 征 人 
半 に は 有 業 人 口 の 約 3 分 の 2 を 占め て いた 第 1 次 産業 (農林 水産 業 ) 人 口 は 。 大 正 未 期 編 
50% 程 度 に な っ た 。 

都市 へ の 人 口 集中 も は っ きり と 現われ , 1903( 明 治 36) 年 に は 人 口 5 万 人 以上 の 都市 休 
(植民 地 を 除く )。 その 人 口 は 合わ せ て 555 万 人 (内 地 人 口 の 12%) だ っ た の が . 1925 ( 衣 
14) 年 に は , それ が , 71 都 市 , 1213 カ 人 VPS 地 人 口 の 20%%) に 増加 し た 。 

東京 を は じ め 全国 の 諸 都市 で は 官公 庁 ・ 公 共 建 築 物 ・ 全社 な ど を 中 心 に , 明治 時 人 
来 の 赤 志 造 に 加え て . 迷 ュ ジ が リー トキ の ビル 2 ホル 個人 の 佳 審 
も , 洋風 の いわ ゆる 文化 住宅 が 盛ん に 建て られ た 。 都市 で は ガス や 水道 設備 が か な 還 
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し , 電灯 は 都市 ば か り で な く 農 村 で も 広く 用 いら れる 
よう に な っ た 。 
【 関 東大 震 災 と 東京 の 復興 ]】 1923( 大 正 12) 年 9 月 1 
日 関東 地方 一 帯 は マダ ニチ ュー ド 7.9 の 大 地震 に 
襲わ れ , 東京 で は 市 内 百 数 十 カ 所 か ら 火 災 が 発生 し, 
未 所 ・ 深 川 な どの 下町 は 90% 以 上 が 焼失 し た 。 東 京 
・ 横 浜 な ど 関東 地方 南部 を 中 心 に 各地 で , 死者 ・ 行 
方 不明 者 約 14 万 人 , 拉 害 世帯 69 万 余 , 惨 災 者 約 340 
万 人 を 出す と いう 空前 の 惨 害 と な っ た 。 大 震 炎 後 , 
- 部 に は 末 都 論 も あっ た が , 政府 (第 2 次 山本 内 閣 ) 
は 後 導 平 を 復 院 絵 六 に 任命 し て , 東京 の 復興 に 文化 価 宅 の 見 取 図 
あたら せ た 。 後藤 の 東京 復興 計画 は あま り に も 規模 が 大 きく , 立憲 政友 会 な ど 各 方 面 か ら 
の 反対 で か な り 縮 小さ れ た が , 幹線 道路 の 建設 ・ 区 画 整理 な ど を 軸 に ., 東京 は 装い を 新 
た に し て 再建 きれ た 。 こ れ を 機会 に 江戸 情緒 は は ほとんど - 掃き され, 東京 の 住宅 地帯 は 近 
部 に 広がっ た 。 震 災 で 減少 し た 人 口 も 再び 急増 し , 1932 (昭和 ? ) 年 に は 東京 市 は 近郊 の 町 
村 を 合併 し , 人 口 は 500 万 人 を 超え た 。 
都市 と 都市 を 結ぶ 鉄道 路線 は , 原 ・ 高 橋 両 内 閣 に お ける ロー カル 線 拡張 計画 な ど を 通じ 
て 全国 的 に 広がっ た 。 ま た , 大 都市 の 近郊 に 住宅 地帯 が 広がる と と も に , 通勤 用 の 苑 外 電 
車 が 発達 し た 。 そ し て 大 正 末期 以降 , 大 都市 の 中 心 部 ば か り で な く , 郊外 電車 の ター ミナ 
ル 駅 に つぎ つぎ に 百貨 店 (デパ ー ト ) が 開店 し , 大 衆 消費 時 代 の 先駆 け と な っ た 。 市 街 地 の 
交通 機関 と し て は , 市 街 電車 の ほか 明治 時 代 後 期 に 日 本 に 輸入 きれ た 自動 車 が , 大 正 時 代 
に な る と , 新しい 交通 機関 と し て 利用 きれ , と く に 乗合 自動 車 ( バ ス ) が 市 民 の 足 と し て 盛 
ん に 使わ れる よう に な り , タク シー も 現われ た 。 な お , 明治 時 代 末 期 に 日 本 の 空 を 初め て 
諾 ん だ 飛行 機 は . 主 に 軍用 と し て 発達 し た が , 1920 年 代 後 半 に は 郵便 輸送 や 旅客 輸送 用 の 
定期 航空 路 も 開設 きれ た 。 し か し , 利用 者 は まだ こ ~ く 限ら ちら れ た 人 た ち だ け で あっ た 。 
都会 を 中 心 に , 事務 系 統 の 職場 で 働く 條 給 生活 者 (サラ リー マ ン ) が 大 量 に 出現 し た が , 
そう し た 職場 へ 女性 も 進出 する よう に な り , いわ ゆる 職 業 婦 人 が 目立ち 始め た 。 女性 の 
洋装 化 も 進み , 大 正 末 期 か ら 昭和 初期 に は 時 代 の 先端 を 行く 洋装 洋 敵 の 若い 女性 (いわ ゆ 
る モ ガ , modern girl) の 次 が , 大 都市 の 新しい 風俗 と な っ た 。 
こう し た 状況 の な か で , さま ざま な 社会 問題 (労働 問題 ・ 失業 救済 な ど ) や 都市 問題 ( 交 
通 ・ 住宅 問題 な ど ) が 取り あげ られ る よう に な っ た 。 政府 が 内 務 省 に 社会 島 や 都市 計画 
局 を お いて これ ら の 問題 と 取り 組み , 職業 紹介 法 ・ 健 康 保険 法 ・ 借地 借家 法 な ど を 制 
定 し た の も , 1920 年 代 前 半 の こと で あっ た 。 
ま 考 ) サラ リー マン の 生活 大 正 末期 , 大 | 治 時 代 よ り ず っ と 小さ く な っ た 。 ま た 職業 婦 
学 や 専門 学校 の 卒業 生 は , お お むね 官 更 や 会 | 人 の 平均 月 給 は , タイ ビス ト 40 円 , 電話 交換 
社 勤 め の 俸給 生活 者 (サラ リー マン ) と な っ た 。| 手 35 円 , 事務 員 30 円 位 だ っ た と いう 。 当 時 の 
初任 給 ( 月 額 ) は 大 学卒 が 50 一 60 円 だ っ た 。 重 | 物価 は , 米 1 弁 ( 約 1. 5kg) 50 銭 , ビー ル 1 
工業 部 門 の 男子 労働 者 の 平均 貨 金 が 日 日 給 2 円 | 本 35 鐵 , う な ょ ぎの 蒲焼 3 タタ シー の 市 内 
50 鍼 , 大 工 が 3 円 50 銭 程度 だ っ た か ら , ホワ 料金 1 円 均一 -( い わ ゆ る 円 タク ), 東京 ・ 大 阪 
イト カラ ー と プル ー カ ラー の 給与 の 差 は , 明 間 の 鉄道 運賃 6 円 13 鐵 (3 等 , 普通 列車 ), 郵 
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便 料 金 で は 封書 3 銭 , 葉書 1 銭 5, 新聞 購 
暁 料 月 極め 80 銭 一 1 円 と いっ た と こ ルー rc 
1925 (大 正 14) 年 , 建 振 18 坪 ( 約 59m“) ・ 木造 
2 階 建て ・ 土 地 25 坪 ( 約 83m2 ) つ き の 小 住宅 
108 戸 を , 大 阪 市 が 分 譲 し た 。 頭 金 420 円 


an 以上 の よう な 都市 化 の 進行 に 伴い , 
大 衆 文化 の 芽 ば え 1 議 : RCEeV 作 HP 


化 が 繁 栄 し 。 と くに 第 

に 大 衆 化し 。 " わ ゆ る 大 一 文化 が 発 直し 始め た 。 
[ 教 育 ] 大 衆 文化 の 発達 を 支 を た 大 き な 条件 の 
に は 教育 の 普及 で ある 。1918( 大 正 7 ) 年 , 学校 教育 制 』 
が 全面 的 に 改革 され , 大 学 令 の 制定 に よっ て 単科 大 紀 
3 
も 改正 され , 公 ・ 私 立 の 高等 学校 や 中 学校 の 課程 を 便 寺 
た 7 年 制 の 高等 学 学校 も 設立 され る よう に な っ た 。 ま 油 


引 1 
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毎月 32 円 で 15 年 5 カ月 の 月 央 と いう 条件 趣 
た だ が, 申込 み が 殺 到 し , 32 倍 の 競争 率 に 想 
た 。 応募 者 の 70% 以 上 が サラ リー マン だ = 衣 
ey 0 


で ラジ オ 放 送 が 始ま り , 翌 
年 に は 放送 事業 を 統合 し て 
日 本 放送 協会 が 設立 され た 。| 
ラジ オォ 放送 は ニュ ー ス の 速 
眼 や 標準 語 の 普及 に 大 き な 
役割 を 果たし た 。 伝統 的 な 
国技 で ある 相撲 に 加え て , 
明治 時 代 に 日 本 に 伝え られ 
た 野球 が , 全国 中 等 学校 優 
勝野 球 大 会 (1915 年 一 , 現 | 
作 の 全国 高等 学校 野球 大 
会 ) の 開始 に より 人 気 を 集 
め . また 国際 オリ ン ピ ッ ク 競 技 会 に , 日 本 が 1912( 明 治 45) 年 以来 参加 する な ど , スポ ー ツ 
が 大 衆 前 な 関心 を 集め る よう に な っ た の も , 新聞 報道 や ヤラ ジオ 放送 な どの マス = メデ ィ イア 


大 正 時 代 に は 市 民間 
一 次 世界 大 戦後 は それ が し だ 





ラジ オ を 聞く 家族 大 正 時 代 か ら し だ い に 「 ち ゃ 
| 右 」 が 流行 し , 一 家 が 「 ち ゃ ぶ 台 」 を 囲ん で ラジ 
オ を 聞く 光景 が 見 られ る よう に な っ た 。 


| 1900( 明 治 33) 
IE ゅ 衣 ) | 角 。 
19ID( 7 ヶ 8) 





『 キ ング 。 創 刊 号 の 表紙 
I915( 大 正 4 ) 
I92OC 7 8H) | 
9895 を - み 14) 





1930( 照 和 5 ) 中 学校 や 高等 女 学 校 も 増設 され る な ど , 高等 ・ 中 等 教書 の 発達 に よる と ころ が 大 きい 。 BS の Mt て PBM 
運 (x 部 剖 貴 pemmgaa。 尼 関 が 大 幅 に 拡張 きれ た 。1900( 明 治 33) 年 に は 全国 [ 学 問 と くに 人 文 ・ 社 会 科学 の 諸 部 門 で 大 止 デ モク ラン ー ) 

小学 校 隷 学 率 の 変遷 (文部 者 編 「 学 制 百年 * 「 

料 札 』 よ り 作 成 ) EoL2c で 2 方 5000 人 に すぎ な か っ た 専門 学校 以上 の 学生 ・ 生 徳 計 E 義 的 立場 に 立っ た 学 間 ・ 研 究 が 広 ま っ た 。 内 田 銀蔵 (1872 一 1919) ・ 河上 難 (1879- ー1946) 
















は , 1925 (大 正 14) 年 に は 13 万 人 以上 に 急増 し た 。 こ # 記 
より , 知識 層 が 拡大 され , 都市 中 間 層 と し て この 時 代 の 文化 の 中 心 的 な 担い 手 と な っ 炊 
義務 教育 ちい ち だ ん と 普及 し , 1920( 大 正 9 ) 年 に は 就学 率 が 99% を 超え , と くに 男女 の 
学 率 の 格差 が ほとん ど な く な っ た こと は 注目 に 値する 。 は と ん どの 信 が 文字 を 読め る ょ 1 
Sg 文化 の 大 衆 化 を 促し た 。 ま た , 新しい 時 代 の 風潮 の な か で , 文部 省 の 教育 統 抽 
ー 的 な 教育 方 針 を 批判 し , 。 走 清 に 根ざし た 生徒 の 個性 と 自主 性 を 尊重 する 自由 教育 家 
PS9Aac 沢 柳 政太郎 (18651927) の 成城 小学 校 羽仁 も と 子 (1873 一 ー1957) の 
由 学 園 な ど が , 自由 教育 を 実践 し た 。 新 し い 教 育 運 動 の な か か ら , その 後 , 昭和 期 に 丸 較 
て 生活 教育 ・ ・ 生活 級 方 教育 な ど プ ロレ タリ ア 教 育 運動 が 発展 し た 。 
[ジャ ー ナ リズ ム ] 社会 の 大 衆 化 に 鋭 飯 に 反応 し . また その 大 衆 化 を いっ そう 進展 吾 
る 侯 割 を 果たし た の は , ジャ ー ナ リズ ム の 発達 で あっ た 。 新聞 は この 時 期 . 第 一 次 世界 
戦 や 関東 大 震 災 な どの 大 事件 を 通じ て 急速 に OAI 大 上 お 知 た は 2 
新聞 』『 大 阪 毎日 新聞 』『 東 京 朝日 新聞 』『 東 京 日 日 新聞 』 の 4 大 紙 が . お お むね 100 万 部 前 後 
達し た 。 こ の よう に 有力 新聞 は いわ ゆる 大 衆 商業 紙 と し て めざまし い 発達 を と げ 」 人 
普及 や 政治 の 民衆 化 に 大 き な 役 割 を 果たす よう に な っ た が , 同時 に セン セー ショ ナリ 叶 
の 傾向 を 深め , 政治 の 情緒 化 」 を も た ら す こと に 7 だら 
また , 『 中 央 2 ト 論 』『 改 造 』 文 鞭 泰 秋 』 な どの 各種 の 総合 雑誌 や . 毎月 の 発行 部 数 が 謀 
方 部 を 超す 大 衆 雑誌 「 キ ング 』 な どの 月 刊 雑誌 が 発展 を みせ , 週刊 誌 が 出現 する よう に 大 
だ た の も , 大 正 末 期 か ら 昭 和 初 期 に - か が け て で あっ た 。 出 版 界 で も 『 現 代 日 本 文学 全集 』 を 細 
め 1 冊 1 円 の 文学 全集 (いわ ゆる 円 本 ) や 文庫 本 (岩波 文庫 ) な な ど が 盛ん に 刊行 され , 低 儲 
の 出版 物 が 大 量 に 供給 され る よう に な っ た 。 
こう し た 活字 文化 ば か り で な く , 新しい メデ ィ ア と し て 1925 (大 正 14) 年 か 東京 


・ 福 田 徳 三 E ら が 経済 学 ・ 経済 て 史 研 究 で , 尾 佐竹 猫 1880 一 1946) ら が 窟 政 喝 研 究 で 業績 を あ 
美濃 部 達吉 (1873- 1948) ) は 近代 法学 の 立場 か ら 天 皇 機関 説 を 唱え て , 上 杉 慎 吉 ( 1878 一 
I929) の 天皇 主権 説 を 批判 し , 学界 で 広く 支持 を 得 た 。 
[天皇 機関 説 】 イェ リネ ッ ク (Jellinek) の 国家 法人 説 に 基づい て , 天皇 が 国家 統治 の 主体 
で ある こと を 否定 し , 統治 権 の 主体 は 法人 た る 国家 で あり , 元首 た る 天皇 は 国家 の 最高 機 
関 と し て 憲法 の 条 規 に し た が っ て 統治 権 を 行使 する と いう 学説 で あっ た 。 い わ ば 大 日 本 党 
国電 法 を で きる だ け 自 由 主 義 的 ・ 立 憲 主 義 的 に 解釈 し た 学説 と いえ よう 。 天 時 機関 説 は , 
統治 権 を 天皇 固有 の 万 能 で 絶対 的 な 権限 と みな す 天 皇 主権 説 と 対立 し た が , 明治 末期 以降 
か ら 昭 和 初 期 ま で , 学界 で は も と より , 政界 ・ 官 界 で も 広く 認め られ て いた の で ある 。 
歴史 学 の 分 野 で は 津田 左右 吉 (18731961) が 日 本 古代 史 の 実証 的 研究 を 通じ て , 「 記 紀 」 
の 記述 が 史実 で は な く 皇 室 の 支配 の 由来 を ポ す た め の 創 作 で ある こ と を 説き , また , 国民 
思想 の 研究 で も 学界 に 新風 を 吹き 込み , 里 板 勝美 (1874 一 1946) ・ ・ 辻 善之 助 (18771955) ら が 
か を 46 渉 史 の 視 角 か ら ア ジア の 研究 を 進め た 白鳥 庫 吉 
ー ナ リス ト 出 身 で 中 国 更 ・ 日 本 文化 史 研 究 に 業績 を 残し た 内 藤 虎 次郎 (湖南 ) ら も 有名 
交 民俗 学 で は , 柳田 国男 (1875 一 1962) が 民間 伝承 ・ 風俗 習慣 ・ 行 事 な ど の 研究 に よ 
っ て 庶民 の 生活 史 を 明らか に する な ど 日 本 に お ける 民俗 学 の 確立 に ま 貢献 し た 。 ま た , 首 
学 が 大 い に 流行 し , 西田 北 多 郎 (1870 一 1945) が 『 若 の 研究 』(1911) な ど 一 連 の 独創 的 業績 
を 発表 し て 知識 人 の 間 に 大 大 き な 影 響 を 与え た の を は じ め , 阿部 次 郎 (1883 一 1959) ・ 安倍 能 
成 (1883 一 1966) . 和 辻 折 郎 (18891960) ら の 理想 主義 ・ 人 格 主 義 的 思想 家 が 活躍 し た 。 
マル クス 主義 の 影響 が 人 文 ・ 社 会 科学 各 分 野 に 現われ 始め た こ と も , この 時 代 の 特色 で 
あっ た 。 と くに , 1920 年 代 に 入っ て , 682R 義 上 ー1928) に 
ト より, は じ め て 完訳 出版 され (1920 一 25)。 経済 学 ・ 歴 史学 ・ 哲 学 な どの 分 野 は その 影響 を 





420 第 4 部 近代 ・ 現 代 


強く 受け た 。 こ うし た 風潮 の な か で , 『 委 乏 物 語 」 の 著者 河 . 上 驚 が 自 人 
ルク ス 主 義経 済 学者 と し て 成長 し , - 民 本 主義 理論 家 大 山 杉 夫 が 無人 運動 に 活躍 し ぷ 
1932 一 33 (昭和 る 8 ) 年 , 山田 盛大 郎 (897 一 1980) ・ . 平野 義 太 郎 ( 1897 一 1980) ・ 野 呂 栄 玉 
(1900 一 34) ・ 羽仁 五郎 (1901 一 83) ・ ・ 服部 之 総 (19011956) ら マ ル タ クス 主義 経済 学者 や 歴 細 
者 に より 『 日 本 資本 主義 発達 史 講 座 』 が 出版 され た 。 彼 ら は 講座 派 と 呼ば れ 。 明治 維新 谷 
対 主義 の 形成 と みな し , 日 本 資本 主義 の 半 封建 的 性 格 を 強調 し た 。 こ うし た 見 方 に 反 鞍 
明治 維新 を 不 完全 な プル ジョ ア 革 命 と みて 日 本 資本 主義 の 半 封 建 性 を ? g だ する 徒 碧 
E 東 共和 (1885 一 1934) ら 労 農 派 の 学者 た ちと , 講座 派 の 学者 た ちと の 間 に は 活 笑 
東京 天文 合 | 鳴 争 が 展開 され た (明治 維新 論争 日 本 資本 主義 論争 )。 

絹 度 観測 所 自 禁 科学 ・ 技術 の 面 で も 思 答 時 代 に 引き 続い て いく つか の すぐ れ た 6 
北里 研究 所 が 生 ま . 札 が 本 多 光 太郎 ( (1870 一 1954) の K・ S 磁 石 負 の 発明 (1917) ・ 
do 純 (881 一 194 の の 相対 性 理論 の 研究 野口 英世 の 区 交 靖 の 研究 。 高 
2 (1875 一 1960) の 数 学 に お ける 類 体 論 の 確立 。 人 枯 次 0696 一 70) の 指 較 l 
地震 研究 所 | 超短波 用 アン テ ナ ( 八 木 ア ン テ ナ ) の 発明 , 仁科 芳雄 (18901951) の 原 革 
AS 研究 施設 と し て は , 民間 の 
語 究 村 還 02 設 立 ・ 理 化学 研究 所 。 東京 誰 大 の 航空 研究 所 ・ 地 震 研 究 所 な ど が 設立 され 
記 TP され て , 第 一 次 世界 大 戦 で 軍事 目的 に 利用 きれ た 。 

因 に 学 ] 文芸 思潮 の 面 で は , 1910 年 代 に な る と 自然 主義 が し だ い に 退 潮 武 : 

路 実 施 (1885 ー1976) ・ 有島 武郎 (578 一 1923) ・ ・ 志賀 直哉 (1883 一 1971) ・ 有島 生 馬 sez 良識 

ら の 自 種 派 が 共 々 し い 活躍 を みせ , 文壇 の 中 心 と な っ た 。 彼ら は いずれ も 上 流 社会 の 回 
作品 名 (1910=29) | で , 洗練 され た 都会 的 感覚 と 西欧 的 教 状 を 身 に 放 

フラ ンス 物語 (09) 腕 くら べ (16) | 雑誌 『 白 樺 』(1910 征 創刊 ) を 中 心 に 創作 ・ 評 論 活動 
刺青 (10) 疾 人 の 愛 (324) 細 婁 (43) | あたり , 明る い 人 道 主義 的 作風 で 世に 広く 受け 届 
その 祭 (I5) 人 間 万 歳 (26) られ , また 単に 文学 の 分 野 ば げ ばかり で な く 西洋 美術 
和 和 (時 胃 介 に も 貢献 し た 。 白 欄 派 と な らん で 明治 末期 カ 
ゴ 路 (@1) 

青 鍋 の 景 償 (93) 永井 荷風 (1879 1959) ・ ・ 谷崎 潤 一 郎 (18861965) 
出家 と その 弟子 (16) | の 重 美 派 ( 唯 美 派 ) の 作家 た ち が 官 能美 ・ 感 覚 美 剛 
凌 貞 悪 心 (16) ち た 多く の 作品 を 発表 し た 。 
紀 生 門 (15) 鼻 (16) 河 董 (27) Jp 
父 帰る (]7) 恩 路 の 彼方 に (19) 0 IO y 
破 般 (6) 
日 給 (291 | 知 的 な 作風 で 鋭く 現実 を と ら え た 作品 を 発表 し 較 
伊豆 の 踊り 子 (96) 増 に デビ ュー し た 。 彼ら は , 第 3・4 次 『 新 思 計 
波 (98) (1914, 1916 一 17) に よっ て 活躍 し , 新 思潮 派 = 半 
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し て いっ た 。 中 晶 介 山 (1885 一 1944) が その 先駆 を な し , 久米 や 雑誌 『 文 藝 春秋 』 を 創刊 し て 
その 経営 に あたっ た 菊池 は 大 正 末 期 以降 , 大 衆 小 説 作 家 と し て 名 を な し た 。 

この よう な な か で , プロ レタ リア 文学 運動 が 思想 荷 迷 の 運動 と し て 登場 本 
1921 (大 正 10) 年 創刊 され た 雑誌 『 種 攻 く 人 』 を 中 い に , 青野 季 吉 (1890 一 1961)・ 平林 初 
KS 
を めざし て 進め られ た 。 そ の 統一 組織 と し て , 1925 (大正 14) 年 日 本 プロ レタ リア 文芸 連 回 
が 結成 され , 雑誌 『 文 芸 戦線 』 を 中 心 に 活動 し た が , 活動 方 針 の 対立 か ら , 翌年 , 日 本 プロ 
レタ リア 芸術 連盟 に 改組 きれ た 。 そ の 後 。 何 回 か の 分 裂 を 経て , 1928( 昭 和 3 ) 年 に は 全日 
無産 者 芸術 連盟 (ナッ プ , 機関 誌 『 戦 旗 」), きら に 1931( 昭 和 6 ) 年 に これ が 解散 し , 日 本 
プロ レタ リア 文化 連盟 ( コ ッ プ ) が 結成 され た 。 作家 と し て は 『 舞 工 船 』 の 小林 多 意 二 ( 1903 
-33)。 「 太 陽 の な い 街 』 の 徳永 直 (1899 一 1958) を は じ め , 宮本 (中 条 ) 百合 子 (18991951) ・ 
山 京 樹 ( 1894 一 1945) ・ 中野 重 治 ( 1902--79) ら が 名 高い 。 こ うし て , プロ レタ リア 文学 運動 
は 思想 界 に 大 き な 影 響 を 与え た が , 反面 , 政治 を 芸術 に 優越 きせ る 理論 は 芸術 独自 の 価値 
と 役割 を 失わ せ , 政治 的 分 裂 を 文学 運動 に も ち 込 む 結果 を 招き , 政府 に よる 取り 締まり の 
瑞 化 に 伴い , 1930 年 代 に 入る と し だ い に 衰 えた 。 

[ 芸 術 美術 の 分 野 で は 1907 (明治 40) 年 以来 文部 省 美 術 展覧 会 ( 文 展 ) MM 日 
本 画 で は 美術 学校 派 の 川 交社 章 (1842 一 1913) の 指導 下 に 平福 百 穂 ( 1877 一 1933) 笠木 消 
方 (18781972) ら が 活躍 し た 。 これ に 対抗 し て 横山 大 観 ・ 下村 観山 ら は 。 1914 (大 正 3) 年 
日 本 美術 院 を 再 刀 し 川合 主 堂 873 一 1957) ・ 小 林 古 径 (1883 一 1957) ・ 前 田 音 吉 (1885ー 
1977) ・ 安田 才 彦 (1884 一 1978) ら を 集め て 院展 を 開い た 。 導 AeF 京都 画壇 で は 竹内 柄 鳳 (1864 

-1942) ら が 破 ん に 作品 を 発表 し た 。 

洋画 の 分 野 で は 1912( 大 正 元 ) 年 に フュ ー ザ ン 会 を 結成 し た 新進 の 岩田 劉生 (1891 一 1929) 
が の ち 春陽 会 に 加わ っ て 衝 自 の 画風 で 人 物 画 に 傑作 を 残し た 。 また , 石井 析 亭 (1882 
1958) ・ ・ 有島 生 馬 ・ 山下 新太郎 (1881 一 1966) ら の 若手 画家 た ち が , 膝 己 武 一 ・ 岡田 三郎 助 ・ 
和田 英作 ら の 文 展 に 結集 し た 一 派 に 対抗 し て , 1914 (大 正 3 ) 年 , 二 科 会 を お こし た 。 この 
和 移 か ら は , 梅原 竜三 郎 (1888 一 1986) ・ . 安井 曽 太郎 (1888ー 1955) ら が 理 出 し た 。 ま た ., 竹久 
其 二 (1884 一 1934) は 。 折 情 的 な 美人 女性 の 風俗 画 で 広く 庶民 の 心 を と ら え た 。 彫刻 家 と し 
L 村 。 平 橋田 中 (1892 一 1979) ・ 朝 倉 文夫 ・ 石井 衝 三 0 の 9066) 920E 且 E 白樺 派 の 作 
まで も ある 柳 穴 悦 (t886196)) は 。 庶民 に 根ざし た 民芸 の 利 集 ・ 再 評価 に 貢献 し た 。 

演劇 で は , 歌舞 伝 ・ 新派 謀 が し だ い に 大衆 化 し て 世に 受け 入れ られ て いっ た 。 また , 明 
浴 未 期 か ら 盛 ん に な っ て きた 新劇 で は , 1913( 大 正 2 ) 年 島村 抱 月 (1871 一 1918) が 芸術 座 を . 
結成 し , 松井 須磨 子 (1886 一 1919) が 人 気 ス ター と し て 世 の 注 目 を 集め , 新劇 の 普及 に 大 き 
〈 貢献 し た 。 こ れ ら の 新しい 演劇 の 舞台 と な っ た の は , 明治 末期 に 東京 の 丸の内 に 建 設 さ 
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呈 に な IS 到 派 ・ 新 理知 主義 派 ま ど と 呼ば れ た 。 上場 (上 ) で あっ た 。 さら に 1924 (大 正 13) 年 に は , 小山 肉 為 (1881-1928) が 土方 
人 太陽 の な い 街 (89) FTv に は 社会 的 変動 を 反映 し で, 正 栖 ) 志 (898-1959) と 協力 し て 築地 小 劇場 を 信 立 し て , 新 衣 を ほぼ 確立 し た 。 ま た , 沢田 正 
小林 多 稲 芽 船 (29) 大 的 な 人 道 主義 や 新 現実 派 の 小市民 的 思考 は 上 請 ー 郎 (1892 一 1929) に よっ て 始め られ た 新 国 劇 が 大 衆 演劇 と し て し だ い に 広まっ て いっ た 。 
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大 菩薩 幅 (13 一 ) に 行き 詰まり を みせ 始め た 。 有 島 武 郎 や 草川 竜司 
大 仏 次 部 赤穂 浪士 (97-28) _ | の 自殺 は その 象 微 で あっ た 。 ま た 大 衆 文学 が , 調 
主 を 文学 作品 一 臣 や 大 衆 雑誌 を 発表 の 舞台 と し て , 多く の 読者 客 


明治 後期 に 始め られ た 映画 は , 大 正 時 代 に 新しい 大 衆 召 楽 と し て 発展 し た 。 当 時 は 活動 
写真 と 呼ば れ , まだ 無声 で , 弁士 が 画面 の 情景 を 説明 する も の で あっ た 。1910 年 代 か ら 20 
年 代 に か け て , 日 活 ・ 松 竹 キ ネ マ ・ 東 室 な どの 映画 会 社 が つぎ つぎ と 設立 され , 多く の 作 
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m 品 を 製作 し て 大 衆 か ら 歓迎 きれ た 。 1930 年 代 に = 人 る と 音 『 声 つき の トー キー が 現われ た 

音 間 楽 で ! よ , 明治 時 代 以 来 の 唱歌 と と も に , 童謡 が 人 気 を 集め て 広 く 歌 われ る よう に 前 
山田 挑 稚 (18861965) ら が , 作曲 や 演奏 に 活躍 し た 。 宮城 道雄 (1894 一 1956) が 筆 曲 に 新 培 
を 開き . オペ ラ 歌 手 三浦 (柴田 ) 環 (1884 一 1952) が 「 マ ダム ・ バ タフ ライ 」 な ど で 主 役 を 六 
国際 的 に 名 声 を 博 し た の も る , 大 正 時 代 か ら 昭和 初期 に か け て で あっ た 。 明治 時 代 に は 医 
明治 末期 に は 円 殴 式 革 音 器 の 国産 が 始ま り , 大 正 後期 に 細 
: れ る よう に な り , 音楽 の 普及 , と り わ け 流 行 歌 の 大 衆 的 広まり に 大 調 


音 が 外国 か ら 輸 人 きれ た が , 
コー ド が 大 量 に 死 
修 割 を 演じ た 。 


主 な 美術 作品 
絵画 い 寺 1= 旋 貞 
横山 大 観 生生 流転 
梅原 竜三 郎 紫禁城 
安井 曽 太郎 金 豆 
岸田 劉生 肌 子 微笑 ① 
小林 占 径 英 @ 
土田 厩 仙 大 原 女 ⑨ 
竹内 杜 鳳 下 猫 ⑧) 
竹久 夢 二 黒船 屋 
彫刻 「 
MAR すり 基 
田 中 転 生 @ 
五 清 釣 人 
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第 一 一 次 世界 大 戦中 の 著しい 好 朱 景気 も , 大 戦 が 終わ 
っ て まもなく する と , 泡 の よう に 消え た 。 日 本 の 
害 本 主義 は 戦争 を 通じ て し ば し ば 発展 し た た め , 軍事 産業 の 占め る 比重 が 大 きく , その う 
> 国民 の 購買 力 は 十分 と は いえ ず 国 内 市 場 が せま く , つね に 海外 市 場 に 依存 する と いう 
不安 定 な 構造 を も っ て いた 。 

そこ で 大 戦 が 終わ っ て 列強 の 生産 力 が 回 復 し て くる と . 輸出 は 後退 し て , 1919( 大 正 8) 
年 か ら は 貿易 収支 は 輸入 超過 に 転じ , と り わ け , 重化学 工業 は 輸入 品 が 増加 し て , 国内 の 
上 産 を 圧 飼 し た 。1920( 大 正 9 ) 年 に は 株 式 市 場 が 暴落 し , また , 旨 未 ・ 生 率 の 売れ 行き が 
振 と な っ て , その 相場 が 下落 し た 。 そ の た め 。 紡績 ・ 製 系 業 は 操業 を 短縮 する な どの 不 
況 に 見 舞 わ れ た の で ある 。 これ を ふつ う 戦 後 恐慌 と 呼ん で い る 。 
つい で , 1923 (大正 12) 年 9 月 に は 関東 大 震 災 に 見 掴 われ て , 京浜 地区 で は , 工場 や 事業 
所 の ほとん ど が 倒壊 ある い は 焼 突 し 。 日 本 経済 は 大 き な 打 撃 を 受け た 。 こ の と き , 銀行 手 
持ち の 手形 が 大 量 に 決裁 不能 に な り , その 後 。 慢性 的 不況 が 続く な か で , 決裁 は な か な か 
信 ま な か っ た 。 政府 は 決裁 不能 と な っ た 岩 災 手形 に 対し て 日 本 銀行 か ら の 岩 災 手形 割引 
相 失 補償 令 で 特別 融資 を 行わ せ , その 合計 額 は 4 億 3082 方 円 に 送 し た 。 し か し , な お 1926 
(昭和 元 ) 年 末 現 在 で 2 億 680 万 円 が 未 決裁 と な っ て いた 。 
そこ で 憲政 会 の 著 槻 礼次郎 内 閣 は , 震 災 手形 を 処理 し よう と 考え , その 法案 を 議会 に は 
か っ た が . その 過程 で ,。 いく つか の 銀行 で こげ つき の 不良 貸付 が 多く , 経営 状態 が 悪い こ 
と が 閑 路 さ れ , 1927 (昭和 2 ) 年 3 月 , 銀行 へ の 激しい 取付 け 騒ぎ が お こっ た 。 こ れ が いわ 
ゆる 金融 悪 慌 の 発 適 で あっ た 。 

4 月 に 入っ て 台湾 銀行 ・ 十 五 銀行 な ど 32 の 銀行 が 休業 する 
に お よび , 金融 惑 慌 は 全国 的 な も の と な っ た 。 若槻 内 閣 は , 箇 | 
商店 に 対す る 巨額 の 不良 債権 を か か えた 台 銀 行 の 吉 済 を は 
か る た め 。 緊急 勅 久 を 発布 し よう と し た が , 枢 審 院 の 反対 で 
これ が 否定 され た の で つい に 総 辞職 し た 。 あ と を 受け て 成立 し 
た 立憲 政友 会 の 田中 義一 内 閣 は , 高橋 赴 清 蔵相 の も と で , 3 週 
間 の モラ トリ アム (moratorium, 支払 獲 予 令 ) を 発し て 全国 の 銀 還 
行 を 一 時 休業 きせ , 日 銀 か ら 20 億 円 近く の 非常 貸出 し を 行っ て 
どう に か 世 慌 を 針 め る こと が で きた 。 「 


[鈴木 商店 と 台湾 銀行 】 鈴木 商店 は 明治 時 代 前 期 に 質 多 で 
し て 出発 し た が , その 後 , 経営 規模 を 拡大 し , と くに 第 一 

の 内 を 人 け て 邊 人間 し 。 
欠 合 商社 と し て 三井 ・ 三 菱 に 迫る 急 成長 を 示し た 。 し か し , 
米 騒動 の 際 。 神戸 の 本 店 が 焼 打ち に あい , 戦後 如 慌 ・ 関 東大 
震 災 で 大 き な 打 撃 を 受け て 経営 は 悪化 し , 金融 菅 慌 の 最 中 

台湾 銀行 か ら も 融資 が 打ち 切ら れ , 1927( 昭 和 2 ) 年 倒産 し みき モラ ト リア ム の ビラ 
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諸 的 な 無産 政党 を 組織 し よ うと する 動き が 盛ん に な り , 1925 (大 正 14) 年 に は 農民 働 党 が 
生成 され た 。 し か し , これ は 結社 禁止 処分 を 受け た の で , 翌年 , 共産 党 系 を 除い て 労働 農 
展 党 が 成立 し た 。 と ころ が , 発足 後 , 共産 党 系 勢力 が ここ に な だ れ 込 ん だ こと か ら , 内 部 
で た 右 の 対立 が 激化 し て ,。 まもなく 労働 農民 党 ・ 日 本 労農 党 ・ 社 会 民 軍 党 に 分 仙 し (の ち 
に 全国 大 衆 党 も 結成 )、 これ に 応じ て 労働 組合 ・ 農 民 組 合 も また 3 派 に 分 像 し た 。 こ うし 
て 社会 民主 主義 諸 勢 力 の 動き も 活発 と な り , 1928( 昭 和 3) 年 2 月 に 実施 さ れ た 最初 の 普通 
漠 準 で は 。 無産 政党 各 派 か ら 8 人 の 候補 者 が 当選 し , 代議士 と し て 衆議院 に 議席 を 得 た 。 
こ の 選挙 で 共産 党 系 の 活動 が 目立っ た た め , これ を 邊 戒 し た 田中 内 閣 は 1928( 昭 和 3 ) 年 
8 月 , 治安 維持 法 を 適用 し て 共産 党 系 の 活動 家 や その 同調 者 を 大 量 に 検挙 し ( 三 ・ 一 五 事 
件 )、 関係 団体 を 解散 きせ た 。 そ し て 緊急 勅 令 に より 同 法 を 改正 し て 最高 刑 を 死刑 に 間 
刀 働 筐 民 党 の 山本 宣治 (1889 一 1929) ら の 強い 反対 に も か か わら ず , つぎ の 議会 で 承認 を 待 
た 。 続 いて 翌年 4 月 に は 再び 大 規模 な 検挙 を 行っ た ( 四 ・ 一 六 事 件 )。 こ うし た 政府 の 弾圧 
に よっ て . 日 本 共産 党 は 大 き な 打 撃 を 受け た 。 社 会 主義 運動 は 内 部 対立 の 激化 も あっ て 分 
界 傾 向 を 深め , 学 働 者 や 農民 を 十分 に 組織 する こと は で き な か っ た 。 
中 国 で は 五 ・ 四 運動 の あと , 反 和 芝 国 主義 の 民 
3 族 運動 が 一 段 と 盛ん に な り , 1924( 大 正 13) 年 

に は ! 中 国 国民 党 ど と 共産党 と が 第 一 次 国共 合作 を 行い 軍 内 打倒 の 方 針 を 打ち 出し た 。 便 
の 死後 、 あ と を 継い で 国民 党 の 最高 指導 者 と な っ た 募 介 石 (1887 一 1975) は , 1926( 大 正 
5) 年 国民 革命 軍 総司 令 に 就任 し , 全国 統一 を めざし 国民 革命 軍 を 率い て いわ ゆる 北伐 を 
開始 し た 。 

1927( 昭 和 2) 年 は じ め に は , 国民 革命 軍 の 支 力 は 長 江 ( 揚 子 江 ) 流域 に お よび , 油 口 な 
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mm 大貴 この よう な 1920 年 代 の 提 性 的 不況 の な か で , 企業 の 独占 3 潤 
時 上 : で 資本 輸出 の 傾向 が 進ん だ 。 あ ら ゆ る 企業 部 門 に カル テル (cm 
企業 連合 ) や トラ スト (trust。 企業 合同 ) の よう な 独占 企業 形 
現われ , 三井 ・ 三 菱 ・ 安 田 ・ 住 友 な ど は , 各種 の 企業 部 門 を 同 
の 資本 の も と に 結 含 す る コン ツェ ルン (Konzern) 的 多角 経営 ( 同 
り 出 し , いわ ゆる 四 大 財閥 と し て 経済 界 で 球 を 唱え る に いた う 
( また , 大 き な 紡 績 会 社 は 第 一 次 世界 大 戦後 , 中 国 に 工場 を つ 
五大 銀行 の 占有 素 つぎ に 建設 し た ( 在 華 紡 )。 
銀行 の 産業 界 支配 の 傾向 も し だ い に 強 まっ て きた 。 銀行 の 産業 へ の 貸付 は 長期 的 ・ 園 
的 と な り , その 人 額 $ ば く 大 な も る の に な っ た 。 こ うし て , 銀行 資本 は 産業 資本 と 不可 分 6 講 

び つ いて 支配 力 を 強め , 金融 資本 を 形成 し て いっ た 。 
と くに 金融 恐慌 を 通じ て , 中 小 銀行 は 手痛い 打撃 を 受け て あい つい で 倒れ , 三井 ・ 
・ 住 友 ・ 安 田 ・ 第 一 の 五大 銀行 は 中 小 銀 行 を 吸収 し て その 地位 を 決定 な る 5 
大 銀行 は 年 を 追う に し た が っ て その 支配 力 を 強め て いっ た の で ある 。 こ うし て 大 銀行 を 
っ 財閥 は 経済 界 を 支配 する と と も に , 三井 は 立憲 政友 会 , 三菱 は 憲政 会 (の ち 立 憲 民 政 迷 
と の 結び つき を 強め て , 政治 資金 の 供与 な ど を 通じ て 政治 の 上 に も 大 き な 発 言 力 を も 2 
うに な っ て ゆっ た 。 


ーー 「 

1922 (大 正 11) 年 。 秘 紗 の うち に 結成 き 相 記 

会 主 義 の 高 ま ! 
社会 主義 運動 高まり と 分 公 非 合 法 の 活動 を 進め て いた 日 本 共産 党 G 


その 人 後 , 党員 の 検 靖 
ど に より 混乱 し 飛 


















































革 社 社 員 紀 本 人 Bag 。 1924( 大 正 13) 年 に 織 と の イギリス 租界 を 回 収 し た 。 イ ギリ ス は 日 本 に 対し 共同 で 中 国 に 出兵 する こと を 提案 し 

主 本 本 き 。 還 を] 了 ダ >」 「 無 葉 。 た ん 解党 を 宣言 し 環 た が . 日 本 政府 は 幣 原 喜 重郎 外相 の 対 中 国内 政 不 千 渉 政策 に より , イギリス の 提案 を 受け 
9 押上 拉 も 3 押 E 提 陣 生 抽 1926 (大 正 15) 年 に ( 園 入れ な か っ た 。 

: 人 建 さ れ た 。 こ の こ 和 つい で 同年 3 月 。 国 民 革 命 軍 が 南京 に 入城 し た 際 。 その 兵士 た もち に よっ て アメ リカ ・ イ 

= = 昌 キ ( な る と 労働 運動 も 人 ギリ ス ・ 日 本 な どの 総領 事 館 や 居留 民 た ち が 盤 われ , 死傷 者 が 出 た た め , アメ リカ ・ イ ギ 

B | 座 | 。 設 化し た が , 同時 に 大 リス は , 長江 上 の 軍艦 か ら 報 復 の 砲撃 を 加え た が , 日 本 は これ に 加わ ら な か っ た 。 この 南 

は 2 大 叙 。 迷 内 部 で 左右 両派 ( 缶 が 事 伯 の 結果 、 列国 の 強い 撤 議 を 受け , 苦境 に 立っ た 族 介 石 は , 列国 の 居留 民 や 総 人 事 人 

抽 「 先 。 2 派 と 穏健 派 ) の 対 慎 代 員 は 共産 党 系 勢力 の 行為 と し て , 同年 4 月 反共 クー デ タ ( 四 ・ 一 ニク ー デ タ ) を 行っ て 共 

HB 胃 錠 一 護 和 = 社 な 本 : 折 衣 に 激しく な り , 1925 産 党 と 絶縁 を 家 言 し , 南京 に 国民 政府 を つく っ た 。 | に 

生生 | 加 正 14) 年 日 本 労働 基 拘 内 閣 の 幣 原 外相 は 内政 不 和 渉 詩 義 に 則っ て 国民 革命 軍 の 北 化 に も 王 渉 を 避け る 方 

の まま 」 ぁ 人 同盟 が 分 裂 し , 急 敵 件 を と っ た が , 陸軍 ・ 国 家主 義 団体 ・ 野 党 の 立憲 政友 会 や 中 国 に 利権 を も つ 実 業 家 た ちな 

ag aa 放 - 生 。 は 新しく 日 本 労働 組 どの 間 か ら は 。 幣 原 外交 を 能 腰 の 「 軟 弱 外交 」 と 非難 し , 対 中 国 強 硬 方 針 を 唱え る 声 が あ が 

に だら 本: 者 邊 : 提 還 ドミ 08: 生 評議 会 を 結成 し た っ た 。 こ の ころ 日 本 国内 で は , 雑誌 「 東 洋 経 済 新報 』 に 拠っ て 小 日 本 主義 の 立場 か ら 植民 地 

ー 半 (2 テア 数 字 は 1900 年 民 ) 普通 選挙 制度 が D4 を 放 茎 し て 貿易 関係 に 重点 まま ー を 主張 し た 石橋 港 山 (1884 一 1973) の よ タウ ュー 


リス ト も いた が , それ は ご く 少 数 派 で , 国民 の 支持 を 集め る に は いた ら な か っ た 。 

1927 (昭和 2 ) 年 4 月 に 成立 し た 立憲 政友 会 の 田中 義一 内 閣 は , 欧米 諸国 に 対し て は 向原 
外交 時 代 の 協調 外交 方 針 を 受け 継 き ,. アメ リカ ・ イ ギリ ス と 海軍 の 補助 艦 制 限 を 話し 合う 
ジュ ネー ヴ 軍 縮 会 議 に 参加 し (結局 , 交渉 災 結 せ ず ), 翌年 に は パリ で 不 戦 条 約 に 調 還 し た 。 


無産 政党 の 系 譜 無産 政党 (社会 主義 政党 ) は 明治 末期 以来 、 活 動 を 展開 し た が , 政 0 人 
府 の 厳し い 取締 り と 左右 両派 の 対立 に よっ て 次 合 集散 が 続い た 。 1930 年 代 に は ぃ る 民 動 を 基 位 に, 導 
と よう や く 統 一 に 向かう よう に な り , 30 年 代 後半 に は 衆議院 で の 議席 数 を 増し た が , 主義 勢力 の 政治 的 通 
同時 に し だ い に 軍 部 と 結び つい て いっ た 。 の 気運 が 高まっ て 置 
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ea 
民 の 保護 (いわ ゆる 現地 保護 政策 ) を 理由 に , 1927 一 28( 昭 和 2 一 3 ) 年 , 3 次 に わた っ 
東 出兵 を 行い , 北伐 の 勢い が 華北 ・ 滴 州 に 広がる こと を お さえ よう と し た 。 そ の 間 , 
(昭和 3 ) 年 に は , 清 南 で 日 本 軍 と 北 侯 軍 が 湿 を 交 じ え る 清 南 事件 が お こっ た 。 
第 一 次 山東 出兵 の あと , , 田 中 内 閣 は 東京 で 外交 当局 者 ・ 軍部 首脳 を 集め て 東方 会 議 才 
き , 中 国 問題 を 協議 し , 満 宇 に お ける 日 本 の 権益 を あく まで 守る と いう 方 針 を 確認 し 大 
これ に 基づい て 政府 は 満州 の 実権 者 で ある 親日 派 の 軍閥 張 作 有 示 875 1928) と 交渉 し 
れ を 利用 し て 満州 に お ける 権益 の 拡大 を 求め た が , 張 が 日 本 の こう し た 政策 に 必ず し 志 
力 的 で は な か っ た の で , 関東 軍 (満州 駐 屯 の 日 本 軍 ) の 一 一 参謀 が ひそ か に 張 の 排除 を 計 画 
1928 (昭和 3 ) 年 6 月 , 北京 か ら 泰 天 に 引き あげ る 途中 の 張 の 列車 を 爆破 し . 張 を 殺害 居 
際 軍 は この 張 作 朋 爆殺 事件 を 中 国 国民 政府 側 の 仕業 だ と 公表 し た が , 国際 的 に 凝 惑 を 
れ , また , 国内 の 野党 (立憲 民政 党 な ど ) か ら は 満州 某 重 大 事件 と し て 攻撃 され た 。 


[関東軍 日 露 戦争 の 勝利 で , 日 本 は ロシア か ら 旅 順 ・ 大 連 を 中 心 と する 六 東 半島 の 請 
地域 (関東 州 ) の 租借 権 , 長春 ・ 旅 順 問 の 鉄道 権益 な ど を 獲得 し , 加え て 鉄道 を 守る が 時 

1 キロ 当り 15 名 以内 の 守備 兵 を お く 権 利 を 得 て , 清国 に も 承認 させ た 。1906 (明治 39) 模 

関東 都 朱 府 (都督 は 現役 の 陸軍 大 将 又 は 中 将 ) を お き , 関東 州 と 鉄道 付属 地 の 軍 事 ・ 重 調 
司法 の 権限 を 統轄 し た 。1919( 大 正 8 ) 年 関東 都督 府 は 廃止 され, 民政 を 管轄 する 関東 遼 
軍事 を 管轄 する 関東 軍司 令 部 ( 長 は 関東 軍司 令 官 ) が 設置 され た 。 こ の と き , 関東 軍司 護 

の も と に お か れ た 軍隊 が 関東 軍 で ある 。 編 制 は 1 個 師団 と 独立 守備 隊 6 大 隊 か ら な り 』 

時 の 兵力 約 1 万 2 一 3000 で , 軍司 令 部 は 旅順 に お か れ た (満州 事変 後 , 泰 天 つ い で 長 義 
移る )。 関 東 州 ・ 鉄 道 の 守 備 が 本 来 の 任務 で あっ た が , 政府 , と くに 不 干 渉 政策 に 

乏 原 外交 の 対 満蒙 ・ 対 中 国政 策 に は 強い 不満 を いだき , より 強硬 な 計 満 奏 政 策 を 主張 関 
1920 年 代 未 ころ か ら , 満 革 武 力 占領 計画 を 検討 する な ど , 乏 原 外交 反対 ・ 対 満 球 強硬 計 
急 先 角 と な り , 1931 一 32 (昭和 6 一 7) 年 に は 満州 事変 や " 滴 州 国 」 建 国 の 主役 を 演 じ だ 

張 作 の あと を 継い で 満州 の 実力 者 と な っ た 子 の 張 学長 (901 一 2001) は , 国民 政府 本 
誠 を 示し て , 1928 年 12 月 満州 に 中 国 国民 党 の 旗 ( 青 天白 日 族 ) を か か げ ( い わ ゆ る 見 機 ) 
州 に お ける 中 国 側 の 抗日 気運 は 一 段 と 高まっ た 。 こ の よう に 満州 も ひと まず 国民 政府 本 
下 に 入り , この 地 を 日 本 の 特殊 権益 地帯 と し て , 中 国 本 土 か ら 切り 離し て 日 本 の 権 裕紀 
め よ うと し て いた 田中 内 閣 の 対 中 国政 策 は 失敗 に 終わ っ た 。 こ うし て 内 外 と も に 苦境 
っ た 田中 内 閣 は , 1929( 昭 和 4 ) 年 . 張 作 祭 爆 殺 事件 の 善後 描 置 に 失敗 し て 退陣 し た 。 


人 き 才 | 満州 革 重 大 事件 張 作 雪 の 爆殺 は , | 業 と 発表 し た が , 田中 義一 首相 は 現地 が 諾 
関東 軍 参 謀 河 本 大 作 (1883 一 1955) が ひそ か に | 極秘 情報 で , 日 本 の 軍人 が 犯人 で ある q 譲 
計画 し , 部 下 の 軍 人 た ち に 実行 させ た も の で | 知っ た 。 事件 の 真相 は 一 般 国民 に は 知 
あっ た 。 こ の 事件 を きっ か け に 満州 を 軍事 占 な か っ た が , 議会 で は , 事件 に 疑惑 を Ws 馬 
玉 し , 新政 権 を つく ら せ て 満州 を 日 本 の 支配 | た 立憲 民政 党 な ど 野党 側が , 「 満 州 共 重 
下 に お こう と する 意図 で あっ た と 思わ れる が , | 件 」 と し て 田中 内 閣 の 責任 を 追及 し た 
関東 軍 首 脳 の 同意 は 得 ら れず , それ は 実現 し | の 国際 信用 の 回 復 と 陸軍 部 内 の 規律 の 確 5 
な か っ た 。 重視 し た 元老 西園 寺 公 望 の 強い 要請 る 刺 

関東 軍 当 局 は 事件 を 中 国 国民 政府 側 、 す な 中 相 は 法人 議 を 半 い て 相 を 
わ ち 「 南 方 の 便 衣 隊 」( 国 民政 府 の ゲリラ ) の 仕 | 犯人 を 処罰 する 決意 を 示し , その 旨 を 実 
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上 奏し た 。 真相 は 明らか に きれ な いま ま , 警備 上 に 手 落 
し か し , 陸軍 大 臣 を は じ め 陸 軍 当 局 は 軍法 | ち が あ っ た と いう 理由 で , 犯人 は 行政 処分 に 
会 議 開催 に 強く 反対 し , 閣 内 に も 田中 の 考え | 付き され た に すぎ な か っ た 。 田 中 首相 は , それ 
に 反対 する 声 が 強かっ た 。 田 中 は 陸軍 軍人 出 | まで の 上 奏 と の くい 違い を 天皇 に 厳し く 叱 次 
身 の 政治 家 で あっ た が , 現役 を 退 い て いた た | され , 内 閣 総 辞職 に 追い 込ま れ た 。 
内 公 お せる さら が で 結局 , | 
田中 内 閣 の あと を 受け た 立憲 民政 党 の 浜口 雄 幸 (1870 
ーー ー1931) 内 閣 は , 再び 東原 外相 を 起用 し て 協調 外交 の 
針 を 打ち 出し た 。1930( 昭 和 5 ) 年 イギリス の 提唱 に よっ て 英 ・ 米 ・ 日 ・ 仏 ・ 層 の 5 カ 
団 の 代表 に より ロン ドン 海軍 軍縮 会 議 が 開か れる こと に な る と , 政府 は 若槻 礼次郎 元首 相 
. 財 部 周 (1867 一 1949) 海 相 ら を 全権 と し て 派遣 し た 。 
この 結果 。 同年 4 月 。 米 ・ 英 ・ 日 の 3 国 の 間 に ロ ンド ン 海 軍 軍 縮 条約 が 結ば れ , 1) 主 力 
: 和 禁止 を さら に 5 カ年 延長 する こと , (2) 米 ・ 英 ・ 日 の 補助 艦 の 保有 比率 は , 全体 で 10 
:・ 7 とし, 大 型 巡洋艦 で 10 : 人 ek な ど を 取り 決め た 。 と こ ろ が , か 
いて か ら 対 の 保有 挟 を 主 湖 し て いた 座 内 で は 政府 が 海軍 軍令 部 の 反対 を お さ 
ぇ て この 条約 に 調印 し た た め 。 加藤 介 治 (1870 一 1939) 軍令 部 長 ら 海軍 の 強硬 派 ( い わ ゆ る 艦 
隊 派 ) が , これ を 統帥 権 干 犯 と し て 激しく 非難 し , 軍縮 条約 反対 の 声 を あげ た 。 野党 の 立 
衣 政 友 会 ・ 国 家主 義 団体 ら , 浜口 内 閣 の 協調 外交 ・ 軍縮 政 策 に 不満 を いだい た 勢力 の 間 か 
ら も 。 これ に 同調 する 動き が お こっ た 。 浜口 内 閣 は 反対 論 を 押し 切っ て 天皇 に よる 条約 の 
比 准 を 実現 し た が , これ が も と で , 浜口 音 相 は , 同年 11 月 。 国 家主 義 団体 の 青年 に よっ 
て 東京 駅 頭 で 狙撃 され て 重傷 を 負い , 翌年 4 月 内 閣 は 総 辞職 し , 8 月 , 浜口 は 死去 し た 。 
この 間 。 満 三 問題 な ど を めぐ っ て , 対 中 国外 交 に お いて も 困難 な 問題 が 山積 し て いた が , 
1930( 昭 和 5 ) 年 に 中 国 と 日 中 関税 協定 を 結び , 中 国 に 関税 自主 権 を 認め た 。 し か し , 敬 原 
外交 は し だ い に 行 き 詰まっ て いっ た 。 
[統帥 権 干 犯 問題 】 統帥 権 と は 一 般 に 軍隊 の 作戦 ・ 用 兵 権 な ど を 指し , 天皇 大 権 と 定め ら 
れ て いた (憲法 第 11 条 ) 。 そ れ は 陸 海 軍 の 統帥 機関 (参謀 本 部 ・ 海 軍 軍令 部 ) の 補佐 に よっ て 
発動 され , 公介 世 に な る SN な ( 欄 の 
は いわ ゆる 天皇 の 編制 大 権 で あり ( 法 第 12 条 ), 内 閣 ( 国 務 大 臣 ) の 輔 族 事 項 で あっ た 。 と 
ころ が 海軍 軍令 部 な ど 軍 縮 条 約 反対 派 は 統帥 権 を 拡大 解釈 し , 兵力 量 の 決定 も 統帥 権 と 深 
く 関係 する も の と し て , 浜口 内 閣 が 海軍 軍令 部 の 意 に 反し て 軍縮 条約 に 調印 し た の は 統 師 
権 を 犯し た も の だ と 攻撃 し た の で ある 。 そ の 後 , 軍部 は し ば し ば 『「 統 帥 権 の 独立 」 を 理由 に 
軍事 問題 に 対す る 政府 の 介入 を 拒否 し , は つみ 


多角 開 と 世界 慌 | 府 は これ を 抽 清 する た め 日 旬 導 


増発 に よる イン フレ 的 な 放 温 財政 を と っ た の で , ー 時 的 に は 経済 破 
綻 を 防い だ も の の , 経済 界 の 整理 は 進ま ず , イン フレ 傾向 が 深く な 
っ て 工業 の 国際 競争 力 は 弱く な り , 1917 (大 正 6 ) 年 以来 の 金輪 出 
人目 と あい まっ て . 外国 肝 末 相場 は 下落 と 動揺 を 重ね , 国際 収支 |i93 
ます ます 悪化 し た 。 各国 の 金 輸出 禁止 と 解禁 年 月 















428 第 4 部 近代 ・ 現 代 


輸出 (うち 生出 
1922( 大 正 11) | 1637 (672) 百 万 円 | 1890 百 万 円 | (一 )253 百 万 円 | 
23( ヶ 12) |1448 (567) 
24( ヶ 13) | 1807 (690) 
25( ヶ 14) |2306 (881) 
26( ヶ 15) |2045 (735) 
27 (昭和 2) 11992 (743) 
28( ヶ 3)|1972 (734) 
29( ヶ 4) |2149 (781) 
30( ヶ 5)|1470 (417) 
31( ぁ B)|11 衝 (355) 
32( ヶ 7)|1410 (382) 
33( を ヶ 8) |1861 (391) 
34( ヶ 9) |2172 (287) 
35( ヶ 10) |2499 (387) 


























































輸出 入 額 の 推移 (日 本 内 地 , r 日 本 近代 史 療 典 』 付 録 に よる ) 「 


出 を 促進 し て 景気 を 回 復 し に よう と する と ころ に あっ た 。 


と ころ が , 政府 が 金 解禁 の 準備 を 進め て いた 1929 (昭和 4 ) 年 10 月 , 第 一 
好況 が 続き , 永久 繁栄 の 夢 に 酔っ て いた アメ リカ で は , ニュ ー ヨ ー ク 株 式 市 場 で 株 個 本 
肛 落 が お こり , その 影響 は た ち ま ち 全 世界 に 広まっ て 世界 恐慌 と な っ た 。 ア メリ カ で 崩 
1933 (昭和 8 ) 年 に は 一 上 
銀行 が 休業 する ほど で あっ た か ら , , そ の 激 し さ は 空 空前 の も の で あっ た と いえ る 。 


な ・ 銀行 が 2 万 を 超え , 失業 者 は 500 万 人 に お よび が . 


4 まさ に " 嵐 の 中 で 雨戸 を あけ る "よう な 状態 と な り . か えっ て 輸 測 四 
減 し て 入 超 が 続き と くに 金 の 流出 が 激しく な っ た 。 わ ず か 2 年 間 で 7 億 3000 万 回 豆 
] 9 1( 


貨 が 流出 し , 日 本 経済 は 深刻 な 打撃 を 受け , 恐慌 状態 に お ちい っ た (昭和 恐慌 ) 。 
和 6) 年 に は イ キリ ス が 再び 金 輸出 を 禁止 し , 多く の 国 が これ に な ら っ た の で , 日 護 
年 12 月 , 成立 早々 の 犬養 内 閣 (立憲 政 友 会 , 高橋 蔵相 ) が 再び 金 輸出 を 禁止 する に W 上 


「 28 年 
人 衝 ) ( 明 和 3) 仙 ) ( 和 5) |) 
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昭和 恐慌 に つい て の 諸 経 済 指標 (1926 年 100. 隅 谷 三 嘉男 編 昭和 区 慌 』 に よる ) 






そこ で , 財界 の な か か ら も , 削 
詳 国 に 準じ て 金 の 輸出 を 解禁 5 
格 的 に 経済 界 の 整理 を する こ 呈 
む 声 が し だ い に 高 く な っ た 。 博 語 
た 声 を 背景 に し て , 立 意 民 政 沈 @ 
口 雄 幸 内 閣 は , 井上 準 之 助 (| 記 
1932) を 蔵相 と し , 産業 合理 他 
縮 財 政 に つと め て 物価 引き 下 全 導 
か っ た 。 そ し て , 1930( 昭 和 5 ) 
月 か ら 円 の 実勢 価格 より 円 凌 お 
平価 (100 円 = 49.85 ドル ) で , \ 
出 解 禁 金 解禁 を 断行 し た 。 大 古 
は の 本 人 日 由 全 
に よっ て , 為 大 相 場 を 安定 さき 上 









と 


恐慌 は 日 本 経済 の す 誠 
み に ま で 浸 透 し た 。 物 億 


株 価 は 急速 に 下落 し , 
は 振る わ ず , 企業 の 天 


gl 短 縮 ゃ 合 首 が あい 放 
産業 合理 化 に よる 人 員 工 
1 | や 賃金 切り 下げ が 行 相 
また , 失 者 は 街頭 
れ , 1931( 昭 和 6 ) 年 下 | 


200 万 人 に 達し た 。 


[農村 恐慌 ] 恐慌 の 
| は 農村 に お いて 最 き 市 
あっ た 。 家計 を 助け 巻 


に 都会 に 出稼 ぎ に 出 て いた 農村 出身 の 労働 者 は 職 を 失っ て 帰 村 を 余儀 な 
りき れ だ みた 、 炒 請 を は め 店 の 生 和 た よろ 中 は 
アメ リカ 向け の 生糸 輸出 が 激減 し 。 その 
和泊 が 82046 
多 収 入 源 で あっ た 養 秦 業 は 大 き な 打撃 を 受け た 。 生 活 の 昔 し く な っ た 中 
小 地主 は 土地 を 手放し た り , 小作 地 を 取り あげ よう と し , 激しい 小作 争 
議 が 各地 で お こっ た 。 

東北 地方 を 中 心 に 農家 の 困 卿 は 深刻 化し , 
り が 大 き な 社 会 問題 に な っ た 。 こ う し た 経済 政策 の 失敗 と 農村 の 惨状 
を 背景 と し て 。 民間 の 農 本 主義 者 ・ 国 家主 義 者 の 団体 や 軍部 の 青年 将校 を 中 心 に , 政党 政 
治 ・ 協 調 外交 や 財閥 の 打破 を めざす 国家 改造 運動 が 活発 と な っ た 。 と り わ け , 政党 と 財閥 
の 疹 着 が 非難 を あび , 金 輸出 の 再 禁 止 に よる ドル 高 ・ 
領 の 利益 を 得 た と 噂 きれ た 三井 財閥 は 攻撃 の 的 と な っ た 。 


5. 軍部 の 有 有 豆 


欠 柱 児童 や 婦女 子 の 身 売 


円 安 を 見 込ん で , 


次 世界 大 戦 央 


| 泊 人 事変 | 導 事 


が 進ん で いた 。 満州 に お いて も, 








Se に より AM 





な 国権 回 復 の 動き に 直面 し て , 日 本 側 , 
その ころ 日 本 国内 で は , 





| 間 に は 懸案 の 問題 が 山積 し , 





1931 (昭和 6 ) 年 9 月 18 日 夜半 奉天 (現在 の 藩 陽 ) の 郊外 の 柳 
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ドル 買い に より 





1920 年 代 の 末 。 中 国 に お いて 国民 政府 の も と で 中 国 全土 統一 の 動き 


1928 (昭和 3 ) 年 張 作 結 の あと を 継 
い だ 張 学 良 政 権 が . 同年 12 月 。 日 本 の 反対 を 押し 切っ て 青天 白 日 旗 (中 国 国民 党 の 旗 ) を か 
か げ て (いわ ゆ ろ 易 贈 )。 国民 政府 に 忠誠 を 誓っ た 。 こ うし て , 満州 も 国民 政府 の 替 力 下 に 
ん っ た 。 国 民政 府 は 中 国 全土 に 高まり つつ あっ た 民族 運動 を 背景 に 。 これ まで 列強 諸国 に 
りえ て いた きま ぎ ざま な 権益 の 回 収 (治外法権 の 撤廃 ・ 関 税 自主 権 の 確立 ・ 鉄 道 権益 の 回 収 
・ 外国 人 租界 や 租借 地 の 回 復 ・ 外 国軍 隊 の 撤退 な ど ) を めざし て , 国権 回 復 に 乗り 出し た 。 
また . 満州 を は じ ぬ 中国 各 地 で 組織 的 な 日 本 商品 の ボイコット (日 貨 排 礎 運動 ) が 高まり , 
と さ れ 満 鉄 の 経営 が 赤字 に な る な ど , 日 本 の 経済 活動 は 大 き 


導 は 日 人 久米 の 日 本 の 特権 地 竹 で あり. 対ソ 戦略 拠点 と し て も , 重工 業 発展 
の た め の 重 要 資 源 供 給 地 と し て も , 日 本 の 「 生命 線 」 と され て いた の で , 中 国 側 の この よう 
と くに 陸軍 の 間 に 危 機 感 が 高まっ た 。 
1931 (昭和 6 ) 年 4 月, 立憲 民政 党 の 第 2 次 若槻 内 閣 が 発足 し , 
和 原 外相 を 中 心 に 中 国政 府 と の 間 に 満 素 問題 な ど を めぐ っ て 外 突 和沙 を 走 け て た が: 日 
交渉 は な か な か 進ま な か っ た 。 こ うし た 状況 の な か で , 関 
東 軍 を 先頭 と する 日 本 の 陸軍 部 内 に は , 幣 原 外交 を 「 軟 弱 外 タ 交 」 と 非難 し , "満蒙 の 危機 " 
を 打開 する た め に , 軍事 力 を 発動 し て 満州 を 中 国 の 主権 か ら 切 り 離 し , 日 本 の 支配 に お 
こう と する 気運 が 高まっ た 。1931( 昭 和 6) 年 7 一 8 月 に は , 
っ て いた 日 本 の 参 謎 本 部 員 中 村 大 尉 が 中 国 兵 に 殺さ れ た り 

他人 諾 民 が 衝突 し た 家 山 事件 が お こっ た り し て , 満州 の 空気 は いっ そう 緊 過 し つつ あ 


満州 で 兵 要 地 誌 の 調査 に あ た 
り (中 村 大 尉 事件 ), 中 国人 農民 と 


条 湖 で , 満 鉄線 路 爆破 事 
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四 間 補選 ま うう ニ 

こま og 呈 | 件 ( 柳 条 湖 事 件 ) が お きる と , 内 東 軍 は これ を 中 国 便 | 
KEO 仕業 と 発表 し て た だ ち に 軍事 行動 を お こし , 奉天 ・ 長 
な ど 南 満州 氷 要 都市 を 占領 し た 。 日 本 の 朝生 
一 部 も 独断 で 鴨 緑 江 を 渡っ て 満州 に 入っ て 関東 電 を に 
授 し た 。 若槻 内 閣 は 不 拡大 方 針 を 声明 し た が , 関東 軍 
これ を 無視 し て つぎ つぎ と 軍事 行動 を 拡大 し , 同年 11 
か ら っ 年 2 月 まで に , チチ ハル ・ 鐘 有 ・ ・ ハ ルビ ン 太 | 
満州 各地 を 占領 し た (満州 事変 )@。 
【 柳 条 湖 事 件 ] 事件 直後 , 関東 軍 は 鉄道 線路 爆破 を 
国軍 ( 張 学 良 の 軍隊 ) の 仕業 と 発表 し た が , 実際 は 選 
行使 の 口実 を つく る た め , 板垣 年 四郎 (1885 一 1948) 
ム 旅順 佐 ・ 石原 発 内 (1889 一 1949) 中 佐 ら 関東 軍 参 謀 の 一 部 
満州 事変 要 図 ひそ か に 計画 し , 関東 軍 の 現地 部 隊 に 実行 きせ た 突 
で あっ た 。 計 画 立案 の 中 心 と な っ た の は 石原 で , 御 
将来 日 本 が アメ リカ と 世界 最終 戦 を 戦う も る の と 予測 し (世界 最終 戦 論 ), : か ね て か ら 雪 | 
に 備え て 満州 を 日 本 が 占領 する こと を 計画 し て いた 。 軍司 令 官 の 本 庄 繁 (1876 一 1945 
着任 早々 で 満州 の 事情 に うと く , 棚 あ げ さ れ て 参謀 た ちの 陰 護 に は 関与 し て いな か っ 夫 
思わ れる 。 「 
若槻 内 閣 は 軍部 を お さえ る こと が で きず , 世論 も また 関東 軍 の 行動 を 支持 し た 。 結 周 
事変 不 拡大 に 失敗 し た 若槻 内 閣 は , 軍部 の 急進 派 の ケー ー デ タ 計 画 ( 十 月 事件 ) に 償 か き 相 

痢 内 に 野党 テク 間 政友 会 と 提携 し て 協力 内 閣 を 組織 し よう と する 動き が 起こ る な ど 動 揃 
生じ , 1931 (昭和 6 ) 年 12 月 に 退陣 し . か わ っ て 立 意 政友 会 和裁 の 大 毅 が 新 内 間 を 細 H 

だら 

関東 軍 は 満州 事変 勃発 直後 か ら , 張 学 良 政権 を 排除 し た の ち . 滴 葵 に 新政 権 を 樹立 
中 国 国民 政府 か ら 切 り 離 し . 1 全日 由 と な る 独立 央 を つく ろう と する 計画 を 進め 
藻 槻 内 閣 ., と り わ け 幣 原 外相 は 。 それ が 中 国 の 主権 ・ 独 立 の 尊重 を と り 決め た 九 カ 国 英 
の 違反 に な り , 日 本 が 列国 の 非難 に さら され る と し て , この 計画 に 強く 反対 し た 。 し 大 | 
関東 軍 は , 政府 の 反対 を 無視 し て 計画 を 実行 し , 1932( 賠 和 7 ) 年 2 月 まで に 東 三 名 ( 黒 
江 ・ 苦 林 ・ 夫 天 ) の 要 地 を 占領 する と , 3 月 に は 消 朝 最後 の 自 帝 で あっ た 濾 位 (も と 間 
1905 一 1967) を 執政 に 据え て 「 満 州 国 」 の 建国 を 宜 言 させ , 事実 上 の 支配 権 を 握っ た 。 人 3 
間 も 満 州 国 承認 を 渋っ て いた が , 同 内 閣 が 1932 (昭和 7 ) 年 5 月 . 一 事 件 で 例 電 半 
藤 実 18581936) 内 閣 が 成立 する と . 箇 部 の 圧力 と 世論 の 突き あげ に あっ て , 政府 る 刀 
国 承認 に 傾い た 。 こ の 間 , 1932 (昭和 7 ) 年 に 排 日 運動 は 華中 の 上 海 に も 飛 火 し , 同年 
に は 上 海事 変 も お こっ た が , 列国 の 強い 抗議 に よっ て 5 月 に は 停戦 し た 。 
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中 国 は 満州 事変 勃発 直 『 後 , これ を 日 本 の 侵略 行動 で も ある と し 
て 国際 連盟 に 提 斉 し , も と より 「 満 州 国 」 の 独立 を 認め な か っ 
た ( 央 選 。 事 を ご く 局 地 的 な も の と みて 楽観 的 だ っ た 列国 は 。 日 本 政府 の 事変 不 拡大 
の 約束 が 実行 きれ な いた め , 日 本 の 行動 は 不 戦 条 約 と 九 カ 国 条 約 に 違反 する と し て , し だ 
い に 対 日 不信 感 を 強め た 。1932( 昭 和 7 ) 年 1 月 , 日 本 軍 が 上 張 学 良 側 の 仮 政 府 が 連 か れ た 錦 
川 を 占領 する と 。 アメ リカ は これ ら の 条約 に 違反 し て つく られ た 既成 事実 は 認め な いと す 
る 不 承認 宣言 を 発し て 日 本 を 非難 し た 。 国 際 連 盟 は 満州 問題 調査 の た め に イギリス の リッ 
トン (Lytton, 1876 一 1947) を 代表 と する リッ トン 調査 団 を 派遣 し , 1932( 昭 和 7 ) 年 10 月 , 
衣 査 団 は リッ トン 報告 書 を 発表 し た 。 こ れ は , Se 
し た も の と する 日 本 の 主張 を 否定 し て いた が , 人 
に 日 本 の 権 益 も 保障 し て お り , 満州 ( 東 三 省 ) に 中 国 の 主権 下 に 自治 政府 を つく り , 治安 を 
ずる た め 少 数 の 凍 兵 隊 を お いて , それ 以外 の 軍隊 は 撤廃 する と いう 解決 案 を 提示 し て いた 。 
と ころ が 日 本 政府 (斎藤 実 内 閣 ) は 軍部 の つく りあ げた 既成 事実 を 認め , リッ トン 報 
吉 書 の 発表 直前 , 1932( 昭 和 7 ) 年 9 月 に は 日 満 議定書 を 取り 交 し て , いら 時 くだ の 午 人 人 
随 認 し て お り , さら に 日 本 軍 は 1933( 昭 和 8) 年 2 月 に は , 鍵 河 省 に る 軍事 行動 を 拡大 し た 。 
これ は 国際 連盟 を 著しく 刺激 し , 同年 2 月 の 連盟 臨時 総会 で は , リッ トン 報告 書 を に 
満州 に 対す る 中 国 の 主権 を 確認 し , 満 才 に お ける 自治 政府 の 樹立 と 日 本 軍 の 撤退 を 勧告 民 
た 決議 案 が , 42 対 1 (反対 は 日 本 だ け ) で 可決 され た 。 全権 松岡 洋右 (1880 一 1946) は た だ ち 
に 退場 し 。 3 月 12 日 , 日 本 は 国際 連盟 脱退 を 通告 し た 。 こ うし て 日 本 は アメ リカ な どの 列 
中 の 反発 の な か で 国際 的 に 撤 立 し て いっ た 。 
PE 日 本 軍 は 中 国軍 と 壇 活 停戦 協定 を 結び 満州 事変 ! は ひと の 
きれ , 日 本 は その 後 , 独力 で 「 満 州 国 」 の 経営 を 進め た 。 「 満 州 国 」 は 東 三 省 と 替 河 ・ 興安 を 
主人 新 京 ( 長 春 ) を 首都 と し た 。1934 (昭和 9) 年 3 月 に は 帝政 を 実施 
し , 濾 儀 は 皇帝 に な っ た 。 し か し , 日 本 軍 (関東 軍 ) が 駐屯 し 日 本 人 官 更 が 任命 され て 軍事 
. 行政 の 実権 を 撮り , 交通 機関 も 日 本 側が 管理 する な ど , 「 満 州 国 」 は 事実 上 , 日 本 の 侯 介 
玉 家 で あっ た 。 
( 3 ラ 活動 に 対し て は , 平 頂 山 事 件 @ に み ら れ る よう に 日 本 軍 に よる 上 厳 
し い 報 復 が 実行 きれ た 。「 満 州 国 」 の 承認 後 , 日 本 政府 は 多数 の 移民 を 日 本 か ら 送 り 込 ん だ 
(満州 移民 ) 。 最 初 は 在 郷 軍人 ら に よる 満蒙 開拓 団 に 編成 され て , 移民 する ケー ス が 多かっ 
た 。 ま た 若者 た ち が 満 本 拓 青 少 生 義勇軍 と いう 名 称 で 入植 し た 。 敗 艇 時 まで に 満州 移民 
の 総数 は 27 万 人 と いわ れる 。 な お , その ほか に 朝鮮 絵 財 府 に より 朝鮮 人 の 移民 も 送ら れ た < 
on ソ連 が 対日 参戦 し て 「 満 州 国 」 は 大 混乱 に お ちい り , 進 難 の 進 
申 、 ソ連 軍 の 攻撃 ・ 鍋 僚 ・ 病 気 な ど で 多 く の 開 拓 民 が 死亡 し た 。 親 を 失っ て 取り 残さ れ た 
WS の か he 





「 満 州 事変 の 勃発 (1931 年 9 月 ) ) から 第 二 - 次 世界 大 戦 の 終結 (1945 年 8 月 ) ト ま "で 。 足 か け 15 年 間 ( 下 
は 13 年 11 カ 月 ) ) 窒 連 の 戦争 と みな し て , ' 十 五 年 戦争 」 と いう 呼び 方 が し ば し ば な され て いる 。 還 
財 W: tg 玉 活 偽 戦 協定 の 成立 (1933 年 5 月 ) ) で 満州 事変 は 終結 し , 以後 . 日 中 戦争 の 勃発 (9 
7 月 ) ま で 日 中 間 に は 戦闘 行為 は な か っ た の で , 「 十 五 年 戦 : 事 」 と いう 呼称 は 学問 的 に 不正 確 で 古 計 
だ と する 考え 方 も 有力 で ある 。 


5 632WG 和 7) 生 9 月 日 本 の 経 上 す る 導 誠 が 近日 ゲリラ に 月 き れ 。 大 き な 拓 守 を 受け た 。 
関東 軍 は その 報復 と し て , ゲリラ に 通じ て いた と みな し て 平 頂 山 の 中 国 側 の 住民 を 集め , その 大 部 分 
を 殺害 し た 。 中 国 側 は 当時 , 国際 連盟 に 犠牲 者 の 数 を 700 余 名 と 報告 し て いる 。 な お , 敗戦 後 , 中 国 
側 の 六 判 で 撫順 炭 玉 関係 者 の 日 本 人 7 名 が 銃殺 刑 に 処せ られ た 。 





a( 敵 選 古 


ceter は は 区 層 ら 


432 


ーー 
ET〒 


ル 
昭 
和 
年 
月 
国 
ha 
と 
ら 
3 
1 
れ 
銃 
想 
芝 
れ 
だ 
再 
件 
ルル 
月 


: 革 時 婁 ら 言 千 @ き は 呈 加 圭 周 引 壮 華 


: 鞍 ゴ 層 9mrr 汁 葉 二 8 


重層 赴 膨 坦 回 rrri の 拓 せ は ご 4 , 証 と て 尽 き 昌 玉生 十 回 。 甘 「 衣 
記 き 還 豆 」, 幸 守 二 品 ロ | 呈 き (SF 普 還 ) | 是 生 | 『 請 者 品 典 漠 温 」 品 


第 4 部 近代 ・ 現 代 


9 上 


と 還 コ へ 絹 き 措 半 上 
柱 。 は き 泊 右 出 了 


計 剖 絹 へ 和 み 上 ロー 
es 直 必 避 還 S 秩 沙 部 へ 析 


宮本 
ェ ー 


ロロ 記 


sr 庄 深 愉 忌 村 ご 闘 操 
| 。 守 等 ざ 潮 右 月 昌 若 errrr 


ーー mw 守 古 旧 
加 征 @w み 中 蘭 右 


mn 


村 | 3 滞 品 


| 果 委 中 
- を 
ま セ 


Pr 宙 


ゅ 時 選 寺 五 琶 望 串 自 妊 き 8 


トコ ュ ャ 


で 
ロ 


革 口 .Swi 
9 要 は て 本 机 計 
中 中 


旭 豆 9 箕 思 評 き 


EE 


革 党 吉 


将 


は 
ch 十 


に 時 呼 


n ら 琶 計 


PE を 


遇 


先 @ 青 表層 汗 


し 衝 考 迄 


W 


計 習 計 叶 r 


/ サ は 机 RrOW は 音 記 
男 串 紫 3 凍 … 
ヨコ 軒 ど 半 屯 半 


本 


息 


rt は 如 二 9 個 針 m 


. 導 靖史 普 史 


Eu 
hh mr tr 


芋 諾 芝 当 み 叫 きみ 吉 


き 紀 加太 蔵 き 
己 咽 品 加 半 ゅ 


1 


hr 


ざき は 9 河 慎 時 千 掛 き 半 上 ロ 


消し 0 


で + 





[満州 事変 と 国内 世論 】 1930 年 代 初 め 記 















京 朝日 』『 大 阪 朝日 』『 東 京 日 日 』『 大 阪 毎 還 
4 大 新聞 は , いずれ も 発行 部 数 が 1 日 1 
ー150 方 部 に 達し , 国内 世論 の 形成 に 大 吾 
影響 と を も っ て いた 。 柳 条 湖 事件 が お こる 赤 
これ ら の 新聞 は いっ せい に ,「 明 ら か に 箕 
側 の 計画 的 行動 」 と 断定 的 に 報道 し て 中 園 
を 非難 し , 「 日 本 軍 の 強く て 正しい こと 赦 
底 的 に 知ら し め よ 」 東京 朝日 新聞 』1931| 1 
和 6 年 9 月 20 日 付 夕刊 ) と いっ た 類 い の 講 
本 軍 の 行動 を 熱狂 的 に 替 美 する キャ ン ペ 訓 
を 展開 し た 。 現地 か ら 送ら れ て くる 写真 者 
せ た 新 聞 号 外 の 発行 や 。 ニュ ー ス 遇 画 の . 症 
な ど に より , 満州 各地 を つぎ つぎ に 占領 震 
日 本 軍 の よう す が 伝 えら れる と , 国民 の 興 | 
は いっ そう 高まっ た 。 第 2 次 若槻 内 閣 は 穫 
不 拡大 を 内 外 に 声明 し , いか に 日 本 軍 の 冬 
を お きえ る か 苦 記し た が , 多く の 新聞 は 時 











民 の 要求 する と ころ は , た だ わが 政府 当局 が 強硬 以 て 時 局 の 解決 に 当る 以外 に は な い 衣 
れ 等 は 重ね て 政府 の あく まで 強硬 な らん こと を 切望 する も る の で ある 」(『 東 京 日 日 
(昭和 6 > 年 10 月 1 日 付 社説 ) と いっ た 調子 の 強硬 方 針 を 主張 し た 。 そ し て 回 1932 (昭和 還 
年 10 月 , リッ トン 報告 書 が 公表 され る と, 新聞 は いずれ も 満 旭 国 を 認め な いよ うな 提案 
断じて 受け 入れ られ な い , , こし て 国際 連盟 脱退 の 気運 を 盛り あげ た 。 元 外相 の 乏 原 喜 華 | 
は こう し た 新聞 論調 を 「 偏 狭 な る 排外 思想 」 と 批判 し た が . この よう な 新聞 な ど ジ ャ 講 
リズ ム の 活動 を 通じ て , 政府 の 協調 外交 路線 は 世論 の 支持 を 失い , 日 本 は 戦争 へ の 適 夫 
な こ こ に な っ だ の で ある 。 


「 日 本 国内 で は 1930 年 代 に 入る と , ロン ドン 軍縮 癌 題 , 

問題 の 切 追 , 農村 の 疲弊 な ど “内 外 の 危機 "に 触発 され て 店 
新 」 の 気運 が 高まり , 軍部 の 青年 将校 や 民間 の 国家 主義 団体 に よる 急進 的 な 国家 改造 運 
が し だ い に 活 発 と な っ た 。 彼 ら は 元老 ・ 政 党 ・ 財 閥 な どの 支配 層 が 国家 の 危機 と 国民 の 
状 を よそ に , 私 利 私 和 欲 ・ 党 利 党 略 に ふけ っ て いる も の と し て , これ ら の 支配 者 た ち を 実 
行動 に よっ て 打倒 し よう と 計画 する よう に な っ た 。 
そし て . 2 作 だ 和 kk2res 
特 校 と 民間 の 国家 主義 活動 家 た ち が , 無産 政党 を も 動員 し て , 政党 内 閣 を 打倒 し 軍部 基 
の 樹立 を は か ろう と , クー デ タ を 計画 する 事件 ( 三 月 事件 ) が お こっ た @。 消 放 事変 が 
する と, 国民 の 軍部 へ の 期待 が 高まる な か で , 国家 主義 革新 の 動き が いっ そう 激しく 《 春 


王 この ター デ タ 計 画 は 橋本 誠人 (1890 一 1957) を 指導 者 と する 桜 会 の 中 琶 青年 将校 た ちと , 
の 国家 主義 活動 家 の 大 川 計 明 ら が 中 心 に な っ た も の で ある が 芝 軍 の 高官 た ち も 関係 し て いた 識 
か し , 軍部 政権 の 首班 に 擬 せ られ た 宇垣 一 成 陸 相 の 反対 で 中 止 き れ た と いう 。 その た ぬ め , 宇垣 は 
に 陸軍 の 中 堅 層 か ら 排 撃 き れ た 。 
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同年 10 月 に は , また 同様 な ター デ タ 計 画 
( 十 月 事件 ) が お こっ た 。 両 事件 は と も に 
未遂 に 終わ っ た が , 十 月 事件 は 満州 事変 
の 不 拡大 方 針 を と る 第 2 次 若槻 内 閣 を 退 
陣 に 追い 込む な うえ で , 大 き な 役 割 を 果 た 
し た と 考え られ る 。 ま た , 政党 政治 家 や 
財界 の 指導 者 に 対す る テロ の 動き も お こ 
り , 1932( 昭 和 7 ) 年 2 月 に は 前 蔵相 井上 
准 逐 助 。 3 月 に は 三 井谷 名 理事 長 団 天 
p (1858 一 1932) ら が 相 つ いで 血盟 団員 @ に 
よっ て 暗殺 され た (血盟 団 事件 ) 。 

つい で 1932( 昭 和 7 ) 年 5 月 15 日 に は , 
海軍 青年 将校 の 一 団 が 首相 官邸 を 襲っ て 
伏 首 相 を 射殺 し , これ に 呼応 し て 青年 
選 校 や 民間 の 農 本 主義 者 の 一 派 が 牧野 内 
大 臣 邸 ・ 警 視 庁 ・ 立 憲政 友 会 本 部 ・ 日 本 
銀行 ・ 東 京 近 郊 の 変電 所 な ど を 襲っ た 。 
これ が いわ ゆる 五 ・ 一 五 事 件 で ある 。 こ うし た 一 連 の 直接 行動 は 支配 層 に 大 き な 衝 動 を 号 
えた 。 陸軍 は 事件 後 , 政党 内 閣 の 継続 に 絹 く 反対 し , 結局 , 元老 西園 寺 公 堂 は 陸軍 の 政党 
内 閣 反 対 論 を 考慮 し て , 一 種 の 妥協 人 事 と し て 竹 健 派 の 海軍 大 半 斎 藤 実 を つぎ の 首相 に 
腐 し た 。 斎藤 は 軍部 ・ 貴族 院 ・ 官 僚 勢 力 ・ 政党 か ら 関 僚 を 選び , ここ に いわ ゆる 挙 国 一 
致 内 閣 が 発足 し た 。 こ うし て 8 年 間 続 いた 政党 内 閣 は 終止 符 を 打ち , 太平 洋 戦 争 の 終了 後 
まで 復活 する こと は な か っ た 。 

斉藤 内 閣 と , これ に 続く 岡田 啓介 (1868 一 1952) 内 閣 は , 挙 国 一 致 内 閣 あ る い は 中 間 内 閣 
と 呼ば れ , まだ 軍部 の 支配 は 確立 し て は いな か っ た が , 政党 の 勢力 は 弱く な り , 軍部 お よ 
びそ れ と 結び つい た 草 新 官 條 を は じ め , 既成 の 政党 に 反対 し 現状 打破 を 主張 する 国家 主 
義 革新 勢力 の 政治 的 発言 力 が し だ い に 増 大 し た 。1934( 昭 和 9 ) 年 , 陸軍 当 局 が 「 国 防 の 本 
義 と 其 強 化 の 提唱 」 と いう パン フレ ッ ト ( 陸 陸軍 パン フレ ッ ト ) を 公表 し て , 単に 軍事 面 だ け 
で な く 政 治 ・ 経 済 ・ 思 想 ・ 国 民生 活 な ど 全般 に わた る 改革 を 主張 し た こと は , 軍部 (陸軍 ) 
Ne な ー つ の 現われ と いえ よう 。 
「 1931 (昭和 6 ) 年 12 月 , 大 養 内 閣 (蔵相 高橋 是 清 ) は 成立 後 た 
| だ ち に 金 輸出 再 禁 止 を 断行 し . 勉 換 制度 を 停止 し た の で . 
日 本 経済 は 管理 通貨 制度 の 時 代 に 入っ た 。 金 輸出 再 禁 止 の 結果 」 円 の 為替 相場 が 大 幅 に 下 
落し , 1932( 昭 和 7 ) 年 に は , 一 時 100 円 が 約 20 ド ル と 金 解禁 時 代 の 半分 以下 に 下がっ た が , 
不況 の な か で 合理 化 を 推進 し つつ あっ た 諸 産 業 は , 円 安 を 利用 し て , 輸出 振興 を は か っ た 。 
世界 欧 慌 へ の 対応 策 と し て , アメ リカ は 1933( 昭 和 8 ) 年 以来 . フラ ンク リン = ロー ズ ヴ 
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@⑩ 血盟 団 は 井上 日 名 (1886 一 1967) を 指導 者 と し , "一 人 一 殺 " を 唱え た テロ リズ ム の 結社 。 井 上 准 之 


助 や 団 天魔 の ほか に も , 多く の 政府 首脳 ・ 政 党 埋 部 ・ 財 界 指導 者 が ね ら わ れ て いた 。 
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ェ ル ト (Franklin Roosevelt。 1882 一 1945) 大 統領 の も と で , 政府 資金 を 投入 し て 農業 を 果 
し , 大 規模 な 公共 事業 を お こす な ど , いわ ゆる ニュ ー = ディ ー ル 政策 を 実施 し て 経済 誠 
を 乗り 切っ た 。 ま た , イギリス は 1930 年 代 初め か ら , 本 国 と 属領 と の 結び つき を 強め で 計 
ロッ クツ 経 済 圏 を 強化 し た 。 そ し て , 日 本 商品 の 進出 を ソー シャ ル = ダ ン ピ ン グ と 非難 し 護 
それ を お さえ る た め に , 輸入 品 に 対し て 割当 て 制 を と り , 高 率 の 関税 を か ける な ど 自 園 6 
産業 を 保護 し た 。 し か し , 日 本 の 綿織物 の 輸出 は 飛躍 的 に 拡大 し 。 輸出 規模 は イギリス 6 
か わっ て 世界 第 1 位 と な っ た 。 一 方 日 本 は , 輸入 の 面 で は 綿花 ・ 石 油 ・ 選 鉄 ・ 機械 な 本 
眉 然 と し て か な り ア メリ カ へ の 依存 度 が 高かっ た 。 
赤字 国債 の 発行 に よる 軍事 費 ・ 村 示 済 費 を 中 心 と する 財政 の 影 張 と 。 輸出 の 提 貞 
ょ っ て , 産業 界 は 活況 を 星 し , 他 の 資本 主義 諸国 に 先駆 け て , 日 本 経済 は 1933( 昭 和 8)8 
ころ に は , 大 枯 慌 以前 の 生産 水準 を 回 復 す る に いた っ た 。 と くに , 1931( 昭 和 6 ) 年 に 重 重 
産業 統制 法 が 公布 され , 各種 産業 部 門 に お ける カル テル の 活動 の 保護 と 生産 価格 の 制限 
滴 州 事変 以 化 の 軍需 の 増大 と 政府 の 保護 政策 と に 支え られ て , 重化学 工業 が めざまし V 織 
展 を と げ , 1930 年 代 後半 に な る と 軽工業 生産 を 上 回 る よう に な り @, 日 本 の 産業 構造 は 
き な 変 化 を 遂げ た 。 
鉄鋼 業 で は 1934 (昭和 9 ) 年 , 八幡 製鉄 所 を 中 心 に 製鉄 大 合同 が 行わ れ , 半 官 半 民 の 国 
全社 と し て 日 本 製鉄 会 社 が 発足 し . 端 材 の 自給 を 達成 し た 。 自 動車 工業 や 化学 工業 で 応 
鮎川 義介 (1880 一 1967) の 日 産 コ ン ツ ェ ル ン や 野口 違 (1873 一 1944) ) の 日 密 コ ン ツェ ルン な 中 
新興 財閥 が 中 心 と な っ て , 電力 を 基礎 と し た 化学 コン ビ ナ ー ト が 発展 し , 軍部 と 結び つ 加 
RS 従来 は 重化学 工業 部 門 に は あま り 力 を 入 相 較 
いな か っ た 旧 財 閥 (三井 ・ 三 菱 な ど ) も , し だ い に この 分 野 に 乗り 出 し て いっ た 。 
この 間 , 農村 に Ye シト 産業 組合 寺 
却 な ど を 通じ て 官僚 統制 が 強化 され た 。 政府 に よる 経済 統制 が 進む に つれ , 経済 関係 の 
僚 ( い わ ゆ る 新 官僚 の ち 革 新 官僚) の 進出 が 著しく , 軍部 の 幕僚 ゲル ー プ と 手 を 結ん < 届 
強力 な 国防 国家 建設 の 計画 が 進め られ た 。 
【 新 興 財 閥 】 明治 時 代 か ら 大 正 時 代 に か け て 財閥 を 形成 | 関 
財界 で 夫 き な 勢力 を ふる っ た 三井 ・ 三 菱 な ど 既 成 財 開 に 
て , 果 和 初期 に 電気 ・ 機 械 化学 な ど 重 化学 工業 を 中 心 に コ 間 
ウェ ルン を 形成 し . 大 きく 発展 し た 新興 の 企業 集団 を 新興 
閥 と 呼ぶ 。 軍 部 , と くに 関東 軍 が 一 時 満州 経営 か ら 既成 財 
を 排除 する 方 針 を と っ た の で , これ に 乗じ て 新興 財閥 は 二 
と 結び , 満州 事変 以後 , 満 川 に 進出 する な ど 急 成長 を 遂 昌 
な か で も 日 本 産業 会 社 を 中 心 に 発展 し た 鮎川 義介 の 日 産 講 
ツェ ルン は , 1937 ( 贈 和 12) 年 満州 重工 業 開発 会 社 を 設立 賠 
満州 経営 に 大 き な 役割 を 果たし た 。 そ の ほか , 日 本 窒素 朋 還 
会 社 を 中 心 だ 化学 工業 の 部 門 で 発展 し た 野口 遵 の 日 人 コ 調 
ェ ル ン , 理化 学 研究 所 を 中 心 と する 森 鼻 得 (1884 一 1941) 本 
コン ツェ ル ジ , 日 本 章 達 会 * 仕 を 中 心 と する 日 弄 コ ン ツ ェ 





朝鮮 窒素 肥料 会 社 の 
中南 [ 場 と 社宅 の 風景 (1932 年 )。 


o 1937 (昭和 12) 年 に は 工業 生産 額 の うち 。 金属 機械 - 化学 華 業 が 54.6%% と 過半 数 を 占め た 。 
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な ど が 新興 財閥 と し て 名 高い 。 こ れ ら は , 既成 の 財閥 に 比べ て 株 式 の 公開 ・ 同 族 怒 営 の 排 
際 3 が 谷本 肥 信 寿 省 主人 020 
1930 年 代 初 め の 内 外 の 急激 な 変動 , と くに 満州 事変 
E を 直接 の きっ か け と し て , 日 本 国内 に は 国家 主義 
(ナン ョ ナリ ズム ) の 気運 が 急激 に 高まっ た 。 内 外 の 現状 打破 を 叫ぶ 革新 運動 は 着 し く 盛 り 
あぁ が っ た が , その 主流 と な っ た の は , 国家 主義 (右翼 ) 革新 の 動き で あっ た 。 そ れ は 天皇 が 
日 本 の 中 心 で ある こと を 強調 し , 議会 (政党 ) 政 治 ・ 資 本 主義 経済 ・ 国 際 協 調 外交 の 打破 な 
いし 変革 を 唱え , 軍部 と 結び つき な が ら 活 動 を 進め た 。 
こう し た 動き は , あら ゆる 分 野 に 大 き な 影 響 た お よ ぼ し た が 共産 主義 ・ 社 会 主義 な ど 
いわ ゆる 左翼 の 陣営 の な か か ら も ゃ , 国家 主義 の 陣営 に 転向 する も の が 続々 と 現われ た 。 日 
本 共産 党 は 1930 年 代 初め . コミ ン テ ル ン の 指導 に よる 武装 闘争 方 針 に 失敗 し , 当局 の 厳し 
い 取り 締まり の も と で 壊滅 状態 に な っ た が , 1933( 昭 和 8 ) 年 に は 獄中 に あっ た 日 本 共産 沈 
の 最高 指導 者 佐野 学 (1892 一 1953) . 鍋 山 頁 親 (190179) ) ら が 転向 を 声明 し , 天星 制 打倒 ・ 
益 国 主 義 戦争 反対 と いう 日 本 共産 党 の 方 針 と , モス クワ リ に 本 部 を お く コ ミン テル ン の 指導 
の あり 方 を 一 国 社 会 主義 の 立場 か ら 批判 し て , 天皇 の も と に 一 国 社会 主義 革命 を 行い 。 満 
州 事変 を 国民 解放 戦争 に 導く 必要 性 を 説い た 。 こ れ を きっ か け に , 共産 党 関 係 者 の 大 量 転 
向 が お こっ た 。 
[転向 の 条件 】 佐野 学 ら の 転向 声明 を きっ か け と し た 地滑り 的 集団 転向 の 結果 , 治安 維持 
法 で 検 拳 され た 人 々 の ほぼ 90% が 転向 し た と いう 。 洛 安 当局 は 反 体制 活動 を 厳し く 取 り 締 
まっ た が . 治安 維持 法 の 最高 の 罰則 死刑 は 原則 と し て 適用 せ ず , 転向 者 を 再び 国家 有用 の 
人 材 と し て 登用 する 方 針 を と っ た 。1930 年 代 後半 に は , 内 閣 調 査 局 ( の ち 企 画 院 ) な ど に 洛 
安 維 持 法 で 検挙 きれ た 経歴 の ある 旧 左 翼 関 係 者 が , し きり に 官僚 と し て 起用 され た 。 SS 
は 同時 代 の 一 一 党 独 裁 国家 で ある ナチ ス = ドイ ツヤ ソ連 で , 反 体 制 ・ 反 党 活 動 家 を 大 量 
刑 ・ 更 消し た の と は 異な る 日 本 独特 の や り 方 だ っ た 。 
無産 政党 各 派 の な か で や , 国家 社会 主義 に 傾き 軍部 に 接近 する 動き が 顕著 に な っ た 。 社 
会 民衆 党 を 脱 党 し た 赤松 克 鷹 (1894 一 1955) ら が , 1932( 昭 和 7 ) 年 日 本 国家 社会 党 を 結成 
し た の は その 現われ で あろ う 。 また , . 社 会 民衆 党 は 同年 , 全国 労農 大 衆 党 と 合同 し て 社会 
大 衆 党 (委員 長安 部 磯 座 . 書記 長 麻 生 久 8911940〉 ) を 結成 し た が , 弦 々 年 麻生 久 が 陸 軍 
パン フレ ッ ト の 起草 に 参画 する な ど , 同 党 幹 部 の な か に は , 軍部 と 結ん で 資本 主義 体制 を 
打破 し よう と する 者 も 現われ た 。 軍 部 の な か に も , 既成 政党 (保守 政党 ) を お さえ る だ た め に 
手 族 政党 を 支援 する 動き も あり , 1936( 昭 和 11) 年 2 月 の 総 選挙 で , 社会 大 衆 守 は 会 来 の 5 
議席 か ら 18 議 席 ( 同 党 の 系 統 を 含め る と 22 議 席 ) と 勢力 を 拡大 し た 。 この と き , 岡田 内 閣 は 
ひそ か に 社会 大 衆 党 を 援助 し た と いう 。 社 会 主義 を 守り 続け て いた 鈴木 茂 三 = 郎 (1893 一 
970) ら の 日 本 無産 党 な ど は , 1937 (昭和 12) 年 に は 政府 の 弾圧 に よっ て 活動 を 停止 し た 。 
国家 主義 の 高まり の な か で , 思想 ・ 言 論 に 対す る 取り 締まり は 一 段 と 強化 され , マル ク 
ス 主 義 は も と より , 自由 主義 ・ 民 主 主義 的 な 思想 や 学問 も 厳し い 取り 締まり の 対象 と な 
た 。 1933( 昭 和 8 7 年 に ! は , 『 刑 法 読 本 』。 な ど を 著 わ し て 自由 主義 的 刑法 学 軍 学友 地 
川 府 辰 (1891 一 1962) 京 者 党 大 教授 が 大 学 を を 追わ れ ( 滝 川 事件 )、 つい で , 1935 (昭和 10) 年 に 
は 憲法 学者 美濃 部 達吉 の 天皇 機関 説 が , 軍部 や 国家 主義 団体 か ら 日 本 の 国体 に 反する 学説 
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で ある と 攻撃 きれ て 大 き な 政 治 問題 と な 
事件 が お こっ た (天皇 機関 説 問題 ) 。 





発禁 処分 と な っ た 美濃 部 博士 の 著書 


大 量 で ある と し て , 天皇 機関 説 は 日 本 の 国体 に そ む く 不敬 の 学説 で ある と の 攻撃 が お 四 
だ た の で ある 。 彼ら の 真 の ね らい は 天皇 機関 説 攻 撃 に こと 寄せ て , 岡田 内 閣 と それ を 支 


いる 竹 健 な 「 現 状 維 持 勢 力 」 ゅ を 打倒 する こと に あっ た 。 そ こ で 岡田 内 閣 は , や わな く 題 


に わた っ て 国体 明 徴 声明 を 出し て 天皇 機関 説 を 否定 し 。 反対 派 の 攻撃 を か わし た が , 


沿 部 は 貴族 院 議員 を 辞任 し , その 著書 は 発禁 処 分 と きれ た 。 こ の 事件 は , 明治 憲法 に お 四 
る 立 密 主義 の 理念 が ほ ば 全面 的 に 否定 きれ た こと を 意味 する も の で , 日 本 の 立憲 政治 


わ ば 骨抜き に きれ た と いっ て も よい で あろ う 。 


こ う し て 自由 主義 も 反 国 体 的 思想 と みな され る よう に な り , 政府 の 文化 ・ 思 想 統制 と 議 
いま っ て ジャ ー ナ リズ ム な どの 間 に も , 欧米 文明 ・ 思 想 の 摂取 に 対す る 反省 と , 日 本 の 6 


統 的 な 文化 へ の 再 評価 の 気運 が 高まっ た 。 





で こそ 一 段 と 大 きく な っ た が , その 内 部 に お いて , いわ ゆる 皇 財 
と 統 拓 を 中 心 と する 泊 財 対立 が し だ い に 激しく な っ た 。 


【 皇 道 派 と 統制 派 】 皇 道 派 は 荒木 貞夫 (1877 一 1966}) ・ 頁 崎 甚 三郎 (1876 一 1956) ら を 中 


する グル ー プ で , 天皇 中 心 の 革新 論 を 唱え , 元老 ・ 重 臣 ・ 政 党 ・ 財 閥 な ど 「 現 状 維持 共 馬 
を 強く 排 繋 し た 。 天皇 機関 説 排 撃 に 最も 熱心 だ っ た の は この グル ー プ で ある 。 北 一 多 ! 
想 的 影響 を 受け た 急進 的 な 隊 付 の 青年 将校 た ち が 畠 道 派系 に 集まっ て いた 。 こ れ に 対 順 
制 派 は 陸軍 全体 の 統制 を 強化 し , その 組織 的 動員 に よっ て 高度 国防 国家 を めざす 諸 科 の 
新政 策 を 実行 し よう と する グル ー プ で , 元老 ・ 重 臣 ・ 財 閥 ・ 既 成 政党 か ら 無産 政党 に 上 
る まで , いた ずら に これ ら を 排 繋 する こと な く , むし ろ こ れ を 利用 し た 。 林 錠 十 記 人 
ー1943) を 擁し , 永田 鉄山 (1884 一 1935) を 中 心 に , 中 堅 の 実務 的 な 幕僚 た ちの 支持 を 集 
いた 。 坊 木 が 陸 相 だ っ た 時 代 (1931 一 34) に は 畠 道 派 の 動き が 活発 だ っ た が , 荒木 に つ 記 
林 が 陸 相 に な る と , 永田 を 軍務 局長 に 起用 し て 皇 道 派 を お きえ よう と し , 真崎 が 教育 閑 
の 地位 を 追わ れ た 。 1935 (昭和 10) 年 8 月 に は これ に 反発 し た 香道 派系 の 将校 相沢 記 
(1889 一 1936) が 永田 を 殺害 する 事件 も お こり , 香道 派 と 統制 派 の 対立 は 本 Aa 


陸 例え ば , 当時 「 憲 法 の 敬 信 」 と され た 枢 院 の 人 907 一 1940 潜 胡 は 大 遇 説 放 
り , 反対 派 の 攻撃 に きら され た 。 
































【 天 皇 機 関 説 問題 】 美濃 部 達吉 の 天 晶 
関 説 は , 統治 権 の 主体 は 法人 と し て の 
家 で あり , 国家 の 元首 で ある 天 皇 は 大 
最高 機関 で あっ て , 憲法 の 条 規 に し が 
っ て 統治 権 を 行使 する と いう 学説 で あ 園 
た 。 こ れ は 国家 統治 の 大 権 が 天皇 個 上 
属す る 無制限 の 絶対 的 な 権利 で ある と 時 
う 考 え 方 を 否定 する も る ので, 明治 時 人 計 
期 以 来 , 学界 で 広く 承認 され て いた 了 ほ 計 
り で な く , 元老 や 政府 首脳 も 天皇 機関 説 的 な 考え 方 に 立っ て 政治 の 運営 に あたっ て き 次 
と ころ が , 1935 (昭和 10) 年 , 軍人 出身 の 議員 菊池 武夫 (1875 一 1955) が 貴族 院 で これ を 非 

し た の を きっ か け に , 軍部 や 国家 主義 グル ー プ は , 天皇 主権 説 の 立場 か ら 統治 権 の 主人 


1930 年 代 半 ば ころ に は , 軍部 , と くに 陸軍 の 政治 的 発言 力 上 
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ニニ ・ 二 六 事 件 1936 (昭和 11) 年 g 月 26 昌 未明 に 時 起 し に に 「 拓 部隊 」 は 


本 し た 


半 相 御 有 ・ 警視 庁 な ど 東 京 の 中 心 部 を 占 抱 し た 。 写 真 は 赤坂 山王 下 で 
昭和 の 内 導 総 理大 臣 一 臣 行動 する 反乱 軍兵 士 。 
1936 (昭和 11) 年 2 月 26 日 未明 , つい に , 星 道 派 系 の 急進 的 な 青年 将校 た ら は , 1400 余 名 
の 兵 を 率い て クタ クーデタ を お こし , 首相 ・ 研 相 ・ 内 大 臣 ・ 教育 絵 監 ・ ・ 侍 従 長 な どの 官 ・ 私 
氏 , 警視 庁 な ど を 襲撃 し て , 蔵相 高橋 是 清 ・ 内 大 臣 斎 藤 実 ・ ・ 教 育 総監 渡辺 錠 大 郎 874 
ー1936) ら を 殺害 し , 東京 の 永田 町 一 帯 を 占拠 し た 。 こ れ が 二 ・ 二 六 事 件 で ある 。 こ の 事 
件 は 正規 軍 に よる 反乱 で あり , いま まで に な い ほ ど 大 規模 な も の で あっ た 。 
陸軍 当局 は 初め この 処理 に と まどっ た が , 海軍 側 の 強硬 鎮圧 方 針 や 天皇 目 身 の 強い 意 同 
も あり , 結局 鎮圧 に 乗り 出し た 。 反乱 軍 は 蜂起 後 の 具 体 的 な プラ ン を も た な か っ た こと も 
あっ て まもなく 帰順 し , 青年 将校 た ち は 自殺 ある い は 降伏 し て 事件 は 鎮 まっ た 。 反乱 を 指 
導 し た 青年 将校 た ち は , いずれ も 式 厳 令 下 に 非 開 で 行わ れ た 軍法 会 議 で 死刑 に 和 姓 せ られ , 
彼ら に 大 き な 思 想 的 影響 を 与え た 北 一 一輝 や その 側近 西田 税 (190137) も , 事件 の 黒幕 と み 
な され 死刑 に な っ た 。 こ の 判決 は , 五 ・ ー 五 事件 に 比べ て は る か に 厳し い 処 分 で あっ た 。 
ー・ 二 大 事件 を きっ か け に , 陸軍 当局 は " 齋 人 "を 実施 し て 軍部 内 の 統制 回 復 を は か り 
あと を 継い だ 広田 弘毅 (1878 96@ 内 韻 に 迫っ て 軍部 大 臣 現役 起 制 を 復 消さ せ た 。 軍 部 
と くに 陸軍 の 政治 的 発言 カ が 強まる な か で , 広田 内 閣 は , “広義 国防 国家 "の 建設 を 政 綱 と 
し て . ば く 大 な 軍事 子 算 を 計上 する と と も に , 1936 (昭和 11) 年 8 月 , 首相 ・ 外 相 ・ 陸 相 ・ 
海 相 ・ 蔵 相 か ら な る 5 相 会 議 で ' 国策 の 基準 」 を 決定 し 中 国 大 陸 と 南方 と を 日 本 中 心 に プ 
ロッ ク 化 する 国策 を 打ち 出し て , 国内 改革 と 外交 刷新 を は か っ て いっ た 。 
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6. 第 二 次 世界 大 戦 と 日 本 
日 本 が 東 ア ジア に お いて ., ワシ ント ン 体 制 の 枠組 み を 跳 


枢軸 陣営 の 形成 | 越え て , 中 国 大 陸 へ 進出 を 強め て いる ころ , ヨー ロッ パ 是 


お いて も ゃ も, 独裁 政権 を つく っ た ドイ ツ ・ イ タリ ア が イギリス ・ フ ラン ス ・ ソ 吉 と 装 拉 
つ 勢 力 を 拡大 し 。 ヴェ ル サ イ ユ 体 制 打 破 に 乗り 出し て いた 。 
すなわち 。 世界 私 民 の 虹 枯 で 社会 不安 の 高き っ た ドイ ツ で は 。 1930 年 代 に 入る と 。 
ラー(Hitler, 1889 一 1945) を 指導 者 と する ナチ ス ( 国 民 社 会 主義 ドイ ツ 労 働 者 党 ) が 急速 に 穫 
力 を 拡大 し , 1932( 昭 和 7 ) 年 の 総 選 挙 で 国会 の 第 一 党 と な り , 1933( 昭 和 8 ) 年 1 月 , ヒ 唐 
ー 内 閣 が 成立 し た 。 同年 3 月 ヒト ラー は 全権 委任 法 を 制定 し て 独裁 権 を 確立 し , ナチ 
以外 の 政党 を 禁止 し , 畔 年 に は 大 統領 と 首相 を か ね て 総統 と な り , 国民 投票 に よっ て 
承認 を 受け た 。 こ うし て ドイ ツ に お いて は , ワイ マー ル 共 和 制 は 崩壊 し , ナチ ス の 一 敵 
裁 体制 が 確立 され た 。 そ の 間 , 1933( 昭 和 8 ) 年 10 月 。 ドイ ツ は 日 本 に 続い て 国際 連盟 を 騰 
退 し , 1935 (昭和 10) 年 , 公然 と ヴェ ル サ イ ユ 条 約 の 軍備 制限 条項 を 破棄 し て 再 軍備 を 声 大 
し , 1936( 昭 和 11) 年 に は 非武装 地帯 で あっ た ライ ン ラ ント に 進駐 し た 。 
イタ リア で は これ より め り 先 , 922( 天 正 11) 年 に ファ シス ト 党 を 率い た ムッ ソリ 
1883 一 1945) が 政権 を 握り 、 し だ い に 一 党 独 栽 体制 を 固め た が , 1935( 昭 和 10) 困 
に は エチ オ ピ ア 侵略 を 有 開始 し た 。 1986 (昭和 11) 年 。 ス ペイ ン で フラ ンコ (Franco, 189g 
1975) が 民族 主義 勢力 を 率い で 人 屋 戦 線 内 閣 に 反乱 を お こす と (スペ イン 内 乱 ), ドイ 名 
イタ リア は と も に フラ ンコ 派 に 軍事 援助 を 与え , それ を 通じ て 両国 は 手 を 結ん で , いね 
る ベル リン ・ ロ ー マ 枢 軸 が 結成 され た 。 
この ころ , 東 ア ジア に お いて は , 日 本 が 中 国政 策 を めぐ っ て アメ リカ ・ イ ギリ ス と 
を 深め つつ あっ た 。1934 (昭和 9 ) 年 , 日 本 は 単 邊 で ワシ ント ン 海 軍 軍 縮 条 約 を 廃棄 し 。 講 
いで 1936 (昭和 11) 年 に は , ロン ドン 海軍 軍縮 会 議 か ら も 脱退 し た 。 そ の 結果 , 国際 的 隆 
化 を 深め た 日 本 は , ヨー ロッ パ の 「 現 状 打破 勢力 . た る ドイ ツ ・ イ タリ ア に 接近 を は か っ 上 
一 方 , レー ニン の 死後 。 権力 を 堂 所 し た スタ ー リ ン の も と で , 共産 党 に よる 一 党 独 裁 f 
制 を 強め て いた ソ連 は , 5 カ年 計画 を 通じ て 社会 主義 国家 と し て 国力 を 増大 させ , 193 彰 
国際 連盟 に 加盟 し て 国際 社会 で 大 き な 発言 用 を も つよ うに な っ た 。 そ し て 人 民 戦 線 の 半 | 
な ど に より , 国際 共産 主義 (コミ ン テ ル ン ) の 運動 を 活発 に 進め た 。 同 時 に , スタ ー リ 選 
国内 に お いて 反対 派 を 徹底 的 に 粛清 し , 独裁 者 と し て の 地位 を 固め た 。 
こう し た ソ連 の 動き に 休 威 を 感じ た 日 本 は , 陸軍 の 主導 に より , 1936( 昭 和 11) 年 , 店 
内 閣 の と き に , ソ連 と コミ ン テ ル ン の 活動 に 共同 で 対抗 する た め に , ドイ ツ と の 間 に 回 
防 共 協定 を 結び , 翌年 に は イタ リア も 参加 し て 日 独 伊 三国 防 共 協定 と な っ た 。 そ し て , 月 
の 年 , イタ リア も 国際 連盟 を 脱退 し た 。 
こう し て , ワリ シン トン 体制 と ヴェ ル サ イ ユ 体 制 を 打破 し て ' 世界 新 秩序 」 を めざす 日 
ドイ ツ ・ イ タリ ア の 3 国 に よっ て , いわ ゆる 枢軸 陣営 が 形成 され た 。 こ の よう に 世界 財 
枢軸 諸国 , アメ リカ ・ イ ギリ ス ・ フ ラン ス な どの 自由 主義 ・ 民 主 主義 諸国 , 社会 主義 園 
ある ソ連 と いう 3 つの 勢力 が 対立 し て , 国際 情勢 は し だ い に 流 動 化 を 深め て いっ た 。 


(Mussolini, 































基 考 ] 「 日 本 ファ シズ ム 」 論 を めぐ っ つて ナ 
チ ス = ドイ ツ や ファ シス ト 党 支配 下 の イ タリ 


ア に 典型 的 に 代表 きれ る よう な , 全体 主義 的 | 


独裁 体 吊 を ファ シズ ム と 呼ぶ 。 そ こ で は , 反 
対 党 の 存在 は 許さ れず , 複数 の 政党 に よる 自 
由 主 義 的 な 議会 制 民 主 主 義 は 認め られ な い 。 
民族 な いし 国家 主義 ・ 軍 国 : 王 義 が 高 唱 き れ , 
軍備 拡張 と 対外 膨張 政策 が と られ , 


自由 主義 


・ 共産 主義 ・ 国 際 平 和 主 義 な ど は 弾圧 を 受け , 


厳し い 統 制 の も と で 思想 や 言論 の 強制 的 な 画 


- 化 . 価値 の 一 元 化 だ が は か られ る 。 フ ァ シ ズ 


ム の 形成 は , 麗 慌 な どの 経済 危機 に 基づく 社 


会 不安 , 国際 的 対立 の 激化 に よる 戦争 の 危機 , 


政治 の 大 衆 化 や 階級 対立 の 深刻 化 に 対応 すべ 
き 議 会 政治 の 非 能 率 化 や 腐敗 に よる 国内 政治 
の 不安 定 化 , な ど を その 客観 的 条件 と する 。 
こう し た 内 外 の 危機 を それ まで の 自由 主義 的 
な 政党 政治 ・ 議 会 政治 が 十分 に 打開 する 機能 
を 失い , 既成 の 労働 者 の 組織 も 革命 を 遂行 す 
る ほど 強力 で な く , 大 衆 が 自主 的 ・ 理 性 的 判 
断 を 失っ て いる よう な 場合 , その 危機 を 実力 
に より 打破 する た め に , 国家 主義 団体 や 還 部 
が 国家 社会 主義 的 な 革新 政策 を か か げ て , 大 
衆 的 な 独裁 体 宙 を つく り 出 す の で ある 。 

日 本 の 場合 , 国家 主義 ダグ ルー プ や 青年 将校 
ら に よる テロ や ター デ タ 未 遂 事件 は あっ た も 
の の 。 ドイ ツ や イタ リア の よう に 大 衆 運動 に 
依拠 し て 政権 を 奪取 する と いう 「 フ ァ シ ズム 
革命 」 が 行わ れ た わけ で は な く , 1930 年 代 半 
ば ころ か ら ,「 内 外 の 現状 打破 」 を 叫 氷 軍部 の 

政治 的 発 言 カ が 強 ま り , 官僚 統制 が 強化 きれ 
て , 軍部 や 官僚 を 中 心 と する 支配 体制 が 徐々 
に 形成 され, ドイ ツ ・ イ タリ ア と 提携 し て 国 
際 的 な ファ シズ ム 陣 営 の 一 環 に 連なっ た の で 
ある 。 し か し , 日 本 の そう し た 軍部 中 心 の 支 
配 体制 自体 を ファ シズ ム と みる か 否 か と いう 
点 で は , 日 本 近代 史 研 究 者 や 政治 学者 の 見 解 


が . 
武装 地帯 に 偶 東 防 共 自治 政府 を つく ら せ 。 中 国 国民 政府 か ら 切り 離す 工作 (華北 分 離 工 
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は 必ず し も ゃ 一 致し て いな い 。 既成 の 天皇 制 支 
配 機構 を 通じ て ファ シズ ム が 形成 きれ た も の 
と みて , 天皇 制 フ ァ シ ズム と いう 概念 を 日 本 
に 適用 する 研究 者 も あい る が , 一 方 で は , 当時 
の 日 本 の 支配 体 制 と ナチ ス = ド イツ な ど と の 
異質 性 を 強調 し て , それ は せい ぜ い ゆい "戦時 体 
制 」 あ る い は 軍国 主義 に すぎ ず , 政治 体制 と 
し て の ファ シズ ム は 日 本 に お いて は 成立 し な 
か っ た と する 見 方 も 有力 で ある 。 ま た , 欧米 
諸国 の 日 本 研究 者 の 間 で も , 日 本 に お ける フ 
ァ シ ズム の 成立 に は 否定 的 な 見 解 が 主流 で あ 
る 。 

確か に 日 本 の 場合 , ファ シズ ム の 最大 の 特 
質 と 考え られ る ナチ ス 流 の 強力 な 一 党 独 裁 体 
制 を 欠き , ヒト ラー の よう な 独裁 者 も 出現 せ 
すず, 政治 的 反対 派 に 対す る 徹底 し た 大 量 尋 


清 も な か っ た 。 天皇 機関 説 の 否認 国家 花 動 
員 法 の 制 尋 , 大 牙 畑 米 会 ・ 舞 替 政治 会 の 成立 
(複数 政 芝 制 の 解 演 ) な ど に より , 明治 意 法 の 


立 電 対 側 机 は 家 定 者 の 意 に 反し て 大 幅 に 
後退 じ , 議会 め 権 限 は 弱体 化 き れ た が , 憲法 
自体 を 改廃 で きた : か っ た か ら , ドイ ツ の ナチ 
ス 独 裁 ヤ ソ連 の 共産 党 独 裁 の よう な 強力 な 独 
裁 体 吊 を つく りあ げ る こと は 困難 だ っ た の で 
ある 。 

最近 で は , ファ シズ ム と いう 呼称 が , 学問 


- 前 に は 非常 に あい まい な 概念 で あり な が ら , 


も っ ぱら , 何 か の 対象 を 非難 ・ 絆 弾 す る た ぬ め 
の 政治 的 用 語 と し て 用 いら れる こと が 多い の 
で , 意識 的 に ファ シズ ム と いう 用 語 を 避け て , 
戦時 下 の 日 本 の 政治 の 実態 に つい て , も っ と 
歴史 の 事実 に 則 し て 実証 的 に 分 析 し よう と す 
る 傾向 が 深まっ て き て いる 

な お 。 ファ シズ ム と , ソ連 の よう な 社会 王 


義 国家 に お ける 共産 党 ( 柏 会 主義 政党 の 一 党 


独裁 体制 と を 含め た 包括 的 概念 と し て , 全 


体 主義 と いう 用 語 を 用 いる 場合 も ある 。 


1933( 昭 和 8 ) 年 5 月 。 満州 事変 の 事後 処理 と し て 日 本 は 中 
国 (国民 政府 ) と 日 中 軍事 停戦 協定 ( 交 活 停戦 協定 ) を 結ん だ 
日 本 の 陸軍 は さら に 共 北 進出 の 機会 を うか が っ て 。 


1935 (昭和 10) 年 11 月, 長城 以 南 の 
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る 天山 大 尉 殺害 事件 が お きた (第 二 次 上 海事 変 ) の を ' コ 

3 戦線 の 拡大 F- モン Cs 。 
尼 と し て , 海軍 も また 強硬 姿 替 を と り , 日 本 本 土 の | asm し w 待 2 94 
基地 か ら 出 撃 し た 海軍 航空 部 隊 が 東シナ海 を 越え て 数 字 は 戦闘 また は し < 
中 国 の 首都 南京 を 爆撃 する な ど , 日 本 は 中 国 と 全面 "| 
戦争 (日 中 戦争 ) に 突入 し た @。 

軍 首 脳 は は じ め ,、 ご く 短 期間 で 中 国 を 制圧 で きる 
と 考え て いた が , 中 国軍 の 根強い 抵抗 の た め に 日 本 
は 苦戦 と な り , 大 部 隊 を 増援 し て 同年 12 月 に 国民 人 アン 
牙 府 が 首都 と し て いた 南京 を 占領 し た 。 南京 占領 商 SA 人 


グイ 


| 計 ( な 田内 間 ゃ 華北 5 省 を 日 本 の 影響 下 上 
く 方 針 を 明確 に し た 。 
その 後 , 日 本 国内 で は 軍備 拡張 に よる 國 l 
収支 の 悪化 な どか ら 政 党勢 力 が 広田 内 閣 \ 識 
.』 満 を いだき , これ に 対し 高度 国防 国家 を 妙寺 
絢 す 軍 部 は , 国内 改 潮 が 不 徹底 だ と し て 広田 
| 闇 に あき 足ら ず , 結局 , 両者 の 拓 繋 に 上 
M 販 1937 (昭和 12) 年 1 月 内 閣 は 退陣 し た 語 





か わっ て , 宇垣 一 - 成 が 後継 首相 の 大 命 を 受 和 際 し て 日 本 軍 は いわ ゆる 「 敗 残 兵 の 掃 攻 」 を 行っ た が , . 民 9 人 上 海東 0 
た が , 陸軍 が これ に 強く 反発 し , 陸 相 候 補 因 この 際 , 多数 の 中 国人 非 戦中 や 地 虜 を 殺害 し た た が ュー ou ン < 
| 推薦 せ ず 宇 垣内 閣 を 流産 させ た 。 こ の 出来 計 め ( 南 京 事件 ), 国際 的 に 激しい 非難 を あび , か えっ 本 8 部 , 
は , 政治 に お ける 陸軍 の 発言 力 の 強 さ を 大 3 て 中 国人 の 抗日 意識 を 堆 い お こき させ た @。 ご: の 1 
事件 で あっ た 。 そ の 結果 . 林 銚 十郎 内 半 この ころ , 近衛 内 閣 は ドイ ツ を 仲介 と し て 中 国 と 人 ご 4S 褒 0 Wa 

中 防 昌 ※ 政 (95-39)| 成立 し た が , 既成 政党 (立憲 政友 会 立憲 の 和平 工作 を 進め て いた が , 和平 条件 が 音 酷 な ため エ aa に 





国民 政府 が 難色 を 示す と , 1988( 昭 和 13) 年 1 月 プア ワ 2 0 ,、  iO0oml 
「 国 民政 府 を 対 手 と せ ず 」 と の 声明 を 発し て , 和平 の 日 中 聞 争 要 図 
機会 を みず か ら 断 ち 切っ て し まっ た 。 同 年 10 月 日 

本 軍 は 広東 ・ 武漢 を 占領 し た が , 重 鹿 に 首都 を 移し た 国民 政府 は , 中 国共 産 党 の 協力 の 
も と に 抗日 戦 を 展開 し , 日 本 は 戦争 収拾 に し ん だ 。 

そこ で 近衛 首相 は , 1938 年 11 月 ・ ・12 月 の 2 度 に わた っ て ' 善 隣 友好 ・ 防 共 協同 ・ ・ 経済 提 
携 」 の いわ ゆる 近衛 三原 則 を 明らか に し , また だ , この 戦争 の 目的 が 東亜 新 秩序 の 建設 に 
ある こと を 声明 し , 国民 政府 か ら の 同調 者 が 出る こ と を 示 待 じ だ た 。 そ し て で て, これ に 記 民 だ 
国民 政府 の 要 人 注 苑 ( 精 衛 , 1885 一 1944) を 重度 か ら 脱出 きせ , 1940( 昭 和 15) 年 に は , 各 
取 の 便 偶 政権 を 統合 し て . 南京 に 注 を 申 心 と する 政権 (南京 政府 ) を 樹立 きせ た 。 こ うし て 
日 本 は 日 本 ・ 満 州 及 び 中 国 の 日 本 占領 地域 を 円 プロ ヨッ ク と し て , 日 本 円 に よる 経済 地域 
を 形成 し た 。 し か し , 国民 政府 は アメ リカ ・ イ ギリ ス ・ ソ 連 な ど の 援助 も あっ て , 依 希 と 
し て 抗戦 を 続け , 戦い は 長期 戦 の 泥沼 に は ま 9 込ん を で いっ だ 

公 才 | 虐 溝 橋 事 件 1937( 昭 和 12) 年 7 月 7 近く の 宛 平 県 城 付近 の 中 国軍 を 攻撃 し , 戦闘 
日 の 夜半 。 北京 ( 北 平 ) の 西南 郊 に ある 慮 溝 橋 | が 展開 され た 。 発 砲 し た の が 何者 か に つい て 
の 付近 で 演習 を 行っ て いた 日 本 軍 (1901 年 の は , 日 本 側 の 陰謀 説 , 中 国共 産 党 の 計画 的 行 
北京 議定書 で 駐留 を 認め られ て いた いわ ゆる 動 説 , 中 国軍 の 誤認 発砲 説 な ど 諸説 が ある が , 
支那 駐屯 軍 ) に 何者 か が 発砲 し た 。 日 本 軍 は 現在 まで 真相 は 不明 で ある 。 

中 国軍 が 発 爺 し た も の と みて , 翌 8 日 早朝 , 事件 が お きた と き 。, 日 本 国内 で は , この 機 


政党 ) な どの 協力 が 得 ら れず , 四則 は 
月 余り で 退陣 し た 。 
林内 閣 の あと を 受け て , 1937 (昭和 12) 年 6 月 , 若い 革新 政治 家 と し て 陸軍 を は じ め 園 I 
の 大 き な 期 待 を 集め て いた 近衛 文 摩 (1891 一 1945)9 が 内 閣 を 組織 し た 。 
一 方 , 中 国 で は 北 介 石 が 指導 する 国民 党 と 毛沢東 (1893 1976) が 指導 す 2 共 志 の 
が 続い て , 1934 (昭和 9 ) 年 か ら 共 産 党 の いわ ゆる 長 征 ( 瑞 金 より 延安 へ の 大 移動 ) が 筆 
れ た が , その 途中 , 中 国共 産 党 は 1935 年 8 月 , 抗日 救国 統一 戦線 を 呼び か ける 宣言 (AA 
ー 宜 言 ) を 発表 し た 。 その 後 。 日 本 の 芋 北 進出 が 強化 きれ る と , 1936( 昭 和 11) 年 12 月 の 叶 
安 事件 を きっ か け に , 国共 接近 が 行わ れ , 抗日 民族 統一 戦線 の 動き が 進め られ た 。 
[西安 事件 】 藩 介 石 の 指示 に より 西安 に 赴 い て 共産 軍 と 戦っ て いた 上 張 学 良 が , 共産 党 の 天 

日 戦線 統一 の 呼び か け に 同調 し て , 1936 年 12 月 , 弧 戦 の た め 西 安 を 訪れ た 藩 介 石 を と 

内 戦 の 停止 に よる 挙 国 抗日 を 迫っ た 。 共産 党 の 指導 者 周 軸 来 (1898 一 1976) を 交 じ え | ( 、 

落 ・ 張 ・ 周 の 3 者 会 談 の 結果 , 藩 は これ を 受け 入れ て 南京 に 帰り , 日 中 戦争 が お こる 題 
1937 (昭和 12) 年 9 月 。 第 二 次 国共 合作 が 成立 し た 。 1 
1937 (昭和 12) 年 ? 月 7 日 夜半 か ら 8 日 早朝 に か け て , 北京 郊外 護 
橋 付近 で 日 本 軍 と 中 国軍 が 衝突 を お こ に 編 。 現地 の 日 中 両 軍 の | 

で は 停戦 協定 は 成立 し た が . この 溝 橋 事件 の 報 を 受け た 近衛 内 閣 は .。 は じ め 事 件 奉 
大 の 方 針 を と りな が ら , 陸軍 部 内 や 政府 部 内 の 強硬 派 の 意見 に 押さ れ て 強硬 方 針 を 打 医 
し , 立憲 政友 会 ・ 立 憲 民 政党 ・ 社 会 大 衆 党 や , 言論 機関 な ども こ れ を 支持 し た 。 そ し te 
陸軍 は 華北 で の 軍事 行動 を 拡大 し . つい で , 同年 8 月 に な っ て 華中 の 上 海 で 中 国 側 計 


北伐 関係 要 図 


ーー ーーーーーーーーーー 一 amーー ーーーーーーーー 一 
ゅ 膚 江橋 事件 が お こっ た 当初 政府 は 華北 で の 日 中 の 戦闘 を 「 北 支 事変 」 と 昨 び , これ が 華中 に も 広 
が る と 「 支 那 事変 」 と 呼ん だ 。 第 二 炊 世界 大 戦後 は 「 日 華 事 変 」 と 呼ば を る よう に な っ っ た が , 実際 に は こ 
れ は 宣戦 布 告 な き 戦争 で あっ た の で , 今日 で は 「 日 中 戦 沖 」 と 呼ば れ て いる 。 

@ 殺害 し た 人 数 に つい て は , 数 千 人 と いう 説 か ら 約 30 万 人 と いう 説 (中 国政 府 の 公式 見 解 ) ま で あっ 
て , その 概数 も 定か で は な い 。 


ひ 近衛 文 腐 は 青年 時 代 に 敵 ・ 米 中 心 の 国際 平和 王 義 に 反対 する 評論 を 災 い た り し た こと も あう 二 
陸軍 側 か ら 政 党 政 治 と 協調 外交 を 打破 する 革新 政治 家 と し て 期待 きれ て いた 。 ま た , 国民 の 間 か 生 
「 政 党 政治 の 腐敗 」 に 汚さ れ て いな い 政 治 家 と し て , その 若 さ (総理 就任 時 , 満 45 歳 ) と 清新 さ に 天 叶 
人 気 が 集 ま っ て いた 。 ' 





= 国際 収支 は 悪化 し た 。 政府 は 直接 的 な 経済 の 国家 統制 に 乗り 出し , 日 中 戦争 勃発 l 
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会 に 中 国 の 抗日 気運 を お さえ る た め に 武力 を | 
PCG 


































声明 し た 。 同日 , 北京 で は 日 本 軍 と 中 国 側 | 
の 間 に 現 地 協定 が 成立 し て 事件 が 収拾 き 視 
つ あ っ た が , 日 本 政府 の 強硬 な 声明 に よっ 
その 後 の 交 渉 は まとまら ず , 7 月 28 日 つい 
日 本 軍 の 総 攻撃 が 始ま っ た 。 こ うし て 小 燈 
な 局 地 的 衝突 は , 8 年 余 に お よぶ 日 中 両国 8 
全面 戦争 に 発展 し た の で ある 。 「 
大 規模 な 軍備 拡張 が 進め られ , 軍事 支 8 
を 中 心 に 国家 財政 は 急激 に 膨張 し , 軍需 物資 の 輸入 も 増 


力 を 注ぐ た め に 中 国 と の 全面 衝突 は 避 た 方 が 


よい , と する 意見 と が あっ た 。 結局 , 陸軍 の 


派兵 要求 に 基づき , 同年 7 月 11 日 , 近衛 内 韻 
は 日 本 内 地 ・ 朝 鮮 ・ 満 州 か ら 日 本 軍 を 華北 に 
派遣 する こと を 決定 し , 


「 重 大 決意 」 を 内 外 に | 
広田 内 閣 の と き , 





後に 。「 不 要 不 急 」 物 資 の 輸入 停止 と 重要 物資 の 軍需 産業 へ の 優先 的 投入 を 定め た 輸出 入 
等 皿 時 措置 法 , 同じ く 軍 埋 産業 へ の 資金 の 優先 的 投入 を めざす 臨時 資金 調整 法 を 公布 し 2 

日 中 戦争 が 長期 化す る と , 炎 済 統制 を 強化 し て 総力 戦 に 対応 で きる 国家 総動員 体制 を = 
くり あげ る こと が , 当面 の 急務 と な っ た 。 そ の た め の 総 合 的 な 基本 法 の 制定 に つい て は 
日 中 戦 委 以前 か ら 軍 部 , と り わ け 陸 軍 が 要請 する と ころ で あり . 1935 (昭和 10) 年 に 総合 時 
な 基本 国策 を 調査 する 機関 と し て 内 閣 調 査 局 が 設 ァ 赴 さ れ た 。 の ち に それ が 企画 庁 と な り 
さら に 日 中 戦争 勃発 後 ま も な い 1937 (昭和 12) 年 10 月 . 資源 局 と 合併 し て 企画 院 と な っ 
際 海 軍 の 現役 軍人 , 各省 の 官僚 , 専門 の 学者 た ち が 調 査 官 ・ 専 門 委 員 と な り ., 総力 戦 に 4 
え , ソ連 や ナチ ス = ドイ ツ の 経済 を など を 調査 し て 。 統制 ・ 計画 経済 の 研究 に あたっ た 。 
企画 院 を 中 心 に 立案 が 進め られ た 国家 総動員 法 は . 第 1 次 近衛 内 開 の 手 に よっ て 議会 
提出 され , その 同意 を 経て , 1938( 昭 和 13) 年 4 月 公布 され た 。 こ れ に よっ て . 紀 
生活 の いろ いろ な 分 野 に わた っ て , 政府 は いち いち 議会 の 議決 を 経る こと と な く , 動 令 
っ て 統制 を 加え る こと が で きる よう に な っ た 。 ま た , 同じ 議会 で 電力 ( 
され , 生か 


の 立法 機能 を 妨げ る も の で , 憲法 の 
神 に 反する と し て 強い 反対 が お こ 
一 方 , 近衛 内 閣 の 与党 的 立場 に あ 男 
社会 大 衆 党 は , 社会 主義 へ の みち 大 
くも の と し て 国家 総動員 法 の 支 捧 軍 


1! 締 癌 沈 共 時 . 品 民 


2 た 
も も も 
付 令 要請 信 政 三信 政 的 導 本 [国家 総動員 法 】 戦時 に お いて 国防 
限定 府 ル 其 定 事 泊 国 和 に 
メ 2 全 和 当 戦 避 ム 戦 ラ ノ 於 員 ' 輸送 , 労働 力 の 徴発 , 御 出 入 の 制限 | 
禁 所 時 ラノ 所 革 ス 所 革 六 方 面 - 禁止, 企業 の 管理 ・ 設 備 改良 や 新関 
入ら キ ヲ 家 利益 の 処分 。 労働 条件 な ど に つい 四 
入 サタ コピ の る (2 政府 が 法律 で は な く 勅 令 に よっ < っ 
ス : 較 ト 使 安 ラ " 明 ル 有 員 制 で きる よう に 規定 し た も の で あ 大 
ト 聞 総 得 * 動 総 『 画 総 后 2 ト 立法 の 過 得 で 財界 や 既成 政党 ( 立 六 
る 重 A 電 フ 発 戦 友 会 ・ 立 憲 民 政党 ) の 間 か ら は , 韻 
を 主義 的 な 資本 主義 経済 を 知 定 し , 計 
空 他 必 / 必 必 。 シシ 際 
ノ 要 半 コ 要 。 。 ム 。 
] ア モア の ル 国 
略 ル ルル 比 「 

ト 備 ト ト 目 

キ ペ キ キ 。 人 的 


新 
聞 
紙 
基 
フ 

他 
ノ 

出 
版 
物 
ノ 
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第 10 章 近代 日 本 と アジ ア 


AE SH 
党 も しぶ しぶ 賛成 に まわ り , 藩 用 を 疲 ぬ め る 
付 薄 決 議 つ き で 同 法 は 成立 し , 1938 (昭和 13) 
年 5 月 か ら つ ぎ つ ぎ と 発動 きれ た 。 こ の 結 灯 , 
憲法 で 定め られ た 帝国 議会 の 立法 の 機能 は 大 

き な 制 約 を 受け る こと と な っ た 。 
こう し て , 政府 は 大 き な 権 限 を 掘っ て 戦時 経 
済 体 制 の 形成 を 進め た 。1938( 昭 和 13) 年 か ら 企 | 
財 院 の 手 で , 物資 総動員 計画 が 作成 “ れ , 昌 知 2 536・SE 2 37 3H 39 4 引 dz 43 引 』 5 
品 の 優先 的 確保 だ は か られ て , 軍需 産業 に は 輸 | 生 
人 資材 や 資金 が 集中 的 に 割り 当て られ た 。 1939 軍事 費 の 増大 と 国家 予算 の 膨張 (大 川 一 司 ほ か 『 長 其 経 
(昭和 14) 年 に は , 賃金 統制 令 ・ 会 社 利益 配当 お 前 統計 1 国民 所 得 』・ 江見 康 一 ほ か 『 長 期 経済 統計 7 
よび 資金 融通 信 , 国民 役 用 令 た など が あい つい 時 政 支 遇 より) 


で 実施 され て , 作者 の 賃金 ・ 株 主 へ の 利益 配当 ・ |]gg7 9 業法 発動 
会 社 の 資金 調達 な ど が 統制 きれ, また 徴用 に より 一 |1938 3 メー デー 全面 禁止 . 綿糸 配給 切符 制 










対 政府 (中 央 ・ 地 方 ) 去 出 比 














般 国 民 が 軍 電 産業 に 動員 され る よう に な っ た 。 こ う ( 初 の 切符 制 まま 
し た 状況 が 進 な な か で , 国家 総動員 法 の 制定 や その と が 
傘 動 を めぐ っ て し ば し ば 対立 し て きた 軍部 と 財界 は |]gag 3 賃金 統制 令 公布 

し だ い に 妥 協 し , か つて は 軍部 の 急進 派 な どか ら 排 | 4 米穀 配給 統制 法 公 

眉 き され た 旧 財 閥 も , 軍需 生産 に 積極 的 に 協力 し , 財 6 / (マネ ント 時 ネオ ン 全 廃 

只 代 表 が 内 閣 に 加わ る な ど @, 大 企業 も 戦時 経済 休 ニー 

制 = 協力 する よう に 4 mo て Un つつ だ が 。 し が も 軍需 物 ]H 価格 等 統制 令 公布 





11 米穀 強制 買上 げ 命 令 ( 供 出 制 ) 
1940 11 砂糖 ・ マ ッ チ 切符 制 実施 
国民 服 制定 。 大 日 本 産業 報国 会 結成 
1941 3 国民 学校 令 公布 
4 5 太 都 市 で 米穀 配給 通帳 制 (成人 | 日 | 
e 合 3 名 ) 
5 木炭 配給 通帳 制 。 酒 切符 制 
1942 ] 塩 配 給 通 帳 制 
8 衣料 品 切 符 制 。 み そ ・ 散 油 切 符 配 紹 制 
1943 6 学徒 戦時 動員 体制 確立 要綱 決定 
12 徴兵 年 齢 1 年 繰り 下げ (19 歳 )。 学 徒 出 
陣 ( 第 1 回 ) 
1944 6 学 董 集団 疎開 決定 
8 家庭 用 砂糖 の 配給 停止 
学徒 勤労 令 ・ 女 子 抵 身 勤労 信 
1 た ば こ 配 給 制 (1 日 5 本 ) 
1945 3 国民 学校 初等 科 以外 の 授業 1 年 停止 
5 戦時 教育 令 公布 (事実 上 学校 教育 中 止 ) 
7 主食 の 配給 1 日 2 合 | 勾 に 削減 


容 の 確保 は 「 東 還 新 秩序 」 (「 円 プロ ッ ク 」) 内 だ け で は 
と う て い 足り ず , 英 米 諸 国 と その 勢力 圏 か ら の 輸入 
に 頼ら ね ば な ら ぬ こと が 多かっ た 。 と ころ が , 日 本 
が 「 東 亜 新 秩序 」 の 形成 に 乗り 出す と ,。 アメ リカ は こ 
れ を 自国 の 東 ア ジア ・ 東 南ア ジア 政策 へ の 本 格 的 挑 
央 と みな し て , 中 国 へ の 援助 を 強化 する と と も に , 
日 本 に 対す る 経済 制裁 の 姿勢 を 示し , 1939( 昭 和 14) 
年 7 月 , 日 米 通商 航海 条約 廃棄 ( 翌 1940 年 1 月 発効 ) 
を 通告 し て きた た め , 日 本 の 軍需 物資 の 獲得 は きわ 
め て 困難 に な っ た 。 

一 方 , 民需 品 の 生産 ・ 輸 入 ・ 消 費 な ど は 茂 し い 制 
限 を 受け , 中 小 企業 の 強制 的 な 整理 ・ 統 合 も 進め ら 


の @ 軍部 主導 に よる 国家 総動員 法 の 制定 な ど , 経済 統制 の 
准 行 に 対し て 財界 が 強い 不満 を いだい た の で , 政府 は それ 
を 緩和 し 財界 の 協力 を 求め る た め , 1938( 昭 和 13) 年 5 月 , 
z 術 内 閣 の 大 蔵 大 臣 と し て 三井 財 間 の 中 心 人 物 池田 成 移 
(1867 一 1950) を 入 導き せ た 。 



















肖 時 下 の 生活 統制 の 強化 
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れ た 。1938( 昭 和 13) 年 に は 綿糸 配給 切符 制 ・ 
符 制 が 実施 され , 翌 39( 昭 和 14) 年 に は 価格 統制 令 , 40( 昭 和 15) 年 に は ぜいたく 品 の 製造 | 
販売 の 制限 ( 七 ・ 七 禁令 ), 砂糖 ・ マ ッ チ の 切符 制 . さら に 41( 昭 和 16) 年 に は 米 の 配給 制 | 
衣料 の 切符 制 が し か れる な ど , 生活 必需 品 に 対す る 政府 の 統制 は し だ い に 上 厳し く な っ た 
[ モ ・ 七 禁令 】 政府 は 1940( 昭 和 15) 年 7 月 6 日 , 和 修 品 等 製造 販売 制限 規則 を 公 布 し , 
7 月 7 日 より 実施 し た 。 これ は 「 不 急 不用 」 の 「 秦 化 若 沢 品 」 の 製造 や 販売 を 制限 ある い は 寺 
目 し た も の で , 消費 物資 へ の 購買 力 を お きえ , 貯 著 を 増やし , 政府 発行 の 公 償 を 買い 入 3 
させ よう と する 政策 を 表わし て いた 。 こ の 七 ・ 七 禁令 に より , 例え ば ダイ ヤ ・ ル ビー 
ファ イア な どの 宝石 類 は 全面 的 に - 親 造 ・ 販売 が 禁 * 此 され , 250 円 以 . 上 の 裾 模様 の 高級 和 』 | 
130 円 以上 の オー ダー メイ ド の 背広 , 35 円 以上 の 靴 。 50 円 以上 の ひな 人 形 。200 円 以上 の 
司 な どの 販売 が 禁止 きれ た (当時 の 1 円 の 価値 は 1998 年 現在 の 2000 円 位 ) 。 」 


農村 で は 1940( 昭 和 15) 年 か ら , 米 の 供 出 制 (政府 に よる 米 の 強制 的 買上 げ 制 度 ) が 実 
され た 。 小 作料 の 制限 や 生産 者 米価 の 優遇 な ど で , 地主 の 取り 分 は 少な く な っ た が , 政 有 
の 食料 増産 奨励 に ちゃ か か わら ず , 労働 力 ・ 肥 料 ・ 生 産 資 材 な どの 不足 に よっ て , 1939( 
和 14) 年 を 境 に 食料 生産 は 減少 し , 食料 難 が 訪れ 始め た 。 " 

資本 家 や 労働 者 の 組織 も , 戦時 体制 に 即応 し て 再編 成 き され た 。 す な わ ち , 1938( 昭 和 18 
年 に は 。 労 資 が 協調 し て 戦争 を 遂行 する た め に 。 資本 家 や 労働 組合 幹部 を 集め て 産業 報 必 
※ 基 が 粘 成 され 。 各 職場 ご と に 座 業 報国 会 が 組織 され て , これ まで の 仕組 人 も 産 | 
会 に 改組 され た 。1940( 昭 和 15) 年 に は 中 央 統一 組織 と し て 大 日 本 産業 報国 会 が つく られ が 
が , その 傘下 に 入っ た 単位 会 数 約 7 万 , 組織 人 員 418 万 人 と いう 従来 の 労働 組合 組織 に ほ 
べ て は る か に ぼ ぽう 大 な も の と な っ た 。 ま た , 農村 で は 産業 組合 の 拉 充 た ど に よる 農民 の 半 
織 化 が 進ん だ 。 

戦時 体制 の 強化 と と も に 国家 財政 は 膨張 の 一 途 を た どっ た が , と くに 軍事 費 の 増大 は 
し く , 1930( 昭 和 5 ) 年 に は 国民 所 得 の 5 % 以 下 だ っ た 軍事 費 は , 1940 (昭和 15) 年 に は , 
民 所 得 の 20% 近 くに 達し た 。 政 府 は 巨額 な 歳出 を まかなう た め に あい つぐ 増税 を 行っ だ 
それ で は と う て い まかない 切れ ず , 多額 の 赤字 公債 を 発行 し , 日 本 銀行 券 の 増発 と あい 
っ て , イン フレ ーション を お きえ る こと は 難し く な っ て いっ た 。 “ 
1920 年 代 に は マル クス 主義 が 広く 知識 人 

心 を と ら え て 大 い に 流 行 し た : が , 193(944 
に 入る と , 政府 の 茂 し い 取り 締まり や 国家 主義 的 気運 の 高まり の な か で 転向 者 が あい うつ 
マル クス 主義 は し だ い に 衰 えて , 日 本 の 伝統 的 文化 ・ 思 想 へ の 回 帰 が 記 ん に 叫ば れる ま 
に な っ た 。1930 年 代 後半 に は この 傾向 は いっ そう 濃厚 と な り , 共産 主義 思想 ・ 自 由 主義 
思想 や , そう し た 言論 活動 に 対す る 政府 の 取り 締まり も 一 段 と 強化 され た 。 

1937 (昭和 12) 年 , 文部 省 が 『 国 体 の 本 義 』 を 発行 し . また , 教学 局 を 設置 し 臣民 の 世 
(1941 年 ) を 刊行 し て 国民 思想 の 教化 を は か っ た こと に 現われ た よう に , この ころ か ら ま 4 
・ 軍 部 は , 国体 論 を 強く 表面 に 押し 出し て , 天皇 の 神格 化 に つと め , 同年 に は 国民 精 
動員 運動 を お こし て , 国体 観念 の 国民 へ の 浸透 と 軍国 主義 ・ 国家 主義 の 鼓 吹 に 力 を 注 W 
1940( 昭 和 15) 年 に は 内 導 情 報 局 が 設置 され , 言論 報道 機関 ・ 出 版 物 ・ 映 画 ・ 演 劇 な ど (3 
する 検 関 が 強化 され , 言論 の 自由 は 大 幅 に 制約 され る に いた っ た 。 








































で の 


定価 格 制 や 綿 製 品 ョ の 製造 制限 . ガソリン 幸 
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教育 面 で は , 1941 (昭和 16) 年 に 小学 校 が 国民 学校 と 改め られ , 皇国 民 の 育成 ・ 訓 練 を 目 

的 と する 国家 主義 的 教育 が 進め られ た 。 ま た , 日 本 の 植民 地 で あっ た 朝鮮 や 台湾 で は , 日 

語 教 育 と その 使用 が いっ そう 強化 され る な ど 「 皇 民 化 」 政 策 が 推し 進め られ た 。 朝鮮 で 
は 妊 名 を 日 本 風 に 改め る 創 氏 改 名 の 実施 や 神社 参拝 な ど が 強制 され た 。 

ー の よう た 状態 の も と で は , 学問 の 自由 な 発展 を 望む こと は ます ます 困難 に な っ た 。 

歴史 学 の 分 野 で は , 昭和 の 初め に は マル クス 主義 の 立場 か ら の 日 本 近代 史 の 本 格 的 研究 
が 始ま り 。『 日 本 資本 主義 発達 史 講座 』 (1932 一 33) の 編集 な ど が 行わ れ , 講座 派 ・ 労農 派 に 
上 る 日 本 資本 主義 や 明治 維新 の 本 質 規 定 を めぐ る 論争 が 活発 と な っ た 。 反 面 そ れ は , 社会 
E 義 革命 運動 の 目標 や 戦術 を めぐ る 対立 と 深く 結び つい た た め , 学問 より も 政治 ヤ や イ デオ 
ロ ギ ー が 優先 する と いう 弊害 を も た らし た 。 

74 1920 年 代 未 か ら 30 年 代 に : か け て , 自由 主義 的 な 立場 か ら の 明治 文化 や 立憲 政治 の 
成立 に つい て の 研究 や 史料 の 葛 集 が , 吉野 作造 ・ 尾 佐竹 猛 ら を 中 心 に 本 格 的 に 進め ら 
れ た (憲政 史 研究 )。 しかし, 1930 年 代 後半 か ら は , マル クス 主義 史 写 まや 実証 主義 的 な アカ 
デミ ズム 中 学 に か わっ て , 平泉 澄 (18951984) を 中 心 と する 国粋 主義 的 な 皇国 史学 が 流 
行 し 、 と くに 歴史 教育 を 通じ て , 天皇 中 心 の 歴史 観 (皇国 史観 ) が 教え 込ま れ た 。 

PT わずか に ドイ ツ 新 カン ト 派 の 流れ を くむ 西田 哲学 が 日 本 の 観念 哲学 

。 社会 科学 に 目 を 閉ざさ きれ た 知識 人 の 心 を と ら え た 。 

こう し た な か で , 学問 や 思想 ・ 言 論 活 動 に 対す る 弾圧 事件 も , し ば し ば お こっ た 。 『 帝 

国 主義 下 の 台 湾 』 な ど に より 政府 の 植民 地政 策 を 批判 
し て いた 東京 帝国 大 学 教授 舌 内原 思 雄 (1893- 1961) が , 
反戦 思想 と 攻撃 され て 辞職 を 余儀 な く され た 事件 
(1937 年 、 矢内 原 事 件 ) , 同じ く 大 内 兵 衛 (1888 一 1980) 
・ 有沢 広 巳 (1896 一 1988) ら の 教授 グル ー プ が , 人 民 戦 
線 の 結成 を は か っ て 政府 に 反対 を し た と Sop 
法 に より 検挙 され た 事件 (1938 年 。 人 民 戦 線 事 件 ) , 
じ く 自由 主義 経済 学者 河合 栄治 郎 (1891 ee ァ 
シズ ム 批 判 』 で , 軍部 や 政府 の 政策 を 批判 し て 著書 を 
祭 林 と され た うえ , 休戦 処分 と な っ た 事件 (937 一 9 
年 、 河合 栄治 郎 事件 ), 早稲 田 大 学 教授 津田 左右 吉 の 
日 本 古代 史 の 実証 的 研究 (『 神 代 史 の 研究 』『 古 事 記 及 日 
本 書 紀 の 研究 』) が , 皇室 の 尊厳 を 傷つけ る も の と し て 
上 書 が 発禁 と な っ た り し た 事件 (1940 年 ) な ど は , その 
事例 で あっ た 。 

文学 の 分 野 で は , 1920 年 代 後半 に 華々 し い 活躍 を み | 
せ た プ ロレ タリ ア 文 学 作家 の 多く が , 1930 年 代 に 人 る 
と 弾圧 の 強化 に 伴っ て 転向 し , し だ い に 衰 えた 。 一 方 , 
プロ レタ リア 文学 に 対抗 し て 感覚 的 な 表現 の な か に 文 
アデ IE う と し た : い わ ゆ る 新 感覚 派 ( モ ダー 
ズム ) の な か か ら 、 横 光 利 一 (1898- 1947) ・ 




















作品 名 (1929 一 43) 


寺 馬 天狗 (24 一 59) 
陰 獣 (28) 

三 女 の 一 生 (3 一 33) 

夜明け 前 (29) 

機械 (30). 寝 園 (30) 

南国 太平 記 (30 一 31) 

雪国 (35 一 37) 

宮本 武蔵 (35 一 39) 

風 立ち ぬ (365) 

三 生き て ゐる 兵隊 (38) 

麦 と 兵隊 (38) 

得 能 五郎 の 生活 と 意見 (40 一 41) 
如何 な る 星 の 下 に (39 一 40) 
細 寺 (43) 
無常 と い 必 事 (42) 
日 本 三文 オペ ラ (32) 






白夜 (34) 
中 野 重 治 村 の 家 (35) 
島木 健作 生活 の 探求 (37 一 38) 


. 川端 康成 主文 学 作品 一 覧 
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(1899 一 1972) ら が 出 て 活躍 し た @。 谷崎 潤一 郎 ・ 永 井 荷 風 ・ 
ら の 既成 の 大 家 た ちゃ , 創作 活動 を 続け て いた 。 ま た , 日 中 戦争 下 , 自生 平 oO 
1960) の 『 麦 と 兵隊 』, 石川 達三 (1905 一 85, 第 1 回 草川 賞 受賞 者 ) の 『 生 き て ゐる 兵隊 』 な 時 
沖 と 兵士 を 描い た 文学 作品 も 現われ た が , 後者 は 戦場 で の 残虐 行為 を 描写 し た た め , 発 計 
禁止 と な っ た 。 

演劇 界 で は , プロ レタ リア 劇場 同 骨 と その あと を 継い だ 新 協 劇 団 ・ 新 築地 劇団 が 
な っ て 新劇 活動 が 行わ れ た が , 統制 が 厳し く な る に し た が っ て ふる わな く な り , 新派 は 言 
時 長 師 し た が , その 人 後 や や 皿 を 吹き 返し , 1937 (昭和 12) 年 に は , 新生 新派 が 結成 きれ で 
時 局 物 ・ 花 柳 界 物 な ど を 上 演 し た 。 敷 舞 伝 は 日 本 の 伝統 的 な 演劇 と し て 優遇 され た が 
その な か で , 歌舞 令 革 新 を め ぎ ざし て , 1931( 昭 和 6 ) 年 , 前 進 座 が 創 ] 立 きれ て , 歌舞 伝 に 攻 
し い 息 吹き を 吹き 込ん だ 。 ま た 大 衆 演劇 と し て , いわ ゆる 軽 演劇 や 2 
映画 は 1931, 32 年 ころ か ら ト ー キ ー( 発 声 映 画 ) が 採用 きれ て 飛躍 的 発展 を と げ , いわ WM 
文芸 映画 が つぎ つぎ と 生み 出さ れ た 。 

画壇 を みる と , 洋画 で は 西洋 近代 絵画 の 
し ずつ 新進 画家 の 進出 は 認め られ た が , と くに みる べき も の は ほとん ど な か っ た 。 

日 中 戦争 が 長期 化す る と , これ ら の 諸 芸 術 の 分 野 に も 軍国 調 の 波 が 押し 寄せ , 国策 二 
っ て 戦争 に 協力 する 体制 が と と の えら れ , ある い は 従軍 作家 ・ 画 家 と し て 動員 され , 装 還 
活動 の 自主 性 は ほとん ど 失 われ た 。 

国民 生活 ・ 世 相 の 面 で は , 大 正 末期 か ら 昭 和 初 期 に か け て , 衣食 儲 そ れ ぞ れ の 面 で , 
式 が 普及 し , 国民 生活 の 近代 化 が 進ん だ 。 し か し , 世界 恐慌 に よる 園 民 朱 活 の 困 匂 。 和 傘 叶 
者 の 増大 労働 争議 ・ 小作 争議 の 頻発 な どの た め 、 社会 不 客 は 増大 し た 。 そ うし た 世相 族 
背景 に , 1930 年 代 前 半 , 都会 で は 退廃 的 ・ 宇 楽 的 生活 が 広がり , いわ ゆる エロ ・ グ 曰 還 
ナン セン ス 時 代 が 訪れ , 苦し い 生 活 の 息抜き ・ う さば らし の 面 も あっ て , カフ ェ ー・ 7 が 置 
ダン ス ホ ー ル が 繁 盛 し , 歌謡 曲 や 
ス が 流行 し た 。 

し か し , 1937 (昭和 12) 年 , 日 中 戦争 諸 
きっ か け に 国民 精神 総動員 運動 が 始ま 
と , 消費 節約 ・ 貯 著 が 敵 励 きれ, 勤 和 計 
仕 ・ 生 活 改 善 が 説 か れ , 風俗 面 の 取 基 
まり も 強化 され て , 統制 の 網 の 目 は 』 
民 の 私 生活 の すみ ずみ に まで お よん 大 
1939 一 41 (昭和 14 一 16) 年 に は ,「 ぜ 加 記 
く は 敵 だ 」 の スロ ー ガ ン の も と に , 貞 詞 
学生 の 長髪 や 女性 の パー マネ ント を 天 
させ た り , ネオ ン ・ サ イン の 廃止 
ス ホ ー ル の 閉 名 , 衝 沢 品 の 製造 ・ 販売 
禁止 , 国民 服 ・ 戦闘 帽 ( 男 性) や モ 壮 








































徳田 秋声 ・ 島崎 藤村 ・ 志賀 直 


中 心 


影響 が か な り 現われ , 日 本 画 で は 1930 年 代 に 襲 





国債 募集 の ポス ター 


@ 横光 は 「 接 園 』(1930)・『 旅 惑 』(1937), 川端 は "雪国 』 (1937) な どの 名 作 を 著 わ し た 。 





を めぐ っ て , 独 仏 ・ 独 英 問 の 緊張 が し だ い に 高 まっ た だ 。 
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(女性 ) の 着用 の 奨励 な ど 耐 乏 生活 が 強制 され , また 大 学 で も 軍事 教練 を 必 修 と する な ど , 
国民 生活 の あら ゆる 面 で 軍国 主 義 的 統制 が 加え られ る よう に な っ た 。 この 剖 1938( 昭 
和 13) 年 に は 町 内 会 ・ 隣 組 が 制度 化 され , 賊 争 を 目的 と し た "国策 "に そう よう に 国民 生 
活 の 相互 監視 ・ 規 制 が 強め られ た 。 


1930 年 代 後半 に 入る と , ヨー ロッ パ で は ドイ 
ッ の 対外 膨張 政策 は 一 段 と 活発 に な り , これ 
ドイ ツ は 1938( 昭 和 13) 年 3 月 に は 
ォ ー ス トリ ア を 併 合 し .。 さら に チェ コス ロ ヴ ァ キ ア に , 同国 内 の ドイ ツ 人 が 多く 住む ス デ 
ー テ ン 了 地方 の 割譲 を 要求 し た 。 こ の 問題 を 処理 する た め に , 1938 年 9 月 , 英 ・ 公 ・ 使 ・ 独 
4 国 代 表 が 集まっ て ミュ ン ヘ ン 会 議 が 開か れ た が , 英 仏 側 の 譲歩 に より , ドイ ツ の 有 要求 が 
認め られ た 。 

変 ・ 仏 と の 対立 を 深め つつ あっ た ドイ ツ は , 1938 年 中 国 か ら 軍 事 願 問 団 を 引き 揚げ 
DS 3 が 日 独 伊 防 共 協定 を イギリス ・ フ ラン 
ス な ど を も 対象 と する 軍事 同盟 に 発 忌 き せよ うと 。 日 本 に 働き か けた 。 そ の こ 0 
の 収拾 に 苦 雇 し て いた 日 本 は , 張 鼓 峰 事件 (1938) ・ ノモンハン 事件 (1939) な ど , 滴 ソ ・ 
満 蒙 国境 で ソ連 と 武力 衛 疾 事件 を お こ し た 。 と り わ け , ノモンハン 事件 で は , 日 本 の 関東 
軍 が ソ連 軍 に 大 敗 し な こと に よめ , 了 軍 当 局 は 大 き な 衝 撃 を 受け た 。 

呈 あ / 届 半 寄 夫 意 陸 電 は 独 合 と の 軍事 同盟 締結 に 積極 的 な 姿勢 を が し た が 海軍 や 外務 
省 は ,. アメ リカ ・ HI これ に 反対 し た 。 
この 問題 を めぐ っ て 平 泡 弁 郎 届 867 一 1952) 内 閣 は 間 内 対立 を 生じ , し か も , 1939 (昭和 
I4) 年 8 月 に いた っ て , ドイ ツ が 突 狭 ソ連 と 不可 侵 条 約 を 結ん だ た め , 外交 の 方 向 性 を 見 
よっ て 負 陣 し た 。 親 不可避 条約 の 秒 軍 定 で は . ドイ ツ と ソ連 は ポー ラン ド な ど 東 区 
に お ける 両国 の 勢力 範囲 を 協定 し て いた 。 

ドイ ッ ツ は , 1939( 昭 和 14) 年 9 月 1 日 
に 突如 と し て ポー ラン ド に 侵入 を 開始 
し , ポー ラン ド と 相互 援助 集約 を 結ん 
で いた イギリス ・ フ ラン ス は 2 日 後 ド 
イツ に 宣戦 を 布告 し て , ここ に 第 二 次 
世界 大 戦 が 始ま っ た 。 ソ 連 も また 半月 
ほど の ち に , 東方 か ら ポ ー ラ ンド に 侵 
攻 し て 独 ソ 両国 で ポー ラン ド を 分 割 し 
た 。 き ら に 同年 末 か ら 翌 年 に か け て , 
ソ連 は フィ ン ラ ンド の 一 部 を 占領 し , 
バル ト 3 国 を 併合 し た 。 『 
_ 第 二 次 世界 大 戦 が 勃 欧 し た と き , 門 
部 信行 (1875ー1953) 内 閣 は 大 戦 不 介入 
を 声明 し , その あと を 受け た 海軍 大 准 
の 米内 光政 (880 一 1948) を 首相 と する 
内 閣 は , 独 伊 と の 軍事 同盟 に 消極 的 で , 


ー、、 ドイ ツ 軍 最 進 出 線 
ーー ドイ ツ 軍 主要 進攻 路 
で ーー 連合 国軍 主要 反攻 略 


第 二 次 世界 大 戦中 の ヨー ロッ パ 
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大 戦 不 介 入 方 針 を 取り 続け , 其 米 と の 関係 改善 を 意図 し た 。 し か 内 1940 (昭和 15) 年 吉 一 1930 年 代 後 半 , 軍部 の 症 二 すす 
デ る か ら ドイ ww 本 が ーー 5 1 ー tm テ = キュ ュ ca 新 体制 運動 さす ニキ 『 * 
ころ か ら , ツ 軍 が ヨー ロッ パ の 西部 戦線 に お いて めざまし い 電 撃 作 戦 を 開始 し 。 政治 的 発言 力 の 高まり : 


只 芸 規 坊 ) s 







連合 軍 を 撃破 し て , 華々 し い 勝 利 を 収め 、 6 月 に は イタ リア も ドイ ツ 側 に 立っ て 参戦 反比例 し て , 政党 の 発言 力 は 弱まっ た 。 政党: 『 
そし て , 同年 6 月 ドイ ツ 軍 は パリ を 丘 領 し て , フラ ンス は ドイ ツ に 隆 伏 し た 。 の 間 か ら は 軍部 と 協力 し て 力 を 取り も ど そ うと 内 9 

この ころ に な る と , 日 本 国内 各界 に ドイ ツ の 勝利 を 礼 讃 する 空気 が 高まり , 陸軍 を 貴 する 動き も お こり , 1940( 昭 和 16) 年 2 月 。 衆 議 : る ニー 本 
に , この 機会 に アメ リカ ・ イ ギリ ス と の 戦争 を 覚悟 し て も , ドイ ツ と 宣 事 同盟 を 結ん 選 院 で 軍部 を 批判 する 発言 を し た 立憲 民政 党 の 代 : 道 1 
方 に 進出 し , これ を 日 本 の 勢力 圏 に 取り 入れ よう と する 主張 が 強く な っ た 。 そ し て , 壮 議 士 斎 藤 隆夫 (1870 一 1949) は 議員 を 除名 され た : 苦 還 
米 的 と み ら れ た 米内 光政 内 閣 は 陸軍 の 圧力 で 同年 7 月 に 倒れ 。 か わっ て 第 2 次 近衛 内 導 斉 攻 反 軍 演 説 事件 )。 ま も な く , ヨー ロッ パ に 人 


成立 し た 。 近衛 内 閣 は 外務 大 臣 に 松岡 洋右 , 陸軍 大 臣 に 東 条 英機 (1884 一 1948) を 起用 
これ まで の 大 戦 不 介入 の 方 針 を 大 転換 し . ドイ ツ ・ イ タリ ア と の 提携 強化 , 南方 諸 地 地 
の 積極 的 進出 の 方 針 を 打ち 出し た 。 そ し て , 1940( 昭 和 15) 年 9 月 , 日 独 伊 三 国 同盟 を 緒 ー 
枢 還 陣営 の 強化 を は か っ た 。 門 力 を 失っ た 既成 政党 に か わっ て , 近衛 文 磨 を : 1 粒 
【 日 独 伊 三 国 同盟 】 日 本 は ヨー ロッ パ に お ける ドイ ツ ・ イ タリ ア の 指導 的 地位 を , ド 族 押し 立て , ナチ ス や 共産 党 の よう な 一 国 一 党 の : 議 生き 
・ イ タリ ア は 東 ア ジア ・ 東 南ア ジア に お ける 日 本 の 指導 的 地位 を 相互 に 認め 合い , 3 国 強力 な 全体 主義 的 国民 組織 を つく りあ げ よ うと た に ooo 
いずれ か が 現在 戦っ て いな い 他国 か ら 攻撃 され た 場合 , 世 い に 政治 的 ・ 軍 事 的 に 援助 する 新 体制 運動 が に わか に 活発 に な っ た 。 陸 軍 大 暫 会 の 機 
うこ と を 取り 決め た も の で , アメ リカ に 対抗 する た め の 攻 科 同 盟 で あっ た 。 も 新 体制 運動 を 支援 し , 近衛 内 閣 の 実現 を 策 し て , 米内 内 閣 を 退陣 に 追い 込ん だ 。 同 年 7 
それ と あい 前 後 し て , 日 本 は 東 アジ ア と 東南 アジ ア を 勢力 圏 と する 「 大 東亜 共栄 園 」 の 月 に は 。 社 会 大 衆 党 が 真 先 に 解党 し て この 運動 に 加わ っ た の を は じ め , 立 益 政友 会 各 派 , 
立 を めざし て 積極 的 に 南方 進出 を は か り , 蘭 印 (オラ ンダ 領 東 イン ド ) と 物資 獲得 の 交 治 | y 憲 民政 党 反 主流 派 な どの 既成 政党 や 諸 団体 が つぎ つぎ に 解散 し , は じ め は この 運動 に 消 
進め る 一 方 , 援 球 ルー ト ( 米 ・ 英 ・ 公 な どの 国民 政府 援助 レー ト ) の 途 断 と 南方 進出 6 本 的 だ っ た 立憲 民政 党 主 流派 $ 時 流 に は 抗 し 得 ず , 同年 8 月 に 解党 し た 。 
が か り を つく る た め 。 ドイ ツ の 支配 下 に お か れ て いた フラ ンス 政府 (ヴィ ー シ ー 政 権 ) 是 1940( 昭 和 15) 年 10 月 に は , これ ら の 諸 勢 力 を 集め て 総理 大 臣 で ある 近衛 文 座 を 総裁 に 大 
渉 し , 北部 仏 印 ( フ ラン ス 領 イン ド シ ナ ) で の 飛行 場 の 使用 や 軍隊 の 派遣 を 認め させ H 政 四 乾 会 が 発足 し た 。 し か し それ は , 最初 意図 し た よう な ナチ ス 流 の 一 国 一 党 的 政治 組織 
車 は 同年 9 月 。 北部 仏 印 進駐 を 開始 し た 。 し か し , アメ リカ が 徐々 に 第 二 次 世界 大 戦 因 と は な ら ず , 上 意 下 達 の た め の 宣 僚 行政 の 補助 組織 に と どまり , いろ いろ な 思惑 を も っ 
和信 す る 姿勢 を 貴 め て いる と き に , 日 本 が ドイ ツ ・ イ タリ ア と 同盟 を 結ん で ,「 大 東亜 耕 た 諸 勢 力 を 寄せ 集め た 団体 と し て の 性 格 が 強く , 強力 な 政治 指導 力 を 発揮 する に は いた ら 
賠 」 確 立 に 乗り 出し た こと は , アメ リカ と の 対立 を 決定 前 な る の に し , 米 英 を は じ め 旦 な か っ た 。 と は いえ , 大 政 環 賛 会 は の ち に は , 産業 報国 会 ・ 大 日 本 婦人 会 ・ 町 内 会 ・ 部 落 
る 連合 国 側 は 着 々 と 対日 経済 封鎖 を 強め て いっ た 。 会 (隣組 ) な ど を 含む 諸 団体 を 傘下 に 収め , 太平 洋 戦争 下 に お いて , 政府 の 意思 を 国民 に 伝 
寺 考 」 ドイ ツ 熱 の 高まり ドイ ツ の 電撃 作 | か と の 観測 が 成り 立つ 」(『 東 京 朝日 新聞 』 出 え , 国民 を 広範 に 戦争 遂行 の た め に 動員 する うえ で 大 き な 役 割 を 果たし た 。 こ うし て , 複 
戦 に よる 軍事 的 優勢 が 続く と , 日 本 国内 に は | 15 年 6 月 29 日 )。 ド イツ の 圧倒 的 優勢 の 震 数 政党 制 の も と で , 政府 に 反対 する 政党 (野党 ) の 存在 を 認め る こと を 前 提 と し た 自由 主義 
イギリス も まもなく 屈 伏し 。 ドイ ツ の 勝利 で | に あっ て , イギリス 側 の 最終 的 勝利 を 予 潮 的 議会 制度 は 形骸 化し , 議会 は まっ た く 無 力 な も の と な っ て し まっ た の で ある 。 
第 一 次 世界 大 戦は 終わ る と する 先物 買い の 観 の お 役人 契 は あか ワ ic な = 生 
測 が 広まっ た 。 つ ぎの よう な 新聞 記事 は その | の 元老 西園 寺 公 望 は , 日 本 の 新聞 が ドイ 記 ュ yN 
一 例 で ある 。「 ド イツ の 本 格 的 対 英 攻撃 近 迫 | い きす ぎる 点 を 批判 し て 対 英 米 協調 の 必 林 7・ 0 策 の 時 カ ら 敗 戦 
1941 (昭和 16) 年 4 月 , 第 2 近 衛 内 閣 の 松岡 外相 は 
ソ連 と の 国交 調整 を は か る た め ,. モス クリ に お いて 


が 伝 へ られ , その 時 期 に つい て は 早けれ ば 1 を 説き , 「 基 当 っ て ドイ ツ が 戦勝 国 と な 舌 

カ月 以内 , お そく も 夏 中 に は 着手 する だ ら う | うに 見 える か も 知れ な いけ れ ど も , し が ' 
ロ ソ 中 立 条約 を 結ん だ が 。 これ に よっ て 日 本 は 「 北 守 南 進 」 気 運 を 強め , また アメ リカ は 日 
本 の 南進 政策 が いっ そう 進行 する も の と し て 警戒 の 念 を 深め た 。 ア メリ カ と の 戦争 を 回 避 


と 言 は れる 。 之 に 対し 英国 は 仏 国 か ら 六 れ た 知 局 は や は り イ ギリ ス 側 の 勝利 に 帰す る 首 
し よう と し た 近衛 内 閣 は , 悪化 し つつ あっ た 日 米 関係 を 調整 する た め @, 1941( 昭 和 16) 年 


海 ・ 空 軍 と 自国 の それ を 以 て 必死 の 抗戦 を す | 分 は 思ふ 」 と 語っ た と いう (原田 能 雄 『 西 較 
る だ ら う と 人 微 す の が 一 般 の 常識 で ある が , 然 | 公 と 政局 』)。 あ と か ら 考 える と この 見 通 議 
ーー ニニ ーー な で ーッ ミサ ーー ーーー ーー ニー どこで に k ド きら 朱 ーー デ 
@ 日 米 交渉 は 。 1940( 昭 和 15) 年 末 か ら 日 米 の 民間 人 同士 の 接触 が 行わ れ て いた が , 1941( 曲 和 16) 年 
4 月 に いた っ て , 両国 政府 は これ を 正式 の 外交 ルー ト に の せ た の で ある 。 日 本 側 は 野村 吉三郎 大 使 が 


し その 折 戦 の 結果 は 独軍 を 撃退 し 得 ぶ べし と 信 | まこ と に 的 確 で あっ た が , 当時 ドイ ッ 痕 計 
交渉 に あたっ た が . の ち に 業 栖 三郎 (1886 一 1954) が , 野村 を 助け て 折 笑 に あたっ た 。 


お ける ドイ ツ 軍 の 軍事 的 優勢 が 展開 され る と , 
それ は 日 本 の 国内 体制 の 改革 に も 大 き な 影 響 を : 
お よ ぼ し た 。1940( 昭 和 15) 年 6 月 ころ か ら , 指 : 


EE 


誤 有 陸生 寺 ー 
富江 区 吉 一 


1 Sa) | 








ずる も の は 殆ど な い 。 (中略 ) そ こ で 残さ れ た か され て いた 朝野 の 大 多数 の 人 を 々 から 
途 と し て 英 本 土 が 攻略 され な い 前 適当 な 時 期 | うし た 意見 は も は や 「 保 守 的 」 な 老人 の 雑記 
に 手 を 挙げ て , 和平 工作 に 出 づ る の で は な い | と し て , ほとん ど 願 み られ な か っ た の で 
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4 月 か ら 駐 米 大 使 野村 吉三郎 (1877 一 1964) に 命じ て 日 米 交渉 を 始め た 。 し か し , 同年 6 
に ドイ ツ が 独 ソ 不可 侵 条約 を 破っ て 独 ソ 戦 を 開始 する と , 軍部 の 強い 主張 に よっ て 日 本 | 
対 米 英 戦 の 危険 を 犯し て いっ そう 南方 進出 を 強化 する と 同時 に , 北 方 に お いて も , ソ連 
ドイ ツ に 敗北 し た 場合 に は ソ連 を 攻撃 する こと と し , いわ ゆる 関 特 演 (関東 軍 特 種 演習 ) 』 
称し て , 満 ソ 国 境 に 大 軍 を 集め た 。 「 

な お 日 米 交 渉 に 望み を た くし て いた 近衛 首相 は , 1941( 昭 和 16) 年 7 月, いっ た ん 総 祝 「 
を し た の ち , 対 米 強硬 論者 の 松岡 を 除い て 第 3 次 内 閣 を 組織 し , 再び 日 米 交渉 に あたっ 
同月 末 , 日 本 軍 の 南部 仏 印 進 駐 が 開始 され た 。 ア メリ カ は 強い 対日 不信 感 を 抱き , 日 本 還 
の 南部 仏 印 進駐 の 計画 が 明らか に な る と , 在 米 日 本 資産 の 凍結 で これ に 応じ , 8 月 に は 
日 石油 輸出 の 全面 的 禁止 と いう 強い 制裁 措置 で 対抗 し た 。 そ し て , アメ リカ (America) 
イギリス (Britain) ・ 中 国 (China) ・ オ ラン ダ (Dutchland) は , いわ ゆる ABCD 包囲 陣 を 
っ て 対日 経済 封鎖 を 強化 し た 。 
最 車 要 軍 需 物資 の ー つ で ある 石油 の 大 部 分 を アメ リカ か ら 輸 入 し て いた 日 本 に と っ で 
これ は 大 き な 打 撃 で あっ た 。 日 本 国内 で は , 石油 禁輸 を きっ か け と し て , 軍部 を 中 心証 
この まま で は 日 本 は "ジリ 貧 " に な っ て 経済 的 に 屈 伏 せ ざ る を 得 な く な る か ら , アメ リ カ 
イギリス に 対し て 開戦 し , 武力 に よっ て 対日 包囲 陣 を 打ち 破る べき だ , と する 主張 が 高 
っ 
1941 (昭和 16) 年 8 月 。 アメ リカ 大 統領 ロー ズ ヴ ェ ル ト と イギリス 首相 チャ ー プ チア 
(Churchill, 1874 一 1965) は 大 西洋 上 に 会 し , 大 西洋 憲章 を 発表 し て 枢軸 諸国 の 侵略 行為 大 
く 非 難し , 現在 の 戦争 が ファ シズ ム に 対す る 民主 主義 防衛 の 戦争 で ある こと を 宮 言 し な 請 
吉相 空 沙 き 英 両国 と 日 本 と の 関係 は 悪化 の 一 途 を た どっ た 。 「 
日 本 は 1941 (昭和 16) 年 9 月 6 日 の 御前 会 議 で 。 も し 日 米 交渉 で 10 及 上旬 まで に 日 本 の 民 
求 が 通ら な いと き は , 米 ・ 英 両国 と 開戦 を 決意 する と いう 方 針 ( 芝 国 国 業 遂行 要領 ) を 決 加 
し た 。 は じ め は 開戦 に 消極 的 だ っ た 海軍 も , この ころ に は し だ い に 陸 軍 の 強 重 論 に 同調 由 
る よう に な っ て いた 。 日 本 側 の 要求 は , 米 ・ 英 の 日 中 戦争 へ の 不 介入 , 米 ・ 英 は 極東 に ま 
いて 日 本 の 国防 の 箇 威 に な る よう な 行動 に 出 な いこ と , 米 ・ 英 は 日 本 の 物資 獲得 に 協力 店 
る こと で あっ た が , アメ リカ 側 は 日 本 軍 の 中 国 ・ 仏 印 か ら の 撤退 , 日 独 伊 三国 同盟 の 事 
上 の 空 文化 を 強く 主張 し , 交渉 は まっ た く < 行き 詰まっ た 。 
姓 考 | 指導 者 の 年 齢 1941 年 の 日 米 開戦 の | 歳 , 藻 介 石 55 歳 と 続き , 最 年 少 は ヒト ラー 妥 
と き , 日 本 流 の 数 え 年 で は 最 年 長 が チャ ー チ | 53 歳 で あっ た 。 日 本 で は , 対外 危機 の 深 計 旭 
ル の 68 歳 , 以下 スタ ー リ ン は 63 歳 , ロー ズ ヴ | と と も に 1930 年 代 後半 か ら , 近衛 ・ 東 条 の 証 
ェ ル ト 60 歳 ムッソリーニ 59 歳 , 東条 英機 58 | うな 若い 首相 が 出現 し た こと が 注目 され 主 
1941( 昭 和 16) 年 10 月 半ば に な り , 近衛 首相 は な お 開戦 を た め ら VM 
中 国 か ら の 撤兵 問題 で は アヌ リカ に 譲 示 し て も , 日 米 交 渉 を 継続 
陸軍 大 臣 の 東条 英機 は 撤兵 に 強く 反対 し . 人 





まだ) 衣 だ が 
つい に 第 3 次 近衛 内 間 は 総 辞職 し た 。 そ の あと を 受け て , 東条 英機 が 木戸 幸一 (188 


1977) 内 大 臣 ら 重 臣 会 議 の 推 訪 に よっ て 首相 に 任命 きれ . 陸軍 大 臣 を 幸 任 し た 。 前 
し て 9 月 6 日 の 決定 の 再 検討 と いう 天皇 の 意向 を 伝え られ , 東条 は その 再 検討 を 進め 六 
その 結果 , 東条 英機 内 閣 の も と で , 政府 ・ 部 の 最高 首脳 を 集め て 開か れ た 1 月 1 2 
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だ い は 上 ん まい 


の 大 本 営 ・ ・ 政府 連絡 会 議 で . 開戦 準備 と 対 来 交渉 を 並行 し て 進め る が , 12 月 1 日 まで に 交 
渉 が 妥結 し な けれ ば , 対 洲 英 開 戦 す る こ と を 改め て 決定 し た (正式 決定 は 11 月 5 日 の 御前 
の ろ に な る と . アメ リカ も 日 本 の 南方 進出 が 続く 以上 , 戦争 は 不可 避 と 考え , 11 月 
96 日 に 。 日 本 軍 の 中 国 ・ 仏 印 か ら の 全面 撤兵 。 三国 同 里 の 空 文化 , 国民 政府 (重慶 政府 ) 以 
外 の 政権 の 否認 な ど を 要求 し た 覚書 (ハル = ノー ト ) を 日 本 側 に 提示 し た 。 こ れ は , 満州 事 
変 以来 の 日 本 の 対外 政策 を ほとん ど 全 面 的 に 否定 し て お り , これ まで の アメ リカ の 対日 近 
案 の な か で , 最も 強硬 な も の で あっ た 。 

ハル = ノー ト を アメ リカ の 最後 通 肛 と みな し た 日 本 は . 12 月 1 日 の 御前 会 議 で 最終 的 
に 米 ・ 英 両国 と の 開戦 を 決定 し た 。 そ し て , 1941 (昭和 16) 年 12 月 8 日 , 日 本 陸軍 は イ ギ リ 
ス 台 マ レー 半島 に (一 部 の 日 本 軍 は タイ 六 に 上 隊 し 。 海軍 は アメ リカ 海軍 の 重要 基地 で あ 
る ハワイ の 真珠 満 を 攻撃 する な ど , 日 本 は 東南 アジ ア ・ 太 平 洋 地域 で 軍事 行動 を 開始 し 
アメ リカ ・ イ ギリ ス に 定 戦 を 布告 し た 。 こ こ に 太平 洋 戦争 が 始ま り , 3 日 後 ド イツ ・ ィ タ 
リア も る アメ リカ に 宣戦 を 布告 し た の で , 第 二 次 世 界 大 戦は アジ ア ・ 太 平 洋 地 域 と ヨー ロッ 
パ 地 域 を 戦場 と する 空前 の 大 戦争 に 発展 し た の で ある @。 

真珠 湾 攻 撃 と 交渉 打 切 り 通告 東 卿 | て いな か っ た ワシ ント ン の 日本 大 使 館 で は 
補 入 (1882 一 1950) 外相 は , は じ め 対 米 交 渉 打 | 暗号 解読 や 帯 書 に 手間 取り , 結局 通告 
ち 切り に つい て , その 通告 を アメ リカ 側 に 手 真珠 湾 攻 撃 開始 か ら 1 時 間 余 り 遅 れる 結果 と 
交 す る 時 間 的 余裕 を 考慮 し , 12 月 5 日 午後 | な っ た 。 ア メリ カ は これ を ' 卑 訪 な だ まし 詩 
(日 本 時 間 。 以下 同じ ) に ワシ ント ン の 日 本 大 ち 」 と みて 日 本 に 対す る 慎 激 を 高め , "Re- 
使 館 宛 に 発電 する 予定 で あっ た 。 し か し , 開 「| 45 Pearl Harbor!"( 真 珠 湾 を 忘れ る 
肖 音 図 を 直前 まで 隠す こと を 強く 主張 し た 海 な 『! ) を 合言葉 に , 挙 国 一 致 で 対日 戦争 に 突 
軍 側 の 要求 で , 発電 は 12 月 7 日 午前 4 時 に 繰 | 和 人 し た 。 こ の よう に 戦術 的 に は 先導 撃 で 大 
下げ られ , アメ リカ 側 へ の 通告 は 12 月 8 き な 成 果 を あげ た 真珠 湾 攻 撃 も ,、 か えつ て 了 ア 
日 午前 3 時 (真珠 湾 攻 撃 開 始 の 30 分 前 ) と 決定 メリ カ の 国 論 を 統一 させ , アメ リカ 国民 の 土 
きれ た 。 し か し , 対 玉 開戦 に つい て 知ら され 気 を 高め る 結果 を い た の で ある 。 

日 本 軍 は 。 開戦 の は じ め に ハワイ で アメ リカ 太平 洋 艦隊 の 主力 を , 

マレ ー 半 鳥 沖 で イギリス 東洋 艦隊 の 主力 を 撃滅 し , 1941 (昭和 16/ 
年 12 月 中 に グアム 島 ・ 香 港 。1942( 昭 和 17) 年 1 月 に は フィ リビン の マニ ラ , 2 月 に は マレ 
ー 弟 和 シ 2 六 補 寺 ル 3 月 に は 蘭 印 (オラ ンダ 領 東 イン ド < 現 ,。 イ ンド ネシア 〉), 4 一 5 
月 に は ビル マ ( 現 . ミャンマー)・ フ ィ リ ビン 全島 な ど を あい つい で 占領 し , 開戦 以来 半年 
足ら ず で , 東南 アジ ア の ほとん ど 全 域 を 制圧 し た 。 日 本 は 「 支 那 事変 」 を 和信 め て こ この 戦争 を 
「 大 東 還 戦 争 」 と 呼称 し @, 欧米 勢力 の 植民 地 支 配 か ら ア ジア 諸 民 族 を 解放 し , アジ ア 人 に 
る 共存 共 楽 の 「 大 東亜 共 栄 里 」 を 建設 する と いう 戦争 目的 を か か げた 。 そ し て , 1943( 昭 


⑳ アメ リカ ・ イ ギリ ス は , 日 本 の 対 米 英 官 戦 布 吾 俊 , まもなく 日 本 に 対し て 宣戦 を 布告 し ま び だ 
1941( 昭 和 16) 年 12 月 9 日 , 中 国 の 国民 政府 も , 対日 ・ 独 ・ 伊 に 宣戦 を 布 青 し , 翌年 1 月 , RE 


側 に 立っ て 米 ・ 英 に 官 戦 を 布 理 し た 。 
@ 戦後 に を っ て 太平 洋 戦 争 と いう アメ リカ 側 の 呼称 が 用 いら れ 定 痢 し た が 最近 で は 「 ア ジア ・ 友 平 


洋 戦 争 」 と いう 呼び 方 も 行わ れる よう に な っ て いる 。 
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本 雪 違 | を 東京 に 集め て 大 東亜 会 議 害 開 
本 の 脱 和 電 た うた MM 


戦争 協力 を 求め た 。 し か し 』 
SA S 2 





ed F が 少 2 で LT W を の 国 や . 、 水 了 し 


前 で の 記念 撮影 igo T 


IE 


に 中 国 で は は じ め か ら 抗 日 の 気運 が 強く , 日 本 軍 は 抗日 ゲリラ の 拠点 と 日 さ 本 
を 々 を 焼き 払い , 住民 を 殺害 する な ト ど 武力 掃 攻 作戦 を 実施 し た が これ ( ょ い ゎ ゅ る 選 有 引 
と し て 中 国 側 の 激しい 非難 を あび , 中 国 の 抗日 運動 は いっ そう 活発 と な り , 抗日 根 抽 


(解放 区 ) が 拡大 きれ て いっ た 。 
また , 満州 で は 関東 軍 防 疫 給 水 部 (いわ ゆる セ 三 一 部 隊 ) が 細 戦 の 研究 の た め 。 中 還 
捕虜 や 囚人 へ の 生体 実験 を 行い , 戦後 , ER 
を | 日 本 占領 下 の 東南 アジ ア 日 本 軍 は 
占 領地 に 軍政 を 敷い た 。 地 域 に より 異な る が . 
戦争 初期 に は , 日 本 軍 は 了 欧米 諸国 の 植民 地 支 ,。 また , 独立 を 認め た 地域 で も , 日 灯 
配 か ら の 解放 を も メ こち す も の と し て , し ば し 人 文化 ・ 生 活 杜 
ば 現地 で 的 迎 を 受け , 日 本 も 旧 宗 主 国 に 対す ど を 無視 し た 神社 崇拝 や 天皇 崇 持 の 中 本 
る 現地 住民 の 民族 運動 を 支援 し た 。 例 えば , 本 語 の 学習 , 土木 工事 へ の i 制 就労 


ビル マ 人 に よる 独立 軍 、 シン ガボール な ど で )」 の 禁止 な ど が 住民 の 反発 を 呼ん だ 。 と 議 


日 本 軍 の 捕 磨 と な っ た イン ド 兵 士 に よる イン シン ガ ポ ー ル で は 多数 の 中 国 系 住民 を 応 較 
ド 国民 軍 が 組織 され , 日 本 軍 と と も に イ ギ リ | 動 の 容疑 で 処刑 し (シン ガ ポ ボー - ル 華 信 虐 
ス 軍 と 戦っ た 。 日 本 は 1943( 昭 和 18) 年 ビル マ | 件 ), フィ リピ ン で も 雪 々 の 残 下 生 訪 
・ フ ィ リ ピン の 独立 を 認め , イギリス か ら の だ た ため, これ ら の 地域 で は , 抗日 の 動き 丈 


独立 を め ぎ す 自由 イン ド 仮 政府 を 承認 し た 。 く か ら 強 か っ た 。 こ うし て 戦局 の 悪化 還 層 
し か し , 何より も 優先 きれ た の は , 日 本 軍 日 本 軍 は 各地 で 住民 の 抵抗 運動 に 悩ま き 刺 


の 軍事 上 の 必要 だ っ た 。 日 本 の 東南 アジ ア 占 , の で ある 。 
領 の 主 な 目的 は , 石油 ・ ゴ ム ・ ボ ポー キサ イト 
日 本 国内 で は , 戦争 初期 の 大 勝利 が 呼び お こし た 熱狂 的 興 礁 の な か で , 政府 ・ 軍 部 則 
する 国民 の 支持 が 高まっ た 。 東 条 内 閣 は この 機会 を と ら え て . 1942 (昭和 17) 年 4 月 捉 詩 | 
院 議員 総 選 挙 を 実施 し た @。 こ れ は 政府 系 の 団体 が , 定員 だ け の 候補 者 を 推薦 する と 世 
ゆ 中 替 選挙 で は 政府 の 援助 を 受け た 団体 が 定員 一 杯 の 候補 者 を 推薦 し た が , 非 推薦 に よる 自由 
備 も 認め られ て ゆい た 。 選挙 の 結果 は , 推薦 候補 中 の 381 名 が 当選 し (定員 466 名 ), と くに 革新 色 の 計 
大 都市 で は 軍人 條 補 の 進出 が 目立っ た 。 残 り は 非 推薦 師 補 者 が 当選 し た が , その な か に は , 尾崎 柚 
・ 鳩山 一 郎 ・ 芦 田 均 ・ 片 山 白 ・ 中 野 正剛 ら 経 験 に 富ん だ か つて の 政党 政治 家 た ちの 上 顔 が みえ る 。 























| 和 18) 年 11 月 に は , 日 本 の 震 調 
に あっ た 中 国 の 南京 政府 ( 肖 馬 
・ 満州 国 ・ タ イ ・ ビ ル マ ・ 世 詳 


ど 重 要 軍 電 資 源 の 獲得 に あり , その 如 訂 
WOW 現地 の 経済 を 混和 
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いわ ゆる 要 賛 選挙 で . 自由 立候補 も 認め られ た が , 選挙 の 結果 , 当選 者 の 80% 以 上 が 推 葉 


候補 で あっ た 。 当 選者 は 細 贅 政 治 会 に 組織 され , 織 争 遂行 の た め の 国内 体制 が 選 旧 化 され た だ 。 


また . 産業 報国 会 ・ 農 業 報国 連盟 ・ 大 日 本 婦人 会 ・ 文 学 報国 会 な ど が 大 政 軸 賛 会 の も と 
に 紺 合 さ きれ , 労働 者 ・ 農 民 ・ 文 化 人 な どの 各界 各層 の 人 々 が すべ て , 戦争 協力 に 動員 され 
た 。1942( 昭 和 17) 年 12 月 , MS 2 
大 日 本 言論 報国 会 が * 間 成 され る な ど , 言論 界 へ の 指導 ・ 統 制 も ー 段 と 強化 きれ , ジャ ー ナ 
リズ ム は "鬼畜 米 英 " と ゅ いっ た 言 FI 使っ て , 国民 の 敵 雪 心 を あお り Te 生 

【 大 日 本 言論 時 
0 野村 重臣 (評論 家 ) ・ 市 川 房 枝 ( 女 性 運動 家 ) ら が 役員 に 名 を 連ね , 情報 局 と 協 

し て 親 英 米 的 ・ 1 が 戦争 遂行 の た め の 言 論 の 指導 と 
KO 

経済 面 で も 戦時 体制 は いっ そう 強まり , 官僚 統制 に より 諸 企 業 に 対す る 資材 や , 生産 の 

て ・ 価 格 の 決定 ・ 利 潤 の 配分 な ど が 決め られ , 民需 工場 の 軍需 工場 へ の 転用 が 行わ れ 
る な ど . 全力 を あげ て 軍需 生産 の 増大 が は か られ , 民需 は 著しく 圧迫 され た 。 戦争 の た め 
に 働き 座り の 演 馬 者 が 量 に 大 直る じ て 人 往生 信 か だ だ の) 労働 力 不 足 は 深刻 と な り , それ 

を 補う た め に , 徴用 制度 が 拡大 され , 学徒 動員 に よっ て 人 あ た 2005er ・ 生 徒 が 軍 電 工 
則 に 動員 され . 女子 も 勤労 動員 され て 女子 擬 身 隊 と し て 工場 な ど で 労 働 に 従事 きせ られ た 。 

er 深 で は . これ まで 陸軍 志願 兵 制度 な ど を 通じ て 現地 の 人 々 が 兵士 と し て 日 本 軍 

AS た が 。 朝鮮 に は 1943( 昭 和 18) 年 , 台湾 に は 1944( 昭 和 19) 年 に 徴兵 制 が 施行 き 

。 赤 鮮 ・ 台 湾 の 人 々 も 兵役 の 義務 を 負う こと と な っ た 。 ま た , 多数 の 中 国人 ・ 朝 鮮 人 が 
人 玉 連行 され , 鍼 山 や 土木 工事 場 な ど で 働か きれ た 。 女性 た ちの な か に は , 戦 
他 の 日 本 軍 の 慰安 施設 で 働か され た 者 も いた (いわ ゆる 従軍 慰安 婦 ) 。 

1943 (昭和 18) 年 に は 文科 牽 系 学生 の 徴兵 猪 が 廃止 きれ , いわ ゆる 学徒 出 陣 に より , 多数 
の 学生 が ペン を 捨て で 戦場 に 直 い た 。 東 条 内 閣 は こ も が 
や 稀 窒 に よっ て 国民 生活 に 鋭い 監 要 の 目 を 光ら せ , 反戦 ・ 反 政府 的 言動 を 厳し く 取 り 締 ま 
っ だ 。 

ーー 方 . アメ リカ で は 日 本 と の 戦争 が 始ま る と , 西海 岸 諸 州 に 住む 10 万 人 以上 の 日 系 アメ 

リカ 人 が 家 や 土地 を 捨て きせ られ , 強制 収容 所 に 入れ られ た 。 市 民権 を も つ 日 系 2 世 の な 

か に は .。 アメ リカ 合衆国 に 忠誠 を 示す た め 志 願 し て アメ リカ 軍 に 入っ た 者 も いた 。 





TTYW 商議 


グ 動 員 の 女 学 生 日 の 丸 の 末 状 を し め , な れ な い 手 つ Yi 行人 1943( 昭 和 18) 年 10 月 21 日 , 文部 省 が 主 


き で や すり を か け て いる 。 し , 東条 英機 首相 が 出席 し て 行わ れ た 。 
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6 Ss] 者 ・ 藩 介 石 中 国 国民 政府 総統 が エジプト の カイ ロ に 会 し , 日 本 の 無 条件 降伏 まで 戦い 抜く 
こと な ど を 宣言 し た (カイ ロロ 宣言 。 “ 
【 カ イロ 宣言 】 これ は , (1) 日 本 が 第 一 次 世界 大 戦 以来, 奪取 また は 占領 し た 太平 洋 の 島々 
を 取り あげ , (2 満州 ・ 台 湾 な ど 中 国 よ り 礁 っ た 地域 を 中 国 に 返還 し , (3 期 鮮 を 自由 ・ 独 立 
の 国 と する , な どの 目的 を も っ て 対日 戦 の 徹底 遂行 を 家 言 し た も の で ある 。 
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寺 東条 内 開 の あと , 陸軍 大 料 の 小磯 国昭 (1880 一 1950) が , 海軍 大 将 の 米内 光政 と 協力 し て 
X ミド ウ ェ ー 洗 内 開 を つく っ た が , 1944 (昭和 19) 年 10 月 に は , アメ リカ 軍 が フィ リピ ン の レイ テ 烏 に 上 障 


し . 日 本 軍 は 後退 を 続け た 。 日 本 軍 は 特攻 隊 に よる 体 当 り 攻撃 まで 行っ た が , 戦局 を 挽回 
する こと は も は や と う て い で き な か っ た 。 本土 空襲 の 危険 が 迫る と , 日 本 国内 で は これ を 
導ける た め 。1944 (昭和 19) 年 8 月 か ら , 大 都市 部 の 国民 学校 ( 今 の 小学 校 ) の 生徒 は 強制 的 
に 地方 に 貴 開 (学童 硬 開 ) させ られ た 。1944 (昭和 19) 年 玉 こ ろか ら , 本 土 は 連日 の よう に ア 
メリ カ 軍 機 に よる 空 龍 に 見 掴 われ , 東京 を は じ め 全 国 の 諸 都 市 は つぎ つき に 廃 堪 と 化し た 。 
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Tr だ 
い ノー Piel の 
2 Sm ルレ | 一 axs 人 
王 半 か 」 1 Ne 放 科 LRT は まっ た く 今 廃し 。 と くに 食糧 部 は 深刻 な も の と な っ た 。 政府 ・ 軍 部 は な お " 失 戦 完遂 
ーーーーー オー スト ラリ ア に = 二 線 に ョ 叫び が ジャー ナリ ズム は "必勝 の 信念 "を 国民 に 説い た が , 国民 の 戦意 は し だ い に 失 われ , 


大 戦 気 分 が 漂い 始め た 。 
(日 本 本 土 空 二 】 アメ リカ 軍機 の 日 本 本 土 空 毅 は , 1942( 昭 和 17) 年 4 月 , 空母 か ら 発進 し 


し か し , 戦局 は 大 きく 転換 し 始め た 。 アジ ア ・ 太 平 洋 戦線 で ( 寺 
「 メリ カ が 総力 を あげ , 巨大 な 物量 を つぎ 込ん で 反攻 に 転じ 秋 

1942 (昭和 17) 年 6 月 。 ミ ッ ド ウェ ー 海 温 で 日 本 海軍 が 敗北 し , 1943( 昭 和 18) 年 2 月 に 財 
給 を ほとん ど 断 た れ た 陸軍 部 隊 が , アメ リカ 軍 と の 激しい 戦い (が ゲル カナ ル 戦 ) の 末 語 
ダル カナ ル 島 か ら 退 却 し た 。 ま た 同年 5 月 に は , アリ ュー シャ ン 列 島 の アッ ツ 島 を 占 稚 
て いた 日 本 軍 が , 圧倒 的 な 兵力 の アメ リカ 軍 の 反攻 に より 全滅 し た 。 
[ミッド ウェ ー 海 戦 】 日 本 海軍 の ミッ ドウ ェ ー 攻 略 作戦 が , アメ リカ 側 の 暗号 解読 に 
事前 に 察知 きれ , 待ち 構え を て いた アメ リカ の 海軍 機動 部 隊 の 攻撃 を 受け , 航空 縛 艦 4 焦 

此 沈 され , 多数 の 艦載 機 を 失う な ど , 日 本 海軍 は 惨敗 し , これ を きっ か け に 太平 洋 に 親 

る 日 本 の 制海権 ・ 制 空 権 は 失わ れ た 。 し か し , 日 本 海軍 は 敗北 の 事実 を ひ た 隠し に し 六 

利 の 如く 発表 し , 新聞 は !' 大 勝利 」 と し て 報道 し た 。 こ うし て 国民 は 真相 を 知ら きれ な MM 

ま に , 戦局 は 急速 に 敗 勢 に 向かっ て いっ た の で ある 。 
この ころ , ヨー ロッ パ で も る 戦況 は よう や く 枢 軸 側 に 不利 と な っ て きた 。1943 年 2 月 雇 
万 の ドイ ツ 軍 が スタ ー リ ング ラー ド ( 現 , ボル ゴ グ ラー ド ) で ほとん ど 全 減 し , 西部 戦 繝 
$ 連合 国軍 が 全面 的 反攻 に 出 て , 同年 7 月 。 イ タリ ア の ムッ ソリ ー ニ 政権 が 倒れ , 9 月 
は イタ リア は 連合 国 に 降伏 し た 。 
一 方 , 太平 洋 戦 線 に お いて も 日 本 軍 は , 1944 (昭和 19) 年 6 月. マリ アナ 沖 海戦 で 瀬 
壊滅 的 打撃 を 受け る な ど , 制 海 ・ 制 空 権 を まっ た く 失 い , 1944( 昭 和 19) 年 7 月 に は , 請 
に 「' 絶 対 国防 団 」 の 一 角 と きれ た マリ アナ 群島 の サイ パン 島 が アメ リカ 軍 に 占領 され 大 
内 に お いて は , 海軍 や 重臣 の 問 に 反 東 条 の 気運 が お こり , 同年 7 月 に 東条 内 閣 は 倒 
この 間 , 連合 国 側 は 1943( 昭 和 18) 年 11 月 に は , ロー ズ ヴ ェ ル ト 米 大 統領 ・ チ ャ ー チ ルル 肛 












た B25 十 教 機 に よる 東京 な どの 爆撃 が 最初 で あっ た 。 こ れ は 被害 は それ ほど 大 きく は な か 
っ た が . 緒戦 の 勝利 に 酔っ て いた 軍部 や 国民 へ の 心理 的 衝撃 と な っ た 。 その後 , 1944(1 
和 19) 年 に は 中 国 本 土 を 基地 と する 北九州 へ の 爆撃 に 続き , 同年 11 月 ころ か ら サ イ バ ン 有紀 
を 祭 進 し た 大 型 爆撃 機 B29 に よる 爆撃 が 頻発 し た 。1945 (昭和 20) 年 に 入る と 空 毅 は 本 格 化 
し . と り わ け 同 年 3 月 9 日 一 10 日 , B29 300 機 に よる 東京 大 空襲 で は 東京 の 下町 は 19 力 先 
の 者 半鐘 攻撃 で 焼け 野原 と な り , 一 夜 で 約 10 万 人 が 死亡 し た 。 東 京 は 4 一 5 月 に 大空 
態 に あい , ほとん ど 市 街 地 の 全域 が 焼き 払わ れ た 。 その 後 。 空襲 は 全国 の 大 都市 は も と ょ 
り . 中 小 都市 に まで お よび , 被害 は 焼失 ・ 破 壊 家 屋 約 240 万 , 死者 数 20 万 人 , 負傷 独 27 思 
人 (原爆 に よる 被害 を 除く ) に 達し た 。 ア メリ カ 軍 の 日 本 本 土 空 艦 の 目的 は , 軍事 施設 ヤ や 上 
業 設備 の 破壊 だ け で な く , 一 般 の 市 民生 活 に 徹底 的 な 打撃 を 加え , 国民 の 戦意 を 侍 失 させ 
る こと に あっ た と み ら れ る 。 な お , 日 立 ・ 浜 松 な ど 工 業 施設 に 対し て は 日 本 の 沿 旦 に 接 
近 し た アメ リカ 艦隊 か ら 直 接 艦 砲 射 繋 が 加え られ た 。 


[ 1945 (昭和 20) 年 3 月 に は 硫 費 島 が アメ リカ 軍 の 手 に 落ち , 同年 4 月 
に は 。 沖縄 本 島 に も アメ リカ 軍 が 上 陸 し た 。 そ し て , 激しい 戦闘 の 


未 。 6 月 下旬 に は 沖縄 の 日 本 軍 は ほぼ 全滅 し , アメ リカ 軍 の 占領 する と ころ と な っ た < 


[沖縄 戦 】 アメ リカ 機動 部 隊 に よる 海 と 空 か ら の 瑞 し い 砲 爆撃 に 続い て , アメ リカ 甘 
]945( 昭 和 20) 年 3 月 30 日 , 慶 良 間 列 島 に , つい で 4 月 1 日 に は 沖縄 本 島 に 上 陸 し た 。 日 本 
軍 守 備 隊 約 10 万 と 現地 召集 の 一 般 住民 に よる 郷土 防衛 隊 は , 制海権 ・ 制 空 権 を まっ た く 失 
っ た 状況 下 で で, 圧倒 的 物量 を 誇 ろ み ア メリ カ 軍 に 対し 総力 を あげ て 戦っ た が , それ は 総 望 的 
温 い と な っ た 。 支援 の た め 本 土 か ら 出 撃 し た 世界 最大 の 戦艦 大 和 も , 沖縄 海域 に 到着 する 
こと な く ア メリ カ 軍 機 の 空爆 雷撃 を 受け て 撃沈 きれ た 。 沖 縄 の 男子 中 等 学校 の 生徒 た ち 約 
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主 な 連合 国 
脆 会 誠 ( 拓 | 
日本 関係 ) 


| 1941. 8 | ロー ズ ヴ ェ ル ト ・ チ ャ ー チ ル 会 談 ( 大 西洋 家 章 ) 領土 不 拡大 ・ 
に カサ ブラ ンカ 会 談 米 英 連合 軍 最 初 の 共同 作戦 (北ア フリ カ ・ 
宣言 ) 米 英 ソ 対 独 作戦 ( 仏 上 陸 作 戦 ) 
ロー ズ ヴ ェ ル ト ・ チ ャ ー チ ル ・ ス ター リン 


_ 2 | ヤル タ 会 談 ( ヤ ル タ 協定 ) | 対 独 最 終 作戦 と 処分 案 ・ 秘 密 協 定 で ソ連 の 対日 参戦 旧 
ロシア 領 の 回 復 と 千島 の 獲得 約束 
ン シ ス コ 会 議 (国際 連合 憲章 ) 国際 平和 機構 設立 を 決定 
トル ー マ ン ・ チ ャ ー チ ル ( の ち ア トリ ー) ・ ス ター リ 
ン . 欧州 の 戦後 処理 ・ 日 本 の 舞 条 件 降伏 と 基本 条件 | 
( 米 ・ 英 ・ 中 の 名 で 拓 告 ) 


= だ の と Ss 
地中海 ) 
ロー ズ ヴ ェ ル ト ・ チ ャ ー チ ル ・ 落 介 石 
日 本 の 舞 条 件 降伏 . 領土 の 限定. 植民 地 の 返還 と 解放 























カイ ロロ 会 談 ( カ イロ 宣言 ) 
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会 読 ( テ ベ ヘラ 


















1945. 7 | ボツ ダム 会 談 ( ポ ボツ ダム 宣言 ) 





1800 人 は 鉄 血 勤 阜 隊 に 組織 され , 戦闘 に 参加 し , ほぼ 半分 が 戦死 し た 。 また 約 600 人 の 
子 学生 た ち も , ひめ め ゆり 隊 ・ 白 梅 隊 な どの 学徒 隊 に 編成 され 看護 要員 と し て 動員 され , 軸 
数 以上 の 犠牲 者 を 出し た 。 こ うし て 激 し い 戦闘 が 3 カ月 近く 続い た の ち , 6 月 23 日 , 日 4 
軍 は 玉砕 し 組織 的 戦闘 は 終わ り を 告げ , 沖縄 は アメ リカ 軍 の 占領 する と ころ と な っ 前 
沖縄 戦 の 死者 は , 日 本 側 軍 人 10 万 人 憶 , 民間 人 10 万 人 余り , 合計 約 20 万 人 で , アメ リ 有 | 
は 約 1 万 2000 人 と 推定 きれ て いる 。 


これ に 先立ち 1945 (昭和 20) 年 2 月 に は , ロー ズ ヴ ェ ル ト ・ チ ャ ー チ ル ・ ス ター リリ 
(Stalin。 1879 一 1953) の 3 巨頭 に より ヤル タ 会 談 が 開か かれ, ドイ ツ 降 伏 後 の 処理 に つい で 
ル タ 協 定 が 結ば れ た が , その 秘密 協定 と し て アメ リカ の 要求 に 記 じ て , ソ連 が ドイ ッ 陣 


後 。 2, 3 カ月 後に , 対日 参戦 する こと が 極秘 の うち に 取り 決め られ た 。 
ヨー ロッ パ で は , 1945 年 4 月 連合 国軍 が ドイ ツ の 首都 ベル リン に 迫る な か で , ヒト 
は 自殺 し , 同年 5 月 。. ド イツ は つい に 降伏 し , 日 本 は まっ た く の 孤 立 無援 に な っ た 。 軍 章 


は 本 十 決戦 を 明 え た が , 1945( 昭 和 20) 年 4 月 に 成立 し た 鈴木 貫太 郎 ( 1867 一 1948) 内 閣 ゆ | 
戦争 終結 の 手段 を 真剣 に 考え る よう に な り , 6 月 まだ 日 本 と 中 立 関係 に あっ た ソ連 を 通 | 
て 和平 工作 に 着手 し た 。 む ろ ん , ヤル タ 協 定 の 秘密 付属 協定 に よる ソ連 の 対日 参戦 の 絢 
に は まっ た くく 気づか な か っ た の で ある 。 7 月 。 ベル リン 郊外 の ポツダム に トル ー マ 剛 
(Truman, 1884 一 1972)・ チ ャ ー チ ル ( の ち ア トリ ーK<Attlee. 1883 一 1967》)・ ス ター リン の 講 
諾 ソ 3 国 首脳 が ドイ ツ 処 理 問題 で 会 談 し (ポツダム 会 談 ), この 機 に アメ リカ は 対日 戦後 疾 
理 と 日 本 軍隊 の 無 条件 降伏 を 呼び か ける こと を イギリス に 提案 し , 中 国 の 薄 介 石 の 同 英 
経て , 7 月 26 日 , 米 ・ 英 ・ 中 3 国 の 共同 宣言 (の ち ソ 連 も 参加 ) の 形 で ポツダム 宣言 を 到 | 
7 

日 本 政府 は ソ連 を 仲介 と する 和平 に 望み を か け て , 鈴木 首相 は は じ め こ れ を 黙殺 す 2 緒 
発表 し た が , アメ リカ は , これ に 対し 8 月 6 日 まず 広島 に , つい で , 8 月 9 日 に 長崎 油 
子 爆弾 を 投下 し , 一 明 の うち に 市 街 を 壊 減 き せ , 大 量 の 一 般 市 民 を 殺傷 し た 。 死 者 の 編 
は 広島 で 約 20 万 人 , 長崎 で 約 7 万 人 と 推定 され て いる が , その 大 部 分 は 女性 や 子供 を 和久 
非 戦闘 員 で あっ た 。 


この 間 , 8 月 8 日 に は , 日 本 側が 和平 仲介 者 と し て 望み を 託し て いた ソ連 が , 日 ソ 天 
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る 以 他 ai 十 ( 
政 外 の デシ 教 洛 団 罪 生 民 " 得 ノ 条 主 "フラ トニ 号 載 ・ 
和寿 の ま ス 趣 充 ヲ 及 強 政 人 ルト 番 シ 家 日 小 権 記 権 シラ 至 吾 フ 議 プ 吾 
暫 平 を 外 分 官 理 思 化 府 ニ モ シ 等 メ 塵 本島 ハラ カテ 主 ル 等 ル ノ リ 等 ポ 
『 和 条 。 本 詩 等 想 ニ ハ 対 "テハ ダニ 国 二 本 証 及 世 張 征 ハ コ 上 テ 合 ツ 
和 産 束 日 ル シ ハ プ 対 日 シ 理 減 日 ル 複 軍 局 州 選 勢 界 スハ 無 ト 日 ン 衆 ダ 
上 』 鈴 要 本 保 ' 日 自 ス 本 テ 等 亡 本 べ 帰 隊 限 ` 官 力 征 ル 平 資 二 本 ~- 国 ム 
額 持 旨 国 障 且 本 由 ル 国 ハ バハ ノ ソノ セ 人 シシ ハセ 北 言 ハ 服 モ 和 任 意 国 国 大 室 
軍 "は ナラ 右 国 並 一 国 ' 停 * シ ラ 平 完 ラ 海 ノ '` ノ ノ ' ナ 見 二 総 統 言 
流 料 " 選 提 行政 二 切 民 厳 虜 メ 民 和 全 ル 道 条 氷 挙 ナ 安 ル ー 対 理 領 和 
則 来 七 。 択 供 動 府 基 ノ ノ 重 ヲ ン 族 的 二 へ 項 久 ニル 全 軍 致 シ 大 ' ご 
な 連 っ ハモ ニニ 太 本 ru 間 ナ 虜 下 『 上 是 武 シ 刀 ハニ 出力 入国 モ 命 臣 中 
と 敵 合 日 包 ン 於 直 的 障 3 ニ ル 待 スシ 生 装 州 履 除 ツ 以 正 主 り 次 ハ 華 
で 係 国 本 速 コ ケ ニ 人 興 ※ 診 処 セ モル テ 産 ヲ 及 行 志 ル テ 義 義 ノ 吾 民 
あの の 外 且 トル 全 権 プ ヲ ケ 罰 ル ノ 奴 的 解 四 セ セ モノ ノ カ 峨 等 国 
る 参 日 次 完 ラ 同日 ノ 除 ル ヲ 者 意 隷 ノ 除 国 ラ ラ 財 日 新 世 争 ノ 政 
加 本 年 会 同 政 本 尊 去 民 加 ヲ 図 化 生 セ 並 ル レ 誤 本 秩 界 ヲ 数 府 
を 呈 表 ナ 政 府 国 重 ス 主 へ 含 ラ セ 活 ラ = ニ ヘ サラ 国 序 ヨ 閑 億 主 
可 * 如 ル 府 ノ 軍 王 学 る 有 デ ァ ヲ レ 香 ヶ タル 3 犯 国 カ リ 縛 プ 席 
' 十 主 壊 二 誠 隊 確 シ 義 ル ー ス ト 営 タ 等 "へ サ 民 生 駆 ス 国 基 
一 要 送 き 対 意 ノ 立 "的 へ 切 ル シ ムル ノ 双 カ シラ シ 授 ル 民 っ 
ーー アシ コリ 捧 、 選 末 本 2 アモ 。  / 後 。 央 上 純 ラ 私 馬 本 る ん る 
r 事 書 ル 要 付 条 ラ 論 向 " 戦 ノ 又 機 ` 定本 スタ 賭 サ ラ 機 代 レ 
任 産 二 ノ / 求 適 件 劇 "メメ 日 事 二 の 会 薄 え 国 上 ル シル 北 会 表 | 
あぁ 業 ミス 当 降 へ 宗 復 本 犯 非 国 ヲ 自 ル ノ 者 之 コ ル ヲ ン シト 




















条約 を 侵犯 し て 日 本 に 宣戦 を 布告 し @, 満州 ・ 南 樺太 ・ 填 島 に 侵 人 し た 。 
ここ に いた っ て , 政府 は つい に 戦争 終結 の 意 を 決し た 。 政府 ・ 軍部 (大 本 営 ) の 最高 自 有 
か ら な る 最高 戦争 指導 会 識 @ で は , ポッ ダム 宣言 受諾 を 説く 東郷 茂徳 外相 ・ 米内 光政 海 相 
ら と っ な お 本 土 決戦 に 望み を た く し 戦争 継続 を 主張 する 阿南 改 幾 (1887 一 1945) 際 相 ・ 両 鞭 
長 ( 梅 津 美 治郎 882 一 1949 参謀 総長 ・ 代田 副 武 885 一 1957) 軍令 部 総長 ) と の 間 に 意 見 の 対 
が あっ た が . 1945 (昭和 20) 年 8 月 10 日 , 8 月 14 日 の 再度 に わた っ て 御前 会 議 が 開か れ , 
鈴木 席 太 郎 首 相 の 要請 に より 昭和 天皇 (1901 一 89) が 裁断 を 下す と いう 異例 な 形 で , ポ ツ ダ 
ム 宮 言 の 受諾 が 決定 され た @。 日 本 の ポツダム 宣言 受諾 の 最終 的 決定 は , 1945 (昭和 20) 年 
8 月 14 日 夜 。 中 立国 の スイ ス 政 府 を 通じ て 連合 国 側 に 通告 され , 翌 8 月 15 日 正午 , 史 和 天 
中 自身 の ラジ オォ 放送 に より 国民 に 明らか に され た 。 同年 9 月 2 日, 東京 滴 内 に 停 伯 中 の ア 
メリ カ 戦 艦 ミ ズー リ 号 上 で 。 日 本 と 連合 国 と の 降伏 文書 調印 式 が 行わ れ , ここ に 史上 空前 
の 災 害 を お よ ぼ し た 第 二 次 世界 大 戦は 終わ り を 告げ た の で ある 。 


[第 二 次 世界 大 戦 の 被害 】 全 世 界 に お ける 大 戦 の 人 的 被害 は . あま り に ぼう 大 で 正確 な アデ 
ー タ に 却 し く , 確実 な 数 字 は 明らか で は な い 。 し か し , 戦後 , 連合 国軍 総司 令 部 の も と で 
戦史 の 編 笛 に あたっ た 服部 香 四 郎 (1901 一 60) に よれ ば . 大 雑 把 に みて , 戦死 者 約 2200 万 人 , 


ゆ ソ連 は 1945 (昭和 20) 年 4 月 。 日 ソ 中 立 条約 の 不 延 長 の 通告 を し て きた が , な お , 1946 (昭和 21) 年 
4 月 まで は 条約 は 効力 を 保持 し て いた 。 

@ 国務 と 統帥 の 一 体 化 を は か る た め 1944 (昭和 19) 年 8 月 、 従 来 の 大 本 営 ・ 政 府連 絡 会 議 に か わっ て 
設置 きれ . 首相 ・ 外 相 ・ 陸 相 ・ 海 相 お よび 参謀 総長 ・ 軍 令 部 総長 の 6 名 を 構成 員 と し , 1945 (昭和 20) 
年 5 月 か ら 戦 争 終 結 問題 に つい て 討議 を 車 ね た <。 

3 日 本 政府 は 「 国 体 護持 」 を 最大 の 念願 と し , 8 月 10 日 の 御前 会 議 で は , 天皇 の 国家 統治 の 大 権 を 変 
下す る と いう 要求 を 含ん で いな いと いう 了 丁 解 の も と に ポツダム 宣言 を 受諾 する こと を 決定 し , この 旨 
を 連合 国 側 に 通告 し た 。 こ れ に 対し て 連合 国 側 で は , 天皇 と 日 本 政府 の 国家 統治 の 権限 が 連合 国 車 最 


高司 令 官 の 制限 の も と に お か れる (原文 は Subject to 三 従 属す る の 意 ) と 回 答 し た 。 
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広島 の 爆 心 地 の 惨 状 市 の 中 央 部 に あぁ る 寄 実 硬 館 降伏 文書 の 署名 戦艦 ミズ ー リ 号 の 甲板 で 著名 し て VW 誠 
(の も の 原爆 ドー ム ) の 上 空 に 投下 され , 約 20 万 人 以 . 8 の の は 天 邊 お よび 日本 府 代表 の 重 和 外相 。 


0 人 英 9 ト 4 その 今 
市 民 の 生 和合 が < り ば われ . ま た 多 く の 上 志 不 坦 後 遺 症 て で 斉 ろ の 軍服 : を の 先頭 は 大 本 営 代 表 の 梅津 美 治郎 参謀 総長 。 
し ぬら れ て いる 。 つ いで 披 爆 し た 長崎 で も , 死者 7 方 


凡 上 と 推定 きれ て いる 。 


負傷 者 3400 万 人 に お よん だ と 推定 され て いる 


明 約 186 亡 人 , 一 般 国民 の 死亡 ・ 行方 不明 約 66 万 人 . 槍 淡 家屋 は 約 236 万 戸 惨 災 者 約 @ 詩 
万 大 に 達し , 1937 一 45 年 間 の 臨時 軍事 費 は 1654 億 1377 万 円 の 巨額 に の ぼり , 国富 披 害 人 い 輸 
' さ 


に お よん だ と きれ る (服部 卓 四 人 郎 『 大 東亜 戦争 全 史 』, 経済 安定 本 部 * 太 平 洋 戦 計 


る 我国 の 披 害 総合 報告 書 』 に よる ) 。 日 本 の 死亡 者 の な か に は , 敗戦 後 , 中 国 ( 満 州 織 
0 FT YWE す ンコ の 
ロシア 側 の 調査 で は , ソ連 に 降伏 し た 日 本 の 兵士 な どの うち , 約 60 万 人 が 戦後 シア ペ リア 


モン ゴル 人 民 共 和 国 な ど に 連行 きれ て 
いわ れる ゐる 。 


本 
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1 . 占領 下 の 改革 







占領 と 戦後 処理 


ま イッ 
潤し て 連合 国 に 隆 伏 し た 。 そ の 結果 , 1945 : 


(昭和 20) 年 9 月 2 日 の 降伏 文書 調印 @W か ら , 
1952 (昭和 27) 年 4 月 28 日 の 講和 条約 発効 まで : 
の 7 年 問 、 連合 国 〔 軍 ] Eee 
(CHQ-SCAP) @ の 間接 統治 下 に お か れる こと 


! て | 本 還 
民 益 民 尽 民 経 天 民 奈 高 物 一 民 贈 
っ 時 中 を A 
絵 司令 部 (GHQ) が 正式 に 発足 し た の は 産生 部 ー 学 送 椅 科 現 選 Bl 6 ' 
ァ メ リカ 軍 が 日 本 に 進駐 し 始め た 1945 (明和 人 きら 


20) 年 8 月 末 か ら ほ ぼ 1 カ 月 だ っ だ 10 月 2 日 ee 
で あっ た 。 総 司令 部 の 具体 的 な 構造 を みる と , GHQ の 組織 図 (1947 年 9 月 現在 ) 
マッ カー サー (MacArthur。 1880 一 1964) は 。 も と も と アメ リカ 太平 洋 陸軍 総司 令 官 で あり , 
日 本 へ の 進攻 に あたっ て 連合 国 〔 軍 ] 最 高司 令 官 に 任命 され た も の で あっ た 。 マッ カー サー 
の も と で 彼 を 支える の が 総司 令 部 GHQ で アァ メリ カ 太 平 洋 陸 軍 総 司令 官 の も と に あっ 
た 総司 令 部 が , その まま 連合 国 ( 軍 ] 最 高司 令 官 の 総 本 信 部 と と な っ た の で ある 。 し た が っ て 。, 
人 前 な 構成 員 は 同じ で あり , 総司 令 部 と いっ た 場合 に 普通 は 2 つの 総司 令 部 を 併せ た も の 
を 指し て いた 。 

占領 ・ 管 理 す る た め 上 陸 し た マッ カー ー サ ー に は , アメ リカ 政府 の 方 針 と し て , 
1945( 昭 和 20) 年 9 月 22 日 付 の ! 降伏 後に お ける 米国 の 初期 の 対日 方 針 」 が 伝え られ , さら に 

2 カカ 6 後 の 11 月 1 日 に 「 日 本 占領 及び ? 管理 の た め の 連 合 国 最 高司 令 官 に 対す る 降伏 後に お 
ける 初期 の 基本 的 指令 」 が 与え られ た 。 後 者 の 指 令 は 包括 的 な も の で , 日 本 の 軍事 占領 の 
友 本 目的 。 政治 的 ・ 行 政 的 改組 , 非 軍事 化 , 経済 的 非武装 化 , 賭 償 方 針 , 財政 金融 方 針 な 
が に つい て の 。 詳細 な アメ リカ 側 方 針 が 記さ れ て いた 。 占 儲 期 間 中 に 総司 令 部 の 行っ た 諸 
4 k まな 員 の な か に 記さ る れ て いた 。 


記 領 政策 決定 の 最高 機関 と Eo あく 2 に 補 人 に 極 寅 委 員 会 が お か れ て いた き @。 機構 
@ ーー ニン raraarewoahrs cr と 軍隊 を 無 条件 降伏 させ る 


を な ど が 記さ れ て いた 。 調印 に は , 天皇 と 政府 を 代表 する 形 で 車 区 
代表 す る 形 で 梅津 美 治 郎 が 署名 し て いる 。 

9 正式 に は General Headquarters of Supreme Commander for the Allied Powers。GHQ-SCAP は ジー 
・ エ イチ ・ キ ュー・ ス キャ ッ プ と 読む 。 

W アメ リカ ・ イ ギリ ス ・ 中 国 ・ ソ 補 ・ オ ー ス ド マ タリア 
ュー ジー ラン ド ・ フ ィ リ ピン の 1 カ国 , の ち に ビル マ ・ 


E (1887 一 1957) が , 大 本 営 を 


・ オ ラン ダ ・ フ ラン ス ・ イ ンド ・ カ ナダ ・ ニ 
パキスタン が 加わ り 13 カ 国 か ら 構成 きれ た 。 





に 
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W を 
8 月 30 日 午後 2 時 , マッ カ 証 識 
令 官 は 約 300 名 の 幕僚 を 率い て 占領 を 開始 し た 。 


: 厚木 基地 に 到着 し た マッ カー サー 
: 一 最高 主 


画 
LT す LT 





日 本 管理 の 命令 系 統 


上 は , 極東 委員 会 が 最高 機関 で あり , その 下 に アメ リカ 政府 が あり , 
へ の 指令 を 作成 ・ 伝 達する こと に な っ て いた 。 

し か し , 極東 委員 会 が 実際 に 機能 し 始め た の は 占領 が 開始 され た 半年 後 の 1946 ( 遇 区 
21) 年 2 月 26 日 だ っ た 。 し た が っ て 総司 令 部 は 重要 な 改革 に つい て , 板東 委員 会 の 奉 制 
受け ず に 断行 する こと が で きた の で ある 。 ま た B29 に よる 爆撃 と 2 つの 原 燥 に よっ て 
接 的 に 日 本 を 敗戦 に 癌 いた アメ リカ の 地位 は , 日 本 占領 に つい て は 別格 だ っ た の で ある 
極東 委員 会 の 政策 は , アヌ リカ 政府 を 通じ た 命 久 『 の 形 (統合 参 詳 本 部 の 指令 LU ) で 最高 司 菊 
マッ カー サー に 伝え られ た 。 ア メリ カ は , その ほか に 拒否 権 と 中 間 指 令 権 を も っ て Vn 
た ぬ め に , 極東 委員 会 の 役割 は いっ そう 限定 = され た も の と な っ た 。 

東京 に は , 最高 司令 官 に と っ て 一 種 の 語 問 ・ 協議 ・ 助 言 機関 で あり , アメ リカ ・ 「 補 
ス 連邦 ・ ソ 連 ・ 中 華 民 国 か ら な る 対日 理事 会 が お か れ た が , この 機関 は 農地 改革 ・ ソ 連 還 
ら の 引揚 げ 問 題 以 外 に は , 大 き な 役 割 を 果たさ な か っ た 。 

【 ポ ツ ダ ム 宣 言 】 1945( 昭 和 20) 年 7 月 17 日 か ら 8 月 1 日 まで , 
アメ リカ (トル ー マ ン Truman,。 1884 一 1972) ・ イ ギリ ス ( チ ャ ー チ ル Churchill, 1874 一 9 
夢中 か ら ア トリ ー Attlee。 1883 一 1967)・ ソ 連 ( ス ター リン CTarHH, 1879 一 1953) の 8 議 
国 首脳 が 会 談 し た 結果 , 作成 きれ た ポッ ダム 協定 戦後 の ヨー ロッ パ 秩 序 に つい て 合 巧 
た も の , と は 別 な の で 注意 し た い 。 日 本 の 戦後 処理 方 針 と 日 本 全 軍 隊 の 無 条 件 降伏 を 製 
し た ポッ ダム 宣言 は , 対日 戦争 を 温 っ て いた アメ リカ ・ イ ギリ ス 2 国 が , ボッ ダム 会 謙 
間 中 に 合意 に 達し , 会 談 に 招請 され て いな か っ た 藩 介 石 に , 電信 で 意見 を 求め た 結果 。 
メリ カ ・ イ ギリ ス ・ 中 国 3 カ国 の 宣言 と し て 7 月 26 日 に 公表 きれ た も の で ある 。 ま が だ 志 識 
参戦 を し て いな か っ た ソ連 に は , 公表 後に 詳細 が 知ら され , 対日 参戦 後に ソ連 も 加え 責 
た 。 ポ ッ ダ ム 会 談 参 加 の 3 カ国 と ,。 ポッ ダム 宣言 発表 の 3 カ国 に 違い が ある の は この 
で ある 。 
この よう に 連合 国軍 と は いっ て も , 実態 は アヌ リカ 軍 に よる 上 単独 占領 と いっ て よい 思 


アメ リカ 贅 府 が 四 | 


ベル リン 郊外 の ポッ ダム 較 
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で あっ た 。 ド イツ 占領 の 場合 と は 佑 い , 日 本 占領 の 場合 , 総司 令 部 は 直接 軍政 を し か ず , 
日 本 政府 の 行 区 提 構 を 利用 し た 間接 的 な 管理 を 行っ た 。 間接 統治 と は 直接 軍政 の 対 
絡 で あり , 総 司令 部 が 企画 ・ 立 案 し た 政策 は , 覚書 ・ メモ ・ 口 述 な どの 形式 で 命令 と し 
て 日 本 政府 に 伝達 きれ た 。 そ の 命令 を , 法律 ・ 政 令 ・ 洛 今 ・ 規 則 な どの 形式 に 書き 直し 
て , 日 本 政府 が 施行 する と いう 方 式 と な っ た 。 

し が 」 アメリカ 側 が 超 法規 的 権力 を も っ て いた こと に か わり は な く , アメ リカ 政府 
は , 日 本 側が 指令 人 の 実行 を 満足 に 送 行 し な 場合 , 日 本 の 人 事 機構 の を 時 ーー 
行動 を と る 権限 を マッ カー サー に 与え て いた 。 事実 , 1945 (昭和 20) 年 9 月 1L 日 に 行わ れ た だ 
東条 英機 ら の A 級 戦 犯 容疑 者 の 束 捕 同年 10 月 4 日 の 人 権 指令 @。 避 46 年 1 月 4 日 の 公 
職 追放 な ど は , まさ に この 方 針 に 基づい て 日 本 側 へ の 事前 連絡 な し に 断行 され た も の で 


! 6 族 , る は 


軍 が 日 本 の 統治 機構 を 通じ て 命令 を 発する と 
いう 間接 統治 形態 を と っ た 点 に , その 理由 を 
求め る か ら で あ る 。 間接 統治 を と っ た た め に , 
戦前 か ら の 官僚 制度 が 生き 残っ て し まっ た と 
ゅ いう こと で あろ う 。 


| 欠 考 ] 間接 統治 か 直接 統治 か この こと が 
占領 の 実態 に か か わら ず 間 題 に きれ る こと が 
多い の に は , 理由 が ある 。 戦後 , - - 定 和 度 進 
ん だ 民主 主義 的 な 諸 改 革 が , 結局 挫折 し た と 
判断 する 研究 者 は , 往々 に し て その 理由 を , 


上 晴 改 革 の 不 徹底 性 に 求め る 。 と くに , 占 准 
敗戦 後 , 息 族 で ある 東 久 酒 宮 移 彦 ( 王 ) (7 一 1990) を 首班 と する 内 閣 は , 1945 (昭和 20) 
年 8 月 17 日 に 発足 し , 大 き な 混 乱 も な く , 内 地 ・ 引地 の 軍隊 の 武装 解除 や , 連合 国軍 の 進 


駐 を 受け 入れ , さら に 降伏 文書 調印 を 無事 に 実行 し た 。 こ れ は 量 族 内 間 に に よる , 混乱 の 少 
な い 終 戦 処理 が 期待 きれ て いた こと と 無関係 で は な い 。 さら に 日 本 政府 は , 同年 9 月 20 日 , 
いわ ゆる ポツダム 緊急 勅 令 @ を 公布 し , 総司 令 部 の 指令 に 基づい て 法律 の 制定 を 待た ず に 
命令 を 発する こと が で きる よう に し た 。 


し か し 東 久 宮 内 導 は 戦犯 の 迷 捕 ・ 処 方 針 を めぐ り 。 訟 司 信 部 側 と 対 し た ピリ 


政府 側 は 容疑 者 の 処 六 ・ 和央 中 人 補 すり と で 総司 今 部 は 
これ を 認め な か っ た 。 さ きら に 政治 的 ・ 的 自由 の 制限 撤廃 に 関す る 総司 令 部 の 10 月 4 日 


指令 を , 人 的 に 実行 する 意 四 も な か っ た だ め 東 久間 は 矢 江 す る こと に な っ た 。 
っ か わっ て 後継 内 開 と し て , 戦前 の 政党 内 
「 治 的 民主 化 ・ 非 軍事 化 の 改革 関 期 に 穏健 な 外交 政策 を 展開 し た こと で 
いい 外 交界 の 長老 英 民間 重 郎 が . 1945 (昭和 20) 年 10 月 9 日 首相 に 就任 し た 。 芝 原 内 間 
は 憶 年 の 5 月 22 日 に 退陣 する まで , 五大 改革 指令 の 実行 , いわ ゆる 人 間 宣 言 , 公職 追放 
戦 争 放 棄 に つい て の 基礎 的 な 発案 , 総司 令 部 の 用 意 時 串 二 注 草案 の 開 議決 定 , 極東 国際 軍 
事 裁 判 所 の 設置 な ど , 重要 な 案件 を 実行 し て いっ た 。 
五大 改革 指令 に 幣 原 が 10 月 11 日 に 初め て マッ カー サー を 訪問 し た 際 に , マ .、 ッ カ ー サ 
ー が 則 原 に 口頭 @ で 述べ た 5 点 の 示唆 の こ と で ある 。 その 5 点 と は , (1)「 憲 法 の 自由 主義 化 」 


⑱ 共 産 主義 者 を 含む 政治 犯 の 即時 釈放 , 思想 警察 の 全 歴 , 内 相 お よび 警察 首脳 の 名 免 一 切 の 弾圧 
た 押 の 撤廃 を 求め た 指令 を いう 。 

@ 正式 に は 勅 今 542 号 「 ポ ッ ダ ム 宣 言 ノ 受 庄 二 尾 ヒビ 発 ス ル 命 令 二 関 スル 件 」 を いう 。 

@ 総司 令 部 は , 重要 な 案件 に な れ ば な る ほど 文書 で 指示 を 出 き ず , 口頭 で 出す 傾向 が あっ た 。 
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と 婦人 参政 権 の 付与 , (2) 労 働 組合 の 結成 奨励 , (3 教育 制度 の 改革 
(5 許 済 の 民主 化 , で ある 。 ハ 幕 原 内 閣 は この 指令 に 基づい て 早速 , 
政治 犯 の 秋 放 。 治安 維持 法 ・ 特 高 警 察 の 廃止 を 実現 し , 12 月 に 
し て 婦人 参政 権 も 認め た 。 1 

この うち 刺 原 内 閣 成 立直 後 か ら 内 務 省 主導 で 進め られ た 選挙 法 の 改正 は 。 総 可 令 部 の 半 
号 の 最も 低い 分 野 で , 男子 満 25 歳 以上 の 信 挙 権 を 満 20 歳 以上 の 男女 ( - 撤 大 し . 中 選挙 悦 剛 
を 府県 単位 の 大 選挙 区 制 に 改正 し て 制限 運 記 制 と し , 選挙 運動 の 自由 化 を は か る と い ゅ 紀 
の で あっ た 。 内務省 の つく っ た 自主 的 な 改革 案 に 対し て 。 総司 令 部 は 一 刻 も 早く 総 選 雑 | 
行う こと 自体 を 重要 視 し て いた た め , 選挙 法 に つい て は 日 本 側 の 自主 的 改革 に まかせ / 吾 
の と み ら れ る 。 

その ほか , 1945 (昭和 20) 年 10 月 13 日 の 国防 保安 法 ・ 軍 機 保護 法 の 廃止 
雑 持 法 廃止 。 10 月 22 日 の 「 日 本 教育 制度 に 対す る 管理 政策 指令, 
11 月 21 日 の 治安 警察 法 廃止 。 12 月 17 日 の 選挙 法 公布 , 
続々 と 実行 きれ た 。 

民主 化 の 波 は 科 方 面 に も お よん だ 。1945 (昭和 20) 年 12 月 , 
や 内 大 臣 木戸 幸一 - (1889 一 1977) に 逮捕 命令 が 出さ きれ , 
りあ げ ら れる よう に な る と , 天皇 の 周辺 や 政府 は それ ぞ れ 総司 令 部 や アメ リ カ 政 府 の 医 
を 知 ろ うと つと め る よう に な っ た 。 
一 方 , 総司 令 部 や アメ リカ 政府 側 は , 天皇 制 廃止 の 場合 に 予想 され る 収 捨 し が た い 混 計 
を 避け る た め に , し ろ 直 i 員 管理 に >: 大量 制 を 利用 すべ きだ と 考え て いた 。 こ の よう な 更衣 
の 思惑 の うえ に . 1946( 昭 和 21) 年 元旦 . 天皇 が 現 御 神 で あり . 日 本 民族 が 他 民 族 に 優越 革 
る と いう 神話 を 否定 し た (いわ ゆる 人 間 宣 言 ) 略 書 の 発表 が 演出 され た の で ある 。 
同年 月 4 日 に , 日 本 政府 に 事前 連絡 が な いま ま , . 租 司令 部 か ら 公 職 追 放 令 が 発表 き 
た 。 戦 争 犯 罪人 ・ 陸 海軍 軍人 ・ 超 国家 主義 者 , 大 政 環 准 会 な どの 政治 指導 者 軍国 主義 鞭 
に 該当 する 者 を , 「 好 まし か ら ざ る 人 物 」 と し て 公職 か ら 追 放す る こと を 命 じ た も の で , “ 
放 の 終了 する 1948( 昭 和 23) 年 5 月 まで に , 旧 軍 人 を 中 心 と し て 21 万 人 が 態 免 さ れ た 。 由 礎 
内 閣 の な か か ら 6 追放 に 該当 する 関 條 が 出 た た め . 幣 原 は 5 人 の 閣僚 を 入れ か えて 改造 商 
閣 を 組織 し た 。 

全 考 | 戦争 放棄 の 提案 マッ カー サー の 
"回 想 録 * に よれ ば , 1946 (昭和 21) 年 1 月 24 日 
に マッ カー サー を 訪問 し た 芝 原 首相 の 口 か ら , 


(4) 艇 密 警 察 な どの 議 | 
共産 党員 を は じ ぬ め と 圭 
は 衆議院 議員 選挙 法 を 醒 


1015H の 浅 
11 月 6 日 の 財閥 解体 指 
2 有人 作法 公 軸 な 


皇族 梨 本 信 四 y 守 目 (1874 一 19 明 
内 外 で 昭和 天皇 の 戦争 責任 問題 大 雇 


て , 戦争 を 永久 に し な いと いう よう な こ 赴 放 
っ きり と 世界 に 声明 する こと , た だ を そ 私 講 
けが 敗戦 国 日 本 を 信用 し て も ら え る 方 法 頑 | 


日 本 は 戦争 を 放棄 し 軍事 機構 を も た な いと す と 述べ た に と ど ま る の で は な いか 。 戦 争 放置 
る 憲法 の 規定 を 設け た いと の 提案 が あっ た と を 間 法 に 盛り 込 も うと し た の は , むし ろ 順 謡 


され る が , この 部 分 の 回 想 は 多く の 研究 者 か 
ら 疑 わし いと み ら れ て いる 。 お そら く 遇 原 は . 
世界 か ら 信 用 を な くし て し まっ た 日 本 に と っ 


= ま 庄 上 全て た だ 1 
【 極 東国 際 軍 事 裁判 所 の 設置 】 A 級 戦 犯 容疑 者 と は , 体 虜 虐待 な どの 通常 の 戦争 犯 因 
は な く , 国際 条約 に 違反 し て 戦争 を 計画 ・ 開 始 . また は 遂行 し た と 申し 立て られ た 者 
な わ ち "平和 に 対す る 罪 」 に 問わ れ た 者 を 指し て いた 。 戦犯 容疑 者 は 1945 (昭和 20) 年 9 胃 ヵ 


カー サー や 総司 令 部 民政 局長 ホイ ッ ト 調 
(Whitney,。 1897 一 1969) で あっ た 。 
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ら 12 月 に か け て 硝 捕 き れ , その うち 28 名 が A | 
級 戦犯 と し て 起訴 きれ た 。1946 (昭和 21) 年 1 
月 19 日 . マッ カー サー は 極東 国際 軍事 裁判 所 
憲章 (条例 ) を 公布 し , 裁判 所 の 設置 を 命じ た 。| 
同年 5 月 3 日 に 開廷 し た 裁判 (東京 裁判 ) は , 

1948( 昭 和 23) 年 1 月 まで 続い た 。 .28 名 の 第 
中 , 大 川 周明 は 精神 障害 の た め 免 訴 と な り , 

松岡 洋右 ・ 氷 野 修身 (1880 一 1949) は 死亡 . 残 
02 名 人 上 が 証 黄 を まり た 。 る の うち | 
肥 原 賢二 ー1948) ・ 板 二 征 四 郎 ・ 広田 約 


和 き | 
当 0976c3909・ ・ 東 条 英 機 , 木村 
人 太郎 (1888 一 1948) ・ . 武藤 章 (1892 一 1948) の 東京 裁判 の 開 和 1946( 昭 和 21) 年 5 月 , 東条 ら 戦時 の 
や 旧 


2 を は 締 暫 彰 と きれ 。 同年 12 月 23 日 に 執行 き 時 指 導 者 た ち が 撤 告 席 に 閉 ん た 。 

れ た 。 従来 , 戦争 犯罪 と は きれ て こ な か っ た 「 平 和 に 対す る 罪 」「 人 道 に 対す る 罪 」 が , ドイ 
ッ の ニュ ルン ベル タク 裁 判 と 同様 に , この 裁判 に 適用 きれ た こと は 特筆 る れる べき だ ろう 。 
な お , この A 級 戦 犯 の ほか , 通常 の 戦犯 (B・GC 緩 戦 外 ) と し て アメ リガ ・ イギリス な どの 
関係 国 に より , 5700 人 余り が 起訴 きれ , 984 人 が 死刑 475 人 が 終 身 刑 の 判決 を 受け た 。 
また 昭和 天 畠 は アメ リカ の 意向 に より , 肖 犯 訴追 を まぬがれ た 。 


堪 下 内 開 に と っ て 最大 の 課題 は 新 憲法 の 制定 

= ど 五大 改革 指令 が 伝え られ た 1945 【 有 昭 和 20) 年 10 月 11 日 。 マ 
が ご ー サ ー は 乏 原 に 憲法 の 自由 主義 的 改革 を 要請 し て いた 。 こ れ を 受け て 同月 13 日 の 韻 議 
で 内 閣 を 中 心 と し た 憲法 調査 方 針 が 決定 され , 同月 27 日 に 松本 : 系 治 ( (187 一 1954) 国務 相 
を 委員 長 と する 憲法 問題 調査 委員 会 が 発足 し た 。 し か し , 1946( 昭 和 21) 年 2 月 1 日 に 『 毎 
日 新聞 』 に スク ー プ され た 松本 委員 長 試案 の 保守 性 @ に 驚い た 総司 令 部 は , 極東 委員 会 が 
同年 2 月 下旬 に 活動 を 始め る 前 に , 総司 令 部 主導 で 憲法 を つく りあ げ な けれ ば な ら な いと 
決意 する よう に な っ た 。 「 

こう し て マッ カー サー, 民政 局 (GS) 長 ホイ ッ ト ニ ー の も と で , 民政 局 次 長 ケー ディ ス 
(1906 一 ) ら を 中 心 に 起草 され だ , いわ ゆる マッ カー サー 草案 が 2 月 13 日 , 日 本 側 に 提示 
ミ れ た 。 草 案 の 骨 子 の 画 期 性 は , 主権 在 民 に 基づく 象徴 天皇 制 と 戦争 放棄 の 2 点 に あっ た 。 
総司 久 部 は , 厳し い 国際 情勢 の も と で 天皇 制 を 維持 する た め に は , この よう な 画 期 的 な 意 
法 改 正 が 必要 な の だ と 説い て , 内 閣 側 を 説得 し た 。 

内 閣 は , 英文 草 『 案 の 翻訳 の で きた 部 分 か ら 順 次 闘 議 に か ける と いう 大 急ぎ の 作業 に よっ 
て , 同年 3 月 5 日 開 議 決定 する に いた っ た 。 こ うし て 改正 染 は , 避 日 ワシ ント ン の アメ リ 
カ 政 府 と 極東 委員 会 に 届け られ た 。 極東 委 員 会 は . この 新 憲 法案 が 日 本 の 議会 に か けら れ 
る 前 に , ポッ ダム 宣言 に 反する と ころ は な いか , また ポ ツ ダム 宣言 に いう 「 日 本国 国民 の 
自由 に 表明 せる 意志 」 を 考慮 し て いる か どう が か, 十分 検討 し た いと の 立場 を と っ た 。 

これ に 対し て アメ リカ 政府 と マッ カー サー は , 日 本 の 韻 議 が 自ら 決定 し た 憲法 を 極東 次 
員 会 が 検討 する の は , まさ に 「 日 本 国 国民 の 自由 に 表明 せる 意志 」 に 干 歩 する も の に ほか な 





で あっ た 。 


- 二 い ちっ) か いじ た ET 1 ーー デ 
@ 久治 権 を 依然 と し て 天皇 に お き , 天 朱 は 神 加 に し て 不可 伊 で ある と 規定 し て いた 。 
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ら な いと 反論 し た 。 総 司令 部 は , ほとん ど 全 面 的 に 総司 令 部 の 起草 に か か る 憲法 草案 割 

この よう な 論理 で 極東 委員 会 の 関与 か ら 外 すこ と に 成功 し た 。 

【 民 間 側 私 案 】 高野 岩 三 郎 (1871 一 1949) ・ 杉 森 孝 次 郎 (1881 一 1968)・ 森 戸 辰 男 (1888 一 9 

・ 鈴木 安 蔵 ( 1904 一 1983) ら を メン バー と する 憲法 研究 会 は 1945 (昭和 20) 年 12 月 27 国 | 

「 憲 法 草案 要綱 」 を 発表 し , 内 閣 や 総司 令 部 に も 意 法 案 を 提 用 し た 。 こ の 意 法 案 は 主権 福 

天皇 の 国家 的 儀礼 行為 。 寄生 地主 制 廃止 , 改憲 規定 を も っ て いた 。 民 政局 次 長 ケ ー デ 4 杜 

が マッ カー サー 草案 を 執筆 し た 際 に , この 私 案 を 参考 に し た 点 で も 注目 され る 。 

一 方 , あい つく 民主 的 改革 の 最 申 に あっ て , 玖 党 も つぎ つぎ と 結成 され た 。 1945( 咽 

20) 年 10 月 か ら 12 月 に は , 狼 中 か ら 釈放 され た 徳田 球 一 894 一 1953) ・ 志 損 姜 雄 (1901 

1986) ら を 中 心 に し て 日 本 共産 党 が 合法 的 な 活動 を 開始 し た 。 同年 11 月 , 戦前 の 旧 無 産 四 

党 を 料 合 し て 日 本 社会 党 (書記 長 語 山 折 ) が 生成 され た 。 また , 11 月 9 日 , 旧 立 憲政 大 

系 で 戦前 の 替 選挙 に お ける 非 推薦 議員 を 中 心 に 日 本 自由 党 (所 属国 会 議員 は 43 人 , 総 

奏 山 一 郎 883 一 1959〉 ) が 結成 され , 続い て 戦前 の 旧 立 凍 民政 党 系 で , 以 替 体 制 期 に は 肉 還 

本 政治 会 に 属し て いた 議員 を 中 心 と し て 日 本 共 上 (所 必 衆院 護 中 273 人 総 坊 町 田 還 

2 0 1946>) が 結成 され た 。12 月 に は 戦前 に 産業 組合 運 還 

に 従事 し て いた 指導 者 た ち に よっ て , 資本 主義 の 修正 を め 

す 中 道 政 党 と し て , 日 本 協同 党 ( 党 首 千 石 興 太郎 87 引 

1950)) な ども 結成 され た 。 

飛 議 院 は 12 月 18 日 に 解散 され て , 各党 は 1946( 昭 和 21) 儲 

月 に 予定 され て いた (実際 は 4 月 10 日 に な っ た ) 総 選 挙 を め 中 

し て 活動 を 開始 し た 。 こ こ で , 総司 令 部 は 戦前 の 旧 将 依然 座 

る 議会 人 が 衆議院 に 復帰 する こと を 好ま ず , 保守 的 と み 馬 

た 日 本 進歩 党 や 日 本 自由 党 を パー ジ に よっ て 弱体 化 き せ 電 芽 

こう と し て 1 月 4 日 に 公職 追放 令 を 発し た 。 追 放 令 は 19 

( 賠 和 17) 年 の 東条 内 閣 の 推薦 を 受け て 当選 し た 者 を すべ で 壮 

上 賠 | 1 2: 格 と し た た め , 政界 は 大 混乱 を きた し た 。1945 (昭和 20) 促 虹 

1946 年 1947 年 1949 年 : 月, 衆議院 議員 選挙 法 も 大 幅 に 改正 され , 婦人 参政 権 も 認 誠 

本 信介 1 i 。 ら れ 。 満 20 基 以上 の 男女 に 選挙 権 が 与え られ て , 有権者 は 

政党 勢力 1) れ ま で の 3 倍 近 く , 全 人 口 の 約 50% に まで 拡大 し た 。 

こう し て 新選 挙 法 に よる 戦後 初め て の 総 選 挙 が , 翌年 @ 朋 

東 久 週 宮 稚 彦 旦 族 1945.8 に 行わ れ た 。 戦 前 か ら の 代議士 の か な り の 部 分 が 公職 追 旋 葉 

淀 原 喜 重 郎 買 族 院 1945.10 れ た の で , 新人 代議士 が 8 割 を 占め , 社会 主義 政党 の 進出 

古田 成 W 日 本 目 由 光 1906.5 | 9 名 の 女性 議員 の 当選 な ど 新 鮮 味 も あっ た 。 こ れ ら の 議員 還 
片山 折 日 本 社会 党 1947.6 Rby 

半田 均 民主 党 19483 | よっ て , 新 憲法 の 審議 が な され た の で ある 。 

吉田 茂 ② 民主 自由 党 1948.10 第 一 賞 と な っ た 日 本 自由 党 の 党首 は 鳩山 一 郎 で あっ た 妖 

吉田 茂 ③ 民主 自由 党 1949.2 | 選挙 後 の 5 月 3 日 , 鳩山 に 対し て 総司 令 部 か ら 強 引 な 公職 

= 2 うら 3 2 放 の 覚書 が 出さ れ , 急きょ , 前 内 閣 で 外相 を 務め て いた 娠 

ーー こと テア を 索 Gazs1969) が これ に か わる こと に な り , 1946( 昭 和 21) 

戦後 の 内 閣 表 (1) 5 月 22 日 , 日 本 自由 党 と 日 本 進歩 党 の 連立 で 吉田 茂 内 閣 が 計 
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生 し た 名 。 

新 意 法 は 手続 き 上 明治 憲法 を 改正 する 形 を と り , 憲法 改正 草案 は , 1946( 昭 和 21) 年 6 
月 8 日 枢 審 院 で 可決 され , 同月 20 日 第 90 帝 国 議会 に 付議 され た 。 議 会 制度 の 改正 は 日 本 国 
写 法 の 制定 後に な され る べき も の で あっ た か ら , ここ で は 戦前 の 制度 に し た が っ て 。 准 
議会 の 衆議院 と 貴族 院 の 審議 を 経る こと に な っ た 。 草案 は 8 月 24 日 に 新しい 議員 た ち に よ 
っ て 衆議院 で 修正 可決 , 10 月 6 日 に 貴族 院 で も 修正 可決 され た 。 こ うし て 日 本 国 憲 法 は 11 
月 3 日 公布 。 1947 (昭和 22) 年 5 月 3 日 施行 され た 。 

区 考 ] 憲法 草 寄 の 修正 非 公 開 だ っ た 衆 議 ン ) 条項 の 追加 が 要請 きれ た の で ある 。1996 
孔 法 改正 案 委 員 会 小 委員 会 の 議事 記録 が (平成 8) 年 1 月 , 貴族 院 稚 国 憲法 改正 案 特別 
1995 (平成 6 ) 年 9 月 に 公開 され た 。 そ の 結果 , 委員 会 小 委員 会 の 審議 内 容 を 記録 し た 筆記 要 
委員 会 と 小 貞 会 会 双方 の 委員 長 で あっ た 芦田 宮 が 公開 され た 。 そ れ に よっ て 憲法 第 66 条 2 
均 (1887 一 1959) の 憲法 第 9 条 に 関す る 修正 項 の 文民 条項 は , 極東 委員 会 か ら 総司 令 部 へ 
追加 の 実態 が 明らか に な っ た 。 芦 田 は , 9 条 」 要請 が あっ た た めで ある こ と が わか っ た 。 日 
2 項 (p.466 参 照 ) の 冒頭 に 「 前 項 の 目的 を 達 す 本 国 憲 法 に 文民 条項 が 追加 きれ た の は , この 
る た め 」 と の 字句 を 挿入 し て 眉 正 し た 。 こ の 貴族 院 の 修正 段階 だ っ た こと が わか る 。 軍隊 
董 田 履 正 を みた , 極東 委員 会 の メン バー 国 の を も た な い は ず の 日 本 に 軍人 は 存在 し な い の 

な か に , こう な る と 自衛 の た め の 軍 隊 保 持 が で は な いか , と の 建て 前 か ら す れ ば ,。 い か に 
可能 に な っ て し ま う と の 佐 恨 が 生 まれ , これ も 奇 な この 条項 が , 第 9 条 の 芦田 眉 正 が ら 
を 受け て 。, 憲法 第 6 条 2 項 の 文民 (シビ リア み で 追加 きれ た エピ ソー ド で ある 。 
マッ カー サー 草案 が その まま 日 本 国 憲 法 に な っ た わけ で は な く , 
政府 染 の 段階 で 修正 きれ た も の や , 帝国 議会 の 審議 の な か で 追加 

. 修正 きれ だ 部 分 も あっ た 。 草案 で は , 国会 を 一 院 制 と し て いた も の が , 日 本 側 の の 強い 希 

寧 で 二 院 制 に ヵ な っ た 上 真 . また 衆議院 修正 段階 で は 戦力 不 保持 に つい て の 限定 (第 9 条 ), 国 
民 の 生存 権 ( 第 25 条 ) の 追加 貴族 院 修正 段階 で は 文民 条項 (第 66 条 ) の 追加 が あっ た 。 | 

日 本 国 憲法 は 主権 在 民 ・ 平 和 主 義 ・ 人 権 尊重 の 3 つの 柱 を 基本 原理 と し 、 天 量 を 日 本 国 
の 象徴 と 位置 づけ て いる 。 戦 争 放 友 に つい て は 第 9 条 で , 「 国 権 の 発動 た る 戦争 と , 武力 
に よる 威 呆 又 は 武力 の 行使 は , 国際 紛争 を 解決 する 手段 と し て は , 永久 に これ を 放 乗 す 
る 」 と 規定 し た 。 国 会 は 国権 の 最高 機関 で ある と, 明確 に 位置 づけ た 点 も 注目 され る 。 国 

会 は , 衆議院 と 参議 院 の 2 院 で 構成 され , 内 閣 総 理大 臣 を 指名 する 権限 を も っ て いる 。 こ 
の よう に 国会 ム と くに 衆議院 の 信任 を 存立 の 基 確 と する 議院 内 閣 制 を 採用 し た 。 ま た 日 本 
国民 の 基本 的 人 権 を , 「 侵 すこ と の で き な い 永久 の 権利 」 と 定義 し 。 自由 権 ・ 平 等 権 ・ 儲 会 
権 ・ 参 政権 ・ 請 求 権 を 規定 し て いる の も 画 期 的 な も の で あっ た 。 

改正 され た 新 憲法 の 施行 と 同時 に , 地方 自 治 法 が 1947 (昭和 22) 年 公布 きれ た 。 こ の 法律 
は 都 道 府 県 知事 ・ 市 町 村長 を 公選 と し , 地方 の 政 活 や 行政 は その 地方 の 住民 の 意思 に 基 
づい て 行わ れる こと で , 地方 を 国 か ら 独立 し た 法人 格 で ある こ と な ど を 規定 し だ 。 こ れ は 
温 前 の 内 務 省 時 代 の よう な , 官 の 任命 に よる 知事 (官僚 ) と は まっ た く 異 な る 制度 と な り , 
この 年 の 未 に は 内 務 省 も 旧 克 察 制度 の 廃止 と 同時 に 解体 され た 。 和 警察 法 は 1947【 賠 和 22) 年 
明 さ れ た た めで ある と 伝え られ て いる 。 
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第 第 第 第 第 決 の る 官 い を 協 を 
動 一 及 ② む な 二 い こ 一 れ ② 放 の に 九 つ 一 意 公 崇 3 日 言 や 確 和 通 富 講 
を 八 び 権 五 永 の 一 を 径 行 希 条 て 条 し 正高 本 し う 保 に じ 臣 邊 
す 条 公国 利 条 久 憲 条 保 前 す 使 求 "た と な 国 "に し ょ て 』 計 
る 衆 は を の 法 _ 振 項 る は し 旧 こ 天 “だ 醒 理 民 こ に こす .^ る 行 。 識 
権 勤 術 " 有 す 権 が 国 し の “" `、 本 の 皇 : 義 想 は の る 政 成 動 日 四 
利 労 生 すす べべ 利 国 民 な 目 国 国 国 地 は : に を ' 電 こ 府 果 し 李 
は 者 の べ る て と 民 は い 的 際 権 民 位 ` 信 深 恒 法 と の と ' 国 % 
"の 南 て " 国 し に よ "を 紛 の は は 日 頓 く 久 を を 行わ 民 
| こ 団 上 の 長 て 保 え 国 達 和 争 発 " "本 し 自 の 確 決 放 お れ せ は 
れ 結 及 生 は ' 障 この す を 動 正 主 国 て 覚 平 定 意 に が ら ` 

| を す び 活 現す ム 交 る 解 た 義 権 の  ` す 和 す し ょ よ 国 と 正 
保 る 増 部 健在 る 正 戦 た 決 る と の 象 わる を る ' つ 人 金 わ 当 
障 権 進 面 康 及 基 央 権 め す 戦 秩 存 徴 れ の 念 ” こ て 土 れ に 
す 利 に に で が 本 高 は る 当 序 す で ら で 願 : こ 再 に ら 選 
る 及 努 つ 文 将 的 ' 陸 手 と を る あ の あし : に びわ の 挙 

が 6Q 。 代 末 人 人 で 提 邊 ご 開 還 りり 容 つ ド 主 央 た 大王 

団 な て 的 の 権 め れ 空 と 武 調 本 日 全て 人 権 争 つ 孫 れ 

体 け な 国 は 革 を 軍 し 力 と 国 本 と " 間 が の て の た 

ば 会 低 に 保 名 め の は よる の 展 存 和 呈 民夫 四 め 人 

( プ (は 守 区 に f 款 

そ な 福 限 与 す 詰 な 他  ` る 国 総 続 を を の に が の に に 

の ら 祉 度 へ こ 街 い の 永 威 際 意 合 保 愛 関 存 起 も ` お お 

他 な の ら と に 戦 久 貴 平 に の 持 す 作 する た 諸 契 

の い 社 生れ の と 力 に 双 和 碁 象 し る を る : ご らら 同軸 

団 、? 会 括る で 人 憲 は こ は を く 路 。 よ 茜 支 こ 湖 嘆 案 相 

体 保 を “" き 生 ) れれ 武 誠 "で う 国 配 と | 礁 富 記 表 

伯 竹 。 。 な や と を 刀 表 。 。 ちち 民 す を 党首 























末 に 公布 され , 1948( 昭 和 23) 年 3 月 7 日 に 施行 きれ た 。 そ れ は 従来 の 中 央 集権 的 な 国 仙 
祭 の 原理 を 徹底 的 に 改正 し, 自治 体 警察 と 国家 警察 の 2 本 立て と し た も の だ っ た 。 遇 
【 自 治 体 警察 】 自治 体 警 察 は , 市 お よび 人 口 5000 人 以上 の 町 村 に お か れ た 。 市 町 村長 
轄 の も と に , 民間 人 か ら な る 公安 委員 会 を お き 。 この 自治 体 警 察 を 管理 きせ た 。 自 治 株 
祭 は , 原理 上 , 中 央 の 国家 権力 か ら 何 ら の 指揮 も 受け な いこ と に な っ た 。 こ れ ら の 経費 W 
その 自治 体 が 負担 する こと と され て いた 。 し か し , 層 小 自治 体 の 財政 負担 が 大 きか っ 
と , また 政府 も 警察 権 の 一 元 化 を は か っ た た め , 1954( 昭 和 29) 年 6 月 新しい 警察 法 を 天 

3 
民法 も 1947( 明 和 22) 年 に 大 幅 に 改正 され , 家中 心 の 戸主 制度 を 廃止 し , 男女 同 権 の 閑 
い 家族 制度 を 定 E め 。 戸主 の 家族 員 に 対す る 支配 権 は る * 定 され , 者 相 朱 制度 に か え で 放 
の 均 分 相続 が 認め られ . 婚 句 ・ 家族 関係 に お ける 男性 優位 の 諸 規定 は 廃止 され た 。 た 門 
個人 別 で は な く , 夫婦 と その 子 を 単位 と する 戸籍 制度 は 存続 し た 。 刑事 訴 設 法 も 人 権 
重 を 主眼 に 全面 改正 きれ , 刑法 の 一 部 改正 で 不敬 罪 ・ 女 通 罪 な ども 廃止 きれ た 。 
5 占領 期 の 経済 改革 は , 財閥 解体 ・ 独 占 禁止 , 農地 改革 問 
改革 の 3 大 改革 を 中 心 と する 占領 初期 の 改革 (いわ ゆる 還 
化 ) と ,「 経 済 安定 九 原則 」 お よび ドッ ジェ ライ ン を 中 心 と する 占領 後期 の 改革 (市 場 綱 
化 ) の , 性 格 の 異な る 2 つの 改革 か ら な っ て いた 。 
まず , 占領 初期 の 改革 に お ける 経済 の 民主 化 は , 財閥 解体 ・ 農 地 改 革 ・ 労 働 組合 の 
の 3 本 柱 で 行わ れ た 。 所有 権 を 否定 する ほど の 上 厳し さき で 財閥 解体 が 推進 きれ た の は , 還 
国 主 義 の 永久 排除 」 と いう ポッ ダム 宣言 の 基本 原則 の 上 に , 「 経 済 の 非 軍事 化 」 が ア 旭 
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政府 の 占領 政策 の 主要 目標 の ー つ と きれ て いた か ら で あ る 。 こ れ ら の 改革 の 目的 は , 戦前 
の 日 本 資本 主義 の 不当 に 強い 国際 競争 力 を 解体 する こと に お か れ た 。 低 賃金 労働 者 を 大 量 
に 生み 出す 背景 と し て の 農村 の 地主 的 土地 所 有 制 , 封建 的 経営 主義 を 奉 ず る 家族 コン ツェ 
ルン (財閥 )。 労働 運 動 を 抑圧 する 体制 . これ ら が 日 本 の 軍国 主義 を 支え た 経済 力 の 温床 だ 
と みな され た か ら で あ る 。 

財閥 解体 を 立案 し た アメ リカ 側 の 担当 者 は , 財閥 が 政治 的 な 面 で は , 
軍国 主義 に 対抗 する 勢力 と し て の 中 産 階級 の 勤 典 を お さえ る 働き を 
し , 経済 的 な 面 で は , 労働 者 に 低 賃金 を 強制 し て 国内 市 場 を 狭 陰 に し , 輸出 の 重要 性 を 
高め て 章 国 主義 的 侵略 へ の 衝動 を も た らし た も の と 考え て いた 。 戦前 の 財閥 の 特徴 は , 同 
族 支 配 ・ 進 出 部 門 の 独占 ・ 経 営 の 多角 化 の 3 点 に まとめ られ る 。 な か で も ゃ 同族 支配 と は , 

例え ば 三井 の 場合 で あれ ば , 三井 本 社 が 会 社 の 株 式 を 保有 し て お り , 会 社 の 経営 上 の 主要 

な 問題 は すべ て 本 社 の 許可 が 必要 と され , 各社 の 重役 人 事 も 本 社 で 行わ れる よう な シン ステ 
ム を 指す 。 また , 事実 , 財閥 の 規模 は 大 き な も の で あっ た @。 29e spoe oe 

1945 (昭和 20) 年 11 月 , 総司 人 令 部 は 持株 会 社 解体 指令 を 発し , 三井 ・ 三 菱 ・ 安田 を 
は じ め と する 15 財 閥 の 資産 の 凍結 ・ 解 体 を 命令 し た 。 こ れ に よっ て , 時 間 の 本 
停止 し た 。 翌 年 8 月 持株 会 社 整理 委員 会 が 発走 し 。 持株 会 社 ・ 財閥 家族 か ら 議 渡さ れ た 有 
価 証券 を 一 般 に 売却 し , 同時 に 公職 追放 (経済 パー ジ ) も 進行 し , 持株 会 社 を 頂点 と する 株 
と 人 に よる 支配 は 解体 され た 。 4 大 財閥 を は じ め と する 10 財 閥 家族 56 名 は , 保有 株 式 を 持 
株 会 社 整理 委員 会 に 委譲 し , . 一 切 の 会 社 役員 の 地位 か ら 離 れ た 。 

1947 (昭和 22) 年 4 月 14 日 の 独占 禁止 法 。 同 年 12 月 18 日 の 過度 経済 力 集中 排除 法 $, 同様 
の 考え 方 に 基づい て 制定 され た 。 独占 禁止 法 は , 将来 に わた っ て 独占 を 禁止 する 措置 で あ 
る が , 国際 的 に みて 最も 厳格 な 法律 と いわ れ た も の で , トラ スト の 結成 や 一 切 の カル テル 
行為 の 禁止 は も ちろ ん 。 国際 カ ル テ ル へ の 加入 , 会 社 役員 の 兼務 , 法人 が 他 の 法人 の 株 王 
に な る こと まで 禁止 し て いた 。 し か し 1948( 昭 和 23) 年 に な る と , 外資 導入 の 妨げ に な る こ 
と か ら , 国際 カル テル へ の 加入 禁止 事項 な ど は 緩和 きれ た 。 

過度 経済 力 集 中 排除 法 は 既存 の 巨大 独占 企業 を 分 割 す る 措置 で ある が , この 法律 制定 の 
背後 に あっ た 発想 は , 市 場 に お ける 自由 競争 を 確保 する た め に , 独占 的 な 企業 が 存在 し な 
いよ うに すべ きだ と いう ,. か な り 理 念 的 な も の で あっ た 。 そ の た め 当 初 は 325 社 を 指定 し 
た が , この 法 の 実施 期間 が 占領 政策 の 転換 期 で ちあ っ た た め に , 実際 の 分 割 は , 日 本 製鉄 , 
三菱 重工 業 な ど 11 社 に と ど ま っ た 。 こ の と き に 銀行 が 当初 か ら 分 割 の 対象 に きれ な か っ た 
と 誠人 あう の ち に 旧 財 閥 系 の 各社 は , 銀行 『 を 中 心 に 新 企業 集団 の 形成 に 問 か っ た 。 


戦前 た に お いて は , 農地 の 約 47% は 小 作 地 で , 農民 の 約 70% が 小作 農 
農地 改革 


も し く は 自 小作 農 だ っ た 。 総 司令 部 は 細分 化 さ れ た 小作 地 と 高い 小 
作料 が , 戦前 の 日 本 を 対外 侵略 に 駆り 立て た と 理解 し て いた が , ポッ ダム 宣言 に も "初期 
の 対日 方 針 」 に も , 農地 改革 に あたる 構想 は みあ た ら な い 。 そ れ は 急激 な 変革 が 食糧 生産 
に 悪影響 え を およぼす こと を 考慮 し て , 明記 し な か っ た と いわ れ て いる 。 
住友 


@ 例え ば , 1937( 昭 和 12) 年 の 時 点 で , 全国 の 会 社 の 株 式 の う ち 。 三井 が 9.5%, 三菱 が 8.3%5, 


が 5.1 沈 。 安田 が 1.7 児 と 4 大 財閥 だ け で 24.6% の 株 を 所 有 し て いた 。 





468 第 4 部 近代 ・ 現 代 





1938 年 | 自作 地 592 売 
自作 地 と ーー 区 テー - 
在 村 地 主 1 ーー ニ 
保有 限度 |349 年 | 570 
自 小 必 地 “ 
1938 年 自作 3Q0 自 小 ・ 
、 保有 限度 自 小作 別 の EE ーー 
= 
上 EE 軒 還 





地主 3 ・ 自 作 2 
| 作 5 名 。 
金 納 。 小 作 人 の 
希望 で 物 納 も 


5 撤 以 下 反 一! 町 | 5 町 lz 一 
I | = 
ee 
] 農 宣 比率 
"し | =m 計 


| 反 三 917 ア ー ル IO 反 三 | 町 
・ 農地 改革 表 い 農林省 統計 調査 局 資料 より ) 








農地 政 革 の 要点 


農地 改革 指令 は 1945 (昭和 20) 年 12 月 9 日 に 出 き れ , 1946 (昭和 21) 年 2 月 か ら , 
よっ て 推進 され た 第 一 次 農地 改革 は 日 中 戦争 下 の 1938( 昭 和 13) 年 に 制定 され て いた 農 
調整 法 の 改正 12 月 29 日 公布 」 と いう 形 で 進行 し た 。 こ の 改正 で 小作 料 は 金 納 化 き れ 』 
在 地主 の 全 貸付 地 , 平均 5 町歩 を 超え る 在 村 地 主 の 貸付 地 を 開放 の 対象 と し た が , 総 一 | 
部 か ら は 不 十 分 と みな され た 。 

同年 10 月 か ら 1950( 昭 和 25) 年 7 月 まで 実行 され た 第 二 次 農地 攻 革 は 
正 と 自作 農 創設 特別 措置 法 の 制定 に よっ て 行 われ た 。 総 司令 部 は こ の 案件 を 対日 理事 作 
付議 し , ソ連 ・ イ ギリ ス が 改革 の 試案 を 提出 し た 。 総 司令 部 は , ィ イギリス 案 を 内 子 と 議 
必 草 案 を 日 本 に 提示 し , 不在 地主 の 全 貸 付 地 と 都府県 平均 1 町 歩 ( 北 海道 は 4 町 歩 ) を 超 
る 在 村 地 主 の 貸付 地 を 国家 が 強制 的 に 買収 し て , それ を 小作 人 へ 優先 的 に 売り 渡す こ 
し た 。 こ うし て , 農地 調整 法 に 基づき , 農地 委員 会 が 市 町 村 ・ 道 府県 に 設置 され た 。 名 
は 地主 的 色彩 の 濃い 組織 で あっ た が , 第 二 次 農 地 改 革 に 際 し て , 各市 町 村 の 農地 委員 仁 
員 は 地主 3, 自作 農 2, 小作 農 5 の 割合 で 選出 きれ る よう に な っ た 結果 , 性 格 が 一 変 l 
改革 の 実行 機関 と し て の 性 格 が 付与 され た 。 

農地 改革 の 結果 , 500 万 町 歩 の 耕地 の うち , 200 万 町 歩 が その 所 有 者 を か え , 小作 地 田 
方 町 歩 の 80 光 が 開放 され , 自作 農 が 大 量 に 創出 され た 。 小作 地 は わずか 10% に な っ た 計 
作 農 も 5 % に まで 減少 し た 。 地 主 は 小作 地 を 売却 し な けれ ば な ら ず , 地価 が も と も と 個 語 
に 設定 され て いた こと に 加え イン フレ ーション の 進行 に より さら に 安い も の と な 編 還 
村 に お ける 地主 の 社会 的 地位 も 下落 し た 。 
水稲 の 10a 当り の 収穫 量 は , 明治 時 代 初 期 平均 200kg ( 去 米 ), 昭和 戦前 期 約 300kg 電 
っ た が , 1960 年 代 に は 約 400kg に 達し た 。 戦 前 に 50 年 か か っ て 達成 し た 収穫 増量 を 。 関 
改革 の 結果 , わずか 10 数 年 で 達成 し た こと に な り , その 意義 の 6 大 きき が わか る る 。 こう 剛 
農民 の 生活 水準 が 上 が っ た た め に 購買 力も 上 昇 し . 連 司 令 部 の 思惑 どおり に , 国内 消 環 
場 が 拡大 する こと に ヵ 


農地 調整 法 の 橋 


まつ た 。 




















ーー 
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| 働 全 数 と 推定 租 織 率 ( 学 働 名 調べ より ) 





_: 労働 組合 の 組織 化 系 較 
総司 4 は 1945 (昭和 20) 年 10 月 11 日 の 天 改 事 指令 * で , すでに 労働 
者 の 団結 権 の 確立 を 求め て いた 。 日 本 側 の 原案 に 総司 令 部 の 若 十 の 
修正 が 加わ っ て , 同年 12 月 に 労働 組合 法 が 制定 され , 団結 権 ・ 団 体 交 渉 権 ・ ス トラ イキ 権 
が 保障 きれ た 。 こ の た め組 合 員 は , 戦前 の 最高 40 万 人 か ら , 1948( 昭 和 23) 年 に は 660 万 人 
に 増大 し 。 1949( 昭 和 24) 年 の 組織 率 も 56% 近 くに 達し た 。 こ れ ら の 組合 は , 戦前 の 労働 花 
同時 の 系 譜 を 引く 日 本 労働 組合 総 同盟 総 同盟 ) や 日 本 共産 党 の 影響 力 が 大 きか っ た 全日 本 
族 業 別 労働 組合 会 議 ( 産 別 会 議 ) な ど に 組織 され て 活発 な 運動 を 展開 し た 。 

労働 組合 法 に 続い て 1946 (昭和 21) 年 9 月 , 労働 関係 調整 法 が 制定 され た 。 こ の 法 は 労使 
関係 が 貞 迫 し た よう な 事態 に 際 し , 労働 組合 法 に よる スト ライ キ 権 保障 を 前 提 と し て 錠 作 
千 議 の 予防 ・ 解 決 を は か ろう と し た も の で あっ た 。 さら に 1947 (昭和 22) 年 4 月 , 労働 基準 
法 が 制定 され , 週 48 時 間 労働 女子 お よび 年 少 者 の 深夜 就 朱 禁止 な ど 働 条件 の 最低 差 
準 を 規定 し た 。 以 上 の 3 法 を 合わ せ て 労働 三 = 法 と 呼ん で いる 。 ま た 1947 (昭和 22) 年 , 日 本 
社 会 党首 下 の 片山 村 (1887 一 1978) 内 閣 の も と で , 労働 省 が 設立 され た 。 

ve 教育 改革 も , 五大 改革 指令 で 大 体 の 方 向 が 志 さ れ て お り , 総司 令 部 

の な か で は 。 民間 情報 教育 局 (CIE) が これ ら の 問題 を 担当 し た 。 ま 
ず 1945 (昭和 20) 年 10 月 , 軍国 主義 的 教育 が 停止 され , 教科 書 の 軍事 関係 部 分 の 削除 が 指令 
2 を つい で 好戦 的 国家 主義 者 や 侵略 の 積極 的 推進 者 を 教職 か ら 追放 する 教職 追放 が 行 
われ た 。 同年 12 月 に は , 修身 ・ 日 本 歴史 ・ 地理 に つい て , 旧来 の 教科 書 に よる 授業 停止 
命令 が 出さ きれ, 新しい 教科 書 の 『 く に の あゆ み 。』『 日 本 の 歴史 』 な ・ ど が 急きょ 編 時 され, 『 あ 
た らし い 憲 法 の は な し 」 も 刊行 きれ た 。 日 本 史 の 教科 書 と し て 刊行 きれ た 『 く に の あゆ み 』 
は , 建国 神話 か ら で は な く , 石器 時 代 の 考古 学 的 記述 か ら 始ま る も る の で あっ た 。 地 理 は 
1946 (昭和 21) 年 6 月 29 日 か ら , 歴史 は 10 月 21 日 か ら 授業 が 再開 され た 。 こ れ ら の 措置 を 中 
まあ な 676 殿 1947( 昭 和 22) 年 9 月 か ら は 社会 科 と いう 新 科 目 が スタ ー ト し , 新 時 代 の 
公民 育成 が め ざ き れ た 。 





戦前 ・ 
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尋常 小学 校 0ー 
(国民 学校 初等 科 ) 32 





が 





くに の あゆ み 上 ( 諾 ) と 下 ( 右 ) 
戦後 の 学制 の 比較 


アメ リカ か ら は , ニュ ー ヨ ー ク 州 の 教育 長官 に 就任 し て いた 人 物 を 団長 と する 教育 便 
団 が 1946 (昭和 21) 年 3 月 5 日 か ら 4 月 1 日 まで 来 日 し , 教育 行政 に つい て は , 都 道 府 


市 町 村 に 公選 の 教育 委員 会 を お く こ と , 義務 教育 で 六 ・ 三 制 を と る こと な どの 教育 改革 
動 千 し た 。 
これ に 基づい て , 1947( 昭 和 22) 年 3 月 31 日 , 民主 主義 的 教育 理念 を 明示 し , 教育 の 機 


均等 , 9 年 間 の 義務 教育 男女 共学 な ど を うた っ た 教育 基本 法 が 公布 ・ 施行 され た 。 細 
に 制定 され た 学校 教育 法 は 教育 基本 法 の 理念 を 具体 化し , 大 ・ 三 ・ 三 ・ 四 制 の 単線 型 党 
体系 を 規定 し て 4 月 か ら 新 学 制 が 発足 し た 。 ま た 教育 の 地方 分 権 を めざし , 1948( 昭 和 
年 7 月 に 教育 委員 会 法 を 公布 し , 公選 制 の 教育 委員 会 を 都 道 府 県 ・ 市 町 村 に 設置 する 媒 
に な っ た 。 
【 教 育 勅語 の 失効 】 教育 制度 の 民主 的 な 改革 の 結果 , 教育 勅語 や 修身 ・ 軍 事 教練 に 象 籠 

れる 戦前 の 教育 の 諸 要 素 は 一 掃き れ た 。 そ の な か で も , 教育 勅語 に つい て は 格別 の も の 
みな 沙 人 だ 8 妹尾 河 章 『 少 年 H』 上 巻 (講談 社 。 1997 年 )148 頁 の 記述 を 引い て お こう 。 

「 祝 日 や 記念 日 は - "年 の うち 十 四 日 も あっ た が , 学校 が 丸ごと 休み に な る 日 は 少な 貞 
紀元 節 ( 二 月 十 日)。 春 季 皇 霊祭 ( 三 月 の 春分 の 日 ), 天 長 節 ( 外 月 二 十 九 日 )。 明 深 

( 十 一 月 三 日 ) な ど に は , 教育 勅語 が 読ま れ , その 式典 の 間 ず っ と 直立 不動 の 姿勢 で 立 記 
いな く て は な ら な か っ た 。 祝日 嫌い は H だ け で は な く , どの 生徒 も 式 は 苦手 だ っ た 軒 

長 先 生 が 巻物 に な っ て いる 教育 勅語 を 恭 し く 読 む 間 は , 全員 頭 を 下げ た 姿勢 で , 三 募 
ほど 絶対 に 動い て は いけ な いこ と に な っ て いた 。 そ れ が 特に 苦痛 で あっ た 。」 
8 空襲 に よる 戦災 , 因 産業 の 崩 圭 な ど に より 経 

串 豆 初期 の 社会 と 政治 能 が 麻痺 し た な か で , 軍人 の 復員 , 海外 居留 
引揚 げに より 人 口 が 急増 し た 。 そ し て 米 の 記録 的 な 凶作 @ も あっ て 」 生活 物資 は 板 度 還 
足し た 。 海 外 か ら 復 貞 す べき 軍人 は 約 350 万 人 と 見 積 も ら れ , 軍需 工場 の 労働 者 が 約 400 
人 , 引揚 げ 者 が 約 280 万 人 , その 他 を 加え る と , 失業 者 は 全体 で 約 1400 万 人 に の ぽ る 瑞 
られ て いた 。 


その うえ , 人 々 は 農村 へ 買い 出し に 出かけ , 各地 に 闇市 が 生ま れ , 悪性 の イン フレ 愉 


@ 1945 年 の 米 作 は 587 万 (。 1940 一 44 年 の 平均 米 作 は 911 万 t で あっ た 。 































払い 分 が 決済 され た こと や 傾 貯 金 引き 出し に よる 換 
| 物 行動 が 激化 し た こ 


| 方, エネ ルギー 供給 と いう 点 で は , 石炭 生産 の 
落ち 込み が 目立っ た 。 そ も そる や 戦時 の 増産 に 従事 さ 
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行 し て いた 。 了 戦争 終結 と と も に , 隙 時 軍事 費 で の 壇 
と な どの た め に , 市 場 へ の 通貨 


供給 量 が 急 に 増え て お り , 1945( 昭 和 20) 年 11 月 か ら 
邊 活 物 資 を 中 心 と する 物価 が 急速 に 上 昇 し 始め た 。 


六 軸 中 夫 


に | 
基 
3 


せら れ て いた の は , 朝鮮 半島 や 中 国 か ら 強 制 的 に 連 
行き され た り , 捕虜 と し て 連れ て 来 ら れ た り , 半 強 制 
的 に 募集 る きれ た 人 々 が 多かっ た 。 日 本 の 敗戦 と と も 
に 。 これ ら の 人 々 を 迅速 に 本 国 に 帰す こと が , 総司 
谷 部 の 考え を で あっ た か ら , 労働 力 の か な り の 部 分 が 


り 
ぐ ご 旨 狂 二 は 
ン 
幣 び で 


昌 
み 
1 
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プ 
牛 肉 
H 卵 
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莉 
さ 
大 
(ee 
り 
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な く な っ た こと も あり , 石炭 生産 が 減少 し た の で あ ば 
る 。 茶 
【 復 員 と 引揚 げ 】 敗戦 時 , 海外 に いた 軍人 は 約 | ふか し いも 
310 万 人 と いわ れ , 民間 邦人 ・ 居 留 民 も 約 320 万 人 | 水 あ め 


いた 。 こ の よう な ぼう 大 な 数 の 日 本 人 が , ー 夜 の 

うち に 信 虜 ・ 難民 と 化し た が , 国内 の 船舶 は ほ と 

ん ど 甲 沈 き され 。 運航 の た め の 満足 な 燃料 も な い , 

と いう 状態 に お か れ た 。 内 地 の 国 民生 活 も 苦し か 

っ た の で 。 日 本 政府 は 8 月 末 の 時 点 で は , 外地 民 

間 人 の 帰 恒 を あき ら め , 現地 定着 を 方 針 と し た こ 

と も あっ た 。 し か し , 軍人 の 復員 ・ . 民間 人 の 引揚 げ は 1945 (昭和 20) 年 1 月 ころ か ら 軌 道 に 

乗り , 4 年 後 の 1949 (昭和 24) 年 12 月 末 ま で に ., 9 割 強 の 人 々 が 帰還 を 果たし た 。 ソ連 還 管 

中 ( 滴 ・ 北緯 38 度 以 北 の 朝 鮮 ・ 権 大 ・ 千 鳥 ) で は 抑留 ・ 強 制 労働 な ど が 行わ れ , ソ連 

か ら の 引揚 げ は 1957 (昭和 32) 年 ころ まで か か っ た こと は 無 可 で き な い が , 中 国 管轄 (上 H 

満州 を 除く 中 国 . 台湾 , 北緯 16 度 以 北 の 仏 領 イ ンド シナ ) か ら の 帰 恒 者 の 一 定 地点 へ の 集 

結 か ら 帰 国 まで の 死亡 率 が , 5 % に と ど ま っ た こと は , 日 本 軍 の 戦時 中 の 行い を 思う と き , 

荻 き を 禁じ えな い 。1946( 昭 和 21) 年 5 月 まで に 中 国 か ら 帰 国 し た 軍人 と 民間 人 は , 連 計 で 

166 万 人 を 超え , 8 割 を 超え る 人 々 が 帰 語 で きた 。 

こう し た な か で , 幣 原 内 閣 は イン フレ を お さえ る た め に 。 国民 の 手持 ちの 現金 を 全部 拓 
金 きせ ( 聞 金 封鎖 ) 新 円 を 発行 し て , 1 世帯 当り 500 円 だ け を 現金 で 渡す こと に し て 引き 
出し を 制限 すれ ば , 通貨 を いっ き ょ に 収納 させ る こと が で きる と 考え た 。 これが, 1946 
(昭和 21) 年 2 月 の 金融 緊急 措置 令 で ある が : 効果 は 長続き し な か っ た 。 

金 解 禁 の 際 , 新平 価 解 禁 を 唱え て 井上 準 之 助 蔵相 の I 旧 平価 解禁 方 針 に 反対 し 。 また 戦前 
期 に あっ て 満州 放棄 を 唱え た 自由 主義 的 な エコ ノミ スト 石橋 港 山 (1884 一 1973) が 1946 ( 昭 
和 21) 年 吉田 内 閣 の 蔵相 に 就任 し た 。 石橋 は , 設備 や 人 が 余っ て いる な ら ば , 大 胆 に 資金 
を 散布 し て 生産 を 刺激 する べき だ と 考え , 国立 の 銀行 の 一 種 と し て 1947( 昭 和 22) 年 1 月 , 
復興 金融 金庫 ( 復 金 ) を 創設 し , 重要 な 産業 (石炭 ・ 電 力 ・ 海運 ) に 資金 を 供給 し 始め た 。 こ 
の よう に 復 金 が 設備 復興 に 果たし た 役割 は 大 きか っ た 。 


人 顔 
| 上 

っ 
ご 喘 





闇市 場 の 値段 警視 庁 経済 第 3 課 調べ で , 1945 
年 10 月 の も の 。 (神田 文人 『 昭 邊 の 歴史 』8 pl160 貞 よ 
り ) 
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頭 を 抱え 込む 伊 井 議長 1 月 31 日 午後 、 マ ッ カ ー サ ー の 命 
令 に より 二 ・ 一 スト の 中 止 が 決ま っ た 。 伊 井 議長 は 一 歩 後 ” (昭和 20) 





















0 リレー 
1945 年 46 7 48 49 


退 一 義 前 進 と 訴え た 。 戦後 の 経済 界 の 動き 本邦 経済 統計 』 よ り ) 


有沢 広 巳 (1896 一 1988) ・ 大 来 佐武 郎 (1914- ) ら か ら な な る 吉田 首相 の 私 的 話 問 機関 で あ 因 
た 「 石炭 小 委員 会 」 は , 復 金 の 融資 を 最 優先 で まわ し て , 総司 令 部 に 認め られ た 輸入 重 酒 春 
使っ て 鉄鋼 生産 を 行い 増産 され た この 鋼材 を 炭鉱 に 投入 し , そう し て 増産 され た 石 内 放 
また 今度 は 鉄鋼 業 に まわ す と いう 構想 を 準備 し , 3000 万 t の 石炭 生産 を 目標 に か か げ 才 
これ は 傾斜 生産 方 式 と 呼ば れ . 1947 (| (昭和 22) 年 6 月 に 成立 し た 日 本 社会 党 の 凡 遇 1 
と で 実行 きれ , 翌 48( 昭 和 23) 年 3 月 に 成立 し た 芦田 均 (0887 ー1959) 内 閣 で も 受け 継が れれ 北 
こう し て 石炭 産業 は 1947 (昭和 22) 年 下半期 に は 目標 通り の 遇 炭 が 可能 と な り , 生産 樺 開 
の 起動 力 と な っ た が , 一 方 で は 巨額 の 融資 が イン フレ ( 復 金 イン フレ ) を 助長 し た 。 

この 間 , 労働 組合 は 急速 に 組織 され, 一 方 で 国民 生活 は 苦境 に 立た され て いた の で , 
の 時 期 の 労働 組合 運動 は 激しかっ た 。 日 本 共産 党 と 産 別人 *※ 議 の 指導 の も と に , 1947 ( 昭 穫 
22) 年 2 月 1 日 午前 0 時 を 期し て , 全国 いっ せい に RE 公務 員 も 合 め 交 
ゼネ ラル ・ ス トラ イキ が 計画 され た 。 主 体 と な っ た の は , 国鉄 ・ 通 ( 全 夢 信 従業 員 組 人 
の 二 大 単 組 を 有する 全 官 公 労 共 司 関 争 湊 中 会 ( 鐘 胡 人 井 鐘 ) だ っ た 。 

共闘 側 の 克 求 は 月 収 1800 円 と いう こと で あっ た が , 政府 は 1200 円 の 線 を ゆず ら ず , 調 備 
も 失敗 し て ,。 スト は 不可 避 か と 思 2 食糧 の 遅配 が 深刻 な 問題 と な っ て いた だ け 占 
国鉄 が スト に 突入 し , 都会 に 食糧 が 入っ て こ な く な る だ け で も , 深刻 な 事態 が 予想 され 界 
日 本 共産 党 は ある 時 期 ま で は , スト ライ キ か ら 草 命 的 情 塾 へ 間 け る よう に , スト を 指導 上 固 
て いた 形 貴 が ある 。 し か し , スト 突 人 前 日 の 1 月 31 日 の マッ カー サー の 中 止 命令 に よ づ 財 

・ー ゼ ネス ト は 中 止 き され た 。 

-1947( 公 和 22) 年 2 月 マッ カー サー が 吉田 首相 に 対し て , 議会 終了 後に 総 選挙 を 行 紅 
さき で ある と 示唆 し た こ こと を きっ か け と し て , 政界 再編 が 進ん だ 。 日 本 進歩 党 の 構成 メ ン 
ー 和 全員 と , 日 本 自由 党 か ら 芦 3 を . 民 圭 
が 選挙 直前 に 結成 され , 最高 は 務 委員 に 斎藤 隆 を 夫 (18701949) 訪 田 均 ・ 大 養 健 (1896 
1960) ら が 就任 し た 。 解散 直 前 に は , この 民主 党 が 衆議院 で 第 Et ょ っ て いた 。 

と こ ろ が 4 月 25 日 の 衆議院 議員 選挙 の 結果 は , 社会 143, 自由 131, 民主 124 で , 3 欧 鞭 
伯 促す る こと に な っ た 。 そ の 結果 , 5 月 23 日 , 新 凍 法 下 最初 の 首班 指名 選挙 で , 衆 苑 | 









第 11 章 戦後 日 本 の 出発 _-73 





経済 安定 本 部 1946 (昭和 21) 
年 8 月 12 日 , 災 済 安定 本 部 が 
第 足 、 戦後 の 経済 復興 の 中 


記 と な る 。 
院 は ほぼ 満場 一 致 で , 社会 党委 員 長 片山 哲 を 首相 に 選出 し た 。 社会 覚 の 片山 は , 社会 党 ・ 
民主 党 ・ 国 民 協 同 党 を 支持 基盤 と し て 連立 内 閣 を 組織 し た 。 中 道 政権 の 成立 を 堂 ん で いた 
総司 令 部 と し て も , 「 日 本 の 内 政 が 中 道 』 を まん で いる 」 こ と の 証 で ある と し て , 内 閣 の 
誕生 を 祝 し た 。 

社会 党 内 闘 の 成立 に よっ て , 石炭 産業 を は じ め と する 重要 産業 の 国家 管理 論 が 盛ん と な 
っ た 。 片山 は 前 内 開 の 政策 を 受け 継い で 傾斜 生産 方 式 を 柱 に , 「 経済 繁 急 政策 」 と その 核 を 
な す 新 物価 体系 の 設定 に よっ て 経済 再建 に 取り 組ん だ 。 

し か し 社会 党 左 派 が 造反 し た こと に よっ て , 片山 は 1948( 昭 和 23) 年 2 月 に 総 辞職 し , あ 
と を 受け て , 3 月 民主 党 の 芦田 均 が , 民主 党 ・ 社 会 党 ・ 国 民 協 同 党 の 連立 内 閣 を 組織 し た 。 
民主 党 は 修正 資本 主義 を か か げ , 自由 党 の 「 左 」・ 社 会 党 の ' 右 」 に 位置 する こと を 目指 し , 
自由 党 と 絶縁 する 容 勢 を みせ た 。 一 方 , アメ リカ の 対日 政策 に も 変化 の き さ し が 見 えて き 
た 。 7 月 22 日 ,。 マッ カー サー は 芦田 首相 に 書簡 を 送り , 政令 201 号 (ポッ ダム 政令 の 形 ) を 
発し , すべ て の 公務 員 の 争議 行為 を 禁止 し , 団体 交渉 権 を 厳し く 制 限 し た 。 政 令 201 号 は 
同年 末 , 国家 公務 員 法 改定 に よっ て , 国内 法 化 さ れ た 。 PR 

内 開 は 8 カ月 余り し か 続か な か っ た 。 大手 化学 肥料 メー カー の 昭 和 電 工 は , 復興 金融 
金庫 ( 復 金 ) か ら 30 億 円 に お よぶ 融資 を 受け て いた が , 融資 を 拡大 する た ぬ め に 3000 万 円 の 金 
品 を 政界 ・ 官界 に ば ぱら まい た と され た こと か ら , 広く 政界 や 総司 令 部 を 巻き 込む 刑事 事件 


し にょ で 見 


( 昭 電 疑 獄 事件 ) に 発展 し , 内 閣 は 倒壊 し た 。 


山 内 閣 1947 (昭和 22) 年 6 月 1 日 上 山内 閣 が 成立 。 片山 音 相 (前 列 中 
吹 ) の 左 が 西尾 広 長 官 , 右 が 芦田 均 外 相 (民主党 ), 2 列 上 右端 が 三木 
大 通信 相 ( 国 民 協 同 党 ) 。 
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1945 (昭和 20) 年 10 月 。 カ国 の 参加 で 国際 連合 が 件 な され た 。 
イツ ・ イ タリ ア ・ 日 本 な どの 枢軸 国 に 対す る 戦い に 勝利 し た 讃 
を 中 心 に し て 結成 され た も の だ っ た 。 し か し . 第 一 次 世界 大 戦 を 原子 爆弾 の 威力 に よっ 請 
終結 きせ た アメ リカ の 力 が : 絶対 的 な る の と な っ て いる こと も 明らか で あっ た 。 一 方, | 
連 も る ヨーロッパ に お いて ドイ ツ の 猛攻 を 多大 な 様 牲 者 を 出し て 食い 止め た 実績 に より 。 
イツ の 敗退 後 の 空 折 と な っ た 東 ヨ ー ロッ パ 地 域 に 影響 力 を 伸ばし 始め て いた 。 こう し < 
大 戦後 の 国際 秩序 を どの よう に 形成 する か を めぐ っ て , アメ ヌメ リカ と ソ連 が , 激しく 対 交 呈 
る よう に な っ た 。 

1946 年 3 月 の チャ ー チ ル 前 英国 首相 の 「 鉄 の カー テン 演説 は 、 ヨー ロッ パ に 0 
対立 の 顕在 化 を 象徴 し た も の だ っ た 。 ア メリ カ に お いて も . 1947 年 3 月 トル ー マ ン 大 統 放 
に より , 反共 演説 (トル ー マ ン = ドクトリン) が な され た 。 こ の よう な , 英 米 側 に み ら 利 上 
矯 勢 を , ソ連 封じ 込め 政策 と 呼ん で いる 。 ア メリ カ は ギリ シア ・ ト ルコ へ の 緊急 援助 ( 遇 
を 発し . さら に 西 ヨ ー ロ ッ パ の 復興 援助 計画 で ある マー シャ ル = プ ラン (1948 年 ) を 進 圧 
こと に よっ て , ヨー ロッ パ に お ける 共産 主義 勢力 と の 対決 姿勢 を 明確 に し た 。 さ ら に 半 
年 に は , アメ リカ と 西 ヨ ー ロ ッ パ の 共同 防衛 機構 で ある 北大 西洋 条約 機構 (NATO) が 緒 j 
され た だ 。 

一 方 , ソ連 は 1947 年 9 月 - ソ ツ 連 と 東 ヨ ー ロッ パ 共 産 党 の 連絡 組織 で ある 欧州 国共 
- 労 働 者 党 情報 局 ( コ ミン フォ ルム ) を 結成 し , さら に 東欧 諸国 と の 間 の 相互 援助 条約 の 
結 や 原爆 実験 の 成功 (1949 年 ) に よっ て , 西側 へ の 対決 姿勢 を 明確 に し た 。 こ うし た な が 詳 
1948 年 に ソ連 が ベル リン 詩 鎖 を 行っ た の に 対し , それ に 対抗 し て 西側 諸国 も ベル リン < 
輸 を 行う な ど ド イツ 分 断 が 決定 的 と な っ た 。1949 年 5 月 に は 米 ・ 英 ・ 仏 が 管理 する 牧 
連邦 共和 国 ( 西 ドイ ツ ), 10 月 に は ソ連 が 管理 する ドイ ツ 民 主 共和 国 (東ドイツ ) が それ 二 才 
成立 し た な 。 こ の よう な ヨー ロッ パ に お ける 緊張 は , 「 冷 た い 戦 争 」 と 呼ば れ た 。 
アジア の 情勢 も 冷戦 の 方 向 で 固まり つつ あっ た 。 中 国 の 国共 内 戦は , 共産 党 の 優 仕 






西側 (自由 主義 陣営 ) 


米州 機構 (A) 

北大 西洋 約 機構 (NATO) 

日 米 安 全 保 障 革 約 (安保 某 約 ) 

日 米 相互 協力 及び 安全 保障 条約 
( 新 安保 条約 ) 

米 比 相互 防衛 架 約 

太平 洋 相互 安全 保障 委 約 (ANZLUS) 

米 韓 相 旦 防 衛 務 約 

日 米 相 旦 防 衛 援助 協定 (MGA 協定 ) 

東南 アジ ア 防 衛 条約 機構 (GEATU) 

米 華 ( 苔 ) 相 互 防衛 薬 約 

西ドイツ の NATO 加盟 

中 央 業 約 機構 ( じ EINTOD) 


二 夫 陣営 の 主 な 政治 ・ 軍 事 機 構 ( 雪 字 は 成立 一 解 仁 年 ) 0 


東側 (社会 主義 陣営) 


1948-- | 欧州 諸国 共産 党 - 労 働 者 党 情 報 局 
1949- | (コミ ン フ ォ ル ム ) 

195160 | 中 ソ 友 好 同 盟 相互 援 助 条約 
1980- 


1951 一 

1951 一 錠 

1953 一 

1954 一 

1954 一 / | 東欧 8 力 国友 時 協力 相互 援助 約 
吉 ) 


・ 朝鮮 友好 相互 








1947-56 





950 一 半 








1955-91 | 
196]- 
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1948 年 後半 に 明らか に な りつ つ あ り , 1949 年 10 月 毛沢東 
(1893 一 1976) を 主席 と し て , 中 華人 民 共 和 国 が 成立 し た 。 
喜 介 有 有 の 国民 党 は 台湾 に 逃れ , 中 華 民国 政府 を 存続 き 
せ た 。 朝鮮 半島 は , 戦後 北緯 38 度 を 境 に ソ連 と アメ リカ 
に 分 割 占領 きれ て いた 。 戦 後 初期 に あっ た 統一 独立 楽 は 


放棄 され , 1948 年 8 月 , 北緯 38 度 線 以 南 に 韓国 (大 韓 民 | 


イン ド ネ シア 共和 国 ( 開 ) 「 

ヴェ トナ ム 民 主 共和 国 [ 北 ヴェ トナ 
ム ]( 公 ) 

フィ リピ ン 共 和 国 ( 米 ) 

イン ド 連 邦 ( 英 ) 

バキ スタ ン = イス ラム 共和 国 ( 英 ) 

ビル マ 連 邦 〔 現 ,. ミャンマー]( 英 ) 


セイ ロン [【 現 .。 スリ ラン カ ]( 菓 ) 
国 ) が 成立 し , 同年 9 月 北緯 38 度 線 以 北 に , 北朝 鮮 (朝鮮 5 


民主 主義 人 民 共 和 国 ) が 樹立 さ 札 寺 


中 華人 民 共 和 国 
ヴェ トナ ム 国 〔( 南 ヴェ トナ ム ]( 公 ) | 


1 ラオ ス 王 国 ( 公 ) 
プラ ン の 実 カン ポジ ア 王 国 ( 仏 ) 


マラ ヤ 連 邦 〔 現 . マレ ー シ ジア]〕( 英 ) 

ジ シンガ ポー ル 共 和 国 (マレ ー シ ジア よ 
り 分 区 独立 ) 

バン グラ デシ ュ 人 民 共 和 国 (バキ ス 
タン よ け D ロ 分離 独立 ) 

ヴェ トナ ム 社 会 主義 共和 国 (南北 
ヴェ トナ ム を 統一) 


行 に 力 を つく し た アメ リ カ国 務 省 政策 企画 室長 ジ ョ ー ジ 
= ケ ナ オン (Kennan。1904 一 ) は , 1947( 昭 和 22) 年 半ば か ら 
アァ ジア 情勢 の 分 析 を 行っ た 結果 , 極東 に お ける 米 ソ の 対 
立 の 鍵 と し て , 日 本 の 経済 的 復興 が アメ リカ に と っ て 重 
要 で ある と 論じ る よう に な っ た 。 

また , アメ リカ 陸軍 省 の 対日 政策 の 担当 者 で あっ た ド 後 アジ ア の 独立 国 ) 内 は 旧 宗 主 国 を ど 
レー パー は , 過度 経済 力 集 中 排除 法 の 実施 過程 の チェッ 
ヶ を 行っ た 結果 , 民主 化 政策 に 行き 過ぎ が ある と 判断 し た 。 き ら に 議会 の 多数 を 占め て い 
た 共和 党 は , 日 本 へ の 援助 で ある ガリ オア 資金 ( 米 軍 占領 地域 救済 資金 )・ エ ロア 資金 ( 占 
領地 域 経 済 復 興 援助 資金 ) な ど が , アメ リカ 納税 者 の 負担 で な され て いる こと を 問題 に し , 
日 本 を 早く 復興 きせ る べき だ と 考え て いた 。 こ うし て , アメ リカ 国内 の 意見 が 日 本 の 復興 
へ と 一 致し 始め た 。 

1948 (昭和 23) 年 10 月 , アメ リカ の 国家 安全 保障 委員 会 の 決定 と し て "米国 の 対日 政策 に 
関す る 勧告 」 が 極秘 に 採択 きれ た 。 こ れ は , 芦田 内 閣 が 崩壊 し , 第 2 次 吉田 内 閣 が 成立 す 
る の と , ほぼ 時 期 を 同じ くし て いた 。 そ の 内 容 は , 占領 軍 の 権限 を 日 本 政府 に 徐々 に 委譲 
し て , 日 本 を 友好 国 と し て 育成 し , さら に 経済 復興 の た め の 制約 を で きる だ け 排 除 し て 復 
興 を 速やか に する と いう も の だ っ た 。 冷戦 の 時 代 を 反映 し て 。 アメ リカ は 右 領 政策 の 目的 
を .「 非 軍事 化 」 か ら 「 経 済 復興 」 に 転換 きせ , 経済 政策 で いえ ば , 占領 後期 の 改革 (市 場 絆 
済 化 ) へ 移行 し た の で ある 。 

この 決定 を 具体 化し た も の の 一 つが , 1948( 昭 和 23) 年 に リシン トン で 採択 され た 経済 安 
定 九 原則 だ っ た 。 そ し て この 政策 を 実行 する た め に , デトロイト 銀行 頭取 で , 自由 主義 経 
済 の 信奉 者 で あっ た ドッ ジ (Dodge, 1890 一 1964) が , トル ー マ ン 大 統領 の 特使 と し て , 公使 
兼 GHQ 財政 応 問 の 資格 で 来 日 する こと に な っ た 。 こ の よう な 肩 書 を も つ ド ッ ジ の 方 針 に 
対し て は , 総司 令 部 と いえ ども 反対 する こ - と は な か な か 難し か っ た 。 

経済 安定 九 原則 の うち , (1 郊 予 算 の 均 和 , (2 役 税 計画 の 促進 強化 , (3 金融 機関 貸出 し 拡 
張 の 厳重 な 制限 , の 3 点 は 財政 の 均衡 と 信用 の 制限 を は か る も の と み ら れ , 残り の (4 任 金 
の 安定 計画 の 立案 , (5 物価 統制 の 頭 化 , (6 易 と 為替 統制 の 強化 , (7 輸出 向け 資材 配給 制 
度 の 効率 化 、(8) 国 産 原料 , 製品 の 増産 , (9) 食 糧 集荷 の 効率 化 の 6 点 は , 一 種 の 統制 強化 を 
うた っ て いる 。 こ の 九 原 則 に よっ て 皿 縮 財政 を 行い イン フレ ーション を いっ き ょ に お さ 








租税 及び 印紙 収入 


一 般 会 計 歳 出入 主要 費目 の 変遷 (単位 人 円 ) 
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[ 注 ] 無印 は 『 昭 和則 
更 5』, ※ 印 は 『 昭 和央 
喝 3』, へ 印 は 『 昭 和央 
史 8』, ネネ 印 は 『 国 の 請 
算 昭和 24 年 度 .( た 雄 
公共 事業 費 に 含ま れ 刺 
より 作成 。 (出典 神田 | 
人 『 昭 和 の 歴史 8』 小 学 餅 
1989 年 , 340 買 より ) 
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えて , 国内 経済 を その まま 国際 経済 に 結び つけ る こと , つま り 単 一 為 大 相場 設定 へ 向 が 
こと が めぐ され た 。 ドッジ は , 基本 的 に は 最初 の 3 項目 を 実現 し て 統制 を 撤廃 し , 自 遇 
済 を 復活 させ て , 単 一 為替 相場 を つく ろう と し て いた と 考え られ る 。 | 
と き の 第 2 次 吉田 内 閣 は , 少数 派 単独 内 閣 だ っ た た め 短 命 が 予想 され た が , 1949 ( 昭 工 
24) 年 1 月 の 総 選 挙 の 結果 、 民主 自由 党 は 絶対 多数 の 議席 を 獲得 し て , 第 3 次 吉田 内 閣 
成立 し た 。 民主 自由 党 を 与党 と する 内 閣 は , 保守 結集 を めざし て 民主 党 と も 連立 を は が 計 
た 。 同年 2 月 に 来 日 し た , ドッ ジ の 経済 安定 政策 で ある ドッ ジェ ライ ン に 基づい た 超 均 | 
OCN 
ドッ ジ が 日 本 政府 に 要求 し た の は , (1) 国 内 総 需要 を 抑制 し て 輸出 を 拡大 さき せる, (2②) 単 = 
為替 レー ト 設 設定 ・ 補 助 金 廃止 に よっ て 市 場 メ カニ ズム を 回 復 さ せ 合理 化 を 促進 する 。 (9 
府 財 蓄 と 対日 援助 で 民間 投資 資金 を 供給 し , 生産 を 拡大 させ る と いう 3 点 で , 日 本 経済 の 
復興 ・ 安 定 ・ 自 立 を 達成 する こと を めざし た 。 長い 間 の 国家 統制 に 慣れ た 企業 は 、 あ 女 
味 で は ドッ ジ に 谷 水 を あび せら れ た 結果 . よう や く 自 力 で 合理 化 を 行い , 国際 競争 力 
け て いく 必要 性 を 認識 し 始め た 。1949 (昭和 24) 年 4 月 に は 1 ドル 360 円 と いう 単 一 海 攻 
レー ト が 設定 され た 。 

続い て 5 月 に アメ リカ の コロ ン ビ ア 大 学 の 財政 学 ペグ 
を 団長 と する 税制 の 専門 家 が 来 日 し , 日 本 の 税制 に つい て の 勧告 書 ( シ ャ ウ プ 勧 告 ) を 
し た 。 そ れ は ドッ ジ = ライ ン に 基づく 財政 運営 を 税制 面 か ら 裏 づけ る 意味 が あり , 直 反 
中 心 主義 を 採用 し て 所 得 税 に つい て は 累進 性 を 高め る と の 発想 を 導入 し た が 資本 蓄 和 1! 
た め に 法人 税 は 優 偶 き れ た も の と な っ た 。 


この 間 , 国務 省 政 策 確定 部 長 に な っ て いた ケ ナ ン は , ワシ ント ン と 総司 令 部 の 意志 
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を は か る た め に , 1948( 昭 和 23) 年 3 月 に 来 日 し た 。 マ ッ カ ー サ ー の 現状 認識 も 反映 させ て , 
ケ ナ ン は 対日 政策 に つい て の 報告 書 を アメ リカ 政府 に 提出 し , 10 月 大 統領 の 決裁 を 得 た 。 
報 で 『 書 で は 占領 政策 の 重点 を 改革 か ら 経 済 復興 に 移す こ と , 追放 を 緩和 し , 遠から ず 中 止 


k サン あー 占領 軍 経 費 を 縮小 する こと , 賠償 を 瀬 次 中 止 す る こと , 講和 条約 締結 を 急 が ぬ 
こと , 講和 条約 は 後 凛 的 で あっ て は な ら な いこ と , 沖縄 に つい て は 長期 駐留 を 決意 する 
こと , 日 本 の 警察 力 を 強化 する こと , な ど が 提言 され た 。 


1948( 昭 和 23) 年 下半期 か ら 鈍 化し て いた 物価 上 昇 は 確実 に 安 
中 小 企業 の 倒産 , 失業 の 増加 な ど , 人 A 
国鉄 の 人 員 整 理 を めぐ る 紛争 が 激化 する な 1949 ( 昭 

三鷹 ・ 主 to 

下山 定 則 (1901 一 1949) 国鉄 総 裁 が 怪 死 し 三鷹 事件 で は 無人 電車 が 暴走 し , 松川 事件 で は 
進行 妨害 に より 列車 が 転覆 し た 。 当 時 、 これ ら の 人 怪 事 件 は 国鉄 労働 組合 ・ 日 本 共産 党 に よ 

る も の と 発表 きれ , 労働 側 は 大 き な 打 映 を 受け た 。 

3 So 

米 韓 相互 防衛 援助 協定 を , 2 月 に 中 奉 人 民 共和 国 と ソ連 と が 中 ツ 衣 明王 

約 を 締結 し , 米 ソ は 厳し く 対 財 し て いた 。 

1950 年 6 月 25 日 , 北朝 鮮 (朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 ) か ら の 攻撃 に よっ て , 北朝 鮮 軍 と 韓 
国軍 と の 間 に 戦 闘 が 始ま っ た 。 北 朝鮮 軍 は ソ連 の 全面 的 援助 を 背景 に 飛行 機 ・ 戦車 な ど を 
駆使 し て 韓国 軍 を 撃破 し , ソウ ル を 占拠 し た 。 7 月 に は 北朝 鮮 軍 と 韓国 軍 を 助け る アメ リ 
カ 軍 王国 連 軍 と の 戦闘 に 発展 し た 。 こ れ は , 6 月 に 緊急 招集 され た 国連 安全 保障 理事 会 が 
ソ連 代表 欠席 の まま , 朝鮮 半島 に お ける 国連 軍 の 指揮 を アメ リカ に 委ね る 決定 を 行なっ た 
た めで ある 。 

マッ カー サー は , 指揮 下 の 軍 隊 を 朝鮮 半島 で 使用 する 全面 的 権限 を 国連 か ら 与え られ , 
国連 軍 の 最高 司令 証 も 兼ね る こ と に な っ た 。 9 月 15 日 , 国連 軍 は 仁川 に 上 陸 し , これ に よ 
っ て 北朝 鮮 軍 は 退路 を 断 た れ て 敗走 し , 2 週間 後に は , 国連 軍 は ソウ ル と 南朝 鮮 の 全域 を 
確保 し た 。 勢 い に 乗 っ た 国連 軍 は , 北緯 38 度 線 を 越え , 北朝 鮮 の 解放 まで も 目標 と する よ 


この よう な 方 策 に よっ て , 
定 化 し た 。 一 方 , 金 語 まり 
する 現象 も み ら れ た 。 とくに, 
和 24) 年 7 月 か ら 8 月 に か け て , 下山 ・ 





朝鮮 戦争 は じ め 戦 況 は 北 に 有利 で . 米 軍 主体 の 国連 軍 は 半島 南端 の 人 山 近辺 を 確保 する だ け で あっ た 。 右 は 紫 
券 を 探 回 し て ソウ ル に 進撃 する 国連 軍 の 様子 。 左 は 破損 し た 米 軍機 を 岐阜 の 川崎 航空 機工 場 で 修理 し て いる 様子 。 
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うに な っ た 。 し か し , 10 月 に は 北朝 鮮 側 に , 鴨 緑 江 を 越え て 中 国人 民 義勇 軍 が 参戦 
戦争 は 拡大 し , 国連 軍 の 進撃 は 中 共 軍 に よっ て , 押し も どき され た 。 
マッ カー サー は 強気 で , 国連 軍 に よる 中 国 沿岸 の 封鎖 中 国 本 土 爆撃 を 考え て いた 靖 
全面 戦争 へ 発展 する 危険 を 察知 し た トル ー マ ン 大 統領 に よっ て , 1951 年 4 月 に マッ カ 訓 
ー は 突 着任 され 。 同年 7 月 か ら ツ 館 の 提案 に より 板 門 詰 で 休戦 会 議 が 始ま り 。 1953 
月 に 体 戦 協定 が 締 粘 され た 。 o 才 よ 、 
朝鮮 戦争 で 日 本 経済 は 息 を 吹き 返し た 。 ア メリ カ 軍 を 主体 と する 国連 軍 が 日 本 か ら 財 
する 際 に , 多く の 物資 と サー ビス を ドル で 調達 し , いわ ゆる 特電 (特別 需要 ) 景 気 が お き 
た か ら で あ る e。 特 箇 が ドル で 支払 われ た こと の 意味 は 大 きく , これ まで 外貨 不足 の 
に 必要 物資 が 十分 に 輸入 で き な か っ た 時 期 だ ば け に , ドル 収入 を も た ら す 特 雷 の 効果 は 納 
で あっ た 。 ま た , この ころ 世界 景気 も 好況 に 転じ て お り , 日 本 か ら の 繊維 品 ・ 金 属 ・ 機 
な どの 輸出 が 伸び で いっ た 。 こ うし て 1951( 明 和 26) 年 に は 。 和 工 生生 産 が 前 水 涼 を 天 
テー 
朝鮮 半島 で 戦争 が 勃発 し た た め , アメ リカ 軍 が 日 本 か ら 出 動 す る 事態 と な っ た こ 二 は 
述 し た 。 在 日 アメ リカ 軍 の 空白 を 埋め る た ぬ め に , 7 月 8 日 ,。 マッ カー サー は 吉田 首相 弥 
書簡 で , 国家 警察 予 備 際 の 創設 (7 万 5000 人 ) と 海上 避 店 の 拡 充 (8000 人 人 増 有 ) を を 指令 1 
第 3 次 吉田 内 閣 は これ に 応じ て , 8 月 1 日 警察 予備 隊 令 を 2 布 ・ 施 行 し て , 8 月 23 日 四 講 
第 1 陣 の 7000 人 が 入隊 し た 。 


総司 令 部 は また , 戦争 直前 の 1950( 昭 和 25) 年 6 月 , 日 本 共産 党 中 央 委員 24 名 を 追放 還 
機関 紙 『 ア カ ハ タ 』 の 発行 を 停止 する と と も に , 同年 7 月, 官 会 店 を は じ め 多 く の 職 場 林 


Yaa YE な 
れ 。 警 猿 予備 隊 に 旧 軍 人 が 応募 する こ と も 許さ きれ る よう に な っ た 。 
re 吉田 首相 は , 講和 問題 の 核心 が アメ リカ 軍 基 地 問 題 で あ 衣 

こと を 見 抜い て いた 。 そ こ で , 日 本 側 か ら ア メリ カ 軍 腹 電 

を 希望 する と いう 形 で , 基地 の 存続 を 認め る 方 針 を 固め て いっ た 。 ま た 電 鮮 戦争 の 勃 革 

よっ て , アメ リカ 車 駐 浪 の 存続 は 日 本 国民 の 合意 を 得 や すい 間 題 と し な っ て いた 。 
一 方 , アメ リカ は これ 以上 講和 を 延期 きせ れ ば , アメ リカ が 日 本 の 植民 地 化 を ね ら う 賠 

いる と いう 共産 主義 陣営 の 主張 を 裏づけ る こと に な っ て し まう と 考え , 日 本 を 自由 主義 机 

界 の 一 員 と し て 迎え , 叶 和 締結 の 方 針 を 決意 し た 。 し か し , 当時 は 日 本 へ の 用 和 的 な 調 

に 反対 する 声 も 多く , 日 本 の 経済 的 復活 を 危 恨 す る 国 も 多かっ た た め . アメ リカ が 中 , 間 

な っ て , 国連 総会 に 参集 し た 各国 代表 を 説得 し , 講和 条約 調印 の 準備 が 進め られ た 。 
こう し て , 1951 年 9 月 4 日 か ら 開催 され た サン フラ ン シ ス コ 講 和 会 議 に は , 52 カ 国 功 

加 し た が , 紛 料 を 避け る た め に 中 華人 民 共 和 国 と 中 華 民 国 は 招 か れ な か っ た 。 イ ンド 』 詞 

ル マ ( 現 , ミャンマー) は 条約 案 へ の 不満 か ら 出席 し な か っ た 。 9 月 8 日 , 共産 圏 の ソ 

ボ ポーランド ・ チ ェ コ スロ ヴァ キア の 3 国 を 除く 48 カ 国 と 日 本 と が 対日 平和 条約 (サン 田 

ン シ ス コ 平 和 条 約 ) に 調印 し た 。 : 器 52 年 4 月 28 日 , 対日 平和 条約 が 発効 し , 7 年 に 及 ん : 

@ 特 笛 第 1 年 目 と 第 2 年 日 に は 各々 3 億 ドル , 第 3 年 目 に は 5 億 ドル が 日 本 に 流れ 込ん だ 。 日 


済 は 1949( 昭 和 24) 年 の 輸出 が 5 億 ドル , 輸入 が 9 億 ドル で 4 億 ドル の 赤字 で あっ た が , 1950( 昭 和 5 
年 に は 輸出 が 8 億 ドル 台 , 51 年 に は 13 位 ドル に 増加 し た 。 6 
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「 " カム チャ ッ カ 半島. 
第 第 第 ー 間 南明 AE 
ーー っ 三 一 サン フラ ン シ ス コ 平 和 連 人 
当 に お の 条 1 : 条 の 条 条 co ま とう に で 
ぃ 日 な 後 全 衆 る 並 を 間 の 全 サ 人 
S 本 いな ご 国 信 び 含 日 に 定 二 ン 
国 " る の 託 に な 本 効 め イマ 
の 但 べ 連 い 統 沖 ヽ 国 力 る 日 フ 
領 し く 合 か 治 の 双 g を は を と 本 ン 
域 ^ す 国 な 制 鳥 結 : 生 こ 国 ン 
に こみ の る 度 鳥 過 北 ず ろ と ス 
お の や す 提 の 及 兄 " 緯 る に 各 コ 
け 規 か べ 案 下 び 言 二 日 よ 連 平 | 
る 定 に て に に 南 め 十 に り 含 和 
二 駐 は : の も お 鳥 詩 九 共 こ 国 条 
日 と :: : 占 同 く 島 二 度 ! の と 約 
本 ん ヽ : 日 領 意 こ を 褒 以 3 和 た | 際 UPS ……ー 
外 又 協 本 軍 す と 合 富 南 る 約 間 
交 は 定 国 は る と 徐 三 の み が の や 
主 駐 に か ` "ます 国 小南 昌江 、 球 語 委 ・ 、 北 大 東島 は 
| 要 留 基 ら こ る を 人 笠 許 本 学 恨 * ru1972 返 記 、 沖 天 東 ーー 
を く . 撤 の 。、. 国 ) 礁 県 症 。 峠 
書 妨 ` 退 条 際 一 群島 と 柚 (民政 
… 評 。 和紀 痢 連 の 島 三 当 は 敵 還 DD 
年 る : な の 合 施 : 琉 [ 、 マ リア ナ 諸 島 
と の 国 れ 力 人 条約 の 規定 よる 日 本 領土 
ー- の W 有 ュー 平 中 本 領 
で 軍 ば 発 す 者 含 島 国 十 














連合 国 に よる 日 本 占領 は 終了 し た ex 

この 間 , 南原 繁 (1889 一 1974) ・ 大 内 兵衛 (1888 一 1980) ら の 知識 人 層 , 日 本 社会 党 , 日 本 
共産 党 な ど は ,。 この 講和 は 西側 諸国 と だ け の 「 単 独 」 講 和 で あり , ソ連 ・ 中 華人 民 共 和 国 を 
合 む すべ て の 交戦 国 と の 全面 議 和 を め ぎ すべ き で ある と 主張 し た 。 拍 会 史 で は この 半生 
頭 を めぐ っ て , 右派 は 講和 条約 に は 賛成 だ が 欠 安保 条約 に は 反対 し , 左派 は 講和 条約 ・ 安 保 
条約 と も に 反対 し て 党 内 対立 が 激化 し 左右 両派 に 分 用 し た 。 

平和 条約 と と も に 日 米 安全 保障 条約 (安保 条約 ) も 9 月 8 日 に 調印 され た 。 Na 導 っ 7 人 
日 本 へ の アメ リカ 軍 駐 留 が 決定 され た が , アメ リカ 軍 は 日 本 に 対す る 防衛 義務 を 負っ て は 
お ら ず , また 条約 の 期限 も 明記 され て いな か っ た 。 これ を 機 に , アメ リカ 軍 は 占領 軍 と 
いう 名 称 か ら , 駐 留 軍 と 呼ば れる eyr サ こも この 条約 に 基づい て 1952( 昭 和 27) 年 2 


月 に は , 日 米 行 政 協定 @ が 締結 され , 日 本 は アメ リカ 駐留 軍 に 基地 (施設 ・ 区域 ) を 提供 し , 
駐留 費用 を 分 担 す る こ と に な ちら だ 。 
その 後 。 日 本 は 1952( 昭 和 27) 年 4 月 中 華 民 国 , 同年 6 月 イン ド , 1954 (昭和 29) 年 ビル マ 


ずい しま 全 世 も * 者 


と それ ぞ れ 平和 条約 を 結ん だ 。 こ れ ら の 平和 条約 締結 に より 多く の 国 は 貼 條 請求 権 を 放 

友 し た が , 日 本 は フィ リピ ン ・ イ ンド ネシア ・ ビ ル マ ・ 南 ヴ ェ ト ナム に 対し て は 賠償 を 支 

払っ た 。 の 

参考 ) アジ ア 諸 国 に 対す る 賠償 平和 条約 損害 及 苦 痛 に 対し て , 連合 国 に 賠償 を 支払 う 

第 14 条 に は 「 日 本 国 は 戦争 中 に 生じ させ た | べき こと が 承認 され る 」 と 記さ れ て いた 。 上 
人 

南西 諸 鳥 ・ 小 移 原 諸島 は , アメ リカ に よる 代 旗 統治 が 予定 され て いた が アメ リカ は これ を 国際 


合 に 提案 せ ず に 施政 権 下 に お いた 。 葉 美 語 島 は 1953( 昭 和 28) 年 に 日 本 に 返 選 され た 。 
e アメ リカ 軍人 の 刑事 裁判 上 の 特権 , 基地 の 無償 提供 。 防衛 分 担 金 な どの 支払 い が 規 定 き れ て いる 。 
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人 ル 演 ビル マ と の 周 償 協 定 は 1954 (昭和 29) 年 1 


月 5 日 調印 きれ た 。 
年 ) 。 


写真 は 仮 調印 で 握手 する 様子 (1955 


本 の 経済 が 貼 償 支 払い に よっ て 脆 弱 に な る 
こと を 笛 れ た アメ リカ の 方 針 も あり , 大 部 分 
の 賠償 請求 権 は 放棄 きれ た 。 基 本 的 に 日 本 が 
戦前 期 に 所 有 し て いた 在外 資産 (中 国 地域 153 
億 ドル , 朝鮮 52 億 ドル , 樺太 4 億 ドル と 見 積 
られ て いた ) を 現物 で 提供 し た こと が , 最大 
の 賠償 支払 いと な っ た 。 個別 の 交渉 で は , ビ 
ル マ に 2 位 ド ル , フィ リピ ン に 8 億 ドル . イ 
ンド ネシア に 約 6 億 ドル , 南 ヴ ェ ト ナム に は 
発電 所 の 資金 供与 と し て , 賠償 金 4000 万 ドル 
を 支払 っ て いる 。 韓国 に は , 連合 国 で は な か 


フィ リピ ン 賠 償 フィ リビン と の 賠償 協定 は 1956( 間 
和 31) 年 5 月 9 日 調印 きれ た 。 
プ ブ ィ リビン 団長 と 高林 購 借 部 長 (1956 年 11 月 30 日 。 中 
務 省 に て )。 



















Pe 


写真 は 書 央 を 交換 ま 工 


っ た の で , 日 本 の 植民 地 支 配 に 対す る 対 団 講 
求 権 と いう 形 で , 無償 経済 協力 3 億 ドル , は 
利 倍 寺 2 億 ドル , 民間 借款 3 億 ドル を 得 還 
た 。 タイ は 連合 国 で は な か っ た が ., 円 清 島 讃 
足 と し て 54 億 円 に 相当 する ポン ド を 支払 っ 
フラ ンス に も , フラ ンス 領 イ ンド シナ 記 尊 還 
る 円 清算 不足 金 と し て 15 億 円 相当 の ポン 思 
っ だ た だ 。 この は ほか, シン ガ ポ ー ル ・ マ マル 語 
・ モ ン ゴ ル ・ イギリス ・ オ ラン ダ な | 
区 の 仙 が : ト され た が , 非 調印 園 
Pe し て 残 き 宙 琴 
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弟 12 草 





55 年 体制 の 確立 


米 ソ 2 大 陣営 の 冷戦 は , 朝鮮 戦争 の よう に 局 地 的 な 「 熱 戦 」 
に 転化 し つつ 激化 し た 。 米 ソ は 原爆 か ら 水 爆 へ , さら に そ 
れ ら の 核兵器 を 3 方 に 射 ち 込む 大 了 間 弾道 サイ ル (ICBM) へ と , と めど な い 軍 備 拡大 競 
沖 に の め り 込 ん だ @。 

し か し , 遷 対決 の 手 詰 まり の な か で , 1950 年 代 半 ば か ら 東 西 対立 を 緩和 する 動き が 生ま 
れ た (「 寺 どけ 」) 。 ソ 連 で は 1953 年 に 独裁 者 え スター リン が 死亡 し た あと , フル シ チ ョ フ (Xpy 
HeB.。 1894 一 1971) が 東西 平和 共存 路線 を 打ち 出し , 1959 年 に 訪米 し て . アイ ゼン ハウ アー 
(Fisenhower, 1890 一 1969) 大 統領 と 首脳 会 談 を 行っ た 。 

一 方 この 時 期 は , ソ連 に よる キュ ー バ へ の ミサ イル 基地 建設 に 対し て , アメ リカ が キュ 
ー バ を 海上 封鎖 する と いう , キュ ー バ 危機 が お こっ て いた (1962 年 10 月 ) 。 米 ソ は 核 戦争 の 
一 歩 手 前 まで いっ た が , 米 ソ 両国 の 保有 する 核兵器 を 使用 すれ ば , 相手 国 だ け で な く 地 球 
全体 を 破壊 する こと に な る と いう 事実 が わか っ た た め , 米 ソ と も 核兵器 を 使用 し な いと い 
うぅ 認識 が 生ま れ た 。 こ の よう な 認識 に よっ て , 1963 年 の 部 分 的 核 実験 停止 条約 や , 1968 年 
の 遷 兵 器 拡 散 防 止 条 約 が 締結 きれ て ゆく こと に な っ た 。 き さき ら に 1960 年 代 に は 両 陣 営 内 の 関 
係 も 複雑 化し , 米 ソ の 圧倒 的 地位 に 陰り が 見 える よう に な っ た 。 

西区 諸国 は 対 米 依存 の も と で 復興 を 進め て いた が , ヨー ロッ パ 経 済 共 同体 (EEC, 1957 
年 ) に つぐ ヨー ロッ パ 共 同体 (EC, 1967 年 ) の 結成 に より , 経済 統合 を 進め て 目 立 を は か っ 
た 。 ま た . ド = ゴ ー ル (De Gaulle, 1890 一 1970) 大 統領 の フラ ンス は 独自 の 外交 を 展開 し , 
西ドイツ や 日 本 は 敬 異 的 な 経済 成長 を と げ て アメ リカ の 産業 を 脅かす まで に な っ た 。 

東側 で は 中 ソ 対 立 が 表面 化し じ た 。 中 国 は 1964 年 に 核 実験 を 成功 させ , 1966 年 に は 毛沢東 
が 中 国 独自 の 社会 主義 の 建設 を めざす に 
「 文 化 大 革命 」 を 開始 し た 。 ま た 1968 年 に 
は チェ コス ロ ヴ ァ キ ア で 独自 の 民主 化 の 
動き が 推進 きれ た が , 介入 し た ブ 連 軍 に 
よっ て 押し つぶ され た @。 

アジ ア 地 域 で は , 1955 年 に 中 国 ・ イ ン 
ド が 中 心 と な り ア ジア = アフ リカ 会 議 
(パン ドン 会 議 ) を 開催 し @, 新興 独立 国 地域 別 国連 加盟 国 数 の 変遷 





2 MM( 抽 | 


ヨー ロッ パル バ 
| 南北 アメ リカ 
オセ アニ ア 間 


ーー ニー ーー 
⑩ ソ連 の 人 工 衛星 スプ ー ト ニク の 打ち 上 げ (1957 年 )、 アメ リカ の 宇宙 船 ア ポロ 11 号 に よる 人 類 初 の 


月 面 着 陸 (1969 年 ) な ど , 米 ソ の 競争 は 宇宙 を めぐ っ て も 展開 され た 。 
@ 東欧 で は , 1956 年 に ハン ガリ ー で ソ連 の 抑圧 に 反対 する 暴動 (ハン ガリ ー 凌 動 ) が 生じ て いた 。 

⑳ 中 国 と イン ド は 前 年 の 周恩来 ・ ネ ルー 会 談 で , 両国 友好 の 基礎 と し て 「 平 和 五 原則 」 を 確認 し て お 
り , これ を 基礎 に バン ドン 会 議 で は , 平和 共存 ・ 反 植民 地主 義 を うた っ た 「] 





和 十 原則 」 が 決議 され た 。 
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家 群 に 対し て , 東西 対立 の 局 外 に 立つ 第 三 勢 力 と し て 結集 を 呼び か け 。 
ア ・ ア フリ カ 諸 国 が 国連 の 過半 を 占め る よう に な っ た 。 

ヴェ トナ ム で は フラ ンス の 植民 地 支 配 か ら の 独立 運動 が 続い て いた が (イン ド シ ナ 戦 芋 
1954 年 の イン ド シ ナ 休戦 協定 に よっ て フラ ンス 軍 は 撤退 し た @。 し か し , 南北 分 断 の 到 
で な お も 内 戦 の 続く ヴェ トナ ム に 対し て , アメ リカ が , 1965 年 か ら 北 ヴェ トナ ム へ の 柚 | 
( 北 爆 ) を 含む 大 規模 な 軍事 介入 を 始め , 北 ヴ ェ ト ナム は 中 ソ の 援助 を 得 て 徹 庶 抗戦 


(ヴェ トナ ム 戦 争 ) 。 
ー 吉田 茂 は 第 2 次 内 閣 か ら 第 5 次 内 閣 ま で を 通算 すれ 【 詩 

1948 SAM か ら 1954 (昭和 29) 年 12 月 まで 6 年 吹 計 
の で 政権 を 担当 し た こと に な る 。 第 3 次 吉田 内 閣 の 1952( 昭 和 27) 年 抽 
28 日 , NETTPtE す も も 発効 し て 日 本 は 独立 を 回 復 し 

アメ リカ は 吉田 内 閣 に 再 軍備 を 求め ,、 これ を 受け て , 海上 警備 
も 新設 され , 警察 予備 隊 が 保安 隊 に 改組 され た 。 5 月 1 日 の 第 23 則 
メー デー で は , 皇居 前 広場 に 集まっ た デモ 隊 が 毅 官 隊 と 乱 開 を お 還 
し , 2 人 が 射殺 され , 1230 人 が 検 源 さ れる メー デー 事件 @ に 発 民 l 
だ た 。 こ れ に 対し て 吉田 内 閣 は 講和 ・ 独 立 に よっ て , 占領 期 の 諸 法 次 
が 失効 する の に 対応 し て 7 月 , 破壊 活動 防止 法 を 公布 ・ 施 行 し た 
これ は ' 病 力 主義 的 破壊 活動 」 の 規制 を 目的 と し た 治安 立法 で , 調 載 
機関 と し て 公安 調査 庁 を 設置 し た 。 立 法 の 過程 で 治安 雄 持 法 の 書 
来 を 危 恨 す る 反対 運動 が 広がっ な Sa 

この ころ 追放 解除 に よっ て 、 戦前 の 党 人 で ある 鳩山 一 郎 や , 占 同 
写 の 経済 政策 と 意見 を 異 に し て いた 石橋 洪 山 ら が 弥 E 々 と 政治 の 舞 痛 
AS 尋 山 の 追放 画 
いう 偶発 事 に 応じ た も の だ っ た の で . 鳩山 に 政権 を 渡す べき で お あ 訂 
と の 意見 が , 自由 免 内 に お こっ て きた 。 8 月 6 日 に 追放 解除 に 
た 鳩山 一 郎 は , 自由 党 ゆ な か で 鳩 山 派 を 率い . 吉田 派 と 伯 伸 す 倉 
まで の 勢い に な っ て きた 。 そ こ で 吉田 は 8 月 28 日 抄 議 院 を 抜き 技 
的 に 解散 し , 10 月 に 絶 選挙 を 行い か ろう じ て 過 半 教 を 確保 し だ 電 

し か し , 第 4 次 吉田 内 開 も 長く は 続か な か っ た 。 党 内 分 裂 の 動画 



























1960 年 代 に は 萌 





1952 年 1858 年 1955 年 
10 朋 、4 2 月 こ 


政夫 (2 6 


ゅ ヴェ トナ ム で は , 1945 年 に 独 逆 を 宣言 し た ツェ トナ ス 民 主 共和 国 ( 民 
ェ ト サム ) に 対し , 旧 宗 主 国 フラ ンス が ヴェ トナ ム 国 ( 南 ヴ ェ ト ナム ) を 建 半 
両国 間 に 戦争 が 始 寺 っ た が . 1954 年 に 北 ヴ ェ ト ナム 側 の 勝利 に 終わ り , 玉 謀 
17 度 線 に 休戦 ライ ン が 設定 され た 。 そ の 後 , 南 ヴ ェ ト ナム 解放 民族 戦線 門 罰 
北 ヴ ェ ド ナム の 到 援 を 受け て , 南 の 政府 と 内 戦 を 続け て いた 。 
1952 (昭和 327) 年 4 月 の 国会 に 破壊 活動 防止 を 提出 し た が , 
その よう な な か で メー デー 事件 が お こっ た 。 
デモ 隊 6000 人 が 突入 し , 警官 隊 5000 人 と 衝突 し た 。 
『 田 派 73 名 。 鳩山 派 68 名 , 
労 農 党 4 名 , 共産 党 0 名 , 





成 き れ , 
坦 第 3 次 吉田 肉 開 は , 
組織 は 流し く 反 対 運動 を 展開 し た 。 
如 と され た 是 居 前 広場 に , 
@ 選挙 結果 は , 自由 党 の 合計 240 名 で , その うち 吉 


中 国 ・ ソ連 ・ 


労働 組合 や 党 重 
5 月 1 日 。 使用 李 冬 


中 間 派 99 名 。 ま た 改 夢 


85 名 , 右派 社会 党 57 名 左派 社会 党 54 名 , 諸派 無所属 26 名 で あっ た 。 


の 衆議院 子 算 委員 会 で , 吉田 の 「 パ カヤ ロ 


第 12 章 55 年 体制 と 高度 成長 483 


が 員 ま る な か で , 1953( 昭 和 28) 年 2 月 28 日 
ー」 と いう 失言 が も と に な っ て , 内 閣 不 信 
任 案 が 可決 きれ , 解散 と な っ た 。 こ の と き 
の 総 選挙 の 委 点 は 再 軍備 問題 で あっ た 。 吉 
田 派 は 憲法 改正 反対 新 次 自衛 力 増 強 を ャ 
ぇ , 鳩山 派 は 憲法 改正 ・ 再 軍備 を 主張 し た 。 較 議 





左派 社会 党 は , 再 軍備 反対 。 保安 隊 解 散 を 
の 連 選 挙 の 
結果 , 左派 社会 党 が 初め て 右派 社会 『 守 を 有 


隊 の 観 闘 式 (1952 年 10 月 15 日) 


回 っ て 議席 を 伸ばし 自由 党 ・ 改 進 党 と も 自衛 
に 議席 を 減ら し た 。 こ うし て 自由 党 は 5 月 に 第 5 次 吉田 内 閣 を 成立 させ た が , 改進 党 へ の 
上 みよ り を 余儀 な くさ れ た 。 

1954 (昭和 29) 年 3 月 , 吉田 内 閣 は , アメ リカ と の 相互 防衛 援助 協定 で ある MSA 協定 @ 
に 調印 し た 。 こ の 協定 に よっ て , アメ リカ の 経済 的 ・ 軍 事 的 な 援助 が 受け られ る こと に な 
生き で 政府 は , 既存 の 保安 隊 と 海上 警備 隊 を 統合 し さら に 航空 部 隊 を 新設 し , 自衛 
隊 を 発足 させ た 。 そ れ を 管轄 する 官庁 と し て , 防衛 庁 を 設置 し た 。 

[自衛 隊 】 1954( 昭 和 29) 年 7 月 の 自衛 隊 法 に よっ て 創設 きれ た 「 わ が 国 の 平和 と 独立 を 守 

り 。 国 の 安全 を 保つ た め , 直接 侵略 及び 間接 侵略 に 対し わが 国 を 防衛 する こと を 主たる 任 

務 と し , 必要 に 応じ , 公共 の 秩序 の 維持 に 当たる 組織 。 自衛 隊 の 最高 指揮 監督 権 は 内 閣 

総理 大 臣 が 行使 し . 文民 で ある 防衛 庁 長 官 が , 総理 の 指揮 監督 を 受け て 自衛 隊 の 隊 務 を 統 

括 す る 。 自 衛 隊 に は , 防衛 出動 と , 知事 の 要請 を 受け て 災 央 時 に 出動 する 治安 出動 が ある 

その どちら も ゃ 国会 の 承認 を 必要 と する 。 防 衛 出 動 の 場合 は 事前 の 承認 が , 治安 出動 の 
合 は 事後 の 承認 が 必要 で ある 。 

の 社会 沈 勢 力 の 急進 が 目立つ な か で . 保守 党 内 で の 反 吉 田 の 勢力 は 強く 
な り . 政界 再編 は 必至 と み ら れ た 。 1954 (昭和 29) 年 1 月, 改進 党 , 自由 党 の 答 山 派 と 居 派 
日 本 自由 党 の 3 者 が 合同 し , 総裁 を 鳩山 , 才 事 長 を 岸 信介 (1896 一 1987) ) と し て 日 本 民主 党 
が 結成 きれ た 。12 月 に 民主 党 と 左右 社会 党 と が 共同 し て 内 閣 不 信任 案 を 提出 し た た め , 音 
田内 闘 は 総 辞職 し た 。 

吉田 に よっ て 担わ れ た 長期 政権 は . サン フラ ン シ ス コ 平 和 条 約 を 締結 し て 日 本 を 国際 視 
会 に 復帰 させ 。 日 米 安 全 保障 条約 の も と で , 国防 関係 の 経費 負担 を 軽減 し つつ , 経済 復興 
を め ぎ ざし た も の と いえ よう 。 し か し , 占領 期 の 終わ り に あたっ て , 占領 時 代 の 法 体系 の 終 
了 を 受け て 。 労働 運動 や 社会 運動 を お さえ る た め の 法 律 や 機構 の 整備 が 迫 ら れ た 。 候 寺 少 
動 防止 法 は この 姿勢 を 具体 的 に 示す も の で あっ た が , その ほか 自治 体 警 欠 を 廃止 し , 警 任 
計 指 導 下 の 都 道 府 県 警 察 に 一 本 化し た こと , 教員 の 政治 活動 の 抑制 を ね らい , 教育 関連 一 
法案 (教育 二 法 ) を 制定 し た こと な ど が あげ られ る 。 本 格 的 な 米 軍 基地 反対 闘争 $ お こっ て 
MSA と は 」 1951 年 に アメ リカ で 制定 され た 相互 安全 保障 法 の 略称 。MSA 協定 と は , 相互 防衛 援 
助 協定 農産 物 購入 協定 , 経済 的 措置 協定 , 投資 保障 協定 の 4 協定 か ら な っ て いる 。 全体 と し て , ア 
メリ カ が 対外 経済 。 軍事 , 技術 援助 を 統括 する 目的 で つく っ た 相 所 安全 保障 法 に より 援助 を 受け る 協 
定 の こと で ある 。 














第 2 3 月 ) 


な り , 委員 長 に は 左 派 の 鈴木 茂 三 
MEN 改憲 反対 を 党 の スロ ー ガ ン と し た 。 


484 第 4 部 近代 ・ 現 代 
くる よ 信 に 走っ た 。 
【 米 軍 基 地 反 対 闘争 】 1952 (昭和 27) 年 か ら 翌 年 の 内 灘 事件 と . 1955 (昭和 30) 年 か ら 剖 中 
(昭和 34) 年 の 砂川 事件 が その 代表 的 な も の で ある 。 内灘 事件 は , 石川 県 内 灘 の 砂丘 を 溢 謗 
の 試射 場 と し て 接収 する こ と に 反対 し て 座り 込み を 行っ た 最初 の 本 格 的 な 反対 闘争 で ま 記 
砂川 事件 は 東京 都立 川 米 軍 基 地 の 拡張 に 反対 し た 運動 で , 学生 と 警官 隊 の 衝突 が 繰り 返 議 
れ た 最大 の 基地 反対 闘争 で , 流血 事件 に まで 発展 し た が , 茎 地 拡張 は 阻止 きれ た 。 


1 体制 1954 (昭和 29) 年 12 月 , 日 本 民主 党 の 鳩山 が , 国会 解散 を 条件 に 左 有 凍 


会 党 の 支持 を と りつ け て 組 導 し た 。 鳩山 内 閣 は 戦前 期 に 政党 政治 期 
で あっ た 者 を 閣僚 に 多数 登用 し た 点 で , 官僚 出身 者 索 記 
用 する こと の 多かっ た 吉田 と は 好 対 照 を な し て いた 』 
山 は 吉田 路線 と の 差異 を 出す た めも あり , 中 国 ・ ソ 之 箇 
の 国交 回 復 と 再 軍備 を 意図 する 憲法 改正 の 意向 を 示 訂 
2 月 に 行わ れ た 総 選挙 で は , 日 本 民主 党 は 第 一 党 表 
っ て 第 2 次 鳩山 内 閣 を 組織 し た が , 過半 数 を 割り , 尊 詩 
社会 党 の 躍進 に よっ て , た と え 日 本 民主 党 と 自由 常 大 
法 改 正 に 賛成 し て も , 憲法 改正 に 必要 な 議席 の 3 分 の 較 
を 保守 勢力 だ け で 占め る こと は 困難 と な っ た 。 
社会 党 は , 講和 問題 を きっ か け と し て 長年 , た だ 派 と 
派 と が 対立 し て きた が , 2 者 が 合同 すれ ば 改憲 陣 止 送 月 
と し て , 政権 を 担当 する こと も 夢 で は な く な る と 考 材 
1955 (昭和 30) 年 10 月 13 日 , 社会 党 の 再 統一 が な っ た 。 講 
れ に よ っ て 上 衆議院 の 467 議 席 の う ら 156 議 席 を 占め る き 議 
郎 (1893- 1970) が , 書記 長 に は 右派 の 浅沼 稲 次 郎 (1 








これ に 対し て 保守 党 は , 社会 党 の 再 統 一 を みた 財界 が 保守 勢力 の 分 裂 状況 に 再考 を 健 昌 
だ こと も あり , 保守 勢力 の 結集 の た め の 下 准 備 が 進め られ た 。 そ の 結果 , 保守 合同 し で 剛 
名 を 目 由 民主 党 (自民 党 ) と し , 同年 11 月 に 結党 式 が 行わ れ て , 衆議院 に 299 名 , 参議 院 四 
118 名 を 占め る 勢力 が 誕生 し た 。 

こう し て , 保守 勢力 が 議席 の 3 分 の 2 を , 革新 勢力 が 3 分 の 1 を わけ 合う 態勢 と な う 講 
この バラ ンス を 大 きく 崩 す と , 憲法 改正 問題 が 具体 的 に ひき 起こ きれ る こと か ら . 人 「 
早 新 と も に 基本 的 に は この 数 の バラ ンス を 保つ よう な 政策 を 展開 する よう に 
よう な 安定 的 体制 を 55 年 体制 と 呼ぶ 。 

目 由 民 主 党 は 第 3 次 鳩山 内 閣 を 成立 させ , 鳩山 は 自主 意 法 の 制定 (憲法 改正 ) と 再 重 界 
(防衛 力 の 増強 ) を スロ ー ガン に か か げ は し た が , 1956 (昭和 31) 年 , 会 法 を 人 人 | 
国防 会 議 を 発足 させ た に ど 過 衝 二 だ 。 

外交 問題 で は , 1953( 昭 和 28) 年 3 月 に スタ ー リ ン が 死去 し た こと も あり , ソ連 国内 6 計 

の 雪解け ムー ド が 生じ た 。 ま た , 鳩山 が アメ リカ に 対し て 一 定 の 距離 を お いた 「 自 謗 
稀 」 路 線 を と っ た こと も ソ連 の 好感 を 得 た 。 そ の 結果 , 1956 (昭和 31) 年 10 月 19 日 . 人 
モス クワ で 日 ソ 国 交 回 復 に 関す る 共同 宣言 (日 ソ 共 同 宣言 ) に 調印 し た 。 平和 条約 の 調 部 中 





7 つの こ 』 


































第 12 章 55 年 体制 と 高度 成長 "485 


は な ら ず , 共同 宣言 に な っ た の は 。 日 本 側が 国 後島 ・ 択 提 島 を 含め た 北方 4 鳥 返還 を 求め 
た の に 対し , ソ連 側 は 国 後島 ・ 択 捉 鳥 は ソ連 の 領土 と し て 決着 済み で ある と の 明 度 を 崩さ 
な か っ た か ら で あ る 。 
[日 ソ 共同 宣言 】 宣言 の 内 容 は , (1) 日 ソ 間 の 戦争 状態 の 終結 と 国交 の 回 復 , (2) 日 本 の 国連 
加盟 を ソ連 が 支持 する こ と , (3) 日 本 に 対す る 賠償 請求 の 放棄 , (4) 科 和 条 約 締 結 後に , 歯 舞 
群島 ・ 色丹 島 を 返還 する こと の 4 点 に まとめ られ る 。 しかし, 1960( 昭 和 35) 年 に 日 米 新 安 
保 条 約 が 調印 きれ る と , ソ連 は 米 軍 の 日 本 か ら の 撤退 と 日 ツ 平和 条約 の 調印 後に 歯 舞 群島 
・ 色 呆 島 を 返還 する と 通告 し て きた 。 日 本 と ソ連 (ロシア ) の 間 で は , まだ 平和 条約 の 締結 
は な され て いな い 。 し か し , 共同 宣言 と いう 形 で 日 本 と ソ連 が 合意 に 達し た こと で , それ 
まで 日 本 の 国連 加盟 を 拒否 し て いた ソ連 が 支持 に まわ り , 1956( 昭 和 31) 年 12 月 。 国連 総会 
は 日 本 の 国連 加盟 を 全会 一 致 で 可決 し た 。 
1950 年 代 前 半 , 独立 を 回 復 し た 日 本 は 経済 成長 の 前 提 条 件 を と と 
の える こと が で きた 。 特 震 景気 の 最 中 に 1952 (昭和 27) 年 IMF ( 国 
際 通 貨 基金 ) ・ 世 界 銀行 (国際 復興 開発 銀行 ) に 加盟 し , 1955( 昭 和 30) 年 に は GATT【 関 税 及 
が 貿易 に 関す る 一 般 協 定 ) に も 加盟 し た 。 ド ル を 基軸 通貨 と し , 自由 ・ 無 差別 ・ 多 国 間 交 
渉 主義 を 原則 と する IMF・GATT 体制 (ブレ トン = ウッ ズ 体 制 ) に 参加 し た こと で 日 本 は 経 
済 的 に も 国際 社会 に 復帰 し た 。 
そし て 1954 (昭和 29) 年 末 こ ろか ら 1957 (昭和 32) 年 半ば に か け て , 連続 31 カ 月 の 大 型 景気 
が 続き ,「 有 史 以 来 の 好景気 」 と いう こと か ら , ジャ ー ナ リズ ム に よ っ て 神武 景気 と 命名 さき 
れ た 。 輸出 が 急激 に 伸び 始め , 国際 収支 の 危機 も 解消 し た 。 ス エズ 危機 (戦争 )@ に よっ て 


国際 物価 が 大 暴騰 する と いう 偶然 に も 支え られ て , 造船 ・ 鉄 鋼 ・ 電 気 機械 ・ 石 油 化学 な ど , 


重化学 工業 を 中 心 と し た 設備 投資 の 時 代 を 迎え た 。 

1955 (昭和 30) 年 , 日 本 は 済 の 主要 指 標 で , 戦前 の 最高 水準 を 突破 する こと が で き , 翌 
1956 (昭和 31) 年 の 『 経 済 白書 』l は 「 も は や 戦後 で は な い 。 わ れ わ れ は いま や 異な っ た 事態 に 
当面 し よう と し て いる 。 回復 を 通じ て の 成長 は 終わ っ た 。 今後 の 成長 は 近代 化 に よっ て 支 
えら れる 」 と 書い て いた 。 今後 は , 状況 に 甘え を る こと な く , 共 力 を 新た に し て 初め て 本 格 
的 な 成長 に つなが る の だ と いう 意味 で ,「 も は や 戦後 で は な い 」 と の フレ ー ズ が 使わ れ た 。 

[IMF・GATT 体制 】 国際 通貨 基金 (IMF) は 1946 年 3 月 に 創設 され た 国際 金融 機関 で ド 
ル を 基軸 通貨 ( 金 1 オ ンス 35 ド ル ) と し, 各国 通貨 と ドル と の 交換 比率 を 固定 し た 固定 
( 為 禁 ) 相場 制 を 採用 し た 。 日 本 の 例 で いえ ば , 1 ドル は 360 円 と 決め られ て お り , 為替 が 
安定 し て いる こと で 資本 移動 や 貿易 の 活性 化 が は か られ た 。 

世界 銀行 (国際 復興 開発 銀行 , IBRD) は , 戦争 で か な り の 被害 を こう な っ た ヨー ロッ パ 
や アジ ア の 戦後 復興 の た め に 資金 を 融資 する 世界 金融 機関 で . 1946 年 に 業務 を 開始 し た 。 
日 本 の 例 で は , 各地 の 大 型 ダ ム や 首都 高速 道路 が 世界 銀行 の 援助 に よっ て 整備 され た だ 。 


関税 及び 賢 易 に 関す る 一 一 般 協 定 【GATT) は 保護 主義 的 な プロ ッ 経済 を 阻止 する た め に . 


関税 その 他 の 貿易 障壁 の 低減 ・ 撤廃 を 目的 と し て , 加盟 諸国 間 の 交渉 を 促進 し , 世界 質 
易 の 拡大 を は か る 国際 経済 条約 で , 1948 年 に 成立 し た 。 


@ 1956 年 7 月 エジプト が スエ ズ 運 河 の 国有 化 を 宣言 し た の に 対し て , イギリス ネス ・ フ ラン ス 画 国 が 
武力 行使 を し た も の の 失敗 に 終わ むっ た 。 
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2. 長期 保守 政権 と 継 済 成長 


糧 山 内 間 の 退陣 を 受け て 。 自由 民主 党 総裁 の 地位 大 

' ' っ た の は , 石橋 港 山 と 岸 信介 で あっ た 。 新 総裁 と 
た 石橋 は 1956 (昭和 31) 年 12 月 に 組 問 する が , 在任 中 に 病 に 倒れ , 層 1957 ( 昭 和 32) 年 2 朋 
岸 に 内 閣 を ゆず っ た 。 岸 は 戦前 期 , 経済 官僚 (商工 者 ) と し て , 「 満 州 国 」 の 工業 化 推進 ば 計 
だ た っ て いた が , 東条 内 閣 で 閣僚 を つと め た こと か ら , 戦後 A 級 戦犯 容疑 者 と し て 逮捕 
れ 。 不 起 誕 ・ 釈 放 ・ 追 放 解 除 と いう 経歴 を た どっ た 。 岸 は ,「 日 米 新 時 代 」 を 唱え て , 目 計 
安全 保障 条約 の も つ 対 米 従 属性 を 改め よう と し て , 1958( 昭 和 33) 年 10 月 か ら 安保 改定 に 開 
手 し た 。 


参考 NM 問題 と きれ た 
点 は つき の 4 点 で ある 。 1) ア メリ カ の 日 本 防 
衛 義務 が 明文 化 き 6 ーー 
約 の 期限 が 明示 きれ て いな か っ た こと , (3) 在 
日 米 軍 の 行動 男 囲 と 目的 に 関す る 間 題 で , 在 


岸 内 閣 は , 安保 牙 定 に 伴う 混乱 を 事前 に 予測 し て , 1958( 昭 和 33) 年 , 警察 宜 の 権限 導 
を 規定 し た 警察 官職 務 執 行 法 ( 警 職 法 ) を 国会 に 提出 する が , 同 法案 は 審議 未 了 ・ 廃 案 記 
っ た 。 こ の よう な 岸 の 政治 手法 は ,「 保 守 」 対 「 革 新 」 の 対立 を 際立た せ た 。 社 会 党 ・ 共 履 
な どの 草 新 陣営 は , 安保 改定 に よっ て 日 本 が ア アメ リカ の 世界 戦略 に 結び つけ られ る こ 
な り , 再び 戦争 に 巻き 込ま れる , と の 論陣 を は っ た 。 

1960 (昭和 35) 年 1 月 、 岸 は リシン トン に 赴き , 日 米 相互 協力 及び 安全 保障 条約 ( 新 天 人 

























日 米 軍 の 行 「 和 生還 と され 2「 守 に コロ 
明確 な 定義 が な され て いな いこ と , (4 内 逢 菩 
項 と いっ て , 日 本 の 国内 紛争 に 対し て , 其 
リカ 軍 の 介入 を 認め て いた こと , で ある 









第 第 第 第 
設 衆 際 六 終 復 の 際 指 よ 剖 及 け 五 一 安 ま 四 を 抵 的 三 
及 国 の 条 止 し 措 連 人 置 前 う 法 びる 条 方 全 た 条 条 抗 か 条 
び は 平 ba 用 。 醒 , 佑 記 記 り 上 補 Pi の みり "ー 作 つ 。。 
区 和 日 な び は 安 "の 行 の 全 い 各 締 対日 締 と る 効 締 安 | 
域 そ 及 本 け 維 ` 全 国 武 動 規 を ず 締 約 す 本 約 し そ 果 約 保 目 
を の ぴ び 国 れ 持 安保 際 力 す 定 危 れ 約 国 る 国 国 て れ 的 国 条 
使 陸 安 の ば す 例 障 連 攻 る 及 う か 国 の 脅 の は '` ぞ な は 約 
用 軍 全 安 な る 保 理 合 撃 こ ぴく 一 は 要 威 安 ご - 維 れ 自 '| 
す の 全 ら た 障 事 憲 及 と 手 す 方 " 請 が 全 記 持 の 助 個 日 | 
る 空 維 に な め 理 会 章 び を 続 る に 日 に 生 又 だ し 能 及 別 米 | 
こ 軍 持 寄 い に 事 に 第 そ 官 に も 対 本 よじ は 人 交 発 力 ぴ 的 相 
外 と 及 に - 必 会 報 51 の 言 従 の す 国 り た 権 光 展 を 相 に 孔 | 
務 を び 知 し 要 が 告 条 結 す っ で る の 協 と 東生 さ 互 及 協 
当 許 海 与 な 国 し の 困る て あ 武 施 議 き に 療 せ 益 援 び カ 
条 で 軍 す 閉 措 際 な 規 と - 英 る 力 政 す は お に る 法 助 相 胡 
紹 れ が る ぴ 置 の け 定 し 通 こ 攻 の る いけ 面 SE に 抹 喜 上 
司る 旦 た に を 平 れ に て の 業 > 下 つ : る < の よ に だ 宴 
編 全 め 極 執 和 ば 従 封 危 を が に で 国 規 り 協 全 | 
ws 抽 し で 岳 ro 2 本 の あお も 際 語 定 で 光 
系 だ)W」 候 な 、 だ だ に ぬ め 自 る - の 諾 に ば 。 語 。 民 
約 お ヌメ お と 安 な 直す 対 "国領 ME 枝 従 力 て 条 
| 集 いり け き 全 いち べ 処 自 の 城 すず 和義 う 攻 。” 四 
= 7. 活 を SS 志 |」 ド 園生 YY れ 及 征 こ 撃 継 ゴ 
施 合 国 "回 そ 国 の る の 和 お か ぴる と に 織 
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条約 ) ・ 日 米 地位 協定 に 調印 し た 。 そ の 内 容 は , (1) 日 米 経済 協力 と 日 本 の 防衛 力 強 化 の 協 
調 .、(2) ア メリ カ の 日 本 防衛 義務 を 明記 , (3) 在 日 米 軍 の 行動 に 関す る 事前 協議 制 を 確認 , (4) 


条約 期限 は 10 年 (その後 は 自動 延長 に より 継続 ) の 4 点 で ある 。 こ れ は 旧 条 約 の 不備 を 補い , 


アメ リカ と より 対等 な 条約 を 締結 し よう と し た も の で あっ た 。 

| を 考 ] 岸 の 外交 姿勢 岸 は アメ リカ と の | ( 南 ヴ ェ ト ナム , カン ボ ジ ア , ラオ ス , マラ 
間 に 一 定 の 距離 を お おく こと で , アメ リカ に と | ヤ 連 邦 , シン ガボール , イン ド ネ シア , オー 
っ て の 日 本 の 重要 性 を 高め よう と し た 形跡 が | スト ラリ ア , ニュ ー ジ デー ラン ド , フィ リピ 
ある 。 改定 条約 調印 の た ぬ め . アメ リカ を 訪問 ン ) を まわ っ て いる 。 東南 アジ ア の 経済 発展 
する 前 。 東南 アジ ア 6 カ 国 ( ビ ル マ , イン ド , 」 に 影響 力 を も つ 日 本 , と の イメ ー ジ を アメ リ 
パキスタン , セイ ロン , タイ , 吾 洒 ) を 訪問 カ 側 に も た せよ うと し た も の で あろ う 。 

し , 訪米 後に 東南 アジ ア ・ オ セア ニア 9 カ国 

これ に 対し て 草 新 団体 や 各種 の 学生 団体 は , 安保 改定 阻止 国 民 会 議 @ に 結集 し た 。 1960 
(昭和 35) 年 5 月 19 日 , 岸 内 閣 は , 抄 議 院 で 新 安保 条約 の 批准 に つい て 了 行 採決 し , 1 カ 
月 後 の 自然 成立 を ね ら っ た 。 岸 は 「 あ くま で 新 安保 の 成立 を 期す る 。 声 な き 声 の 支持 あり 」 
と いっ て , 強硬 な 徐 勢 を 月 さなか っ た 。 こ れ を 機 に 反対 運動 は 急速 に 盛り あがり , 安保 改 
定 阻止 国民 会 議 や 全学 連 ( 全 日 本 学生 自治 会 総連 合 ) の 学生 ら が , 連日 国会 を 取り 巻い た 
(安保 闘争 ) 。 新 安保 条約 は 参議 院 の 議決 を 経 ず に , 6 月 19 日 に 自然 成立 し , 岸 内 閣 は その 
頁 任 を 負う 形 で 総 辞 職 し た 。 こ うし た な か で , 予定 され て いた アイ ゼン ハウ アー 米 大 統領 
の 訪日 も 中 止 され た 。 
[ 1960 (昭和 35) 年 7 月 , 岸 か ら 内 閣 を 引き 継 
い だ 池 田 勇 人 ( (899 一 1965) は 。 革新 勢力 と 対 
立 交替 を 鮮明 に し た 前 内 閣 と は 異な り ,「 賞 鶴 と 思 
妨 耐 」 を スロ ー ガ ン に , 政治 の 季節 か ら 経 済 の 季 : 
節 へ の 移行 を は か っ た 。 池 田内 閣 が 閣議 決定 し た : 
「 所 得 倍増 計画 」 は , 10 年 間 で 実質 国民 所 得 を ほぼ : 
2 倍 に する こと を めざし た 経済 計画 の こと で , 当 : 
時 の 経済 成長 の テン ポ を 考え れ ば , 手 の 届か な い : 
計画 で は な く , 実際 の 成長 も これ を 上 回 っ た 。 所 : 
得 を 2 倍 に する と いう わか りや すい スロ ー ガ ン は ,: 
経済 生活 の 問題 で , 国民 を 一 つ に まとめ る 役割 を : 
果たし た 。 こ の スロ ー ガ ン に よっ て , 同年 11 月 に : 
関わ れ た 選挙 は , 296 議 席 を 得る 自民 党 の 勝利 に : 
終わ っ た が , 社会 党 も 23 議 席 伸 ば し て 145 議 席 を : 
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得 , 衆議院 議席 の 3 分 の 1 を 確保 する こと に な り .! 5 11 月 11 月 1 月 2 月 12 月 
5 年 性 制 志 誰 持 き れ た 。 政党 替 力 3) 


また , 池田 内 関 は 政経 分 離 の 方 針 を か か げ て 中 華人 民 共 和 国 と の 貿易 を 拡大 し , 一 連 の 
賀 易 自由 化 を 推進 し た 。 こ の ころ の 日 本 は , 台湾 を 唯一 正当 な 中 国政 府 と 認め て いた た め 


@ 。 当 保 改定 陣 上 国 民 会 議 は 社会 党 ・ 葵 評 な ど を 中 心 に 134 の 革新 団体 を 結集 し た も の で , 5 月 20 日 に 


は 10 万 人 , 5 月 27 日 に は 17 万 5000 人 の 人 垣 が 国会 を 包囲 し た と いわ れ て いる 。 
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る , いわ ゆる 李 承 晩 ラ イン を 設定 し た 。 日 本 側 
に お いて も , 35 年 に お よん だ 日 本 の 朝鮮 支配 は 
朝鮮 に と っ て 良かっ た の だ と する 不用 意 な 発言 
が , 日 韓 会 談 上 で 飛び 出す な ど 両国 の 感情 の 
則 和 鱗 は 続い た 。 し か し , 1961 年 5 月 杜 正 時 (1917 
ー79) 政権 が 成立 し た の ち は, 電 国 側 の 対 日 浴 
勢 に 変化 が 生じ , 韓国 側 の 日 本 へ の 請求 権 に つ 

いて , 無償 ・ 有 償 授 助 合 わせ て 5 億 ドル の 経済 
3 三 協力 を 日 本 が 行う 線 で 交渉 は 進展 を みた 。 佐藤 
: 195556 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 全 内 開 の も と で 基本 条約 が 締結 きれ , 1910 年 ( 韓 
対 ・ 対 アジ ア 輸出 比率 の 推移 (岩波 講座 「 日 本 通 中 現代 1 41 買 より 国 億 合 の 年 ) 以 前 の 諸 条約 の 失効 を 確認 し , 日 


本 と 韓国 の 外交 関係 を 正式 に 樹立 する こと が で 
困難 が 予想 され た が , 1962( 昭 和 37) 年 中 華人 民 共 和 国 と の 間 に . 准 政 府 間 貿易 で あま る きた 。 条約 で 日 本 は 韓国 を 「 朝 鮮 に ある 唯一 の 
LT 質 易 を 開始 する こと が で きた 。 交渉 に あたっ た , 度 承 志 (1908-1983)。 高位 達 之 用 合法 的 な 政府 」 と 位置 づけ た 。 
(1885 一 1964) 両 名 の 顕 文 字 を と っ て , LT と 命名 きれ た も の で ある 。 1 また , 佐藤 内 閣 は , 所 得 倍増 を か か げた 池田 内 
1963 (昭和 38) 年 。 日 本 は GATT 12 条 国 か ら , 貿易 の 自由 化 を 原則 と する 11 条 国 に 移入 閣 と の 差異 を 明らか に する た め ,「 社 会 開発 」 を ス 
し , 堂 1964 (昭和 39) 年 に は , IMF 14 条 国 か ら 為 替 の 自由 化 を 原則 と する 8 条 国 に 移 径 思 ロー ガン に か か げた 。 お りか ら 静 岡 県 で お こっ た 
た 。 8 条 国 と は , 経常 取引 の 赤字 を 理由 と する 為替 制限 の 廃止 , 差別 的 通貨 措置 (政策 ) 天 石油 コン ピナ ー ト 進出 反対 運動 の 成功 に 衝撃 を 受 
侍 此 , さら に 通貨 交換 性 の 回 復 を 義務 づけ た も の で , これ は , 日 本 維 済 が 国際 競争 力 を 放 けた 政府 は , 1965 (昭和 40) 年 厚 相 の 語 間 機関 と し て 公害 審議 会 置 し , 翌年 に 「 公 害 に 
けた の で , 為替 面 で こと さら 保護 され る 必要 は な く な っ た と の 判断 を 世界 か ら 得 た こと 計 関す る 基本 的 施策 に つい て 」 の 稚 申 を 出し た 。 こ れ を 踏ま えて , Rio 
意味 し た 。 続 いて 同年 。 OECD (経済 協力 開発 機構 ) へ も 加盟 し , これ に よっ て 資本 の 自 貞 定 に よる 公害 規制 を 明文 化し た 公害 対策 基本 法 を 制定 し, 1970( 昭 和 45) 年 の 公害 対策 基 
化 が 義務 つけ られ た と は いえ , 日 本 は 先進 国 へ の 仲間 入り を 果たし た こと に な る 。 日 本 世 本 法 改正 を 経て 1971 (昭和 46) 年 環境 庁 の 設置 を みた 。 
パャ 2MVE1900 定 代 の 国際 経 深 の シス チム は , 自由 。 無 測 多国 則 次 半 症 織 【 公 害 対策 基本 法 】 1967( 昭 和 42) 年 に 成立 し た 公害 対策 基本 法 は , その 第 1 条 に 「 経 済 の 
3 に 健全 な 発 戻 と の 調和 を 図り つつ 、 生 活 環 境 を 保全 する こと 」 と いう , 調和 条項 が つい た も 
こう し た 池田 内 閣 の 姿勢 は , 経済 的 環境 を みれ ば 1964 (昭和 39) 年 の 東京 オリ ン ピ ッ タ の だ っ た 。 しかし, 地方 の コン ピナ ー ト 建設 は 地域 住民 の 反対 に あい , 1970( 昭 和 45) 年 に 
催 に 伴う 高速 道路 網 の 整備 や 東海 道 新幹線 の 開通 (東京 一 新 大 阪 間 ) な ど に 代表 され る 。 工 は , 光化学 スモ ッ グ や ヘドロ 公害 が 多発 し , 住民 運動 が 活発 に な っ た 。 ま た , 地方 選挙 で 
治 的 に は その 後 の 日 本 の 国際 社会 に お ける 政治 姿勢 の 原型 を 形 づ く り , 驚異 的 な 経済 成 軸 は , 福祉 と 大 企業 進出 阻止 を か か げ る 革新 首長 が 続々 と 登場 する よう に な っ た 。 こ うし て 
休講 と いう も の で あっ た 。 米 ソ の 冷戦 が 待 政府 も , 同年 。 公害 対 策 基本 法 の 全面 的 改定 を は か っ た 公害 関係 の 14 の 法案 を 臨時 国会 に 
いて いた 時 期 に あっ て も , 経済 的 に 安定 し た 日 本 の 存在 が , それ 自体 で 西側 諸国 に と っ 雇 提出 し ,。 いずれ も 成立 し た 。 


意味 ある も の だ っ た 。 っ 1965 (昭和 40) 年 , アメ リカ は 北 ヴ ェ ト ナム へ の 空爆 ( 北 爆 ) を 開始 し 
1964 (昭和 39) 年 1 月 に PD 沖縄 返還 | これ まで の ょ うに , 南 ヴ ェ トナ ム へ 軍事 援助 を 行う こと に よっ 
好 田 か ら 後 任 の 自民 党 総 裁 と し て 佐藤 9 う に, エ こと に 


作 (1901 一 1975) が 指名 され た 。 こ の 政権 は 3 次 に わた り 内 閣 を 謀 て 。 北 ヴェ トナ ム と 戦わ せる 方 式 か ら 、 一歩 。 介入 の 度合 い を 高め た こと に な る 。 こ れ に 
織 し て , 戦前 ・ 戦 後 を 通じ て 最長 の 7 年 8 カ月 に お よぶ 長期 政 対し て , 小田 実 992 一 ) ら は , F ベ トナ ム に 平和 を ! 市 民 連 合 」( べ 平 連 ) を 結成 し , 高校 
こなつ っ た 。 佐 藤 は , 前 内 間 が ほとん ど 行わ な か っ た 外交 的 上 | 生 や 大 学生 ら の 広い 支持 を 得 た 。 沖 縄 を 中 心 と し た 米 軍 基 地 は , 対 ヴ ェ ト ナム 戦争 の 遂行 
と りか か っ た 。 ま ず 1965( 昭 和 40) 年 に 韓国 と の 間 に 日 韓 基 本 条 導 に と っ て 不可 欠 な も の と な り , 基地 の 街 は , ー 定 の 経済 的 第 栄 を 享受 で きた が , 妖 涼 
を 調印 し た 。 「 きわ め て 表層 的 な もの で あっ た 。 米 軍兵 士 に よる 犯罪 も 問題 化し 核兵器 を 塔 載 し た 空 

[日 韓 基本 条約 の 締結 過程 】 日 韓国 交 正常 化 は , 順調 に 進 衣 な どの 日 本 へ の 寄港 も 問題 と な っ た だ 。 

わけ で は な か っ た 。 箇 国 の 初代 大 統領 で ある 季 誠 晩 0875 還 1967 (昭和 42) 年 , 佐藤 首相 は 衆議院 予算 当 員 会 で . 核兵器 に つい て , 「 持 た ず , 作ら ず , 
| 1965) は , 徹底 し た 反日 政策 を と り , 朝鮮 半島 周辺 の 公 海 』 持ち 込ま せ ず 」( 非 核 三原 則 ) と 表明 し た 。 し か し , な か な か 説得 力 を も ち 得 す , 。 翌 年 の 
佐藤 栄作 崎 国 の 主権 を 唱え , その 領域 へ の 日 本 漁船 の 立ち 入り を 禁 中 1968( 昭 和 43) 年 。 核兵器 を 積ん で いる と 思わ れ た 米 空母 エン ター プラ イズ の 佐世保 入港 反 
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対 闘争 が , 従来 の 革新 政党 を 批判 する 新 左翼 を 中 心 に 行わ れ た 。 こ の ころ , 東大 医学 部 硫 
学生 処分 問題 や ヤ イ ンタ ー ン 制度 の 改革 問題 と いう , 本 来 は 非 政治 的 な 問題 か ら , 東大 闘 吐 
が 全国 的 な 学生 運動 に 発展 し た 。 し か し , 1969( 昭 和 44) 年 全共闘 派 学生 の 占拠 する 東 詩 
安田 講堂 の 機動 隊 に よる 封鎖 解除 に よっ て , この 運動 は 鎮静 化し た 。 4 
一 率 , 沖縄 で は 祖国 復帰 運動 が 高 まっ て いた 。 沖縄 は 1945 (昭和 20) 年 4 月 か ら 6 月 四 
け て な され た 太平 洋 戦 争 の 最終 盤 戦 に お いて , アメ リカ 軍 と の 本 格 的 な 地上 戦 が 行わ れ 意 
地域 で あっ た 。 了 戦争 終結 後 , 沖縄 は 米 軍 の 直接 軍政 下 に お か れ た 。 サ ン フ ラン シス コ 凍 衝 | 


ーー 条約 に よる 日 本 の 独立 回 復 後 も 、 アメ リカ に 調 
北部 割 練 場 - 一 6 


る 上 古 領 継続 が 認め られ , 沖縄 は アメ リカ の 施 呈 

権 下 に お か れ た 。 
ド この よう な 特殊 な 事情 が 育 景 に あり , それ 纏 
い 影 加え て 1960 年 代 の ヴェ トナ ム 戦 争 の 本 格 化 に ま 
研ぐ 生 村 得 」 っ て , 米 軍 基地 の 拡大 に 伴う 基地 用 地 の 接 収 
ーー 間 題 と な っ た 。 こ の よう な 不正 常 な 状態 績 
メリ カ 施 政権 下 に ある か ら だ と し て , 揚 国 復 M 
S、 や 。 | 運動 が 本 格 化し た の で ある 。 
2 で ーー ホワ イト = ピー チ 地 区 re と の を ムー ネ ' _ 衣 
[ ea | 佐藤 内 閣 は 返還 交渉 に 取り 組み 1969( 中 
も ーー 門 委 捉 練 場 44) 年 11 月 , 佐藤 ・ ニ クソ ン に よる 日 米 首 騰 I 
談 で , 3 年 後 の 沖縄 施政 権 返還 の 基本 的 合意 
つく られ , 日 米 共同 声明 の 形 で 発表 きれ た 』 較 
し て 1971 (昭和 46) 年 沖縄 返還 協定 が 調印 き 机 | 
1972( 昭 和 47) 年 5 月 の 協定 の 発効 を も っ て 漂 | 
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加 き 在 お 時 


の 日 本 復帰 が 実現 し , 沖縄 県 が 復活 し た @。 
[日 米 共同 声明 】 1972( 昭 和 47) 年 に 沖縄 が , 核兵器 の まっ た く 存 在 し な い 形 で 日 本 に 送 志 
きれ, 返還 後 の 沖縄 に は , 日 米 安全 保障 条約 お よび その 関連 の 取決め が 日 本 本 土 と 同様 
に 適用 きれ , 核兵器 も ち 込 み の 事前 協 議 に つい て も 特別 の 例外 を 設け な いこ と が 強調 き 
れ て いる 。 ア メリ カ 側 は , 沖縄 の 基地 を 韓国 ・ 台 湾 ・ ヴ ェ ト ナム の 防衛 に 使用 する こと に 
つい て , 米 軍 へ の 特別 の 配慮 を 日 本 が 行 を ば , 沖縄 を 日 本 の 主権 下 に 返 量 する こと に 反対 
し な い 態 度 を と っ て いた 。 実際 的 な 問題 で あっ た 緊急 時 の 核 も ち 込 み と , それ に 対す る 日 
本 政府 へ の 事前 協議 に つい て は , 含み の ある 表現 が と られ て いる 。 例え ば, 共同 声明 の 第 
8 項 は , 「 総 理大 臣 は , 時 た 人 還 錠 溢 和 電 
政府 の 政策 に つい て 詳細 に 説明 し た 。 こ れ に 対し , 大 統領 は , 深い 理解 を 示し , 日 米 安 
保障 条約 の 事前 協議 制度 に 関す る 米国 政府 の 立場 を 害する こ 世 送 度 626 お の 
5 本 する 
1 1950 年 代 半 ば か ら 1970 年 代 初め に か け て の , 日 本 の 儲 異 的 な 
経済 成長 を 支え た 国際 環境 を みて みる と , まず は IMF*GATT 体 
制 ( プ レト ン = ウ ッ ズ 体制 ) が あげ られ る 。 世 界 貿易 の 不安 定 さ と 通貨 の 危機 か ら , 第 一 次 
世界 大 戦 が 勃 玩 し た と 考え た アメ リカ は , 戦後 何より も , 自由 貿易 を 理念 と する 開放 的 な 
国際 経済 秩序 を め ぎ し た 。 日 
本 は , 講和 ・ 独 立 後に , プレ ト 
ン = ウ ッ ズ 体制 に 組み 込ま れ , 
国際 経済 体制 を 担う 一 員 と し 
て 認め ぬら れる まで に 成長 し , 
その こと に よっ て 経済 成長 が 
維持 され た 。 成長 の 推移 を み 
る と 1955 年 か ら 20 年 近い 期間 , 
日 本 の 実質 GNP( 国 民 総 生 
産 ) は 年 平均 10% 以 上 の 成長 
率 を 維持 し て いた 。 朝 鮮 戦争 
に よる 特電 景気 に よっ て , 
1955 年 の 日 本 経済 の 主要 指標 
は 戦前 の 最高 水 準 を 超え , そ 
れ に 続い て , 1955 年 か ら 57 年 
の 神武 景気 , 1958 年 か ら 61 年 








主要 経済 指標 経済 企画 庁 編 『 経 済 晶 
書 』1994 年 より 作成 。 (岩波 講座 「 日 本 通 
中 理 代 1』 3 頁 よ り } 





@⑩ 日 本 の 講和 ・ 独 立 後 も アメ リカ の 施政 権 下 に お か れ た 地域 は , 沖縄 の は か に , 奄美 諸島 と 小葉 原 
諸島 で ある 。 





原油 価格 の 推移 


石炭 供給 量 (0 【) 


(出典 。 全 東 光晴 "日 可 経 済 と 産業 と 企業 」 
116 頁 より ) 
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まい の 央 戸 景 気 . 1962 年 か ら 64 年 の オリ ン ピ 
揚 : ク 景 気 ,1965 年 か ら 70 年 の いざ な ぎ 景 気 ガ 
間断 な く 現われ た 。 
成長 の 要因 は 5 つ に まとめ られ る 。 第 軒 
: に , 国民 の 貯 著 傾向 の 高 さ を 背景 に , 政府 
3 : が 郵便 貯金 な ど を 原資 と する 財政 資金 を 』 
: 20 : 社会 資本 の 充実 ・ 景 気 調整 の 手段 な ど に 滴 
: 用 する 財政 投 表 資 を 行っ た こと 。 第 2 に 
: 1975( 昭 和 50) 年 の 高校 進学 率 が 90% に な 因 
本 : よう な , 高い 教育 水準 が 労働 力 の 生産 性 拓 
| sm : 高め , 技術 革新 を 容易 に し た こと 。 第 3 財 
中 東 の 大 油田 の 開発 が 進ん, サウ ジア ラ 随 

1960 62 64 66 68 70 7274 76 78 80 82848688 90 年 - 7・ ク ウェ ー ト な どか ら 安 い 原 油 が 日 本 
PBP se 

1958( 昭 和 33) 年 か ら 著 し く 下 落し た こ 
原油 価格 に 対し て , 石炭 価格 は 対抗 で き な ぐ な り , 3 
か ら 石 油 に 転換 し , 石油 を 低廉 価 で か つ 大 量 に 輸入 で きた こ と (エネ ルキ ギー 革命 )。 第 4 則 
国民 全体 の 所 得 が 伸び つつ あり 衣 汰 製 品 ゃ 邊 動車 な どの 国内 市 場 が 対 大 し た こと が お 謗 
られ る 。 所 得 の 伸び の 背 量 に は , 農業 基本 法 (1961 年 ) の 制定 な ど に よる 農業 経営 の 大 規模 竹 
や , 米価 引き 上 げ 策 に より , 農家 の 収入 増 を は か っ た こと が あっ た 。 第 5 に , 固定 ( 為 製 
相場 制 が , 実質 的 に は 円 安 を 進行 させ , 日 本 の 輸出 拡大 に 資す る と ころ が あっ た こと で あ 医 


三井 三池 争議 】 1959 (昭和 34) 年 か ら 1960 (昭和 35) 年 に か け で 』 
三井 三池 炭鉱 の 人 員 整 理 と 合理 化 に 反対 する 大 規模 な 争議 が お 
っ た 。 日 本 を 代表 する 基 旨 産業 で あっ た 石 談 産 業 が 縦 陣 化 し だ 計 
と が , 争議 の 背景 に あっ た 。 三井 鉱山 は 当初 6000 人 の 希望 返 中 
を 募っ た が , 組合 側 は これ を 拒絶 し た 。 そ れ に 対し 会 社 側 は 章 
解 雇 通告 に 出 て , 炭鉱 を ロッ クア ウト し . 組合 側 も 期限 ス 
これ に 対抗 し た が 結局 は 組合 側 の 敗北 に 終わ っ た 。 こ れ は 階級 闘 
沖 意 識 に 基づく 大 争議 の 時 代 が 終わ っ た こと を 意味 し て いる 。 講 
の 事件 は , 安保 闘争 と 時 期 的 に 重なっ た こと も あり , 全国 的 な 細 
目 を 集め た 。 「 

こう し た 経済 高度 成長 は 家電 製品 を 急速 に 普及 させ , さま ざま な 造 語 第 を 生ん だ 。19 記 6 
年 代 後半 に は , 白黒 テレ ビ ・ 電 気 洗濯 機 ・ 電 気 冷 蔵 庫 が 三種 の 神器 と 呼ば れ , 1960 年 代休 
半 に は , 車 (カー)・ ク ー ラ ー・ カ ラー テレ ビ が 3 C と 呼ば れる よう に な り , 日 本 人 の 症 
常 生活 に 消費 革命 が お こっ た と いわ れ た 。 
食 生 活 も 豊か に な り , 肉類 や 乳 製品 な ど が 普及 し た こと も あり /, 日 本 人 の 体格 は 著 LIK 
向上 し た 。 米 食 が 減退 する と と も に 食 生活 の 洋風 化 が 進み 、 イ ンス タン ト 食 品 ・ 冷凍 食 
が 普及 し , 外食 産業 も 発達 し て きた 。 食 品 産業 は 量産 で きる 規格 化し た 食品 を . スー 
ー マ ー ケ ッ ト や コン ビニ エン ス = スト ア な ど に 供給 する よう に な っ た 。 
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メー ジ を 与え た 。 生 産 面 の 技術 革新 は あっ て も , それ に 伴う : 
有害 な 一 産物 へ の 対処 技術 を 日 本 は いま だ も っ て いな か っ た 。: 
工業 地帯 で は 大 気 汚染 ・ 水 質 治 濁 ・ 騒 音 ・ 地盤 沈下 な ど が 続 : 
著 し , コン ビ ナ ー ト 建設 反対 な ど を スロ ー ガ ン と し て 聞 っ た 
革新 勢力 が , 自治 体 選 挙 で 勝利 する こと も 多く な っ た 。 東京 : 
・ 横浜 ・ 京 都 ・ 大 阪 の 大 都市 園 で は 草 新 自治 体 が 成立 し た 。 : 

この よう な な か で , 1960 年 代 に , 被害 者 が 企業 を 告発 し た : 
四 大 公害 訴訟 が 行わ れ , 1971 (昭和 46) 年 か ら 1973( 昭 和 48) 年 : 
に か け て , 原告 側 勝利 の 判決 が あい つい だ e@。 佐藤 内閣 が 制 : 
定 し た 公害 対策 基本 法 を 1970( 昭 和 45) 年 に より 徹底 し た 法律 : 
に 全面 的 に 改定 し , 公害 対策 行政 を 一 本 化し た 時 借 后 を 1971 
(昭和 46) 年 に 発足 させ た の も それ へ の 対応 で あっ た 。 4 

【 同 和 間 題 へ の 対応 】 第 二 次 世 界 大 戦後 の 1946 (昭和 21) 年, 人 の 人 を 人 
全国 水平 社 を 継承 し て 部 落 解 放 全 国 委員 会 が 結成 され, 部 
落 解 放 運 動 が 再 出発 上 だま 二 の めこ あか いら 部 落 問 是 は 戦前 の 水平 連動 と 融和 運動 と の 対立 を 
越え た 国民 的 な 和合 の 問題 で ある と し て 同和 問題 と 呼ば れる よう に な っ た 。 も と も と 「 同 
和 」 の 語 は 「 同 胞 一 和 」 と いう 意味 で ある 。1955 (昭和 30) 年 に は 全国 委員 会 は 部 落 解 放 同 中 
と 改称 し 。 社 会 に 残る 差別 行動 に 積極 的 に 対処 し て いっ た 。 そ の 後 , 1976( 昭 和 51) 年 に 全 
国 部 落 解放 運動 連合 会 , 1986( 昭 和 61) 年 に 全国 目 由 同和 会 さ が 結 成 さ れ た 。 

1965( 照 和 40) 年 , 絵理 府 の 許 問 機関 で あっ た 同和 対策 審議 会 は 画 期 的 な 答申 を 行っ た 。 
同和 問題 は 基本 的 人 権 に か か わる 重要 な 問題 で , 部 落差 別 の 解消 は 国 の 責務 で ある と と も る 
に 国民 的 課題 で も ある と し た うえ で , 同和 地区 の 環境 改善 , 社会 福祉 , 産業 ・ 教 育 ・ 人 権 
対策 な ど 具 体 的 な 同和 対策 の 推進 を 提言 し た の で ある 。「 昭 和 の 解放 令 」 と も いわ れ た この 
容 申 を 受け 。 1969 (昭和 44) 年 に は 同和 対策 事業 特別 措置 法 が 公布 ・ 施 行き れ , 1982( 昭 和 
57) 年 の 地域 改善 対策 特別 措置 法 に 引き 継が れ た 。1987 (昭和 62) 年 か ら は 対策 事業 の 総 仕 
上 げ を め ぎ ざし て 了 地域 改善 対策 特定 事業 に か か わる 財政 上 の 特別 措置 に 関す る 法律 ( 地 対 財 
特 法 ) が 実施 きれ て い ゆい 証 。 

同和 対策 は 国民 的 課題 と し て 進め られ , 部 落 解放 基本 法 も 構想 され て いる 。 し か し 現実 
の 社会 に は 結婚 ・ 就職 を は じ め と し て さま ざま な 差別 事件 が あと を 絶た す , 同和 問題 の 理 
解 も 国民 全体 に 浸透 し て いる と は いえ な い 。 
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5 四 大 2 S 害 訴訟 と は , 以下 の 4 つの 公害 病 に 関す る 州 訟 を いう 。 (1 水俣 病 (熊本 ) は チッ ソ 水 俣 工場 
排出 の 有機 水銀 中 毒 に よる 披 害 . (2) 新 潟 水俣 病 (新潟 ) は 昭和 電工 が 排出 し た 有機 水銀 中 毒 に よる 役 害 , 
(3) イ タイ イタ イ 病 (富山 ) は 三 謀 井 金属 工業 排出 の カ ドミ ウム 中 毒 に よる 披 害 , (4) 四 日 市 ぜん そく (三重 ) 
は 石油 コン ピナ ー ト 排出 の 亜 硫酸 が ス に よる ぜん そく な どの 被害 
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1960 年 代 後半 に は , ヴェ トナ ム 骨 
手 に 伴う 軍事 費 の 重圧 が アメ リ 凍 
経済 に 影 を 落と し 始め , 基軸 通貨 で あっ た ドル の 国際 的 信用 も 急落 し て いっ た 。 ア メリ 誠 
経済 の 低迷 に 対し て , 第 二 次 世 界 大 戦 の 敗戦 国 で あっ た 西ドイツ と 日 本 が , と も に 固定 柚 
場 制 の も と で , マル タク 安 . 円 安 を 利用 し て 輸出 増進 を は か り . 国際 収支 の 黒字 を 計上 し 還 
いる こと は , か ね て か ら ア メリ カ 側 の 不満 の 種 と な っ て いた 。 
アメ リカ 大 統領 に 就任 し た ニク ソン (Nixon.。 1913 一 1994) は , アメ リカ 経済 の 再建 と , 
ェ ト ナム 戦争 の 終結 を めざし た 。 ま ず , ヴェ トナ ム 和 平 に つい て は , ソ連 の 軍事 的 重 庁 男 
直面 し て いる 中 国 と の 関係 改善 に よっ て 中 国 の 好意 を 得 , 中 国 を 媒介 に し て 北 ヴ ェ ト ナ 契 
を 和平 交渉 の 場 に 引き 出 そ う と し た 。 
1971 (昭和 46) 年 7 月 15 日 , ニク ソン 大 統領 は 声明 を 発し て , 1972 年 中 国 を 訪問 し , 申 華 
関係 の 改善 を は か る 意思 を 明らか に し た 。 ま た 1971 年 8 月 15 日 . アメ リカ は ドル を 防衛 関 
イン フレ を 抑制 する た め に , 金 ・ ドル の 交換 を 停止 し て 西ドイツ や 日 本 な どの 国際 収支 
子 国 の 為替 レー ト の 引き 上 げ を 要求 し た 。 さ ら に この 要求 を 通す た め に , 了 臨時 に - 輸 入 課 





























徴 金 制度 を と り , 日 本 か ら 輸 入 す る 電気 製品 な ど に 10% の 輸入 課徴 金 を か ける こと を 馬 
表 必 か 
この よう な , 外交 と 経済 の 2 つの 面 で の アメ リカ の 新政 策 は , 中 華 民 国 (台湾 ) と 講和 席 


約 を 結ん で 外交 関係 を 築き , 固定 (為替 ) 相 場 吊 の も と で 輸出 増進 を は か っ て いた 日 本 を 曽 
撃 し た 。 日 本 は 米 中 接近 を 了 予期 し て いな か っ た こと も あり , 大 き な 衝 撃 を 受け 。 これ ば ぱ 国 
クソ ン = シ ョ ッ ク と 呼ば れ た 。 経済 の 新政 策 に よる ドル = ショ ッ ク を 含め て . ニタ ツ 選 還 
ショ ッ ク と 呼 ぶ こと も ある 。 
【 二 つの 中 国 】 ここ で , 日 本 と 二 つ の 中 国 . つま り 中 開 民 国 ( 江 ) と 中 人 民 共 和 還 
関係 を ふり か えっ て お こう 。 (1) ま ず , oN 
会 議 の と き に は , 中 華 民 国政 府 を 支持 する アメ リカ と , 中 華人 民 共 和 国 を 支持 する イイ 洋明 
ス と の 間 で 調整 が つか ず , 両国 と も 拘 語 さ れ な か っ た 。 日 本 は アメ リカ の 意向 に し だ 
っ て , 1952 (昭和 27) 年 に 講和 の 相手 と し て 中 華 民 国 を 選択 し . 日 華 平 和 条 約 を 調印 し な 
(2 つき に , 1960 年 代 。 日 本 と 中 華人 民 共 和 国 と の 間 で Cy REH97) 生 の LT 折 各 識 
を み , 準 政 府 問 貿易 が 開始 され た 。 交 渉 に あたっ た 記 承 志 と 高 秦 達 之 助 の イニ シャ ル 
と っ て LT 罰 易 と 命名 され た も の で ある 。 (3)1970 年 代 。1971 (昭和 46) 年 . ニク ソン の 斑 計 
訪問 計画 が 明らか に され る と , 事態 は 急速 に 動き 出す 。 こ の 年 . 中 幸人 民 共和 国 の 国連 
帳 が 実現 する と , 中 華 民国 は 国連 を 脱退 し た 。 つい で 1972( 昭 和 47) 年 2 月 , ニク ソン の 番 
中 が 実現 し , この よう な 転換 を みて , 日 本 側 も 同年 7 月 田中 角栄 (19181993) 内 閣 の 成 計 
と 同時 に , 「 日 中 国交 正常 化 へ の 機 は 部 し て いる 」 と の 談 語 を 発表 し た 。 中 国 の 周 時 呈 


中 国 の 周 還 工 
(1898 一 1976) 首相 に と っ て も , ソ連 と 軍事 衝突 事件 を お こす に いた る ほど . 中 ソ 関 係 其 4 
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化し て いた 当時 , 日 中 関係 を 正常 化す る こ < “ 
と は 意味 が あっ た 。 

この よう な 背景 の も と に 田中 首相 自身 が 訪 


中 し , 日 中 共同 声明 が 発表 きれ た 。 そ の 内 容 
は , (1) 日 本 は 戦争 責任 を 認め , 反省 する 惑 度 


を 表明 する , (2】「 戦争 状態 の 終結 」 と いう 表現 
は と ら ず , 両国 間 の 不正 常 な 状態 を 終わ ら せ 


る , と いう 表現 を と る @, (3) 中 華人 民 共 和 国 
を 唯一 の 合法 政府 と する , (4) 中 国 側 は 対日 請 
求 権 を 放棄 する , の 4 点 に まとめ られ る 。 
この 結果 , 日 華 平 和 条 約 は 廃棄 され , 日 本 
の 中 華 民国 ( 台 満 ) と の 外交 関係 は 断 入 し た 。 
日 中 共同 声明 の あと , 1978 (昭和 53) 年 の 福田 電 夫 (1905 一 95) 内 閣 の 日 中 平和 友好 条約 の 調 
印 まで 多少 の 時 間 が あく の は , いわ ゆる 徳 権 条 項 を めぐ っ て , 日 中 が 対立 し た か ら で あ る 。 
日 本 が 条約 上 , 「 ソ 連 は 革 権 国家 で ある 」 と 認め る こ と を 中 国 は 要求 し た が , 「 形 権 反 対 」 を 
表明 し な が ら , それ が 「 第 三国 と の 関係 」 に 影 有 拓 を およぼす も の で は な い , と いう 文言 に す 
る こ ーー 条約 締結 と な っ た の で ある 。 
“ | 1971( 昭 和 46) 年 末 , 10 カ 国 蔵相 会 議 で 円 切上げ (1 ド 
ピー ル 三 308 円 ) な どの 合意 が 成立 し , いっ た ん は 固定 相 
場 制 が 維持 きれ た (スミ ソニ アン 体制 )@e。 し か し , スミ ソニ アン 体制 に よっ て も , 国際 収 
支 赤字 国 の 赤字 の 増大 , 黒字 国 の 黒字 の 増大 に 変化 は な く , gd 
は 改善 きれ な か っ た 。 そ こ で ヨー ロッ パ 諸 国 は ドル に 対し て 自国 の 通貨 を 切り 上 げ , 
を 受け て 日 本 も 対応 を 迫 ら れ た 。1973( 昭 和 48) 年 2 月 , 変動 為替 相場 制 に 移行 し . BE 
20% 程 度 の 切上げ を 意味 する 257 一 264 円 で 円 を 変動 きせ る こと に し た 。 
「 決 断 と 実行 」 を か か げ て スタ ー ト し , 日 中 国交 正常 化 と いう 大 き な 外 交 課 題 を 達成 し た 
田中 角栄 首相 は , 組 閥 する 前 の 佐藤 内 閣 の 通産 大 臣 時 代 に 『 日 本 列島 改造 論 』 を 公刊 し て お 
り , 高度 成長 政策 の 促進 を は か っ て いた 。 
[日 本 列島 改造 論 】 田中 は 新潟 県 出身 で , 高 等 小学 校 を 出 て , 夜 学 の 工業 高校 を 卒業 し た 
経歴 を も つ 異 色 の 政治 家 で あ っ た 。 佐藤 栄作 や 福田 起 夫 ら , 東大 卒 の エリ ー ト 官僚 と し て 
政界 に 入っ た 者 と は 明らか に 違っ て いた 。 立花 隆 に よる 「 田 中 角栄 の 研究 その 金脈 と 人 
脈 」 が 出版 され , ロッ キー ド 事 件 の 全貌 が 明らか に な っ て か ら で も , 首相 と し て の 大 気 度 
は 依然 と し て 他 を 引き 離し て いた 。 田 中 の 改造 は 。 これ まで 日 の あたら な か っ た 日 本 海 
沿岸 や 山間 の 過疎 地 共 『 ま で, 日 本 全国 に 経済 成長 の 成果 を 均等 に ば ら ま こう と し た も の で 
あっ た 。 太 平 洋 岸 に 集中 し て いる 工業 地帯 を 日 本 全国 の 拠点 都市 に 分 散 し て , これ ら の 新 
都市 間 を 新幹線 と 高速 道路 で つなご うと し た も の で , ァ イ デ ア と し て は 斬新 な 長期 的 な 展 


この よう な 表現 に 





日 中 国交 回 復 北京 を 訪問 し た 田中 首相 に 屈原 の 「 先 辞 
を お くる 中 国 の 毛沢東 主席 。 左 は 周恩来 首相 。 





間 日 本 は すでに 。 中華 民国 政府 を 相手 と し て 戦争 状態 の 終結 を 行っ て いた の で , 
7 

馬 スミ ソニ アン 体制 と は , ワシ ント ン の スミ 
で この 名 称 が ある 。 


上 あて し 


ソニ アン 博物 館 で 暫定 的 通貨 体制 の 合意 が 行わ れ た の 
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望 を も っ た も の で あっ た 。 


し か し , 田中 内 閣 は 国内 外 の 巨大 な 経済 的 変動 に 直面 する こと に な っ た 。 ド ル = シ ョ ッ 
ク を 緩和 し よう と し た 政府 は , 金融 緩和 を 行なっ た が ., その 行き 過ぎ か ら 土 地 が 高騰 し 始 
め た 。 東京 圏 の 地価 は 前 年 比 36% ま で 上 昇 し , イン フレ が 喝 進 し た 。 
1973 (昭和 48) 年 10 月 に . アラ ブ 諸 国 と イス ラ エ ル と の 間 に 第 4 次 中 東 戦争 が 勃発 する 題 
OAPEC( ア ラブ 石油 輸出 国 機 構 ) 加 盟 の アラ ブ 産 滑 国 は 石油 戦略 を と っ た 。 ア メリ カ な 回 
イス ラ エ ル 支 援 国 に 対し て は 全面 石油 禁輸 を 断行 する と 発表 し た の で ある 。 こ れ に 応じ て 
OPEC( 石 洒 輸 出国 機構 ) も , 原油 価格 を いっ き よ に 4 倍 に 引き 上 げた (第 1 次 石 湯 シ ョ ッ ク 誹 
日 本 で は , か ね て の イン フレ に 加え て , 任 乱 物 価 と いう パニ ッ ク が 発生 し , 生活 必 才 
品 で ある トイ レッ トペ ー パ ー, 洗剤 塩 な どの 買い 占め が 行わ れ た 。 こ うし た な か で 1974 
(昭和 49) 年 , 日 本 は つい に 戦後 初 の マイ ナス 成長 を 経験 し , 高度 成長 に も 終止 符 が 打 た れ 
だ 。 先進 国 は , 1975 (昭和 50) 年 の 世界 不況 に 対応 する た め 。 アヌ リカ ・ イ ギリ ス ・ フ ラン 
ス ・ 西 ドイ ツ ・ 日 本 ・ イ タリ ア の 6 カ国 の 首脳 に よる 協議 の 場 を も つこ と に し た 。 こ の 先 
進 国 首脳 会 議 ( サ ミッ ト ) に は , 翌年 か ら カ ナダ も 加わ り , 毎年 開催 され る よう に な っ た 。 
イン フレ と 不況 の た め に 田中 内 閣 の 支持 率 は 低落 し , 1974 (昭和 49) 年 7 月 の 参議 院 選挙 
で 自民 党 は 敗北 し た @。 こ うし て , 同年 12 月 4 日 。 三木 武夫 (1907 一 1988) ) を 首 斑 と する 内 閣 
が 誕生 し た 。 
三木 は , 自民 党 の 「 体 質 改 善 , 近代 化 」 に 取り 組む べき 者 と し て 総裁 に 推 さ れ , 金 の か が 
る 政治 を 全廃 する と いう 政界 沙 化 を スロ ー ガ ン に か か げた 。 ま た , 防衛 費 を GNP の 1 器 
以内 と する 痢 議決 定 を 行っ て 平和 的 な 自衛 力 を アビ ー ル し た @。 
し か し , 三木 は 1976 (昭和 51) 年 2 月 に ロッ キー ド 事 件 が 発覚 し て 田中 首相 が 逮捕 きれ だ 
と き , あま り に も 事件 解明 に 積極 的 に 動い た た ぬ め に , 自民 党 内 に も 三木 首相 へ の 反発 の 風 | 
気 が お こり , 12 月 , 内 閣 は 退陣 に 追い 込ま れ た 。 
| 参考 | ロッ キー ド 事 件 1975 年 12 月 。 ア メ 
リカ 上 院 の 外交 委員 会 多国 籍 企業 小 委員 会 
で , ロッ キー ド 社 の 合計 監査 の 結果 が 報告 き 
れ , 日 本 へ の 航空 機 売り 込み の た め に ., 30 億 
円 刷 上 の 金 が 日 本 側 に 支払 われ て いた こと が 
明らか に な っ た 。 30 億 円 の うち , 21 憶 円 が 右 
軸 の 児玉 準 士 夫 (1911 一 1984) に 渡さ きれ 。 21 億 判決 で も 有罪 と な っ た が , 93 年 に 病死 し た 
あと を 受け た 福田 赴 夫 内 閣 は , 内 審 拡大 を か か げ て 貿易 黒字 ・ 円 高 不況 問題 に 対処 し 。 
1978 (昭和 53) 年 に は 日 中 平和 友好 条約 を 締結 し た が , 福田 首相 が 自民 党 総裁 選挙 に 敗れ た 
た め 大 平 正基 1910- !980 内 間 に 変 代 し た 。 大 平内 閣 は 国会 で の !「 保革 伯 仲 」 が 迷 く な か で 。 


i] 田中 を 辞任 に 追い 込ん だ の は , 雑誌 『 文 鞭 春 秋 』1974 年 11 月 ケ に , 
と 人 須 」, 児 主 隆也 「 泡 し き 越山 タ の 女王 」 が 掲載 され た こと で 、 幽 寺 
り の か らく り が 暴 路 さ れ た た めで ある 。 

穫 その 実態 は , 防衛 費 を 大 幅 に 削減 する と いう も の で は な か っ た 。 こ れ ま で GNP の 伸び 率 が 非常 因 
大 きか っ た た め に , 実質 的 な 防衛 費 の 金額 自体 が 増大 し て いて も , 問題 し な ら な か っ た 側面 が 大 き 博 
前 内 閣 の 政策 と の 単純 な 比較 は で き な い 。 





円 の うち ある 部 分 は 国際 興業 の 小佐 野 賢 光 
(1917 一 1986) に , また 別 の 部 分 は 丸紅 を 通関 
て 日 本 政府 関係 者 に 渡さ れ た こと も 判明 し 
REP 
前 首相 の 逮捕 へ と 発展 し た 。 田 中 は , .198 
(昭和 58) 年 の 一 審判 決 で 有罪 と な り , 控訴 


。 立花 隆 " 田 中 角栄 研究 その 金 大 
会 社 を 用 いて の 田中 の 資金 づ 
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1979 (昭和 54) 年 の 第 2 次 石澤 シ ョ ッ ク に 対処 し , 財政 再建 を め ざ し た 。 し か し 1980( 昭 和 

55) 年 。 衆参 同日 選 の 選挙 運動 の 最 中 に 大 平 首 相 が 急死 し, 鈴木 善幸 (1911 一 ) 内 閣 に 交代 
3 

草 新 自治 体 は 。 放 漫 財政 に 加え て 社 共 両 党 間 の 離反 も あっ て つぎ つき と 姿 を 消し た 。 と 
< に 1978( 昭 和 53) 年 か ら 翌 年 に か け て は , 京都 ・ 東 京 ・ 大 阪 の 知事 選 で 革新 系 候補 が あい 
つい で 敗北 し た 。 な か そ ね や す 計 放 ' * 有 

1982( 昭 和 57) 年 。 鈴木 の あと を 受け た 中 信 根 康弘 918 ) 内 閣 は 「 戦 後 政治 の 総決算 」 
を か か げ . 日 米 韓 関係 の 緊密 化 や 防衛 費 の 増額 を は か る 一 方 ,「 新 保守 主義 』 の 世界 的 潮流 
の な か で 。 臨 調 路線 @ に 基づく 行政 改革 ・ 税 制 改革 ・ 教 育 改 革 @ を 推進 し , 第 2 次 内 韻 で 
は 1985 (昭和 60) 年 か ら 電 電 公 社 ( 現 , NTT) ・ 専 売 公社 ( 現 , JT) の 民営 化 を , 第 3 次 内 閣 
で は 国鉄 ( 現 . JR) の 分 割 ・ 民 営 化 を 実現 し た 。 中 箇 根 内 閣 は 1986 (昭和 61) 年 の 総 選挙 に は 
大 勝 を 収め た が , 財政 再建 の た め の 大 型 間接 税 の 導入 に は 失敗 し た 。 そし て 翌年 政権 を 退 
いた 。 大 型 間接 税 は 続く 竹下 登 (1924 一 ) 内 閣 の も と で 消費 税 と し て 実現 し , 1989( 平 成 
元 ) 年度 か ら 実 施さ れ た 。 


の 大 国 へ の 首 


55EExayt9 志 具 が いま だ 経済 的 に 低迷 を 続け る な 
か で 。 日 本 は いち 早く 不況 か ら の 脱出 に 成功 し , 1979 (昭和 


不況 か ら の 脱出 
54) 年 の 第 2 次 石油 ショ ッ ク も 金融 引締め に よっ て 乗り 切り , 安定 成長 の 軌道 に 乗っ た 。 


その 背景 に は 。 危機 感 を 募ら せ た 企 業 が , 人 員 整 理 な どの 減量 経営 に つと め , 省エネ ルキ ギ 
ー へ の 指向 を いち 早く 固め た こと が あっ た 。 ま た , コン ピュ ー タ や ロボ ポッ ト の 技術 を 導入 
し , 工場 や ヤキ フィ ス の 自動 化 を 進め た こと も 効果 を あげ た 。 
[第 2 次 石油 ショ ッ ク 】 1979( 昭 和 54) 年 イラ ン で 革命 が お こり , アメ リカ の 援助 で 近代 化 
を 進め て きた 王政 が 倒さ きれ た 。 イ スラ ム 復 興 を か か げ る ホメ イニ (Khomeimi, 1900 一 1989) 
が 権力 を 掌 撮 し , 翌 1980 年 に は 隣国 イラ ク と の 間 に 戦 争 を 開始 し た (イラ ン = イラ ク 戦 争 ) 。 
この よう な 中 東 情勢 の 混乱 を 背景 に , OPEC は , 再び 石油 戦略 を 発動 し 1 バー レル 当り 
12 ド ル 台 で あっ た 石油 価格 を 34 ド ル ま で 段階 的 に 引き 上 げ る こと に し た 。 

働 運動 と の 関連 も あっ た 。 第 1 次 石油 ショ ッ ク 以 降 の 不況 は , 経済 が 停 准 し 物価 だ け 
が 上 昇 す る と いう スタ グフ レー ショ ン の 状態 に あっ た 。 

こ の 不況 を 乗り 切る 一 つの 鍵 は , 賃金 の 上 昇 率 を 低く お さえ る こと に あっ た が イィ ギリ 
ス や フラ ンス な どの ヨー ロッ パ 諸 国 と は 異な り , 日 本 の 場合 は 労働 運動 の 低迷 が 皮肉 に も 
好 結果 を 指 い が =。1975( 昭 和 50) 年 に 大 々 的 に 行わ れ た , 官公 庁 労働 者 の "スト 権 ス ト 」 の 敗 
⑱ 1970 年 代 後半 に は , 不況 対策 の た め に 赤字 国 償 が 大 量 に 発行 され , 国債 費 は 大 き な 財政 負担 と な 
っ て いた 。1981( 昭 和 56) 年 , 政府 は 財界 人 を 中 心 に 第 2 次 臨時 行政 調査 会 ( 臨 調 ) を 発走 さ ぜ , 支出 
抑制 や 公共 部 門 縮 小 に よる 「 増 税 な き 財 政 再 建 」 の 方 向 を 打ち 出し , 同年 度 か ら 予算 を 切り 詰め た 超 臣 
縮 財 政 が 実施 きれ た 。 

人 @ その 背景 に は , 登校 拒否 ・ 校 肉 力 ・ 
の 


いじ ぬ め な ど ., 1970 年 代 以 降 に 現われ た 「 教 育 の 荒廃 」 が あっ 
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りう 日 本 の 労働 運動 は 下 火 に な っ て いっ た 。 春闘 で も 労働 者 の 大 幅 賃上げ の 要求 
えら れ た 。 こ の 点 
3 とり 2877 らち は 
1987 (昭和 62) 年 に は , 労使 協調 的 な 日 本 労働 組合 総連 合 会 (連合 ) が 発足 し . 1989 (平成 
元 ) 年 , 総評 は 解散 し て これ に 合流 し , 約 800 万 人 を 擁する 一 大 労組 と な っ た その ほか , 
共産 党 系 で 140 万 人 の 労働 者 を 組織 し て いる 全国 労働 組合 連合 ( 全 全労連 ) が ある 。 
産業 の 面 で は 第 1 次 石油 ショ ッ ク の 時 期 こ は , 鉄 獲 ・ ・ 石 洒 化 学 ・ 造船 部 門 で 停滞 が 著 し 
か っ た が , 自動 車 ・ 電 気 機械 の ほか , 半導体 ・ IC( 集 積 回 路 ) な ど の ハイ テク 分 野 で は , 
暫 出 向け を 中 心 に 急 束 に 生産 を 伸ばし て いっ た 。 つ まり , 光 端 部 門 の 海外 需要 の 増大 に よ 
叶 (3 石 軍 ショ ッ ク 以 降 , 不況 脱出 へ の 端緒 が 開か れ た こと に な る 。 
“ | 1985( 昭 和 60) 年 9 月 。 ニ ュー ヨ ー ク の 名 門 プ ラ ザ ホ テル で 
アメ リカ ・ イ ギリ ス ・ フ ラン ス 
人 ・ 中央 銀行 総裁 会 議 が 開催 され .。 ドル を 引き 下げ , マル タク で 9 ' 
日 本 か ら は , 中 箇 根 内 閣 の 竹下 登 蔵相 が 参加 し , この 会 議 の あと 円 は 劇 的 に 上 昇 し た 
ブラ ザ 合 意 の 前 まで は , 1 ドル 240 円 台 だ っ た 相場 が . 1987( 昭 和 62) 年 に 120 円 台 に まで 上 
が っ た 。 こ れ に よっ て 坦 出産 業 は 一 定 の 損失 を こう な る こと に な る が , 輸入 物価 は 低 次 思 
て 国内 需要 に よる 経済 成長 が み ら れ る よう に な っ た 。 ピ 
円 高 に よる 輸出 産業 の 不況 克服 の 過程 コン ピュ ー タ ・ 通 信 機器 を 利用 し た 生産 ・ 服 
売 の ネッ トワ ー ク 化 が は か られ , 重化学 工業 で も .。 マイ クロ = エレ クト ロニ クス 技術 の 計 
人 人 に よる 柔軟 な , 多 品 種 少量 量 生産 体制 が 整 備 き され た 。OECD の 経済 統計 に よれ ば 」 1985 
( 賠 和 60) 年 を 100 と し た と き に , 1990( 平 成 2 ) 年 の 日 本 と アメ リ か の 国民 総 生産 は 日 本 
125.6. アメ リカ が 114.9, 同様 に 工業 生産 指数 は 日 本 が 125. 6, アメ リカ が 120.0 と な り ] 
いずれ 6 日 本 が 上 回 っ た 。 1060 年代 に は 生産 や 自動 車 の 生産 数 で も ンー 
上 回 る まで に な っ た 。 こ の 間 . 日 本 か ら の 政府 開発 援助 (ODA) も , 1992 (平成 4) 年 
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84 億 ドル と な り , 金額 的 に は 世界 の トッ プ を 占め る よう に な っ だ @。 

と ころ が , 金融 機関 や 企業 で だ ぶつ いた 資金 が , 国内 外 の 不動 産 市 場 や 株 式 市 場 に 流 人 
し た た め 。 1987( 昭 和 62) 年 ころ か ら , 地価 や 株 価 が 投機 的 高騰 を 始め た 。 値上がり の 利益 
を 期待 し て 土地 と 株 を 買う 多く の 投資 家 が , 同様 の こと を する の で よけい 値上がり する 。 
し か し . ある 時 期 に 値上がり が 止ま り , や が て 価格 が 下 洲 し , 大 部 分 の 投資 家 は 損失 を 受 
ける , と いう 経済 の 構造 は , 実態 と か け 離 れ た 泡 の よう で ある と いう 意味 で バブ ル 経 済 と 
呼ば れ た 。 

1991 (平成 3 ) 年 ころ か ら 地価 が 下がり 始め る と , 高値 に 近い と ころ で 土地 や 株 を 貞 っ た 
人 2 が 
大 量 の 不良 債権 を か か える よう に な , 経営 が 悪化 する こと に な っ た 。 こ れ に よっ て , 金 
融 明 飼 が 生じ 。 mor ょ ぼ し た 。 こ の 過程 を 複合 不 況 と 呼ぶ 。 


[女性 と 労働 】 1993 (平成 5 ) 年 の デー タ で は , 女性 の 労働 力 は 男女 合わ せ た 労 働 力 人 口 の 
40.5% を 占め て いる 。 企 業 な ど に 雇 わ れ て 働く 女性 雇用 者 は 女性 就業 者 の 4 分 の 3 を 占め 
て お り , 夫 の いる 女性 が 6 割 近 くに な っ て いる 。 数字 字 は 意外 に 大 き な 女 性 労働 の 地位 を 示 
し て いる 。 し か し , 時 間 尾 用 で は な い 女 性 の 賃金 で も 男性 の 6 割 ほ ど ば に し か な ら な いこ と 
か ら も わか る よう に , 業務 の 内 容 , 雇用 の 形態 な ど で き ま ざ ま な 差別 に 直面 し て いる こと 
が 想像 で きる 。1979( 昭 和 54) 年 の 国連 総会 で 「 女 子 に 対す る あら ゆる 形態 の 差別 撤 庭 に 関 
する 条約 」 が 採 志 き され , 日 本 も 軒 名 し 1981( 昭 和 56) 年 に 発効 し た 。 日 本 で は 1985 (昭和 60) 
年 の 男女 雇用 機会 均等 法 の 制定 , 家庭 科 教育 の 見 直し な どの 条件 整備 を 経て , 同年 に 条約 


を 批 準 し た 。 





[GHQ の 方 針 ] 日 本 の 占領 に あたっ た GHQ 
" 「 は , 1945 (昭和 20) 年 10 月 の 五大 改革 指令 か ら 
も よく わか る よう に , 日 本 社会 の 自由 主義 化 と 民主 化 を めざし て いた 。 戦 時 下 の 言論 ・ 忌 
想 ・ 信 仰 に 対す る 抑圧 を 取り 除き , 従来 か ら の 価値 観 や 権威 を 否定 する よう な 文化 政策 を 
推進 し た の で ある 。 
同年 10 月 。 CHQ は 戦前 期 に お いて 自由 主義 的 だ と みな され て 日 本 政府 か ら 解職 ・ 休 職 
させ られ て いた 大 学 教授 や 教員 の 復職 を 命じ た 。1937 (昭和 12) 年 12 月 に キリ スズ ト 教 的 自由 
主義 の 観点 か ら , 日 本 の 大 陸 政 策 を 批判 し た た め 辞 職 に 追い 込ま れ た 東京 誠 国 大 学 経済 学 
部 教授 矢内 原 思 雄 や , 1938( 昭 和 13) 年 2 月 の 第 2 次 人 民 戦 線 事件 で 検挙 され た 東京 帝国 大 
学 経済 学 部 教授 大 内 兵 衛 も 衝 了 し た 。1933( 昭 和 8 ) 年 に 沙 川 事件 で 辞職 を 迫 ら れ た 京都 
演 国 大 学 法学 部 教授 滝川 幸 辰 も , 1946 (昭和 21) 年 教壇 に も どる こと が で きた 。 
GHQ は 文部 省 を 通じ て , 中 等 学校 以下 の 学校 で 使用 する 教科 書 の うち , 軍国 主義 的 観 


ーー ジーコ ーー ニ ゴ E ーー ニー ニニ ニテ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー テー ドー ニー ーー ニー ニ 
@ 正式 名 称 は , Official Development Assistance で , 政府 開発 援助 と 訳 さ れる 。 援助 の 対象 地域 と し 
て は , アジ ア 諸 国 へ の 援助 が 大 半 を 占め る が , 対象 国 も アフ リカ な ど 多 様 に 広がり つつ ある 。 浴 岩 戦 
当 を 機 に , 日 本 の 国際 頁 献 の あり 方 が 問題 と を っ た こと も あり , 援助 対象 国 の 軍事 費 や 民 主 化 の 度合 
いな ど を , 援助 の 条件 と する よう に な っ た 。 
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時 ぬり 教科 書 文部 省 の 指導 の も と に , 不適 当 
な 記 六 を 生徒 に 時 で ぬ ぬ つき せ た 。 そ そのため. 
ほとん ど 使 えな い ペ ー ジ も あっ た 。 左 は 異 で ぬ 





r 










念 を 促進 する 記述 を 削除 する よう 指導 し た 。 そ の 緒 
未 , 教科 書 に 黒 を 塗り な が ら , 授業 を 再開 する 光 貢 
が 全国 で み ら れ た 。 さ きら に GHQ は , 全教 和書 を 圧 
恥 し て 提出 させ , 内 容 の チェ ッ ク を 行い , その 結果 
修身 ・ 日 本 歴史 ・ 地 理 の 授業 の 一 時 的 停止 と 教 衝 
書 の 回 収 を 指令 し た 。 

[プレ ス = コ ー ド ] GHQ は , 1945 (昭和 20) 年 9 
月 10 日 , 言論 及び 新聞 の 自由 に 関す る 覚書 」( プ レ 
ス = ェ コー ド * ラジ オオ = コード) を 日 本 側 に 示し た 。』 
プレ ス = コ ー ド と は , 報道 機関 に 対す る 規則 の 体 穫 
を 意味 し て いる 。 本来 は , 言論 報道 が 真実 に 基 づ W 


り つぶ し た 倒 。 右 は その ペー ジ の 原型 。 


て 行わ れ , 公 安 を 乱す こと の な いよ う , また 日 本 未 
平和 愛好 国家 に な る た ぬ め の 「 討 論 の 自由 」 を 保障 する 





















も の だ っ ら た 。 
し か し 同時 に , コー ド に 違反 し た 場合 の 発行 修 止 と いう 強権 措置 も 認め て お り , 連合 国 
・ 進駐 軍 の 動静 や 風説 に つい て の 批判 的 報道 も 禁止 され た 。 新 聞 ・ 雑 誌 の 原稿 が 事前 検 半 
され た だ け で な く , 文学 作品 も 検 開 さ れ , 特攻 隊員 の 死 や 被爆 体験 を 題材 と し た も の は 。 
1948( 昭 和 23) 年 か ら 49( 昭 和 24) 年 ころ まで , 出版 を 許さ れ な いも の が 多かっ た 。 
[メデ ィ ア の 復興 ]】 長く 続い た 戦争 の 緊張 が , 敗 温 に よっ て 解け た こと は 何より も 大 天 
な こと だ っ た 。 言 論 界 も 活気 を 取り も ど し , 戦時 中 に 休刊 を 余儀 な くさ れ て いた 雑誌 『 中 
央 公論 』『 改 造 コ は と も に 1946( 昭 和 21) 年 1 月 に 復刊 し . マル タス 主義 思想 の 影響 が 強い 叶 
み ら れ て 休刊 し て いた 歴史 学 の 専門 誌 も 復刊 され た 。 
同じ 月 に 創刊 き れ た "世界 』 は , 岩波 茂雄 (1881 一 1946) 
(1883 一 1971) ・ 
う 記録 が ある 。 
メデ ィ ア の 再興 は 活字 文化 だ け で は な か っ た 。 再 発足 し た 日 本 放送 協会 
送 綱 を 全国 に 拡大 し , 民間 ラジ オォ 放送 も 1951( 昭 和 26) 年 か ら 開 始 さ れ た 。 
[学術 の 再興 ] 天皇 制 に 関す る タプ ブ プー, また は マル クス 主義 ・ 自由 主義 に 対す る 禁 誠 
な く な っ た た め に ., 人 文科 学 ・ 社 会 科学 * の 研究 成 灯 は めざまし いも の が あっ た 。 登呂 遺 中 
や 風 答 遺跡 の 発掘 な どの 考古 学研 究 が 盛ん に な る 一 方 , 丸山 真 男 (191496) の 政治 学 。 た 
塚 久 雄 (190796) の 経済 史学 . 川島 武富 (909 一 92) の 法 社 会 学 な ど が , 大 き な 影 響 力 を 坦 訂 
だ た 。 と くに , 1946 (昭和 21) 年 5 月 号 の 『 世 界 』 に 発表 きれ た 丸山 真 男 の 論文 「 超 国家 主義 頭 
珍 理 と 心理 」 は , 日 本 の 戦前 まで の 超 国家 主義 の 思想 構造 な いし 心理 的 基盤 の 分 析 を 。 
区 の 政治 思想 史 と の 比較 で 鮮やか に 行っ た こと で , 知識 人 に 衝撃 を 写 え た 。 
自然 科学 の 分 野 で は , 1934 (昭和 9 ) 年 の 時 点 で 「 車 間 子 仮説 」 を 発表 し て いた 理論 4 り ル > 
学者 の 湯川 秀樹 ( 1907 一 81) が , 1949 ( 昭 和 24) 年 , 日 本 人 で 初め て ノー ベル 賞 を 受賞 し だ 語 
得 川 は その 後 , 京都 大 学 基礎 物理 学研 究 所 長 を 務め る か た わら , 核兵器 反対 の 平和 運動 人 
か か わっ て いく こと に な る 。 
[文化 財 保護 ] 


い よし 上 上げ 上 な 町 責 
・ 安倍 能成 883 一 1966)・ 志 賀 直 載 
山本 有三 (1887 一 1974) ら に よっ て 創刊 きれ た 総合 雑誌 で . 8 万 部 売れ た と 画 


(NHK) は , 


し ょ 信 モ 上 


法隆寺 金堂 壁画 の 焼損 (1949< 昭 和 24〉 年 ) を 契機 と し て 。 山本 有三 ら 壊 
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議院 議員 は . 1950( 昭 和 25) 年 , 議員 立法 に よっ て 文化 財 保護 法 を 制定 し た 。 国 家 と し て 冷 
人 的 な 文化 財 保護 政策 を 打ち 出し た も の と し て 注目 され る 。1968( 昭 和 43) 年 に は 伝統 ある 
文化 財 を 保護 し , 文化 を 振興 する た め に 文化 庁 が 設置 きれ た 。 ま た ., 1937 (昭和 12) 年 に 制 
定 さ れ た も の の , 1944( 昭 和 19) 年 以降 中 断 し て いた 文化 動 章 の 制度 を 復活 させ , 学問 ・ 文 
 。 美術 ・ 音 楽 ・ 演 劇 な どの 分 野 で , 顕著 な 功績 を あげ た 人 に 授 写 され た 。 

[庶民 文化 ] 敗戦 後 の 混 乱 の な か で , 多く の 人 々 は 明日 の 食糧 に も 事 欠 く 生活 を 強い ら 
れ た 。 そ の た めか 。 1945( 昭 和 20) 年 に は , 軽快 を な リズ ム の 「 り ん ご の 歌 」 が 大 流行 し た 。 こ 
の 歌 は , 同年 10 月 に 封切 られ た 松竹 映画 の 戦後 の 第 一 作 『 そ よ 風 』 の 主題 歌 (作詞 サト ウ ハ 
チロ ー) で 。 並木 路子 (1924- ) が 歌っ た も の だ っ た 。 

ラジ オ の 音楽 番組 も この ころ 誕生 する 。1946 (昭和 21) 年 1 月 に 放送 が 開始 され た NHK 
「 の ど 自 慢 素人 音楽 会 」 は 。 番組 名 を 「 の ど 自 慢 」 と 変え た つつ も , 現在 に いた る まで 人 気 番組 
と し て 定着 し て いる 。 名 実 と も に 戦後 の 歌謡 界 を 代表 する 歌手 と な っ た 美空 ひば り 937 
ー89) も . コロ ム ビ ア ・ レ コー ド か ら 歌 手 と し て デビ ュー する 前 に は , この 「 の ど 自 慢 素人 
音楽 会 に 出 宮 い た 。 

映画 界 で も 新た な 動き が お こっ た 。 1943( 昭 和 18) 年 柔道 家 を 主人 公 と し た 『 姿 三四郎 』 
(原作 富田 常雄 ) で デビ ュー し た 監督 黒沢 明 (1910 一 ) は 。 1946( 昭 和 21) 年 に 民主 主義 を 啓 
革 的 に 描い た 『 わ が 青春 に 悔い な し 』( 脚 本 久 板 栄二 郎 , 主演 原 節子 ) を 撮り , 戦後 いち 早く 
日 本 映画 の 旗手 と な っ た 。 1950( 昭 和 25) 年 に 封切 られ た 『 羅 生 門 』 (原作 草川 竜之介 , 主演 
京 マチ 子 , 三船 敏郎 が. 叶 年 ヴェ ニス 映画 祭 で グラ ンプ リ を 受賞 し て か ら は , 世界 的 な 
映画 監督 と し て 評価 され る よう に な っ た 。 

黒沢 だ け で な く 1953 (昭和 28) 年 に 封切 られ た 衣笠 貞之助 (18961982) ) 監 督 の ! 地 獄門 』 
(原作 系 池 党 , 主演 長谷 川 一 夫 ) も , 翌年 の カン ヌ 喘 画 祭 で ダラ ンプ リ を 獲得 し て いる 。 
1954( 昭 和 29) 年 の ヴェ ニス 映画 祭 で は , 時 沢 の "人 の 侍 』( 用 本 橋本 主演 三船 航 郎 , 
= 村 医 ) と 溝口 健二 (8981956) の 『 山 概 太夫 』 (原作 森 鴨 外 , 主演 田中 絹代 ) が 。 と も に 銀 
獅子 茹 に 輝い た こと な ど が 特筆 きれ る 。 
| 」 [文化 の 大 衆 化 】 1953( 昭 昭和 28) 年 か ら 開始 され た テレ ビ 放 送 は , 
文化 の 大 衆 化 ・ 多様 化 を 急速 に 推し 進め る 媒体 と な っ だ た 。 まま 寅 
レーーー ーーー | の 大 直人 し が 1958 年 の 映画 の 入場 
者 数 は 11 億 2745 万 人 だ っ た が , この 数 字 は 戦後 の ピー ク で あり , 2 度 と 書き か えら れる こ 
と は な か っ た 。 テ レビ の 急速 な 普及 の 背景 と し て , 短期 的 に は , 1959 (昭和 34) 年 4 月 に 旦 太 
子 ( 今 上 天皇 , 1933 一 ) と 美智子 妃 ( 現 皇后 , 旧姓 は 正 田 , 1934 一 ) の 結婚 パレ ー ド が テ 
レビ で 中 継 き れ た こと な ども 指摘 で きる 。1970 年 代 に は 世帯 普及 率 90% を 超え る まで に な 
で 

1950 年 代 は 。 週刊 誌 の 発行 部 数 が 急激 に 伸び た と き で も ある 。 こ れ ま で 週刊 誌 は , 読売 
. 朝 日 ・ 毎 日 な どの 新聞 社 が 発刊 し て いた が , 1950( 昭 和 25) 年 2 月 , 出版 社 で ある 新潮 社 
が 『 週 刊 新潮 』 を 創刊 し , 独自 の 角度 か ら 市 場 を 開拓 し た 。1954 (昭和 29) 年 に は , 『 週 刊 朝 
日 』 な ど が 100 万 部 を 超え る よう に な っ た 。 

[科学 技術 の 発達 ] 何と いっ て も , 高度 成長 を 裏 か ら 支 を た の は , 各 分 野 に お ける め ざ 
まし い 科 学 技術 の 発達 で あっ た 。1956 (昭和 31) 年 か ら は 南極 観測 が 始ま り , また 「 第 三 の 
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東京 オリ ン ピ ッ クツ 1964 (昭和 39) 年 10 月 。 94 カ 国 か ら 5500 旧作 の 選手 た 
ち も を 集め て 第 18 回 オリ ン ピ ッ タタ 東京 大 会 が 開か おれ た 。 ア ジア で 開か れ た 
最初 の オリ ン ピ ビッ クタ で あっ た 。 





火 」 と 呼ば れ た 「 原 子 カ の 半 和 利用 」t こ 関 する 研究 や . ロケ ッ ト の 開発 が 進め られ た 。19 編 
( 昭 : 時に 二 0006220 1973 (昭和 48) 年 に も 同じ く 物 理 掌 革 
で ある 江崎 玲 於 奈 (1925 一 ) が ノ ー ベ ル 物 理学 賞 を 授与 きれ た 。 
[オリ ン ピ ッ ク や 博覧 会 な ど ] 1964( 昭 和 39) 年 10 月 10 日 か ら 15 日 間 , 第 18 回 オリ ン ピ 誤 
ク 大 会 が 東京 で 開催 きれ た 。 日 本 で オリ ン ピ ッ ク を 開催 する の は 初め て の こと だ っ た 。 上 
か も , 規模 か ら す れ ば , この 大 会 は 史上 最大 の も の と な っ た 。94 カ 国 が 参加 し , 参加 選 宣 
時 オリ ン ピ ビック の 果たし た 経済 的 効果 は 大 きく , 代々 木 競技 場 ・ 日 
武道 館 ・ 渋 谷 公会 堂 な ど が 建設 きれ , 東海 道 新幹線 の 開通 , 首都 高速 道路 の 建設 道路 
NO に 早 き で 進め られ , この 時 期 を 境 に 東京 の 風景 が か な りか わる こ と に な っ 彰 
1970( 昭 和 45) 年 3 月 15 日 か ら 9 月 13 日 まで 大 阪 千 時 丘陵 で . 日 本 万 国 博覧 会 が 開催 き 』 
た 。「 人 類 の 進歩 と 調和 」 を テー マ に うた い , アメ リカ や ソ連 な どの 宇宙 開発 大 国 が ' 月 の 
石 」 や 人 工 衛星 を 展示 する な ど , 参加 各国 に よる 工夫 に 富ん だ パビリオン (展示 館 ) の 淵 刀 
も あっ て , 参加 者 は 約 6400 万 人 に の ぼっ た 。 時期 的 に は , 政府 の 沖縄 復帰 方 針 の 最終 決 結 
の 時 期 と 重なっ て お り , また 大 学 紛争 の 最終 般 に あたっ て いた こと も あり , 政治 的 対 逆 個 
季節 の 終わ り を 感じ きせ る 出来 事 と も 考え られ る 。 
【 環 境 間 題 】 地球 の 環境 を 大 きく 左右 する ほど に 人 間 の つく り 出 し た も の が 影 手 力 を る 統 
に いた っ た 。 そ の 最たる も の が 原子 力 で あろ う 。 日 本 に 関し て いえ ば , 1955( 昭 和 30) 年 中 
米原 子 力 協定 で 濃縮 ウラ ン を 受け 入れ , 同年 の 原子 力 基 本 法 で , 平和 利用 に 限定 し て の 棚 
究 ・ 開 発 ・ 利 用 を 可能 と する 道 を 開い た 。1963( 昭 和 38) 年 に は 原子 力 発電 に 成功 し , 1998 
(平成 4 ) 年 現在 の エネ ルギー 居 冶 生 の 1] 半 を 件 湖 府 の 人 る まで に な た 。 


@ 戦前 期 ド イツ に お い て 県 耳 理論 を 研究 し , 1948 征 「 磁 電 管 の 発振 機構 と 立体 回 路 の 論理 的 内 
完 」 で 学士 院 缶 を 受け た 。 表 粒 子 論 の 第 一 人 者 で あ り . 科学 者 と し て 平和 運動 に も 取り 組ん だ 。 
@ IBM 研究 所 に お いて , 独創 的 な 半導体 の 研究 を 行い , 1965 年 。、「 エ サキ - ダ イオ ー ド と その 応用 
研究 」 で 学士 院 質 を 受賞 。 こ の 発見 に よっ て , トン ネル 分 光学 や 超 伝導 研究 な どの 物性 理論 に も 新旧 
ゅ い 突破 口 を 開い た 。 
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し か し , 原子 炉 の 安全 性 に つい て は 技術 的 に も 問題 が 多く , アメ リカ で の スリ ー マ イ ル 
鳥 の 事故 、 ソ連 邦 時 代 の チェ ル ノ プ ブイ リ , 日 本 で の 高速 増殖 炉 「 も ん じゅ 」 の 事故 な ど は 大 
き な 衝 撃 を 与え た 。 

また 1970 年 代 以 降 加速 度 を 増し た 都市 へ の 人 口 集中 は , ゴミ 問題 や リサ イク ル の 問題 を 
地方 自治 体 に 投げ か け て いる 。 さ きら に 酸性 , ゴミ 焼却 場 で 発生 する ダイ オキ ン ン , ブロ 
ン の 使用 な ど で 深 刻 化し て いる オゾン ホー ル の 問題 。COz 排 出 に よる 地球 温暖 化 な ど 処 理 
し な けれ ば な ら な い 問 題 は 山積 し て いる 

日 本 に お いて も , 1993 (平成 5 ) 年 11 月 12 日 に 環境 基本 法 を 成立 きせ , 1967 ( 則 和 42) 年 に 
制定 され た 公害 対策 基本 法 は 廃止 きれ た 。 環 境 基本 法 は 総則 で 「 社 会 経済 活動 に よる 環境 
負荷 を 可能 な 限り 低減 し , 持続 的 に 発展 する 社会 が 構築 きれ る こと を 旨 と する 」 と 述べ て , 
大 量 生 産 . 大 量 消費 型 社会 か ら の 脱却 を めざし て いる 


4 治 戦 の 終結 と 日 本 





2 、 第 次 世界 大 戦後 の 米 ソ の 冷戦 は 1950 年 に ビー ク を 迎え た 

米 ソ 関係 の 変化 が , 1960 年 代 か ら 70 年 代 に か け て は 一 定 の 緊張 緩和 状態 が 
続い て いた 。 と ころ が , 1979 年 末 に アフ ガニ スタ ン で クー デ タ が お こる と , ン 連 は 同国 内 
の 親 ソ 派 の 月 壊 を 列 れ て , クーデタ に 軍事 介 人 し . アフ ガニ スタ ン 側 の ゲリラ 勢力 も ノ 連 
の 介入 に 屈し な か っ た の で , 両国 の 戦争 状態 は , 1989 年 2 月 の ソ連 軍 完 全 撤 退 まで 続い た 。 

アメ リカ 大 統領 カー ター(Carter, 1924 一 ) は , ソ連 の アフ ガニ スタ ン 侵 攻 に 抗議 し , 対 
ソ 経 済 制 裁 や オリ ン ピ ッ ク ( モ スク ワリ) の ボイコット な ど で , ソ連 へ の 報復 措置 を と っ た 。 

1981 (昭和 56) 年 に アメ リ カ 大 統領 に な っ た レー ガン (Reagan, 191 一 ) は , 「 強 い ア メリ 
カ 」 の 復活 を 意識 的 に 鼓舞 し つつ . 源 略 防衛 構想 (SDI) を は じ め , 対ソ 政策 で も 軍事 拡大 
路線 を と り , 演説 中 に た び た び ソ連 を 「 悪 の 帝国 」 と 名 指し する よう な 言動 を と り , 「 新 冷 
埋 」 と 呼ば れる 時 代 と な っ た 。 そ の 一 方 で , 政府 の 行政 費 を 切り 詰め る な どの , 小さ な 政 
府 」 を 方 針 と し て か か げた 。 

2 新 浴 戦 の 展開 に よる 時 軍事 費 負 担 の 増大 は , アメ リカ に お ける 国内 産業 の 空洞 化 
国家 財政 ・ あの) を も た らし , アメ リカ を 世界 最大 の 僚 務 国 に 転落 させ 
た 。 こ の よう な アメ リカ の 政治 的 ・ 経 済 的 立場 を あと 押し し て , この ころ , 西側 諸国 で 
「 新 し い 保 守 主 義 」 と 人 リー ダー が 輩出 し た 。 イ ギリ ス の サッ チャ ー 
(Thatcher。1925 一 ) 政 権 , 日 本 の 中 箇 根 康弘 政権 な ど が それ で ある 。 

軍事 費 が 経済 に 与え る 圧迫 は , アメ リカ に だ け 悪 影響 を お よ ぼ し た わけ で は な く , ソ連 
ぁ 深刻 な 経済 危機 に み ま わ れ た 。 1982 年 , ソ連 共産 党 書 記 長 プレ ジ ネフ (BDeteB 1906 一 
2) が 死 二 し . それ に 続く 短命 政権 の の ち 1985 (昭和 60) 年 に 。 ゴル パチ ョ ブフ (ToP6a1eB 
1931 一 ) が 書記 長 に 就任 し た 。 ゴ ゴルバチョフ は , 所 得 倍増 15 カ 年 計画 な ど を 内 容 と する ペ 
レス トロ イカ (改革 ) と グラ ス ノ ス チ ( 情 報 公 開 ) に 着手 し , 米 ソ 関係 改善 に も 積極 的 に 取り 
組み . 1987 年 に は ,。 アメ リカ と 中 距離 核 戦力 (INF) 全廃 条約 を 結ん だ 。 き さらに, アメ リカ 
大 統領 ブッ シュ (Bush, 1924 一 ) と , 898 に 地中海 の マル タ 島 で 米 ソ 首脳 会 談 を 行 
い , 「 東 西 冷 戦 の 終結 と 新 時 代 の 到来 」 を 宣言 し た 。 
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ソ連 が 東側 陣営 の 結束 を 次 調 す る 政策 を 断念 し た こと も あり , 1989 年 , 冷戦 の 象徴 で あ 
っ た ベル リン の 壁 が 月 壊す る と , ルー マニ ア ・ ポ ボー ニラ ンド ・ プ ブルガリ ア な ど で , 民主 化 昔 
命 が つ ぎ つ ぎ と お こっ た (東欧 革命) 。 1990 年 に は 東西 ドイ ツ が 統一 され た 。 こ の 勢い は , 
共産 主義 体制 全体 の 動 挿 を 顕在 化 さ せ , ゴル バチ ョ ブ が 初代 大 統領 に 就任 し た ソ連 に お い 
て も , 1991( 平 成 3) 年 8 月 に 軍部 の ケー デ タ が お こっ た 。 そ の 鎮圧 に 功 の あっ た エリ ツィ 
ン (EAptnt 1931 一 ) が 大 統領 と な り , 共産 党 の 一 党 支 配 体制 は 崩壊 し た 。 ソ 連邦 は CIS 
(独立 国家 共同 体 ) と いう ゆる や か な 連合 体 に 改組 され た 。 

米 ソ の 2 大 国 に 代表 きれ る 両 陣営 が 対立 し て いた 体制 で 
は , ソ連 の 南 , 中 国 の 東 に あっ て , きわ め て 安定 的 な 経 
済 力 を も フ 日 本 は その 地理 的 な 位置 だ け で も . アメ リカ に と っ て 十分 な 存在 意義 が あっ 

だ 。 し か し , 1972 年 以来 進展 し 始め た 中 米 関 係 の 改善 に より , アメ リカ は , 極東 アジ ア 地 
域 に 対し て , や や 安心 感 を 取り も どす こと に な っ た 。 ア メリ カ に と っ て 軍事 的 に 敵対 す < 衣 
き 相 手 は ソ連 だ け と な り , アメ リカ と 安保 条約 の 紐 帯 で 結ば れ て いる 日 本 の 地位 は 。 和寒 
質 的 に 低下 する こと に な る 。1989 年 の マル タ 会 談 で の 冷戦 終結 宜 言 に よっ て , ソ連 へ の 攻 
威 が 減 遂 し た こと , きら に その 後 の ソ連 邦 崩壊 は , 極東 の 緊張 を いっ そう 編 ぬ め た 。 

東 ア ジア に お いて も , ソ連 と 韓国 (1990 年 ) 中 国 と 韓国 (1992 年 ) が 国交 を 回 復 し , 東西 
対決 の 構造 は 崩れ た 。 現 在 の アメ リカ に と っ て の 上 案 事項 は . 第 1 に 北朝 鮮 の 核 疑惑 問題 
で あり , 第 2 に 経済 的 に も 力 を つけ て きた 中 国 が , 台湾 ・ 香 港 に どの よう な 政策 を と る の | 
か , と いう 2 点 に 集約 され つつ ある 。 

日 米 間 に は , 1970 年 代 か ら 一 貫 し て , 貿易 摩擦 問題 が あっ た 。 摩擦 が 問題 と な っ た 品目 
は , 1960 年 代 に は 繊維 な ど 軽 工業 製品 が 中 心 で あっ た が , 1970 年 代 に は , 鉄鋼 ・ 自 動車 ・ 
カラ ー テ レビ , 半導体 な どの 付加 価値 の 高い 分 野 へ と 波及 し て いっ た 。 

日 本 側 は 通産 省 の 指導 の も と で , 輸出 自主 規制 @ に よる 調整 で 応じ て きた が , 1980 年 人 
に 入っ て も , SS と か ら , アメ リカ の 世論 の な か 同 
は 日 本 に 対し て , 「 安 保 た だ 乗り 」 論 な ど が 出る よう に な っ て きた 。 そ れ は 日 本 の 経済 的 琴 
展 は , 本 来 は 負担 すべ き 自 国 の 防衛 費 を 日 米 安保 条約 に よっ て まぬがれ て いる こと か ら 多 
る も の で ある , と の 議論 だ っ た 。 

この よう な 議論 が アメ リカ で 登場 し て くる 背景 に は , アメ リカ の 国際 経済 上 で の 地位 WI 
劇 的 な 変化 が あっ た 。1988 年 , レー ガン 大 統領 か ら ブ ッシュ 大 統領 の 時 代 に か け て , アメ 
リカ は 債務 国 に 転落 し た 。 対 外資 産 と 対外 負債 の 差 を 純資産 と いう が , これ が マイ ナス 回 
転じ た の で ある 。 

この マイ ナス を 埋め る た め に , 日 本 や 西ドイツ が アメ リカ に 資金 を 投資 し て , 財政 と 留 
易 の 赤字 を 埋め て いる 状況 が , この 時 期 に み ら れ た 。 日 米 関係 は 一 面 で .。 その よう な 補完 
的 な 関係 だ っ た に も か か わら ず , アメ リカ の 不満 が 日 本 だ け に と くに 向け られ た の は 。 
メリ カ の 貿易 赤字 の な か で 対日 赤字 が 最大 だ っ た か ら で あ る 。 
































@ 日 本 側が 輸出 自主 規制 を 行っ た 主 な 品目 に は , 1976 (昭和 51) 年 の 鉄鋼 , 1981( 昭 和 56) 年 の 自動 輔 
1984 (昭和 59) 年 の ポリ エス ヌメ テ ルル 織物 が あ る 。 
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各 年 の !2 月 31 日 の 数 値 
ドル 基準 相場 | ドル に つき 円 | 


園 定 場 (360 円 / ドル) 





| 夫 考 ] 日 米 間 の 論争 の 論理 日 本 側 は , 自 “ 側 は , 「 結 果 の 平等 」 が 問題 な の で あり , 日 本 
由 貿 易 の 建て 前 に の っ と っ て , 安く て 質 の よ | 市 場 は アメ リカ 市 場 に 比べ て 諸 規 制 な ど が 多 
い 商品 を 輸出 し , それ を 選択 し て いる の は ア | く , 閉鎖 的 で 非 関税 障壁 に よっ て 阻ま れ て い 
メリ カ の 消費 者 な の だ か ら , 「 機 会 の 平等 」 と | る と 論じ て いる 。 
いう 点 で .。 フェ ア な の だ と 論じ る 。 ア メリ カ | 
1980 年 代 に は , 円 高 の 影響 も あっ て , 日 本 の 対 米 貿易 黒字 が 増大 し た 。 ア メリ カ は , 従 
来 ま で の 要求 に 加え , 農産 物 の 輸入 自由 化 を 求め て きた 。 政 府 は 畜産 農家 , 果物 農家 の 反 
対 を お きえ つつ , 1988( 昭 和 63) 年 に は , 牛肉 と オレ ンジ の 輸入 自由 化 を 認め , 小刻み に 輸 
入 枠 を 拡大 し て ゆき , 1991 (平成 3 ) 年 に 完全 自由 化 き れ た 。1993( 平 成 5 ) 年 に は , 米 市 坦 
の 部 分 的 開放 を 決定 し た 。 し か し 1989 (平成 元 ) 年 か ら 日 米 間 で 行わ も れる よう に な っ た 日 米 
構造 協議 で は , アメ リカ 市場 開 放 の 進ま ぬ 日 本 経済 の 「 不 公正 な 」 制 度 ・ 慣 習 を 問題 と す 
る よう に な っ て きた 。 
冷戦 の 終結 後 , 間もなく , 冷戦 国 の 国内 体制 で も あっ た 55 
年 体制 が 崩壊 し た 。 自 民 党 が 長期 に わた り 衆 議院 で 多数 を 
上 」 め た こ と は, 政権 自体 の 緊張 を 失わ せる 結果 と も な っ た 。1988( 昭 和 63) 年 8 月 , 竹下 内 
開 は リク ルー ト ・ コス モス 社 を めぐ る 贈 収 賭 で の の リク ルー ト 事 件 疑惑 の な か で 退陣 し , 続 
く 拉 野 床 佑 (1922 98) 首 相 も 女性 スキ ャ ンダ ル で 短命 に 終わ っ た 。 佐川 急 便 事件 や ゼネ コ 
ン 汚 職 事件 , 自民 党 副 総 裁 金丸 信 (1914 一 1996) の 逮 捕 な ど が あい つぎ , こう し た な か で 居 
挙 制 度 改革 や 政界 再編 成 を 含む 政治 改革 を 求め る 動き が お こっ た 。 
1993 (平成 5 ) 年 6 月 , 宮沢 喜一 (1919- ) 内 閣 に 対し て 野党 が 出し た 内 閣 不 信任 案 が , 
自民 党 内 か ら の 賛成 者 も あっ て 可決 され た 。 宮沢 内 閣 は 衆議院 を 解散 し た が , 続く 同年 7 
月 の 総 選挙 で は , 自民 党 は 過半 数 を 割る 大 敗北 を 喫し , 内 閣 は 退陣 し た 。 同 内 閣 の 冶 病 と 
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し て は , 1992( 平 成 4 ) 年 国連 平和 維持 活動 PKO) 協 力 法 を 成立 させ , 1992 年 10 月 か ら 自 衛 
隊 を カン ボ ジ ア に 派兵 し た こと で ある 。 こ の と き , 社会 党 も 惨敗 し て いる 。 こ うし て , 国 
本 新党 ・ 新 生 党 ・ 新 党 さ き が け ・ 公 明 辻 ・ 日 本 社会 党 ・ 民社党 な どの 非 自民 8 千 泊 を 連 志 
与党 と し , 1993( 平 成 5 ) 年 8 月 細川 護 還 (1938- ) を 首班 と する 細川 内 閣 が 誕生 し た 。 自 
民 党 長期 政権 は 38 年 目 に し て 終わ り を 迎え た 。 

1993( 平 成 5) 年 7 月 の 選挙 で は , 自民 党 と 社会 党 が と も に 惨敗 し , 新生 党 ・ 日 本 新党 ・ 
新党 さき が け な ど の 新党 が 大 きく 議席 を 伸ばし た 。 非 自民 の 7 政党 と 1 会 派 の 連立 政権 ど 
し て 成立 し た 細川 内 閣 が , 政界 再編 ・ 連 立 の 第 一 段階 と みな せる 。 そ の 後 村山 富 市 (1924 
ー ) 内 閣 の と き に , 自民 党 が 旧 連 立 内 部 の 分 裂 を 利用 し つつ , 社会 党 ・ 新 党 さ きき が けち 
連立 を 組ん で , 政権 復帰 を 果たし た こと が , 政界 再編 ・ 連 立 の 第 二 段 階 し いえ る だ ろう 。 
1996 (平成 8 ) 年 1 月 に 成立 し た 橋本 龍太 郎 内 閣 は , 自民 党 ・ 社 会 民主 党 ( 社 会 党 が 改名 ) * 
新党 さきがけ の 3 党 連立 内 閣 と し て 成立 し た 。 同 内 閣 を 揺るが せ た の は 薬害 エイ ズ 問 題 で 
ーー よー ザジ よ ae 

7 に 7 だ ら | 

【 ア イヌ 新法 】 日 本 人 が 単 一 民族 か ら 成り 立っ て いる と いう 思い 込み は いま だ 強い 。 し が | 
し 新た な 動き も 起こ りつ つ あ る 。 明治 時 代 に 制定 され た 「 北 海道 旧 土 人 保護 法 」 の 即時 撤 麻 
と 「 ア イヌ 新法 の 早期 制定 を 求め て 国会 へ 初 の 請願 デモ が な され た の で ある 。 北海道 
町 出 身 の 稚 野 が 1994 年 社会 党 か ら 繰 り 上 げ 当 選 し た 結果 . アイ ヌ 民 族 初 の 国会 議員 
な っ た こと も あり , 運動 は 進展 し , 1997 年 4 月 , アイヌ 新法 が 成立 し た 。 
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鯛 川 義介 484 


相沢 三朗 
相沢 忠洋 
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5 


会 沢 亡 302 


アイ ゼン ハウ アー 481 


亜 欧 堂 田 午 308 
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青木 繁 392 


青木 周 蔵 
青野 季 吉 
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浅 井 長政 
浅井 了 意 
朝倉 文夫 
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220 
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220 


229 


浅沼 稲 炊 郎 484 
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野 長政 
足利 氏 
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186 
17b 
220 
173 
186 
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205 
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180。 186 
187 
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187 
173 
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芦田 均 465,472 
飛島 部 常 則 106 
晒 生 久 435 


安達 氏 
足立 吉元 


139. 141 


135 


169, 178 


安達 監 長 135 
安達 奉 距 149 
阿知 使 主 36 
阿 号 流 為 9 
阿南 性 条 457 
| アー ネス ト = サ トウ 8317 
固 似 尼 161 
安部 磯 雄 379,.435 
阿部 重 玖 259 
阿部 次 郎 419 
阿倍 内 麻 呂 583 
安 悟 貞 任 117 
阿 情 伸 内 品 73 
阿倍 比 維 夫 77 
阿部 信行 447 
安 惜 宗 尾 117 
安 惜 頼 時 117 
阿部 正 品 308 
安 悟 能成 419,.500 
甘 条 正彦 412 
天草 四朗 時 貞 242 
尾 子 氏 506 
雨森 芳 還 本 4 
新井 白石 
「 263.274.278, 298 
荒 林 貞夫 436 
有沢 店 巳 445,472 
有島 生 馬 420,.421 
有島 武郎 420 
有栖川 宮地 仁 親 土 
311.315 






































有 聞 量子 品 
有馬 晴信 219.244 
在原 業平 104 

相 田 口 吉光 164 
安康 天 舞 35 

| 客 重 根 367 

アン ジロ ー 218 
裕 帝 24 
安藤 氏 181 

安藤 昌 益 301 
客 藤 信正 311 

安 舘 天 舞 124.128 


| Fs 


井 司 直 問 308,.311 

司 井 弥四郎 47g 

| 生田 万 292 

イ ゲ ナチ ウス = ロ ヨ ラ 
218 

池田 成 欄 443 

池田 勇人 487 


石井 柏 亭 421 
石川 貴 林 390 
石川 達三 446 
石川 雅博 297 
石田 梅 岩 301 
石田 三成 224.234 
石橋 港 山 

425, 471, 482, 486 
石原 発 机 430 
石原 績 420 
泉 鏡花 390 
出雲 阿 国 232 
併 勢 長 氏 2305 
伊勢 平 氏 122 
石上 宅 再 83 
板垣 征 四 郎 430.463 
板垣 退助 320 
| 板 創 重 昌 242 
板倉 重 款 241 
市 川 左 団 宜 391 
市 川 団 十郎 < 割 代 〉) 3274 
市 川 団 十 郎 *9 民 目 》 3391 
市 川 房 枝 4 引 11,453 
ー 森 喜 徳 郎 436 
一 条 革 良 2300.213 
一 条 能 保 132 
一 宮 興 子 内 親王 240 
一 輸 136 
一 体 案 練 203 
一 山 一 寧 159 
一 色 氏 175 
| 一 凶 義 思 186 
ー 過 15 
倒 藤 左千夫 390 
伊藤 仁 斎 75 
倒 藤 東 選 275 
佐藤 野 枝 411,.412 
| 司 藤 博文 




























316, 326,. 340, 348 
伊東 マン ショ 219 
伊東 世代 治 348 
稲村 三 299 

| 夫 養 健 472 

大 養 毅 340.396,.430 
天上 御田 蝶 50.72 
| 井上 円 了 383 
丼 上 黄 316,353 
井上 毅 348 

井上 准 之 助 428 
丼 上 哲 次 師 383.384 
丼 上 内 親 土 89 
井上 日 吾 433 
飯尾 氏 175 
稲生 若 氷 275 
恨 能 忠 散 299 
井原 西 夫 272 
今井 宗 入 231 
仁川 直 世 ( 了 俊 ) 
今川 義元 220 


176。194 


| 宇多 天皇 
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老 与 2 
岩 便 具 失 314,.331 
岩崎 弥太 郎 326.377 
岩瀬 忠志 308 
岩 渡 基 雄 500 
元 恭 天 牌 35 
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| 隠 元 76 


だ = 


ヴァ スコ = ニダ = ガマ 16 
ヴァ リ ニ ャ ー ニ 219 
ヴィ ォ ッ テ 366 


| ウィ イリ アム = アダ ムズ 


243 
ウイ ルソン て 洲 > 405 
ヴィ ル ヘ ルム 2 世 397 
林 枝 串 341 
上 移 氏 意 186 
上 杉 景 騰 224.234 
上 杉 謙 信 ( 細 虎 ) 206 
上 秒 慎 吉 419 
上 杉 電 実 186.214 
上 艇 憲 忠 186.205 
上 杉 憲 政 306 
上 杉 治 憲 ( 魔 山 ) 287 
上 田 秋成 297 
上 原 姜 作 396 
植村 正久 383 
宇垣 一 成 409.440 


| 宇 責 多 表 家 224.234 


宇田 川 哀 也 299 
歌川 広重 302 
宇田 川 檜 央 299 
98.99 
内 田 銀 蔵 419 

内 田 信也 403 

内 村 鑑 三 363.383 
宇野 宗 悟 505 
梅 議 次 郎 347.387 
梅田 雲 特 311 
梅津 美 治郎 457 
梅原 竜三 郎 392.421 
ト 部 兼 方 162 

ト 部 華 好 161 

連 摩 163 

雲谷 等 顔 229 


吉 空 157 


栄 両 136.146,.159 


報 尊 160 
江上 渡 夫 守 
江川 其 竜 291.308 


江崎 玲 於 泰 502 


懐 黄 159 
恵 争 上 人 (円 観 ) 194 
江藤 新平 332.335 
榎本 基 角 272 
榎本 武揚 316.317 
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閣 老 名 弾正 383 
恵美 押 騰 8QO 
哀 世 名 399 

円 参 9 

円 仁 引 .106 


屋 答 上 艇 氏 205 
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黒田 長政 19.234 
黒田 替 高 219 
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| 河野 敏 鐘 340 会 引 麻 品 89 

河野 広中 396 | 慌 宗 直 本 92 

高師 直 173 ゴロ ロー ウニ ジン 289 
光武 益 4 コロ ンプ ブス 2Z16 

洪 武 帝 179 金地 院 崇 伝 235 

高 弁 ( 明 恵 上 和 A) 160 | 近藤 重蔵 289 

光明 子 77.86,98 近藤 秀 3182 

光明 天皇 171 コン ドル 353.392 
肖 天 還 908 
替 明 天皇 308 - = 
河本 大作 426 | 西園 寺 公 望 360.369,405 
久義 弘 164 西 行 160 

後 亀山 天 畠 173 西 光 124 

虎 閲 師 婦 161 西 手 隆 盛 312.317.335 
極楽 寺 氏 149 西 舞 従 道 333 

後 小松 天候 173 最 浴 引 
後 雌 内 天 島 167 斉藤 実 中 133 
機 三 季 天 舞 118 斉藤 氏 175 

児島 惨 護 355 斎藤 隆夫 449,.472 
コシ ャ マイ ン 182 斎藤 道 三 206 

県 春 308 斎藤 実 407.430 
後 白 河 天 畠 122 | 診 明 天 畠 56,62 

後 白河 法 (【 上 ) 畠 119.123 | 佐 情 氏 評 
後 朱 衝 天 皇 10O 酒井 田 柿 右 衛門 256 
巨勢 氏 8 酒井 忠勝 258 

巨勢 金岡 95,106 | 酒井 軸 清 860 

巨 共 野 足 92 酒井 下 世 838 


堺 利彦 365,418 
坂田 藤 十 朗 4 


後 醍 丁 天 畠 162.167 
五 民 友 厚 316,.340 


後 土御門 天 畠 260 見 峨 天候 92.94.95 
後藤 庄三郎 238,.271 坂上 田村 麻 呂 0 
後藤 銀二 郎 314 坂本 竜馬 313 
後藤 新平 358, 396,417 相楽 夫 三 318 
後藤 徳 乗 224 佐 誕 物 五郎 282 
後藤 祐 乗 200 佐 * 木 高 氏 173 
後 鳥羽 上 畠 134.137.162 | 佐竹 氏 130 
小西 行 長 228.234 佐竹 義和 3287 
後 二 条 天 畠 168 佐藤 栄作 4S8 

| 小西 隆 佐 324 佐藤 信 通 301 
近衛 公 麻 363 誠仁 親王 220 
近衛 家 蝶 263 佐野 政 言 284 

| 近衛 文 訂 440 作野 学 435 

近衛 其 蝶 363 | 羽田 正二 分 韻 1 
後 花 較 天 畠 185 | 沢 宮 319 
小早川 隆景 224 | 沢 柳 政 大 郎 418 
小早川 般 秋 32834 早良 親王 8 
小林 一 茶 297 讃 35 

小 栖 古 筆 421 三 委 実 美 312 
小林 多喜 二 421 三 柔 西 実 隆 200.262 


後 当 草 天 持 167 山東 京 伝 287,296 
後 北条 氏 806 


小堀 連 州 238. 256 


人 名 素 引 


シ 
思 円 160 
慈 円 ( 弟 題 ) 123,160 
デ ェ ー ン ズ 383 
志賀 剖 386 
志賀 重 員 382 
志賀 直哉 420.500 
志賀 義 座 464 
式 亭 三 馬 297 

施 基 皇子 的 
野 貞 主 5 
重野 安 旨 387 
重光 甘 459 

四条 天皇 1@7 

志 金 忠雄 5,.299 
実 如 204 
十 返 書 一 九 297 
届 原 喜 重 郎 407,461 
持 統 天候 58,59 
シド ッ チ 2g98 
品川 弥三郎 352 
司馬 江 河 289.303 
断 渡 氏 174 

柴田 勝家 222 
柴野 果 山 286 

灯 波 義 訂 187 
新 渡 義 翌 187 

断 濾 義 租 187 
小川 氏 176 
小川 春海 276 
渋沢 栄一 326 
シー ボル ト 299 
島 井 宗室 2924 
島崎 藤村 390 

島 地 野 軍 383 
島田 三郎 340,.396 
島津 家 入 中 4 
島 達 氏 206 
島津 重 記 311 
鳥 津 忠 義 295 

鳥 召 斉 欄 295,308 
鳥 津 久 光 310.312 
島津 光 久 248 
島津 義久 223 
島津 義 誠 234 
島村 抱 月 391.421 
下 洞 辺 長 276 
下 瀬 陰 区 387 
下村 観山 391,421 
下山 定 則 477 
シャ ウブ プ 476 
シャ ケシ ャ イン 呈 0 
組 照 102 

補間 法師 161 
周恩来 440,494 
周 廊 197 

朱 坦 162 

栄 元 179 
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510 人 名 索引 
朱 作 水 259 鈴木 梅太郎 386 大 接 氏 130 竹本 義太夫 274 徳川 家慶 291 中 川 交 庵 300 丹羽 長秀 222 
シュ タイ ン 345 鈴木 閣 大 郎 456 平 清盛 122.128 太宰 春 台 275 徳川 和子 240 長崎 高 資 167 る 性 160 
春 屋 妙 義 197 鈴木 善幸 497 平 維 盛 128 橋 氏 98 津 入 井 竜 雄 453 徳川 中 長 237 中 早 介 山 421 仁徳 天皇 34.35 
化 寛 124 鈴木 春信 302 平 貞 盛 116 橘 智 子 98 辻 善之 助 419 徳川 綱吉 260 中 沢 道 二 301 仁 明 天皇 98 
矯 秒 160 鈴木 文治 410 平 重衡 163 橘 奈良 麻 呂 80 津田 梅子 332.386 徳川 斉昭 296,308 中 息 根 康弘 497 | っ か 党 
俊 乗 坊 重 源 146,163 鈴木 牧 之 298 平 重 避 123 橘 逸 勢 95.98 津田 三蔵 355 徳川 秀忠 235 永田 鉄山 436 
順徳 天皇 138,160,.162 鈴木 茂 三郎 435,484 平 忠 常 116 橋 広 相 99 津田 左右 吉 419.445 徳川 光 閉 259 長塚 節 390 額田 土 62.85 
淳 和 天 皇 95 鈴木 安 蔵 464 平 皿 正 122 橘 諸兄 78.80 津田 宗 及 231 徳川 鹿 福 311 中 臣 鎌 足 53 沼 間 守 一 340 
淳 仁 天 皇 80 スタ ー リ ン 438 平 忠 盛 119,122 橘屋 又三郎 217 津田 真道 316.330 徳川 慶喜 311.312.314 中 院 通 村 241 議 人生 芝 テキ 
義介 石 425 角 藤 定 写 391 平 徳子 123 辰野 金吾 392 訪 屋 重 三郎 287 徳川 吉 款 278.298 永野 修身 463 
証 空 158 崇徳 上 皇 122 平 直 方 116 辰 松 八 郎 兵 衛 274 土御門 家 240,243 徳田 球 一 464 中 大 兄 皇 子 53 ネル ー 367.481 
貞 鹿 (解脱 上 人 ) 160 角倉 了 以 244.269 平 折 門 115 伊達 政宗 244 土御門 天 ( 上 ) 皇 138 徳田 秋声 390 中 野 重治 421 
商 氏 248 住吉 具 鹿 276 平 正 刻 122 伊達 宗 城 296.308 恒 貞 親王 98 徳富 鮮 峰 382.453 中 野 正剛 452 
清 氏 175 住吉 如 慶 276 平 宗 盛 128 田中 角栄 494 坪井 九 馬 三 387 徳永 直 421 中 浜 万 次 郎 288 能 阿 弥 200 
城 氏 129 en 平 頼 綱 149 田中 姜 一 409.415 坪内 造 須 389.391 得 能 氏 168 中 原 親 能 135 野口 遵 、434 
成 穫 102 高木 貞治 420 田中 丘 隅 278 鶴屋 南北 298 ド = ゴール 481 那珂 通 世 387 野口 英世 386,.420 
商 泰 334 世阿弥 197 高倉 天皇 124 田中 勝 介 244 ツン ペル ク 300 土佐 光 起 276 中 村 正 直 316,.330 野中 兼山 274 
墨 達 158 済 35 高 秦 達 之 助 488 田中 正造 379 土佐 光信 200 長屋 王 74,.77,.83 野村 吉三郎 450 
定 朝 107 清少納言 105 高三 際 達 232 谷崎 潤一 郎 420 に 杜 世 患 148 中 山 定 親 186 野村 重臣 453 
聖徳 太子 47.50 加 明 王 36 高階 栄子 137 谷 時 中 214,274 節 成 功 273 戸田 茂 睡 276 中 山忠 光 312 義 良 親王 170 
称 舘 天皇 80 清和 源氏 116 高杉 晋作 310.313 谷 干城 354 手島 塔 庵 301 ドッ ジ 475 中 山 み き 314 野呂 栄 太郎 420 
小 弐 資 能 147 清和 天皇 94.99 高田 屋 兵 衛 289 谷 文 見 302 テム ジン 146 舎人 親王 83 名 越 氏 141.149 野呂 元 丈 298 
小 弐 経 資 147 セオ ドア = ロー ズ ヴ ェ ル ト | 高野 岩 三郎 464 田沼 意 次 283 寺内 正毅 400 鳥羽 法 阜 (上皇 ) 119 梨本 宮守 正 462 ト 
証 如 204 364 | 高野 長英 291 田沼 意 知 284 寺沢 広 高 242 土肥 原 賢二 463 長 東 正 家 224 
肖 柏 203 関 考 和 275 高野 新 笠 89 種子 島 時 更 217 寺島 宗則 316 富井 政 章 387 夏目 匠 石 390 義 世 清 50 
商 選 志 181 絶海 中 津 197 高野 房 太郎 379 田 能 村 竹 田 302 寺西 重 次 郎 285 戸 水 寛人 363 鍋島 直正 ( 困 退 ) 295 芳賀 矢 一 387 
束 宝 105 雪 舟 200 高橋 景 保 290 放水 春水 293.297 天 海 238 富永 仲 基 300 鋼 山 貞 親 435 パー クス 313 
豊臣 彰 。 77 紹 村 200 高橋 是 清 364.405 お 平 親 王 100 天智 天 揚 57 朝 水 振 一 郎 502 納屋 助 左衛門 244 橋本 雅 邦 391 
昭和 天 畠 414 善 阿 195 高橋 由 一 391 田 安 宗 武 284 天武 天皇 58 伴 健 室 98 成 良 親王 170 橋本 確 五郎 432 
久山 人 297 善 阿 弥 199 高橋 至 時 299 田山 花袋 390 半 二 wmーー 伴 善男 98.99 成瀬 仁 蔵 386 橋本 左 内 311 
ジョ ー ジ = ェ ケ ナン 476 | 泉 装 区 文 53 高畠 素 之 419 他人 四海 181 外山 正 一 390 名 和 長 年 168 長谷 川 等 伯 229 
如 押 197 仙 覚 162 高浜 虚子 390 偽 屋 宗達 256 土居 氏 168 春 与 27 難波 大 助 414 支倉 常 長 244 
ジョ ン = ヘ イ 362 千石 典 太郎 464 高 間 伝兵衛 283 段 穫 瑞 400 土井 利勝 238 豊田 佐吉 373.387 南原 繁 479 健 山 氏 174 
白壁 王 89 千 利 休 200,224,231 高峰 譲 吉 386 準 慶 163 東海 散 土 389 豊田 副 武 457 南部 氏 212 斉 山 重忠 136 
日 河上 所 119 千 幡 136 高 向 玄 理 50,53 団 表 磨 433 道 鏡 80 豊臣 秀次 223 ーー 澤山 政長 187 
白河 天皇 119 高村 光雲 392 道 元 146,159 豊臣 秀長 224 澤山 持 国 187 
白鳥 庫 吉 387.419 高 望 王 115 人 東郷 茂徳 451.457 豊臣 秀吉 222 新島 裏 329.383 但 山 義 就 187 
新 見 正興 309 祖 阿 179 高山 右近 226,241 近松 半 二 297 東郷 平 人 人 郎 365 王 臣 秀頼 223.234 二階 営 氏 139 徐 佐 人 郎 386 
神武 天星 84 相 阿 弥 200 高山 梅 牛 383.390 近松 門 左 衛門 272 道 慈 85 島 居 忠 ( 妃 蔵 ) 291 二階 堂 行政 135 秦 氏 36 
林 寺 158 宗 葛 200.203 高山 彦 九 郎 302 衝 真 158 東洲斎 写楽 302 止 利 仏師 51 ニク ソン 494 秦 河 勝 48 
| 款 氏 180,247 財部 紫 427 千 々 石 ミゲル 219 道 昭 62 トル ー マ ン 474 ニ ロ ライ 363 八条 院 121 
僧正 過 昭 104 滝川 幸 辰 435 千葉 氏 131 東条 英機 448.450 大 向 5l 西 周 316,330 八条 宮 智 仁 親 王 256 

推古 天 息 46,.47 宗 資 国 147 滝沢 馬琴 297 チャ ー チ ル 456 東 常緑 200 ドン = ロドリゴ 244 西川 光二 郎 379 八田 知 家 135 
末次 平蔵 244 副 鳥 種 葉 332 滝 廉太郎 391 茶屋 四郎 次 郎 238,244 頭山 満 363 西川 加 見 298 服部 之 総 420 
陶 晴 皿 206 多 我 氏 43 沢 庵 241 中 秦 102 富 極 政 親 189 西田 幾多 郎 419 服部 卓 四 郎 457 
末広 鉄 勝 389 猟 我 稲 目 46 田口 卵 吉 331.387 中 誠 円 月 162 土岐 氏 206 内 藤 湖 南 (虎次郎 ) 西田 税 437 服部 南部 275 
未 吉 係 左衛門 244 多 我 人 府 53 竹内 久 一 392 仲 恭 天 筆 138 土岐 持 頼 186 387,419 | 仁科 芳雄 420 服部 硬筆 272 
音 江 真澄 298 疾 我 馬子 47 竹内 柄 風 421 中 宮 昌 子 105 土岐 康行 175 直良 信夫 4 西原 亀 三 400 ハー ディ ング 407 ・ 
間野 真道 98 導 我 明 夷 53 竹 越 与 三 郎 382 中 山王 181 土岐 頼 速 173 永井 衡 風 420 西村 茂樹 331 鳩山 一 郎 464,482 
管 原 孝 標 の 女 105 将 我 倉山 田 石 川 麻 品 53 | 竹崎 李 長 148 張 学 良 426 徳川 家 定 311 長井 氏 139 西山 宗 因 272 花園 天星 162 
管 原 道真 尊 円 入道 親王 164 竹下 登 497 張 作 央 426 徳川 家 重 283 中 井 竹 山 301 二条 良 基 195 英 一 婦 276 

72.96.98.99.102| 係 文 367.399 竹田 出雲 297 長宗 我 部 氏 206 徳川 家 継 264 永井 商 志 308 日 静 203 壇 保 一 298 
杉浦 重 剛 382 一 武田 勝頼 220.221 長宗 我 部 元 親 223 徳川 家綱 258 中 浦 ジ ェ リ アン 219 日 像 203 羽仁 五郎 420 
杉田 喜 白 289.299 武田 信玄 206 閑 然 102 徳川 家斉 284,291 中 江 兆 民 331.382 日 鞍 159 羽仁 も と 子 418 
杉森 考 次 郎 464 大 院 君 356 高 市 息子 58.77 不良 導 147 徳川 家 定 263 中 江藤 樹 275 日 親 203 浜口 雄 幸 427 
杉山 元治 郎 411 大 黒 常 是 271 竹内 式 部 302 珍 35 - 徳川 家 治 283 長尾 景虎 206 新 田 氏 130 林 子 平 287 
由仁 親王 119 大 黒 屋 光 太 夫 288 竹内 綱 352 チン ギ ス = ハン ( 成 吉 思 洋 ) 徳川 家 光 237 中 岡 慎太郎 313 新 田 義貞 169 林 述 斎 291 
崇 骨 天 星 46 醍 本 天 阜 99 武野 紹 葵 200 147_ 徳川 家 蔵 311 長岡 半 太 郎 386 新渡戸 稲造 407 林 銚 十郎 436 
再 所 広 卿 295 大 正 天皇 396 竹久 夢 二 421 陳 和 導 136.146.163 徳川 家康 222.234 促 礁 王 95 二宮 尊 徳 294 林原 岡 ( 信 第 ) 260,274 
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512 人 名 素 引 
林 有 人 造 338 プッ ゥ チャ ー チ ン 307 藤原 冬 貞 95.98 北条 時 政 128,135,159 松平 容保 312 源 頼 家 135 物 部 能 鹿 火 45 由比 ( 井 ) 正 雪 258 
林 苺 山 238,256 フェ ノロ サ 391 藤原 麻 品 77 北条 時 款 147.159 松平 定信 284 源 頼朝 128 物 部 尾 典 46 結城 氏 朝 186 
葉山 間 樹 421 フォ ンタ ネー ジ 391 藤原 道 兼 100 北条 時 行 171 松平 信明 291 源 頼 信 116 物 部 守屋 47 雄略 天 畠 35 
原 敬 360.404 尊 儀 430 藤原 道隆 100 北条 時 頼 141 松平 信綱 242.248.258 | 源 頼政 128 森 有 礼 316.331,384 湯川 秀樹 500 
原 マ ル チ ノ 219 福岡 邦 弟 315 藤原 道 綱 の 母 105 北条 政子 128,135 松平 治 郷 ( 不 昧 ) 287 源 頼光 116 礎 環 外 390 弓月 君 36 
うみ ペ 308 福沢 諭吉 329 藤原 道長 100 北条 政 村 139,147 松平 康 英 290 源 頼義 117 森戸 辰男 464 由利 公正 318 
名 茂 衛門 282 福島 正則 234 藤原 通 123 北条 泰 時 138,139,167 松平 慶 氷 296,308 美濃 部 達吉 419.435 森重 弄 434 | 
ハリ マン 368 福田 赴 夫 495 藤原 武智 麻 品 77 北条 義 時 136 松田 氏 175 宮城 道雄 422 護 良 親王 168.170 
当 交 知 181 福田 徳 三 419.440 藤原 宗 皿 120 法 然 157 松田 正久 360 三宅 雪 鶴 382 文 舘 天皇 99 栄 堆 86 
坦 24 福地 源一郎 340 藤原 基 経 99 坊 門 家 136 松永 貞 徳 272 都 良 香 96 文武 天 牌 60.77 場 帝 50 
轄 病院 長 兵 術 26】 藤岡 作 大 郎 387 藤原 元 命 111 朴 涼 孝 356 松 水 久 秀 205 宮崎 車 之 助 335 用 明 天 企 46 
反 正 天 旦 35 藤 鳥 武 二 392.421 藤原 基 衡 117 朴 正明 489 松前 氏 182 宮崎 安 貞 266 横井 小 楠 336 
池 文 虎 148 藤田 小四郎 312 藤原 百川 80.98 星 享 344.359 松前 慶 広 249 宮沢 長 一 505 八森 秀次 420 横光 利 一 445 
万 潮 集 九 214 藤田 東湖 302 藤原 師 輔 109 保科 正之 258,259 松村 月 涯 (県 春 ) 302 宮下 太 吉 380 穫 島村 子 381 横山 源之助 378 
に = SFTP 藤原 保則 91 細井 和 癌 蔵 378 松本 攻 治 463 宮本 (中 条 ) 百 合 子 421 | 安井 算 哲 276 横山 大 観 391.421 

普 照 86 藤原 泰衡 130 細川 勝元 187 松浦 鎮 信 244 明 珍 家 164 安井 箇 太郎 392,421 与謝 野 品 子 365.390 
竹田 同 礼 83 藤原 氏 98 藤原 良 房 98 細川 が ガラ シャ 219 万 里 小 路 家 190 明 全 159 安田 報 彦 421 与謝 野 寛 (鉄幹 ) 390 
昌久 週 宮 稔彦 ( 王 ) 461 藤原 慢 宮 256 藤原 頼 忠 101 細川 氏 174,180 間 部 診 房 263.278 三善 清 行 110 八 十 宮 264 与謝 蘭 村 297,302 
東 三条 院 121 藤原 明 衡 124 藤原 頼 嗣 141 細川 重臣 ( 銀 台 ) 287 間宮 林蔵 289 三 閉 為 康 106 矢田 部 良 吉 390 芳 が あや め 274 
東山 天 握 260 藤原 家 隆 161 藤原 頼経 137.141 細川 皿 興 219 丸橋 皿 弥 258 三好 長 鹿 205 宿屋 飯盛 297 府 滋 保 腹 106 
比企 能 員 135.136 藤原 宇 合 77.98 藤原 頼 長 122 細川 思 利 259 円 山 応挙 302 三 著 康 信 130,135 矢内 原 忠 雄 445 吉田 茹 修 201 
樋口 一 葉 390 藤原 緒 嗣 90.98 藤原 頼 通 100.118 細川 政 元 205 丸山 真 男 500 胃 50.53 柳沢 吉保 263,278 吉田 定 房 168 6 
土方 与 志 421 藤原 兼 家 100 二 茶 亭 四 迷 389 細川 護 蝶 506 條 頭 屋 宗 二 214 明 兆 197 柳田 国男 419 吉田 茂 464 
雄 川 師 定 276 藤原 兼 通 100 武帝 < 漢 ) 24 細川 頼 之 194 柳 宗 悦 421 吉田 松藤 301,311 
菱田 春草 391 藤原 鎌 足 98 フ ビ ライ ( 色 必 烈 ) 147 | 堀田 正 化 260 矢野 文雄 340.389 吉田 光 由 275 
ビッ ドル 307 藤原 清河 73 フラ ンク リン = ロー ズ ヴ ェ | 堀田 正 盛 259 三浦 披針 243 向井 去 来 272 山鹿 素行 375 吉野 作造 403.410 
尾藤 一 洲 286 藤原 清衡 117 ルト 433 堀田 正 睦 308 三浦 格 楼 361 無 学 祖 元 159 山県 有朋 322.369 良 宣 安 世 95 
ヒト ラー 438 藤原 公 任 101 フラ ン シ ス コ = ェ ザビ エル | 穂積 陣 重 347,.387 三浦 氏 131.139 武者 小路 実父 420 山県 大 弐 302 吉村 虎太郎 312 
火野 華 平 446 藤原 薬 子 92 218 | 堀河 天 臭 119 三浦 環 422 夢窓 貴石 195 山 片 将 桃 300 四辻 療 成 195 
日 野 有 男 158 藤原 兼子 137 古河 市 兵衛 379 本 阿弥 光悦 256 三浦 泰 村 141 ムッ ソリ ー ニ 438 山川 菊 栄 411 淀 君 235 
日 野 重 子 186 藤原 行 成 101.107 フル シ チ ョ フ 481 本 庄 繁 430 三浦 義澄 135 陸奥 宗光 353.355 山川 均 412 米内 光政 447 
日 野 資 朝 168 藤原 伊 周 100 古田 織部 232 本 多 光 太郎 420 ー 上 参 次 387 武藤 章 463 山崎 間 斎 259,274 
時 雪 基 。 468 藤原 愉 大 111 フル ベッ キ 383 本 多利 明 301 三森 武夫 496 宗 尊 親 王 141 山崎 宗 鑑 203 
日 野 富子 187 藤原 定 家 161 プレ ジ ネ フ 503 三島 通 麻 343 宗良 親王 168.195 山路 愛山 382 頼 山陽 172,302 
日 野 義 資 186 藤原 実 資 101 文 之 去 員 217 ai 水野 十郎 た 衛門 261 村上 天皇 99 山下 新太郎 421 頼 三樹 三郎 311 
美 福 由 院 121 藤原 実 頼 101 文 屋 康秀 104 前 島 審 326 水野 忠成 291 紫式部 105 山 背 大 兄 王 53 ラグ ー ザ 391 
時 弥 昨 27 藤原 佐 理 107 文 室 綿 麻 呂 90 前 田 玄 以 224 水野 中 邦 293 村田 清風 295 山田 耕 傘 422 スク スマ ンプ 288 
の の 藤原 純 友 116 前 田 青 都 421 道 康 親 王 98 村田 珠 光 200 山田 長政 244 開 淡 道隆 146.159 
平泉 浴 445 藤原 隆 家 116 前 田 綱紀 259 満 谷 国 四郎 392 村山 富 市 506 山田 盛 太郎 420 
平 損 源 内 303 藤原 隆信 164 平城 天 畠 92 前 田 利家 224 南 淵 請 安 50 室 娘 巣 274,278 和 氏 98 
平賀 朝 雅 136 藤原 忠平 99 平群 氏 43 前 野良 沢 299 南村 梅 軒 214,274 東 漠 氏 36 李鴻章 356,.358 
種田 中 421 藤原 思文 116 平群 広 成 72 前 原 一 誠 335 源実朝 136,161 回 還 二 。 東 史 部 85 李 狂 臣 227 
平田 篤 賭 298.302 藤原 中 通 122 へ ボン 316,383 牧野 富太郎 387 源 高明 99,101 明治 天皇 319 山名 氏 清 175 季 承 晩 488 
平塚 明 389.411 藤原 種 継 89.98 ペリー 307 牧野 伸 405 源 為義 122 明正 天皇 241 山名 氏 175 李 成 桂 180 
平沼 駄 一 郎 447 藤原 為 家 161 ベル ツ 351 正岡 子規 390 源 親 行 162 山名 持 豊 ( 宗 全 ) 履 中 天皇 35 
平野 国 臣 312 藤原 定子 105 真崎 甚 三郎 436 源 経基 116 山梨 半 造 409 立 賠 弥 200 
平林 初 之 輔 421 藤原 仲 成 82 ボア ソナ ー ド 347 増田 長友 224 源 範頼 129 毛利 輝 元 224,234 山内 豊信 296,311.314 | 隆 寛 157 
平福 特 穂 421 藤原 仲 麻 呂 73.79 ホイ ッ ト ニ ー 463 笠田 好 次 242 源 信 99 毛利 元 就 206 山 部 赤 人 85 竜 造 寺 氏 206 
広沢 真 臣 315 藤原 成 親 124 北条 氏綱 206 マゼラン 216 源 通 親 137,159 最上 氏 176 山 部 親王 89 柳亭 種 彦 293,297 
広瀬 淡 窓 301 藤原 信 実 164 北条 氏政 223 町 田 皿 治 464 源 満 伸 100,116 最上 徳 内 284 山 密 軍平 381 眼 観 < 中 世 > 160 
広田 史 太 437.463 藤原 陳 皿 111 北条 氏康 206 町 野 氏 139 源 光 行 162 黙 庵 196,.197 山本 権兵衛 397 良寛 < 近世 ) 297 
広津 柳 温 390 藤原 信頼 123 北条 貞 時 150.196 松井 石 根 463 源 行 家 128 モー ス 10,386 山本 宣治 425 良 源 105 
裕 仁 親 土 414 藤原 玄 明 115 北条 実 時 162 松井 須磨 子 421 源義 家 117.119 以 仁王 128 山本 有三 500 度 承 志 488 
関 妃 356 藤原 秀郷 116 北条 氏 135 松岡 洋右 431,448 源義 親 122 モッ セ 348 山脇 東洋 298 林 家 256.274 

藤原 広 形 78 北条 早雲 205 マッ カー サー 459 源義 朝 122,123.128 本 木 昌 造 331 1 
武 35 藤原 房 前 77 北条 高 時 167 松方 正義 342 源義 仲 128.129 元 田 永 学 385 ルイ ス = ソ テロ 244 
フィ ル モ ア 307 藤原 不比 等 64,77.98 北条 時 房 138 松倉 重政 242 源義 光 121 物 部 氏 47 唯 円 158 ルイ ス = フロイス 219 
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に 件 名 索引 515 
| レ ciaW ジ AS 和 天 吉郎 419 [ 
ー ワー ダマ ン : に 『 あ た らし い 憲 法 の は な し 」| 家 子 115.133 一 本 造 95 

靖 20 良 弁 85 あがき 条 た 王 仕 36 件 名 索引 469| 家 持 255 ー 味 神 水 185 

ヤサイ フ 2 人 和田 英作 392.421 20 町 人 255.20 和央 15 み 1 

Ni ッシュ 土 宗 論 221 455 ー 門 142.206 

章 茹 188.204 和田 義 古 130.135.136 IMF8 条 国 488 安土 城下 町 222 医学 所 316 里塚 253 

穫 加 多 支 責 大 王 35.42 | 度 会 家 行 156.162 愛国 公 覚 337 安土 桃山 時 代 228 斑鳩 寺 50 ー 宮 142 

愛国 社 338 安土 析 山 支 化 228 衣 完 108 一 携 178.185 
相対 済 し 谷 280 | 香 妻 135,161 易 行 157 一 志 一 班 9 
アイ ヌ 182.327 阿 氏 河童 153 ィ ギ リス 公使館 焼き 打ち 事 | 厳島 神社 125 
アイ ヌ 新 法 5O6 阿 氏 河 荘 民 の 訴状 153 件 310 一 瑞 一 携 204.221 
アウ スト ラロ ピ テ クス 2 | アナ ー キ ズム 412 英吉 利 法律 学校 385 一 向 宗 204 
赤 絵 856 穴 蔵 18 生田 万 の 乱 292 一 国 一 城 令 235 
赤 四 夷 風説 考 584 阿仁 銅山 867 生野 の 変 312 一 国 社 会 主義 435 
赤子 養育 金 の 制度 285 2 池 貝 鉄工 所 376 ー 国 平均 役 114 
赤坂 城 168 計 川 の 戦い 220 池上 ・ 斬 根 遺跡 18.24 一 切 経 146 
明石 原 人 4 | 賀 名 生 172 池田 屋 事件 312 と 巳 の 変 53 
赤字 国司 444 油 百 866 生花 200 と 保 護 条約 367 
県 43 滑 神 人 191 意見 封 事 十 二 箇 委 110 一 所 命 33 
県 主 43 アァ ヘン 戦争 306 異国 警固 番 役 148.149 一 寸法 師 203 
貫 斑 5 天草 版 233 異国 船 打 払 洛 290.306 一 世 一 元 の 制 319 
赤旗 事件 380 天橋 立岡 00 いざ な き 早 気 492 一 地 一 作 人 の 原則 225 
赤 涼 189 奄美 議 島 479 十 太 夜 日 記 161 一 中 節 297 
赤 坪 二 394 雨宮 生 系 紡績 場 ス トラ イキ | 胆沢 城 90 一 遍 上 上 人 絵 伝 164 
秋田 城 77 379 | 石井 ・ ラ ン シ ン ダ 協 定 位 田 7,69 
秋田 杉 267 網 子 252.267 “ 400 | 便 藤 博文 内 閣 バ 第 1 次 
秋月 の 乱 335 阿弥 号 200 石川 島 造 船 所 378 346 
現 御 神 462 阿 閑 陀 堂 107 石 釧 33 (第 2 次 
商 場 250 阿弥 上 加 来 像 107 石 皿 11 353, 357, 359 
秋 款 帖 1『 網 主 267 石橋 山 の の 戦い 1 喘 < 第 3 > 359 
悪 党 153.168 網 元 252 石 舞台 古墳 7 < 第 4 次) 360 
悪人 正 機 説 158 綱 漁 190.266 石 包 ] 15 伊都 国 25,27 
安 愚 楽 鋼 389 テ ァ メ リカ 教育 使節 団 470 | 石山 寺 縁 起 編 状 163 座 割 特 制 度 4 
揚 浜 法 190 新居 関 253 石山 寺 多 室 箸 163 糸 割 符 制 度 再興 47 
上 げ 来 879 荒 事 274 石山 本 願 寺 904 座 割 特 仲 間 244.269 
阿 衝 の 紛 議 99 ァ ラ ブ 石 浦 輸出 国 機構 石山 本 願 寺 攻 め 1 稲 置 59 
朝顔 形 壊 輪 29.38 496 | 和 朱 式 部 日 記 105 稲荷 山 古 墳 出土 鉄 副 銘文 
安積 芝 水 327 有田 焼 256.268 | 出雲 国 風土 記 叶 36, 42 


了 アル タイ 語 5 
林 津 129 
安国 寺 195 
鞍山 製鉄 所 401 
安政 の 改革 308 


恨 勢 講 204 
合 勢 路 253 
伊勢 神宮 60 
併 琴 神道 168 
| 屋 共 物 語 105 


委任 統治 406 
夫 追 物 143 
大 義 縮 内 閣 430 
大 暗い 261 
夫 筑 渡 集 203 


朝倉 敏 景 十 七 和信 梨 208 
朝日 新聞 331,.388 
浅間 山 図 因 風 303 
浅間 山 の 大 噴火 283 
アジ ア ・ ア ブフ リカ 会 議 





AR1 | 安政 の 五 カ 国 架 約 309 佐 勢 例 整 使 260 稲 の 伝来 セー ト 7 
アァ ジア ・ 太 平 洋 戦 争 451 | 安政 の 夫 緒 311 倒 蛋 保 物 語 233 オアゾ アタ ジ 7 
足尾 鋼 山 867 安定 李 慌 477 板垣 外 遊 問題 342 位 封 67 
足尾 鋼 山 血 毒 事件 379 安 瑞 方 172 板 二 遺跡 15 合 鏡 125.161 
足利 学校 814 安 和 の 変 100 板 昔 き 142 今川 仮名 目録 208 
足 軽 1885.207 安保 改定 阻止 国民 会 議 合 丹 の 酒 268 今 和 様 125 
科 鳥 板 蓋 宮 53 487| 市 75.154 避 寸 記 
飛鳥 帯 御 原 宮 58 安保 た だ 乗り 論 504 一 期 分 150 斎 蔵 6 
痕 鳥 導 御 原 淳 59 安保 闘争 487 市 座 191.211 | 鋳物 館 191 
飛鳥 寺 50 、 一 乗 答 < 越前 〉 210 入会 地 184.251 
飛鳥 人 51 一 族 乗 206 入会 漁業 267 
飛鳥 文化 50 | 飯田 事 性 343 一 大 率 和え 浜 塩田 191.267 
預 所 113 家 959 ー の 答 129 和 礼 器 1 
東 歌 8 宣 形 填 輸 35 市 司 到 色 鍋 島 256 
朝 区 59 | 医 ・ 易 ・ 有 礎 36 市 聖 106 般 井 の 乱 45 
直 ィ エ ズ ス 全 318 一 分 人 金 禄 1 岩倉 使節 団 339 
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石 清水 條 幡 宮 放 生 会 260 
石 清水 物語 161 

岩 情 遺跡 5,500 

岩橋 十 塚 38 

宮戸 景気 492 

盤 舟 欄 77 

石見 大 森 224 

院 守 15 

院 宮 王 臣 案 93.101 
院 司 119 

印 緩 喘 

印 章 207 

イン スタ ント 食品 492 
院 政 119 

院 官 119 
院 展 紹 1 
イン ド シ ナ 戦争 482 
院 の 近臣 120 

院 庁 119 

院 庁 下 凛 119 

院 派 163 

印 族 沼 の 開発 283 
印 族 沼 の 掘割 工事 306 
印 判 207 

院 全国 1 

避 部 音 


右 院 322 

右 衛士 府 5 

上 杉 重 房 像 164 

上 杉 近 秀 の 乱 186 

ヴェ トナ ム 戦 争 48 

ヴェ トナ よ 民 主 共和 国 
482 

上 野 東 照 宮 249 

ヴェ ル サ イ ユ 索 約 405 

ヴェ ル サ イ ユ 儲 制 406 

宇 二 軍 縮 409 

右 齋 74 

右京 職 66 

浮世 絵 276,.302 

浮世 草子 73 

浮世 床 297 

浮世 風呂 297 

雨 月 物語 297 

宇 下 人 言 285 

氏 42.98 

宇 親 呈 1 

宇治 搭 道 物語 161 

氏 寺 50 

氏 上 楓 

氏 の 長者 100 

世 大 選 

羽 州 探題 176 

曰 320 

確 氷 関 253 

曰 桁 の 石 信 1 呈 

右大臣 5 


歌 准 瑠璃 297 
打 掛 232 
内 管 社 149.167 
打ち こわ し 
283. 292.814 
内 臣 58 
内 蔵 46 
内 灘 事件 484 
内 村 藍 三 不 散 事件 383 
宇津 保 物語 105 
内 海 船 293 
洒 女 8 
右 兵 術 府 遇 
右 電 官 5 
駅 家 76 


| 浦 賀 307 


浦上 信徒 弾圧 事 人 性 328 
裏 長屋 255 
浦島 太郎 203 

消 間 茶 日 山 古 墳 9 
売 和 商 309 

姜 17 

凍 絵 紀 

得 撫 島 308g 

上 給付 績 6,.268 
字 和 島 藩 296 

連 脚 ?70.81 
運 上 ( 釜 ) 270.283 
装 亭 品 


に ーー 生ま 


別 画 391.421 

栄 花 物語 105, 125 

営業 税 397 

吉 享 の 乱 186 

永 宗 城 333 

永 長 の の 田楽 記 184 

吉 仁 の 徳政 令 150 

永平寺 159 

永 保 寺 開山 1 

永楽 通宝 192 

ええ じゃ な いか 314 

易 帳 426.429 

駅 制 76 

& 級 戦犯 容疑 者 462 

会 合 乗 212 

看 朝 麻 152.191 

衛 士 唱 

帳 夷 ヶ 鳥 181.249 

明 素 管 守 18I 

帳 素 地 283 

澤 素 痕 250 

析 多 262 

定 田 船山 古 坪 出土 多 乃 箇 廊 
36 

越後 屋 270 


越 中 女 一 携 404 


直 耳 炎 山 灰 6 
iT 戸 234.254 


江戸 生 馬 気 樺 焼 296 
替 所 預 276 

江戸 三 座 293.298 
江戸 城 234 
江戸 城 接収 317 
江戸 町 会 所 286 
江戸 幕府 234 
択捉 島 308,485 
ABCD 旬 囲 陣 450 
衛 府 66 

絵 踏 42 

エ プ リ 920 

鳥 帽子 232 

絵巻 物 125,156,164 
暖 理 7 補 89 

MS 條 壇 定 483 
衛門 府 56 


撰 銭 192 


失 仁 令 192 

LT 貿 所 4』88 

エロ ア 資 夕 475 

エロ ・ グ が ロ ・ ナ ン モ ンス 
446 

円 覚寺 159,196 

円 覚寺 仁 利 暴 163 

延 剖 格式 92.100 

延長 ・ 天 歴 の 洛 9 

延喜 の 荘園 整理 令 110 

延長 の 治 99.110 

延 入 の 荘園 整理 信 118 

遠近 法 302 

縁 和 法 207 

授 著 ルー ト 4』448 

導 人 2 

円 ・ 銭 ・ 厚 325 

円 タタ 417 

義 道 37 

円 筒 十 輸 29,39 

綴 日 304 

円 派 163 

円 融 式 革 音 器 422 

円 アロ ッ タ 3 

円 墳 32 

塩 浦 1 

円 本 3418 

延 磨 寺 94 


延暦寺 焼き 打ち 220 


件 家 流 164 

応安 新式 195 

記 安 の 半 清 令 178 

雌 羽 越 別 落 同 是 317 
応永 の 上 外 窟 180 
応永 の 乱 175 

欧 化 政策 353 
扇谷 上 杉 案 25 

奥 州 117 

欧州 諸国 共産 覚 - 労働 者 党 


情報 局 474 
奥州 総 奉行 132 
奥州 探題 176 
典 州 疾 中 553 
奥州 藤原 177 


身 州 平定 223 


福生 伝 106 

往生 要 集 102.106 
王政 復古 の 夫 号 千 315 
王朝 国家 111 

記 天 門 の 変 99 
土 土 思 本 1 
夫人 翌 部 2 

応仁 の 乱 174.187 
黄 遇 宗 276 
近江 谷 57 
往事 物 14 

押 領 使 116 

大 内 家 壁 書 208 
大 内 版 214 

大 臣 43.46 

大 鍋 191 

大 鐘 125.161 
大 王 33.42,.58 
大 首 総 302 

大 隈 重信 内 閣 359 
大 蔵 


| 夫 御 所 235,291 


大 御所 時 代 291 
大 坂 54 

大 阪 朝日 新聞 388 
大 阪 会 議 338 

大 阪 事 性 344 
大 坂 域 222.229 
大 阪 商船 会 社 372 
大 坂城 代 239 

大 坂 埋 の 陣 235 
大 坂 委 の 陣 8235 
大 阪 紡績 会 社 371 
大 阪 毎日 新聞 38g 
大 塩 の 乱 292 


大 新聞 331,388 


大 隅 国 77 

大 珠代 292 
太田 支 114,.138 
天津 事 性 355 
オオ ウッ プ ダ ガ 3 
大 津 宮 57 

大 寺 0 

大 舎人 座 190 
天野 城 57 

大 番 238 

大 番 催 足 131 
夫 帳 山 中 

大 神 神社 』1 
大 連 43 
目 付 238 
大 森 上 中 塚 10 
大 山崎 の 油 座 191 





大 山崎 離宮 八幡 宮 191 
友 山 夫 奈 毅 害 事 性 引 1 
夫 輸 田 泊 124 
御 藤 参 り 304.314 
小 潤 原 諸島 479 
小 演 原 諸島 返還 491 
沖縄 県 334,.491 
沖縄 戦 455 
沖縄 の 日 本 復 撮 490 
沖縄 返還 協定 490 
宮 縄 本 島 455 
沖の 島 41 

晩 稲 152.189 
同国 歌舞 居 232 
奥 の 細道 272 

御 蔵 252 

桶 后 間 の 戦い 220 
お こ ぜ 組 295 

長 船 190 

丸 落 306 

お 救い 小屋 298 

件 側 御用 取次 278 
小田 原 310 
小田 原 攻め 223 
落 窪 物語 105 

越 誕 15l 
御手 伝 普 請 237 
御伽 草子 203 
落し 容 10 

お と な (万 名 ) 184 
の 名 (アイ ヌ > 250 
嘩 念 付 158 

小野 組 3926 

大 原 女 191 
小 胃 田 宮 9 

首 42 

男 仁 三郎 輸 巻 144 
件 廊 304 

御 触 書 寛 保 集成 280 
臣 * 氏 蜂 制 度 〉 2,43 
臣 い 色 の 姓 ) 59 
お 目 見 え 238 

お 雇い 外国 上 331 
女形 274 

お お ら が 春 297 

オラ ンダ 国王 の 勧告 307 
オラ ンダ 商館 245 

ォ オラ ンダ 風説 書 245 
織物 消費 税 397 

オキ オリンピック 東京 大 会 
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卸売 市 場 282 

尾張 国 郡 司 百 峰 等 解 111 
藤 傍 の の 制 昭 , 品 
遠賀 川 支 化 15 

音楽 取調 掛 391 
遠 国 奉行 239 

恩賞 方 169 

園城寺 94 







園城寺 不動 明王 像 95 
女 歌舞 枝 232.274 
陰陽 師 2.255 

| 際 陽 道 109.242 

際 陽 寮 

力 電 89 

吉 流 

改 易 284.258 
| 階級 闘争 主義 410 
海 禁 政 策 217 

宜 軍 軍縮 409 
海軍 軍令 部 427 
海軍 伝習 所 308 
開眼 供養 79 

葉 厳 令 366.413 
誕 光 派 392 
外国 航路 37g 
外国 上 教師 356 
海 国 兵 恋 287 
開国 和 親 318 
会 社 利益 配当 お よび 資 釜 融 


通常 443 


海上 警備 隊 482 
外食 産業 492 
改新 の 詞 54 
牙 正 教育 仁 384 
開成 所 315,329 
改 税 約 書 313 

外 躍 98.101 

財 ナ 船 191.192.269 
改 造 418 
海 由 取 締 倫 180.227 
外 揚 穴 99.100 

| 解体 新書 299 
開拓 恒 327 

開拓 使 官 有 物 払 下げ 事 尾 


| 開 帳 304 


昔 夷 通商 考 298 
上 貝 場 10 


| 具 塚 支 化 14 


改定 律 倒 347 
海道 記 161 

回 答 華 吊 司 使 248 
懐 使 堂 300 

海南 学派 274 
海 毅 耳 市 新 倒 264 


| 外 司 生 100 
| 開発 琉 主 113.142 


懐 風 藻 61.84,95 
解 族 令 323 

外 米 404 
締 遊 式 庭 園 256,276 
カイ ロロ 宣言 455 

上 由 幅 17 
花 押 207 


| 河 海 捗 195 


































価格 統制 法 444 


加賀 の 一 同一 所 188,204 


高 吉 条 約 181 

間 吉 の 徳政 一 拉 185 
高 吉 の 乱 186 
子 花 図 獄 風 276 
民 部 品 
部 曲 42 

花 鏡 197 

学 館 院 96 

革新 運動 435 
革新 官僚 433,434 
革新 島 楽 部 414 
革新 自治 体 493 
革新 首長 489 
学 制 328.384 
学童 貴 開 455 
学徒 出陣 453 
学徒 動員 453 
徹 兵器 481 


学問 時 味 286 
学問 の す * ぬ め 330 
隠れ キリ シタ ン 242 
掛 屋 品 4 
勘 解 由 恒 91 

輔 輪 日 記 105 

囲 米 286 

過 圭 現在 絵 因 昌 経 交 
鹿児島 210 

塵 児島 落 295 

塵 児島 紡績 工場 295 
葛西 ・ 大 崎 一 撰 223 
笠 睦 143 

惜 上 155 
加持 祈 因 

紅 金 会 所 284 
加地 子 8207 

鑑 治 職 人 152 
賃 本 屋 297 

購 部 蛇 

山芋 間 胆 35g 
家臣 団 239 

奏 日 権現 験 記 164 
春日 神社 121 
春日 山 〈 越 後 》 210 
| 放 助 騒動 282 
ガス 灯 394 

化 政 支 化 291.296 
化石 人 骨 4 

火 葬 2 

華 族 232 

案 族 制度 466 
華族 令 345 
ガソリン 切符 制 444 
片 か な 103 

詞 衣 232 

方 四 109 

妨 天 224.295 


核兵器 拡散 防止 条約 481 


過度 経済 力 集中 排除 法 








件 名 素 引 517 


娠 舎 225 
徒 士 組 238 

加 徴 来 138 
花鳥 余 情 200 
月 行事 188.213 
月 行事 町 ?) 5 
学校 教育 制度 385 
学校 教育 法 70 
学校 舎 385 
甲 羊 196 
活字 印刷 


230.232. 331. 389 

甲子 革命 謗 59 
甲子 の の 定 56 
語 動 写真 8 
GATT11 楽 国 4388 
GAATT12 条 国 488 
和合 浦 147 
勝山 館 18 
桂 - タ フト 協定 367 
桂太郎 内 閣 * 第 1 状 ) 360 

%* 第 2 状 ) 396 

(第 3 次 》 396 
桂 女 191 
桂 離 宮 256 
活 歴 劇 391 
花 道 200 
加藤 高明 内 閣 414 
加藤 友三郎 肉 開 405,413 
家 叔 142 


467 
門 田 142 

問 付 255 

神奈 川 宿 307 
神奈 川 染 約 307 

坂 名 草子 273 
仮名 手 本 忠臣 蔵 297 
仮名 読 新聞 388 

租 工 秋 421 

婚 測 紡 還 会 社 373 
金 公事 280 

多 沢 文庫 162 

加 納 113 

| 理 野 派 200.276 
加 濾 山 事 件 344 

幅 42 

甲 比 246 

株 270 

歌舞 伝 273,297.391 
か ぶ き 踊 り 2382 
歌舞 令 座 391 
か 吉 き 者 261 

株 式 会 社 設 立 1 
家父 長 的 家 施 制度 80 
家 33 

株 仲間 270.283 
株 仲間 の 解散 293 
株 仲間 の 解 価 324 





























































































































518 件 名 雪 引 件 名 素 引 519 
貨 舟 法 372 | 川俣 事件 380 観世 座 197 紀元 矯 328 九州 探題 176 清 元 飾 297 空 也 上 人 像 164 蔵 元 254 
家 法 207 | 河原 者 199 観世 太夫 197 寄 口 69 九州 竜 大 384 | 居留 地 309 公営 田 93 蔵 物 254 
華北 分 離 工作 439 | 誕 位 十 二 階 制 47 間接 消費 税 374 器 財 壇 輪 32 九州 銚 道 376 キリ シタ ン 218 久遠 寺 157 背 役 176 
氏 信 198.130 | 官 境 粗 当 了 の 制 本 間接 統治 459,461 儀式 書 101 九州 平定 g3 キリ シタ ッ 大 名 219 盟 神 探 偶 5 蔵屋 弄 25g 
鎌 依 公 方 176.186 閑院 宮家 363 艦隊 派 427 技術 革新 493 宮 城 74 キリ シタ ン 版 233 野 管 近 137.160,161 恨 利 伽羅 坪 129 
鐘 信 五山 196 官 覚 工場 396 貫 高 207 議 定 315 旧 炭 ?2 キリ スト 教 328 釘 貫 213 栗橋 関 253 
紅 着 将軍 府 170 寛 水 寺 254 員 高 制 207,224 「 半 志 」 佑 人 伝 25,27 旧 石 咽 時 代 5 キリ スト 教 婦人 矯 風 会 "| 公 卿 65 黒井 帳 遺 跡 40 
鎌倉 筑 131 官営 事業 326 神田 上 水 234 寄進 地 系 非 園 112,113 旧 石 器 文化 5 381 | 蛋 僧 子 記 124 員 。 信 1 
氏 含 幕府 131.132 官営 事業 の 払い 下げ 371 | 神田 の 青物 市 場 282 議 政 珍 く 古 代 》) 101 休 昔 協定 478 季 録 5 公 案 沙 法 度 239 蔵 旧 所 明 
鎌 信 幕 府 滅亡 169 官営 模範 工場 327 間 通 罪 466 議 政官 (明治 > 319 給 人 206 | 記録 所 く 南 北朝 > 167,169 | 公家 法 140 蔵人 頭 92,98 
鎌倉 番 役 133.142 勘 学院 96 二 田 19 既成 財閥 434 故 肥 190 記録 圧 園 券 青 所 (記録 所 ) | 僕 御 人 191 黒 夏 精 295 
鎌倉 府 176 感 宜 園 301 丸 都 35 寄生 地主 375 己 西 約 条 247 118 | 草 が な 103 黒住 教 314 
鐘 念 文化 156 元慶 官 田 93 貫 頭 表 28 愉 籍 92 旧 里 帰農 養 励 令 285 義和 団 362 草 息 紙 296 墨田 清隆 内 開 部 5 
鎌 入 大寺 157 環境 基本 法 503 関東 管 社 176 義信 (律令 〉 70 キュ ー バ が 危機 481 義和 団 事変 362 草 戸 千軒 193 タロ ゴー ニョ アズ 涼 」3 
カマ ド 4 引 環境 庁 489,493 | 関東 軍 426,.429 義人 GT 戸 〉 286 帆 322 金 く 中 国 〉 124,.146 公 事 111.114.152 録 20 
長 官 5 元慶 の 乱 91 | 関東 軍司 令 部 436 議 奏 240.287 教育 委員 会 470 | 銀 244 公事 方 御 定 書 280 都 66,113 
上 方 272 環境 問題 502 | 関東 軍 防 疫 給水 部 452 | 貫 族 67 教育 委員 会 法 470 金 印 25.26 公事 根源 200 郡 会 ・ 市 会 347 
上 京 219 閑 時 集 201 関東 御 分 国 134 貢 族 院 349 教育 基本 法 470 | 金 可 和 勅 集 161 九 尽 二 間 282 軍機 保護 法 廃止 462 
容 232 党 戸 関東 御 額 134 木曽 檜 267 教育 勅語 385 金 痢 196 | 伺 舎 宗 85 軍記 物語 124.156,162 
上 高森 遺跡 6 甚 合 179 | 関東 州 368 木曽 福島 関 253 教育 令 329.384 銀 間 199 公 出 挙 69.92 郡 区 町 村 編 制 法 338 
上 ノ 国 212 元興寺 85 | 関東 大 震 災 412.423 北 単 研究 所 420 狂 雲 集 203 近畿 説 27 ゲス タク 時代 14 郡 司 66 
髪結 床 304 元興寺 縁起 36 | 関東 知行 国 134 北大 西洋 条約 機構 474 教 王 護国 寺 94 緊急 勅 令 423 曲 舞 201 軍事 訓練 409 
亀戸 事件 418 匹 興 寺 楽 師 加 来 像 995 | 関東 庁 426 北野 夫 茶 湯 2831 教 圭 護国寺 両 界 箇 茶 羅 95| 緊急 生 令 発布 権 349 菅 斑 層 | 天 集 墳 38 
春 本 19 環 澤 集落 18.23,26 関東 都 贅 府 368,426 北野 天神 縁起 絵巻 164 寿 加 297 禁 教 令 1612 年 〉 241 百 頑 34 笛 群 書 治 要 1682 
発条 革 19 期 合 貿易 179 関東 取締 出 役 291 北野 神社 106 教科 書 検定 制度 384 金 々 先生 栄 喜 夢 297 "| 下り 物 268 群 書類 従 298 
賀茂 甘 祭 260 韓国 統監 府 367 関東 ロー ム 5 北 前 船 269 教 行 信 証 158 金銀 複 本 位 制 325 具 注 暦 109 軍人 吉 論 348 
伽耶 ( 加 雑 ) 34 韓国 併合 367 | 関 特 演 (関東軍 特種 演習 ) | 北山 山荘 196 狂 言 201 キン グ 418 屈 葬 12 郡 。 。 39 
伽耶 諸国 45 韓国 保護 協約 367 450 | 北山 十 人 間 戸 160 行商 人 191 金 権 政治 416 宮内 省 346 軍 団 71.91 
意 苦 座 190 関西 美術 院 392 官 基 細 71 北山 文化 194,196 教職 追放 469 金 座 271 狗 誠 国 27 | 郡中 部 189 
伽耶 の 鉄 31 関西 法律 学校 385 短 農 81.142.265 義太夫 節 274 行政 官 319 銀 座 27] 国 後島 290,485 郡 内 騒動 292 
管 茸 き 282 寒 山 拾得 図 197 観 応 の 援 乱 173 基 地 479 協調 外交 409 銀座 商人 269 ヶ ク ナシ リ ・ メ ナシ の 蜂起 | 郡 評論 争 54 
詩 絵 194 病 字 103 関 白 99.223 吉祥 天 像 87 協定 関税 制 309 金属 器 の 使用 15 289 | 軍部 大 臣 現役 武官 制 
韓 筑 冶 部 35.43 乾 謙 像 87 漠 文 103 基地 問題 478 京 都 254 近代 化 政 策 334 国 一 歓 189 359。 397 | 
我 楽 多 文 庫 389 漢字 の 使用 36 官 英 社 328 木 賃 宿 253 共同 運輸 会 社 372 禁 中 並 公家 諸 法 度 241 国 絵図 225,234 軍部 大 臣 現 役 武官 制 攻 目 “ 
唐 古 ・ 鍵 道 跡 24 漢 誠 文 61 官 物 111 亀甲 船 228 教導 職 328 金 遣 い 271 探 188 「 437 | 
唐津 焼 256 勘定 方 御用 達 285 漢 訳 洋書 の 輸入 制限 緩和 | 喫 茶 143.195 京都 大 番 役 133.142 銀 遣 い 271 共 仁 京 78 冬 馬 事件 344 [ 
樺太 ・ 千 島 交換 条約 332 | 其 定 時 味 役 263 280.298 | 喫茶 養生 記 143 享 徳 の 乱 186,205 歌 定 憲法 348 義 206 若 民 共 治 337 
ガラ 紡 372 漢城 条約 356 寛容 と 妃 構 487 契 凡 146 京都 五山 196 均 田制 < 佐賀 産 〉 295 国 友 217.218 | 軍 役 
唐 物 103.146, 勘定 奉行 239.263 管理 通貨 制 度 433 切 待 制 444 京都 守護 132 均 田 制 < 諸 > 53 くに の あゆ み 469 207.209,225. 237、238,247 
180.194 官 省 特 荘 118 官 立 女 学 校 329 紀 伝 道 85.96,98 京都 守護 職 312 多 ・ ド ル 交 哲 憶 止 494 国 の 兵 116 軍 常 部 348 
唐 様 95.163 環状 列石 13 感 臨 丸 309 上 鬼 道 27 京都 所 司 代 239.319 金 の 輸出 解禁 ( 金 解禁 ) 国 博士 53 
ガリ オア 資金 475 「 党 書 』 地 理 志 24 管 領 174 東 防 共 自 洗 政 府 439 京都 益 大 384 428| 国 造 42 
座金 屋 276 観 心 寺本 堂 163 | ーー 一 識 内 66 京都 の 米 場 191 金 肥 266 国造 制 43 慶安 の 触 書 552 
狩 衣 108 観 心 寺 如 意 輪 観音 像 95 ーー 騎馬 民族 征服 王朝 説 37 教派 神道 314.382 覇 秘 抄 162 | 国 役 252.255 慶安 の 変 258 
刈 敷 152,190.251 答 進 上 人 125.163 柏 城 57 黄 表 紙 296 教 部 省 328 均 分 相続 466 国 役 釜 263 桂 園 時 代 360.369 
誠 田 銀 聞 177 完 新 世 3 生 率 176.217.244.310 | 義 兵 運動 367 享 保 の 改革 278 金本位 制 825,.372 会 錠 建 71 慶応 義 虹 329.385 
枯山水 199 勘 進 能 197 議院 内 閣 制 465 奇 兵隊 313 享 保 の 負 剛 283 禁門 の 変 312 | 口分田 69.80 鹿賀 覗 249 
カル テル 424 含 撃 堂 300 棄 指 令 285 若 42 京 村 225 金融 悪 慌 423 九品寺 派 158 経国 集 96 
家 接 320.323 宴 政 異 学 の 禁 286.300 紀尾井 坂 の 変 335 義 民 282 狂乱 物価 496 金融 緊急 措置 令 471 熊野 三 山 95 稽古 談 301 
河合 栄 浴 郎 事件 445 関税 及び 貿 抑 に 関す る 一 般 | 葛 園 社 213 義務 教育 市 度 385,.418 共和 演説 359 金融 資本 424 熊野 語 120 経 清 安 定 刀 原則 466.475 
川崎 造 般 所 スト ライ キ 協定 (GATT) 485 工 園 祭 213 義務 教育 の 普及 418 居 館 て 金 輸出 閑 止 427 組 落ち 呈 1 軽 育 協力 開発 機構 4B8 
411 | 官 政 改革 322 先 去 約 条 181 義務 教育 大 ・ 三 制 470 極東 委員 会 459 金 輸 出 の 再 禁 止 433 組頭 < 近世 ) 8251 経済 緊急 政策 473 
為 替 155.192 関税 自主 権 309.353 議会 政策 派 380 用 煎 251 極東 国際 軍事 裁判 所 461 | 禁裏 小 番 239 与 掘 183 経済 日 書 485 
為替 レー ト の 引き 上 げ 関税 自主 権 の 完全 回 復 器械 製 系 371,373 崎 門 学派 274 李 東 較 際 電 事 未 判 所 意 章 | 禁裏 御料 260 | 公 文 113 経済 パー ジ 467 
494 355 | 機械 制 生産 372 格 92 UMMM “ 463 | 金 家 公債 証書 323 公文 所 130 経済 復 尋 475 
川越 落 306 寛政 の 改革 286 企画 院 435,442 九 カ 国 条 約 408 挙 国 一 敷 肉 閣 433 金 朱 公 慎 条例 323 蔵 和 地 223.239 経済 要録 301 
度 多 255.262 寛政 の 三 博士 286 企画 庁 442 旧 財 閥 434 指 否 権 950 鞍 作 部 35 経 消 録 275 
川中 島 の 戦い 206 寛政 歴 299 企業 部 典 371.375 旧 辞 36.83 靖 目 毒 毅 起 , 200 上 | 蔵 米 283.269 警察 官職 務 執 行 法 486 
川原 寺 60 観世 音 寺 85 義経 記 194 九 理 説 27 | 潤 256 郡 家 76.111 薩 米 取 238 警察 法 466 
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520 件 名 索引 
警 宗子 備 隊 478 
警察 子 備 隊 令 478 
刑事 訴訟 法 347,466 
警視 庁 322 

傾斜 生産 方 式 472 
芸術 座 421 

京 城 367 

形象 填 輪 32 
散 神 党 の 乱 335 
計数 貨幣 271 
経世 秘策 301 
経世 論 275 

計 帳 55.68 

塵 長 遣 欧 使節 244 
慶長 小判 263 
度 長 勅 版 本 230 
鹿 長 の 役 228 

鹿 長 版本 230 

度 派 163 

刑 法 347 
刑法 官 319 

激化 事件 345 

下 爺 上 188.205,259 
工 厳 宗 85 

虚 作 文学 389 

下 司 113.132 

欠 食 児童 429 
血税 一 拉 322 

粘 朋 28.232 
血盟 団 433 
血盟 団 事件 433 
家人 く 古 代 > 71,.117, 123 
家人 < 中 世 > 133.152 
下 人 < 中 世 > 114,142 
検 非違 使 92.98, 174 
検 非違 使 庁 174 

牙 彫 392 

検 見 法 252.279 
解 由 状 91 

県 319 

元 147 

権益 の 回 収 429 
護 囲 学 275 

争 戒 論 94 
喧嘩 両 成敗 207 
建 艦 可 争 407 

顕 教 94 

研究 会 404 

閉 元 大 宝 76,100 
元 窟 148.167 

殆 : 号 。 53 

元弘 の 変 168 

健康 保険 法 417 

健 士 91 

電 字 金 263 

玄 室 37 
原始 的 蓄積 343 
原子 爆弾 456 

源氏 物語 105 


源氏 物語 絵巻 125 
原子 力 基本 法 502 


原子 力 の 平和 利用 502 


原 人 
遺 随 使 
意 政 会 


2 
科 
414 


意 政 史 研 究 445 


現 生 人 類 ( ホ モニ サビ エン 


ス ) 
意 政 党 


3 
359 


憲政 の 常 道 415 
意 政 本 党 359 
意 政 擁護 396 
意 政 擁護 運動 396 
現世 利益 94 


検 地 
県 知事 


208, 224 
320 


検地 条 目 224 


検地 載 208,225,251 


検地 泰行 224 


建 長寺 


159, 196 


建 長 寺 船 179 


検 田 使 
遺 唐 使 


113 
72 


遣唐使 の 停止 102 
元 和 優 武 235 
元 和 の 大 絢 教 241 


建 仁 寺 
元 服 


159. 196 
108 


元 文 一 撰 282 
言 文 一 致 体 389 
元 文 金 銀 280 
源平 夏 衰 記 162 


減 圭 


234 


意 法 改正 問題 484 
意 法 研究 会 464 
憲法 十 七 条 47 
宮 法 草案 要綱 464 
憲法 調査 会 法 484 


意 法 問題 調査 委員 会 463 


建 武 式 目 


171 


建 武 年 中 行事 195 
建 武 の 新政 169 
権 門 替 家 93.113 


僚 約 令 
大友 社 
去 洋 社 
県 令 
元 老 
元老 院 
元禄 小判 


279, 285, 293 
389 
355 
320 
350. 360. 369 
338 

263 


元禄 時 代 260 
元禄 文化 272 


証 ae こそ 


呉 31 
小石 川 状 
* 一 去 
古 医 方 


生 所 280 
事件 433 
298 


古 伊 万 里 256 

講 192.204 

卿 66,113.151,183 

公 案 159 

公安 調査 庁 482 

避 安 の 役 148 

戻 寅 年 籍 59 

黄海 海 則 357 

航海 装 励 法 374 

公害 審議 会 489 

公害 対策 基本 法 489 

公害 対策 基本 法 改正 489 

郊外 電車 417 

広 開 土 王 ( 好 太 王 ) 碑 の 碑文 
35 

公害 問題 379 

光化学 スモ ッ グ 489 

郷 学 ( 卿 校 ) 300 

工学 察 327 

江 華 島 事 件 333 

黄 袖 論 368 

合 巻 293.297 

公 儀 235 

後期 旧 石 器 時 代 6 

広義 国防 国家 437 

公議 所 337 

公議 政体 論 314 

硬 玉 12 

公議 世論 318.337 

後期 全 窟 180 

航空 研究 所 420 

航空 部 隊 409 

卿 蔵 286 

高 名 豚 25.34,45 

高 家 240.258 

江 家 次 第 124 

卿 戸 69 

皇国 史学 445 

島国 史観 172.445 

諾 午 年 籍 57 

甲 午 農 民 戦 争 357 

講座 派 420 

高山 国 227 

高山 寺 160 

鉱山 町 253 

郷 司 113 

皇室 財産 346 

皇室 典範 349 

甲州 道中 258 

豪 商 224 

考証 学派 300 

興 譲 館 287 

工場 制 手工 業 294 

口 称 念仏 157 

工場 払い 下げ 概 則 342 

工場 法 380 

好色 一 代 男 273 

好色 一 代 女 273 

好色 五 人 女 273 


公職 追放 461.462.464 


好色 物 273 

度 申 護 304 
甲 申 事変 344.356 
更新 世 2 

皇 親 政治 58 
荒神 谷 遺 跡 22 
厚生 新編 299 
興 禅 護国 論 159 
強 訴 121.183 
間 族 居館 26.40 


高速 道路 網 の 整備 488 


郷 村 183 

郷 村 制 183 

小 歌 201.232 
交替 式 92 
高台 寺 晒 絵 230 
江 談 抄 124 

小 社 108 

公 地 公民 抽 55 
高地 性 集落 18 
高知 灘 295 

郷 長 66 

郷 帳 234 

公定 価格 制 444 

功 田 69 

香 道 200 

高等 学校 令 385.418 
広 道 館 記述 義 302 
高等 女 学 校 386,418 
高等 女 学 校 令 385 
皇 道 派 436 


高 舘 院 阿弥 陀 如 来 像 164 


高度 国防 国家 436 
高度 成長 377 
江南 軍 148 

抗日 民族 統一 戦線 440 
弘仁 格 式 92 
弘仁 ・ 貞 観 文 化 94 
豪 農 281 

豪農 民権 339 
紅白 梅 図 遼 出 276 
公武 合体 政策 311 
興福 寺 85 
興福 寺 阿 修 縮 像 87 


興福 寺 釈 早 十 大 弟子 像 87 


興福 寺 天 灯 鬼 165 
興福 寺 八 部 衆 像 87 
興福 寺 仏 頭 61 
興福 寺 竜 灯 鬼 165 
降伏 文書 調印 457 
講 武 所 308 

工 都 省 327 

洪 武 通宝 192 

工 部 美術 学校 391 
紋 文 院 96 

神 戸 309 
量 民 化 政策 445 
紅 毛 人 243 
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高野 山 金剛 峰寺 94 
高野 山 聖 衆 来 迎 図 107 
高野 語 120 

香 寄 合 200 

高 衣 102 

後楽 園 276 

広隆 寺 50 
広隆 寺 半 放 思 慌 像 51 
公 人 額 113 

幸 若 舞 201 

雇 役 70 

五 衛 府 66 

評 55 

衝 本 行 239 

御 思 133 

五 街道 253 

訓 学 275 
訓 河 公 方 205 

五 簡 条 の 寿 文 317 
五 カ 所 商人 244 

『 後 漢書 東夷 伝 24 
証 義 堂 275 

扱 箸 265 

五経 博士 36 

征 今 伝授 200.276 
古今 和歌 集 104 

国 66 

国 意 考 298 

黒 印 状 249 

国 衛 1Il 
国学 <〈 訓 代 〉 85 
国学 < 近世 > 298 
国 衛 領 113 

国際 協調 時 代 410 
国際 通貨 基金 485 
国際 通貨 基金 8 条 国 488 
国際 復興 開発 銀行 485 
国際 連合 474 

国際 連合 加盟 485 
国際 連盟 406.407 
国際 連盟 脱退 431 
国策 の 基準 437 
国産 力 織機 373,376 
国 恒 66 
国史 の 編 業 49.59 
国 守 120 

国 人 178 

国人 一 撲 178.185,188 
国粋 保存 主義 382 
国 性 ( 姓 ) 爺 合戦 273 
国 誕 282 
国体 の 本 義 444 
国体 明 徴 声明 436 
石 高 224,225 
石 高 制 224 
国 恥 記 念 日 400 
国定 教科 書 385 

国 府 76 

国 風 文 化 103 


国文 学 104 

国分 寺 79 

国分 寺 建 立 の 認 78 

国分 尼寺 79 

国 幣 社 328 

国防 会 議 484 

国防 保安 法 廃 止 462 

国民 皆 兵 322 

国民 学校 445 

国民 新聞 382 

国民 精神 総動員 運動 

444, 446 

国民 政府 425,429 

国民 徴用 令 443 

国民 党 < 中 国 > 399 

国民 之 友 382.388 

国務 大 臣 345 

国 免 荘 112 

石 盛 225 

黒曜石 8 

国立 銀行 326 

国立 銀行 条例 326 

五 川 68 

湖 月 抄 276 

御家 人 〈 中 世 > 
130.133.142 

御家 人 く 近世 > 238 

護憲 三 派 414 

護憲 三 派 内 閣 413 

護国 三 経 86 

護国 寺 262 

小 御 所 会 議 315 

征 今 著 聞 集 161 

御 斎 会 105 

小作 争議 411,429 

小作 争議 調停 法 411 

小作 人 組合 411 

小作 料 375 

小作 料金 綱 化 468 

五 山 176.196 

御 三 科 284 

御 三家 278,284 

五山 ・ 十 利 の 制 196 

後 三 年 合戦 117 

五山 派 203 

五山 版 197 

五山 文学 197 

護持 院 262 

五 ・ 四 運動 406 

古事 記 36.83 

古式 入 浜 191 

五色 の 時 71 

越 荷 方 295 

腰 巻 232 

55 年 体制 484,505 

戸主 権 347 

戸主 制度 の 廃止 466 

小姓 組 番 238 

証 準 瑠 瑞 201 


子 代 43.46 
小 新聞 331.388 
御 親 兵 320 
御成 骸 式 目 140.207 
戸 締 55,.68 
戸籍 制度 466 
御前 会 議 364 
御前 帳 225 
小 袖 232 
五大 改革 の 指令 461 
主人 代官 衛 遺 跡 75 
五大 銀行 424 
訓 代 天星 制 64 
五大 老 224 
国 会 465 
国会 開設 の 勅 論 340 
国会 期 成 同盟 339 
国家 改造 案 原理 大 綱 412 
国家 改造 運動 429.432 
国家 学会 雑誌 389 
骨 角 器 10.14.17 
国家 警察 466 
国家 公務 員 法 改正 473 
国家 主義 382.412,435 
国家 主義 革新 運動 
412.433 
国家 総動員 体制 442 
国家 総動員 法 442 
国 記 49 
消 稽 本 297 
国権 回 復 429 
国権 論 382 
固定 為替 相場 制 492 
詞 書 125.164 
五 人 組 251 
近衛 三 謙 則 441 
近衛 大 料 131 
近衛 文 麻 内 閣 く 第 1 次 > 
440 
(第 2 次 > 448 
(第 3 次 > 450 
近衛 兵 322.335 
五 百 苺 漠 図 197 
小 判 271 
五 品 江戸 句 送 令 310 
五 李 行 224 
征 墳 31 
征 墳 時 代 31 
証 墳 文 化 37 
五 棒 の 掲示 319 
小 仏 関 253 
小牧 ・ 長 久手 の 戦い 222 
駒場 農学 校 327 
コミ ン テ ル ン 412 
コミ ン フ フォルム 474 
米 騒動 404 
米 の 供出 制 444 
米 の 配給 制 444 
鷹 座 190 


件 名 索引 521 


小物 成 252 

吾 モ ン ゴ ロイ ド 4 

御用 絵師 200 

御用 商人 191,.210,269 

件 電 会 106 

御 綾 織 手 190 

五 入 郭 317 

件 料 所 175.176 

コレ ジオ 219 

セラ 。 民 

ゴロ ー ウ ニン 事件 290 

強 飯 108 

権 現 101.105 

権現 造 256 

金剛 界 95 

金光 教 314,383 

金剛 座 197 

金光 明 経 60 

今 蘭 物語 集 124 

コン ツェ ルン 377,424 

健児 の 制 91 

旨 田 水 年 私 財 法 82 

明 田 地 系 荘園 112 

金 春 座 197 

コン ビニ エン スニ = テー ストア 
492 

近 流 68 


座 154,.190 

西域 物語 301 

歳 役 70 

西園 寺 公 望 内 閣 く 第 1 次 > 

369 

(第 2 次 > 396 

雑 賀 218 

雑貨 一 拉 223 

任 草 紡 424 

西宮 記 101 

最 恵 国 待遇 308 

最高 戦争 指導 会 議 457 

在 郷 商人 310 

在 郷 町 251 

西国 御家 人 139 

西国 立志 編 330 

祭礼 遺跡 41 

税 所 113 

財政 投 峡 資 492 

細石 広 6.7 

細石 刃 文化 7 

綱 石 器 文化 7 

在 村 地主 128 

西大寺 85 

在 庁 112 

在 庁 官 人 112,113,131 

斎藤 反 軍 演説 事件 449 

済 南 事件 426 

財 内 377.424 

財閥 解体 462,467 
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催 且 抹 125 砂 糖 249 三代 格式 92 四季 山水 図 巻 200 七 卿 落ち 312 | 資本 の 自由 化 488 十 五 銀行 423 春陽 会 421 

サイ パン 島 454 佐藤 栄作 内 閣 488 三 大 事件 建 白 運動 職 田 67.69 七 ・ 七 禁令 444 語 ノ 山大 墳 40 上 生年 戦争 430 表札 304 

割 行 192 作 藤 ・ ニ クソ ン 首 脂 会 恋 344.354| 食 封 55.58 自治 体 警察 466 島原 の 乱 242.245 13 人 の 合議 制 135 狼 位 101 | 
西 芳 寺 庭 還 196 490 | 三代 集 104 式 目 追加 140 七 道 66.76 持明院 耕 121,167 住 持 176 書院 造 199.229 
西 面 の 武士 137 佐渡 路 253 山 丹 地方 249 侍 講 278 七 分 積 金 の 制度 286 四 民 平等 323 十 住 心 論 94 書院 番 238 
材木 座 191 相 ぴ 272 三 都 253 自警 団 412 私 鋳 銭 192 シー メン ス 事 件 397 修身 教育 384 判 官 67 

消 物 浦 条約 356 庄兵衛 府 66 山東 沙 案 解決 条約 408 | 地下 請 183.184.225 1 議 い 下 京 212 修身 教科 書 383 枯 5 

栄 覧 更 言 398 志 弁 T せ 66 山東 出兵 426 地下 控 184 天 ] 70 除 目 1Qi 信成 館 295 携 夷 運動 310 
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石丸 61 
石 人 ・ 石 馬 38 
関 銭 176.191 
石 鐘 19.23 
石炭 小 委員 会 472 
石 革 6.15 

石 秩 12 

赤 報 隊 318 
石油 戦略 496 
石油 輸出 国 機構 496 
赤潮 会 411 

世間 胸 算 用 273 
世 親 像 163 
世俗 浅 深 秘 抄 162 
世 尊 寺 流 107.164 
摂関 家 100 
摂関 政治 100 
石 器 2 

積極 政策 404 
摂家 将軍 137 



































摂 政 99 

雪 松 図 扉 風 302 
雪 駄 255 

折 夷 学派 300 
折 更 様 163 

押 津 職 66 
摂津 紡績 372 
節 用 集 214 

銭 座 271 
セミ ナリ ヨ 219 
施 薬 院 86 
世話 物 273 
林海 令 264 

前 漢 25 































委員 会 472 
前 期 石 器 時 代 6 
前 期 旧 石 器 時 代 6 
前 期 佑 窟 179 
定 教 使 328 
選挙 干渉 352 
前 九 年 合戦 116 
善光寺 本 堂 277 
戦後 区 慌 423 
戦後 経営 372 
戦国 時 代 205 
全国 水平 社 412 
全国 大 衆 党 425 
戦国 大 名 205 


千石 稚 265 

全国 労働 組合 連合 498 
選 士 91 

戦時 経済 体制 443 
宜 旨 桂 119 

昔 車 部 隊 409 

専 修 157 

禅 款 159 

福 款 様 163 

専修 寺 派 158,204 
専修 念仏 157 
船上 山 168 
先進 国 痛 有 会 議 496 
前 進 座 446 

洗心 洞 292 

戦争 犯罪 人 463 
戦争 放棄 461.463.465 
全体 主義 439 

選 択 157 
選択 本 駐 念 仏 集 158 
銭 湯 304 

内 頭 器 6.7 

先 土器 時 代 5 


人 日 本 無産 者 芸術 連 遇 


全 官 公 庁 労働 組合 其 同 闘争 


全国 中 学校 優勝 野球 大 会 
419 












全日 本 学生 自治 会 総連 合 
全日 本 産業 別 労働 組合 会 議 


件 名 案 引 525 


421 


泉 浦 寺 160 

乱 任 112 

銭 納 152.192 
普 の 研究 419 
専売 制 268,.283,287 
千 歯 扱 き 265 

全 潜 一 挟 282 

旗 盤 の 完全 製作 376 
前 方 後 円 墳 29.32 
前 方 後方 墳 33 
宣明 歴 276 

皮 民 71 

全面 講和 479 
選 面 訓 写経 125 


専門 学校 令 385 

禅 律 方 172 

川 柳 297 

占領 後期 改革 466 
占領 初期 改革 466 
先 例 131.140 


租 69 

宋 101 

物 183 
ソヴィエト 399 
ソヴィエト 政府 400 
早 生 寺 殿 二 十 一 筒 条 208 
物 控 184 

近 学 162 

創 学校 啓 98 
撫 見 寺 221 

物 卿 183 
総合 雑 誌 418 
物 国 一 接 189 
総 六 315 

蔵 志 298 
創 氏 改 名 445 
総持寺 203 
杜 土 芝 居 391 
物 六 183 
増上 寺 254 

装 偽証 墳 39 

『 宋 書 」 佑 国 伝 35 
穴 銭 155.192 
造船 状 励 法 374 
物 村 183 

物 町 212 

背 洞 守 159 

物 百 姓 184 
物 百 姓 一 拉 282 
僧 兵 121 

物 無 事 207.223 
物 無 事 令 223 
造幣 察 325 

父 法 106 

共 木 灰 152.190 
雑役 免 系 荘園 113 


526 件 名 索引 

雑 衝 70.93 

惣領 < 内 子 > 142.150 

惣領 制 142 

僧 録 197 

備 掴 司 197 

尊 我 部 42 

我 物語 194 

続 縄文 文化 14 

東 淀 108 

続 本 朝 往生 伝 106 

祖国 復帰 運動 490 

ソー シャ ル ニ テニ ダンピング 
434 

彰 像 87 

唱 尊 の 官 65 

前 根 崎 心 中 273 

側用人 283 

租 席 調 制 53 

尊 号 一 件 287 

末 勝 寺 120 

末 徳 仕 法 312 

末 芋 携 夷 運動 302 

表土 夷 派 312 

草 土 失 夷 論 312 

末 王 論 274.302 

村 法 251 


大 安寺 85 

第 一 議会 352 

第 一 国立 銀行 326 

第 一 次 護憲 運動 396 
第 一 次 国共 合作 425 
第 一 次 世界 大 戦 397 
第 一 次 日 韓 協約 367 
第 一 次 農地 改革 468 
第 一 回 衆議院 議員 選挙 


352 
第 一 回 内 国 勘 業 博覧 会 
372 
だ 。 展 "5 
対外 硬 同 志 会 363 
対外 硬派 353 


大 開発 時 代 265 
大 化 改新 合 定 説 56 
炎 学 .85 

大 覚寺 統 121.167 
大 学 章 名 214 

大 学 南 校 329 

大 学 頭 260,274 
大 学 別 草 96 

大 学 令 418 

大 学 或 問 275 
大 化 の 改新 56 
大 化 の 薄 葬 令 62 
代 宣 < 問 府 > 239 
代官 < 藩 > 239 
天宮 大 寺 60 
大 韓 和 国 362 


大 韓 民 国 475 

大 義 各 分 論 167 

大 送 事 件 172.380 

大 教 定 布 の 語 328 

大 区 338 

大 天 264 

大 航海 時 代 216 

大間 検地 224 

大 極 典 74 

醍醐 寺 三 宝 院 門跡 243 

第 三次 日 堤 協 約 367 

大 師 80O 

大 守 244 

大 衆 化 416 

大 衆 文化 418 

大 衆 文学 420 

大 汗 会 60.260 

大 乗 式 壇 94 

大政 定 〈 律 令 〉 65 

大 覚 然 260 

大 小 神 砲 組 261 

大 正 政 変 396 

太 政 大 臣 65 

大 正 ア モク ラシー 403 

大 上 天皇 号 174 

大 身 234 

大 審 院 338.355 

大 人 ・ 下 戸 27 

大 豆 375 

大 政 奉 司 314 

大 西洋 憲章 450 

大 政 環 賛 会 449 

大 選挙 区 制 404,462 

大 戦 早 気 401 

代 銭 納 192 

大 仙 陵 征 墳 33 

胎蔵 界 95 

大 内 裏 造営 事業 

大 都 ( 北 京 ) 147 

大 東亜 会 議 452 

大 東亜 共栄 圏 
448, 451,452 

大 東亜 温 争 451 

大 同 団結 運動 344 

大 唐 米 189 

対 独 講和 会 議 

大 徳 寺 203 

大 徳 寺 唐 門 229 

大 徳 寺 大 仙 院 庭園 

大 納 言 65 

第 一 議会 352 

第 次 護憲 運動 

第 一 次 国共 合作 

第 次 上 海事 変 

第 次 世界 大 戦 

第 一 次 日 韓 協約 

第 -- 次 農地 改革 

計 日 請求 権 480 

計 日 平和 条約 478 


170 


405 


199 


414 
440 
41 
447 
367 
468 


対日 理事 会 460 

大 日 本 沿海 夷 地 全 図 299 

大 日 本 言論 報国 会 453 

大 日 本 古文 書 387 

大 日 本 産業 報国 会 444 

大 日 本 史 

172, 259, 275, 302 

大 日 本 史料 387 

大 日 本 帝国 憲法 348 

大 日 本 婦人 会 449.453 

大 日 本 労働 総 向 盟友 愛 会 
410 

台 場 308 

代 始 ぬ の 徳政 185 

代表 越 訴 型 一 接 282 

大 輔 322 _ 

大 仏 造 立 の 語 79 

大 仏 様 163 

太平 記 194 

大 平 記 読み 194 

太平 御覧 146 

大 平 洋画 会 392 

太平 洋 戦 争 451 

常 方 郡 27 

大 宝 律 令 64 

大 本 営 ・ 政 府連 絡 会 議 
451 

大 犯 三 カ 条 

台 害 94 

大 名 236 

大 名 貸 278 

大 名 田 増 111 

大 名 飛脚 253 

題 目 160 

大 冶 鉱山 373 

大 陽 383.388 

大 陽 の な い 街 421 

大 陽 礎 329 

平 忠 常 の 乱 

内 裏 74 

大 陸 間 弾道 ミサ イル 481 

内 裏 式 95 

大 老 236.239 

対 露 同志 会 363 

台 湾 358 

台湾 銀行 423 

台湾 出兵 333 

台湾 総督 358 

台湾 総督 府 官制 358 

台湾 総督 府 条例 358 

田植 え 20 

高 請 地 252 

用 伺 148 

高島 炭鉱 379 

高島 炭鉱 事件 379 

多賀 城 77 

高田 事件 344 

高 杯 16 

高橋 直 清 内 閣 413 


131, 177 


116 


高 機 267 
高松 塚 古 墳 61 
高松 塚 古 墳 上 画 61 
魔 見 泉 石 父 303 
高 持 252 
高森 道 跡 6 
高安 城 57 
高床 倉庫 18.40 
邊 換 券 342 

條 換 制度 停止 433 
滝川 事件 435 
滝口 の 武士 115 
タク シー 417 
田 下駄 20 

租 取 物語 104 
竹橋 事件 335 

大 宰 府 67 
足 高 の 制 278 
但馬 生野 224 

大 政官 < 明治 > 322 
太政官 札 324.325 
大 政 日 誌 388 
打 製 石器 5,.17 
回 143 

た た ら 精 錬 267 
館 116.142.182 
立川 ロー ム 悦 6 
橘 奈良 麻 品 の 乱 80 
脱 亜 論 356 
葉 穴 式 石 室 29 
友 穴 住居 11.17 
本 杵 20 リ … 
村 築 墳 某 29 
立 花 200 

田 頑 111 

田 所 113 

田 荘 42 

田中 角栄 内 閣 494 
田中 義一 内 閣 423.426 
店 借 255 
田沼 時 代 283 
種子 島 217 

多 補 島 77 

種子 伺 銃 217,218 
頼 母 子 155.192 
田 表 20 

田 部 43 

ター ヘル ニア ナ ト ミ ア 


玉造 部 43 

玉 鋼 267 

玉 東 尉 了 51 

玉 眼 厨子 須 丈 座 絵 中 
玉 則 尉 子 誹 絵 51 

濃 絵 229 

ター ミナ ル 駅 417 
溜 256 

陀 編 尼 87 

樽 洋 船 269 





便 物 267.295 

単 一 為替 相場 設定 476 
単 一 為替 レー ト 476 
団 菊 左 時 代 391 

類 活 停戦 協定 


430.431,439 


知 蜂 33 
弾正 台 66 


男女 共学 470 


男女 雇用 機会 均等 法 499 


男女 の 法 54 

段 銭 174.176,208 
単線 型 学校 体系 470 
単独 講和 479 

単独 占領 460 

単独 相続 150.173 
横 那 寺 242.254 

区 異 抄 158 

増 ノ 浦 130 

羽 美 派 420 

謎 林 俳 語 272 


さあ 


飼 68 

治安 維持 法 414 

治安 維持 法 第 5 条 411 
治安 維持 法 廃 止 462 
治安 警察 法 359.379 
治安 警察 法 廃止 462 


地域 改善 対策 特別 措置 法 
493 

知 恩 院 203 

地 価 324 

知行 国 120.124 


知行 国 主 120.135 
知行 地 234 
知行 取 238 

鞭 韻 器 391 
革 銭 叙位 令 76 
地 券 324 
知行 合 一 275 

治 罪 法 347 

知 事 465 
地 税 の 整理 364 
地租 改 止 324 
地租 改正 条例 324 
地租 増 徴 案 359 
地 対 財 特 法 493 
秩父 事件 344 

秩 禄 323 

秩 禄 処分 323 
秩 禄 本 還 の 法 323 
治 天 の 若 137 
千早 城 168 

知 沙 事 320 
地方 改良 運動 370 
地方 定 会 議 338 
地方 自治 法 465 
地方 税 規則 338 


茶 道 200.231 

茶 寄合 195 

中 央 公論 388 

中 外 新 聞 388 

中 華人 民 共 和 国 475,494 

中 学校 418 

中 学校 令 384 

中 華 民 国 399,494 

中 攻 民 国政 府 475 

中 間 指 令 権 460 

中 距離 核 戦力 全廃 条約 
503 

中 宮寺 天 志 国 緒 帳 51 

中 宮寺 半 品 思 悼 像 51 

柱 穴 7 

皿 才 260 

中 国 路 253 

中 国人 民 義 幼 軍 478 

中 国 同 製 会 366 

中 山王 府 249 

皿 誠 259 

中 ソ 対 立 481 

中 ソ 友 好 同 盟 相 互 援助 条約 
477 

中 章 寺 金色 営 125 

中 朝 事 実 275 

中 道 政権 473 

中 東 戦争 496 

中 納 言 65 

中 男 70 

中 得 268 

中 流 68 

駐留 軍 479 

町 212.254 

調 70 

町 控 213 

j) 銀 271 

町 組 213 

長 講堂 121.137.167 

長 講 営 領 121 

朝 資 貿 史 179 

張 鼓 峰 事 件 447 

張 作 寄 井 徹 事 件 426 

逃 散 152.183.282 

町 衆 212.231 

鳥獣 戯画 125 

長州 征討 < 第 1 次 > 312 

長州 征討 < 第 2 次 > 313 

長州 落 312 

長州 藩 外 国 船 砲撃 事件 
312 

長 征 440 

朝 鮮 180.367 

朝鮮 式 山城 57 

超 然 主義 351 

朝鮮 人 膚 殺 事 件 413 

朝鮮 戦争 477 

朝鮮 総 崇 府 367 

劇 鮮 通信 使 264 


朝鮮 人 参 279 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 
475.477 
長宗 我 部 元 親 百科 条 208 


朝廷 絵師 276 
朝 堂 院 74 
町 年 寄 
町 内 会 
町 名 主 
重 任 
町 人 255 

町 人 開発 新 田 279 
町 人 足 役 255 
町 人 地 254 

町 人 物 273 
徴兵 告 論 322 
徴兵 制 322 
徴兵 の 認 322 
徴兵 令 322 

町 法 213 

鳥 毛 立 女 書 風 87 
抽 野 新聞 331,.338 
長楽 寺 派 157 
長 史 255.262 
勅 旨 田 93 
直接 行動 派 380 
勅撰 和歌 集 104 
勅 任 議員 349 
貯蔵 穴 11.12 
勅許 紫 衣 之 法度 
質 金 統制 令 443 


241 


鎮護 国家 思想 78.85.86 


鎮守 府 将軍 131 

鎮西 探題 149 

鎮西 派 203 

鎮西 奉行 132 

椿 説 王 張 月 297 

賃 租 80 

頂 相 164 

針 台 322 
ツ 

追加 法 140 

追 健 102 

追 捕 使 116 

通行 税 397 

通商 章 程 333 

通信 使 248 

築地 小 劇 場 421 

月 番 制 239 

継 飛 脚 253 

月 待 304 

個 142,152 

区 玖波 集 195 

都 久 夫 須 麻 神 社 本 殿 


九 十 九 商会 326 
造山 再 墳 34 
作 山大 墳 34 



















229 


対 馬 
対馬 占 失 事 件 310 
土 一 把 178.184,186 
椿 海 十 拓 
需 形 土器 16 
井形 坊 輪 32 
妻 問 婚 80 
浴 た い 戦 争 474 
津 料 176 
御 岡 八幡 宮 
徒 類 草 
兵 115 
兵 の 家 
兵 の 道 143 


紀 36,83 
定期 市 く 三 斎 市 > 
定期 航空 路 417 
庭 訓 往来 214 
国 議会 349 
乏 国 劇場 421 
帝国 国防 方 針 370.396 


件 名 引 


147 


265 


130 
161 


116 


IS4 


間 国 在 卿 軍人 会 370 
乏 国 主義 361,363 
褒 国 大 学 384 
乏 国 大 学 令 384 
帝国 農 会 370 

状 政 431 

頁 門派 272 

出 開帳 304 
手賀 沼 の 開発 283 
適 敷 ( 適 々 斎 理 ) 299 
鉄 弁 20 

鉄 器 15.20 
鉄器 時 代 21 

手 作 152 

鉄工 組合 379 
鉄製 工具 20 
鉄製 力 子 20 
鉄製 の 農具 76 
手 伝 半 請 262 

鉄 道 394 
鉄道 国有 法 376 
鉄道 敷設 法 326.372 
鉄 の カー テン 474 
鉄 砲 207.217 
鉄 記 217 
鉄人 の 伝来 217 
鉄砲 白人 組 238 
手 紡 372 

出 店 281 

寺 請 制度 242 
寺子 屋 301 

寺田 情事 件 312 
テレ ビ 放 送 501 
出羽 国 77 

田 楽 197 
田楽 能 197 


528 件 名 雪 引 


天下 の 台所 254 

天下 分 け 目 の 戦い 234 

殿下 渡 領 100 

天狗 党 の 乱 312 

転 向 435 

天 拓 様 163 

天 主 220 

天 止 大 判 224 

天 止 遣 欧 使 委 219 

天正 の 石 直 し 224 

典 上 人 122 

電 信 326 

天津 条約 356 

天神 信仰 89 

伝染 岳 395 

天台 上 座主 160 

天台 宗 94 

天 床 組 の 変 312 

天 長 節 338 

電 灯 376,.394 

天 皇 58.348 

天候 記 49 

天 量 機関 説 436 

天 申 機関 説 問題 419,436 

天 便 主権 説 436 

天皇 制 フ ァ シ ズム 439 

天 時 大 権 350 

天皇 中 心 の 革新 論 436 

田畑 永代 売買 の 禁止 解禁 
324 

田畑 永代 売買 の 禁令 252 

田畑 勝手 作 の 許可 324 

田畑 勝手 作り の 禁止 252 

天平 美術 87 

天平 文化 83 

天 虐 人 権 論 330,.382 

天文 法華 の 乱 204 

転 封 223.258 

天保 の 改革 293 

天保 の 負 傍 292 

天保 の 新 水 令 306 

天満 青物 市 場 282 

伝馬 役 252 

天明 の 打ち こわ し 284 

天明 の 仙 締 283 

天目 山 の 戦い 221 

天文 方 290,.299 

典 楽 容 85 

天理 教 314.383 

天 暦 の 治 99.110 

天竜 寺 179,196 

天竜 寺 船 179 

天竜 寺 庭 園 196 

天 人 額 238 

電力 (国家 ) 管 理 法 442 

伝 路 76 

電 話 326 


ーー 


カ 伊 102 

土 大 142 
土井 ヶ 浜 遺跡 16 
刀 伊 の 来 般 102 
問 丸 ( 問 ) 155,193 
問 屋 155,193 
問屋 商人 270.294 
問屋 制 家 内 工業 281.294 
間 屋 場 253 

唐 53.72 
東 車 新 秩序 441.443 
東 区 革命 504 

鋼 支 22 

東海 道 234,253 
東海 道 五 十 三次 302 
東海 道 新幹線 488,502 
東海 道 線 372 

東海 道中 膝栗毛 297 
東海 道 本 線 326 
東海 道 四谷 怪談 298 
東関 紀行 161 

東 京 319 

銅 鏡 29 

東京 朝日 新聞 418 
東京 医学 校 329.384 
東京 オリ ン ピ ビック 485 
東京 音楽 学校 391 


東京 開成 学校 384 

東京 裁判 463 

東京 市 電 値 上 げ 反 対 運 動 
380 

東京 遷都 319 


東京 専門 学校 385 
東京 大 学 316,.329、384 
東京 大 空前 455 
東京 日 日 新聞 331.388 
東京 美術 学校 391 
東京 復興 計画 417 
東京 法学 社 385 
東京 砲兵 工 度 378 
東 求 堂 199 

東 求 堂 同仁 斎 199 
同型 鏡 31 

洞穴 8 

鋼 剣 22 

東郷 欄 145 

東国 国司 54 

東国 武士 団 117 
東西 の 市 74 
東西 平和 共存 路線 481 
東 三省 430 

東 寺 94 

章子 教 214 

同志 社 329.385 

東寺 長者 160 
堂島 米 市 場 252.280,282 
唐 招提 寺 85 


唐 招提 寺 第 真 像 87 
唐 招提 寺 講 堂 87 
唐 招提 寺 金 堂 87 
東条 英機 内 閣 450 
唐 人 246 

唐人 屋敷 247 
統帥 権 348 
統帥 権 十 犯 427 
統 師 権 十 犯 問題 427 
統帥 権 の 衝 立 427 
統制 派 436 

東 禅 寺 310 
東 禅 寺 事 件 310 
東大 寺 85 


東大 寺 戒 増 院 四 天 土 像 87 


東大 寺 転 害 門 87 
東大 寺 南 大 門 163 


東大 寺 南 大 門 金 財力 土 父 


東大 寺 法 功 堂 87 


163 


東大 寺 法 華 堂 月 光 苦 訂 像 


87 


東大 寺 法 華 営 執 金剛 神父 


87 


東大 寺 法 華 党 日光 若 麻 像 


像 87 

東大 新人 会 410 
東大 闘争 490 
唐 大 和 上 東征 伝 86 
銅 銀 17.22 
開 茶 195 
道中 奉行 253 
道 南 十 二 館 182.212 
境 の 朝廷 67 
討幕 の 紀 勅 314 
銅版 画 303 
同 第 鏡 31 
東福寺 196 
動物 填 輪 32.133 
東 宝 421 
逃 亡 81.92 
東方 会 議 426 
同朋 衆 200 
東北 帝 大 384 
負 予 22 
唐 備 265 
東 寄 94 
童 誠 422 
東洋 泡 船 会 社 374 
東洋 自由 新聞 382 
東洋 拓 克 会 社 367 
道 理 140 
棟 藤 116,.128 
答 礼 使 244 
東路 軍 148 


87 
東大 寺 法 華 常 不 空 絹 案 観音 


同和 対策 事業 特別 措置 法 


493 


同和 対策 審議 会 493 
同和 問題 493 

土 器 8 

トー キー 432, 446 
土岐 氏 の 乱 175 
常磐津 節 297 

土 偶 12 

特産 物 266 

特 番 478 

特殊 器 台 29,.32 
特殊 銀行 372 

特 条 景 気 478 
特殊 坦 29.32 
読 史 余 論 275 

値 政 184 

徳政 一 兵 189 
徳政 令 185 

値 政 論争 90.98 
独占 禁止 法 467 
独占 資本 377 
独占 資本 主義 363 
得 宗 141.149.167 
得 款 専制 政治 150,.167 
独 ソ 戦 450 

独 ソ 不可 侵 条 約 447 
徳 丹 城 90 

得 長寿 院 122 

特別 高等 課 380 

十 組 問屋 269,270,293 
独立 覚 356 

土 疹 12.33 
床の間 200 

土佐 日 記 105 
土佐 派 200.276 
外 様 < 昔 国 〉 206 
外 様 < 提 世 > 236 

十 三 湊 181,212 

都 市 253 

都市 化 416 

者 市 問題 417 

祈 年 然 41 

都 城 59 

土 食 176,192 
土蔵 造 280 

土地 調査 事業 358,367 
土地 の 私 有 制 度 324 
ドッ ジニ ライ ン 466,476 
都 道 府 県 警察 483 
圭 岬 337 

隣 組 447 

舎 人 43.71 
鳥羽 ・ 伏 見 の 戦い 317 
鳥羽 離宮 120 
飛び 社 371 
都 郭 問答 301 

才 57 

富岡 製糸 場 327 
高 突 304 
伴 43 





伴 造 42.43 

伴 造 的 塾 族 42 

品 部 71 

但 臣 223 

豊臣 賜 姓 223 

豊臣 平和 令 223 

豊明 節 会 260 

渡来 系 人 肖 16 

渡来 人 17.35 

トラ スト 424 

虎 の 門 事件 414 

取付 け 騒 ぎ 423 

鳥 の 子 紙 268 

取引 商 309 

ドル 買い 429 

ドル 外交 369 

ドル ニー ショック 494 

トル ー マ ン ニニ ド クト リン 
474 

登 品 道 跡 19.500 

屯田 兵 制度 327 


内 閣 情 報 局 444 

内 閣 制 度 345 

内 閣 総 理大 也 345 
内 閣 調 査 局 435,442 
内 閣法 制 局 345 

内 国 勧 業 博覧 会 327 
内 済 280 

乃 面 浦 181 

内 政 不 干渉 政策 409,425 
内 大 臣 346 
内 地 和 雑居 353 
ナイ ブ 形 石器 6.7 
内 務 省 322,.327 
内 務 省 社会 局 417 
内 務 省 都市 計画 局 417 
名 請 人 225 

ナウ マン 銀 3.7 
長岡 京 89 

伸 買 270 

長 崎 245 

長崎 新 令 264 
長崎 造船 所 327 
長崎 通詞 245,.299 
長崎 の 出島 245 
長崎 貿 易 283 

流 波 268 

流 地 281 

流 地 殺 止 令 280 
長篠 合戦 220 
長島 一 控 221 

中 先代 の 乱 171 
中 山道 234.253 
中 継 貿 純 181.217.248 
中 稲 152.189 
長門 胃 同 番 役 148 
長門 城 57 


長門 探題 148 

仲 間 270 

伸 間 控 270 

中 村 大 尉 事件 429 
長 持 形 石 槽 33 
長屋 王家 木簡 75 
長屋 芋 恥 宅 75 
長屋 王 の 変 78 
長 栓 207 

人 才 。)252 

奴 国 25 

名 護 屋 227 

名 古屋 事件 343 
名 代 43.46 
ナチ ス 438 
七 三 一 部 隊 452 
難波 京 78 

難波 長柄 尋 短 可 55 
難 波 宮 54 

名 主 251 
名 王 〈( 町 > 255 

那 再 181 

葉 畑 遺跡 15 
鍋島 焼 268 
生麦 事件 310 
生麦 村 310 
南無 岡 弥 陀 仏 157 
南無 妙法 鞍 華 経 160 
納屋 物 254 
奈良 時 代 74 
奈良 仏師 163 

成 金 403 
鳴 洋 電 299 

南 画 302 

痢 学 214,.274 
南紀 派 311 

南極 観測 501 

直 京 事件 425.441 
南京 政府 441 
軟弱 外交 425,429 
南西 諸島 479 
南 禅 寺 196 

南 泉 146 

南 総 里見 八犬伝 297 
難 大 平 記 194 

南 朝 172 

南 都 121.128 
南島 路 72 
南都 七 大 寺 85 
南都 仏教 95 
南都 仏師 163 
南都 六 宗 85 

走 褒 寺 219 

南 刻 人 217.243 
南 褒 話 風 232 
南 論文 化 232 
南 論 貿 抑 218 
直 部 仏 印 進駐 450 
南方 の 便 衣 隊 426 




































南方 貿 易 227 
南北 朝 時 代 172 
南北 朝 時 代 く < 中 国 〉 34 
南北 朝 正 関 問題 ( 論 ) 






































南北 朝 の 合 一 174 
北 朝 の 動乱 171 
南北 朝 文化 194 
南 鍼 式 泉 銀 283 
南 菜 様式 51 
南 路 72 


ー・ー ゼ ネス ト 472 
新沢 千塚 38 

新 著 祭 41.60 

賞 70 

二 科 会 421 

二 官 八 省 74 

握 逢 6 

撮 航 6 

ニク ソン ニシ ョ ッ ク 494 
尼 北 事件 401 

ニコ ライ エフ スク 401 
錦 絵 293.302 

鉛 織 部 35.43 

西 陣 190,267 
西陣 織 190 

西田 哲学 445 

西 市 75 

西原 借款 400 
西本 願 寺 221 
西本 願 寺 飛 雲間 229 
西 週 り 航路 269 
ーー カ条 の 要求 400 
二 重 構造 377 

二 十 四 組 問屋 270,293 
26 聖 人 列 教 227 

二条 河原 落書 195 

二 所 朝廷 92 
西 ・ ロ ー ゼ ン 協 定 362 
似 絵 164 

偽 官軍 318 

修 財 田 舎 源氏 297 

2 大 政党 415 

日 英 通商 航海 条約 355 
日 英 同 盟 協 約 362 

日 英 同 盟 協 約 の 改訂 368 
日 英 同盟 論 362 

日 字 期 合 180 

日 独 伊 三 国 同 骨 448 
日 独 伊 三 国防 共 協 定 438 
日 独 防 共 協定 438 

日 米 安全 保障 条約 479 
日 米 行 政 協定 479 
日 米 共 同 声 明 490 
日 米 交渉 450 

日 米 構造 協議 505 

日 米 修好 通商 条約 308 


| 是 米 相馬 防 術 接 助 協定 
172,383 相 に UTE! 

| 放 米 地位 梓 487 
日 米 運 商 導 海 騎 約 廃棄 443 


件 名 案 引 529 


日 米 新 時 代 486 
日 米 相互 協力 及び 安全 保障 


約 486 


483 


日 涼 租 親 染 約 307 


日 区 宗 160,203 

日 夢 宗 不 受 不 施 派 242 

日 算 協 商 論 362 

日 赴 協 約 368 

日 露 講和 会 議 366 

日 鷺 戦争 364 

日 邊 和 親 条約 308 

日 華 事 変 441 

日 活 421 

日 貨 排 訂 運動 406,429 

日 華 平 和 条 約 494 

日 堤 基本 条約 488 

日 刊 新聞 331 

日 記 101 

日 光 東 照 宮 256 

日 光 道 中 253 

日 産 コ ン ツ ェ ル ン 434 

日 清 修好 条 規 333 

日 新 真 事 誌 331 

日 清 戦 争 357 

日 曽 コ ン ツ ェ ル ン 434 

日 本 貿易 124 

日 ソ 基 本 条約 409 

日 ソ 共 同定 言 484 

日 ソ の 国交 樹立 409,.414 

日 ソ 中 立 条 約 449.457 

日 容 コ ン ツ ェ ル ン 434 

日 中 関税 協定 427 

日 中 共同 声明 495 

日 中 軍事 停戦 協定 439 

日 中 国交 正常 化 495 

日 中 戦争 441 

日 中 半 和 友好 条約 
495,496 

日 朝 修好 条 規 333 

入 唐 求 法 巡 礼 行 記 102 

日 衛 辞 書 233 

日 本 水 代 蔵 273 

一 頭 政 治 172 

ー・ 二 太 事 件 437 

日 本 64 

日 本 < 雑誌 〉 382 

日 本 往生 極楽 記 106 

日 本 海 海戦 365 

日 本 開化 小史 331.387 

日 本 外史 172.302 

日 本 改造 法案 大 綱 412 

日 本 勤 業 銀行 372 


530 件 名 雪 引 
日 本 教育 制度 に 対す る 管理 | (コッ プ ) 4』21 
政策 指令 46 日 本 プロ レタ リア 支 華 : 
日 本 共産 党 

411.412.424.464 | 日 本 放送 協会 419 
日 本 協同 党 464 日 本 町 244 能 楽 195.197 
日 本 銀行 342 日 本 民主 守 483 誠 本 法 492 
日 本 継 済 連 岬 会 02 日 本 無産 覚 435 農業 協同 細 公 375 
日 本 憲法 見 込 案 341 日 本 文徳 天 畠 実録 8 農業 信書 266 
日 本 後記 83 日 本 時 囚 記 290 農業 報国 連 明 453 
日本 遇 業 銀行 372 日 本 郵船 全社 農工 銀行 372 


日 本 工業 倶楽部 409g 





326.372.374 | 農山 漁村 経 消 更生 運動 





洛 芋 令 62 
白村 沖の 温 い 56 
白 尋 5 
上 徒 291 


白 二 会 392 
幕 潜 体 制 238 





434| 華 詩 131 


日 本 国王 4 日 本 別 島 8 
日 国電 拉 338 日 本 別 島 改 造 論 495 農産 物 の = 
放 「 輸 人 5 
日 本 国 章 法 465 | 日 本 労働 導 合 輸 同 盟 直 衣 ーー 
日 本 国 国 間接 341 410,.469 | 農事 試 騒 所 375 
日 本 国 大 若 264 日 本 労働 組 合 寺 連 償 合 農 書 266 
日 本 国家 社会 党 435 498 | 農政 本 論 301 
日 酷 表 部 紅 日 本 労働 組合 評議 会 納 開 方 一 徐 176 


日 本 産業 会 社 434 
日 本 三代 実 絹 83,100 






| 日 本 労働 胃 同 遇 424 


411.424 | 農村 家内 工業 867 
農村 屯 慌 428 


日 本 誌 245.299 | 日 李 労 農 党 425 農地 委員 会 468 

ニー ホン シ カ 7 二毛作 152.189 農地 改革 466 

日 本 資本 主義 発達 史 講 座 | ニュー ディ ー ル 政策 434 | 農地 改 革 指 令 466 
美 、: 押 420.445 | 吉 意 輪 観 音 5 農地 調整 法 再 履正 468 
日 本 資本 主義 論 当 420 | 女 院 121 農地 調整 法 の 改正 468 
日 本 社会 主義 同盟 412 | 女房 装束 108 農民 一 探 320.334 

上 本 社会 党 380.464 女人 入 眼 137 農民 運動 411 

日 本 自由 党 464 ー・ 六 新報 363.388 農民 労働 覚 425 
日 本 主義 383 人 人 形 操 り 232 能 面 197 

日 本書 紀 36.83 上 形 短 瑠 益 | アビス パン 中 4 

日 本 植物 誌 300 232.273.274,297 | 野 非 人 286 

日 本 女子 大 学校 386 人 間宮 言語 書 461.462 | 登 交 268 

日 本 人 * 誌 ) 人 情 二 293.297 ノモンハン 事件 447 


379.382.388 | 人 足寄 場 286 
日 本 人 移民 排 奈 運動 | 妊 条 詩 草 文様 51 





368.369 | 仁和 寺 三 十 幡 仁子 高 


日 本 上 人 学童 隅 離間 昌 368 | 炎 骨 853 


乗合 自動 車 41『 
アプ ルマン トン 号 事 件 35』 


1O7 | 折 記 紅 記 計 









日 本 人 の 形成 4 人 人 別 改 め 293 俳 諸 297 
日 本 人 の 南方 起源 説 4 | 寧波 148.180 俳 諾 連歌 203 
日 本 人 漂流 民 288 震 波 の 乱 180 肺結核 395 
日 本 進歩 党 464 ーーーー 一 ] | 廃 組 運動 381.383 
日 本 製鋼 所 376 還 当 生還 訓 | 半 A 409 
日 本 製鉄 会 社 434 抜 背 器 4 梅松 論 194 
日 本 弄 達 会 社 434 | 抜け 参り 304 障 世 255 
日 本 補 素 過料 会 社 434 | 謗 足 欄 77 府 税 運動 397 
日 本 鉄道 会 社 372.376 赴 紳 42 配属 将校 409 
日 本 鉄道 寺 正 会 379 ーー| 革 塚 3 
日 本 農民 組合 411 ae | 疹 力 信 323 
日 本 之 下 層 社 会 378 ネアンデルタール 人 排 日 移民 法 369 
日 本 の 国 号 64 根 来 217.218 排 日 運動 430 
日 本 の 国連 加 貞 485 根来 還 223 魔 沙 置 県 320 
日 本 の 礎 史 469 年 季 夫 公 人 281 誹 風 柳 多 留 297 
日 本 亡国 博覧 人 502 年 行司 218 克 映 法 210 
日 本 描 魚 市 場 282 年 足 111,114.152 麻 仏 踊 釈 328.383 
日 本 美術 院 391. 421 年 資 米 176,252 破壊 活動 防 正法 482 
日 本 ファ シズ ム 論 439 | 年 中 行事 101 博 多 211 
日 本 デ ロ レ タリ ア 了 芸 術 連 盟 | 親 土 欄 33 椅 41.232 

421| 念 公 157 馬 坦 
日 本 プロ レタ リア 文化 連盟 | 年 輪 年 代 学 18 お 6 





串 片 石器 5 
自 鳳 才 化 所 

ハー ダ 赤 使 事件 367 
形 権 条項 495 

箱 式 石 醒 墓 19 
策 館 奉行 289 
箱根 関 553 


箱根 用 水 3265 

| 組 刻 軟 173.195 
パサ ラ 天 名 195 
土 師 器 37.41 

| 箸 墓 訓 墳 
土師 部 床 

寺 車 329 

二 惜 184.193 
則 惜 一 失 178 

場 所 239.250 
場所 請負 商人 289 
場所 請負 制度 350 
バ パタ ヴィ ア 246 
機織り 15 
旅籠 253 

旗 本 238 
旗本 知行 地 238 
族 胡 6] 

人 ル ・ 一 滞 計 440 


皮膚 6 
小 条 院 窟 
八 民 集 104 

修 ・ 八 艦隊 370.396 
抜 歯 1 

上 小 州 画 り 291 

ル 者 65 

初 物 304 

バテ レン 218 

バテ レン 人 迫 放 令 226 
場 山 一 郎 内 関 く 第 1 次) 


(第 次 > 484 
* 弟 3 次) 484 
花沢 館 189 
花 の 御所 174 
花 下 連 沖 195 
花 斉 教 場 259 
壇 輪 382 


箱根 竹 り 下 の 戦 い 171 


中 月 十 條 日 の 政 楓 318 


21. 137. 167 


ハー ダ の 亡国 平和 会 議 
367 


4 前 





二 場 増上 遺跡 6 

バブ プル 経 頑 4 

還 防 欄 220 

歯 婁 諸島 BS 

租 北 人 4 

轄 御門 本 変 312 
隼人 77 

戦 42 

パリ 講和 会 議 405.407 
パロ 亡国 博覧 会 316 
播磨 の 土 一 赤 185 
ルー メ アー ト  』85] 
ルイ 利 酬 99 

藩 239 

藩 営 工場 295 
潜 営 専 死 表 295 

版 画 80g 
勤 学 (藩校 ) 300 

番 方 238 

パン ニテ ゲル マン 主義 398 
亡国 郵便 連 谷 386 
亡 歳 事件 406 

鞭 札 271 
縮 社 の 獄 91.300 
区 射 病 95,.308 

半 書 調 所 308.315 
座 書 和解 御用 299.315 
パン ニス ラブ 王 義 398 
羊 将 給 寺 人 178 
藩 牙 の 改革 287.295 
半 清 谷 178 

販 団 奉還 320 
反戦 主 364 

伴 大 納 言 終着 125 
落 狼 4 
下田 収 接 法 55.69.99? 
ww ドッ クズ 6 
番 頭 18 

バン ドン 会 議 HE 
落 閥 政 半 328 

潜 関 内 閣 346 

反 本 地 垂 衝 説 201 
暫 門 店 78 

詞 男 演説 352 


火 2 

比 報 山 延 麻 寺 明 
菱 垣 縺 船 269 
非 楼 三 原則 489 
東 イ ンド 会 社 4 
東 昌 素 地 59 

市 宮 

東 本 願 寺 91 

東 岬 航路 369 
東山 山 料 199 
東山 支 化 194.199 
披 官 252 
引揚 げ 470 









































引 革 乗 < 区 倉 ) 135,.141 
引 革 乗 く 宝町) 169 

引 付 頭上 人 141 

引 付 替 行 141 

科 脚 間 屋 253 


| 隊 脚 の 制 253,326 


非 御家 人 142 
B・C 級 戦 下 463 
秘 事 口伝 200,.276 
避 125 

ひすい 12 

非 戦 語 363 

鍵 銭 192 

直 垂 143 
備中 鈴 3265 
正 田 院 
単 衣 

人 返し の 法 293 
一 構 派 311 


| 人 撮 令 225 
非 人 255 


日 比 谷 焼き 打ち 事件 


避 病 院 395 

日 待 304 

部 飯 105 

訪 路 城 229 

百 星 251 

百 蜂 一 失 282.292 
百姓 代 品 1 

百 星 申 状 183.185 
百姓 連署 185 


百 万 搭 陀 羅 尼 87 
百貨 店 417 
日 用 (日 尾 ) 

水 河 時 代 3 
日 用 稼ぎ 281 
兵 庫 309 

兵庫 北 関 192 


2 2y ま 


評定 業 〈 鎌 倉 
評定 所 < 室町 〉 239 
平等 院 同 弥 陀 吉 来 像 
平等 院 鳳 風 堂 107 
穫 鮎 図 197 

兵部 省 322 

兵 灯 米 131.148.224 
火 除 け 地 280 

日 吉 神 社 121 

平 旧 117 

玉 が な 103 
平仮名 絵 人 新聞 388 
| 平 城 229 

斑 戸 217.43 
半 戸 商館 93.245 
平山 城 220.229 
広小路 280 

椿 度 昔 き 95,.163 


356 


百 万 町 歩 の 開 昌 計 画 81 


兵庫 北 関 入船 納 濾 192 
135, 139 


107 








































玩 琶 庄 伺 168 
健氏 問 答 歌 81 
関 妃 殺 害 事件 361 
貧民 禄 381 


府 319 
フィシス ト 党 4388 
ファ ィ シ ズム 439 
分 一 強 185 
分 一 箇 政 令 186 


プ ヴ ォ ス トワ フ 事 件 289 
風 湊 花 伝 197 

風 信 帖 5 

風俗 画 6 

風 攻 図 200 

ブ ェ ー ト ン 号 事件 290 
高 織 三 十 太 早 30g 
夫 撤 天 方 針 430 
換 紙 連 324 

普 石 層 
武器 形 俊 忙 20 
富貴 寺 大 堂 125 
夫 行 人 175 
福井 洪 296 

複 員 470 
福岡 市 154 

宣 合 本 沖 499 
福島 事 性 344 

福 原 129 

提 原 京 1 器 

福原 遷都 129 

| 不 骸 罪 466 

武 案 義 理 物語 73 
武家 詳 法 度 


武家 地 354 
武家 造 14g.163 
武家 伝 奏 239.240.287 
武家 物 3 
府県 会 338 
府県 会 規則 338 
府県 制 ・ 郡 制 346 
富国 強兵 策 325 
不在 地主 468 
富山 浦 181 
高士 川 の 戦い 128.130 
部 司 制 百道 ) 笠 
武士 団 115 
武士 道 143 
藤林 古墳 39 
武士 の 商 寺 384 
武士 の 棟 染 234 
武士 の な ら ゅ ) 143 
伏見 城 223.2829 
翌 因 的 

武 州 一 携 283 


プ ィ ッ シ ョ ンー トラ ッ ク タク 法 


の き ロ 。 ゴリ 。 Ph 時 nl | 


件 名 案 引 531 


婦女 子 の 身売り 429 

婦女 人 相 十 品 308 

藤原 京 59 

藤 陣 将軍 137 

藤原 薬 子 の 変 98.98 

藤原 仲 隆 品 の 乱 80 

藤原 広 形 の 乱 

藤原 立 化 103 

普 請 284 

放 上 人 運動 411 

放 人 参政 権 462.464 

婦 上 人参 政権 連動 411 

過 和 人参 政権 殺 得 期 成 同 晶 会 
411 








































9 


普 選 運動 413 


ボ 戦 条約 410.425 
ディ ま 引 

諸 化 586 
譜代 衆 206 
直子 の 赤池 503 
想 差 2993 

ー つ の 中 国 49 
兵 持 米 224 
府中 < 松 河 》 10 
普通 選挙 法案 414 
信教 36.47 
仏教 尋 隆 の 語 3 
仏 軒 文化 50 

服 忌 党 1 
御 金 イン フレ 472 
複 興 院 総 雪 417 
復興 金融 狂 江 ] 
仏 光 寺 湖 204 


| 視 証 神道 298 
武道 伝来 記 3 
不動 明王 維 
風土 記 8 
天 占 の 和 選 
府内 (豊後 》 810 
舟形 石 愉 38 
船 耶 67 
| 船 成金 401.402 

船 壮 gy 
船 投 警 収 権 249 
人 人権 113.211 
喝 42 
中 部 36.43 
平 等 条約 309 
不平 等 条約 の 履正 332 
部 分 的 楼 実 験 停止 条約 

481 

平 士 能 385 

踏 絵 242 

中 車 265 

負 新 111 

まま 役 111.114.152.208 
| ブフ ュー ザン 傘 和 I1 
小 輸 和 69 
不 輸 権 112 





件 名 案 引 9533 
























































































































532 件 名 索 引 
冬 の 時 代 380 平安 時 代 89 保 元 物語 162 北面 の 武士 119.1 ー 本 福 寺 276 身分 統制 令 226 無 二 念 打 払 令 290 
部 落 解 放 秋 員 会 412 | 平安 新 仏教 94 房 戸 69 も 挫 DL2h 万 宝 山 事 件 429 任 那 34 詳 抜 人 の 束 捕 131 
部 落 解 放 運 動 412.499 | 兵役 71 奏 公 133.259 北 路 72 大 夫 46 満 之 開拓 団 431 耳 塚 228 村 251 
部 落 解 放 同 是 412 平 曲 162 法 興 寺 50 法華 経 50 弘 至 33 満 薄 開 拓 団 青少年 義勇 軍 | 屯 倉 43.46 | 村 請 225 
プラ ザ 合意 498 米 軍 基地 反対 開 争 483 | 方 広 寺 録 銘 事 件 235 | 干 彼 266 韻 絵 107 431] 宮 座 184 4 か 
アラ ント ニー オパール 11 | 平家 雪 経 125 方 広 寺 大 仏 225 傑 守 合同 484 券 狩り 143 満蒙 の 危機 429 宮 将 軍 114 村 搾 184251 
振 売 191.270 平家 肖 定 領 134 玲 公 科 175 度 度 の 政変 362 馬 章 251 マン モス 3 造 42 村 方 三 役 251 
20 平家 物語 162 囚 公 人 294 選 皮 可 物 語 291 枕草子 105 工 仮 名 103 ミュ ン ヘ ン 会 議 447 村 方 騒動 281 
中 流 人 9 20 米 法 41 防 尊 令 356 世 申 認 書 370 将門 の 乱 115 万葉 考 298 名 110 村 切 り 251 
上 頭 243 半 氏 政権 124 放射 性 農 素 "C 8 成 辰 戦争 317 馬山 浦 147 刻 葉 集 61.84.103 | 冥 加 270.283 紫式部 日 記 105 
OS 全角 上 すっ 放射 性 炭素 "C 測 定 法 8 | 細 み 272 マー シャ ルプ ラン 474 | 力 業 集計 釈 162 紗 喜 庵 待 應 231 連 42,43.59 
プレ スト ニ リ ト フス タク 条 約 | 平 消 物 語 162 方 下記 160 洛 海 74 増 鏡 194 | 万葉 代 匠 記 276 明 経 道 85.96 村 高 225 
399 | 平 痛 物 請 繧 巻 164 法 住 寺 123 保 津 川 図 羽 鳳 302 磨 製 石 鈴 16 者 』 晴 15 村 入 用 252,281 
プレ トン ウッ スズ 体制 485 | 平城京 74 宝生 座 197 発 名 272 紫 製 石 瑞 16 苗字 ・ 基 刀 255 | 村 払 分 51 
プロ イセ ン 窟 法 345 平地 住居 40,.80 法 成 寺 106 法華 一 擦 204 磨 製 石器 5.20 三池 鉱山 327 名 主 114.151 室生 寺 95 
浮 亡 81.92 平 頂 山 事 件 431 北条 宗家 141 法曹 宗 160.203 町 255 三井 寺 94 明 星 390 室生 寺 五 重 塔 95 
プロ ッ タ 経済 圏 434 氏 農 分 離 223.226 | 北条 義 時 追 討 の 院 宮 138 | 北 回 郡 代 289 町 方 254 御 内 人 149.167 明星 泊 390 室生 寺 和 金 党 95 
プロ テス タン ティ ズム 斑 民 323 | 泰 書 船 245 ト 骨 22 町 年 寄 255 見 返り 美人 図 276 本 心 寺 3203 室生 寺 人 金堂 釈 迎 如来 公 95 
。 383 | 平民 宰相 404 保 司 113 法勝寺 120 町 名 主 255 三 洞 加茂 一 撲 名 田 114,152 室生 寺 丈 動 堂 釈 富加 来 潮 像 
プロ レタ リア 教育 運動 平民 社 379 坊 主 204 発 心 集 161 町 入 用 255,286 283.292| 名 短 132 ' 95 
418 | 平民 新聞 364,379,389 | 紡績 業 371.373 法相 宗 85 町 飛脚 253 水 鏡 161 | 明 法 道 85 室町 幕府 171.174 
プロ レタ リア 文学 運動 平民 的 欧 化 主義 382 宝 治 合戦 141 ポッ ダム 会 談 456 町 火消 し 280 水 城 57.147 三輪 山 41 室町 幕府 の 滅亡 220 
も た 。 421 | 平和 原則 十 四 カ条 405 | 防 長 大 一 拉 295 ポッ ダム 緊急 勅 令 461 町 奏 行 239 水 呑 252 明 179 
衝 氷 の 和 化 147 平和 五 原則 481 奉天 の 会 戦 365 ポッ ダム 宣言 456.460 町 屋 東 255 | 見 世 棚 154.191 民営 鉄道 374 
PT SN 人 人 褒 2 ポッ ダム 宣言 受 話 457 町 奴 261 見 世 物 小尾 304 民 会 338 明記 の 政変 205 
文学 報国 会 453 平和 主義 465 法然 上 人 行状 絵図 164 | ポー ッ マ ス 条 約 366 マッ カー サー 草案 463 | 立 42 民間 雑誌 338 明 治 319 
敵 化 重 章 501 壁 画 38 坊 津 211 権 手 振 270 松方 財 数 341 | 三田 育種 場 327 民間 情報 教育 局 469 明治 維新 319 
立 化 時 保護 法 5Q1 玉 製 腕輪 形 石 製 品 33 | 宝物 集 161 世 越 色 方 205 徹 方 正義 内 閣 く 第 1 天 ) 三鷹 事件 477 民間 信 爺 304 明治 維新 論 334 
設 化 住宅 16 北京 議定書 362 考 墳 39 ボリ シェ ヴィ ズム 4192 ' 352| 道 師 59 | 民事 訴 設 法 347 | 明 洗 憲法 348 
文華 施 豚 集 95 北京 原 人 2 法隆寺 50 世 之 内 142 第 2 状 〉 359 三 非 270.377 民主 自由 党 476 明治 憲法 体制 350 
化 政治 朝鮮 > 406 別 子 銅山 267 法隆寺 阿弥 陀 三 尊像 61 | 盆踊り 208 松川 事件 477 三井 組 326 民主 党 472 明治 十 四 年 の 数 変 340 
分 割 相続 142, 150 別 当 130 法隆寺 五 重 睦 60 本 願 寺 204 期 養子 258 三井 合名 会 社 377 | 明 清 交替 247 明治 美術 会 392 
文化 夫 革 命 481 別 名 114 法隆寺 金堂 60 本 峰寺 派 158 松 の 鹿 下 刃 者 事件 260 三井 三池 筆 議 492 明 銭 192 明治 法律 学校 385 
凛 化 庁 501 ヘドロ 公害 489 法隆寺 金堂 百済 観音 像 51| 本 家 113.134 末 諸 106 審 教 94 民 打 議 院 設立 の 建 白 理 。 | 明治 民法 347 
支 化 ・ 文 政 時 代 291 べ 平 連 489 法隆寺 金堂 釈 聞 三 尊像 51 | 本 山 ・ 未 寺 242 素 法 思想 106 審 教 芸術 95 335,337 | 明治 大 年 の 政変 333 
廊 和 任用 令 359.360 (7 法隆寺 金堂 釈 運 加 来 像 51 | 本 字 勘 合 180 松 前 182 審 陀 絵 51 民 携 議 院 論争 337 名 代官 285 
定 任用 令 改 正 397 ベル リン ・ ロ ー マ 枢 由 法隆寺 金堂 際 画 61 本 地 垂 得 説 105,162 松前 奉行 289 三 ッ 寺 T 道 跡 43 | 民族 自決 の 原則 406 明徳 館 287 
婦 紀 分 限 令 360 438 | 法隆寺 再建 論争 51 本 地 仏 105 ーー ニュ ファ クチ ュ ア 294 | ミッドウェー 海戦 454 | 民 党 352 明徳 の 乱 175 
人 の 5 克 工 312 弁 韓 34 法隆寺 伝法 常 87 本 所 113 間引き の 閑 止 285 三 蔵 46 民 部 省 札 325 異 途 の 飛 放 273 
質 丘 落 19.29 弁 官 118 法隆寺 夢 違 観音 像 61 | 本 所 < 座 > 190.191 真 人 59 三 鞭 377 民 法 347.466 名 望 家 347 
文 壮 挨 府 央 96 | 編 戸 の 民 68 小 了 寺 夢 殿 87 本 所 一 円 地 148 豆板 銀 271 三菱 江 船 会 社 372 民法 和典 論争 347 明 磨 の 大 火 263 
婦 革 協会 391 編制 大 権 427 法隆寺 夢 明示 世 観 音像 51 | 本 所 法 140 木船 1 | 三菱 銀行 377 民 本 主義 403 ae 
稀 壮 春秋 421 変動 為替 相場 制 495 防 描 148 本 陣 253 ー ル クス 主義 412.445 三菱 合資 会 社 377 民 約 訳 解 331,382 明太 社 331,388 
分 国 205 宝 歴 事件 302 本 草 学 272.275 マル クス 王 義理 論 412 三菱 造船 所 の スト ライ キ | 民 友 社 382 明和 事件 302 
分 国法 207 生計 23 本 朝 三 式 増 86 団 々 珍 開 388 410 目付 298 
文庫 本 418 保 113,151 條 禄 制度 239 | 本 朝 十 二 銭 76 円 山 泊 302 三菱 長崎 造船 所 373 6 
婦人 両 302 | 避 安 条例 344 保革 伯 仲 496 本 劇 通 氏 275 廊 延 小判 310 御堂 関白 本 101 無産 政党 412.425 メー デー 事件 482 
殊 正 卓二 203 避 安 隊 489 北越 雪 譜 298 本 朝一 十 四 考 297 満 韓 交換 362 水戸 学 308 武者 の 世 123 目安 箱 280 
共和 。 991 法 会 120 北魏 様式 51 本 土 空 筐 455 記 央 242 水戸 落 296 武者 所 119 暫 花 輸入 税 373 
分 地 制限 令 252 防衛 庁 483 北 開 略 288 本 途 物 成 252 滴 才 移民 431 水無瀬 三 時 百 韻 203 無宿 者 291 幸夫 配 給 切符 制 444 
入 砕 421 貿易 摩擦 問題 504 北山 抄 1Q1 | 本 年 條 252 満州 国 430 港 川 人 4 無償 経済 協力 480 縮 未 輸出 税 373 
文 保 の 和 談 167 法 息 120 北 支 事変 441 本 能 寺 221 満州 事変 430 滴 川 の 戦い 171 無 尽 155 介 閲 供 の 1 
文民 条項 465 法界 寺 困 史 陀 堂 107 。 | 北 守 南 進 449 本 能 寺 の 変 221 満 重 工業 開発 会 社 494 | 得 半 2 NR 
支 明 開 化 328 法科 大 学 361 北 清 事変 362 圭 波 式 95 癌 者 の 鉄道 中 立 化 368 | 南 ヴ ェ ト ナム 解放 民族 戦線 | 無 者 像 163 ーー ーー 「 
区 用 謗 概略 330 條 給 生活 者 417 北 朝 172 本 百姓 251.252 “ 満州 某 重 大 事件 426 482 | 陸奥 将軍 府 170 筑 41 
文 禄 の 役 227 方 形 賠 溝 斉 19 北 畑 489 本 補 地 頭 138 謀 寺 196 | 赤 満 州 鉄 道 株 式 会 社 ( 満 鉄 ) | 陸奥 信達 騒動 283 表 古 組 来 絵巻 164 
封建 制度 133 北 伐 425 本 未 制度 242 引 茶 雑 95 368 | 陸奥 話 記 124 毛 越 寺 125 
保 元 の 新制 123 穂 首 刈り 20 | 本 領 安 増 133 満 鉄 並行 線 429 見 当代 用 水 265 款 像 神社 41 所 ガ 。 4 
ギ ポ 安 京 89 保 元 の 乱 123 北部 公印 進駐 448 本 両替 271 ・ 政 所 130.174 身延 山 160 棟 別 銭 176 モ ガ リ 失 礼 33 





534 件 名 索引 

党 着 108 谷中 村 380 

林 製 農具 30 脂 派 392 

目 代 112.120 八幡 製 珠 所 373.376 
木 周 39 八 四 製 紙 所 の スト ライ キ 
林 門 十 哲 274 』10 
る し は ほ 草 388 簡 山 二 143 

百 知 島 古 墳 群 33 山県 有朋 内 開く 第 1 汰 > 
持株 会 社 解体 指令 467 352 
持株 会 社 整 理 委員 会 467 < 第 2 次 ) 359 

本 簡 75 山県 - ロ バア メア ブ 協定 362 
木 本 工 19 山口 (周防 > 210 

物 忌 109 山崎 の 合戦 222 
物 く き 太 師 203 山科 本 願 寺 204 
武士 115 山城 の 国 一 接 188 

物 見 千 36 山 田 呈 l 

茂 別館 182 地 馬 台 国 30 

本 綿 181.209.267 邪 馬 台 国 連合 27.31 
桃 山 298 山田 寺 回 廊 0 

桃山 支 化 228 夫 和 絵 是 ,106 

も や い ゆい 9251 夫 和 鍛 楽 回 座 197 
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港 川 人 1 号 人 骨 頭 部 と 全身 : 原の辻 遺跡 : 芦辺 町 教育 委員 会 「 額 田部 臣 」 銘 の 大 刀 : 太 所 神 視 
東京 大 学 総合 研究 博物 館 蔵 提供 蔵 , 島根 県 教育 委員 会 提供 
縄文 土器 の 形 と 用 途 ai 横浜 古 曽部 ・ 芝 谷 遺跡 : 高槻 市 教育 見 瀬 丸 山 古 墳 : 梅原 章 一 氏 提 信 
市 歴史 博物 館 蔵 b: 長岡 市 委員 会 提供 若草 伽藍 塔 心 礎 : 法隆寺 蔵 
立科 学 博物 館 蔵 c: 市 立 函 看 本 墓 : 福岡 市 教育 委員 会 提供 (①⑤X⑥X⑦⑬) : 法隆寺 蔵 ⑫⑨ : 
館 博物 館 蔵 d : 日 本 大 学 文 弥生 時 代 の 農具 ①②③ : 唐津 中 宮寺 蔵 ③ : 広隆 寺 蔵 ⑭| 
理学 部 史学 研究 室 蔵 。 講 謎 社 市 教育 委員 会 提供 ④: 東京 : 飛鳥 寺 蔵 
提供 e: 慶 應 義 部 大 学 文 学 国立 博物 館 蔵 木簡 : 奈良 国立 文化 財 研究 所 蔵 
部 民族 学 考古 学研 究 室 蔵 , 講 鉄器 : 佐賀 県 立 博物 館 蔵 木簡 : 奈良 国立 文化 財 研究 所 
談 社 提供 {: 京都 大 学 交 合 鋼 録 の 絵 : 東京 国立 博物 館 蔵 藤原 京 復元 模型 : 根 原 市 教育 委 
博物 館 蔵 g: 国立 礎 史 民 稚 島 形 木製 品 : 大 阪 府 文化 財 調査 員 会 蔵 
博物 館 蔵 h: い わき 市 教育 研究 セン ター 提供 山田 寺 回 廊 : 奈良 国立 文化 財 研 
委員 会 蔵 i: 東京 大 学 総合 荒神 谷 遺跡 発掘 風景 : 島根 県 孝 究 所 
研究 博物 館 蔵 : 平生 町 礎 育 委員 会 提供 高松 塚 古墳 : 明日 香 村 教 育 委員 
史 民俗 資料 館 蔵 k: 辰馬 考 吉野 ケ 里 の 首 な し 人 骨 : 佐賀 県 会 許可 。 便利 堂 提供 
古 資料 館 蔵 1・m : 東北 大 , 教育 委員 会 提供 (①②③ : 薬師 寺 蔵 ④⑤X⑥ : 湖 
学 考古 学研 究 案 蔵 池上 ・ 曽 根 復元 模型 : 和泉 市 孝 隆 寺 蔵 ⑦ : 興福 寺 蔵 ⑧ 
縄文 時 代 の 道具 (①②⑦⑧) : 東 育 委員 会 提供 明日 香 村 教育 委員 会 許可 , 側 | 
京 国立 博物 館 蔵 ③ : 京都 大 王 墓 と 副 非 品 : 飯塚 市 教育 委員 利 堂 提供 
学 総 合 博物 館 蔵 (④⑤ : 千葉 会 提供 型 武 天 息 の 勅 書 : 平田 寺 蔵 
. 市 立 加 岬 利 貝 塚 博物 館 蔵 ⑯ 吉野 ケ ヶ 里 遺跡 の 復元 : 佐賀 県 才 古代 の 戸籍 : 宮内 庁 正 倉 院 事務 
: 井戸 尻 考古 館 蔵 育 委 員 会 提供 所 蔵 
堅 穴 住居 跡 の 実例 : 船橋 市 教育 金 印 : 福岡 市 博物 館 蔵 調 ・ 菅 の 木簡 : 奈良 国立 文化 央 | 
委員 会 提供 奈良 県 箸 墓 古墳 : 析 原 章 一 氏 提 研究 所 蔵 「 
屈 非 芦屋 町 教育 委員 会 提供 供 平城 京 の 景観 : 奈良 市 役所 蔵 
叉 状 研 歯 の ある 縄文 時 代 の 頭 半 三角 縁 神 環 鏡 : 宮内 庁 書 陵 部 蔵 木簡 ・ 長 屋 王 邸 宅 の 復原 : 奈 員 | 
骨 : 東京 大 学 総合 研究 博物 館 復原 され た 前 方 後 円 墳 : 神戸 市 国立 文化 財 研究 所 蔵 ! 
避 教育 委員 会 提供 多賀 城跡 地形 模型 : 東北 歴史 次 
大 湯 環状 列石 : 鹿角 市 教育 委員 古墳 の 副葬品 ① : 国立 歴史 民 料 館 蔵 ' 
会 提供 俗 博 物 館 蔵 ②③⑥) : 東京 国 美濃 国分 寺 寺 院 伽藍 復原 模型 : 
有珠 モ シ リ の 骨 角 回 : 伊達 市 教 立 博物 館 蔵 ④ : 宮地 神 社 大 垣 市 歴史 民俗 資料 館 蔵 
育 委員 会 提供 蔵 ⑤ : 文化 庁 蔵 、 和 歌 山 市 千葉 県 村上 遺跡 の 村落 復原 景観 
ゴ ホ ウラ 製 貞 輪 を 装着 し た 人 骨 立 博物 館 提供 : 国立 歴史 民俗 博物 館 蔵 
: 飯塚 市 教育 委員 会 提供 大 仙 陵 古墳 : 梅原 章 一 氏 提供 東大 寺 葉 置 荘 の 絵図 : 宮内 庁 宣 
ゴ ホ ウラ 製 具 輪 製 作 工程 : 朝日 広 開 土 王 の 碑 : 東京 国立 博物 館 和 院 事務 所 蔵 
新聞 社 『 狗 馬 台 国 へ の 道 』 よ り 提供 難波 する 船 と 鑑真 : 店 提携 寺 蔵 
弥生 前 期 の 水田 跡 : 高知 県 教育 日 本 語 表 記 の 始ま り : 埼玉 県 立 ①④⑤ : 東大 寺 蔵 ③ : 唐 招 手 
委員 会 提供 “ きき た ま 資 料 館 提供 寺 蔵 ②⑥ : 宮内 店 正信 院 事 
土井 派遣 跡 と 渡来 系 人 骨 : 土 放 集 墳 : 梅原 章 一 氏 提供 務 所 蔵 
井 ケ 浜 遺跡 ・ 人 類 学 ミュ ー ジ 土師 器 と 人 須恵 器 (①②③ : 奈良 周防 国 玖 末 郡 玖珂 導 延 喜 8 年 の 
ァ ム 提供 国立 文化 財 研 究 所 蔵 ④ : 豊 戸籍 : 石山 寺 蔵 , 八 宝 堂 提 健 
縄文 系 人 骨 : 長崎 大 学 医学 部 解 田 市 郷土 資料 館 蔵 空海 : 東寺 蔵 、 便 利 営 提供 
宮 学 第 二 教 室 提供 福岡 県 珍 敷 塚 古墳 の 壁画 : 吉井 ①②⑨ : 室生 寺 蔵 ③⑦ : 
最 古 の 弥生 土器 : 福岡 市 教育 委 町 教育 委員 会 許可 , 石丸 洋 氏 | ・ 寺 蔵 京都 国立 博物 館 提 化 
員 会 蔵 。 国 立 歴史 民俗 博物 館 提供 (④⑤⑩ : 東寺 蔵 。 便利 堂 提 人 
提供 奈良 県 藤ノ木 古墳 の 金 鋼 製 透 彫 ⑧ : 法華 寺 蔵 ⑪ : 奈良 国 5 
夫 形 土器 : 東京 大 学 総合 研究 博 鞍 金具 : 奈良 国立 文化 財 研 究 博物 館 蔵 
物 館 蔵 所 許可 , 奈良 県 立 原 考古 学 (①② : 平等 院 蔵 ③ : 法界 
検 丹 里 遺 跡 : 朝日 新聞 社 『 見 る 研究 所 提供 ・ ④ : 畠山 記念 館 蔵 , 大 塚 
・ 読 む ・ わ か る 日 本 の 歴史 群馬 県 黒井 峰 遺 跡 の 復原 : 国立 社 提供 ⑤: 有志 八幡 講 士 人 
1』 よ り ' 歴史 民俗 博物 館 蔵 箇 院 蔵 , 高野 山 電 宝 館 提 
大 塚 遺跡 : 研 横 浜 市 ふる さと 歴 大 和 の 三輪 山 : 大 神 神社 提供 (⑥⑦) : 東京 国立 博物 館 蔵 
財団 埋蔵 文化 財 セ ンタ ー 提 沖ノ島 磐 庫 分 布 模型 : 国立 歴史 東 三 条 殿 復元 模型 : 国立 歴史 民 
供 民俗 博物 館 蔵 俗 博物 館 蔵 
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⑪ : 東大 寺 蔵 ②③X⑥X⑦ : 東京 

国立 博物 館 蔵 〈① : MOA 美 

術 館 蔵 ⑤) : 静 高 営 文庫 美術 


館 蔵 
越後 屋 呉 服 店 : 三越 資料 編 算 室 


遺 明 船 : 真正 極楽 寺 蔵 
万 国 津 梁 の 鏡 : 沖縄 県 立 博物 館 
破 

志 苦 館 跡 : 函館 市 教育 委員 会 蔵 
足軽 : 真正 極楽 寺 蔵 

室町 時 代 の 水車 : 石山 寺 蔵 , 八 
宝 営 提供 

京都 の 商店 街 : 米沢 市 蔵 












受領 の 帰京 の 様子 : 東京 国立 博 


物 館 蔵 
荘園 の 絵図 : 神護 寺 蔵 , 京都 国 
立 博物 館 提 供 
公事 な ど が 頁 進 きれ て いる 様子 
・ 粉河 寺 蔵 
門番 を する 兵 : 粉河 寺 蔵 
宿直 の 侍 : 石山 寺 蔵 。 八 宝 堂 提 




































































































蔵 
供 大 鑑 : サ ント リー 美術 館 蔵 堂島 の 米 市 場 : 大 阪 市 立 博物 館 
将門 の 首 を 運ぶ 藤原 秀郷 の 隊列 関所 を 通る 馬 借 : 石山 寺 蔵 , 八 に 4 
・ 金 葉 光 明寺 蔵 室堂 提供 南 氏 弐 朱 銀 の 表 と 裏面 : 日 本 銀 





行 金融 研究 所 貨幣 博物 館 蔵 

仲間 鑑札 : 明治 大 学 刑 事 博物 館 
蔵 

お 救い 小屋 : 国立 国会 図書 館 蔵 

佐賀 藩 の 三重 津 海軍 所 : 鍋島 報 
会 蔵 

①②④⑯ : 東京 国立 博物 館 蔵 
③・ 太田 記 念 美術 館 蔵 ⑤ : 
三井 文庫 蔵 

劇場 前 の 人 出 : 神奈 川 県 立 歴史 
博物 館 蔵 

御 藤 参り : 神宮 徴 古 館 農業 館 蔵 

長崎 の 海軍 伝習 所 : 鍋島 報 到 会 
に 4 

名 古屋 の を ええ じゃ な いか : 進 左 


文庫 蔵 
右 末 の 訂 摩 沙 の 英国 留学 生 : 商 
古 集成 館 蔵 
五 簡 条 の 鶴 文 草案 : 宮内 庁 書 陵 
部 蔵 
明治 初期 の 貨 刺 : 日 本 銀行 金融 
研究 所 貨幣 博物 館 蔵 
東洋 拓殖 株 式 会 社 京城 支店 ・ 
『 東 洋 拓殖 株 式 会 社 一 十 年 誌 』 
より 


明 銭 と 私 鋳 銭 : 日 本 銀行 金融 研 
究 所 貨幣 博物 館 蔵 
① : 座 苑 寺 蔵 ②⑫ : 永 保 寺 蔵 
③ ・ 西 芳 寺 蔵 ④ : 退 蔵 院 蔵 
⑤⑥⑬ : 東京 国立 博物 館 蔵 
⑦⑧) : 金剛 氏 蔵 ⑨⑩ : 慈 昭 
寺 蔵 ⑪: 竜 安寺 蔵 0⑫⑳・: 
大 仙 院 蔵 ⑮: 本願 寺 蔵 ⑯ 
・ 大阪 女子 大 学 時 必 図書 館 蔵 
葛 園 祭 り の 風景 : 米沢 市 蔵 
少年 使 飾 た ち : 京都 大 学 附属 図 
書館 蔵 
天正 大 判 : 日 本 銀行 金融 研究 所 
貨幣 博物 館 蔵 
①・ 本 寺 蔵 ② : 竹生 島 神 社 
蔵 。 光正 社 提供 (③: 砂 座 庵 
蔵 ④ : 宮内 庁 三の丸 商 蔵 館 
蔵 ⑤X6) : 東京 国立 博物 館 蔵 
阿 国歌 舞 伝 : 京都 大 学 附属 図書 


館 蔵 

南 秦 財 風 : 天理 大 学 附属 天理 図 
書館 蔵 

天草 版 『 平 家 物語 」: ユニ フォ ト 


プレ ス 提 供 
周防 国 の 摩 長 国 絵図 : 宇部 市 立 


法勝寺 の 復元 模型 : 京都 市 歴史 
資料 館 蔵 

僧兵 : 東京 国立 博物 館 蔵 

信 西 追 捕 の 臨時 除 目 : 静 放 常 文 
庫 美術 館 蔵 

① : 中 尊 寺 蔵 ⑫② : 四 桁 市 教育 
委員 会 提供 ③: 中 央 公論 社 
日 本 絵巻 大 成 』8 よ り ④: 
出光 美術 館 蔵 ⑤ : 五島 美術 
館 蔵 , 名 鏡 勝 朗 氏 提供 (⑥: 
四天王 寺 蔵 ⑦ : 信貴 山 朝 護 
係 子 寺 蔵 

後 鳥羽 上 重 像 : 水無瀬 神宮 蔵 
武士 の 館 の 内 部 : 清 消 光 寺 ・ 歓 
吉光 寺 蔵 

笠懸 ・ 武 芸 の 訓練 : 東京 国立 博 


物 館 蔵 
決 路 国 大 田 文 : 東京 大 学 史料 編 
墓 所 蔵 
伯 春 国東 郷 料 の 下地 中 分 の 図 : 
柳澤 氏 蔵 , 東京 大 学 史料 編 自 
所 提供 
元 軍 と の 陸戦 の 図 : 宮内 庁 三 の 
却 尚 蔵 館 蔵 
防 鼻 跡 : 福岡 市 教育 委員 会 提供 











































































































































越後 国 奥 山荘 の 図 : 中 条 町 蔵 図書 館 蔵 ガラ 紡 : 日 本 綿 業 倶楽部 蔵 

紀伊 国 阿 氏 河 荘 民 の 訴状 : 金 開 絵 踏 ・ 筑摩 書房 『 江 戸 時 代 図 誌 東京 駿河 町 三井 組 バン ク の 錦絵 
峰寺 蔵 。 高野 山寺 宝 館 提供 25 長崎 ・ 横 浜 』 よ り ・ 三井 文庫 蔵 

異形 の も の : 清涼 寺 蔵 , 京都 国 踏 絵 : 東京 国立 博物 館 蔵 大 逆 事件 の 判決 を 報じ る 新聞 記 
立 博物 館 提供 交 貴 に 向かう 末次 船 (複製 ) : 国 事 : 朝日 新聞 社 提供 

鎌倉 時 代 の 市 場 : 清浄 光 寺 ・ 歓 立 歴史 民俗 博物 館 蔵 東京 の 「 貧 民 禄 」: 国立 国会 図書 
癌 光 寺 蔵 琉球 使節 の 江戸 上 り : 国立 公文 館 蔵 

巨 福 呂 坂 切通 し : 清浄 光 寺 ・ 歓 書館 鉄道 電車 ・ マス プロ 電工 美術 館 






蔵 
アイ ヌ の 参 賀 の 礼 : 市 立 函 館 図 
書館 蔵 
① 宮 内 庁 京都 事務 所 提供 ② 晶 
光 東 照 宮 蔵 ③ 建 仁 寺 蔵 , 東 
京 国立 博物 館 提供 ⑤ 彦 根城 
博物 館 蔵 (〈⑪⑥ : 東京 国立 博 


物 館 蔵 
人 
国 絵 図 に 描か れ た 椿 海 : 国立 公 
文書 館 蔵 
肖 爽 地 で の 人 漁 : 東京 国立 博物 
館 蔵 


江戸 時 代 の 貨幣 : 日 本 銀行 金融 
研究 所 貨幣 博物 館 蔵 






宮 光 寺 蔵 
借 上 : 和泉 市 久保 物 記 念 美術 館 


臣 

踊 念 仏 : 清浄 光 寺 ・ 歓喜 光 寺 蔵 
静 二 法 分 : 本 願 寺 蔵 

①⑪④) : 東大 寺 蔵 ②③ ・ 妙法 院 
蔵 ⑤: 興福 寺 蔵 ⑥: 春日 
大 社 蔵 ⑦ : 神護 寺 蔵 , 京都 
国立 博物 館 提 供 ⑧): 宮内庁 
三の丸 商 蔵 館 蔵 ⑨ : 知 恩 院 
蔵 。 東京 国立 博物 館 提供 

室町 将軍 邸 : 国立 歴史 民俗 博物 
館 保管 

人 連 判 :『 大 日 本 古文 書 』 よ り 

合 窟 : 東京 大 学 史料 編 工 所 蔵 

















蔵 
旧 開 智学 校 : 松本 市 立 博物 館 提 


供 
(①② : 東京 芸術 大 学 蔵 ③ : 石 
橋 財団 石橋 美術 館 蔵 ④ : 東 
京 国立 近代 美術 館 蔵 ⑮⑤): 東 
京 国立 博物 館 蔵 ⑥ : 迎 損 館 
許可 , 時 事 画 報 社 提供 ⑦: 
日 本 銀行 提供 
三菱 一 号館 : 三菱 地 所 提供 
al、 
三 ・ 一 独立 運動 の 情景 を 刻む レ 
リー ブフ ブ :CPC 提供 
新婦 人 協会 に 集まる 女性 た ち : 





























































538 図版 所 蔵 ・ 提 供 者 一 覧 


人 


毎日 新聞 社 提 供 


















ター : 阿部 泉 氏 提供 


































ラジ オ を 開く 家 族 : 毎日 新 聞 社 大 東亜 会 議 の 各国 代表 毎日 新 右 : 共 還 通信 社 提供 
提供 聞 社 提供 ビル マ 周 償 ・ hp 控 夫 
①⑪ : 東京 国立 博物 館 蔵 ④ : 水 | 453 | 勤 動 員 の 女 学 生 。 学徒 出陣 寺 日 新 聞 社 提供 「 







青 文庫 蔵 (3④: 山 種 美術 館 
2 が 高村 親 氏 提供 ⑮: 
芸術 大 学 蔵 
re4 4 
| 銀行 蔵 , 集英社 提供 
Rd いい 


行 会 : 毎日 新聞 社 提 供 
広島 の 爆 心 地 の 惨 状 ・ 障 供 文書 
の 調印 : 毎 日 新聞 社 提供 
理 本 差 地 に 到着 し な マッ カー サ 

| 一 : 日 新聞 社 提 慌 

| 東京 博 判 の 開廷 : 毎日 新聞 社 

くに の あゆ みあ: 野呂 肖 生 氏 提 供 

頭 を か か える 便 井 議長 : 毎日 新 
聞 社 提供 「 

| 経済 安定 本 部 : 共同 通信 社 提 供 
庁 山内 閣 : 毎日 新聞 社 提 供 


牙 要 は 暗 き 世 て いた だ きま し た 。 
蓄 面 構成 の 都合 記 個 々 に 記載 せ ず , 巻末 に 一 括 し まし た 。 所 蔵 者 不明 の 図版 | 計 
転載 書名 を 掲載 し まし た 。 ま た , 小 社 の 所 有 の 写真 類 に つい て は 省略 し まし 坦 
カー,, 記載 洩れ な ど が あり まし た ら , お 手数 で も 編集 部 まで お 申 し 出 下さ い 縛 


吉田 茂 : 憲政 記念 館 提供 
自衛隊 の 抽 式 共同 通信 社 失 | 


re ni 
隊 和 の 佐藤 栄作 日 新 聞 | 
中国 有 層 復 共同 通信 社 提供 | 
| 黒 上 ぬり 教 料 書 : 野呂 月 生 氏 提 僕 昌 


東京 オリ ン ピ ッ クタ : 日 新聞 社 | 
提供 ' 」 




































発禁 処 巡 と な っ た 美濃 部 博士 の 
_ 者 書 : 東京 夫 学 総合 図書 館 蔵 
六 事 拉 : 朝日 新聞 社 提 供 

| の 引き 国債 幕 集 り ボネ 
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・ 造 本 に は 十分 注意 し て お り ま す が , 万 一 , 落丁 ・ 乱 十 な ど が ご きい 
まし た ら 。 小 社 営業 部 宛 に お 送り くだ さい 。 送料 小 社 負担 に て お 取 
り 替え いた し ます 。 

・ 定価 は カバ ー に 表示 し て あり ます 。 
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